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主より 導き を 受けて 


まことに 主なる 神 は， そのし もべ 
である 予言者に その 隠れた 事 を 示さ 
ないで は， 何事 を もな されない。 

(ァ モス 3:7  ) 


そこで ィ エス は 彼らに 言われた， 
「それで は， あなたが たは わたし を 
だれと いうか」。 シ モン 'ぺ テロが 答 
えてい つた， 「あなた こそ， 生ける 神 
の子キ リ ス ト です」。 

すると， イエス は 彼に むかって 言 
われた， 「バル ョナ 'シ モン， あなた 
はさい わいで ある。 あなたに この こ 
と を あらわし たの は， 血肉で はなく， 
天に います わた しの 父で ある。 

そこで わたし も あなた に 言 う 。 あ 
なた はべ テロで ある。 そして， わた 
し はこの 岩の 上に わた しの 教会 を 建 
てよう。 黄泉の 力 も それに 打ち勝つ 
こ と はない。 

わたし は， あなたに 天国の かぎ を 
授けよう。 そして， あなたが 地上で 
つなぐ こと は， 天で もつな がれ， あ 
な た が 地上で 解 くこと は 天で も 解か 
れ るであろう」。 

(マ タイ 16:15—19) 


およそ 聖霊に 感じた る 時 語る ところ 
はこと ごとく 聖典の 言 となり， 主の 
意と なり， 主の 精神と なり， 主の 言 
となり， 世 を 救いに 導く 神の 能力と 
なるべし。 

(教義と 聖約 68:  4) 


この 故に 汝ら 教会員 は， 彼が 上よ 
り受 くるま まに 汝らに 与う る誡 命と 
彼の 言と を 皆 心に とめて よ く 聞き， 
わが 前に 全く 聖き道 を 履むべき なり。 

そ は 彼の 言 は， 汝ら 全き 忍耐と 信 
仰と を 以て， あたかも わが 口より 聞 
く が 如く にこれ を 受け入れるべきな 
れ ばな り 。 

これらの こと を 為さば， 地獄の 門 
も 汝らに 打 勝たざる べし。 而 して， 
誠に 主なる 神 は 汝らの 前よ り 暗闇の 
力 を 追い払い， 汝らの 為と 神の 御名 
の 栄光の ために もろもろの 天 を も 震 
い 動かし めん。 

主なる 神 かくの 如く 言う。 われ は 
彼に' ま感を 与えて， 善 を 為す ために 
大 いなる 力 を 以て シ オンの 大事 を 推 
し 進めし む。 

(教義と 聖約 68:  4  —  7) 


私たち は 予言者の 書いた 聖文を 研 
究し， 多くの 啓示 を 受け， また 予言 
の 「みたま」 を もっている。 このよ 
う に 多 く の 証が あるので 私たち は 希 
望 を 得て 私たちの 信仰 は 固くなる。 
まことに その 信仰 は， 私たちが もし 
も イエスの 御名に よって 命ずれば， 
実際 木 も 山 も 海の 波 も その 命令に 従 
う ほど 強い。 

それ にもかかわらず， 私たちが こ 
のように する 力 を もつ こと は， 全く 
神の 恵みと 神の 人に 対する 厚い いつ 
く しみと による こと を さとらせ るた 
めに， 主なる 神 は 私たちに 自分た ち 
が 弱い こと を 認めさせた も う ので あ 
る。 

ごらん， 主の 御 業 は 本当に 偉大で 
驚嘆すべき 事で ある。 また 主の 奥義 
が 何と 深くて， 隅々 まで 知ろうと し 
て もむ つかしい ことよ。 それで ある 
から， 主の なした もうこと を 一切 知 
るの はとても 人間業で で きる ことで 
はない。 主の 道が 啓示され なかった 
ならこれ を 知る 者 は 一人 もない。 そ 
れ であるから 兄弟た ちょ， 神の 下さ 
る 啓示 を 軽ん じて はならない。 

(モル モン 経ャ コ ブ 4:6  —  8  ) 
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「大会 報告」 を活 きた ものと する 


私たち は 今 この 大会に 集って いる 
が， 大会から 何 を 得ようと している 
の だろ う か。 生活 を 改善す る こ と だ 
ろう 力つ 家族 を 向上させる こと だろ 
'つか。 それとも ワード 部 や 支部 を 変 
える ことだろう か。 

問題 は， 大会 を 通して 「新しい 秩 
序」 を 私たちの 生活の 中で うち 立て 
たいと 思って いるかと いう ことで あ 
る。 もしそうならば， 私たちが この 
総 大会に 集 つ た 理由 も 明ら かで ある 。 
そう， 私たち 一人一人が 「新しい 秩 
序」 で 出発す る ことで ある。 

では どのよ うに 進めて いったら よ 
いだろう 力 >。 ひとつの 方法 を 紹介し 
よう。 それ は， 大会が 終わった 後に， 

この 会場から 約 3 千 マイル も 離れて 
住んで いる 家族の 人で も 実行で きる 
方法で ある。 大会での 説教が 掲載 さ 
れ ている 「聖徒の 道」 が 家に 届いた 
ら， すぐに 家族で その メッセージ を 
読む こと。 年長の 子供に は 特定の 説 


教 について 報告 をさせる ことで ある。 
ただ 読む だけで はない。 家庭の タ 
べにお いて， この 大会の メッセージ 
に基づいて 家族と しての， また 個人 
としての 目標 を 立てる ので ある。 目 
標は 実際に 則した ものにする。 例え 
ば 「毎日の 祈りの 中に 袓母 のこと を 
入れる， 讃美歌 を 暗記す る， 家族の 
準備状況 を 点検す る， 主の 望む こと 
を 私たちの 方法で はな く 主の 方法に 
よって 行なう， 非 教会員 を 教会に 連 
れて くる」 など を 目標と する。 また 
家族で 目標に ついて 話し合い， 祈つ 
て， たびたび 検討す る。 このように 
進めて くると， 次のように 語る 父親 
がいても もはや 不思議で はない ので 
ある。 「私たちの 家族 は 総 大会 を， 
主が 私た ち に 何 をす ベ き か を 教えて 
下さる 機会 だと 思って います。 それ 
は 私た ちや子 供た ちに とって 言葉 以 
上の 深い 意味 を 持って いるので す。 
兄弟 姉妹， この 総 大会で 受けた 教 


え は 私た ち に どれ ほ どの 影響 を 与え 
るであろう 力、。 両親と して どれほど 
大切だろう 力、。 また 役員 教師と して, 
また ホーム ティー チヤ 一あるいは 家 
庭 訪問 教師と して どれほど 重要な 意 
味が あるの だろう か。 

私 はこれ までの 総 大会の 経験から， 
聖霊に 感動して 話された 言葉 は 「聖 
典」 の 言葉で あると いう こと を 証す 

る。 主 は 次のように 語られた。 「聖 
霊に 感じた る 時 語る ところ はこと ご 
とく 聖典の 言と なり， 主の 言葉と な 
り， 主の 声と なり， 世 を 救いに 導く 
神の 能力と なるべし。」 （教義と 聖約 
68  ：  4  ) 

私た ちが こ の 大会で 選んだ 目標が 
私たちに， 家族に， 隣人に， また 私 
たちの ヮー ド部ゃ 支部の 会員た ちに 
救い を もたらす ものと なる よ うに 心 
力 、ら 祈る も ので ある。 

( J  . トーマス 'ファイア ンズ， 1974 
年 10 月 5 日の 総 大会に おける 説教） 
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末日 聖徒 ィ エス' キリス ト 教会の 
予言者， 聖 見者， 啓示 を受く る 者と 
して， 人々 から 愛された デビ ッ ド • 

0  - マ ッ ケィ大 管長 は， 1970 年 1 月 
18 曰， ユタ 州 ソルト レークの 自宅で 
逝去した。 96 年の 生涯 を 終えた 予言 
者の 葬儀 は 1 月 22 日 ソルト レークの 
タバナ ク ルで 挙行され た。 

デビ ッ ド • オーマン' マッケイ は 
教会の 第 9 代大 管長と して 1951 年 4 
月 9 日 ソルト レー クタ バナク ルで開 
かれた 厳粛な 集会に おいて 支持され 
た。 時に 77 歳であった。 

予言者， 聖 見者， 啓示 を受く る 者 
の 死去に より， およそ 20 年間に わた 
り 続いた 地上に おける 神の 王国の 進 
歩の 行軍の 一^^ つが, 他に 類 を 見ない 
時代と して 終止符 を 打った。 

彼が 大 管長 会に 在任 期間 中， 教会 
は 歴史 を 通じて 類 を 見ない 驚異的な 
進歩と 発展 を 遂げた。 

マッケイ 大 管長 は， 「聖霊 と共にい 
る ことができる ようにべ ス トを尽 
くす」 との 誓いの もとに 教会の 指導 
者と いう 責任 を 引き受けた。 霊感 あ 
ふるる 指導， 彼に 率いられた 大 管長 
会の 業績 は， マッケイ 大 管長が 聖霊 
と共にあった ことの 証で ある。 それ 
はま さしく   「黄金時代」 であった。 


大 管長 

デビ ッ ド •  0 • マッケイ 


教会 出版 局長 

ヘンリー 'A. ス ミス 


本当の 意味で， 教会が 国際的 視野に 
立った 時代で ある。 

1952 年の 夏， マッケイ 大 管長が 聖 
任 後 初めて 欧州 を 訪れた とき， 彼 は 
「ァメ リ 力の 教会と ョ  一口 ッ パの教 
会員との 接近」 を 確信した。 この 訪 
問 中， スイス 神殿 用地 を 選び， 現在 
建造な つた a ン ドン 神殿の 用地の 購 
入 を 考えた のだった。 

これが マ ッ ケィ大 管長の 考え方で 
ある。 すなわち， 世界の 国々 に 住む 
末日 聖徒が， もし 神殿の 霊に かかわ 
る 大きな 祝福 を 受ける ことができる 
とすれば， 聖徒 は袓 国に とどま り ， 
教会 を 建てる であろ う と。 彼 は大管 
長 会 在任 期間に， 5 つの 神殿 を 奉献 
した 力：， そのうち 3 つが アメリカ 以 
外の 国々， すなわち スイス， ィ ギリ 
ス， ニュージーランドであった とい 
う 事実 は こ の 点に おいて 彼が いかに 
努力 した かの 証拠と なろ う 。 

さ らに， 「国際的 視野に 立った 方 
針」 という 彼の 言葉の 証と もなる ベ 
き 事柄が あげられる。 すなわち， 大 
管長 会 在任 期間 中に， イギリス， ョ 
一口 ツバ'， 南アメリカ， さ らに 太平 
洋 諸島に おいて 最初の ステーキ 部が 
組織され たので ある。 これらの 最初 
は， 1961 年に 組織され た マン チェス 


ター ステーキ 部であった。 

デ ビッド •  0  • マッケイ は 劇的な 
情況の も とに 教会の 大 管長と なった。 
第 121 回 年次 総 大会 は 4 月の 6  ，  7， 
8 日に 予定され， 数 週間 前から 計画 
が 練られて いた。 大会の 開かれる 2 
日 前， すなわち 1951 年 4 月 4 日' ジ 
ョ ージ. アル バート. スミ ス大 管長 

は 自分の 誕生日に あたる その 日に ソ 
ルト レーク • シティ 一の 自宅で 逝去 
された ので ある。 そのと き， ベッド 
の 傍らに はス ミ ス大 管長の 家族と， 
大 管長の 後継者が 見守って いた。 大 
管長 会の 責任が 重く 彼の 肩に のし か 
かってき たのであった。 

2 日 後， 総 大会 は大 管長 空席の ま 
ま 開かれた。 管理 権 は 十二使徒 評議 
員 会に あ り ， デビ ッ ド •  0  • マッケ 
ィは その 会長であった。 出席した 人 
人 や ラジオ， テレビで 大会の 模様 を 
見聞き した 多くの 人々 の 記 億に よる 
と， 十二使徒 評議員 会 管理の もとに 
総 大会が 開かれた の はこれ が はじめ 
てであった。 

土曜日の 大会 はス ミ ス大 管長 葬儀 
のた め 中止と なり， マッケイ 会長が 
葬式 を 管理した。 そして， 大会 は 月 
曜日に も 開かれ， 午前の 大会で マツ 
ケィ大 管長が 支持され， 同時に 大管 
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長 会が 組織され た。 副 管長 は， ステ 

イーブン' L  • リ チヤ ーズと J  'ノレ 
一 ベン • クラーク . ジュニア であつ 
た。 

マ ッ ケィ大 管長が 在任した 20 年 近 
くの 間の 教会員 数， ステーキ 部， ヮ 
ード 部， 伝道 部の 数に は 教会の 成長 
が 顕著に 示されて いる。 
1951 年 マ ッ ケィ大 管長が 就任した と 
き 教会員の 数 は 約 115 万人で あつたの 
に 対し 今日で は 300 万人 近 く に 急増 し 
ている。 1951 年 ステーキ 部数 は 180 で 
あつたのに 対し， 現在 は 500 である。 
当時 ヮー ド 部と 支部の 合計 は 1,541 で 
あつたのに 対し， 現在で は 4，  200 を 越 
える。 1951 年 伝道 部数 は 43 であった 
のに 対し， 現在 は 80 を 越えて いる。 

この 成長 は， マッケイ 大 管長の 霊 
感に 満ちた 進歩的な 指導 性に よ る と 
ころが 非常に 大きい。 教会の 支部 組 
織の ある 世界の いたる 所で， 彼の 影 
響 力 を 感じる ことができる。 彼は大 
管長と して 最も 旅 をした 人で ある。 
近代 輸送機関 を 利用して， 文字通り 
地球の 隅々 にまで 旅し， 聖徒た ちと 
会い， 宣教師 を 力 づけ， 礼拝堂 や 神 
殿を献 堂し， いたる 所で 教会の ため 
に 友 を 作った。 その 旅行の 中には， 
イギリスと ョ  一口 ッ パを 数回， 中 南 
米お よび メキシコ， 南アフリカ （マ 
ッケィ 大 管長 は 南ァ フ リ 力 を 訪れた 
最初の 教会 幹部で ある） また， かつ 
て大 管長が 足 を 伸ばした ことのない 
ニュージーランド や オーストラリア 
を 含む 太平洋 諸国の 伝道 部 訪問が あ 
る。 

マ ッ ケィ大 管長の 教会 幹部と して 
の 在任 期間 は 約 64 年の 長き にわた つ 
た。 十二使徒 評議員 会に 指名 された 
のが 1906 年 4 月， 32 歳のと きで あつ 

た。 

デビ ッド •  0  'マッケイ は， 1873 

年 9 月 8 日， スコットランドからの 
改宗者 デ ビッ ド • マッケイ を 父と し， 
ゥ エール ズ 出身の ジ ヱ ネット' エバ 


ンズを 母と して， ユタ 州 オグデン バ 
リーの'、 ンッ ビルに 生まれた。 七 歳 
のとき， 父 は 2 年間 英国で 伝道す る 
宣教師に 召され， '、ン ッ ビルに 残つ 
た 母と 子供た ち は 農耕 に 従事 し た 。 
(マ ッ ケィ 一族 は 長年 ハン ッ ビルの 
家 を 別荘と して 使って おり， マッケ 
ィ 大 管長 も 最後の 病に ふせる まで， 
家族と 共に 生家で 過ごす の を 楽しみ 
と していた。） 

デビ ッ ド •  0  • マッケイ は ハン ッ 
ビルで 初等教育 を 受け， 1894 年 ソル 
トレー ク • シティ 一の ユタ 大学へ 入 
学， 1897 年の 卒業の ときには 総代 を 
つとめた。 

卒業後 宣教師に 召され， 父に 続い 
て イギリスで 伝道し， 教会の 傑出し 
た 宣教師の 一人 という 評判 を 得た。 
このよ う にして， 宣教師と 指導者と 
しての 人生が 始 つたので ある。 1898 
年 3 月， グラスゴー 地方 部長に 任命 
され 1899 年 9 月に 帰国す るまで 一年 
以上 その 召しに あった。 

1899 年， 現在 はゥ ユー バー 州立大 
学と なって いる ユタ 州 ォ ゲデ ンのゥ 
ヱ 一 バー • ァカ デミ 一の 教師に 任命 
され， 1902 年に はこの 学校の 校長に 
なって いる。 

マッケイ 大 管長 は 1901 年 1 月 2 曰 
ソルト レーク 神殿に おいて， ソルト 
レーク • シティ 一 出身の エマ 'レイ' 
リ つ ゲスと 結婚した。 二人 は 世界中 
の 末 日 聖徒の 範 となる 理想的な 伴侶 
であった。 二人に は 七 人の子 供が い 
る。 デビ ッ ド' ロー  レンス' マッケ 
ィ， ロウ i リン •  R  • マツ ケィ 博士， 
ロイヤル • リツ ゲス' マッケイ （死 
亡）， ラッセル （ロウ' ジーン） ブラ 
ッ ド 夫人， コンゥ ヱイ （エマ' ラ 
ェ） ァシュ 卜 ン 夫人， エド ヮー ド • 
R  • マ ッケィ 博士，   ロバート •  R  • 
マッケイ である。 

1906 年 マ ッケィ 大 管長 は 使徒に 召 
された 数 力 月 後， デ ゼレト 日曜 学校 
協会 副 管理 会長に なった。 1918 年， 


同 管理 会長に 《■! され， 1934^ 大 管長 
会に f! される まで この 職に あった。 
マッケイ 大 管長 は 「日曜 学校 近代化 
の 父」 と してよ く 知られて いる。 多 
くの 貢献のう ち， 日曜 学校 プ 0 ゲラ 
ムの 統一 化 や 日曜 学校 レツ スンの 技 
術 と 方法の 改善 に関して は だれ も 及 
ぶ ものがない。 幼稚園から 大人の ク 
ラスまで， 年令 別で 進んで ゆく 学習 
コースが 始められ， 全 教会で 教師 養 
成 プロ グラムが 採用され た。 

マッケイ 大 管長 は 教会の 教育 プロ 
グラムに 多大の 貢献 をな している。 
1906 年から 1919 年まで， 彼 は 教会 教 
育 管理 会の 会員で あり， 1919 年から 
1 92 1 年まで 教会 教育 理事であった。 
また， ユタ 大学の 理事， ユタ 州立大 

学の 評議員であった。 死去した 時に 
も， 彼 は ブ リ ガム' ヤン ゲ 大学の 理 
事 長， 教会 教育 管理 会長の 職に あつ 
た。 

1921 年 マ ッ ケィ大 管長と ヒ ユー • 
J  ，キ ヤノ ン 長老 は 世界 各地の 伝道 

部 を 巡った。 このよう な 訪問 は 教会 
幹部と して は， はじめての 事だった。 

二人 は 南ァフ リ 力 を 除 く 全 伝道 部 
を 訪れた。 距離に して 10 万キ a にも 
及ぶ 旅行であった。 

1922 年， イギリスに 本部 を 置く ョ 
一口 ツバ 伝道 部 を 管理す るよ う 任命 
され， 2 年間 その 職に あった。 

その後 10 年間 は， 十二使徒 として 
責任 を 果たし， 教会の 全世界に わた 
る 活動の 指導に つとめた。 そして 
1934 年， 彼 は ヒーバー' J  • グラ ン 

ト大 管長に より， 大 管長 会 第二 副 管 

長に 召された。 彼 は 1951 年大 管長に 

なる まで， ゲラン ト大 管長， 後に ジ 
ョ ージ. アル バート. スミ ス大 管長 

の 副 管長の 職に あった。 

教会 役員と して 多忙な 中に も， マ 
ッ ケィ大 管長 は 市民と しての 多くの 
義務， 責任 を 果たして きた。 1938 年 
ユタ 州 知事 は 1947 年 7 月の モル モン 
開拓者 ソ ル トレー ク 峡谷 到着 百年 記 


念 を 迎える にあたって， マッケイ 大 
管長 を 百年 記念祭 準備 委員長に 任命 

した。 1947 年に なって， 一年間に わ 
たる 州 百年 記念祭が 行なわれ たが， 
ここで マッケイ 大 管長の 指導 性が フ 
ルに 発揮され た。 そして， ソル トレ 
ーク. シティ 一 東部の 丘に 美 し く 感 
動的な， かの 「まさに この 土地 だ」 
の 記念碑 を 建て， 奉献した。 そこ は, 
ブ リカ 'ム' ヤングと モル モ ンの 開拓 
者が 最初に グレート 'ソルト レーク 
峡谷に 足 を 踏み 人れ た 地で ある。 

マッケイ 大 管長 は 多くの 説教， 著 
書 を 残した。 数々 の 書籍 や 月刊誌 
「ィ ンプ ルー ブメ ント 'エラ」， 「ィ 


ンス トラクター」， 「聖徒の 道」 に そ 
れらが 見られる。 この 宗教 的な 文献 
は， 人々 から 愛された 偉大な 指導者 
の' M 感 あふれる 指導 性の 記念碑と し 
て 長く その 名 をと どめる であろう。 
彼 は 多くの 栄誉 を 受けた 人で あつ 
た。 プリ ガム • ヤング 大学， ユタ 州 
立 大学， ユタ 大学， ペンシルバニア 
州 フ イラ デルフィ ァの テン プル 大学 
よ り 名誉 博士号 を 受けた。 1951 年テ 
ン プル 大学よ り 名誉 博士号 を 受けた 
と きの 表彰状の 一部 を 引用して みよ 
う。 「氏の 生涯 は， 教会の 評議員， 教 
会の 学校の 指導， 外国 伝道の 進展， 
教義と 教えに 関する 著作 活動， 教会 


関連 企業の 指導で 占められて き た」 
1954 年 9 月 イリノイ 州 シ 力 ゴのサ 一 
ジョン 国際 大学 は， マッケイ 大 管長 
の 「人類の 福祉に 対する 貢献と 教育 
お よ び 人道主義 確立への 努力 に 対 し 
て」 名誉会員 称 を 贈った。 その他， 
マッケイ 大 管長の 人類に 対する 顕著 
な 働 き に対して 数々 の 栄誉 や 表彰が 
贈られて いる。 

偉大な 人道主義者， 模範 者た る 父， 
社会の 指導者， 霊の 指導者， 霊感 あ 
ふれる 神の 予言者 を 失った 今， 何百 
万と いう 人々 は 彼の 死 を 悼んで いる。 

(「聖徒の 道」 に 掲載され た， ヘン リ 
一 'A. ス ミ ス によ る 追悼 記事より） 
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ジ ヨセフ. フィ一 ルディ ング 'ス ミス 

予言者 ジ ヨセフ' フィー ルディン 
グ' スミ ス 以上に， 長年に わたる 献 
身 的な 奉仕 を 通じて 備えられ， 教会 
の大 管長 会に 入った 人 はいない。 ジ 
ヨセフ' フィールデイング' ス ミス 

の 名 は， 彼の 父で あり， 1901 年から 
1918 年に かけて 教会 を 管理した ジ ョ 
セフ •  F  . ス ミス にち なんでつ け ら 
れた。 ジ ヨセフ' フィー ルディン ゲ' 
ス ミス はまた， 予言者 ジ ヨセフ • ス 
ミ スの 傍らにあって 不変 不動に 立ち 
続けた 忠実な ハイ ラム' スミ スの孫 
である。 

ジ ヨセフ • フィー ルディ ンゲ • ス 

ミ ス大 管長 は 十二使徒 評議員の 空席 
を 満たすべく， 1910 年に 33 歳で 召さ 
れ， 以来 60 年 以上に わたって 主 イエ 
ス • キリスト の 使徒 と して 忠実に 働 
いた。 また 前大 管長の 重責 を 担い 5 
年間 大 管長 会の 副 管長 を 務めた。 

教会 幹部と しヌの 驚異的な 記録に 
加えて 他の 分野での ス ミ ス大 管長の 
働きと 貢献 も 教会史 上 ほとんど 比類 
のない ものである。 ス ミ ス大 管長 は， 
49 年の 間 教会 歴史家と して 働き， 教 
会の 歴史と 教義に 関する 特別な 知識 
は， 教会 中で 長年に わたって 権威 あ 
る ものと して 認められ てきた。 彼の 
手になる 著作の 多く は 福音 を 学ぶ 者 


にと つて 欠かす こ とので きない もの 
となって いる。 

ス \ ス大 管長 は， 1876 年 7 月 19 日 
に 生まれた。 1898 年 4 月， 21 歳のと 
き ， 最初の 妻 となった ルイ 一 'エミ 
ラ. シ ヤー トリ フ と 結婚した。 そ し 
て 結婚 後わず か 1 年後の 1899 年 5 月 
12 日， ス ミス 大 管長 は 父親に よって 
七十 人に 按手 聖 任され， 翌日 伝道 地 
に 向けて 旅立った。 ス ミス 大 管長に 
とって， このような 個人的な 犠牲 を 
払う こと は， 今日の 私たちの ように 
容易ではなかった。 しかし， ス ミス 
大 管長 は その 召し を 受け， 2 年間 ノ 
ッ チン ガム. カン ファレン ス （英国 
中部） で 働き， 1901 年 6 月に 帰国し 
た。 

帰国 後， ス ミ ス大 管長 は， 教会 歴 
史 事務局で 働 くこと になり， 生涯の 
大部分 を そこでの 仕事に 捧げた。 さ 
ら に 1907 年 系図 協会の 書記に 任命 さ 
れた。 

ジ ヨセフ' フィールデイング' ス 
ミ ス大 管長 は， 故 デビ ッ ド •  0  • マ 

ッケィ 大 管長が 使徒に 召 されて 4 年 
後の 1910 年 4 月 7 日， 使徒に 聖 任さ 
れ ， 十二使徒 評議員 となった。 使徒 
と しての 在任 期間 はこの 神権 時代 最 
長， 十二使徒 評議員 会 会長と して は 
一番の 高齢で ある。 また 十二使徒 評 
議員 会 会長と 副 管長 兼任 は 彼が 初め 
てであった。 そして マッケイ 大 管長 
の 死去に 伴い， 激動の 時代の 新たな 
予言者， 第 10 代大 管長と して 召され 
たの は 93 歳の 高齢 を 数える ときで あ 
つた。 しかし 1972 年 7 月の 逝去の 日 
まで は， まさに， 愛と 奉仕の 現世の 
生涯 をし めく  くると いうに ふさわし 
く， 多くの 人々 に 感銘 を 与える 献身 
の 日々 であった。 

十二使徒 評議員 会 会員に な る 2 年 
前， ス ミ ス大 管長 は 最初の 妻 ルイ 一' 
X ミ ラ を 失った。 また 1908 年 11 月 2 
日， エセル • ジョージ ナ • レイ ノル 
ズと 結婚した が， 彼女 は 1937 年 8 月 


26 日 に 亡 くな つた。 最初の 妻ル ィ 
一. ヱミ ラ との 約 10 年間の 結婚 生活 
では ふたりの 娘に 恵まれて いた。 2 
度 目の 妻 ジヱシ 一 • ヱ バン ズと 結婚 
した。 ジヱシ 一は 以前 タパ ナクル 聖 
歌隊の ァ ル ト 歌手で 独唱 者で あつ た 。 
生来， 陽気 で 快活 な ジェシ 一 が 33 年 
間大 管長の 傍らにあって， 大 管長 を 
元気 づけ， 愛と 献身 を もって 大 管長 
の 世話 をす る 姿に は， 全く 美しい も 
のがあった。 ジ： L シ 一は 生存 中に ス 
ミ ス大 管長が 教会の 大 管長になる の 
を 目に し， 大 管長が 数多くの 教会の 
任務 を 帯びて 旅行す る 際に 同行し， 
広く 各地 を 旅した。 大 管長の 厳しい 
fi タ行 日程に 従う だけでなく， 多くの 
国々 で 聖徒た ちの 愛に あふれた 歓迎 
会に も 出席した。 1971 年 8 月 3 日， 
ジェシ 一 が 心臓病 で 亡 くな つた 折に 
は， 大勢の 人々 が， ス ミス 大 管長の 
悲しみと 寂し さ を 共に した。 当時， 
ノヽロ ルド . B  • リ 一 副 管長が， ス ミ 
ス大 管長に 深い 関心と 同情 を 示す と， 
ス ミ ス大 管長 は 副 管長に 向かって， 
自分の 義務 を 続けて 果た して ゆけ る 
ように， 主が 自分 を 強めて くださる 
だろう と 自信 を もって 語った と 言わ 
れる。 
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ハロル ド . ビン ガム • リー 

1889 年 アイ ダ ホ州ク リ フ ト ンでサ 
ミ ユエル. マリオン' リーと ルイザ' 
ェメ リン • ビン ガム' リー を 両親と 

する 6 人 兄弟の 長男と して 誕生。 

13 歳の ハ a ル ドは 教会 経営の 中学 
校に 学び， ここで エズラ 'タフト' 
ベンソン を 知った。 その後， 州立師 
範 学校に 学び， 17 歳で 教員 免許 を 取 
得し， 18 歳で 校長と なった。 4 年間 
の 教職 生活 を 終え， 伝道に 召された 
の は 1920 年の ことであった。 西部 諸 
州 伝道 部での 召しから 解任され ると， 
伝道 中 遠くから 敬服して いた ファン' 
ル シン ダ • タナーと ソルト レーク 神 
殿で 結婚した。 

その後 1932 年， ソルト レーク. シ 
テ ィ 一理 事の 死去に 伴って， 彼は理 
事に 指名され た。 さらに 翌年 も 再選 
された。 

彼 は 結婚 後， パイオニア ステーキ 
部内に 住んで いたが， そこで は 教会 
の 責任が 次々 に 与えられた。 そして 
1929 年， 副 ステーキ 部長に 指名され， 
その 翌年に は ステーキ 部長に 召され 
た。 そのと き 31 歳であった 彼 は， 当 
時 教会で 最も 若い ステーキ 部長で あ 
つ た。 

経済 恐慌の さ 中に あって， バイオ 
二 ァステ ーキ 部の 若 き 指導者 は ヒ 一 


バー. J  . ゲラン ト大 管長の 指導の 

下， 教会 保全 計画 （今日の 教会 福祉 
計画） の 実施に あたるべく， 教会 福 
祉 委員会の 一員に 召された。 

問題 は 山積して いた。 農業 資産 を 
集め， 食糧 を 生産し， また その 処理 
施設 や 貯蔵 施設 を 造る こ と は 困難 を 
極めた。 さらに 悪い ことに 教会の す 
る ことに 対して 批判的な 態度 を 取る 
人々 がいた。 そのような 人 は， 福祉 
などと いう もの は 政府の する 仕事で 
ある と 考えて いたのだった。 

だが， 祈り と 説得に 努め， 汗と 涙 
を 流し， そして 予言者からの 祝福 を 
受けて， 彼はシ オンの ステーキ 部 を 
東奔西走した。 その 結果， ようやく 
計画 も 軌道に 乗り， 発展して， 隆盛 
を 見る に 至った。 

興味深い ことに， リ 一大 管長 を 補 
佐した マリオン 'G.  ロム 二 一 第二 
副 管長 は， この 計画の 初期の 頃， 共 
に 辛苦 をな めた 友で あり， また リー 
大 管長の あと を 継い で 部長 となった 
人で ある。 ふたり は それより 何年 も 
前に， 個人的に 親しくな つていた。 
ふたり 共， その 計画の 最初の 集会が 
開かれた 頃 は， 作業 着 を 着て， 共に 
働いた ものであった。 以来， ふたり 
は， 共に 働く 経験 を 積み重ねる うち 
に， 無類の 友と なった ので ある。 

3 分の 1 世紀 前 を 振り返って みる 
と， リ 一大 管長の 双肩に 引き継がれ 
た 重責に 耐えさせるべく， このし も 
べを锻 練され た 主の 御手 を 見る こ と 
がで きる。 教会の 福祉 計画の 試練に 
満ちた 開拓 時代に あって， 辛苦 をな 
め 信仰 を 試された リー 長老 は， ヒー 
バー •  J  • ゲラン 卜大 管長に よって 
使徒 職に 召 さ れ， 1941 年 4 月 6 日 十 
二 使徒 評議員 会の 一員と して 支持 さ 
れた。 

この 責任 を 遂行す るに あたって， 
彼は大 管長 会の 指示の 下に， 世界 各 
地 を 旅し， 声 を あげて， 全人 類の 嘖 
い 主の 使命 を 証し， 人々 の 心 を 動か 


した。 

デ ビッド . 0  . マッケイ 大 管長 は， 
リ 一 長老 が 教会の 全 プログラムに 通 
じ， また それまでの 業績で 証明ず み 
の 行政 手腕 を 買って， 彼 を 相互 調整 
委員会の 委員長に 指名し， 教会の 全 
教科 課程 を 統合 させた。 これによ つ 
て， 教会の 教育 組織と 教育 施設に つ 
いて 完全な 分析が なされ， これまで 
何年 間 も 使用され てきた 各 クラスの 
テキス 卜の 内容の 徹底的な 再検討が 
試みられ たので ある。 彼の 指示の も 
と に 多大の 努力が 払われた ことによ 
つて， 教会 活動と 教義の あらゆる 面 
の 知識 を 伝え， 各 会員の 霊性 を 高め 
るた めに， 相互 調整 教科 課程が つく 
られる ことと なった。 彼の 傑出した 
指導力 は， この 責任に おいて 遺憾な 
く 発揮され た。 その 手腕 は 手堅く， 
その 目標 は， はっきりと 見定められ 
ていた。 教会 全体が， 彼の 奉仕に よ 
つ て 多大の 恩恵 を 受けて いる 。 

マ ッ ケィ大 管長が 逝去し， ジョセ 
フ • フィールディング • ス ミス が大 
管長の 職 を 継承した ことに 伴い， リ 
一 長老 は， 十二使徒 評議員 会の 会長 
となり， さらに スミ ス大 管長に よ つ 
て， 第一 副 管長に 選ばれた。 このた 
め， 彼が 以前から 携わって いた 活動 
のう ち 幾つかの 議長 職 を 退かねば な 
ら なくなつ たが 所期の 目的 は， 彼の 
全般的な 指導 を 受けて， そのまま 引 
き 継がれて いる。 教会の 教師た ち を 
さらに 訓練す るた めに， 様々 な プロ 
ゲ ラムが 設けられた。 監督の 訓練 プ 
ログ ラム も 実行に 移され， 全世界の 
宣教師 プロ グラム も 強化され た。 

彼が， これら 一連の 活動 やその 他 
数多くの 活動 を 指導して いた とき， 
彼の 行政 者と しての 秀でた 手腕 は， 他 
の 分野で も 認められた。 彼 はァメ リ 
力 赤十字の 中央 管理 会の 一員に 指名 
されて いた。 また， 全ァメ リ 力 適正 
生命保険 協会， ユニオン' バ シフィ 
ック 鉄道， その他 多くの 会社から 理 
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事と して 就任して 欲しい という 要請 
を 受けて いた。 彼 は， これらの 職に 
あって， 政界， 実業界， 教育界， そ 
の 他の 分野で 政府の 要人 と 交わる 機 
会 を 持った。 彼の 親友の 中には， 上 
記の 人々 も 入って いる。 これらの 人 
人 は， リ 一大 管長の 判断 を 尊重し， 
当時の 交遊 を 懐し く 感じて いる。 ュ 

タ 州 にある 3 つの 主要 大学 一 ブ リ 
ガム . ヤング 大学， ユタ 大学， ユタ 

州立大学 一 は 皆， 彼に 名誉 学位 を 
贈って いる。 国内 各地の 教育家た ち 
は， 彼 を 理解 ある 友の ひとりに 数え 
ている。 17 歳で 公立学校の 教職に つ 
いた 人物が， そのような 思慮 を 持ち， 
評価 を 得て いたと しても 不思議 はな 
いであろう。 

ジ ヨセフ • フ ィー ルディ ンゲ • ス 
ミス 大 管長が， 1972 年 7 月 2 日の 夕 
方， 静かに 息 を 引きと つたと き， 十 
二 使徒 評議員 会の すべての 会員の 心 
に は， だれが ス ミ ス大 管長の 後 を 継 
いで 大管 長になる かとい う 疑惑の 気 
持 は， いさ さか もなかった。 7 月 2 
曰 金曜日の 朝， 十二使徒 評議員 会の 
会員 は， ソルト レーク 神殿の 神聖な 
一室に 集った。 その 静かな 聖 なる 場 
所で， 皆， 心 を 開いて みたまの ささ 
やき を 求めた。 居合わせた すべての 
人々 の 心 は， その ささやきの 答えに， 
ひとつと なった。 主によ り 選ばれ， 
幼年時代 か ら 回復 された 福音の 原則 
の 中で 育ち， 31 年間 使徒の 職に あつ 
て 練られ， 锻 えられた ハロルド' ビ 
ン ガム • リ 一は， 末日 聖徒 ィ ヱス • 
キ リ ス 卜 教会の 大 管長， 予言者， 聖 
見者に して 啓示 を 受ける 者と して 指 
名され， 按手 聖 任された ので ある。 


ス ペンザ 一 • W • キン ボ ール 

ス ペン サー • ウーリー • キン ボー 
ルは， 1973 年 12 月 30 日， 末日 聖徒 ィ 
エス' キリス ト 教会 第 12 代大 管長と 
なった。 これ は 彼の 長期 間に わたる 
教会 指導者と しての 生活の 中で， ま 
さに クライマックス と言える。 

当時 十二使徒 定員 会 会長であった 
彼 は， ユタ 州 ソルト レーク . シティ 

一に ある ソル 卜 レーク 神殿で 行なわ 
れた 十二使徒 定員 会の 会合で， 「予言 
者， 聖言 者， 啓示 を 受ける 者， 教会 
の大 管長」 として 支持され た。 この 
ようにして 彼 は， 前大 管長 故 ハロル 
ド •  B  • リ 一の 後 を 継いだ ので ある。 

ス ペン サー •  W  • キン ボール は， 
1895 年 3 月 28 日， アンドリュー' キ 
ン ボ 一 ルとォ リーブ 'ウーリー. キ 
ン ボールの 間の 6 番目の 子供と して 
生まれた。 アン ド リ ユー は， 使徒で 
あ り 予言者で あ り 宣教師 であり 第一 
副 管長であった ヒーバー' C  • キン 
ボールの 息子で ある。 ヒーバー • C 
. キン ボール は 1835 年に 十二使徒に 
召され， 次いで， 1847 年に はブ リガ 
ム • ヤン グの副 管長 となり， 以後 こ 
の 世 を 去る まで その 職に あった。 彼 
はこの 末日 の 最初の 十二使徒の ひ と 
りで ある。 


キ ン ボ 一 ル大 管長の 母方の 袓 父で 
ある エドウィン. デル ワース 'ウー 
リ 一 はブ リ ガム. ヤン グ大 管長の 実 
務 顧問 をした 人で あり， また ヒー バ 
一 •  J  • ゲラン ト大 管長が 所属した 
ヮ 一 ド 部の 監督で もあった。 

キ ン ボ 一 ル大 管長 は ソルト レーク. 
シティ 一の 生まれで ある 力；， ァリゾ 
ナ 人と して 育つ こと になった。 

大 管長 会の 命に よ り ， 彼の 父が， 
ァ リ ゾ ナ 州 の 肥沃な ギラ 'バレーに 
ある サ ツチ ヤーと いう 町に 赴き， セ 
ン 卜ジ ヨセフ ステーキ 部 を 管理す る 
ことにな つたので ある。 それが 26 年 
半 続き， その後 12 年間 は， イン ディ 
アン 居留地 伝道 部の 伝道 部長に 召 さ 
れた。 このように インディアンへの 
伝道に 熱意 を 煩け る 父から ィ ン ディ 
アンの いろいろな 物語 や 歌 を 聞いた 
ス ペン サ 一の 心に は， 彼らへの 愛が 
次第に はぐく まれ， 後に ィ ン ディア 
ン 問題の 指導者と して 長期 間に わた 
つて 人々 の 支持 を 受ける 結果と なつ 
た。 

キン ボール 大 管長 はサ ツチ ヤーの 
学校で も 常に 指導 的 立場に 立ち， 学 
業 も スポーツ も 優等であった。 彼 は 
パブ リ ック 'ス クール を 出る と 教会 
の ギラ' アカデミー （現ィ 一 スタン 
アリゾナ ジュニアカレッジ） に 入り， 
在籍 4 年のう ちに 級長， 学生自治会 
長 を 務めた。 伝道 後はァ リ ゾナ 大学 
に 出席し， 1969 年， ブリガム 'ヤン 
ゲ 大学 か ら 名誉 法学 博士号 を 授与 さ 
れた。 

キ ン ボ 一 ル大 管長が 最初 に 召 さ れ 
た 伝道 部 は スイス • ドイツ 伝道 部で 
あつたが， 1914 年に 勃発した 第一 次 
世界大戦 のために 帰国 を 余儀なく さ 
れ， 合衆国の 中部 諸 州 伝道 部へ 転任 
となった。 それから 今日に 至る まで， 
彼 は 世界中の 伝道 部 を 訪れ， 宣教師 
と 会い， また 長年に わたり 教会の 伝 
道 役員会の 会長 を 務めた。 彼が 面接 
し た 宣教師 は 数万 名 にも 達する だろ 
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彼の 実業 歴は 銀行員に 始まる。 現 
金 出納係 を 皮切りに， 帳簿 係， 支店 
長， 副 支配人へ と 昇進し， 銀行 退職 
後 は キン ボール • ゲリ ーン ハーフ 保 
険 不動産 会社の 経営者 となった。 十 
二 使徒 評議員への 召し を 受けた の は 
この 仕事 をして いたと きで ある。 そ 
の 後 彼が 役員と して 名 を 連ねた もの 
に は， アリゾナ 保険 協会 理事， 州 退 
官 教職員 協会 理事， ギラ ジュニア 力 
レ ッ ジ 教育 管理 会 幹事お よ び 委員な 
どが ある。 また ギラ • バレー 初の ラ 

ジォ 局で ある ギラ腿 会社 （KGLU) 
の 設立 発起人と なり， 経営に も 加わ 
つた。 また ギラ • バレー 開発 地区 幹 
事， ァリ ゾナ • ビマ 綿花 栽培 協会 幹 
事 も 務めた。 自分で も 小さな 畑 を 耕 
し， 綿花と アル フ アル フ ァ草を 栽培 
していた。 ほかに もス カウ 卜， 教育, 
政治， 商業 会議所， a —  タリー クラ 
ブ など， 公共， 実業 を 問わず， 数多 
くの 重責 を 担って きた。 ロータリー 
クラブで は 地区 管理 委員長， ス カウ 
ト では 評 塞 会の 理事お よび 理事長 を 
務めた。 

教会での 奉仕 は， 12 歳で 執事の 職 
に聖 任された 頃から 始まり， 以来 今 
日に 至る まで， ほとんどの 組 識でそ 
の 才能 を 遺憾な く 発揮して した。 

彼 は 長年に わたって ァ リ ゾナ 州の 
セント ジョセ フ ステーキ 部に おいて 
書記の 任に あつたが， 後に 副 ステー 
キ 部長と して 12 年間 働き， 次いで 新 
しく 設立され た 同 州の マウ ン トゲレ 
アム ステーキ 部の ステーキ 部長に 召 

され， 5 年 半の 間 働いた。 1938 年ギ 
ラ • バレー の 北部の 町 ダンカン で 起 
きた 大 洪水の 後， 教会員の ために 大 
規模 な 救済 活動 を 指示 したの は 彼で 
ある。 

結婚 は 1917 年の 11 月， 伝道から 帰 
つてからの ことであった。 相手 はギ 
ラ ジュニアカレッジ で 教鞭 を 執って 
いた カミラ' アイリング である。 力 


ミラ は メキシコからの 難民で， コロ 
ニァ • フアレスの モル モン 居留地で 
生まれ， ビラ 革命のと きに 家族 共々 
国 を 追われた。 

カミラの 学生生活 は， メキシコの 
フアレス ステーキ アカデミー を 発端 
に， ユタ 州 プロボの ブリ ガム • ヤン 
グ 大学 ， ュ タ 州 ローガンの ユタ 州 立 

大学， そして カリフォルニア 大学へ 
と 進んだ。 父はェ ド ワード' クリス 
チャン' アイ リンゲ， 母 は キヤ 口 ラ 
イン •  ロムニー  である。 キン ボール 
大 管長 夫妻に は， 1974 年 現在で， 子 
供が 4 人 （男 3 人， 女 ひと り）， 孫が 
27 人， 曽孫が 12 人い る。 このような 
わけで 彼の 家族 は 50 名に なんなん と 
している が， この 家庭 こそ 彼の 人生 
の 核心 をな す ものである。 娘の グラ 
ント. M  . マツ ク 夫人 （ォ リーブ' 
べス） はタバ ナクル 合唱団の 一員で 
あり， 息子の ひと りス ペン サ 一' L' 
キン ボール はゥ イス コンシ ン 大学 法 
学部長， D —ズ 奨学金 受領者， ユタ 
大学 法学部 長で あり， 保険に 関する 
書物 も 数冊 著して いる。 ニュー メキ 
シ コ に 住む ァ ン ドリ ユー' キン ボー 
ル は 傑出 した ゼネ ラル. エレクト リ 
ッ ク 社員， ェ ド ヮ 一 ド は ブ リ ガム' ャ 
ン ゲ 大学 法学部 教授で ある。 キン ボ 
ール大 管長が 十二使徒 評議員 会 会員 
に 召 された の は 1943 年 7 月 8 日， 聖 
任 は 同年 10 月 7 日， ヒーバー' J 
• グ ラン ト大 管長から 受けて いる。 

十二使徒 評議員 会 会員と して， 彼 
は 洋の東西を問わず 世界中 を く まな 
く 旅して いる。 南ァメ リ 力 大陸 は 南 
端から 北端まで， 中央 ァメ リ カゃメ 
キシコ 訪問 は 数え切れない。 カナダ 
全域， ョ  一口 ッ バ 各国， ニュー ジー 
ラン ドゃ オース ト ラ リ ァを はじめと 
する 南太平洋 諸島， 日本， 韓国， 南 
ァ 共和国， それに 合衆国の 全域と い 
つた 具合で ある。 また ほとんどの 伝 
道 部， ステーキ 部 を 訪問し， 南ァメ 
リ 力， 南太平洋 諸島， 合衆国， カナ 


ダ では 多くの ステーキ 部 を 創設， 分 
割お よび 再組識 した。 その外に も 実 
務 部長と して 南ァ メリ 力の 伝道 事業 
を 3 年間， 英国 を 2 年間 管理した。 
キン ボール 大 管長 は プリ ガム . ャ 

ン ゲ 大学お よ び 教会 学校教育 委員会 
の 理事， ユタ' ホーム. フ アイ ヤー. 
ィ ン シュア ランス • カンパニー およ 
びべ ネフ イシ ャル' ライフ' イン シ 
ユア ランス' カンパニーの 重役 を務 
めて きた。 また 若人の 成長に も 広汎 
にわた つて 努力 を 傾注し， 少女の プ 

D グラム や 後に 社会奉仕 事業へ と 発 
展 し た 青少年 社会復帰 委員会な ど を 
創設した。 著作 も 若人の 奉仕に 関す 
る ものが 多い。 現在 も大 管長と して， 
これら 多くの 管理 会 や 委員会の 長と 
して 働いて いる。 かって ユタ 州 エフ 
ライムに ある スノー  カレッジの イン 
ス ティ テュー 卜の 学生た ちが， 彼に 

「人 を 育てる 庭師」 （Gardener  of 
Souls) という 名誉 ある 称号 を 贈った。 
ヒーバー •  J  • ゲラ ン ト大 管長が 

教会 を 管理して いた 頃から， キン ボ 
一 ル大 管長の インディアン プロ ゲラ 
ムに 指導者と して 献身的な 働き をな 
し， 過去 四 半世紀の 間ィ ンデ イアン 
委員会の 委員長 を 務めた。 彼の 指導 
の 下で 多くの ことが なされた が， そ 
の最た る もの は 「イン ディア ン 学生 
紹介 プロ ゲ ラム」 であろう。 これ は 8 
歳から 18 歳までの ィ ン ディ アンの 少 
年少 女 を モル モンの 家庭に 託し， 教 
育の 向上 を はかる もので あり， 1954 
年に はわず か 68 名の 登録 だつ たもの 
力;'， 現在 （1969 — 70) では 5，  000 名 近 
くになつ ている。 その他に も 教会が 
イン ディ アンの 生活 向上の ために 設 
けて きた プロ グラム は 枚挙の いとま 
がない。 

11 歳のと きに キン ボール 大 管長 は 
サミュエル. クラ リツ ジ から 祝福 師 
の 祝福 を 受けて いるが， その 中の 一 
節 を 紹介しょう。 

「あなた は 多くの 人々 に， 特に レー 
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マン 人に 福音 を宣べ 伝える であろう 。 
なぜなら 主 は あなたに， 言語の 賜と 
福音 を 至極 平易に 表現す る 能力 を 祝 
福され るからで ある。 そして あなた 
は， 彼らが 自らの 民の まわりに 防壁 
の ごとく 立つべく， 備え をす る 姿 を 
目撃す るであろう。」 （サミュエル. 

H  • クラ リッジに よ る 祝福 師の 祝福， 
1906 年 6 月 6 日） 

この 祝福 は 成就した。 今までに 彼 
ほど ひんぱんに レーマン 人 （イン テ' 
イアン） の も と を 訪れ， 語り かけ， 
彼らと 行動 を 共に した 指導者 は ほか 
にいない ので ある。 

キン ボール 大 管長 は 名の 通った 演 
説 家で も あり， 彼の 説教 は 印刷され 
た 分 だけで も. 相当な 量に のぼる。 ま 
た 聖歌隊 指導者， ヮ 一 ド部ォ ル ガニ 
ストと しても 活躍し， 数々 の 会に お 
いて コーラスの 一員と して 演奏した 

経験 も ある。 

キン ボール 大 管長 は 半生 を 通して， 
常に 重大な 危機 か ら その 生命 を 守 ら 
れ てきた 人で ある。 一度 は 溺れて 死 

にかけ， 顔 s 麻痺に かかり， 陽チフ 
ス や 天然痘 で 重態 に 陥った こと も あ 

る。 また 1957{f-: に は 咽喉に できた 悪 
性 腫瘍 を 切除す る 手術 を 受け， 片方 
の 声帯 全部と も う 一方の 半分 を 失い， 
その 結果 一時 は 全く 話す 能力 を 失つ 
てし まった。 しかし 今， その 深みの 
ある 落ち着いた 声 は， 教会の 指導者 
と しての 働きに 何らの 支障 もき たし 
ていない。 それに 1971 年に は 75 歳と 
いう 高齢で 心臓 切開手術 を 受けた が， 
今 は 全く 健康 そのもの である。 

彼の 著作 は 小冊子 類が 多い が， 「赦 
しの 奇跡」 「奇跡に 先駆ける 信仰」 の 
2 冊の 単行本 はよ く 読まれて いる。 


エズラ' タフ 卜' ベンソン 

エズラ 'タフト' ベン ソ ンは 現在 
末日 聖徒 イエス 'キリス 卜 教会の 十 
二 使徒 評議員 会 会長で ある。 ベン ソ 
ン 長老 は 十二使徒 評議員 会で 30 年間 
働き， 1973 年 12 月 28 日 金曜日に 先任 
使徒と して この 管理の 職に 支持され 
た。 

ベンソン 長老 は 多彩な 能力 を 発揮 
して 教会の ために 働き， 国に おいて 
も アイ ゼ ンハヮ 一大 統領の 時代に 8 
年間 ァメ リ 力 合衆国 農務 長官 を 務め 
た。 

1933 年から 1937 年に かけて は， ァ 
ィ ダ ホ州ボ イシ ステ ーキ 部の ステ 一 
キ 部長 会の 一員と して， また 2 年間 
同 ステーキ 部の ステーキ 部長と して 
働いた。 その後 首都 ワシントン D.  C. 
へ 移 り， ここで ワシントン ステーキ 
部の 初代 ステーキ 部長と なって， そ 
の 地の すべての 会員 を ま と め 組織 し 
た。 同時に 議会に おいても 活躍し， 
十二使徒 評議員 会で 働 くよう 召され 
るまで その 任に あった。 

彼の 曽袓父 ヱズラ • T • ベンソン 
は， 1847 年 7 月 24 日 ブリガム. ヤン 
ゲ と共に ソ ル ト レーク 盆地に 入植 し 
た 初期の 開拓者の 一人で， 使徒で あ 
つた。 そして 両親が アイダホ 州 南部 


における 初期の 開拓に 加わり その 地 
に人植 したため， 彼 は 1899 年 8 月 4 
日 開拓地の ホイ ッ トニーと いう 小さ 
な 村で 生まれた。 青年の 頃， 彼はス 
カウト や 神権 活動に， また 教会の 補 
助 組織に おいても 活発に 働いた。 ま 
た アイ ダ ホ の 学校に 学 び， その後 ュ 
タ 州 □ —ガンの ユタ 州立大学で 学ん 
だ。 

1921 年から 1923 ィ |-: にかけ てべ ンソ 
ン 長老 は 英国 諸島に おいて 宣教師と 
して 働いた。 伝道 後 は， ユタ 州の プ 
口 ボのブ リ ガム . ヤング 大学で 学び 
優秀な 成績で 卒業して アイ ォヮ 大学 
の 奨学金 を 受けた。 そして 同大 学で 
修士 号 を 受け， 農業 栄誉 協会の 会員 
に 選ばれた。 その後 力 リ フォルニ ァ 
大学の 大学院で 学んだ。 

1929 年から 1939 年に かけて は， 生 
ま れ 故郷 である ァ イダ ホ 州 の 政界 で 
働いた。 

1939 年 春， ベンソン 長老 は 4,  600 も 
の 協同組合の 連合 体で ある 農業 家 協 
同 全 M 評議会の 書記長に 任命され る 
という 栄誉 を 受けた。 以来 彼 は 農業 
とス カウ 卜の 分野に おける 幾つかの 
諮問委員会と 国民 会議で 働いた。 彼 
は アメリカ. ボーイスカウト 国家 諮 
問 委員会の 一員で あ り， スカウトの 
名誉 ある 賞 を 数多く 受けて いる。 ま 
た 現在 はブ リガ ム • ヤン ゲ 大学の 理 
事で あり， 幾つかの 商業 関 係の 会社 
の 取締役で も ある。 そのほか， 第二 
次 世界大戦 中 は， フランクリン • デ 
ラー ノ  'ルーズ ベルト 大統領の 農業 
諮問 四 人 委員会で も 働いた。 
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マ-- ク •  E  • ピーター セン 

マーク. E  . ピー ター セン 長老 は， 
1944 年 4 月， 使徒と して， 末日 聖徒 
ィヱス • キリス ト 教会の 十二使徒 評 
議員 会に 召された。 

ピー ター セン 長老 は 力強い 話し手， 
文筆家と して 教会に 広く 知られて お 
り， 多年に わたって 教会の 広報 委員 
会の 委員長と して， 広報活動に 顕著 
な 働き をして きた。 

現在 は 新 し く 組織 された 教会 広報 
部 担当 アドバイザー として， もう 一 
人の 十二使徒 評議員 会の 会員と 共に 
働いて いる。 

また そのよ う な 責任の 中に あって， 
教会の 数多 く の 訪問者 セ ン ターの 設 
立と 運営 を 率先して 指導して きた。 

訪問者 セ ン ター は 教会の 多 く の 重要 
な 史跡の ある 場所， 有名な ソル ト レ 
ーク • シティ 一の テンプル' スクェ 
ァを 始め， アメリカ合衆国 内， ィギ 
リス， スイス， ニュージーランドな 
ど， 神殿の 敷地 内に 設けられ ている。 

元 新聞記者 であり， 編集者で あつ 
たこと から， 教会 幹部に なつてから 
も， 著作 や 説教 を 通じて 教会に 対し 
て 広範囲な 貢献 をして きた。 ビータ 
一 セン 長老の 著した 論説 は 多く， 著 
書 も 20 冊 ほどに のぼる。 そして これ 


らは， その 時々 の 問題に 対する 理解 
と 力強い 助言に 満ちて いるとの 好評 
を 得て おり， 忠実に 福音の 原則に 従 
い 正しい 生活 をす るよ う 教会員 特に 
青少年 を 戒めて きた。 

ピー ター セン 長老 は 1920 年代 中頃 
に， ユタ 州 ソルト レーク • シティ 一 
の 教会の 新聞 「デ ゼレ ト 'ニュー 
ズ」 の 記者と して， 論説 活動の スタ 
ートを 切った。 以後 主幹， 総務 主任 
と 昇格し， 後に デゼ レト 新聞社の 社 
長と なった。 

ま た 彼 はかって 教会の 系図 協会の 
部長と して 働いた が， 現在 は 系図 協 
会 理事会の 一員で あ り 顧問で も ある。 
また 教育 音楽 委員会の ァ ドバイ ザ 一 
でも ある。 

彼 は ほぼ 30 年間 教会の 役員と して， 
あるいは 他の 責任に よって 世界中の 
伝道 部 や ステーキ 部 を 訪問した。 さ 
らに 1960 年代の 中頃に は， a ン ドン 
に 本部 を 置く 西ョー a ッパ 伝道 部 を 
管理 し た 。 

ピー ター セン 長老 は 1900 年 11 月 7 
日に ソル 卜 レーク' シティ 一 で 生 ま 
れ， 1923 年 8 月 30 日に ソルト レーク 
神殿で エマ 'マー' マクドナルドと 
結婚した。 夫妻に はふたり の 娘が い 
る。 


デル バー 卜 •  L  • ス ティ プレー 

ァ リ ゾナ 出身の デル バー 卜 •  L  • 
ス ティ プレー 長老 は， 1950 年 10 月 5 
日 末日 聖徒 ィヱス 'キリス ト 教会の 
十二使徒 評議員 会 会員に 召 される ま 
で， フ 1 ニッ クス における 実業界， 
地域社会 または 宗教 界の 優れた 指導 
者であった。 

ス ティ プレー 長老 は 1896 年 12 月 11 
日に， ォーリ ィ • セ イマ 一と ポリ  一 • 
メイ 'ノ 、ンセ イカ 一' ス ティ プレー 
の 息子と して， ァリ ゾ ナ 州 メサに 生 
まれた。 1915 年から 1917 年に かけて， 
ス ティ プレー 長老 は 南部 諸 州 伝道 部 
で 伝道し， 第一次世界大戦 中 はァメ 
リカ 合衆国 海軍 部隊で 働いた。 さら 
に 戦争後 9 年 以上 もの 間， ァリ ゾ ナ 
州 軍の 陸軍 少佐と して 働いた。 

現在 は， ァ リ ゾナで 金物 類， 道具 
類 を 扱う 同族会社， 0  •  S  • ス ティ 
プレー 社の 重役会の 会長 を している。 
ま た ZCMI デバ 一 ト の 取締役で あ り , 
シ オン ファースト ナ ショナ ル 銀行の 
重役で あ り ， 信託 委員会の 一員で も 
ある。 ZCMI デパート， シ オン ファ 
一 スト ナショ ナル 銀行 はいずれ もュ 
タ州 にある。 また アリゾナ 州 フエ 二 
ックス のバ レーナ ショナ ル 保険会社 
の 重役で も ある。 
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そのほか， ユタ 州 プロボに ある ブ 
リ ガム. ヤン グ 大学の 理事お よ び教 

会の 教育委員会の 委員で も ある。 ま 
た その他 幾つかの 教会の 委員会の 委 

員 長 または 委員， 2 つの 教会 関係の 
農場の 重役会 会長で ある。 

ス ティ プレー 長老 はま た 地域社会 
の 仕事で も 多くの 重要な 地位に ある。 
かって はフ i  ニックス' ライオンズ 
クラブ， フェニックス 'ベター ビジ 
ネス 局の 会長 を 務め， 1921 年から 
1924 年に かけて 一期 4 年間 メサ 市議 
会議 員の 席に あり， フヱ ニックス 商 
ェ 会議所 や 他の ァ リ ゾナ グループで 
活躍した。 

ス ティ プレー 長老 は 熱心な 青少年 
指導者と して， ァ リ ゾナ州 フエ ニッ 
クス • ァメ リカ ボー イス カウ ト • セ 
ォ ドア. ルーズ ベル 卜 評議会の 会長 
を 務めた。 現在 は 同 評議会の 名誉 役 
員 会の 一員で ある。 また グレート ソ 
ル卜 レーク • ァメ リカ ボー イス カウ 
ト 評議会の 実行委員， 西部 地区の 名 
誉 実行委員会 諮問委員会の 一員で あ 
り， ボーイスカウト 全国 評議会の 一 
員で ある。 また ス ティ プレー 長老 は， 
そ の 青少年 に 対す る 多大な 貢献に よ 
り， スカウトの 最高の 栄誉 を 与えら 
れた。 

ス ティ プレー 長老 は マ リ コー パス 

テーキ 部の 高等 評議員 を 12 年間， つ 
ェニッ クス ステーキ 部の 第一 副ステ 

ーキ 部長 を 10 年間， そして ステーキ 
部長 を 3 年間 務めた。 また 1944 年 か 
ら 1951 年に かけて は， 教会 福祉 プロ 
グラムの ァリ ゾナ 地区 委員長 を 務め 
た。 

ス ティ プレー 夫人 は 旧姓 エセル • 
バーデ ッ ト • デービスと いい， 夫妻 
に は 3 人の子 供が いる。 


マリオン • G • ロムニー 

マリオン •  G  •  ロム ニー  は 1951 年 
10 月 6 日， 十二使徒 評議員 会 会員に 
召され， 1972 年 7 月 7 日， 大 管長 第 
二 副 管長に 指名され た。 そして ハロ 
ル ド •  B  • リ 一大 管長の も と で 約 1 
年 半の 間 働いた 後， 1973 年 12 月 30 日， 
新たに 召された ス ペン サー • W ♦ キ 
ン ボール 大 管長の も とで も 続けて 第 
二 副 管長と して 働く ように 召された。 

教会の 福祉 プ D グラム は 広く 世界 
に 知れ わたって いるが， その 先が け 
の 頃から 陰の 導き手と なって いたの 
は 彼で ある。 彼 は 1941 年 6 月， 福祉 
プ d グラムの 副 部長に 召されて いる。 

口 ムニ 一 副 管長 は 1897 年 9 月 19 日， 
メキシコの コ ロニ ァ' フアレス で 生 

まれた。 両親 はァメ リ 力 人で， 父 は 
ジョージ' S  •  ロムニー， 母 はァー 
テ メシア • レツ ド' ロムニー  である。 
彼 は 1912 年まで コ ロニ ァ' フアレス 
の 学校に 通った が， 内乱で ァメ リ 力 
人の 立場が 危く なった ため， 彼の 家 
族 も 財産 を あとに 残して メキシコ を 
離れなければ ならなかった。 それ か 
ら 数年 経って， 彼の 父 は アイダホ 州 
レックス バーグに ある リ ックス • ジ 
ュニァ カレッジ の 学長 となり， ロム 
ニー 副 管長 は そこ を 1920 年に 卒業し 


た。 また 伝道 後 も ユタ 大学へ 進み， 
1926 年に 理学博士 号 を 1932 年 に は 法 
学 学士 号， さらに 後年に は 法学 博士 
号 を 取得して いる。 

卒業後 は 法曹界に 進んだ。 ソル ト 
レーク. シティ 一 で 11 年間 弁護士 と 
して 働いた 彼 は， その 間， 郡， 地区， 
市 それぞれの 弁護士 補助 （assistant 
attorney) として 働いた。 また 1935 年 
から 36 年まで 州 議会 議員 を 務めて い 

る 0 

兵役 は 1918 年， 陸軍であった。 
1920 年から 23 年まで， 彼 は オース 
卜 ラ リ ァで 専任 宣教師と して 働いた。 
また 1935 年に は ソル ト レーク 第 33 ヮ 
ード 部の 監督， 1938 年に は ボン ネビ 
ル ステーキ 部の ステーキ 部長に 召 さ 
れた。 

そして 1941 年 4 月 6 日， 新たに 設 
けられた 十二使徒 評議員 会 補助の 職 
に 召された 5 人のう ちの ひとりと な 
つ た。 

ロムニー 副 管長の 教会 幹部と して 
の 仕事 は 多岐に わたる。 ホーム ティ 
一 チン グ • 家庭の 夕べ 委員会 や 教会 
建築 諮問委員会の 委員長 を 歴任し， 
現在で も 教会 教育委員会， ブ リ ガム' 
ャ ン グ 大学 理事会の 理事 を はじめ， 
数' 多 く の 教育お よ び 実業 組織の 役員 
をして いる。 

彼 は 1924 年 9 月 I2 日， ソルト レー 
ク 神殿で アイ ダ. ジヱ ン センと 結婚, 
リチャード •  J と ジョージ •  J とい 
う ふたり の 息子が いる。 
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リグ ランド. リ チヤ一 ズ 

リ グランド' リチ ヤー ズ 長老 は， 
末日 聖徒 ィヱス 'キリス ト 教会 十二 

使徒 評議員 会の 一員で あり， 60 年以 
上 も 教会の 主要な 地位に あつ て 働 き ， 
加えて 同等 期間の 長 き にわた つ て不 
動産 業で 成功 を 収めて きた。 

リ チ ヤー ズ 長老 は その 家系に おけ 
る 第 3 番目の 使徒で ある。 父 は 十二 
使徒 評議員 会 会長で あ つた ジョージ' 
F  • リ チヤ ーズ， 祖父 は フランク リ 
ン . D  • リチ ヤー ズでゃ は り 十二 使 
徒 評議員 会 会長であった。 祖父 は 開 
拓 者の 指導者で あり， 使徒で あり， 
ブ リ ガム. ヤン ゲ大 管長の 副 管長で 
あった ウィラード' リチ ヤー ズの甥 
にあた る。 リチ ヤー ズ 長老 は アリス' 
A  .  ロビンソン を 母親と して 1886 年 
2 月 6 曰， ユタ 州 ファーミン ゲ トン 
に 生まれた。 

彼の 教会での 働き は， 1905 年から 
1908 年に かけて 宣教師と して オラン 
ダに 召された 時に 始まる。 彼 は4 つ 
の 伝道 部で 伝道し， そのうちの ふた 
つ を 管理した。 また 3 つの ワード 部 
で 監督 を 務め， 2 つの ステーキ 部の 
高等 評議員と して， また ひとつの ス 
テーキ 部の ステーキ 部長と して 働い 
た。 また 14 年間 教会の 管理 監督と し 


て， 1952 年 4 月 以降 は 十二使徒 評議 
員 会の 一員と して 働いて いる。 
リ チ ヤー ズ 長老に は 広く 読まれて 

いる 教会 関係の3 冊の 著作が ある。 
彼 は 1909 年5 月 19 日に ィ ナ • ジ ヱ 

イン 'アシュトンと ソルト レーク 神 
殿で 結婚し， 子供 は 男子が2 人' 女 
子が 4 人い る。 


リチ ヤー ド. L . エバンズ 

1971 年 11 月 1 日の リチャード' 
L . エバンズ 長老の この 死すべき 世 
からの 急逝 は， 我々 に はかり 知れな 
い， 限りない 空虚 さ を 残した。 その 
思い は 遠い 所に， 高い 所， つつまし 
い 家庭に， そして 急逝 を 容易に 信じ 
ようと しない 人々 の 心の中に' 詩人 
ヱ バン ズ がかって 語った 次の 言葉の 
ごと く 次第に 強く 押し寄せた。 
「緑 深 き 枝の 巨大な ヒ マラ ャ 杉が 
大 音響と と もに 倒れ 
そこに 空虚な 風景が 残る ごとく」 
リチャード • L • エバンズ は 著名 
な 人であった。 主の 使徒と して 全 世 
界の 末日 聖徒 ィ エス' キリス ト 教会 
の 会員に 尊敬され， ソルト レーク • 
シテ ィ 一の テン プル • スクェアから 
放送され る， タパ ナクル 聖歌隊の コ 
一 ラスに 交じえ た 「スポーク ンヮー 
ド」 の 創始者と して 数百 万の 人々 に 
愛し 尊敬され， そして その 名 は ロー 
タリー クラ ブの 会長と して 百 カ国以 
上に 広く 知れ わたって いる。 

政府 関係者 や 数多 く の 一般人 も 彼 
の 死 を 悲しみ， 残された 家族に 哀悼 
の 意 を 表わした。 

しかし， 貧しい 生まれの 彼が この 
よ う な 生涯 を 送る と はだれ が 想像し 
得た だろう か。 9 人 兄弟の 末っ子と 
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して 生まれた 彼 は， 生後 2 力 月 半で 
父 を 事故で 失い， その 人生と 性格 は， 
犠牲と 勇気と 信仰 に 一致 し た 家庭 に 
おいて， 慈愛に 満ちた 母親の 手に よ 
り 形成され ていった。 

リチャード • L • エバンズの ため 
にこの 世の 成功に 至る 安易な 道を備 
えて くれる 者はなかった。 彼 はよ く 
昔の こと を 思い出しながら， 働かず 
に 学校へ 通った こと は 1 度 もなかつ 
たこと を 話して いた。 花売り， 新聞 
配達， ソーダ 水 売り， トラックの 運 
転 手， 毛織物 売り， 広告 屋， 印刷屋， 
鉄道の 測量 員な ど を 経験し， その後 
かけだしながら ラ ジォ 放送の 仕事に 
入った。 

ユタ 大学 在学 中に， 伝道の 召しが 
来たた めに 勉学 を 中断した。 その後 
約 3 年間 英国で 伝道し， 「ミ レニ ァ 
ル. スター」 の 副 編集長 となり， 後 
にョー a ッ パ 伝道 部の 書記 となった。 

伝道 後， ソルト レーク • シティ 一 
の KSL 放送局に 入り， 同時に ユタ 大 
学に 復学した。 そして 学士お よび 修 

士の 学位 を 得た。 この 期間なら びに 
それ 以後， 彼 は 傑出した ラジオ アナ 
ゥンサ 一として， また 役員と して 認 
めら れ るよ う になった。 

リチャード •  L  • エバンズの 名 力； 

世界的に 知れ わたるよ う になった の 
は， 1930 年に 彼が， 現在で は 定評の 
ある タパ ナクル 聖歌隊の 全国 向け 放 
送の プロデューサ 一兼 アナウンサー 
の 職務に ついた ときであった。 その 
番組の プロ デュサ 一 をしながら， 死 
に 至る までの 40 年 以上 もの 間， 彼 は 
毎日 曜日の 朝， 時宜 を 得た， 人 を 刺 
激し， 心 を 奪い 立た せる 短い 説教 を 
自ら 書き， 語った ので ある。 その 人 
の 心 を 射る， また 励みと なり 動機 づ 
けと なる 霊感 あふれる 言葉 は， 幾 百 
万の 家庭に 達し， 人々 の 生涯 を 動か 
した。 末日 聖徒 ィ エス 'キリスト教 
会の 神学 をよ く 知らない 数多くの 人 
々にと つて， 彼 は 唯一の 教会で あり， 


形式的に 接す る 唯一の 宗教で あった。 
また 彼の 放送した 時間に 合わせて 礼 
拝 を 行なった 人々 の 数 は 数え 切れな 

い 0 

宣教師の 時代に 認め られた 文才に 
より 彼 は 30 歳のと き， 「イン プル ーブ 
メン 卜. ヱラ」 の 編集長に おされ， 
30 年 以上 もの 間， 立派な 業績 をお さ 
めた。 

教会 幹部に 召された の は 32 才 のと 
きで ある。 七十 人 最高 評議員の 召し 
は， 彼に 幅広い 伝道の 機会 を 与えた。 
そ して 1953 年 主によ つて 使徒と して 
召され， 十二使徒 評議員 会に 名 を 連 
ら ねた。 

彼 は， 教会の 集会で あろうが 教会 
外の 席で あろうが， どこに あっても 
悔い改め を 説き， 永遠の 原則 を 教え， 
人生と 神の 徳， 永遠の 変わらざる も 
のからの 祝福 を 証した。 彼 は 自分の 
利益 を 求めず， 神に 仕え， 仲間 を 助 
け， 時間と 才能 を 主の 業の 発展の た 
めに， そして 人間の 徳の 向上の ため 
に 勤勉に 用いた ので ある。 

危機に あるとき， 個人的な 必要が 
生じた とき， 地位の 高い 者 も， 貧し 
い 者 も， 教会員 も 非 教会員 も， 多く 
の 人々 が リチャード •  L  • エバン ズ 
の 言葉 を 心に 浮かべた。 病い に 倒れ 
たと き， 彼が 生涯で 触れ合つ た 人々 
が 遠方から 病院へ つめかけ， 家族 を 
励ました。 11 月 4 日の 葬儀に は， 彼 
が 関係して いた 世界中の 諸 団体の 代 
表が 列席した。 

テ ン プル • スク ヱァの タノ 《ナクル 
で 開かれた 葬儀で， 彼の 最愛の 妻ァ 
リ ス と 子供 を 伴な つた 4 人の 息子た 
ち 力;， 彼の 眠る 棺 から 数フ ィ 一 ト離 
れた ところに 座った。 あふれん ばか 
りの タパ ナクルの 壇上に は， 教会 幹 
部に 交じって 彼の 僚友が 席 を 連ら ね 
た。 真の 賛美 を こめた タパ ナクル 聖 
歌隊の 歌声が 壁に こだまし， 会場 は 
愛と 主の みたまに よ り 満たされ たの 
である。 


リチャード •  L  • エバンズの 名 と 
生涯 とその 使命 は 決して 忘れ去られ 
る ことがない。 「今日 も ， そ していつ 
も」 感動と 感謝 を もって 思い出され 
る ことであろう。 

(「聖徒の 道」 に 掲載され た， マリ 
オン •  D  • ハンク ス 長老に よ る 追悼 
記事よ り） 
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ヒ ユー • B • ブラウン 

かって 陸軍 司官， 弁護士， 大学 教 
授 であり， 石油 会社で 要職に あった 
ヒ ユー •  B  'ブラウ ン 長老 は， 末日 
聖徒 ィヱス 'キリス ト 教会 十二使徒 
評議員 会の 一員で ある。 ブラウン 長 
老 は故デ ビッド •  0  'マッケイ 大管 
長の 第一 副 管長と して 働いた。 

ブラウ ン 長老 は 1953 年に 十二使徒 
評議員 会 補助に 召され， 1958 年 4 月 
6 曰に 十二使徒 評議員 会 会員に 召さ 
れた。 

彼 は 1883 年 10 月 24 日， ホーマー. 
マン リイと リディア •  J  •  B  'ブラ 
ゥンの 14 人の子 供の 第 5 子， 次男と 
して， ユタ 州 ソルト レーク' シティ 
一に 生まれた。 15 年後 家族 は カナダ 
へ 移住し， 彼 は 人生の 多く を ここで 
過ごす こ と になった。 

チャールズ •  0  • カード （カナダ， 
アルバータ 州 カードストン の 創設者) 
の 娘で あ り ， ブ リ ガム 'ヤン ゲの孫 
娘に あた る ザ イナ • ヤング • カード 
と 1908 年 6 月 17 日 ソルト レーク 神殿 
において 結婚した。 現在 ブラウン 長 
老 夫妻に は， 第二次世界大戦 中に 戦 
死した 息子の ヒ ユー' カード. ブラウ 
ンを 除いて， 6 人の 娘と 息子が ひと 
り いる。 


ブラウン 長 は 初 め カナダで， 後 
に アメリカ合衆国で 弁護 七と して 働 
いた。 第二次世界大戦 中 は カナダ 陸 
軍の 海外 部隊で 働き， 陸軍 少佐まで 
昇進した。 1946 年から 1950 年に かけ 
て は， ユタ 州 プロボに ある ブリガム 
• ャ ン ゲ 大学の 宗教学 教授， 退役 軍 
人 問題の コー ディ ネーターであった。 
また 教会 幹部に 召された 当時， ブラ 
ゥ ン 長老 は カナ ダの リ ツチ ラン ド石 
油 開発 株式会社の 取締役 社長で あつ 
た。 

ブラウ ン 長老の 教会 歴は 長い。 
1904 年から 1906 年に かけて ィ ギリ ス 
で 宣教師 を 務め， その後 副 監督， ァ 
ルバ ータ （カナダ） ステーキ 部の 高 
等 評議員， レス プリ. ッジ （カナダ） 
ステーキ 部の ステーキ 部長， ゲ ラナ 
ィ 卜 ステーキ 部 （ソルト レーク • シ 
ティー） の 副 ステーキ 部長， ステー 
キ 部長， また 2 度に わたって （1937 
年 一 40 年， 1944 年 一 46 年） 英国 伝道 
部の 伝道 部長 を 務めた。 第二次 世界 
大戦 中 は， 末日 聖徒 軍人 活動の コ- 
ディ ネーター を 務めた。 


ハヮ一 ド •  W • ハンター 

ハワード • W • ハンター 長老 は 現 

在 末日 聖徒 ィヱス 'キリス 卜 教会の 
十二使徒 評議員 会の 一員で あ り ， 

1959 年 10 月 10 日に 使徒に 召される ま 
では， 南カリフォルニアの 著名な 法 
律 家で あり 実業家であった。 

その 半生 を 通して 教会の 活発 会員 
である ハンター 長老 は， 1907 年 11 月 
14 曰， ジョン • ウィリアムと ネリ 
― • マリー • ラス マッセン • 'ヽ ンタ 
一の 息子と して， ァ イダ ホ 州 ボ ィ シ 
に 生まれた が， ボ イシで 小 '中学校 
に 通い， 高校 を 卒業す ると， 1928 年 
に カリフ ォ ルニァ へ 移った。 

1931 年 6 月 彼はソ ル ト レーク 神殿 
で クララ. メイ. ジ I フスと 結婚 し 

た。 大 恐慌の 時に， さらに 教育の 必 
要 を 感じ， 妻と 幼ない 2 人の子 供 を 
かかえた まま， a サン ゼ ルスの サゥ 
スィー スタン 大学に 入学した。 そし 
て 卒業に 必要な 単位 を 修得す ると ， 
法学部で 学び， 1939 年に 法学 博士号 
を 得て 優等で 卒業した。 

卒業後 力 リ フ ォ ルニァ 州 法律 協会 
への 所属 を 認められ， ロサンゼルス 
法律家 協会， また 地区の 一流 法律家 
の 組織の 一員と なった。 ユタ 州に 移 
つてから は ユタ 法律家 協会に 所属す 
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る こと を 認められた。 現在 幾つかの 
大 き な 工業な ら びに 不動産 関係の 会 
社， および 保険会社の 重役会の 一員 
でも ある。 

ハンター 長老 はィ ーグ ルス カウ ト 
であり， 長年 ス カウ 卜 活動 を 行なつ 
ている。 彼 は 教会の 青少年 プ a ゲラ 
ムの 中に あって 欠く ベから ざる 人材 
である。 

ハンター 長 g は 1 940 年に 口 サン ゼ 
ルスの エル ソレ ノヮー ド 部の 監督 と 
なり， 6 年間 その 職に あって 働いた。 
1947 年から 1948 年に かけて は パサデ 
ナス テー キ 部で 大祭司 定員 会 会長， 
1948 年から 1950 年に かけて は ステー 
キ部 高等 評議員 を 務め， また 1950 年 
2 月から 1959 年 11 月に かけて パサデ 
ナ ステーキ 部の ステーキ 部長 を 務め 
た。 また その かたわら， 南部 カリフ 
オル ニァ 福祉 地区の 責任者に， その 
後 分割 され 口 サン ゼ ルス 福祉 地区の 
責任者に なった。 

現在'、 ン ター 長老 は， 系図 協会の 
アドバイザー， ハワイの ポ リ ネ シ ァ 
文化 セン ターの 所長と しても 活躍 中 
である。 


ゴー ドン •  B  • ヒンクレー 

ゴードン. B  . ヒンク レー 長 g は 
末日 聖徒 ィ ヱス 'キリス ト 教会の 十 
二 使徒 評議員 会の 一員で あり， これ 
までの 生涯の 多くの 時間 を 教会の 業 
のために 捧げて きた。 

彼 は 教会の 責任に 加えて， 地域 社 
会 や 実業界で も 活躍して いる。 中で 
も CBS 放送と 提携して テレビ， ラジ 
ォ 放送 を 行なって いる KSL 株式会社 
重役， 日 fij 新聞の 発行に おいて 西部 
最古の 歴史 を 持つ デゼレ ト 新聞社 社 
長で ある。 デゼ レ 卜 新聞社 は 商業 印 
刷 部門で も 西部 最大の 規模 を 誇 る 。 

ヒンク レー 長老 は 1910 年 6 月 23 日， 
ブライアント •  S とァダ • ビ トナー • 
ヒンクレー の, 碧、 子 として ソルト レー 
ク • シティ 一に 生まれた。 地元の 学 
校 を 卒業した 後， 1932 年に ユタ 大学 
を 卒業した。 

1933 年 6 月， 彼 は 2 年間 ィ ギ リ ス 
で 伝道す るよう f! され， 1934{卜:3 月 
に は， ロンドンに 本部の ある ョ  一口 
ツバ fe 道 部で 働く よ う 責任 を 受けた。 
そして 1935 年に 帰還し， 2 年と 経た 
ない うちに デゼレ ト 日曜 学校 中央 管 
理 会に /•! され， 1937' ボ から 1946{|-： ま 
での 9  'ヤ: 間 この 責任 を 務めた。 

ヒンク レー 長 は， 1958{|-:4 月 10 


曰， 十二使徒 評議員 会 補助に fl され 
るまで， 201 ト: 間 教会の ラ ジ ォ広 ft お 
よ び 伝道 文献 委員会の 書記 を， また 
最後の 7 リ:. 問 は 中央 伝道 委員会の 書 
記 を 務めた。 その後， 1961'4-:10 月 5 
曰 に 十二使徒 評議員 会 会員に/ ィ さ れ 
た。 

彼 は 教会の 大 管長から 数々 の 特別 
な 責任 を 受けて 果たして きた。 その 
うちの 4 つ は， 神殿の 献 堂の 備に 
|3tl する ことであった。 その 神殿と は 
1955' ボ- 9 月 に献堂 された ヨーロッパ 
最初の 神殿で ある スイス 神殿， I956 
年 3 月献 堂の ロサンゼルス 神殿， 
1958 年 4 月献 堂の ニュー ジー ラン ド 
神殿， 1958 年 9 月 献 堂の ロンドン 神 
殿で ある。 

ヒンクレー 長 -g- は 5 冊の 書物の 著 
者で あり， その他に も 多くの 本 を 出 
版して いる。 また 教会の 数多くの テ 
キ スト， パンフ レツ 卜， ラジオ ゃフ 
イルムの 台本 を 著した。 このような 
広範な 活動に 加え， イースト ミルク 
リ ーク ステーキ 部の ステーキ 部長 会 
の 一員と して 10 年， また 教会 幹部に 
な る 直前 まで 2 年間 ステーキ 部長 を 
務めた。 
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N  • エル ドン • タナー 

西部 力 ナ ダの 産業界お よび 政治 界 
で 指導 的な 立場に あった N • ェ ルド 
ン • タナー は， 1973 年 12 月 30 日に 大 
管長 会が 再組織され， ス ペン サ 一' 

W  - キン ボールが 新たに 大 管長に a 

された とき， 継続して 第一 副 管長と 
しての 職 を 果たす よう 召された。 彼 
は前大 管長 ハ D ル ド •  B  • リ 一の 在 
任 中， すなわち 1972 年 7 月 7 日から 
1973 年 12 月 26 日の 死去のと きまで， 
第一 副 管長の 任に あった。 

また 彼 は， その 前の 2 名の 大 管長， 
ジ ヨセフ • フィー ルディ ンゲ' スミ 
ス， デビ ッ ド •  0  • マッケイに， 第 
二 副 管長と して 仕えて いる。 

タナー 副 管長 は 1963 年に 大 管長 会 
に 人った が， それ 以前 は 十二使徒 補 
助と して 2 年， 十二使徒 評議会 会員 
と して 1 年 働いて いる。 

タ ナー副 管長の 力 ナ ダ での 経歴 は， 
アル バー タの パブ リックス ク 一 ルカ、 
ら 始まった。 1928 年から 32 年まで 力 
一 ドスト ンで 校長の 職に あった 彼 は， 
その かたわら 町議会 議員 を 1 期 務め 
た。 続いて アルバータ 州 議会 議員に 
選出され， 議長 を 務めて いる。 また 
後に アルバータ 州の 土地 • 鉱山 担当 
長-き (Minister  of  Lands  and  Mines; 


に 指名され た。 さらに 1942 年に はァ 
ルバ ータ 調査 評議会の 議長， 1946 年 
に は ボー イス カウ ト 協会の 州コ ミ ッ 
シ ョ ナ 一の 要職に ついている。 

1952 年から 58 年に かけて， 彼 は 力 
ナダ 産業 会の 立 役者であった。 メ リ 
ル 石油 会社 社長 を 皮 切 りに ト a ン卜. 
ドミニ オン バンク . ォブ. カナダ 取 

締役， 次いで トランス' カナダ' バ 

ィ ブラ ィ ン 社長と 歴任。 その後 も 力 
ナダ ガス 協会 会長， アルバータ 大学 
幹事会 員に も 指名され ている。 

教会での 職 は， まず カード スト 一 
ン 第一 ヮー ド部 監督， エドモントン 
支部 支部 長 を 経験した 後， 1953 年 か 
ら 1960 年に 教会 幹部と して 聖 任され 
るまで， ステーキ 部長と して 力 ルガ 
リ 一 ステーキ 部 を 管理した。 1961 年 
4 月 9 日， 彼 は西ョ  一口 ツバ 伝道 部 
長に 任命され， 1963 年 1 月 解任。 ソ 
ルト レーク' シティ 一 に 帰 つてから 

は 教会の 系図 協会 会長に 任命され た。 

タナー 副 管長 は カナ ダ生 まれの よ 
うに 言われる 力；， 実は 生まれ は ソル 
トレー ク • シティ 一で， 1898 年， 5 
月 9 日の ことで ある。 家族が 力 ナ ダ 
の アル バー タ に 移った の は それから 
3 週間 後の ことであった。 

アルバータ 州 ヒ ルス プ リ ン グ 出身 
のサラ 'ィ ザ ベル 'メリ ノレと の 結婚 
は， 1919 年 12 月 20 日， 5 人の 娘が い 
る。 彼が 合衆国の 市民権 を 得た の は 
1966 年 5 月 2 日で ある。 


卜一 マス • S 'モンソン 

トーマス 's. モン ソ ン 長老 は 

1963 年 10 月 4 日に， 末日 聖徒 ィ ェ 
ス • キリス 卜 教会 十二使徒 評議員 会 
会員に 召された。 

十二使徒 評議員 会の 一員と しての 
多くの 責任の 中には， 伝道 役員会の 
一員と して， また 教会 内務 伝達 委員 
会の ァ ドバイ ザ 一 と しての 仕事が あ 
る。 

彼 は 1959 年から 1962 年に かけて 教 
会の カナダ 伝道 部の 部長 を 務めた。 
その 前に は， ソルト レーク' シティ 
一の テ ン プル ビュ 一 ステーキ 部の ス 
テーキ 部長 会で， また 同じ ステーキ 
部内で 監督と して 働いた。 

-モ ン ソ ン 長老 は 1927 年 8 月 21 日， 
G  • ス ペン サ 一と グラディス' コン 
ディー' モンソン の 息子 として， ソ 
ルト レーク • シティ 一で 生まれた。 
彼はソ ル トレー クの 公立学校に 通い， 
1948 年に は ユタ 大学 を 優等で 卒業 し 
た。 また 第二次世界大戦 中 はァメ リ 
力 合衆国 海軍で 働いた。 

また 1948 年 10 月 7 日 に ソル ト レー 
ク 神殿で フランシス 'ビバ リー' ジ 
ヨンソンと 結婚した。 

大学 か ら 経営学の 学士 号 を 受けた 
後， モン ソ ン 長老 はソ ルト レーク' 
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シティ 一に ある 教会 所有の 日刊新聞 
「デ ゼレ 卜 ニュー ズ」 の 仕事に 携わ 
つた。 また 後に 合衆国 西部で は大規 

模 な 商業 印刷 会社 に 数えられる デゼ 
レト ニューズ プレス 社に 入り， 十二 

使徒 評議員 会に 召された 後 も しばら 
くの 間 その 総支配人 を 務めた。 現在 
は デゼレ ト 新聞社の 副社長で ある。 
彼 はかって ユタ 印刷工 業の 社長で 
あり， ァ メリ 力 印刷工 業の 重役で あ 
つた。 

彼 は 実業界で も 活躍して おり， 著 
名な 幾つかの 会社の 重役で ある。 ま 
た ユタ 州 プ 口 ボ の ブ リガ ム • ヤン ゲ 
大学 理事で も あり， ユタ 州 高等教育 
委員会の 委員で も ある。 


の 博士号 を 取得した。  ■ ' 

パッカ 一 長老 と そ の 妻 ドナ' スミ 

ス • パッ カーに は 10 人の子 供が いる。 


ボイ ド •  K  • パッカー 

十二使徒 評議員 会 会員の ボイ ド • 
K  • パッカー 長老 は 1970 年 4 月 以来 
この 職に ある。 その 前 は 1961 年 以来 
ずつ と 十二使徒 評議員 会 補助 を 務め 
てきた。 

教育家と しての パッカー 長老の 経 
歴に は， 教会の セ ミナ リー' インス 
ティ テュー ト の 指導主事， ブ リ ガ ム • 
ャ ン グ 大学 管理 評議会 会員 としての 
働きが ある。 また 現在 は 教会の 教育 
委員会の 委員で あ り ， ブ リ ガム' ャ 
ング 大学 理事で も ある。 

ノむン カー 長老 はかって ァメ リ 力 合 
衆 国 東部の 二 ユー イング ラン ド 伝道 
部の 部長 を 務め， 現在 は 神権 ホーム 
ティーチ ンゲ， 家庭の 夕べ， 教会の 
軍隊 関係の プロ グラム を 担当して い 
る。 

彼 は 地域社会の 事業に 熱心で， 州 
議会の 議員と して 働いた こと も ある。 
また 市民 組織， 教育 組織に 召喚され 
る こと も たびたびであった。 

パッ カー 長老 は 1924 年 9 月 10 日ュ 
タ州 ブリ ガム' シティ 一に 生まれた。 
第二次世界大戦 中 は 太平洋 地域で 爆 
撃 機の バイ 口 つ トを 務めた。 また 州 
立 大学で 科学の 学士 号と 修士 号 を 得, 
ブ リ ガム. ヤン グ 大学で 教育 管理 学 
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マ一 ビン • J • ァシュ 卜ン 

長い間 末日 聖徒 イエス 'キリスト 
教会の 青少年 指導者と して 卓越した 
働き をして きた マー ビン • J • ァシ 

ュ 卜 ン 長老 は， 1971 年 12 月 2 日に 十 
二 使徒 評議員 会 会員に 召された。 

1969 年 10 月 以来， 十二使徒 評議員 
会 補助 を 務め， 現在 は 教会 社会奉仕 
プログラム アドバイザー， 教会 医療 

奉仕 協会 理事， 教会 教育委員会 委員， 
教会 内務 伝達 委員会 ァ ドバイ ザ 一， 
施設 諮問委員会 委員長， 施設 管理 部 
ァ ドバ ィザ 一， およ び 支出 承認 委員 
会 委員 をして いる。 

ァシュ トン 長老 は 11 年間， 教会の 
青少年 活動 プ D グラムで ある 青年 男 
子 相互 発達 協会 （YMMIA) の 中央 管 
理 会長 会 副会長 を 務め， 21 年間 中央 
管理 会の 一員と して 働いた。 

彼 は 青少年 指導者 や 青少年 問題の 
指導に その 関心 を 向け， 多くの 時間 
を 割いて きた。 また アメリカ ボーイ 
ス カウ 卜 全国 委員会の 委員， 地区 実 
行 委員会， グレート ソル 卜 レーク 評 
議会の 実行委員会に おいても 働いた。 
少年た ちに 対する 顕著な 働きに より， 
2 つの 優れた スカウトの 賞 を 得， ィ 
一 ゲ ルス カウ ト でも ある。 MIA 役員 
として， アシュトン 長老 は 教会 全体 


の 青少年の 音楽， ダンス， 演劇， ス 
ビーチ， スポーツ を 管理して きた。 
ま た 25 年間 全 教会の ス ポー ッ プロ ゲ 
ラム を 管理した。 

ユタ 州 議会の 上院議員 時代， ァシ 
ュ ト ン 長老 は 少年の 拘置に 関する 法 
律 改善の た め そ の 先鋒 となって 働い 
た。 1960 年に は ユタ 州ホ ワイ ト ハウ 
ス 青少年 大会の 余暇 時間 部門 議長 を 
務めた。 

1937 年から 1939 年に かけて は， 英 
国で 伝道の ために 働いた。 また 宣教 
師 バス ケッ ドボ ール チームの キヤ ブ 
テンと なり， 英国の 全国 バス ケッ ト 
ボール 大会で 優勝した。 アシュトン 
長老 は ユース • カレフ アレンス， 青 
少年 指導の デ ィレ クタ 一， 講演者 と 
して 世界中 を 旅行した。 そして 1969 
年に は 青少年に 対する 目 覚ま しい 働 
きと 模範に よ り 賞が 贈られた。 

職業 面で は 自ら 設立した アルタ 製 
材 会社の 副社長， デ ゼレト 出版社 社 
長， その他 数 力 所の 事業所の 役員と 
して 働いて いる。 

ァ シュト ン 長老 は 1915 年 5 月 6 日: 
マー ビン •〇• と レイ 'J  'ァシュ 
ト ン の 息子 として ソルト レーク' シ 
ティーに 生まれ， ユタ 大学 経営管理 
部 を 卒業した。 また 彼 は 1940 年に ソ 
ル トレー ク 神殿で ノ 一 マ' バーン ト 
ソンと 結婚し， 4 人の子 供が いる。 
ァ シュト ン 夫人 は 扶助 協会 中央 管理 
会 会員で ある。 


フ ルース • R • マッコ ン キー 

かって 合衆国 陸軍の 保安お よび 情 
報 担当 将校で あり， 新聞の 論説 記者， 
公務員であった ブルース • R • マツ 
コン キー 長老 は， 現在 末日 聖徒 イエ 
ス • キリス ト 教会の 十二使徒 評議員 
会 会員で ある。 また 1946 年から 1972 
年に かけて は 七十 人 最高 評議員 会の 
会員であった。 

マッコ ン キー 長老 は 1, 100 以上の 項 
目 を 網羅した 百科事典 タ ィ プの書 
「モル モン の教 fe」(MonR07)  Doctrine) 
を 著し 出版した。 また ジ ヨセフ. フ 
ィ 一 ルディ ンゲ 'ス ミ ス大 管長の 説 
教と 著作の 集大成で ある 「救いの 
教親」 (Doctrines  oj  oaivation) (全 
3 卷) を 編 慕した。 また 全 3 巻に 及ぶ 
新約聖書の 注釈書 「新約聖書の 教義 
注解」 ( Doctrinal  New  Testament 
し ommenZarj/)  CD^-e  X" も ある。 

1961 年から 1964 年に かけて， マツ 
コン キー 長老 は オーストラリア， ビ 
ク トリ ァ州メ ル ボルンに 本部の ある 
南 オースト ラリ ァ 伝道 部の 伝道 部長 
を 務めた。 

マッコ ン キー 長老 は 1915 年 7 月 29 
日に， オスカー •  W と ビビアン' レ 
ッ ド' マッコ ン キー を 両親 として， 
ミ シ ガン 州 アン • アーパーに 生まれ 
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た。 当時 父親 は ミ シ ガン 大学で 法律 
を 学んで いた。 
彼 は 学生時代 いろいろな 活動に 携 
わって いたが， 特に 討論 や 学校 年鑑 
の 事務 処理な ど をよ く 行なった。 

1934 年から 1936 年に かけて ァメ リ 
力 合衆国 東部 伝道 部の 宣教師で あ つ 
た 時には， セネ 力お よび オル バニ ィ 
地方の 地方 部長と して 働いた。 

また ユタ 大学 在学 中 は， 教会の い 

ろい ろな 指導者と しての 地位 を 務め 
た。 1946 年 10 月 10 日 に， 故 ジョー 
ジ • アル バー 卜' スミ ス大 管長に よ 
り 七十 人 最高 評議員 会の 一員に 聖任 
された。 

彼 は 1937 年 10 月 13 日に， 故 ジョセ 
フ • フィールデイング' ス ミス 大管 
長の 娘で ある ァメ リア. ス ミスと 結 
婚し， 9 人の子 供が いる。 

彼 は 1937 年に は 教養 学 学士 号， 
1939 年に は 法学 学士 号 を 修得して ュ 
タ 大学 を 卒業した。 さらに 1967 年 6 
月 に は 同じ ユタ 大学から 法学 博士号 
を 修得した。 1940 年から 1942 年に は 
ユタ 法律家 協会 会員， 弁護士， 市の 
弁護士 補助， 検察官 を 務めた。 

そ の 後 4 年間 は 軍隊の 保安お よ び 
情報 担当 将校 を 務め， 野戦砲兵 隊予 
備隊 陸軍 中佐の 地位で 軍 を 退き， 一 
般 市民の 生活に 戻った。 

教会 幹部と なった 後 も 一時， 軍隊 
で 働 く 何千 人 という 青年た ち に 対す 
る 霊的な 指導 を 管理す る 教会の 軍人 
コー ディ ネーター を 務めた。 


い 卜 ム • ペリ一 

末日 聖徒 ィ エス 'キリス ト 教会 十 
二 使徒 評議員 会 会員の L  . トム. ぺ 
リ 一 長老 は 1974 年 4 月 6 日， 現在の 
職に 召された。 これまでに， 十二 使 
徒 評議員 会 補助 ， ボストン ステーキ 
部 副 ステーキ 部長， ウェス トンワ 一 
ド部副 監督 を 務めて いる。 

彼 は マサチューセッツ 州 ボ ス トン 
に 6 年間 居住 し， ボストン 金属 器 機 
百貨店の 財務 担当 副社長 に なった。 
また 後に は ボス ト ン 近辺に 6 つの 百 
貨店を 経営す る R  •  H  'ス ティ アン 
商会の 経理 部長に なった。 

また， 十二使徒に 召される まで 十 
二 使徒 評議員 会 補助と して 働いた。 

彼の 教会に おける 働き は， 2 年間 
合衆国 海兵隊 員と して 太平洋 上で 働 
いた 後の 1942 年 合衆国 北部での 伝道 
に 始まった。 

ぺ リ 一 長老 は 1949 年 ユタ 州立大学 
において 経営学 学士 号 を 修得し， 
1950 年 大学院 課程 に 進学 し た 。 

ぺ リ 一 長老 は 1922 年 8 月 5 日， ュ 
タ 州 ローガンに 生まれ， 1 947 年 7 月 
18 日， ユタ 州 ハイ ド パーク 出身の バ 
一 ジニァ • リー と 結婚した。 現在， 
1 男 2 女が ある。 夫人 は 1974 年 12 月 
14 日 死去した。 


デビ ッ ド. B  • ヘイ 卜 

1976 年 1 月 9 日， 金曜日， 大 管長 
会 は 1970 年 4 月 6 日 以来 十二使徒 評 
議員 会 補助の 任に あった ヘイ ト 長老 
が 十二使徒 評議員 会 会員に 選任 さ れ 
たこと を 発表した。 

これ は， 1975 年 12 月 2 日， ヒュ 
一 •  B  • ブラウ ン 長老の 死去に よ つ 
て 空席 となつ た 十二使徒 評議員 会の 
席 を 満たす ものである。 

カリ フォルニ ァ州パ 口 アルト の 前 

市長で ある ヘイ ト 長老 は， パ D アル 

ト 商工会議所 会長， ダウンタウン 商 
業 連盟 会長， また 半島 赤十字 血液 銀 

行， スタン フォー ド 地区 ボーイ ス 力 
ゥ ト 評議会お よ び サンフランシスコ 
湾 地域 市長 評議会の デ ィレ クタ 一で 
もあった。 また 教会で 働く よう 召さ 
れた 当時 は， ユタ 州 プロボの ブ リガ 
ム . ヤング 大学の 副 学長 を 務めて い 
た。 

実業 方面で は， ソルト レーク. シ 

テ ィ 一の ZCMI デ パー 卜で 重要な 地 
位に あ り， シカ ゴのモ ントゴ メリー 
ワード 社 （デパート） では 中西部 地 
域 で 1 65 の 小売店 を 抱える 地区 支配人 
であった。 また かって は カリフ オル 
二 ァ州パ a アル 卜の 小売店 組織の 会 
長で もあった。 
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ヘイ ト 長老 は 1970 年 4 月 6 日に 十 

二 使徒 袖 助の 責任に 任命 された 時' 
教会の サ クラノン 卜， フレスノ 地区 
の 十二使徒 会 地区 代表であった。 IS 
63 年から 1966 年に かけて' スコット 
ラ ン ド 伝道 部の 部長で あつ た。 また 

神権 伝道 委員会の 一員で もあった。 
パロ アル ト ステーキ 部で は 12 年間 ス 

テーキ 部長 を 務め， その 以前 は副監 
督， パ a アルト ステーキ 部の 高等 評 
議員であった。 

ヘイ 卜 長老 は， 1906 年 9 月 2 日， 
ァ ィ ダホ 州ォー ク リーで， ヘクター' 
C と クララ. タトル' ヘイト の, き、 子 
と して 生まれた。 ソルト レーク' シ 
ティーの ルビー' オルセンと ソルト 
レーク 神殿で 結婚し， 子供 は 2 男 1 
女の 3 人で ある。 ヘイ ト 長老 は アイ 
ダホ州 オーク リ 一 高等学校， アイ ダ 
ホ 州 立 師範学校， ュ タ 州立大学で 学 
んだ。 


エル ド レツ ド •  G  'ス ミス 

ェ ルド レッド •  G  • スミ ス 長老 は， 
末日 聖徒 ィ ヱス 'キリス ト 教会の 第 
7 代大 祝福 師 である。 5 代 さかのぼ 
つ た 彼の 先袓ジ ヨセフ' ス ミス （初 
代） は， 教会の 初代 大 祝福 師 であり， 
予言者で あ る 教会の 設立者 ジ ヨセフ- 
ス  ミ ス （二 代 目） は その子 供に あた 
る。 

ス ミ ス 長老 は 1907 年 1 月 9 日， ュ 
タ' J'H リ 一 ヘイ で ハイ ラム •  G と マー 
サ. ジー. スミ スの 息子と して 生ま 
れた。 父親が 管理 祝福 師 （これ は教 
会に おける 唯一の 世襲に よ る 職で あ 
る） になった 時， 一家 は ソルト レー 
ク. シティ  一"^^^ ^移った。 青年 エル ド 
レツ ドは ここで 公立学校， 旧 末日 聖 
徒 高等学校， ユタ 大学の 教育 を 受け 
た。 

ス ミ ス 長老の 教会に おける 最初の 
召し は， 1926 年から 1929 年に かけて 
の スイス. ドイツ 伝道 部の 宣教師の 
召しであった。 その後， 1929 年から 
1932 年に かけて リ パテ ィー ステーキ 
部で 伝道 関係の 責任 を 受け， また 
1936 年 11 月から 1 年 半の 間ェン サイ 
ン ステーキ 部で MIA の ステーキ 部 管 
理 会員 を 務めた。 また， 1938 年 5 月 
25 日に その 地位から 第 20 ヮー ド部第 


二 副 監督に 召され， 1940' ギ 3 月に は 
ステーキ 部が 分割され， ステーキ 部 
高等 評議員に 召された。 そして 1941 
年 2 月 16 日に 新しく 組織 された 第 20 
北部 ヮー ド 部の 監督に 支持され る ま 
で その 職に あった。 

1944 年 1 月， 彼 は マン ハツ タン 原 
子 力 ヱ ネ ル ギ 一 計画の 技術者 として 
テ ネ シ 一州 ォー ク リ ッ ジへ行 き ， 
1946 年まで その 地方の 教会の 支部 長 
を 務めた。 

ス ミ ス 長老 は， ソルト レーク' シ 
テ ィ 一に 戻った 後， 1947 年 4 月 6 日， 
大 祝福 師に 支持され， 以来 教会 幹部 
の 一人と して 教会の 数多くの ステー 
キ部を 訪問して いる。 また 彼 は， 今 
までに 1 万 4 千 名 以上の 人々 に 祝福 

師の 祝福 を 授けて きた。 

ス ミ ス 長老 は 1932 年 8 月 17 日に ソ 
ノレ 卜 レーク 神殿で ジ ヤンヌ • ネスと 
結婚し， 子供 は 2 男 3 女で， 14 人の 
孫が いる。 
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目 次 


第 I  40 回 

年次 総大 g 

1970  j 
4.  4-6  I 


時の 動き 

1969 

1.20 米， ニクソン 大統領 就任。 
7.20 米， アポロ  n 号， 月面に 着陸。 
1970 

1.15 ビ アフラ 戦争 終結 
1.18 デビ ッ ド*  0* マッケイ 大管 
長 死去 

1.23 ジ ヨセフ' フィールディング' 
ス ミス。 第 10 代大 管長に 召さ 
れる。 

2.11 日本 初の 人工衛星 打ち上げ。 

3.13 日 本 万国博覧会の モ<»1^ ン • 
パビリオンが 献 堂され る。 

3.15 日本 万国博覧会 開幕。 

' アジア 初の ステーキ 部， 日本 
東京 ステーキ 部が 設立され る。 
日本の 地の 伝道 事業が， 日本 
東 伝道 部， 日本 伝道 部， 日本 
中央 伝道 部， 日本 西部 伝道 部 
に 分割され ると 発表され る。 

3.31 日航機よ ど 号 事件。 

4.  4 第 140 回 年次 総 大会。 
-6 新大 管長 会が 支持され る。 前 
十二使徒 補助 ボイ ド •  K • パ 
ッ カーが 十二使徒に， ジョセ 
フ' アンダーソン， デビ ッ ド- 
B' ヘイ ト， ウイ リ アム' H  • 
ベネットが 十二使徒 補助に 支 
持され る。 


■  4 月 6 日 （月） 午前の 部に おける 説教 

責任と 指導の 手綱 ジ ヨセフ • つ ィ 一 ルディ ンゲ 'ス ミス 29 
私たちの 時代  '、口 ルド 'B. リー 31 

■  4 月 5 日 （日） 午前の 部に おける 説教 

従順の 恵み  N  'エルドン 'タナー 34 

■  4 月 4 日 （土） 午前の 部に おける 説教 

神の 存在  ノ、 ワード .W 'ハンター 38 

小さな 一歩  リチャード 'L. エバンズ 41 

■  4 月 4 日 （土） 午後の 部に おける 説教 

人と 争わず， 確固たる 道 を  ゴードン 'B. ヒンクレー 44 

■  4 月 4 日 （土） 神権 会に おける 説教 

神権の 力と 影響 N, エルドン' タナー 48 

信仰の 擁護 者た ちへ  ハ 口 ルド •  B  . リー 50 

神権の 召し を 全力 を 

尽く して  ジ ヨセフ • フ ィー ルディ ング' ス ミ ス 53 

■  4 月 5 日 （日） 午前の 部に おける 説教 

平和の 鍵  マ リオン •  G  •  ロムニー  55 

揺るがぬ 信仰  デル ハ' 一 ト •  L  • ス ティ プレー 58 

真理の 誕生  ヒ ユー •  B  • ブラウン 61 

■  4 月 5 日 （日） 午後の 部に おける 説教 

予言者の 役割 マーク ピーター セン 64 
たかが 教師  トーマス 'S* モンソン 67 

■  4 月 6 日 （月） 午前の 部に おける 説教 

予言者が 必要で ある ス ペン サー •  W  • キン ボール 70 

■  4 月 6 日 （月） 午後の 部に おける 説教 

世界に 伝える 言葉  エズラ 'タフト' ベンソン 74 

「この 日 選びとりて」  ェ ルド レッド 'G  'ス ミス 78 

なぜ 予言者が  リグ ランド' リチ ヤー ズ 80 

巫 和への 祈 り  ジ ヨセフ • フ ィー ルディ ング' ス ミ ス 84 
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責任と 指導の 手綱 


大 管長 


ジ ヨセフ • フィールディング' ス ミス 


愛する 兄弟 姉妹， 私 は 今日， へり 
くだって 皆様の 前に 立ち， 主が 私に， 
私の 家族に， また あなたがたと 主の 
すべての 民に 注ぎた も う 祝福に 感謝 
する。 私たち は 主の み 業に 従事し 
ている。 

主 は 地の 歴史上 いかなると きに も， 
そのみ 業 をな す 人々 を 立てられる。 

私たち は 一教 会と して， また ひと 
つの 民と して， マッケイ 大 管長の 霊 
感 あふれる 指導， 偉大な 洞察力， 力 
強い 腕に よ り 大いに 祝福 を 受けて き 
た。 彼 は 地上に おける) かしい 働き 
を 終わり， 他の 方法で 仕えるべく 天 
の 家に/ ィ された。 そして 主 は 地ヒの 
王国に おける 責任と 指導の 手綱 を？ g 
る 私たちの 中に 委ねられた。 

私たち は， 「主が 命じた もうこと に 
は， 人が それ を 為し とげる ために 前 
以て ある 方法が 備えて あり， それで 
なくて は， 主 は 何の 命令 も 人に 下し 

たまわな いこ と」 （ I  ニーフ アイ 3  ： 
7) を 知ってい るので， このみ 業 は 
主の 導きと 指示の 下に 繁栄し 続ける 
であろうと， 心から 確信して いる。 
私 は， 自分の 力で この 教会 を 指導 
できる 人間 は ひと り も いないと 申し 
上げたい。 これ は主ィ エス' キリス 
卜の 教会であって， キリスト がその 
頭な ので ある。 教会 はキ リストの 名 


をいた だき， キリストの 神権 を 持ち， 
キリストの 福音の 儀式 を 施し， キリ 
ス 卜の 教え を 説き， キ リ ス 卜の 業 を 
な している。 

キ リ ス 卜が 人々 を 選び， 主の 目的 
達成の ために 御自身の 道具と して 召 
し， 彼らの 働き を 導かれる ので ある。 
人 はあく まで も 主の み 手に ある 道具 
であって， 主の しもべが なし 遂げる 
あらゆる 誉れと 栄光 は 永遠に 主に 帰 
せられる。 

もしも これが 人の 業であるなら く 
じかれ る こと もあろう が， これ は 主 
のみ 業であって， 失敗に 帰す こと は 
ない。 私たちが 戒め を 守り， イエス 
の 証 を 雄々 しく 述べ， 託された すべ 
ての 事に 忠実であるなら ば， 主 は あ 
ら ゆる 目的の 成就の ために， 私たち 
と 教会 を義の 道に あって 導かれる と 
確信して いる。 

私たち は主ィ エス' キリストと， 
キリスト を 通じて 天父に 信仰の 中心 
を 置いて いる。 私たち はキ リスト を 
信じ， キリスト を 神の 御子と して 受 
け 入れ， 水の パプ テス マ を 受けて そ 
のみ 名 を 受け， 養子縁組 によって キ 
リ ス ト の 息子， 娘と なって いる。 

私 は 主の み 業 を 喜び， それが 真実， 
神聖 だとい う 確かな 知識 を 心に 持つ 
こと を 誇りと している。 


イエス. キリスト が 生ける 神の 御 
子で ある こと， キリスト が 予言者 ジ 
ヨセフ' スミ スを 召して この 神権 時 
代の 頭と なし， 地上に 教会すな わち 
神の 王国 を 再び 組織され たこと， 私 
た ち が 従事 している こ の 業が 真実で 
ある こと を， 私 は 心の底から 証す る。 

父で ある ジ ヨセフ •  F  'ス ミス 力： 
教会の 第 6 代大 管長に 召された と き， 
彼 は 献身的な 副 管長た ちに 感謝 を述 
ベ， 主の み 前に 兄弟 皆 ひとつと なら 
ん ために， 教会の 万事に ついて 彼ら 
と はかる こと を 宣言した。 

今 私 は， 副 管長に 全幅の 信頼 を 置 
いている と 申し上げたい。 彼ら は 天 
の 霊感に 導かれて いる 神の 人で ある。 
彼ら は 聖霊の 力と 賜 を 享受して おり， 
教会の ために なること， 天父の 子供 
たちの 祝福と なること， 地上に 主の 
み 業 を 完成す る こと だけ を 願いと し 
ている。 

ハロルド •  B  • リ 一 副 管長 は 真理 

と義の 柱， 偉大な 霊の 力と 洞察力と 
知恵 を 持った まことの 聖 見者で ある。 
教会と 教会に 必要な 事柄 を 彼 以上に 
知って 理解して いる 人 はいない。 

N  • ヱ ルドン. タナー 副 管長 は， 
正しい 指導 や 助言 や 指示ので きる 管 
理 能力と 霊的な 力 を 授かった 力量 あ 
る 人で， 完全無欠， 真理への 献身 者 


29 


である。 

また， リー 副 管長と タナー 副 管長 

について a うこと は 十二使徒 定員 会 
やその 他の 教会 幹部に ついて も 同様 
で， 彼ら はみ な 神の 人で ある。 私 は 
これらの 力 ある 兄弟 を 主が お立てに 
なり， 彼ら を 召して 教会の 指導者の 
地位に 備えられ たこと を 感謝して い 

る C 

主の み 業 ほ ど 大切な 業 は 地上に 存 
在し ない。 天父の 子供た ちに これ ほ 
ど 大きな 影響を及ぼす 奉仕と 責任 を 
持った 職 は ほかに 存在し ない。 私た 
ちが 主の 王国に おける ま こ との 兄弟 
姉妹と して 共に 働きながら， 前途に 
横たわる 偉大な 業の 達成 目指して 努 
める こと を 祈る ものである。 


私たち は， 様々 の 信仰 を 持つ 人々 
との 間に 愛と 調和の 精神が 高ま りつ 
つ ある 現代に 生きて いる。 私たち は 
すべての 宗教の 善意の 人々 と 手を携 
えて， あらゆる 天父の 子供た ちの 霊 
的， 物的 福利の ために 愛と 関心 を 示 
すので ある。 

私たち は 同胞の 進歩 発展の ために 
は， 何事に おいても どこに あっても 
誠意 ある 善良な 人々 と 喜んで 協力す 
る。 なぜならば， すべての 人間 は 神 
の 子供で あり， 人類 家族の 兄弟 姉妹 
である こ と を 私たち は 知ってい るか 
ら である。 永遠の 父なる 神が み 手に 
なる すべての 業に 祝福 を 注がれん こ 
と を。 

子供 を 教える 両親に 洞察の 力と 霊 


感を 祝福した まえ。 

勧告 を 求め， 受け入れ， 戒め を 守 
るよう に， 教会の 子供と 若人 を 祝福 

した まえ。 

正しく， 忠実に， 効果的に， 主に 
仕える ことができ るよう， 天父の 教 
会の あらゆる 役員， 教師， 教会員 を 
祝福した まえ。 

義 にかな つて 主 を 仰ぎ， 平安と 幸 
11 と 人生の 目的 を 見いだ す ことが で 
きる よ うに， この 世と あらゆる 人と 
を 祝福した まえ。 これらす ベて を， 
へり く だり 感謝しつつ 主 イエス • キ 
リ ス ト のみ 名に よって 願う 次第で あ 

る 0 アーメン。 
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私たちの 時代 

ハロルド •  B  . リ一 
大 管長 会 第一 副 管長 •+ 二 使徒 評議員 会 会長 


私 は 愛す る 同僚 キン ボ ール 長老と 
同じ 思いで， ボイ ド •  K  • パッ カー， 
ジ ヨセフ • アンダーソン， デ ビ ッ ド' 
B' ヘイト， ウィリアム 'H* ベネ 
ッ 卜の 愛する 各 兄弟 を 教会 幹部に 歓 
迎 する。 あなたがた 兄弟 姉妹が 私た 
ちと 同じように 彼ら を 知れば， 彼ら 
の 力強い 指導力 を 感じる に違いない。 

私たち はこの 場に 臨んで， 愛する 
マッケイ 大 管長の こと を 思い出さず 
に はいられない。 また 同様に マッケ 
ィ 姉妹， お聞きで あるならば あなた 
と 故 マ ッ ケィ大 管長の 素晴らし いご 
家族に， 教会の 歴史が 新しい 別の 時 
代に 入ろうと している 今， 私たちの 
愛と 祝福 を 捧げたい。 

きょう， 末日 聖徒 イエス 'キリス 
ト 教会 は， 聖典に 語られて いる この 
時満 ちた る 神権 時代に 組織 されて 以 
来 140 年の 歴史, に ， 新しい 1 ページ を 
迎えた ので ある。 

今 は 亡 き 予言者， 偉大な デ ビ ッ ド • 
0  . マッケイ 大 管長 は， 教会の 地上 
における 頭と しての 自分の 管理の 職 
の 報告 を するべく， みもとに 召され 
て 行った。 指導者た る 予言者の 死に 
は 必ず， それに 引き続いて 教会に も 
世の中に も 大きな 出来事が 起きて い 
る。 この 予言者が 造り 主に 対して， 
地上の 人間の 行ないに ついて 果た し 


て 良い 報告が できた かどう か， 私に 
は 不安で ある。 

教会の 管理者が 代わる とき， その 
交替 は 独特な 方法に より， キン ボー 
ル 長老 も 言われた ように， 政治的 手 
段 や 革命的な 方法 を 使って 主の み 業 
に 混乱 や 挫折 を 招く ことのな いよう 
にす でに 定められ ている 計画に 従 つ 
て 行なわれる。 

デ ビッド . 0  • マッケイ 大 管長 と 
それ 以前の 代々 の大 管長 は， 私たち 
に 知恵と 知識の 豊かな 宝 を 残して 行 
つた。 大 管長が 亡くなる たびに， 感 
謝に 満ちた 民の 心 は 名残り を 惜しん 
でい つ し よ に 天に 舞い 昇って 行く か 
のよ う であった。 彼らの 生涯 や 業績， 
言葉， 偉業 は 幸いに して 教,! Ill の 書と 
なり， 教会 歴史に 記録され， のちの 
人々 の 記憶に 跡 をと どめた。 神が そ 
の 遺産 を 各地の 信仰 篤い 人々 に 恵み 
たまわん こと を。 しかしながら 彼ら 
の 最大の 記録 は， 彼らが 熱心に 仕え 
て き た その 民の 心に 刻まれる ので あ 
る。 

ここで， 大 管長の 死に 伴う 教会の 
再組織に ついて 触れれば， 多くの 教 
会員と 教会に 興味 を 持つ 人々 にと つ 
て 何ら かの 参考と なる であろ う 。 

「教会の 大 管長 は どのよう にして 選 
ばれる の 力 M と f3 問す る 人に 対して 


は， 信仰 筒条の 葉が 簡潔， 正確な 
答えであろう。 「われら は， 福に を宣 
ベ， ft つ その 儀式 を 執り行う ために 
は， 啓示と， 権威 ある 者の 按手に よ 
り， 神に よりて 其 任に ぜ爿 されねば な 
らぬ こと を 信ず。」 

大 管長になる 人の/ ィし は， 実際に 
は 十二使徒 定員 会の 一員に /ィ され， 
聖 任と 任命 を 受けた と きに 始まる。 

そのよ う な: f つ i による しつ ま り 主 
の' ふ: 感 によって 大 管長 会の 鍵 を 持つ 
者と され， 次に 同じ 権能に よって 按 
手聖 任， 任命され る/ ィしを 通じて， 
各 使徒 は 使徒 職 を 持つ 1 2 人の 神権'; ir 
員 会に 加わる ので ある。 
こ う して 大 管長の 手で? ^ 任された 

すべての 使徒 は 乇 された 他の 使徒 

たちと 共に 神の 王 W の 細 を 握り， 教 
会の あらゆる 職， もしも 管理者から 
されて 教会員の 集まりで 支^の や 
手 を 受けた 場 台に は 全 教会 を 管理す 
る 職 を も 持つ に 足る 神 権 の 権能 を受 
ける ので ある。 

予 a 者ジ ヨセフ 'ス ミス は， 「大 
長が いなければ 人 管長 会 はない」 と 
述べて いる。 人 管 K が 死ぬ と 即(4< に 
次 も'/: に あ る 十二使徒'; drU 会が 理体 
となり， 大管 S が に H リ任 と 支持 
を 受ける まで， I- 二 使徒 定員 会 会長 
が 自動的に 大 管長 代行と なる。 
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この 神権 時代の 初期に は， 事情が 
あって， 新しい 組織が できる まで 十 

二 使徒 評議員 会が 3 年の 問 教会 を 管 
理 した ことがある。 しかし 教会が 安 
定 してから は， 大 管長の 死後す ぐに 
新 し t  、大 管長 会が 組織 される ように 
なった。 

大 管長 会 と 十二使徒 定員 会 は 通常 
全員が， 先 ほどの ように 「予言者， 
聖 見者に して 啓示 を 受ける 者」 とし 
て 支持され る。 これ は， 選ばれて 聖 
任された 使徒の だれも 力;， 啓示から 
引用 すれば， 「当 団体 （十二使徒 定員 
会 全体と 解釈され ている） によりて 
選 ばれ その 職に 任命 し て 按手 聖任 さ 
れ， 教会員の 信任と 信仰と 祈りに よ 
りて 支持」 された 場合に は， 教会 を 
管理す る ことができる （教義と 聖約 
107:  22 参照）， また その 場合， 管理 
する の は 先任 使徒すな わ ち 十二使徒 
'4r 員 会の 会長で あると いう 意味で あ 

る c 

先任の 十二使徒 以外の 人が 大 管長 
になる こと は あるの かとい う 質問 を 
ときどき 聞く。 そのこと について 考 
えて みれば， 主が 十二使徒 定員 会 会 
長に 彼 以外の 人 を 選ぶ と 啓示 された 
ときに のみ， 先任 使徒 以外の 人が 大 
管長に なれる と考えられる。 

主 はこの 神権 時代 初の 予言者に， 
あらかじめ 定められ ている 地上の 神 
の 王 M の 組織 を 通して， 教会の 指導 
者の 職 を はじめと する 秩序 正しい 計 
画 を 啓示され た。 それに ffl する 話の 
よりどころと して， 主 は 次の よ うに 
語って おられる。 

「メ ルケゼデク^l|31tを有てる者の中 
三人の 管 a 大祭司 あり， 当 団体に よ 
りて 選ばれ， その 職に 任命して 按手 
聖 任され， 教会員の 信任 と 信仰 と 祈 
りに よりて 支持せられ， 当 教会の 大 
管長 会なる 定員 会 を 構成す。 十二 人 
の 巡 M 評議員 は 召 されて 十二使徒 と 
なる， すなわち 全世界に 於け る キリ 
ス 卜の 御名の 特別の 証人と なるべき 


者な り。 すなわち， かくの 如く 彼ら 
は 当 教会に 於け る 他の 職員と は， そ 
の 天職に 就ける 義務 を 異にす。 また 
この 十二 人 は， 前記の 三人の 管理 大 
祭司と 権威と 権能と を 同じく せる 定 

員 会 を 構成す。」 （教義と 聖約 107:  22 
一 24) 

この 事柄に ついて， 第 4 代大 管長 
ウィルフォード • ウッドラフ は， 当 
時 十二使徒であった ヒーバー' J • 
グ ラン ト大 管長に あてた 1857 年 3 月 
28 日付の 手紙の 中で， 彼の 考え を 語 
つてい るが， それ を 引用して みょう。 

「 …… 教会の 大 管長が 死んだ と き， 
教会の 管理 役員 はだれ なの だろ う か。 
それ は， （ほかならぬ 神の 啓示に よつ 
て聖 任され， 組織され た） 十二使徒 
定員 会で ある。 では その 十二使徒が 
教会 を 管理 するとして， 教会の 大管 
長 はだれ なのだろう 力、。 それ は 十二 
使徒 定員 会の 会長で ある。 彼 は 十二 
使徒 を 管理しながら， 大 管長 会が 組 
織され ると きに ふたりの 副 管長 を 管 
理す るのと まったく 同じに， 教会の 
大 管長 を 務める ので ある。」 そして こ 
の 原則 は， 教会が 糸 M されて 以来 140 
年 を 経た 今 も 実践され ている。 ゥッ 

ドラフ 大 管長 はさ ら にこ う 続けて 語 
る。 

「こと 私に ffl する 限り， …… 教会 歴 
史 にある 通り， 教会の 設立 以来 使徒 
たちが たどって きた 道， あるいは 過 
去 57 年間 全能の 神の 霊感に よって 使 
徒た ち が 歩んで きた 道から それる よ 
うな 挙手 をしたり， そのような 行動 
をと る 前に， まず この 教会の 組織 以 
来 57 年間 同じ 経路で 霊感に よって 教 
会 を 導いて こられた 同じ 神から， 啓 
示 をいた だく こと が 必要な ので あ 
る。」 

ジ ヨセフ' フィールディング' ス 

ミ スが 召されて 大 管長に なった こと 
に は 特別な 意義が ある。 彼の 祖父に 
あたる ハイラム' スミ ス に関して， 
主 は 予言者 ジ ヨセフ • ス ミス に 次の 


よ うな 啓示 を 与えられた。 
「また， われ 誠に 汝ら に告 ぐ， …… 

わが 僕 ハイ ラ ム 彼の 父に よ り 祝福に 

よ り また 当然の 権利に よ り 任命 せら 
れ し 祝福 師た る 神権 者の 職に 就かん。 
…… かく して， 今後 彼 はわが 民 こ と 
ごと く の 頭上に 授く る 祝福 師の 祝福 
につける 鍵 を 保ち， 何人 にても 彼の 
祝福す る 者 は 祝福せられ， 彼の till う 
者は附 われ， かくて 何 にても 彼の こ 
の 世に 於て 結ぶ ところ は 天に 於て も 
結ばれ， 彼の この 世に 於て 解く とこ 
ろ は 天に 於ても 解かる るな り。」 （教 
義と聖 約 124  ：  91-93) 

ハイ ラムに は， この 職に 力!] えて， 
彼の あと に 続 く 教会の どの 祝福 師に 
も 与えられなかった もう ひとつの 祝 
福が 与えられた。 

「されば 今後 われ 彼 を 任命して， わ 
が僕ジ ヨセフと 同様に わが 教会の 予 
言 者， 聖 見者， 啓示 を受く る 者と な 
す。 こ は 彼が また わが 僕ジ ヨセフと 
一致して 働く ためにして， かくて わ 
が僕ジ ヨセフの 助言 を 受け， また ジ 
ヨセフ は 彼に 諸々 の 鍵 を 示さん。 こ 
の 鍵に よ りて 彼 は 願わば すなわち 受 
けて， 嘗て わが 僕な りし オリヴ ァ • 
カウ ドリ に 与えられ たる と 同じ 祝福 
と 栄と誉 と 神権と 神権の 賜と を その 
頭に 受けん。 こ はわが 僕 ハイラムの 
わが これよ り 彼に 示す と ころ を 証す 
る ためにして， かく して その 名 は 子 
孫 代 々永遠に 覚えられて 誉 となら 
ん。」 （教義と 聖約 124  ：  94  —  96) 

彼の 息子 ジ ヨセフ •  F  • ス ミス は， 
1901 年から 1918 年まで 第 6 代大 管長 
を 務めた。 ジ ヨセフ 'F  'ス ミス 大 
管長 は 少年 時代に ミズーリ ゃィ リノ 
ィ で 苦しい 経験 をした。 父 ヘイ ラム- 
ス  ミ スが 叔父の 予言者 ジ ヨセフ 'ス 
i ス と共に カー セージで 暴徒た ちに 
殺された とき， ジ ヨセフ •  F  • スミ 
スは 9 歳の 少年ながら 牛車 を 御して 
ミ ズー リ 川 を 渡り 平原 を 越えて， 
1848 年ソ ル卜 レー ク 盆地に 着いた。 
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1852 年に 母 を 亡く して 2 年後， 彼 は 
わずか 15 歳で ハ ヮ ィ 諸島の 伝道に 旅 
立った。 

これが ジ ヨセフ' フィー ルディン 
ゲ' スミ スを 生み出した ハイ ラム - 
ス ミ スの 家系で ある。 私 は 天 も き よ 
うの 日 を 喜んでい ると 確信す る。 こ 
の 立派な 息子 や 孫の 在任中に は， す 
でに 逝った 人々 が， 高齢に も かかわ 
らず 主から 重大な 責任 を 賜って いる 
自分の 子孫の 近く にやって くる こと 
であろう。 彼らが この 場に 同席して 
いると しても， 私に は 少しも 不思議 
でない。 

私 は 先 ほどの 予言 を 引用して， '、 
ィ ラム. スミ スの 後裔に あたる 人々 
力;'， 自分た ちに 脈々 と 流れて いる こ 
の 神権 時代の 予言者た ちの 高貴な 血 
統に 忠実で あるよう， 心 を 尽くして 
努力す るよ う に 申 し 上げて きた。 

きょうの 出来事 を 通じて， 私 は 今 
ま での 人生 を 非常に 厳肅 な 思 L  、 で 振 
り 返って いる。 神殿の 一室で 聖 なる 
使徒 職 を 持つ 13 人の 兄弟た ちと 共に， 
新 し !■ 、大 管長 会の 選任 に 立ち会つ た 
あの 素晴らしい 霊的な 経験 以来， こ 
こ 2 力 月 ほどの 間に， 私 は 今までの 
生涯 を 思い返し， 将来の 時代 を 考え 
てきた。 

その 間中， 私 は 自分の 限界 を 思い 
知らされ， 自分の 力 を 越えた 力と， 
人の 知恵 を 越えた 知恵と， 今 私 を 待 
つてい る 問題に ついての 霊の 眼 を， 
かってない ほどに 天父なる 全能の 神 
によ' り 頼んで いる 自分 を 知った ので 
ある。 大 管長 会と 十二使徒 定員 会に 
よって 選ばれ， 今 教会の 神権 者た ち 
とこの タパ クルに 集まった 教会員と 
こ こ 以外の 場所で この 聖 会に 参加し 
ている 信仰 篤い 大勢の 人々 から 支持 
を 受けた この 職 も， 神の 助けが あつ 
てこ そ， 私に 果たし 得る ので ある。 

私 は 今に 先立つ こ の 神権 時代の 偉 


大な 指導者た ち を 思い起こして， 自 
分の 無力 さに 身が 震える 思いで ある。 
そのこと を 考えて， 長い間 BH 想し， 
祈った 結果， 私 は 自分の ような 者が 
過去の 偉人に 取って 変わる こ と はで 
きないと いう 現実 を はっきり 知った。 

このよ うな 職に 召された 私たち は， 
時の 経過が もたら した 空席 を 埋める 
に過ぎないの である。 過去の 偉大な 
指導者た ち は 永遠の 世に あって な お 
も その 地位に あり， 彼らが 仕えた 多 
く の 人々 の 胸に 今 も 生きて いる。 

古代の 予言者 ニーフ アイが 父リ 一 
ハイから， 旧約の 予言者が 記した 聖 
典 を 含む 今 は 私たちに 周知の あの 真 
鍮版を 取り返す という 難しい 仕事 を 
与えられた ときの 心境が， 私に は 前 
にも ま してよ く わかる。 

ニーフ アイ は その 経験 を 次の よ う 
に 記して いる。 「 •••••• 私 ニーフ アイ は 

た だ 一人 都の 中へ 忍 びこんで レー バ 
ンの 家の 方へ 進んで 行った。 私 は 何 
をせ ねばならぬ のか， 前以 つて それ 
を 知らずに ただ ひとすじに 『みた 
ま』 に 導かれて 行った。」 （I  ニーフ 
アイ 4  ：  5  -  6 ) 

また， 私 はこれ までにな く， 痛切 
な この 嘆願の 祈 り に 共感す るので あ 
る。 

「取り巻く 闇の 中 を みちびき 
闇 を 遠く 来し われ たすけた まえ 
足 もと を 守りた まえ 
遙 かまでと は 願わず」 

(讃美歌 119 番） 
この こと を， 私 は 今 非常に 痛感し 
いる。 

私 は， 古代の ニーフ アイの ように， 
「前以 つて それら を 知ら ずに た だ ひ 
とす じに 『みたま』 に 導かれて」 行 
かな ければ ならない こと が 多 いと 思 
う。 たとえ 闇の 深い 夜で あろうと， 

「遙 かまでと は 願わず， 今の ただ 一 
歩 を。」 


私 は 忠実な 聖徒で ある 皆 さまが た 
に 身 も 心 も 霊 も 尽く して 務めたい と 
心から 思って いる。 し 力' も， あのべ 
ンジャ ミン 王が 教えた ように， たと 
え 自 分の 全 時間 を 費して あなたがた 
のために 務めた としても， 「これ を自 
慢 したい …… ので はない。 私が 務め 
た の は た だ 神の た め に務 め た だ け で 
ある」 （モー サャ 2  ： 16) という こと 
をよ く よ く 承知して いる。 

忠実な 兄弟 姉妹， 至高なる 神の 聖 
徒で ある あなたがたに 仕える と きに， 
私 も 「ただ 神の ために 務めた だけで 
ある」 ことが わかる ように， 一心に 
祈りたい。 

これ ま で 同様み た ま が 心に 証す る 
まま， 私の 証 を 述べたい と 思う。 世 
の 救い主， 造り 主で ある 主の 噴 罪に 
よって 人類 を 噴い 得る まことの 救い 
の 教えが， この 末の 時代に まことの 
イエス. キリス 卜 教会に 託されて い 
る。 主 イエス • キリスト は 生きて お 
られ， きょ う 予言者， 聖 見者， 啓示 
を 受ける 者， 私たちの 大 管長と して 
支持され た 人 を 通じて， 聖 なるみ 座 
からこの 地上の 神の 王国 を 管理され 

る 0 

私 はこの こと をへ りく だって 証し， 
教会 内に 不安 を 生じる よう な 状態 は 
一掃す るよう に， 皆 さまが たの 信仰 
と 誠実な 支持と をお 願いす る。 私た 
ちに これまで 同様 皆 さまが たの 信仰 
と 祈りに よる 支持 を 寄せら れんこと 
を。 また 私たち は 改めて， 皆 さまが 
た を 至高なる 神に 対して 忠実な 聖徒 
たちと して 支持す る こと を 誓う。 こ 
れら のこと をき よう 謙 通に， そして 
謹んで 証 を 述べる 次 3i である。 主ィ 
エス 'キリスト のみ 名に よって， ァ 

ーメン 0 
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この 麗しい 安息日の 朝， ここに 集 
つた 皆様と 放送 を 聞いて おられる 方 
方に， 大 管長 会と 教会 幹部 を 代表し 
て御挨 俊で きる こと は 特権で あり 喜 
びで ある。 

先週， 私たち は 主なる 救い主の 復 
活を 祝った。 復活 は 主 を 受け入れて 
戒め を 守ろう とする 人々 に 希望と 約 
束 を もたらす ものである。 主 は 言わ 
れた。 

「わたしが きたの は， 羊に 命 を 得さ 
せ， 豊かに 得させる ためで ある。」 

(ヨハネ 10  ： 10) 

「わたし はよ みがえ りで あり， 命で 
ある。 わたし を 信じる 者 は， たとい 
死んでも 生きる。 また， 生きて いて， 
わたし を 信 じる 者 は いつまでも 死な 

ない。」 （ヨハネ 11 ： 25—26) 

主 はさら に， 確かな 約束の 言葉 を 
私たちに 与えて おられる。 

「これ わが 業に して わが 栄光， すな 
わち 人 に 不死 不滅 と 永遠の 生命と を 
も た ら すな り。」 （モー セ 1 ： 39) 

主 は 私たちの ために 命 を 捧げ， ま 
た 私たちが 主の 戒め を 守る 者に 約束 
された 祝福に あずかる こ とがで きる 
よ う に ひとつの 計画 を 与えられた。 
この 末日に 主 は 次の よ う に 説明して 
おられる。 

「そもそも 創世の 以前よ り 天に 於て 


定められ たる 一つの 変ら ざる 律法 あ 
りて， あらゆる 祝福 はこれ に 基くな 
り。 すなわち， われら 何 にても 神よ 
り 祝福 を受 くる 時 は， この 祝福の 基 
く 律法に 従う によ り て 然るな り 。」 
(教義と 聖約 130  ：  20-22) 
私た ち は だれで も 現在の 社会 情勢 
に 関心 を 持ち， 自分の 生活 や 地域 社 
会 や 世界の 国々 に 影響を及ぼす 様々 
の 問題に 対して 答え を 捜して いる。 
世の 大勢が 無法と 反抗に 傾いて いる 
の は 事実 だが， それ を 日常の 話題 や 
マスコミ に 取り上げ 過ぎる のに はへ 
きえき している。 私たち はもつ と 積 
極 的な 態度で 福音 を 実践し， 教える 
ことに 努力 を 傾注し， それによ つて 
原因 を 除き， 状態 を 改善すべき であ 
る。 世に 反抗して いる 人 も 含めて 自 
分に 正 I 衷な人 は 皆， 自分が 究極 的に 
求めて いるもの は 幸福で あり， より 
良い 人生で ある こ と を 認めなければ 
ならない。 

これ を 心に 留めて， 私 は 「従順の 
恵み」 という テーマで 話 を 進めて 行 
きたいと 思う。 話の 間 主の みたまが 
あり， 私たち を 導いて くれる ように 
祈りたい。 さて， サム エルが サ ウル 
に 言った 言葉 を 思い出して みよ う 。 
「従う こと は 犠牲に まさ り， 聞く こ 
と は 雄 羊の 脂肪に まさる。」 （サム ェ 


ル上 15  ：  22) そして 次の 言葉 も 思い 
出して いただきたい。 「キリストの 嘖 
罪に よ り， すべての 人類 は， 福音の 
おきてと 儀式と を 守る ことによ りて 
救われ 得る。」 （信仰箇条 第 3 条） 

つい 先日の こと， 私 は ひとりの 青 
年と 話した。 彼 は， 「ああしろ， こ う 
しろと 言われる のに あきあき してい 
るので す。 自分の したい こと は 自分 
で 決める 自由が 欲しいです」 と 言つ 
ていた。 

私 は それにこう 答えた。 「人の 権利 
や 自由 を 侵害したり 強制した り しな 
い 限り， あなた は 何 をしょう と 自由 
です よ。 でも 自分の 行動に 責任 を 持 
つて， その 結果 をい さ ぎよ く 引き 受 
ける 心構えが 必要です。」 

私 は 主が 人に 授けられた 一番の 賜 
は 次の 3 つになる と 説明した。 第 1 
に 不死 不滅 と 永遠の 生命 を 受ける 権 
利， 第二に それ を 受ける ための 計画， 
第三 は 自分の したい こと を 選ぶ 自由 
意志。 主 は， 地上に あって 最高の 喜 
びと 幸せ を 与え， 永遠の 生命 を 受け 
る 用意 を させて くれる 計画 を 私たち 
に 与えられた。 永遠の 生命 を 受ける 
ために 私たちが しな けれ ば ならない 
こと は， 律法に 従い， 主の 戒め を 守 
る ことで ある。 

私 は その 禽: 年に， 地位 や 学識 や 気 
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持ちに かかわ りなく どんな 人に も あ 
て はまる 物理 や 自然の 不変の 法則に 
ついて 考えて みょうと 提案した。 わ 
ざと にしても 偶然に しても， もし 人 
が 熱い ス トー ブゃ 高圧線に 触れた と 
したら， 皮膚 は 焼けた だれて しまう。 
また， たとえ 人 を 救う にしても， 猛 
ス ピー ドで 走って いる 車の 前に 飛び 
出したら， けが をす るか 死ぬ かで あ 
る。 だれで あろうと， どんなつ もり 
であろうと， 人が このような 法則 を 
免れ 得ない こ と を 示す 例 は 数 限 り な 
く ある。 

自然の 法則 を 理解し， 尊重 すれば 
それ を 良い こ と に 使う こ とがで きる。 
無視 すれば しつ ぺが えし を 受け， 従 
えば 祝福と なる ので ある。 太陽 は 毎 
朝 決まった 時刻に 昇り， 実体 は 完全 
に 知られて いないながら も 電気 は 同 
じ 条件 下で 同じ 反応 を 示し， ある 年 
の ある 日の ある 決まった 時刻に 日食 
が 起きる。 自然の 法則 は 不変 だから 
である。 自然の 法則が 頼 り にな る こ 
と を 知ってい るの は 何と 幸せな こと 
か。 いろいろな 分野の 技術者， 医者， 
科学者が 自然の 法則 を 頼 り にで きず 
に 無視して いると ころ を 想像して み 
ていた だきたい。 人 は 自分の 仕事に 
影響 ある 自 然の 法則 をない がしろ に 
して 成功 はない し， 事実 その 結果 は 
悲惨で ある。 

神の 律法， 自然の 法則， 国の 律法 
はみ な 人の ため， 人の 慰め， 喜び， 
安全， 福祉の ために ある。 この 律法 
や 法則 を 学んで それに 従い， 戒め を 

守って 恩恵 を 受ける かどう か を 決め 
るの は 個人の 問題で ある。 きょうの 
私の 話の 目的 は， 律法 や 法則が 私た 
ちの ために あり， 成功し， 幸福に な 
るに は 自分の 行動に 関係す る 律法 や 
規則 に 従わなければ ならない こと を 
お 話す る ことで ある。 これらの 律法， 
法則 は 私 たちの 行動 次第 で 喜 び と 幸 
福に も， また 悲しみと 災いに もなる 
ので ある。 


月 に 着陸 した あの アポ a 1 1 号が 飛 
行に 成功す るに は， 徴 細に わたって 
あらゆる 自然の 法則に 従 う 必要が あ 
つた。 準備に あたった 人々 は 物理 や 
化学の 法則， 重力 や 飛行 に関するす 
ベての 法則 を 理解し， 活用し なけれ 
ばなら なかった。 彼ら は それらの 法 
則 を かせ や 障害と 考える ので は な し 
に， むしろ 計画 遂行の ための 手段と 
考えた。 そして， 成功の 鍵 を 握る 法 
則 をす ベて 学び， それに 従う か， 応 
用して 自分た ちの 使命 を 果たそう と 
した。 

これ は 人生に ついても 真理で ある。 
音楽家 や スポーツマンに なること も， 
学位 を 取ったり 価値 ある こと を 達成 
する の も， まず 目標 を 定めて， した 
いこと や 実現 させたい こと を 決め， 
それから 成功に つながる 法則 を 見 極 
め， 次に 達成 を 目指して 自分 を 律す 
る ことで ある。 このように すれば， 
成功に 向かって 進む こ とがで きる。 
し 力' し， いつも 律法に 逆らい， 従う 
こと を 拒否して， 要求され ている こ 
とに 不平 を 言う 人 は， 不満が つのり， 
反抗的に なって， 結局 は 目的が 達成 
できない。 

律法 や 法則 を 破らな いまでも， 尊 
重して 用いない と 身の 破滅 を 招く と 
も 言われて いる。 律法 は 絶えず 適用 
されて いて， 私たちの 行動が 結果 を 
決める。 私たち は 自分 を 律す る 用意 
がな く， 自分の 一番した いこと をし 
てし まう ことが 多い。 

国の 法律 は 政府が 国民の 安寧と 福 
利の ために 決めた ものである。 飲酒 
運耘の 規制 や 交通規則 や 土地 使用 制 
限 法 や 建築 法規な ど を 考えて みてい 
ただきたい。 税金に よって 道路 や 学 
校 や 公共 設備が できて おり， それ も 
み な 国民の 便宜 と 生活 向上の た め で 
ある。 

すべての 人が 律法 や 法則 は 人 を 益 
する ものと 考えて 尊重し， 従うなら 
ば， それ は 私たちの 健康 や 福祉 や 幸 


福に 大きく 貢献す る。 律法 は 大切で 
ある。 法律 や 規則の ない 町 や 社会 や 
国 を 想像して いただきたい。 私たち 
が 法律 を 侮って 従わない と， それに 
つれて 私たちの 自由 は 失われ， 他人 
の 自由 を も 奪って 世の中 は 無秩序と 
化すので ある。 もし 現行の 法律が 悪 
いものであるなら， 人々 は 正しい 合 
法的な 手段に よ り 政府 を 動かして 法 
律 を 改善， 変更させる べきで， 法 は 
法と して 従わなければ ならない。 

おおかたの 私たち は， 人生に おい 
て 自分が どんな 人生， どんな 環境 を 
望む か 自分で 決定す る。 今 も 世界に 
は， 人肉 を 食い， 動物 的な 本能 を 唯 
一の 規則と して ジ ヤン ゲルの 規律に 
支配され ている 人種が ある。 私たち 
がその よ う な 人生 を 望む ので あれば 
それ も 可能で ある。 しかし， 私たち 
が 存在す る 目的の ひとつ は， そのよ 
うな 動物 的 本能 を 超越して， 人と 人 
との 接触 を 求められる 社会に あって 
高度な 水準の 人間に 到達す る ことで 
ある。 

そのために， 父で あり 創造主で あ 
る 神と 御子 ィ ヱ ス • キリスト は 私た 
ちの 幸福と 成功 を 望んで， お 互いの 
人間関係 と 社会 そのもの を 向上 させ 
る 律法 を 与えられた。 もしもす ベて 
の 人が 律法に 従ったならば， 現在 世 
界に はびこって いるよ う な 不穏な 状 
態 はなくな り， ィ |': たち も 主張と 懸 

け 離れた 現在の M: 会に 対して 抗議す 
る 必要 も 理由 も な く なる わけで ある。 

ここで， モー セの 時代と 同様 現代 
にも あてはまり， キリスト 御自身 も 
そのこと を 教えられた 十戒に ついて 
少し 考えて みたい。 

「あなた は 盗んで はならない。 殺し 
たり， 隣人の もの を むさぼって はな 
ら ない。 また， S 淫 した り ， 隣人に 
ついて 偽証して はならない」 という 
戒めに だれもが 従ったならば， 家 も 
財産 も 気にせずに 外出し， いつでも 
どこへ でも 出歩く ことができ， どろ 
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ぼうや 人殺しの 心配 をせ ずに 安心し 
て 家に いられる ので ある。 

欲ば り や 陰口 や 姦淫な どのない 世 
の 中に 住 む 幸せ を 想像して いた だ き 
たい。 そこ は 全員が 律法に 従って 生 
活 する 社会で ある。 互いに 助け あい 
支え あう 平和で 幸福な 生活に 加えて， 
法律の 施行 や 犯罪 防止に 使う はずの 
費用 を 全部， 貧困の 救済 や 衛生 施設， 
教育 施設 その他 有益な 目的に 振り向 
ける ことができ るので ある。 戒め を 
守る こと によ つて 私たちが この 世で 
受ける 恵みに は 限りがない。 

もう ひとつ， 私たちの 生活に 非常 
に 大切な 戒め は， 知恵の 言葉と 呼ば 
れる 主の 健康の 律法で， これ は あら 
ゆる 家庭で 言葉と 模範に よって 教え 
られ るべき である。 知恵の 言葉 は， 
タバコ や アルコール その他， 体に 有 

害な もの を 取らない よ う にと 警告し 
ている。 これに は 幻覚剤の 使用 も 含 
まれる と 思う。 

この 律法 は 百年 も 前に 主から 与え 
られ たの だが， 科学者の 実験 や 体験 
によって， これらの ものが 体に 有害 
であ る ばか り か 社会 を も 脅かす も の 
である と 証明され るよう になる まで， 
一般に は 無視され ていた。 今でも 大 
勢の 人が この 律法に 頓着せ ず， 危機 
を 招く 状態に ある。 これらの もの を 
取った 結果 は 家庭の 崩壊 や 心身の 病 
気 や 財産 喪失， 悲惨な 状態， の たれ 
死にな ど， 不幸 は 枚挙に いとまが な 
い。 それ はみ な， 立法， 行政 関係者 
を 初めと して 社会 全体が 深刻に 憂え 
ている 問題で ある。 先日の 夜， 新聞 
を 読んで いて こんな 記事が 目に とま 
つた。 

自動車に よ る 死亡 事故が 1969 年の 
2 倍で， 自動車事故の 26 パーセント 
が 酒 酔い 運転だった という。 

また， さる 有名な テレビ 俳優が 肺 

ガンに なり， 45 歳で 死んだ。 niBi ノ 

ィ ローゼ」 にか かるよりも タバコ を 
吸って いた 方が いいと 公言して いた 


彼が， ガン だと 知って 初めて タバコ 
を やめた のだった。 

ある ホテ ル 火事で は タバコ の不始 
末が 原因で 14 人の 死者 を 出し， また 
別の 建物 は タバコの せいで 1 万 ドル 
相当 を 灰に したと いう。 

マ リ つ アナの 害 は 今や 深刻で， 幻 
覚剤 は 若者た ち をむ しばんで いる。 

現代 社会に 多くの 悲劇 を 起こ して 
いる これらの 有害 物 を 制限す る 力、 
さらに， 可能であれば 根絶す る こと 
は， 私たち 自身と 若者た ちと， 国家 
の 将来に 懸かって いる。 主が その 戒 
め を 守る すべての 人に 与えられた 素 
晴ら しい 約束に 耳 を 傾けて みよ う 。 

「およそ これらの 言葉 を 憶えて 守り 
且つ 行い， この 誡 命に 従って 歩む す 
ベての 聖徒ら は， そのへ そに 健康 を 
受け その 骨に 髄を 受けん。 また 智恵 
と 知識の 大 いなる 宝 まことに 秘れた 
る 宝 を 見出さん。 而 して 走れ ども 疲 
れず， 歩け ども 気 を 失う ことなから 
ん。 主なる われ 彼らに 一つの 約束 を 
与う。 すなわち， さつりくの 天使 は 
イスラエルの 小児た ちが 如く， 彼ら 

を 過ぎ 越して 屠る こ とな かるべ 
し。」 （教義と 聖約 89  ： 18-21) 

これ 以上の 祝福が 考えられる だろ 
うか。 

も う ひとつ 非常に 大切な 戒め を 引 
用したい。 

「安息日 を 覚えて， これ を聖 とせよ。 
六日の あいだ 働いて あなたの すべて 
の わざ をせ よ。 七日 目 は あなたの 神， 
主の 安息で あるから， なんの わざ を 
もして はならない。」 （出 エジプト 20 
： 8—10) 

さ らに主 は 言われた。 

「汝 なおさら 充分に 世の 汚れに 染ま 
ざる 様 祈りの 家に 行きて わが 聖日に 
汝の聖 式 を 棒ぐべし。」 （教義と 聖約 
59  ：  9  ) 

反対意見 は 多い かも しれない が， 
これ は 神の 律法で あり， 宗教 的で， 
また それ故に 道徳的な 律法で ある。 


従えば ほかから は 得られない 様々 な 
祝福 を 受け， どの 律法 もそう だが， 
従わなければ 罪 を 受ける。 

安息日 を聖く 守る こと は， 礼拝と 
勉強に よって 福音の 教え を 理解し， 
私たちの 永遠の 将来に とって 大切な 
神 を 知る 機会になる。 

主 はこ う 言われた。 

「永遠の 命と は， 唯一の， まことの 
神で います あなたと， また， あなた 
がっか わされた ィ エス • キ リストと 
を 知る ことであります。」 （ヨハネ 17 
： 3  ) 

たし 力、 に 7 日に 一度 は 造り 主に 思 
い を はせ， 霊的な 自分 を 養い， 神へ 
の 従順 を 学び， その上 子供た ちに 敬 
虔と 従順 を 教える ことができる し， 
そうする 必要が ある と 思う。 人生で 
学ぶ 最大の 教訓の ひとつ は， 「人 はパ 
ン だけで 生きる もので はなく， 神の 
口から 出る 一 3 —つの 言で 生きる も 
ので ある」 （マ タイ 4:4) という こ 
とで ある。 

ある 人が 賢明に も 述べて いる。 「神 
の 律法 を， 意の ままに 適用で きる 便 
利な 力と みなす 者に 災い あれ。 己の 
富と 装備と 地位 を 信じて おごれる 人 
間， 階級， 国家に 災い あれ。」 

神の 律法 を 無視して は どんな 国 も 
国家の 連帯 も 長く は 続かず， 文明 も 
やがて は 滅びる。 主 はこう 命じられ 
た。 

「まず 神の 国と 神の 義とを 求めな さ 
い。 そうすれば， これらの もの は， 
すべて 添えて 与えられる であろ 
う。」 （マ タイ 6  ：  33) これらの もの 
と は， 私たちの ためになる すべての 
ものである。 

物質的な 欲望 や 楽しみ を 追い求め 
る 限り， 安息日 を聖く 守る こと も， 
それによ つて 祝福 を 受ける こと もで 
きない。 実にこう 言われて いる 通り 
である。 「物質的な ものに は 沈んだ 霊 
を 奮起させる 力 はない。 この 世の 富 
でう ち ひし がれた 心 をい やすこ と は 
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できず， 全世界の 知恵 を 集めた とこ 
ろで 気ままな 心 を 善に 向かわせる こ 
と はでき ない。」 

祈 り の 家に 行って 安息日 を聖 く す 
る こと は 非常に 大切 だが， 霊的な こ 
と を 教える 場 は 教会 だけに 任されて 
いるので はない。 両親に は， 家庭で 
神の 律法 を 教える という 第一の 大切 
な 責任が ある。 主 はこう 言われた。 

「また， シ オン または 糸!^ せられた 
る シ オンの ステーキ 部内に て 子供 を 
有する 両親 あらば， その子 供 八才の 
時， 悔 改め， 生ける 神の 子キ リ ス ト 
の 信仰， パブ テス マと 按手に よる 聖 
霊の 賜な どの 教義 を 教えて 理解せ し 
めざれば， 罪 その 両親の 頭に 留 るべ 
し。 

また 両親 は その子 供た ちに 祈る こ 
とと， 主の 前に 正しく 歩む こと を教 
えざる ベから ず。」 （教義と 聖約 68: 
25,  28) 

これ は， 主 を 愛し， 敬い， 従えと 
いう 戒め を 守る という ことで ある。 

子供に 戒め を 守って 神の 前に 正し 
く 歩む こと を 教える に は， 両親が 生 
き た 模範に な る ことで ある。 私たち 
は どんな 律法で あっても それ を 破つ 
ていれば 必ず 罰 を 受け， さら には子 
供た ちに 対して 自分 を 尊敬して 従う 


ようにと も， 律法 を 大切に して 従う 
ようにと も 言う ことができない。 ま 
た， 私たちが 主の 教え や 戒めに 疑問 
を 抱いて いれば， 子供た ち はどうし 
て 戒め を 守らなければ ならない か， 
大きな 疑問 を 持つ に違いない。 私た 
ち は 偽善者で はいられない。 ある こ 
と を 教えたり 言った り しながら する 
ことが 違って いて， 子供に 次の よう 
な 戒め を 守って 欲しい と 思う の は 虫 
がよ すぎる。 「あなたの 父と 母 を 敬え。 
これ は， あなたの 神， 主が 賜わる 地 
で， あな た が 長 く 生きる ためで あ 
る。」 （出 ェジプ 卜 20  ： 12) 

従順と， 律法 を 尊重し， 守る こと 
や 神 を 信じて 戒めに 従う こ と を 教わ 
つた子 供 は， 成長す るに 従って 自分 
の 両親 を 敬うよ う にな り ， 両親の 誇 
りと なって， 自分の 問題 を 立派に 解 
決し， 人生に 一層の 成功と 幸せ を 見 
いだし， 現代の 悩みの種 となって い 
る 数々 の 問題の 解決に 大き く 貢献す 
る ことであろう。 子供た ちが やがて 
将来， 指導者と なり その 責任 を 通じ 
て 世の中に 平安と 義を もたらす よ う 
に， 今， 従順に よって その 用意 を さ 
せる ことが， 両親の 責任で ある。 

主の みこ ころ は 次の 言葉に 要約 さ 
れ ている と 思う。 


「『心 をつ く し， 精神 をつ く し， 思 
い をつ くして， 主なる あなたの 神 を 
愛せよ』。 これが いちばん 大切な， 第 
一の いましめ である。 第二 もこれ と 
同様で ある， 『自分 を 愛する ように あ 
なた の 隣り 人 を 愛せよ』。 これらの 二 
つのい ましめ に， 律法 全体と 予言者 
とが， かかって いる。」 （マ タイ 22  ： 
37—40)  ， 

私たち は 主 を 愛するならば 主の 戒 
め を 守る はずで あり， 隣人 を 愛する 
な ら ば 地上 は 理想郷 となる はずで あ 
る。 

主 はさ ら にこう 約束され た。 

「正しき 業 を 行う 者 はよ き 報い を 得, 
すなわち この 世に 在りて は 平和 を 得， 
次の 世に 在 りて は 永遠の 生命 を 得 
ん。」 （教義と 聖約 59  ：  23) 

神 を 父と して， また 御子 ィヱス • 
キリスト を 世の 救い主と して 受け 入 
れ， その 戒め を 守るならば， 私たち 
は 地上で 大きな 喜び を 得， 次の 世で 
は 永遠の 生命 を 受ける こと を， 皆様 
に 証したい。 それが 私たちす ベての 
祝福と なる よう， イエス' キリスト 
のみ 名に よ り， へりくだ つて^る 次 

である。 アーメン。 
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神の 存在 


十二使徒 評議員 会 会 i 


ハヮー ド • W  • ハン タ一 


美しい 世界に 囲まれた 人生と は， 
何と 素晴らし いもので あろ う か。 美 
は 山に， 森に， 湖に ある。 寄せて は 
かえす 海の 波に も， わた' 丄: の 広がる 
やに も， 太陽の 輝く 中に も， 雨の 中 
にも， 朝， 昼， 晩に も， 美し さが あ 
る。 四 の 移ろいの 中で， 生きと し 
生ける すべての ものが 新たな 生命の 
息吹き を 告げる 春に， 光り輝く 夏に， 
私たち は 美 を 見る。 白の 毛布に 覆わ 
れた 静かな 冬の 前に は， 秋が 満鑑飾 
の 彩りで 先立って 行く。 探し さえす 
れば， どこに でも 美し さは ある。 

'j-:'tii' に は; 確な 秩序が ある こ と を 
私たち は 知っている。 昼の 後に は 夜 
が 来 る 。 潮 は li 則 正 しく 満ちて は 引 
き， 月 はは 3 期 を 守って 満ち欠けし， 
自然に 呼 して 四 が 巡る。 空の 星 
は 順 を 待って 確実に 現われ， 惑星と 
衛星 は 太陽と ffl 係しつつ 止 確に 動く。 
生物学者 は動航 物の 生命に 驚異と 美 
を 見いだ し， 化学者 は 地上の 元素に 
神秘 を 兄る。 だが 科学の 知識の 有無 
を 問わず， あらゆる 人 は， 全 自然が 
微細 にわた つ て 精密 さ を 維持 してい 
る この 大' t: 宙に 気付いて いる。 

天地の 現 を 観察す ると， それが 
ある 大き な 原因に 従 つ た 結果で あ る 
という 結論に 到達せ ざ る を 得ない。 
設計者な しに 設計図 はなく， lit 築 家 


なしに 建物 はでき ない。 あらゆる 結 
果には 原因が あるから である。 緻密 
な 秩序 を もった 宇宙に は， それ を 治 
める 手が あるに 違いない。 私たち は 
至高 者の 存在 を 認めずに はいられな 
いので はなかろう 力 >。 無数の 民が そ 
の 確信 を 抱いて いる。 

人の 心が 神 を 造り 出した の だろ う 
か, それとも 神が 人 を 造った の だろ 
う 力、。 人 は 数々 の 大切な 疑問に 悩む 
力:， すべてに 先立つ 第一の 疑問 は， 
神 は 存在す るか 否かで ある。 この 疑 
問の 解決に， 科学 研究の 方法 は 通用 
しない。 物質の 領域で はなく， 霊の 
領域の 問題 だからで ある。 

神の 存在 を 知る に は， 神が そのた 
めに/おされた 方法に 従 わな けれ ば な 
ら ない。 その 道 は 登り 坂で， 信仰と 
努力 を 要する， 決して なまやさしく 
ない 道で ある。 そのために， 多くの 
人 は 神の 存在 を 確かめる 仕事に 取り 
組もうと しない。 そ う して ある 者 は 
易き にっき， 神の 存在 を 否定したり， 
懐疑主義者の あいま いな 道 を 安 ifi: に 
歩んで いる。 無神論者， 不信心 者， 
'ぶ、: 教の 自由 思想家， 懐疑論 者， 不可 
知 論者が それで ある。 

大概の 研究で は， その 主題の 歴史 
やすでに 知られて いる 事実 を 調べる 
ものである。 そこで 私たち は 歴史 か 


ら 始めて， 最もよ く 知られて いる S 
代の 記録に 目 を 向ければ， それに は， 
「はじめに 神 は 天と地と を 創造され 
た」 （創世 1 ： 1 ) と 記されて いる。 
この a 葉 は， 地球 は 偶然 に できた の 
でもなければ， たまたま 何 かの 事件 
があって できた ので もな く， 至高 者 
が ある 大切な 目的 を もって そのため 
に 造られた という 創造に 関す る へ ブ 
ラ ィ 人の 信仰の 基に なって いる。 

私たち は 創造に ついての この 説明 
を， 盲目的に 受け入れなければ なら 
ない のだろう 力、。 聖書の 最初の 五書 
の 著者 は， 創造主の み 業 を 目撃した 
わけで はなく， ただ 後の 時代に ヘプ 
ル 書の 著者が 記して いると 同じ 確固 
たる 信仰 を 持って いただけ である。 
「さて， 信仰と は， 望んで いる 事が 
らを 確信し， まだ 見て いない 事実 を 
確認す る ことで ある。」 （へ ブル 11: 
1 ) 信仰 と は ， 知識 と な る に は 証拠 
力 ； ま だ充 分 で な L  、場合 に それが 真実 
だと 信じる こと， とも 言える。 私た 
ち は 次の 教えに 従いながら， 探究 を 
続けなければ ならない。 「求めよ， そ 
うすれば， 与えられる であろう。 搜 
せ， そうすれば， 見いだ すであろう。 
門 をた たけ， そうすれば， あけても 
らぇ るであろう。 すべて 求める 者 は 
得， 捜す 者 は 見出し， 門 をた たく 者 
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は あけて もらえる からで ある。」 （マ 

タイ 7  ：  7  -  8 ) 

旧約聖書に は， 神が 天地 を 創造 さ 
れ た 後 ， 私たち の 最初の 両親 である 
ァ ダム と ィ ブに エデンの 園の 中で 話 
をされ たと 書かれて いる。 神 はふた 
りに 戒め を 与え， 言葉 を 交わされた。 
アダムが， ノアの 父までの 8 世代の 
子孫に， 神から |6： 接受け た 教え を 伝 
えた こと は 間違いない。 ノア は 神と 
直接に 言葉 を 交わし， 10 世代 後まで 
の 子孫に 教え を 与えた。 神はァ ブラ 
ハムに 姿 を 見せ， イサク や ヤコ ブに 
も 姿 を 現わされた。 モー セは 彼らの 
子孫の 指導者 となった が， 神と モー 
セが I な 接に まみえ， その 記録が 後の 
時代に 伝えられて きた こと は 周知の 
通りで ある。 

新約聖書 にも， 神が 姿 を 現わされ 
たこと が 記されて いる。 ヨハネから 
ィ エスが バプ テス マ を 受けられ たと 
-き， 示現が あり， 「また 天から 声が あ 
つて 言った， 『これ はわた しの 愛する 
子， わたしの 心 に かなう 者で あ 
る』。」 （マ タイ 3  ： 17) また 変貌の 山 
では， 「 …… 輝く 雲が 彼ら をお おい， 
そして 雲の 中から 声が した， 『これ は 
わたしの 愛する 子， わたしの 心に か 
なう 者で ある。 これに 聞け』。 弟子た 
ち はこれ を 聞いて 非常に 恐れ， 顔 を 
地に 伏せた。」 （マ タイ 17  ：  5  —  6  ) 

これ は， 神が 子ら にたび たび 姿 を 
現わされた ことにつ いて， 新旧 約聖 
書に 記録され ている ほんの 一例に 過 
ぎない。 西半球の 聖典に も， 神との 
交流の あった こ と 力; 言 己され ている。 
時の はじめから 代々， 神が 親しく 人 
と 交わられた ことに ついては， 歴史 
も 証明して いる。 

至高 者の 実在に ついて， 歴史 だけ 
を 拠り どころ とする 必要 はない。 論 
理で 立証 もで きる。 それ は 古代の 商 
業界で 使われた 論法の ひとつで， 三 
段 論法で ある。 すなわち， すべて 造 
られた 物に は 造り手が いる。 地球 は 


創造され た。 ゆえに 地球に は 創造者 
がいる。 へ ブル 書 をもう 一度 引用し 
てみ よ う 。 著者 は 神が 地球の 創造者 
である こと を， このような e^' 集で 述 
ベて いる。 「家 はすべ て， だれかに よ 
つて 造られる ものであるが， すべて 
の もの を 造られた かたは， 神で あ 
る。」 （へ ブル 3:4) 運行す る 宇宙 
とその 美と 驚異の すべてが， 大 創造 
主なる 神の 存在 を 教えよ う と してい 
る。 

ある 学者が こう 語った。 「 …… 科学 
は 人間の ために あらゆる こと をして 
きたが， 人間に しかな し 得ない こと 
を 代わって でき はしない。 科学 は教 
える ことができ るが， 学ぶ の は 人間 
である。 つまり， 学ぶ こと はだれ に 
も 代わっても ら えない その 人 個人の 
課題で ある。 だれも 他人に 代わって 
学ぶ こと はでき ない。 科学 一般 は 神 
の 存在 を 教えて いるで はない か。 し 
かし 神 を 見いだ す こと は， ひとり ひ 
とりに 課せられた 問題で ある。 神 は 
実在 しないと いう 無神論者の 説 は 何 
の 役に も 立たない。 無神論者 は 天に 
神 はない と 心底 信じて いるの だろ う 
力;， それ を 証明で きる もの は 何もな 
い。 私たちに は， 彼が 知っていない 
ことが わかって いる。 自分 は 知って 
いると はっき り 証す る 人々 が あるか 
ら である。」 （故 十二使徒 評議員 ジ ョ 
セフ •  F  •  メリル The  Truth-  Seeker 
and  Mormonism  「/;i 理の 探究者 と モ 
ルモニ ズム」 pp.  104-105) 

科学的 な 手段 や 近代 電子工学 で は 
神 を 見いだ す ことができな いと 言わ 
れ ている。 し 力 'し， 真理 を 求める 者 
は， 因果の 因 を 求めて 行けば 至高 者 
の 存在 を 自覚 せざるを得ない。 底に 
流れる 強力な 力 を 見過 ご しにで き な 
いので ある。 

人間 は 生来 礼拝 心 を 持つ ている。 
昔 神はィ ス ラエルの 民に 対して こ う 
言われた。 「わたし は あなたの 神， 主 
であって， あなた を エジプトの 地， 


奴隸の 家から 導き 出 し た 者で ある 。 
あなた はわた しの ほかに， なにもの 
を も 神と して はならない。」 （出 ェジ 
プト 20  ：  2-3) 神聖な 歴史 全体 を 
貫く 教えの 中に， 人 は ひとりの 神し 
か 礼拝で きないと いう 確かな 真理が 
存在す る。 ひとりの 神 を 礼拝す る こ 
と は， 人生に ひとつの 絶対の 忠誠 を 
持つ ことで ある。 私たちが ひと りの 
神 を 知ったならば， 神の もとに ひと 
つの 世界， ひとつの 人類が あって， 
人 はみ な 兄弟で ある こ と を 知る であ 
ろう。 

何が 人々 を 礼拝 に 駆 り 立てる ので 
あろう 力'。 人の 心に は， 神との 交わ 
り を 求める 生まれな がらの 何 かが あ 
るよう である。 ヨブ 記に はこう 書か 
れ ている。 「しかし 人のう ちに は 霊が 
あ り ， 全能者の 霊感が 人に 悟 り を 与 
える。」 （欽定 訳 ョ ブ 32  ：  8) この 言 
葉 は 暗に 人の 創造 を さしてい ると 思 
われる。 人 はこの 霊感に よって 悟り 
と 理解 を 得， その 結果 神よりの 真理 
を 識別で きる よ うになる。 人 はこの 
霊感に よって 神 を 知る。 

神 を 証明す る 歴史 や 神の 存在 を 知 
る 人の 悟性に 加えて 神に ついての 最 
も 確かな 知識 は 神よ りの 啓示に よつ 
て もたらされる。 時の はじめから 旧 
約， 新約の 時代 を 通じて， 神 は 人に 
御自身 をポ された。 まず アダムに， 
次いで その子 孫から ノ ァに 至る 族長 
たちに， 神 は 語り， 言葉 を 交わされ 
t こ。 ノ ァ 以降， アブラハム， イサク, 
ヤコ ブ， モー セ， そして キ リストが 
導きと 恵みの 業 を 施される 時代に 至 
るまでの 予 S 者た ちに， 神 は 姿 を 示 
された。 イエスの バプ テス マのと き 
と， 変貌の 山に おいても， 神 は 話 を 
された。 

バベルの塔の 時代に 旧世界 を 去つ 
て 西半球に 渡った 一団の 指導者に 神 
は 御自身 を 示され， キリスト 降誕 以 
前 600 年の 昔に は リー ハイに 語り， そ 
の 家族 をァメ リ 力 大陸へ 導かれた。 
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神 は この 神権 時代に も ， 少年 ジョセ 
フ. ス ミスに 姿 を 示され， ジ ヨセフ 
は 永遠の 父なる 神と 御子 イエス • キ 
リ ス ト を 拝す る 恵み を 得た。 

このように 歴史 を 通じて， 人間 は 
神 会 を 構成す る 永遠の 父な る 神と 御 
子 イエス. キリスト と 聖霊に ついて 

明らかにされ てきた。 キリスト教 界 
はこの 御 三方 を 三位一体と している 

力 S 御 三方 は イエスの バプ テス マの 

と きに 御 父の み 声が あって 聖霊が 下 
られ たこと から わかる ように， それ 
ぞれ 別個の 御 方で ある。 
代価 を 払わな けれ ば 価値 ある 物 を 

入手で き な L  、のが 通則 である。 学者 
は 研究 を 進め， 成功 をめ ざして 努力 
して こそ， 学識 を 得る ことができる。 
そのような 努力 をし ないで， 学識な 
ど は 存在 しないな どと 言える であろ 
うか。 音楽家 も 数学者 も 科学者 も 運 
動 選手 も， その他 さまざまな 分野で 
優れた 技術 を 身に つけて いる 人々 は， 
そこに 至る まで 長年の 間， 研究と 練 
習と 熱心な 努力 を 重ねてき たので あ 
る。 その 努力 をしょう としない 人が， 


音楽， 数学， 科学， 運動 競技な ど は 
ない と言えるだろう 力、。 神 を 求めた 
くないと いう 理由 だけで， 神の 存在 
を 否定す るの は 愚かな ことで ある。 

歴史 は 神の 存在 を 語って いる。 科 
学 は 至高 者の 存在 を 肯定して いる。 
人の 理性 も 神の 存在 を ささやい てい 
る。 神 自ら 人に 姿 を 示された こと 力;'， 
存在の 確たる証拠 である。 神の 実在 
を はっきりと 知る に は， 救い主が こ 
の 地上で み 業 を 行な う 間に 語られた 
戒めと 教えに 従わなければ ならない。 
そこで ィ エス は 彼らに 答えて 言われ 
た， 『わたしの 教え はわた し 自身の 教 
えで はなく， わたし をつ かわされた 
かたの 教えで ある。 神の みこ ころ を 
行おうと 思う 者で あれ ば ， だれでも， 
わたしの 語って いる この 教えが 神 か 
らの もの カリ それとも， わたし 自身 
から 出た もの 力つ わかる であろう。 

 」 （ョノ 、ネ 7  ： 16-17) つまり， 

真心から 求め， 身 を 挺して 神の みこ 
ころ を 行なう 者が， 神 は 存在す ると 
いう 知識 を 得る という ことで ある。 

神 を 見いだ し， 神の 道 を 理解 すれ 


ば， 宇宙の 万物 は 偶然の 所産で はな 
く， すべてが 神の 定められた 計画に 
基づいた ものである こ と を 知る はず 
である。 これ を 知った 人の 人生 は ど 
れ ほど 豊かな 意味 を 持つ こと 力 >。 世 
の 学識 を 超 えた 理解 を自 分の ものと 
する ことができる。 美しい 世界 は そ 
の 美し さ を 増し， 宇宙の 秩序 は その 
意味 を 深めて， 神の 日々 が 去来し， 
四季が あと を 追って 移り行く の を 見 
ると き， 神の すべての 被 造 物に 理解 
の 目 は 広がる。 万人が 神 を 見いだ し 
て その 道に 従ったならば， 兄弟に 対 
して 人々 の 心 は 愛に 変わり， 国々 は 
平和 を 迎える であろう 。 

神 は 生きて おられ， 私たちの 永遠 
の 天父で ある こと を 証す る。 イエス 
は キリスト であり， 神の 御子で あり ， 
世の 救い主で ある。 神 は 今 も 過去の 
神権 時代 同様， 予言者た ちに みこ こ 
ろ を 示して おられる。 私たちが 神 を 
知りたい という 真実の 望み を もって 
神 を 求める こと を， イエス' キリス 
ト のみ 名に より 祈る ものである。 ァ 

ーメン 0 
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宗教 は異 るが， 信仰 篤 く 明敏な 論 
説 者の 言葉から， ふたつ 引用したい 
と 思う。 彼 は 次の よ う に 語って いる。 
「も しも 私たちが 神聖な もの を 侮り， 
"… 人間的な ものにす ベて 自己 を 依 
存 したなら， 間違いな く 私たち は悲 
観 主義の 勝利の 下に 屈する しかない。 
…… 真実の 楽観主義 は， 永遠の 生命 
とそれ を 与えた も う 御 方の 限りない 
思寵 を 信じる 静 かな 不動の 信仰 を 土 
台と しなければ ならない。」 （「ザ- ィ 

ン 7" ペン テン 卜」 、丄' he  Independent) 
の 論説よ り ， 1898 年， P. 1596) 

彼 けて 語る。 「霊魂の 不滅 を 信 
じる のに， 私たち は 新しい 理由 を 捜 
す 必要 はない。 古い 理由 …… で 充分 
であり， …… 信仰心の すべて， 不死 
不滅の 希望の すべてが 神から 始ま り ， 
神に 基づく  。 私たち は 神の も とから 
いで， 神の も とへ 行く  。 神 は 生きて 
おられ， 私たち は 生きて いる 
どう して 御 父 は ご 自身 を 子供た ちに 
啓示され ない というの か。 どうして 
御 父 は 予言者 や 教師 を 遣わさず， 至 
高の 教師， 神の 御子， 人の子 を 遣わ 
されない というの か。 一度 は 
死に， 死から よみがえった 御 方， そ 
の 名に 私たちの 信仰 を 寄せ， 死に 対 
す る 勝利が 私 た ち の 勝利 ともなった 
その 御 方の 実在の 上に， 私たち は 立 


つてい るので ある。」 （同上， 4 月 12 
曰 号， P. 1900) 

この 言葉から， 私たち は 思い浮か 
ベる 宣言が ある。 すなわち 文字通り 
感情， 感覚， 体 を 持ちた もう 神の 実 
在と， 救い主なる 神の 御子の 神性と， 
啓示 や 予言者 や， 不朽の 生命 を 受け 
る 機会 やその 目的に 関する 宣言で あ 
る。 

「われら は， 永遠の 父なる 神と， そ 
の 御子 イエス' キリストと 聖霊 と を 
信ず」 （信仰箇条 第 1 条） —— 机上 論 
でもな く， 漠然 と し た 実体の な ぃ存 
在で もな く， 命 を 持ち， 愛 を 持ちた 
もう 神 は 生きて おられ， その 姿に か 
たどって 人が 造られた ので ある。 

「われら は， すべて 神の これまでに 
啓示した まいし こと， すべて 今 啓示 
した も う こと を 信じ， なお 今よ り 後， 
神の 王国に つきて 多くの 偉大に して 
重要なる こ と を 啓示した もうこと を 
信ず。」 （信仰 筒条第 9 条） 

確かに， 過去の 予 * 者の 勧告 や 神 
聖な 召しに ついては， 証拠が 豊富に 
ある。 また 今日， 全人 類が 神の 導き 
を 必要と している ことにつ いて， 豊 
富な 証拠が 確かに ある。 

ごく 最近， 私たち は 心から 愛する 
予言者， デビ ッ ド •  0  • マッケイ 大 
管長 を 失った。 私たちの 愛と 祈り を 


遺族に， そして 69'4-： の 歳月 を 故人と 
共に 過ごした 愛する夫 人に 捧げたい。 

そして 私たち はき よ う， この 大会 
で 支持 を 取る ことにな つてい る 愛す 
る 後継者 ジ ヨセフ' フィー ルディン 
ゲ. スミ ス大 管長から 説教 を 聞いた。 
願わく ば 神が 彼 を 祝福し， 共に いて 
彼 を 強め， 平安 を 与え， そして 愛す 
る 人々 と共に， 生命に つける すべて 
の 良き もの を 与えた も うように。 

神 は 祈り や 内なる さ さやき や' K 感， 
啓示な ど を 通じて 子供た ちに みこ こ 
ろ を 示される。 絶えざる 啓示の 必要 
な こと は 明白であろう。 御 父が いま 
だに 私たちに 語って おられな いこ と 
は 無限に あり， 人が だれも 知らない 
こと は 際限な く ある。 

改訂 や 廃棄 をされ ない 教科書が あ 
るだろう 力'。 修正 や 放棄され ない 理 
論が あるだろう 力 >。 改善され ない 方 
法 は あるだろう 力'。 研究に いつ 最後 
の 発見が なされ， 神の み 旨 やみ ここ 
ろが 最後に 啓示され るの がいつ か を 
知っている 人が いるだろう 力、 未知 
の 事物の 前に 謙遜で ある こ とこ そ， 
いつの ときに も ふさわしい。 学問へ 
の 過大評価 は 好ま しい もので はない。 

現代の 私たち は 過去の 遠い 地に ffe 
ん だ 人々 より 神の 導き を 必要と しな 
いという 考えの 人 はいる だろ う か。 
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予言者 も 予言 も， 聖典， 勧告， 戒め 
はみ な 私たちの 持つ 貴重な 遺産で あ 
る。 

では この 人生 や 人生の 目的， 問題， 
その 可能性に ついては ど う であろ う 
か。 私たち はみ な 未解決の 疑問 を 持 
ち， 失望， 過ち， 善行， 愚行， 悲哀 
も 悩み も ある。 

この 世 は 探求の 世で ある。 しかし 
大勢の 人々 が 誤った 道に あって 正し 
いもの を搜 している。 抗議に， 破壊 
に 走る 人々 がいる が， 最も 悲しむ ベ 
き は 自分の 命 や 心 や 平安， 幸福， 未 
来の 可能性 を 抹殺して いる 人で ある。 
これらの ことにつ いて， 先日の 日曜 
日 の 教会の 放送 に 重要な 意味 を 含む 
言葉が 出て きたが， それ を 御 紹介し 
て 考察に 供したい。 

も し 私たちが 方向 を 変えなければ， 
今 行 こ う と している 所に 必ずた どり 
つく。 

家庭が まず もとになる 場所 だが， 
マッケイ 大 管長 はこう 語った。 「仕事 
や 娯楽 を 自分の 家庭よ り 上に 置く と 
き， その 瞬間から 彼 は 身と 霊の 衰弱 
への 下り坂 をた どり 始める。」 そして， 
最後に こう 述べて いる。 「家庭生活 最 
大の敵 は 不道徳で ある。」 （「大会 報 

告」 1969 年 10 月） 

私 は 数日 前に， 自分の 子供に しつ 
け を しないと いって 校長 を 非難した 
親の 話 を 聞いた。 しかし， 家庭が 一 
番の もとで ある。 両親 は 自分の 子供 
に 教え， 教えて いる こと を 自分で 守 
りなさい。 私 は 未亡人の 愛する 母の 
ひ ざ で 語られた 祈り を， 感謝の 心で 
厳粛に 思い出す。 彼女が 私たちに こ 
う 言った の を 覚えて いる。 彼女 はま 

た， その a 葉 通りの 生活 をした。 「自 

分の 義務 を 果たしなさい。 お祈り を 
しなさい。 什 分の 一 を 納めなさい。 
お 借 りした もの は 返して。 正直 に な 
りなさい。 働きなさい。 清く ありな 
さい。 けんか をせ ずに。 嚓は せずに。 
信仰 を 持って」 と。 


愛する 若人た ちょ， このよ う な教 
えに 耳 を 傾け， その 通りに 生活し な 
さい。 平安 や 幸福 や 永遠の 機会 を， 
見せかけの 安つ ぼい 世の 誘惑に 賭け 
て はならない。 

あなたが たは あらゆる こ と を 自分 
で 試して みる わけに はいかない。 そ 
の 時間がない からで ある。 死 を 招く 
もの は (可 千と あるが， あなたの 命 は 

たった ひとつで ある。 あなたの, C 、を， 
徳を， 体 を， 霊 を 滅ぼす ことので き 
る もの は 幾千と ある。 だが ひとつと 
して 価値 ある もの はない。 だからす 
でに 立証され ている もの， 歴史 を 通 
じて 人々 が 体験 してき た 苦労 や 過 ち 
や 苦悩から 学びなさい。 もし だれも 
が 人の 氾 してきた 失敗 を はじめから 
全部 繰り返そうと したなら， 大して 
学び も しないう ちに 一生が 終わって 
しまう。 私たちの 持つ 貴重な 遺産の 
中には， 過去に 立証され たもの， 発 
昆 された もの， 啓示され たもの も 入 
つてい る。 それ を 受け入れなさい。 
そして ここから 出発して， 学び， 悔 
い 改め， 進歩し， 心身 や 平安 や 自尊 
の 心 を 損なう ことなく， 助言 を 求め， 
愛する 人々 を 信頼し， 律法 を 守って 
あなたの なれる 最良の 人に な りな さ 
い。 自分に は 助言 はいらな いと 考え， 
かた く なに 我が 道 を 突き進む 人 は， 
前途 に 悩 み と 悲劇が 待 ち 受けて いる。 
両親 や 監督 や 信頼で きる 立派な 人 
たちに 相談しなさい。 ス ミ ス大 管長 
は 副 管長た ち に 助言 を 求めて いる。 
十二使徒 評議員 会 はお 互い や 兄弟た 
ちと 相談 をす る。 「誰に 対しても 責任 
を 問われな いほ どの 地位 にまで 昇り 
つめた 人物 はいない。」 （ロー レンス 
•  A  •  T  7°  U  —  Managers  in  Action 
「行動の 支配者」） あらゆる 答え を 
すべて 知ってい るよ うな 賢い 人間 は 
いない。 人と 話しあって 得る ものが 
何 も ない よ う な 頭の 良い 人間 はいな 
い。 （地の 造られる 前に も， 天上の 大 
会議が あった。） また， 主に 話す こと 


を 忘れて はならない。 そして それ か 
ら， 聞きなさい。 今週 ハロル ド' B  • 
リー 長老 力;， 「私たち は 導き を 求めて 
祈る。 しかし 果たして 聞いて いる だ 
ろうか」 と 話 をされ た。 祈りに よる 
神 と の 交わ り は 確かに 行な うこと が 
できる。 私たち は 皆， 何 か を 決定す 
ると きに， 導き を 必要と する。 

誘惑 は どこに でも ある。 悪 を 行な 
う 機会 や 善 を 行なう 機会 は， どこに 
でも ある。 しかし 私たち は， 誘惑 を 
誘い出して はならない。 ある 人が 面 
白い こと を fi— つてい る。 「誘惑から 逃 
げる ときに， 移転先の 住所 を 残して 
行く 人た ち 力; いる。」 （ロータリー 国 
際 クラ ブ 会報， テキサス 州ゲラ ハム） 
もし 悪い こと をした くなければ， そ 
の 考え を もて 遊ぶ こと もやめ るが よ 
い。 誘惑に つきまとわれた く なかつ 
たら， 興味 あるよう な 言動 はしない 
ことで ある。 絶壁に 近寄らない 人 は 
そこから 落ちる こと もない ので ある。 

ここで， 私たちの 天父 は 理論家で 
はない と 申し上げよう。 創造 は 理論 
によって 進められて はいない。 春が 
戻り 来る の も 連 論に よるので はなく， 
種が 育つ の も 理論に よるので はない。 
物に も 道徳に も 霊に も， それぞれの 
法則 はい ま だ 有効で ある。 戒め は 今 
なお 力 を 持ち， だれも それ を 無効に 
はして いない。 無効に する 権利 は， 
戒め を 与えた もうた 神 を 除いて， 他 
の だれに も ない。 

天父が 私たちに 勧告 や 戒め を 与え 
られ ると き， 私たち は それが 極めて 

大切 だ と 確信で き る 。 天父が 私た ち 
に 何 か を 語られる とき， 私たち は そ 
れを 信じる 方が よい。 ある 道 を 行け 
ば 私たち は その 結果 を 得， 別の 道 を 
行けば また 別の 結果 を 得る。 

多 く の 方々 は， ス ペン サー •  W  • 

キ ン ボール 長老の 赦 しの 奇跡に つい 
ての 素 晴ら しい 本 をお 読みに な つ た 
ことと 思う。 神 は， 私たちが 悔い 改 
めて 貞心 を 実際 生活の 中 で 示 し た な 
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らば 私たち を赦 し， 平安と 自尊の 心 
を 得る よ う に 助けた も う 愛 深い 御 父 
である こと を， 私 は 証す る。 神 は 私 
た ちに で きない こと は 何も 求められ 
ず， 私たちに 果たせない 要求 は 何も 
望みた まわない。 私たちが 卒先して 
努力し， 果たした いと 願う 限り は。 
悔い改め は， それが 真心からの もの 
であったならば， 奇跡と なる。 

ある 歴史家た ちの 言葉に よれば， 
私たちの 文明 以前に 道徳の 退廃 を 主 

因と して 興亡して いった 文明が 19 あ 
ると いう。 そして その 大半 は， 恐ら 
く 手遅れになる 時期まで その 状態に 
気付かなかった という ことで ある。 
私たちと て， 自分の 行動の 結果 ゃ将 
来に 待ち受ける こ と を 免れ 得る もの 
ではない。 

人類が 月に 第一歩 をし る したと き 
の 言葉 を 覚えて おいでであろう。 「人 
にと つて は 小さな 一歩 だが， 人類に 
とって は大 飛躍 だ。」 （ニール •  A  • 
アーム スト CI ンゲ） そして 別の 人が 
それに 続けて， 「私たち は， 月に 立て 
ると ころまで きた。 今度 は 隣人に 手 
を 伸ばさなければ ならない。 …… 小 
さな 一歩 を 続けて ゆけば， 人に でき 
ない こと はない」 （R'' 、リス， One 
Small  Siep 「小さな 一歩」） 

そしても し 人が 律法の 中で 生き， 


戒め を 守り， 摂理 者なる 神の 目的に 
従ったならば， 人に できない こと は 
ない ので ある。 

愛する 若人の 皆さん， 神が あなた 
がた を 祝福され るよ う に。 風説に ひ 
き ずられ て はならない。 すでに 発見 
されて いる こと を搜 して， 目的 もな 
く あち こ ち 駆け まわって はならない。 
現代の 詭弁 や 誘惑に 惑わされて はな 
ら ない。 神から 与えられた 勧告と 戒 
めに 従って 生き， 思慮と 祈りの ある 
生活， そして 清い 生活に よって 得ら 
れる 平安と 幸福 をみ つけなさい。 

時代 は 悩んで いる。 問題 は 多い。 
人 は 右往左往し， あるいは 自暴自棄 
に 陥り， 大勢の 人が 恐れ を 抱く。 し 
かし 天に は， 万物に 対して 目的と 約 
束と 力 を 及ぼす 神が おられる。 私た 
ち は ひたすら 神の 勧告， 戒め を 守つ 
て 主の 道 を 行なうならば， この 世で 
は 平安と 幸福 を 得， 来るべき 世で は 
愛する 人々 と共に 無限 無窮の 機会に 
あずかる こ とがで きる。 

この 世で 道 半ばに して 放棄す る こ 
と， あるいは 来世での 目標 を 下げる 
こと， これほど 愚かで， 目先の みに 
と ら われた 姿勢 はない。 

この 教会の 使命， 教会の 伝える 教 
え は 全人 類に 向けられ ており， それ 
を 受ける 人々 の 生活 を 必ずや 祝福し， 


向上させる ものである。 私たち はす 
ベての 人の 現世と 永遠に わたる 救い 
を 願って あなたのと ころへ うかがう。 
疲れた 人， さまよう 人， 道 を 失った 
人， 孤独な 人， 病の 人， 悲しみ を 負 
う 人， 落胆す る 人， また 愛する 者 を 
なくした 人， 人生 を 模索して いる 人。 
捜して いるもの は そこに ある。 それ 
を 見い出す ことができ るよう， 天父 
が 助けた まわん こと を。 

私 は 皆様に 証 をしたい。 神 は 生き 
て おられる。 神 は 再び 人の 中に み 業 
を 確立され た。 ィヱス は 私たちの 救 
い 主， 噴い 主で ある。 私 は 現在の 予 
言 者 を， また 過去の すべての 予言者 
をいた だいて いる こと を， 神に 感謝 
する。 

も し 私たちが 方向 を 変えなければ， 
今 行こうと している 所に 必ずた ど り 
つく  。 今 私たちが どこに いよ う と， 
今まで どこに いたので あろうと， も 
しも 小さな 一歩 を 正しい 方向に 踏み 
出して ゆけば， そして 日に 曰に 悔い 
改めつつ 進歩 すれば， 私たち は 永遠 
に 愛する 人々 と共に 神が 与えた も う 
最大の 可能性 を 実現し， 心に 確信 を 
持って， きょう もい つの 日 も 前進で 
きる ので ある。 イエス' キリストの 
み 名に よ つて。 アーメン。 
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人と 争わず， 
確固たる 道 を 


十二使徒 評議員 会 会員 


ゴードン •  B  • ヒンク レ' 


たった ひとつの 私の 願い は， 兄弟 
姉 妹， あなたがたの 信仰 を 励ます 話 
をしたい という ことで ある。 そのた 
めに， 私は聖 きみた まの 霊感 を 乞い 
求める。 

私 はこの 教会の 目覚ましい 発展に 
驚く と共に 感謝す る。 数日 前， 私 は 
ベンソン 兄弟 と共に シォ ンの 東京 ス 
テーキ 部 設立に 立ち会った。 3 週間 
前に はタ トル 兄弟と 共に シ オンの リ 
マ ステーキ 部 を 組織した。 1 , 2 週 
間 前 は ロムニー  兄弟が 南ァフ リ 力 の 
ヨハネス バーグに ステーキ 部 を 組織 
した。 こ う してみ る と こ こ 数 週間の 
間に， 日本， ペルー， 南アフリカと 
いう 遠い 地に 強力で 活発な ステーキ 
部が できて いる。 

私たちの 先祖が 語った 時代 は， 今 
来て いる。 現代 は予 ti' の 成就され る 
日で あり， 私 も あなたがた 同様， 今 
の 時代に いあわせて， 世界 各地の 多 
く の 民 をよ り 良く 変えて いる この 活 
気に 満 ちた 奇 しき み 業に 参加で き る 
こ と を 感謝して いる。 

この 発展 は 人の 勝利で はない。 そ 
れは 神の 力の 表われで ある。 私たち 
がそれ を 決して 誇らず， 自慢し ない 
よ う に 願って いる。 常にへ り く だつ 
て 感謝す るよ うに 祈って いる。 

昨晚 はこの タパ ナクル を 会場に， 


予言者 ジ ヨセフ' スミ スの 見神 150 周 
年 を 祝って， 歌と 話の 感動 的な 記念 
大会が 行なわれた。 1820 年の 春の 朝， 
御 父と 御子が 少年 ジ ヨセフに 現われ 
たもう たこの 最も 素 晴ら しい 顕現 を， 
こ う して 改めて 思い起こせ たこと を 
感謝して いる。 今日の 教会に 私たち 
の 見る すべての 進歩 は， あの 素 晴ら 
しい 出来事が 結んだ 実で あり， 各国 
で 何百 万の 人の 心 を 動かして きた あ 
の 証の 実で ある。 私 はみ たまによ つ 
て 与えられた 自分自身の 証 を 述べた 
い。 予言者が 語った あの 素晴らしい 
出来事 は 真実で ある。 永遠の 父なる 
神と 復活され た主ィ ヱス 'キリスト 
は そのと きジ ヨセフと， ちょうどき 
よ う 私が あなたがたと 話す よ う に， 
実際に 親しく 顔を合わせて 話 をされ 

た。 私 は 声 を 上げて 証す る。 ジ 3 セ 

フは 予言者で あり， 彼 を 通じて 始め 
られた 業 はま さしく 神の み 業で ある 
と。 

私 は 先日の 晚に， ジ ヨセフの 仕事 
の 概略と それ を 進める 私たちの 責任 
を 説いた 文章 を 再き/として みた。 詩的 
で 美しい この 文章 は， ジ ヨセフの 死 
後 1 年に な ら ない 1845' ォ: に パー レ 
一 •  P  • プラット が つづつ た も ので 
ある。 そこから 引用しょう。 

「彼 は 神の 王国 を 興した。 —— 私た 


ち は その 領土 を 広げよ う 。 

彼 はまった き 福音 を 回復した。 一 
—私たち は それ を 世に 広めよ う 。 

彼 は 栄光の 日の 夜明け を 開いた。 
—— 私 たち は その 輝き を 極限まで 大 
き く 引き上げよ う 。 

彼 は 『小さき ひと り』， しかし あま 
た にな つ た 。 —— 私た ち は 『小 さ き 
群れ』， やがて は 強大な 国と なる。 

そうな の だ。 彼 は 石 を 切り出した。 
-… •• 私たち は それ を 大きな 山と なし， 
全地 を 満たさせよう。」 （「ミ レニ ァ 
ル • スター， 第 5 巻， 1845 年 3 月 号， 
pp.  151-52) 

私 たち はこ の 夢の 実現 を 目の あた 
りに している。 私たち は， この 王国 
建設に 際して 与えられた 神の 信頼に 
誠心誠意 応 えたい ものである。 私た 
ちの 努力に 悲嘆 や 妨害がない とはい 
えない。 ifi: 接， 間接に 反対 もあろう。 

み 業が 進展す るに つれて， 敵 はさ 
らにカ を 加える と 思われる。 一番の 
防御 は， 神の 予言者と して 支持した 
人た ちからの 教え を 忠実に 守る とい 

う 静かな 攻撃で ある。 
ジ ヨセフ. ス ミス は， 私たちが 置 

かれて いる 状況に 関して 次の よ う に 
教えた。 「柔和， 謹厳 を もって 行き， 
イエス. キリスト と 十字架に かけら 
れた 主につ いて 教えなさい。 信仰 や 
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宗教の 体系に ついて 人と 争わず， 確 
固た る 道 を 進みなさい。 私 はこれ を 
戒めと して 宣言す る。 守らない 者 は 
ことごとく 頭に 迫害 を 招き， 従う 者 
は 常に 聖霊に 満たされる であろ う 。 
これ を， 予言と して 宣告す る。」 

主が 霊感 を 賜うなら， これから 私 
がお 話したい こ との テーマ を ここ 力 > 
ら 取り上げ たいと 思う。 

「人と 争わず， 確固たる 道 を 進みな 

さい。」 

私たち は 移ろう 価値観と 変化す る 
標準と， 朝に 咲いて は 夕方に しぼむ 
まやかしの 活動の 時代に 生きて いる。 
政治に， 公衆道徳に， 個人 道徳 や 人 
人の 家庭の 中に それ を 見， 多くの 教 
会に， また 私たち 教会員の 間に も， 
人の 詭弁に つき 従う 人々 の 中に それ 
を 見る。 

あらゆる 国で 人々 は 社会の 力 と な 
つていた 伝統 を 打ち捨てて 暗闇で 手 
探りし， しかしい まだに 自分 を 導く 
新星 を 見いだ せないで いるよ うに 思 
われる。 

最近 私たち は， 日本で 開催され る 

1970 年 世界 博覧会に 出展す る 教会の 
パビリオンの 献堂 式に 出席した。 ひ 
と りの 日本 政府 代表者が 話の 中で， 
ほ とん どが 人類の 技術 を 誇 る 出展の 
中で 教会が 参加した こと を暖く 歓迎 
していた。 彼 は 自国の 国民生活に 宗 
教の 影響力が 弱ま り， 結果と して 標 
準 や 理想が 退歩して いる こ と を 嘆い 
ていた。 

それ は どの 国 も 同じであろう。 私 
は 何 力 月 か 前に， ピュ リ ッ ァ ー賞受 
賞の 歴史学 者， バーバラ 'タック マ 
ンの 興味 ある 論評 を 読んだ が， 彼女 
はこ う 書いて いた。 

「こと 私たちの 指導者と なると， ど 
ちらかと いえ ば 多す ぎ る ほ どの パ' ィ 
ド . バイ バー （伝説の 笛吹き， 笛で 
ねずみ を 誘い出して 水死 させた が， 
約束 を 破られた ため， 今度 は 笛の 音 
で 町の 子供た ち を 誘い出して 隠して 


しまった という 〔訳注〕） がいて， 人 
々を 誘い出そう とうず うずして いる。 
彼ら は あちこち を 走り まわって 同意 
を 集め， 可能な 限りの 賛成 を 取って 
くる。 その 彼らが きまって しない こ 
とが ある。 それ は 体 を 動かそう とせ 
ずに こう 言う こと だ。 

『これ は 私の 信じて いる ことです。 
私 はこうし ます。 こうしません。 こ 
れが 私の 行動 規範で， こんな こと は 
しません。 これ は 良い ことで， あれ 
はつ まらない ことです。』 標準 を 明示 
したがらない という 風潮の 中に， 道 
徳の 指導 件 欠如が ある。」 

彼女 はこう 続ける。 「思 う に 私た ち 
の 貧しい… 社会が 受け継 いでいる あ 
ら ゆる 悪徳の 中 で， 多くの 不安 や 混 
乱の 根源と なって いるの は， 標準の 
不在で ある。 私たち は 自分が 信じら 
れ ないた めに 標準 を 口に 出せず， 標 
準に 頼り 切る こ と もで きず， 権威 あ 
る 地位の 人々 でさえ， 必要な ときに 
も 標準 を 定める ことができない。 私 
たち は 価値観， 道徳， 行動， 倫理の 
面で どつ ちつかず の 立場に 甘んじる 
という 病い に 冒されて いるかの よ う 
である。」 、 fhe  Missing  Element 
Moral  Courage  「欠けて いる もの 一 
一勇 気」 マッコール， 1967'4.:6 月， 
P-  28) 

一般社会 で 標準が 揺らいで いる 今， 
私たち 教会員に は 同じよ う にぐらつ 
く 理由 はない。 私たちに は， 試し を 
く ぐり 抜けて きた 確実な 力 ある 標準 
が ある。 私たち は それ を 守る 限り， 
前進す る。 なおざりに すれば 自分の 
進歩 を 抑え， 主の み 業に 停滞 を 招く。 
その 標準 は 主から 与えられた。 ある 
もの は 私たちの 社会で 幾分 時代遅れ 
に 見えよう が， その 正し さに いかな 
るかげ り もな く， その 効力 はい さ さ 
かも 損なわれ ていない。 いかに 賢 か 
ろ う とい かに もっともらしく 聞こえ 
ようと， 人間の さ さやかな 理性 を も 
つ て 神の 言明 された 知恵 を改 ざん す 


る こと はでき ない。 

私 は 先日 ミルウォーキー ステーキ 
部の 祝福 師の 言葉 を 聞いた が， 今 こ 
の 会場に も おいでの 彼の 言葉が 忘れ 
られ ない。 彼 はこう 言った。 「神 は 私 
たちの 票 を 期待す る 天上の 政治家で 
はない。 そうで はなく， 神 は 私たち 
が兒 いだし， 従順 を 捧げるべき 御 方 
である。」 （ハンス. キン ッ） 

確かに， 従順 は 幸 fei を もたらす。 
従順 は 個人に 平安 を もたらし， 成長 
を もたらす。 そして その 良い 模範が， 
その 人の 属する 教会の 評判 を 高める。 

私たちが 神よ り 与えられた 標準 を 
忠実に 守る こと 力く， 周りの人々 にと 
つて 不快な ことになる はず はない。 
人と 争う 必要 はない。 私たちが 確固 
たる 道 を 歩み 続けるなら， その 模範 
こそ 力;， 私たちの 主張の 正し さ を 示 
す 一番の 証明と なる であろ う 。 

主 は 私たちに 実に 多くの 勧告と 戒 
め を 与えて おられ， 主の 教会員 は ひ 
とりと して 言い逃れの 余地がない。 
人徳， 隣人愛， 律法への 従順， 国家 
への 忠誠， 安息日の 遵守， 禁酒 禁煙， 
什 分の 一 や 捧げ物の 納入， 困窮者の 
世話， 家庭 や 家族の 指導， 福 の 伝 
道な ど， 幾ら 挙げても きりがな いほ 
ど， 神 は 多くの ことにつ いて 私たち 
に 道し るべ を 立てて ド さつ た。 

その どれに ついても 論争 を 必要と 
しない。 私たちが 自分の 宗教 を 生活 
に 実践して 確固たる 道 を 歩むならば， 
何の 方法に よ るよりも 一番 効果的に 
この 大義 を 進める ことができる。 

私たち を 連れ去ろ う とする 人々 が 
あろう。 おびき 出そうと する 人々 力； 
あろう 。 私たち は そしられ も' しょ う 。 
さげすまれ もしょう。 ののしられ， 
世に 風刺 も されよう。 

教会 内外に 神の みに 属する 権能 を 
侵害す る ことが あたかも 私た ち の特 
権で あるかの ように， 何 かにつ けて 
私たちの 立場 を 変えさせよ うとす る 
人々 力； いる。 
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私たち は 人と 論争した く はない。 
教える の は 平和の 福音で ある。 しか 
し 私たち は， 予言者と して 支持した 
人々 を 通じて 教えられた 主の み 言葉 
を， 捨てる こと はでき ない。 タック 
マン 女史の 言葉 を 再び 借り るなら ば 
私たち は 起立して こ う あわなければ 
ならない。 

「これ は 私の 信じて いる ことです。 
私 はこうし ます。 こうしません。 こ 
れが 私の 行動 規範で， こんな こと は 
しません」 と。 

失望のと き も， 心配で たまらない 
とき もあろう。 私たちの すべての 者 
の 生活に， 決意し なくて はならない 
日 が 必ずやつ てく る。 これまで も そ 
うであった。 

この 教会の 男女 はみ な， 私たちの 
先祖が 自分の 信仰の ために 払った 代 
価に ついて 幾分な りと も 知っている。 
ここで また 思い出す の は， 最近 読ん 

だ 妻の 祖母の 話で ある。 袓 母が 13 歳 
のとき の 話 だが， 御 紹介 したいと 思 
う。 彼女 は， 柔 かな 緑の 丘が 起伏し 
て 海まで 続く， イギリスの 南岸の サ 
セックス 州 ， 美しい ブライ トン の 町 
で 過 ご し た 少女 時代 を 語って いる。 

彼女の 家族が バプテ ス マ を 受けた 
の は その 町であった。 これ は 真実 だ 
というみ たまの ささやき を 受けて， 
一家の 改宗 はごく 自然に 行なわれた。 
しかし 親戚 や 隣人 は 批判的で， 暴徒 
が 民衆 を 扇動したり もした。 自らの 
信じる こと を 述べる こと， バプ テス 
マ を 受けて モル モン と 認められる こ 
とに は， 心の底から 湧き出る 類 まれ 
なる 勇気が 必要であった。 

一家 は リバプールに 行き， 900 名 ほ 
どの 人々 と 一緒に 帆船 ホ ラ ィ ズン号 
に 乗船した。 

帆が 風 を はらむ と， 彼ら は 「さら 
ば， 故国よ， さ らば」 を 歌った。 現 
在で はジ X ッ ト 機で 6 時間の 距離な 
の だが， そこ を 1 力 月 半の 航海の 後， 
一行 は ボストンに 上陸し， それから 


汽車で 出立 地の アイ ォヮ 'シティ— 

へ 着いた。 

彼ら は そこで 4 頭の 雄牛と 2 頭の 
雌牛と， 馬車と テント を 買った。 一 
家 は 手車 隊の 一隊 と 同行して 彼 ら を 
助ける 責任 を 受けた。 

この アイオワ 'シティ 一で， 一家 
に 最初の 悲劇が 訪れた。 2 歳に もな 
ら な t  、最 年少の 子が 慣れな t  、旅の空 
に 果てて， 家族の 墓参 も かなわぬ 土 
地に 埋葬され たので ある。 

ここで 13 歳の 少女の 自筆の 言葉 を 
少し 読んで みよ う 。 

「私たち は 1 日に 15 マイルから 25 マ 
ィル （24~40 キロ） 進みました。… 
…そして プラ ッ ト 川に 着き ま した。 
…… その 日 手車 隊と 合流し ました。 
私た ち は 手車 隊の 人た ちが 1 1 1 を 渡る 
の を 見ました。 川に は 大きな 氷の 塊 
が 流れて いて， ひどい 寒さでした。 
翌朝に なると 14 人の 死者が 出 ま した。 
…-' 私たち はキ ャ ン プに 戻って お 祈 
り を して -'… 「恐れず， 来れ 聖徒， 
…… 」 と 歌い ま した。 私 は （その 
夜） 母が 何で 泣いた のか わかり ませ 
ん でした。 …… 翌朝に なると 私に 妹 
が 生まれました。 9 月 23 日でした。 
名前 を エディ ス とつけ ました。 ェデ 

イス は 1 力 月 半で 亡くな りました。 
…… （彼女 はスゥ ィー トウ オーター 
川 を 最後に 渡った 場所に 埋められ ま 

した。） 

(すごい 雪の 中に 突っ込んで， 私 は 
迷子に なりました。） 手足が 凍え まし 
た。 …… 大人の 人が 雪で こすって 足 
を バケツの 水に 入れて く れま した。 
すごく 痛かった。  

デビル ゲー 卜に 着く と， 寒さが い 
つそう 厳しくな りました。 私たち は 
いろいろな もの を そこに 置いて きま 

した。 …… 兄弟の ジ； L ームズ はいつ 

もと 同じに 寝た のに， 次の 朝 は 死ん 
でい ました。 …… 足が 凍傷に かかり 
ました。 兄弟 もみん な 凍傷に なり ま 
した。 ただ 雪 だけ。 （見 わたす 限り 雪 


で， ワイオミングの 寒風が 吹き荒れ 
ていました。） 私たち は テントの 杭 打 
ち もで きませんでした。 …… 自分た 
ちが どう なる かも わかり ませんで し 
た。 （そんな） ある 晩 ひとりの 男の人 

が キヤ ンプ にやって きて，  プリ 

ガム . ヤングが 私たち を 助けに 人と 
馬 寧 を 送った と 教えました。 …… 私 
たち は 歌 を 歌い， ある 人た ち は 踊り 
を 踊り， ある 人た ち は 泣きました。 

でも 母 は， よくな りませんでした。 

 母 は リ トル マウンテンと ビッグ 

マウ ン テンに はさ まれた 山 合で 死に 
ま した。 …… 43 歳でした。 "…- 

私たち は 1856 年 12 月 11 日の 夜 9 時 
に， ソルト レーク' シティ 一 に 到着 
しました。 生きて いる 人の 4 人に 3 
人が 凍傷でした。 母 は 馬車の 中で 亡 
くな つた ままでした。 •••••• 

翌朝 早く プリ ガム • ヤングが 来 ま 
した。 …… 彼 は 私たちの 状態 を 見て， 
足が 凍傷に かかって いるの や 母が 死 
んで いるの を 見て， 涙 を 流しました。 


お 医者が 私の つま 先 を 切断して い 
る 間に， 姉た ちが 母に 死 装束 を 着せ 
ました。 "…- 足 を 固定し 終る と， 私 
を 運んで いって 母に 最後の 対面 を さ 
せて くれました。 いったい， どうし 
て それが 耐えられたん でしよう。 そ 
の 日の 午後， 母 は 埋められました。 


私 は 今でもよ く， 母が ィ ギリ スを 
発つ 前に 言った a 葉 を 思い出します。 
『ポリ 一， 母さん は 子供た ちが 小さ 
いうちに シ オンに 行きたい の。 あな 
たたち がキ リ ス 卜の 福音の 中で 育つ 
ようにね。 この 教会が 本当の 教会 だ 
つて 知っている からよ。』 {Life  of 
Mary  Ann  Goble  Pay,  '  メアリ 一' 
アン' ゴー ブル • ぺ ィ の 一生」） 
こ う して 13 歳の 少女の 話 は 終わる。 

私 は 最後に 問いたい。 私たちの 先 
袓が 自分の 信仰の ために このよ う に 
大きな 代価 を 払った というのに， 私 
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た ち が 自分の 信仰の た め に 何 か 小 さ 
な 犠牲 を 求められたり， ささいな 批 
判 を 忍ばなければ ならない からと い 
つて， 问の 驚く ことがあろ う か。 

私たち は 争う ことなく， 議論す る 
ことなく， 立腹させる ことなく， 確 
固た る 道 を 進み， 神の 王国 を 築こう 
ではない か。 問題が あるならば， 落 


ち 着いて それに 対処し よ う 。 悪に は 
善 を もって 打ち勝とう。 これ は 神の 
み 業で ある。 み 業 は 地上に 勢い を 増 
し 続け， 真理の 教えに 応える 心 を 持 
つた 無数の 人々 の 生活 を 良き に 変 え 
ている。 天が下の 何の 力 も それ をと 
どめる こと はでき ない。 
それが 私たち の 信仰 であり， 証で 


ある。 

私た ちが 自 分た ちに 与えられた 神 

S で 重大な 責任に ふさわしく あ り ， 

かく して 神の 王 11^1 を 進展させる よう ， 
神が 助けた まわん こと を， その 神聖 
さ を 証す ると 共に， 謹んで 祈る 次第 

である。 イエス • キリスト のみ 名に 
よって。 ァーメ ン。 
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神権の 力と 影響 

大 管長 会 第二 副 管長 

N  • エル ドン • タナー 


この 会と 今 大会 をす ベて 管理す る 
ス ミ ス大 管長から， 私 は 司会 を 命じ 
られ たが， ここで 短い 話の 責任 をい 
ただいた。 

神の 神権 を 持つ 末日 聖徒 ィ エス • 
キ リ ス ト 教会の 神権 者た ちと 会う と 
き は， いつも 胸が 高鳴り， 心 を 鼓舞 
される。 さきほど 聞いた 美しい 歌 や 
この 場で 受けた 胸 を 打つ 話 は， それ 
をい やが 上に も かきたてる。 

神権 は， 万物 を 造った 力で あり 今 
宵 バンデ ン バーグ 管理 監督が 言われ 

た 通り， 神が 事 をな される ときの そ 
の 力で ある。 また 私たち 個人に とつ 
て は， それぞれの 職に あって 神の み 
名に より 働く よう にと 与えられた 神 
の 力で ある。 その 神権 を 授けられる 
こと は 大きな 特権で あり， 素晴らし 
い 祝福で あり， 大切な 責任で ある。 

教会の 若人の 中には， 執事 や 教師 
や 祭司に 相当す る 年令に なれば， 活 
動 状況 や 生活 態度に おかまいなく 神 
権 を 受けて 当然と 考える 人が いる。 
そのような 人た ち は， 神権 を 受ける 
という ことが どんなに 大き な 特権で 
ある 力、 よく 認識すべき である。 神 
権 を 受ける 人 は 非常に 重い 責任 を 引 
き 受ける ので ある。 

教義と 聖 約の 中から， 少し 読んで 
みたい と 思う。 


「見よ， 召さる る 者 は 多 けれども 選 
ばる る 者 は 少し。 選ばる る ことなき 
は， これ そもそも 何の 故ぞ。 そ は， 
人々 の心甚 しく この 世に 属 ける もの 
の 上に あり， 唯々 人間の 誉を 得る こ 
と をのみ 望み， 次の 如き 一つの 戒め 
を 知らざる による。 曰く， 神権の 権 
能 は 天の 能力 と 固く 結びつきて 離る 
ベから ざる ものにして， 天の 能力 は 
正義の 原則に よ りての み 支配し 運用 
し 得る ものな り， と。 この 権能の わ 
れらに 与えら るる 事 も あらん は 真実 
なり。 され どもし 己が 罪を蔽 いかく 
さんと し， われらの 高慢， 空しき 野 
望を充 さんと 企て， または 幾分に て 
も 正しから ざる ことにより て 人の子 
らを 支配し， 統御し， 強制 せんとす 
る 時 は， 見よ 諸 天 は 退き 去り， 主の 

『みたま』 悲しむ。 主の 『みたま』 
退き 去らば， 神権 または その 人の 権 
威 は 終りな り。 見よ その 人い まだ 覚 
ら ざる 前， 独り 置かる る ままに とげ 
あるむ ち をけ り 聖徒 を 迫害し 神に 叛 
きて 闘 をな す。」 （教義と 聖約 121：34 

—38) 

私 はこの 聖句 を， 自分の 神権の 召 
しに 全力 を 傾けない 人 や 神権 を 間違 
つて 用いる 人 を 指して いると 考える。 
神権の 務めから 次第 次第に 遠の いて 
ゆき， 教会から 離れて 行った という 


例 を 私 はた く さん 知っている。 

非常に 活発だった 男性が 証 をな く 
して， 主の みたまが 離れ 去る と， 権 
能 ある 人々 を 批判す るよ う になって， 
やがて 聖徒た ち を 迫害し， 背教して， 
神に 対して 戦い をい どむ よ う になる 
ので ある。 

しかし， 主 は 教義と 聖 約の 中で こ 
う も 言って おられる。 「聖霊 は 常に 汝 
の 伴侶と なり， 汝の笏 は 真理と 正義 
の 変る ことなき 笏 となり， 汝の 支配 
は 永遠の 支配と な り て 強いら る る こ 
となく 永遠に 汝に 流れ込まん。」 （教 
義の聖 約 121 ： 46) これ は WIS の し 
を 全力 を 尽く して 遂行して こそで あ 

る 0 

神権の 誓詞と 誓約に ついては どな 
たも 読んだ ことがあり， 何度も 聞い 
ている ことと 思う。 私に とって， こ 
れは 実に 大切な こ とで ある。 

「およ そ 忠実に して わが 今 語れる 二 
つの 神権 を 得， 而 して その 天よりの 
召 を 全力 を尽 して 遂行す る 者た ち は 

『みたま』 により 聖 めら れて その 肉 
体 再 新 さる。 これらの 者 は モー セの 
息子た ちとな り， ァロ ンの 息子た ち 
となり， アブラハム の 子孫 となり， 
また 教会員に して 王国の 民と なり 神 
の 選民と なる。 主 は 言う， またす ベ 
てこの 神権 を 受け 入る る 者 は， われ 
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を受く るな り。 そ は， わが 僕ら を受 
け 人る る 者 はわれ を受 くれば な り 。 
また， われ を 受け 入る る 者 はわが 父 
を受 くるな り。 而 して， わが 父を受 
け 入る る 者 はわが 父の 王国 を受く る 
なり。 この 故に わが 父の もてる すべ 
て は 彼に 与えら るべ し。」 （教義と 聖 

約 84  ：  33—38) 

これらの 祝福が， 毎日 あらゆる 場 
で 自分の 神権の 召し を 全力 を 尽く し 

て 遂行す る 人々 に 約束され ている こ 
と を， ここで 強調したい。 「而 して こ 
は 神権に 属 ける 誓詞と 誓約に よ りて 
然るな り。 この 故に この 神権 を受く 
る 者 は， すべて わが 父の この 誓詞と 
誓約と を 受け， 而し てこれ を わが 父 
は 破る こ と も 変える こ と も 為した も 
うはず なし。 され ど 何人に まれ 一度 
この 誓約 を 受けて 後 これ を 破り， ま 
たこと ごとく これに 違背す る 者 はこ 
の 世に 於ても 未来の 世に 於ても 罪の 
赦 しを受 くる ことな かるべし。」 （教 
義と聖 約 84  ：  39-41) 

主 はこ こで， 御 自分 は 誓約 を 破る 
こと はない が， 私たちが もし 破れば 
約束 は 取り消され ると 言って おられ 
る。 

「この 故に， 今や 神権 者 皆 各々 その 
義務 を 覚れ。 また 己が 任命 せられた 
る 務め を 全く 勤勉に 勤むべし。 およ 
そ， 怠惰なる 者 は その 地位に 居る に 
値せず， また その 義務 を 覚らず 信任 
さ るるに 足る 行い を 示さ ざる 者 は， 
その 地位に ある 値な き 者な り。 誠に 
然り， アーメン。」 （教義と 聖約 107: 
99—100) 

「されば も し汝ら 絶えず わが 善 を 行 
い， 異邦人の 光と なり， この 神権に 
よ りて わが 民の ィ ス ラエル を 救う 者 
とならば 汝ら 幸福な り 。 主， この こ 
と を 言えり。 アーメン。」 （教義と 聖 
約 86  ： 11) 

き よ う 何度も 指摘され たよ う に， 


私たち は 騒然たる 世の中に 生きて い 
る。 世間が， どこへ 行くべき 力、 何 
をな すべき かの 理解と 指示 を 与えて 
くれる 指導者 を， どこかに 求める の 
は 至極 最もで ある。 人々 に は， 人生 
に 目的が あり， その 目的と は 何で あ 
るか を 知る ことが 必要で ある。 彼ら 
力；， あなたがた 兄弟の 持って いる 神 
の 神権 を 頼りと する の も ごく 当然で 
ある。 

すべての 男性が 自分の 神権の 召 し 
を 全力 を 尽く して 遂行したならば， 
こ の 教会に ある 神権が 全世界に どの 
ような 影響を及ぼ すか， はかり 知れ 
ない。 兄弟た ち， 神権 は， 全力 を尽 
く して 遂行され たなら ば， 不動の 影 
響 力， 安定の 力と なる。 そうなら な 
ければ ならない。 妻た ち， 母親た ち 
は， 神権 者の 夫に 指導と 力と 指示 を 
受ける 完全な 権利と 責任 を 持って い 
る。 夫 は 家庭に 必要な 指示と 保護と 
力と を 与えられる ように， 自分の 神 
権の 召し を 全力 を 尽く して 遂行す る 
責任が ある。 彼に は それが できる。 
神権の^^ し を 熱心に 務め るなら ば， 
主によ つて 家族の 目に 大 いなる 者と 
され， 良い 影響 を 周囲に 与える であ 
ろ う 。 

私たち は， 姉妹た ちゃ 少年た ちに 
も 責任が ある。 姉妹 はたと え I2 歳で 
あろう と 神権 者の 兄弟 を 重んじる ベ 
きで， 神権 者の 模範 を 彼に 期待し， 
勧告 や 指示 や 力 や 一緒にい る ときの 
安全 を 彼に 求める の も 当然で ある。 
変人 は 神権 者と 外出 するとき に， 彼 
に 全幅の 信頼 を 置け るよ うでな けれ 
ばなら ない。 神権の 召し を 全力 を尽 
く して 遂行して いる 神権 者で あるな 
ら， 命に 懸けても 彼女の 操 を 守り， 
それ を 奪おう などと は 決して 考えな 
いこと を， 彼女に 知って もらわな け 
れ ばなら ない。 彼が 自分の 持って い 
る 神権と 責任に ついて 考えるならば， 


誘惑 は 受けない であろう。 きのう 私 
が 受け取った 1 通の 手紙から 少し 読 
ん でみたい と 思う。 これ は， 神権の 

/3 し を 全力 を 尽く して 遂行し 福音の 

原則 を 守る こと の 大切 さ を 述べて !• 、 

る。 大勢の 兄弟た ちがそう あるべき 
だと 信じて はいても， それ を 実行す 
る 勇気 や 力 を 持たないで いる。 福音 
の 教え を 守った ときに， 仲間に 及ぼ 
す 影響の 大き さ を 私たちが 認識して 
さえ いれば， きっとよ りよい 行ない 
がで きる に違いない。 手紙 はかなり 
親しく している ロサンゼルス 在住の 
有名な 弁護士からで， このような こ 
と を 言って 来た。 

「何 週間が もう 何 力 月に なつ て 法律 
業務に 没頭す る 毎日です が， そんな 
間 もよ く 頭 をよ ぎる の は， まれに 見 
る ひとり の 青年 弁護士の こ と です。 
ひ と つの 訴訟が 終わつ た ばか り なの 
です が， そのと きの 私の 対敵が， ま 
だ 若い 青年 だとい うのに， 道徳的， 
霊的な 強さに 裏打ち されて， それ こ 
そ 最高の 手腕 を 発揮して いました。 
ひ よんな ことで 彼が 末日 聖徒 ィ エス' 
キ リ ス ト 教会の 熱心な 信者 だと 知つ 
たと きに， ああ それで かと 合点が い 
つ たわけです。」 

この 手紙の 主 は 教会員で はない。 
また， 彼が 書いて きたの は 法廷で 対 
決した 相手の こと だが， 私 は その 青 
年 をよ く 知っている。 手紙の 主 は 私 
が 彼 を 知っている こ と を 知らない 力;, 
兄弟た ち， 私 はもし 私たちが 自分の 
神権の 召し を 全力 を 尽く して 遂行し, 
生きるべき 道 を 生きたならば， 世の 
中に 影響 を 与え， 主が 私たち を 力 あ 
る 者と なして 下さる こと を， この こ 
とから 知った ので ある。 これ は あな 
たがた に対する 私の 証で ある。 イエ 
ス • キリス 卜の み 名に よって， ァー 

メ ン 0 
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私 は 今晩 一， 二の 事柄 だけ をお 話 
したい。 初めの 事柄 は 旧約聖書の ひ 
と り の 予言者の 夢の た と え 話で 説明 
しょうと 思う。 それ は 高い 塔の 1: で 
その 地方 一帯 を 見張る 夜回りの 話で 
ある。 攻め 来る 敵 を 見張って いて， 
その 敵が ラ ク ダか 馬で 砂塵 を あげな 
がら 近づいて くるの を はっきり と認 
めた。 夜回り は 中庭に 立つ 主人に 刻 
刻 それ を 報告した。 彼 は 「万事 はよ 
し， 万事 はよ し」 と， また 何 か 危険 
を 察したら すぐさま それ を 報告した 

ところが 夢の たとえ 話の 中で は， 
主人が 「夜回りよ， 今 は 夜の なんど 
きです カリ 夜回りよ， 今 は 夜の なん 
どきです 力、」 と 聞く ので ある。 それ 
は， 見える 日中に 来る 敵よりも 夜中 
に 来る 敵の 方が 恐い こ と を 教えて い 
る。 

そ こ で 私が ひ と つ 取 り 上げた 、の 
は， 夜中に 来る 敵の ことで ある。 

メ ルケ ゼデク 神権 者の 全員 を 指 し 
て う 「長老」 という 語 は， 信仰の 

擁護 者 を 意味す る。 それが 私たちの 
第一の 責任で あり 召しで ある。 すべ 
ての メル ケゼ デク 神権 者 は， 信仰 の 
擁護 者た るべき 人々 である。 

私たちの 間に は， 絶えず ドア をノ 
ッ ク し， 若い 男女， それ も 特に 世慣 
れぬ 純真な 人々 にわな を かけよ う と 


信仰の 擁護 者た ちへ 


大 管長 会 第一 副 管長 • 十二使徒 評議員 会 会長 

ハロルド • B  • リ一 


する 狡 滑な 敵が 存在す る。 つまりお 
話した いのは， 飲酒 や 賭事 や 売春 や 
ポルノとの 闘いと， そして 安息日 を 
清く 過ごした いと 願う キ リ ス ト 教徒 
を 援助し よ う とする 私たちの 努力に 
ついて である。 私たちの しなければ 
ならない こと は， 安息日 を聖 なる も 
のとす る 大切 さ を 強調して 主が 言わ 
れた 次の こと を， 胸に 刻む ことに 尽 
きる。 「汝 なおさら 充分に 世の 汚れに 
染まざる 様， 祈りの 家に 行きて わが 
聖日に 汝の聖 式 を 棒ぐべし。」 （教義 

と聖約 59:  9) 従って 信仰の 擁護 者 
は， 勤労者 や 少年少女， 夫 や 妻が 週 
の 一日 を 家族と 一緒に いられる よ う 
に， 安息の 一日が 得られる ように 注 
意す るべき である。 夜回りよ， 「危険 
な 夜」 を 警戒しなさい Z 

次に 少し だけお 話したい こと は， 
1913 年 8 月 に 出 された 大 管長 会の 声 
明で ある。 教会員に 対する その 警告 
は 現在まで 過去 何人 かの 指導者が 繰 
り 返し 述べ， 私たち もよ く 耳に して 
いる。 1913 年に 大 管長 会 （ジ ョセ 
フ •  F  'スミ ス大 管長， アンソン' 
H  • ランド， チャールズ •  W  • ペン 
ローズ 副 管長） から 出された その 書 
簡を 読んで みたい が， 題して 「警告 
の 声」 

「末日 聖徒 イエス' キリス 卜 教会の 


役員， 会員 各位 

ハイラム. ページの とき （教義と 

聖約 28 章） 以来， 折々， 教会員に 対 
する 偽り の 霊の 現われが 起きて いる。 
時に こ う した 現われ は， 罪 を 犯した 
ために 大 いなる 偽り者の えじきと な 
つた 男女に 起きて いる。 また ある 場 
合に は， 教会の 規則 や 儀式 や 様式 を 
厳守して いる こ と を 心から 誇りに し 
ている 人々 が 悪霊に よって 背教に 導 
かれて いる。 悪霊た ち は， 余りに も 
神からで たものと 酷似した 影響力 を 
行使す るた めに， 自分 を 『選民』 と 
考えて いる このような 人々 でさえ， 
その 本質的な 違い を 識別す る 
難 を 感じて いるので ある。' サタン 自 
身が その 身 を 変えて， 「光明の 天 一 
を 装う ので ある。 

示現， 霊夢， 異 言の 力， 予言， 内 
なる 声 あるいは 非凡な 賜， «感 など 
力；， これまで 受け入れられ ている 教 
会の 啓示 と 調和し ない も ので あつ た 
り， 』下 統な 権威者の 決定に 反する よ 
うな ものであるなら， それが， どん 
なにもつ ともらし く 見えよう とも， 
末日 聖徒た る 者 は， それが 神から 出 
たもので はない と 判断し なければ な 
ら ない。 また， 教会 を 導く ための 決 
定は 教会の 頭 を 通して， 啓示に よつ 
て 与えられる という こと も 理解し な 
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ければ ならない。 教会の 忠実な 会員 
は 皆， 自分自身 のために， 自分の 家 
族の ために， そして 自分が 指名され， 
聖 任された 管理の 職の ために， 聖霊 
のさ さやき を 受ける 資格が ある。 だ 
が， 教会の 長た る 者 を 通して 神から 
与えられ たものと 一致し ない もの は 
すべて， 権威 ある， 信頼すべき もの 
と して 受け入れられるべき ではない。 
霊的な 事柄 も こ の 世の 事柄 も ， 聖徒 
たち は 自分自身の ことに 関する 導き 
と 啓示 を 受ける ことができる。 だ 力;, 
こ 'れは 決して， 他人に 指図す る 権威 
を 持つ というの ではなく， またそう 
した 導きが， 教会の 誓約 や 教義 ゃ規 
律， 証明ず みの 事実 や 真理， また 良 
識に 反する 場合に は 受け入れな いこ 
とが 必要で ある。 どんな 人で も， い 
力、 に ももつ ともら しい 啓示 ゃヌ 現 や 
霊夢 を 神から 受けた と 主張して， 兄 
弟 姉妹た る 教会員 を 説いて， 投機 や 
株の 売買に 身を投じさせる 権利 はな 
い。 特に それが， 局地的な もので あ 
れ， 全 教会 的な もので あれ， 承認ず 
みの 権威に 反する ものである 場合， 
なおのこと である。 主の 教会 は， 『秩 
序の 家』 である。 主の 教会 は， 個人 
に 与えられる 賜 や 現われに よって 統 
治される ので はなく， 指定され た大 
会で 教会員の 挙手に よ り 支持され た 
聖 なる 神権の 秩序と 権能に よって 統 
治されて いるので ある。 

教会の 歴史に は 霊の 現われ を 信じ 
て みせかけの 啓示 を 受けた と 主張し, 
それ を 受ける 人々 を 導こう と 虎視眈 
々とねら つてい る 詐欺師 や 熱狂者の 
例が 数多く 記録され ている。 そして 
その 結果 生ずる もの は， いつの 場合 
でも， 失望， 悲嘆， そして 不幸で あ 
る。 さらに 財政 的 損失， 時には 完全 
に 破産して しまう こと も ある。 私た 
ち は， それら を 言い出した 人が 公言 
している « 的 顕現と 信奉者 を 熱中 さ 
せる 力 以外に 拠り どころ のない 偽り 
の 転覆 計画に は 反対す るよう に， 末 


日 聖徒に 警告す る こと は 私たちの 義 
務 であると 感じて いる。 私たち は， 
商売人の 利益に しかなら ない 株式に 
聖徒た ちが 金銭 や 財産 を 投資す る こ 
とのない ように 警告す る。 『シ オンの 
噴い』 や 『死者の 救い』 などと いう 
名目で 一見 立派な 目的 を 持つ 金 も う 
けの 計画 は， 教会の 秩序 を 知った 者 
を 欺け る もので はなく， 本来なら ば 
地に も 天に も 記録され る 確実 な 価値 
ある 仕事に 向けるべき はずの 時間 や 
労力 を， 浪費す る 結果に しかなら な 

いで あろ う。」 （ジヱ ームズ ' •  R  • ク 
フーフ IH  ，   Messages  of  tne  First 
Presidency  「大 管長 会メ ッセー ジ」 
ブック. ク ラフ ト社， 1970 年 第 4 巻 
pp.  285—286) 

教会員の ある 人々 が， 扇動 的な 話 
や 夢 や 示現， 祝福 師の 祝福と 称する 
文章 や 引用文， あるいは 明らかに だ 
れ かの 個人的な 日記と 思われる 文章 
を 言い 広めて いる こと は， 何と 愚か 
な ことかと た だ あ きれる ばか りで あ 
る。 

例 を あげれば， ある 教会 幹部が 主 
の 啓示に 反して 自分が 教会 を 導く と 
言い出した という 悪意 ある 話が あ り ， 
教会 幹部に 分裂が あると いう 風に 宣 
伝して いる 力;'， 調査 をす ると その 手 
紙の 主 は 教会の 記録に も ほかの どこ 
にも 実在し ない 架空の 著者で ある。 
住所 も 偽りであった。 しかし 驚く こ 
と は， 調査の 結果 まったく のでたら 
めであった その 偽造 文 や 偽の 啓示が， 
扶助 協会の 集会 や 神権 定員 会， つ 了 
ィ アサイ ド， インス ティ テュー 卜， 
セミナ リ 一にまで 入り込んで いた と 
いう 事実で ある。 

信仰の 擁護 者で ある 神権 者の 兄弟 
たちに 望みたい。 聖徒た ちに， 悪魔 
の 活動 を 助長す るの はやめよ と 説き 
なさい。 主の み 業に 自分の 時間 を 使 
うように し， このような こと を あな 
たの 責任 下で 起こさな いよ う にして 
いただきたい。 それ は サタンの しわ 


ざで あり， そのような こと を 触れ 歩 
いたり 言い 広めた りする よ うな 者 は， 
悪魔の 戯れに 乗って いる 者な ので あ 

る 0 

教会 幹部の ひと りが 救い主の 再 降 
臨に 際して 教会の 管理者に なるとい 
う 祝 fei 師の 祝福 を 持って いると 伝え 
られ ている が， これ もも ち ろん り 
である。 また， あるひとり は， 今生 
きている 人の 中で 救い主の 来臨 を そ 
の 目で 見る 人た ちがいる と 知らされ 
たという 力 S それ もまた 作り事で あ 
る。 救い主 は， 再降臨 は 夜に 来る 盗 
人の ように やってくる， その 時 は 天 
使 さえ も 知らない， と言われた。 し 
ばし 考えてみれば， 権能 ある 者 はだ 
れ ひとり， そのような 主張 を 正しい 
などと 言わない こ と 力： わかる であろ 

ラ 0 

このよ うな 例 は 幾つ も ある。 ある 
ひとり の 教会 幹部が， カリ フォルニ 
ァの民 は 口 ツキ 一山 脈の 頂上に 登れ， 
そこ だけが 安全 だからと 言った とい 
う 報告が ある。 私たち は それに 反し 
て， 心の 清い 者た ちがいる 場所 は 安 
全で ある。 どこに いようと 神の 戒め 
に 従って いるならば 安全 だと， 常に 
教会員に 説いて いる。 

兄弟た ち， 繰り返して 言う。 悪魔 
の 所業 を 私たちの 中に のさ ばらせて 
はならない。 説教 や レッスンの 題に 
取り上げて はならない。 義 しい 業 を 

語りなさい。 そうすれば 悪魔の 力 は 
私たちの 中から 消えて? ひ くであろう。 
もう ひとつ， お話したい ことがあ 
る。 それ は 「啓示に 続く 迫害」 とい 

う 題の ジ ヨセフ •  F  • ス ミス 大 管長 

の 言葉で ある。 

「啓示に よって 導かれ， 主から 主の 
民と 認められた 民で， 悪人 や Pft 落し 
た 者た ちから 憎悪と 迫害 を 受けな か 
つた 民 は ひとつ もない と 思う。 また 
恐 ら く どの 民 も 悪人 や Pfl 落 し た 者た 
ちから こんな 迫 宵 は 受けな 力 > つ ただ 
ろう。 もしも 今， 昔 聖徒た ち が 迫' 寿 
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者の ネ 口 や 口 一 マ 人の 手に 落ちた よ 
うに， 私たちが 迫害す る 敵の 手中に 
落ちて いたならば， この 民 ほどの 迫 
害 を 受けた 民 は 出現し なかった こと 
であろう。 悪人た ちの 心に 地上から 
主の 王国 を 滅ぼし 去ろ うとい う 闘志 
が これほどに 根強く 深い 時代 はかつ 
てなかった。 だが， 彼ら は 不可能な 
こと を もくろんで いるた め， 失敗に 
終わる であろう。 そして この こと は 
万人の 目に 明らかで ある。 …… （神 
の） 神権 は 地上に あり， 聖徒た ちま 
たは 聖徒た ちの 多くが 彼らの 召し を 
全力 を 尽くして 遂行し， 自分の 生活 
と 主に 捧げた 自分の 全 財産 を もって， 
神権 と 主 を 敬って いるから であ 

る。」 (Deseref  Weekly  News  「ァ ゼ 
レト • ウィークリー ニューズ」 第 24 
巻， 1875 年， P.  708) 

神権 を 持つ 皆 さん はこの 神権 時代 
に 末日 聖徒に 対して 加えられた 迫害 
はすべ て， 神権の ことで あろうと 結 
婚 のこと であろうと シ オンの 集合 あ 
るい は 神権の 継承に ついて であろ う 
と， どれ も 正しい 系統 を 通じて 与え 
られる 啓示の 原則が 争点 になって い 
る ことに 気付いて おられる はずで あ 
る。 恐らく この 迫害 も， 使徒 バウ 口 
が 言った ように， 主が 予言者 を 通し 
てこの 民に 与えた も う 啓示の ゆえに 
私たちが 度 を 過ぎて 誇る ことのない 


ように， サタンから 遣わされた 私た 
ちの 肉体の とげで あろ う 。 

予言者 ジ ヨセフ' ス ミス は 迫害 さ 
れ， 憎悪され た。 命 を 脅かされた 彼 
はこの ように 言って いる。 「何故 真実 
のこと を 話す から 私 を 迫害す るの 力、。 

 私 は 示現 を 受けた ので あるから 

それが 事実で あるの を 身 を 以て 知つ 
ている。 私 は 神が それ を 知 りたもう 
こと を 知っている。 私 は それ を 打ち 
消す こと はでき なかった。 また 敢て 
打ち消そう と も しなかった。 私は少 
くと も， 本当にあった こと を 打ち消 
すな ら ば 神の 怒 り を 受けて 罪の 宣告 
を 受ける こと を 知っている」。 （ジョ 
セフ • ス ミス 2  ：  25) 

2  ,  3 年 前の こ と だが， ある 人が 
私たちのと ころに 来て ひと りの 兄弟 
にこう 言った。 「もし あなたがたが ひ 
とつの 原則 を 破棄したら， あすに で 
も 教会に 人りたい のです がね」。 その 
兄弟 は 「どんな 原則です か」 と 聞い 
た。 

すると 彼 は 答えた。 「現在で' も 啓示 
が あると いう こと を 信じる の を やめ 
たら， あなたの 教会に 入ります。」 

そのと きに， 教会員で ある 兄弟が 
驚く こと を 私に 言った。 「どうで しょ 
う， い いんじゃ ないかと 私 は 思う の 
です が」 と。 

いったい どういう ことであろう 力 S 


私たちが この 教会に 啓示が ある こ と 
を 否定し 始める とき， それ は， 現在 
私た ちの 間 に 神の 力が 存在 しないと 
考える のと 同じ ことで ある。 私たち 
は， 神が 啓示 をされ る こと， 今も教 
会の 過去の すべての 神権 時代 同様， 
主の 王国に 関する 万事 を 啓示して お 
られる こと を 確かに 信じて， 知り， 
固い 証 を 持たなければ ならない。 

私たちが これらの こと を 理解す る 
ように 願って いる。 また， 教会の 擁 
護 者で あるべき 兄弟た ち は， 与えら 
れた 召しの 力と 威厳 を もって 立ち上 
がり， 教会員の 一致 を 乱そうと する 
偽り を 退散 させなさい。 今， 私たち 
の 間の 最大の 危険 は 恐れで ある。 恐 
れは 主から 来る もので はない。 信仰 
と 平安 こそが みたまの もたらす 実で 
ある。 願わくは 教会員に， どこに 平 
安 を 求めるべき か を 教える ことが で 
きる ように。 それ は 議会で 制定され 
る 平和， 軍隊 や 戦車 や 鉄砲 や 戦闘機 
で 維持 される 平和 で はなく， 主が 言 
われた ように， 世の ものに 打ち勝つ 
ことから 得られる 平和で ある。 私た 
ちが それ を 知って 行ない， この 試練 
と 苦難の 現代 に 望まれる 通りの 末日 
聖徒の 生き方が できる よう， 神が 助 
けた まわん こと を， イエス • キリス 
ト のみ 名に よりお 祈りす る。 ァーメ 
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神権の 召し を 
全力 を 尽く して 


大 管長 


ジ ヨセフ • フィールディング. ス ミス 


愛する 兄弟た ち， 老若 を 問わず 自 
分の 神権の 召し を 一生懸命に 果た し 
ている 人々 に対して 祝福す る 気持と， 
彼らが この 世で みたまの もたらす 良 
きもの を ふんだんに 受け， 次の 世で 
は 永遠の 富 を 授かる よう， 主に 願う 
気持で 一杯で ある。 

戒め を 守り， 教会で 熱心に 仕え， 
人々 の 幸せと 向上の ために 働いて い 
る 人た ちに 心から 申し上げたい。 心 
の 底から， 主 は あなたがた を 祝福し 
て 下さる。 

そ して 真理と 義の道 を 歩み 続けた 
ならば 主から 永遠の み 国に 迎えられ 
てあら ゆる 時代の 予言者 や 聖徒た ち 
と共に 受け継ぎ を 授かる こ と を 確信 
して， 安ら ぎ を 得る よ う にと。 

主が 私た ち 一人一人に 神権の 全 き 
を 授け， その 神権 を 私たちが 受けて 
召し を 全力で 遂行したならば， 主の 
王国で 主と 共に 永遠の ゆずり を 与え 
ると 約束され たこと を 知る の は， 何 
と 素 晴ら しい ことか。 

私たちが 受けた この 神権 は， 人の 
救いの ために 万事 を 代わって 行なう 
ようにと 地上の 人間 に 神が 委任 さ れ 
た 力で あり， 権威で ある。 神権 はジ 
ヨセフ • ス ミスと ォ リノ 《一 • 力 ウド 
リに 現われた 天使の 手から， 現代の 
私たちに 伝えられ ている。 


1823 年 9 月に モロ ナイ は ジョセ 
フ 'ス ミス を 訪れた と き ， かって 主 
が マラキに 語られた 言葉 を 引いて こ 
う 言った。 「見よ， 主の 大 いなる おそ 
るべき 日の 来る 前に， 予言者 ェ ライ 
ジャの 手に よりて， われ 神権 を汝に 
頭さん。」 （教義と 聖約 2  ： 1 ) 

ヱ ライ ジャの 来訪と 結び 固めの 力 
が 回復され る 用意 をして， 人が 完全 
な 神権 を 受けられる ようにと， 1829 
年 5 月に パプ テス マの ヨハネ が 来て , 
ジ ヨセフと オリ バーに ァロ ン 神権 を 
授けた。 それから 少し 後に ぺ テロ， 
ヤコ ブ， ョ'、 ネが 来て， ふたりに メ 
ルケ ゼデク 神権 を 授けた。 

その後 1836 年 4 月 3 日に は カー 
ト ラ ン ド 神殿に 予言者 ェ ライ ジャ 力； 
現われ， 彼らに 結び 固めの 力 を 与え 
た。 

地に も 天に もつな ぎ， 結び 固める 
た め に 神権 を 行使す る 権能で ある。 

また 1841 年， 主 は 予言者に 「完全 
なる 神権」 は 主の み 名のた めに 建て 
られる 「家」， すなわち 神殿に おいて 
のみ 享受で きる と 啓示され た。 1843 
年に 予言者 はこう 語った。 「人が 神の 
神権の 全き を 受ける に は， それ をィ 
エス. キリス 卜が 得られた と 同じ 方 
法で 受けねば ならない。 すなわちす 
ベての 戒め を 守り， 主の 家の すべて 


の 儀式に 従う ので ある。」 {Docu- 
mentary History  of  the  Church  「教 
会 歴史 記録」 第 5 巻， P.  244) 

この こと を 多少 異 つた 面から と ら 
えてみたい。 あなたが 教会の いずれ 
の 職に あろうと， それ はかまわない。 
使徒であろう が 祝福 師 であろ う が大 
祭司で あろうが …… 。 ただ， 完全な 
神権と 永遠の 報いの 完き は， 主の 家 
の 儀式 を 受けなければ 得られない。 
それらの 儀式 を 受けた ときに， 扉が 
開 いて だれ も が受 けられる 祝福の す 
ベて を 得る ので ある。 

教会で 自分よ り 高い 職に 就いて い 
る 人が いるので， 自分 は 主の 祝福 を 
完全に 受け る ことな ど 到底で きない 
と 考えて はならない。 あなたが 忠実 
ならば， 長老と して それらの 祝福 を 
自分に 結び 固める ことができ， その 
祝福 を 受けて 誓約 を 誠実に 守った な 
らば， 人が 得られる すべての もの を 
あなた も 得られる ので ある。 

完全な 神権 を 持たないで 神の 王国 
に昇栄 する こと はでき ない。 そこで 
メ ルケ ゼデク 神権 を 受ける すべての 
男性 は， 昇栄 するとい う 誓詞と 誓約 
と共に それ を 受ける ので ある。 

人の 側の 誓約 は， 神権の 召しに 全 
力 を 傾注し， 神の 口から 出る 一つ 一 
つの 言葉 を 守り， 戒めに 従う という 
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こ とで ある。 

それに 対する 主の 聖約 は， 人が 誓 
約 を 守ったなら ば 御 父の 持って お ら 
れ るすべ てのもの を 彼に 与える とい 
うこと である。 これ は， 主が はっき 
り と 誓って おられる 実に 神聖で 重大 
な 約束で ある。 

ァ ロン 神権 を 持つ 兄弟た ち は， 大 

神権に 属する この 誓詞と 誓約 を まだ 
受けて いないが， 主から 大きな 力と 
権威 を 与えられ ている。 ァ ロン 神権 
は， 後の もっと 大きな 祝福に ふさ わ 
しくなる よう に 私たち を 訓練す る備 
えの 神権で ある。 

あなたが 執事 や 教師 や 祭司と して 
； ふ'、 実に 仕えるなら， 経験が 蓄えられ, 
メ ルケ ゼデク 神権 を 受けて おし を 全 
うする だけの 能力と 資格が 備わって 
行く。 

ァ 口 ン 神権 は 天使の 導きと 恵み， 
悔い改めの 福音， 罪の 赦しを 受ける 
ために 水に 沈める バプ テス マの 鍵 を 
握って いる。 これ はみ な 大きな 祝福 
であり， 主の 家で さらに 大きな 祝福 
を 受ける ための 準備と して 欠かす こ 
とがで きない。 人 は これらの 祝福 を 
受けて 昇栄 する ので ある。 

神権の 祝福が 男性 だけに 限られて 


いない こと は， だれもが 知っている 
と 思う。 神権の 祝福 は， 妻 や 娘ゃ教 
会の すべての 忠実な 女性た ちに 注が 
れる。 それらの 立派な 姉妹た ちは戒 
め を 守り， 教会で 奉仕の 業に 励む こ 
とに よって， 主の 家の 祝福 を 受ける 
準備が できる。 主 は 娘た ちに も， 息 
子 た ち が受 け る 霊的 な 賜 や 祝福 を す 
ベて お与えになる。 なぜならば， 主 
にあって 女な しに 男 はない し， 男な 
しに 女 はない からで ある。 
天の 祝福が 聖な る 神権 を 持つ 者た 
ちと， あらゆる 天父の 子供た ちの 上 
に 注がれん こと を。 兄弟た ち， あな 
たがた は 全能の 神の 力と 権威 を 持つ 
ており， 自分と 愛する 人々 を 救い， 
昇栄 させる 力 を 手中に 握って いるの 
である。 

この 世の中に， 神の 王国に つける 
こと を 生活の 第一に 置いて， 戒め を 
守り， 神権の 召し を 全力 を 尽く して 
遂行し， 主の 家に 行って 御 父の 王国 
の 完全な 祝福 を 授かる ことほ ど， 私 
たちに と つて 大切な もの はない。 

さて， 神権 を 持つ 兄弟た ちょ， 私 
は義の 業に 対す る あなた がた の 信仰 
と 働き を 称賛す る。 主の み 業と， 神 
権 を 用いて 世の 人 を 祝福す る ことに 


懸ける 熱意と 献身 を 称賛す る。 

あなたがたの 立派な 奉仕 は， その 
業の 主で ある 神が よ く 御存じで ある。 
神 はこれ まで あなた を 恵みた も う た。 
これから も 地の 良 き もの を あなたに 
恵み， さらに は 永遠の 富 を も 用意し 
て おられる。 

あなたがたが 物的に も 霊的に も 祝 
福され て 栄える よう， 信仰と 証 を 強 
めて， 心に 正しい 望み を 抱く ように 
と 祈る。 

愛と 平和の 精神が あなたがたの 家 
庭に あり， 父と 息子が 神権 を 持ちつ 
つ 愛で 結ばれて 共に 働き， すべての 
末日 聖徒の 中に 完全な 一致の 精神が 
行き わたるよ う にと 祈る 

御 父が 人生の 準備 期に ある ァ ロン 

神権 者の 兄弟た ち を 助け， 困難 や 誘 
惑に 遭った と きに は 彼ら を 守り， と 
り わけ 彼らが， そして 私たちの すべ 
てが， 戒め を 守って 聖霊の 友と して 
ふさわしい ようにと， 祈る。 

そして， 私たち すべてが この 試し 
の 世に ある 間に， 主の み 業に 働く 平 
安と 喜びと 満足 を 得て， やがて 次の 
世に 永遠の 生命 を 受け継ぐ よ うにと， 
イエス. キリス 卜の み 名に よって 祈 
る ものである。 ァーメ ン。 
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十二使徒 評議員 会 会員 

マリオン • G • ロムニー 


昨年の 秋， 3 つの 伝道 部 を まわつ 
て 400 人 ほどの 宣教師と 面接 をす ませ 
た 終わり頃に， 私 は ある 宣教師から 
肝の 縮む 思い を させられた。 彼 は， 
何 か 言いたい こ とや 聞きたい こ と は 
ないです かとい う 私の 質問に 答 え て ， 
「教会 幹部との 面接 は 素 晴ら しい こ 
となんで すか」 と 聞いて きた。 

私 は 時間 かせぎに， 「どういう こと 
です か」 と 聞き返した。 

彼 は それにこう 返事した。 「大 低の 
宣教師 は 教会 幹部の 面接 を 楽しみに 
待って いて， 面接の 後 も いつまでも 
そのと きの 話 をし ます。 でも 私 は そ 
ん なに 大した こと だと 思わな いんで 
す。」 やっと 立ち直った 私 はこう 返事 
した。 「答え は あなたが わかる でしよ 
う。 ふたりの 人が 並んで 大会に 出席 
して， 帰って から ひと りが 『あんな 
に 素晴らしい 大会 は 初めてだった。 
感激した』 と言うと 思え は， もう ひ 
とり 力； 『大して 良く はなかった。 代 
わり 映えの しない 話だった』 と言う 

の ("i， どうして でしよ うか。」 

けさ， 5 時 頃 起きる と， この 言葉 
が 心に 浮かんで きた。 

「さて， 私 ニーフ アイ は 私の 民の 中 
に 教えられ たこと を みなこ こに 書き 
記す こと はむ つかしく， また 書く 時 
に は 話す 時 ほどの 力がない。 それ は， 


人が 聖霊の 力で 語る ときには， 聖霊 
がその 話 を 人の 心の中に 浸み こませ 
るからで ある。」 （11 ニーフ アイ 33  ： 
1 ) 

きょうの 私の 話に， 難しい ところ 
は 全くない。 単純 明快で ある。 たい 
がいの 人が よ く 知っている ことで あ 
る。 話の 題 は， 「平安 を 得る 方法」。 
その 大切 さは 筆頭 級で ある。 しかし， 
私が 聖霊の 力 を もって 語り， 皆さん 
が 聖霊の 力に よ つて 聞く のでな けれ 
ば， それ も 代わり映えの しないた だ 
の 話になる であろう。 私 は， 共に そ 
のみた まと 力が 受けられ るよ う に， 
断食 をして 祈って きた。 ここで 私と 
一緒に， 心で 祈って いただきたい。 
天父なる 神よ， 私たちが 聖'^ の 力に 
よって， 語り， 聞く ように， イエス' 
キリスト のみ 名に より， お祈り 致し 
ます。 アーメン。 

私 は 改宗して 間 もない 人の 手紙 か 
ら 引用して， 話 を 始めたい と 思う。 

彼女 はこの ように 書いて いる。 「私 
は ほとんどの 教会 を 見て き ましたが， 
どこに 行っても 空しい 気持 を 感じる 
だけでした。 でも， それでも 宗教 は 
何 かしら 大切な の だとい う 気持 はし 
てい ま した。 何年 も 答え を 探し 
続け ましたが， その あと 教会へ 行く 
の を やめて， 3 年間 は どの 教会に も 


全然 行きませんでした。 でもお 祈り 
はし ましたし， その わからない 何 か 
を 求める 気持 はずつ と あり ま した。 

そのよ う な 状態の ある 木曜日のお 
昼時に ドア をノ ッ ク する 音が して， 
ふた り の 感じの よい 青年が 立って い 
ました。 『末日 聖徒 イエス 'キリス 卜 
教会』 の 宣教師で， 大切な お 話 をし 
たいとい う ことでした。 …… 私 は 2 
度 目の 訪問が あつたと きに， これが 
一生 を かけて 探して いた もの だと わ 
かりま した。 …… 」 

彼女 は 続けて こう 書いて いる。 「一 
番 印象的だった の は， 私たちの 神様 
は 生きて いる 神様 だとい う 初めて 聞 
いた 素晴らしい 教えでした。 そのと 
き 初めて， 神様が どんなお 方 か を 知 
りました。 ジ ヨセフ. ス ミス が 神様 
にお 会いして， 神様 は 私たちと 同じ 
よ う な 骨肉 を 持って おいででした。 
以前 は 神様 は あらゆる 場所 を 漂 う 霊 
のよ う な もの だと 思って いたので， 
それ は 私に とって 素 晴ら しい ことで 
した。 以前の 概念で は， 神様 は 捕ら 
えど ころの ない お 方でした。 けれど 
も 今， 神様 は 私に とって 現実のお 方 
になり， もう 『ある もの』 ではなく 
『あるお 方』 でした。 それ 力；， いろ 
いろと 迷い 悩んだ ことに 対する 答え 
でした。」 (Millennia!  Star  「く レニ 
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アルスター」 1960 年 6 月 号） 

まことの 生ける 神 を 新たに 知った 
この 謙 適な 女性 は， 心の 正しい 人な 
ら だれもが 求める もの， つまり 平安 
の 鍵， すなわち 心と 魂の 平安， 人と 
国家に は 平和と 善意 を もた ら すその 
鍵 を 見付けた ので ある。 

教会に 改宗す る 人々 の 体験 は， そ 
のよう な 知識が 個々 の 人に 平安 を も 
たらす こと を 示して いる。 大勢の 人 
が 心に 平安 を 持てば， 当然の 成り 行 
き と して 民 や 国に 平和が 来る。 

まことの 生ける 神 を 知る 知識が 人 
に 平安の 進 を 歩ませる こと を， ョセ 
フは 「ユダヤ 古代 誌」 の 中で 印象的 
に 語って いる。 その 箇所 を 引用して 
みたい と 思う。 

「モー セが 重要視し ていた ことがあ 
る。 それ は， 自分の 生活 をう まく 治 
め， 律法 を 定める 者 は， まず 第一に 

お fc んぱ 6' 

神の 性質 を 慮り …… そして …… それ 
に 従おう と 努めなければ ならない と 
いう ことで ある。 （モー セ） 自身 も そ 
のよう な 考え を 持って いなかったら， 
正しい 心が 持てず， 書き物 も 読み手 
に 善 を 志向させる こ とがなかった こ 
とであろう 。 -… •• 何よ り も まず， 神 
が 万物の 父で あり， 主で ある こと， 
このため 神に 従う 人々 に 幸福な 人生 
を 恵みた もうこと， しかし 善の 道 を 
歩まぬ 者 は 悲劇 を 避け 得ない こと を 
人々 に 教え な け れ ばなら なかった。 
さて， モー セが この 教え を 同族の 民 
に 教えたい と 思った とき， （ヨセフス 
はさら にこう 続けて いる） 彼 は 律法 
の 確立 を ほかの 立法者が と るよう な 
方法で は 始めなかった。 つまり， 当 
時 者 間 の 契約 や 儀式 典礼 という 方法 
ではなく， 民の 心 を 神と 神が なさつ 
た 世界の 創造に 向けさせて， 私たち 
人類 は 地上の 神の 被 造 物 中 最も 優れ 
たもの だと 説く こと を したの だった。 
彼が いったん 民 を 宗教に 従わせる こ 
と がで きる と， 他の すべての こ と に 
従わせる の は 容易だった。 …… （ョ 


セ フス はこう 結論して いる） モー セ 
は， 神が 完全な 徳を 備えて おられる 
こと を 立証す るが はやい か， 人間 も 
(そのような 徳を） 努力 追求す るべ 
き だと 考えた。」 {The  Works  of 
Josephus  「ヨセフ ス著 PP.  38— 
39) 

人 はまことの 生ける 神 を 正しく 理解 
して 信仰 を 持った ときに， 徳を 身に 
つけよ う と 努力す る。 神 は 彼らの 希 
望の 星と なり， 神に ならう ことが 最 
高の 願望と なる。 「天の 父が 完全で あ 
られ るよう に， …… 完全な 者と」 （マ 
タイ 5  ：  48) なろうと 努める とき， 
彼ら は 実際に 神の 性質に あずかる 者 
となる。 そのよう にして， 人々 は 信 
仰と 知識と， 節制， 忍耐， 信心， 兄 
弟の 親切， 愛， 慈愛な ど， まことの 
生ける 神に おいて 完成され ている 諸 
諸の 徳を 自分に 増し 加えて ゆく ので 
ある。 これらの 徳は， 利己心， 我欲， 
肉欲， 憎悪， 争い， 闘い を 心から 追 
い 出す。 そして 幸福と 充足と 喜び， 
平安が 自然に わいて く る。 

現代に 平安 を 得る ための 普遍と 言 
つても よい 道筋 は， 「神に 立ち返る こ 
と」 である。 「神に 立ち返って 平安 を 
得よう」 という 叫び声 は， 全世界の 
心 正しい 人々 から あがって いる。 私 
たちから 平和が 失われて いるの は， 
平安 を 呼び戻す 法 を 知らないからで 
はなく， 立ち返るべき 神 を 知らない 
ためで ある。 

偽れる 神に 頼っても 平安 はない。 
神話の 神々， 異教の 神々， 手で 彫つ 
た 像， この 世の 知恵な どに 帰依して 
も 利己心 や 我欲， 肉欲が 増し， 論争 
と 葛藤と 争いが 深まる ばかりで ある。 
平安 を 得る ために 人の しなければ な 
らな いこと は， まことの 生ける 神 を， 
先程の 改宗した ばかりの 女性が 見つ 
けた その 神 を， 見いだ して 神に なら 
うこと である。 

神 を 発見し， 神に 従う こと は， 過 
去の どの 時代 もそう であった が， こ 


の 時代に も 一番 必要な ことで ある。 

神 を 知る 知識 は， 死の かなたの 世 
界で 永遠の 生命 を 得る 鍵で あると 同 
時に 地上の 人心と 国に 平和 を も た ら 
す 鍵で も ある。 神 を 知る 知識 は 非常 
に 大切な ので， 神 は 過去の 歴史 を 通 
じて 折に つけ， 御自身 を 明らかにし 
て 来られた。 従って， 人 は 神に つい 
て 無知 を 押し通し ていて はよ しと さ 

れ ない。 

創世記の 第 1 章で， モー セは 明快 
な 言葉で 神の 姿， 性質 を はつ き り述 
ベて いる。 

「神 は 自分の かたちに 人 を 創造され 
た。 すなわち， 神の かたちに 創造し， 
男と 女と に 創造され た。」 （創世 1 ： 
27) 

信仰 ある 人なら ば， まがう かたな 
いこの 言葉 を 理解で きる はずで ある。 
モー セ は 推測で 神 と 人 を 同じ 姿に し 
たので はない。 自分で 知って， 語つ 
たので ある。 モー セは 全能の 神の 力 
によって 「いと 高き 山の 中に 捉えら 
れて 行き」， そこで 「神と 顔 を 合せて 
相 見， 神と 相 語り …… 」， 「神， モー 
セに 語りて 言いた まえり。 見よ， わ 
れは 全能の 主なる 神に して …… 」 「見 
よ， 汝 はわが 子な り。 …… 」， 「わが 
子 モー セょ， われ 汝に 為さし むる 一 
つの 業 あり。 而 して 汝 はわが 生みた 
る 独 子の 生 写しな り。 わが 生みた る 
独 子 は 今 も 将来 も 救い主と ならん。 
 」 （モー セ 1 ： 2  —  6  ) 

永遠の 父なる 神と 神の ひと り 子と， 
人間が 御 二方と 似た 姿で， どういう 
関係に あるの か を 告げる 明瞭な この 
知識 は， モー セが イスラエル をェジ 
プト から 導き出し たと きに 与えられ 
た。 イスラエルの 民が 奴隸 になって 
いた 間に 神に ついての 知識が 曲げら 
れて しまった ため， 当時 その 啓示が 
必要た' つたので ある。 

しかし， そのような 啓示 はこれ が 
最初ではなかった。 創世の 時代に ァ 
ダムが 園 を 追われてから 祈 り を 捧げ 


56 


たと きに， その 答えと して， 「エデン 
の 園 を 指して 行く 途の かなたよ り 声 
聞え て」， 犠牲 を 捧げよ と 命じられた。 
アダムが その 通りに すると， ひとり 
の 天使が 来て 教え を 説いた。 「その 日， 
…… 聖霊 アダムに 下りて」， 御 父と 御 

子の 証 をした。 （モー セ 5  ：  9 参照） 
アダム は， モー セが まことの 生け 
る 神に ついて 教えられ たのと 同じく  ， 
はつ き り と 具体的に 教え を 受けた。 

主 は アダムに， 「  汝 はわれに あり 

て ひとつな り。 神の 子の 一人な り」 

(モー セ 6  ：  68) と言われた。 
アダム と ィ ブは これらの こ と をみ 
な 子孫に 伝えた。 しかし 「サタン 彼 
らの 中に 来りて 言いけ る は ァダ 
ムと イブの 言 を 信ずるな かれ， と。 
されば， 彼ら …… サタン を 神よ り も 

愛でた り 。  」 （モー セ 5  ： 13) 

神が ご 自身 を 啓示され たの は， モ 
ーセが 初めてではなかった し， モー 
セで 終わりで もなかった。 時の 絶頂 
に， 神の 霊の 長子， イエス. キリス 
卜が， 肉に よる 神の ひとり 子と して 
地上に 降臨され た。 目的の ひとつ は， 
ご 自身と 御 父 を 明らかにする ことで 
あった。 イエス は それ を ごく はっき 
り と した 方法で 行なわれた。 パゥ 口 
は そのこと を 理解して， イエス は 

「神の 本質の 真の 姿」 であると 述べ 
ている。 （へ ブル 1:3) 

ィ エス は エル サルム に 凱旋され た 
ときに， 「人の子と はだれ のこと です 
力つ と 聞く 人々 に 向かって こう 言わ 
れた。 「わたし を 信じる 者 は， わたし 
を 信じる ので はなく， わたし をつ か 
わされた かた を 信じる ので あり， ま 
た， わたし を 見る 者 は， わたし をつ 
かわされ たかた を 見る ので ある。」 

(ヨハネ 12  ：  34,  44—45) 

また あの 2 階 家で， 「わたしたちに 
父 を 示して 下さい」 と 願った ピリ ボ 

に 答えて， 「イエス は 彼に 言われた， 

『…わたし を 見た 者 は， 父 を 見た の 


である。 』 （ヨハネ 14  ：  8  —  9) 
これらの 教え は 簡明で， 使徒 時代 
の 教会の 人々 は， イエスが アダム や 
モー セに 御自身 を 啓示され たまこと 
の 生ける 神と 生き写し である こ と を 
信じて いた。 

しかし， 時の 絶頂の 時代の 民 は 現 
代の 民 や アダム や モー セの 時代の 民 
と少々 違って いた。 彼ら は 神よ り も 
サタン を 愛し， サタンが 民の 中に 来 
て， 異教の 教え や 詭弁 を 操って は 
「神 を 信じるな」 と 教える と， 神 を 
信じない ようになった。 紀元 325 年に 
はまことの 生ける 神 を 知っていた 使 
徒の 教会が 没落して 混乱に 陥って い 
たこと が， 二 ケア 信経から も 明白で 
ある。 人類 は 19 世紀まで その 深い 暗 
黒の 中に あった。 

人 はまことの 生ける 神 を 知り， 神 
に 信仰 を 持って こそ， 主 を 求め 主の 
義を 打ち 建てよ う とする 気持に 駆ら 
れ るので ある。 この 知識と 信仰が な 
いと 人に 災いが 下る こと を 知って お 
られる 神 は その 無限の 慈悲に よ り ， 
再び 御自身 を 明らかにされた。 

そして， 過去に アダム や モー セゃ 
ィ エスな ど を 召して 啓示され たよ う 
に， この 最後の 神権 時代に は ジョセ 
フ 'スミ スを 選ばれた。 神が ジ ョ セ 
フ をみ 手に 取られた とき， 彼 は 世に 
対して まったく 無名の 若者であった。 
しかし 神に とって， ジ ヨセフ は 見知 
らぬ 者ではなかった。 彼 は 天に おい 
て 主から 選ばれ， 末日の 回復の 力 あ 
る 予言者と して 予 任されて いた。 

その 青年 予言者が 1820 年の 早春に 
あの 聖 なる 森から 出て 来たと き， 彼 
に はま ことの 生ける 神に 対する 確か 

な 知識が あった。 彼 は 御 父と 愛する 
御子 ィ エス' キリスト に まみえ， 言 

葉 を 交わした からで ある。 

ジ ヨセフ は 天上のお 二方が 触 知で 
き ると いう 点で は 人と 同じ 骨肉の 体 
を 持って おられ， 神 は 本当に 人間 を 


ご 自分の 姿に 似せて 造られた の だ と 
いう こと を， アダム や モー セと 同じ 
確信 を も つて 知った。 

その 24 年後， ジ ヨセフ 'ス ミス は 
まこと の 生ける 神に 対する 自分の 証 
を 血で 結 び 固めて 殉教した。 

この 短い 生涯の 間に， 神の 神権 を 
天から 受けた 彼 は 天よ りの 指示の 下 
に， 末日 聖徒 ィ ヱス. キリス ト 教会 
を 設立した。 そして 教会 は， 全世界 
の 生きと し 生ける すべての ものに ま 
ことの 生ける 神 を宣べ 伝えよ という 
神聖な 命令 を. 再び 受けた。 （教義と 聖 
約 68  ：  8， 112:  28 参照） これ こそが 
末日 聖徒 ィ エス' キリス 卜 教会の 使 
命で あり， 教会 は 全力 を 傾けて それ 
を 行な う ので ある。 

そして 今， 教会 内外の 愛する 兄弟 
姉妹の 皆さん， 私の 声 を 聞いて いる 
すべての 人に， 私 はまことの 生ける 
神 を 証す る 責任と 栄誉 を 持つ 者と し 
て， 神が 御自身 を 示された それらの 
啓示， これまで 私の 述べて きた こと 
が 真実で あると 証す る。 また， 神 を 
受け入れて 神の 義を 確立し よ う と努 
める すべての 人に は， 冒頭の 改宗者 
が 語って いた あの 平安が やってく る 
こと， そして 多くの 民が 神 を 知る よ 
うに なれば， その 知識と 信仰が 心に 
変化 を 生み， 自分ば かり かこの 騒然 
と した 世の中に も 平安 を もたらす こ 
と を 証す る。 なぜならば， 個々 の 人 
間にと つても 国家に とっても， 平和 
の 鍵 はまことの 生ける 神に 対する 知 
識と 信仰 だからで ある。 そうして 得 
られる 平安 を 避けて いると， 論争と 
争いが 増して， やがて は 予言者た ち 
の 言う 破滅に 至る だ けで ある。 私た 
ちが まことの 生ける 神 を 尋ね， 見い 
だして， 平安 を 選び 取る よう， 神が 
恵みた まわん こ と を。 イエス' キリ 
ス ト のみ 名に よ り， へりく だって 祈 
る 次第で ある。 ァーメ ン。 


37 


揺るがぬ 信仰 

十二使徒 評議員 会 会員 

デル バー 卜 'L 'ス ティ プレー 


愛する 兄弟 姉妹， 友人た ち， ただ 
今 話された 愛する ダン 兄弟から 私の 
話の 題 を 御 紹介いた だき うれしく 思 
う。 使徒 ヤコ ブの 書簡に ある 聖句 力；， 
私の 説教の テーマで ある。 

「あなたが たのうち， 知恵に 不足し 
ている 者が あれば， その 人 は， とが 

与える 神に， 願い求め るが よい。 そ 
うすれば， 与えられる であろう。 た 
だ， 疑わないで， 信仰 を もって 願い 
求めなさい。 疑う 人 は， 風の 吹く ま 
まに 揺れ動く 海の 波 に似てい る。 そ 
ういう 人 は， 主から 何 か をいた だけ 
る ものの よ う に 思うべき ではない。 
そんな 人間 は， 二心の 者であって， 
そのす ベての 行動に 安定がない。」 
(ヤコ ブ 1 ： 5  —  8  ) 

近代の 予言者 ジ ヨセフ. ス ミス は 
少年のと きに， 当時の 信仰 復興 運動 
者た ち が 説 く 種々 の 教え に 家族が 影 
響され るの を 見て， 自分の 信仰 を考 
えさせられた。 

そして この 聖 句の 約束 を 読んで， 
「神に 願い求め」 ようと 祈った。 そ 
の 彼の 熱心な 祈 り を 契機 として， 神 
のみこ ころに かなう この 最後の 神権 
時代に キリ ス 卜の 教会が 回復され た 
ので ある。 し 力、 し， この 聖句は 特別 
な 人 だけに あてはまる もので はない。 
神 は 人 を かたよ り 見ない 御 方で ある。 


(使徒 10:  34 参照） この 約束 は， 光 
と 真理 を 熱心に 求める すべての 人に 
与えられ ている。 

デビ ッ ド. 0  • マ ッ ケィ大 管長 は 
このよう に 語って いる。 

「信仰 は 行為に 示されて いる。 そこ 
に 知恵が ある。 知識 を 日常生活に 生 
かす こと， 良い 行ない をす る こと… 
…知恵 は 偶然に は 得られない。 努力 
がいる。 知恵の 源 は 神で ある。 私が 
あなたに 人間に と つて 最大の 功績 は 
何 か と 問 うたなら， 知識で はな く  ， 
知恵と 返答しても らいたい と 考えて 
いる。 世の中の あらゆる 知識 を 得た 
とて， 知恵に 欠けて いたならば， 均 
衡を 持たない 高性能の ヱ ン ジン さ 
な が ら である。」 

知恵と は， ここに 言われる 通り， 
知識 を 正しく 用いる ことで ある。 

この 末の 時代に， 神 は 民に 知恵 を 
求めよ と 告げられた。 

「そ は， 必ずしも すべての 人 信仰な 
きが 故に， 汝ら 努めて 求め， 互いに 
知恵 ある 言葉 を教 うべ し。 然り， 汝 
ら 最も 善き 書よ り智恵 ある 言葉 を 探 
し 求めよ。 また 正に 研究と 信仰と に 
よりて 学問 を 求むべし。」 （教義と 聖 
約 88  ： 118) 

祈り と 揺る ぎない 信仰に よらない 
で， 奥深い 知恵が どうして 得られよ 
うか。 いつまでも 信仰 を 反省， 評価， 


疑問 視す る こと が 必要 だ と 考えて い 
るなら， 果たして その 人 は 本物の 信 
仰 を 持って いる と言える だろ う か。 
自分の 信仰 は 堅固で 揺 る がぬ 信仰 だ 
ろう 力、 神の 律法 を あれこれ 取捨せ 
ずに 守って いる だろ う か。 揺るがぬ 
信仰 を 持つ こと は， 個々 の 原則 を 日 
常 生活に 応用す る ことで ある。 例 を 
あげて 説明して みよ う。 

何 か を 決意した 人， 例えば タバコ 
を やめよ う と 決意した 人が いると す 
る。 周りの人 は タバコ を 吸って いる 
ので， やめよう とする 強い 意志が 必 
要で ある。 彼 は 断固たる 決心 を もつ 
て 禁煙 を 実行す る。 

あ と で 誘惑の こと を 考えたり する 
が, 一線 を 画して 誘惑に は 負けない。 
自分の 決心 を 守る こ と で 満足が 得ら 
れ， もはや それ は 問題ではなくなる。 
原則が あって， 彼 は それ を 認め， そ 
の 原則に 従う ことができ るので ある。 

そしてつ いに は 確 心 を 持って， 「原 
則 ？ 何が 原則 なのだろう」 と言うよ 
うになる。 もう 自分 を 振り返る 必要 
はなく， それが 彼の 生き方 そのもの 
になる ので ある。 

揺るがぬ 信仰 を 持った 人 は 聖典に 
大勢 出て くる。 ひとり 息子の イサク 
を 主に 犠牲と して 捧げよ と 神から 命 
じられ た アブラハム も， その ひとり 
である。 アブラハム は 用意 をし， ィ 
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サクを モリ ャの 地に 連れて行って， 
山に 祭壇 を 築き， イサク を 捧げよう 
とした 力;'， そのと きに 天使が 言った。 
「わらべ を 手に かけて はならない。 
また 何も 彼に して はならない。 あな 
たの子， あなたの ひとり 子 を さえ， 
わたしの ために 惜しまないので， あ 
なた が 神 を 恐れる 者で ある こと を わ 

たし は 今 知った。」 （創世 22  ： 12) 

別の 例 は 予言者 ノアで ある。 彼 は, 
主が 人間 を 造った こと を 「悔いる」 
ほどに 邪悪が はびこった 時代の 人で 
ある。 聖書に は， 「しかし， ノア は 主 
の 前に 恵み を 得た」 （創世 6  ：  8) と 
書いて ある。 

ノ ァは 破滅の 道 を 歩む 民に 警告し 
て も かえって あざけられ， ののしら 
れ るの を ものともせず， 神の 勧めに 
忠実に 従った ため， 家族と 共に 神の 
庇護 を 受けて 洪水から 救われた。 

使徒べ テロ は， 水の 上 を 歩いて 来 
なさい と 主から 言われた ときに， 信 
仰が ぐらついた。 

「しかし， 風 を 見て 恐ろ しくな り， 
そしてお ぼれ かけた ので， 彼 は 叫ん 
で， 『主よ， お助けく ださい』 と 言つ 
た。 イエス はすぐ に 手 を 伸ばし， 彼 
をつ かまえて 言われた， 『信仰の 薄い 
者よ， なぜ 疑った の カリ。」 （マ タイ 14 
： 30—31) 

明るい 部屋に は 闇が 入り込めない 
よ う に， 真実の 信仰が ある 心に は 疑 
いは 生まれない。 

揺れ動く 心と， 風に 吹かれて 荒れ 
る 海 を 引き 比べた 主の 言葉 は， 多く 
の 人の 生活に 影響 を 与えて きた。 た 
いていの 人 は IiH いでいる 海 を 見た こ 
とが あろうし， また， 強風 や 高波が 
恐ろしい 力と なって 破壊す る 様 を 見 
たこと があろう。 サタンの 攻撃 も そ 
れに 比べられる。 私たちが 平安で 主 
の 側に いる と きに はサタ ンの 力が 感 
じられ ない が， 偽りの 教え や 人の 哲 
学 や 詭弁の 風に もて あそばれる と き 
に は， 不信仰の 海に 浸かったり， 果 
て は おぼれて しまった りして， 主の 


みたまが 完全に 自分の 生活から 離れ 
て 行く こ とが ある。 そのよう に 自分 
を 治められず， 惑い， 揺れ動く 心の 
人 は， 主からの 恵み を 受ける ことが 
できない。 

知 り つつ 神の 戒め を 破って 罪 を 犯 
した 人 は， 真心から 悔い改めて 罪 を 
捨て， 神の み 旨に 沿った 生活 をして， 
身と 霊 を 清められ， 罪が 赦 された と 
いう 気持 を 感じる まで， サタンに 打 
ち 叩かれる。 そうして 信仰 を 新たに 
した 人々 は， 罪の 中に あった 時期 は 
人生で も 一番 惨めな 時期 だ つたと 証 
している。 過ちの 償い を 経験した 彼 
らは， これから は 正しい 道 を まつす 
ぐに 歩 も う と， 揺るがぬ 信仰 を 持つ 
に 至ってい る。 

現代の 時流 は 福音の 教えから 遠く 
離れて いる。 この 傾向 力; 続く 限り， 
行く手 は 破滅で ある。 神 は 欺かれな 
いからで ある。 神の 裁き は 必ず 悪人 
に 下る。 神 は 古代， 近代の 予言者た 
ち を 通じて そのよう に 宣言して おら 
れる。 

動揺と 挫折と 増大す る 悪の 力が 福 
音の 原則 や 標準 を 脅かして いる 世の 
中に あって， 両親， 教師， 指導者た 
ちに は， 現代の 若者 を 待ち受ける 様 
様な 問題と 堂々 とわたり 合う 知恵と 
分別が 必要で ある。 

揺るがぬ 信仰 は 人生の 早い う ちか 
ら 培うべき である。 ソロモン も それ 
を 勧告して いる。 「子 を その 行くべき 
道に 従って 教えよ， そうすれば 年老 
いても， それ を 離れる ことが な 
い。」 （箴言 22  ：  6) 

予言者 ジ ヨセフ' ス ミス はこの よ 
う な 信仰 を 年少の 頃から 養われて い 
た。 彼 は， 堅い 信仰 を 持って 正直に 
真心から， 真理 を 知って 神の みもと 
へ 行く 正しい 道 を 見つけた いと 思つ 
た な らば， 主 は 必ず 約束 を かなえて 
下さる と， 心底から 信じて いた。 

実に 大勢の 若者た ちが， 学校 やそ 
の 他の 場所で， キリスト の 福音の 教 
えと 一致し ない 考え方 を 教わって い 


る。 あれ を 試し， これ を 試しして， 
自分で 物事 を 知る よ う に 勧められて 
いるが， この 逸脱した 方法 は 不品行 
と 無軌道な 欲 を 許す ものである。 主 
はこう S われた。 「 熱心に われ を 
求めよ。 さらば， 汝ら われ を 見出さ 
ん。 求めよ， さ らば 与えられ， 叩け 
よ， さ らば 開かる る こと を 得ん。」 
(教義と 聖約 88  ：  63) 

これ は， サタンに 影響 を 受けた 人 
人の 気 ま ぐれに 付き合って 有害な も 
の を 試して みたり 不道徳 な 行為 を し 
てみ たり するとい う こと は 違う。 

信仰 をぐ らっかせ ている 人 は 悪魔 
の 手先が 操 る 教え に 逐一 聞 き 従って， 
道 を 離れて 行く  。 彼ら はみ たま を 失 
い， 心の 闇に 迷い込み， ついに は義 
と 真理 に 対す る 背教者 となり 果てる 
こと さえ ある。 私たち は 皆， パゥ 口 
のこの 勧告に 従おう と 努力し なけれ 
ばなら ない。 「 わたしたちの 告白 
する 望み を， 動く ことなく しっかり 
と 持ち続け」 ようで はない か。 （ヘプ 
ル 10  ：  23) 

私たちの 責任 は， 心 を 正しく 整え， 
不正 を 断ち， よこしまな 思い をぬ ぐ 
い 清めて， 悲惨な 破滅に 導 こ うとす 
る 謀略 者の 攻 妙な 誘いの 言葉 やむな 
しい 幻惑に だまされな いこと である。 

人 は 神の 助け を 必要と しない ほど， 
賢く， ま た 虚栄心が 強 く 自己本位な 
ものだろう 力、。 この 世の 知恵 は 神の 
前で は 愚かな ものである。 （I コ リン 
ト 3  ： 19 参照） それでも， 尊大な 心 
と う ぬ ぼれ を 捨て きれない 人々 は， 
神の 助けな しで 人生 を 立派に やって 
行ける と 考える。 人間 は 正しい 道 を 
神に 導かれなければ， 自分で は 何も 
できない こと を， 肝に 銘じ なければ 
ならない。 神権 は そのため にある。 

人 は 様々 な 学問の 分野で の 成長 ， 
発展， 業績 を昆 ると 心に うぬぼれが 
生じ， えてして それらの 通解への 到 
達 を 可能に してく れた 知識の 大本 を 
忘れる ものである。 人類 は 神 を 忘れ 
て 生き長らえる こと はでき ない。 神 
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を 忘れる こと は 神 を 捨てる ことで あ 
り， 神 を 捨てた 不義の 民に は 神の 裁 

きが 下る。 

若者で も 年寄りで も だれに とって 
も， 正しい ことが 何で あり， 歩む ベ 
き 道が どれで あるか を 判断す る た だ 
ひとつの 方法 は， 「とがめ もせずに 惜 
しみな く すべての 人に 与える 神に， 
願い求める」 こ とで ある。 

信仰と 祈りに よ り， へり くだって 
熱心に 知恵と 導き を 求める 人 を， 神 
は とがめられない。 それ を 喜ばれる。 
私たちの 天の 父で あ る 神 は 私たちが 
願い求めて 耳 を 傾けさえ するなら， 
いつでも 助けたい と 思って おられる。 
しかし 願う ときには， 心と 態度が 答 
え を 得られる ように 正しく なければ 
ならない。 神 を 信じる 信仰 は 心に 平 
安 を， そして 神 は 慰めと 導き を 願う 
祈りに よってみ も とへ 行く こ とので 
きる 自分の 永遠の 御 父な の だとい う 
確信 を 与えて くれる。 

テーマの 聖 句の 最後の 節 は， 揺れ 

動く 人の 様子 を 語って いる。 「そんな 
人間 は， 二心の 者であって， そのす 
ベての 行動に 安定がない。」 （ヤコ ブ 

1:8)  二心の 安定がない 人に なら 
ないように， 主 は 取るべき 道 を 示し 
て おられる。 

主 はこう 言われた。 「だれも， ふた 
りの 主人に 兼ね仕える こと はでき な 
い。 一方 を 憎んで 他方 を 愛し， ある 
いは， 一方に 親しんで 他方 をう とん 
じる からで ある。 あなたが たは， 神 
と 富と に 兼ね仕える こと はでき な 
い。」 （マ タイ 6  ：  24) 

知恵に 欠ける 私たちが， ひたすら 
神の 栄光 を 仰ぎ見て 揺るがぬ 信仰 を 
持ちながら 願い求めるならば， 全身 
が 光明に 満たされて すべての 事を理 
解す るであろう。 （教義と 聖約 88:  67 
参照） この 域に 到達し ない もの はみ 
な 色 あせて 無意味になる。 

神 は 私たちに ひと りで 悪の 力と 対 
決させて おられる ので はない。 サタ 
ンの 策略から 逃れる 道 を 定めて おら 
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れる。 

私たち は 皆， 救い主の 犠牲に よる 
永遠の 父との 仲保 を 求め， 救いと 昇 
栄と 栄光 を 得る ために 救 L 、主の 助 け 
を 求めて いるので はないだ ろ う か。 

救い主 は 言われた。 「わたし は 道で 
あり， 真理で あり， 命で ある。 だれ 
でも わたしに よらない では， 父の み 
も とに 行く こと はでき ない。」 （ョハ 
ネ 14  ：  6  ) 

私 は， 神の 王国に 行く に はこの 道 
しかない こと を 証す る。 救い主が こ 
う 言って おられる からで ある。 「まず 
神の 国と 神の 義とを 求めなさい。 そ 
うすれば， これらの もの は， すべて 
添えて 与えられる であろう。」 （マタ 
ィ 6  ：  33) 

使徒べ テロ は 賢明な 勧告 を してい 
る。 

「だから， あなたが たは， 神の 力強 
い 御手の 下に， 自ら を 低く しなさい。 
時が 来れば 神 は あなたがた を 高く し 
て 下さ るであろう。 

身 を 慎み， 目 を さまして いなさい。 
あなたがたの 敵で ある 悪魔が， ほえ 
たけるし しのよう に， 食いつ くす ベ 
きもの を 求めて 歩き回つ ている。 ... 
…信仰に かたく 立って， 抵抗し なさ 

い 0        」 （ I ぺ テロ  5  ：  6  ,   8  — 
9) 

キリ' スト の 福音に 従 うこと こそ， 
騒然たる 罪深い 世の中の たった ひと 
つの 安全な 道で ある。 世の中に は， 
正しい ものな ど 何もない と 考える 揺 
れ 動く 群衆が いる。 そして 一方， 契 
約の 箱 をし つかり 支えよ うとす るた 
く さんの 声 も 聞こえる。 

予言者 ジ ヨセフ • ス ミスと 兄の ハ 
イラ ムは， 末日の 神の み 業が 真実で 
ある こ との 証 を 自らの 血で 結び 固め 
たが， この 行為 は 使徒 パゥ n がへ ブ 
ルの 聖徒た ちに 書き送った 言葉 を 成 
就す る ものである。 

「いったい， 遣 言に は， 遣 言 者の 死 
の 証明が 必要で ある。 遣 言 は 死によ 
つての みその 効力 を 生じ， 遣 言 者が 


生きて いる 間 は， 効力がない。」 （へ 
ブル 9  ： 16—17) 

私 は 今お 聞きの 皆様で， 神の みこ 
ころ を 知りたい と 真実 正直に 願って 
いる 人々 にへ りく だってお 勧めす る I 
御子 ィ エス' キリス 卜の 福音の 計画 
を 勉強され るよう に。 それにつ いて 
祈り， ヤコ ブの あの 約束 を 試して い 
ただきたい。 神 は 必ずや 答え を 与え 
て 下さ ると， はっき り 申し上げる。 
みたまに よ る 温かい 気持が 胸 を 満た 
し， 平安と 満足が 心に 広がる であろ 
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使徒 ヤコ ブの 言葉 を も う 一度 繰 り 
返したい。 

「あなたが たのうち， 知恵に 不足し 
ている 者が あれば， その 人 は， とが 
め も せずに 惜しみな く すべての 人に 
与える 神に， 願い求め るが よい。 そ 
うすれば， 与えられる であろう。 た 
だ， 疑わないで， 信仰 を もって 願い 
求めなさい。 疑う 人 は， 風の 吹く ま 
まに 揺れ動く 海の 波 に似てい る。 そ 
ういう 人 は， 主から 何 か をいた だけ 
る ものの よ う に 思うべき ではない。 
そんな 人間 は， 二心の 者であって， 
そのす ベての 行動に 安定がない。」 
(ヤコ ブ 1 ： 5  —  8  ) 

兄弟 姉妹， 私たちが 常に 戒めに 従 
順に 歩み， 寄せられ ている 信頼に こ 
たえる ように， 私 は 心から 祈って い 
る。 私 は 末日 聖徒 ィ エス' キリスト 
教会が 真実で あると 知っている。 こ 
の 福音 は 真実で ある。 福音 は 救い を 
得させる 神の 力で ある。 現在 私たち 

は 神に よって 導かれて いる。 

教会 は あらゆる 年令， あらゆる 国 
籍の 正直で 誠実な 神の 子供た ちが キ 
リストの もとに 来て， キリストの 王 
国に 入る 用意 をす るよ うに 招いて い 
る。 私たちの すべてが その 望み を 持 
つよう に， イエス' キリスト のみ 名 
によって 謹んで 祈る ものである。 ァ 
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兄弟 姉妹， 私 は 再び 我家に 帰る こ 
とがで きて うれしい。 地球 一周の 旅 
行 を して 他国の 民 や 文化に 対する 理 
解 を 深める こ と も しばしばだった 力；， 
その 旅 を 終えて， 私 は 愛する 袓国ァ 
メ リ 力と その 自由 や 機会 を 感謝す る 
気持が 一層 強く なった。 

また， どの 国， どの 文化の 民 も 真 
理に 飢え 渴き， 新たな 真理に 対して 
心 を 開いて いると いう 印象 を 受けた。 
至る所で 心 ある 人々 が 光 を 求めて い 
る。 事実， 世界中が 真理 を 尋ね 求め 
ている。 

宗教 界， 科 学界 双方の 指導者が こ 
の 探究の 復活と， 発見され る 場所 を 
問わず 真理に 対 して 広量な 姿勢 を 持 
つ こと を 求めて いる。 

良き 人生と は， 信仰と 知識 を 基盤 
と した 真の 霊性 を 追求す る 人生で あ 
り， 真理に 自ら を 捧げる 人生で ある。 

信仰 は あらゆる 宗教の 土台で ある。 
盲 目 の 信仰 は 何の 役に も 立たない。 
真理に 対する あくな き 探求の 上に 築 
かれた 信仰の みが， 学究の 徒の 名に 
値する。 私たち は 不合理への 誘い を 
すべて 拒み， 事実 を 歪曲 あるいは 無 
視 する 傾向 をす ベて 卑 服し， 極端な 
狂信 を排 し， 何にもまして 真理 を 求 
めるべき である。 これ こそ， 私たち 
の 宗教， すなわち 神の 栄光 を 英知と 


説き， 人 は 知識 を 得ず して 救われな 
いと 主張す る 宗教の 堅い 土台で ある。 
ちょう ど 科学の 真理が 理論と 事実 
に 基く 研究に よって 試され， 証明 さ 
れ なければ ならない ように， 世界が 
予言者に 求めて いる 精神的， 霊的な 
真理 は， 人が それ を 試して 立証し， 
確認し なければ ならない。 あらゆる 
人 は 真理 を 研究 するとき に， 自分 自 
身に 誠実で なければ ならない。 自分 
の 理性 と 良心に 答 えな けれ ば な ら な 
い。 答えられな いもの は 人間と して， 
神の 子供と しての 尊厳 を 傷つけ る こ 

とになる。 まことの 尊厳 は 人と 争つ 
て 勝ち取る ので はなく， 名声が 落ち 
たといって 失われる もので もない。 
こ と に 信仰 によつ て 未知の 領域 に 踏 
み 込んで ゆく 霊的， 宗教 的な 探求に 
おいて は， 真理 は 不信仰の 試練に 打 
ち 勝ち， 迫害と 反対と 排斥と 憎悪の 
炎に 耐えなければ ならない。 地に 押 
しつぶ された 真理 は， もう 一度 立ち 
上がる であろう。 
ォ リノべ ■  一  • ゥ エンデ 'ル' ホームズ 

を 促して 「新生の 真理 を 生かし 置く 

ための 闘い」 は he  Battle  for  Sur- 
vival of  Newborn  I'ruth) といつ 啓 
発 的な エッセィ を 書かせた の は， 恐 
ら く ， 真理 は 永続 するとい う この 思 
いであった に違いない。 それ はこう 


いう エッセィ である。 
「時が 誕生の 苦しみに もだえる と き 
一時 一時が あえぐ 真理 を 生み出す 
そこで 生まれ た 真理 は 未熟で 不細 

ェに 見える 
家中の 恐れと 恥と 言われ 
乳母の ひ ざ にと ぐろ を 巻く 怪物 と 

言われる 
ある 者 は その 首 を 絞め， ある もの 

は 餓死 させよ うとす る 
だが 怪物 は 呼吸 を 続けて 手から 手 

にわた り 
百 人の はだけ た 胸から 乳 を 吸い 
おもむろに 姿， 形 を 見せて く る 
怪獣の ごつ ごつ し た 背中が 平 ら に 

しずま り 

蛇の ような 髮は琿 く 巻き 毛に 変わ 
り 

天使の 装いに 変貌して ゆく 
誕生の 時 をのろ つた 人が 口々 に 喜 

んで 迎え 
蛇 を 投げ捨て るよ う に 放り出した 

その 同じ 腕が， 手 を 広げて 抱き 

しめる」 

ここで 新しく 啓示され た 真理に つ 
いて 少し 話 をしょう。 この 詩人が 語 
つたよ うにし か 受け とめられ なかつ 
た 真理， つまり 人々 から 「未熟で 不 
細工」 だと 思われて いた 真理。 それ 
力; 姿， 形 を 現わして， 天使の 装いに 
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も 変貌しょう というの である。 

ほろ 苦さ を 残す 過去の 歴史 は， 私 
た ち が 今 宣言す る 大き な 出来事の 必 
要 欠くべからざる 先駆者 であった よ 
うで ある。 キリス 卜の 十字架の 死以 
後， 時の 絶頂 を 過ぎて 昼 は 終わり， 霊 
のた そがれが 続き， 日没が あり， そ 
して 暗闇の 幾 世紀が 経っての ち 夜 明 
けの きざしが 現われる。 夜 は 明け， 
陰 は 消え去った。 

i 主 は， 末日に 生きと し 生ける 者の 
上に みたま を 注ぐ という 約束 を， 何 
と 見事に 果 された こと 力、。 
私たちの 生きて いる この 時代 は， 
何と 素 晴ら しい 時代で ある こと 力'。 

この 150 年間に， 何と 目覚ましい ii^ 

が あつ たこと 力'。 

伝達 • 交通機関 だけ をと つても， 
も し 先祖が 私たちのと ころへ やって 
きたなら， まるで 神 わざと 言われる 
ほどの 進歩で ある。 ラジオ， テレビ， 
科学の 目覚ましい 発展， 電気 その他 
の 力 を 利用して， 先祖の 時代に は 怖 
れられ あがめられ ていた 自然の 力 を 
従わせて いる 有様に， 彼ら は啞 然と 
する であろう。 

しかし それらの 業績 や 偉業 を 誇る 
ための ものと しないよ うに， 私たち 
は それが どう 用いられて いるか を考 
え， 文明の 所産に よって 私たちの こ 
の 世界に 何が 起きて いるか を 心に 留 
めるべき である。 飢えと 欠乏， 悲惨 
と 災いが 世界に 広がって おり， これ 
らの 業績 や 偉業 を 生み出した 文明 そ 
の もの を 脅かして いる。 神の 偉大な 
計画に は， 難 波 船の 乗組員の ために. 
古い 41 物 を 壊して， 来る 人の ために 
居場所 を 作る 作業 も 含まれて いるよ 
うで ある。 しかし， それ だからと い 
つて 責任の ある 人々 を 安穏と させて 
おいて はならない。 主 は 「罪の 誘惑 
が 来る こと は 避けられない。 しかし, 
それ をき たらせる 者 は， わざわいで 

ある」 （ルカ 17: 1) と！^^ってぉられ 

るからで ある。 


しかし 物質が もてはやされ， 霊的 
な も のが 忘れられて いるよ う に 見え 
る 現状から 考えて， この 人間の 心と 
行動 を 扱 う 分野 だけに 大 き な 進歩 を 
期待して いてよ いのだろう か。 ある 
いは， 心の 進歩 や 霊の 啓発と いった 
点で， 新たな 真理 や 神よりの 啓示 を 
発見す る こと が 期待で き る だろ う か。 
主が， 肉なる すべての ものに 主の み 
たま を 注ぐ と言われた ときには， 物 
質に かかわって 働く 人 たちだけ に 霊 
感を 制限す るつ も りではなかった と 
思 う 。 霊の 領域 にも 新しい ものが 必 
要 だからで ある。 

御存じであろう 力；， ぺ テロと ョ'、 
ネ がヱル サ レム の 神殿に 詣 でて 美 し 

の 門に やって きたと き， そこに 座つ 
ていた 足の きかない 男が 彼らに 施し 
を 乞うた。 するとべ テロが 彼に 向か 

つて 3 つた。 「金銀 はわた しに は 無い。 
し 力 'し， わたしに ある もの を あげよ 
う。 ナザレ 人 イエス' キリストの 名 
によって 歩きなさい。」 （使徒 3  ：  6) 

聖書に は， 彼が いやされて 躍り 上 
がり， 自由にな つたの を 喜んで 叫び 
まわった と 書かれて いる。 それ を 見 
た 群衆が 驚き， 不思議に 思って 集ま 
つてく ると， ぺ テロ は 彼らに， この 
こと は自 分の 力 や 信心に よった ので 
はなく， イエス' キリスト のみ 名に 
よって 行なわれ たと 言い， 群衆に 向 
かって さ ら にこ う 述べた。 

「だから， 自分の 罪 をぬ ぐい 去って 
いただく ために， 悔い改めて 本心に 
立ち かえりなさい。 それ は， 主の み 
前から 慰めの 時が きて， あなたがた 
のために あら かじ め 定めて あった キ 
リストなる イエス を， 神が つかわし 
て 下さる ためで ある。 この イエス は， 
神が 聖な る 預言者た ちの 口 をと おし 
て， 昔から 預言して おられた 万物 更 
新の 時まで， 天に とどめて おかれね 
ばなら なかった。」 （使徒 3  ： 19-21) 

使徒 パゥ n は， 時 満ちた る 神権 時 
代に， 天上の もの も 地上の もの も 一 


切 を， キリスト にあって ひとつに 集 
める と 語った。 

これ も 御存じであろう。 ベタ ニヤ 
近郊で 11 人の 弟子た ちが ィ エスと ま 
みえた とき， イエスが 雲に 包まれて 
天に 上げられ， 白い 衣の ふたりの 天 
使が 集まって いる 人々 のわきに 立つ 
てこう 告げた。 「ガリ ラャの 人た ちょ， 
なぜ 天 を 仰いで 立って いるの か。 あ 
なた がた を 離れて 天に 上げられ たこ 
の イエス は， 天に 上って 行かれる の 
を あなたがたが 見た のと 同 じ 有様で , 
またお いでになる であろう。」 （使徒 
1 ： 11) 

ここでもう 一度， ヨハネ 力； パ トモ 
ス 島に 追放され ていた 時に 見た 示現 
の 素 晴ら しい 予言の 言葉 をみ てみ よ 
う。 「ところ 力;'， わたし は， 主の日に 
御霊に 感じた。 そして， わたしのう 
しろの 方で， ラッパ' のよう な 大きな 
声が する の を 聞いた。 その 声 はこう 
言った， 『あなたが 見て いる こと を 書 
き ものにして， それ を （アジア 
の） 七つの 教会に 送りなさい』。 そこ 
で わたし は， わたしに 呼びかけた そ 
の 声 を 見ようと して ふりむいた。 ふ 
りむく と， 七つの 金の 燭台が 目につ 
いた。 それらの 燭台の 間に， 足まで 
たれた 上着 を 着， 胸に 金の 帯 をし め 
ている 人の子の ような 者が いた。 そ 
のか しらと 髮の 毛と は， 雪の ように 
白い 羊毛に 似て 真白で あり， 目 は 燃 
える 炎の ようであった。 その 足 は， 
炉で 精練され て 光り輝く しんちゅう 
のよう であり， 声 は 大水のと どろき 
のよう であった。 その 右手に 七つの 
星 を 持ち， 口から は， 鋭い もろ 刃の 
つるぎが つき 出て おり， 顔 は， 強く 
照り 輝く 太陽の ようであった。 わた 
し は 彼 を 見た とき， その 足 もとに 倒 
れて 死人の ようになった。 すると， 
彼 は 右手 を わた しの 上に おいて 言つ 
た， 『恐れるな。 わたし は 初めで あり， 
終りで あり， また， 生きて いる 者で 
ある。 わたし は 死んだ こと は あるが， 
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見よ， 世々 限りなく 生きて いる 者で 
ある。 -…' そこで， あなたの 見た こ 
と， 現在の こと， 今後 起ろ うとす る 
こと を， 書きと めなさい。』 （黙示 1 

： 10-19) 

このように， 神の 御子 は 使徒 ョハ 
ネに 語られた。 

1820 年の 春， ちょうど 150 年 前の 春 
の ある 朝の 出来事に ついて， この 大 
会で も 話が あった カリ 私たちの 父な 
る 神が 人間に 御自身 を 現わされた。 
御 父が 独り子 を 伴い 天上から 自ら 降 
られ 共に ひと りの 青年と 私たちす ベ 
てに 語られた が， その メッセージと 
出来事が いかに 大切 かに ついては， 
十分に 承知され ていた。 そのと き以 
来， 他の 使いた ちが 訪れ， 様々 な 啓 
示が 与えられた。 天使 モロ ナイ， モ 
ーセ, ェ ライ ヤス 力 《， ぺ テロ， ヤコ 
ブ， ヨハネ， バプ テス マの ョノ ヽネ， 
ヱ ライ ジャ その他が 来訪した。 彼ら 
は 人々 に 語り， 委任し， そして 人間 
は 再び 神と 交わる よ う になった。 

さて 私 はこの よ うな 宣言が 懐疑と 
不信 を もって 迎えられる だけでなく， 
敵対と 怒りに も 出会う 現実 を 無視す 
る わけで はない。 人々 はこの 真理に 
対して， 義の 敵が 真理との 闘いで 必 
ず 使う 武器と まった く 同じ 武器 を 使 
つてい る。 

ここに も， 未熟で 不細工と 思われ 
た 真理が あった。 しかし 私 は 聖書 を 
信じる すべての キ リ ス ト 教徒に 問い 
たい。 あなた は， 聖徒た ち を 迫害し 
にダ マスコへ 向かう 途中で 一筋の 光 

を 見， 盲目に なった 彼が み 声 を 聞い 
たという タル ソの サゥ 口の 言葉 を 疑 
う だろ う 力'。 サゥロ は 「主よ， あな 
たは， どなたです カリ と 尋ねた。 す 


なと 答えが あった。 「わたし は， あな 
た が 迫害 している イエスで ある。」 
(使徒 9  ：  5 参照） 
キ リ ス 卜 教徒 はこの 記録 を 信じて 
いるが， それでも 彼ら は 神 は 人間に 
語られない と言う。 聖書 を 信じる 人 
人 は， モー セとェ ライ ヤスが 変貌の 
山に 現われ， ぺ テロ， ヤコ ブ， ョハ 
ネ も そこにいて 救い主と 交わる 彼ら 
を 見た と 告げる この 記録 を 受け入れ 
ている。 ここで 注意して 欲しい のが, 
モー セゃェ ライ ヤス は 当時 を さかの 
ぼる 数百 年 前の 人間 だとい うこと で 
ある 力；， それでも 人々 は， 「そうです- 
聖書の その 言葉 は 信じて います。 実 
際にあった ことです が， もう そのよ 
う な ことがある はず は あ り ません」 
と言う。 

繰り返そう。 人々 はどうして， 神 
が 人に 語られる こ と を 信じられない 
と言う. のだろう。 有史以来 神 はこの 
方法 をと つて こ られ たので はないだ 
ろう 力 S 私たちに 神 は 必要ない のか。 
私たちの 文明， 科学， そして 私たち 
の 誇る 学識が もはや 神 を 不要と させ 
たのだろう 力、。 

きょ うの あなたがた に対する 宣言 
はほんの 序幕に 過ぎず， 主 は 地を訪 
れ' 共に 父なる 神 も 来られ， 弓 I き 続 
いて 私が 先程 触れた その他の 人々 も 
現われた 力；， それ はすべ て， 来る ベ 
き ことの 序章に 過ぎない。 

復活祭の 名残 も 消え やらぬ 今， 主 
の こ の 約束 に 耳 を 傾けて いた だ き た 
い。 「また， われ 能力と 大 いなる 栄光 
と を 以て 天の 万 群と 共に 天よ り 現わ 
れ， 人々 と共に 正義 を 以て 一千 年の 
間 この 世に 留ま り 悪しき 人々 はこれ 
に 耐え ざれば なり。」 （教義と 聖約 29 


： 11) 

そして 再び マ タイの 言葉から， 「人 
の 子 は 父の 栄光のう ちに， 御 使た ち 
を 従えて 来る 力；， その 時には， 実際 
のお こない に応じて， それぞれに 報 
いるで あろ う。」 （マ タイ 16  ：  27) 

「すなわち， 主 ご 自身が 天使の かし 
らの 声と 神の ラッ パの鳴 り 響く うち 
に， 合図の 声で， 天から 下って こら 
れる。 その 時， キリスト にあって 死 
んだ 人々 が， まず 最初に よみがえ 
り，」。 （ I テサ ロニ ケ 4  ： 16) 

救い主が 再び 来りた も うとい うこ 
の 宣言 を， 兄弟， 姉妹， 友人の 皆 さ 
ん， 私 は あなたがた に対して これら 
の 真理 を 人に 教える 権能と 霊と によ 
つて， また 主の み 名に よって 宣言す 
る。 私 は 自分の 命が ある こと を 自分 
で 知ってい るのと 同じよう に 確かに， 
これが 真理で ある こ と を 知っている。 
それ は， キリスト 誕生のと きに ガリ 
ラ ャ の 丘で 天使 た ち が 羊 飼 t 、 に 告げ 
た あの 宣言 を 除いて， 世界の 歴史上 
最も 栄え ある 希望の 宣言で あり 約束 
である。 

人の 関心と 努力の おもむく 全 分野 
で， 真 通の 探究 を 続けよう ではない 
力 >。 「戦いの 太鼓が やみ， 闘いの 旗が 
議場で 巻き 収められ， 世界が ひとつ 
となると きが 来る まで」， 「平和の 君」 
が 来て 王の 王た る 位置に 着かれ， 全 
地に 1 千年の 平和が あると きまで。 

私たちが 一人一人， 主の 来臨のと 
き 主と まみえ る 用意が できる よ う に 
祈る 次第で ある。 主 は 来りた も う。 
それ も 私たちが 考える よ りず つ と 早 
く  。 この 真理 を， イエス. キリスト 
のみ 名に よ り 証す る。 アーメン 
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予言者の 役割 


十二使徒 評議員 会 会員 


マ一 ク '£'ピ 一タ一 セン 


兄弟 姉妹， 友人の 皆さん， 主の 安 
息 日に ここで 皆さん と共に 礼拝で き 
るの は 大きな 特権で ある。 

今 開催され ている 末日 聖徒 ィ エス' 

キリスト 教会の 大会 は， ここ 19 年中 
最も 異例の 大会で ある。 

教会の 過去 140 年で 最大の 発展 期 を 
画した 愛する デビ ッ ド •  0  • マッケ 
ィ 大 管長の 輝かしい 管理 時代 は 今や 
終わった。 

そして また 今， キリス 卜の 業に 長 
年 献身して 愛と 尊敬 を 集める ジ ョ セ 
フ • フィールデイング 'スミ ス大管 
長の 時代が 幕 を 明けた。 彼 は 明日 行 
なわれ る 教会員の 挙手に よって， 教 
会の 第 10 代大 管長と して 公式に 支持 
される であろ う 。 

末日 聖徒 ィ ヱ ス • キリス ト 教会の 
大 管長 は， 単なる 長に とどまる もの 
ではない。 私たちに とって， 大 管長 
は モ-- セゃィ ザャゃ エゼキエルが 召 
された と 同じ 意味で， 神の 予言者に 
選ばれた 人で ある。 その 古代の 予言 
者た ち は 啓示 を 受ける 者であった。 
彼ら は そのと き どきに 啓示 を 受け， 
時に 合つ た 神の 導き を 民の ために 受 
けて いた。 

私たち は それと 同じ 意味で， 教会 
の大 管長 を 受け入れ ている。 彼 も 啓 
示 を 受ける 者で ある。 彼 を 通じて 現 


在 も 啓示が あり， 様々 の 人生の 難問 
に 出合う 私たちの 助けと なって いる 
ので ある。 

しかし ユダヤ人 でも キ リ ス ト 教徒 

でも 現代の 大方の 人 は， 私たちが 大 
管長に ついて そのよ う に 言 うの をお 
かしい と 思って いる。 

彼ら はいぶ かしげに 「予言者です 
か」 と 聞く。  「予言者で すか。 予言者 
というの は 何です か。 現代人が 予言 
者に なれる というので すか。 予言者 
は 聖書の 時代 だけ じゃありません 
か。」 

実に 良い 質問で ある。 尋ねる にも， 
答える にも。 

一番 良い 説明 は， 聖書が 予言者に 

ついて どう Q つてい るか を 見て みる 
ことで ある。 そのような 神の しもべ 
は， 古代に あっても 重要な 人物で あ 
つた。 実際に， 主の 民に 対する 主の 
全 計画 は 彼ら を 中心に 動いて いた。 
予言者の ひと りが こう 語る ように， 
それ は 人々 の 間で 定着して いた。 「ま 
こ と に 主なる 神 は その しもべで ある 
予言者に その 隠れた 事 を 示さないで 
は， 何事 を もな されない。」 （ァ モス 

3  ：  7  ) 

旧約聖書 でも 新約聖書 でも， 聖書 
のどの 箇所 もこの 重要な 事実 を 示し 
ている。 


神 は 御自身の ものと 認め られた 民 
を 地上に お持ちであった 時代に はい 
つで も 民の ために 絶える ことなく 
導き を 施された が， その 導きが 生け 
る 予言者た ち を 通じて 与えられた 神 
よ り の 啓示であった。 

その 啓示 は 編 慕され， その 時代の 
歴史と 一緒に 聖典と なった。 そうし 
て 私たちの 手 も と にある のが 聖書で 
ある。 聖典の 厚み は 新しい 予言者が 
出る たびに 増して いった。 そのよう 
にしても モー セゃ ヨシ ユア， サム ェ 
ル， ィ ザャ， エゼキエル， マラキ， 
その他の 書が 集まり， 旧約聖書 とな 
つ たわけで ある。 

新約聖書の 時代 も それと 同じで あ 
も。 

このと きも マ タイ， マルコ， ルカ， 
ヨハネ， 使徒行伝， 数々 の 書簡と ョ 
ハネ 黙示録な どの 聖 なる 書き物が あ 
つて， ちょうど 旧約聖書の 時代の よ 
う にみ な 主の 方式に 従ってで きてい 
た。 

ところで， これが 実際に キ リ ス ト 
教会の 特徴だった のであろう 力、 旧 
約 聖書の 予言者た ちがいた よ う に， 
キ リ ス ト教の 予言者た ちがいた とい 
う の は 本当 だろ う 力、。 

使徒 パゥロ は， ィヱス が 御自身の 
教会に キ リ ス ト教の 使徒 ゃキ リ ス ト 
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教の 予言者た ち を 置いて， 教会員 や 
み 業 を 導く よ うにされ たと 教えて い 
る。 

では 現在， キ リ ス ト教の 予言者た 
ち は どこに いるの だろう 力、。 神 は 方 
法 を 変えられた のだろう 力 >。 全能者 
が 変わられた のだろう 力、。 それとも 
神 はきのう もき よう も 永遠に 同じに 
おられる のだろう 力、。 またもし 神が 
変わって おられない とするなら， 方 
法が 変わった のだろう 力、。 

主の 方法が 変わ らな いこと を 踏ま 
えた 上で， 現代の 私たち は 遠い昔の 
人に 語られた 聖 なる 言葉 を 熟考して-， 
なぜ それ が 現代 に 適用され て はなら 
ない のか を， 考えて みるべき である。 
も しょければ 次の 言葉 を 思い出して 
いただきたい。 

「まこと に 主なる 神 は その し も ベで 
ある 預言者に その 隠れた 事 を 示さな 
いで は， 何事 を もな されない。」 （ァ 

モス 3  ：  7 ) 

偉大な キ リ ス ト教 改革者た ち は， 
この 原則 を 認めて いた。 彼ら は， 古 
代に 神が 予言者 を 通じて その 民 を 導 
かれた こと を 知り， 自分た ちに 神の 
導きが 欠けて いる こ と を 認めた。 

マルチン • ルター を あげれば 彼 は， 
初期 キ リ ス ト教の 霊的な 力 はまった 
く 滅びた 力、 失われた かし， 救い主が 
興した キ リ ス ト教 はも はや 地上に 存 
在し ない こ と を 述べた。 

ジョン. ゥヱス レー は， 啓示な ど 

の 霊の 賜 は， 「コン スタン チン 大帝が 

キ リ ス 卜 教徒と 自称した あの 決定的 

な 時期」 以来 なくなつ たと 教えた。 
口 ジャー. ウイリアムズ も 同じよ 

う に 赤裸々 に 語って いる。 

「教会の 儀式 を 執行す る 資格 ある 人 
物 は 地上に いない。 教会の 大 いなる 
頭から 私の 待 g 望んで いる 新しい 使 
徒た ちが 遣わされて くるまで は， こ 
れか らも そのよう な 人物 は 存在し 得 
ない。」 

トーマス 《ジ ヱ ファー ソ ンは いわ 


ゆる 聖職者で はない が， 立派な キリ 
ス 卜教の 徒であった。 その 彼 も 本来 
の 福音が 失われた こと を 認め， 「原始 
キ リ ス ト教の 回復の 望み」 を 待ち か 
ねて いる こ と を 語った。 

ほかに も 聖典 を 注意して 学ぶ 大勢 
の 人が， 同じ 結論に 達して いる。 彼 
らも， 古代 キリスト教に は ひんばん 
に 見 られた 啓示 や 聖霊の 賜の 不在 を 
感じ， そのような 賜の 回復 を 待ち望 
んで いるので ある。 

しかし 彼らに， そのような 回復が 
ある こと を 信じさせ たもの は， いつ 
たい 何で あつたの 力、 聖典に 予言 さ 
れ ていたの だろ う 力 >。 

聖書に はキ リ ス 卜が 再び 降臨され 
ると 教えられ ており， その 出来事に 
先立って 神から 大 いなる 新たな 啓示 
が あり， 本来の 福音 も 回復され て 現 
代 世界に く まなく 宣べ 伝えられる と 
言われて いる。 

神よ りの 新たな 啓示に は 天使の 来 
訪も 含まれ， それ は 多くの 現代人に 
とって は 実に 不思議な こと とされる 
と， S 書 は 述べて いる。 しかし 私た 
ちに と つて 大切な の は 人の やり方で 
はな く  ， 神の 道で ある。 

と ころで この 新しい 啓示 はだれ の 
ところに 来る のだろう カヽ 現代の 予 
言 者 や 啓示 を 信じず， 現代に 天使の 
来訪が ある こ と を 否定す る 人々 に 与 
えられる だろう か。 信じようと せず， 
詭弁 を 弄して， 神の 介在と いう 原則 
を 拒否す る 人々 に 与えられる だろ う 
か。 

昔， み 言葉 を 受ける 予言者が いな 
かった 時代に， 神 は 目的 を 成就す る 
ために 新しい 予言者た ち を 起こされ 
た。 

主が ィ ス ラ エルの ェジ プト からの 

脱出 を 認めた もう 時まで， 民 は 400 年 
も 予言者 を 持たず， 真 連に 背いて い 
た。 そこで 神が 彼ら を 聖地に 連れ 帰 
る 準備 をす るに あたって， モー セと 
いう 新しい 予言者 を 起こす ことが 必 


要であった。 当時の イスラエルの 指 
導 者の 間に はふ さ わしい 者が いなか 
つたから である。 

キ リ ス 卜の 地上の み 業に 先駆ける 
使徒が 選ばれた とき， 神 は その 人 を 
サン ヒ ドリ ンの 中から 選び はされ な 
かった。 彼ら も 不信仰の 者で， 新し 
い 啓示 を 受ける 資格がなかった から 
である。 それで 神 は 主の 道 を 備える 
ことので きる 新しい 予言者， バプテ 
ス マの ヨハネ を 起こ された。 

聖典に 言われて いるよう に， 新し 
い 啓示が 与えられ ると 予言され てい 
た 私たちの 時代に も， 地上に は それ 
を 受ける 予言者が いなかった。 だれ 
も 近代の 予言者 を 信じなかった。 そ 
こで 神 はどう された だろう か。 神 は 
ジ ヨセフ • ス ミス という 新しい 予言 
者 を 起こされ， 彼は大 いなる 新たな 
啓示 を 受けた。 その 間に， 聖書が 予 
言す る 通り 聖 なる 天使の 来訪が あつ 
た。 どうして 天使た ちが ジ ヨセフ- 
ス  ミスに 現われた のだろう  力  >。  もち 
ろ ん 彼の 好奇心 を 満足 させる ためで 
はない。 その 天使た ちはジ ヨセフ. 
ス ミ スに 神の 権威 を 委譲し， 仕える 
資格 を 与える ために 来たので あった。 
このよう にして， 福音の 回復が 実現 
した。 

だが， それ は 一世紀 以上 も 昔の こ 
とで， ジ ヨセフ' ス ミス は 大 いなる 
かなたの 世界へ と 旅立った。 彼の あ 
と を 他の 人々 が 継いだ が， これら 正 
当の 継承者 は それぞれ 同じよ う に 主 
からこの み 業 を 進める 予言者， 聖見 
者， 啓示 を 受ける 者と して 任命され 
た。 

現在の 大 管長で， 今 大会 中に 正式 
な 支持 を 受ける ジ ヨセフ' フ ィール 
デ イング. ス ミス は， 同様に 神 か ら 
指 命され た 全能の 神の 予言者で あり， 
私たち は その 彼 を 支持す る もので あ 

る 0 

主が 私たちの 時代に この 古く から 
行なわれ ていた 方法 を 回復され たと 
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き， 大 管長に ついて 教会員に ひとつ 
の 戒め を 与えられた。 「 …… 汝ら 教会 
員 は， 彼が 上より 受 くるま まに 汝ら 
に 与 うる 誡 命と 彼の 言 と を 皆 心に と 
めて よく 聞き， わが 前に 全く 聖き道 
を 履むべき なり。 そ は 彼の 言 は， 汝 
ら 全き 忍耐と 信仰と を 以て， あたか 
も わが 口よ り 聞く 力; 如くに これ を受 
け 入るべき なれば なり。」 （教義と 聖 

約 21 ： 4  —  5  ) 

換言すれば， 現代の 予言者 は 昔の 
モー セ のよう に 神の 代弁者 となる の 
である。 

また 主 はも う ひとつの こと を 付け 
加えられた。 予言者の 言葉 を 疑いな 
がら 不承不承に 守る 者 は， 何の 報い 

も 受けない と言われ たので ある。 し 
か し 現代の 予言者の 教 え に 喜んで 従 
う 者に 全能者 はこ う 言われた。 

「 …… 彼の 言 は， 汝ら 全き 忍耐と 信 
仰と を 以て， あたかも わが 口より 聞 
く が 如くに これ を 受け 入るべき なれ 
ばな り。 これらの こと を 為さば， 地 
獄の門 も 汝らに 打 勝たざる べし。 而 
して， 誠に 主なる 神 は 汝らの 前より 
暗闇の 力 を 追い払い， 汝らの 為と 神 
の 御名の 栄光の ために もろ も ろの 天 
を も 震い 動かし めん。」 （教義と 聖約 
21 ： 5  —  6) 


これが， 私たち 末日 聖徒に 予言者 
がいる 理由で ある。 また これ 力；， 私 
た ち が 真心から 喜んで ジ ヨセフ' フ 
ィー ルディン ゲ. ス ミス を 教会の 予 
言 者， 聖 見者と して 支持す る 理由で 
ある。 

この 方法 は， 聖典 を 知っている 人 
人に は 不思議に 思 われない はずで あ 
る。 それ は， 不変で ありながら 長く 
忘れ去られ ていた， 聖書が 記して い 
る 方法の 回復と 継続に 過ぎない。 
私たち は そ してこう 言う ので ある。 
「来れ 予言者よ りみ ことば 聞け 
喜びて うたえ 真理の 道」 （讃美歌83 
番） 

こ こ で 私た ち が 語 る こと は 夢物語 
ではない。 それ は 厳然たる 事実で あ 
る。 諸 天 は 再び 開かれた。 神 はまた 
もや 人と 語られる。 

モー セが神 を 見， 顔と 顔を合わせ 
て 語つ たように， ジ ヨセフ' ス ミス 
は 神 を 見， 顔と 顔を合わせて 神と 語 
つた。 

ィ ザャが 天上の 光 を 受けて 民 を 導 
いたよ う に， デビ ッ ド •  0  • マッケ 
ィは 天の 光の もと， 民 を 導いた。 ぺ 
テロ， ヤコ ブ， ヨハネが キ リスト 教 

の 予言者， キ リ ス ト教の 使徒と して 
初期 キリス ト 教会の 業 を 指導した よ 


うに， ジ ヨセフ • フィー ルディ ング • 
ス ミス， ハ ロノ レド •  B  • リー， ナサ 
ン' エルドン' タナー は 同じく キリ 

ス ト教の 予言者， キ リ ス ト教の 使徒 
として， 回復され たィ エス' キリス 
ト 教会の 業 を 指導して いる。 

これら はすべ て大 いなる 事実で あ 
る。 福音 は 私たちの 時代に 回復され， 
今や 値 な し に惜 しみな く 全人 類 に提 
供され ている。 神の 啓示 を 受け， 神 
の 導きと 霊感に よって 歩む 予言者， 
その 神の 予言者た ち を 媒介と して。 

私たち は， この 大 いなる 福音に あ 
ず かるよ うすべ ての 人に お勧めす る 
ものである。 私たち はこれ が 神の 真 
理 であると 宣言す る。 パゥ 口が 偽り 
の 教え を 説く ことにつ いて 語った こ 
と をよ く 承知した 上で も ， 私た ち は 
この 教え を 謹んで 宣言す るので ある。 
私たちの 述べる こ と は 真実で ある。 

神 は 再び 天から 語られた。 神 は 地 
上に 新しい 予言者 を 起こさ- れた。 そ 
して 私たち はこ こで， 神が 選ばれた 
一番 新しい 予言者， 聖 見者， 啓示 を 
受ける 者の 前に 集まって いる。 私た 
ちが 彼の 導きに 従い， 挙手の 手と 真 
心 を もって 支持す るよう に， 切に 祈 
る 次第で ある。 アーメン。 
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たかが 教師 


十二使徒 評議員 会 会員 
卜一 マス 's. モンソン 


私たち はよ く  「時代が 変わった」 
という 言葉 を 聞く。 それ は その 通り 
であろう。 現代 は 医学， 運輸， 通信， 
探険な どの 分野で 長足の進歩 を 遂げ 
枚挙に いとまがない。 し 力、 し， 変化 
の 大海に もい つこう に 変わらぬ 孤島 
は 存在す る。 たとえ ば 少年 は 依然 少 
年で， 昔 変わらぬ 少年ら しい 誇り を 
持ち続け ている。 

あるとき， よく 交わされ ると 思う 
の だが， そんな 会話 を 耳に はさんだ。 

3 人の 少年が， 父親の 自慢話 をして 
いた。 ひとりが 言った。 「ぼくの 父 さ 
んは 君の 父さんより 大きい ぞ」。 する 
ともう ひとり 力;'， 「でも， ぼくの 父 さ 
んは 君の 父さんより 頭が いいよ」 と 
言い返した。 そこで 3 人目の 少年 力；'， 
「ぼくの 父さん は 医者 だよ」 と 言い， 
ひと りの 少年に 向かって ばかにした 
ように， 「君の 父さん はたかが 教師 じ 
やない か」 と 言った。 

母親に 呼ばれて 話 は そこで 中断し 
たが， その 言葉 は 私の 耳に 響き 続け 
た。 たかが 教師， たかが 教師， たか 
が 教師。 この 子供た ち もい つの 日 か， 
霊感 豊かな 教師の 真実の 価値 を 知る 
ようになり， そのような 教師が 自分 
の 人生に 残す 貴重な 足跡 を 真心 か ら 
感謝す る ことであろう。 
ヘンリー' ブルック • アダム スは 


「教師 は 永遠の 影響 を 残す。 彼 は そ 
の 影響のと どまる ところ を 知らな 
い」 と 述べて いる。 この 真理 は どの 
教師に も あてはまる。 第一に 家庭に 
おける 教師， 第二に 学校の 教師， 第 
三に 教会の 教師。 

最もよ く 印象に 残って いる 教師 は， 
私たちに 最も 影響 を 与えた 教師 で あ 
ろ 0。 彼女 は 黒板 を 使わなかった か 
もしれ ないし， 学位 を 持って いなか 
つた かもしれ ない。 しかし その 教え 
は 永遠で， 彼女の 真心 を 伝えて いる。 
その 教師と は 母親で ある。 父親で も 
ある。 事実， 親 は 皆 教師で ある。 

神から 託された そのよ う な 教師の 
教室に やってくる 生徒た ち， つまり 
私たちの 家庭に 生まれて く る 幼子 は， 
神の 家 か ら 地上 に 降り 立つ た ば か り 
のみず みずし く 愛らしい 花で ある。 

そのよ う な 思いが 詩人に ペン をと 
らせ たので あろ う 。 

「私 は 粘土の 一塊 を 取り， 

ある 日 何と はなしに 形 を 造った。 

指 をつ ける と 

粘土 は 私の 意の ままの 形に なった。 
日が 過ぎて 再び やってく ると， 
一塊の 土 は 堅くな り 
かっての 形 はい まだ そのままに， 
も はや 私に 形 は 変えられない。 
私 は 生ける 土  くれ を 取り， 


日に日に 優し く それに 触れ， 
力と 術と で 幼子の 
感受性 豊かな 柔 ら 力 >ぃ 心 を 練 つ た。 
年が 過ぎて 再び やってく る と ， 
目に する の は 

かっての 面影 を 宿 した 立派な 人 
も はや 私に 形 は 造れない。 

—— 作者 不詳 
初めの 教育 期 はっかの 間で ある。 
機会 は 失われ やすい。 教師と いう 責 
任 を 一寸 延ばしに する 親 は， 何年 か 
して ホ ィ ッ ターの 詩の 中の 言葉 を 辛 
い 思いで かみしめる こ とで あろ う 。 
「 -…" 舌に よ り ペンに よる 言葉の な 
ベて 悲 しきもの のうち 最も 悲しき は 
これ， 『もしもこう であったら』。」 
(ジョン 'グリーンリーフ • ホ イツ 
タ  一 Maud  MuIIer  「モー ド • マラー」 
53 節） 

親が 天与の 教育の 仕事 を 始める に 
あたって なお も 霊感が 必要 というな 
ら， この こと を ぜひ 心に 留める がよ 
い。 世に あって 最も 強い心の 結びつ 
き は， 大宇宙の 運行 や 小説 や 歴史 書 
を 見て 得られる もので はなく， 子供 
の 寝顔 をみ つめる 親の 中に こそ ある 
こと を。 「神の かたちに 創造し」 とい 
う 輝け る 聖書の 一節 は， 親が この 経 
験 をす るた びに 生きた 新し t  、意味 を 
加えて 行く。 家庭 は 天国と 呼ばれる 
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安息の 場と な り ， 愛情 深い 両親 は 子 
供た ちに 「祈る ことと， 主の 前に 正 
しく 歩む こと」 を 教える ので ある。 

(教義と 聖約 68:28) そのような 霊 
感に 満ちた 親に， 「たかが 教師」 とい 
う 言葉 は あてはま ら ない。 

次に 学校の 教師に ついて 考えよ う 。 
家庭教育の 一部 を 学校の 授業に まか 
せる 朝 は 必ずやって くる。 ジョ ニー 
も ナンシー も， 毎朝 家の 門口から 学 
校の 教室へ 向か う 楽しそう な 子供た 
ちの 中に 入る ので ある。 そこに 新し 
い 世界が 見つかる。 子供た ち は 自分 
の 教師に 出会う。 

教師 は 生徒 に 夢 や 希望 を 抱かせ る 
だけでなく， 自 分 と 自分の 将来 に 関 
す る 生徒の 心 構 えに も 影響 を 与える。 
も し も 教師が 未熟で あれば， 子供の 
人生に 傷跡 を 残し， 自尊心 を 深く 傷 
つけ， 自分に 抱く 生徒の イメージ を 
ゆがめて しまう。 し 力 >  しもし 教師 力； 
生徒 を 愛し， 生徒の 力 を 信じるなら 
ば， 彼らの' 自信 は 増し， 能力 は 伸び， 
将来 は 確かで あろ う 。 

残念な ことに， 良い 人生への 橋 渡 
しよりも， むしろ 信仰 を 失わせる の 
を 喜ぶ 教師が まま ある。 指導力が 間 
違った 方向への 指導力に もな り， 間 
違った 指導力 は 破壊の 力に もなる こ 
と を， 私たち は 忘れて はならない。 
J  •  ノレ 一 ベン 'クラーク' ジュニ 

ァ副 管長 は 次のように 言った。 「本源 
的な 真理に 対す る 信仰 に 疑い を 抱か 
せる 者 あるい は 信仰 を 破壊 させる 者 
は， 人の 身と 霊 を 傷つけ， 使えな く 
し， 不具に している ので ある。 神 は 
そのよ うな 者 を 厳しく 責めた も う。 
ほかの 人が 日の 栄光に 進む の を 故意 
にさえ ぎる 者， この 人が どれほど 深 
い 所に 落ちて ゆく か は 測 り 知れな 
い」 （「不死 不滅と 永遠の 生命」 第 2 
巻， pp.  143-144) 

私たちに 生徒 を 支配す る こ と はで 
きな くと も， 生徒た ちに 用意 を させ 
る こと はで きる。 「どのよう にして 


？」 という 問いに は， こ う 答えよ う。 
「神の 日 の栄の 王国 を 目指して 導き， 
神の 真理 と 人の 理論 を 区別す る 物差 
し を 与えなさい」。 

私 は 数年 前に そのよ う な 指導 書 を 
手に した。 それ は 一般に 合本と 呼ん 
でい る， モル モン 経， 教義と 聖約， 
高価なる 真珠 を 一冊に した 聖典で あ 
つた。 それ は 愛する 父親から 父に よ 
く 従 う 美しい 娘への 贈 り 物であった。 
その 父親 は 見返しの ページに， 次の 
よ う な 霊感 豊かな 言葉 を 書いて いた。 

「1944 年 4 月 9 日 

娘モ ーリ ンへ， 

あ な た が 真理 と 人の 哲学の 誤 り 

と を 判断す る 尺度 をい つも 持ち， 
知識 を 増して 霊的に 成長す るよう， 
この 聖 なる 書物 を 贈ります。 折 あ 
る ごとに 読み， 生涯 大切に して 下 
さい。 

愛する 父 

ノヽ 口 ルド •  B  • リ 一」 

「たかが 教師」 と言えるだろう 力、。 
最後に， 日曜日 ごとに 会う 教会の 
教師に ついて 考えよう。 このような 
場で， 過去の 歴史と 現在の 希望と 将 
来の 約束が みな 出会う。 教師 は 特に， 
パリ サイ 人と なる の は 簡単で， 弟子 
になる の は 難しい こと を 知る であろ 
う。 教師 は 何 を どんな ふうに 教える 
かの みならず， 生き方 そのもの によ 
つても 生徒た ちから 判断され る。 

使徒 バウ 口 は D —  マ 人に 勧告した。 
「なぜ， 人 を 教えて 自分 を 教えない 
のか。 盗むな と 人に 説いて， 自ら は 
盗む のか。 轰淫 するな と 言って， 自 

らは 姦淫す るの か」。 （ローマ 2  ：  21 
一 22) 

霊感に あふれた 力強い 教師で ある 
バウ 口 は， 私たちの 良い 模範で ある。 
バ' ゥ a の 成功の 鍵 は， 投獄され た 暗 
ぃ牢 での 彼の 体験が 語って いると 思 
う。 パゥロ は 兵卒の 足音と 自分 をつ 
なぐ 鎖の 音 を 聞いた。 バウ 口に 好意 
を 寄せて いたと 思われる 獄の 番人が， 


皇帝の 前で どう 振る舞つ たらよ いか 
聞きたい こと はない かと 尋ねた と き， 
バウ 口 は 自分に は 導き手が いる， 聖 
霊が いる と 返事 をした。 

この 聖霊 は， バウ 口が ァ レオ パゴ 
スの 評議 所に 立って， 「知られない 神 
に」 と 刻まれた 文字 を 読んで 語った 
と きに も 彼 を 導いた。 バウ 口 はこ う 
述べて いる。 「あなたがたが 知らずに 
拝んで いるもの を， いま 知らせて あ 
げ よう。 この 世界と， その 中に ある 
万物と を 造った 神 は， …… 手で 造つ 
た宮 などに はお 住みに ならない。 … 
…神 は， すべての 人々 に 命と 息と 万 
物と を 与え， …… われわれ は 神のう 
ちに 生き， 動き， 存在して いる …… 。 

 われわれ も， 確かに その子 孫で 

ある」。 （使徒 17  ：  23  —  24,  25，  28) 

も う 一度 尋ねよ う 。 「たかが 教師」 
なの だろ う か。 

家庭に， 学校に， あるいは 神の 家 
に， すべての 人に 影響を及ぼす ひと 
りの 教師が いる。 彼 は 生と 死， 義務 
と 将来に ついて 教え， 仕えられ るた 
めで はなく 仕える ために， 受ける た 
めでな く 与える ために， 自分の 命 を 
救うた めで はな く 人の ために 命 を 棒 
げょ う と して 生きた 人で ある。 彼 は 
肉欲よ り ももつ と美し い 愛と， 宝よ 
り ももつ と 豊かな 貧し さ を 語った。 
この 教師 は 律法 学者 たちのよ う にで 
はなく， 権威 ある 者の ように 教えた 
と言われ ている。 多くの 人が 金と 名 
誉を むさぼり， 「現われて は 消えて ゆ 
く」 哲学の 教えに 支配され ている 今 
の 世の中に あって， この 教師が 決し 
て もの を 書かれなかった こと を 覚え 
ていよう ではない 力、。 たった 一度， 
彼 は 砂に 文字 を 書かれた が， 風 は そ 
れを 永久に 消し 去った。 彼の 律法 は 
石の 上で はなく， 人の 心に 刻まれた 
ので ある。 私の 語る その 教師と は， 
全人 類の 救い主， 噴い 主， 神の 御子 
イエス • キリスト である。 

「われに 就きて 学べ」 という 優しい 
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主の 招きに， 熱心な 教師た ちが 応じ 
ると き， 彼ら は 学ぶ。 そ して， 主の 
聖ぃ 力に あずかる 者と もなる。 私 は 
少年の 頃， このような 教師に 教えら 
れた 経験が ある。 彼女 は 日曜 学校の 
クラス で 地球の 創造 や アダム の 堕落 ， 
ィ エスの 噴い の 犠性を 教えて く れた。 
クラスに は モー セゃ ヨシ ユア， ぺテ 
口， トマス， パゥ 口， イエス 'キリ 

ス 卜が 主賓と して 招き 入れられた。 
私たち は その 人々 を 見な かつ たが， 
彼ら を 愛し， 敬う こと を 学び， その 
よ う にな り たいと 思つ た も ので ある。 
ある 日曜日の 朝， 彼女 は クラスの 
子の 母親の 死 を悲 しそう に 発表 し た 
が， そのと きの 教え ほど， 鮮やかに 
いつまでも 心に 残る 教え はない。 私 
たち は その 朝， ビリーの いないのに 
気が付い たが， 休んだ わけ は 知らな 
かった， その 日の レッスン は， 「受け 
るより は 与える 方が さ いわいで あ 
る」 という テーマであった。 その レ 
ッスン の 途中で， 教師 は 自分の テキ 
スト を 閉じ， 神の 栄光に 対する 私た 


ちの 目と 耳と 心 を 開いて くれたので 
ある。 彼女 は， 「クラスの パーティー 
資金 はいく ら あり ます カリ と 聞いた。 
気持が 沈んだ 日だった ので， かえ 

つて 元気な 返事が 「4 ドル 75 セン 卜 
です」 と 返って きた。 

すると 彼女 は 静かに 提案した。 「ビ 
リ 一のお 家の人た ち はとても 悲しい 
と 思います。 あとでお 家 を 訪ねて， 
この 資金 を 差し上げて は ど うかし 
ら」。 

小 さ な 一行が 3  丁 ほ ど 歩いて ビ リ 
一の 家に 行き， ビリー や 兄弟， 姉妹 
や 父親に 挨拶した の を 覚えて いる。 
母親が いなかつ たのが 印象的で あつ 
た。 大切な パーティ 一 資金の 入った 
白 封筒が 教師の 手から 悲しみに 沈む 
父親に 手渡された ときの， みんなの 
目に 光った 涙が 今 も 忘れられない。 
私た ち は 軽やかな 足 ど り で 礼拝堂に 
戻った。 心 はいつ になく 晴れ やかで 
喜びに あふれ， 理解 も 深まって いた。 
神の 霊感 を 受けた 教師 は 少年少女の 
心に， 尊い 真理 を 永遠に 残して くれ 


たので ある。 「受ける よ り は 与える 方 
がさい わいで ある」 と。 

心に は 「聖書 を 説き 明して くださ 
つたと き， お 互の 心が 内 に 燃 え た で 
はない カリ （ルカ 24:  32) という エマ 
ォに 向かう 弟子た ちの 言葉が 思い出 
された ので はな かろ う 力 >0 

さて， 初めの 会話に 戻ろう。 少年 
が 「ぼくの 父さん は 君の 父さんよ り 
大きい」， 「ぼくの 父さん は 君の 父 さ 
ん より 頭が いい」， 「ぼくの 父さん は 
医者 だ」 と 得意気に 言われた とき， 
こう 返事で きたであろう。 「君の 父 さ 
んは ぼくの 父さんより 大きい し， 君 
の 父さん は ぼくの 父さんよ り 頭が い 
いか も しれない。 君の 父さん は パイ 
C ッ トゃ 技師 や 医者 かも しれない。 
でも， ぼくの 父さん は， 父さん は教 
師 なんだ よ」 と， 

私たち 一人一人が， この 真心から 
の 立派な ほめ 言葉に 値する よ う に， 
教師で あり 神の 御子で ある 主ィ エス' 
キリス 卜の み 名に よりへ り 下って 祈 
る 次第で ある。 アーメン。 
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予言者が 必要で ある 


十二使徒 評議員 会 会長 代理 

ス ペンザ一 • W • キン ボール 


き よ うの 大会の 模様 を 目に して， 
深い 感銘と 同時に 身の ひきしまる 思 
いがした。 私 は 個人と して， また 十 
二 使徒 評議員 会 を 代表して， ボイ ド' 

K • パッカー 長老 を 心から 歓迎した 
い。 私たち は 彼が 十二使徒 補助と な 
られた 最初の 日から 最も 尊い 召し を 
受ける きょうの 日まで， 彼の 成長 を 
目の あたりに してきた。 ここに 彼 は 
まことの 兄弟愛の 極致 を 見いだ すで 
あろつ。 

また， 長年の 間 友愛 を 交わして き 
たジ ヨセフ • アン ダー ソ ン 長老， そ 
して かねてよ り 献身的に 力強い 働き 
をされ ている デビ ッ ド •  B  'ヘイ ト 
長老， ウィリアム •  H  . ベネット 長 
老 を 教会 幹部の 席 に 歓迎 したい。 

今年 は 注目に 値する 年で ある。 時 
は 1 月， 歴史 は 大切な 時に さ しか か 
つた。 新しい ページが 開かれ， 新し 
い 時代 を 迎える ので ある。 

1970 年 1 月 18 日， 日曜日の 朝， ひ 
と りの 偉人の 胸の 鼓動が 止み， 年老 
いた 体 は 深い 眠りに 入った。 さなが 
ら 地震が 津波 を 起こす よ うに この 知 
らせは 全地 を 覆い， 遠方に あって さ 
え 真摯な 心の 無数の 民 は， この 世 を 
去った 偉大な 神の 人に 悲しみの 弔辞 
を 贈った ので ある。 

亡き 指導者の 顔 を 今 ひとたび 見よ 


うと， 雨の 中に も 彼 を 慕う 人々 の 長 
い 列が 続いた。 

タ バナク ルには 彼 を 愛する 人々 が 
つめかけ， 彼 をた たえる 言葉が 聞か 
れた。 

予言者 デ ビ ッド •  0  • マッケイの 
遺体 は 厳かな 雰囲気の 中で 静かに 眠 
つてい る。 

私たちの 頭 はうな だれ， 心 は 痛む 
が, この 霊感に 満ちた 予言者が ジョ 
セフ ゃブリ ガム や ウイ ルフ ォー ド な 
どの 同胞の 群れに 入る とき， 喜ばし 
い 再会が あるで あろ う 。 

空虚な 気持の 私たちに は， 彼 をな 
く してやつ ていける と 思えなかった 
力;'， しかし ひとつの 星が 地平線の か 
なた に 沈む とき， 新しい 星が 現われ 
る。 死 は 生命 を 生む ので ある。 

主の み 業に は 果てがない。 たとえ 
強力な 指導者が 死んでも， 王国に 継 
続 性 と 永続性 を 持たせ られた 神の 恵 
みに よって， 教会 は 一瞬たり とも 指 
導 力 を 欠く こと はない。 この 神権 時 
代に なつてから すでに 8 度 も 経験し 
てきた 通り， 民 は 敬 f 尨な 気持で 墓 を 
閉じ， 涙 をぬ ぐって 未来に 目 を 向け 
た。 

教会の 大 管長が 死ぬ と， 充分に 経 
験 と 訓練 を 積んだ 人々 が ひとつの ゲ 
ループに なって 教会 を 指導す る。 以 


前から その 召しが あり， 権能が 与え 
られ， 鍵が 委譲され ている。 5 日の 
間， 主の 王国 はすで に 権能 を 持つ こ 
の 十二使徒 評議員 会の もとで 動く。 
「地位 争い」 も， 選挙戦 も 選挙 演説 
もない。 まさしく 神の 御 計画で ある。 
主 は 賢明に も 人の 心 をよ く 御存じで， 
人間の 弱 さ を 超越した 完全な 組織 を 
作られた。 

注目すべき その 日 （1970 年 1 月 23 
日） が 訪れて， 14 人の 人々 は 敬虔な 

面 持で 神の 宮居に 向かった。 末日 聖 
徒 ィヱス • キリス ト 教会 を 管理す る 

十二使徒 定員 会の 会員た ちで， 中に 
はこの 厳粛な 経験 を 過去に している 

■4i ものつ す：。 

午前 も だいぶ まわって， 14 人が 聖 

なる 宮居から 出て 来たと き， 世に も 
重要な 出来事が 起きた。 短いながら 
空白の 期間 は 終り， 王国 は 十二使徒 
定員 会から 新しい 予言者に， ひとり 
の 指導者， 地上に おける 主の 代表者 
に， 再び 委ねられ たので ある。 彼 は 

この 尊い 召しに 至る まで 60 年 もの 間 
地道な 働き をな してきた。 今や 教会 
は 彼の 管理 下に ある。 

しかし， 彼が この 高い 職 を 受けた 
の は その 名の ゆえで はなく， 年少の 
と きから 当時の 生ける 予言者 を 通じ 
て， この 定員 会の 会員すな わち 使徒 
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となる ように 主から 召され， やがて 
先任 使徒と なり， 大 管長と なる まで 
貴重な 鍵の 数々 が 預け 置かれた ため 
である。 

彼 は 重大な 神殿の 会議に おいて 兄 
弟の 十二使徒 たちから 教会の 大 管長 
に 「按手 聖 任される」 と， 次に ふた 
りの 副 管長 を 選んだ。 雄々 しく 力 あ 
るふたり であった。 教師， 実業家， 
役人， 特に 教会 指導者と して 豊富な 

経歴 を 持つ ハロル ド •  B  • リ 一 長老 
と， N  'エルドン' タナー 長老で あ 

る。 

3 人の 大 管長 会 と 新た に 構成 さ れ 
た 十二使徒 評議員 会 は， 祝砲 も 歓迎 
の 飾り も 何 ひとつない 中， 慎まし くそ 
れぞれ の 事務室に 向かった。 こうし 
てみ 業 は 大きな 進歩と 比類ない 発展 
を 約束され た 新しい 時代に 入つ たの 
である。 

こ の 新世界に 回復 さ れた 計画 を紹 
介した の は ひと りの 少年であった。 
教会が 組織 された とき， ジ ヨセフ- 
ス  ミス  (1805 年 12 月 23 日 一 1844 年 6 
月 27 日） はわず か 24 歳であった。 

彼が 38 歳で 殉教す る と ， ブ リ ガ 
ム • ヤング （1801 年 6 月 1 日一 1877 
年 8 月 29 日） 力; 46 歳で 先任 使徒と な 
り， 第 2 代大 管長と なって ひ847 年 
I2 月 2? 日）， 30 年間 （76 歳まで） 教会 
を 管理した。 その後 代々 の大 管長 は 
62 歳から 84 歳の 間に 大 管長と な り ， 
79 歳から 96 歳で 亡く なって いる。 

ジョン' ティラー （1808 年 11 月 1 
日 一 1887 年 7 月 25 日） は 71 歳で 大管 
長と なり （1880 年 10 月 10 日）， 79 歳で 死 
去した。 彼の 死に 伴い， ウイルフ 才 
― ド 'ウッドラフ （1807 年 3 月 1 日 
一 1898 年 9 月 2 日） が 先任 使徒 と な 
つて （1887 年 7 月 25 日）， 2 年後 
(1889 年 4 月 7 日） に 82 歳で 大 管長 
に 支持され た。 彼が 91 歳で 亡くなる 
と， 口 レンゾ'' スノー  （1814 年 4 月 
3 日 一 1901 年 10 月 10 日） が 先任 使徒 
となり， 84 歳 で大 管長と なった。 


(1898 年 9 月 13 日）。 CJ レンゾ'. スノ 
一 の 在職 期間 は 短く， およそ 3  '4； 

(1901 年 10 月 10 日まで） であった。 
ジ ヨセフ •  F  'スミ ス大 管長 

(1838 年 11 月 13 日 一 1918 年 11 月 19 
曰） は 7 日間 （1901 年 10 月 10 曰か 
ら） 先任 使徒 を 務め， 1901 年 10 月 17 
日 ， 62 歳で 大 管長 となり， 80 歳で 死 
去した。 

ヒーバー •  J  • ゲラン ト大 管長 
(1856 年 11 月 22 日— 1945 年 5 月 14 
日） は 1 週間 足らずの 間 先任 使徒 を 
務め， （1918 年 11 月 23 日） 62 歳で 大管 
長と なり， 88 歳で 死去した。 

ジョージ' アル バート • ス ミス '大 
管長 （1870 年 4 月 4 日 一 1951 年 4 月 
4 日） は 7 日間 先任 使徒の 職に あり， 
75 歳で 大 管長と なり （1945 年 5 月 21 
日）， 81 歳で 死去した。 先週の 土曜日 
は 彼の 誕生 100 年に あたる。 

第 9 代大 管長 デビ ッ ド •  0  • マツ 
ケィ （1873 年 9 月 8 日 一 1970 年 1 月 
18 日） は， 5 日間 先任 使徒に 在職し， 
77 歳で 大 管長に 支持され （ISSl 年 4 
月 9 日）， 96 歳で 死去した。 

1876 年 7 月 19 日 生まれの ジョセ 
フ' フィールデイング • ス ミス 大管 
長 は 1970 年 1 月 18 日に 先任 使徒と な 
り， 1970 年 1 月 23 日， 93 歳で 大 管長 
となった。 

ジョン' ティ ラーから デビ ッ ド . 
0  • マッケイ に 至る 歴代の 大 管長 は 
62 歳から 84 歳の 間に 大 管長と な り ， 
79 歳から 96 歳で 死去 している。 

これらの 8 人の 大 管長が 平均 年齢 
73 歳で その 管理の 職 を 受け， 85 歳の 
死で 職 を 離れて いる こと は 興味深い 
ところで ある。 彼ら は 平均して ほぼ 
12 年間 職 を 務めて おり， 大 管長の 平 
均 寿命 は 約 79 歳で ある。 

大 管長と いう と 老齢の 人 を 思い 浮 
かべる であろう 力;， 青年 は 率先して 
活発に 働き， 一方 年長者 は 経験 や 長 
年の 神との 交わり を 通して 冷静 さと 
力と 知恵が ある。 


マッケイ 大 管長の 晩年に は， 物 好 
きな 人 や 心配性の 人 やよ く 知らない 
人々 の 間で 導が 飛び交い， 引退が 取 
り ざた された。 

百万 人 以上の 教会員が デビ ッ ド • 
0  • マ ッケィ 以外の 大 管長 を 知らず， 
混乱す る 人が いるの もむ しろ 自然で 

あつに。 

彼ら は 年齢 を 問題に した。 しかし 
古代の 族長 た ち は 皆 高齢 で ， アダム 
は 何 代 もの 子孫 を 治めて いる。 アブ 
ラ ハム， イサク， ヤコ ブ， モー セは， 
それぞれ 175 歳， 180 歳， 110 歳， 120 
歳で 死ぬ と きまで 民 を 管理した。 彼 
らは 老齢で あつたが， 経験 を 積んで 
深い 知恵と 頼 も しさ を 持って いた。 

人々 は 先例 を 話し合った。 先例 通 
りであるなら， はじめから 明ら 力、 に 
されて いる 順序 通 り になる わけで あ 
る 。 ブ リ ガム' ヤン グは 先任 使徒 と 
なって すべての 鍵と 権能 を 持った。 
今回 はスミ ス大 管長が 先任 使徒で あ 
つた。 これが 主の 方法で ある。 主 は 
指導者 をみ 手のう ちに 握って おられ 
る。 

初めて 大 管長の 交代が あつたと き， 
回復され た 教会 はわず か 14 年の 若さ 
であった。 それまで は 何 世紀 もの 間， 
予言者 はおろ か 「示現」 さえ 閉じら 
れ ていた。 そうした 状況で， 教会 や 
示現 や 予言者 という 貴重な 恵みの 基 
と 思われて いた 人物の 命が， カー セ 
ージで 凶弾に 奪われた とき， 民の 胸 
に 疑問が 渦巻 いたと て 何の 不思議 も 
ない。 使徒た ちが 伝道から 戻って 予 
言 者の なきがら を 埋め， 将来 を 考え 
始めた とき， すでにす ベての II！ を 持 
つていた 先任 使徒が モー セ のよ う に 
立ち上がり， 民 を 率いて， すべての 
疑い は 霧 散した ので ある。 

1844 年 9 月 2 日 号の タイ ムズ. ァ 
ン ド • シーズン ズ 紙の 社説に は， そ 
れ について こ う 書かれて いる。 
「至る所で， 『ジ ヨセフ • スミ スの後 
継 者 はだれ か』 を 論じ あう 騒ぎが あ 
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つた。 

それに 答えて 私たち は 言おう。 待 
つよう に， その 時が 来る までし ばし 
待つ ように， その ときには すべて を 
告げる と。 『大きな 車輪 は ゆつ く り と 

回る。』 今 現在 言える こと は，' 先月 8 
日に ノー  ブーで 教会の 特別 大会が 開 
かれ， 満場一致で 『十二使徒』 が 全 
教会 を 管理す ると 決まり， 大 管長 会 
に 交代が 必要な と きに は その都度 声 
明が ある こと， また 国外の 長老た ち 
は 知らない ことに は 沈黙 を 守る こ と 
が 最良の 策で ある こと …… J  {Times 
and  Reasons  「タ i ムス • アンド' シ 
ーズ ンズ」 第 5 巻， 1844 年 9 月 2 日， 
P.  632) 

この 波乱 多い 140 年間に， 10 人の 大 
管長が 教会 を 管理し， 78 人の 使徒が 
十二使徒 定員 会で 働いた。 

私たち は 身 も 心 も 引き締め， 霊感 
豊かな 指導者た ちの 下， 予言者 ジョ 
セフ • フィー ルディ ンゲ • ス ミスに 
導かれ， 強い 意志 を 固めて 新たな 旅 
立ち をす るので ある。 

彼 は 人格， 威風， 年齢， 地位の す 
ベて について 尊敬に 足る 人物で ある。 
最愛の 夫人が けさ ほど， 「手が 清く， 
心の いさぎよい 者， むなしい 事に 望 
み を かけない 者， 偽って 誓わない 
者」 と 歌われた 通りの 人物で ある。 
彼 は 創造主の 息子， 清く 気高い 神の 
人で ある。 彼 はこの 高い しに 主 か 
ら 任じられた。 過去 60 年間 王国の 細 
を 守り， 今日への 道 を 歩んで， ひと 
りの 予言者と して 教会員の 支持 を受 
けて きた。 きょ う 彼 は， 隅の かしら 
石， 教会の かしらで ある 主 イエス • 
キリス 卜の 下で あらゆる 鍵-を 一手に 
託される 唯一の 予言者と して 支持 を 
受けた。 

主の 予言者に は， 「万能選手」 にな 
る ことが 必要な ので はない。 若々 し 
い 運動家， 実業家， 資本家， 農芸 家 
である 必要 はない。 音楽家， 詩人， 
芸人， 銀行家， 医者になる 必要 も， 


大学 学長， 陸軍 大将， 科学者になる 
必要 もない。 

フ ラ ンス語 や， 日本語， ド ィ ッ語 
ゃス ペイ ン語を 話す 必要 はない。 た 
だ， 神の 言葉 を 理解し， 天よりの 教 
え を 受ける ことので きる 人で なけれ 
ばなら ない。 

雄弁で ある 必要 もない。 なぜなら 
神が 語られる からで ある。 主 は 人の 
弱き を 強き に 変えて み 言葉 を 伝えら 
れる。 主 は モー セ のかよ わい 声 を 力 
強い 声に 変え， 若き エノ クに人 を 震 
え 上がらせる 力 を 与えられた。 モー 
セも ヱノク も 神と 共に 歩んだ からで 
ある。 

主 は 言われた。 「わが 声に て 言わる 
る も， 僕らの 声に て 言わる る もみな 
一つな り。」 （教義と 聖約 1 ： 38) 

世に 必要な の は， 清く  ， 信仰 深く， 
汚れない 名 を 持って 神に ふさわしく 
振る舞い， 愛される 夫， 誠実な 父と 
して 模範 を 示す 予言者で ある 。 

予言者 は， 祭司 や 牧師 や 長老 以上 
の 人で なければ ならない。 彼の 声 は， 
新しい 計画， 新しい 真 連， 新しい 解 
答 を 啓示す る 神の 声と なる ので ある。 
私 は 予言者に 完全無欠 を 要求す るつ 
もり はない が， しかし 彼 は 神から 権 
威 ある 者と して 認められなければ な 
ら ない。 任命され ず， 権能 もない の 
に 職 を 受けた つも りで いる 人 は 世に 
大勢い る 力；， 彼 はそう ではない。 彼 
は 主と 同じように， 「 …… 律法 学者た 
ちの よ う にで はな く  ， 権威 ある 者の 
ように」 （マ タイ 7  ：  29) 語らな けれ 
ばなら ない。 

彼 は， 制限 を 緩めよ うとい う 人々 
の 声に 対しても， 勇敢に 真理 を 語る。 
神から 与えられた 自分の 務めと 任命 
の 神聖 さと， 人 を 召して 聖 任し， 永 
遠の 錠前 を 開 く 鍵 を 渡す 権能が 自分 
にある こと を 確信して いる。 

彼 は 古代の 予言者 たちのよ う に， 
「 …… 天に 於ても 地に 於て も ， 福音 
を 信ぜず 教えに そむく 者た ちに 対す 


る 証詞を 結び 固む る 権能 …… ， また， 
誠に 神の 怒 り 限りなく 悪しき 人々 の 
上に 注がる る 日まで， …… 彼らに 対 
する 証詞を 結び 固む る …… 」 （教義と 
聖約 1 ： 8_  9) 絶対の 権能 を 持つ 
ている。 また， 「 …… 何 にても 地に 於 
て汝の 結び 固む る ところ は 天に 於て 
も 結び 固められ， 何 にても 地に 於て 
汝の わが 名に よ り わが 言に よ りて 結 
ぶと ころ は 天に 於て 永遠に 結ばる ベ 
し。 …… また， 何者の 罪 にても 汝地 
に 於て 留 むる ところの 罪 は 天に 於て 
留められん …… 」 （教義と 聖約 132： 
46) と 主が 言われる 大 いなる 権能 を 
持って いる。 

必要な もの は パロで はなしに モー 
セ， ペルシャ ザル 王で はなしに エラ 
イジ ャ， ボン テオ 'ピラトで はなく 
てパゥ 口で ある。 

彼 は 家 や 学校 や 高層 ビル を 建て る 
建築家になる 必要 はない。 今 も 永世 
にも 耐える 建物 を 建て， 人と 造り 主 
との みぞに 橋 を 渡す 人と なる ので あ 
る。 

世が 予言者に 従った とき， 進歩が 
あった。 世が 予言者 を 無視した とき， 
結果 は 低迷と 隸属と 死であった。 

空中に は 四六時中， 無数の 電波が 
飛び交つ ている 力;'， 私たち は 日々 の 
仕事に 追われて それ を 聞く ことが 比 
較的 まれで ある。 し 力、 し， 放送局の 
電波 は 強力で， 私たちが 周波数 を 合 
わせて いさえ すれば どんな 番組で も 
聞く ことができる。 

過去 何千 年に も わたって 天から 大 
切な 導きのお とずれ とその 都度に 警 
告が 絶えず 送られて いる。 この 最強 
の 放送局の 放送 は 不変で ある。 歴史 
を 通じて， 予言者た ち は 幾度 も 周波 
数 を 合わせ， 民に この 放送 を 中継し 
てきた。 天よ りのお とずれ は 絶えた 
こ と がな かつ た。 

そのよう なおと ずれ は 民の 眼前で 
ダニエル にも 与えられ， それに 周波 

数 を ぴったり 合わせた 彼 はこ う 言つ 
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ている。 「この 幻 を 見た 者 は， われ ダ 
ニエルの みであって， わたしと 共に 

いた 人々 は， この 幻 を 見な かつ 

た。」 （ダニエル 10  ：  7  ) 

ダ マス コ に 向かって 一団の 人々 が 
旅 をして いたと きに も， 天よりの 素 
晴らしい 出来事が ありながら， 波長 
を 合わせて その 示現 を 受けた の はた 
つた ひとりであった。 同行者に は 声 
しか 聞こえなかった ことが， タル ソ 
の サゥロ に はなすべき 務め を 告げる 
畏怖の 召 しとな り， 彼の 一生 を 変え， 
多くの 人の 人生 を 変える 大事と もな 
つたの だが， 波長 を 合わせた の は 彼 
ひとり だった。 

ある ロシア 人 宇宙飛行士 た ち が， 
宇宙の かなた を 飛んだ が 神 も 天使 も 
見なかった という 報告 をした そ う で 
ある。 信仰 を 持たず， 神 を 認めない 
飛行士た ちに 言う こと は， いかに 遠 
く  ， いかに 高く 飛ぼう とも 彼ら は 神 
や 永遠の ものから ほど 遠い という こ 
とで ある。 霊的な こ と は 有限な も の 
によって 理解され ないから である。 


アブラハム はメ ソポタ ミヤ の 塔で， 
パレスチナの 山で， エジプトの 天幕 
で 神と まみえ た。 モー セは 荒野と 紅 
海で， あるいは シ ナイ 山で， また 
「しばの 中の 炎のう ちに」 神と まみ 
えた。 

ジ ヨセフ' ス ミス は 冷涼な 原生林 
ゃク モラの 丘で 神と まみえ た。 ぺテ 
口 は ガ リ ラ ャ の 湖 や 変貌 の 山で 神と 
まみえ た。 

主なる 神が， 新たに 召された 予言 
者ジ ヨセフ' フィールデイング' ス 
ミス を， これより 「自分の 父の 仕 
事」 をな し， 主の 「命の バン」 と 
「生ける 水」 を 続けて 与え， 「イスラ 
エルの 明かり をと もし」， まさに 神の 
代弁者と なる 彼 を 支持 されん こと を。 
主が ョ シュアに こ う 語られた 通 り ， 
彼に も 語られる ことこ そ， 私たちの 
祈りで ある。 

「きょう から わたし はすべ ての ィ ス 
ラエルの 前に あなた を 尊い 者と する 

であろう。 こうして わたしが モー セ 
と共にい たよ う に， あなた とともに 


おる こと を 彼らに 知らせる であろ 
う。」 （ヨシ ユア 3  ：  7  ) 

主が きょ う 支持の 挙手 をした 私た 
ち しもべと， その 機会 を 持たない す 
ベての 人々 を 祝福 されん こと を。 ま 
た， これより 私たちが イスラエルの 
子ら のように 彼の 手 を 高く 掲げ， 声 
を そろえて こ う 叫ばん こと を。 

「あなたが われわれに 命じられ たこ 
と をみ な 行います。 あなたが つかわ 
される 所へ は， どこへ でも 行きます。 
われわれ はすべ ての こ と を モー セに 
聞き 従った ように， あなたに 聞き 従 
います。 ただ， どうぞ， あなたの 神， 
主が モー セ と共に おられた よ う に， 
あなたと 共に おられます ように。」 

(ヨシ ユア 1 ： 16—17) 

「イスラエルよ， あなたの 天幕に 向 
かい」， 堅く 立って， 忠実に， 動じず 
に., 

イエス • キリス 卜の み 名に よって 

申し上げる。 アーメン。 
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世界に 伝える 言葉 

十二使徒 評議員 会 会員 
エズラ • タフト • ベンソン 


兄弟 姉妹， 3 日間に わたる 大会の 
7 回目の 部会 も 終わりに 近づき， 今 
会場に おられる 皆様 は毅 えに 锻ぇ抜 
かれた 体力 自慢の 強者ば かり とお 見 
受けす る。 

私 は ジ ヨセフ' フィールディング' 
ス ミ ス大 管長 を 予言者， 聖 見者， 啓 
示 を 受ける 者， この 教会の 大 管長と 
して， また 彼の 両脇に 立つ 大 管長 会 
の ふたりの 高潔な 人物 を， 心から 愛 
し， 支持す る ものである。 私 は， 彼 
らが 天よりの 霊感 を 受けて， この 教 
会 を 進歩 発展 さ せる 偉大な 神の 人で 
ある こと を 知っている。 

私 は 「世界に 伝える 言葉」 という 
題で お話したい。  . 

伝道 事業， すなわち 福音 を 宣べ伝 
える こと は， 福音が 地上に 存在した 
どの 時代で も 真の キ リ ス 卜 教会の 主 
要な 活動であった。 神の 予言者と そ 
の 他 大勢の 真理の 使節 は， 「時が 良く 
て も 悪くても」 （11 テモテ 4  ：  2) み 
言葉 を宣べ 伝えて きた。 

復活され た 主 は 天に 昇る 前に， 伝 
道が 非常に 大切な こと を 使徒た ちに 
強調し， 最後の 教えと して おられる。 
マ タイ は 福音書の 最後の 2 節で， そ 
の 重要な 教え を こ うまと めて いる。 

「それゆえに， あなたが たは 行って， 
すべての 国民 を 弟子と して， 父と 子 


と 聖霊との 名に よって， 彼らに パプ 
テス マ を 施し， あなたがたに 命じて 
おいた いっさい のこと を 守る ように 
教えよ。 見よ， わたし は 世の 終り ま 
で， いつも あなたがた と共にい るの 
である。」 （マ タイ 28  ： 19-20) 

マルコ は 次の よ う に 記録 している。 

「全世界に 出て 行って， すべての 造 
られ たものに 福音 を宣べ 伝えよ。 信 
じて パプ テス マ を 受ける 者 は 救われ 
る。 しかし， 不信仰の 者 は 罪に 定め 
られ る。」 （マルコ 16  ： 15-16) 

いずれの 福音の 神権 時代 も これと 
同様であった。 福音の 救いの 原則 を 
宣べ 伝える こと は， 第一に 果たす ベ 
き 大切な 責任であった。 

それ はこの 福音の 神権 時代 も 同じ 
である。 父なる 神と 御子 ィヱス • キ 
リストが ジ ヨセフ • スミ スに 現われ 
たもう た 輝かしい 出来事に 引き続い 
て， 回復され た 教会に 課せられた 最 
初の 大きな 責任 は， 福音 を 世界に 携 
え 行く こと， すなわち 御 父の すべて 
の 子 らに 伝える ことであった。 

それ は 極めて 大切な 一大 ドラマ， 
犧牲と 喜び， 苦難と 勇気， そしてと 
り わけ 隣人への 愛の ドラマであった。 
地の 面の どこに も， これに 匹敵す る 
人間 ドラマ を 見いだ せないで あろう。 
この 愛の 仕事 は， 血と 汗と 涙に よつ 


て 進められ てきた。 私たち は 一体な 
ぜ， それ をして きたの だろう 力、。 そ 
れは 天の 神が 命じ られ たからで ある。 
つま り 天の 神が 子ら を 愛して おられ 
て， 地上の 大勢の 人間が イエス • キ 
リ ス 卜の 福音の 栄え ある 救いと 昇栄 
の 原則 を 聞き， 自分の 自由意志 によ 
つて それ を 受け入れ， 守る 機会 を 得 
る こ とが 神の みこ ころ だからで ある。 

この 教会が み 名 をいた だく ィ エス' 
キ リ ス ト 御自身 力;'， 予言者 ジ ヨセフ. 
ス ミス （'ここう 宣言 された。 

「而 して， この 福音 は あらゆる 国民， 
あらゆる 血族， あらゆる 国語の 民， 
および あ ら ゆる 世の 人々 に宣べ 伝え 
ら れん。」 （教義と 聖約 133  ：  37) 

「この 故に， 主の 声 は 耳 ありて 聞か 
ん とする すべての 人々 に 聞かれん た 
め 地の 果 にまで 及ぶ。」 （教義と 聖約 
1 ： 11) 

「而 して， この 末の世に わが 選びた 
る 弟子た ちの 口より， すべての 人々 
に 警めの 声 は 及ばん。」 （教義と 聖約 
1 ： 4) 

「完全なる わが 福音， 弱き者た ち 単 
純なる 者た ちに よ り て 世界の いや は 
てまで も宣 ベら れ， また 王と 統治者 
との 前に 宣 ベら れんがた めな り 。」 
(教義と 聖約 1 ： 23) 
これら は， 再降臨 を 間近に 控えた 
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主 イエス. キリス トが自 ら 下された 
戒めで ある。 私たち は 主の 教会の 会 
員と して， この 命令に 応え， 福音の 
もたらす 恵み を 知る 者と して， この 
先 さ ら にこの 戒めに 応え 続ける であ 
ろう。 

何十 万 何百 万 という 宣教師が 乏し 
い 財産から 多額の 出費 をして 世界の 
国々 へ 出て 行った 理由が ここに ある。 

それが， 第 2 次 世界大戦の さなかに 
も大 管長 会が， 「我々 および 我が 教会 
はいかなる 場合に も 神よ り 与えられ 
た 命令 を 阻んで はならない」 と 声明 
した 理由で ある。 

これ は 主の 教会に 与えられた 命令 
である。 命令 は 遂行され るであろう。 
地 や 地獄の いかなる 力 も このみ 業 を 
阻止す る こと はでき ない。 身と 霊に 
満足 を もたらす 福音のお とずれ を 子 
らに 携え 行く という 主の 目的 を 妨害 
する こと はで きないの である。 主の 
目的 を 成し遂げる ために， 様々 な 形 
の 戦争， 激動， 災厄が 引き起こされ 
るか もしれ ない。 だが 神の 目的 は 成 
就され る。 神の 子ら は 然るべきと き 

に 救いの 福音 を 聞く であろ う 。 
鉄のカーテンが 溶け， 竹の カー テ 

ンが 壊れる 時 は 必ず 来る。 主の 告げ 
られた 言葉 は 必ずや 成就す る。 この 
教会員と 世界 各地の 心の 正 直な 人々 
に， 神 は その 業 を 導いて おられる こ 
と を 今一度 確認して おきたい。 神 は 
死んで はいない。 

「静まって， わたし こそ 神で ある こ 
と を 知れ」 （詩篇 46: 10) と 言って お 
られ る。 現代の 私たちに も こう 告げ 
て おられる。 

「この 故に， 汝の心 を はり 上げて 喜 
ベ。 汝の腰 を 引き からげ， わが 物の 
具 を ことごとく 身に 甲うべし， 汝悪 
しき 日に 遭いて 立ちむ かい， すべて 
のこ と 成就し 立ち 得ん ためな り 。」 

(教義と 聖約 27  ： 15) 
この 福音 を 受け入れよ う と してい 
る 世界中の 人々 に， また 彼ら を 助け 


る 忠実な 宣教師と 熱心な 家族に 申 し 
上げる。 信仰と 勇気 を もって 進みな 
さい。 あなたが たは 人の子ら を 救う 
という 世界最大の 事業に 携わって い 
る。 この 大事 業に 失敗 は 許されない。 

天父の 子ら に は 福音が 必要で ある。 
彼ら は， 福音 だけが 与える ことので 
きる 安心と 心の 平和 を 望み， 欲して 
いる。 天父の 子ら は 本来 善良で ある。 
私 は ある 時には 鉄のカーテン を また 
いで 60 力 国 余りに 及ぶ 国々 を 訪れて 
きた。 実際に ある 人々 は 神 を 信じな 
い 指導者の 専制 下に あるが， 彼ら も 
平和に 生き， 良き 隣人に なりたい と 
願って いる。 自分の 家庭と 家族 を 愛 
し， 生活の 標準 を 上げたい と を 望ん 
でい る。 彼ら は 心中， 正しい こと を 
したいと 欲して いる。 私 は， 主が 彼 
らを 愛して おられる こと を 知ってい 
る。 また 私 は 主の 卑しい しもべと し 
て， この 世界に 住む あまたの 人々 を 
心から 愛して いる。 

私 は この 2 年間， 謙遜で 穏やかな 
心の アジアの 人々 と 接して きて， そ 
の 思い を 新たに し， なお 一層 強く 感 
じている。 主が 戦争 ，占領， 革命な ど 
の 不幸 を 祝福に 変えられ るの を この 
目で 見て きた。 主の 予言 は 成就され 
つつ ある。 数年 前に は 不可能と 思わ 
れた 人々 に 現在 福音が 届いて いる。 
根強い 習慣 や 宗教 上の 教理 や 古来の 
国の 政策 という 障害が あ るに も かか 
わらず， 世界 各国に 大きな 変化が & 
こって いる。 私たちの 眼前で 奇跡が 
起きて いる。 主が 大きな 不思議 を 起 
こし， 福音の 祝福 を 身に 受けた 了. ら 
が 喜んでい る。 それ は 驚くべき こと 
である。 説明して みよ う 。 

「わが 誡 命の 書の はしがき にして， 
その 書 は 汝らに 公に せんた め わが 彼 
らに 与えし ところな り」 （6 節） と 主 
が 言われた 予言の 啓示 （教義と 聖約 
1 章） の 中で， 主 は 次のように 呼び 
かけられた。 「聴け， 汝ら わが 教会 
の 人々 よ。 いと 高き ところに 住みて， 


すべての 人 を 見 ま も る 者の 声は告 ぐ。 
日 く  ， 誠に われ 告ぐ， 汝ら 民よ， 遙 
かなる 所よ り 耳 を 傾けよ。 海の 島々 
にある 者よ， 共に 聴け。」 ( 1 節） 

こ の 意味 深い 言葉が 文字 通 り ァ ジ 
ァの 諸国で 実現して いる。 「汝ら 民よ， 
遙 かなる 所よ り 耳 を 傾けよ。 海の 島 
々にある 者よ， 共に 聴け。」 

私 は 一教 会 指導者と して 過去 2 年 
に 5 回 ほど アジア 諸国 を 訪問した 間 
に， この 予言の 言葉 を 何度も 引用し 
た。 タイ， マレーシア， ベトナム， 
シンガポール， インドネシア， イン 
ド など を 訪れる と， 「汝ら 民よ， 遙か 

なる 所より」 という 葉が 思い出さ 
れた。 旅行業者 はこの 地域から 西へ 
行っても 東へ 行 つても ソルト レーク 
. シティ 一まで は 同 じ 距離 だ と 話し 
て くれた。 また， タイ 語の 最初の 教 
会 出版物と して 前日に 刷り ヒ がった 
ばか りの ジ ヨセフ 《ス ミス の 証の 本 
を タイ国 王に 献！： したと きも， その 
こ と を 思い出した。 

「 …… 海の 島々 にある 者よ， 共に 聴 
け。」 モル モン 経に も 同様の 言葉が あ 
る （II  ニーフ アイ 29  ：  7  ， 11) が, 
この 2 年間に 島国 日本へ 行き， 800 人 
の 若人 を 前にした ユース 力 ン ファレ 
ンスの 4 時間に わたる 証 会で， 125 人 
の 証 を 聞き， 次の 集会 予定が あるた 
めに 閉会して も なお 85 人の 若者が 証 
をしょう として 待って いた あのと き， 
この a 葉が 私の 心に 浮かんで き た。 

今 はすで に ふたつの 集会 場 を 持ち， 
ひ と つの 教会堂が 現在 築 中 という 
シ ン ガ ポールの 地 を， 昨年 4 月 に 
献 したと きに も， 私たち は 「海の 島 
島」 という 葉 を 思い浮かべた。 

また 台湾 を 訪れた と き， そして 7 
千の 島々 に 4 千万 人の 民 を 擁する フ 
ィ リ ピンの マニラで， 2 千 人 以上が 
出席した 地方 部 大会に 出た と きに も， 
「海の 島々」 という 主の み V ふ 葉を忠 
つた。 友好的な 指^者の 歓迎 を 受け 
て 1 万 4 千の 島々 のィ ン ドネ シァの 
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国 を 奉献した と きに も， 再び 「海の 

島々」 という S' 葉が 胸に 浮かんだ。 

台湾で 国の 指導者と 会談し， 香港， 
韓国， その他 各地で 増え 続ける 教会 
員た ちと 語り合う と， それらの 親切 
な 謙 通で 勇気 ある 人々 が 主の 呼び か 
けに 応じて， 「共に 聴いて いる」 こと 
がわ かる。 

現在の よ う に 教会が 力と 手段 を 得 
て アジアの 諸国に かく も しっかり と 
手 を 差し伸べた 時代 は， 過去に 例が 
ない。 主の 時刻表に 定められた 時が 
到来して いる。 扉が 今 開かれて， ァ 
ジァを 舞台に み 業が 推進され る 時が 
来て いる。 訪問の 回 を 重ねる ごとに, 
頼もし さ を 感じ， あふれる ばかりの 
霊感 を 受けて いる。 み 業 は 広がって 
いる。 その 広がりが さらに 大きくな 
るの も 遠い ことで はない。 各国で 展 
開され ている 驚くべき 成長に は 霊的 
な 感動 を 禁じ 得ない。 そこ は， 何 億 

何十 億と いう 世界人 口の 3 分の 1 が 
住む ところで ある。 全人 口から 見れ 
ば， 当然 私たちの 仕事 は 始まった ば 
かりで ある。 

妻と 私 は， 多忙で はあった が 霊的 
な 3 週間 をァ ジ ァの各 伝道 部で 過 ご 
して 帰国した ばかりで ある。 5 つで 
あった 伝道 部が 4 力 月 前に 6 つに ふ 
え， 先 曰 は 8 つに なり， 1 年 以内に 
は 最低 も う ひとつ ふえる 見込みで あ 
る。 これ はこの 地域で 起こりつつ あ 
る 発展 を 示して いる。 

私 は 日本に 滞在中， 3 人の 教会 幹 
部 や 別の 3 人の 指導者と 合流した。 
これ はェク スポ' 70 として 知られる 
アジアで 初の， しかも 史上最大の 世 
界 博覧会の 3 月 14 日の 開幕に， 大管 
長 会から 指名され て 正式な 教会 代表 
者と して 招待 を 受けた ので ある。 

前日の 3 月 13 日に 一行 7 名と それ 
ぞれの 家族と， 万博 役員， 数名の 市 
長， 報道 関係者， それに 入場 可能な 
人数の 教会員 や 友人 力; 600 名 ほど， モ 
ル モン' バビ リ ォ ンの献 堂に 立ち会 


つた。 パ ビ リ ォ ン の 位置 は 申 し 分な 
く  ， 尖塔の 突端に 天使 モ 0 ナイ を 配 
した ill 物 や 「幸福の 探求」 という 魅 
力 ある テーマと 相 まって， 万博の 人 
気 を 集める こと は 間違いない。 初日 
に はこの パピ リオン を 2 万 名 ほどが 
訪れ， 最初の 土曜日に は 4 万 3 千 名 
を 越す 入場者が あった。 500 万から 
800 万と 見込まれる 入場 希望者 をい か 
にして 収容す るかが 早く も 心配に な 
つてい る。 せめて 入場で きない 人に 
見て いただく ためにと， 日本人 キヤ 
ストで 撮った 「幸福の 探求」 の 映画 
が 文化 ホール や 別の 場所です でに 上 
映されて いる。 宣教師 あての 照会 力 
一 ドゃ 資料 請求 カー ドが 何千 枚， 何 
万 枚になる こと は 確実で ある。 

霊的な 献堂 式の 間， 私 は 昼食会 や 
夕食 会な どで 何度か 万博 役員と 接し 
たと きのこと ゃ緻 入れ 式の 前夜に 大 
阪で 行なわれた 友好的な 記者会見に 
報道 関係 29 社の 代表が 集まって， 1 
時間 半 も の 間 教会 や 教会員 や 特に パ 
ビ リ オンの テーマに ついて 質問 をし 
たと きのこと を 思い起こ していた。 
同じ 日の 夜， 岡 町の 新しい 教会堂 を 
献 堂した と きに 大勢の 記者た ちが 姿 
を 見せた。 その 翌日， 正式な 錄 入れ 
式に も 彼ら は 同行した。 錄 入れ 式で 
は 万博 責任者と 政府， 市の 高官 6 名 
が スピーチ をし， 教会に 賛辞 を 贈つ 
た。 彼ら は 幸福の 探求に ついて 語り， 

「モル モン 教会が 万博に 出展して， 
人々 に 幸福への 道 を 教えて くれる こ 
と」 を 喜んでい ると 強調した。 宣教 
師 たち は， 「あの人々 に 幸福 をみ つけ 
る 道 を 本当に 教えて あげます」 と 語 
つてい る。 

50 万 部の モル モ ン 経が 用意され， 
数百 万 部の パンフ レ ッ 卜 やちら しが 
整い， 大勢の 熱心な ガイ ドと 照会 力 
一 ドを 処理す る 何百 人 もの 宣教師が 
待機して， まさに 「海の 島々」 の 

「民 は遙 かなる 所」 で 「共に 聴き」， 
教会に 迎え入れられよ うとして いる。 


日本に は 伝道 部が ふたつと， 幾つ 
かの 地方 部が 確立して いたが， 数日 
前に さ らに ふたつの 伝道 部が 組織 さ 
れた。 日本と 沖 縛の 島々 にある 4 つ 
の 伝道 部 は， 高まりつつ ある 人々 の 
関心に 応じて く れ るであろう。 東京, 
横 浜 近辺 は 1400 万 近い 人口 を 擁し， 
ここに は 優秀な 指導者と 安定した 組 
織が ある。 3 月 15 日日 曜日に， 東京 
に 新しく ステーキ 部が 組織され て， 
その ステーキ 部の 指導者が この 大会 
に 出席して おられる。 実に 雲の上 を 
歩く よう だ， 非常に 幸せ だ とのこと 
である。 アジアで 2 番目の ステーキ 
部はフ ィ リ ピンの マニラに 設立され 
る。 ここで は 1969 年に 1400 名 近い バ 
プ テス マが あった。 他の アジア 諸国 
に も ， 教会の プコ グラム を 充分に 活 
用で きる ステーキ 部が 誕生す る こ と 
であろう。 台湾の 伝道 部分 割に 備え 
て， 台北の 新しい 伝道 本部の 建築が 
承認され た。 

現在 日本に は 1 万 2 千 人 以上の 教 
会員が いる。 韓国に は 4 千 人， フィ 
リ ピンに は 6 千 人 近く  ， 香港に は 4 
千 人 ほど， そして 台湾に は 4 千 人 余 
り がいる。 タイ， シン ガボール， ィ 
ン ド ネ シ ァ で は 伝道が 始 まった。 沖 
縛に は 強力な 教会が あり， そしてべ 
卜 ナムで は 中核と なる ベ ト ナム 人が 
教会に 人って いる。 韓国 駐留の 教会 
員 軍人が この 国の 教会の 基礎 を 置い 
たが， やがて ベトナムに 平和が 訪れ 
る ときには， この 民に 真理 を 広める 
ための 道が 備わる こ とであろう。 

神よ， モル モンの 軍人に 恵み を 与 
えた まえ。 これらの 国々 に 駐留す る 
軍人た ち は 教会堂の 建築 を 手伝い， 
友人 を 作り， 改宗へ 導いて， 良い 伝 
道の 基礎 を 築いて いる。 最近の 旅行 
では タイ の 基地 を 6 力 所 訪問した。 
ベ ト ナムに は 立派に 運営され ている 
軍人の 地方 部が 3 つ ある。 来週 4 月 
9 日から 12 日まで 日本の 富士山の ふ 
も とで 開催され る 予定の アジア 軍人 
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の 大会に は， 1 千 人 ほどの 参加が あ 
る はずで ある。 

アジア 各地の 伝道 部 は 水準が 高く 
て 熱心な， そして 時には 高名な 改宗 

者 を 得て いる。 韓国で， 教会員が 50 
人の ある 小さな 支部に は 大学教授が 
5 人 もい る。 1 億 3 千万の 人口の ィ 
ン ドネ シァは 1969 年 10 月 26 日に， 福 
音 伝道の 地と して 奉献され た。 ジャ 
カル タで 数人の 宣教師に よ り み 業が 
始まった が， もっと 多くの 宣教師が 
必要 である。 シン ガ ポ 一 ル に 本部 を 
置く 新しい 伝道 部 も 設置され た。 

アジア 地域に は， 力 ある 教会が 築 
かれつつ あり， 伝道 事業の 目覚まし 
い 発展の 基礎が 据えられ てい る 。 
1969 年の バ プテ ス マ は 前年度 を 上 ま 
わり， この 傾向 は 今後 さらに 続く で 
あろう。 

宣教師の 増強に 加えて 必要な のが, 
建物で ある。 フ ィ リ ピン 伝道 部 全体 
に は 建物が ひとつし かない。 しかし 
それでも， 敷地 を購 人し， 各地に 他の 


建物の 建築 計画が 進んで いる。 東京 
の 中心部に は 6 階 建の 大 き な ビル 力;, 
大 管長 会に よって 計画され ている。 
そこに は ステーキ 部 センターが 置か 
れ， ワード 部の 施設が でき， デ イス 
トリ ビュー シ ヨン' センター や 伝道 
部 事務所， 建築 事務所 その他の 施設 
が 入 るであろう。 

私たちの 生きて いるう ちに， アジ 
ァの 良き 民の 間に ステーキ 部 や 教会 
堂が 建ち， 大勢の 改宗者が 生まれ， 
地域の 指導者が 力 と 能力 をつ けて， 
おそらく 神殿 も 建てられる ことで あ 
ろう。 それが アジアの 民の 望みで あ 
り， 祈りで ある。 

前途 は 非常に 有望で ある。 主 は 新 
しい 改宗者 や 宣教師 や 伝道 部長 を 祝 
福して おられる。 著名 人の 友好と 協 
力の 手に 支えられて， アジアの 謙遜 
な 人々 の 間に は 楽観の 気風が みな ぎ 
つてい る。 

アジア 諸国の 無数の 民， 「遙 かなる 
ところ」， 「海の 島々 にある」 この 選 


ばれた 民が， 地域の 教会員 や 宣教師 
など， すべて 神の 謙遜な しもべた ち 
の 説く 救いの 教え を 「共に 聴く」 と 
き， 神が 豊かに 彼ら を 祝福 されん こ 
と を。 私たちの 告げる おとずれ は 世 

界に 伝える 葉で ある。 末日 聖徒 ィ 
ヱ ス • キリス ト 教会 は， 世界の 教会 
である。 

主が 予言者 ジ ヨセフ' ス ミス を 通 
して 告げられ たように。 「而 して， こ 
の 末の世に わが 選びた る 弟子た ちの 
口より， すべての 人々 に 警めの 声 は 
及ばん。 この 末の世の 弟子た ち は 進 
み 行け ど， 一人 もこれ を 止む る 者な 
からん。 そ は 主なる われ， 彼らに 命 

じたれば なり。」 （教義と 聖約 1 ： 4 

一 5) 

この こと を， 私 はへ り く だつ て 証 
申し上げる。 アジアと 全世界に おけ 
る 教会の 業 を， 主が 祝福して おられ 
る ことへの 深い 感謝 を 込めつつ， 主 
イエス' キリス 卜の み 名に より。 ァ 
ーメン 
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「この 日 選びとりて」 


大 祝福 師 


ェ ルド レッド • G 'ス ミス 


今朝 ほど， 皆様の 支持に あずかつ 
たこと を 深く 感謝 申し上げたい。 こ 
の 責任 を 立派に 全うで きる よ う 助け 
を 仰 ぎ 祈る も ので ある。 私はジ ョ セ 
フ 'フィ 一ルデ イング 'スミ ス大管 
長と きょ う 新しく 召された 人々 も 含 
めて 教会 幹部の 全員 を 支持す る 気持 
を 今一度 申し述べたい。 主 はいつ の 
とき も 主の 民に 彼 らを 導き， 助言す 
る 予言者 や 指導者 を 与えて 来られた。 

地上で わずか 6 世代 目の あの エノ 
ク に対して， 主 は 「汝 この 民に 言え。 
汝ら この 日 選びと りて 汝らを 創り し 
主なる 神に 仕えよ， と」 （モー セ 6  ： 
33) と言われた。 

神の 予言者 は 時の はじめ 以来 悔い 
改め を 叫んで きた 力 S この 先 も， 救 
い 主が 1 千年の 統治 をす るた め 地上 
に 来られる まで 悔い改め を 叫び 続け 
る こと は 必要で ある。 

キ リ ス 卜が 再び 降臨して サタンが 

縛られる そ の 福 千年が 来た と き に 生 
まれて いれば， 主に 仕えて 戒め を 守 
るの は 簡単 だろ う と大 低の 人が 考え 
る。 

ヨハネ はこの よう に 記して いる。 
「また わたしが 見て いると， ひと り 
の 御 使が， 底知れぬ 所の かぎと 大き 
な 鎖と を 手に 持って， 天から降りて 
きた。 彼 は， 悪魔で あり サタンで あ 


る 龍， すなわち， かの 年 を 経た へび 
を 捕らえて 千年の 間つな ぎお き， そ 
して， 底知れぬ 所に 投げ込み， 入口 
を 閉じて その上に 封印し， 千年の 期 
間が 終る まで， 諸国 民 を 惑わす こと 
がない ようにして おいた。」 （黙示 20 
： 1-3) 

ノレ シフ 1 ルと も サタンと もい う 悪 
魔が 縛られる ために 素 晴ら しい 栄光 
に満 ちる 地上の 1 千年に ついては， 
数々 の聖 句が 語って いる。 

聖 句に は 悪魔が 「鎖で 縛られる」， 
「底知れぬ 穴に 投げ入れられる」 と 
言って いる 力;， これ は象微 的な 言い 
方 だと 思う。 金属の 鎖 や サタン を 人 
れる 穴な ど は 考えられない。 

サタン を 縛る もの， サタン を 無力 
にす る 唯一の 力 は， 正しい 生活で あ 
ると ® 、う。 

天上で 始まった 戦い はま だ 終 わ つ 
て おらず， 万人が サタンに 抗 する 力 
を 証明す るまで は その 戦いに 終わ り 
はない。 イエス • キリスト も 荒野で 
試みられ たと きに サタン を 縛らな け 
れ ばなら なかった。 イエスが サタン 
の 誘惑に 屈しなかった ため， サタン 
は イエスに 対して 無力に なった。 記 
録には それから， 「悪魔 は …… 一時 ィ 
ヱスを 離れた」 （ルカ 4  ： 13) と 記さ 
れ ている。 


あなたが 誘惑に 対抗して， それが 
も はや 誘惑で な く なれば サ タン は そ 
れだ けあなた に対して 無力に な り ， 
サタンに 負けなければ， それに 応じ 
てサタ ンが 縛られる。 

例 を 取れば， 什 分の 一 を 納める こ 
と で それが 重荷で な くな り， 誘惑 も 
なくなるなら， それに 関して サタン 
は あなたに 縛られた ので ある。 知恵 
の 言葉 や 純潔の 律法 その他， 福音の 
原則 を 守る ことで も 同じで ある。 そ 
れぞれ の 分野に ついて， サタン は あ 
なた にと つて 無力になる。 

今でも そのよう にして 徐々 に， あ 
なた がサ タン を 縛る こと がで きる。 
福 千年のと きまで 待つ 必要 はない。 

まず ひと りず つ 自分から 始めて， 
それから ひとつの グループ， 次いで 
複数の グループ という 風に して， 全 

地に 義が 満ちて 行く ので ある。 
福 千年の 状態 は そのよ う にして 広 

がって 行く と ， 私 は 考える。 
現在 は， 地上に その 輝かしい 時代 

を 招来す る 準備の 時期で ある。 
計画と 数々 の 鍵と 権能 を 備えた 福 

音が 回復され たの は， このため であ 

る。 

各々 の 人が 正しい 生活 をす る こ と 
によって サタン を 縛り， それによ つ 
て， 福 千年に 言われて いるよう な 輝 
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やける 状態 を 私たちで 作り出す こと 
がで き るので ある。 

地上に かって その 様な 状態が あつ 
たこと から も それが 可能な ことが わ 
かる。 主が エノ クに， 「汝ら この 日 選 
びと りて 汝らを 創り し 主なる 神に 仕 
えよ」 と言われ たと き， エノ クはそ 
の 通りに した。 彼 は 神と 共に 歩み， 
神と 共に 語った。 彼が 悔い改め を 説 
く と 多くの 民が それに 従い， 記録に 

よれば 彼の 時代に， 「  彼 は 一つ 

の 市 を 建て， それ を聖 なる 市すな わ 

ちシ オンと 呼べり。」 （モー セ 7  ： 19) 
「而 して， エノ クの 時代に 於け るシ 
ォ ンの代 はすべ て 三百と 六十 五 年な 
りき。 エノ クと そのす ベての 民 は 神 
と共に 歩めり。 彼はシ オンの 真中に 
在りし に， シ オン 無くなりぬ。 神 こ 
れを とり 挙げて， 自らの 懐に 受け 人 
れ たまいしが 故な り。 これより して 
『シ オン 逃げたり』 と言う 言葉 世に 
出で きたれり。」 （モー セ 7  ：  68—69) 
モ ル モン 経に も 同様の 出来事が 記 
されて いる。 キリスト は 復活の 後に 
ァメ リ 力 大陸の 住民 を 訪れた まい， 
御自身の 王国なる 教会 を 彼らの 間に 
立て， モル モン 経に 記録す ると ころ 
によれば， 民 は 200 年間 義の 内に 住ん 
だとい う。 （IV ニーフ アイ 22 参照） 民 
の 正しい 生活に よって サタンが 縛ら 
れ たので ある。 


代々 を 通じて 主 は 絶えず 私たちに， 
サタン を 縛って 主が 用意して おられ 
る 祝福 を 受ける に は 何 をしたら よい 
か を 告げて おられる。 この 大会の 話 
し 手た ち も， それぞれに サタン をい 
かにして 縛る か を 語って いる。 私 は 
皆様に ぜひお 願いしたい。 これらの 
話 を， 何度も 繰り返して 読み， 勉強 
して， 実際に あなたの 生活に 生かし 
ていた だきたい。 

エノ クの 言葉 は 当時の よ う に 現在 
にも びった り あてはまる。 

エノ ク はこの よ うに 言った。 「見よ， 
人の子ら の 中に サタン 入り 来り， 人 
の 子ら を 誘いて サタン を 拝まし むる 
故に， 人々 肉欲 を 好み， 快楽に 耽り， 
悪事 を 行な うように なり， 神の 御前 
より 締め出さ るるに 至れり。 され ど 
神 はわれら の 先祖に すべての 人 悔い 
改めざる ベから ざる を 知らし めた ま 
えり。 而 して 神 はわれら の; アダム 
を 自らの 声 を もて 呼んでの たまわく  ， 
われ は 神な り， われ はこの 世 を 造れ 
り。 また 人 を その 肉体 を とらざる 前 
に 造りたり。 神 はまた アダムに a い 
たまえり。 もし 汝 われに 心 を 向け， 
わが 声 を 聴きて 信じ， 且つす ベて 汝 
の 罪 を 悔い改め， 恩恵と 真理に 充ち 
たる わが 生みし 独 子の 名に より， す 
なわち それによ りて 後に 人の子ら の 
救わる る 天下に 与えら るる 唯一の 名， 


すなわち イエス 'キリス 卜の 名に よ 

りて 水に 入りて パプ テス マ を受く る 
ならば， 汝 聖霊の 賜を受 くべ し。 而 
してす ベて ィ エス' キリスト の 名に 
よ り て 求 むれば， 何に て も あれ 求む 
ると ころ は汝に 与えられん。」 （モー 
セ 6  ：  49—52) このために， 救い主 
の 再降臨に 対して 準備が 必要な ので 
ある。 再降臨に 備えて 地上に 主の 王 
国 を 確立 し な ければ な ら ない。 

主 は 来臨に なぞらえて 10 人の 処女 
のた とえ 話 をされ た。 用意 をした 5 
人の 賢い 処女と 愚かな 5 人の 処女の 
話で， 10 人の 処女 は， 主 を 受け 人れ 
て パプ テス マ を 受けた 人 を 指して い 
る。 本当に 用意で きていた の は その 
う ちの わずか 半分であった。 

もしも 主が きょう 来られた とした 
ら， あなた は 王国の 民の 用意が でき 
ている 半分の 中に 数えられる だろ う 
か。 それとも 少しし か 準備が できて 
いない あとの 半分に 入る だろ う 力'。 
あるいは， サタン を 自分で 縛ろうと 
せず， だれかが 縛って くれる の を 待 
ちながら 王国の 外にい るの だろう 力 >。 

この 日 を 選びとって， あなたがた 
を 造られた 主なる 神に 仕えなさい。 

私 は， この 末の 時代に 主の 王国が 
地上に 建てられ たこと を， イエス' 
キリスト のみ 名に よって 証す る。 ァ 

ーメン 0 
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なぜ 予言者 力 


ヾ 


十二使徒 評議員 会 会員 


リグ ランド • リ チヤ一 ズ 


兄弟 姉妹， 末日 聖徒 ィ エス • キリ 
ス ト 教会の 最も 霊感に 満ちた 歴史的 
な 大会 も， はや 終わろうと している。 
歴史的と 申し上げ たわけ は， 御子 ィ 
エス. キリスト の 指導の 下 こ の 地上 

のみ 業の 長と して 神が 選ばれた 人物 
を， きょ う 支持した からで ある。 

いにし; I 

この 教会 は 古の パゥ 口 が 述べた よ う 
に主キ リ ス ト を 隅の かしら 石と して 

建てられ ている。 （ヱ ぺソ 2  ：  20 参 
照） ジ ヨセフ' フィー ルデ イング' 
ス ミ ス大 管長 を 知る 人々 や 副 管長と 
して 彼に 選ばれた 兄弟た ち を 知る 人 
々は， それ を 主に 感謝して いる こと 
であろう。 私たち はこの み 業が 先駆 
者た ちの 築いた 土台の 上に 建って， 
大きな 山と なり 全地に 満 ちる まで 世 
界に 広まり 続ける こと を， 確信して 
いる。 

今 大会で， 予言者 ジ ヨセフ • ス ミ 
スゃ 後継者た ちに 賛辞が 捧げられた。 
私 は 予言者 リー ハイ が 荒野で 息子の 
ヨセフに 語った 言葉 を 思い出す。 主 
は エジプトに 売られた ヨセフに， 末 

日になる と 彼の 子孫から， ヨセフと 
いう 名で しかも 父の 名 も ヨセフと い 
う ひとり の 予言者 を 召す こ と を 約束 
された という 話が ある。 （II  ニーフ ァ 
ィ 3 章 参照） 主 は 必ず その 言葉 通り 
にす ると 言われた。 そして 主 は 私た 


ちに モル モン 経， 教義と 聖約， 高価 
なる 真珠 そ の 他 多 く の 記録 を 賜った。 
記録に みる 限り， 近代に 神が 召され 
たこの 予言者 ほど， 私たちに 数多く 
の 真理 を 啓示した 予言者 はない。 ま 
た 主 はみ 言葉 を 世に出す と言われた 
上に さらに， すでに 世に出て いるみ 
言葉 を 人々 に 確信させる と も 言われ 
た。 

さて， 私 も 伝道 中に 経験した こと 
だが， 何年 も 教え を 受けた 人々， 聖 
職に ある 人 を 前にしても， 皆さん は 
何時間 も 話 を 続ける ことができ， 彼 
ら から は 何の 質問 も 受けない という 
経験 をした ことがあ ると 思う。 彼ら 
がかって 聞いた こ とのない こ と を 語 
り， それ を 彼らの 持つ 聖典から 立証 
する からで ある。 私 は 自分の 経験 か 
ら それ を 言う ことができる。 30 年 も 
牧師 を してき た 人が この 教会に 入 り ， 
私の 事務所に 来たと きに こう 語った。 
「リ チヤ ーズ 兄弟， 今 回復され た完 
全な 福音 を 知って， 昔 牧師だった と 
き に 信者の 方 た ち に 一体 ど れ だ け の 
ことが 教えられ たかと 思う と， 私 は 
見いだ した もの を 全部の 友人た ちに 
教えて あげた (■ 、気持に 駆 られ るので 
す。 でも 今と なって は， 私の 話に 耳 
を 貸して く れ ないで しょう。」 

主 はョセ フ に対する 約束の 中で， 


近代の この 予言者に ついて， 彼 は 人 
人 を 救いに 導く と言われた。 それ は 
なぜだろう か。 その わけ は， キリス 
ト が 十二使徒に 次の よ う に 言って 与 
えられた と 同じ 権能 を， 彼に 授けた 
もう はずだった からで ある。 「あなた 
がた がわた し を 選んだ ので はない。 
わた しが あなたがた を 選んで 聖 任し 
たので ある。 •••••• 」 （欽定 訳 ヨハネ 15 

： 16)  「 あなたが 地上で つなぐ こ 
と は， 天で もつな がれ， あなたが 地 
上で 解く こと は 天で も 解かれる であ 
ろう。」 （マ タイ 16  ： 19) この 権能な 
くして， 主の 認められる ィ エス' キ 
リ ス 卜の 教会 は 地上に 存在し 得ない。 
主 は さらに ヨセフ への 約束の 中で 
予言者 ジ ヨセフに 関して， 「わが 目の 

前に 於て 彼を大 いなる 者と なさん」 
(II ニーフ アイ 3:  8) と言われた C 

世が こ の 神権 時代の こ の 予言者 を 
どのように 思おうと， 主の 目から 見 
て 彼は大 いなる 者と なると 約束して 
おられる。 主 は 彼の 誕生 3 千年 も 前 
から 彼 をと どめ 置かれた。 

ちょう ど 救い主が み 業に 召された 
ように， 彼に も 大切な 使命が あった 
からで ある。 使命 は 異なって いた 力;, 
人類 を 救う 主の 大 いなる 永遠の 計画 
の 一部で ある という 点で 同じよ う に 
大切であった。 
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予言者 ジ ヨセフ. スミ スの 後継者 
たちに ついても 同じ こと が g え る 。 
プリ ガム • ヤング を 例に 取れば， こ 
れ までの 歴史に 彼のよ う な 植民地 開 
拓者 はいない と 思う。 現在 私たちが 
山間の この 谷間で 享受して いる もの 
を， この タバ ナクル を， この 神殿 を 
見て いただきたい。 この 町 そのもの 
も， 開拓者 を 砂漠の この 地に 導いて 
一大 社会 を 築き上げた 彼の 所産で あ 

る 0 

彼の 後に 続いた 各 予言者 も 顧みる 
ことができよう。 私の 父親 は 馬車で 

40 マイ ル も 離れた この 場に 少年で あ 
つた 私たち を 連れてき て は， 教会の 
指導者た ちに なじませて くれた。 ゥ 
ィル フォード 'ウッドラフ が 最後の 
説教 を するとき に （それが 生前 最後 
の 説教だった と 思う） この タバ ナク 
ルに 座って， 主の みたまが どんなに 
自分 を 導き 助けて くれ たかを 語る 彼 
の 話 を 聞いた 少年の 頃の こ と を 今で 
も 覚えて いる。 ゥ ッ ドラフ 大 管長 は 
本当に 主に 近い 生活 をした 人で あつ 
た。 真夜中に 霊感 を 受けて 起き 出し， 
樹齢 百 年を越え る 樫の 木に つないで 
おいた 馬車 を ほかに 動かした 話 は， 
お聞き及びであろう。 その後で 旋風 
が 起こり， 樫の 木が 巻き上げられて， 
さっきまで ゥッ ド ラ フ 夫妻が 寝て い 
た 馬車の あった ちょう ど その 場所に 
叩きつ けられた ので ある。 もしも 彼 
がみた まの 促し を 聞き流し ていたな 
らば， 命 を 落とした はずであった。 
ゥッ ドラフ 大 管長 は， ィ ギ リ ス 力、 
ら 開拓者と 聖徒た ちの 移 民団 を 導い 
てきた 話. をした。 一行が ニュー ォー 
リ ン ズに 上陸した とき， 彼 は 乗船の 
手 はず をつ けて 1 隻の 汽船に 乗ろ う 
とした。 すると， 「その 汽船に 乗って 
はいけ ない。 あなた もみん な も」 と 
何 かが 言った ような 気がして， 彼 は 
船長に 礼を言い， その 場で 待つ こと 
にした。 あとで 汽船 は 川 を 上る どこ 
ろか 船火事に 遭い， ひとり も 生存者 


がなかった という。 彼 は， 「もしも 私 
が 主の みたまの 声に 従わなかった と 
したら， 何々 兄弟 も 何々 兄弟 も 生き 
ていなかった はずです」 と， 一行の 
中に いた 人々 の 名前 を あげた。 

まだ ほかに も， 知友に あずかる 特 
権 を 得た 予言者た ちがいる。 ヒー バ 
一. ゲラン ト大 管長 を， 私 は 心から 
愛して いる。 私 は 彼に よって 教会の 
管理 監督 会に 召された。 また， 新し 
ぃ予 si' 者の 父君で ある ジ ヨセフ . F. 
ス ミ ス大 管長 を 心から 愛して いる。 
彼 は 私の 知 る 限り で最 も 偉大な 予言 
者の 中の ひと りで ある。 私 は 彼が こ 
の タパ ナクルで 話 をし， 人々 を 祝福 
する の を 聞いた。 彼の 霊の 力強 さに， 
涙し ない 人 はいなかった と 思う。 私 
が 2 度の 伝道 を 終えて 彼の 事務室へ 
報告に 行く と， 彼 は 私 を 抱き かかえ 
るよう にして， 「リ ゲラ ン ド， 私たち 
は あなた を 愛して いますよ」 と 言つ 
た。 その ひと 言に， それまでの 伝道 
活動が すべて 報 われた 思いであった。 

それから， デビ ッ ド •  0  • マッケ 
ィ大 管長の こと を 思い出す。 何年 間 
も 教会の どこへ 行っても， 聖徒た ち 
から 「マッケイ 大 管長に 私たちの 愛 
を 伝えて 下さい」 とこ とづて された。 
ほんの 小さな 子供からまで も 手紙 を 
書いて， 大 管長に 渡して 下さいと 言 
われた。 彼 は 本当に 素晴らしい 指導 
者であった。 

何年 か 前に 東部 か ら やって きた 実 

業 家の 話 を 聞いた ことがある。 彼 は 
商工会議所の 秘書に 話 を していて， 

「ここにい るう ちに これ だけ はして 
おきたい と 思う ことがある 力;， 一体 
何だか わかる かね」 と 聞いた。 秘書 
力： 「さあ， 何でし よ う」 と言うと， 
彼 は 「あの人 だよ， モル モン 教会の 
大 管長の デ ビッド •  0  'マッケイ に 
会いたい もの だ」 と 言った。 秘書 は， 

「そうです 力、。 多分 会って もらえる 
と 思います」 と 返事した。 会見 は 実 
現し， マッケイ 大 管長 は その 実業家 


と 1 時間 ほ ど 語 りあった。 実業家 は 
教会 本部の 正面 階段 を 下 り なが ら ， 
秘書に 向かって このよ う に a つた。 
「一生に 出会った 中で， 私が 想像す 
る 世の 噴い 主の 姿に 一番 近い 人 を あ 
げろと 言われたら， あの人 だな。」 デ 
ビ ッド •  0  'マッケイ 大 管長 は 教会 
の 内外から 愛されて いた。 

そして 兄弟 姉妹， ここに 今， 聖な 
る 予言者た ちの 血 を 受け継いで 私た 
ちの 前に 立ち， 生涯 を 教会に 捧げて, 
恐 ら く は 予言者 ジ ヨセフ の 時代 以来 
福音の 真理 を 説く 書物 を だれよ り も 
数多く 残した ひと りの 人が いる。 き 
よ う ここで 彼 を 支持した 私たちの 挙 
手 を 必ずや 主 は 喜んでお られ る。 

私 は， 今 大会の 特色 をな す テーマ 
は， 「なぜ 予言者が？」 という ことで 
あると 思う。 なぜ 私た ち に 予言者が 
必要な の だろ う 力、。 そこ で， ビータ 
一 セン 兄弟が 昨日 弓 I 用した 聖 句が 思 
い 出される。 主が 予言者 ァ モス を 通 
じて 言われた 言葉で ある。 「まことに 
主なる 神 は その しもべで ある 預言者 
に その 隠れた 事 を 示さない では， 何 
事 を もな されない。」 （ァ モス 3  ：  7) 
これ はどう 意味であろう 力、。 主が 予 
言 者な しで 教会 を 建てられたり 物事 
を 行なわれた り したと いう 記録 は 皆 
無で ある。 したがって 聖典 を 心から 
信じる 者 は 地上に おける 神の 永遠の 
真理 を 探す に は 頭に 予言者 を 置 く 教 
会 を 抜きに して 考えられな いという 
意味で ある。 

さらに， エルサレム を 望んで 立つ 

たと きの 救い主の み 言葉が 思い出さ 
れる。 

「ああ， エルサレム， エノ レサ レム, 
予言者た ち を 殺し， おまえに つかわ 
された 人た ち を 石で 打ち殺す 者よ。 
ちょうど， めんどりが 翼の 下に その 
ひな を 集める ように， わたし はお ま 
えの 子ら を 幾た び 集めよ うとした こ 
とであろう。 それ だのに， おまえた 
ち は 応じようと しなかった。 見よ， 


81 


おまえた ちの 家 は 見捨てられて し ま 
う。 わたし は 言って おく， 『主の御名 
によって きたる 者に， 祝福 あれ』 と 
おまえた ちが 言う 時まで は， 今後 ふ 
たたび， わたしに 会う こと はないで 

あろ う」。 （マ タイ 23  ：  37 — 39) 

主の み 名に よって 来る 者 は， 神の 
予言者 以外に ない。 

救い主 は， 時の 絶頂に 主の 来臨の 
道 を 備える ために 遣わされた ヨハネ 
を 証して， 女から 生まれた 者の 中で 
バプテ マスの ヨハネより 偉大な 予言 
者 はいない と言われた。 それにつ け 
て 思い出す の は， 予言者 マラキに 語 
られた 主の 言葉で ある。 

「見よ， わたし はわが 使者 をつ かわ 
す。 彼 はわた しの 前に 道 を 備える。 
また あなたがたが 求める 所の 主 は， 
たちまち その 宮に 来る。 …… その 来 
る 日に は， だれが 耐え 得よ う 。 "…- 
彼 は 金 を ふきわける 者の 火の よ う で 
あり， 布 さら しの 灰汁の よ うで あ 
る。」 （マラキ 3  ： 1  一 2) 

これが 主の 初めの 降臨 を 言って い 
るので ない こと は 明らかで ある。 主 
はたち まち 神殿に 来られ はしな かつ 
たし， 生誕の 日に だれもが 耐え 得た 
からで ある。 また， 金 を ふきわける 
者の 火 や 布 さ ら しの 灰汁の よ う に， 
すべて を 清めながら やって来られた 
わけで もなかった。 聖書に は， 主が 
また 降臨され る 末の 時代に は， 不義 
な 人々 が 山と 岩に むかって， 「さあ， 
われわれ をお おって， 御座に います 
かたの 御顔 …… から， かくまつ てく 
れ」 と 叫ぶ であろうと 記されて いる。 
(黙示 6  ： 16 参照） 私の 考えで は， 
この 再臨の 道 を 備える 使者 は， 主の 
み 手に 使われて 大 いなる 末日の 業 を 
興し， 再降臨の 道 を 用意した 予言者 
ジ ヨセフ' ス ミス だと 思う。 

これらの 聖句を 読む と， 私たちの 
こ の 時代に なすと 主が 言われた と ， 
昔の 予言者た ちが 記して いる 不思議 
な 業 は， 一体 予言者な しで どうして 


出来る もの かと 思う。 使徒 パゥロ は， 
主が み 旨の 奥義 を， すでに 自分に 示 
して 下さった と 語って いる。 （エペ ソ 
1 ： 9 参照） これ は 重大な ことで あ 
る。 「それ は， 時の 満ちる に; 5 んで実 
現される ご 計画に ほかなら ない。 そ 
れ によって， 神 は 天に ある もの 地に 
ある もの を， ことごとく， キリスト 
にあって 一^ ■ 3 に 帰せし めよ うとされ 
たので ある。」 （エペ ソ 1 ： 10) この 教 
会 は 使徒 バウ D によって 啓示され た 
この 主の み 言葉 を 成就す る 計画 を 持 
つ， 世の中で たった ひとつの 教会で 
あり， この 時代に 主が 立てられた 予 
言 者た ち を 持たず して， その実 現 は 
不可能で ある。 

キリスト を 十字架に つけた 人々 に 
向かって ぺ テロが 話した と きのこと 
が 思い出され るが， そのと きべ テロ 
はこう 言った。 「 '-… あなたが たのた 
めにあら かじめ 定めて あった キ リ ス 
卜なる イエス を， 神が つかわして 下 
さるた めで ある。 この イエス は， 神 
が聖 なる 預言者た ちの 口 をと おして， 
昔から 預言して おられた 万物 更新の 
時まで， 天に とどめて おかれね ばな 
ら なかった。」 （使徒 3  ：  20—21) 聖 
なる 予言者た ちが もたらす もの を受 
けと める 予言者が いなければ， どう 
して 万物の 更新が で き る だろ う 力、。 
私たち は それが， 福音の 回復に よつ 
て 成就され たこと を 証す る。 

私 は マラキの 言葉 を 思い出す。 

「見よ， 主の 大 いなる 恐るべき 日が 
来る 前に， わたし は 預言者 エリヤ を 
あなたがたに つかわす。 彼 は 父の 心 
を その子 供た ちに 向けさせ， 子供た 
ちの 心 を その 父に 向けさせる。 これ 
はわた しが 来て， のろい を もって こ 
の 国 を 撃つ こ とのない ようにす るた 
めで ある。」 （マラキ 4  ：  5  —  6) 

もし エラ イジ ャ （エリヤ） が 来な 
かったら， どういう ことになる だろ 
うか。 また， もし 地上に 主の み 業 を 
導く 予言者が いなかったら， ェ ライ 


ジ ャ は だれの ところに 来る のだろう 
力 >  。私たち は， この エラ イジ ャ （ェ 
リ ャ） は 来て， 彼の 神権 時代の 11 を 
渡した こと を 証す る。 

ィ ザャを 通して 語られた 主の み 言 
葉が 思い出される。 主 はこう 言われ 
た。 

「この 民 は 口 を も つて わたしに 近づ 
き， く ちび る を も つて わたし を 敬う 
けれども， その 心 はわた しから 遠く 
離れ， 彼らの わたし を かしこみ 恐れ 
るの は， そらで 覚えた 人の 戒めに よ 
るので ある。 

それゆえ， 見よ， わたし はこの 民 
に， 再び 驚くべき わざ を 行う， それ 
は 不思議な 驚 くべき わざで ある。 彼 
ら のうちの 賢い 人の 知恵 は 滅び， さ 
とい 人の 知識 は 隠される。」 （ィ ザャ 
29  ： 13—14) 

この 教会 は， ィザャ が 見た 不思議 
な 驚くべき わざで あると 思う。 しか 
しそ こに 主の みこ ころ を 告げる こ と 
のでき る 予言者が いなければ， 果た 
して その わざが できる だろう 力、。 ァ 
モス は 言って いる。 「まことに 主なる 
神 は その しもべで ある 預言者に その 
隠れた 事 を 示さない では， 何事 を も 

なされない。」 （ァ モス 3  ：  7  ) 

ダニエルが ネ ブカデ ネザル の 夢の 

解き明かしに 呼ばれた と きのこと で 
あるが， ネブ カデネ ザルは 見た 夢の 
意味が わからず， 占い師 や 賢人 や 星 
占術師 に 聞いても だれ も 解き明かし 
がで きなかった。 そこで ダニエル を 
呼びに やった。 ダニエル はやって 来 
てこう 言った。 「 …… 秘密 を あらわす 
ひと りの 神が 天に おられます。 彼 は 
後の 日に 起るべき 事 を， ネブ カデネ 
ザル 王に 知らされ たのです。 あなた 
の 夢と， あなたが 床に あって 見た 脳 
中の 幻 はこれ です。」 （ダニエル 2  ： 
28) それから 彼 は， 末の 日に 至る ま 
での 世の 王国の 興亡 を 語り， 末の 時 
代に は 天の 神が 滅び もせず， 他の 人 
に 征服 も されない ひとつの 王国 を 興 
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し， それ は あたかも 人手に よらない 

で 山から 切り出された 石の よ う に e 
がり 出て， 大きな 山と なって 全地 を 
満たす だろ う と 告げた。 

皆さんに 問いたい。 なぜ 予言者が 
いるの だろう。 神が みこ ころと み 旨 
に 告げて み 手に 使われる 予言者が い 
なければ， 天の 神 はこの ような 業が 
お出来になる だろう 力 >。 

ちなみに， 私が 米国の 南部 諸 州 伝 
道 部の 伝道 部長の 任に あ つたと き， 
フ 口 リ ダで ひと り の 宣教師が， あ る 
晩 その 聖句 について 説教した。 その 
会が 終わって 私が ドアの 所に 立って 
いると， ひとりの 男性が やって きて， 
福音 伝道者 だと 自己紹介した。 そし 
てこう 言った。 「モル モン 教会が その 
王国 だと はよ もやお つ しゃ ら ないで 
しょ うね。」 私 は 「いえ， そう 信じて 
おります。 なぜです か」 と 聞いた。 
彼 は 「あり 得ない ことです」 と 答え, 
私が 「どう したわけ で？」 と 聞く と， 
こう 言った。 「王の いない 王国 はない 
し， 王が いないから， 王国 もないで 
すよ。」 そこで 私 は 言った。 「その 先 
を 読まれませんでした 力、。 ダニエル 

書の 7 章です が， 人の子の ような 者 


が 天の 雲に 乗って きて， 天が下の ほ 
かの すべての 王国と 権力と 支配と を 

従えさせる 王国 力;， 彼に 捧げられる 
の を ダニエルが 見て います。」 （ダニ 

エル 7  ： 13 — 14 参照） 

そして その 伝道者に こ う 話した。 
「人の子が 天の 雲に 乗って 来 られる 
ときに， もし 王国が 用意して なかつ 
たと したら， 王国 を 捧げる ことが で 
きる でしよう 力 >。 そのために， 聖な 
る 予言者た ちの 口から 語られた すべ 
ての ことの 回復が あって， 用意が さ 
れて， この 教会が ある わけです。」 そ 
して a つた。 「その 国が どうなる 力へ 
知りたい とお 思いでしょう。 7 章の 
少し 先 を 読む と， ダニエル がこう 言 
つてい ます。 『しかしつ いに は， いと 
高き 者の 聖徒が 国 を 受け， 永遠に そ 
の 国 を 保って』 （ダニエル7  ： 18) そ 
して それだけ では まだ 足 り ない よ う 
に， 『世々 かぎりなく 続く』 とつけ 加 
えてい ます。」 

今， いと 高き 者の 聖徒た ちが この 
大会に 集まって おり， あなたがたが 
ふさわしければ この 王国 は あなたが 
たに 与えられる という 約束が ある。 
そこで 申し上げたい。 あなたがたに 


大 き な 永遠の 幸福 を もたらす この 世 
で 一番の 仕事 は， この 堂々 たる わざ， 
不思議な 驚くべき わざ を， それが 全 
地 を 満たす まで 押し 続ける ことで あ 

る。 

このほかに， 天の 神が 私たちの 時 
代に なすと 定められた いろいろな こ 
とや， それが 神の 予言者な しで はで 
きない こと をお 話しよ う とすれば， 
たつぶ り 1 時間 はか かる。 ここに 立 
つて， この 教会が 生ける 予言者た ち 
によって 過去 も 現在 も 導かれて いる 
こ と を 証す るに と どめて おく。 私 は 
心の底から， 教会の 新しい 予言者， 
聖 見者， 啓示 を 受ける 者と， その 副 
管長 を 支持す る。 神が 彼ら を 祝福 さ 
れんこと を。 また 世界中の シ オンの 
聖徒た ち を 祝福され て， 彼らが, 神 
を その 頭と し 神の 予言者た ちに よ つ 
て 導かれて いる 偉大な この 末日の わ 
ざに 携わる という 素晴らしい 特権に 
ふさわしくな るよう， 祈る もので あ 
る。 その 祈り を 捧げ， また あなたが 
たす ベて を 神が 祝福され るよ うにと， 
主 イエス. キリス ト のみ 名に よ つて 

お 祈 りする。 アーメン。 
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兄弟 姉妹， 私たち は 大切に しさえ 
すれば 自分の 益と なる 数々 のこと を 
聞き， 素晴らしい 一日 を 過ごして き 
た。 

そして 今 また， 総 大会の 幕 を 閉じ 
ようと している。 

私た ち は 共に こ の 場で 新 し (■ 、大管 
長 会 を 支持し， 主の しもべで ある 予 
言 者た ちの 口 を 通して 主から 勧告と 
指示 を 受けた。 

また， みたまの もたらす 良き もの 
にあず かり， 主から しか 受けられな 
い 力 を 感じ， 信仰と 証 を 強く した。 

私たち は， 主 を 礼拝し， 主に 対す 
る 愛と 主の 大義に 捧げる 献身 を 確か 
めようと， そして この 戒め を 守ろう 
と 心に 望みながら， この 場に やって 
きた。 「 -'… 汝心 を尽 し， 勢力と 思い 
と 体力と を して 主なる 神 を 愛すべ 
し。 また イエス' キリストの 名に よ 

りて 神に 仕うべし。」 （教義と 聖約 59 
： 5) 

私 は 大会の 目的が 果たされ たと 感 
じている。 今や 私たち は， 御 父の み 
業に 新たな 思い を 込めて 献身し， 天 
父の あらゆる 子供た ち を 祝福す る た 
めに 自分の 力 を 尽くす 決意 を 固めて， 
各方 面へ いで 行く 用意が できて いる。 

今 こそ 「あなたがたの 光 を 人々 の 


前に 輝かし， そして， 人々 が あなた 
がた のよ いおこない を 見て， 天に い 
ます あなたがたの 父 を あがめる よ う 
にしなさい」 （マ タイ 5  ： 16) という 
主の 勧告に 心 を 留めよ う ではない 力、。 

私 は あなたがた を 祝福し， 神が そ 
の 民と 共に おられる こと， 私たちが 
従事して いる この 業 は 主の 永遠の 目 
的が 成就され るまで， 勝利 を 収め， 
広がり 続ける こと を はっきり と 言明 
する。 また， 天の 祝福が 私たちと す 
ベての 人の 中に ある こ と を 祈る。 

願わく は 天が 全地に 義と 真理 を 注 
がれん こと を。 

あらゆる 人が 聞く 耳 を 持って， 主 
の しもべが 語る 真理と 光の 言葉に 心 
を 留めん こと をノ 

各国 あらゆる 民の 間に 主の 目的が 
速やかに 成就 されん こと を/ 

至高 者の 聖徒で あ る 教会員が 信仰 
を 強め， 心に 義を なす 望み を 増し， 
主の み 前に 畏れ おののいて 自分の 救 
い を かち 得る よ う に 祈る。 

あらゆる 民の 中で 善良な 人々， 正 
直な 人々 が， 真理 を 求め， まことの 
原則 を 支持し， 自由と 正義の 道 を 広 
める よ う ， 導き を 祈る。 

この 苦悩す る 困難な 時代に， すべ 
ての 人が 世に 生まれ 来る 万人 を 照ら 


す， かの 光に よって 導かれ， 人類 を 
悩ます 問題 を 解く 知恵 を 得る よ う に 
祈る。 

あらゆる 人々， 老い も 若き も， 悲 
しむ 者 も 飢える 者 も 貧しい 者 も， 不 
幸な 境遇に ある 者， 恵まれない 環境 
にいる 者， 助け や 救い や 知恵の 必要 
な 者に， 憐み 深い 御 父が 祝福 を 注ぎ， 
御 父の みが 与え 得る 良き もの， 大ぃ 
なる もの を 恵まれん こ と を。 

私 も あなたがた と共に， 全地に い 
る 御 父の 子供た ち すべてに 愛と 関心 
と 同情 を 持ち， 民の 状態が 物心 両面 
で 向上す るよう に 祈り， また 彼らが 
キリストの みもとに 来て 学び， キリ 
ストの く びき を 負い， 心の 安ら ぎ を 
得る ように 祈って いる。 主の くびき 
は 負い やすく， 主の 荷 は 軽い からで 
ある。 

末日 聖徒と， 末日 聖徒に 加わって 
天父の 戒め を 守る すべての 人が， こ 
の 世に あっても 来るべき 永遠の 世に 
あっても 平安 を 得られる 生活が でき 
るよう に， これらす ベて を 謙遜に 感 
謝 を。 つて， 主 イエス' キリス 卜の 
み 名に より 祈る ものである。 アーノ 
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■10 月 2 日 （金） 午後の 部に おける 説教 

私たちの 宗教の かなめ 石 マリオン. G.  ロムニー  109 
愛の 持つ 価値  デルバート •  L  • ス ティ プレー 112 

■10 月 3 日 （土） 午前の 部に おける 説教 

「奇 しきみ 業 もて」  リグ ランド. リチ ヤー ズ 116 

次代 を 担う 人々 へ 愛 を こめて ゴー ドン. B  . ヒンクレー 120 

■10 月 3 日 （土） 午後の 部に おける 説教 

いなごの 食べた 年  ス ペン サー •  W  • キン ボール 123 

天父から 賜った 命  リチ ヤー ド •  L  • エバンズ 127 


■10 月 3 日 （土） 神権 会に おける 説教 

神権に あずかる 特権  


•N 


• ルドン • タナー 


あなた は 神から こられた 教師で ある …… トーマス •  S  • モンソン 
光 をと も し 続けなさい  ハ。 ル ド •  B  • リー 


130 
132 
135 


■10 月 4 日 （日） 午前の 部に おける 説教 

家族と 柵  ボ イド •！<• パッカー 138 

希望の 光  ハワード' W. ハンター 141 


■10 月 4 日 （日） 午後の 部に おける 説教 

大 いなる 白い 神 マーク ピーター セン 144 
大 管長の 手 を 支える ハロルド 'B' リー 148 
感謝の 心 を も つて ジ ヨセフ' フィ 一 ルディ ンゲ' スミス 150 
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大 管長 会 


第一 副 管長 

ハロル ド •  B  • し 


十二使徒 評議員 会 


ス ベン サ 一■ W' キン ボール  エズラ 'タフト. ベンソン 


デル バー ト •  L  • ス ティ プレー 


J グランド • リ チヤ ーズ 


エバンズ  ヒニ 


1 


大 祝福 師 


ジ ヨセフ • フィ 一ルディ ング. ス ミス 


愛する 神権 者の 皆さん， 私 は， 多 
く の 場所に 集って おられる 神権 者の 
方々 に 話す この 機会 を 喜びと してい 
る。 

き よ う 皆さんと 共に 考えた いのは， 
メ ルケ ゼ デ ク 神権の 誓詞 と 誓約に つ 
いてで ある。 私 は， もし 神権の 職 を 
受ける 時に 交わす この 誓約に ついて， 
また 召し を 全力 を 尽く して 果たした 
と きに 主よ り もた ら される 約束に つ 
いて 私たちが はつ き り 理解す るなら 
ば， 永遠の 生命 を 得る ためにな さな 
ければ ならない すべての こと をな そ 
う とする 気持が 一層 高まる であろ う 
と 考えて いる。 

さらに 言うならば， この 大 神権に 
結び付く あらゆる 事柄 は， 神の 王国 
において 永遠の 生命 を 受ける ための 
備え をさせる という 意図と 目的 を 含 
んで いるので ある。 

1832 年 9 月 ， 主はジ ヨセフ' スミ 
ス への 神権に 関する 啓示の 中で， メ 
ル ケ ゼデ ク 神権が 始め もな く 終わり 
もない ものであると 言われた。 この 
神権 は 福音 を 授ける 権能で あり， い 
つの 時代に も 真の 教会に は 存在す る 
こと， さらに 神の 知識の 鍵 を 保つ も 
ので あると 言われた。 主の み 言葉に 
よれば， 人 はこの 神権に より 聖 めら 

おもて 

れ， 神の 面 を 見， さらに は 「主の 無 


上 完全な る 栄光で ある 主の 休息 に 入 
るので ある。 （教義と 聖約 84  ： 17 —  24 
参照） 

続いて 主 は， ァ ロン 神権と メ ルケ 
ゼデク 神権に ついて こ う 言われた。 
「およそ 忠実に して わが 今 語れる 二 
つの 神権 を 得， 而 して その 天よりの 
召 を 全力 を尽 して 遂行す る 者た ち は， 
『みたま』 により 聖 めら れて その 肉 
体 再 新 さ る 。 

これら の 者はモ 一 セ の 息子た ち と 
なり， ァ ロン の 息子た ちとな り， ァ 
ブラ ハムの 子孫と なり， また 教会員 
にして 王国の 民と なり 神の 選民と な 
る。 

主 は 言う， またす ベて この 神権 を 
受け 入る る 者 は， われ を受 くるな り。 

そ は， わが 僕ら を 受け 人る る 者 は 
われ を受 くれば な り 。 

また， われ を 受け 人る る 者 はわが 
父 を受く るな り。 

而 して， わが 父 を 受け 入る る 者 は 
わが 父の 王国 を受 くるな り。 この 故 
にわが 父の もてる すべて は 彼に 与え 
らる べし。 

而し てこ は 神権に 属 ける 誓詞と 誓 
約に よ り て 然るな り 。 

この 故に この 神権 を受く る 者 は， 
すべて わが 父の この 誓詞と 誓約と を 
受け， 而し てこれ を わが 父 は 破る こ 


とも 変える こと も 為した もう はずな 

し。」 

誓約 を 破り， ことごと く これに 違 
背す る 者に 下される 罰が， 次の 戒め 
と共に 与えられ ている。 「 …… 汝ら永 
遠の 生命なる 言に 勉めて 心 を 留めよ。 

そ は， 汝ら 神の 口より 出る すべて 
の 言に よ り て 生 く ベければ な り 。j 
(教義と 聖約 84  ：  33-44) 

言うまでもな いが， 誓約と は 少な 
く と も 二者の 間で 交わされる 契約 も 
しく は 合意で ある。 福音の 誓約に つ 
いて 言えば， 当事者 は 天の 主と 地上 
の 人間と いう ことになる。 人間 は戒 
め を 守る ことに 同意し， 主 は それに 
対して 祝福 を 与える こと を 約束して 
おられる。 福音 は それ 自体， 新しく 
かつ 永遠の 誓約で あり， 主が 人間に 
与えた もう すべての 契約， 約束， 報 
い を 含む ものな ので ある。 

このため， 私たち はメ ルケ ゼデク 
神権 を 受ける とき， 誓約 を もって 受 
ける。 すなわち， 神権 を 受け， 神権 
の 召し を 全力 を 尽く して 遂行し， 神 
の 口よ り出づ るすべ て 言葉に 従って 
生活す る こと を 厳粛に 約束す る。 主 
はこれ に対して， 私たちが 戒め を 守 
るなら ば 父の もてる すべて， すな わ 
ち 永遠の 生命 を 与える と 約束した も 
う。 これに まさる 契約が ほかに ある 
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だろ う か。 

私たち はついつ い 「神権 を 全力 を 
尽くして 遂行す る」 と 言いが ちで あ 
もが, 啓示に あるの は， 長老， 七十 
人， 大祭司， 祝福 師， 使徒と して， 
それぞれの 「神権の 召し」 を 全力 を 
尽く して 遂行 するとい う ことで ある。 

人が 受ける 神権 は， 人類の 救いの 
ために 必要な すべての こ と を 行な う 
ために， 神が 地上に いる 人間に 委譲 
された 権威で あり， 権能で ある。 こ 
れ に対して 神権の 職 や 召し は， その 
神権に 対して 特別に 課されて いる 奉 
仕の 業 を 行な う 職務 上の 割 り 当てで 
ある。 従って， これらの 召し を 全力 
を 尽くして 遂行す るに は， 自分が 受 
けて いる 職に あってな すよ う 求めら 
れ ている 事柄 を 成し遂げる ことが 必 
要で ある。 

義務に 誠実 かつ 忠実で ある 限り， 
どの 職に あるか は 問題で はない。 管 
理上 ある 職 を 持つ 者が 他の 職 を 持つ 
者 を 管理したり 指導した りする こ と 
は 確かに あるが， かと 言って 職の 間 
で こちらが 偉大で ある とか あちらが 
偉大で あると かいう 区別 は 全く ない 
ので ある。 

私の 父で ある ジ ヨセフ •  F  • スミ 

ス大 管長 はこう 語った。 「この の 
職で， 神権 それ 自体よりも 偉大な も 
の は 全くない。 職に 伴う 権能 や 権威 
は， 神権から 派生した ものである。 
いかなる 職 も 神権 そのもの に対して 
権能 を 与える こと はない。 またい か 
なる 職 も， 神権の 権威 を 高める とい 
うこと はない。 教会 内の すべての 職 
は， その 権威と 効力と 権能 を 神権 か 
ら得 るので ある。」 

私たち は 神権の 召し を 全力 を 尽く 
して 遂行し， 私たちが 受けて いる 職 
に 付随す る 仕事 を 行なうよ う 求めら 
れ ている。 神権に 関する 次の 啓示で 


主力; 述べて おられる 通りで ある。 「こ 
の 故に 各人 皆 自らの 職務 を 守り， 自 
らの 天職 を 努め， …… かく してす ベ 
て 互いに 強め 養いて， その 系統 完全 
に 保 たるるな り。」 （教義 と 聖約 84  ： 
109—10) 

これ こ そ 私た ち が 教会の 神権 プ 口 
グラム を 行なう 上での ひとつの 偉大 
な 目標で ある。 すなわち 長老 は 長老 
の， 七十 人 は 七十 人の， 大祭司 は大 
祭司の 務め を 果たす ことによって 各 
神権 者が 各々 に 与えられた 固有の 召 
し を 全力 を 尽く して 遂行し， 約束 さ 
れた 祝福 を 豊かに 受ける ので ある。 

さて ここで， メル ケゼ デク 神権の 
授与に 伴う 誓詞に ついて 少々 話そう。 

誓詞 を もって 誓う こと は， 人の 口 
から 出る 言葉の 中で 最 も 神聖な もの 
であり， かつ 最も 拘束力の ある もの 
である。 天父が キ リ ス ト と 神権に 関 
して 偉大な メ シャの 予言 をす る 時に 
予言者に 用いさせ たもうた の は， こ 
の 種の 言葉であった。 こう 記されて 
いる。 「主 は 誓い を 立てて， み 心 を 変 
えられる こと はない， 『あなた は メル 
キゼ デクの 位に したがってと こしえ 

に 祭司で ある』。」 （詩篇 110  ：  4  ) 

この メ シャの 予言に ついて バウ 口 
は， 救い主が 「変わらない 祭司の 務 
を 持ち続けて おられる」 ために 「朽 
ちる ことのない いのちの 力」 をお 受 
けにな つたと 説明して いる。 （へ ブル 
7  ：  24， 16 参照） ジ ヨセフ. ス ミス 
は 「この 神権に 聖 任された 者 はすべ 
て， 祭司と しての 務め を 続けて 果た 
す ことによ り 神の 子の よ う になる」 
と 語った。 しかし これに は， 誠実 力 > 
つ 忠実で あれば， という 条件が 伴う。 
従って キリスト は， バプ テス マ や 
他の すべての 事柄の 場合と 同様， 神 
権に 関しても 偉大な 模範で ある。 天 
父 は， 御子が 神権 を 通して あらゆる 


もの を 受け継ぐ と 誓詞 を もって 誓わ 
れ たが， 私たち すべてに 対しても 同 
じ 神権の 召し を 全力 を g く して 遂行 
するならば， 御 父の もてる すべての 
もの を 得る と 誓お J を もって 誓ってお 
られ る。 

これ 力；， メル ケゼ デク 神権 を 持つ 
すべての 人に 対する 昇栄の 約束で あ 
る。 しかし これ は 条件つ きの 約束で 
ある。 私たち は 神権の 召し を 全力 を 
尽く して 遂行し， 神の 口よ り 出づる 
すべての 言葉に 忠実に 従って 生活し 
なければ ならない ので ある。 

私たち は， この 特権 を 受け， 聖な 
る 神権 を 持って キ リ ス 卜の 使いと し 
て 働く という 責任 を 果たす と きに 大 
いなる 約束 を 受ける。 これほど 栄え 
ある 約束 はない し， また ある はず も 
ない こと はだれ の 目に も 明らかな こ 
とで ある。 

ァ 0 ン 神権 は， この 大 神権に 伴う 
誓約 を 交わし， 誓詞 を 受ける ための 
備え をさせる 神権で ある。 

主 を 代表す るよ うに 召され， この 
権能 を 受けて いる 私たちが， 自分が 
何者か を 知り， それに ふさわしく 行 
動す るよ う 祈る ものである。 

最後に， 神権 をいた だいて いる こ 
と に対して 私の 感謝の 気持 を 申 し述 
ベたい と 思う。 私 はこれ まで， 自分 
の 神権の 召し を 全力 を 尽く して 遂行 
し， この 世に あって 終わりまで 耐え 
忍び， 後の世に あって は 忠実な 聖徒 
の 群れに 加えても らいたい と 思って 
きた。 

私 た ちに は聖 なる 神権 が 実際 に あ 
る こと を 証す る。 神権 は 神の 力で あ 
り， 私たち はこの 神権 を 通して， 後 
の 世に おいて 天父の 王国の 完 きを 得 
る ことができ るので ある。 イエス， 
キリスト のみ 名に より， アーメン。 
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神に 逢う 用意 をす る 時 

大 管長 会 第一 副 管長 • 十二使徒 評議員 会 会長 

ハロル ド •  B  • リ一 


現代の 最 も 偉大な 説教が 語 られて 
き たこの 由緒 ある タ バナ ク ル におい 
て， 主の日で ある 本日， 私 はこの 大 
会に お集まりの 皆さんに， 全人 類に 
とって 非常に 大切な 幾つかの 原則に 
注意 を 向けて いただく こと を， 話の 
目的と したい。 まず， 導入と して 皆 
さんがよ く 御存じの 出来事 をお 話し 
たいと 思う。 

私 はこう した こと を 踏まえた 上で， 
へりくだり， こ の 大会の 精神に 則 し 
た 話が できる よう， 神の 導き を 求め 
ている。 

本 大会に おいてす でに ほかの 方々 
が 話された が， 皆さんが 御存じの 出 
来 事 を 私 も 例と して 使いたい。 

数 力 月 前， 全世界の 何百 万と も 知 
れぬ 人々 が ラジオ， テレビ を 通じて， 

アポロ 13 号の 飛行 を 息 を ひそめて 見 
守って いた。 その 時， 全世界の 願い 
はた だ ひとつの こと に 集約され た。 
すなわち， 3 人の 勇敢な 人達が 無事 
に 帰還す るよ うにとの 祈りで ある。 

飛行士の 一人が 心配げ に 「船 内に 
爆発が 起こった」 と 通報して きた 時， 
ヒ ユー スト ンの 司令室 は 直ちに 技術 
専問家 を 全員 召集した。 彼ら はこの 
飛行に 関して 綿密な 計画 を 練って き 
た 科学者であった。 

今や 3 人の 生命 はふた つの 大切な 


事柄で 決しようと していた。 ヒ ユー 
ス ト ンの 司令室に いる 技術者た ちの 
技術と 知識が 信頼で きる かどう か， 
宇宙船 内の人々 が 技術者 か ら の 指令 
を 寸分の く るいな く 実行す るか どう 
力 N という 点であった。 宇宙飛行士 
よ り も 技術者の 方が 根本的な 問題の 
解決 を はかる こいう 点で は 優れてい 
たからで ある。 技術者の 判断 も 完全 
でなければ ならない。 さもなければ 
宇宙船 は 地球から 何千 マイル も 遠 ざ 
かってし ま うからで ある。 

この 劇的な 出来事 は， 私たちが 生 
きる こ の 不安定な 時代 と 幾分 似た と 
ころが ある。 今週の 新聞に もまた 驚 
くべき 発表が 報道され ていた。 合 衆 
国の 大統領 諮問委員会が 「合衆国の 
社会 は 危機に 瀕して いる」 と 回答し 
たので ある。 人々 は 世界中に 信じら 
れ ないような こと が 起こ つてい るの 
を 実際に 目に し， また 耳に して 愕然 
と している。 至る所に 政治的 陰謀， 
戦争， 不和が あり， 神聖な 場と して 
の 家庭 を 破壊させる 恐れの ある 社会 
問題と 取り 組んで 挫折感 を 味わう 親 
たち， 信仰と 道徳 を 覆えそう とする 
圧力に 不安 を 覚えて いる 子供 ゃ青少 
年が いる。 

あなたと あな たの 家族 全員が 主の 
道に あつ て 究極 的な 平安 を 得る に は, 


宇宙船 内の 飛行士 た ち が 行な つたよ 
うに， 自ら 進んで 耳 を 傾け 従わな け 
れ ばなら ない。 

混乱した 現代に は， 人々 が 放つ 苦 
悩の 叫び声が 渦巻いて いる。 一方で 
は これら 膨大な 問題 を 解決す る 手段， 
人類に 及んで いる あらゆる 緊張 感を 
やわらげる 方法がない もの かと しき 
り に 求める 声が あがって いる。 

し 力  >  し， 昔の 予言者の 教えに 通じ 
ている 者 は， 周囲の すべての ものが 
混乱して いるよ うに 見える 今日に あ 
つても， すべての 出来事の 意味 を 見 
失う こと はない。 

予言 を 裏の 意味から 定義す る と歴 
史 という 言葉になる。 私たち は 過去 
の 予言者た ちが 予言した 事柄の 成就 
を 目の前に 見て いる。 この 神権 時代 
がま さに 始まった 時に， 主 は 啓示 を 
下して， 「 •••••• 地より 平和の 取り去ら 

れ， 悪魔 自らの 領土 を 支配す る 時 は 
…… 今や 近き にあり」 （教義と 聖約 1 
： 35) と言われた。 現代の 予言者た 
ち も 次の よ う に 予告 を 受けて いる。 
「その 日， 戦に つきて 聞かん， また 
戦のう わさに つきて 聞かん。 全世界 
は 揺れ動き， 人々 は 怖れ おののきて 
言わん。 キリスト は 世の 終末まで こ 
の 世に 来る こと を 延ばされたり， と。 
人々 の 愛 は 冷やかに なり， 不法 は満 
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つべ し。」 （教義と 聖約 45  ：  26  —  27) 

主が 十字架に つけられる 前に， 弟 
子た ち は 主が 地上に 再び 戻られる こ 
と を 聞いて いたので， その 直前に ど 
のよう なしる しが あるかと 尋ねた。 
すると 主 は 答えて 言われた。 「その 時， 
ユダヤ人と エルサレムに 住 む 者に 大 
いなるな やみ あらん。 

もし その 日少 くせられ ずば， かれ 
らは 一人 だに 救わる る ことな からん。 
され ど 選民の ため， 誓約に 従いて そ 
の日少 くせら るべ し。 

•••••• 民 は 民に 国 は 国に 逆らいて 立 

ち， また 飢饉， 疫病， 地震と ころ ど 
ころに あらん ためなり。」 （ジ ヨセフ' 
ス ミス 1 ： 18，  20，  29) 

主 は 確かに， 「人 を その 父と， 娘 を 
その 母と， 嫁 を そのし ゆうとめ と 仲 
たがい させ ， そして 家の 者が， 
その 人の 敵と なる」 時の こと を 語ら 
れ たので ある （マ タイ 10  ：  35 — 36)。 

これらの こと を 考えて みると， 次 
のよう な 疑問が 浮かんで くる。 悩み 
苦しんで いる 人 は， だれに 答え を 求 
め， 吹き荒れる 「あらし を 避ける 
所」 を どこに 求めたら よいの だろう 
か。 

全能の 神 は， 私たちの 主で ある 御 
子 を 通して 道 を 示し， 全人 類に 安全 
への 確かな 道し るべ を 与えられた。 
そして， 主 は その 聖徒ら を 支配し， 
その 真中に ありて これ を 統治す る こ 
と， この 世に 審判が 下る こと を 宣言 
された。 （教義と 聖約 1 ： 36 参照） 

主 はすべ ての 人に 向かって 言われ 
た。 「だから， 目 を さまして いなさい。 
いつの 日に あなたがたの 主が こ られ 
るの か， あなたがたに は， わからな 
いからで ある。 

だから， あなたが たも 用意 をして 
いなさい。 思いがけない 時に 人の子 
が 来る からで ある。」 （マ タイ 24:  42, 
44) 

主 は 勧告して おられる。 「わが 弟子 
たち は， 聖地に 立ちて 動く ことな か 


るべ し。 され ど 悪しき 人々 の 中には， 
声 を 挙げて 神 をのろ い 死ぬ る 者た ち 
あらん。」 （教義と 聖約 45  ：  32) 

ァ ボ n 13 号に 起 こ つ た 事件 とこれ 
まで 引用した 主の 約束 を 心に 留めて， 
次に しばらくの 間， 全人 類の 救いに 
関する 驚くべき 計画に ついて 考えて 
みたい。 人 はこの 世の 生涯 を 終えて 
究極の 目的で ある， 命 を 与えた も う 
た 神の み も とへ 帰る わけで あるが， 
そのために は 救いの 計画に 従わな け 
れ ばなら ない。 主 はこの 方法に よつ 
て， 「その 聖徒ら を 支配し， その 真中 
にあり てこれ を 統治」 するとい う 約 
束 を 成就され るので ある。 

現代の 福音の 神権 時代の 初期に， 
この 計画に は 名前が つけられ， 教会 
員に 対して その 崇高な 目的が はつ き 
り と 示された ので ある。 

主 は 1 世紀 以上 も 前にこう 述べて 
おられる。 

「また かくの 如く， わが 永遠の 誓約 
を 世に 遣りて 世の 光と なし， また わ 
が 民と この 光 を 求め 来る 異邦人との 
ために 一つの 旗と なし， わが 前に 道 
を備 うる ため わが 前に 立つ 一人の 使 
となしたり。」 （教義と 聖約 45  ：  9) 

こうして， この 計画 は 誓約と なつ 
た。 すなわち 二人 以上の 当事者 を も 
つ 契約と いう 意味で ある。 主に 選ば 
れた 者と この 計画から 恵み を 受ける 
世の すべての 人に と つ ての 標準 と な 
つたので ある。 そして， この 計画の 
目的と すると ころ は， すべての 人の 
必要 を 満たし， 主の 再臨に 世の 人々 
を 備えさせる ことで ある。 

前世に おいて こ の 計画が 発表 さ れ 
た 場に は， 天父の 霊の 子供 全員が 集 
まっていた。 私たちの 持つ 最も 古い 
聖典で ある 古代の 予言者 ァ フ 'ラ ハム 
と エレ ミヤ の 記述 も， 神 ヱ 口 ヒム， 
長子 エホバ， ァ ブラ'、 ム， エレ ミヤ， 
その他 多 く の 偉大な 人々 がその 場に 
いた こと を 確認して いる。 

地球が 創造され る 前， すでに 霊と 


なって いたす ベての 組織せられ たる 

英智 がそ こにいた。 その 中には 高貴 
にして 偉大な 者が 大勢いた。 彼ら は 
前世に おいて 自らの 行ないに よ り ， 
この 永遠の 計画 を 実施す る 上での 統 
治者， 指導者と なる に ふさわし いこ 
と を 証明した 者た ちで ある。 

使徒 バウ 口 は， コ リ ン ト 人に 宛て 
た 手紙の 中で 次の よ うに 教えて いる。 
「 •••••• 多くの 神， 多くの 主が あるよ 

うで は ある 力；， わたしたちに は， 父 
なる 唯一の 神の みがい ますので ある。 
万物 はこの 神から 出て， わたしたち 
もこの 神に 帰す る。 また， 唯一の 主 
イエス. キリス 卜の みがい ますので 
ある。 万物 はこの 主により， わたし 
たち も この 主によ つてい る。」 ( I コ 
リント 8  ：  5  —  6  ) 

特に， 父なる 神 「から」 という 言 
葉と， 主 イエス' キリスト 「によつ 
て」 という 言葉に 注目して いただき 
たい。 この 聖 句に は それぞれの 御 方 
の 役割が はつ きりと 示されて いる。 
主 は， 御 父の 命に より， 全人 類の た 
めの 救いの 計画 をす ベて 遂行した も 
うので ある。 （アブラハム 4 章 参照） 

私たち は， 神の 管理の 計画に おけ 
る この 原則 を 理解す ると， 古代の 予 
言 者た ちに 与えられた 啓示に わずか 
ながら 記録され ている 神々 の 評議会 
の 様子 を 多少な りと もう かがう こ と 
がで き る 。 

御 父の 命令の もとに エホ バが 指示 
を 下し， 地と それにつ ける すべての 
ものが 組織され， 形造られた。 彼ら 
(神々） は， 地に 「命じ」， 「見守 
り」， 「備え」 たもうた。 そして， 人 
間 を 含む あらゆる 生き物と あらゆる 
物 を 地に もたらす ことにつ いて 「神 
神 同志 議 り」， この 計画 を 実施すべく 
地 を 備えた もうた。 これ は 青写真と 
も 言うべき もので， 「神の 栄光」 すな 
わち 全人 類が 「不死 不滅と 永遠の 生 
命」 と を 得る 機会 を もたらす という 
神の 目的 を 遂行す るた めに 神の 子供 
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たち を 導き， 訓練す る ものである。 
永遠の 生命と は， 命じられた すべて 
のこと を なすこと により， 神と キリ 
ストの 住まう 日の 光栄の 世界で 永遠 
に 続く 生命 を 受ける ことで ある。 （ァ 

ブラ ハム 3  ；  25 参照） 

この 救いの 計画に は 3 つの 明確な 
原則が ある。 

第 1 に， すべての 人 は 神の 律法に 
従う ことにより 「自由と 永遠の 生 
命」 を 得る 力、 不従順に より 霊的な 
「束縛と 死」 を 得る かの いずれ か を 
自分で 選ぶ という 特権が 与えられて 
いる。 （11 ニーフ アイ 2  ：  27 参照） 

自由意志 は 神が 人に 与えた もうた 
賜の 中で 生命の 次に 大 いなる 賜で あ 
る。 これにより 神の 子ら はこの 死す 
べき 第二の 位に おいて 進歩す る 機会 
が 与えられた。 古代の 聖典に よると， 
ァメ リ 力 大陸に 住んだ 一人の 予言者 
は， この ことにつ いて， 主の 永遠の 
目的 を 成就す るに は 反対の も のがな 
ければ ならない と， 息子に 説明して 
いる。 つまり 善悪い ずれの 方から も 
誘いがなければ ならない ので ある。 
聖典に はこ う 記されて いる。 「 …… 禁 
断の 実に 対して は 生命の 木が あって 
これ は 甘く かれは 苦かった。 それで 
ある 力  >  ら， 主なる 神 は 随意に 行う 自 
由 を 人間に 許した もうた。 しかし 人 
間 はも しも あれに 誘われ これに 誘わ 
れ なければ， 随意に 選び 行う こと は 
できない ので ある。」 （II ニーフ アイ 
2  ： 15—16) 

この 神の 計画の 第 2 の 原則 は， 救 
い 主の 必要性に 関する ものである。 
神よ り 最も 愛された 御子 は 噴い を 成 
就す る ことによ り 救い主と なられた。 
パト モス 島の ヨハネ は， 救い主 を 

「世の 初めから」 「ほふられた 小羊」 
と 述べて いる （黙示 13:  8)。 また 別 
の 予言者 は 神の 御子の 使命に ついて， 

「あらゆる 人間の ためにと りなし を 
したもう。 それで あるから， メシャ 
を 信ずる 者 は 救われる ので ある」 （II 


ニーフ アイ 2  ：  9  ) と 述べて いる。 
救いの 計画 をよ く 理解して いない 
人々 は， 神の 恵み だけで 人 は 救われ 
ると 言って いる。 しかし， 神の 恵み 
に関する 教義 を 正しく 理解す るに は， 
次の 説明が 必要で ある。 ある 予言者 
は 意義深い 言葉 を 述べて いる。 

「だから 私たちが 力 をつ く して 書き 
記す の は， 自分た ちの 子孫と 兄弟た 
ち を 説得して キ リ ス 卜 を 信じさせ， 
神との 一致 を 得させる ためで あ り ， 
それ は 人が 最善 をつ く して はじめて， 
神の め ぐみ によ り 救われる こ と を 知 
つてい るからで ある。」 （ 11  ニーフ ァ 
ィ 25:  23) 私たちが 世の 救い主の 贖 
いの 血に よって 贖われる の は 確か だ 
が， そのために は 私たちが 自身の 救 
いの ためにで きる 限りの こと をな さ 
なければ ならない。 

救いの 計画の 第 3 の 原則 は， 「すべ 
ての 人類 は， 福音の おきてと 儀式と 
を 守る ことによ りて 救われ 得る」 （信 
仰 箇条 第 3 条） という ことで ある。 
救いに あずかる ための これら 基本的 
な 律法と 儀式 ははつ きりと 示されて 
いる。 

第 1 は， 主 イエス' キリスト を 信 
じる 信仰で ある。 

第 2 は， 罪の 悔い改め である。 こ 
れは， 神の 律法に 従わない という 罪 
から 離れ， 二度と 同じ 罪 を 犯さない 
こと を 意味す る。 主 はこの 点に つい 
て はつ き り と 述べて おられる。 「 "…- 
汝ら往 きて 今よ り 罪 を 犯すな かれ， 
罪 を 犯す 者に は 前の 罪 彼に 返 るべ し 
と 主なる 汝らの 神 言う。」 （教義と 聖 
約 82  ：  7  ) 

第 3 は 水と 霊 （みたま） とに よる 
バプ テス マで ある。 主が ニコ デモに 
教えられた 通り， この 儀式に よらな 
いで 人 は 神の 国 を 見る こと も， 入る 
こと もで きない。 （ヨハネ 3  ：  4-5 
参照） 

救い主が 復活 後， この アメリカ 大 
陸の 聖徒た ち を 訪れた 時， この 教え 


を 強調して 述べて おられる。 これ は 
弟子た ちへの 最後の 言葉で もあった 
ようで ある。 「そもそも， 清から ざる 
もの は 御 父の 王国に 入る こ と を 得ず。 
信仰 をし， すべての 罪 を 悔い改め， 
終りまで 誠 をつ く し， 以て わが 血に 
よ りて その 衣 を 洗いし 者の ほかに は 
御 父の 安息 に 入り 得る 者な し。 

さて， 世界の 隅々 に 至る 者た ちょ。 
汝らは 聖霊 を 受けて 聖 めら れ， また 
終りの 日 にわが 前に 罪な しとせられ 
ん ために 今 悔い改め， われに 来て わ 
が 名に よ りて パプ テス マ を 受けよ。 
これ 汝らに 与う る 命令な り 。 

われ まことに， まことに 汝 らに告 
ぐ， 以上 はわが 福音な り。 …… 」 （111 
ニーフ アイ 27  ： 19—21) 

この 地上に いるすべ ての 人 は， 国 
籍， 肌の 色， 信条に かかわり なく 主 
の 子供で ある。 かの 3 人の 宇宙飛行 
士が 危機に 瀕した 時， 司令室の 技術 
者の 指示に 聞き 従った ように， 主の 
子ら がィ ヱ ス • キリス 卜の 福音 を 伝 

える 真の 使者の 声に 耳 を 傾けるな ら 
ば， やがて 主 を 見， 主が 生きて おら 
れる こと を 知り， 自らの 召しと 選び 
と を 確かな ものと する であろう。 彼 
らは， 「モー セの 息子た ちとな り， ァ 
口 ン の 息子た ちとな り， アブラハム 
の 子孫と な り ， …… 神の 選民と な 
る。」 （教義と 聖約 84  ：  34) 

終わりまで 忠実な 者に 用意され た 
この 栄え ある 約束 は， 放蕩息子 のた 
と え 話の 中にはつ き り と 描かれて い 
る。 自分の 生得権 を 無駄に せず 忠実 
だった 息子に 対して， 父親， すな わ 
ち 主の 教えの 中で 父なる 神が こ う 約 
束して いる。 「子よ， あなた はいつ も 
わたしと 一緒にい るし， また わたし 
の もの は 全部 あなたの もの だ。」 （ル 
力 15  ：  31) 

主 は 近代の 予言者 を 通して， 今日 
の 忠実で 従順な 人々 に対する 約束の 
啓示 を 与えて おられる。 「 …… わが 父 
の もてる すべて は 彼に 与 えられる ベ 
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し。」 （教義と 聖約 84  ：  38) 

それとも， 私たち は ナイ ャガラ の 
鹿の すぐ 上の 早瀬に 近づこう とする 
愚か者に なりたい のだろう 力、。 安全 
な 場所へ 行 くように と の 警備員の 声 
を， 無視し， 笑い， 踊り， 酒 を 飲み, 
馬鹿にして， ついに は滅ん でし まう 
ので ある。 

3 人の 宇宙 飛 f 社 も， もし ヒ ユー 
ス ト ンの 司令室からの 細かい指示に 
従わなかったならば， 同じ 運命 をた 
どって いた ことであろう。 彼らの 生 
命 はま さに， 宇宙の 力 を 支配し， 統 
御す る 法則に 従う かど う かに かかつ 
ていたの である。 

イエス は， 世の 人々 が 正気 を 失い， 
「狭くて 細い 道」 から 入って 主の も 
とへ 来る よ う にとの 呼びかけ を あざ 
けり 笑う 様 を 見て 涙 を 流された。 こ 
の 「狭くて 細い 道」 は， 救いに 関す 
る 神の 永遠の 計画に はつ きりと 示さ 
れ ている。 

今日で も 私たちの 耳に ィ エスの 叫 
び 声 が 聞こえる のではないだろう 力、。 
「ああ， エノ レサ レム, エルサレム, 
予言者た ち を 殺し， おまえに つかわ 
された 人た ち を 石で 打 ち 殺す 者よ 。 
ちょうど， めんどりが 翼の 下に その 
ひな を 集める ように， わたし はお ま 
えの 子ら を 幾た び 集めよ うとした こ 
とであろう。 それ だのに， おまえた 
ち は 応じようと しなかった。」 （マタ 
ィ 23  ：  37) 

黙示 者 ヨハネに 語った たとえ 話に 
あるよう に， 主 は エルサレムの 人々 
に対すると 同じよ う に 今日の 私たち 
に対して も 呼びかけて おられる。 

主 は 言われた。 「見よ， わたし は 戸 
の 外に 立って， たたいて いる。 だれ 
でも わた しの 声 を 聞いて 戸 を あける 
なら， わたし は その 中にはい つて 彼 
と 食 を 共に し， 彼 もまた わたしと 食 


を 共に する であろ う 。 

勝利 を 得る 者に は， わたしと 共に 
わたしの 座に つかせよう。 それ はち 
ようど， わたしが 勝利 を 得て わたし 
の 父と 共に その 御座に ついた のと 同 
様で ある。」 （黙示 3  ：  20—21) 

そして 今， 使徒た ちゃ 予言者た ち 
という 土台の 上に， 主 キリスト を 隅 
のか しら 石と して 建てられた 真の 教 
会が 教える 救いの 計画が ここに ある。 
(エペ ソ 2  ：  20 参照） この 計画に 従 
つて こそ 平安が もたら される ので あ 
る。 それ は 世が 与える ような ものと 
は 異なり， 主 御自身と 同様 世の もの 
に 打ち勝つ 者 だけに 主が 与えた も う 
平安で ある。 

「この 人に よる 以外に 救 はない， わ 
たした ち を 救いうる 名 は， これ を 別 
にして は， 天下の だれに も 与えられ 
ていないから である。」 （使徒 4  ： 12) 

私 は 心から これらす ベての こ と を 
主 イエス. キリス 卜の み 名に よ り 証 

する。 

最近， ある 集会で 私 は 一人の 少女 
の 証 を 聞き， 胸 を 打 たれた。 病床に 
ふせって いる 彼女の 父親 は， 医師 か 
ら 不治の病 いと 宣告され ていた。 こ 
の 父親 は 苦痛で 眠れぬ 夜 を 過ごした 
翌朝， 妻に 向かって， 「きょう も 感謝 
してる よ」 と 言った。 「ええつ， 何の 
こと」 と 妻が 尋ねる と， 彼 はこう 言 
つた。 「神様が も う 1 日 君と 1 にい 
られる 日 を 与えて 下さ つたこと だ 
よ 。」 

私 はきよ う この 大会の 模様 を 聞い 
て おられる すべての 方々 も 同じよう 
に， 神が きょ うの 1 日 を 与えて 下さ 
つたこと を 感謝す るよう 心 か ら お 願 
いしたい。 何に 対して かと 言えば， 
何 かやり 残した こと をす る 機会に 対 
してで ある。 悔い改める こと， 誤り 
を 正す こと， 道 を 踏み はずした 子供 


を 正しい 方向に 導く こと， 助け を 求 
めて いる 人に 手 を 差し伸べる こ と， 
つまり， 神に 逢う 用意 をす る 日が も 
う 1 日 与えられ たこと を 神に 感謝す 
るので ある。 

いたずらに 先走って はいけ ない。 
現在 抱えて いる 問題に 立ち向かう 力 
を 求めなさい。 主 は 山上の垂訓で こ 
のように 忠告して おられる。 「だから， 
あすの こと を 思いわず らうな。 あす 
のこと は， あす 自身が 思いわず らう 
であろう。 一日の 苦労 は， その 日 一 
日 だけで 十分で ある。」 （マ タイ 6  ： 
34) 

自分に できる すべての こと をな し， 
あ と は 私た ちの 父で ある 神 に 委ねな 
さい。 最善 を 尽く します と言う だけ 
では 不十分で ある。 自分の 力の 及ぶ 
こと， 必要な こと はすべ てし ます， 
と言うべき である。 

ニューヨーク 市の 市立 放送 音楽会 
館の 壁に， 次の ような 味わい 深い 言 
葉 を 刻んだ 額が 掛けられ ている。 

「人が 最終的に どこへ 行く か は， 新 
しい 知識 を 得， 新しい 発見 や 征服 を 
成し遂げた かどう かで はなく， 教え 
られた 事柄 を 受け入れた かどう かで 
決まる。」 

願わくは， これら 知恵の 言葉が， 
き よ う 大会の 模様 を 耳に している す 
ベての 人々 に 決意 を 促し， これによ 
つて 私たちが 神から 離れる ことなく， 
やがて は 全身が 光で 満たされ るよ う 
に。 こうして 私たち は 最早， 闇の 中 
を 歩む ことが なく， すべての こと を 
理解す るよう になる ので ある。 （教義 
と聖約 88  ：  67 参照） 

神が それ を 許した もうよう， イエ 
ス. キリスト のみ 名に より 祈り 奉る。 
アーメン。 
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歴史的 由緒の ある この タバナ ク ル 
を 人々 力;' 埋め 尽く した この 光景 は 実 
に 感動 的で ある。 この 会場に 集って 
おられる 方々 および ラジオ， テレ ビ 
を 通じて 大会の 模様に 耳 を 傾けて お 
られる 方々 に 歓迎の 意 を 表し， あわ 
せて これからの 話に 参加して いただ 
くよう お願いしたい。 

私たち は イエス' キリスト の 福音 
の 教え を 広く 人々 の 間に 伝える とい 
う 目的 を 持って いる。 これによ つて 
主の み 名 を 信じる すべての 人の 信仰 
と 証 を 強める こ とがで きる ようにし 
なければ ならない。 なぜならば， 主 
のみ 名 こそ， 天が > 'で 私たち を 救い 
得る 唯一の 名で あり， 主の 教えに 従 
うこと が， この 世に あって は 平和 を 
得， 来るべき 世に あって は 永遠の 生 
命 を 得る 唯一の 方法 だか ら である。 

つい 先日の こと， 私が ある 人と 話 
していた 時， 相手が 突然 次の よ う に 
言った。 「ほら あの人， あの人なら 全 
面 的に 信頼で きます。 彼が どのよ う 
な 考え を 持って いるかよ く 知ってい 
ますし， 決して 自分 を それ 以上に 見 
せかけ るよ う な 人で も あり ません。 
彼 はいつ も 誠実で 飾らない 人で 
す。」 

同じ 曰に， 今度 は ある 人が また 別 
の 人 を 指して こう 言った。 「あの人 は 
本当に どういう 人なん です かね。 彼 


の a うこと は 全く あてに な りません 
ああい う 人 を 主 は 偽善者と 呼ばれる 
ん でしよう か。」 私 も 彼の 意見に うな 
づく と ころがあった。 

き よ う 私 は， 偽善者 を 話の テーマ 
に 取り上げた。 特に 末日 聖徒 ィヱ ス. 
キ リ ス ト 教会の 会員の 方々 にお 話し 
たい。 現在 私たちの 教会 は 約 300 万の 

会員 を 擁して いる。 内容 は， 主と 隣 
人への 奉仕に 持てる すべて を 投入す 
る 全く 献身的で 備えので きている 会 
員から， まだ 完全に 改宗して いなく 
て イエス. キリストの 教えに 従って 

生活す る ことの 大切 さ を わかって い 
ない 人 や 可能な 限り 積極的に 奉仕し 
その 備え をす る ことの 大切 さを理 解 
していない 人に 至る まで 多種多様で 
ある。 

主の 祝福 を 受け， 交わる 人々 の 信 
頼 を 得よ う とするならば， 福音 を 実 
生活に 生かし， また 正直に 活発に 福 
音の 教え を 実践し， 人々 に 教える 備 
え をして いなければ ならない。 イエ 
ス. キリス 卜の 福音 は 私たちに いか 
に 生くべき か を 教えて いる。 ここで 
偉大な 福音の 真理 を 幾つか 引用 して 
みたい と 思う。 

主 は 言われた。 「これ わが 業に して 
わが 栄光， すなわち 人に 不死 不滅と 
永遠の 生命と を もたらす なり。」 （モ 

ーセ 1 ： 39) 


「わた し はよ みがえ り であり 命で あ 
る。 わたし を 信じる 者 は， たとい 死 
ん でも 生きる。 

また， 生きて いて， わたし を 信じ 
る 者 は， いつまでも 死なない。」 （ョ 
ハネ 11 ： 25—26) 

主 を 試そうと して 「律法の 中で ど 
のい ま しめが いちばん 大切な のです 
力つ と 尋ねた 律法 学者に 答えて 主 は 
次の よ う に 言われた。 「『心 をつ く し, 
精神 をつ く し， 思い をつ く して， 主 
なる あなたの 神 を 愛せよ』。 

これが いちばん 大切な， 第一の い 
ま しめで ある。 

第二 もこれ と 同様で ある， 『自分 を 
愛する よ うに あなたの 隣り 人 を 愛せ 
よ』。 

これらの 二つの いましめに， 律法 
全体と 預言者と 力；， かかって い 
る。」 （マ タイ 22  ：  36—40) 

またこう も 言われて いる。 「父なる 
神の みまえに 清く 汚れの な 、信心 と 
は， 困って いる 孤児 や， やもめ を 見 
舞い， 自ら は 世の 汚れに 染まずに， 
身 を 清く 保つ こ とに ほかなら な 
い。」 （ヤコ ブ 1 ： 27) 

十戒 は 非常に 明確な 表現で 規定 さ 
れ ており， そこに 何らの 注釈 も 必要 
ないし， 疑問の 余地 もない。 山上の 
垂訓 は 人類に 対する キリ ストの メッ 
セージで あり， 私たちが 自らの 導き 
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と して 主の 祝福と みたま を 得る に は 
何 をな すべき か を 教えた ものである。 
この 点に ついて も 疑問の 余地 はない。 
さらに は 信仰箇条， これに は 生活 を 
営む 上での 高度な 規範が 定められて 
いる。 

イエス は 言われた。 「わたしに むか 
つて 『主よ， 主よ』 と言う 者が， み 
な 天国に はいるの ではなく， ただ' 
天に います わが 父の 御 旨 を 行う 者 だ 

け 力；， はいるので ある。」 （マ タイ 7 
： 21) 

この 末日に 主 はこ う 言って おられ 
る。 「汝ら わが 言う ところ を 行わば， 
主なる われ これに 対して 責任 あ り 。 
され ど， 汝ら わが 言う ところ を 行わ 
ずば 汝ら 何ら 約束 を 受けず。」 （教義 
と聖約 82  ： 10) 

そして， 素晴らしい 約束が 与えら 
れ ている。 「…この 誡 命に 従って 歩む 
すべての 聖徒ら は， そのへ そに 健康 
を 受け その 骨に 髄を 受けん。 

ま た智恵 と 知識の 大 いな る 宝 まこ 
とに 秘れ たる 宝 を 見出さん。 

而 して 走れ ども 疲れず， 歩け ども 
気 を 失う ことな からん。 

主なる われ 彼らに 一つの 約束 を 与 
う。 すなわち， さつり くの 天使 はィ 
ス ラエルの 小児た ちが 如く， 彼ら を 
過ぎ 越して 屠る ことな かるべし。」 
(教義と 聖約 89  ： 18-21) 

私 た ち は 信仰に 対 して 忠実で ある 
よう 命じられ， 悪と 偽善に 対抗す る 
よう 警告 を 受けて いる。 事実， 主 は 
偽善と いう 悪 を 非常に 強調して おら 
れる。 主 は 言行が 一致し ない 人々 を 
きびしく 非難され た。 「偽善な 律法 学 
者， パリ サイ 人た ちょ。 あなたがた 
は， わざわい である。 …へびよ， ま 
むしの 子ら よ， どうして 地獄の 刑罰 
をの がれる ことができよう 力 >。」 （マ 
タイ 23  ：  29，  33) 

辞書に よると， この 「わざわい」 
に は， 悲しい 状態， 大きな 苦悩， 不 
幸， 苦難， 悲惨な 状態な どの 意味が 
ある。 偽善者と は あ り も しない 信念 


や 主義 を さ も 持って いるかの ように 
装う 人， 自分 を 偽る 人， 特に 徳ゃ信 
仰が あるかの よ う に 見せかける 人の 
ことで ある。 

福音書の 中で 救い主 は 偽善に 関 し 
て 様々 の 例 を あげて おられる 力；， い 
ずれの 場合 も 次の よ うに 言って おら 
れる。 「偽善な 律法 学者， パリ サイ 人 
たちよ。 あなたが たは， わざわいで 
ある。」 

私 は 偽善 を 問われる 例 を 幾つか あ 
げたいと 思う が， それらが 私たちに 
あてはまる かどう 力、 自分 を 振り返 
つてみ ると よいと 思う。 今日の 世の 
中の 状態 を 見れば， 正義の 原則 や 慎 
しみがない がしろ にされ， 偽善が は 
び こり， その 結果 国家 や 個人が 悲し 
むべき 状態に 追い込まれ ている こ と 
は 一目瞭然 である。 

主 は 言われた。 「重い 荷物 を く  く つ 
て 人々 の 肩に のせる 力；， それ を 動か 
すため に， 自分で は 指 一本 も 貸そう 
と はしない。 

そのす る こと は， すべて 人に 見せ 
るた めで ある。 

また， 宴会の 上座， 会堂の 上席 を 
好み， 

…あなたが たは， やもめた ちの 家 
を 食い倒し， 見えの ために 長い 祈 を 
する。 だから， もっと きびしい さば 
き を 受ける に違いない。 

…はつ 力、， いのん ど， ク ミ ン など 
の 薬味の 十分の一 を宮に 納めて お り 
ながら， 律法の 中で もっと 重要な， 
公平と あわれみと 忠実と を 見の がし 
ている。 それ もしなければ ならない 
力；， これ も 見の がして はならない。 

盲目な 案内 者た ちょ。 あなたがた 
は， ぶよ はこ している 力；， ら く だは 
のみこんで いる。 

…杯と 皿との 外側 はきよ める 力;， 
内側 は 貪 欲と 放縦と で 満ちて いる。 

…あなたが たは 白く 塗った 墓に 似 
ている。 外側 は 美しく 見える 力;， 内 
側 は 死人の 骨 や， あらゆる 不潔な も 
ので いっぱい である。 


このように あなたが たも， 外側 は 
人に 正しく 見える 力;， 内側 は 偽善と 
不法と でい つばいで ある。 

…あなたが たは 預言者の 墓 を 建て， 
義人の 碑 を 飾り立てて， こう 言って 
いる， 

『も しわた したち が 先祖の 時代に 生 
きていたら， 預言者の 血 を 流す こと 
に 加わって はいなかった だろう』 
と。」 （マ タイ 23  ：  4  —  6  , 14,  23— 
25,  27—30) 

クリス チヤ ンを 公言して いる 私た 
ちに も このよ うな 過ちがない かどう 
力つ 考えて みる 必要が ある。 現代で 
もよ く 見られる ことで ある 力;'， 当時 
も 人々 は 兄弟た ちの 間で は 律法 を 厳 
格に 守った。 だが， 一歩 外へ 出る と， 
彼 ら は 他の 民に 軽べ つ と 非難の 目 を 
向けて いた。 このように 表面的に は 
異教 を 避けて いても， 精神的に は異 
教を 受け入れて いたので ある。 

律法 を 表面的に 守る だけで 律法の 
精神 を 忘れ， 隣人に 愛と 信 ゆ を 表わ 
していな いという 人が 私たちの 中に 
いないだろう 力'。 私たち は 心 を 変え 
る ことよりも， 人の 目につく 表面的 
な 行ない をす る 方に 重き を 置いて い 
ないだろう 力 >。 杯の 内側 を 清める 方 
法 は ひとつし かない， それ は， へり 
くだり， 悪の 道 を 離れ， 能力の 限り 
を 尽くして イエス' キリス 卜 の 福音 
に 従った 生活 を 送る ことにより， 清 
い 心 を 持つ こ とで ある。 私たち は 人 
を 欺く こと はでき るか も 知れない が, 
神 を 欺く こと はでき ない。 

今日の 文明 は， 白く 塗った 墓に 似 
てはいないだろう 力、。 目 を 見張る よ 
うな 機械 類， 高層建築， その他 私た 
ちが 進歩と 呼んで いる しる しが 無数 
にある。 しかし その 裏に は， 不安， 
人と 国家の 争い， 救いが たい 貧困， 
大規模な 戦争に よ る 死人の 骨が 山積 
している。 

あらゆる 種類の 犯罪， 人口の 都市 
集中， 道徳の 低下， ポルノ 映画， ポ 
ル ノ 文学 等が 横溢す る 現代 社会に あ 
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つて， 私たち はなお 一層 義を 断固と 
して 守らなければ ならない。 酒類の 
消費量の 増加と 社会問題の 増加に 相 
関 関係が ある こと を 知りながら， 全 
く の 利己的な 理由に 基づいて アル コ 
一 ル性 飲料 規制 法の 制限 を 緩和 し よ 

うとして いる 人々 力 H  、る。 このよう 
な 偽善が 放置 されて いてよ いもの だ 
ろ う か。 

旅行者 や 業者の 歓心を買う ために 
酒類の 販売 を 容易に し， その 結果， 
新聞紙 上 を にぎわし ている 通り， 高 
速 道路での 自動車事故， 死， 健康 閛 
題， 家庭の 崩壊 を 招いて いる。 社会 
と 個人が 被って いる 損失 は， いかな 
る 救済 金 を もってしても まかなえる 
もので はない。 

アメリカ. アルコール 問題 協議会 
は 以下の 宣言 を 決議して いる。 「国民 
の 大多数が マ リ フ アナの 普及 を 憂慮 
している 力；， 私たち はァメ リ 力に お 
ける 麻薬 問題の 第一位 を 占める の は 
これまでと 同様 アルコール であ り ， 
人々 の 生命， 肢体， 福祉に 及ぼす 害 
は， 他 を はるかに 圧する ものが あ 
る。」 

私たち は， 麻薬に 対しても 同じよ 
うな 関心 を 持つべき である。 麻薬 は 
人生 を 台無しにし， 本人 だけでなく 
まわりの 者に も 大きな 不幸 を もたら 
す。 しかし 若者 を このような 形の 反 
抗に 追い込んで いるの は， 大人の 生 
活に 見られる 偽善で ある。 つまり， 
一方で は 力 クテル パー テ ィ 一 やその 
他 首をかしげた く なること をし なが 
ら， 他方で はそう した 両親の 行動 を 
別な 方法で まねしよ う とする 若人に 
対して ヒス テリ ッ クに 叱りつ ける 偽 
善が， 彼らに 大きな 影響 を 与えて い 
るので ある。 子供が 大人の 言葉に 耳 
を 傾ける の は， 大人が 正しい 模範 を 
示して いる 時 だけで ある。 

法律 やその 他の 手段に よって， 若 
人 を 悪に ひきずり 込 も うとす る 者た 
ちの 手から 守る 私たちの 責任 は 年々 
増大して いるが， 同時に 悪い 習慣に 


陥 つ た 若人 を 立ち直 ら せる 責任 もお 
ろ そかに する こと はでき ない。 クリ 
ス チャン を 自称し， 隣人すな わち 援 
助 を 必要と している 人 を 愛して いる 
と言うの ならば， アルコール 中毒 患 
者， 麻薬中毒 者， 仮釈放 中の 人々 を 
助ける 施設 を 作ろ う と 努力して いる 
人々 に 協力で きない はず はない。 け 
れど も 自分た ちの 町に は 御免 だと 言 
つて， そうした 施設の 建設 を 妨害し 
ている 人々 が 現実に いる。 こうした 
不幸 な 人々 にこ そ 私たちの 助けが 必 
要な ので ある。 私たち は 良き サマリ 
ャ人 になって， 可能であれば いつで 
も 人々 を 助ける 備え をし なければ な 
ら ない。 

知恵の 言葉 を 厳格に 守りながら， 
他人に 対して 偏見と 非難の 目 を 向け 
る ことに はお さえの きかない 人が 私 
たちの 中に いないだろう 力、。 また 会 
社員と して は 神経質な ほどに 礼儀 正 
しく， 教会の 集会 も 欠かさず 出席し 
ていながら， 社会の 明らかな 不公平 
に 何の 声 も あげず， 隣人に 対して 不 
公平 や 不正な 扱い をして いる 人が 私 
た ちの 中に いないだろ う 力、。 

私たち は 本当の 意味で 隣人の 福利 
に 関心 を 持って いる だろ う 力、。 未 亡 
人 や 孤児 を 訪問し， 貧しい 人 や 困つ 
ている 人に 食物と 衣服 を 提供し， 慰 
め を 与えて いるだろう 力、。 予言者 ァ 
ルマは 当時の 人々 の 中に 「人民 相互 
の 間に 非常な 不平等が あって， ある 

者は甚 しく 倣慢 になって ほかの 者 を 
いやしみ， 貧しい 者 や 着物の ない 者 
や 飢えて いる 者ゃ渴 いている 者 や 病 
気 をして いる 者 や 悩んで いる 者 を か 
え り みない こ と を 認めた。 

これ はまこと に 民 を 非常 に悲 し ま 
せる もと になった ことで ある 力；， 一 
方に は… およそ 救助 を 要する 者 を 救 
助し， たとえば 貧しい 者に 持物 を 分 
け 与え， 飢えた 者に 食物 を 与えて， 

…あ ら ゆる ii 難 を その 身に 受け 

た。」 （アルマ 4  ： 12—13) 
最近 扶助 協会の 組織 とプ D グラム 


に 手直しが あり， 姉妹た ち はこれ ま 
で 以上に 彼女た ち の 組織の 大 きな 目 
的に 時間と 精力 を 注ぐ ことができる 
よ うにな つた。 すなわち シ オンの 母 
親と 娘た ちの 霊的， 精神的， 道徳的 
な 福祉 を 見守る ことで ある。 扶助 協 
会の 姉妹た ち は 福音 を 教え， あら ゆ 
る 世代の 女性に よ り 良い 家庭 を 築く 
ための 備え を させ， 助け を 必要と す 
る 人に 心からの 奉仕 をす る こ と を 求 
めら れ ている。 

この 大 いなる 組織に 属する 姉妹た 
ち は 毎週 何千 時間 も の 慈善 奉仕 を 行 
なって いる。 しかしながら， まだ 手 
を 差し伸べられ ていない 病人， 一人 
暮らしの 人， 慰め を 必要と している 
人 は 数多い。 私たち は あらゆる 機会 
を とら えて 周囲に いる 困って いる 人 
に 助けと 慰め を 与えなければ ならな 
い。 利己的な 世の 楽しみ や 世の 富 を 
得る ことば かりに 熱中して， この 義 
務と 特権 をお ろ そ かに して はな ら な 
いので ある。 

私たち はよ く  ， 隣人に 愛 を 示した 
り， 欠かさず 教会の 集会に 出席す る 
という 宗教 活動 を， ほかの 分野で 求 
めら れ ている 事柄と 比較し， ほかの 
人に 決して 負けない だけの こと はし 
ている と 言って， 逃れよう とする こ 
とが ある。 ある 人た ち はこう 言う。 
「あの人み たいに 偽善者に な りたく 
ないから 私 は 教会へ 行きません。 湖 
や 山で 自然と 接しながら でも 神 を 礼 
拝す る ことができます。」 

だが 主 は 次の よ うに 言って おられ 

る 0 

「汝 なおさら 充分に 世の 汚れに 染ま 
ざる 様， 祈りの 家に 行きて わが 聖日 
に 汝の聖 式 を 棒ぐべし。 

そ は 誠に この 聖日 は， 汝 命ぜられ 
て 働き を 休み， いと 高き 者に 礼拝 を 
棒ぐべき 日 なれば なり。 

さりながら 汝の 誓言 は， 正しく 毎 
日常に 神に 捧げられ ざるべからず。 

され どこの 主の 聖日に 於て は， い 
と 高 き 者に 汝の捧 物 と聖 式と を 奉り 
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て， 兄弟た ちに 向い 主の 前に 於て 汝 
の 罪 を 告白す る を 忘るべからず。」 

(教義と 聖約 59  ：  9 一  11, 12) 

福音の どの 部分が 正しい と 力、， ど 
れを 実践す ると か を 私たち は 選ぶ こ 
とがで きない。 私たち は 生活 を 幾つ 
かに 切り離す こ と はで きないの であ 
る。 主 は 言われた。 「…それ も しなけ 
れ ばなら ない が， これ も 見の がして 
はならない。」 （マ タイ 23  ：  23) 

私たち は 行ないに おいて ク リ スチ 
ヤンで なければ ならない。 生活 を 通 
して 主なる 神に 愛 を 示し， 隣人に 愛 
と 関心 を 示す ので ある。 私たち はす 
ベて 自分の 家 を 整えるべき であ り ， 
偽善者で あって はならない。 

牧師で あり 作家であった 米人ハ リ 
一' エマーソン 'フォス ディ ック 
(1878—1969) は， 偽善に はふた つ 
の 種類が あると 述べて いる。 すな わ 
ち， 実際よ り も 自分 を 良く 見せよ う 
とする 偽善と， 実際よ り も 悪く 見せ 
ようとす る 偽善で ある。 これまで 話 
してきた の は， 実際よりも 良く 見せ 
よ う とする 偽善で ある。 し 力 、し， 教 
会員の 中には， 心の中で 知って 信じ 
ていながら， 人の 口 を 恐れる 余り 教 
会員で ある こ と を 認め 公言し ない 人 
がいる。 これ も 重大な 偽善 行為で あ 
る。 これで は 人々 の 尊敬 を 勝ち得る 
こと はでき ないし， 私たちが 教会に 
忠誠 を尽 くし ためらう ことなく 信仰 
を 公言す る と 思って いる 教会員に 対 
しても 悪 影響を及ぼす ことになる。 

キ リ ス 卜の 教えに 従おう と 真剣に 
努力し なければ， 本当の 霊的 成長 は 
ない。 私たち は どのような 場所に あ 
つても 恐れる ことなく 自分の 信念 を 
貫き， 教会の 標準に 従って 行動す ベ 
きで ある。 人 はと やかく 言い， あざ 
けり 笑う かも 知れない が， それでも 
私たちが 信念 を 貫き， 教会の 標準に 
従う こと を 期待し， そうする 私たち 
に 尊敬の 念 を 抱く ので ある。 高い 標 
準に 従った 生活 を 送る ことが， 良心 


的で 公正な 人々 に不 快感 を 与える は 
ずがない。 

最近 私 は 改宗して 間 もない 家族と 
話す 機会が あった。 話 を 進めて ゆく 
と， この 家族 は 教会に 出席して いな 
いこと がわかった。 そこで 私 は 父親 
に 理由 を 尋ねた。 すると， 宣教師た 
ち は 善良で 清い 生活 を 送り， 義を行 
な う 立派な 人 だつ た 力;， いざ ワード 
部へ 行って みる と 教会で 教えて いる 
こと を 実践して いない 人， 言行が 一 
致して いない 人が 目につき， 失望し 
て 教会に 対す る 信仰 を 失って しまつ 
たという 答えが 返って きた。 私 はふ 
たつの 重大な 教訓が この 出来事に 含 
まれて いると 思う。 第一 は， 私たち 
は 人々 に 良い 影響 を 与える よ うな 生 
活を 営む 責任が あり， 私たちの 生活 
の 中に 見られる 偽善の 故に 人々 に 疑 
問 を 抱かせる よ うな ことがあって は 
ならない という 教訓で ある。 

もう ひとつの 教訓 は， 私たち は 他 
人の 生活に ある 偽善に 左右され た り ， 
ほかの 人の 偽善 を 見て 福音の 教えに 
従って 生活す る ことに 疑問 を 持ち， 
ついに は 否定した りする こ とのない 
よう， 常に 自分自身 を 守らなければ 
ならない という ことで ある。 

私たち 教会員 は 真理と 義の 業に 一 
致 団結して 揺ら ぐ ことのな いよ う に 
する ことが 非常に 大切で ある。 私た 
ちはキ リ ス 卜の 福音 を 持ち， 悪に 立 
ち 向かう こ と を 世に 宣言して いる。 
私たち は 断固と して 立と うとして い 
るの だろう 力〜 それとも 風の 吹く ま 
まに 揺れ動 こ うとして いるの だろう 
か。 心で はな く  口先 だけで 主 を 礼拝 
すれば よい， あるいは 何 か 政治的な 
圧力が 加わる から と 言って 世の 人々 
を 喜ばせる ために 義の業 を やめて し 
ま うの だろ う か。 

私たち は， 以下の ヨハネが 述べた 
よ うな 者に なって はならない ので あ 
る。 「し 力 'し， 役人た ちの 中に も， ィ 
エス を 信じた 者が 多かった が， パリ 


サイ 人 を はばかって， 告白 はしな か 
つた。 … 

彼ら は 神の ほまれよりも， 人の ほ 
まれ を 好んだ からで ある。」 （ョ' 、ネ 
12  ：  42—43) 

も し 私た ち ひとりひとり が 世の 人 
人に 向かって 言明して いる 通りの 人 
間にな るなら ば， 約 300 万人の 会員 を 
持つ こ の 教会が どれ ほ ど大 き な 影響 
力 を 及ぼす ことにな るか 想像して い 
ただきたい。 私たち ひと りひと り 力； 
本当の 意味で 献身的な ク リス チャン 
と して 毎日 を 送り， 偽らず， 正直， 
真実， 貞潔， 慈善， 高徳で あってす 
ベての 人に 善 を 行ない， 徳高 きこと， 
好ましき こと， よき 聞え ある こと， 
あるいは 褒 むべき こと を 尋ね 求める 
ので ある。 

予言者の 言葉に 耳 を 傾け， 実行し 
ようで はない か。 いにしえの 律法 学 
者ゃパ リサ ィ人 のよ う に 救い主 を 拒 
み， 生命と 共に 与えた もうた 救い主 
の 教え を 拒んで， 救い主 を さらに 苦 
しませる ことのない ようにし ようで 
はない か。 私たち はそう した 罪 を 退 
け， この 世に あって は 幸福 を， 来る 
べき 世に あって は 永遠の 生命 を 受け 
るので ある。 私たち は， 主が 偽善者 
を 戒めて われた 数々 のみ 言葉の 結 
びに あたる 者と ならない よ う にしよ 
う ではない 力、。 

「見よ， おまえた ちの 家 は MJt てら 
れて しまう。 

わたし は 言って おく， 『主の御名に 
よってき たる 者に， 祝福 あれ』 とお 
まえた ちが 言う 時まで は， 今後 ふた 
たび， わたしに 会う こと はないで あ 
ろう。」 （マ タイ 23  ：  38-39) 

神 は 生きて おられ， イエス は キリ 
ス ト であり 生ける 神の 御子で ある こ 
と， また 福音が 回復され たこと， 福 
音の 教え に 従 つ て 生活す るなら ば 私 
たち は 永遠の 生命 を 得る こと を 証し， 
イエス. キリストの み 名 によ りへ り 

くだり 祈る。 アーメン。 
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「完全なる わが 福音… 

宣 ベら れんがた め」 


大 管長 


ジ ヨセフ • フィ 一ルデ インク' ス ミス 


愛する 兄弟 姉妹の 皆さん， 末日 聖 

徒 ィヱス • キリス ト 教会の 第 140 回 半 
期 総 大会 を 開会す るに あたり， 歓迎 
の 意 を 表わした いと 思う。 

私たち は 霊と まこと を もって 主 を 
礼拝す るた めば， 再び 一堂に 会して 
いる。 この 特権 を 与えて 下さった 主 
に 感謝す ると 同時に， この 大会 を 通 
じて 主の みたまが 豊かに 注がれる よ 
う 祈る ものである。 

また 特に， ラジオ， テレビ を 通じ 
てこの 大会に 参加して いる 方々， 信 
仰 を 異にして いるが 献身的で 善良な 
御 父の 子 ら に対して も 歓迎の 意 を 表 
わしたい。 

私 は 皆 さ んの 信仰と 祈り の 力 に 支 
えられて 話したい と 思う。 私 は 声 を 
あげて 教義 を 語り， 証 を 述べ， 感謝 
を 表わす こ とので きる この 特権に 感 
謝して いる。 

私 はこれ まで 60 年 以上に わた り ， 
教会の ステーキ 部， 伝道 部に おいて 
福音 を宣べ 伝えて きた。 聖徒た ちに 
は 戒め を 守る よう 求め， 御 父の 他の 
子 ら に は 現在の 神権 時代に 啓示に よ 
り もたら された 救いの 真理 を 受け 入 
れ るよう 勧めて き' た。 

私 はこれ までの 生涯， ひととき も 
休む ことなく 聖典 を 勉強し， その 真 
の 意味 を 理解で きる よ う 主の みたま 


の 導き を 求めて きた。 そして 主 は そ 
れに 答えて 下さった。 私 は 主が 与え 
て 下さった 知識と， これまで 救いの 
原則 を 教える 特権に あずかつ てきた 
こ と を 心から 喜んでい る。 

私 は 福音の 諸 原則 に 思い をめ ぐら 
すと， 強く 心 を 打 たれる ことがある, 
それ は， 長年に わたり， 幹部の 兄弟 
たち は 私が 考えて いる ことと 同じ 方 
法で それら を 教えて きたと いう こと 
である。 福音の 真理 は とこしえに 変 
わる ことが なく， 神 御自身と 同じよ 
うに， きのう もき よう も， 7j< 遠に 同 
じで ある。 私 はこれ まで 教え， 記し 
てきた こと を， 状況が 同じで あれば 
同じよ う に 教え， 書く であろ う 。 

そして 私自身に ついて 言う こと は, 
すべての 幹部の 兄弟た ち， すべての 

教会の 長老た ちに とっても 同じ こと 
である。 私たち はすべ て， 福音 を宣 
ベ 伝え， キ リ ス 卜の 教導 者と な り ， 
警めの 声 を あげ， 「互いに この 王国の 
教義 を教」 （教義と 聖約 88:7?) える 
よ う に 求められ ている。 

この 神権 時代の 初期に， 主 は 導き 
と 教え を 施す 業に 召 された 人々 に 対 
して 次のように 言われた。 「あらゆる 
人々 主なる 神すな わち 世の 救い主の 
名に よ りて 語らん ため， …… 完全な 
る わが 福音， 弱き者た ち 単純なる 者 


たちに よ りて 世界の いや はてまで も 
宣 ベら れ， また 王と 統治者との 前に 
宣 ベら れんが ためなり。」 （教義と 聖 
約 1 ： 20,  23) 

また， 主の 福音 を 「宣 べんた めに 
出で 行く」 よ う 召された 人々， 主の 
教会の すべての 「長老， 祭司お よび 
教師た ち」 に対して， 「『みたま』 に 
導かる る まま」 「璧 書と モル モン 経」 
と 他の 聖典に 「,iii された る わが 福音 
の 原則 を教 うべ し」 と 主 は 言われた。 
(教義と 聖約 42  ： 11-13) 
主の 代理人で ある 私たち は， 世の 
哲学 や 現代科学の 仮説 を 教える ため 
に 召され， 権威 を 受けて いるので は 
ない。 私たちの 使命 は， 啓示され， 
聖典に 記されて いるま まに， 救いの 
教義 を 簡潔 明瞭に 宣べ 伝える ことで 
ある。 

主 は， 標準 聖典に 記されて いる 福 
音の 原則 をみ たまの 導く ままに 教え 
るよう 指示し， 次いで， 教会に おい 
て 福音 を 教える すべての 人 を 拘束す 
る 偉大な 宣言 を 発して おられ 名。 「こ 
の 『みたま』 は， 信仰の 祈 り によ り 
て 汝らに 与えら る。 而 して 汝 らもし 

『みたま』 を 受けざる 時は教 うべ か 
ら ず。」 （教義と 聖約 42  ： 14) 

以上の 啓示の 精神に 則り， また 全 
人類に 対する 心からの 愛に 基づいて， 
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教会員 力; 福音 を 学び 福音に 従って 生 
活し， 能力と 精力と 財力と を 使って 
世の 人々 に 福音 を宣べ 伝える よ う ， 
私 はお 願いしたい。 私たち は 主から 
ひとつの 使命 を 与えられ ている。 主 
は 私たちに， 不屈の 精神 を もって 出 
て 行 き， ジ ヨセフ' ス ミス に 啓示 さ 
れた 救いの 真理 を 世の 人々 にもたら 
すよ う 命じられた。 
救いの 計画の 立案者 は 永遠の 父な 
る 神で ある。 そして， この 計画 はす 
なわち イエス' キリス トの 福音で あ 
る。 「キリスト の 嘖 罪に よ り ， すべて 
の 人類 は， 福音の おきてと 儀式と を 
守る ことによ りて 救われ 得る」 ので 

ある。 （信仰箇条 第 3 条） 

いずれの 時代で あっても， 福音が 
地上に 存在す るに は， 主の 予言者に 
それが 啓示され なければ ならない。 
予言者 は， その 時代の 人々 のために 
救いの 儀式 を 執行し， それ を 指示す 
る 正式な 管理者と して 召されな けれ 
ばなら ない。 

ジ ヨセフ • ス ミス は， 救いに か 力、 
わる 真理 を 回復し， これら 救いの 真 
理を 教える 鍵と 力と を 受ける 予言者 
と して 主が この 時代に 召された 人で 
ある。 

主はジ ヨセフ. スミ ス に対して， 
「今の 代の 人々 に は， 汝 によ りて わ 
が 言 を 与うべし」 （教義と 聖約 5  ： 
10) と言われた。 また， ジ ヨセフ- 
ス  ミス を 通じて 回復され た 福音に 関 
して， 次のように 言われた。 「王国の 
この 福音 は， すべての 国民に 証 をな 
さんため 全世界に 宣べ 伝えられん。 
而 して 後に， 終りすな わち 悪しき 者 
の 滅亡 は 至るべし。」 （ジ ヨセフ. ス 
ミス 1 ： 31) 

このよう にして 私たち はィ エス • 
キリスト のみ 名 とジ ヨセフ' ス ミス 
の 名前 を 結びつけ るので ある。 キリ 
スト は 主で あり， 贖いの 犠牲 を 成し 
遂げられた。 キリスト はよ みがえ り 
であり， 命で ある。 キリスト により， 


全人 類 は よみがえつ て 不死 不滅 と な 
る。 さらに 主の 律法 を 信じて 従った 
人々 は 永遠の 生命 を 受ける。 

ジ ヨセフ 'ス ミス は， この 末日に， 
救い を もたらす 福音の 真理 を， 啓示 
によって 受ける 者と して， 福音の 儀 
式 を 執行す るた めに 至高 者よ り 権能 
を 受けた 正式な 管理者と して 召され 
た 予言者であった。 

ジ ヨセフ を 通じて 明ら かに された 
これらの 真理 は， キリストの 再臨の 
前にす ベての 国に 広められる はずで 
ある。 従って， モロ ナイが ジ ヨセフ • 
ス ミ ス に対して 次の よ う に 言った の 
も 大して 驚く に は あたらない。 「汝の 
名 は， あらゆる 国民， あらゆる 血族， 
あらゆる 国語の 民の 中に 善く も 悪し 
くも 覚えられ， あらゆる 人々 の 中に 
善くも 悪しく も 語らるべし。」 （ジョ 
セフ • ス ミス 2  ：  33) 

後に 主 は 予言者に 対して 次の よ う 
に 言われた が， これ も 驚く ような こ 
とで はない。 「地の いや 果 にある 者す 
ら汝の 名 を 訊ね， 愚なる 者 ども 汝を 
嘲弄し， 地獄 は汝に 向いて 怒り を 起 
さん。 

然るに 心の 潔き 者， 賢き 者， 貴き 
者， 徳 ある 者た ち は汝の 手の 下よ り 
いさめと 権威と 祝福と を 常に 求め 
ん。」 （教義と 聖約 122  ： 1-2) 

現在， 地の 隅々 から ジ ヨセフ • ス 
ミ スの名 を 尋ねる 声が あがり 始めて 
いる。 そして 多くの 国々 で 多くの 人 
人が ジ ヨセフ を 通じて 回復され た 福 
音の 恵みに あずかつ ている。 

ジ ヨセフ • ス ミス に 明 ら かに さ れ 
た ィヱス に関する 証 は， この 神権 時 
代の 初期よ り ， 合衆国， カナダ， ィ 
ギリス， ョ  一口 ッ パ 各地， 太平 諸島 
で宣べ 伝えられ ている。 

近年の メキシコ， 中南米 諸国に お 
ける 発展 は 信じが たいほ どの ものが 
ある。 

また， 現在 アジアの 各地に おいて 
福音のお と ずれに 対して 門戸が 開か 


れつつ ある。 これ も 過去に 見られな 
かった ことで ある。 日本， 韓国， 台 
湾， 香港に おいてす でに 確立し， タ 
ィ， シンガポール， インドネシアに 
おいても 伝道 を 開始し よ うとして い 
る。 

まだ 真理のお とずれ を 聞いて いな 
い 国々 においても， 主の みこ ころに 
よ り 門戸が 開放され る 日が やがて 来 
る ことであろう。 そこで イスラエル 
の 長老た ち は 出で 行き， 予言者 ジョ 
セフ. ス ミス を 通して 今の 世に も た 
ら された キリス 卜の 王国の 福音と キ 
リスト について それらの 国の 心の 正 
直な 人々 に 語る ので ある。 

今や 私た ち が 宣教師 を 送 り き れな 
い 程， 多くの 国々 の 門戸が 開かれて 
いる。 私たち はすべ ての 資格 ある 末 
日 聖徒の 青年が 主の 使いと して 出で 
行く 特権に あずかり， 世界の 国々 に 
真理の 証し 人と して 立つ 日が 来る こ 
と を 待ち望んで いる。 

現在 多くの 安定した 年配の 夫婦が 
この 宣教師 活動に 携わって いる。 そ 
して さらに 多く の 夫婦 を 宣教師に 召 
す ことができ ると 考えて いる。 資格 
が あり， 条件が 許す 人々 は， 身の 周 
り を 整えて， 福音 を宣べ 伝える 召し 
に 応え， その 責任 を 立派に 果たして 
いただきたい。 

この 業に 関して 若い 姉妹た ちに 課 
せられて いる 責任 は 兄弟た ちの それ 
と 同一の もので はない が， 現在 多く 
の 姉妹た ちが 宣教師と して 働いて い 
る。 若い 姉妹に 関して 私たち は， 主 
の 宮居で 結婚 をす る ことに， より 大 
きな 関心 を 抱いて いる。 

私たち は， 教会員の 皆さんに 対し， 
財政 的 に こ の 宣教師 活動 を 援助し， 
福音 を 広める ために 自由意志に 基づ 
いて 自らの 財産 を 捧げる よ う お願い 
したい。 

この 偉大な 伝道 活動に 雄々 しく 携 
わって いる 方々 に 対し， 私たち は 心 
からの 賛辞 をお く りたい と 思う。 ジ 
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ヨセフ' ス ミス はこ う 述べて いる。 
「様々 な ことが 語られて きたが， 結 
局， 最も 偉大で 最も 大切な 務め は， 

福 H を宣べ 伝える ことで ある。」 

{Teachings  of  the  Prophet  Joseph 
Smith  「卞 言者ジ ヨセフ • スミ スの教 
え」， p.  113) 

全世界に 住む 天父の 子 ら に 申 し 上 
げたい。 地の もろもろの 国民に 手 を 
差し伸べ ている 宣教師の 言葉に どう 
か 耳 を 傾けて いただきたい。 

人々 が 自分た ちの 神と して 主を受 
け 入れ， 霊と まことと を もって， 主 
イエス' キリス ト のみ 名に よ り 神 を 

礼拝す る こ と を 願って やまない。 

私たち は あらゆる 人力；， キリスト 
を 信じ， キリスト を 天父の 生みた ま 
いし 独り子， 神の 御子と して 文字 通 
りに 受け 人れ るよう 願って いる。 ま 
た， 主の 聖 きみ 名 を 信じ， 主の 戒め 
を 守り， 福音 を宣べ 伝える よう 主 か 
ら 遣わされた 人々 を 受け入れ， 主に 
対する 愛 を 表わして いただきたい。 
も し 人々 がキ リスト を 信じ， 自ら 
の 罪 を 悔い改め， パプ テス マに おい 
て 主の 戒め を 守る と 誓約し， 権能 を 
受けた 人の 按手に よ り 聖霊 を 受け， 
戒め を 守るならば， この 世に おいて 
は 平和 を 得， 来るべき 世に おいて は 

永遠の 生命 を 受ける ので ある。 

さて， 世 を 捨て 教会に 加わる 方々， 
あ るい はすで に 教会員 と なった すべ 
ての 人々 に対して 申 し 上げて おきた 
い。 教会の 会員で ある こと は 必ずし 
も 福音の 完全な 祝福 を 約束し， 曰の 
光栄に 入る 保証 を 与える もので はな 
いので ある。 パプ テス マ を 受けた 後， 
私たち は 戒め を 守り， 終わりまで 耐 
え 忍ばなければ ならない。 

ニーフ アイ は 教会員に 対 して 次の 
ように 述べて いる。 「 -…" あなたた ち 
は こ の 真直 ぐ で 狭 い 道に 入ったら， 
それで 万事 終りで あるか。」 


ニーフ アイ は自 ら 答えて いる。 「ご 
らんそう ではない。 あなたた ちが も 
しも キリス トの 功徳に 全く 頼らな か 
つたなら， あなたた ち はこ こまで 進 
んで くる こと さえで きなかった ので 
ある。 

それで あるから， あなたた ち はこ 
れか らも キリス トを 確く 信じて 疑わ 
ず， 完全な 希望の 光 を 抱き， 神と す 
ベての 人と を 愛して 強く 進ま なれけ 
ばなら ない。 それで あるから， この 
後 もた えず キ リ ス 卜の 言葉 をよ く 味 
わいながら 強く 進み， 終りまで 堪え 
忍ぶならば 『永遠の 生命 を 受ける』， 
かくの 如く 天の 御 父が 言いた も う 
た。」 （11  ニーフ アイ 31 ： 19—20) 

福音 を受れ 入れ， その 栄え ある 祝 
福 を 受け継ぐ 以上に 大切な こと はこ 
の 世の中に 存在し ない。 

教会員に とって， バプ テス マの 後 
戒め を 守る よ う にとの 勧告 以上に 大 
切な もの はない。 主 は， 悔い改めと 
主の 律法に 忠実で ある こ と を 条件に， 
私たちに 救い を 得させた も う からで 
ある。 

世の 人々 にう つたえたい。 悔い 改 
めて 真理 を 信じ， キリストの 光を自 
らの 生活のう ちに 輝かし， 正しい 真 
理の 原則 を 大切に し， さらに 今日 啓 
示に よっても たら された 光と 知識 を 
それらに 加えて いただきたい。 末日 
聖徒 ィヱス 'キリス ト 教会に 加わり， 

福？ f の 祝福 を 刈り取って いただきた 

い 0 

教会員に 対して は， 戒め を 守って 
義を 行ない， みたま を 求め， 主 を 愛 
し， 神の 王国に つける 事柄 を 第一に 
行なうよう うったえたい。 このよう 
に 主の み 前にお それ かしこんで 自 ら 
の 救い を 得て いただきたい。 

私 は， 教会の 内外 を 問わず あら ゆ 
る 人に 証す る。 この 末日の 業 は 真実 
であり， 神の みこ ころに かなう もの 


である。 

神 は 生きて おられ， ィヱス • キリ 

ス 卜 は 神の 御子で ある。 私 は， 1820 
年の 春， 御 父と 御子が ジ ヨセフ • ス 
ミスに 姿 を 現わし， 時 満ちた る 神権 
時代 を 開く よう 命じた もうた こと を， 
完全に 知っている 

ジ ヨセフ' ス ミス は 神の 賜 と 力に 
より モル モン 経 を 翻訳した。 この 書 
物 は 「ユダヤ人と 異邦人と に イエス 
は 永遠の 神なる キ リストに まし まし 
て， 万国の 民に 現われた もうこと を 
確信させる ため」 に 世に出 された。 

末日 聖徒 ィヱス 'キリス 卜 教会 は 
地上に おける 神の 王国で あり， 主の 
認めた もう 方法で 組織され， 管理 さ 
れ ており， 主の 示された 道 を 歩んで 
いる。 

この 教会 はま さしく 主の 教会で あ 
り， 主が 教会の 諸事 を 指示して おら 
れる こと を あらゆる 人々 に 知ってい 
ただきたい。 このような 神の 組織に 
名 を 連ねる という こと は 何と 素 晴ら 
しい 特権で あろ う 力、 

私 は， 福音が 広く 伝えられ， あら 
ゆる 国の 心の 正直な 人々 が主ィ エス- 
キリスト を 知る ことができる ように 
祈って いる。 

宣教師 と 新しく 改宗した 人々 の 上 
に 神の み 守りが あるよう に， また 父 
なる 神が 愛と あわれみ を もって 彼ら 
を 助け， 彼らの 心に 義 しい 望み を 与 
えたもう よ う 祈って いる。 

また 福音の 標準が 特に 必要と され 
る この 混乱した 時代 に 住 む 教会と 世 
の 若人の ために 私 は 祈り を 捧げて い 
る。 

私 はこの 世と 主の 教会と 私たち 一 
人 一人の 上に 豊かに 注がれて いる 主 
の 愛と 恵みと 祝福に 感謝して いる。 
主 イエス. キリスト のみ 名に よ り,， 

アーメン。 
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従順の 律法 


大 祝福師 


ェ ルド レッド • G 'ス ミス 


も しこの 人生 を 最大限に 役立た せ 
ようと 思うならば， あるいは この 人 
生から 最大の 利益 を 受けよ う と 思う 
ならば， 私たち はまず， どのような 
目的で この 地球が 創造され たか， ま 
た 私たら は なぜ ここにい るか を 知る 
i 必要が ある 。 

主 は， ァ ブラ'、 ムに， この 地球の 
創造 を 計画す る 神々 の 会議の 様子 を 
示現に よって 示された。 神 は 言われ 
た。 

「 -…' われら 降り 行かん。 かしこに 
空間 あれば なり。 而 して これらの 材 
料 をと りて， これらの 者の 住まう ベ 
き 地 を 造らん。 

而 して， これによ りて 彼ら を 試し， 
何 にても あれ， 主なる 彼らの 神の 命 
じた まわん すべての こと を 彼らが 為 
す や 否や を 見ん。 

而 して， 最初の 位 を 保つ 者 は 更に 
附け 加えられ， 最初の 位 を 保たざる 
者 は， 最初の 位 を 保つ 者と 同じ 王国 
にて 栄を 得る ことな からん。 而 して， 
第二の 位 を 保つ 者 は， とこしえに 栄 
光 を その 頭に 附け 加えられん。」 （ァ 

ブラ ハム 3  ：  24—26) 

こ れが こ の 地球の 存在す る 主な 目 
的の 詳細な 説明で ある。 

「これによ りて 彼ら を 試し」 と は， 
何で あれ 主なる 神が 命じた も うすべ 


ての こと を 私たち が 行な うか どう 力、 
を 確かめる， 私たち を 試す という 意 
味で ある。 

天の 第一の 律法 は 従順の 律法で あ 
ると 言っても おかしく はない。 サム 
エル 記 上 15  ：  22 に は， 従う こと は犠 
性に まさると 記されて いる。 犠牲の 
も たらす 祝福と 利益 はすべ て 従順の 
結果な ので ある。 

ァ ダム と ィ ブ に対して 最初に 教え 

ら れ た 律法 は 従順の 律法で あった。 
二人が エデンの 園 を 追われた 後， ァ 
ダム は 祭壇 を 築き， 犠牲 を 捧げた。 
「多くの 日 を 経て， 主の 天使 一人 ァ 
ダムに 現われて S いける は， 汝 何故 
に 主に 犠牲 を 棒ぐ る やと。 アダム 彼 
に 言いけ る は， われ その 故 を 知らず， 
ただ 主の 誡 命に 従う のみ。」 （モー セ 
5  ：  6  ) 

すると 天使 は その 理由 を 「御 父の 
生みた も う 恩恵と 真理に 満 てるた だ 
独 り の 御子が 犠牲 となりた もうこと 
の ひながた なり」 （モー セ 5  ：  7) と 
説明した。 

戒めが 与えられる ときには， 私た 
ちに その 理由 を 明らかにされず， 後 
になって 知ら される ことが しばしば 
ある。 

私たち は いわゆる 盲従と いう こ と 
を 恐れ 過ぎる ことがある。 盲目的で 


あろ う とな かろ う と 神に 従う こと は 
常に 正しい ことなの である。 主はァ 
ブラへ ム に 言われた。 

「また 地の もろもろの 国民 は あなた 
の 子孫に よって 祝福 を 得る であろう。 
あなたが わたしの 言葉に 従った から 
である。」 （創世 22  ： 18) 

申命記に は 次の よ う な 主の 言葉が 
記されて いる。 

「見よ， わたし は， きょう， あなた 
がた の 前に 祝福と， のろいと を 置く。 

も し， …… 命令に 聞き 従うならば, 
祝福 を 受ける であろ う 。 

も し， …… 命令に 聞き 従わ …… な 
いならば， のろい を 受ける であろ 
う 。」 （申 命 11 ： 26 — 28) 

パゥ 口 は 神の 御子 ィ エス' キリス 
卜に ついて， へ ブル 人に 次のように 
述べて いる。 「彼 は 御子で あられた に 
も かかわらず， さまざまの 苦しみに 
よって 従順 を 学び,」 （へ ブル 5  ：  8) 

神の 御子で ある ィヱス が 従順 を 学 
ぶ 必要が あつたと すれば， 私たちに 
は どれほど 必要で あろ う か。 

予言者 ジ ヨセフ • ス ミス は 次の よ 
う に 述べて いる。 

「そもそも 創世の 以前よ り 天に 於て 
定められ たる 一つの 変らざる 律法 あ 
りて， あらゆる 祝福 はこれ に 基くな 
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すなわち， われら 何 にても 神より 
祝福 を受 くる 時 は， この 祝福の 基く 
律法に 従う によりて 然るな り。」 （教 

義と聖 約 130  ：  20—21) 

神の 律法に 従いたい という 気持 を 
目に 見える 形で 表現で きる 律法が 幾 
つか ある。 その 例と して， 什 分の 一， 
献金， 安息日な ど を あげる ことが で 
き る 。 私た ち に 安息 日 を 聖く過 ごす 
よう 強制す る 法律 をつ くろ うとす る 
動きが あるが， 私に は その 意味が わ 
からない。 

私たち はまた， 聖餐 会に 出席す る 
よう 命じられ ている。 そのほか にも 
目に 見える 形で 表現で きる 戒め はた 
く さん ある。 

主 は 次の よ うに も 言って おられる。 

「およそ これらの 言葉 を 憶えて 守り 
且つ 行い， この 誡 命に 従って 歩む す 
ベての 聖徒ら は， …… 。」 （教義と 聖 
約 89  ： 18) 

これ は 什 分の 一， 献金， 安息日， 
聖餐 会な どす ベての 戒め を 含んで い 
る。 主 は 健康が 祝福され る こと を 約 
束した 後， さらに 次の ような 約束 を 
付け加えて おられる。 「また 智 恵と 知 
識の大 いなる 宝 まこ と に 隠れた る 宝 
を 見出さん。」 

ィ ヱス. キリス 卜の 福音が 真実で 

ある ことの 証 以上の 「秘れ たる 宝」 
が あるだろう 力、。 この 「秘れ たる 
宝」 は 神の 律法に 従った 結果 もたら 
される のであって， 健康で あるた め 
に 与えられ るので はない。 私 は 多く 
の 改宗者から， どのよう にして 知恵 
の 言葉 を 守る ようになり， そして 教 
会に 加わつ たかを 聞いて いる。 教会 
に 入 る 条件 は 健康 で は な く 従順 で あ 
る。 改宗者 は 異口同音に， 「それ を 主 
が 望んで お られる ことで したら， 喜 
んで 行ないます」 と 語る。 

次に なすべき こと は 明らかで ある。 
主の みこ ころ を 行ないた いと 思うな 
らば， 主に 助け を 祈り 求めなければ 
ならない。 過去の 習慣 を 変える こと 


は 決してな まや さ しい こ とで はない。 
主の 助けが 必要で ある。 主の 助け を 
求めて 祈る ことによって， それが 一 
層た やす く なる ので ある。 

そして ふたつの 結果 を 得る。 タパ 
コゃ コーヒー， その他の 習慣の 味 や 
欲望 を 忘れ去る ようになる， と 同時 
にィ ヱス. キリス 卜の 福音が 真実で 
ある こ との 証 も 得る ので ある。 

今年の 9 月 号の 「インス トラクタ 
一」 誌に， 昔から よく 耳に する その 
例が 掲載 されて いる。 求道者だった 
マリオン • プロ クタ 一夫 妻 は 什 分の 
一の 律法 と 知恵の 言葉 を 聞 いて 愕然 
とした。 

厂 …… 私の よ うな スコッ 卜 ラン ド人 
にと つて， これが どれほどの 衝撃 を 
与える か を 理解して いただけれ ばと 
思います。 最初 私たち はこ う 答え ま 
した。 『収入の 10 パー セン 卜 も 納める 
なんて とてもで きません。』 けれども 
長老た ち は， 私たちが 納めれば 主が 
祝福して 下さる と 約束し ました。 私 
はしば らく 考えて， 什 分の 一 を 納め 
る と 言い ま した。 

その 夜， 妻 はよ く 眠って いました 
が， 私 は 眠れませんでした。 寝返り 
をう ちながら 宣教師に 言った こと を 
考えて いました。 『今す ぐ タバコ を や 
める こと はでき ません。 でも 明日の 
夜まで 待って 下さい。』 私 は 起き あが 
ると 居間へ 行って ひざまずき， 祈り 
ました。 バブ テス マ を 受けて 神の 王 
国に 入る ことができる ように， 助け 
て 下さい， 力 を 与えて 下さい， タバ 
コ を 吸いたい 気持 を 取り去って 下さ 
いと 天父に お願いし ました。 私 は そ 
れ までに 何度も タバコ を やめよ う と 
しました。 タバコ を やめる 器械まで 
取り寄せ も しました。 けれども こ と 
ごとく 失敗に 終わって いました。 し 
かし その 夜 私 は ひざまずいて 祈って 
いる 時， 天父 は 助けて— 卜さる と 心に 
強く 感じました。 私 は 声 を 聞いた の 
です。 『明日まで 待たないで， 今す ぐ 


タバコ を やめなさい。 私が 助けて あ 
げる。 あなた は 必ず タバコ を やめら 
れ るでしょう。』 私 は 祈り を 終えて 立 
ち あがった 時， 心の中に 喜びと 平安 
が満 ちている の を 感じました。 

翌朝 仕事に 出かける 前， ふと タパ 
コが 目に 入りました。 けれども 手 を 
伸ばさず， 吸う の を やめようと 自分 
に 言い聞かせました。 そして 帰宅し 
た 時， タバコの 箱 を 火の 中に 投げ込 
んで 焼いて しまいました。 それ以来， 
私 は タバコ を 吸いたい 気持が 全くな 
くな つてし まいました。」 （『人生の 半 
ばに』 「インストラクター」 1970 年 9 
月 号， pp.  331—32) 

彼の 妻 も 同じよ う な 経験 を 語って 
いた。 私 は 同じような 話 を 何百 も 聞 
いている。 

私 は 南部に 住む 二人の 年老いた 未 
亡 人 を 決して 忘れる こ とがで きない。 
この 二人 は 姉妹で， 姊の 方の 未亡人 
が 私に こう 語って くれた。 二人 は宣 
教師から 知恵の 言葉に ついて 聞いた 
時， これにつ いて 真剣に 考えた。 友 
達に も 意見 を 聞いて みた。 彼女 は そ 
れ まで 半生 を 通じてず つ と タバコ を 
吸って いたので ある。 友達 は 80 代の 
半ば を 越えて 今 さ ら やめる なんて 意 
味がない と 言った。 そこで 彼女 は 医 
師に 相談した。 医師 は タバコ を やめ 
ると その 反動が きて， とても 耐えら 
れ ないだろう， 命に かかわる かも 知 
れな いと 警告した。 

それから 彼女 は 自分 を 納得させる 
ために 理由 を 考え 始めた。 「私 はも う 
80 を 過ぎて いる。 どの 道たい して 生 
きられる わけで はない。 でも 天のお 
父 さまに 合う 準備 をし なければ。 努 
力して いればた とえ 次の 世に 召され 
て も， 『私 はお 父 さまの 望んで おられ 
ると 思う こと を 一生懸命して きまし 
た』 つて 申し上げる ことができ 
る 。」 

とにかく 彼女 は 天父が 望んで お ら 
れ ると 思う こと をしょう と 決意した。 
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それ は 文字通り 命 を かけた 決意 だつ 

た。 

彼女 は タバコ を やめ， 何 かが 起こ 
るの を 待って いた。 だが 何も 起こら 
なかった。 命が 危うくなる どころ か 
一日中 良 t  、気分で 過 ごす こ と がで き 
るよう になった ので ある。 

彼女 は 事の 次第 を 妹に 話した。 す 
ると 妹 は 言った。 「お姉さんに できる 
のなら 私に もで きる はず だ わ。 私 を 
待って いて 下さい。 一緒に 教会に 人 
りましょう。」 

それから 1 年後に 二人 は 私の 事務 
所 を 訪れて， この 話 をして くれたの 
である。 二人 は 神殿に 人り， それ ぞ 
れの 夫との 結び 固め を 受けて いた。 

80 歳 を 越えた この 二人が 得た の は 
健康の 祝福 だけではなかった。 永遠 
の 結び 固めの 祝福まで も 受けた ので 
ある。 

知恵の 言葉 を 守 る 者への 祝福 は ， 
健康の 祝福 だけ だろ う か。 も し 知恵 
の 言葉 を 守るならば， 什 分の 一， 安 
息 日 を聖く 過ごす こと， 隣人 を 愛す 
る こと を 含む すべての 律法に 従 う よ 
うになる であろう。 救い主 は 言われ 
た。 「あなた は その 頭に とこしえに 栄 
光 をつ け 加えられる であろ う。」 


ひとりの 律法 学者が， イエス をた 
めそうと して 質問した。 

「先生， 律法の 中で， どのい ましめ 
がいちばん 大切な のです か。」 

イエス は 言われた， 「『'じ、 をつ く し， 
精神 をつ く し， 思い をつ く して， 主 
なる あなたの 神 を 愛せよ。』 

これが いちばん 大切な， 第一の い 
ま しめで ある。 

第二 もこれ と 同様で ある， 『自分 を 
愛する よ うに あなたの 隣り 人 を 愛せ 
よ 。』 

これらの 二つの いましめに， 律法 
全体 と 予言者と が， かかって い 
る。」 （マ タイ 22  ：  36—40) 

も し 私たち すべてが この 勧告に 従 
つてい ると したら， この 世 は どれ ほ 
ど 違う 世の中に なって いる こ と だろ 
うか。 

私はジ ョージ 'アル バート' スミ 

ス大 管長の 言葉 を 好んで いる。 
「 •••••• 私 は 子供の ころ， 主の 戒め は 

私たち を 導く ために 設けられた 主の 
律法と 規則で ある と 理解して いた。 
あるいは 理解して いる と 思って いた。 
私 はまた， これらの 律法に 従わない 
と 罰 を 与えられる こと を も 知ってい 
た。 そこで 子供な がらに 私 は， 主 は 


私が 律法 を 必ず 守 るよう に， さもな 
いとすぐ さま 懲ら しめ を 受ける よ う 
に， この 世の 様々 な 状態 をつ くり， 
定められ たと 思って いた。 し 力' し 成 
長して， 別の 見方が ある こと を 知つ 
た。 現在で は， 主の 律法つ まり 聖典 
に 記された 勧告， 古今の 主の 啓示 は 
私に とって， 天父が 私たち を 愛すれ 
ば こそ 与えて 下さる 快い 音楽と なつ 
ている。 これらの 律法 は， この 世の 
両親よ り も 私たちの 幸福 を 気に かけ 
て おられる 天父の 助言で あり， 忠告 
なので ある。 このよう にして， 私に 
とって は 律法と いう 冷たい 名 を 冠し 
ている ように 思えた ものが， 今 は 全 
知 全能の 天父の 愛に 満 ちた 優しい 助 
言と なった ので ある。」 （大会 報告 
1911 年 10 月， pp.  43— 44) 

救い主 は 「もし あなたがた がわた 
し を 愛するならば， わたしの いまし 
め を 守るべき である」 （ヨハネ 14: 
15) と 言って おられる。 願わくは， 
私たちが 全力 を 尽く して 主の 戒めに 
従う ことができる ように， イエス' 
キリスト のみ 名に より 祈る。 ァーメ 
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私たら は， 一個の 民と して， 神と 
家族と， 国家に 対して 忠誠 を 尽く さ 
なければ ならない。 

き よ う 私 は 皆様に 対して 家族 を 強 
めて いただく こ と を 念じながら 話 を 
進めて ゆきたい と 思って いる。 

「救い は 家族 単位で 受ける もので あ 
る。 •••••• 家族 は 現在と 永遠の 未来に 

あって 最も 大切な キ纖 である。」 この 
言葉 はま さ しく 真実で ある。 

教会 は 実に 家族 を 助ける ために 造 
られ たのであって， 教会が その 使命 
を 果たした 後 も， なお 日の 光栄の 族 
長 制度 は 存続す るので ある。 ジョセ 

フ •  F  • スミ ス大 管長 はこれ を 踏ま 

えた 上で， 次のように 述べて いる。 
「立派な 父親， 立派な 母親に なるこ 
と は， 立派な 将軍 や 政治家に なるこ 
とよりも 偉大で ある。」 マッケイ 大管 
長 はさ ら につけ 加えて こ う 述べて い 
る。 「人 は, よ り も 仕事 や 16^ に 重 
きを 置いた その 瞬間から， 物心 両面 
で 凋落の 道 を 歩み 始める。」 

つい きのう も， ハロルド •  B  • リ 
一 副 管長 は， 「教会 は， 家庭が 神よ り 
与えられた 使命 を 果たす よう， さら 
に 多くの 援助 を 行なわなければ なら 
ない」 と 語って いる。 これ も 前述の 
理由と 同じで ある。 

ジ ヨセフ • フィールディング' ス 


ミ ス大 管長 は 次の よ う に 述べて いる C 
「現在 は， 教会の 歴史上 かってな か 
つた ほど 多くの 誘惑， 落とし穴， 危 
険が 横溢し， 教会員 を 義務と 義の道 
から そらせようと している。」 {Take 
heed  to  >  ourselves  ，  「自分に 気 を 
つけよ」 P. 127) さらに， 「現代の 世 
の 中 はよ り 良い 状態に 向かって 前進 
している と はいえない。 …… 邪悪が 
増え 続けて いる cJ  (同上， P.  207) 悪 
魔が これほどまでに その 力 を 結集し， 
数多くの 強力な 使い を そろえた こと 
は， かってなかった。 私たち は 家庭 
と 家族 を 強め， 守る ために あらゆる 
手段 を 尽く さなければ ならない。 

「子供た ち 力;， 真理， 名誉， 徳， 自 
制な どの 人生の 教訓， 教育と 正直に 
働く ことの 価値， そして 人生の 意義 
と 特権と を 学ぶ 上で， 最初の 場と な 
るの が 家庭で ある。 そして これ は最 
も 効果的な 場で も ある。 子供た ち を 
教え 育てる 場と して 家庭に 代わる も 
の はない。 いかなる 成功 も 家庭の 失 
敗 を 償う こと はで きないの であ 
る。」 （デビ ッ ド •  0  • マッケイ 「家 
庭の 夕べ」 テキスト， 1968—69) こ 
のこ と は 悪魔 も 十分に 承知して いる。 
今日， 悪魔 は 父親 を 家庭の 長と し 
ての 地位から 引きずり おろし， 子供 
たちに 反抗 心 を 植えつ けよ うと 懸命 


になって いる。 その 結果， 家庭と 家 
族の 崩壊が 相次ぎ， なお 増加す る 頃 
向 を 見せて いる。 モル モン 経 はこの 
状態 を 次のように 描写して いる。 「わ 
が 民 は 小児に しいたげられ， 女に 治 
めら れ る。」 そしてこう 続く。 産児 制 
限 や 堕胎 を 奨励す る 政治 指導者 を 頭 
に 描きながら， 次の 言葉 をよ く かみ 
しめていた だきたい。 「ああ わが 民よ， 
汝らを 導く 者た ち は汝 ら を 誤た せ汝 
らの道 を 破る。」 （11  ニーフ アイ 13: 
12) 私 は 姉妹た ちに 対して 真剣に 警 
告 したい。 堕胎 を 行なって いる 人， 
健康な 体で 生まれて く る はずの 子供 
を 避ける 手段 を 取って いる 人， あな 
たがた は， 自らの 昇栄と 神の 王国の 
一員 と なる 特権 を 喪失す る 危機に 瀕 
している と。 

両親 には子 供 を 正 しく 育てる 直接 
の 責任が ある。 そして この 責任 は， 
親戚， 友人， 隣人， 学校， 教会 ある 
いは 国家に 任せて おく こ と はでき な 
いもので ある。 

J  • ルー ベン 'クラーク' ジュニ 
ァ副 管長 は 次の よ う に 述べて いる。 
「両親の 皆さんに お願いしたい。 子 
供に 関して は どんな ことで も 決して 
おろそかに する ことのな いように。 
もちろん， 大多数の 子供 は 善良で あ 
る。 しかし， 私たちの 中には， 子供 
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が 真理と 義の 道から それ 始めて いる 
のに， それに 気付かない 者が いる。 
いつも 気を付けて いなさい。 心遣い 
と 注意 を 怠って はならない。 福音の 
精神と 神権の 精神に 則. り， 愛 を もつ 
て 治めなさい。 子供た ちに 義の道 を 
歩ませた いと 思うならば， そのよう 
に 治めなさい。」 何でも 許す 親 は 問題 
である。 

私 は 塔の 上の 見張 人の ひと りと し 
て 現代の 青少年 を 誤った 方向に 導き， 
家族 を 崩壊 させて いる 大きな 原因の 
ひとつ は， 教育制度に あると 警告し 

たい。 ジ ヨセフ •  F  • ス ミス 大 管長 

は， 教会員の 間に 見られる 3 つの 脅 
威の ひとつに， 間違った 教育 思想 を 
あげてい る。 教会が 若人に 対して， 
家庭 に 近く， インス ティ テュー 卜に 
出席で きる 大学 を 選ぶ よう 勧めて い 
るの は， 少なからぬ 理由が ある。 ま 
ず， 両親 は 子供の 近くに いる ことが 
できる。 そして， 昨年 マッケイ 大管 
長が 勧告した ように， 両親が 注意 を 
怠らず， 子供の 状態に ついて よく 知 
つてい るなら ば， シグ モンド • フ 口 
イド や チャールズ. ダーウィン， ジ 

ヨン • テ "ユー ィ， カー ノレ • マ ノレ クス， 
ジョン' ケィ ンズ 等の 誤り を 見抜け 
るよう に 助ける ことができ るので あ 
る。 

大学 を 中途退学 する 学生 も 相当数 
にの ぼり， これ は 親の 心痛の 種に な 
つてい る。 しかし， 今日， これよ り 
も 大変な ことが 子供た ちの 身に ふ り 
かかって いる。 大学に 出席して いる 
私たちの 子供が， 道徳 を 無視す る教 
授の 手に ゆだねられ ている という 事 
実で ある。 

カール • G • メーザー は 言った。 
「わが 子 を 腐敗した 教師の 手に 渡 し 
て 堕落させる より は， むしろ 天然痘 
や チフス， コレラ， その他 不治の病 
い， 死の 病い に 引き渡す 方が よい。 
偉大で は あるが 不純な 哲学者よ り も， 
無知で あっても 心の 清い 教師の も と 


で 教え を 受ける 方が， はる 力、 によ 

い。」 

子供の ために 職業 教育， 通信教育， 
家庭 管理 技術の 習得 を 考えて いる 親 
の 数が 年々 増えて いる。 

私たちが 現在 築いて いる 類の 文明 
を 打破す る こと を 目的と した， カー 
ル • マル クスの 共産党宣言の 第 10 項 
は， 「公立学校 における 全 子弟の 無償 
教育」 の 確立 を 提唱して いる。 マル 
ク ス が 政府 に 学校の 経営 を 求めた 理 
由 は 幾つか ある。 A  •  A  'ホッ ジ博 
士は その ひとつと して 次の よ う に述 
ベて いる。 「合衆国 内の あらゆる 関係 
者が， 公立学校から， 正しくな いと 
信じて いる 事柄 を 蹄め 出す 権利 を 有 
している とすれば， おおむね 信じて 
いる 人 は， ほとんど 信じて いない 人 
に， ほとんど 信じて いない 人 は， 全 
く 信じて いない 人に， それぞれ 道 を 
ゆずらなければ ならない という こ と 
が 現実に 起こ り 得る。 無神論者 ゃ不 
可 知 論者が ど れ ほ ど 少数 であっても 
かかわり なくで ある。 もし この 方法 
を 国中で 継続して 実施して ゆく とす 
れば， 合衆国の 教育 機構 は 無神論の 
普及に 他に 類 を 見ない ほど 効果的な 
手段と なる であろ う 。」 

法廷が 祈 りに 関して 悲しむべき 判 
决を 下した と き， デビ ッ ド •  0  • マ 
ッ ケィ大 管長 は 次の よ う に 述べて い 
る。 「合衆国 最高裁判所 は， 合衆国の 
公立学校と， 英知の 源で ある 創造主 
と をつな ぐ 糸 を 切断した。」 {Relief 
Society  Magazine  ,  「扶助 iS 会お」 
1962 年 12 月 号， P.  878) 

これ は あなたに 対して どのよ う な 
影響を及ぼし ただろ う 力、。 キリスト 
教とァ メリ 力への 愛国心 を 基と する 
私立学校の 数 を 増やす よ うにとの 要 
求の 声が， 良識 ある 親た ちの 間で 高 
まってい るの も， このため ではない 
だろう か。 

現在， プリ ガム • ヤング 大学 は 合 
衆 国内 で 最大 規模 を 誇る 私学で ある。 


そして， この 大学 はかって ない ほど， 
広く 多くの 親た ちの 注目 を 集めて い 
る。 

あなた 方の 子供が この種の 学校に 
在学して いるいない を 問わず， 大切 
な こと は 子供の 身近に いて， できる 
ことなら 学校で どのよ うな こと を 学 
ん でき たかを 毎日 話し合い， どんな 
教科書 を 読んで いるか を 知って おく 
こ と である。 

ジ ヨセフ • フィー ル "ィ ンゲ' ス 
ミ ス大 管長 は， 彼の 知る 限り どの 公 
立 学校で も， 無意味な 内容 を 含んだ， 
いわゆる 「学問」 を 教える 教科書が 
使われて いると 語って いる。 （「自分 
に 気をつけよ」 P.  32) 

私 は， 子供た ちが 教わって きた こ 
との 内容 を， 定期的に 調べて いる 立 
派な 父親 を 知ってい るが， 彼 は 子供 
たちが 誤った 教え を 学んで く ると， 
子供と 一緒にな つて 真理 を 追求して 
いる。 あなた 方の 子供が 試験の 際に, 
教えられた 通りの 誤り を 書かな けれ 
ばなら ない 時 は， ジ ヨセフ' フィー 
ルディン グ • スミ ス大 管長の 勧告に 
従う とよい。 すなわち， 答案の 冒頭 
に， 「先生から 教わった こと は， 次の 
通りです」 と 力つ 「I！ (^書に は 次の よ 
うに 書いて あります」 という 言葉 を 
書く ので ある。 

も し， 子供た ちが 公立学校で， あ 
るい は 教会の 学校で あっても， 進化 
に関して 誤った こと を 学んで きたら， 
それに 反証す る 優れた 書物で ある ジ 
ヨセフ • フィー ノレ テ "イング' ス ミス 
大 管長の 筆になる 「人間， その 起源 
と ザ T  く 末」 (Man,  His  Origin 
and  Destiny) を 読ませて いただきた 
い o 

最近の 新聞 に 数名 の 親た ち が 子供 
たちの 学校の 校長に あてた 公開状が 
掲載され ていた。 その 一部 を 読んで 
みたい。 

「以下の こ と を 告知 申 し 上げます。 
以下に 署名す る 両親 は， 性， 人類の 
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生物学 的 発達， 'l：^«ぇ， 自覚， 個人 
および 家族 生活， 集団 療法， 情緒 訓 
練， 自己批判， および 上記の 類の 教 
授 訓練 もしくは 教育に ついて， 私た 
ちの 書面に よる 同意と 署名な く して， 
これら を 息子 に 参加 もしくは 教える 
こ と を 禁じます。 

私たち は， 道徳と 性の 領域に おい 
て 自分の 子供 を 指導す る 親の 権利 を 
保持し， 行使す る ものであります。 
従って， 学校 当局より いかなる 関与， 
干渉 も 受けた く あ り ません。 

私たちの 息子 は， これまで 広く 実 
施されて いる 情緒 訓練， 集団 療法， 
自己批判 など を 教えられて きました 
が， これら は 道徳の 標準 を 低下 させ， 
ァメ リ 力 人 一人一人が 持つべき 責任 
を， 集 産 主義の 多数決と いう 考え方 
に 転換させる ものに ほかな り ません。 

上記の や こ の 公開状 を 無視 し 
た 事柄が 行なわれた 場合， 直ちに 教 
室 を 出， 親に 報告す るよう 息子に 指 
示して います。」 

主 は， 末日に サタンが 家族 を 崩壊 
させよう とする こと， 法廷から ポル 
ノゲラ フィ 一 を 許す 判決が 出る こ と 
を 知って おられた。 

神が 半世紀 も 前に 予言者に 霊感 を 
与え， 毎週の 家庭の タべ プログラム 
を 定められ たこと を， 私たち は どれ 
ほど 感謝すべき であろう 力、。 この プ 
ログ ラム は， 両親が 子供に 教える 責 
任 を 果たす よ う になる ための 踏み台 
である。 週に 1 度 以上 家庭の 夕べ を 
開いて いる 忠実な 聖徒の 数が 日増し 
に 増えて いる。 彼ら はみ たまの 導く 
ま ま に 家庭の 夕べの テキスト に 追加 
削除して 教えて いる。 

(毎週 1 度 行なう） 家庭の 夕べ プロ 
グラム は， 家族 を 強め， 守る こと を 
目的と して， 父母が 息子， 娘た ちと 
家で 一緒に 過ごす ために 設けられた 
ものである。 祈り， 讃美歌 その他の 
歌 を 歌い， 聖典 を 読み， 家庭内の 事 
柄 を 話し合い， タレント を 発表し' 


福音の 原則 を 教え， ゲーム を 楽しみ， 
リフレッシュメント を 食べ る 。 

さて， 毎週 家族の 夕べ を 開く 人々 
に は 次の よ う な 約束が ある。 

「この 勧告に 従う 聖徒に 対して， 私 
たち は大 いなる 祝福 を 約束す る。 家 
庭に おける 愛と 両親に 従う 気持と が 
増す ことであろう。 イスラエルの 若 
人 は 信仰 を 増し， 悪魔の 力 や 誘惑と 
戦う 力 を 得る であろう。」 （大 管長 会， 

19〗 5 年 4 月 27 日， Improvement  Era 

「ィ ン ブルー ブメ ント 'エラ」 第 18 
卷， P.  734) 

さて， 今日の 若人 は どのような 娯 
楽 を 楽しむ ことができる だろ う か。 
テ レ ビ， ラジオ， 雑誌， □ ッ クミ ュ 
一 ジック の レコード などに より， 知 
らず 知らず の う ちに あなたの 権利 を 
奪われて はいないだろう 力、。 ロック 
ミュージックの 大多数 は， 両親が 知 
ら ない 陰 語 を 使って， 故意に 不道徳 
や 幻覚剤， 革命， 無神論， 虚無主義 
へと 人 を 駆り立てる ものである。 

この ことに 気付いた 親 は， ロック 
ミュージック が 風紀 を 乱す 耳 ざ わ り 
で 騒々 しい 音楽で ある こと， 感覚 を 
麻痺 させ， 感受性 を 鈍く し， 野蛮 さ 
を 呼び起こす 音楽で ある こと を， 子 
供た ちに 警告すべき である。 

J • ルーベン' クラーク' ジュニ 

ァ副 管長 はこの よ う に 述べて いる。 
「現代の 芸術， 文学， 音楽， 演劇の 
実に 多くの ものが はなはだしく 風紀 
を 乱して いる こ と を 少し 考えて いた 
だきたい。 …… たとえば 現代 音楽に 
しても， 私 は ジャングルの タム タム 
と どのよ う に 違う か を 知らないが， 
たいして 違いがない と 考えて いる。 


あなた 方 は これらの ものに 注 忌し 
なければ ならない。 例外な く 子供た 
ちに 影響 を 与えて いるので ある。 あ 
な た 方の 家庭生活 をで きる 限り 天国 
に 近い ものと しなさい。」 （「扶助 協会 
誌」 1952 年 12 月 号， P.  798) 


若人の 指導者の 皆さん， あなた は 
私たちの 標準 を 高く 掲げて いる だろ 
う 力、。 それとも 一般の 低俗な 主張に 
妥協して 教会 内に 偽り や 悪の 存在 を 
許して いる だろ う 力、。 文化 ホ 一 ル で 
行なわれ ている ダンス や 音楽 は， 徳 
高く  ， 好ましい， よ き 聞え ある， あ 
るい は褒 むべき ものだろう 力'。 それ 
と も， 短い ス カー ト， 騒々 しさ， ス 
ト n ボの 閃光， 暗がりに 表わされる 
現代の ソ ドムの 様相 を呈 している だ 
ろうか。 

若人の 指導者 は， 若き 日の ジョン- 
ウェス レー が 母親 か ら 受け た 標準 を 
受け 人れ ている だろう か。 彼女の 優 
れた 勧告に 耳 を 頃け ていた だきたい 
と 思う。 

「楽しい ことで あっても， それが 正 
しいか 間違って いるか を 判断し なさ 
い。 理性 を 弱め， 良心 を 曇らせ， 神 
に対する 思いに かげり を 与え， 霊的 
な 事柄への 感受性 を 鈍く する もの， 
心よ り も 肉体 を 重視す る もの はすべ 
て， あなたに とって 悪い ものです。 
それ 自体 は どれほど 無害に 見えて も 
関係ない のです。 これ を 規準に しな 
さい。」 

モロ ナイ が 警告して いるよ う に， 
私たち は 「神の 聖ぃ 教会 を 汚した 
か。」 （モル モン 8  ：  38) 教会の 補助 
組織 は 両親と 神権 者が 家族 を 神の み 
もとへ 導こう と 努力す る 時の 妨げで 
はなく 助けと なら なければ な ら ない。 
私たちの 中には， いわゆる 「平和 運 
動」 の 象徴で あ り， 反 キリスト のし 
る しで ある 折れた 十字架 を 身に つけ 
ている 者 はいない だろ う か。 

「わたしの 民 は 知識がない ために 滅 
ぼされ る」 と ホセ ァは 嘆いた （ホセ 
ァ 4  ：  6)。 今日， ある 人々 は 知識 を 
得た 後に， 立って 子供た ちに 諭す と 
いう 過程 を 無視した ために， 子孫 を 
徐々 に 肉体的， 霊的に 破滅の 状態に 
追い込む という 結果 を なめてい る。 
も しも 私たちが 善悪 を 知って 神の よ 
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うになる ことができる とすれば， 私 
たち は 何が 私たち を だめに する の 力、， 
どう したら それ を 避けられ るの 力、， 
そのために 何が で きる のか を はつ き 
り と 知る ことができる はずで ある。 

今 こそ， 私たち 父親の 心 を 子に 向 
け， 子の 心 を 父親に 向ける 時で ある。 
そうしなければ， 父親 も 子供 ものろ 
い を 受ける。 母親が 家 を 空けて 外で 
働く 時に， 離婚の 種が まかれ， 子供 
たちが 受ける はずの 祝福が 引き延ば 
される ことが 多い。 仕事 を 持って い 
る 母親 は， 子供た ちが 必要と してい 
るの は 金銭よ り も 母親で ある こと を， 
よ く 認識すべき である。 

世の中が 退廃の 一途 をた どる 現代 
にあって， 家族が 義の もとに 結集し， 
家族の 一致 を 確立す る こ と は 極めて 
重大な ことで ある。 ある 人の 言葉 を 
借りる と， 「現代で は， 人々 を自か 
ら 引き離そう とする ものが 非常に 多 
くな つてい る。 私たち は， 活動 や 関 
心事が 多すぎて， 家族 や 子供た ち， 
すなわち 主なる 神から 愛し， 養い， 
教え， 助ける ように 与えられた 者た 
ちに 使う 時間 と 配慮 を おろそか にし 
ていない かどう 力つ 真剣に 考えな け 
れ ばなら ない。」 

「ひとつに 結ばれた 家族 は， 兄弟 姉 
妹が 勝手な 道 を 歩んで いる 家族 
よりも， はるかに 幸せで ある。 

世の中で 一番 幸せな 人と は， 暖炉 
を 囲んで 語り合う 人々。 いかな 
る 人 も 彼らの 輪 を 打ち砕く こ と 
はでき ない。 

天が下の 最も 素 晴ら しい 語らい は， 
忙しく 働いた 日の 夕べに 共に 集 
まる 家族の 中に ある。 

自ら を 賢い と 考える 金持ち も いれ 
ば， 貧しい 人 もい る。 


彼ら は 家族の 糸 半 をい と も 簡単に 砕 
き， それぞれが 気ままに 楽しみ 
を 求めて 去って 行く。 

それぞれが 見知らぬ 人と さ迷い 歩 
き， 遊び歩く こと を 楽しみし す 

る 0 

しかし 彼ら は 苦しみ を 刈り取り， 
空しい 喜び を 見いだ す。 賢い 子 
らは 一致して いるから である。 

人々 は 愚かな 思い を 抱く。 喜び は 
放浪の 果てに 見い出し， 真の 笑 
みと 真の友 は 故郷よ り 遠き 地に 
ある もの だと。 

こ う して 彼ら はさ 迷い 歩き， 彼方 
の 喜び を 求めて 人生 を 無為に 過 
ごす。 

だが， 真の 喜び を 味わう 人 は， 一 
日の 働き を 終えて， 兄弟 姉妹と 
共に その 日の 出来事 を 楽しく 語 
り 合う。 

この 世の 喜び を 勝ち取る の は， 美 
しい 音楽 を 共に 楽しむ， ひとつ 
となった 家族で ある。 

古き 家庭に こそ 人生の もたらす あ 
ら ゆる 喜びが ある。 最も 楽しい 
遊び場と 最も 幸せ に暮 ら す 場所 
がそ こに ある。 

さ迷い 歩き疲れた 兄弟よ， 心の 安 
ら ぎ を 求めて いるならば， 家族 
と 語り合う 暖炉に 戻りなさい。」 

(ェ ド 力"  一 •  A  • ゲストの 
詩よ り 改作） 
私たち は 家族 を 強めよ う ではない 
か。 朝夕の 家族の 祈り， 個人の 祈り 
は 家庭に 主の 祝福 を 招く ものである。 
食事時 は 一日の 出来事 を 振り返り， 
肉体 を 養う だけでなく， 家族が 聖典， 
特に モル モン 経 を 読むな どして 霊 を 
も 養う 素晴らし いひと 時で ある。 忙 
しい 父親に とって， 夜 は 子供た ち 一 


人 一人の 枕 もとへ 行き， 語り合い， 
質問に 答え， 愛して いる こと を 知ら 
せる 大切な 時間で ある。 そのような 
家庭に は 「世代の 隔差」 など ある は 
ずがない。 この 欺瞞に 満ちた 言葉 は， 
家庭と 家族 を 弱める 悪魔の 武器の ひ 
とつで ある。 両親 を 敬う 子供た ちと 
子供た ち を 愛する 両親の いる 家族 は, 
家庭 を 安全な 避難所， 小さな 天国と 
する ことができる。 

次に 読む 詩 は あなたの 家族の 集い 
を 表わして いる だろ う か。 
「全員が 揃ってい ます 

お父さん， お母さん 

姉妹， 兄弟 

愛し 合って いる 全員が います 
空いた 椅子が ひとつ もな く 

みんな 家に います 
今晩， この 家 を 訪ねて 来る 人 は 

いません 
古い この 暖炉の まわり に 

家族が 集まって いるので す 
この 集いと この 場 を 祝福して 下さい 
すべての 煩い を 忘れ  ノ, 
安らぎと 親切な 思いが 

この ひととき を 支配し ますよ う に 
私たち は 一人残らず ここにい ます 
(チャールズ 'ス プレイ ゲの詩 
よ り辦 

願わく は， 狡 滑な 悪魔の はかり ご 
と を 避け， 主の 清い 道 を 歩む ことに 
よ り 私た ち の 家族が 強め られ るよう 
に。 また， 時が 至って， 天父の 日の 
光栄の 家に 行き， 互いに 愛し 合った 
父， 母， 姉妹， 兄弟 全員が 揃ってい 
る こと を 報告で きる よ うに。 空いた 
椅子 は ひとつ もな く， 全員が 家に 戻 
つてい る と。 

イエス. キリス 卜の み 名に よ り 申 
し 上げる。 アーメン。 
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私たちの 宗教の 
かなめ 石 

十二使徒 評議員 会 会員 

マリオン • G • ロムニー 


兄 E?jW 妹の 皆 さん， 私 はきょう 
「私たちの 宗教の かなめ 石」 という 
テーマで お話ししたい。 

予言者 ジ ヨセフ • スミ スは 1841 年 
11 月 28 日付の 日記に 次の よ う に 書い 
ている。 

「私 は ヤン ゲ 会長の 家に 十二使徒と 
共に 集い， 様々 な テーマに ついて 語 
り 合って 一日 を 過ごした。 私 は 兄弟 
たちに こう 語った。 モル モン 経 は 地 
上で 最も 正確な 書物で あり， 私たち 
の 宗教の かなめ 石であって， 人が そ 
の 教えに 従って 最も 神に 近づく こ と 
のでき る 書物で ある。」 {Documentary 
History  of  the  Church.  「教会 歴史」 
第 4 巻， p.  461) 

モル モン 経の 真実性， 福音が 回復 
された ことの 真実性， これら は 共に 
ふたつの 根本的な 事実に かかって い 
る。 すなわち 第一 は 近代の 啓示が 実 
在す る こと， 第二 はジ ヨセフ' スミ 
スが 神の 予言者であった という 事実 
である。 これら ふたつの 事実 は， モ 
ル モン 経と 福音の 回復から 切り離す 
ことので きない もので あり， 一方 を 
受け入れる こと はも う 一方 を も 受け 
入れる こ と になる。 

1823 年 9 月 21 日 の 夜 ジ ヨセフ. ス 
\ ス が 睡眠 をと るた めべ ッ ドに 入つ 
た 時， 彼 は モル モン 経に ついて 全く 


考えて いなかった （それまで も 考え 
たこと は 一度 もなかった）。 その 時ジ 
ヨセフの 心に あった こと は， 主と 自 
分 自身との 関係が 正し L  、状態 にある 
かとい うこと であった。 そこで ジョ 
セ フ はこの 点に ついての みこ ころ を 
求めて 祈った。 モロ ナイの 訪れ を受 
けた。 神の み 前から 遣わされた モロ 
ナイ はジ ヨセフ に 次の よ う に 言った。 
「ァ メリ 力 大陸の 先住民の 記録と そ 
の 起源 と を 金 版に 刻んだ 一部の 書物 
が 埋められ てあつて 〔ク モラ 付近 
に〕， その 中には 古代の 住民に 救い主 
がお 伝 え に な つた まま の 完全な 福音 
が 載せて ある。 また， 銀の つる 
に はめた 二 個の 宝石が あって 金 版と 
共に 埋めて ある。 …かの 書物 を ffl 訳 
する ために 神 はこの 宝石 を 像め 備え 
て 置きた もうた ので ある…」 （ジ ョセ 
フ • ス ミス 2  ：  34—35) 

予言者 ジ ヨセフ はこの 時 初めて モ 
ル モン 経に ついて 知った。 その 夜 か 
ら 書物が 出版され るまで， ジ ヨセフ 
は聖 なる 記録の 取得， 扱い， 翻訳に 
関して 天よ り 絶えず 導き を 受けた の 
である。 モル モン 経に 関して 特筆す 
べき ことの ひとつ は， 主 御自身が そ 
の 真実性と 神聖 さに ついて しばしば 
しかも はっきりと 証され たこと であ 
ろう。 


モル モン 経 を 世に出す にあた り 主 
御自身が 関与され たこと について， 
主 は 1830 年 8 月 に 予言者に 対して 述 
ベて おられる。 「…われ… 完全なる わ 
が 永遠の 福音 を 載せた る モル モン 経 
を 汝らに 頭さん ために 天よ り 遣わし 
たる モロ ナイ… と共に 飲む 時 来れば 
な り」 （教義と 聖約 27  ：  5  ) 

主 は 教義と 聖 約の はしがきで， 「ジ 
ヨセフ' ス ミス （二 代 目） は 神の 恩 
恵 を 通して 神の 能力に よ り モル モ ン 
経 を 翻訳す る 能力 を 与えら るる を 
得」 ん ために， 「わが 僕ジ ヨセフ' ス 
ミ ス （二 代 目） を 呼び 天よ り 語りて 
彼に 誡命を 下せり」 と 語って おられ 
る （教義と 聖約 1 ： 29, 17)。 また 主 
は 三人の 見 証 者に， 予言者が 「その 
書 を 翻訳した」 こ と を 告げ， さ ら 
に 「この こと は汝の 主， 汝の神 生き 
たもうが 如く 真実な り」 と 言って お 
られる （教義と 聖約 17  ：  6) 

予言者 は 翻訳して いる 間に 多くの 
偉大な， 驚くべき 真理 を 学んだ。 そ 
して モル モン 経 を 貫く 概念 は主ィ ェ 
ス 御自身の 考えが 中心に なって いる 
こと を 知った ので ある。 すなわち 記 
録のも ととな つた 資料と 刻まれた 版 
は 共に 義 しい 人 ケ が 神の 命 を 受けて 
作成した もので あつ たという ことで 
ある。 
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この 書物の 基礎 資料の 蓄積 は， 紀 

元 前 2200 年頃から 開始され た。 この 
よ う に 記録され ている。 「主 はジ 1 レ 
ドの 兄弟に その 御前 を 去って 山 を 下 
り， かれの 見た こと を 記録せ よと 仰 
せに なった…」 （ィ テル 4:1 )。 このよ 
うにして 始められた 記録 は， 主の 命 
令に より ジ エレ ド 人の 時代が 終わる 
まで 続けられた。 そして， ジ ユレ ド 
人の 完全な 記録 は 奇跡的な 方法で モ 
口 ナイの 手に 渡った。 モロ ナイ は紀 
元 400 年頃， それ を 現在 ィ テル 書と 呼 
ばれて いる 短い 記録に まとめた。 モ 
口 ナイの 言葉に よれば， ジ ヨセフ 力； 
翻訳して いた 事柄 はモ 口 ナイ 自身 力； 
版に 記した ものである。 モロ ナイ は 
こう 語って いる。 「主 はこれ を 書け と 
私に 仰せに なった から」 「私 はジ エレ 
ドの 兄弟が 見た こ と を さながら その 
ままこの 版に 写した。 …主 はこれ と 
その 解 訳 器と を 封ぜょ と 私に 仰せに 
なった から， 主の 命令 通り 解 訳 器 も 
封 じて おいた。」 （ィ テル 4:  4  —  5) 

ニーフ アイ 人の 記録に 関しても 同 
様の 指示が 与えられた。 

「 ここに 主が 私に 命じた も うたから， 
私 は 私の 民の 記録 を 刻む ために 金で 
版 をつ く り， … 

私 はこれ を 記録 してし まつてから， 
私の 民に 私の 死んだ 後に なすべき こ 
と を… 命じた。」 （I  ニーフ アイ 19: 1 , 
4) 

このように， 神の 命令と 指示に よ 
く 従った ため， のちに モル モンが 要 
約した ニーフ ァ ィ の 大版は 千年 近く 
の 間 保存され た。 

その 記録の 一部 は イエス 御自身が 
編集して おられる。 ィヱス は 復活 後 
ニーフ アイ 人の 間で 導きと 教え を 施 
して おられた 時， 彼らに 教えられた 
こと を 書き留め るよう 命じられた。 
また 人々 は， レーマン 人 予言者 サム 
エルの 予言すな わち 主の 復活の 時に 
多くの 聖徒が 死者の 中から よみがえ 
る こと を， 記録して いなかった。 主 
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はこの こと に 人々 の 注意 を 向けさせ 
た。 すると 弟子た ち は， 予言と それ 
が 成就 した こと を 思い起こした。 （そ 
して イエスが この こと も 書きし るし 
ておけと 言いた も う たので ィ エスの 
言葉の よ うに 記録 をした。） 

予言者 ジ ヨセフ は モル モン 経の 序 
文から， この 書物の ふたつの 目的の 
うちのひとつ は， 「ユダヤ人と 異邦人 
とに イエス は キリス 卜で ある」 こと 
を 確信させる ことで あると 知った。 

この 目的 を 達成す るた め， この 書 
物 は 始めから 終わ りまで キリスト に 
対する 証で 一色に 塗 り つぶされ てい 
る。 最初の 章に は， リー ハイが 真昼 
の 太陽よ り もまば ゆく 光り輝く 中 を 
「天の 真中から おりて くる」 イエス 
を 見た 示現の 様子が 記されて いる。 
そして 最後の 章 は， キリスト のみ も 
と に 来て キ リ ス ト によって 全く なれ 
という 勧告で 締めく  く つてい る。 こ 
こで モロ ナイ は 次の よ う に 断 a して 
いる。 「すべて 神の みこ ころに 背く こ 
と を 捨てよ。 もし このよう にして 勢 
いと 心と 力 をつ く して 神 を 愛するな 
らば， 神が あなたた ちに 与えた もう 
恵み は 充分で ある。 …あなたた ち は 
この 恵み を 受けて… 聖 くなる。」 （モ 

口 ナイ 10  ：  32—33) 

この ふたつの 章 を 結ぶ 500 ぺー ジ 
(英文） は， 無数の 偉大な 証で 彩ら 
れ ている。 

私 は モル モン 経が， 予言者 ジョセ 
フが 述べた 通りで ある という こと を 
はっきりと 知っている。 すなわち， 
モル モ ン 経から は 予言と 啓示の みた 
まが 放射され ている。 モル モン 経 は 
救いの 大 いなる 教義 を 簡明に 教え， 
人をキ リストの もと に 向かわせる 正 
しい 行動の 原則 を 教えて いる。 この 
みたま を 受け， この 教えに 従う 者 は， 
へりくだり， ダ ビデの よ う に 一心に 
祈る ので ある。 「神よ， わたしの ため 
に 清い 心 をつ くり， わたしの うちに 
新しい， 正しい 霊 を 与えて く ださ 


い。」 （詩篇 51 ： 10) 

人 はこの 世の あさま しい 事柄 を 離 
れ， 神の 王国に 上げられる とき， 霊 
と して シー レム 山の ジ ェ レ ドの 兄弟 
と共に 世に 生まれる 前の 贖い 主の み 
前に 立って， 主の み 言葉 を 聞く ので 
ある。 「見よ， われ はわが 民 を 噴うた 
めに 創世の 前よ り 備えられ たる 者な 
り 。 われ はィ エス • キ リストな り。 
…わが 名 を 信ずる 一切の 者 はわれに 
よ り て 永遠に 光 を 受け， … 

…汝 ら がわが 形に かた どり て 造ら 
れ たる こと を 今汝は 見ず や。 最初に 
一切の 人々 はわが 形に かた ど り て 造 
られ たり。 

見よ， 今汝が 見る この 体 はわが 霊 
体な り。 われ はわが 霊の 体に かたど 
りて 人 を 造れり。 われ は 今 わが 霊の 
まま 汝に 現わる る と 同じ 形の 肉体 を 
具えて わが 民に も また 現われん。」 
(ィ テル 3  ： 14—16) 

人 はまた 地 を 離れて， 霊に おいて 
「バウ ン テル フの 地に ある 神殿の ま 

わり」 の 群衆と 交わる。 モル モン は 
彼らの こと をこう 言って いる。 「民が 
集って 共に 怪しみ 驚き また 共に あの 
大きな 不思議な 変化 を 示し 合い， 

すでに その 死の しる しが 現われた 
イエス. キリスト について 話し合つ 
た。 

民が このよ う に 話し合つ ていた 時 
に， 天から 出て く るよ うな 声が 聞え 
た… この 声 は 荒々 しい 声で もな く  ， 
また 高い 声で もなかった 力；， 小さい 
声で ありながら も これ を 聞いた 者た 
ちの 骨の 髄 までつ き 通る よ うで あつ 
て， かれら は 全身 ことごとく ふるえ 
おののいた。 

…その 声 は， 

『わが 喜ぶ 愛子 を 見よ。 われ はこれ 
に 由 り てす でに わが 名の 栄光 を 示 し 
ぬ。 わが 愛子に 聞け』 とかれら に 仰 
せに なって いた。 

群衆 は… 天から 一人の 男の 方が 降 
りたもう のが 見えた。 このお 方 は 白 


い 衣 を 召して， 降って きて 群衆の 中 
に 立ちた も う た。 群衆の 目 は みなこ 
のお 方の 上に 注がれた が， 互いに 物 
を 言う 勇気がなかった。 みな は 自分 
らに 現われた この お 方 を 天使 である 
と は 思った 力;， そのお 方が 降りた も 
う たわけ は 知らなかった。 

時に そのお 方 は 手 を 伸ばして 群衆 
に 話しかけて 仰せに なった。 

『見よ， われ は イエス' キリストな 
り。 予言者ら が この 世に 来る と 証 を 
したる その 者な り 。 

われ は 世の 光に して ま た 世の 生命 

なり。 ■•-』」  （III ニーフ アイ 11: 1  —  3， 
6—11) 

アルマ は 父 アルマ 力； モル モン の 泉 
で 教会に 加わった 聖徒た ちと 経験し 
た 事柄 を 記して いる。 これ を IS む 人 
はこと ごとく， 人 を 肉と 霊の 捕ら わ 
れ から 脱出させる にあたって 主が 慈 
愛と 忍耐 を 示して おられる こと を感 
じ， 彼らが 聖 きみた まの 力に よって 
どのよ う にして 死への 深い 眠 りから 
目覚め， 心が 大いに 改まつ たかを 知 
る ことができ るので ある。 このよう 
な 驚くべき 変化 を 心に 深く 考える 人 
は， すべて それ を 望まないで はいら 
れな く なる と 私 は 申 し 上げたい。 

アルマ は 兄弟た ちに 次の よ う な 質 
問 をして いる 力；， これらに 自分の 力 


だけで 答える ことので きる 人 はいな 

い 0 

「〔1〕 あなたた ち は 今日 霊に よつ 

て 生れ 神の 子に なって いるか。 〔2〕 
あなたた ち は 神の 御 姿 を 自分の 身に 
受けて いる 力'。 〔3〕 あなたた ち は 今 
言った よ うな 大きな 改心 をす でに 感 
じている 力 >。 

〔4〕 あなたた ち は 自分 を 造りた も 
う たお 方が 贖い 救いた もうこと を 本 
当に 信じて いる 力'。 〔5〕 あなたた ち 
は 信仰の 目で 未来 を 見通し， 死んで 
亡びる はずの この 肉体が よみがえつ 
て 不死 不滅と なると ころ， すなわち 
この 朽ちる はずの も の 力; 復活して 朽 
ちない ものと なつ て 現世で わが 身の 
した 行いに 応じて 裁判 を 受ける ため 
に 神の 御前に 立つ と ころが 見える 力、。 

あなた た ち は 裁判の 日 に 主の 
が 自分た ちに 聞え て 『さいわいなる 
者た ちょ， われに 来れ。 汝らが 地上 
にて なした る 行い は義 し』 と 言いた 
もうこと を 今から 思い はかる ことが 
できる 力つ 

〔6〕 あなたた ちはいつ も 神の ffllfiti 
に 罪 を 犯さずに 居った か。 〔7〕 あな 
たたち が も しも 今にも 死ぬ とするな 
らば， … 『私 は 充分へ り く だってい 
る』 と 言い， また 『私の 衣 は， …キ 
リ ス 卜の 血で 洗われて 白 く なって い 


る』 と H える であろう 力'。」 （アルマ 5 
： 14— 16,  27) 

私 は 申し上げる。 モル モン 経の 持 
つみた ま を 受けた 人 は， これらの 鋭 
い 質問に 正直に 答えるならば， 必ず 
大 いなる 日に 「はい」 と 答えられる 
ような 生活 をし よ う と 決意す るに 違 
いない。 私 は 予言者 は 自分が 何 を 語 
つてい るかよ く 知って おり， しかも 
神の 真理 を 述べて おられる こと をへ 
り く だり 証す る。 予言者 は 言った。 

「私 は 兄弟た ちに こう 語った。 モル 
モン 経 は 地上で 最も 正確な 書物で あ 
り， 私たちの 宗教の かなめ 石で あつ 
て， 人が その 教えに 従って 最も 神に 
近づく こ とので き る 書物で ある。」 

神の すべての み 業と 同様， モル モ 
ン経は それ 自体で その 真実性 を 証明 
している。 

兄弟 姉妹 友人の 皆さん， 私の 声 を 
聞いて いるすべ ての 方々 に， 強く お 
勧めしたい。 モル モン 経の 教えと み 
たま をよ く 知っていた だきたい。 こ 
れは 「私たちの 宗教の かなめ 石」 で 
ある。 モル モン 経の 教えと みたま は 
私たち はキ リ ス ト と 永遠の 生命に 導 
く ものである。 私 はこの こと を 厳粛 
に イエス • キリス ト のみ 名に よ つて 
証す る。 アーメン。 


愛の 持つ 価値 


十二使徒 評議員 会 会員 


デ ルバ一 卜 . L • ス ティ プレー 


兄弟 姉妹お よび 友人の 皆さん， 聖 
典 は 私たちの 神が 愛の神で あると 教 
えてい る。 愛 は 神が 私たちに 与える 
ことので き る 最大の ものである と 同 
時に， 私たちが 神に 与える ことので 
き る 最大の もので も ある。 神 を 愛す 
る こと を 示す 本当の 尺度 は， 一切の 
尺度 を 取り払って 愛する ことに ある。 
私たちに 対する 神の愛 は， 神が その 
生みた まいし 独り子 を 世に 遣わし， 
彼に よって 私たち を 生きる よ うにし 
て 下さった こ とに 表わされ ている。 

(I ヨハネ 4  ：  9 参照） 

永遠の 御 父 と 御 父の 生みた まいし 
独り子との 間の 愛 は， 私たち 父と 子 
の 間に も 見られる。 私たち は そのよ 
う な 愛 を 受ける こ とも 与える こと も 
で きないな どと 考えて はなら ない。 
キリスト はこの 神が 与えられた 特質 
を 完全に 備えて おられる 方で あ り ， 
私たち は 救い主が 示された よ う な完 
全な 愛 を 持つ こと はでき ないか も 知 
れな いが， これ はすべ ての 人が 目指 
さなければ ならない 目標で ある。 

今日の 世が その 愚行と 問題 を 解消 
する 上で 一番 必要と される こと は， 
愛 を もって 神に 立ち返り， 神の みこ 
ころに 従う ことで ある。 愛が なけれ 
ば， 世の 状態 はます ます 悪化し,. つ 
いに は 悪と 罪が その 極みに 達する ま 


で 苦しみ 続ける であろう。 その 時， 
神の 裁 き が 世の 悪人の 上に 下る ので 
ある。 人類が 苦難， 悪行， 苦労， 悲 
しみ， 犯罪な どから 救われる 道 はた 
だ ひとつ， 愛で ある。 

も し 愛が 正しく 行ないに 表わされ 
るなら ば， 世の すべての 人に 理解す 
る 心と 平安が もたら される であろう。 
今日， 幸福で 喜びに あふれる 人生 を 
求める という 名目で 最も 乱用され て 
いる ものに 愛と いう 言葉が ある。 

イエスが 模範 を 示し， また 人々 に 

勧めて おられる 親切と 憐れみに あ ふ 
れる 愛が 世の すべての 人の 心に 宿る 
な ら ば， 人間社会の 最 も 高邁 な 連想， 
栄え ある 連想が 実現し， この 世 は 天 
の 王国と 化すであろう。 愛 は 真に 地 
上に おける 天国で ある。 天国に 愛が 
ない としたら， それ は 天国で なくな 
るからで ある。 

使徒 パゥ 0 は 愛 を， 完全と 平和に 
結ぶ 帯で あると 言って いる。 愛 は 古 
く も 新しく も ある 偉大な 戒めで ある。 
なぜならば， 愛 は 律法 を 成就す る も 
の だからで ある。 

愛 は 憐れみの 心に 具現され る。 愛 
を 構成す る 要素 は 数多く あるが， そ 
の すべてが， 生活様式， 個人の 行動， 
目的 を 高く 掲げさせる。 そして それ 
らは， キ リ ス 卜に 倣う 模範， 言葉， 


行動， 思いやりの こもった 関心， 親 
切な 行ないと なって 表われて く る。 

他人の 注目 や 報い を 求める 愛 は 真 
の 愛で はない。 従って その 愛 は 感謝 
される こ ともなく， 報 われない。 こ 
う した 態度 は 一種の 利己心であって， 
感謝 や 礼節， 尊敬の 念が 欠けて いる 
ことが 明らかで ある。 このような 人 
は， 物事 を 自己中心に 考える 人で あ 
つて， 自分が 礼儀 を わきまえ ていな 
いこ とや 感謝 を 表わして いない こ と 
など 全く 意に 介そう と しない。 

愛 は 心を净 化する ことで あり， 強 
い 性格 を 築き， 人生の あらゆる 面で 
積極性 を 発揮させる。 愛する という 
こと は， 人類に 与えられた 最大の 賜 
である。 真の 愛 は 無限 無窮で あり， 
今日 そこ かしこに 見られる 粗暴な 行 
動 や 自己顕示と は 無縁の 平等で 純 枠 
な ものである。 

愛 は， 両親が 子供た ちに 愛情 を 注 
ぎ， 愛に 満ちた 養育 を 行なう ときに 
始まる。 両親 は 息子 や 娘の 愛と 信頼 
を 得る ために， 愛と 理解 を もって 子 
供た ちに 接する。 また， 子供の 福祉 
と 幸福に も 大きな 関心 を 抱いて いる。 

使徒 バウ 口 はこの よ う に 勧告して 
いる。 「も しある 人が， その 親族 を， 
こ と に 自分の 家族 を かえ り みない 場 
合に は， その 信仰 を 捨てた ことにな 
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るので あって， 不信者 以上に 悪 

い 0」 （ I テモテ 5  ：  8  ) 

子供の 肉体的， 物質的 必要 を 満た 
したから といって， 最も 必要と して 
いる こと を 満たした ことに はなら な 
い。 両親の 正しい 教え， 良い 模範が 
大切で ある。 家族 は 物事 を 一緒に 行 
ない， 互いに 愛し 合い， 家族との 生 
活を 喜びと する ことにより， 固く ひ 
とつに 結ばれて いなければ ならない。 

子供が 最初に 身に つけ， また 求め 
る 感情 は 愛で あり， また 最初に 表現 
する 感情 も 愛で ある。 子供 は 愛を受 
ければ そのよう に 行動し， 愛 を 受け 
なければ また そのよ う になる。 首に 
抱きついて 「大好き」 と言う 子供 を 
持つ ことほ ど， うれしい こと はない 
のではないだろう か。 愛 は 人生の 基 
盤で ある。 

両親が 未熟で， 子供との 間隙 を 怒 
り や 暴力， 大声 を 上げる ことな どで 
しか 解決で きないと したら， 子供 は 
非常に 不安定な 状態に 置かれる こ と 
にな り ， やがて 成長す る と ， ただ 楽 
し く ない 家庭環境から 抜け出したい 
た め に 好 ましくな L 、友達 と 交わる こ 
とに な り かねない。 

成長期 にある 子供に 家庭で 愛され 
ていない， あるいは 無視され ている 
と 感じさせ るよ うな 事柄がない かど 
うか 私たち はよ く 調べて みる 必要が 
ある。 子供 は 自分が 十 把 ひと からげ 
の 人間で ない こ と を 確かめる ために， 

を かしげた くなる よ うな 友達つ ま 
り 標準が 自分よ り 低い 人と 交わる こ 
とが ある。 残念ながら そういった 標 
準が 低い 人 は， 相手の 標準に 自分 を 
引き上げる のではなくて， 相手 を自 
分の 水準まで 下げる ことが 多い ので 
ある。 

愛されて いないと 感じて いる 少女 
は 特に， へつらいが 上手な 少年の a 
いな り になって しま う こ とが 多い。 
愛された いという だけで 純潔まで も 
犠牲に してし まう ので ある。 こうし 


たメぶ 劇の 責め はだれ に 向ける のが 本 
当であろう 力、 愛される こと だけ を 
思い詰めた 少女 だろ う か。 それとも 
愛 を 娘に 気付かせる 責任 を 怠った 両 
親 だろ う か。 

少年の 場合 は ど う だろ う 力、 彼 は 
家庭で どのよ う な 教えと 愛 を 受けて 
いるだろう 力'。 家庭生活で 覚えた こ 
とに 基づいて 少年 はデー 卜の 相手の 
少女 を どのよ う に 扱い また 守って い 
る だろ う か。 

放任主義 は 家庭の 霊的な 環境 と秩 
序 を 崩壊させる ことが 多い。 両親が 
心から 関心 を 寄せて いる こ と を 感じ 
ている 子供 は， 両親の 望み を 無視し 
ない ものである。 互い を 愛し 尊敬す 
る 雰囲気の ある 家庭に は， 家族に 喜 
ん でも らいたい という 気持が 芽生え 
る。 両親が 自分た ちの 身なりに 関心 
を 寄せて いる こと を 感じて いる 子供 
は， 慎みの ある 服装 を 選ぶ ようにな 
るであろう。 

最近 私 は オースト ラリ ァを訪 れ た 
が， 若い 女' の ほ と ん どが 極端な ミ 
ニス カート を はいている こと に 気付 
いた。 それ は 他人に 好ましくな いこ 
と を 想像 させる 以外の 何物で もない 
といった 類の ス カー 卜だった。 慎み 
を 全く 感じさせない あきれる ほどの 
服装 だ つたが， 彼女 た ち は 一向 に 恥 
じらう 様子 もな く 平然とし ていた。 
彼女た ちの 服お-を 見て 助言す るよ う 
な 人が 一人と していな いので ある。 
恐 ら く 彼女た ちの 母親 も ミ ニスカ 一 
トを はいていて， 慎みの 模範な ど 全 
く 示して いないの だと 思う。 これと 
同 じ 状態が こ の 合衆国に も 見られる。 
ミニスカートが ファン ョ ン界 に^ 

場した II '(後， ある 女 件 服飾 デザ イナ 
一が ラジオ インタビュー を 受け， ミ 
ニス カート は 若い 女 れ: の 道徳的 退廃 

に 係す ると 思う かとい う n 問を受 
け た 。 彼女 は 全 くその 通り だと 答え 
た。 未婚のお i 親に 1义1 する 統計が この 
言葉の 真実 を&: 付けて いる。 お 親と 


娘た ち はこの まま 慎みの ない 服3 ぶ を 
身に 着けて いて 良い もの だろ う 力'。 
それとも， ミシン を 出して， それ ぞ 
れの 標準に 合った 服 を 作るべき 時が 
来て いるの た' ろ う か。 

fii 週 開かれる 家庭の タ ベで 服 ifli の 

標準にっぃて話し^^ぅ ことにより， 

これらの 好ましくな (■ 、服3 よ: を'!^ みの 
ある ものに 変える ことができる はず 
である。 これ は 男女と もに 言える こ 
とで ある。 今日の 青少' 叶-: が 抱える 問 
題の 多く は， 愛と 両親の 賢明な 教え 
によって 解決す る ことができる。 

ジ ヨセフ •  F  'スミ ス大 管長 は 次 

のように， 告 している。 「了 • 供が 両親 
の 保護と 導きの も とに あり， …… 間 
にも しも 両親が 子供に 対する 義務 を 
無視す るなら ば， シ オンの 両親 は， 

子供が 8 歳になる まで だけで な く  ， 

全生涯 にわた る 子供の 行動に 責任 を 
問われ る ことになる だろ う 。」 （「福音 

の 教義」 第 2 巻， P.  20) 

両親が 怠って いる 義務の 中に， 子 
供 を 止: し， しっける ことがある。 /• 
供 を 放っておく こと は 愛で もなん で 

もない し， j^'w の 愛 を 金銭で n うこ 
ともで きない。 子供の 過 ち を兒過 ご 
し， 子供に も それに 気付かせな いま 
まにして おく こと はでき ない。 子供 
は 過ち を 犯したら， 相当の 罰を覚 tf'f 
する ようで なければ ならない。 しか 
し， 怒り に 任せて 罰 を 与 える ような 
こと をして はならない。 罰 を 与える 
ことによ つ て 親子 間の 意ぶ の 疎通が 
良くなる こと も往々 にして ある。 子 
供の 肩に 優しく 手 を 回す ことが， 両 
親の 愛 を 表わし， 心の 5? を 開く こと 

も 多い。 ず 供が 話そう と した 時， 両 
親 は 问 時 問 かかろ うと も じっと if を 
傾けるべき である。 

ソロモン はこう 勧告 している。 「わ 
が J^' よ， 主の 懲らしめ を 軽んじて は 
ならない， その 成め を きらって はな 
ら ない。 

主 は， 愛する 者 を， （fi^ めら れ るか 
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ら である， あたかも 父が その 愛する 
了-を 戒める ように。」 （箴 -ビ4'3  ： 11- 

12) 

両親が 自分の 楽しみ や 友人の こ と 
しか 考えない としたら， 子供 はどう 
な る だろ う か。 世間体 を 保つ こ と だ 
けに 心 を 奪われて 家 を 留守に すれば， 
子供 は 一人 家庭に 残される。 そして 
子供に 家 を 自由に 使わせ， 食べ物 や 
飲み物 を とりどり あてがい， 子供 
の 友達が だれか 家に いて く れれ ば， 
両親が いない ことの 穴埋めが 十分に 
できる と 考えて いる。 

次に 何が 起 こ る だろ う か。 子供た 
ち は その 夜 を， 時には 夜の 1 時 2 時 
まで 孤独な 思いで 過ごす。 退屈に な 
つたら 子供た ち はどうす る だろ う 力'。 
その 答え を 聞いたら 怠慢な 親た ち は 
驚く ことだろう。 

私た ち の 愛する デ ビ ッド •  0  • マ 
ッ ケィ大 管長 はこの よ う に 述べて い 
る 。 「幸福な^ 生活 を 築 くもう ひと 
つの 要素 は， 互いの 奉仕で ある。 家 
族の 一人一人 がお 互いの ために 働く 
のでめ る。 」 I, Lreasures  oj  Lije 
「人生の 宝」 p.  330) 互いに 仕えよう 
と 努める 家庭よ り も 美しい 光景が あ 
るだろう か。 子供に は， 家の 中に 避 
け 所， 外界の 危険 や 悪から 身 を 守る 
所が ある こ と を 意識す る 権利が ある。 
この 必要 を 満たす のが 家族の 一致と 
高潔 さで ある。 子供に は， 互いに 喜 
んで 助け合う 両親， 理想に 向かって 
楽しげに 努力す る 両親， 利己心の な 
し 、純粋 な 愛 を 子供 に 向 け る 両親が 必 
要で ある。 つまり 個人と して バラン 
ス のとれ た 人で ある こと， ある 程度 
物事 を 14 通す 力 を 具えて いる こと， 
健全な 情緒 を 築く 環境 を 整える こと 
が 両親に 求められる。 そして 特に 最 
後の 点 は， 子供に 物質的な 豊か さ を 
与える ことで なく 人間と しての 進歩 
成長 を も たらす もの だからで ある。 

社会の 最も 安全で 強固な と りで は 
家族で ある。 しかし， これが 目に 見 


えない 形で 損なわれ ている。 現代 社 
会 はこの 家庭の 基盤 を も 崩壊 させよ 
う と している ので ある。 信頼と 愛が 
あり， 秩序が ある 家に こそ， 最良の 
人生が ある。 愛の ない 家庭 は 本当の 
家庭と は 言えない。 愛に よって 家庭 
は 永遠 の ものと なる ので ある。 

「愛 は 下方に 流れる もの だと 言われ 
ている。 子供に 対する 両親の 愛 は， 
両親に 対する 子供の 愛よ り も， 常に 
はるかに 強固な ものである。 人の子 
ら のうちで， 神が 私た ち に 示 された 
愛の 千分の 一で も， 神に 対して 愛 を 
示した 者が いるだろう 力、。」 （ヘア） 

現代の 親 や 青少年 は， 純粋な 愛の 
真の 意味 を 忘れ かけて いる。 その 意 
味 は 変わって いないの である。 だが， 
正しい 行動の 標準の 要素と されて い 
る 他の 多くの 徳と 同様， 愛 も 削り取 
られ て， 真の 意味が あいまい になり， 
憎しみが 愛の 中に 入り込み， 全体 を 
占めよ う と している。 

男で あれ 女で あれ， 互いに 愛して 
いると 言う 一方で， 他の 人と 性的な 
関係 を 持つ こ と がで き る だろ う か。 
私たち は 最も 愛すべき 人 を 自分の 行 
動で 傷つけ ている ので ある。 

家庭 を 崩壊させる 親 はどう だろ う 
か。 両親と 子供 たちのい ずれが 大き 
な 打撃 を 受ける だろう 力 >。 私 は ある 
人た ちの 利己心 を 見て ぞっとす る こ 
とが ある。 彼らに とって 結婚の 誓約 
を 破る ことな ど さほ ど 重大な ことで 
はない ので ある。 

両親が 協力して， 家族の 理想的な 
関係 を 維持す る ことほ ど 大切な こと 
はない。 両親の 皆さん， 家庭の 夕べ 
を 必ず 毎週 開いて いただきたい。 こ 
れは 親子の 間 を 一層 近づける もので 
ある。 家族が 一緒に 祈り を 捧げ， 家 
庭 内に 義を 行なう 伝統 を 築いて いた 
だきたい。 愛と 一致， 助け合う 態度 
を 培って いただきたい。 家庭内の 状 
況を 観察して いただきたい。 上昇 傾 
向に あるだろう 力  >, それとも 下降 気 


味だろう 力、 家族が 家族と しての 機 
能 を 果た さ な く なる 時に， 青少年の 
非行が 始まる ので ある。 

愛に 満 ちた 家庭 ほど 大き な 祝福 は 
ない。 子供た ちが 幼い 頃 や 十代 を 振 
り 返って 幸せな 日々 を 思い起こ すと 
したら， これに 勝る 祝福 はない。 両 
親の 皆さん， 子供た ちに この 幸福な 
日々， 幸福な 思い出 を 与えて いただ 
きたい。 世の中 は 目 ま ぐる しく 動い 
ている。 個人が 使う ことので き る 時 
間 も 少なくな つてい る。 多くの 父親 
が 家族 をない がしろ にして いる。 子 
供 を 家に 置いて 働きに 出て いる 母親 
も 様で ある。 家族と 一緒に 物事 を 
行なう 時間 を 作って いただきたい。 

私はデ ビデ イナ. ベ イリ 姉妹の 証 
を 皆さんと 共に 分かち合 いたいと 思 
う。 彼女 は 子供た ちの 将来の 養育， 
福利， 進む 方向， それに 幸福 を 一心 
に 考える 素晴らしい 母親だった。 彼 
女 は 今年の 7 月に 他界した が， これ 
は 16 年 前に 書かれた ものである。 子 
供 を 本当に 愛する 母親からの 美しい 
はなむけの _ei 葉で ある。 

「今晩の 私 はどう しても 眠れません。 
いつ も なら 床に 入ったら すぐに 眠つ 
てし まう 私です が， きょうは どうし 
た と fi うのでしょう。 私 は いま子 供 
たちに つてお きたい ことが ありま 
す。 …… もし あなたた ちが 私 を 愛し 
ているならば， 自分 たちのた めでな 
くと も 私の ために， 神 さまの 戒め を 
守って 欲しい のです。 それ は， お 父 
さんと 私が 行 く 栄光に あ な たたち と 
一緒に 行きたい からです。 

た と え 私が 今の よ う にこの 世に い 
て あなたた ち を 見守る ことができな 
くな つても， この 福音から 離れない 
で 下さい。 お 互いにね たんだり しな 
いで 下さい。 私 は 子供た ち を 同じよ 
うに 愛して きました。 みんなに 公平 
であろう と 努めてき ました。 …… お 
互いに 非難し 合う ことのな いように， 
- --… この 世 だけ の 快楽 を 求める こと 
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のない ようにして 下さい。 サタン や 
悪魔の 力に ffj 心して 下さい。 サタン 
の 力 は 強く， 侮り 難い ものです。 

あなたた ちみん なを 愛して います。 
この こと をい つも 覚えて おいて 下さ 
い。 あなたた ち は 神 さまの 霊の 子供 
です。 お父さんと 私 は， この 世で あ 
なた たちの 親と なる よ う 任命され， 
私たちが も う 一度 家族と して 永遠に 
生活す る ことができる ように 導く 責 
任 を 与えられた のです。」 

子供た ちの 養育， 福祉， 幸福 を考 
える 時に， 私たちが 愛と 知恵と 正し 
い 判断力 を 持つ ことができ るよ う， 


また 子供た ちが 正義に 基づいて 生活 
し， 真理 を 愛し， 善 を 行なう 者と な 
る 助けが できる よう， 神に 願う もの 
である。 

若人が， 愛と 模範に よって 導く 両 
親の 知恵 ある 教えに 従い， 家族 全員 
が 同じ 理解 を 持ち， 一致し， 平安 を 
得る ことができ るよ う 神の 祝? § を 願 
う ものである。 

兄弟 姉妹， 私た ち は 供に 福 t'f と 
その 原則， 標準， 理想 を 教え， f 供 
に 「私に 従って 来なさい。 私の する 
こと を 見て その 通りに しなさい」 と 
言える よう な 模範 をポす という 義務 


を 負って いる。 私 はへ り くだり， こ 
の 義務 を 私たちが 果たす ことができ 
るよ う 祈って いる。 

私 は 教会 を 愛して いる。 また この 
教会が 真実で ある こ と を 知っている。 
私 は， 福音 は 今日の 世の あらゆる 状 
態に 立ち向かう 私たちの 導きと なる 
よ う 主が 与えられた 生命の 計画で あ 
る こと を 知っている。 願わく は， 私 
たちが 義の 道に く 立ち， 忠実で あ 
る ことができ るよう， イエス' キリ 
ストの み 名に より 祈る。 アーメン。 
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「奇 しきみ 業 もて」 


十二使徒 評議員 会 会員 


リ グ ラン ド • リ チヤ一 ズ 


兄弟 姉妹の 皆 さん， 私 は 再 び 偉大 
な 教会の 大会に 共に 集 うこと がで き 
て 喜んでい る。 タパ ナクル 聖歌隊と 
共に ただいま 歌つ た 讃美歌 力な 、 ま な 
お 私の 胸に こだまし ている。 「奇 しき 
み 業 もて 神な したもう」 （讚美歌85 

番） 

私 は 長年 伝道に 携わって きたが， 

ち i; に 心に 感じて いる ことがある。 そ 
れは， この 神権 時代に 地上に 福;' f を 
しロ1 復す るに あたって 主は大 いなる 不 

議な業 をな さった という ことで あ 
る。 現在 は 世に 多くの ことが 起こる 
不, も I 議な 時代で ある。 も し; 50 リ •： 
間で 最も 素晴らしい 出来事 は 何かと 
問われる としたら， ほとんどの 人 は 
卞' も' 飛行士の 月 面 着 だ と 答える と 
忠ぅ。 これ はま さしく 奇跡であった。 
こ の 計画 に 参し 由 j した 人で なければ， 
どう して 月まで f J け たかを 説明す る 
こ と はで きないであろう。 

力 プ セルから 出た 飛行士が 無重力 
状態の 月 ift を 歩く 様子 を， 私たち は 
家庭で 椅子に 座り， テレビで 見る こ 
とがで きた。 次に 私が 考える の は， 
そ の 結果 私 たち はどうな るの かとい 
うこと である。 （実は 私 は 科学に それ 
ほど 強くない ので， 私 や 私の 家族に 
とって 月面 着陸が どのような 利益 を 
もたらす かよ くわから ない。） 
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次に， 私 は 過去 150 年間に 起こった 
も う ひとつの 出来事 を 考えて みたい。 
この 出来事 は その 尊厳， 重大 さに お 
いて， また 私と 私の 家族， さらに は 
本当に 主 を 愛し 主に 仕えたい と 望む 
全世界の 人々 にもたら す 恵みに おい 
て 他 を はるかに 圧する ものである。 
それ は， 少年 ジ ヨセフ' スミ スが使 
徒 ヤコ ブの 言葉 を 読んで， 祈り を捧 
げる ために 森に 入った 時の 出来事で 
ある。 ヤコ ブ はこう 約束して いる。 
「あなたが たのうち， 知恵に 不足し 
ている 者が あれば， その 人 は， とが 
め もせずに 惜しみな く すべての 人に 
与える 神に， 願い求め るが よい。 そ 
うすれば， 与えられる であろう。」 
(ヤコ ブ 1 ： 5  ) ジ ヨセフ はこの 約 
束 を 信じて 森に 入り， 祈り を 捧げた。 
すると タル ソの サゥ 口が ダ マスコへ 
の 途上で 経験した と同じように， 天 
から ひとつの) t の 柱が 下りて きた。 
そして その 光の 柱の 中に 父なる 神と 
御子 ィ エス. キリスト が おられた。 

少年が すべての 教派のう ちい ずれ 
に 加わるべき か を 尋ねる と， 御 父 は 
御子 を 指して， 「こ はわが 愛子な り， 
彼に 聞け」 と 仰せに なった （ジ ョセ 
フ' ス ミス 2  ： 17 参照 )0 そして 「汝 
は その 何れに も 加わるべからず，' 彼 
ら ことごとくき; H れるを 以てな り」 と 


いう g え を 受け， さらに 来るべき み 
業に ついて 告げ 知ら された。 

私 は 真実で ある こ と を 知っている 
力；， もし この 話が 真実 だとしたら， 
世界中 を 探しても これに 比肩し 得る 
よ う な 出来事が. あ る だろ う 力'。 天が 
開かれ， 天使が 現われ， 御 父と この 
地球 を 創造した 御子と が 現われた も 
う た 。 神が 生みた まいし 独り 子の 手 
によって 地球 を 創造され たこ と を 私 
たち は 聖典で 教えられ ている。 この 
150 年間で， 御 父と 御子が この Ji± を 
訪れた もうた こ とに 比肩す るよ う な 
出来事が あつただろう 力 S きょうこ 
の 大会に 集った すべての 人々， この 
メ ッ セージ を 試して みた 全世界 数百 
万の 人々 は， これが 真実で ある こと 
を 厳粛に 証す る。 イエスが ニコ デモ 
に対して trf われた ように， 「わたした 
ち は 自分の 知っている こと を 語り， 
また 自分の 見た こと を あかしし てい 
るのに， あなたがた はわた したち の 
あかし を 受け いれない。」 （ヨハネ 3 
： 11) 私たち はこの 栄え ある 出来事 
が 起こつ たこと を 全世界の 人々 に 証 
する t ので ある。 

イエス 力; 40 日 間 にわたり 弟子 た ち 
と共に 過ごし， 500 人の 兄弟た ちが 見 
ている 前で 天 に 昇 つ て 行かれ た 後 ， 
彼らが 天 を 見つめて いると， 白い 衣 


を 着た ふたりの 人が 彼らの そばに 立 
つて 言った。 「ガリ ラ' ャの 人た ちょ， 
なぜ 天 を 仰いで 立って いるの か。 あ 
なた がた を 離れて 天に 上げられ たこ 
の イエス は， 天に 上って 行かれる の 
を あなたがたが 見た のと 同じ 有様で， 
またお いでになる であろう。」 （使徒 
1 ： 11) ふたりの 天使が 主 はまた お 
いでに なると 言って いるのに， どう 
して 主が おいでになる こと を 信じら 
れな いのだろう 力、。 私たち は 主の 降 
臨 を 待ち望んで いるので はない だろ 
う 力'。 私 は， 予言者た ちが 主の 再 降 
臨の 前に 起こる と 語った すべての 事 

W を 考える と， 神 は 驚くべき 方法で 

不思議な 業 を なした もうと 言わざる 
を 得ない ので ある。 

私の 好 き な聖 句が マ ラ キ 書の 第 3 
章に ある。 主 は 予言者 マラキ を 通し 
てこの ように 言われた。 「見よ， わた 
し はわが 使者 をつ かわす。 彼 はわた 
しの 前に 道 を 備える。 また あなたが 
たが 求める 所の 主 は， たちまち その 
宮に 来る。 …… 

その 来る日に は， だれが 耐え 得よ 
う。 …… 彼 は 金 を ふきわける 者の 火 
のよう であり， 布 さらしの 灰汁の よ 
うで ある。」 （マラキ 3  ： 1  —  2) 

この 聖 句が， 主の 降誕 を 言って い 
るので ない こ と は 明らかで ある。 主 
はたち まち その 宮に 来る よ うな こと 
はなさらなかった。 すべての 人が そ 
の 来る日に 耐える ことができた。 主 
は 金 を ふきわける 者の 火 や 布 さ ら し 
の 灰汁の よ う に はな さ ら なかつ た。 
し 力》 し， 末日に 主が 来られる 時には， 
悪人 は 岩に 向かって， 「さあ， われ わ 
れを おおって， 御座に います かたの 
御顔と 小羊の 怒りと から， かくまつ 
て くれ」 と 叫ぶ と 言れ ている （黙示 
6  :16)。 従って 神が 主の 前に 道を備 
える 使い を 送られる 時， その 使い は 
必ず 予言者で なければ ならない。 

皆さん は， イエスが バプ テス マの 
ヨハネに ついて 語つ た 言葉 を 覚えて 


いる ことと 思う。 彼 は 時の 絶頂の 時 
代に 主の 降臨の ための 道 を 備える た 
めに 遄 わされた。 主はィ ス ラエルの 
中で バプ テス マの ヨハネよ り大 いな 
る 予言者 は 起こらなかった と言われ 
た。 そこで 私たち は 世の 人々 に 対し 
て 厳粛に 証す る。 神が この 神権 時代 
に 立てられた 予言者 は， 予言者 ジ 3 
セフ 'ス ミスで あると。 ジ ヨセフ は 
主の 再臨の 道 を 備える ために 世に 遣 
わすと 約束され た 使いで あり， これ 
ら 不思議な 業が 行なわれる ための 道 
を 備えるべく 遣わされた 使いで あつ 
た。 

ジ ヨセフ はこ の時満 ちた る 神権 時 
代の 予言者であった。 聖典に よれば， 
主 は， 再臨 を 宣言して から 3 千年 以 
上もジ ヨセフ を 待って おられた。 予 
言 者に 召された ヱレ ミ ャの 場合の よ 
うに， 主はジ ヨセフの 時が 来る の を 
待って おられた ので ある。 エレ ミヤ 
は 自分が なぜ 召された のか わからな 
かった。 すると 主 は 言われた。 「わた 
し は あなた を まだ 母の 胎 につく らな 
いさきに， あなた を 知り， あなたが 
まだ 生れない さきに， あなた を 聖別 
し， あなた を 立てて 万国の 予言者と 
した。」 （ヱレ ミヤ 1 ： 5  ) この 神権 
時代の 予言者 は， この 世に 生まれる 
前に 予言者と なる よ ぅ聖 任されて い 
た。 この 予言者 は 主の 目に 大 いなる 
者で あると， 私たち は 主から 告げら 
れ ている。 （II  ニーフ アイ 3  ：  8 参 
昭、 

ここで 私 は， ペンテ コステ の 日の 
後に ぺ テロが 語った 言葉 を 心に 思い 
浮かべて いる。 ぺ テロ は キリスト を 

死に 追い やった 人々 に対して， 「この 
イエス は， 神が 聖 なる 予言者た ちの 
口 をと おして， 昔から 予言して おら 
れた 万物 更新の 時まで， 天に とどめ 
てお かれねば ならなかった」 （使徒 3 
： 21) と 述べた。 世の 初めから すべ 
ての 聖 なる 予言者の 口 を 通して， 神 
が 語 られた 万物 更新が 必ず 起 こる と 


いうべ テロの 予言 は 信じ 難い こ と な 
のだろう か。 私の 知る 限りで は， 過 
去の 神権 時代の 予言者の 来訪 も 含め 
て， この 万物 更新 を 主張して いる 教 
会 は， 私たちの 教会 以外に ない。 

予言者 ジ ヨセフ に 御 父 と 御子が 訪 
れ たも うてから 数年して， 紀元 400 年 
頃ァメ リ 力の 地に 住んだ 予言者， モ 
口 ナイ が この 地の 先住民と 記された 
記録すな わち モル モン 経に ついて 告 
け' るた め， 予言者 ジ ヨセフ を 訪れた。 

〔マリオン •  G  •  〕  D ムニ 一 兄弟 は 
昨日， この 書物の 教えに 関する 霊感 
あふれる 説教 をして 下さった。 この 
書物 は， ユダヤ人と 異邦人と に イエ 
ス は 永遠の 神なる キ リストに まし ま 
して， 万国の 民に 現われた もうこと 
を 確信 させる ためにと つてお かれた。 
しかも 全能の 神の 手に より 保存され 
でた ので ある。 エゼキエル は 神の 命 
令に よって， ふたつの 書物の こと を 
書き記した 力；， その ひとつが この モ 
ル モン 経で ある。 エゼキエル はふた 
つの 記録が 保存され る はずで ある こ 
と， すなわち 「ュダ および その 友で 
ある イスラエルの 家の ために」 ひと 

つの 記録， 「ヨセフお よび その 友の た 
めに」 ひとつの 記録 力; 記される こと 
を 述べて いる。 主はェ フライ ムの手 
にある ョセ フの 記録 を ュダの 記録に 
合わせ， 主の 手で ひとつに すると 約 
束され た （エゼキエル 37  ： 16— 17 参 
照)。 私たち は 神が なさる と言われた 
こ と を その 通り 実行した もうこと を 
信じる こ とがで きないの だろ う 力'。 
モル モン 経が その 記録で ない と した 
ら， その 記録 は どこに あるの だろう 
か。 

この 書物が どのよ う • な 書物 か を 十 
分に 理解す るに は， ヤコ ブの 十二 人 
の 息子た ちに 交わされた 約束 をよ く 
調べて みる 必要が ある。 ヨセフに 与 
えられた 約束 は ヤコ ブの 他の 息子た 
ちに 与えられた 約束 を はるかに しの 
ぐ ものである こ とがわ かるであろう 。 
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ヨセフ は ヤコ ブを 通じて 多くの 祝福 
を 約束され た。 「あなたの 父の 祝福 は 
永遠の 山の 祝福に ま さ り ， 永久の 丘 

の 賜物に まさる。 …… 」 （創世 49  ： 
26) 

兄弟た ちから 離れて 生活す る こ と 
になる ヨセフに 与えられる 新しい 地 
を 指して， モー セは わずか 4 節の 中 
に 5 度 も 「尊い」 という 言葉 を 用い 
て 表現して いる。 （申 命 33  ： 13 — 16， 
訳注 「欽定 訳」. の 場合 は 5 度で ある 
が， 日本 聖書 協会 訳で は 4 度） 新し 
い 地と は， ほかで もない この ァ メリ 
力の 地で ある。 末日に 福音が 回復 さ 
れる ときまで， 主が この 地 をと つて 
おかれた ので ある。 

世の 人々 は ヨセフの こ の 記録 につ 
いて f 可 を 知ってい るだろう か。 なぜ 
人々 はこの 記録 を 受け入れよ うとし 
ない のだろう 力、。 この 記録 を 受け 入 
れ るなら ば， たとえ ユダヤ人 であつ 
て も 彼らの メ シャが だれかに ついて 
疑問 を はさむ 余地が な く なる ので あ 
る。 この 記録 は 世の 救い主の 誕生と 
十字架 上の 死に 伴な うしる しにつ い 
て， また 昨日 ロムニー 兄弟が 語った 
よ う に 主が この ァメ リ 力の 地 を 訪れ, 
民と 会われた と きのし る しにつ いて 
事細かに 述べて いるから である。 

もし この 書物が， ある 男が 畑 を 耕 
している と きに 見つけた もの だと し 
たら， 19 世紀 最大の 出来事 だと 考え 
られ ただろう という 人が いる。 しか 
し， 私たちに は 教会員で ない 多くの 
人々 の 証が ある。 この 書物 は 読む 人 
に， 聖霊の 力に よって 主が その 真実 
性 を 明らかにした も う という 約束 を 
している。 （モロ ナイ 10  ：  4 参照） 

数年 前， ニコラス. G  . ス ミス 兄 
弟 はこの 壇上から， カリフォルニア 
伝道 部 を 管理して いた 時に 彼が 経験 
した こと を 語って くれた。 南 力 リ フ 
オル 二 ァ 大学の 宗教学 部長が 彼に モ 
ル モン 経 を 1 冊 分けて くれる よう 頼 
ん できた。 ス ミ ス 兄弟 は そこで 宣教 


師 たちが 重要な 聖句 にしる し をつ け， 
下線 を 付した モル モン 経 を 渡した。 
それから しばらくして， この 宗教学 
部長 はス ミ ス 兄弟と 宣教師た ち を 彼 
の 主催す る 集会に 招いた。 その 集会 
で 学部長 は モル モン 経 を 手に 取り， 
声 を 出して 読み 始めた。 そしてこう 
言った。 「これ は 死に絶えた 書物で は 
ない。 生きて いる。 私たち は 100 年 も 
の 間 この 聖典 を 目の前にしながら， 
内容に ついては 何 も 知らな かつ 
た。」 そして 聴衆に 向かって こう 述べ 
たので ある。 「素晴らしい 教えで はな 
いだろう か。 今日 私が 皆さんに 読ん 
だよ う な 素 晴ら しい こと を 信じて い 
る 人々 に対して 私たち は 友好の 手 を 
差し伸べよう ではない か。」 これ は， 
こ の 業が 神の みこ こ ろ にかな う 業で 
ある こと を 示す ひとつの 証で ある。 
主 はこの 書物 を 保存し， あらゆる 地 
の 中で 最も 選ばれた この ァメ リ 力に 
おいて ヨセフ への 約束 を 成就 された 
ので ある。 

世の 人々 にと つて は 神秘的な 方法 
で 主が なした も う た ほかの 素 晴ら し 
い 事柄に ついては， 時間の 関係 上 触 
れる ことができない 力；， ここに そび 
える 神殿に ついて だけ 述べたい と 思 
う。 ィザャ と ミカ は 共に 時の 流れ を 
越えて （3000 年） 末日 を 力 n 、ま 見る 
こと を 許された。 二人 は 末日 を 指し 
て， 主の 家の 山が もろもろの 山の か 
しらと して 堅く 立ち， すべての 国 は 
これに 流れて く る 時で ある と 言って 
いる。 また 二人 は 言う。 「さあ， われ 
われ は 主の 山に 登り， ヤコ ブの 神の 
家へ 行こう。 彼 は その 道 を われわれ 
に 教えられる， われわれ は その 道に 
歩もう。」 （ィ ザャ 2  ：  2  — 3 参照） 
私の 知っている 限りで は， 創世 以来 
この 地上に 存在した 建物で， この 神 
殿 ほど 万国の 民 を 集めた 建物 はない。 
この 場に 集って いる 皆さんの 多く も， 
この 地に 集められた 人々 の 子孫に 違 
いない。 


私が ォ ランダで 宣教師と して 働い 
ていた 時， ある 非常に 熱心な 求道者 
がいた。 彼 は 実業家で， 私に こう 言 
つた。 「私 は 絶 体に あなたの 教会に 入 
り ません よ。」 理由 を 問う と， 「ァメ 
リカへ 行きたくない からです」 と 答 
えた。 「糸 SI 冓で すよ。 この 地に とどま 
つて， 支部 を 強めて 下さい」 と 私 は 
言った。 彼が 私の 事務所に 駆け込ん 
で 来たの は， バプ テス マ を 受けて わ 
ず か 数 力 月 後の ことだった。 彼 は 言 
つた。 「リ チヤ 一 ズ 兄弟， 事業が 売れ 
そうなんです。」 「事業 を 売って どう 
なさ るんで す 力つ と 尋ねる と， 「私 は 
シ オンへ 行きたい のです」 と 言った。 
できれば， 私が 伝道 部の 書記 をして 
I  、 た 時代の 伝道 部 記録 を 見て いただ 
きたいの だが。 そこに は， ョ  一口 ッ 
パに 神殿が なかつ た 頃 オラン ダの人 
人が この 地 を 訪れる ために 小銭 を貯 
えていた 様子が 記録され ている。 

1906 年に ロッテ ル ダ ムで ジョセ 
フ •  F  'スミ ス大 管長が， 全ョ  一口 
ッ パに 主の 宮居が 点在す る 日が 来る 
と 語った とき， 私 は その 場に いた。 
私 は 生き長らえて その ふたつが 建設 
された の を 目に した。 これ も 世の 人 
に 驚くべき 方法で 不思議な 業 をな し 
たもう ことの ひとつで ある。 集合に 
関する 予言 を 調べて みると， 主 は 主 
の 民の 集合の 地 とする ために この 地 
を 世の 人々 の 目から 隠して おられた 
ことが よく わかる。 

兄弟 姉妹の 皆さん， 私たち はこの 
ことに 心から 感謝すべき である。 昨 
日 バー ト ン 兄弟 は 予言者 ヱ ライ ジャ 
の 来訪に ついて 語った が， しばし の 
間 この マ ラキの 約束 を 考えて みたい。 
「見よ， 主の 大 いなる 恐るべき 日が 
来る 前に， わたし は 予言者 エリヤ を 
あなたがたに つかわす。 彼 は 父の 心 
を その子 供た ちに 向けさせ， 子供た 
ちの 心 を その 父に 向けさせる。 これ 
はわた しが 来て， のろい を もって こ 
の 国 を 撃つ こ とのない よ う にす るた 
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めで ある。」 （マラキ 4  ：  5  —  6) 聖 
典 を 信じて いながら， エラ イジ ャの 
来訪 を 祈り 求める こと を しないな ど 
という ことができる だろ う か。 私た 
ち は エラ イジ ャ が 来た こ と を 世に 向 
かって 厳粛に 証す る。 

昨年の 7 月， 私 は イスラ ヱ ルを訪 
れ， ツアーに カロ わって 3 力 所の ュダ 
ャ 会堂に 入った。 その 会堂の ひとつ 
は， 壁に ひじかけ 椅子 をつ るして い 
た。 私が ラ ビに 何の ためにそう して 
いるの か を 尋ねる と， 彼 はこう 答え 
た。 「エラ イジ ャ が 来られた 時に 座つ 
ていた だくた めです。」 もちろん 私 は 
エラ イジ ャ がすで に 来た ことな ど 言 
えなかった。 また， この 大会で 話さ 
れ たよ うに エラ イジ ャ の 来訪に よ り ， 


私たち は 結婚の 誓約が 永遠に 続く も 
のとなる 約束 を 受けた こと も 話す わ 
けに はいかなかった。 これ だけで は 
なく， 神 は イエス の 指導の 下に 続 く 
1 千年 を 準備して おられる。 そして 
すべての ひざが かがみ， すべての 舌 
がィ エスが キリスト である こと を告 
白す る。 つまり この メッセージ は 永 
遠の 世界まで 行く という ことで ある。 
私 は， これが 神の 業で ある こと を 
厳かに 証す る。 私 はこの こと を 全身 
で 知っている。 ィザャ が 見た と 語つ 
た *1丙 を 私 は 知っている。 「この 民 は 
口 を もって わたしに 近づき， くちび 
る を もって わたし を 敬う けれども， 
その 心 はわた しから 遠く 離れ， 彼ら 
の わたし を かしこみ 恐れる の は， そ 


らで 覚えた 人の 戒めに よ るので ある。 

それゆえ， a よ， わたし はこの 民 
に， 再び 驚くべき わざ を 行う， それ 
は 不思議な 驚 くべき わ ざで' あ る 。 彼 
ら のうちの 賢い 人の 知恵 は 滅び， さ 
とい 人の 知識 は 隠される。」 （ィ ザャ 

29  ： 13—14) 

これ は 私たちが 全世界に 向かって 
述べる メ ッ セージで ある。 主 を 愛す 
る 人で この 教会の 本質 を 知る 時間 を 
と り ながら この 教会に 加わろ うとし 
ない 人 は， 正直な 人と は 言えない。 
私 は 以上の こと を 証し， 神が 皆さん 
を 祝福した もうよう， 主 イエス' キ 
リストの み 名に より 祈る。 アーメン。 
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次代 を 担う 人々 へ 
愛 を こめて 


十二使徒 評議員 会 会員 


ゴー ドン •  B • ヒンク レ 


私 は， 教会の 将来で あり 国家の 希 
望で ある すべての 青少年の 皆 さんに 
お話した いと 思う。 

私 は 先日 南ァメ リ 力の ある 空港で 
飛行機の 出発が 遅れた ため 待って い 
た。 その 時 一人の 青年と 交わした 会 
話の 中から 今日 の 話の テーマ を 取り 
上げたい と 思う。 彼の 身なり を 紹介 
すると， 髮は 長く， ひげ を 蓄え， 丸 
い 大きな メガ ネを かけて いた。 足に 
は サンダル を 履き， 服装 も 一般の 標 
準から する と 奇異な 感じの する もの 
だった。 

私 は あま りこの こと を 気にしな か 
つた。 兑 るから に まじめ そうな 青年 
だった からで ある。 合 衆 M 北部の あ 
る 著名な 人 学 を 出て いるし つかり し 
た 青年だった。 彼 は 仕事に 就かず， 
父親から 旅費 を も ら つて 南ァメ リ 力 
を 旅行して いたのだった。 

人生で 何 を 追求 している のかと 尋 
ねる と， 彼 はすぐ さま 「平和， それ 
に 自由です」 と 答えた。 幻覚剤 も 常 
用 していた。 平和と 自 を 得る 手段 
だ そ うで ある。 幻覚剤の 話から 道徳 
の 話に 移って いった。 彼 は 新しい 道 
徳 について， かって 人類が 享受し 得 
なかった 大きな 自由 を もたらす もの 
であると， いとも簡単に 言っての け 
た。 


私 は 自分が 教会に 属して いる こ と 
を 初めに 紹介して おいた。 彼 はいん 
ぎんな 態度で こう 言った。 私の 世代 
が う 道徳 な ど た わ 言に すぎない と。 
そして， どうやつ て 個人の 徳 や 道徳 
的 な 純潔 を 守 り 通せる のかと 熱つ ぼ 
い 口調で 尋ねた。 そこで 私 は 少な か 
らず 彼に ショック を 与える よう な 話 
し 方 をした。 「君の 言 う 自由 は 妄想 で 
しかない， 平和に しても まやかし だ。 
理由 を 説明しょう。」 

間 も なく 塔 乗の アナウンスが あ り ， 
私たち は 別れた。 その後 私 は 青年と 
話し合つ たこと を 何度も 考えて みた。 
きょう， どこかで その 青年が 私の 話 
を 聞いて いて く れ たら 良い の だが。 
とにかく 彼 は 何百 万と も 知れぬ 新し 
い 世代の 一人で ある。 彼ら は 道徳上 
の 抱 束からの 自由， 良心の 責 から 
の 平安 を 求めて， 自ら を 拘束し 汚す 
ような 行動に 走って いる。 これ を 放 
置して いると， 個人 だけでなく 国家 
の 破滅 を も 招く ことになる。 

つい 先頃， 私 は 事務所で 若い 男女 
の 訪問 を 受けた が， 再び この 自由と 
平安に ついて 考えさせられた。 男性 
は 背が 高く， '、ン サムで 見る からに 
男らしく 女性の 方 は 美 し く  ， 情緒の 
豊かな 感じの する 人だった。 

女性 は 泣き じゃくり， 男性の 目 か 


ら も 涙が 流れて いた。 二人 は 共に 大 
学の 1 年生 だつ た。 二人 は 翌週に 結 
婚を 控えて いた。 けれども それ は 二 
人が 夢見て いたよ うな 結婚で はな か 
つた。 二人 は 3 年後， 卒業して から 
と 考えて いたの だつ た。 

今や 二人に は 後悔の 気持ちし かな 
かった。 それに 二人とも 結婚の 準備 
がまった く できて いなかった。 学業 
の 夢 も 消え失せ， 競争の 社会で 生き 
抜く ための 準備 も ほとんどで きてい 
なかった。 二人 はすぐ にも 家庭 を 築 
き， 男性 は 未熟な 技量で 収入の 多い 
仕事 を 捜し， 家族 を 養って ゆかな け 
れ ばなら ない。 

こ の 青年 は 目に 涙 を 浮かべな が ら 
こう 言った。 「私たち はお 互いに 欺 さ 
れ ていたの です。」 

「いいえ， お 互いに 偽って いたので 
す。 お 互いと 両親， それに 自分自身 を 
も 偽って いたのです。 徳を 大切に す 
る' こ とな ど 偽善に ほかなら ない とい 
う 偽りの 教えに 欺され ていたの です。 
罪と いう もの は 心の中の 問題で しか 
ない とする 新しい 道徳 こそ， 私たち 
を 滅ぼす わな だつ たこと が 今やつ と 
わかった のです」 とこの 女性 は 言つ 
た。 

二人 はこ こ 数 週間に わたる 恐れと 
心痛の 日々 の 中で 心 を 悩まして きた 
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数々 の 思い を 打ち明けた。 堕胎す ベ 
き だろ う か。 前途 を閉 ざ さ れ た 彼女 
はそう 考え もした。 いや， それだけ 
はいけ ない。 たとえ どんな 場合で も 
命 は 神聖な もの だから。 たとえ この 
よ う な 状況に 置かれて いる と はいえ， 
も し 生まれて く る 幼子の 命 を 滅ぼす 
ような こと をしたら， 彼女 は 果た し 
て 自分に 耐えて 行ける だろ う か。 

だ れも 知らな t  、土地へ 行 つて， 学 
業 を 続ける こと もで きる だろう。 子 
供 は 養子に 出しても よい。 子供 を 欲 
しがって いる 家族 も 多い し， 紹介 を 
世話して くれる 制度 も ある。 しかし 
二人 はこ う した 考え を 打ち消した。 

彼 はとても 彼女 一人に 試練 を 背負 
わせる こと はでき なかった。 彼に も 
責任が あった。 たとえ 二人の 夢が く 
じかれ よ うと も その 責任 をと ろう と 
彼 は 決意した。 

私 は， この 困難な 状況に も 最善 を 
尽くそう とする 彼の 勇気と 決意に 敬 
意 を 表したい。 しかし， 希望 を 失く 
し， 泣きじゃくる 二人 を 見る と 私の 
心 は 痛む。 ま さ に 悲劇と 悲しみに 打 
ち ひし がれた 姿が ここにあった。 こ 
れこ そわな であり， 束縛で ある。 

二人 は 自由 を 求めて いた はず だつ 
た。 悪 は 考え方の 問題で ど う にで も 
なると 吹き込まれ ていた。 しかし そ 
の 結果， 自由 をな く していた。 平安 
もなかった。 二人 は 自由と 平安 を 引 
き 換えに したので ある。 すなわち， 
結婚した いと 考える 時に 結婚す る 自 
由， 二人の 夢であった 教育 を 修める 
自由， そして 自己 を 大切に する こと 
から 得られる 平安 を 失った ので ある。 

空港で 会った かの 青年 は， 彼ら は 
やり方が まずい と言う かも 知れない。 
確かに， 身の 処し 方に 知恵 を 用いて 
いれば， せ: 劇 は 生まれなかった であ 
ろう。 

私の 事務所に 来た 二人の よ う な 例 
は 決して 珍しい ことで はない。 それ 
どころ かその 数 は 急増して いる。 


1968年 に 合 内で 未婚 女学生の 出 
産が 165，  700 件あった。 ^1:.間平ど-:)增加 
数 は 12,00(H'I: である。 は eader' S 
Digest  「リー ダース 'ダイジェスト」 
1970''れ9 月 号， P. 170) 

不道徳な 行為の 結果 悲劇 を もたら 
した 人々 の 心に 平安が ある だろ う 力.。 
また その 生活に 自由が あり 得よ う 力 >。 

責任 を とらずに た だ 情欲 を満 足 さ 
せる こと， こ れ 以上の 偽 り ， 不正 I な 
が ある だろ う 力 >。 

私 は韓 国 で 戦争の むごい つめあと 
を 見て きた。 軍人の 父と 韓国人の 母 
の 間に 生まれた 何千と いう 孤児 で あ 
る。 この 孤児 は， 見捨てられた 不幸 
な 子供た ちで ある。 望まれて 生まれ 
てきた わけで はない。 悲惨な 不道徳 
の 波間に 漂う 浮き草で ある。 

ベトナム も 同様で ある。 それ も M 

万と いるそう である。 気の 向く まま 

に 欲望の はけ を a つけ， 情欲が も 
たらした 悲しむべき 樣牲 者を兒 捨て 
る 者に， 平安 や 自由な どあろう はず 
がない。 

男性 は 不道徳な 行為 を 競い合い， 
しかも それ を 得意気に 吹聴す る 傾ば Ij 
が あるよう である。 何と F 劣で 患 力' 

な 競争た' ろ う 力'。 このよう な 競'/ H こ 
勝利な ど あり 得る はず もない。 ただ 
そこに あるの は 悲しむべき 自 欺 
だけで ある。 征服して 満足 を 得る の 
は自 Li を 征服した 時 だけで ある。 「自 
d を 治める 者 は 町 を 征服す る 者よ り 
も 偉大で ある」 という ことわざ 通り 
である。 

テニソン は 言った。 「私の 力 は 10 人 
の 力に 匹敵す る。 それ は 私の 心が が j 
いから だ。」 （アルフレッド' テニソ 
ン卿 ヽ、 Sir  Galahad"  「サ 一' ガ 'ラハ 
ド」） この 言葉 は 今な お生きて いるの 
ではない だろ う か。 

こ う いう 話し方 はどう かと Ml うが, 
著名な 歴史学 者で ある ウィル， ァリ 
ール . デュラン ト 夫妻の a 葉に 耳 を 
傾けて いただきた. い。 このような 場 


に は 多少 そ ぐわない ド 品な 感じの す 
る 文章で あるが， 若人に はかえ つて 
わかりやすい かも 知れない， 千年 問 
の 歴史 を つづった 豊'; ^《 な 経験から， 
デュラント 博 上 夫お は 次の よ う に 語 
つてい る。 
「だが， たとえ どんなに 聪 明で 知識 

の豊' ta' な 人で も， その 人が 属して い 
る 社会の 習慣 や 制度に 正 し t  、判断 を 
ド して 取捨選択 する だけの 分別 を 持 
つ こと は 一生 掛かって もで きる はず 
がない。 というの も， 歴史と いう 研 
究 室の 中で 幾 世紀 も の 間 実験 を 重ね 
た 代々 の 知恵が そこに あるから であ 
る。 ホルモン を 沸騰 させて いる 若者 
は なぜ 性欲 を 思う ままに 発散して は 
ならない のかと 考える だろう。 もし 
習慣 や 道徳 ， 法律 で 規制 されな かつ 
たら， 大人になる までに 人生 を 台 無 
しにして しまう だろう。 大人に なつ 
てはじめて， セックス は 火の 川で あつ 
て， 個人 や グループ を 無秩序に 消耗 
させる の を 避ける に は， 幾多の 制限 
を 設けて 堤防 を 築き， 冷やさな けれ 
ばな らな いこと が 理解で きる からで 

める。」 {The  Lessons  oj  history 
「歴史が 教える もの」 pp.  35 — 36) 
自己 修養 は 過去に おいても 決して 
簡単な ことではなかった。 そして 現 
代 は 一層 難しくな つてい る。 現代の 
世の中 はセ ッ クスが 氾濫して いる。 
政府 はこの 事実 を 認め， その 方向に 
動いて いるが， うれしい ことに 多く 
の 人々 が これに 対して 否定的で ある。 
私 は 多くの 若人が， さらに は 成人し 

た 人々 も， 周 lai の a 葉 巧みな 誘いに 

1% り その 樣牲 者と なって いる と 考え 
ている。 この 合衆国 だけで も' 4-: 商 1 
兆 5 千億 円 といわれる ホル ノ 文学， 
無軌道な セ ッ クスを あおり 容認す る 
低俗 映画 ， 男女 をい とも 簡単に 結 び 
付ける 服 の 標準， 法の 規制 を 打ち 
ゆ- く 裁判所の 判決 ，愛する — f 供 を 後 
悔 する ような 状況に 知らず知らずの 
うちに 追い やって いる 両親， などが 
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それで ある。 

状況 を 実に 適確に 捕らえて いる 作 
家が いる。 彼 はこう 語る。 「新しい 宗 
教が 全世界に 広がりつつ ある。 第一 
に 礼拝すべき もの は 肉体であって， 
そのほか は 一切 無 fti する 宗教で ある。 

肉体の 快楽 を 追求す る こ と が 祭式 
である。 …… そこに は 何の 努力 も必 
要と されない からで ある。 

私たち は， 神聖 を 便宜と， …知識 
を 求める 知恵 を 快楽 を 求める 喜びと， 
伝統 を 流行と， 引き換え にして しま 

つたので ある。」 （アブラハム • ヘシ 

ェ ノレ， 1 he  Insecurity  oj  Freedom 
「自由の 危機」 p.  200) 

多くの 大衆 娘 楽で 裸が 容認され て 
いる。 さらに は サディズムの 領域に 
まで S んで いる。 ニューヨークの 有 
様 を 見た 人 はこう H つてい る。 「裸と 
いうより は， あからさまと 言った 方 
がよ いだろ う 。」 

ポルノ という 風 をまい て， 崩壊と 
いうつ むじ 風 を 刈り取つ ている 以外 
のな にもので もない。 （ホセ ァ 8  ：  7 
参照） 

私たち はもつ と 歴史 を 勉強す る必 
要が ある。 国家 や 文明が 栄華 を 極め， 
そして 死に絶え ている。 自らの 道徳 
的な 病が 原因で ある。 ある 解説者 は， 
0 一 マ は 城壁 内に ゴー ト 人が あふれ 
たと きに 滅びた と 言って いる。 だ 力;'， 
「 それ は 城壁が 低かった ためで はな 
い。 ローマ 自体が 堕落して いたから 
である。」 （ジ エンキ ン' ロイ ド' ジ 
ヨーン ス， ひ. 0.  News  and  World 
i?epo7"f,  1962 年 5 月 26 日， p.  90) 

いかなる 国家 も， いかなる 文明 も， 
その 人民の 家庭に 力がなければ 存続 
する ことができない。 この 力 は， 家 
庭 を 築く 人々 の 高潔 さから 生まれる 
も ので ある。 

いかなる 家族 も， いかなる 家庭 も， 
道徳 と 誠実 と 相互の 尊敬 という 基盤 
の 上に 築かれる のでなければ， 平和 


を 得， 逆境の 嵐から 免れる こと はで 
きない。 信頼の ない ところに 平和 は 
ないし， 誠実の ない ところに 自由 は 
あり 得ない ので ある。 愛と いう 暖ぃ 
日光 は， 不道徳と いう 湿地から は 輝 
き 出さない ので ある。 

花 は 芽の 状態に 大き く 左右され る。 
青少年 期 は， 捋来 家族と しての 花 を 
咲かす 種の 状態で ある。 無分別な 性 
から 平安と 愛と 喜び を 求める こと は， 
'おしい 夢に 過ぎない。 不道徳の 中に 
自由 を 見いだ そう とする こと も 同様 
である。 救い主 は 言われた。 「すべて 
罪 を 犯す 者 は 罪の 奴隸 である。」 （ョ 
'、ネ 8  ：  34) 

徳を 守る こ と は 本当に 確かな 道 だ 
ろう 力、 後悔から 自由へ と 人 を 導く 
道 はこれ しかない。 徳の道 を 歩む こ 
とに よっても たら される 良心の 安ら 
ぎこ そ， 唯一の 偽りの ない 平安で あ 
る。 

とりわけ， これ は 神の 約束で も あ 
る。 ナザレの イエス は 山上から 宣言 
して おられる。 「心の 清い 人た ち は， 
さいわい である。 彼ら は 神 を 見る で 
あろう。」 （マ タイ 5:  8) これ は， 
それ を 成就す る 力 を 持って おられる 
方が 交わした 誓約で ある。 

現代の 啓示 も， 簡潔な 戒めの 後に 
たとえよう も ない ほど 大きな 約束 を 
B.H している。 

その 戒めと はこうで ある。 「  絶 

えず 徳を 以て 汝の想 を 飾るべし。」 そ 
して これが 約束で ある。 「然る 時 は， 
汝の自 ら 信ずる こと 神の 前に 強くな 
りて， …… 

聖霊 は 常に 汝の 伴侶と なり， …汝 
の 支配 は 永遠の 支配と な り て 強いら 
るる ことなく 永遠に 汝に 流れ込ま 
ん。」 （教義と 聖約 121 ： 45— 46) 

この 大 いなる 約束に ついて 少し 述 
ベたい。 

私 は， 合衆国の 大統領 を はじめ 外 
国 政府の 要人 と 会見す る 特権 に 浴 し 


てきた。 私 は 会見 を 終える といつ も， 
著名 な 指^者の 前で 憶す る ことなく 
なつ こ と がで きた 自分 を 振り返って 
みる。 そして， 神の み 前で 自信 を 持 
つて， すなわち 憶す る ことなく， 恥 
じる ことなく， 戸惑 うこと なく 立つ 
という ことが， どれほど 素 晴ら しい 
ことか を 考える ので ある。 これ は徳 
を 守る すべての 男女に 与えられた 約 
束で ある。 私 は， 「絶えず 徳を 以て 想 
を 飾る」 人に 与えられた 約束 以上に 
大きな 約束 を 知らない。 

チャニング • ボラ ク はかって 次の 
よ う に 語つ た。 「すべての 人が 女性の 
純潔と 男性の 高潔の 大切 さ を 信じ， 
これに 基づいて fj 動す る 世界 は， 現 
在の 状態 と は はな はだしく 異なって 
いるが， 住む に は 最高の 世界で あろ 
つ 。」 (^Reader's  Digest  「リー ダー 
ズ • ダイ ジ I ス卜」 1960 年 6 月 号， 
P.  76) 

若い 友人の 皆さん， 私 は 断言す る。 
その 世界 こそ， 人が 想像 を 絶す る ほ 
どに 成長 を 遂げる 自由の 世界で あ り ， 
汚れの ない 良心と 愛， 誠実， 確かな 
信頼 と 忠誠の もたら す 平安の 世界で 
ある。 

これ は， 現在の 世の中 を 考える と 
見果てぬ 夢の よ う に 思える かも 知れ 
ない。 しかし あなたがた 一人一人 は 
必ず これが できる。 皆さん 個人の 徳 
によって 世の中 はより 豊かに， より 
強く なる ので ある。 

願わくは 皆 さんの 上に 神の 祝福が 
あって， この 自由 を 実現し， この 平 
安 を 知り， この 祝福 を 得る ことが で 
きる ように， へりくだり 祈る。 また 
これらの こと が J"i 実で ある こ と を 証 
する。 私 は 主の しもべと して， 皆 さ 
ん が徳 を まくならば， 現在と 将来に 
わたって 喜び を 刈り取る こ と を 約束 
する。 イエス' キリスト のみ 名に よ 

り， アーメン 0 
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いなごの 食べた 年 
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兄弟 姉妹， 友人の 皆さん， 特に 海 
外から おいでの 皆さん， a 語 を 異に 
する 皆さん， 私 はこの 偉大な 大会に 
皆さんと 同席で きる こと を 喜んでい 
る。 

この 会場から 右手 90 メー  トルの 所 
に 美しい みかげ 石の 球に 2 羽の 青銅 
製の かもめが とまって いる 記念碑が 
ある。 そして 何百 万に もの ぼる 旅行 
者が この 記念碑の 前に 立ち止ま り ， 
「モル モン 開拓者への 神の 恵み」 と 
題す る 興味深い 話に 耳 を 傾けて きた。 

この かもめ は， 教会が その 手を大 
きく 伸ばして いるよう に， 世の すべ 
ての 人 を 包み込 も う と 翼 を 大き く 広 
げ ている。 そしてみ かげ 石の 球 は 全 
世界に あまねく 行き渡る 教会の 姿 を 
予言し， 人手に よらず 山より り 出 
された 石が 転がり 出で て， ついに 全 
世界に 充ち満 つると ダニエルが 解き 
明かした 言葉 を 思い出させる。 

また 銘板に は， 不毛の 未開地 や 牛 
車隊， 農夫が そこ かしこに 種 をまい 
た 物語が 刻 まれて いる。 情 容赦な く 
押 し 寄せ るいな ごの 大群 と の 望みな 
き 戦いに 人 々 は た だ ぼ う 然と 頭を垂 
れ 地に うずくまる だけだった。 女性 
たち も 疲れ切った 体で， 無情な 空 を 
見上げて いた。 行く手に 何の 望み を 
抱くべく もなかった。 そのと き， 人 


人 は 頭上に 飛来す るか もめ を 見た。 
こ の 上 か もめまで も が 破滅に 拍車 を 
かけよう とする の 力  >。 だ 力；， かもめ 
はいな ご を 撃退し， 収穫の 絶滅 を 救 
つた。 こうして 飢餓 は 免れた ので あ 

る C 

いなご やその 他の 虫に 襲われて 被 
害 を 受けた の はヱジ プト 人が 初めて 
でもない し， まして や モル モンで 終 
わり を 告げた ので もない。 数年 前 私 
は オース 卜ラリ ァを 訪れた 時， 「束 を 
落とした」 という 言葉 をよ く 耳に し 
た。 これ は 私たちが よく  口にする 
「うまくいかなかった」， あるいは 
「取り返しの つかない 失敗 をした」 
という 意味の 言葉で ある こ とが あと 
で わかった。 旧約の 聖典 を 開く と， 
昔の 人々 はこうい う 状態 を 「イナ ゴ 

の 食べた 年」 （ョ エル 2  ：  25) という 
言葉で 表わして いた こ とがわ かる。 
いなご は 短 かくて 太い 触角と 長い 
後足 を 持ち， 太い ももで 前の 羽 を こ 
すって 鳴き声 を 出す 昆虫で， 群生す 
ると 言われて いる。 川沿いの 低地 や 
日当たり のよ いくぼ 地で 繁殖し， 驚 
く ほどの 率で 増える。 しかも 太陽の 
光 を 隠す ほどに 空 を 覆って 飛ぶ。 合 
衆 国 西部 だけで な く 世界の 各地で こ 
の 大群に よ り 何十 億 ドル もの 被害が 
出て いる。 このい なごの 大群に よつ 


て 飢餓が 起こ り 大量の 死者 を 出す こ 
と も 珍しい こ と ではない。 

ユタの いなご 戦争と 同様， この 昆 
虫に ついては ェジ ブトの 話に も た く 
さん 出て く る。 

モー セとァ ロン は奴隸 たち を 解放 
する よう バロに 嘆願したり， 脅迫の 
手 を 使った。 王 は 冷酷な 上に なかな 
かの くわせ 者で， がんこな 人だった。 
災い を 被る たびに 約束 をし， 災いが 
去る と 自分の 約束 を 無視す るので あ 

る 0 

モー セ はこ う 警告して いる。 「 …… 
神， 主 はこう 仰せられる， 『いつまで， 
あなた は， わたしに 屈伏す る こと を 
拒む のです か。』」 （出 エジプト 10: 
3) 

そして 災いが 襲った。 「川の 水 は， 
ことごとく 血に 変り」 「かえる はの ぼ 
つて エジプトの 地 をお おい」， 「おび 

ただしい あぶが はいり」， 「地の ちり 
はぶよ となった」。 また モー セが かま 
どのす す を ま き 散らす と， これ は 
「人と 獣に 付いて， うみの 出る はれ 
ものと なった 。」 
次に 「雷と 雹」 があって 「火 は 地 

にむ かって， はせ 下った。  雹 は 

…… すべて 畑に いる 人と 獣 を 打った。 
S はまた 畑の すべての 青物 を 打ち， 
野の もろもろの 木 を 折り 、た。 … 
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» …亜麻と 大麦 は 打ち倒された。 大麦 
は 穂 を 出し 亜麻 は 花が 咲いて いたか 

ら である。」 （出 ェジ プト 7  ：  20，  8 
： 6  ,  24, 17,  9  ： 10，  23，  25,  31) 
^ パ a の 度重なる 拒絶に 対して 業 を 
煮やした モー セは， 主の 言葉 を 引用 
して 言った。  . 

「民 を 去らせ …… なさい。 も し， … 
…拒むならば， 見よ， あす， わたし 
はいな ご を， あなたの 領土に はいら 
せる であろう。」 （出 エジプト 10:  3 
一 4) 

「あなたが 多 く の 種 を 畑に 携えて 出 
て も， その 収穫 は 少ないで あろう。 
いなごが それ を 食いつ く すからで あ 
る。」 （申 命 28  ：  38) 

「朝と なって， 東風 は， いなご を 運 
ん できた。 …… 地 は 暗くな つた。 ェ 
ジプト 全国に わたって， 木に も 畑の 
青物に も， 緑の 物と て は 何も 残らな 
かつ た。」 （出 ェジ ブト 10  ： 13, 15) 

毛虫が 残した もの をい なごが 食べ， 
いなごが 残した もの を 芋虫 や 青虫が 
食べた。 そして 他の 穀物 もす ベて 食 
べつく された。 

■ 私 は 「いなごが 食べた 年」 という 
言葉 を 思い出す たびに， 多くの 人々 
が 無為に 過ごした 週末 や 歳月 を 深く 
考えさせられる。 

ここから 遠く 離れた ある 州で 1 年 
前に パプ テス マ を 受けた 人から 以前 
に 手紙 を もらった が， その 一部 を こ 
こで 読んで みたい。 

「教会の 名簿から 私の 名前 を 抹消し 
ていた だきたい と 思います。 教会の 
要求が あま り にも 大きい のです。 私 
は 宣教師から レッスン を 受け 始め ま 
した。 …… やがて 私 は 自分の バプテ 
ス マが 計画され ている こと を 知り ま 
した。 この こと を 後悔す る 気持 はま 
つたく あり ません。 私の ためにな つ 
たからです。 

しかし 私 は あま り に 深く 教会に 首 
を 突っ込み 過ぎた よ う です。 

私 は タバコ， 酒， コーヒー， お茶 


を やめる こと がで きませんでした。 
不安が 先に 立って， 努力す る 気が 起 
こらない のです。 …… それに， 知恵 
の 言葉 を 守る と 仲間から 遠ざかる よ 
うな 気がします。 私 は 友達 を 失いた 
く あり ません。 

それだけで なく， 日曜日に 3 時間 
か ら 5 時間 も 時間 を 使ったり， 給料 
の 10 分の 1 を 払う なんてで きません。 
私 はそう いった ことができる 人間 で 
はない のです。 

あなたに このよ う な 御迷惑 を かけ 
て 申し訳ありません。 だれも 責任 を 
感じる 必要はありません。 …… 私 だ 
けの 問題です から。 私 を 許して いた 
だきたい と 思います。 私の 決心 はも 
う 変わり ません。」 

私 は 彼が このよ うな 決心 をした こ 
と を 非常に 悲 しく 思う。 彼の 年月 は 
追い かけつ このような もので あり， 
こ の 世へ 戻 つて 行って 迎える 年月 は， 
いなごに 食べられ， 青虫に 食べられ， 
その他 多くの 害虫に 食べられて しま 

9  a 

これと 対照的に， 私たちの 民 は 一 

般に， 安息日の 4，  5 時間 を 捧げて 
もい らいら する こと はない し， 収入 
の 10 分の 1 を 納めたり， 4 つの 禁止 
事項 を 守る こと に 苦痛 を 感じる こ と 
はない と 思う。 

マーデン はこう 言って いる。 「水車 
は 流れ 去 つて 行った 水 で 粉 を ひく こ 
と はでき ない。」 （オリ ソン •  S  • マ 
一 アン, Pushing  to  the  f  ront  「BiJ 
線に 立つ」 第 1 巻， p. 13) 

何日 か 前に， パプ テス マ を 受けて 
間 もない 家族と 握手 をした が， 彼ら 
は 輝き を 放って いた。 教会員に なつ 
て どのく らいかと 尋ねる と， 「2 力 月 
です」 という 返事だった。 それから 
熱 を 込めて， 同時に 残念そう な 様子 
も 見せながら こ う 言った。 「これまで 
の 年月 を 考える と， 教会に 来て いれ 
ば もつ と 幸せな 日々 が 送れたろう に 
と 思います。」 いなごが 彼らの 年月 を 


食べて いたので ある。 

こう 言う 人 もい る。 「『ああ それ は 
やった』 と 力 、『ああ それ はやらな 力 > 
つた』 と 力  > いう 言葉 は， 人生 を 後 戻 
りの ために 使い， 昔の 過失 を 取り戻 
せた ら と 考える 多くの 人々 の 無言の 
04 びで ある。」 （マーデン， P. 15) 

1834 年， 予言者 ジ ヨセフ. ス ミス 

によ り 高等 評議員 会が 組織され た。 
次の 文 は L  •  D  • ヤン ゲの 記した も 
ので ある。 

「私 は 重大な 過ち を 犯して しまった。 
そ こ で 私 は 他の 人の 教訓 となる よう， 
記録 を 残して おきたい と 思う。 私 は 
予言者 からこの 高等 評議員 会に 選ば 
れた 兄弟た ちに 加わる よ う 求められ 
た。 だが 私 はそう しなかった。 この 
よ う に 責任 ある 地位 を 果たす 力が 自 
分に はない こ と を 熱心に 訴えた。 

しかし， 予言者 はどうして もこの 
職 を 受ける ようにと 言った。 それで 
も 私が 断り 続けた ので， 予言者 は 他 
の 人 を 指名した。 その後 予言者が 私 
を 神権の 重要な 職に 召さなかった の 
はこれ が 原因で あつたと 思う。 それ 
以来 私 は どのよ う な 召し を 受けて も 
それ を 受けなければ ならない こと を 
知った。 そして 神の 王国に おいて 導 
きを 与える よ う 召された 人の 判断に 
逆らって はならない と 思った ので あ 
る 。」 

I  、 な ごが 活動 を 続けて いたので あ 
る。 この 善良な 人が どれほど 多くの 
機会 を 失つ たかを 考えて みていた だ 
きたい。 

ハリエット. ウィン スロー  は 「機 
会」 について 次のように 述べて いる。 
「絶好の 機会と いう もの は， 二度 あ 

る も ので はない。 
幸運の 女神が ほほ 笑み， 自らの 進 

むべき 道 を 知った その 瞬間 を 逃 

して はならない。 
遠い 彼方の 見果てぬ 夢 を なぜ 追い 

続ける の 力、。 
あなたの 周りに ある 美しい ものが 
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絶えず 賛美 を 捧げて いると いう 
のに。」 

ある 人が ステーキ 部長から 呼ばれ， 
ヮー ド 部の 監督と して 働く ようにと 
の 召し を 受けた。 彼 は 顔面が 蒼白に 
なり， どうしても 受けられな いと— S 
つた。 イスラエルの 判士， 民の 父， 
指導者と なる 特権 を 断ろうと したの 
である。 これに 対して ステーキ 部長 
は， 彼が 単に 恐れ をな す 気持と， 自 
分 を 卑下す る 気持から そう している 
の だと 感じて， 説得 を 続けた。 しか 
し， 彼 はと う と う 受けなかった。 

その 日から 「いなごの 食べた 年」 
が 始まった ので ある。 

この ほ 力 、にも， シドニー' リ ゲ ド 
ン， オリ バー • カウ ドリ， マー テン • 
ハリス を はじめ， 自らの手で 機会 を 
逃して しまった 人々 は 大勢い る。 

「取り返しの つかない こ とが 4 つ あ 
る。 すなわち， U に 出して しまった 
言葉， 弓の 弦 を 離れた 矢， 過ぎ去つ 
た 人生， 無にして しまった 機会で あ 
る。」 (マーデン， P.  67) 

教会 に 活発 な ある 青年が 教会 外の 
美しい 女性に 夢中に なって しまった。 
二人の 交際が 発展して， 結婚す る こ 
とに なった が， それ は 「死が 二人 を 
分かつ まで」 の 民事 結婚だった。 青 
年 は 反対す る こ と はした がいかに も 
弱々 しく， 結局 女性に 押し切られて 
しまった。 彼女に とって， 神殿に お 
け る 永遠の 結婚な ど 何の 意味 も なか 
つたので ある。 

彼 はいつ か 妻 を 教会へ 連れて行 こ 
うとした。 しかし， 年月の 流れ は 速 
かった。 家庭に 福音の ない まま 子供 
が 生まれ， 成長して いった。 数々 の 
機会と 年月が 過ぎ去って いった。 光 
陰 矢の 如しの ことわ ざ 通 り ， 時間 を 
呼び戻す こと はで きないの である。 
これ も いなごの 食べた 年で あろ う 力ん 
シェーク ス ピア は 書いて いる。 

「人事に はおよ そ 潮時と いう ものが 
ある。 うまく 満潮に 乗じさえ すれば 


成功す るが， かりにも こいつ を 捕え 
そこなう と， 人間 一生の 航海 は， 不 
幸 災厄 つづ きとい う 浅瀬に とじこめ 
られ てし まう。 今ち ようど そうした 
満潮の 海に われわれ は 浮んで いるの 
だ。 ま さ に 潮時が わが ほ う に 有利で 

ある 時に， これ を fti える 力；， でな け 
れぱ， 賭 荷 もな にも 失く してし まう 
だけの こと だ。」 

(中 野 好 夫 訳 「ジュ リ ァス • シーザ 

一」 4 幕 3 場） 

いなご はいつ も 世の中に いる。 文 
明 は 害虫に 悩まされ ている。 

ベン ジャ ミン' フランクリン は _言 
つた。 「この 世の 生活 を 愛して いるな 
らば， 時間 を 無駄に 費して はなら な 
い。 人生 を 構成して いるもの は 時間 
た-から である 。」 

別の 人の a 葉 を 借りる と， 「たとえ 
一瞬で あっても， 失った 時 は 永遠に 

取り戻す ことができない。」 [Ancient 
Post) 

「私 は 時 を 浪費した。 そして 今や 時 
が 私 を 浪費して いる。」 （シヱ ークス 
ピア） 

幼い 頃， 私 は 民事 結婚 をした ばか 
りのある 若夫婦 を 見て 非常に 考えさ 
せられた。 彼 は'、 ン サムな， いわ ゆ 
る だて 男で， 立派な 馬と ゴム タイヤ 
の 馬車 を 持ち， さらに かなりの 資産 
もあった。 妻 は 「舞踏会の 花」 とも 
て はやされた 良家の 娘で， 着て いる 
もの やしぐ さ ひとつひとつに 至る ま 
で 町の 娘た ちから うらやまれ ていた。 

二人の 結婚式 はま さ に 豪華 極まる 
ものだった。 

両家と も 子 だく さんで あつたが， 
二人が 最初に 決めた こと は， 「f 供 は 
いらない」 という ことであった。 

二人 は ある 種の 手術 を 受けた。 そ 
して この 家庭 には子 供 力; 生まれな か 
つた。 ダンス， 乗馬， パー テ ィ 一に 
明け暮れる 日が 続いた。 そして 年と 
共に， 二人 は 老け 込み， 寂しそう に 
なって いった。 夫が 先に この 世 を 去 


つた。 町の 抜き 通りに 住む この 未 
亡 人の する ことと 言えば， 郵便局と 
食料品店へ 行 く こ と だけ だつ た。 歳 
月が 矢の ように 過き 丄- り， 腰の 曲が 
つた 彼女 はつえに すがって ようやく 
歩いて いた。 孤独だった。 彼女の 兄 
弟 姉妹 は それぞれの 家族の ことで 手 
がー 杯な ために， めったに 彼女 を訪 
れるこ ともなく， 来る ことがあって 
もす ぐに 帰って しまう 伏 態だった。 
テ レ ビゃラ ジォ のなかった 時代で あ 
る。 目が かすんで 読書 も ままならな 
かった。 こうして 町の 人々 は， 彼女 
をめ つたに 見かける こ ともなく， 次 
第に 彼女の こと も 忘れて いった。 

そして ある 日， 死後 数日 を 経た 彼 
女が 発見され た。 生涯 孤独であった 
よ う に， 死んだ 時 も ひと り だった。 
彼女 を 埋葬して くれる 子供 もい なけ 
れば， 涙 を 流し， 嘆き悲しんでくれ 
る 人 もい なかった。 すべて 空しい 年 
月だった。 これ もい なごが 食べた 年 
月 だつ たので あろ う か。 

「運命 は あなたの まわりで はなく  ， 
あなたの 内に ある。 あなたが あなた 

身 を 作る の だ。」 （マーデン ' P' 
404) 

無計画が もたらす の は， 不毛と い 
う 結果 だけで ある。 好運 は その 翼 を 
もって 人 を 養いみ がくが， 好運 を 作 
り 出す の は 主と して その 人 自身で あ 
る。 カール •  G  'メ 一  ザ 一は 次の よ 
う に 言って いる。 

「そして 数々 の 書が 開かれ， 私の 傍 
らに 立つ 守護天使 がそれ を 見て こう 
言う だろう。 『見よ J と。 そこで 私 は 
それ を 見て， 『なんと 素晴らしい』 と 

a う。 すると 天使 は 言う。 r これ は あ 

な たがやれば できた ことた' oJ ページ 

をめ く つて 天使 は 続ける。 『これ は あ 

なた が 行なった こと だ。』」 
ィ ン ガルスの 詩に はこ う 書かれて 

いる。 

「人の 運命 を 決する の は その 人自 
身 
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名声， 愛， 好運が 私の 行く手に 

待って いる 
私 は 都会 や 野原 を 歩き 遠い 彼方 

の 砂漠 や 海に 入って 行く 
あばら や， 市場 を 通り過ぎ やが 

て 招かれて も いない 宮殿の 扉 を 

叩く 

眠って いるなら， 起きよ 遊んで 
いるなら， 私が 立ち去る 前に 目 
を覚せ 自分の 運命 を 決める 時 
は 今な の だ 

私に 従 う 者 は どんな 望み も かな え 
られ， 死 を 別にして どんな 敵 を 
も 打ち負かす ことができ るの だ 

だが， これ を 疑い， 躊躇す る 者 は 


失敗， 窮乏， 苦悩に 行き着く 
いたずらに 求め， 懇願す る 者に 報 
いはない 

—— ジ ヨン 'ジ エームズ 'イン ガル 

ス ( Opportuniiies  「機会」) 

この 世 は， 逸した 機会で 満ちて い 
る。 今 大会で は， 印象 深い 話が たく 
さんあった。 福音 を 目の前にして 受 
け 入れなかった 人， 高校， 大学 そし 
て 職業まで を も 中途で やめた 人， 幻 
覚剤ゃ 不道徳な 行ないで 人生 を 台 無 
しにした 人， 教会 や 社会の 責任 を 引 
き 受けない 人， 伝道の 責任 を 回避し 
た 人， 永遠の 結婚 をし ないで この 世 
だけの 結婚 をした 人， 避妊薬の 使用, 


堕胎， その他 人類 を 存続させる のに 
不可欠な 家族 と 家庭生活 を 崩壊 さ せ 
る 手段 を とっている 人， これらの 人 
人に ついての 話が あった。 私たち は 
世に あっても 世の ものになる 必要が 
ない こと が 改めて 強調され たので あ 
る。 

願わくは， 私たちが 機会 を 捉えて 
それ を 生かし， 福音に 完全に 従って 
生活し， 私たちが 目的と する 永遠の 
光栄 を 得る 備えが できる よう， イエ 
ス 'キリスト のみ 名に よ り 祈る。 ァ 

ーメン 0 
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天父から 賜った 命 

十二使徒 評議員 会 会員 

リチャード • L • エバンズ 


愛する スミ ス大 管長， 兄弟 姉妹， 
そ して 天父の 子供で ある 全世界の 皆 
様， 私 は 只今 演奏され た 青年た ちの 
コーラス を 聞き， 全世界に はこの ほ 
かに， 人生 を どのように 過ごしたら 
よい かその 方法 を 探し 求めて いる 無 
数の 若人が いる こ と を 今一度 考えて 
いる。 私が これから 述べる ことが 世 
の 人々 と 皆さんの 心を捉え ると した 
ら， それ は 皆さんの 信仰と 祈りの ゆ 
えで ある。 私 はまた そ うなる こと を 
祈って いる。 

ある 所に， 娘が 自分の 才能と 機会 

を 十分に 生かして! ■ 、 る か ど う かに 深 
い 関心 を 寄せて いる 母親が いた。 し 
かし 娘 は 母親の 期待 を 全く 裏切って 
いた。 ある 日， 母親 はどう しても 耐 
えられ なくなり， 娘の 肩 をつ かんで 
こう 言った。 「お母さん は あなた を 生 
んで命 を あげ た けど， あ な た の 生活 
は 自分で どうにかし なきや， だれも 
どうす る こと もで きないの よ。」 

天父 も 私たちに 対して 同様の こと 
を 言って おられる に違いない。 「私 は 
あなたに 命 を 与えた。 この 命 は 生か 
す も 殺す も あなたに かかって いる。 
最大限に 活用しなさい。 また， 時間 
と 英知， よき 地と 地より 出づる あら 
ゆる もの を 与えた。 あなた は それら 
を 活用し なければ ならない。」 


世の中に は 様々 な 種類の 浪費が あ 
るが， その 最 たる ものに， 時間， 機 
会， 労力の 浪費が ある。 学び 取ろう 
とする 意欲が なく， 働こうと する 気 
持の ない， つま り 「どうで もい い」， 

「学校 を 中退す る」， 「それが 何に な 
るの カリ といった 態度で ある。 確固 
たる 人生 を 築く 方法， すなわち 不安 
や 不服， 不一致 を 最少 限に 抑える 方 
法が ある。 それ は， 天父が 私たちの 
肩 をつ かんで， 「私 は あなたに 命 を 与 
えた。 この 命 は 生かす も 殺す も あな 
た 自身に かかって いる」 と言われて 
いる こと を 自覚し， 能力の 限り を尽 
く して 効果的に 活用す る ことで ある。 

(私たち は 気付いて いないが， 実際 
は 天父 は 繰返し この こと を 述べて お 
られ る。） 

天父 は 最初の 人 を エデンよ り 追わ 
れた とき， 労働の 原則 を 教えられた 
と 私 は 考えて いる。 「あなた は 顔に 汗 
して パン を 食べ， ••'」 （創世 3  ： 19) 
「地 は あなたの ために のろわれ， 
〜」 （創世 3  ： 17) と言われた。 

天父 は 「あなたの ために」 と 言つ 
て おられる の だ。 働く こと は， 原則 
であり 特権で あり 祝福で ある。 のろ 
いで はなく， 基本的な， 肉体と 霊に 
必要な ものである。 
現代の 若人が 感じて いる 不安と 困 


難の 多く は， レジャー を 増やし， 労 
働 を できるだけ 少なく して， 大切な 
責任 を 遠ざけよ う と しすぎた ために 
もたらされ たので ある。 たとえ 望む 
限りの 富 を 手に入れた 人で あっても: 
その 人 は 自分の 体と 霊の ために 働く 
必要が ある。 これと 逆に， 富 を ほと 
んど 持たない 人 も 同様で ある。 働く 
こと は 肉体的に， また 霊的に も 必要 
なので ある。 

良い もの を もたらす 仕事の 一端 を 
担い， 報いと 意義の ある 仕事 を 持た 
ない 人 は， 年齢に 関係な くだれで あ 
つても 必ず 心が 休 まらない 日々 を 過 
ごすに 違いない。 

世の中に は 物が どういう 過程で 自 
分の 手に入る よ う になって いるか を 
知らない 人 さえい る。 店 や マー ケッ 
卜へ 行けば 何でも 手に入る ので， 土 
地 を 耕し 栽培す る 苦労， 物 を 作り出 
す 苦労 を 考えたり， どうして それが 
手に入る よ う になつ たかを 意識す る 
の は むずかし いこと かも 知れない。 
しかし だれかが その 過程に 横たわる 
すべての こと を しなければ な ら ない 
ので ある。 簡単な 作業 や 魅力的な 仕 
事 だけで な く， きまりき つ た 退屈な 
仕事 も ある。 だれかが それらす ベて 
を しなければ ならない ので ある。 

私たち は 若人た ちに 対して， 人生 
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の 道徳 面 や 霊的 面 と も に 経済面 も 教 
える 必要が ある。 生産す る ことの 意 
味， 使用人に 給料 を 支払う ことの 意 
味， 借金 をし ない ことの 大切 さも 教 
えなければ ならない。 私 は， 生産 的 
で 他人に 役立つ よ うな 仕事 をして い 
る 人 は ある 意味で 英雄 だと 考えて い 
る。 私 はそう いった 人々 を 助け 支え 
た も う 神に 感謝して いる。 

さて， ほかの 事柄に ついても 二， 
三 述べたい と 思う。 

私たちの 人生に はおき てと いう も 
のが ある。 すなわち 神より 与えられ 
た 標準が あり， 私たち は どのような 
生活 を したら よい か を 知っている。 
いく ら 自分の 非 を 言い逃れした とこ 
ろで， 結果 を 変える こと はでき ない。 
徳は徳 であり， 悪 は 悪であって 変わ 
る こと がない。 

きょう， 私 は 実に 簡単な ことで あ 
るが， 神は理 B を もて 遊ぶ ような 方 
でない こ と を 皆さんに お話しよ う と 
考えて この 壇上に 立って いる。 トー 
マス •  A  • エジソン はこ う 述べて い 

る。 「私 はこの 世 は 無限の 英知 を 持つ 
御 方に よって 治められ ている こと を 
知っている。 地球 を 創造し， それ を 
一定の 軌道に 維持す るに は， 無限の 
英知 を 持つ 御 方が 必要で ある。 …そ 
の 正確さ はま さ に 数学的 である。」 

四季， 日光， 種の 生長， 寒暖， 子 
供の 成長， 収穫， これら は 理屈で は 
ない。 また， 宇宙 を このように 正確 
に 運行 させて いる 御 方 は 私た ち に戒 
め も 与えられた。 その 戒め は 今 もな 
お 効力 を 有して いる。 私 は 天地の 管 
理 者が 示された 方法 以外に， 有意義 
な 人生 を 送る 方法 を 知らない。 いず 
れ にしても， 大した 知恵 を 持たない 
私たちに どういった 方法が 考えられ 
る だろ う か。 主 は 私た ち に 不必要な 
戒め は 与えた まわなかった。 私 は， 
物質 界を 支配す る おきてと 同様， 霊 
的， 道徳的 律法 も 与えられ ている こ 
と を 証す る。 また 人 は， どのように 


生きる かによ つて その 人と な り が 決 
まるので ある。 

マッケイ 大 管長が よ く 引用した 言 
葉に， ウィリアム' ジ ヱーム ズの言 
葉が ある。 「ジ ヱフ ァー ソンの 芝居に 
登場す る リップ. バン' ウィンクル 
は 怠ける たびに こ う 弁解して いる。 
『これ だけ は 見逃す こ とに しょ 
う。』 さて 彼 は 見逃す かも 知れない。 
愛に あふれる 天 も それ を 見逃す かも 
知れない。 だが 実際 は 見逃して いな 
いので ある。 彼の 神経細胞， 繊維 組 
織， 分子が それ を 認め， 彼 を 攻撃す る 
時の た め に 記録 している ので ある。」 

{The  Laws  of  Habits  「習慣の 法 
則」） 

だが， 幸いに も 神 は 悔い改めの 原 
則 を 与えた もうた。 私たちに 必要な 
こ と を御存 じで ある ためこ の 原則 を 
お与えに なった ので ある。 私たち は 
真心 か ら 悔い改め なけれ ばな ら ない。 
その後 も 愚かな 過ち を 繰り返す よ う 
であって はならない ので ある。 平安 
と 幸福に 満ちた 生活 を 望むな ら ば， 
弱点 や 意識して 犯した 過ち を 離れて， 
正直に しかも 断固たる 悔い改め をし 
な く て はならない。 

悪 は 醜く  ， 下劣で あるば かり 力 N 
大胆で 恥 を 知らず， 貪欲で ある。 し 
かし 世の中に は， 若人の 人生 や 道徳 
と 引 き 換える だけの 値打ちの ある 物 
が ある だろ う か。 

程度の いかん を 問わず 悪に 加担し 
て はならない。 家庭 や， 町， 国 を 清 
く 建 全な 環境に する よ う 全力 を 傾け 
るべき である。 私たちが 本当に 望む 
ならば， 道徳的に も， 物質的に もよ 
りよい 環境 を 築く ことができる。 心 
から 支持し， 支援し， 代価 を 支払お 
う とする 事柄の 多く を 実現で きる の 
である。 しかし， 無関心であって は 
実現で きない。 各自が 自分の 行ない 
と 思いの 結果すな わち どのよ うな 生 
活 をした かの 結果 を 心に よ く 思い 計 
る 必要が ある。 


愛する 若人の 皆さん， 答え を 探し 
求めて いる あなたに， 過ち を 犯した 
あなた， いい加減に 教えられた あな 
たに， 事実に 反する こと を 信じ込ん 
でい る あなたに 申し上げたい。 人生 
の 可能性 を 追求す るに あたって は， 
高慢な 心 や 悪い 習慣， 欲望， 愚かな 
考え を 捨てなさい。 

青春 時代 は あっと 言う 間 に 過 ぎ 去 
つて 行く。 衰退の 時 は あなたが 考え 
ている よ り 早く やってくる。 次いで 
世 を 去る 時が 訪れ， その後 は 終わり 
のない 未来で ある。 

心安ら かで いられる よ う に 生活し 
なさい。 愛する 若人の 皆さん， W  く 
ありなさい。 清い という 言葉 は 最も 
素 晴ら しい 言葉の ひとつで ある。 清 
くない 者に 平安 はない。 律法に 従い, 
戒め を 守り， 天父の 前にへ り くだつ 
て 生活す るなら ば， 心の中に 平安と 
確固たる 希望の ある， 素晴らしい 生 
活を 営む ことができ るので ある。 

いつい かなる と ころに いて も 自分 
自身， 天父， そのほか だれと でも 顔 
を 合わせられ るよ うな 生活 を 送りな 
さい。 

皆 さ ん 一人一人が 貴重な 値の 知れ 
ない 大切な 存在な ので ある。 皆さん 
一人一人が 天父に とって とても 大切 
なので ある。 あなたの 人生 は あなた 
の ものである。 愛と 徳を 大切に し， 
両親 を 尊敬しなさい。 祈りに よって 
物事 を 決めなさい。 愛 を も ち， 心 か 
ら 奉仕し， 威厳と 正直と 名誉 を 重ん 
じなさい。 事実 をよ く 見極めて， そ 
れを 神から 与えられた 標準に 照らし 
て 判断しなさい。 律法に 従って 生活 
しなさい。 そうすれば 救い主の 福音 
が あなた を 導いて， 平安と 幸福， 永 
遠の 世に あって は 進歩への 最高の 可 
能 性 を 得る ことができる であろ う 。 

若人の 皆さん， 救い主 は 決して 皆 
さん を 欺く こと はない こと を 覚えて 
下さい。 救い主 は， この 道が 広く 容 
易で あると も， 無関心 や 放縦に 走る 
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者が 到達で きる と も 言われなかった。 
主 ははつ きりと こう 言われた。 「狭い 
門から はいれ。 滅びに いたる 門は大 
き く  ， その 道 は 広い。 そして， そこ 
から はいって 行く 者が 多い。 
命に いたる 門 は 狭く  ， その 道 は 細 

い。 •-•」 （マ タイ 7  ： 13—14) 

何の 注意 も 必要と せず， 安易に 行 
ける 近道 は 結局 どこへ も 行かない の 
である。 人 は その 行ないに よって 本 
当に どこへ 行きたい のか を 決める の 
である。 

神 は 生きて おられる こと， これ は 
神の み 業で あり， 神の 教会で あり， 

子ら に対する 神の 計画と 目的で ある 
こと を 証す る。 この 福音 は 心から 求 
め， 受け入れる すべての 人の ために 
回復され た。 彼ら は あなたと 同じよ 
う に 日々 の 生活の 中に 神の 訪れ を受 


ける であろう。 神 はすべ ての 人に 向 
かってこう 言って おられる。 「私 は あ 
なた に 命 を 与えた。 この 命 は 生かす 
も 殺す も あなたに かかって いる。」 

美 し 、 、世界 を 作 るに は 長 L  、時間 を 
必要と する。 美しい 人生 を 築く にも 
長い 時間が 必要で ある。 しかし， 崩 
壊 はまた たく 間に 終わる。 愛する 若 
人の 皆さん， 天父 は 理屈 を もて 遊ぶ 
御 方で はない。 天父が 言われた こと 
は その 通りな ので ある。 天父 を 信頼 
しなさい。 真理 を 教える ために あな 
たに 命 を 与えた も う た 天父 を 信頼し 
なさい。 天父 をお いて ほかに 信頼で 
きる 人が いるだろう 力 >。 

また 自分自身 だけで な く 他の 人々 
を 尊敬しなさい。 人生 や 法律 を 大切 
にしなさい。 忠実， 公平で あり， 常 
に 前向きの 姿勢で ありなさい。 清く 


平安な 生活 を 送 りな さ い。 人生 は あ 
なた の 持てる すべてで ある。 清 さと 
名誉と 正直 を 大切に する ことによ り 
人生 を 実り ある ものと しなさい。 真 
理 から 離れて はならない。 

トーマス' ヱジ ソン は 公衆 を 前に 

最後に こう 述べて いる。 「私が 皆さん 
に 申し上げた いのは， 勇気 を 持ちな 
さいと いう ことで ある。 私 は 長い 人 
生の 中 で 歴史 力 ；何度 も 繰り返す の を 
見て きた。 

…あな たの 先駆者 である 父祖と 同 
じょ うに 勇敢で ありなさい。 信仰 を 
持ち， 前進しなさい。」 

願わくは 神が 皆さん を 祝? S' し， い 
つまで も 平安が 皆さんと 共に あるよ 
うに， 救い主 イエス' キリスト のみ 
名に よ り 祈る。 アーメン。 
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大 管長の 要請で， 簡単に お話した 
い。 私 はこの ようにして 神権 者の 前 
に 立ち， 話 をす るた びに 特権と 霊感 
を 感じて いる。 これ はまた 大きな 責 
任で も ある。 

ス ミ ス大 管長の 説教 は その ほ とん 
どが 対象 をメ ルケ ゼデク 神権 者に 置 
いた ものであった。 私 は， 全世界で 
最も 素 晴ら しい 若人の グループすな 
わち ァ d ン 神権 者の 皆さんに お話し 
たい。 

私 は 私の 孫 たちに 話したい と 思う。 
私の 家族に は， メル ケゼ デク 神権 者 

の 義理の 息子が 5 人， メ ルケ ゼデ ク 
神権 者の 孫が 4 人， ァ a ン 神権 者の 
孫が 6 人い る。 さらに 8 人の 孫た ち 
が 神権 を 受ける 準備 をして いる。 私 
はこの 8 人の 孫に 向かって 話 をした 

い 0 

若人に とって 神権 を 持つ ことほ ど 
大きな 責任 はない。 この 神権 は， 若 
人が 与えられた 職務の 中で 主の み 名 
において 行動し， メル ケゼ デク 神権 
を 受ける 準備 をし， さらに は 神権に 
対して 忠実な 者に 与えられる 祝福 を 
享受す るよう 神から 委譲され た 権能 
である。 

ァ 口 ン 神権 は 非常に 大切な もので 
あるた め， 主 はバプ テス マの ヨハネ 
を 遣わして ジ ヨセフ' ス ミスと オリ 


バー '力 ウド リ に 授けさせた も う た。 
バブ テス マの ヨハネ はこの 神権 を授 
ける にあたって 次の よ う に 述べて い 
る。 

「汝 ら， われと 同じ 業に 働く 僕らよ。 
救世主の 御名に よりて， われ 汝らに 
ァ ロンの 神権 を授 く。 こ は 天使の 導 
きと 恵み， 悔 改めの 福音， 罪 を赦す 
た め に 水に 沈む る バプ テス マな どの 
鍵 を 握る 神権に して， まことに レビ 
の 子孫が 主の 御前に 再び 義 しきに 適 
いて 捧物 を捧 ぐる 時まで， この 世よ 
り 決して 再び取り 去ら るる ことな 
し。」 （教義と 聖約 13) 

神権 を 持つ こと は どれほど 大きな 
特権で あり， 機会と 責任 を もたらす 
ものだろう 力、。 ス ミス 大 管長が メル 
ケ ゼデク 神権 者に 対して 読み上げた 
誓約 は そのまま ァ a ン 神権 を も 拘束 
する ものである。 なぜならば この 誓 
約 はふた つの 神権の いずれ を 持つ 者 
にも 適用され るからで ある。 そして， 
この 誓約 を 基準に して 私たちの 地位 
が 決められる。 

私たち は 試し を 受けて 自らが ふさ 
わしい こと を 証明 するとき， この メ 
ルケ ゼデク 神権に あずかる 機会が 与 
えられる。 中学校から 高等学校， 高 
等 学校から 大学へ 進学す る こと， さ 
らに はこ の 死す ベ き 世 か ら 永遠の 世 


へ 行く ことと 似て いる。 私たち は ど 
のよ う に 生活した かによ つて 祝福 を 
受ける。 生活に よって は， 次の よう 
な 言葉 を 受ける ので ある。 「良い 忠実 
な 僕よ， よくやった。 あなた はわず 
かなものに 忠実であった から， 多く 
の もの を 管理 させよう。 主人と 一緒 
に 喜んでくれ。」 （マ タイ 25  ：  21) 

神権 を 受けて いる 私たち は どれ ほ 
ど 幸福であろう 力'。 現在， 皆さんの 
年齢の 青少年 は 全世界で 1000 人に 1 
人が ァ ロン 神権 を 受けて いる。 この 
会場 を 埋め 尽く している 全会衆のう 
ちわず か 8 人が ァ 口 ン 神権 を 受けて 
いる 勘定になる。 何と 素晴らしい 特 
権で あり， 機会と 責任であろう 力、。 

主の みたまと 祝福 を 受けられ るよ 
うに 生活し， 両親 や 友人， 教会の 指 
導 者， さらに は 主 を 尊敬し， 信頼で 
きる よう な 生活 を 送 り ， 特に 良心に 
恥じる ことなく 自分 を 見つめ， 鏡の 
中の 自分 を 見， そして 主の 求めて お 
られる 生活 をして いる と 断言で きる 
ような 日々 を 過ごす こと， これ は 実 
に 大切な ことで ある。 

主 は， サタン を 投げ落とす 時に 次 
のよう に 言われた。 

「而 して 彼 は サタンと 成れり， 実に 
あらゆる 偽りの 父なる 悪魔と なりて 
人 を 欺き だまし， 以て わが 声に 聴き 
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従わぬ すべての 者 を 欲する ままに 虜 

となすな り。」 （モー セ 4  ：  4  ) 

サタン は 執事 か ら キリストに 至る 
まで 私たち 一人一人 を 誘惑し よ う と 
している。 サタン は どのように キリ 
ス ト を 誘惑し よ う と した か 皆さん は 
覚えて いると 思う。 サタン は 自分に 
従う 人々， 弱くて 善 を 行なえない 人 
人 を 手下に している。 これらの 使い 
は， 個人 や 教会の 指導者， 組織 その 
他の 弱点 を 折 あらば 捜し出し， それ 
を 指摘しょう としてい る。 そして 彼 
ら はこう 呼びかけ ている。 「それでい 
いの だ。 怖がる こ と はない。」 

私 は 若人の 皆さんに 申 し 上げたい。 
福音の 教えに 従って 生活し， 自らの 
神権 を 敬って いる 人 は， 決して その 
よ う な 誘い を 受ける ことがない。 

主 は 恐れ る ことなく サタンに こう 
言われた。 「サタンよ， 退け，」 私 は， 
私たちが この 世の 1,000 人の 1 人と し 
て 恐れる ことなく 神権 を 尊ぶ よ う 願 
つてい る。 誘惑に 負けた 者 は 悔い 改 
めない 限り， 挫折感と 悲しみの 中に 
取り残される。 


ァメ リ 力 合衆国の 元 副大統領 スパ 
イロ 一. アグニュー 氏が 先日 大 管長 
会 を 訪れ， 語った ところに よると， 
彼が BYU を 訪れた 時， 私たちの 教会 
の 若人に 関して 心 ひかれる ことが ひ 
とつあった そうで ある。 それ は青少 
年の 自己 修養が よ く なされて いる こ 
と， また 自分が 関心 を 抱いて いる 事 
柄 を 追求す る， すなわち なすべき こ 
と をな し， しかも それ を 喜んで 行な 
う という 姿勢であった。 

不満 を 抱いて いる 人， 不平 を 言う 
人， なすべき こと をして いない 人 は 
幸福で ない こと を 若人の 皆さんに 知 
つてお いていた だきたい。 彼ら は 挫 
折感を 抱いて いる。 悪 を 行なって い 
て 幸福 を 味わう こと はでき ない。 彼 
らは 問題 を 持ち， 何も 成し遂げよう 
としない ので ある。 残念ながら， 彼 
らは 私たちが 知っている ように， 私 
たち すべてが 神の 霊の 子供で ある こ 
と を 知らない。 神が 本当に 生きて お 
られる こと， イエスが キリスト であ 
る こと を 知らない。 また イエスの 降 
誕と 死と 復活 を 通して 私たちが こ と 


ごとく 復活す る こと， この 世の 生涯 
は それだけで 終わる ので はな く 永遠 
の 生活の 始ま り に過ぎない こと を 知 
らな いので ある。 

願わくは， 私たちが この こと をよ 
く 認識し， それに ふさわしい 生活 を 

する よう 全力 を 尽くす ように。 また 
鏡に 自分 を 写して， 「克服し， 退ける 

力が 私に 与えられ ている こ と を 主に 
感謝し ます」 と言えるよう に， 願う 
ものである。 何 かの 理由で 落胆して 
いる 人， タバコ やその 他の もの を 手 
にした 人に 申し上げたい。 今晩 それ 
を やめて， 幸福になる 努力 をして い 
ただきたい。 そうすれ ば 必ず 幸福 に 
なれる はずで ある。 皆さんの 上に 主 
の 祝福が あるよ う に 皆さん は 人々 か 
ら 尊敬 を 受ける であろう。 皆さん は 
人に 不死 不滅と 永遠の 生命と を も た 
らす 上で 果たすべき 義務 を 成し遂げ 
る ことができる であろ う 。 

私たちが これ を なすこ と がで き る 
よ う ， 私 はへ り くだり イエス' キリ 
ストの み 名に より 祈る。 アーメン。 


131 


あなた は 神から 
こ られた 教師で ある 

十二使徒 評議員 会 会員 
卜 一マス モンソン 


ス ミ ス大 管長， 私 は あなたの 前に 
立つ と 勇気の 原則が 心に 浮かんで く 

る。 15 年 前， この 会場の 南に ある ァ 
セ ン ブ リ 一 ホールで 開かれた 大会に 
おいて 私 はステ ーキ 部長 会の 一員に 
召された。 スミ ス大 管長が 管理者 だ 
つた その 大会の 模様 を 私 は 今な およ 

く 覚えて いる。 私はァ D ン 神権 者の 

コーラスに 入って 歌って いた。 当時 
私 は 監督だった が， 私たちの 監督 会 
はァ ロン 神権 者の コーラス に 必ず 加 
わる こ とに していた ので ある。 

ス ミ ス大 管長 は 壇上に 進み出 る と ， 
ステー キ 部長 会の 一員 と して 私の 名 
前 を 読み上げた。 私 は 自分の 召し を 
その 時まで 知ら されて いなかった。 
そ して 大 管長 は 次の よ う に 私 を 紹介 
したので ある。 。 「モンソン 兄弟が こ 
の 召し をお 受けに なるなら， 彼から 
話 を う かがいた いと 思います。」 

私たちが その 時 歌い 終えた 讃美歌 
の 最後の 一節 を 紹介したい。 「少年よ， 
勇気 を 持て。 きつば り 否定す る 勇気 

を 持て oJ 私 は 壇上に 立って 「少年よ， 
進んで 受け入れる 勇気 を 持て」 とい 
う テーマで 話 をした。 私 はこの 壇上 
に 立った びに 勇気 を 奮い起こす 必要 
に 迫られて いる。 

私は大 管長 会から， 新しい 教師 養 
成 プロ グラム を 皆さんに 紹介す るよ 


うにとの 指示 を 受けて いる。 これ は 
教会 内で 教師の 責任 を 持つ すべての 
人 々 の 教授 技術 を 高め る こと を ねら 
いとして いる。 

子供 をお 持ちの 兄弟た ち は， 次の 
ような 質問 を 息子に した ことがある 
と 思う。 「ディ ック， き ようの 日曜 学 
校 はどうだった。」 すると， こういう 
答えが 返って く る。 「たいした ことな 
かった よ。 だって 教師が こなかった 
んだ もん。」 恐らく 皆さん はこう 答え 
る。 「うん， お父さんの クラスの キヤ 

ン ベ ル 兄弟 も 一生懸命 な ん だ が ， H 
を 教えて いるか わから な いん だ。」 

私たち も 正直に 自分自身 を 見つめ 
て みれば， すべての 末日 聖徒の 家庭 
で， 形 こそ 違え これと同じ 会話が 交 
わされて いると 思う。 日曜 学校 だけ 

でな く， 初等 協会， MIA, 扶助 教会， 

神権 定員 会に ついて も 同じ ことが 言 
える。 

ジョン' ミルトン はこ の 状態 を ， 
「飢えた 羊 は 見上げて いるの だが， 
餌 を 与えよう としない」 rLycidas" 
哀詩） と 述べて いる。 主 も 予言者 ェ 
ゼキ エルに 語って おられる。 「わざ わ 
いなる かな， •••••• イスラエルの 牧者 

…群れ を 養わない。」 （エゼキエル 34 

： 2  — 3) 

腎ぃ 牧者すな わち 技術 を 具え， 義 


を 重んじる 教師が 今日の 世の中に も 
必要で はない のだろう か。 目 まぐ る 
しく 変わる 現代 は， 過去に はな かつ 
た 新たな 圧迫と 誘惑 を 生み出し てい 
る。 

現在， ポルノ 文学に 年間 1 兆 5 千 
億円 を 越える 金銭が 投じられ ている。 
こ う して 邪悪な 人々 が 「泥の 中から 
金 を 堀り 出そう」 としてい る。 雑誌， 
映画， テレビ， その他の マスコミ は 
道徳の 標準 を 下げ， ふらちな 行動 を 
誘発させる ため に 利用 されて いる。 
犯罪， 青少年の 非行が 横行し， 霊的 
な 事柄の 価値が 疑問 視 されて いる。 
この 世に おいて 何が 真実で 何が 大切 
か を 私たちに 理解 させ， 永遠の 生命 
に 至る 道 を 常に 選ぶ 強さ を 育んで く 
れる 教師が 是非と も 必要で ある。 

こ う した 状況から， 大 管長 会 は 積 
極 的 な 措置 を 構 じる 必要 を 感じ， 
1968 年 10 月に， 全 教会に おける 教え 
方の 質の 向上 を 図る こ と を 目的と し 
た ひとつの 委員会 を 組織した。 大管 
長 会が 示した プ 0 グラムの 骨子 は 次 
の 3 項目で ある。 

1.  神権 組織の も と に 全 教会で 実施 
する。 

2.  教師お よび 指導者の 向上 を 図る。 

3.  将来 教師に 予定して いる 人が， 
必要な 訓練と 霊的な 事柄 を 理解した 
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上で 責任に つける よ う に 援助す る。 
今年 1 月 に 行なわれた デゼレ ト 二 
ユー ズ との 記者会見で， ジョセ フ- 
フ  ィ 一 ルディ ンゲ 'スミ ス大 管長と 
副 管長 は， 教師の 役割の 大切 さ を 再 
度 強調して いる。 「神の 戒め を 守る よ 
う 教会員に 教える こと， 末日 聖徒 ィ 
エス 'キリス ト 教会の 新しい 大 管長 
会 はこれ を 最大の チヤ レンジと して 
取り上げた。」 
福音 を 教える こと は， 生徒に 情報 
を 流す ことで はない。 教師に どれ ほ 
どの 知識が あるか を 誇示す る ことで 
もな く， 教会に 関する 知識 を 増す だ 
けの ことで もない。 教会で 教える 際 
まず 第一に 目標と すべき こと は， 年 
齢 を 問わず 人々 の 生活 を 正しい 方向 
へ 変える よ う 援助す る ことで ある。 
そのために は， 福音の 原則に 従って 
生活す る こ と について 個人個人に 考 
え， 意識 させ， 次に そのための 行動 
に 移させる 必要が ある。 

この 目標 を 達成す るた めの 手助け 
として， 私たち は？ 者の 皆さんに， 

新しい 教師 養成 プ D グラム を 紹介す 

る。 

1970i|;10 月 1 日 木曜日に 開かれた 

十二使徒 会 地区 代表の ための 特別 セ 
I ナ 一にお いて 教師 養成 フ a グラム 

が 詳細に わたって 提示され た。 これ 
らの 献身的で 有能な 兄弟た ち は， 今 
後 6 週間の 間に ステーキ 部長に 対し 
て プロ グラムの 概要 を 説明す る はず 
である。 そして 1971 年 1 月 1 日 を 期 
し て ブ ログ ラム は 開始 される。 1971 
年 前期の ステーキ 部 四半期 大会に 出 
席す る 教会 幹部 はこの プロ グラムの 
実施 を 呼びかけ， また 状況 を大 管長 
会へ 報告す る ことにな ちている。 

産業 経営の 基本 原則に 次の よ う な 
ものが ある。 「実績 を 測定す ると 実績 
が 上がる。 実績 を 測定し 報告す ると， 
向上の 比率が 倍加す る。」 私 は 教会 幹 
部が 各 ステーキ 部 を 訪問す る ことに 
よって， 一層 改善 を 見る ことができ 


る と 考えて いる。 

時間の 関係 も あるので， プロ ゲラ 
ムを 箇条書きに 説明したい。 

1.  この 新しい プロ グラム は 組 
織が 管理し， 現行の 全 教師 養成 プロ 
グラムに 代わる ものである。 

2.  ステーキ 部長 は ステーキ 部内の 
教師 養成に 関して 責任 を 持ち， 高等 
評議員の 一人 をス テ ーキ部 教師 養成 
指導主事 として 召す。 この 高等 評議 
員 は 傑出した 教師であって， 人々 に 

感を 与え， 改善への 意欲 を 駆り 立 
てる 能力 を 具えて いなけれ ばな ら な 

い。 

3.  監督 はヮー ド 部内の 教師 養成 プ 
□ グラムに 関して 責任 を 持ち， 有能 
なメ ルケ ゼデ ク胃 者をヮ 一 ド部教 
師 養成 指導主事と して 召す。 

4.  伝道 部の 伝道 部長， 地方 部長， 
支部 長 は これと 同様の 責任 を 持つ。 

5.  教師 養成 プ ログ ラム は 三部 門 か 
ら 成る。 すなわち （a) 基礎 コース， 

(b) 現職 プ グラム， （C) 教授 監 
督 （1971 年 9 月 1 日に 紹介の 予定） 

6.  基礎 コース は， 将来 教師に 予定 
されて いる 人と 現在 教師の 責任に あ 
る 人に， 福音 を さらに 効果的に 教え 
る 上 で 必要 な 知識 と 技術 を 身に つけ 
させる こと を 目的と している。 この 
コース は 11 週間で 終了し， 通常 は 曰 
曜 学校の 時間に 行な う 。 参加者 は 約 
8 名と し， 監督の 面接と？^ し を 受け 
る。 基礎 コース の 教師 はヮー ド 部教 
師 養成 指導主事が 務める。 

7.  現職 プログラム は 基礎 コース か 
ら 派生した プログラムであって， 霊 
的 原則と 教授 技術の 双方 を 扱 う 。 現 
職 教師 用 レッスン は， 年間 10 回す ベ 
ての 神権 定員 会お よび 補助 組織の 教 
師を 対象に 行なう。 

8.  基礎 コースと 現職 プロ グラムの 
テキス トは 間もなく 配布され る 予定 
である。 指導 手引き は ステーキ 部と 
ヮー ド 部の 各 指導者に 無料で 配布 さ 
れる。 これと 共に 監督に 対して 特別 


に 注文 用紙が 送付され るので， プロ 
グラム を 始める ために 必要な 資料 は 
この 用紙 を 使って 注文す る。 資金 は 
ヮー ド部 および ステーキ 部の 予算 か 
ら稳 出す る。 個人用の バイ ンダ 一と 
資料 は それぞれ ヮー ド部 または ステ 
ーキ 部から 購入す る。 一括購入 によ 
り 送料 負担 を軽减 する ためで ある。 

9.  プロ グラムに は 多くの 柔軟性 を 
持たせて いる。 プログラム は ワード 
部 単位で 実施すべき であるが， 状況 
に応 じて ヮー ド部 合同 もしくは ステ 
ーキ部 単位 で 基礎 コースと 現職 レツ 
ス ン を 行なって もよ い。 

10.  プロ グラム は 小 グループ 制の 長 
所と 利点 を 生かして いる。 すなわち， 
実際に 学習 経験 を 行ない， これに 参 
加す る こ と を 強調して いる。 

これが 新し L  、教師 養成 プ ログ ラム 
である。 モニュメント' パー ク ， ゥ 
オール ナット • クリーク， 力" 二 ソン 
の 各ステ ーキ 部お よ アラスカ- ブ リ テ 
イツ シュ' コロン ビア 伝道 部の ビ ク 
卜 リ ァ 地方 部に おいて， 綿密な 監督 
と 管理の も とに 実験的に 行なわれた。 
あなたの ヮー ド部ゃ ステーキ 部で も 
期待す るよ う な 成果 を あげる ことが 
できる だろう か。 すでに コース を 終 
了した 二人の 証に 耳 を 傾けて みょう。 

「私 は 生まれて 初めて， どのように 
教えたら よい かに 気付きました。」 

「福音の もたら すすべ ての 祝福 と 同 
じで， この プロ. グラム も 活用し なけ 
れば 意味がない と 思います。 『私 はこ 
れ まで 教師と して 立派に やって き た 
の だから， いまさら こんな プロ グラ 
ムに 参加す る 気なん て あ りません 
よ』 と言う 人 もい るで しょ う。 こう 
いった 人に は 何の 役に も 立たないで 
しょ う。 『また プロ グラムです 力、。 教 
会に は 集会が 多すぎます J と言う 人 
も 同じです。 けれども 『この プ ログ 
ラムから 何 か 新しい こと を 学び 取ろ 

う』 と言う 人 は， 多くの もの を 得る 
に 違いありません。 そして 主の み 業 


133 


の 前進に 貢献す る ことができ るので 
す。」 

末日 聖徒 ィヱス 'キリス ト 教会の 

すべての 会員お よび 神権 者 は， いつ 
力  >  教師と して 働く 機会が 与えられる 
はずで ある。 これほど 気高く また 報 
いの 大きい 仕事 はない。 私 は 神権 者 
の 皆さんに， 教師 養成 プ a グラムに 
参加す るよう 呼 ひかけ たい。 また ャ 
コ ブの 言葉 を 借りて 皆さんに チヤ レ 
ンジ したい。 「御言 を 行う 人に なりな 
さい。 …ただ 聞く だけの 者と なって 

はいけ ない。」 （ヤコ ブ 1 ： 22) この 

よ う な 言葉が ある。 
「聞いた こ と は 忘れて しまう 。 
だが， 見た こと は 忘れない。 
さらに 行なった こと は 身に つく。」 
ほかの 人々 は 皆 さ んの 模範に 従 う 


ことで あろ う 。 教え方が 改善され， 
その 結果 人々 は 戒め を 守る よ うにな 
り， 祝福に 満たされた 生活 を 営む よ 
う になる であろ う 。 

偉大な 教師で ある 主ィ エス' キリ 
スト は， ガリ ラャ で教 え を 説き， 海 
辺に 足跡 を 残された。 そして， 主 は 
教師と して 従うべき 原則 を， 教えた 
すべての 人々 の 心と 生活に 残して い 
かれた。 主 は 弟子た ちに 指示した と 
同じ 言葉で， 私たちに 語って おられ 
る。 「あなた はわた しに 従ってき なさ 
い。」 だが， 愚かな 人々 は， 自分の 耳 
をふさぎ， 目 を 閉じ， ，1：、 を 閉ざして 
いる。 自らの 意志で 耳 を 閉ざす 耳し 
いは， 永遠に その 状態に とどまる こ 
と を 忘れないで いただきたい。 また 
自ら 見ようと しない 目 は いやされる 


こ ともなく 自 ら 知ろ う と しない 人 は 
いつまでも 無知の 深みから 脱出す る 
こと はでき ない。 

私たち は， いにしえの， 卜 マスの 
ような 信じない 者で なく， 信じる 者 
となって， 「さあ， やって みょう」 と 
答える 者に なろう ではない か。 今 こ 
そ 教師 養成 プ 口 グ ラ ム の 紹介 と 実施 
を 進めよう ではない か。 この 従順の 
精神 を もって 行なう とき， 噴い 主が 
呼ばれた と 同じ 名で 呼ばれる ので あ 
る。 すなわち， 「あなた は 神から こら 
れた 教師で ある」 と。 ^^ヒ さんがそう 
呼 ばれ る 教師 となる こと がで きる よ 
う， イエス. キリスト のみ 名に よ り 

祈る。 アーメン。 
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光 をと も し 続けなさい 


大 管長 会 第一 副 管長 • 十二使徒 評議員 会 会長 

ハロ リレド •  B  • リー 


「何 かが 起 こる という こと はすな わ 
ちその 考えが 形に なって 現われる と 
きが 来たと いう ことで ある」 という 
言葉が ある。 

来年の 4 月 で 私 は 十二使徒 評議員 
会の 会員に 召 さ れて 30 年に な る が， 
その 間ず つと， 教会の 雑誌 を 統一し 
ようとす る 動きが あった。 それが 必 
要 だとい う こと はわ かってい たが， 
まだ 時が 来て いなかった。 そして 今， 
これが 実現した の は， 時が 来たから 
である。 

これらの 雑誌 は 英語 を 話す あら ゆ 
る 国の 教会員の も とに K けられる。 
では 現在 福音が 宣べ えられて いる 
19 の 言葉に ついては どうかと 問われ 
る 向き もあろう。 そのうちの 11 力 国 
語に 教会の テキス 卜 類が 翻訳され て 
いる。 こうした 外国語 を 話す 人々 の 
ために は， 統一 機関誌が ある こと を 
申し上げたい。 機関誌の 原稿 は 数へ 
ージを 残して 教会の 編集部が 編集す 
る。 この 数 ページに ついては， 各 伝 
道 部が それぞれの 必要 を 満たす ため 
に 使用す る。 各国 語に 翻訳され る 原 
稿 は 皆 同じ ものである。 これ は 翻訳 
事業部が 置かれて いる 地域の 全会 員 
に対して 教会の 神権 指導者から 直接 
の 指示 や 情報 を える ためで ある。 

この 点に ついては 十分な 検討が 行 


なわれ た。 毎月 第一 木曜日に， 神殿 
の 一室で 教会 幹部 全員が 断食して 集 
う 非常に 大切な 集会が 開かれる。 こ 
の 集会の 前半 は ビジネスに 当てられ 
る。 それまでの 1 力 月間に 種々 の検 
討 を 加えた 新しい 考え， 方法， 活動 
がそ こで 提議され， 全 教会 幹部が そ 
れらを 吟味 検討し， 决を 下す。 これ 
は 教会 幹部の 正式な 裁決であって， 
教会すな わち 地上に おけ る 神の 王国 
の 規則と なる ものである。 

このよう な 過程 を 経て 新しい 雑誌 
が 生まれた ので ある。 将来， 改正す 
る 場合 もこの 過程 を 踏む。 全 教会で 
実施され る 運びと なった 監督 訓練 プ 
口 グラム も 同様で ある。 全 教会 予算 
制度 もこの 過程 を 踏む。 その他 教会 
幹部 か ら 全 教会員に 指示 される すべ 
ての プ o グラム も 同じ 方法で 実施 さ 
れ るので ある。 

私たちが なぜ これほどまでに 深い 
関係 を 寄せて いるの か をお わかりい 
ただけ る と 思う。 

6 月 大会で 青少年 向けの 雑誌が 発 
行され る こと を 発表したら， 青少年 
は 大喜びす る だろ う と 話し合つ てい 
たと き， タナー 副 管長 はこう 語った < 
「忠実な 教会員の こと を 考える と， 
私たち は 絶対に 正しい と 確信す る こ 
としか 発表で' きません ね。」 全く その 


適り である。 私たち は 断食と 祈り， 
慎重な 検討の 結果， この 確信 を 得た 
ので ある。 すなわち， 「主の 意， 主の 
言， 主の 声， 世 を 救いに 導く 神の 能 
力」 を 得る ために， 私たち はこの よ 
うな 過程 を 踏まなければ ならない の 
である。 （教義と 聖約 68:  4 参照） 従 
つて これらの こ と は 正式に 承認 を 得 
た 上で 発表され た こ と をお わかりい 
ただけ ると 思う。 神権 者の 皆さん は， 
これらの 雑誌が どのよ う にして 生ま 
れ たかを 理解して いただきたい。 ま 
た 全世界の 教会員が 読む ことので き 
る 最も 大 いなる 雑誌で ある こ と を認 
識 していた だきたい。 

も う ひとつの 別の こと をお 話しよ 
う。 もし 皆さん 力；， 私たちの ように 
壇上に 座って まば ゆいば か り の 照明 
を 浴びたら， 先程 ここに 立った モン 
ソン 長老， また 私自身 もそう である 
力 <， 額に 汗が にじんで く る。 皆さん 
が 座って いる 所と ここで は 温度の 差 
が 華氏で 15 度 は ある。 従って 皆さん 
の 方が いく らカ、 楽な 思いで 座って お 
られる こと になる。 

先日 私 は 集会所 を献 堂す るた めに 
アイ ダホ 州の プレス トンへ 行った。 
私 は その 立派な 集会所の 椅子に 腰 か 
けて こう 思った。 「冷 付きの 集会 
所 を 持てる よ う になる と は 進歩した 
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もの だ。 私が 幼い 時にはと うてい 考 
えられなかった のに。」 そして 集会が 
進んで 行き， 途中で 監督が 立って 冷 
房 器が 動いて いないと 言った。 とた 
んに私 は 暑くて たまらなく なった。 
m いが 事実に 先行 するとい う ことが 
& こる。 

私 はかって エバンズ 兄弟に こ う 言 
つた ことがある。 「この ライ トは 全く 
ひどい。 まるで 罰 を 受けて いるよう 
だ。」 すると エバンズ' 兄弟 は 「もし 人 
から 見られた ければ， ライト を 浴び 
なければ なりません よ」 と 言った。 
私 は 彼の 言葉から ひとつの こと を 思 

いついた。 

皆さんと 一緒に 彼の 言葉 を 言い 換 
えて 考えて みたい と 思う。 もし あな 
たが 神権の 力 を 自分 や 世の ために 使 
いたければ， それ を 働かさなくて は 
ならない。 つまり 使わなければ なら 
ない ので ある。 

主 は 言われた。 「また， あかり をつ 
けて， それ を拼の 下にお く 者 はいな 
い。 むしろ 燭台の 上に おいて， 家の 
中の すべての もの を 照させる ので あ 
る。 そのよう にあな たがた の 光 を 人 
人の 前に 輝かし， そして， 人々 が あ 
なた がた のよ いおこない を 見て， 天 
にいます あなたがたの 父 を あがめる 

よ うにしなさい。」 （マ タイ 5:15— 16) 
も しあな たが 神権 者と して 見られ 
たいので あれば， あなたの ランプ を 
輝かせなければ ならない。 

主は大 いなる 啓示の 中で 次の よ う 
に 言って おられる。 「汝 らもし， 日の 
栄の 世界に 一つの 所 を 得ん こと を わ 
れに 願わば， わが 命じて 汝らに 求む 
る ところ を 行いて その 備え を 為さ ざ 
るべ からず。」 （教義と 聖約 78:  7) 

さらにもう ひとつ 申 し 上げたい こ 
とが ある。 イエス' キリス 卜の 福音 
に 定められ ている 標準に 到達し ない 
社会の 標準に 対して 神の 王国 は， 絶 
えず 改革 を 求めなければ ならない。 
一般 市民と しての 生活に おいて は， 


合衆国 憲法に 規定され ている 基本 原 
則に 反する 提議に 対して 絶 えず 改革 
を 求めなければ ならない。 合衆国 憲 
法 は， この 目的の ために 神より 立て 
られた 人々 によ り 制定され た もので 
ある。 この こと を 常に 心に 刻んで お 
くなら ば， 社会 を 滅ぼす あらゆる 敵 
に 対 して 私たち は 進んで 戦い をい ど 
むこと であろう。 

エル ドレ ッ ド •  G  'スミ ス 兄弟 は， 
末日 聖徒に 安息日 を 清 く 過ごさせる 
のに 法律 はいらな いと 語った。 私た 
ち はこの 言葉に 感銘 を 受けた。 現在 
各地に 集まって いる 15 万の 神権 者と 
その 家族が， 日曜日に 営業す る 事業 
に 今後 一切 関与し ない こと を 決意す 
るなら は， 人々 が 日曜日に 営業 を控 
える 日が 遠からず やってく るで あろ 
う。 皆さん は 日曜日に 営業して 利益 
を 上げて いる 事業 を やめさせる 力 を 
振る う ことができ るので ある。 彼ら 
は 日曜日の 営業 を 要求す る 人々 がい 
るた め， 営業して いるに 過ぎない の 
である。 兄弟た ち， この 点に ついて 
考えて いただきたい。 

ポル ノ 文学に ついて 申 し 上げたい。 
わいせつな 書物 を 調査した 委員会の 
報告 を 読み， 露骨に 性 を 描写した 書 
籍を 禁止す る 法律 を 廃止しょう とす 
る 動き を 知って， 私たち は 非常な 衝 
撃 を 覚えて いる。 実に シ ョ ツキ ンゲ 
な 状態で ある。 神権 を 持つ 兄弟た ち， 
私たち は これらに 断固と して 反対し， 
あらゆる 手段 を 使って， ホル ノ 文学， 
ポルノ 映画， 広告 を 私たちの 社会 か 
ら 締め出さなければ ならない。 デゼ 
レ ト ニューズ は ポルノ 映画の 広告 を 
一切 掲載 しないと 発表した。 これ は 
喜ぶべき ことで ある。 各地で これが 
実施され る こと を 望みたい。 もし 兄 
弟の 皆 さんが 地域社会の 中で 断固と 
した 態度で 立ち上がるならば， 私た 
ちの 眼前に く りひろ げられ ている 道 
徳の低 卜に 最早 耐 える ことができ な 
いという 事実に 気付く 人が 出て 来る 


と, おう。 

最後に も う ひとつ 申 し 上げたい。 
ス ミ ス大 管長 は 神権に 属 ける 誓詞と 
誓約に ついて 語った。 主 は 啓示の 中 
で この こと を 別な 表現で 述べて お ら 
れる。 日の 光栄の 王国 を 受け継ぐ 者 
について 語られた 時の こ とで ある。 
主 は 言われた。 「これらの 者 は， イエ 
スの 証詞を 受け入れ， その 御名 を 信 
じ， …パプ テス マ を 受け， …按手に 
よ り て 聖霊 を 受け， …約束の 聖 き 

『みたま』 によりて 結び 固めら 
る。」 （教義と 聖約 76:51  — 53) 

主 は 別の 啓示で， 約束の 聖 きみた 
まに より 結び 固められた 夫婦 は， 「彼 
処に 置かれた る 諸 天使 諸 神の 前 を 通 
り 過ぎ， 各々 その 頭に 結び 固められ 
たる 如く， 各々 最高の 栄に 進む を 得 
てあら ゆる 事に 光栄 を受 くべ し」 と 
述べて おられる。 

約束の 聖 きみ たまによ り 結び 固め 
られ ると いう ことの 意味 を， ある 教 
会 幹部 は 次の よ う に 説明して いる。 

「私たち は， 地上に おいて 結び 固め， 
天に おいて も それが 結び 固められる 
権能 を 持つ 神権 者の 手よ り 永遠の 祝 
福 を 受ける が， この 啓示 は， 約束の 
聖 きみた まに よっても 結び 固められ 
なければ ならない こと を はつ きりと 
述べて いる。 人 は 欺き 偽って 主の 宮 
居に 人り， これらの 祝福が 与えられ 
ると いう 聖 なる 神権の 宣言 を 受ける 
かも 知れない。 私たち は 人 を 欺く こ 
と はでき る 力;， 聖霊 を 欺く こと はで 
きない。 私たちの 受ける 祝福 は 約束 
の聖 きみ たまによ つ て 結び 固め ら れ 
ない 限り， 永遠の 祝福と はならない 
ので ある。 聖霊 は， 人々 の 思いと 心 
を 読み人々 の 頭に 宣言され た 祝福 を 
確認し 承認す る 方で ある。 この 聖霊 
の 承認 を 受けて はじめて， 祝福 は 効 
力と 力 を 発揮す る ものと なる。」 （メ 
ルビン •  J  • バラード， "Three  De- 
grees of  Glory"  「光栄の 三 段階」 

従って この こと を 踏まえれば， ァ 
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イダ ホ フォー ル ズ 神殿の 献堂 式に お 
いて 政治 等に 関する 私たちの 取って 
いる 立場に ついて 幹部の 兄弟た ちが 
説明 した こと の 意味 を 理解で きる と 
思 う。 間もなく 選挙が 始 ま る 。 私た 
ち は， その 献堂 式での 祈り を 今一度 
考えて みる 必要が ある と 思う。 

「この 国の 民 は あなたの 導きの も と 
に 自由 を 得， その 結果 数々 の 祝福 を 
得て います。 願わくは， 王， 統治者， 
天が下の あらゆる 国民が この 祝福の 
価値 を 知り， これ を もたらす ような 


政治 形態 をと るよう 心 を 動かして 下 
さい。 このよう にして， 『律法 はシォ 
ン から 出， 主の 言葉 は エルサレム か 
ら 出る』 という ィザャ の 予言が 成就 
します よ う に。」 

神権 者の 皆さん， もし 私たちが 一 
致し， 光 を 輝かせ， 光 を拼の 下に 隠 
すので はな く 正しく 働かせ るなら ば, 
また ィヱ ス. キリス 卜の 祝 l§u こ 定め 
られた 標準 や 霊感 を 受けた 人々 によ 
り 起草され た 合衆国 憲法の 定める 標 
準 を 下げよ う とする 社会の 風潮 や 試 


みに 対して 神権の 召しに 基づく 行動 
をと るなら ば， 私たち は 世に あって 
力と なる に違いない。 それ はま さし 
く， 主が 神の 王 W を 指して かく ある 

ベ き と言われた 「不思議な 驚 くべき 
わざ」 である。 私 はこれ を 実現で き 
るよう に， また ス ミス 大 管長が 語つ 
たように 神権の a し を 全力 を g く し 
て 果たす ことができる ように， 主ィ 
エス 'キリス ト のみ 名に よ り 祈る。 

アーメン 0 
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家族と 柵 

+ 二 使徒 評議員 会 会員 

ボイ ド •  K  •  ノ マッカ 一 


この 安息日の 朝に， 私 は 新たな 責 
任 を 帯びて この 壇上に 立ち， 今まで 
にも 増して 主の みたまが 私 を 支え， 
導きた もうよう， この 会場に 出席し 
ている 皆さんと ラジオ' テレビ を 通 
じて 耳 を 傾けて いる 皆さんが 信仰と 
祈り を 寄せて 下さる よ う 願って いる。 
私 は， わがままで 道に 迷った 子供 を 
持つ 方々 に対してお 話したい と 思う。 

先日， 息子の こ と で 深刻な 問題 を 
抱えた ひと りの 父親と 会う 機会が あ 
つた。 彼 はこう 言った。 「息子が 外出 
しても， 私たち は どこへ 行った か 分 
からない のです。 とても 心 を 痛めて 
います。 でも 息子が 家に いればい る 
で， みんなの 悩みの種になる ので 
す。」 私 はこの 心痛に ついて お話した 
いと 思う 力;'， 大 聴衆 を 目の前にして 
いると， 足が すく む 思いが する。 

息子 や 娘が どこで ど う している の 
か 知っている 人 はいない だろ うかと， 
心配し， 祈って いる 母親 は 大勢い る。 
また， 仕事に 身が 入らず， 「私たちの 
どこが 悪かった のだろう か。 子供 を 
立ち返らせ るに は ど う したら いいだ 
ろう 力つ と 思い悩んで いる 父親 も 多 

い 0 

一生懸命 に 努力して いる 両親で さ 
え， その 心痛 を 味わって いる。 多く 
の 親た ちが あらゆる 手 を 尽く して 子 
供た ち を 守ろうと 努めてき たが， 子 


供た ち は 親の も と を 離れて さ迷って 
いる。 今や 家庭と 家族 は あらゆる 方 
面からの 攻撃に さ ら されて いる。 次 
の 言葉に ついて 考えて みていた だき 
たい。 

不信仰 

裸体 

不道徳 

離婚 

ポ ル ノ 
麻お 

暴力 
性 倒錯 

これらの 言葉 はこ こ 数年のう ちに 
全く 新しい 意味 を もつ よ うにな つて 
いる。 

近くの 映画館 を 見て いただきたい。 
つい 10 年 前まで は， 上映が 禁止され， 
つ ィ ルムが 没収され， 劇場 主が 告発 
されて いた 映画が， 今では 青少年に 
まで 開放され ている。 こうした 映画 
がテ レ ビを 通じて 家庭に 持ち込まれ 
るの も， そう 遠い 日の ことで は ある 
まい。 

使徒 バウ 口 は テモテ に対して 次の 
よ う に 予言して いる。 

「し 力、 し， この こと は 知って おかね 
ばなら ない。 終りの 時には， 苦難の 
時代が 来る。 

その 時， 人々 は 自分 を 愛する 者， 
金 を 愛する 者， 大言壮語 する 者， 高 


慢な 者， 神 を そしる 者， 親に 逆らう 

者， …… 」 （11 テモテ 3  ： 1 — 2  ) 

聖句 はま だ 続く が， 「親に 逆ら う 
者」 という 箇所までに とどめたい。 

私たち は 皆さん を さ らに 苦しませ 
るた めに この テーマ を 取り上げ るつ 
も りで はない し， 皆さんの 失敗 を 非 
難す るつ も り もない。 しかしながら， 
あなた は 失敗して おり， それが 心痛 
の 種 になって いるの は 現実 である。 
過ち を 終わらせ たいと 思うならば， 
どれほど 辛く と も その 問題 を 直視し 
な く て はならない。 

数年 前の こと， 私 は 朝方， 体 を 悪 
く して 病院で 検査 を 受けて いる 母親 
に 呼ばれた。 

病室へ 行く と， 母 は 「家へ 帰り ま 
す。 こんな 検査 は 我慢が できない か 
ら， 今す ぐ 連れて 帰って 下さい。 も 

う 一日 もいた く あり ません」 と a つ 
た。 

「でもお 母さん， 検査 は 受けなくて 
はな りません。 癌 かも 知れない と 言 
われて ますから。 それ も， 悪性 かも 
しれない のです。 

とうとう 口に 出して しまった。 陰 
で 話す ようにして， 母に は 決して 知 
ら せまいと していた のに， つい 口 を 
すべら してし まった のだった。 

母 は 口 を 閉ざして 長い ことべ ッ ド 
に 腰かけて いたが， ようやくこう 言 
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つた。 「そう 力 、い。 も しそう だったら 
それでし ようがな いんだから， 私 は 
病気と 闘います よ。」 デンマーク 人特 
有の 負けん気が 頭 を も たげ てきた の 
である。 母 は 闘い， そして 勝った。 
母が その 病気との 闘いに 負けた で 
はない かと 考えた 人 もい るか も 知れ 
ない。 だが， 母 は 闘って， 栄え ある 
勝利者と なった。 たとえ 辛く とも 現 
実に 立ち向かった ときに， 母の 勝利 
は 約束され た。 そして 勇気 を 得た の 
だ つ た 。 

両親の 皆さん， あなたが 抱えて い 

る 問題の 中 で 一番 痛 L  、所 を 最初 に考 
える ことができる だろ う か。 息子 や 
娘 を 元に 戻したい と 思うならば， し 
ばし の 間 だけ 子供 を 変えよ う とする 
努力 を やめて， 自分自身 のこと を考 
えていた だきたい。 最初に 変わる の 
は 子供で はなく， 親で ある 皆さんで 
なければ ならない。 

あなたの 行動が ある 結果 を 生み出 
し， 子供に はそう なって 欲しくない 
と 思うならば， （たとえ 正しい と 思つ 
ている ことで も） それ を やめなくて 
はならない。 

これが 答えで ある。 問題 を 口にす 
るの を 避け， わがままな 子供に 気 を 
遣い， ほかの 人々 を 責め， 両親と 仲 
良くで きる よう にと 様々 な 手 だて を 
尽く した あとの 結果が これで ある。 

今す ぐ に考 えな けれ ばな らな いの 

は 子供で はなく あなたで ある。 

さて， 皆さんが 受け入れて 下さる 
なら， 具体的な 方法 をお 話したい と 
思う。 この 方法 は 決して 易しい もの 
ではない こ と を 付け加えて おきたい。 
問題が 重大で ある だけに， 方法 も そ 
れ 相応に 困難に なって く る。 飲んだ 
途端に 治る というよ うな 特効薬 は あ 
り 得ない ので あ' る。 

両親の 皆さん， 信仰 や 教会の 教え 
を 無視した 治療 方法 を 捜しても それ 
は 決して 見付からな いこ と を 覚えて 
おいていた だきたい。 面白い ことに， 
教会の 原則 や 教義， 聖句を 引用す る 


話に は 興味 を 示さない 人が 多い が， 
家族と 皆さんの 問題， その 解決' 法 を 
お 話す ると， 多くの 人が 耳 を そば だ 
てて 聞く。 

他の こと を 語らずに ある こ と を 語 
る こと はでき ないし， 問題の 解決 も 
期待で きない こと を 知ってい ただき 
たい。 両親が 神が 生きて おられる こ 
とと， 私たち は 神の 子供で ある こと 
を 知れば， この種の 問題に も 立ち 向 
力  >  い， 打ち勝つ ことができる。 

あなたが 無力で も， 神 はそう では 
な く  ， 

あなたが 迷っても， 神 は 迷わず， 

あなたが 次に 何 をすべき か を 知ら 
なくても， 神 は 知って おられる。 

奇跡で も 起こらな けれ ば 不可能 だ ， 
と あなた は， 言う かも 知れない。 

も し 奇跡が 必要で あれば， それが 
起こ ら ない はずが ある だろ う 力'。 

私たち はまず 予防から 始める 必要 
が ある。 

「柵 か 救急車 か」 という 詩が ある。 
崖の 下に 救急車 を 配置す る 次第 を述 
ベた あと， 次のように 結んで いる。 
「年老いた 賢人が そこで 言った。 
原因 を 防ぐ ことよ り も， 結果のと 

り つくろいに 精出す と は 全く 愚 

かなこと だ。 
予防 を 考えた 方が はるかに 効果が 

ある というのに。 
災いのお おもと を 断つ の だ， 老人 

は 叫んだ。 
皆の 衆， 集って くれ。 崖に 柵 を 作 

れば， 谷底に 救急車 を 置いて お 

く こ と もない の だ。 
年老いてから 連れ戻す より， 若者 

のう ちから 導く 方が 賢明な の だ。 
真の 知恵 ある 者 は 言う。 『落ちた 人 

を 救い出す こと は 良い， 
だが 他の 人が 落ちない よ う にす る 

こ と の 方が は る かに 良い こ と 

だ。』  . 
土牢 ゃ奴隸 船から 救出す るよ り も， 

誘惑 や 罪の 源 を 閉ざした 方が 良 

い 0 


谷底に 救急車 を 配備す るよ り も ， 
崖に がん じょ うな 柵 を 築く ほう 
が はるかに 良い の だ。」 

 ジ ヨセフ' マリン ズ 

私たち は 免疫 をつ く つて 病気 を 防 
ぐ。 皆さんが 苦しんで いる この 心の 
痛み も 同様に， かって は 簡単な 方法 
で 予防で きた はずの ものである。 幸 
いなこと に， 予防の 各 段階 は， 病 を 
いやす 段階で も ある。 言い換え ると， 
たとえ 事態が 進行して いたと しても 
予防 は 最良の 治療法 なので ある。 

さて ここで， 子供た ち を 守る にも， 
さ迷って いる 子供 を 救う 場合に も 役 
立つ 実際的で 有効な 方法 をお 話しよ 

ラ 。 

私が 今 手に 持って いるの は 「家庭 
の 夕べ」 の テキスト である。 これ は 

発刊 以来 7 冊 目にあたり， 世界の 17 
力 国語に 訳されて いる。 お読みに な 
れば， これが 新約聖書 を 基と して 書 
かれて いる ことが わかる。 テーマ は 
自由意志 である。 新約聖書の 時代 か 
ら レッスン がと られ ている といって 
も， 内容まで 昔に 戻る わけで はない。 
時代 を 越え， あなた 自身に も， 身の 
周りの どこに でも 見られる 内容 を 含 
んで いる。 

カラーが ふんだんに 使用され， ど 
の 年代の 子供で も 参加で き る 有意義 
な 活動が た く さん 載って いる。 

たと えば， こ こに は （P.  39) ク 口 
ス ワード. パ ズルが あ り， こちら は 
(p.  23) 色彩 豊かな ゲームの ページ 
である。 切り取って， ボール 紙に 貼 
り， 家族 全員で 楽しめる ようになつ 
ている。 「天の 宝」 と 「この 世 的な 楽 
しみ」 の 間 を 動いて 行く わけで ある。 

ここに は 「我が家の 成り立ち」 （P. 
51) という レッスンが あり， 「今度 は， 
あなた 方が どのよ う にして 出合い， 
恋 を して 結婚し たかを 子供た ちに 話 
すと きです。 2 人で 一緒に 話す よう 
にして 下さい。 絵 を 使ったり， 大切 
にし まって おいた 結婚 衣裳 や 案内状， 
結婚式の 写真な どの 記念品で 説明 し 
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て 下さい。 いつの 日 か 孫に も 聞かせ 
られ るよう， あなた 方 ふたりの 説明 
を テープに とってお くの も 良い 考え 
です」 と 書かれて いる。 

また， ほ 力" こ レッスンの テーマ を 
あげる と， 「家庭 管理」， 「礼拝」， 「清 
い 言葉 使い」， 「家庭 経済」， 「両親」， 
「神聖なる 機会」， 「権能 を 尊ぶ」， 
「ユーモアの 価値」， 「新しい 地へ 行 
こうと している あなた」， 「予期せ ぬ 
出来事が 起きたら」， 「救い主の 誕生」 
が ある。 

これ は 「自由 を 得させる もの」 と 
いう レッスン である。 中には 本物 そ 
つくり の 色刷りの 証明書が はさまれ 
ており， 「家族の 人た ちが やった こと 
のない ような 活動 を 選ぶ こと。 証明 
書の 形式 を と つ た 一枚の 紙 を 封筒に 
人れ て， 家族に 一枚ず つ 渡す」， 父親 
が 「この 証明書 は あなたが 家庭の 夕 
べにお いて， ピアノ を 一曲 弾く こと 
を 許可す る ものである」 と 書いて サ 
イン をす るよう になって いる。 （もち 
ろん， その子 は それまでに ピアノ を 
習った ことがない） 

子供の 年齢に 合わせて， ほかに も 

証明書 を 作る ことができる。 「逆立ち 
をして 歩く こと， 外国語 を 話す こと， 
油絵 を 描く こと」 など。 そして， 家 
族が それぞれ 許可され たこと をで き 
ない と言うと， なぜ それ を 自由にで 
きない か を 話し合う。 こうして， 「家 
族 は， 能力 を 伸ばす に は 一定の 法則 
があって それに 従わなければ ならな 
いこと を 学ぶ。 従順 は 自由 を もたら 
すので ある。」 

ここに は， 小さな 子供の いる 家族 
のた めの 提案が ある。 それによ ると， 
お も ちゃの 自動車 をテー ブルの 上に 
のせて， どっちで も 好きな 方向に， 
好きな 方法で 走らせて よい， と 記さ 
れ ている。 幼ない 子供た ちで も その 
結果 を 予測で きる はずで ある。 

この レッスン だけ をと つても， 子 
供 を 家族と いう 輪の 中に 引き入れる 
ための 優れた 方法が 幾つか 記されて 


いる。 

こ の プ ロゲ ラム は 週 に 一回 行な う 
よ う に 計画され ている。 全 教会で， 
月曜日 は 家族が 共に 集まる 日 と して， 
ほかの 日と 分け， そのよう に 指定 さ 
れ ている。 最近 出た 指示の 中から 少 
し 引用し よ う 。 

「全 教会 を 通じ， 月曜日の 夜が 一様 
に 守られる よう， 神殿 活動， 青少年 
体育 活動， 学生 活動 等 も 含め， 神権 

組織と 補助 組織 プ 0 ゲ ラム は， この 

決定に 注意 を 払 わな けれ ば ならない。 
家族 は 教会の 活動 を 行なわず， 家族 
がそろ つて 家庭の 夕べに 集う ためで 

ある。」 （「神権 会報」 1970 年 9 月） 

この プ a グラムに は 生ける 予言者 
の 約束が 伴な う。 すなわち， 両親が 
週に 一度， 子供た ち を 周囲に 集めて 
福音 を 教えるならば， そのような 家 
庭の 子供た ち は 決して 道 を 踏み はず 
す こと がない ので ある。 

教会 外の ある 方々 や 残念な ことに 
教会 内で も 多くの 方々 は， ィヱス • 
キ リ ス 卜の 福音と 教会の 会員と して 
の 責任， さらに は 聖典 を 完全に 受け 
入れる こと は 困る 力；， この種の テキ 
スト だけなら 欲しい と言われる。 ど 
ぅぞ 手に入れて いただきたい。 （理想 
的な 家族 を 築く こと を 許可す る 「証 
明 書」 を さしあげても よいと 思って 
いる） けれども 律法に 従わなければ， 
そう した 家族 を 築く こと はでき ない。 
福 音 を 抜きに して この プロ グラム を 
行なう こと は， 命に かかわる 病気の 
免疫 を 子供 に 与 える た めの 注射器 を 
入手しながら， 肝心な 血清 を 受け取 
ろうとし ないような ものである。 

両親の 皆さん， 家族の' ぜ  1^: 的 指導者 
として 責任 を 果たして いたの は， も 
う 昔の こ と になって いるか も 知れな 
い。 現在の 信仰に 中身が なくなって 
いたら， 勇気 を もって 真 通 を 求めて 
いただきたい。 

現在の 若人 は， 有史以来 指折りの 
優れた 人々 である。 伝道に 出て いる 
若人 を 目に した こ とが ある はずで あ 


る。 彼らの 訪れ を 断 わった 方 もい る 
と 思う。 しかし， あなた 方 は 彼ら を 
捜す 必要が ある。 何の変哲もない か 
も 知れない が， 彼ら こそ， 若人が 誇 
り を もって 生きる ことができる とい 
う 証拠な ので ある。 こうした 真の 聖 
徒， 末日 聖徒が 何千 何 万と いるので 
ある。 

さて， 両親の 皆さん， 私 は 皆さん 
に 希望の 光 を 投げ かけたい と 思う。 
心痛む 日々 を 過ごして いる 方 も 決し 
てあきら めて はならない。 どれほど 
暗く とも， 道が 遠く と も， どれほど 
息子 や 娘が 闇に 落ちて いても， 決し 
てあきら めて はならない。 決して。 

私 は 皆さんの 心 を 希望で 満たした 
いと 願って いる。 

「新たな おとずれ を 携えた 
天使の ささやく 声の よ う に， 

静かな 言葉に のせた 希望 は 
慰め を 与えて く れる。 

闇が 去り， 夜明けが も うすぐ 来る。 
明日 は 太陽が 昇る の だ。 

心に さ さやく 希望の 声， 
何と 喜ばしい おとずれ か。」 

心 を 痛めて いる 両親の 皆さんに 神 
の 祝福が あるよう に， 子供 を 失う ほ 
ど 辛い こと はない が， その子 供 を 元 
に 戻した と き ほど 大きな 喜び もまた 
ない。 

私 は 特別な 証し 人と して 聖 任され 
た 十二使徒の 一人と して， 証 を 述べ 
たいと 思う。 私 は， 神が 生きて おら 
れ， イエスが キリスト である こと を 
知っている。 世の 人々 は 神が 生きて 
おられる こと を 「見ようと もせず， 
知ろうと も しない」。 心が 張り裂けん 
ばかりの 思いで いる 両親の 皆さん， 

「わたし は あなたがた を 捨てて 孤児 
と はしない。 あなたがたの ところに 
帰って来る」 （ヨハネ 14  ： 17-18) と 
の 主の 約束 に 信頼 を 置いて いただき 
たい。 イエス' キリスト のみ 名に よ 

り 申し上げる。 アーメン。 
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私たち は 人類の 歴史上 実に 興味深 
い 時代に 住んで いる。 人類の 進歩 は 
初めは ゆつ く り した ベースであった 
が， それに はずみが つき， 次第に 速 
度 を あげ， 現在に 至ってい る。 この 
勢いで 行く と 将来 は 一体 どういう こ 
とになる のかと 思わせる ほどで ある。 
科学の 急速な 進歩に より， 日常生活 
は 便利の 度 を 増して いる。 医療施設 
の 進歩に よ り 人々 の 健康が 促進され， 
寿命 も 長くな つてい る。 多くの 分野 
で 社会が 画期的な 変革 を 遂げ， 人類 
の 福祉に 貢献して いる。 商工業 も か 
つてない ペースで 発展して いる。 現 
代の 生活水準 は 人類史 上 最高に 達 し 
ている と 言えよう。 華やかな 業績の 
上に 築かれた 現代に 住む 私たち は そ 
れを 誇り と している。 

だが， この 急速な 進歩 はすべ て捋 
来 も 人に 利益 を も たらす の だろ う か。 
私た ち の 子供 や 孫に も 恵み となる の 
だろう か。 これら はだれ もが 関心 を 
寄せて いる ことであろう。 社会の 安 
定の 原動力 となって いる 家庭 や 家族 
は 今後 も 変らない のだろう 力、 市町 
村 や 国家の 連帯感 は ど う な るだろう 
か。 インフレ や 負債が このまま 進ん 
で 行 く と 経済 はどうな るの だろ う 力'。 
道徳の 退廃が このまま 進む と ど う な 
るの だろう 力、 それ は 個人， 家族， 


国家 さ らには 世界に どのよ う な 影響 
を 及ぼす のだろう 力 >。 このように， 
私たちが 進歩と 考えて いる 事柄 も将 
来に 重大な 結果 を もたらす ことにな 
る こと を 認めざる を 得ない。 
現代人の 指導者と 自認す る 多くの 
人々 が いわゆる 現代 思想 を 信奉す る 
時代に 私た ち は 差 し 掛かつ ている。 
あるいは すでに 入って いる と 言った 
方が 良い かも 知れない。 同胞に 対す 
る 責任 を 省みない 自由な 思想， 自由 
な 行動に 走る 極端な 者た ち も 出て い 
る。 もし 私たちが こういった 幻覚剤 
使用の 自由， 道徳の 自由 を 唱道す る 

人々 について 行ったら， どのような 
所へ 行 き 着く のだろう 力 >。 自 由 恋愛 ， 
堕胎の 自由， 同性愛， 法に よる ポル 
ノ グラフ ィ 一の 容認， これらが 全 世 
界 にまん えんす ると， その 結果 は ど 
う なる の だろ う か。 

これまで 社会の 安定に 大きく 寄与 
してきた 霊的な も のの 価値 や 宗教 上 
の 理想 は どうなる のだろう 力 >。 現代 
の 思想家 は， これらが 現在 彼らが 追 
求して いる 自由 を 妨げる ものである 
と 主張して いる。 いわゆる 現代 主義 
者 は， 過去の 宗教の 信条 や 教義 を， 
自分た ちの 危険 な 追求 や 現代的 な 考 
えに 同化 させよ う と 懸命で ある。 彼 
らは 現代 特有の 論法で 聖書の 教え を 


弱め， 聖典が 霊感に 基づいて 書かれ 
たもので ある こ と を^ 定 している。 
キリスト は 神の 御子で はない と 教え， 
全人 類に 救い を も たらす 贖いの 犠牲 
の 教義 を 否定し， 世の 救い主が 復活 
した 事実 を 打ち消し， さらに は 救い 
主 を 単なる 倫理の 教師の 地位 にまで 
下落 させて いる。 では どこに 希望 を 
見いだ したら よいの だろう 力'。 一体， 
信仰 は どうな つてし まつ たの だろ う 
か。 

旧約聖書に は， 神が 天と地 を 創造 
された 次第が 記録され ている。 私た 
ち はこの 記録 を 無視して， 現代 主義 
者の 論理に 従った 創造に 書き改めな 
ければ ならない のだろう か。 エデン 
の 園 は 存在し なかった， アダムと ィ 
ブ はいなかった と言う こ とがで きる 
だろ う 力'。 現代 主義者が 洪水の 物語 
は 非論理的 であ り 事実無根 である と 
言う から， 私たち は 旧約聖書に 記さ 
れ ている ノ ァと 洪水の 話 を 信じな く 
と も よいの だろ う か。 

主が ォ リ ブ山 で 弟子た ち に 語 つ た 
言葉 を 吟味して みよ う。 弟子た ち は， 
主の 再臨と 世の 終わりの 時が いっか 
と 尋ねた。 すると イエス は 答えて 言 
われた。 「その 日， その 時 は， だれも 
知らない。 天の 御 使た ち も， また 子 
も 知らない， ただ 父 だけが 知って お 
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られ る。 

人の子の 現れる の も， ちょうど ノ 
ァの 時の よ うであろう。 

すなわち， 洪水の 出る前， ノアが 
箱舟に はいる 日まで， 人々 は 食い， 
飲み， めと り， とつぎな どして いた。 

そして 洪水が 襲って きて， いっさ 
いのもの を さらって 行く まで， 彼ら 
は 気がつかなかった。 人の子の 現れ 
るの も， そのよ う であろ う。」 （マタ 

ィ 24  ：  36—39) 

主 は， 洪水の 物語 を いささか も 現 
代 風に 改作し ないで， 事実 を 確認 さ 
れた。 主の ある 言葉 は 真理 だとして 
受け 人れ， ほかの 言葉 を 偽り だとし 

て 否定して よい ものだろう 力、。 
マルタ は イエスが 来られる と 聞い 

て イエス を 出迎え， 兄弟の 死と 復活 
について 尋ねた。 「イエス は 彼女に 言 
われた， 『わたし はよ みがえ りで あり， 
命で ある。 わたし を 信じる 者 は， た 
とい 死んでも 生きる』。」 （ヨハネ 11 ： 
25) 

これら， ノアと 洪水の 事実に 関す 
る 言葉， そして 「わたし はよ みがえ 
りで あり， 命で ある」 と宣 H した 言 
葉 は 共に， 主が 言われた ものである。 
一方 を 信じて， 他方 を 信じない など 
という ことができ るだろう 力、。 洪水 
の 話 を 現代 風に 変えたり， あるいは 
神話と して 片付ける 一方で， ほかの 
こ と は 真理と して 受け入れる などと 
いう ことができ るだろう 力'。 聖書 を 
現代 風に 改作して， それ を 指針と し， 
信仰の 拠り所と する ことな どと いう 
ことができる だろ う か。 

聖書 を 信じる ことな どもう 時代 遅 
れ だと 主張す る 人々 がいる。 神と， 
生ける 神の 御子 ィ ヱス 'キリスト を 
信じる こと は 時代遅れだろう 力'。 御 
子の 噴い の 犠牲と 復活 を 信じる こ と 
は 時代遅れだろう か。 もしそう だと 
すれば， 私 は 自分が 時代遅れ であり， 
教会が 時代遅れ であると 申し上げた 
い。 主 は， 信仰 を 持つ 者に 幸福 を も 


たらす 永遠の 生命の 原則と 教え を 非 
常に 簡潔に 述べて おられる。 主の 教 
え を 現代 風に 変える 必要 は 全くない 
と 私 は 思う。 主の 語られた 教え は 永 
遠の 原則に 関する ものである。 これ 
らの 原則に 従った 無数の 人々 力:， そ 
れぞれ の 生活で 霊的な 体験 を 味わつ 
ている。 現代の 人々 も 人生に 有意義 
な 目的 を 持とうと それ を 探して いる。 
また 多くの 人が 霊的な 体験 を 求めて 
いる。 これ は 単なる 黙想 や 霊媒 術の 
集会で 体験で きる ものだろう 力、 幻 
覚剤ゃ ゲル 一 プ 性行為の 中に 有意義 
な 経験が 見いだ せる と言うの だろう 
か。 これら は 主が 示された 道と は 全 
く 異なる ものである。 

主 は 仮 庵の 祭のと きに， パリ サイ 
人に 対して 次の よ う な 表現で 教えら 
れた。 「『よくよく あなたがたに 言つ 
てお く。 羊の 囲いに はいるのに， 門 
からでな く， ほかの 所からの りこえ 
て 来る 者 は， 盗人で あり， 強盗で あ 
る。」 

そこで， イエス はまた 言われた， 
『よくよく あなたがたに 言って おく。 
わたし は 羊の 門で ある』。」 （ヨハネ 10 
： 1 , 7  ) 

霊的な 体験 は その 門すな わち 主ィ 
エス' キリスト を 通じても たらされ 
るので ある。 これ 以外に 道 はない。 

いつの 時代に も， しるし を 見なけ 
れば 信じよ う と しない 人が いる。 主 
が 導きと 教え を 施して おられた とき， 
人々 は 何度も しる し を 求めた。 

「パリ サイ 人と サド カイ 人と が 近寄 
つてき て， イエス を 試み， 天からの 

しる し を 見せて もらいた いと 言った。 
イエス は 彼らに 言われた， 『あなた 

がた は 夕方に なると， 「空が まっか だ 
から， 晴だ」 と 言い， また 明け方に 
は 「空が 曇って まっか だから， きょ 
う は 荒れ だ」 と言う。 あな た がた は 
空の 模様 を 見分ける こ と を 知り なが 
ら， 時の しるし を 見分ける ことが で 
きないの 力、。 


邪悪で 不義な 時代 は， しるし を 求 
める。 』」 （マ タイ 16  ： 1 — 4  ) 

恐ら く 当時の 人々 も 同様であった 
と 思う が， 今日の 多くの 人々 も问か 
劇的な ことがない と 真理 を 真理と 認 
めない ので ある。 たとえ 主が 人々 の 
好奇心 を 満足させる ために 天から 雷 
や 稲光 を 送り， 星 を 落下 させ， ある 
いは 海 を 分けた としても， それが 何 
になる だろう 力、。 恐らく 彼ら は， こ 
れは 悪魔の 仕業た' と か 目が 欺かれた 
の だとき-つたこ とだろう。 

しかし， 忠実な 者の 間に は 多くの 
しるしが ある。 病人 はい やされ， 祈 
り は 答えられ， 戒め を 信じ 受け 人れ 
従う 者の 生活 は 変えられる。 私たち 
は 主の 福音の 原則 に 従 つ て 生活す る 
ことによって キリス ト を 証す るので 
ある。 主 は 戒めに 従う 人々 に大 いな 
る 祝福 を 約束して おられる。 「汝ら わ 
が 言う ところ を 行わば， 主なる われ 
これに 対して 責任 あり。 され ど， 汝 
ら わが 言う ところ を 行わず ば 汝ら何 
ら 約束 を 受けず。」 （教義と 聖約 82: 
10) 多くの 戒めに は 拘束が 伴な う も 
ので あるが， それ は 戒めが 人の ため 
に 与えられて いるから である。 この 
ほかに 積極的な 勧告 も ある。 その内 
の 二つの 大 いなる 命令 は， 神 を 愛す 
る ことと， 隣り 人 を 愛する ことで あ 
る。 

「『心 をつ く し， 精神 をつ く し， 思 
い をつ くして， 主なる あなたの 神 を 
愛せよ。』 

これが いちばん 大切な， 第一の い 
ま しめで ある。 

第二 もこれ と 同様で ある。 『自分 を 
愛する よ うに あなたの 隣り 人 を 愛せ 
よ。』 

これらの 二つの いましめに， 律法 
全体 と 預言者と 力;'， かかって い 
る。」 （マ タイ 22  ：  37—40) 

人類に 平和と 繁栄と 進歩 を もたら 
す 上で， これ 以上の 律法が ある だろ 
う 力、 もし 人が 愛の 戒めに 忠実に 従 
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うならば， これらの 祝福 は 保証され 
るので ある。 

この 急速な 変革の 時代に あって， 
私たち は 神 を 信じ， 神 を 愛し 続ける 
ならば， 押し流される こと はない の 
である。 しかしながら， 神 を 愛する 
ために は 神の 子ら を も 愛さなければ 
ならない。 この 神の 子供た ちす ベて 
が 隣り 人で ある。 彼ら を 心から 愛す 
る こと は， 階級， 文化， 人種， 皮膚 
の 色， 宗教の 別 を 超越す る もので あ 
る。 

末日 聖徒 ィ ヱス 'キリス 卜 教会の 

会員 は あらゆる 人々 に 友好の 手 を 差 
し 伸べ ている。 回復され た キリスト 
の 教会に 課せられた 責任 は， 全世界 
の 隣 り 人に 愛 を もって イエス • キリ 
ス 卜の 福音 を宣べ 伝え， 福音 を 受け 
入れ た 人が 主の 教 え に 従 つ て 生活で 
きる よう に 援助す る ことで ある。 
物質的に は 急速な 進歩 を 遂げて い 
るが， 混乱した この 世の中に あって， 
私たち はキ リストの も とへ 純粋な 意 
味で 立ち返る 必要が ある。 キリスト 
を 愛し， 敬い， 礼拝す る 必要が ある。 


霊性 を 身に つけ， 霊的な 生活 をす る 
に は， 現代 主義者の 操る 教えに 惑わ 
されて いて はならない ので ある。 私 
た ち は 主が 教 えられ た 基本的な 真理 
を 学び， これに 反する もの を 退ける 
必要が ある。 神に 対する 信仰 は 真実 
の もので なければ ならない。 推論に 
基づく ものであって はならない ので 
あ る 。 回復 された イエス' キリスト 
の 福音 は， 人々 の 心 を 動かし， 行動 
に 駆り立てる 力 を 持って いる。 そし 
てこれ を 心から 受け入れるならば， 
霊的な 経験 を 味わ うこと がで き る 。 
モル モンの 教えの 特長の ひとつ は， 
このように 信じて いる こと を 日常の 
思い や 行ないに 取 り 入れる こ と であ 
る。 こうして 苦しみ や 混乱が 平和と 
安定に と, つて 代わる ので ある。 

私たちの 教会 は， 道徳の 問題に つ 
いての 妥協 や 変更に 断固と して 反対 
している。 また， いわゆる 新しい 道 
徳 に対して も 反対の 声 を 上げて いる。 
霊的な 価値と いう もの は， 現代 主義 
者が いかにけ なそう が， 決してない 
がしろ に はでき ない ものである。 私 


たち は， 現代 主義者に 追従し なく と 
も， 現代的で ある ことができる。 も 
し， 聖書 を 信じる ことが 時代遅れで 
あると したら， 時代遅れになる 特権 
を 与えて 下さった 神に 私たち は 感謝 
すべきで ある。 

最後に 私の 確信 と 証 を 述べ さ せて 
いただきたい。 私 は， 旧新約聖書に 
述べられて いると 同じ 神が 生きて お 
られる こと を 知っている。 イエス' 
キリスト は 神の 御子で ある。 イエス 
は大 いなる 嘖 いの 樣牲を 全うする た 
めに 命 を 捧げ， それによ つて 私 や あ 
なた の 救い主， 全人 類の 救い主と な 
られ た。 私 はまた， 今日 地上に 神の 
予言者が いて， 昔 予言者た ちが 神の 
子ら に 語った と同じように， 主の み 
こころ を 人々 に 語って いる こ と を 知 
つてい る。 願わくは， 私たちが 予言 
者の 教え を 理解す る 力 を 得， それに 
確信 を もって 従う 強さ を 得る ことが 
できる ように， イエス' キリストの 
み 名に よ り 祈る。 アーメン。 


143 


大 いなる 白い 神 

十二使徒 評議員 会 会員 

マ一 ク • E • ビータ一 セン 


ここ 数 力 月間， アメリカ ィ ン ディ 
アンが 苦境に 立た されて いる ことが 
報道され 世間の 注目 を 浴びて いる。 

その 結果， この 民族の 行く手が 多 
少な りと も 明るくな るよう 手 だてが 
講じられる ことと 思う。 この 大陸に 
住む 少数民族の うち 最も 軽視され て 
いるの がァメ リ カイ ン ディ アンで あ 

る 0 

私たち は， 多年に わたり 彼らに 対 
して 積極的な 援助 を 提供して いる 末 
日 聖徒に 感謝して いる。 特に 教育の 
分野で 私たち は 援助の 手 を 差 し 伸べ 
ている。 

ちなみに， 今年 セ ミ ナ リ 一で 学ん 

でい るィ ン ディ アン 学生 は 1 万 5 千 
人 を 越えて おり， そのほかに， 教会 
の 援助に よ り 全日制の 小 • 中学校， 
高等学校 に 通って いる 生徒 は 5 千 人 
にの ぼる。 

大学教育 において は， 今年 475 人の 
学生が ブ リ ガム 'ヤン ゲ 大学に 登録 
されて おり， そのうち 426 人が 単位 を 
収得して いる。 

ブ リガ ム • ヤン グ 大学で 今年 学士 
号 を 受けた ィ ン ディ アン 学生 は 85 人， 
修士 もしく は 博士号 を 受けた 学生 は 
20 人に のぼる。 また 現在 大学院で 学 
んで いる 学生 は 20 人 を 越えて いる。 

プリ ガム • ヤング 大学 はこの ほか 


に， アメリカ イン ディア ン 研究所 を 
設けて おり， この 機関 を 通じて 合 衆 
国 西部に 住む ィ ン ディ アンの ために 
30 を 越える 農業 事業が 行なわれ てい 
る。 

3 万 5 千 人 を 越える ィ ン ディ アン 
教会員に 対 し て は 福音の 教 え に 関す 
る 教育 も 実施され ている。 

彼ら は 陽気で， 環境への 順応が 早 
い 民で ある。 また 先祖から 受け継い 
で いるもの を 誇りに している。 彼ら 
は 偉大な 民の 子孫で ある こ と を 知つ 
ている からで ある。 

最近 私たち は， ソルト レーク' シ 
テ ィ 1 在住の メキシコ 人の 集ま りに 
出席し， 彼らが インディアン を先袓 
としてい る ことに 大きな 誇り を 持つ 
ている こと を 知った。 これ はも. つと 
もな 話で ある。 

私たち は， メキシコの 先住民に つ 
いて 知れば 知る ほど， 彼らが 本当に 
偉大な 民族であった ことが わかる か 
ら である。 

マヤ 文明の 権威者の ひと り アル フ 
レッド •  V  • キダー 博士 も これと 同 
じ 説 を 唱えて いる。 博士 は 著書， >i 
Guide  to  Quirigua  「ク イリ ゲ ァの轺 
介」 で 次のように 述べて いる。 

「古代 マ ャ 帝国の 大都市 は 紀元後の 
初期に 築かれた。 この 恵まれた 民 は 


約 600 年間， 芸術， 建築， 数学， 天文 

学の 各 分野に おいて 指導 的 立場 を 堅 
持して いた。 彼ら は 私たちよ り も あ 
る 点で 正確な 暦 を 作って いる。 •••••• 

詳細な 点で は 異なる ところ も あるが， 
インディアン 文明の 成長過程 は， ェ 
ジ プ トゃメ ソ ボタ ミヤ を 発祥地 と す 
る 私たちの 文明の 成長過程と 驚く ほ 
どよ く 似て いる。 …… 社会お よび 経 
済 機構が 確立され， 都市 開発が 行な 
われ， 宗教が 発達し， 礼拝の ための 
神殿が 建立され ている。」 

歴史学 者ム 一二 ヨース も この 点に 
ついて その 著書， Marvels  of  Copan 
「コ パンの 驚異」 で 次のように 述べ 
ている。 「建築， 天文学， 数学， 絵画, 
織物， その他 生活 を 彩る あらゆる 芸 
術が， かって この 地で 栄えた。」 

彼 は， インディアンの 袓 先が 決し 

て 野蛮な 民族ではなかった こと， 現 
在で は 驚異と 考えられ ている 事柄が 

マヤ 人の 間で は 当然の こと と して 知 
られ ていた 事実 を 強調して いる。 

ゥ ィ ス ラー 博士 は マヤ 文明に 関す 
る 著書の 147 ページで， マヤ 人 は， ェ 
ジブ ト 人が パピルスから 作った と 同 
じ 方法で 紙 を 作って いたと 述べて い 
る。 

The  American  Heritage  Book  oj 
Indian  「アメリカが インディアン 力 、ら 
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受け継いで いるもの」 の 19 ページに 
は 次の よ う に 記されて いる。 

「マヤ 人 は， 古代 ァメ リ 力で 発達し 
た 中で 最高の 文明， さらに は 世界中 
でも 最も 高い 古代文明 を 成し遂げて 
いる。」 

また 彼ら は， 技術的に 高度な 灌漑 
施設， ダム， 水道 を 敷き， 山腹 を 耕 
し， 灌漑に よって 豊かな 農地 を 作り 
出した。 この 水道 施設 は スペイン 人 
が 訪れる 2 千年 前に 築かれた もので， 
現在 もな おその 幾つか は 残って いる。 

初期の ァメ リ 力 大陸に はかな り の 
数に のぼる 住民が いた。 スペイン 人 
に 征服され た 時， 中央 メキシコ だけ 
でも 2 千 5 百万の 人々 が 住んで いた。 

しかし， 古代 ァメ リ 力 住民に まつ 
わる 数々 の 事実の 中で 最も 印象的な 
もの は， 約 2 千年 前に 聖 なる 御 方が 
彼らの 先袓を 訪れた 時の 模様で ある。 
この 御 方 は 長期に わたって 彼らの 間 
に 滞在し， 教え を 説き， 祝福 を 与え 
られ た。 

高度の 知性 と 技術 を 具 えた 古代 ァ 
メリ 力 人 は， この 御 方が 神の 教え を 
宣べ 伝え， 病人 をい やし， 死者 を 生 
き 返らせ， 新しい 農耕 法 を 教え， 公 
平 と 平和 を 基本 連 念 とする 管理 体 を 
確立した と 断言して いる。 

彼らの 記述に よると， この 御 方 は 
超自然的な 方法で 前触れ もな くやつ 
て 来て， また 突然 去って 行かれた と 
いう。 古代 住民 はこの 御 方 を 人の 形 
をと つて 地上に 来られた 創造主で あ 
る と 考えた。 

この 御 方が キ リ ス ト教の 教える 神 
である こ と は 歴然と している。 

この 御 方の 教え は 聖書の それと 酷 
似して いる こ と も 明らかで ある。 

チ リ から アラスカに 至る 各地に 住 
む イン ディ アン はこの 出来事 を 代々 
伝えて いった。 そして 実に 興味深い 
ことで あるが， ハワイから ニュー ジ 
一 ラン ドの 一帯に 住む ポ リ ネ シ ァ人 
も この 話 をよ く 知ってい るので ある。 


これ は ポ リ ネシァ 人と 古代 ァ メ リ 力 

人の 密接 な 関係 を 裏付ける ひとつの 

証拠で ある。 

この 出来事に 登場す る 名前 や 詳細 

な 点に ついては 島 や 国に よって 異な 

るが， 大筋で は 一致して いる。 すな 

わち， 2 千年 近く 前に 天上の 人が 彼 

らを 訪れた という ことで ある。 
ポール…、 一 マン は その 著書， 7/ie 

Conquest  of  Man  「人類の 征 ggj で こ 
の 出来事の 真実性に ついて このよ う 
に 述べて いる。 

「この 話 を 綿密に 検討して みると， 
光の 神ケッ アルコア ト ルは 実在の 人 
物で， スペイン 人の 宣伝活動の ため 
に 作 られた 人物で もな く， イン ディ 
アンの 伝説に よ る 虚構で もない とい 
う 結論に 到達 せざるを得ない。」 (P- 
72) 

この 話 は， 天文学， 数学， 灌漑， 
建築学の 知識 を 持つ 知性 豊かな 古代 
ァメ リ 力 人から 語り継がれ たもので 
ある こと を 忘れて はならない。 これ 
は 無知な 民 や 迷信 深い 民の た わ ご と 
ではない。 古代の 最も 高度な 文明 を 
築いた 民から 伝えられた ものである。 

この 大 いなる 御 方はメ キシコ の 一 
部 特に チョルラ 地方で はケッ アル コ 
ァ トルと 呼ばれ， チヤ パスで は ボタ 
ン， オア クサ 力で は ウィク シぺ チヨ 
チヤ， ガテ マラで はグク マツ， ペル 
一で は ビラ チヨ チヤと ュス トス， ブ 
ラジル では スメ， コロンビアで は ボ 
チカ と それぞれ 呼ばれて いる。 

ペルー 人はコ ンテ イシ もしくは ィ 
ラテ イシと 呼ん でい る。 テ イシと は 
創造者と 光の 意味で ある。 マヤ 人 は 
ク クルカ ンと 呼んで いた。 

ポリネシア 諸島で は， ロノ， カナ， 
カネ， あるいは コン， 時には 大 いな 
る 光 もしく は大 いなる 輝きと いう 意 
味の カナロ ァ という 名称 を 用いた。 
ま た ポ リ ネ シァの 一部で， 大 いな る 
先袓 という 意味の 力 ネア ケア， 海の 
太陽神と いう 意味の トン ガロアと い 


う 名称が 用いられ ていた 事実 も ある。 

では この 聖 なる 人と は どのよ う な 
御 方 だつ たの だろ う 力 >。 

いにしえの 人々 の 記述に よる と ， 
この 御 方 は 背が 高く， ひげ を 生やし， 
青い 目 をして いたと いう。 また， ゆ 
つたり と した 衣 を 身に つけて いた。 
大 いなる 権威 を 持ち， それでいて 測 
り 知れない ほどの 慈愛に 満ちて おら 
れた。 彼に は 山々 を 平原に 変え， 平 
原 を 高く そびえる 山に 変える 力が あ 
つた。 彼 は 堅い 岩から 水 を 吹き出さ 
せる ことができた。 

この 御 方の 来訪に 関して 特筆す ベ 
きこと は， 数日間 暗闇が 続いた 後に 
現われた ことで ある。 その 間 人々 は 
太陽が 顔 を 出す よう 祈り 続けた。 ぺ 
ドロ  • デ • レオン の 著 し た The  Incas 
「ィ ンカ 人」 によると， この 闇が 支 
配して いた 間， 人々 は 非常な 苦難 を 
強いられ， 失った 光が 戻る よう 神に 
熱心に 祈り を 捧げた。 

そして， ついに 太陽が 輝き 続めた 
とき， この 御 方が 現われた ので ある。 
ペドロ  • デ • レオン はこう 述べて! <  、 
る。 「彼 は大 trt な 白人だった。 彼 の 態 
度と 人格に 打 たれた 民 は 彼 を 尊敬し， 
崇拝した。 …… そして 彼の 持つ 力 を 
目の当たり にした 民 は， 万物の 創造 
主， 創始者， 太陽の 父と 彼 を 呼ん 
だ。」 （「ィ ンカ 人」） 

この 御 方 は 御自身の 教え を 説き， 
礼拝の ための 神殿 を 建てる よ う 民に 
求めた。 そして 人々 は 熱心に 従った。 
(ペリー. ォナ レイ/ n  Quest  of  the 

White  God  「白い 神 を 求めて」） 彼 は 
民の もと を 去る 時， 再び 来訪す る こ 
と を 約束した。 その 結果， ユダヤ人 
が 約束され た 救い主 を 待ち望ん でい 
るよう に， この 民 は 代々 その 再臨 を 
待ち望む よ う になった ので ある。 

しかし， この 信仰が 二度に わたつ 
て 民に 苦難 を 招く こ ととな つたので 
ある。 ス ペイ ン 人が ァメ リ 力 大陸 を 
訪れた 時と ク ッ ク 提督が ハワイ 諸島 
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に 航海した 時で ある。 だが これらの 
悲劇 も， 継承され た 話が 真実で ある 
こと を 示す 証拠と なる。 
コ ルテスが メ キシコ に 着いた 時， 

海岸 地方の 原住民 は 彼を大 いなる 白 
い 神 だと 思い， すぐさま モンテズ マ 
王のと ころに 走って 行き， 大 いなる 
白い 神が ついに 戻って 来られた と告 
げた。 

モンテズ マ はこれ を 聞いて その ま 
ま 受けと めた。 彼 は 王位 を 受ける 時， 
自分た ちの 宗教の 聖職者から 言われ 
たこと を 忘れて はいなかった。 「この 
王位 は あなたの もので はない。 あな 
たは 借り受けて いるので ある。 時 至 
らば あなた は大 いなる 御 方に お返し 
しなければ ならない。」 （ォナ レイ， 

P.  66) 

ス ペイ ンの 作家 デュ ラン は その 著 
書， The  Aztecs  「ァ ズテカ 文明」 で 
次のように 記して いる。 モンテズ マ 
は コル テス を 歓迎し， 宮殿まで 案内 
させる ために 忠実な しもべ を 遣わし 
た。 しもべ は コル テスに 向って， 「主 
よ， 真の 神よ。 あなたの 国， あなた 
の 王国へ よ う こそお いで 下さい まし 
た」 と 述べた。 デュラン はさら に， 
イン ディ アン は コル テスの 同行者 も 
天上の 人 だと 考えて いたと 語って い 
る。 

デュランの 言葉 を 続けよ う 。 

「モンテズ マ は， ベルク ルツ 海岸 か 
ら 去る 時に 再来 を 約束した ケッ アル 
コア トルが 戻られた と 信じ込ん でい 
たに 違いない。 

モンテズ マ と 王国の 高官た ちが， 
コル テスと ケッ アルコア トル を 同一 
人物 だと 確信して いた こと は 記録に 
も 明らかで ある。 

1864 年， ブロンドの ひげ をた くわ 
えた マ クシ ミラ ン 皇帝が ベル ク ルツ 
に 到着した 時に 至っても なお， イン 
ディ アン はケッ アルコア ト ルの 再臨 
の 約束 を 心に 思い浮かべた といわれ 
ている。」 


モンテズ マ は コル テス が 神で ある 
と 考えて いた。 しかし スペイン 人た 
ちの 裏切り 行為に 間もなく それ を ひ 
るが えす ことと なり， 戦いが 始まつ 
た 。 非運 な モンテ ズ マ は 王位 だ け で 
なく 命まで も 失った。 だ 力;， この 伝 
説 は 依然と して 伝えられて いったの 
である。 

ィ ギ リ ス の 探険 家 ジ: L 一  ムズ' ク 
ッ ク 提督が ハワイ にやって 来た 時 も 
同じような 場面が 展開され た。 クッ 
クが 上陸した 時， 折し も 土着民 は マ 
力 ヒキ祭 を 祝って いた。 これ は ポリ 
ネ シァ 人の 間の 白い 神の 言い伝えに 
基づく 祭で ある。 クック も 神と して 
うやうやしく 迎えられ， ロノの 神殿 
へ 案内され た。 しかし 彼の 一行 は 天 
使と は 全く カバナ 離れた よ うな 男た ち 
であった。 略奪行為 は 土着民の 怒り 
を 買い， その 結果 戦いが 展開され た。 
そして クック も 殺されて しまった。 

では 一体， 大 いなる 白い 神と はだ 
れ なの だろ う か。 ク ッ ク 提督で はな 
かった。 コル テスで もない。 この 御 
方 はだれ だつ たの だろ う か。 

イエス • キリス 卜 は パレスチナで 

導きと 教え を 施して おられた 時， 次 
のように 言われた。 ヨハネに よる 福 
音 書の 第 10 章の 記録 を 見て みよ う 。 
「わたしに はまた， この 囲いに いな 
い 他の 羊が ある。 わたし は 彼ら を も 
導かねば ならない。 彼ら も， わたし 
の 声に 聞き 従う であろう。 そして， 
ついに ひとつの 群れ， ひとりの 羊 飼 
となる であろう。」 （ヨハネ 10  ： 16) 
ナザレの イエス こそ この 白い 神 だ 
つたので ある。 主 は 聖地で 復活され 
た 後， 古代 ァメ リ 力 を 訪れた もうた 
ので ある。 では その 根拠 は どこに あ 
るの だろ う か。 

古代 パレスチナ 地方と 同様に 西 半 
球に おいても， 予言者た ち は 人々 に 
教えと 導き を 施し， 霊感 を 受けて 人 
人に 指示 を 与えて いた。 聖地の 予言 
者た ちと 同様に 彼ら も 大切な 出来事 


をす ベて 記録した ので ある。 

予言者た ちはキ リ ス 卜の 来臨 を予 
言し， 人々 は その 期待に 胸 を ふく ら 
ませて いた。 

闇が 支配した 3 日間の 後， 人々 力； 
神殿の まわりに 集まって いると， 天 
から 次の よ う な 声が 聞こえた。 

「わ 力; 喜ぶ 愛子 を 見よ。 われ はこれ 
に 由 り てす でに わが 名の 栄光 を 示し 
ぬ。 わが 愛子に 聞け。」 

この 声に 人々 が 天 を 仰ぐ と， 栄光 
に 包まれた 御 方が く だってき て 人々 
の 前に 立 たれた。 古代の 記録 は その 
模様 を 次の よ う に 説明して いる。 

「 …… このお 方 は 白い 衣 を 召 して， 
降って きて 群衆の 中に 立ちた も うた。 
群衆の 目 はみ な このお 方の 上に 注が 
れ たが， 互いに 物 を 言う 勇気が なか 
つた。 …"- 

時に そのお 方 は 手 を 伸ばして 群衆 
に 話しかけて 仰せに なった。 

『見よ， われ はィ エス' キリストな 
り。 予言者ら が この 世に 来る と 証 を 
したる その 者な り 。』 

われ は 世の 光に して ま た 世の 生命 
なり。 われ は 御 父が われに 授けた ま 
いし かの 苦き 杯 をす でに 飲み， 世の 
人の 罪 を わが 身に 引き受けて 御 父の 
栄光 を 示したり。 …… J 

『汝ら わが 肋に その 手 を さし 入れ， 
わが 手足に ある 釘 あとに 触れて， わ 
れがィ ス ラエルの 神に して 全世界の 
神なる こと， また われが 世の 人の 罪 
を 負うて 一度 殺された る を 知る ため 
に 起ちて われに 近づけ』 と。 

そこで 群って いる 人々 は 近よ つて 
その 手 を イエスの 肋に さし 入れ， ま 
たィ エスの 手足に ある 釘 あとに 触れ 
た。 かれら は， 一人一人 みな イエス 
に 近よ つて これ をな し， 各々 みな 目 
で 見， 手で 触れて， この 御 方が 予言 
者た ちに よって この 世に 来る と 誌 さ 
れ たお 方で ある こと を 確に 知り， ま 
た 証 をす る ことができた。 

人 は 各々 みな 近よ つて 親しく これ 


146 


を 見， 親しく これに 触れた からみな 
一せ いに よば わって， 

『ホ ザナ よ。 いと 高き 神の 御名 を讃 
美す』 と 言い， イエスの 足下に ひれ 
伏して イエス を 拝した。』」 （m ニーフ 

アイ 11 ： 7 — 11， 14—17) 

ィ エス は パレスチナに おいてな さ 
つたよう に， 彼らに 真の 宗教 を 教え， 
病人 をい やし， 子供た ち を 祝福し， 
西半球に おける 主の 教会 を 設立され 
た。 

これが インディアンと ボリ ネ シ ァ 
人の 伝説のお おも と をな す もので あ 
る。 そして 代々， 現在に 至る まで 伝 
えられて きたので ある。 

しかし それが 確かに キ リ ス 卜 であ 
つたこと を どう すれば 知る こ と がで 
きる だろ う 力、。 

先に 述べた よ う に， 古代 ァ メ リ 力 
の 多 く の 予言者 は パレスチナの 予言 
者た ちと 同じように， 彼らの 歴史と 

受けた 啓示 を 書き記した。 その 記録 
も 膨大な 量に のぼった。 そして， 最 

終 的に 紀元 400 年頃に この ァメ リ カ大 
陸に 住んだ モル モン という 名の 予言 
者に よって 要約され た。 


彼が 編集者であった ため， この 本 
は モル モン 経と いう 名が 付けられた。 
こ の 書物 は 近代に 奇跡的な 方法で 世 
に 出された。 この 書物 は キリストが 
古代の 白い 神で ある こ と を 証明して 
いる。 そして 聖書と 同様， 聖典で あ 
る。 ィザャ 書の 第 29 章に， この 新し 
い 聖典が 世に出る こと を 予言し， そ 
の 出現の 様子 を 述べた ィザャ の 言葉 
が 記されて いるが， モル モン 経が 実 
際に 世に出た 状況 そのもの である。 
これ は 単なる 偶然で はない。 聖書の 
予言の 成就で ある。 

ィ ザ ャは封 じて ある 書物 だと 述べ 
たが， 事実 その 通りだった。 

また， この 書物が 識者に 渡される 
がその 人 はこれ を 拒む と 言った が， 
その 通りに なった。 さらに， 注目に 
値する ことがある。 ィザャ はこの 書 
物が 無学な 者た ちの 手 を 通じて 人々 
に 渡され， 世の 注目 を 集める と 言つ 
たが， 全く その 通りに なって いる。 

出版され る 時 を 指して， パレス チ 
が 肥えた 畑と なる 末日に この 書物 は 
世に 現れる と 言った が， その 通り だ 
つた。 


「その 日， 耳し いは 書物の 言葉 を 聞 
き， 目し いの 目 は その 暗やみから， 
見る ことができる。 柔和な 者 は 主に 
よって 新たなる 喜び を 得」 ると 言つ 
た ィ ザャの 言葉 は ことごとく 成就し 
た。 

そして これが 行なわれる 時， 神 を 
信じない 世の 人々 の 間で 全能者 は不 
思議な 驚くべき わざ を 行なわれる と 
言った が， これ も その 通りに なった。 

モル モン 経はィ ザャが 語った 書物 
である。 これ は 近代の 人々 に 光 を 与 
える ために 世に 現わされた 聖典で あ 
り ， 古代 ァメ リ 力 人の 聖 なる 書物で 
ある。 

モル モン 経はキ リ ス ト が 神の 御子 
である こと を 証す る 新しい 証人で あ 
り， キリス 卜 教徒の 救い主， ユダヤ 
人の メ シャ， 古代 ァメ リ 力の 白い 神， 
全人 類の 嘖ぃ 主で ある こと を 証す る 
ものである。 また それ は 私たちの 証 
でも ある。 私たち はこの こと を主ィ 
エス' キリスト の聖 いみ 名に よ り 証 
する。 アーメン。 
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大 管長の 手 を 支える 

大 管長 会 第一 副 管長 • 十二使徒 評議員 会 会長 

ハロルド • B  • リー 


ス ミ ス大 管長の 説教に 入る 前に， 
一， 二 申し上げたい ことがある。 

こ の 教会が 組織 された とき， 正し 
く 言えば 組織され た その 日に， 主 は 
教会に 対して 語られた。 しかし 主が 

語 られ たの は 教会 設立 に 加わ つ た 6 
名 の 教会員 に 対 し て だ け ではない。 
すなわち 主 は その 啓示の 中で， 教会 
の大 管長に ついて 言及され たので あ 
る。 当時 予言者 ジ ヨセフ' ス ミス 力； 
その 職に あった。 主 はこ う 言われた。 

「この 故に 汝ら 教会員 は， 彼が 上よ 
り受 くるま まに 汝らに 与う る 誠 命と 
彼の 言と を 皆 心に とめて よ く 聞き， 
わが 前に 全 く 聖き道 を 履むべき なり 

そ は 彼の 言 は， 汝ら 全き 忍耐と 信 
仰と を 以て， あたかも わが 口より 聞 
く が 如く にこれ を 受け 入るべき なれ 
ばな り 。 

これらの こと を 為さば， 地獄の 門 
も 汝らに 打 勝たざる べし。 而 して， 
誠に 主なる 神 は 汝らの 前よ り 暗闇の 
力 を 追い払い， 汝らの 為と 神の 御名 

の 栄光の ために もろ もろの 天 を も K 

い 動かし めん。」 （教義と 聖約 21 ： 4 
― 6  ) 

今 は 主 を 迎える 最後の 神権 時代で 
ある。 主が 主の 教会と 世に 対する 業 
を 終えられる 前に， 私たち は 困難な 
時期 を 切り抜けなければ ならない。 


まず 主 を 迎える 備え をさせる ために 
福音が 回復され た。 これから サタン 
の 力 は 強大な ものと なって いく だろ 
う。 その 徴候 は 至る所に 現われて い 
る。 教会の 内部で も それ は 起こる で 
あろう。 タナー 副 管長が 語った よう 
に， 「偽善者 は 信仰 を 公言す る。 だが 
その 心の中 は 死人の 骨で 一杯な ので 
ある」 といった 事態が 起きる であろ 
う。 教会員で ある こと を 公言し なが 
ら， 主が この 教会 を 管理す るた めに 
召した も うた 指導者に 従わない よう， 
陰で 手引き をす る 人が 出て く るで あ 
ろ う 。 

さて， 私たちに とって 最も 安全な 
道 は， 主が 教会 設立の 日に 語られた 
言葉に 従う ことで ある。 私たち は 主 
が 予言者 を 通じて 下された 言葉 ゃ戒 
めに よく 従わなければ ならない。 こ 
の 言葉 や 戒め は， 「心に とめて よく 聞 
き」， 主の 前に 「全く 聖き道 を 履」 み， 
さらに 「あたかも わが 口よ り 聞く が 
如 く に」 受け入れ るよ うに 与えられ 
たもの だからで ある （教義と 聖約 21 
： 4  一  5)。 信仰と 忍耐 を 必要と する 
もの も あるだろう。 教会 幹部 か ら の 
メッセージ を 快 く 思えない こ とも あ 
るか も 知れない。 あなたの 政治 上の 
見解 や 社会 観と 相容れな いもの も あ 
るだろう。 また あなたの 社会生活 を 


多少な り と も 犠牲に しなければ なら 
ない よ うな メ ッ セージ かも 知れない。 
し 力、 し， これらの メッセージ を 神の 
口から 出 た 言葉 と して 忍耐 と 信仰 を 
もって 従うならば， 主 は 次の ような 
約束 を 実行して 下さる であろう。 「地 
獄の門 も 汝らに 打 勝たざる べし。 而 
して， 誠に 主なる 神 は 汝らの 前より 
暗闇の 力 を 追い払い， 汝らの 為と 神 
の 御名の 栄光の ために もろ もろの 天 
を も 震い 動かし めん。」 （教義と 聖約 
21 ： 6  ) 

さて 私たちに は， 長年の 経験 を 積 
み 進歩して きた 大 管長が いる。 6 力 
月 前の 就任 以来， 大 管長 は ス ミ ス姉 
妹と 共に メキシコ を 訪れ， アリゾナ 
神殿へ 赴いて， 新しい 神殿 長 会に 結 
び 固めの 鍵 を 授け， さらに は ハワイ 
諸島 を 訪れて ハ ワイ チャーチ 力 レツ 
ジの 創立 記念式典 および 教会 歴史の 
初期に 当地で 起こった 幾つかの 出来 
事 を 記念す る 集会に 参列 し た 。 

こ の 大会で も 大 管長の 日程 は ぎ つ 
し り 詰まって いる。 

一週間 前の 木曜日， 教会 幹部 は 全 
員 この 大会の ために 霊的に 自ら を備 
えるべく 断食して 神殿の 一室に 集ま 
り， 祈り を 捧げた。 私たち はみ たま 
が 注がれる の を 感じた。 それ は 私た 
ちの 祈り に対する 主の 答えの 証拠 だ 


148 


つた。 スミ ス大 管長 は 幹部の 兄弟た 
ちに 語った。 大 管長 は 扶助 協会 大会 
に 出席して 姉妹た ちに 教え を 述べ， 
日曜 学校 大会で も 話 をした。 総 大会 
の 最初の 集会， 神権 部会， そして こ 
の 集会で も 話 をす る。 

私 はタナ 一 副 管長と 共に 副 管長の 
責任が ある 力;， 私たちの 果たすべき 
役割に ついて 考える とき， モー セが 
置かれて いた 状況 を 思い出す。 当時 
も， 今と 同じように 数多くの 教会の 
敵が あった。 教会の 業 を 崩壊 させよ 
うと 機 をう かがって いた。 モー セは 
丘の 頂に 座って， 神の つえすな わち 
神権の 鍵 を 立てた 時， イスラ ヱルは 
敵 を 打ち 敗った。 しかし 時間が たつ 
につれ て， 手が 重 くな り， だんだん 
下がり 始めた。 そこで 彼ら は 力 を 維 
持し， つえが 傾かない ように， モー 


セの手 を 支えた。 いと 高き 神の 聖徒 
たちが 教会の 敵に 打ち破られる こ と 
がない よ うに モー セを 支えた ので あ 

る。 （出 エジプト 17  ：  8— 12 参照） 

私 は， これが タナー 副 管長と 私が 
果たすべき 役割 だと 考えて いる。 ス 
ミ ス大 管長の 腕が 疲れて くる かも 知 
れ ない。 重責の ゆえに 大 管長の 手が 
下がって くる かも 知れない。 けれど 
も 私たちが 大 管長の 手 を 支え， 大管 
長の 傍 ら に 立つ て大 管長の 指示の 下 
に 指導す るなら， 地獄の 門 は あなた 
方と イスラエルに 打ち勝つ ことが な 

いので ある。 私たちの 安全 は， 主が 
主の 教会 を 管理す るよう 召された 人 
に 従う かどう かに 懸かって いる。 主 
は こ の 教会 を 管理 させたい とお 考え 
になる 人 を 御存じで ある。 決して 誤 
る こと はない。 主 は 気 ま ぐれに 物事 


をな す 御 方で はない。 過去に そうい 
つたこと は 一度 も なかつ た。 世の 科 
学者， 哲学者 は， 神の 御存じな いこ 
と を 発見したり， 知った こと は 一度 
もない と 私 は 考えて いる。 世の 学問 
をす ベて 寄せ集めても， その 力， 意 
義， 内容に おいて 主の 啓示に かなう 
もので はない。 

私たち は大 管長に 目 を 向け， 大管 
長の 手 を 支えよう ではない か。 タナ 
一 副 管長と 私 は それ を 続ける 覚悟で 
いる。 

ス ミ ス大 管長， 私たち は 主から 高 
い 地位に 召されて いる あなた を 尊敬 

し， 支持す る。 この 大 いなる 大会 を 
閉じる にあたり， 私たち は 愛する 大 
管長から 祝福 を 賜りたい と 願って い 

る。 
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愛する 兄弟 姉妹， この 偉大な 大会 
を 閉じる にあたり， 皆さんの 上に 祝 
福が あらん こ と を 願って いる。 

神権 は 人類 を 祝福す る 力で あ り ， 
神権 者 はすべ て その 責任の 範囲 内で 
神権 を 用いて 隣り 人に 祝福 を 与えな 
ければ ならない。 私たちが 聖 きみた 
まの 導く ままに， 正しく この 権能 を 
用いるならば， 私たちの 行ない はこ 
の 世に あっても， また 永遠の 世に あ 
つても 主により 結び 固められ， 認め 
られ るので ある。 

そこで 私 は 聖徒た ち， つまり 主 を 
愛し， 主の 戒め を 守る ことによって 
主の み 業への 献身 を 表明して いるす 

ベての 人々 を 祝福した いと 思う。 彼 
らが 物質的に も， 霊的に も 恵まれ， 
父なる 神の 祝福に よって 義 にかな う 
ことにお いて 繁栄す るよ う 願って い 

る 0 

私 は， 私自身 だけでなく， 皆さん 
の 思い も 込めて， 私たちに 豊かに 下 
した も う た 恵み を 主に 心から 感謝し 
たいと 思う。 

私たち は 天父の 力に よ つ て 立て ら 
れた 自由の 民で ある。 自然の 美 も 恵 


感謝の 心 を もって 


大 管長 

ジ ヨセフ' フィ 一ルディ ング' ス ミス 


み もす ベて 私たちの もので あり， 私 
たちに は 真理が 与えられ ている。 も 
し 私たちが この 真理に 従い， 神が 喜 
ばれる ような 生活 をす るなら ば， こ 
の 世で 平安と 喜び を 得， 永遠の 王国 
で 神と 共に 豊かな 生活 をす る 約束 を 
得る ので ある。 

永遠の 父なる 神よ。 末日に あなた 
の 福音の も とに 集まって きた 聖徒た 
ち， イスラエルの 残りの 子孫の 上に 
あ ふるる ばか りの みたま を 注 ぎ た ま 
え。 

私たち は ひとつの 民と して あなた 
に 仕え， 戒め を 守り， 真理と 義のメ 
ッ セ 一' ジ を 世界中の 人々 に宣べ 伝え 
たいと 願って いる。 そのために 私た 
ち は 世界 各地に 宣教師 を 遣わして い 
る 。 私の 息子た ち もこ こ 数年 来， 伝 
道 地で 絶えず その 業に 励んで いる。 
そのうちの ひとり は 今 も 外国の 地で 
伝道して いる。 

私たち は 天父が この 大会で， しも 
ベら の 口 を 通して， 大 いなる 真理と 
光明 を 授けて 下さった ことに 心から 
感謝して いる。 それ は， 聖 きみた ま 
の 力に よって 世界中の 正 li な 人々 の 


心に 浸透して いったに 違いない。 

また 日 ごとの 糧を 与えられ， 霊的 
にも 強められ ている こと を 感謝 し て 
いる。 今や 私たち は 再 新され， 新た 
な 活力 を 受け あなたの 使いと して， 
命じた もうこと を 全力 を g く して 行 
なう つも りで ある。 

天父よ。 あなたが 与えて 下さった 
すべての ものに 私たち は 感謝して い 
る。 私たち は あらゆる ものに あなた 
のみ 手 を 感じて いる。 願わく ば， こ 
の 地上に おいて その 目的が 達成され, 
勝利 を 得る よ う 祈って いる。 

あなたが 昔と 同じよ う に 今日 も， 
人々 に 語り かけて おられる こ と を 知 
つてい る。 私たち は あなたの み 言葉 
を 世に 伝え， 人々 が 私たちの 善い 行 
ない を 見て あなたの 栄光に 導かれる 
よう 世の 光と して 立つ， あなたの 器 
である。 私たち は 喜んで その 器に な 
り たいと 願って いる。 

私たち はすべ ての 事柄に おいて， 
あなたの 聖 きみ 名に 誉れと 栄光が こ 
の 世と 永遠と にわた つて 増し 加えら 
れ るよう， イエス • キリスト のみ 名 
によって 祈る。 ァーメ ン。 
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闇より 出で て 


大 管長 


ジ ヨセフ' フィ 一ルディ ング • ス ミス 


愛する 兄弟 姉妹， この 場に 列席の 
皆さんと ラジオ， テレビ を 通じて 大 
会の 模様 を 見聞きして いるすべ ての 
人々 に 歡迎の 意 を 表したい。 末日 聖 

徒 ィヱス • キリス ト 教会の 第 141 回 総 
大会に 皆さん を 歓迎す る。 

私たちが き ようこ こにいる の は， 
主に 仕え， 霊と まこと を もって 主 を 
礼拝し， 命の パン を 食べ， 主の 教会 
の 諸 業務 を 管理す るよ う 主よ り 選ば 
れた 者た ちから 助言と 教え を 受ける 
ためで ある。 

私 はこ こに 出席して いるすべ ての 
人々 が， また 大会の 説教 を 通して 感 
動 を 覚えた すべての 人々 力;， みたま 
の 導き を 受けられ るよ うに 自ら を備 
え， そうして 信仰と 証 を 築き， 主の 
戒め を 守り， 主に 喜ばれる こと をし 
たいとい う 気持 を 高める ことができ 
るよ う 心から 望んで いる。 

私たち は 主の 業に 携わって いる。 
この 教会 は 主の 教会で ある。 主が 救 
いの 計画 を 立てられた。 この 時代に 
天が 開かれて， 私たちが 受けた の は 
主の 福音で ある。 従って， 主が 啓示 
したもう た 真理 を 信じ， それに 従つ 
て 生活す る ことこ そ， この 世に おけ 
る 私たちの 望みと 目的の すべてで な 
ければ ならない。 教会の 内外 を 問わ 
ずい かなる 人 も， 神の みこ ころと 一 


致しない 教え を 信じたり， 活動 を提 
唱 したり， 主義 主張 を 支持して はな 
ら ない。 救いの 真理に ついて 私たち 
の 目的と する ところ はた だ ひとつ， 
主が 明らかにして おられる こ と を 知 
り， そして それら を 信じ， それらに 
従って 行動す る こと だけで ある。 

主 は こ の 時代に 永遠の 福音 を 再度 
明ら 力、 にし， 末日 聖徒 イエス • キ リ 
ス 卜 教会 を その 救いに かかわる 真理 
の 管理人と し， 世に 分け与える 者と 
された。 このため 私 は 教会員と 世の 
人々 に対して， 救い を 得る ために は 
必ず 受け入れな け れ ばな ら な 、永遠 
の 原則 を 幾つか 述べて みたい。 これ 
ら の 簡潔で 深遠 な教 え はこ の 神権 時 
代に 啓示に よって 私たちに もたら さ 
れた。 

私たち は， 天父が 栄光に あふれた， 
昇栄 された 御 方で あり， あらゆる 権 
能， 力， 支配権 を 持ち， 万物 を 知り 
言: も う 御 方で ある こ と を 知っている。 
天父 は， その 生みた まいし 独り子 を 
通して， この 地球 を はじめと する 無 
数の 世界 を 創り， それら すべてに 霊 
の 子供た ち を 住まわせて おられる。 

天父 は 限 りなく 永遠で あり， 'ま 
子ら が 進歩 成長して， 天父の ように 
なる ための 律法 を 定められた。 

救い はキ リストのう ちに ある。 キ 


リ ス ト は 永遠の 御 父の 長子で あ り ， 
天上の 会議に おいて 限 り ない 永遠の 
噴 罪 を 成し遂げ るよう 選ばれ， 予任 
された 御 方で ある。 また キリスト は 
神の 御子と して 地上に 生まれ， 福音 
によって 生命と 不死 不滅 を 得る 方法 
を 世に 明らかにされた。 

キリスト は， アダムの 堕落に よつ 
て 世に もた ら された 肉体と 霊の 死 か 
ら人々 を 解放し， 悔い改め を 条件に 
全人 類の 罪 を 身に 受けられた。 私た 
ち はこれ を 一点の 疑い もな く 信じて 
いる。 

イエス. キリス 卜の? は 救いの 
計画で ある。 主の 噴い の樣牲 によ り 
あらゆる 人 は よみがえつ て 不死 不滅 
となり， 肉に おいてな した 行ないに 
応じて 裁き を 受ける。 音の すべて 
の 律法 を 信じ， 守る 人 も よみがえつ 
て， 御 父の 王国に おいて 永遠の 生命 
を 受ける。 

私たち はなし 得る すべて をな した 
後， 恵みに よって 救われる ので ある, 

すべての 人 は， キリストの! いとい 
う 基の 上に 立ち， 主の み 前に 畏れお 
のの いて 自らの 救い を 勝ち取ら なけ 
れ ばなら ない。 

私たち は 宣言す る。 人が 救い を 得 
るに は， 主 イエス' キリスト を 信じ, 
自らの 罪 を 悔い改め， 権能 を 持つ 者 
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によ り 水に 沈められる バプ テス マ を 
受け， 按手に より 聖霊の 賜 を 受け， 
その後， 戒め を 守り， 終わりまで 耐 
え 忍びながら キ リ スト を 固く 信じて 
進まなければ ならない。 

この 救いの 計画すな わち 福音の 計 
画 は， 最初の 人， 父祖 アダム 以来の 
各 神権 時代に 継承され てきた。 エノ 
ク， ノア， アブラハム， モー セに知 
ら され， S 代 アメリカの 住民に も は 
つきり と 宣言され た。 イエス， ぺテ 
口， パゥ 口， さらに は 時の 絶頂の 時 
代の 聖徒 た ち が教 えたと 同 じ 福音の 
計画で ある。 

次に， 現在 生きて いるすべ ての 人 
にと つ て 極めて 大切な こと を 申し 上 
げたい。 闇と 不信仰， 純粋で 完全な 
キ リ ス ト教の 真理から 離れる という 
長い 闇夜の 後， 主 は その 無限の 知恵 
により， 完き 永遠の 福音 を 地上に 回 
復 された。 

私た ちはジ ヨセフ • ス ミス が 予言 

者で ある こと を 知っている。 1820 年 
の 春， 御 父と 御子 はジ ヨセフに 姿 を 
現わし， この 最後の 福音の 神権 時代 
の 幕 を 開け放 たれた。 ジ ヨセフ は 神 


の 賜と 力に よ り モル モン 経 を 翻訳し 
た。 また， その 目的の ために 遣わさ 
れた 天使た ちから 鍵と 権能と を 受け 
た。 そして 主 は 予言者 ジ ヨセフに 救 
いの 教義 を 明らかにされた。 

末日 聖徒 イエス • キリス ト 教会 は 
地上に おける 神の 王国で あり， 真の 
救いの 教義 を 学び， 聖 なる 神権の 権 
能 を 見いだ す ことので きる 唯一の 場 
所で ある。 

聖霊 は 啓示 を 与える 御 方であって, 
あ ら ゆる 地に 住む 心の 正直な 人々 に， 
イエス. キリスト が 神の 御子で ある 
こと， ジ ヨセフ' ス ミス が 予言者で 
ある こと， この 教会が 「全地の 面に 
於け る 唯一の 真にして 生命」 ある 教 
会 （教義と 聖約 1 ： 30) である こと 
を 証した もう。 

も はや， いかなる 人 も 闇に とどま 
つてい る 必要 はない。 永遠の 福音の 
光が ここに ある。 真心から 求める す 
ベての 人 は， 主の 業が 真実の もので 
あり， 神の 業で ある こと を， 聖 きみ 

たまから 個人的な 証 を 受ける。 

ぺ テロ はこの よう に 述べて いる。 
「神 は 人 を かたよ り みない かたで， 


神 を 敬い 義を 行う 者 は どの 国民で も 
受け いれて 下さる。」 （使徒 10:  34 — 
35) すなわち， 主 は 忠実な 人に みた 
ま を 注いで， この 教会が 真実で ある 
こと を 自分で わかる よ うにして 下さ 
ると いう ことで ある。 

私 は， 主が 最後の 機会と して 地上 
に 再び 福音 を 回復し， 主の 王国 を 確 
立され たこと を 聖霊の 力に よ り 知つ 
た 者の ひとりと して， これまで 述べ 
たこと が 真実で ある こ と を 証す る。 

神 は 生きて おられる。 イエス- キ 
リ ス 卜 は 御 父の 生みた まいし 独り子 
である。 ジ ヨセフ • ス ミス とその 後 
継 者 は 主の み 手の 中に あって 働く 器 
となり， 現代の 地上の 人々 が 天の 祝 
福に あずかれ るよ うにして いる。 

願わくは， 教会の 内外に おいて， 
地に おける 主の 目的が すみやかに 果 
たされ， 主が 忠実な 聖徒ら を 祝福し 
たもうよ うに。 真理 を 求める 人々， 
主の 前に 正しい 心 を 持つ 人々 が， 私 
たちと 共に 回復され た 福音の 完き祝 
福に あずかる ことができ るよう に。 

これら を主ィ エス' キリスト のみ 
名に よ り 申し上げる。 ァーメ ン。 
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鉄の 棒 


大 管長 会 第一 副 管長 •+ 二 使徒 評議員 会 会長 


ハロルド • B • リ一 


私 は， ここに 立って いるし ばし の 
間 この 大会 を 通じて 注がれて き たみ 
たまが 引き続きと どまる よう， 心 か 
ら 祈る 次第で ある。 

先 ごろ， 「ウォール ストリート' ジ 
ヤー ナル」 に 掲載され た 記事 を 読ん 
で 私 は 深 く 考えさせられる ところが 
あった。 それ は コロンビア 大学の 著 
名な 神学者の 筆になる もので， 「無 目 
的と その 対策」 と 題して あった。 ュ 
ダャ教 の 律法 学者 アーサー . ヘルツ 
ァ 一 グ氏 によ る この 記事から 引用 し 
てみたい。 

「人々 は 何のた めに 宗教 を 求める か 
といえば， 物質で は 応じ 切れない 飢 
え を 満たす ためで ある。 しかし， 宗 
教 がその 飢え を 満たせな いと， その 
宗教 は 衰退す る ほかない。 •••••• 聖職 

者が 世俗化す る その 瞬間から， 世 は 
地獄への 落下 を 始める。 

…… 宗教と は， 人間の 本質， 人生 
の 意味， 天地万物と 個人との 関係と 
いった 疑問に 対して， 人が 数千 年間 
にわた つ て 築 き 上げて き た 見識で あ 
る。 実は， 人が 抱いて いる 不安の 根 
源 は ほかならぬ こ こに あるので ある。 

人 は 自らの 混乱と 空しい 状態， 現 
代 風に 言えば 無 目的への 不安 を 解消 
させる もの を 探し 求めて いる。 宗教 
の 説 く 真理が 果たして こ の 必要 を満 


たす ことができ るか どうか はわから 
ない が， ただ はっきり している こと 
は， 政治 行動で はな く， ここ に 宗教 
の 関与すべき 道が ある という ことで 

あな 0」 

目的 もな く さ迷って いる 人， 自 ら 
の 必要 を 満たし， 混乱と 空し さから 
抜け出す ために 何 か を 探し 求めて い 
る 人々 への 答えと して， 私 は 紀元前 

600 年頃の リー ハイと いう 古代の 予言 
者に もたらされた 驚くべき 示現 を 中 
心に して 2，  3 の 考え を 述べて みた 
い。 忠実な 教会員 は， この モル モン 
経に 記された 出来事 をよ く 耳に して 
いる ことと 思う。 しかしながら， 私 
たちと 信仰 を 同じく しない 人々 であ 
つても， これ を 現代 社会に 見られる 
多 く の 傾向 や 趨勢に あてはめて 真剣 
に 考えて みるならば， 大きな 意義 を 
見いだ す ものと なる であろう。 

この 夢の 中で， あるいは 示現と 言 
つた 方が 良い かも 知れない が， その 
中で 予言者 リ 一 ハイ は ひと りの 天使 
に 導かれて， 暗く， ものすごい 荒野 
を 通り， 人 を 幸福に する に 足る おい 
しい 実の なった 1 本の 木の も とへ 行 
つた。 そして 一筋の 川 を 見た が， そ 
の 川 は， おいしい 実の なった 木まで 
通じて いるまつ すぐな 狭い 道に ねつ 
て 流れて いた。 川岸と 道の 間に は 1 


本の 鉄の 棒が あって， これ は 旅人が 
狭い 道から 川へ 落ちる の を 防ぐ ため 
の ものと 思われた。 

リ 一 ハイが 見る と， 多くの 人の 群 
れが 見え， 彼ら は あの 実 をつ けて い 
る 木が ある 広い 野原に 向かって 進ん 
でいた。 人々 が 進んで いると， 暗黒 
の 霧が 起こった。 非常に 深い霧で あ 
つたた め， 多くの 人々 が 道 を 見失い， 
道に 迷い， にごった 川に 落ちて お ぼ 
れ たり， 横道に 踏み迷って 姿が 見え 
なくなって しまった。 けれども， 一 
寸先も 見えない 霧の ために 同じよ う 
に 迷い込む 危険に 遭いながら も， 招 
かれる まま に 鉄の 棒 をし つかりと 握 
つて 道 を 歩き続け， 危険な を 乗り 
越えて おいしい 実 を 食べた 者た ち も 
いた。 川の 向こう岸に は 大勢の 人々 
がいて， 旅 を 無事に 終えた 者た ち を 
指差して あざけった。 

聖書に 登場す る 多くの 古代の 予言 
者の 場合に も 見られる ように， 主 は 
この種の 夢 または 示現 を 予言者で あ 
る 指導者に 下し， 民に そのみ こころ 
を 示された。 主が 予言者 リー ハイに 
示された こ の 夢に も 大き な 意味が あ 
つた。 実の なった 木 は， あらゆる 人 
の 子ら に 差 し 伸べ られ ている 神の愛 
を 表わして いた。 神の 大 いなる 愛が 
どのよ う に 表わされて いるかに つい 


157 


て は， 主 御自身 力; 地上で 教えと 導き 
を 施す 業に 携わって おられた と き， 
ニコ デモに 説明して おられる。 「神 は 
その ひとり 子 を 賜わった ほどに， こ 
の 世 を 愛して ド さった。 それ は 御子 
を 信じる 者が ひと り も 滅びないで， 
永遠の 命 を 得る ためで ある。」 そして 
主 はこう 付け加えて おられる。 「神が 
御子 を 世に つかわされ たの は， 世 を 
さばくた めで はなく， 御子に よって， 
この 世が 救われる ためで ある。」 （ョ 

ハネ 3  ： 16—17) 

示現の 中で 見た 鉄の 棒 は， 神の み 
言葉すな わち ィ エス' キリス 卜の 福 
音で あり， 人々 を 命の 木まで 導く も 
のであった。 主 はこれ を， サ マリヤ 
の 泉で ひと りの 女に 「永遠の 命に 至 
る 水が わきあがる 生ける 水の 泉」 と 
説明して おられる （ヨハネ 4  ： 14 参 
昭）。 

川の 向 こ う 岸で 指差し あざけった 
者た ち は， 神の 子羊の 使徒た ちに 対 
して 戦い をい どむ ために 寄り集まつ 
た 世の 大勢の 人々 を 表わして いる。 
従って， 主が 明らかにされ たように， 
あざけった 者た ちはい わ ゆる 世の 賢 
者 を， 彼らが 集まった 建物 は 「世の 
人々 の 高慢」 を 表わす ものであった 
(I  ニーフ アイ 11  —  12 参照）。 

すべての 男女， 若人が 人類 を 悩ま 
せて いる 問題の 答 え を 必死 に 探 し 求 
めて いる この 混乱と 挫折の? 咼 巻く 中 
で， も し 彼らに 最も 必要と される も 
のがた だ ひとつ あると すれば， それ 
は 「鉄の 棒」 である。 あらゆる 「徳 
高き こと， 好ましき こと， よ き 聞え 
ある こと」 を 最終的に は 破壊し， 破 
滅 させる 奇妙な 曲 り く ねった 道の 多 
い 中で， この 鉄の 棒 は， 永 遠の 生命 
に 至る まっすぐ な 道に 沿 つて 設けら 
れた 安全 標識で ある。 

現在 モル モン 経と 呼ばれて いる こ 
の 聖典が 地上に もたらされる 時の 状 
態 を 予言者た ち は 予見して いたので 
ある。 これから その 予言 を 読んで み 


たいが， 今日 私たち を 取り巻い てい 
る 状態 を 同時に 考えて いた だ きたい。 

「あなたた ち が 心の中に 誇 り 高ぶ る 
ことと， あなたた ちの 中に …… ねた 
み， 争い， 怨み， 迫害し， あらゆる 
悪い 事 を 起こす ほどに おごり 高ぶつ 
ていない 者 は 僅し かいない と言う こ 
とと， また あなたた ちの 慢心に よつ 
て， …… すでに 汚れ 果てて いると 言 
う ことが 前以て 私に 解る。 

ごらん， あなたた ち は 金銭と 自分 
の 財産と 自分の 華やかな 衣と 自分の 
教会の 華やかな 飾り物と を， 貧しい 
人々， 病気の 人々 および 悩んで いる 
人々 よりも 愛する ので ある。」 （モル 
モン 8  ：  36—37) 

使徒 バウ D も 苦難の 時代 を 指して 
語って いる。 「その 時， 人々 は 自分 を 
愛する 者， 金 を 愛する 者， 大言壮語 
する 者， 高慢な 者， 神 を そしる 者， 
親に 逆らう 者， 恩 を 知らぬ 者， 神聖 
を 汚す 者， 

無情な 者， 融和し ない 者， そしる 
者， 無 節制な 者， 粗暴な 者， 善 を 好 
まない 者， 

裏切り者， 乱暴者， 高言 をす る 者， 
神よ り も 快楽 を 愛する 者， 

信心 深 L 、様子 をしながら その実 を 
捨てる 者と なる であろ う 。 …… 」 （11 
テモテ 3  ：  2  —  5 ) 

自 ら 信心深い 者， あるいは キ リ ス 
ト 教徒と 名乗る 者 は 多い。 ところが 
そういった 人 は， 「聖典 を 霊感と 道徳 
的な 真理の よ り 所と してし か 受け 入 
れ ず」， 「神より 与えられた 啓示 は， 
果たして 主の 使いが リ 一 ハイ に 語つ 
たよう に 神の 王国へ と 続く 手すり と 
なる のだろう 力、， それとも 単なる 指 
針に 過ぎない のだろう カリ と 平気で 
質問して いる。 

残念な ことに 私たちの 教会の 会員 
と 称する 者の 中に も， リー'、 ィが示 
現で 見た 「あざける 者」 と 大して 違 
わない 者が いる。 彼ら は， 教会 幹部 
を 福音に 関する 神の 特別の 証し 人と 


して， また 教会の 諸 業務 を 指示す る 
神の 代理人と して 受け 人れ ている, お 
実な 人々 から 離れ， 彼ら を 愚弄して 
いるよう に 思われる。 

教会に は， 自ら を 自由主義者と 主 
張し， かっての 大 管長が 述べた よう 
に， 「自分の うぬぼれた 考えに 照らし 
て 読む」 者た ちがいる （ジ ヨセフ • 
F  • ス ミス， 「福音の 教& 第 2 巻， 
P-116) 私 はかって 教会の 教育 関係の 
指導者に 自由主義者 を どのように 定 
義す るか を 尋ねた ことがある。 彼 は 
一言で こう 答えた。 「教会 内の 自由 主 
義 者と は， 証 を 持って いない 人， こ 
れ だけです。」 十二使徒 評議員で あ 
り 著名 な 教育家で もあった 故 ジョン' 
A  • ウイッツ ォ 一 博士 は， 教会 内の 
自由主義者 について 次の よ う に 述べ 
ている。 

「(教会 内で） 自ら を 自由主義者と 
称する 者 は， 通常 自らの 属して いる 
組織の 基本 原則 ま た は 指導原理すな 
わち 信条 を 破って いる 者で あり， 耝 
織の 一員で ある と 主張しながら その 
基本 原則 を 信じて おらず， 基礎 を 揺 
るが して 組織 を 改革し よ う と してい 
る 者で ある 

不変の 真理の 上に 建てられ ている 
と 主張しながら， 自由主義 を 信奉す 
る 宗教な どと いう もの はありえ な 
い。」 

そして ウイ ッッォ 一 博士 はこの よ 
うに 結んで いる。 「自分た ちが または 
自分た ちの 教会 は 自由主義に 基づい 
ている と 公言す る 人々 に 充分 注意す 
べきで ある。 彼らの 信仰の 家 は 砂の 
上に 建てられ ていて， 真理の 嵐に 耐 
えられな いからで ある。」 （『証拠と 一 
致』 「ィ ン プル ーブメ ント. エラ」 第 
44 巻， 1941 年， P.  609) 

こ こ で 再び リー M ィ の 示現での 言 
葉 を 用いるならば， 彼ら は 暗黒の 霧 
で 目が 見え なくなり， しかも 「鉄の 
棒」 にしつ かりとと りついて いない 
人た ちで ある。 
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主が いまだ 答え を 明らかにす るの 
をよ しとされ ないた め， 答えの わか 
ら ない 疑問が ある。 しかし そうした 
状況に 置かれて いても， ァ ブラ'、 ム. 
リンカーン がかって つたよう に 
「私 は ffl 書 を 読み 理解で きた こと を 
すべて 受け入れる。 そして 理解で き 
ない こ と は 信仰に よ つ て 受け れ 

る」 と a うこ とがで き る とすれ は'， 
それ は 素 晴ら しい こ と ではない だろ 
う か。 

地球が どのよ う にして 創造され た 
力 >， 人 は どこから 来たの かな どと い 
う 疑問に 答えられぬ まま 不安 を 覚え 
ている 知識人が， 広く 名 を 知られ， 
かつ 忠実な 教会員で ある， かの 科学 
者の よ う に 答える ことができる とす 
れば， どれほどの 慰め を 得る ことで 
あろう 力、。 ある 姉妹が， 「なぜ 主 はこ 
れら のこと について はっきり と 述べ 
られ なかった のです か」 と 質問した 
のに 対し， かの 科学者 はこう 答えて 
いる。 「たとえ 主が そ う された として 
も 私たち は 理解で きないでしょう。 
それ は 8 歳の 子供に 原子力の 理論 を 
説明しょう とする ことと 同じような 
もの だからです。」 

も しこの 世の 学問 を 修めた 人す ベ 
てが， 人の 考えた 理論に 惑わされて 
不信仰と 背教と いうに ごった 川に 落 
ちる ことなく， 信仰に よ つ て 理解へ 
と 導く  「鉄の 棒」 すなわち 神の み 言 
葉に しっかりと 従って ゆく ことが で 
き る とすれば， 何と 素晴らし いこと 

ではないだろう 力 >0 

私 は 教会の ある 有名な 科学者が， 
このよう に 語る の を 聞いた こ と が あ 
る。 「多く の 大'' J^: 教授が ァ ダムの ffl 落 
と 救い主の 嘖ぃを 哲学的に 解明し よ 
うとしたり， 論理 付けよ う と して， 
その 結果 教会 を 去って いる。」 これ は, 
主の 予言者 を 通して， また 聖 なる 場 
所に おいて さらに 完全に 「神の 奥 
義」 を 理解で きる よう 主が 私たちに 
明 ら かに された ことよりも， 人の 哲 


学 を 受け入れた ためで ある。 

主の 時代に も 同様の 疑問 や 論争が 
あった こと は 明らかで ある。 主 は そ 
の 簡潔な 答えの 中 で 不確実 な 事柄に 
惑わされな いための 原則 を,]; してい 
る 。 

*  /■ た ち が 神の 王 W で だれ が-一番 
偉い かとい う ことにつ いて 論争して 
いたと き， 主 は それ を 静める ために 
次のように 言われた。 「 •••••• 心 を いれ 

かえて 幼な 子の よ う にならなければ， 
天国に はいる こ と はでき ないで あろ 

う。」 （マ タイ 18  ：  3  ) 

聖典に よれば， 心 を いれかえ るす 
なわち 改宗と は， 心 を 変えて， 罪に 
より 支配され てい た 人の 道徳 観念 を 
義の 生活へ 方向転換す ると いう 意味 
である。 祈りが 答えられ， 使徒の 時 
代の 信仰の 擁護 者で あつ た シプ リア 
ン のように 心に 証 を 受ける まで， 「主 
に 忍耐強 く 仕えよ」 という 意味で あ 
る。 シ プリ アンの 言葉 を 引用しょう。 
「あらゆる 罪から 清められた 私の 心 
に， いと 高き 所よりも たらされた 光 
が 入り， そして 突然 驚くべき 方法で 
私 は 確かに 疑問が 解けた。」 

改宗と は， 単に 什 分の 一 領収書， 
会員 記録， 神殿 推薦状 等 を 持つ 「正 
式」 な 教会員に なること だ け で は な 
い。 批判的な 性癖 を 克服し， 外見 だ 
け で な く 内面の 弱点 を も 改善す るよ 
う 絶えず 努力し な く て はならない。 

主 は 人々 の 信仰 を 破壊し よ うとす 
る 者， 神の み 言葉から 遠ざけようと 
する 者， 「鉄の 棒」 から 手 を 離させよ 
うとす る 者に 対し， 警告 を 発して お 
られ る。 鉄の 棒 は， 贖い 主 を 信じ， 
この 地球と 人類に 関する 主の 目的 を 
信じて いる 者 を 守る ものである。 

主 は 警告して おられる。 「し 力  >  し， 
わたし を 信ずる これらの 小さい 者の 
ひとり を つまずかせる 者 は， 大きな 
ひき うす を 首に かけられて 海の 深み 
に 沈められる 方が， その 人の 益に な 
る。」 （マ タイ 18  ：  6  ) 


真に 信じて いる 者 を 破滅に 追い や 
るよう な こと をす るよりも， また そ 
のこと により 自 らの 永遠の 行く末に 
罰 を 招く よりも， この 世 で 死んで し 

ま う 方が よいと a われた ので ある。 
使徒 バウ D も 悪い 模範に よってぬ 
りの 教え を える ことの 危険に つい 
て 述べて いる。 「しかし， あなたがた 
のこの 自由が， 弱い者 たちのつ まず 
きにならな いように， 気をつけ なさ 
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すると その 弱い 人 は， あなたの 知 
識 によって 滅びる ことになる。 この 
弱い 兄弟の ために も， キリスト は夕ビ 
なれたの である。 

このように あなたがた 力" 兄！ た 
ちに 対して 罪 を 犯し， その 弱い 良心 
を 痛める の は， キリスト に対して 罪 
を 犯す ことなの である。」 （ I コ リン 

卜 8  ：  9  ， 11  —  12) 

予言者 ヤコ ブは 当時の 学識 ある 人 
人に ついて 述べて いる 力；， これ は 今 
曰に おいても 繰り返し 述べる 必要の 
ある ことで ある。 「 …… 人間 は 学問が 
あると 自分 は 賢い と 思って 神の 訓戒 
に 耳 を かさず， 自分 独りで 解る と 思 
つて 神の 訓戒 をう ち 捨てる から， そ 
の 智恵は 愚であって 何の 益に もなら 
ず， かれら はついに 亡びる ので ある。 

しかし， 人間が も しも 神の 訓戒に 
従うならば， 学問の あるの も 善い こ 
とで ある。」 （11 ニーフ アイ 9  ：  28— 
29) 

教会の 内外に おいて， 実業界で 高 
い 地位に ある 人々， 政界 や 法曹界で 
要職に ある 人々， 医師， 社会福祉 事 
業 家， 看護婦， 科学お よび 芸術 界の 
人々 が 忠実に また 献身的に 働いて お 
られる こと を， 私たち は 主に 心から 
感謝して いる。 特に 教会に おいて 指 
導 者の 責任 を 引き受け ている 人々， 
ホーム テ ィ 一 チヤ 一 や 神権お よび 補 
助 組織に おいて クラ スの 指導者と し 
て 働いて いる 人々， 教会の 内外 を 問 
わず 世界 各地で また 少数民族の 中に 
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あって 恵まれない 者た ちに 心 を 配り， 
未 t 人 や 孤児の 必要に 特別の 関心 を 
払って いる 人々 に 感謝して いる。 

私はィ エスが ザァカ ィ に 言われた 
ように， これらす ベての 人々 に 申し 
上げる。 「きょう， 救が この 家に き 

た。」 （ルカ] _9  ：  9  ) これ を 受ける 人 
は， 私たちす ベて を 安全に 命の 木に 
導く ことので きる 「鉄の 棒」 にしつ 
かりとと りついて いる 人で ある。 

最近 私 は 「ワシントンポスト」 紙 
に 掲載 された ジョージ 'ムーアの 筆 
になる 記事 を 読んだ。 彼 は 自ら を 
「マウントバーノンの 隠 とん 者」 と 
称して いる。 （マウントバーノンと は 
もちろん ジョージ' ワシントン の 先 
袓代々 の 家の ことで ある。） この 記事 
で ムーア は 次の よ う に 述べて いる。 

「私 はこれ まで 20 年間 マウ ン ト バー 
ノ ンで 過ごす ことによ り 幾らかで も 
自分の 無知 を 補う ことができた。」 ム 
ーァ は， 人 は 自分が いかに 小さい 者 
か を 知らなければ 何も 学ぶ ことが で 
きないと 主張して いる。 この 記事で 
ムーア は ジョージ 'ワシントン を 非 
常に 適確に 捉えて いる。 

「ヮ シン トン は 学校教育 を 受けな か 
つた。 だから こそ 識者に なり 得た。 
勉強 を 終える という ことがなかった 
力' 1? である。」 

ジョージ 'ムーアが 自ら を 語った 
言葉 は， 私たちの 多くに ついても 言 
える 言葉で あろうと 思う。 「私 は 60 年 
を 越える この 半生 を ひたすら 自分の 
無知 を 減らす ことに 努めてき た。」 

この 言葉の 中には， いずれの 分野 
であれ， その 方面で 秀でて いる 人に 
も 適用され る チヤ レンジが あると 思 
う。 ある 人 は 学校 を 卒業す ると 勉強 
を やめて しまう。 ある 人 は 伝道 を 終 
える と 福音の 勉強 を やめて しまう 。 
教会 内外 を 問わず 管理職 や 高 職に 就 
く と 勉強 を やめて しまう 人が いる。 

また ヮ シン ト ン について 語った こ 
の 言葉 も 忘れて はならない。 「も し勉 


強 を やめなければ， たとえ どのよう 
な 境遇に 置かれて いても 私たち は教 
育の ある 人になる こ とがで きる。」 

故 ドワイト •  D  'アイゼンハワー 
大統領 はこの ように 記して いる。 「自 
分の 仕事 をよ く 果たして いる 人， 怠 
け 者 や 皮 肉屋の 冷笑に たじろ ぐ こと 
なく 本当の 意味での 自信 を 持って い 
る 人， 正しい 目的 を 固持す る 人， 他 
人 を 思い やる 人， こういった 人 は 本 
質に おいて 指導者で ある。 特に 選ば 
れて 名声 を 得て いるいな いに かかわ 
らず， その 人 は 必ず 優れた 仕事 を 成 
し 遂げ， 心に 大きな 満足 を 得る。 

ちなみに， 主が 私たち を この 地上 
に 送られた 目的 はこ こに ある。」 （『指 
導 者と は』 「リーダー ズ • ダイ ジ エス 
ト」 1945 年 6 月 ， P.  54) 

イエス' キリスト の 真の 福音が 回 

復 され， 時 満ちた る 神権 時代に 教会 
が 再び 確立され たこと に加えて， 私 
たちに は 啓示 を 通して 指示と 教えが 
与えられた。 故 プリ ガム •  H  •  ロノ < 
ーッ 長老が 説明して いるよう に， こ 
のこと により 「バプ テス マが 水に 沈 
めら れ るべき か， 罪の 赦 しのた めに 
行なわれるべき かとい う 点が 明 ら か 
にされ ただけ でな く， 歴史 を 通じて 
蓄積され た ごみが 一掃され， 岩が あ 
ら わにされ， 神の 王国の 礎が 再び 置 
かれた ので ある。」 

末日 聖徒 ィ ヱ ス • キリス ト 教会の 
教えの 中に こそ， 世の 落し穴， 挫折, 
邪悪から 守る ものが あると 宣言 すれ 
ば， 多くの 人 は 「そんなば かなこと 
が」 と 思う かも 知れない。 天上に お 
いて 立案され た 救いの 計画 は， 永遠 
の 生命に 至る 狭くて 細い 道 を 示して 
いる。 だが 多くの 人 は その 道に 従う 
こと を 拒んで いる。 

主は大 いなる 啓示の 中で 初期の 時 
代の 教会 指導者に 対して ，多くの 分 
野で 真理 を 追求す るよう 戒め， 指示 
を 与えられた。 

その 第 1 はもち ろん， 「汝ら 互いに 


こ の 王国の 教義 と 神の 王国 に 就 け る 
すべての 事を教 ゆべ し」 である （教 
義と聖 約 88  ：  77 — 78 参照） 

ついで 主 は 私たちに 広範囲の 学問 
を 求める よ う 勧めて おられる。 主の 
教会 はこの 世の 種々 の 学問に ついて 
全く 知らずに 運営され るべき ではな 
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また， 信仰 を 持たない 人々 に 対し 
て も 啓示 を 与えて おられる。 「また 正 
に 研究 と 信仰 とに より て 学問 を 求 む 

べし。」 （教義と 聖約 88  ： 118) 

どのよう にして 「信仰に よって 学 
問」 をす るかと 問う 人 もい る ことで 
あろう。 ある 予言者が その 方法 を 説 
明して いる。 まず， 主の み 言葉 を 全 
力で 試し， 信じよ う とする 望み を 持 
たなければ ならない。 そして， 主の 
み 言葉の 一部分で も 受け入れる ほ ど 
の 信仰が できるようになるまで， こ 
の 望み を 育てて ゆく。 その 際， 種子 
をまい たと きと 同じように， 大事に 
育て， 世の すべての 人 を 照らす 主の 
みたま を 拒まない よ う にしなければ 
ならない。 やがて， それが よい もの 
であるに 違いない と 心の中で 感じ 始' 
める。 なぜならば， それ は あなたの 
心 を 大きく 開き， 理解力 を 増す から 
である。 リー ハイが 示現で 見た 木の 
実と 同じように， 良い 味 を 感じる の 
である。 （アルマ 32 章 参照） 

ある 英国の 小説家 は 次の よ う に述 
ベて いる。 「神 を 探し 求めて いる 人 は 
すでに 神 を 見いだ している。」 

「信仰に よって 学ぶ」 と は， 安易な 
怠惰な 方法で 知識 を 得， それが 知恵 
となる ことで あるな どと 考えて はな 
ら ない。 

これ は 神よ り 命じられ ている こ と 
である 力;'， さらに， 天よりの 導き を 
熱心に 求めた 人々 の 経験から して も ， 
信仰に よって 学ぶ に は， 主の 聖 きみ 
たまに 調和す るよ うな 生活 を 送る た 
めに 全身全霊 を 傾ける こと， 知恵の 
限り を 尽くす こと， そしてみ たまに 
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よる 真の 証 を 得られる よ うな 努力 を 
する ことが 求められる ことが わかる。 

この 教会の 使命 は， 福音の 真理 を 
証し， 不安と 無 目的の 原因と なる あ 
ら ゆる 偽り の 教え を 退ける こ とに あ 
る。 この 不安と 無 目的 は， 人々 の 心 
の 錨と なるべき まっすぐな 道 を 見い 
だして いないす ベての 人 を 脅かす も 
ので ある。 

私はキ リ ス 卜の 真の 光 を 全世界に 
輝かす ことができ るよ うに 心から 祈 


つてい る。 研究と 祈り と 信仰と によ 
り 私が 知った と 同じよ うに あらゆる 
人が， ラザロの 死に 不平 を 言って い 
た マルタ に 言われた 主の 言葉が 真実 
である こと を 確かに 知る ことができ 
るよう 願って いる。 すなわち 主 はま 
ことに 「よみがえり であり， 命で あ 
る。 わたし を 信じる 者 は， たとい 死 
ん でも 生きる。 

また， 生きて いて， わたし を 信じ 
る 者 は， いつまでも 死なない …… 」 


(ヨハネ 11 ： 25—26) 

私 は マルタ ゃぺ テロの ように， 「あ 
なた こそ， 生ける 神の 子 キリストで 
す」 （マ タイ 16: 16)，  「主よ 信じます。 
あなたが この 世に きたるべき キ リ ス 
卜， 神の 御子で あると 信じて おり ま 
す」 （ヨハネ 11 ： 27) と 答える ことが 
できる こと を 主に 感謝して いる。 

私 はこの 厳 肃な証 を主ィ エス • キ 
リ ス トの聖 きみ 名 を 通して 申し上げ 
る 0 アーメン。 
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「き よう， 選びなさい」 

大 管長 会 第二 副 管長 

N  • エル ドン • タナ一 


私たち は 最近， 「最後の 説教」 と 題 
する シ リ ーズ で， た く さんの 説教 を 
聞いた。 これ は 話者が， 人生 最後の 
説教と 仮定して 主題 を 選ぶ ので ある。 
同様に， 私 もこれ が 最後の 説教で あ 
る と仮定して この 大会の 説教の テー 
マ を 選んだ。 すなわち 私が 人々 に 残 
す ことので きる 最も 大切な メッセ 一 
ジを お伝えし たいと 思う。 

私の 選んだ テーマ はョ シ ュ ァの言 
葉から 取った ものである。 「…あなた 
がた の 仕える 者 を， きょう， 選びな 
さい。 ただし， わたしと わたしの 家 
と は 共に 主に 仕えます。」 （ヨシ ユア 
24  ： 15) ヨシ ユア はこれ を 告別の 言 
葉と して 間もなく 世 を 去った。 110 歳 
であった。  • 

本 大会 を 通じて こ れ ま で 数々 の 素 
晴らしい 説教 をう 力、 がい， また これ 
から も 幾人 かの 幹部の 兄弟 たちから 
話 をう かがう が， すべての 人が 主に 
仕える ことの 大切 さ を 説かれる と 思 
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私たち は， モー セが どのよう にし 
て イス ラエルの 子ら を 束縛の 地から 
連れ出し， エジプト 人が 紅海で どの 
よ う に 滅ぼされ たかを 知っている。 
また ィ ス ラエルの 民に 住むべき 地 を 
与える ため， 主 は どのよう にして ァ 
モリ 人と ヱリ コの民 を 彼らの 手に 渡 


された 力 >， ヨシ ユアが どのよう にし 
て 民の 心 を 主に 向けさせ たかを 知つ 
ている。 

主 は 言われた。 「そして わたし は， 
あ な た がた が 自分で 労し なかった 地 
を， あなたがたに 与え， あなたがた 
が 建てなかった 町 を， あなたがたに 
与えた。 そして あなたが たはい ま そ 
の 所に 住んで いる。 あなたがた はま 
た 自分で 作 ら なかった ぶどう 畑と， 
ォ リ ブ 畑の 実 を 食べて いる。」 

そして， ヨシ ユア は 言った。 「それ 
ゆえ， いま， あなたが たは 主 を 恐れ， 
まことと， まごころと， 真実と を もつ 
て， 主に 仕え， あなたがたの 先祖が， 
川の 向こう， および エジプトで 仕え 
た 他の 神々 を 除き 去って， 主に 仕え 
なさい。 

も しあな たがた が 主に 仕える こ と 
を， こころよ しと しないならば， あ 
なた がた の 先祖が， 川の 向こうで 仕 
えた 神々 でも， または， いま あなた 
がた の 住む 地の ァモ リ びとの 神々 で 
も， あなたがたの 仕える 者 を， きょ 
う， 選びなさい。 ただし， わたしと 
わたしの 家と は 共に 主に 仕え ま 
す。」 

さらに， ョ シ ユア は 警告して 言つ 
た。 「も しあな たがた が 主 を 捨てて， 
異なる 神々 に 仕えるならば， あなた 


がた にさい わい を 下された のちに も, 
ひるがえって あなたがたに 災を く だ 
し， あなたがた を 滅ぼしつ くされる 
であろう。」 すると 恐ろしく なった 民 
は 答えて 言った。 「われわれの 神， 主 
に， われわれ は 仕え， その 声に 聞き 

したがいます。」 （ヨシ ユア 24: 13— 
15，  20，  24) 

これと同じ こと 力;， 私たちの 先祖 
の 開拓者の 歴史に も 見られる。 彼ら 
は 信仰 を 守 るた めに 美しい 町と 家 を 
捨てなければ ならなかった。 開拓者 
は 多くの 苦難 を 受け， 多くの 死者 を 
出した 力;， 終始 自ら の 信仰 に 忠実 で 
あった。 平原 を 横断す るに あたって 
なめた あらゆる 艱難辛苦の 只 中に あ 
つて さえ も， 彼ら は 「旅 を 終わらず 
死す も， すべて は 善し」 と 歌った の 
である。 開拓者た ち は 主なる 神の み 
名 をた たえ， 神に 仕え 続けた。 主 は 
彼らの 正しい 努力の ゆえに 彼ら を 祝 
福し， 彼らと その子 孫に 繁栄 を もた 
らした もう たので ある。 

聖典 や 世界の 歴史 を 読む と， 主に 
仕える こと を 選んだ 個人， 社会 さら 
に は 国家まで もが 救われ， 繁栄した 
例 を 数 限 りなく 見いだ す こと がで き 
る。 これ は 人間の 努力の 結果で はな 
く， 神の みこ ころに よるので ある。 
一方 主に 仕えなかった 人々 は 神の 怒 
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り を 受け， 滅びて いる。 

モル モ ン 経に は 次の よ う に 記録 さ 
れ ている。 「ごらん， この 土地 はすぐ 
れた 土地で あるから この 土地 を 所有 
する 民 はこの 地の 神に 事え さえ すれ 
ば， 奴隸 とならず 自由 を 奪われず 天 
下の どのよ う な 国から もす ベて 支配 
を 受ける ことがない。 この 地の 神と 
は… ィ エス' キリス ト である。」 （ィ 

テル 2  ： 12) 

何と 素晴らしい 約束で あろ う 力'。 
しかし， この 約束に は ヨシ ユアが 民 
に 警告した と きと 同様， 「もし」 「さ 
え すれば」 という 制約条件が 付いて 
いる。 「もし あなたがたが 主 を 捨てて， 
異なる 神々 に 仕えるならば， …ひる 
がえ つて あなたがたに 災を く だし， 
あなたがた を 滅ぼしつ く される であ 
ろう。」 ィ テル 書の 約束 も 「この 地の 
神すな わち ィ エス' キリス 卜に 仕え 
さえ すれば」 という 条件付き である。 
私たち は イエス • キ リ ス 卜に 仕える 
こと を 怠り， 主の 教えに 従って 生活 
していな いために， 破滅に 向かって 
進んで いるので はないだ ろ う 力 S 

アーノ  ノレ ド •  J  • トインビー は 
1948 年 出版した 著書 「文明の 試練」 

し ivihzation  on  Trial) の 中で， 
文明の 興廃に ついて 述べて いる 力；， 
彼 はこの 聖 句の 意味 を 捕らえ， 文明 
の 衰退す る 理由 を 悟って いるよ うで 
ある。 トインビー は 歴史と 歴史の 繰 
り 返す パターン を 定義した 後， こう 
述べて いる。 

「我々 の 現在の 社会 は 実に 恐るべき 
状態に ある。 我々 の 知識に 照らして 
歴史 を ながめて みると， 現在の 西欧 
諸国が 属して いる 人間社会が 生まれ 
るまでに， 約 20 回に わたり 同じ 歴史 
を 繰り返し ている。 我々 の 社会 は 例 
外と なる 可能性が ある 力;， 文明と 呼 
ばれ る これ らの 社会 様式 は ことごと 
く 廃れて いるか 消滅し かかって いる。 
さらに， これらの 廃れた 文明 や 消滅 
しか か つてい る 文明の 歴史 を詳 し く 


調べ， 互いに 比較して みると， 文明 
の 衰弱， 衰退， 崩壊の 過程に 一定の 
パターンが 表われて いる こ と を 知る 
ことができる。 当然の ことながら， 
今日の 歴史 は 同じよ う に 繰り返す か 
どうかと いう 疑問が 湧いて く る。 衰 
退と 崩壊と いう パターン は あらゆる 
文明が 逃れる ことので きない 運命で 
あって， 我々 も それら を 逃れる こと 
はで きないの だろう か。」 

ト イン ビー はさ らに 過去の 成功 や 
失敗の パターン は 必ずしも 繰り返さ 
れな いとする 意見 を 述べ， 続いて こ 
う 語って いる。 「我々 人間に は 選択の 
自由が 与えられ ている。 そして 我々 
の 責任 を 神 や 自然の 双肩に 押しつけ 
る こと はでき ない。 我々 は 自分で 背 
負わなければ ならない。 だが 背負う 
かどう か は 我々 に 任されて いる。」 さ 
らに彼 は 政治， 経済， 宗教の 各 分野 
で 救われ るた め に 私た ち がな すべ き 
Wfi を 提案して いる。 「これら 3 つの 
分野の 中で 長期に 見て 最 も 大切な も 
の は， もちろん 宗教で ある。」 （ニュ 
一 ヨーク ： オック ス フォー ド 出版社, 
pp.  38—40) 

も し 私たちが 霊的に 健全な 状態 を 
維持し， イエス' キリストの 教えに 
従って 生活 するならば （個人と して 
国家と して 生き残る に は ィヱス • キ 
リ ス ト に 仕えなければ ならない が） 
政治， 経済の 問題 は 解決す る はずで 
ある。 なぜならば， 十戒 を はじめと 
する 神の 教えに 従えば， 私たち は 平 
和と 繁栄 を 享受す る ことができ るか 
ら である。 これらの 教え は， 私たち 
が 従 うならば あらゆる 点で 一層の 幸 
福と 善き もの を もたらす ものば かり 
である。 

ソ ドムと ゴ モラの 崩壊 を 考えて み 
ると， ソ ドム は エホバの 園の 中部で 
第一の 町で あった。 ッ 口と シ ドンの 
場合 も， ッ a は大 いなる 富と 美に 恵 
まれた 都市で， 救い主が 訪れた 都市 
の 中で 最大の 都市で あつたと 思われ 


る。 エルサレム を はじめと する 大 都 
市 や 文明 も， 神から 離れ， 民が 邪悪 
で 姦淫 を 行なつ た ために 壊して い 
る。 私 は， これが 私たちの 国に も 急 
速に やってく るので はない かと 恐れ 
ている。 

ルド ヤード. キ プリン ゲの 予言 的 
な 詩 「およ り 知られた る 我らの 父袓 
の 神」 は， 強大な 大英 帝国が 栄華 を 
極めていた 時に， 同国に 向けられた 
警告であった。 そして これ は あら ゆ 
る 国家に 対する？^ 告 でも ある。 

「古よ り 知られた る 我らの 父祖の 神 

広き 戦場の 主 

主の 恐し き 手の 下にて 

我ら はしゅろ や 松 を 支配す 

万軍の主なる 神よ 

我らが 汝を 忘れぬ 限り 

我ら と共にと どまり たまえ 

混乱と 叫び は 絶え 

捋と王 は 離る 

汝の 古の 犠牲 は 立てり 

へり く だる 心に て 

万軍の主なる 神よ 

我らが 汝を 忘れぬ 限り 

我ら と共にと どまり たまえ 

我らが 海軍 は 消えう せ 

砂丘と 岬 は 火に 沈む 

見よ， 昨日の あらゆる 栄華 

我 ニネベと ッロ と共に あり 

国々 の 判士よ 

我らが 汝を 忘れぬ 限り 

我ら を 助けた まえ」 

(末日 聖徒 讃美歌 76 番 〔英文〕) 

以上の 冽から 謙 適の 中に 強さが あ 
り， おごりの 中に 弱さが ある こと は 
歴然とし ている。 私たち は 悔い改め 
て 道 を 変えない 限り， ソ ドムと ゴモ 
ラの 歴史 を 繰り返す であろう。 私た 
ちが これまで 成し遂げ てきた こと を 
分析して， 私たちの 価値が どこに あ 
るか を 考えて みよ う ではない か。 私 
たち は 科学の 分野に おいて 非常な 進 
歩 を 遂げた。 人 を 月へ 往復 させ， 原 
子 爆弾 を 作り， 戦争の 方法 を 著しく 
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変えた。 だが 平和に 関して は 何 をし 
たであろう 力、。 人間関係 において は 
何 をした であろう か。 霊的に は どれ 
ほど 進歩した であろう 力'。 

私たち も 邪悪で み だ ら な 世界 に 住 
んで いる こ と はだれ の 目に も 明らか 
である。 私たち は 神に 仕える の を 怠 
つてい る。 ほとんど すべての 新聞， 
雑誌， ラジオ， テレビの 番組 を 見， 
また 聞けば 神の 律法が こ と ごとく 守 
られて おらず， 私たちが 破滅への 道 
を まっし ぐらに 歩んで いる ことが 明 
らか である。 盗み， 放火， 略奪， 殺 
人， 姦淫， 暴行， 死， 飲酒に よる 不 
幸， 日曜日に は 教会 は 閑散と し， 一 
方 商店， 公園， 道路 は 人と 車で あ ふ 
れ ている といった 報道に 満ちて いる。 
キ リ ス ト 教徒 を 称する 非常に 多' く の 
人々 が これらの 罪 を 犯して いるので 
ある。 

ある 人 はこの よ うに 言って いる。 
「 も し， 私たちが キ リ ス ト 教徒で あ 
ると いう ことで 逮捕される としても， 
私たち を キリスト教徒と 認める に 足 
る 証拠が あるか どう か 疑問 で あ 
る。」 私たち は 繰返し 警告 を 受けて い 
る。 知らなかった と言う こと はでき 
ない。 もし， 自分と 家庭と 国家の 救 
い を 望んで いるので あれば， 私たち 
はパゥ 口が 教えた ように， 悔い改め 
て パプ テス マ を 受け， 生活 を 改め， 
心 を 入れ替えて 主に 仕え， 主の 戒め 
を 守らなければ ならない。 その 責任 
は 私たち 個人に ある。 私たち は 霊的 
な 復興が 必要で ある。 

も しすべ ての 人が!^' さの 教えに 従 
つて 生活し， 神 を 愛し， 神の 戒め を 
守る としたら， どれほど 素晴らしい 
世の中に な る か 想像で きる だろう か。 
すべての 人が 互いに 愛し 合い， 陰口， 
殺人， 盗みが なく， すべての 人が 正 
真実， 貞潔， 慈善 を 行なう と し 
たら どうであろう 力'。 戦争が な く な 
り， 地上に 平和と 天国が 訪れる であ 
ろう。 現在 戦争 や 法の 施行， 犯罪に 


使われて いる 金銭 を， 貧しい 人， 病 
人， 不幸な 人に 向けられる ようにな 
るであろう。 

主が アブラハムに ソ ドム を その 邪 
悪の ゆえに 滅ぼ そ う と している こ と 

を 話した とき， アブラハム はもし 50 
人の 正しい 人が いたら 赦 して く れる 
ように， そして 最後に は 10 人いたら 
見逃して くれる ように 願った。 主 は 
この 願い を 聞き届けられた。 し 力、 し， 
正しい 人 10 人 すら も 見いだ す ことが 
できず， ついに ソ ドム は 滅ぼされた。 
私たち は 正しい 人の 中に 数えられて， 
そのために 主が 私たちの 町と 国と を 
滅ぼした まわない よ うにしょう では 
ないか。 主に 仕える か 否か を 決意す 
る こと は 非常に 大切な ことで ある。 
主 は 言われた。 「だれも ふたりの 主人 
に 兼ね仕える こと はでき ない。 一方 
を 憎んで 他方 を 愛し， あるいは， 一 
方に 親しんで 他方 をう とんじる から 
である。 あなたが たは， 神と 富と に 
兼ね仕える こと はでき ない。」 （マタ 
ィ 6  ：  24) 

神に 仕える こと は， 正しく それ を 
選ぶならば， 必ず しも 家庭 や 十分 な 
金銭と 収入， その他 喜びと 幸福 を も 
たらす この 世の 物を棄 てると いう 意 
味で はない。 この 世の もの を 追求し 
て も， 神と イエス' キリス 卜の 教え 
から 離れて はならない という 意味で 
ある。 

私 はこれ までの 経験から， 主に 仕 
え 主の 戒め を 守り， イエス' キリス 
ト と 予言者た ちが 教えられ たよ う に 
福音の 原則 に 従 つ て 生活す るなら ば， 
物質的に も 霊的 に も 価値 ある 事柄 を 
人生に おいて 獲得で きる こと を はつ 
き り と 知っている。 私たち は， 主 を 
否定し， 主の 教え を 無視す る 人々 よ 
り も， 立派な 家庭 を 築き， 社会に 大 
きな 貢献 をす るであろう。 事実， 皆 
さんの 周囲で 本当の キ リ ス ト 教徒の 
生活 を 送って いる 人々 を 見れば， 彼 
らはそ う でない 人々 よ り も 幸福で， 


愛され 尊敬され， 永遠の 生命への 準 
備 をして いる ことに 気付く はずで あ 

る C 

主 はこの ように も 言われた。 「あな 
たがた は 自分の ために， 虫が 食い， 
さびが つき， また， 盗人ら が 押し入 
つて 盗み出す ような 地上に， 宝 をた 
くわえて はならない。 

むしろ 自分の ため， 虫 も 食わず， 
さび もっかず， また， 盗人ら が 押し 
入って 盗み出す こと もない 天に， 宝 
をた くわえなさい。 

あなたの 宝の ある 所に は， 心 も あ 
るからで ある。」 （マ タイ 6  ： 19—21) 

私 は 宮殿 や 記念碑の よ う な 財産に 
あ く ことのない 関心 を 寄せて いる 人 
人 を 見る と 不思議に 思う。 これらの 
物質 はやが て 崩壊し， 朽ち果てる も 
ので ある。 先日 私はリ ン カーン 記念 
館の 荒廃 をと り あげた 新聞記事 を 読 
んだ。 これ は 国家 を 建設し， 国家に 
身 を 捧げた 人々 を 尊敬して いる 私た 
ちに とって は， まことに 憂慮すべき 
ニュース である。 記事 をもう 少 し詳 
し く 読んで みる と ， 48 年 を 経た 記念 
館の 石灰石の 壁と 大理石の 柱 は 変色 
し， 建物の モルタル ははげ 落ち， 地 
下 室 は 鐘乳石と 石筍が 変形して 薄 気 
味 悪い ほら 穴と 化し， 天井に はおび 
ただしい 数の く もとぶ よが 群ら がつ 
ている そうで ある。 これ はま さしく， 
地上の 宝 は 虫が 食い さ びが つ く こ と 
の 代表例と 言える ので はないだ ろ う 
か。 私たち は， 人 や 場所の 記念物に 
敬意 を 表わす と 同時に， 時の 経過に 
影響 を 受けない 宝 を 蓄え， 霊的な 義 
務を 果たす よ うにしょう ではない か。 

ヘンリー. ノくン ダイ クの 書いた 小 

説 「大 邸宅」 を 御存じ だと 思う。 こ 
の 小説で は， 地上で 大 邸宅に 住んで 
いた 金持ちの 男が 天国に 行った 時， 
つまらない 帽子 を ひとつし か 手に 持 
つてい ない こと に 気付き 大いに 驚い 
た。 ところで， 貧しい 男 も 天国に 行 
つた 時， 自分に 大 邸宅が 与えられて 
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いるのに 気付いて 驚いた。 だが， こ 
の 貧しい 男 は 天に 宝 を 蓄えて いたの 
である。 

私たち は 生涯， 人生から fnj を 得る 
か を 決める 選択 をし 続けて いる。 私 
たち は あらゆる 機会 を 捉えて 自己の 
改善に 役立てて いるの だろう 力、。 そ 
れと も 時間 を 浪費して いる だけ だろ 
う 力'。 私たち は 善と悪の いずれ を 行 
なおう と している の だろ う 力、。 私た 
ち は 教会に 出席し よ うとして いる だ 
ろ う 力、。 それと も 安息日 を 汚そう と 
している だろう 力、。 私たち は 神と 富 
のい ずれに 仕えよ うとして いる だろ 
うか。 私たち は 二人の 主人に 兼ね 仕 
える こと はでき ない。 人生 は その 主 
人に だれ を 選ぶ かで 決まる ので ある。 

これ は 人が 絶対的に 善で あると 力、， 
絶対的に 悪で ある とかいう 意味で は 
な く  ， 人 はいつ いかなると き も いず 
れかを 選択し なければ ならず， 神 を 
選ぶ か 富 を 選ぶ かによ つて 人生の ほ 
かの 選択 も 決まって く ると いう こと 
である。 

神に 仕え 神の 戒め を 守る 者に 約束 
された 祝福 を 完全に 受ける ために は， 
両親が 子供に 神への 信仰 を 教える 必 
要が ある。 主 はこの よ う に 警告して 
おられる。 

「また， シ オン または fe^ せられた 
る シ オンの ステーキ 部内に て 子供 を 
有する 両親 あらば， その子 供 八 歳の 
時， 悔 改め， 生ける 神の 子キ リ ス ト 
の 信仰， パプ テス マと 按手に よる 聖 
霊の 賜な どの 教義 を 教えて 理解せ し 
めざれば， 罪 その 両親の 頭に とどま 
るべ し。 

また 両親 は その子 供た ちに 祈る こ 
とと， 主の 前に 正しく 歩む ことと を 
教えざる ベから ず。」 （教義と 聖 約68 


： 25，  28) 

教会 はそう した 教育の 重要性 を認 
識 している ので 私たち 自身と 子供た 
ちに 主に 仕える 備え をさせる ために， 
家庭の 夕べ を 行ない， セミナ リー， 
インス ティ テュー ト， 学校， 大学， 
補助 組織 等に 参加す るよう 勧めて い 
る。 私たち はこの 義務 を 果たす の を 
引き延ばして はならない。 

私 は BYU の 同窓会 会長 ァー ネ ス 
ト •  L  • ウィルキン ソ ン 博士が ソ ル 
トレー ク 'シティ 一に ある 末日 聖徒 
病院の 冠状動脈 治療 病棟に 緊急の 呼 
出し を 受けた 時の 話 を 聞いて 非常な 
感銘 を 受けた。 病院で は， 長年の 親 
友が 冠状動脈 血栓 で 危篤 状態 であつ 
た。 ウィルソン 博士 は 次のように 語 
つた。 「べッ ドに 近づく と， 友人 は 私 
の 手 を 握り， 苦痛で 身 をよ じり 苦し 
そうに 息をしながら も， 酸素 マスク 
の 中から このように ささやきました。 
『ああ， 先生， どうか 助けて 下さい。 
私 はこれ まで 延ばして きた こと やし 
たいこと がま だた く さん あるんで 
す。』 

私たち は 近代科学の 粋 を 集めた 電 
子 器 機 をす ベて 使って， 治療に 努め 
ました。 けれども 助かる 見込みが 次 
第に 薄れて いったと き， 友人の 言葉 
が 頭に 浮かんで きました。 私たち は 

ただ 考える だけの 者だろう 力、。 それ 
と も 行な う 者 だろ う 力、。 私たち は 人 
生で 大切な 決断 を 先 延ばしに して は 
いないだろう 力、。 私たち も 生死の境 
に 立った と きにし 残した ことに 気付 
き 後悔す るので はないだ ろ う か。」 

これ は 実に 重大で 急 を 要する 質問 
である。 私たち はすべ て 生と 死の 岐 
路に 近づきつつ ある。 選択が できる 
私たち は どれほど 幸運であろう 力'。 


自分の 道 を 選び， 自分の 行く末と 受 
ける 祝福 を 決める ことができる こ と 
は どれほど 素 晴ら しい ことであろう 
か。 まだ 選択の 時期 を 逸して はいな 
い。 選択 をす るの は 私たちで ある。 
だが， 仕える 者 をき よう 選ばな けれ 
ばなら ない。 

私 は， 父なる 神が 私たちの 御 父で 
あり， 生きて おられ， 私たちが 目的 
を 達成す るよ う 望んで おられる こと 
を 知って， 毎日 主に 感謝して いる。 
父なる 神 は， 「その ひとり 子 を 賜った 
ほどに， この 世 を 愛して 下さった。 
それ は 御子 を 信じる 者が ひと り も滅 
びないで， 永遠の 生命 を 得る ためで 
ある。 

神が 御子 を 世に つかわ された の は， 
世 を さばくた めで はなく， 御子に よ 
つて， この 世が 救われる ためで あ 
る。」 （ヨハネ 3  ： 16—17) 

ィ エス • キ リ ス トは 私たちの ため 
に 命 を 捧げ， 私たちが 完き命 を 受け， 
救いに 到達す る ことので きる 計画 を 
与えられ たので ある。 リチャード. 
L • エバンズ はこれ を 見事に 表現し 
ている。 「天父 は 私たち を 締め出そう 
とする 審判で はない。 私たち を 負か 
そう とする 競争者で もな く  ， 私たち 
を 有罪に しょ う とする 検察官で もな 
い。 天父 は 私たちの 幸福と 永遠の 進 
歩 を 望んで おられる 愛に あふれた 父 
であり， 私たちが 天父 を 求めさえ す 
れば， できる 限りの 助け を 与えて 下 
さる 御 方で ある。」 

願わく は， 私たちが へり くだり， 
救い主 イエス 'キリスト を 受け入れ, 
主に 仕えて， 主が 約束され た 祝福に 
あずかる 勇気と 力 を 得る よう， イエ 
ス 'キリス ト のみ 名に よ り 心から 祈 

る 0 アーメン 0 
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過去 • 現在 • 未来 

からの 声 


十二使徒 評議員 会 会長 代理 


ス ペンザ一 • W • キン ボール 


愛す る 兄弟 姉妹な ら びに 友人の 皆 
さん， 私はス ミス 大 管長が 只今 話さ 
れ たこ とすべ てが まこ とに その 通り 
であると 申し上げたい。 また， ス ミ 
ス 大 管長が 現在地 上 にお け る 神の 予 
言 者で ある こ と を 証す る。 

歴史 は 繰り返す。 従って 現在と 未 
来の 問題の 解決 方法 を 知る に は， 過 
去 を 振り返って みれば よい。 コ リ ン 
ト人は 現在 私たちが 耳に している の 
と Irf] じ 矛盾に 困惑して いたよ う であ 
る。 '、ゥ ロはコ リン ト人 にこ う 語つ 

ている。 

「また， も し ラッパが はつ き り した 
g- を 出 さない ようなら， だれが 戦闘 
の 準備 をす るだろう 力、。 

…それで は， '4i にむ かって 語って 
いる こ とになる。 

世に は 多種多様の 言葉が ある だろ 
う が ， 意味の な いもの は 一つ もな 
い。」 （ I コ リント 14:  8—10) 

バウ 口の)^ • は 印象的で， 力に あ ふ 

れる 大きな^で あった。 現代の 神権 
時代に 至る まで 人々 の 心の中に 生き 
てきた。 

私たちの 周囲に はいろ いろな 声が 
ある。 耳 ざ わりな 声 や 騒々 しい 声， 
また 快い 声 も あれば 私たちの 心 を 貫 
き 通す よ うな^も ある。 

パゥ 口が 語った 啓示に は， この 末 
日に 関する 示現 も 含まれて いる。 そ 


の 声 はこ う a つてい る。 

「…後の 時になる と， ある 人々 は， 
惑ゎす霊と悪'^1の教とに気を とられ 
て， 信仰から 離れ 去る であろう。 

それ は， 良心に 焼 印 をお されて い 
る 偽り者の 偽善の しわざで ある。 

これらの 偽り者 ども は， 結婚 を禁 
じたり， 食物 を 断つ こと を 命じたり 

する。」 （I テモテ 4  ： 1  一 3) 
こんな 声 も ある。 「悪霊の 教え」 を 

宣 S すろ 耳 ざ わりな 声で ある。 「罪な 
どと いう もの は 存在し ない。 悪魔 は 
いない。 神な どい ない」 と。 そして 
大 洪水な ど 決して 起こ らな いと 信じ 
ていた ノ ァの 洪水 以前の 人々 のよ う 
に， 「食え， 飲め， 楽しめ」 と 言って 
いる。 

人 を 誘惑し よ う とす さ 霊た ちが 口 
口に， 肉欲の 楽しみ を 得よ， 自由 奔 
放に 肉体 を 満足 させよ と 勧めて いる。 
現代 は， かって ニーフ アイ 人の 予言 
者が 次の よ う に 語った 時代と 非常に 
似 かよって いる。 「も しも… 義人た ち 
の 祈りがなかったならば， お前 た ち 
はすで に 全く 滅ぼされ ていた ことで 

あろ う 。 -••」 （アルマ 10  ：  22) 言う ま 
でもな く， すべての 戒めに 従って 生 
活 している 高潔で 忠実な 人々 も 数多 
くいる。 彼ら は その 生活と 祈りに よ 
つて， この 世 を 破滅から 救って いる。 
私たち は， 不安定な 恐ろしい 末日 


に 生きて いる。 闇 は その 暗 さ を 増し， 

暗黒が 忍び寄って 私た ち を 包み込 も 

う と している。 
バウ 口 の^^'がはっ きりと 聞こえる。 
「…終りの 時には， 苦難の 時代が 来 

る。 

その 時， 人々 は 自分 を 愛する 者， 
金 を 愛する 者， …神 を そしる 者， 親 
に 逆らう 者， 神聖 を 汚す 者， 
無情な 者， …無 節制な 者， … 
…神よ り も 快楽 を 愛する 者， … 
となる であろう。」 （ 11 テモテ 3  ： 
1 — 5  ) 

ある 著名な 論説 員 は 現代 を 指して 
次の よ う に 書いて いる。 

「確かな ことが ひとつ ある。 悠長に 
構え， 苦しみの ない まま， 衰退 を 続 
けるな どと いう こと はあり 得ない。 
私たちに は 今 敵が いる。 それ は， 冷 
酷， 粗野， 浅 忍， う ぬ ぼれ という 敵 
である。 この 敵 は 道徳 の 退廃 な ど を 
憂うる 必要の な t  、進歩 し た 世界に 住 
んで いると 信じて いる。 彼ら は 折 あ 
らば， 私たちの 息の根 をと めようと 
ねらって いるので ある。」 （ジ ヱンキ 
ン-ロィト《ンョーンス， human 
Events,  1961 年 11 月 24 曰） 

最近， 道行く 人々 に 「純潔 を 尊ぶ 
こと は 古い 考え方で しょうか」 とい 
う 質問 を 投げ かけた ところ， 次の よ 
うな 答えが 返って きたそう である。 
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「道徳に 対する 考え方 は 変わったの 
です よ。 純潔なん て 過去の 遺物です 
よ。 愛が あれば そんな こと 問題 じ や 
ないで しょう „」 「純潔 を 守 り 通した 
人なん て 気味が 悪いです ね。 。」 「今 
の 世の中に 貞淑な 人なん ていないで 
しょう。」 ある 少女 はこ う 言った。 

「純潔なん て 古い わ。 だって 文明の 
発達と と もに 人 は 自由にな つたんで 
す もの。」 

そう， 罪 を 犯す の も 律法 を 破る の 
も 自由で ある。 性病に かかる の も 自 
由なら 命 を 縮める の も 自由， 神 を 否 
定す るの も 自由で あるし， すべての 
真の 自由から 遠ざかる こと も 自由で 
ある。 

私たち はこの 世の中が 堕落への 道 
をた どって いるの を 目の あたりに し 
ている。 バウ 口が 警告した すべての 
罪が 今 この 社会に はびこつ ている。 

男 も 女 も 「自分 を 愛する 者」 と 化 
し， 先 を 争って 自分の 成功 を 自慢し 
ている。 また 神 を冒瀆 している。 も 
う ひとつの 罪 は， 子が 親に 従わず， 
親が 律法に 従わない ことで ある。 多 
くの 人々 が 人間 本来の 愛情 をな く し 

てし まい， 利 Li 的な 願望の 追求に 明 
け 暮れ， 家族の 生活 はむし はまれて 
いる。 

人間 本来の 愛情 を 捨て， 求婚 期間 

や 普通の 結婚 13^ 係 を 無視 するとい う 
堕落に 走った 人が 何百 万人 もい る と 
言われて いる。 こうした 悪魔の 策略 
は 平原 を 焼き 尽くす 火の よ う に 広が 
り， 現に 世界 を 変えつつ ある。 この 
ような 人々 は， 神に 対しても また 配 
偶 者 や 子供に 対しても 「人間 本来の 
愛情」 に 欠けた 人間で ある。 

パゥロ は， 世の 人たら が ほとんど 
忘れて しまった かの ような 言葉， 自 
制 心に ついて 述べて いる。 辞書の 中 
に は 今な お， 自制心と は 克己心， 特 
に 性欲 上の 節制の こと と 記されて い 
る。 多くの 善良な 人々 が 大胆と も a 
える 時代の 風潮に 影響され て， 夫 あ 
るい は 妻に 対して 手術 を 受ける こ と 


を 求めて いる。 こうして 妊娠 を 避け， 
子供の 数 を减ら すよ う 求める かん 高 
い-串' に応じて いるので ある。 供 を 
生み， 育てる という こと は 決して 容 
易な ことで はない。 しかし 容易な こ 
と を していた ので は 成長 も 進歩 もな 
い。 にもかかわらず， 今日， 「子供 を 
少なく」 と どなり立て， ピル や 避妊 
薬 さらに は 手術まで を も 勧め， そし 
て 堕胎 を 行なって いる。 世界の 人口 
の 制限 を 提唱す る 人々 が， 自制心な 
ど を まったく  口に も 出さな いのも 不 
思議な ことで ある。 

書店に は 衝撃 的な 写真の 載った 本 
が 所 狭 し と ばか り に 並び， 情欲の 満 
たし 方 を 教えて いる。 これに 対して 
自制 を 教える よ うな 本 は ほとんど 見 
られ ない。 「人生 は セックス のために 
ある」 を 表看板に， 人々 は いわゆる 
「性的 満足」 をい かにして 得る かと 
知恵 をし ぼって いる。 こうして 家族， 
家庭， 永遠の 生命 を はじめす ベての 
もの を樣牲 にして いるので ある。 出 
版 物， 教壇 あるいは 説教 壇 を 通して 
私たち は 肉欲 を 離れて 清く 聖 なる も 
のに 心 を 向ける よ う 人々 に 大声で 訴 
える 必、 要が ある 。 

パゥ 口 は 自制心と 克己に ついて 教 
え， 伝道 中ず つと この こと を 実践し 
た。 バウ 口の 次の き 葉 は， そのこと 
を a つてい るので はないだ ろ う か。 

「わたしと して は， みんなの 者が わ 
たし 自身の ようになって ほしい。 … 

…彼ら はわた しのよ う に 制する の 

がよ い。」 （ I コ リント 7  ：  7-8) 

「すなわち， 自分の からだ を 制して 
服従させる ので ある。」 i^t^M  I コ 
リント 9  ：  27) 

バウ 口 は 「神よ り も 快楽 を 愛する 
者」 とまった が, これ は 現代ので た 
ら めな 性 倒錯 を 指して いるので はな 
'いだろ う か。 

またこう も pS つてい る。 「彼らの 中 
に は， 人の 家に もぐり 込み， そして， 
さまざまの 欲に 心 を 奪われて， 多く 
の 罪 を 積み重ね ている 愚かな 女 ど も 


を， とりこに している 者が ある。」 
(11 テモテ 3  ：  6) 
かって は 誉れ あると 言われて いた 
人々 も， 今や 不道徳に 対して は 黙認 
している よう に 思われる。 放蕩から 
は 決して 良い もの は 生まれない。 パ 

ゥロは a つてい る。 「これに 反して， 
みだらな 生活 をして いる やもめ は， 
生ける しかばねに すぎない。」 （I テ 

モテ 5  ：  6  ) また， 天からの 声 はこ 

う 告げて いる。 「汝 ら轰淫 する ことな 
かれ。 姦淫 をな して 悔い改めざる 者 

は 捨てら るべ し。」 （教義と 聖約 42: 
24) 

大きな 耳 ざ わりな 声が， 教育者， 
実業家， 社会学 者， 心理学者， 作家， 
映画俳優， 国会議員， 裁判官な どか 
ら， さらに は 牧師の 間から さえ も 聞 
こえて くる。 それ は 彼らが わずかば 
かりの こ と を 学んで すべて を 知って 
いる と 思い込んで いるに めで ある。 

この 利己主義と 高慢 は， 狡 滑な 偽 
りの 父から 吹き込まれた ものである。 
「悪魔の 狡猾な 謀 ごと」 にか けられ 
た 人々 について 述べた ニー  フ アイ 人 
の 3^ き 者の 葉に 耳 を 傾けて みよ う 。 

「…人間が も し 神の 訓戒に 従 うなら 
ば， 学問の あるの も 善い ことで ある。 
(II  ニーフ アイ 9  ：  29) 

「… 人間 は 学問 が あると 自分 は 賢い 
と 思って … … 自分 独りで 解る と 思つ 
て …一 その 智恵は 愚であって 何の 益 
にもなら ず， かれら はついに 亡びる 
ので ある。」 （11 ニーフ アイ 9  ：  28) 

ぺテ a は 確信に 満 ち た^で， 悪 を 
《7 なう 者 を 分別の な !■ 、動物 と 呼び， 
彼ら は 不義の 報いと して 罰 を 受ける 
と a つた。 さらに， 「…だまし ごとに 
ふけっている… しみで あり， きずで 
ある。」 「その 目 は 淫行 を 追い」， 「心 
の 定まらない 者 を 誘惑し」 と 彼らの 
こと を 述べて いる。 また 彼らの 「肉 
欲と 色情」 について 語り， 清められ 
てから 罪に 立ち 帰る 者 は， 犬が 自分 
の 吐いた 物に 帰り， 豚が 洗われても 
また どろの 中に ころがって いくよう 
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な ものであると 言って いる （11 ぺテ 

口  2  ： 13 — 22 参照） 

ぺ テロ を 支持す る 声が， パゥ ロカ' 
らテト ス への 手紙の 中に 見られる。 

「きょい 人に は， すべての ものが き 
よい。 しかし， 汚れて いる 不信仰な 
人に は， きょい もの は 一つ もな く， 
その 知性 も 良心 も 汚れて しまって い 
る。 

彼ら は 神 を 知ってい ると， 口で は 
言う が， 行いで は それ を 否定して い 
る。 彼ら は 忌まわしい 者， また 不従 
順な 者であって いつ さいの 良い わざ 
に関して は， 失格者で ある。」 （テ ト 
ス 1 ： 15 — 16) 

若人が 不満と している ことにつ い 
て 多くの ことが 言われて いる。 私た 
ち は， 彼らの 常軌を逸した 行動， 不 
従順お よ び 明 ら かな 信仰の 欠如 を 正 
当と する こと はで きないが， 責めの 
一端 は， 国の 法律と 神の 律法に 従わ 
ない 両親の 悪い 模範に あると 言える 
だろ う 。 

確かに 教壇 や 編集 室， 放送局， さ 
ら に は 説教 壇から 発せ られた 声 も 貴 
め を 受けるべき である。 

彼ら は その あとあと ま で 影響 を 及 
ぼす 偽り や， 悪との 戦いで 正しい 指 
導 をし なかった ことに 対して， 「…そ 
の 民 も 祭司 も ひとしく」 （ィ ザャ 24  ： 
2) 責任 を 取らなければ ならない。 
ここでい う 「祭司」 と は， あらゆる 
宗派の 指導者 全員 を 指して いる。 ィ 
ザャは 言って いる。 「地 は その 住む 民 
の 下に 汚された。 これ は 彼らが 律法 
に そむき， 儀式 を 変え， とこしえの 
契約 を 破った からだ。」 （欽定 訳ィザ 
ャ 24  ：  5  ) 

耳 ざ わりな 声の 中に， 人々 の 汚れ 
を 促し， 人々 が 堕落して 行く の を 黙 
認し， 神の 全知 を 否定す る 多くの 聖 
職 者の 声が ある ことに， 私たち は衝 
撃 を 受けて いる。 自らの 宗教 を 固く 
擁護す る はずの 彼ら 力;'， 俗世の 叫び 
に 屈して しまったの である。 

ここで， 新聞， 雑誌から 記事 を 幾 

168 


つか 引用して みたい。 

「多. く の 聖職者 は マ リ フ アナに つい 
て 是か非かの 解答 を 出す こと をし ぶ 
つてい る。」 「マリファナの 是非 は 情 
況 において 異なる。」 {Time,  「タイ 
ム」 1968 年 8 月 16 日） 

このよう にして， 彼ら はすべ ての 
罪 を 闇に 葬って しまう 「情況 倫理」 
を 作り出し たので ある。 

ある 宗教の 指導者た ち はこ う 述べ 
ている。 「…キリス 卜 教徒に 与えられ 
ている 厳格な 行動 規範 は， 必ずしも 
性的な 問題に あてはめる 必要 はな 
い。」 （a ン ドン 一英 国教 会 評議会， 
(British  council  oj し hurches) 

次に これと 対象 的な， 予言者の 力 
強い 声 を 聞いて みょう。 ぺ テロ は 次 
のよ う に 予言して いる。 

「し 力 > し， 民の 間に， にせ 預言者が 
起った ことがあ るが， それと 同じく， 
あなたがたの 間に も， にせ 教師が 現 
れ るであろう。 彼ら は， 滅びに 至ら 
せる 異端 を ひそかに 持ち込み， 自分 
たち を あがなって 下さった 主 を 否定 
して， … 

また， 大ぜ いの 人が 彼らの 放縦 を 
見習い， …。コ （11 ぺ テロ  2  ： 1 — 
2  )„ 

ちょう ど 今月の 新聞に， 多くの 会 
員 を 持つ ある 教会の 辞任した 指導者 
が， 「古来の 形式に 則る 婚約 式の 復 
興」 を 提唱した という 記事が あった。 

「これ は， 教会の 祝福に よって 若い 
未婚の 男女が 床 を 共に する こ と を認 
める ものであって， 道徳的な 意味で 
の 婚前交渉と はみ なされない」 との 
ことで ある。 

ま た 次の よ う な 評論家の 声 も ある。 

「最近， 映画界 は， 今後， 性 倒錯 や 
同性愛が 映画から 締め出される こ と 
はないだ ろ うとの 声明 を 発表した。 
…私たち は， 居間に 通じる パイプ を 
使って， 青少年に 暴力， 冷笑， サデ 

ィ ズム を 浴びせ かけよ うとして い 
る。」 （ジ エンキ ンス' ロイド' ジョ 
一 ンズ） 


ごく 最近の 出版物から 引用して み 

よ う 。 「  教会 は 本日 開かれた 

協議会に おいて， 成人が 合意の 上で 
行なった 同性愛 は， 罪と ならない と 
する 動議 を 承認した。 …」 

多くの 読者 を 持つ ある 雑誌 は 次の 
ように 報じて いる。 「サン フランシス 

コ の  の 聖職者 グループ は， 

教会 は 同性愛に 対する 非難 を 取り 下 
げ るべき だと 考えて いる。」 

男女の 同性愛 を 提唱す る 者た ちが 
主催して， 性 倒錯 プログラムの 資金 
集め パーティ 一が 開かれた 折， 牧師 
たちの グループが 妻 を 伴って その パ 
ーテ ィ 一に 出席した こと を 報じた 雑 
誌から 引用して みよ う。 

「もし， 現在 学校 関係の 仕事 を もつ 
同性愛 提唱者が すべて 明 ら かに され， 
州 法に 照らして 解雇され ると すれば， 
港湾 地区の すべての 学校 は ただちに 
閉鎖 しな けれ ば ならない であろ 
つ 0」 (Newsweek,  「ニュース ゥ ィ 一 
ク」 1967 年 2 月 13 日） 

前述の 牧師 は 次の よ う に 述べた と 
報道され ている。 「…同性の 二人の 人 
間 力; 愛 を 語り， 性交に よって その 愛 
を 深める ことができる のです。」 （同 
上） 

実に 醜い 耳 ざ わりな 声で ある。 
私たち は なぜ このよ う な 事柄 を 口 
にす るので あろう 力、。 なぜ もっと 楽 
しい 話題が あると いうのに， 悔い 改 
め を 叫ばなければ ならない ので あろ 
う 力'。 それ は， 世の 人々 の 生き方が 
変わらない 限り だれかが 世に 向かつ 
て 世の 滅亡 を 警告し なければ ならな 
いからで ある。 

ボー プの詩 を 思い起こして みよ う 。 
「悪， 一目 見し 時 憎しみの 念 湧く 如 
き, 

いと 恐し き 顔つきの 魔 もの。 
否， 幾度が 見し 毎に その 顔つきに 
慣れ， 

耐える 気持が あわれみに， 
あわれみの 情 は 悪しき を 入れる も 
のとなる。」 


(ァ レキ サンダー 'ポー プ， Essay 
on  Man, 作品， 第 2 巻， 135) 

だれかが このよ うな こと に対して 
警告 を 発しなければ ならない。 そし 
て 私たち は 口 を 閉ざして いる わけに 
はいかな いので ある。 

偉大な 指導者 モー セに とって， こ 
れら性 倒錯 は 汚れた 忌むべき， 死に 
価す る ものだった。 バウ 口にと つて 
は， 不自然で 卑 きょう で 罪深 く  ， 姦 
淫と 同列に 加えられる 卑しい 感情で 
あり， 王国への すべての 門 を 閉ざし 
てし まう ものであった。 

両親が 性的な 行為に おいて， 無 節 
制であった り ， 作家 や 宗教 指導者た 
ちが このよ うな 罪 を 黙認す るよ うな 
状況 を 作り出して いるのに， 模範 や 
自分 を ひきとめる 杭， 信じられ るよ 
うな 正しい もの， すなわち 安全な 港 
を 求めて さ迷い， 欲求不満に 陥って 
いる 若人た ち を 私たち はどう して 暗 
闇から 救い出す ことができる であろ 
うか。 

「性の 混乱 を 黙認す る 人々 は， 彼ら 
自身 も 危険 にさら している ので あ 
る」 と， 社会学 者ソ a キン は 語って 
いる。 

高い 尖塔の ついた 建物 はたく さん 
ある 力；， その 中で は 「罪」 という 言 
葉が 長い間 述べられて いないし， そ 
れに 反対す る 説教 も 全くな されて い 
ない， と ある 著名 人が 語って いる。 

これら の 優柔不断な 声 と は 対象 的 
に， 主の 教会から は 権威 ある 声が 発 
せられて いる。 J  'ルーベン 'クラ 
一 ク • ジュニ ァ副 管長の 説教に 耳 を 
傾けて みよ う 。 

「人間 は 生物学 上の 一 単位と して は, 
動物 かもしれ ない。 しかし， 人間 は 
それ以上の ものである。 すなわち 不 
死 不滅の 霊 を 宿して いる。 この 霊 は， 
肉体よ つて 汚す こと もで きる。 純潔 
の 律法 を 破った と きで ある。 

私たちの 文明 は， 純潔 や 神聖な 結 
婚， 聖ぃ 家庭と いう 基盤の 上に 築か 


れ ている。 これら を 破壊す る キリス 
卜 教徒 は， 野獣と 化すので ある。 

…家族の 関係 は 永遠に 続く もので 
ある。 これ は， 私たちの 知っている 
最 も 荘厳で 神聖な 人間 M 係で あ 
る。」 （大会 報告， 1938 年， P. 137) 

末日 聖徒 イエス 'キリス ト 教会の 
大 管長 会 は 次の よ う に はつ きりと 警 
告 している。 

「…性的な 罪， すなわち 男と 女の 誤 
つ た 性的関係 は 殺人に 次 ぐ 大罪で あ 
る。 主 は 婚前交渉， 姦淫， 売春の 間 
に 何ら 根本的な 区別 をして おられな 
い。 いずれも 主の 厳しい 非難 を 受け 
る もので あり， …主が この 罪に 対し 
て 宣告され た 裁きと 罰と を 決して 逃 
れる ことので きない ものである。 裁 
きの 日 は， 夜の 次に 朝が 来る ように 
必ずやつ てく る。」 

そして， 出版物， 放送， 説教 壇 か 
ら悪を 黙認し， 正当化し ている 者た 
ちに 対して その 声 はさ らに 続く。 

「この 犯罪 をい いっくろ い， そのよ 
う な 情欲に ふける こ と を飢ぇゃ^§き 
を 満たす との 同じよう に 自然の 欲求 
を 満たす 罪のない 行為 だとい う 者 は， 
唇 を もって 汚して いるので ある。 そ 
のよ うな 者た ちの 忠告 は 滅亡 を 招く。 
その 智恵は 偽りの 父から 来た もので 
ある。」 （『大 管長 会 メッセージ』 「ィ 
ン プル ーブメ ント' エラ」 1942 年 11 
月 ， P.  685) 

再び バウ 口の 声が 響き わたる。 

「あなたが たは 神の 宮 であって， 神 
の 御霊が 自分のう ちに 宿って いる こ 
と を 知らない のか。 

もし 人が， 神の 宮を 破壊す るなら， 
神 は その 人 を 滅ぼす であろう。」 （I 
コ リント 3  ： 16—17) 

神の 声 は 語る。 「われ は， イエス' 
キリス 卜な り。 … 

われ 汝に 再び 命ず。 汝の 隣人の 妻 
を 貪り， また 隣人の 生命 を 取らん と 
する ことな かれ。」 （教義と 聖約 19: 


24—25) 

結婚に よ ら ずして 性的関係 を 結ぶ 

こ と は 神殿への n 口に 錠' をお ろす こ 

とに なり， その 結果 永遠の 生命に 至 
る 道 を 閉ざす ことになる。 

私たち は 今 この 話 を 聞いて おられ 
るすべ ての 方々 を， 水 潤う 庭， 心地 
よい 木陰へ， また 不変の 真理の もと 
へと 心から 招きたい と 思う。 

私たちと 共に， 確信と 安寧と 一致 
を 得て いただきたい。 ここに は 冷た 
い 水が 湧き出て おり， その 泉 は 涸れ 
る ことがない。 

来て 予言者の 声に 耳 を 傾け， 神の 
み 言葉 を 聞いて いただきたい。 

主 は 不変のお 方で ある。 きのう も 
きょう も， いつまでも 変わる ことの 
ない お 方で ある。 従って 主の 教会 は 
揺る ぎな く 変わらずに 立って いる。 
罪 は 黙認され ない。 しかし 心から 悔 
い 改めるならば， 赦 される。 

私たちの ために 苦しみ を 受けられ 
た 主 は， 次のように 言って おられる。 

「…われ 汝に 命ず， 悔い改めよ… 汝 
の 痛苦 甚 しから ざらん がた めに… す 
なわち その 痛苦の 如何に 甚し きか を 
汝 知らず， その 如何に 強烈なる か を 
汝 知らず， また 如何に 堪え難き か を 
汝 知らざる なり。 

見よ， われ は 神なる に， 人 も し悔 
ぃ改 むるならば この 苦しみ を 受け ざ 
らんが ために， すべての 者に 代りて 
この 苦しみ を わが 身に 受けた り 。 

され ど， 人 もし 悔い改め ずば 誠に 
われと 同じ 苦しみ を 受けざる ベから 
ず。 

その 苦しみた る や， われ 神， すな 
わち すべての 中 最も 大 いなる 者な り 
といえ ども 痛苦の た めに 身 を ふるわ 
せ， あらゆる 毛の 孔 より 血 を 湧かせ 

…」 （教義と 聖約 19  ： 15-18) 

主の しもべら の 声が あまねく 響き 
渡る よう， イエス • キリスト のみ 名 
により 祈る ものである。 アーメン。 
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こ の 大会に 集 つて おられる 兄弟 姉 
妹， および 全世界の 兄弟 姉妹。 厳粛 
な 中に も 喜び あふれる この 大会に お 
いて， 私 は， 聖典に 裏付けられた 私 
の 確信に 基づいて， 皆さん をこう 呼 
ばせ ていた だきたい。 私たち はまぎ 
れも なく 兄弟 姉妹で あり， 同じ 天の 
父の 霊の 子供で あると。 

私たちの 存在 は 永遠で ある。 この 
死すべき 世に 来る 前 は， 英知 を 有す 
る 霊と して 存在して いた。 そして 今 
生活して いるの も 永遠の 一部で ある。 
地上への 誕生が 初めで はなく， だれ 
でもが 味わう 死 も 終わりで はない。 

「われらの 誕生 は， ただ 眠りと 前世 
の 忘却と にす ぎず。 

われらと 共に 昇りし 魂， 生命の 星 
は， 

かって いずこ かに 沈みて， 
はるかよ り 来たれ り 。 
すぎ 去 り し 昔 を 忘れし に は あらず， 
また 赤裸に て 来た りしに も あらず， 
栄光の 雲を曳 きつつ， 
われらの 故郷なる 神の も とより 来 
た り ぬ。」 

ウイ リ アム • ワーズ ワース 

「幼年時代 を 追想して 不死 
を 知る 頌」 田 部 重 治 訳 
永遠に 存在す る 者と して， 私たち 
は 神の 持ちた も う 性質 を 帯びて いる。 


私 は， 鉄のカーテンの 内外 を 問わず 
世界 各地 を 旅して きたが， その 経験 
から ひとつの 確信 を 得た。 すなわち 
天父の 子供た ち は， 本質的に 善なる 
存在な ので ある。 人々 は， 平和に 暮 
らす こと を 望み， 良き 隣り 人で あり 
たいと 願って いる。 家庭 を 愛し， 家 
族 を 愛して いる。 よ り 高い 標準に 基 
づ いた 生活 を 求め， 正しい こと をし 
たいと 考えて いる。 人間 は 本来 善な 
ので ある。 私 は， 神が 私たち 人間 を 
愛して おられる こと を 知っている。 
そして， 神の 小さき しもべで ある 
私 も， 天父の 子供た ち を 愛する 気持 

ちで 一杯で ある。 私 はこれ までに， 
いわゆる 上層階級から 下層階級に 至 
るまでの 様々 な 人々 に 会って きた。 
彼らの 家 や 畑， 農場 や 商店 を 訪れ， 
高速道路 や 飛行機の 中で も いろいろ 
な 人々 と 話 を 交わして きた。 大小の 
集会に 集い， 彼らの 教会で 共に 礼拝 
する 特権に あずかつ てきた。 ソ連の 
モスク ヮ では 小さな バプ テス ト 派の 
教会堂に あふれん ばかりの 会衆が 集 
まってい たこ とも ある。 
兄弟 姉妹， 繰り返して 申し上げる 
が， 天父の 子供た ち は 本質的に 善な 
ので ある。 主 は 彼ら を 愛して おられ 
るので ある。 主の 取る に 足らない 一 
介の しもべと して 私 も 彼ら を 心よ り 


愛して いる。 願わ く は， 神が あなた 
方 を いずこに あろうと も 祝福 を 与え， 
みたま を 通して， あなたの 近くに と 
どまり たもうよ うに。 

こ の 誘惑 や 様 々 な 問題が 横溢 し ， 
罪の はびこる 現代， 物事の 判断が， 
逆にな つてい るよ うな 世 を 生きて 行 
く 時に， 私たち は 死の 訪れ， 予断 を 
許さない 人生， そして 神の 力と 愛 を 
知り， 頭 を 下げずに はおられない。 
愛する 人々 を 失う 悲しみ はだれ も 力； 
経験す る。 し 力、 し， そこに は 感謝 も 
ある。 この 命が 永遠で ある ことへの 
感謝。 わけへだてな くだれに でも 与 
えられる 偉大な 福音の 計画への 感謝。 
主 ィヱス • キリス 卜の 生涯と 教えと 

犠牲に 対する 感謝が ある。 私たち は 
間もなく 主の 復活 を 祝う 日 を 迎えよ 
う と している。 

私たち は 主の 生涯と み 業 を 神に 感 
謝して いる。 世の 光で あり 命で ある 
主 イエス. キリスト は， 全人 類の た 
めに， 死の 耩目を 解き， 模範 を 示し， 
道 を 明ら 力" こされた。 主 は 言われる。 

「わたし はよ みがえ りで あり， 命で 
ある。 わたし を 信じる 者 は， たとい 
死んでも 生きる。 

また， 生きて いて， わたし を 信じ 
る 者 は， いつまでも 死なない。」 （ョ 

ハネ 11 ： 25—26) 
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昔， 予言者 ヨブ は， 「人が もし 死ね 
ば， また 生きる でしよう カリ と 尋ね 

た （ヨブ 14  ： 14)。 私の 良き 友人で あ 
る 合衆国 上院議員の ヱべ レツ ト . ダ 
ーク セン 氏 (1896—1969) は， 亡く 
なる 少し 前に， この ヨブの 質問の 答 
えと も なるべき 印象的な 言葉 を 残し 
ている。 「見える ものと 見えない もの 
と を 隔てて いる 幕の 彼方に は 一体 何 
が あるの だろう 力、。 永遠への 入口に 
立ちながら， この こと を 考えない 人 
がいる だろ う か。 

不思議な 本能で 地上の 体が 朽 ち る 
時が 迫って いる こと を 直感しながら， 
墓の 向こう に 何が あるか を 考えない 
人が， かってい ただろう 力、。 人生の 

しゅうえん 

旅の 終焉 を 奇妙な あきらめ を もって 
迎えながら， 永遠の 未来が どのよう 
な もので あり， どのような ところで 
あるか を 考えない 人が いる だろ う 力 >。 

何 世紀 も 昔， ヨブと いう 人 は 長年 
あらゆる 物質的な 恵み を 受けて いた 
が, 晩年に なって， 人間に ふり 力、 か 
る あらゆる 艱難 を 一挙に 受けた。 友 
と 地に 座した 彼の 口から 出た 言葉 は， 
歴史 を 通じて 問い かけられて き た 質 
問で ある。 『人が もし 死ねば， また 生 
きる でしよ うか。』 復活祭の 季節に は， 
あらゆる キリス 卜 教徒が 復活に つい 
て 考え， 様々 な 疑問への 答え を 求め 
る。 その 第一が， ヨブの 言った 『人 
が もし 死ねば， また 生きる でしよう 
カリ という 疑問で ある。 

も し 私たちの 住んで いる 地球と 宇 
宙が 計画され た ものである としたら， 
設計者が いなければ ならない。 全人 
類に ついての 計画が あり， 計画者 も 
いると 信じなければ， どうして この 
不可解な 宇宙の 神秘 を 受けと める こ 
とがで きる だろう か。 … 

『人が もし 死ねば， また 生きる でし 
よ う 力'。 J まさしく 人 はまた 生きる。 
夜の あとに 朝が 来る ように， 星が そ 
の 軌道 上 を 運行す るよう に， 海のう 
ねりが 峰 を 作れば 谷 を 作る よ うに， 


確実に。」 （ひ. S.  News  and  World 
Report.  1965 幼 月 8 日 号， P. 124) 

確かに， 生命 は 永遠で ある。 たと 
えこの 偉大な 真理 を 見失う ことがあ 
ろうと も， 私たち は 地上の 生活 を 終 
えた 後 も 生き 続ける ので ある。 

私たち は， いっか は 朽ちて しまう 
取る に 足らない 物事に， あまりに t 
執着し 過ぎる きらいが ある。 この 世 
の 宝 は 人生と いう 学校に いる 間， 教 
室と 黒板 を 提供して くれる に 過ぎな 
いので ある。 金， 銀， 家屋， 家畜， 
土地， その他 この 世の もの は， その 
本来 あるべき ところに 置かな く て は 
ならない ので ある。 

こ の 世の 生涯 は 一時的な もので し 
かない。 私たち は， 昇栄を 得る ため 
に 第一に 学ぶべき 事柄， すなわち 主 
の 福音の 計画に 従う こ と を 学ぶ ため 
に， この 世へ 来た。 

確かに だれもが 死ぬ。 しかし， 実 
のと ころ， 永遠の 別離と いう 意味で 
の 死 はない ので ある。 復活 は 実際に 
起こる もので あり， その 証拠 は 聖典 
の 至る所に 見られる。 マ タイ は， 主 
の 栄光の 復活の 直後に 起こつ た 出来 
事 を こ う 記して いる。 

「また 墓が 開け， 眠って いる 多くの 
聖徒た ちの 死体が 生き返った。 

そして イエスの 復活の のち， 墓 か 

ら出 てきて， 聖 なる 都に はいり， 多 
くの 人に 現れた。」 （マ タイ 27  :  52— 
53) 

パト モス 島の 使徒 ヨハネ は， 「死ん 
でいた 者が， 大 いなる 者 も 小さき 者 
も 共に， 御座の 前に 立って いるの が 
見えた」 と 記して いる。 （黙示 20  ： 
12) 

古代， 近代の 聖典から 復活の 証 は 
幾らでも 取り出す ことができる。 
霊界 はそう 遠く にある わけで はな 

い 0 

この 世と 次の 世 を 隔てて いる 幕が 非 
常に 薄くなる ことが 時々 ある。 すで 
に 亡く なった 私たちの 愛する 人々 は， 


私たちから 遠く 離れた 所に いるので 
はない。 ある 偉大な 指導者が 「いつ 
た い！ i 界は どこに あるの だろ う 力、」 
と liij い， 自ら 「霊界 はこ こに ある」 
と 答えて いる。 「('き: たち は） この 組 
織され た 地球の 境界 を 越えた 彼方へ 
去る のだろう か。 いやそう ではない。 
彼ら は 永遠に わたって ここに 住む た 
めに， この 地球に 遣わされて いるの 
である。」 「…霊 は 肉体 を 離れる と， 
父なる 神の みもとへ 行く。 そして， 
霊的な 事柄 を兒 聞きし 理解す る 備え 
を させられる。 …も し 主が 許される 
ならば， また それが 主の みこ ころで 
あるならば， あなた はこの 世 を 去つ 
た 霊た ち を， 今 あなたが 肉眼で 体 を 
見る よ うに はつ きりと， 見る ことが 
できる であろう。」 （ブリガム. ヤン 

フ 「s;i^ 集 J  Journal  of  Discourses, 
第 3 卷， pp.  367 —  69) 

確かに 生命 は 永遠な ので ある。 

「きょう の 空が 暗 くても 

あす は 青空 かも 知れない。 

雲が すべて 払われる と 

神の 摂理が 琿 きわたる」 
(作者 不詳） 

死 と は 一体 何 だろ う 力、。 合衆国 上 
院 付きの 牧師で ある ピーター • マー 
シャル 博士の 語った 出来事 を 紹介し 
よ う。 

ある 家庭で， 幼い 一人息子が 不治 
の 病に 冒された。 来る 月 も 来る 月 も 
母親 は 一心に 看病した が， いつまで 
たっても 回復に 向かう 様子が なかつ 
た。 その 息子 は 次第に 死ぬ という こ 
と を 考え 始め， 自分 は 間もなく 死ぬ 
の だと 思うよう になった。 ある 日， 
母親が アーサー王と 円卓の 騎士の 物 
語 を 読んで 聞かせ， 本 を 閉じる と， 
しばらく 黙りこくつ ていた 息子が こ 
う 尋ねた。 恐らく 来る日も来る日も 
考え 続けて いたに 違いない。 「お 母 さ 
ん， 死ぬ つて どんな こと。 こわい 
の。」 胃の 目に はみ るみる う ちに 涙 
が あふれて きた。 彼女 は 何 か を 取り 
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に 行 く よ う な 素 振 り で 台所に 駆け込 
んで 行った。 母親 は 息子に 何と 答え 
るべき か 心の中で 主に 祈った。 そし 
て 主 は それに 答えられ たので ある。 
母親 はとって 返す とこう 言った。 「ケ 
ネス， あなた は 小さい 時の こと を覚 
えてい るで しょ う。 一生懸命に 遊ん 
で 疲れて しまって， 洋服 も 着替えず 

に ママの べッ ドに 飛び こんで その ま 
ま 寝て しまった こと が あつ た わね。 
そして， 次の 日 目を覚ま すと 自分の 
べッ ドに 寝て いた ことが わかって， 
びつ く り したでし よ う 。 それ は， 夜 
のう ちに お父さんが 大きな 腕で よい 
しょと 抱いて， あなたの 部屋に 運ん 
で 下さった からよ。 ケ ネス， 死ぬ つ 
てこと も それと 同じな の。 私たち は 
ある 朝 目 を さます と， 自分のお 部屋 
にい るんだ わ。 イエス 様 は 私たちの 
こと を 愛して いらっしゃ るから， 連 
れ てって 下さる の。」 息子 は 顔 を 輝 や 
かせて 母親 を 見つめる と， 「もう， ぼ 
く こわくなん かないよ。 天のお 父 さ 
まのと ころへ 行く と き は， 天のお 父 
様に おまかせ する」 と 言った。 そし 
て， 二度と 死につ いて 尋ねなかった。 
数 週間 後， 息子 は 母親の 言った 眠り 
についた のだった。 死と はこうい う 
ものである。 （キャサリン' マージ 

ャ ノレ 「ピーター という 人」 A  man 
Called  Peter,  pp.  272 — 73) 

その 通り， 生命 は 永遠で ある。 死 
は 終わりで はない。 この 復活祭の 季 
節 は， 私たちが 主ィ エス 'キリスト 
の 復活と いう 最も 栄え ある 出来事に 
心 を 向ける に 一番 ふさわしい 時期で 
ある。 

私 はこれ までに も 幾度と なく 感謝 
の 気持 を もって 証して きた。 

私はィ エスが キ リストで あり， 世 
の 救い主， 噴い 主で あり， 神の 真の 
御子で ある こと を 知っている。 イエ 
ス はべ ッ レ ヘムで 幼子と して 生まれ， 
人々 の 間で 生活し， 導きと 教え を 施 
された。 イエス は カル バリの 丘で 十 


字 架に つけられ， その 3 日 後に 復活 
された。 

墓の 傍らで 嘆き悲しんで いる 婦人 
たちに 天使 は 告げた。 「あなたが たは, 
なぜ 生きた 方 を 死人の 中に たずねて 
いるの 力、 その かたは， ここに はお 
られ ない。 よみがえられ たの だ。」 
(ルカ 24:  5  —  6)  「その かたは， こ 
こに はおられない。 よみがえられた 
の だ。」 この 言葉に 匹敵す る 劇的な 言 
葉 を， 歴史の 中に 見いだ せる だろう 
か。 

救い主 イエス ほ どこの 世に 重大な 
影響 を 及ぼす 生涯 を 送った 人が 果た 
している だろう 力、。 私たち はキ リ ス 
卜の 教えの ない 人生と いう もの を考 
える ことができない。 キリスト がお 
られ なかったら， 私たち は， 肉欲と 
物質が 支配す る 恐れと 闇から 生まれ 
た 妄想 的 信仰と 崇拝の 中に さ迷う こ 
とであろう。 私たち は 主が 私た ち に 
定め られた 目標に まだまだ ほど 遠い 
が， 決して その 目標 を昆 失って はな 
ら ない。 また， 主の 教えと その 生涯， 
死， 復活な く して， 私たち は 光と 完 
全へ 到達す る ことができな いこ と を 
忘れ て はなら な いので ある。 

願わくは， 全地の 民が ィヱ スの教 
えと 模範， イエスが 神の 御子で ある 
こと を 受け入れる 日， すなわち 全人 
類の ために 死の 繙目 を 解いた 主の 栄 
え ある 復活 を 事実と して 受け入れる 
日 を， 神が 速めた まわん こと を。 

主が 教えられた 愛の 福音 を 受け 入 
れて 実践し， 主の みこ ころ を 行なつ 
てはじめて， 私たちの 目 を 覆って い 
る 無知と 疑惑の かせ を 絶ち 切る こ と 
がで きる ので ある。 私たち はこれ を 
繰り返し 繰り返し 学ばなければ なら 
ない。 この 世と 永遠の 世に おいて 霊 
に 喜び を 受ける に は， この 簡潔で 栄 
光 あふれる 真理 を 自分の ものと しな 
ければ ならない ので ある。 利己心 を 
捨てて 主の みこ ころ を 行ない， 生活 
の 中で 主 を 第一に 置 く 必要が ある。 


確かに， 私たちが 主の 愛 を 隣人と 分 
かち 合う ときに， 祝福 は 幾 倍に も 増 
し 加えられ るので ある。 

この 「ガリ ラャ 人」 力; 示された 道 
から 離れて ゆけば， それだけ 世との 
戦いに 負けて いるので ある。 だが， 
私たちに は 主の 助けが ある。 主 は， 
繰り返し 弟子た ちに， そして 私たち 
にこう 言われた。 

「あなたが たは， 心 を 騒がせな いが 
よい。 … 

何事で も 私の 名に よって 願うなら 
ば， わたし は それ を かなえて あげよ 

つ 0 

わたし は あなたがた を 捨てて 孤児 
と はしない。 
わたし は 平安 を あなたがたに 残し 

て 行 く。」 （ヨハネ 14  ： 1, 14, 18，  27) 
私たち は 子供の 素朴な 祈り や， 福 
音 を 生活の 中に 浸透 させて いる 人々 
の 隠 やかな しか も 不変の 信仰の 中に， 
主の 慰めの みたま を 感じる。 自分の 
祈り を 通して， また 主 を 知り， 主の 
実在 を 感じて いる 人々 の， 聖く 厳か 
な 証 を 通して 主 を 知る ことができる 
と は， 何と 素晴らしい 賜であろう 力、。 
兄弟 姉妹の 皆様。 主の 復活から 19 
世紀 を 経た 復活祭の 朝 を 迎えよ う と 
している 今， 私 は， 救い主 イエスが 
生きて おられる こと を 厳粛に 証した 
い。 主 は 確かに 死から よみがえり， 
私たち も いっかよ みがえ る。 主 はよ 
みがえ り であり， 命で ある。 

主 は 復活の 後， 旧世界で 多くの 人 
人に 現われた もうた。 

聖 なる 近代の 聖典に よれば， 主 は 
天に 昇る 前の 3 日間 を 新世界 ァメ リ 
力の 「他の 羊」 と共に 過ごされた。 

1832 年 2 月 16 日 に 予言者 ジ ョ セ 
フ 'スミ スと 同僚の シ ドニ 一' リグ 
ドンに 与えられた 示現 を 引用 してみ 
たい。 

「さて， この 子羊に 就きて 為された 

る 様々 の 証の 挙句， われらの 為す 最 
後の 証 はすな わち f "主 は 実に 生きた 
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もう』 こと 是 なり。 

われら は， 彼が すなわち 神の 右に 
座した も う を 見たり。 また 御 父の 生 
みた も う 独 子な り と 証した も う 声 を 
聞け り。 

すなわち 諸々 の 世界 は 彼の 手に よ 
り， 彼の 手 を 経て， また 彼に 因りて 
先に 作られ， また 現に 作られ， これ 
に 住む 者た ち も 皆 神よ り 生まれた る 
息子 と 娘なる こと を 証した もう。」 

(教義と 聖約 76  ：  22-24) 
イエス は キリスト であり， 生きて 
おられる。 イエス こそ 死の 縛 目 を 絶 
ち 切られた 方で あり， 私たちの 救い 
主， 嘖ぃ 主， 神の 真の 御子で ある。 
そして， 聖書が 告げる ように イエ 
ス は 再 び 地上 に 来られる ので ある。 
「…あ な た が た を 離れて 天に 上 げ ら 
れ たこの イエス は， 天に 上がって 行 


かれる の を あ なた がた が 昆 たの と 同 
じ 有様で， またお いでになる であろ 
う。」 （使徒 1 ： 11) 

この 同じ ィ エスが 私たちの 時代に 
すでに 地上に 来られた。 栄光に 満ち， 
昇栄 した 御 方で あり， 御 父の もとに 
この 世の 神で ある 復活した キ リ ス 卜 
が， 1820 年に 少年 ジ ヨセフ. ス ミス 
に 姿 を 現わされた。 アブラハム， ィ 
サク， ヤコ ブの 神， モー セの 神， 天 
地の 創造主で ある ィヱス が， 私たち 
の 時代に 訪れた も う た。 御 父 は， ィ 
エス を， ジ ヨセフ' ス ミスに このよ 
うに 紹介され た。 「こ はわが 愛子な り， 
彼に 聞け。」 （ジ ヨセフ' ス ミス 2  ： 
17) 

父なる 神と 御子 ィヱス 'キリスト 

が 少年 予言者 ジ ヨセフに 現われた も 
うたこと は， 救い主の 復活 以来 この 


世で 起こった 最大の 出来事であった。 
回復され た イエス' キリスト の 教会 
として， 私たち は， 謙遜に， 感謝 を 
もって， この 証 を 全人 類に 述べる も 
ので ある。 これ は 全世界に 伝えられ 
るべき メッセージ であり， 天父の 子 
(ft たち すべてに 向けられた 真理の 訪 
れ である。 全世界 300 万の 教会員 はこ 
れを 厳粛に 証す る。 

今日， 2 万の 宣教師と 300 万の 末日 
聖徒 ィヱス 'キリス ト 教会， モル モ 

ン 教会の 会員 は， 神 は 天から 再び 語 
られ， イエス' キリス 卜が 再び 人に 

現われた まい， 復活 は 事実で あると 
の 証 を 述べて いる。 

私 は， 彼らの 宣べ 伝える メ ッセー 
ジが 真理で ある こと を 証し， 自らの 
証 を 付け加える。 イエス' キリスト 
の 御名に よ つて， アーメン。 
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十二使徒 評議員 会 会員 


マリオン 'G* ロムニー 


愛する 兄弟 姉妹お よ び 友人の 皆 さ 
ん， 私が これから 話す しばし の 間 皆 
さ んの 信仰 と 祈り を お寄せいた だ き 
たいと 思う。 私 はきよ う， 主の 敵で 
ある 「大 いなる 偽り者 サタン」 につ 
いて 話す つも りで あるた め， 是非と 
も 主の みたま が 必要な ので あ る 。 

これから 申 し 上げる 娘の 言葉 を覚 
えてお いていた だきたい。 そして 私 
の 話す 間 それ を 思い起こ していた だ 
きたい。 ある 娘が 母親に 言った。 「私， 
ジョンと 結婚で きない わ。 だって 彼 
は 悪魔 を 信じて いないん です も 
の。」 すると 母親 はこう 答えた。 「か 
まわない から 彼と 結婚しなさい。 あ 
なた と 私で きつ と 信じさせる ことが 
できる から。」 

神が 死んだ とする 偽り の 説が 流布 
されて いるが， 悪魔の 存在 を 否定す 
る 教え も 同様に 有害な ものである。 
この ふたつの 偽り は 共に サタン 自身 
から 生まれた ものである。 これら を 
信じる こと は， サタンに 従う ことで 
ある。 そして これ は 必ず 破滅 を 招く。 

末日 聖徒 は 神の 実在 を 知っている。 
それと 同様に， サタン も 生きて おり， 
強大な 力 を 持った 霊で あり， 神と 人 
と義の 敵で ある こと を 知っている。 

神 と 悪魔の 両者が 実在す る こと は 

聖典から， また 人類の 経験から 明ら 
かで ある。  • 
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前世 にお け る 天上の 大 会議に 関す 
る アブラハムの 記述 を 読む と， 神と 

サタンの 双方が この 会議に 出席した 
ことが わかる。 （アブラハム 3 章） 

この 記述の 中で 驚くべき， 重要な 
事柄が 明らかにされ ている。 すな わ 
ち， 遠い 過去の 事物の 姿， 父なる 神 
とその 霊の 子ら， この 地球の 創造の 
計画が 明らかにされ ている。 また， 
福音の 計画， キリストと サタンに つ 
いても 触れて いる。 

主 は アブラハム に 啓示 された これ 
らの 真理 を さ らに 詳しく モー セに述 
ベて おられる。 「われ 主なる 神， モー 
セに 語りて 言いけ る は， 汝 がわが 生 
みたる 独 子の 名に よ り 退けと 命じた 
るかの サタン は 太初よ り 在り し 其 者 
なり。 彼 わが 前に 来りて 言いけ る は， 
見た まえ， われ 此 所に 在り。 われ を 
遣した まえ。 われ 汝の 子と 成らん。 
われ こと ごと く 人類 を 噴いて 一人 だ 
に 失う ことなから. しめん。 われ 正に 
かくの 如くすべし。 これ を 以て われ 
に 汝の誉 を 与えよ と。」 （モー セ 4  ： 
1) 

旧約の 予言者た ち は サタンと 大会 
議 における サタンの 役割に ついて 知 
つていた。 ィザャ は サタンに 直接 話 
しかける よ う に 述べて いる。 

「黎明の 子， 明けの明星よ， あなた 
は 天から 落ちて しまった。 もろもろ 


の 国 を 倒した 者よ， あなた は 切られ 
て 地に 倒れて しまった。 

あなた は さ き に'！:、 の う ちに 言った, 
『わたし は 天に のぼり， わたしの 王 
座 を 高く 神の 星の 上に おき， …… い 
と 高き 者の よ う になろ う』。 

しかし あなた は 陰府に 落され， 穴 
の 奥底に 入れられる。」 （ィ ザャ I4： 
12—15) 

主は大 会議に おける サタンの 役割 
に関して これ ま での 神権 時代に 明 ら 
かにして こられた 事柄 を， この 最後 
の 神権 時代で も 確認して おられる。 
1830 年 9 月， 主 は 予言者 ジ ヨセフに 
言われた。 

「…悪魔 は アダムよ り 先に 在りし 者 
なり， 彼， われに 叛 きて 曰く 『われ 
に汝の 光栄 を 与えよ。 その 光栄 はわ 
が 能力な り』 と。 かく 言いて， また 
彼 は 天 群の 三分の 一 を そ の 自由意志 
によ りて われに 叛き 去らし めた 
り。」 （教義と 聖約 29  ：  36) 

ジ ヨセフ *ス ミスと シドニー  • リ 
ゲ ドン は， 1832 年 2 月次の ような 示 
現 を 受けた と 証して いる。 「…神の 御 
前に 於て 権威 ありし 神の 一天 使， … 
神の 生み 給える 独 子に 叛 きて， 神と 
御子の 前よ り 突き落され， 

天の 衆 群 彼のた めに 泣き 悲しみた 
れば 『滅亡』 と 呼ばる。 彼 はすな わ 
ち ノレ シフ i ルな り。 暁の 子な り 


き。」 （教義と 聖約 76  ：  25 — 26) 

ジ ヨセフ. スミ スは 前世での この 
大 論争 を 次の よ うに まとめて いる。 
「天上での 論争の 各々 の 主張 は 次の 
通りだった。 イエス は， 救われない 
霊が 出て くる だろうと 言った。 これ 
に対して 悪魔 はすべ ての 霊 を 救う こ 
とがで きる と 言い， 大 会議の 前に そ 
の 計画 を 提示した。 そして 大会 議は 
イエス. キリスト の 案 を 採択した。 

する と 悪魔 は 神に 背いて 立ち上がつ 
た。」 （「予言者 ジ ヨセフ 'ス ミスの 教 
え」 P.357) 

サタンと サタンに 従う 者た ち は， 
投げ落とされて， 地球に やって きた。 

モー セ に 示 さ れた 示現の 中で 主 は 
言われた。 

「…サタン われに 叛 きて， われ 主な 
る 神の すでに 人に 与えた る 人の 自由 
意志 を 滅ぼさん となし， しかも また 
わが 持てる 権能 を 自らに 与うべき こ 
と を 求めた るに より， われ わが 生み 
たる 独 子の 権能に よ りて 彼 を 投げ 落 
さしめ たり。 

而 して 彼 は サタンと 成れり， 実に 
あらゆる 偽りの 父なる 悪魔と なりて 
人 を 欺き だまし， 以て わが 声に 聴き 
従わぬ すべての 者 を 欲する ままに 虜 
となすな り。」 （モー セ 4  ：  3-4) 

サタン は， アダムと ィ ブが 堕落す 
る 前， エデンの 園で 二人 と共にいた。 
それだけで なく，  二人が 園 を 追い出 
された 後 も 引き続き 二人と その子 孫 
を 誘惑した。 アダムと イブ は 福音 を 
授けられた とき， 喜んで 「神の 御名 
を讃 め， 息子 娘ら にす ベての こと を 
知らし めた り 。 

ここに サタン 彼らの 中に 来りて 言 
いける は， われ もまた 神の 子な りと， 
また 彼らに 命じて 言いけ る は' ァダ 
ムと イヴの 言 を 信ずるな かれ， と。 
されば 彼 ら アダムと ィ ヴの言 を 信ず 
る ことなく サタン を 神よ り も 愛でた 
り 。 人 は その 時よ り ， 肉体， 肉欲， 

悪魔に 従う 者と なり 始めたり。」 （モ 
ーセ 5  ： 12—13) 


以来 今 日に 至る まで サタン は 地上 
にいる。 ヨブ 記に はこう 記されて い 
る。 

「ある 日， 神の 子た ちが 来て， 主の 
前に 立った。 サタン も 来て その 中に 
いた。 

主 は 言われた， r あなた は どこから 
来た カリ。 サタン は 主に 答えて 言った， 
『地 を 行きめ ぐり， あちらこちら 歩 
いてきました』。」 （ヨブ 1 ： 6  —  7) 

予言者 ジ ヨセフ は， 1831 年 8 月 11 
日付の 日記に， 次のように 書いて い 
る。 

「…マ クイ ノレ ウェイン ス* ベン ドの 
ある 川岸に 野営した と きのこと だつ 
た。 フェルプス 兄弟が 白日の 示現の 
中に 破壊者が ものすごい 力で 水の面 
を 進んで 行く の を 見た ので ある。 他 
の 者に は 音 は 聞こえた が 何も 見えな 
； 3 、つ 7 一。」 (^Documentary  history  oj 
the  Church,  「教会 歴も 第 1 巻， P. 
203) 

サタン は 邪悪な 存在で ある。 全く 
しかも 常に 邪悪で ある。 サタン は 常 
に 福音の 計画 を 覆そうと し， 「人々 の 
身 も 霊 も 亡ぼさん と」 している （教 
義と聖 約 10  ：  27) 

「…悪魔と その 使た ちまた 自分から 
悪魔に 従う 者た ち は， このように 働 
いて 誰 一人に も 決して 善い こと をせ 
よと すすめない。」 （モロ ナイ 7  ： 17) 

ィ エス は ゲッセ マネの 園で 苦しみ 
を 受ける 直前に 行なわれた 最後の 晚 
餐で， ぺ テロに 対して 次のように 
われた。 

「シ モン， シ モン， ••■ サタン は あな 

たがた を 麦の よ う に ふるいにかける 
こと を 願って 許された。」 （ルカ 22: 
31) 

サタン は， 人々 に 注がれる キリス 
卜の みたまの 影響力に 対抗し， これ 
をく じこうと やっきに なって いる。 
リー ハイ は 息子の ヤコ ブに 「すべて 
の 物事に は 必ず その 反対の ものが な 
ければ ならない」 と 教えた が， サタ 
ンは 「その 反対の もの」 の 代表者で 


あり， 促進 者で あり， 提唱者で ある。 
(II ニーフ アイ 2  ： 11,14— 18 参照） 
サタンの とる 方法 は 多種多様 であ 
り， 狡 滑で ある。 

「…サタン は 人 を攻搫 するとき， 可 
能な 限 り の 手段 を 使つ て ま ず 心 を あ 
いまい にさせ， 次に うそと， 真理の 
様相 を呈 した 偽り を 吹き込む。 サタ 
ンは 模倣に たけて いる。 純粋な 福音 
の 真理が 急速に 世の中に 広められて 
いる 力；， その 一方で サタン は 偽りの 
教え を 広めて いるので ある …… 『偽 
りの 父』 である サタン は， 邪悪な 業 
を 長年 続けて いるた め， 非常に 熟練 
している。 そして， 選ばれた 者 さえ 
を も 可能であれば 陥れよ う と してい 
る。」 （ダニエル •  H  • ラドロー， 

Latter-  day  Prophets  Speak,  「末 曰 
の 予言者 は 語る」 ジ ヨセフ •  F  'ス 
ミ スの 言葉， pp.  20—21) 

サタン は 神権 時代が 幕開け を 迎え 
ようとす ると きに 必ず， 真理の 出現 
に対して 真っ向から 攻撃 をし かけて 
いる。. すでに 述べた ように， 最初の 
神権 時代に ァ ダムと ィ ブの 息子 娘た 
ち を だました。 
'モー セの 神権 時代の 初めに， 「サタ 
ン 来りて 彼 を 誘惑し 言いけ る は， 人 
の 子 モー セょ， われ を 礼拝せ よ 
と。」 （モー セ 1 ： 12) 

イエスの 時代に は， 主 を も 攻撃し 
た。 （ルカ 4  ： 1 一 13 参照） 

こ の 最後の 神権 時代の 幕 開 け に も 
サタン は 登場し， 戦い をい どんで き 
た 。 予言者 ジ ヨセフ' ス ミス は 次の 
よ う に 記録して いる。 

「 …… 私 は (可と も 知れぬ 力に よって 
捉えられ， ついに 私 は 全く 抵抗力 を 
失った。 また その 力 は 私の 舌 さえし 
びれ る 程の 驚くべき 力 を 振った ので 
私 は 物言 うこと がで き なかつ た。 そ 
して あた り はだん だん 暗くな り ， 一 
時 は あたかも 私 はこの まま 急に 死ん 
でし ま うかのよ うに 思われた。」 （ジ 
ヨセフ • ス ミス 2  ： 15) 

モル モン 経が 世に もた ら される と 
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きも サタン は 攻撃した。 その 詳細 は 

教義と 聖約第 10 章に 記されて いる。 

サタン は 福音が 世に 広 めら れ るの 
を 妨げよ う と 懸命に なって いるが， 

その 証拠が ヒーバー • C • キン ボー 
ルの 記録の 中に 見られる。 1837 年に 
ィ ギリ スに 福音 を 携えて 行った 兄弟 
たち は サタンから 攻撃 を 受けた。 （ォ 
ルソ ン •  F  • ホイットニー，  Life  of 
Heber  C.  Kimball,  「ヒーバー •  C' 
キン ボールの 生涯」 pp. 143 — 45) 

今日の 社会の 退廃 は， 「悪魔 はない 
も ので あるから 私 は 悪魔で はない」 
(II  ニーフ アイ 28  ：  22) と言う サタ 
ンの 言葉 を ほとんどの 人が 信じて い 
ると いう 事実から 説明で きる と 思う。 

私たち 末日 聖徒 は， サタンが 実在 
する かどう かにつ いて， 人の 考えに 
惑わされる 必要 はない し， また 惑わ 
されて はならない。 一個の 人格 を 持 
つた 悪魔が 存在す る。 私たち はこれ 
を 信じる 方が よい。 目に 見える 見え 
ない を 問わず サタンと その 無数の 手 
下が 人々 を 支配し， 今日の 世界の 諸 
事 を 支配して いる。 

現代と その 行く末 を 示現で かい ま 
見た 古代 アメリカの 予言者 は， もし 
サタンの なすが まま にしておく と， 
この 世 は 滅びる と 予言して いる。 二 
ーフ アイ は 現代の 私たちの 状況に つ 
いて こ う 述べて いる。 

「悪魔の 王国 は 必ず ゆり 動き， また 
この 王国に 属する 者た ち も 必ず 動か 
されて 悔い改めなければ ならない。 
そうでなければ， かれら は 悪魔の 永 
遠の 鎖に 固く しばられ 怒らされて 亡 
びて しまう。 

ごらん， その 時に 悪魔 は ある 人々 
の 心に 入って 荒々 しい 行い を させ， 
また この 人た ちに 善い 事 を 怒らせる。 

また ほかの 人々 をな だめ， この 人 
たち をす かして 肉欲 を ほしいままに 
させる から， その 人々 は 『シ オンの 
中で は 万事よ ろしい。 シ オン は 栄え 


て 実に 何事 もみな よろしい』 と言う。 
このよ うに 悪魔 はこの 人々 を だまし， 
心 を 配って 地獄へ つれて 行く ので あ 
る。 

悪魔 はまた ほかの 或る人々 にへ つ 
らっ てこの 人々 を 迷わせ， 地獄 はな 
いもので あると 言い， また 悪魔 はな 
いもので あるから 私 は 悪魔で はない 
と 言い， このように 耳に ささやいて 
一度 かかった ら决 して 逃れられない 
恐ろしい 鎖で と う とう 縛って しま 
う。」 （11  ニーフ アイ 28  ： 19—22) 

さて， 私 は 別に 人 を 怖がらせたり， 
敗走 させたり， おじけ づ かすた めに， 
こういつ たこと を 話して いるので は 
ない。 私 は 以上の ことが 真実で ある 
と 知ってい るので， また 「サタンに 
打ち勝」 ち， 「また 現に サタンの 仕事 
に 力 を 与う る サタンの 僕らの 手よ り 
免れ」 （教義と 聖約 10  ：  5) ようとす 
る に は 現状 を 理解し 認識し なけれ ば 
ならない ので， 述べて いるので ある。 
今 は 末日 聖徒が あいまいな 言葉 を 使 
う 時で はない。 

また 慌て 惑う 時で もない。 私たち 
が 現在 遭遇 している 困難 は 突然 や つ 
てきた ので はない。 主 は 140 年 前に こ 
の 時代の 行く末 を はつ きりと 啓示 さ 
れた。 救い主の 再降臨が 近づく につ 
れて， 人々 に対する サタンの 動きに 
拍車が かかる こ と を 私たち は 知って 
いる。 再降臨まで は， 人々 が 試し を 
受ける 年月 となる ので ある。 

私たち はまた， 神が 生きて おられ 
る こと， 神の 「永遠の みこ ころが… 
…続けて 行なわれる」 こと を 知って 
いる。 サタンと その 邪悪な 軍勢に 対 
抗 する ことができ るよう， 私たちに 
はィ エス. キリス 卜の 福音が 与えら 
れ ている。 キリストの みたまと 神権 
の 力 は， サタンに 対抗す る大 いなる 
循 である。 私たち は 聖霊の 賜 を 受け 
る ことができる。 この 賜に は， 悪魔 
を 間違いな く 見分ける 力が 与えられ 


ている。 この 世の 人々 をい とも 簡単 
にだまして いる 偽物 を 見分ける 識別 
の 賜 を 伴な う 啓示の 力で ある。 私た 
ちの 進むべき 道 は， はっきりと 示さ 
れ ている。 すなわち， 聖典に 記され 
ている 通りに， 現代の 予言者が 語る 
通りに， 主の 戒め を 守る ことで ある。 

結びと して， 私 はこれ まで 話して 
きた こと が 真実で ある こ と を 証す る 。 

私 は 神が 生きて おられる こと を 知 
つてい る。 私 は 自分の 経験から 神の 
みたまと 神の 力 を 知っている。 私 は 
サタンが 生きて いる こと も 知ってい 
る。 私 は 悪霊 を 見破り， 悪霊の 力 を 
感じた ことがある。 予言者 ジ ヨセフ 
が 経験した ほど 大きな もので はない 
力;， 似た よ う な 経験 をした。 

キリストの 再降臨の 時には， 「サタ 
ンは 縛られて， 人の子ら のこ ころの 
中に 入るべき 所 を 与えられ ざらん」 
(教義と 聖約 45:  55) こと を 私 は 知 
つてい る。 そして 今や そのし るし は 
現われつつ ある。 

私 はまた， 救い主の 再臨のと きに 
主 御自身が 予言され た 事柄が 真実 起 
こる と 証す る。 「賢く して 真理 を 受け 
入れ （すなわち 福音 を 受け入れ） 聖 
霊の 導きに 従い 騙され ざれし （サタ 
ン とその 力に） 者 は， …… その （主 
の 来る） 曰に 堪ぅ るべ し。 

地 は ゆずり として 彼らに 与えられ 


主 は 彼らの 中に 在りて その 栄光 は 
彼らの 上に 輝き， 主 は 彼らの 王に し 
て 立法者 たるべし。」 （教義と 聖約 45 
： 57—59) 

願わくは， 私たちが 聖 きみた ま を 
導き手と し， サタンと その 手下と 彼 
らの業 を 見分け， 決して だまされる 
ことなく， やがて 約束され た 祝福に 
あずかる 者と なること がで きる よ う， 
へりくだり， 主 ィヱス 'キリス 卜の 
み 名に より 祈り 申し上げる。 ァーメ 
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過去よりの 

告の声 


十二使徒 評議員 会 会員 


マーク 


ピーター セン 


この 西半球に 興つ た三大 文明の う 
ち 二つ はすで に その 姿を消 している。 

その 滅亡 は 自ら 命 を 断った ためで 
あると しか 言いよう がない。 犯罪の 
横行， 性 倒錯， その他 あらゆる 種類 
の 罪 を 重ね， 国と 神と を 汚した から 
である。 

現在， 国々 はこの 西半球の 隅々 に 
至る まで その 領土 を 広げて いる。 し 
かし， 今日 私たちの 中に 見られる 堕 
落の 多く は 驚く ほど 各国 共通した も 
のが あり， それらが 国家 を 滅亡に 向 
かって 駆り立てて いるので ある。 

たとえば， 南北 アメリカ 大陸の 各 
国で は， 犯罪 数の 激増に ただぼう 然 
としてい る 状態で あり， 合衆国 だけ 

で も 氾 罪の 取 り 締まり に 年間 400 億 ド 
ル 以上の 官費が 費やされ ている。 

道徳的 退廃 も すさまじい もめが あ 
る。 し 力、 も， その 多くが 正当化され 
ようとし ている。 つい 数 週間 前に も， 
多くの 会員 を 擁する ある 教会の 最高 
幹部の ひと りが， 若人 間の 婚前交渉 
を 容認す る 発言 をし， それが AP 通信 
を 通じて 全世界に 伝えられた。 

性の 倒錯， この 恐ろしい 社会 病 は 
ついに 流行病に 指定され る ほどに な 
つてい る。 ある 保健衛生 関係の 係官 
は， もはや 流行病の 域 を 通り過ぎ， 
疫病が 定着しつつ あると 語って いる。 


この 社会 病 は 今や 普通の 風邪よ り も 
感染 率が 高い。 

西部の ある 有名な 都市の 保健 担当 
者の 話に よれば， 14 歳から 25 歳まで 
の 青少年 は 10 人に 1 人が 性病に かか 
つてい るそう である。 全く 信じられ 
ない よ う な 数字で ある。 

日 刊誌 「インター ナショナル' へ 
ラ ノレ ド • トリビューン」 (Jnternati- 
onal  Herald  Tribune) の Sfi の 
による と 堕胎が 容易に 実施で きる よ 
うにな つたた め， 人々 は 不道徳 な 行 
為 を 恥と しなくな り， フリー セック 
スに 拍車が かけられ ている という。 

無節操 はま さ に 極限 に まで 達しよ 
う と している。 

性に 対する 混乱 を 新しい 生き方 だ 
とし， 姦淫 は 神聖で あるべき 結婚 や 
家庭 を 破壊す る こと を 知りつつ もこ 
れ に対して 声 を あげよ う と しない 人 
が 何百 万人と いると いうのに， 公共 
の 場で 祈 り を 捧げる ことに 対して は 
違法 を 強く 叫ぶ。 

学校で セックス を 教え， 映画 を 通 
して 卑しい 醜い もの を 衆目に さらし 
てお きながら クラスに 聖書 を 持ち込 
む 牧師 や 主の 祈 り を 生徒に 暗, M させ 
る 教師 を とがめて いる。 価値観 を 失 

く している と しか a! いよ う がない。 
ァメ リ 力 人の 中には， 国旗への 忠 


誠の 言葉の 中で 全能者と いう き 葉が 
登場す るのに 反対 を 唱える 人が いる 
かと 思えば， 硬貨に 刻まれて いる 
「神に 忠誠 を」 という 文の 削除 を 求 
める 人々 も いる。 

ほとんどの 宗派で は， 集会への 出 
席 数が 激减 している。 また 聖書の 販 
売 高 は 25 パー セン 卜 も 下落し， ある 
聖職者た ち は 信仰 をな く している と 
いった 有様で ある。 

全能者 は 私たちに 毎週 聖 なる 安息 
日 を 守る よう 命じられた。 私たち は 
神の 面前 で こ の 律法 を 侮辱 している 
のではないだろう 力 >。 ほとんどの 人 
は 主の 聖な る 日 を娛 楽の 日 や 通常の 
仕事の 日と している。 しかし， 安息 
日 は， 創造主への 忠誠の しるしと し 
て 与えられ たので ある。 

「始めは 憐れみ， 次に それが 忍耐に 
変わり， そしてつ い' に は 容認と 化 
す。」 全く もって 真実で ある。 悪 は 繰 
り 返し 繰り返し， 執拗に 侵入して く 
る <= 

私たち は 無神論の 大波に のまれ， 
堕落の (S に 沈んで いるの だろ う か。 

かって この 地で 栄え， そして 罪の 
ゆえに 崩壊した 文明と 私たちの 文明 
と 何ら 変わる と ころがな いの だろ う 
か。 

これらの 文明の も とに あった 人々 
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は， この 西半球に 住む ことにつ いて 
厳しい 教え を 与えられ ていた。 

こ の 地 は 全能者に と つ て 特別の 意 
味が ある 地であって， 神に 仕える 国 
民の みが ここにと どまる こと を 許さ 
れる と言われ ていた。 

現代に 生きる 私たち も， 生き残る 
た めに はこ の 警告 に 耳 を 傾け な け れ 
ばなら ない。 

私たち は， 別の 地へ 行けば それ ほ 
ど 罪 を 非難され る こと はない と 力へ 
多少な りと も 減免され ると は 考えな 
い。 罪 は 罪で あ り ， 人が どのよ う な 
論理 を 打ちた てよ うと も， 罪 を どこ 
で 犯 そ う と も 関係ない ので ある。 

だが， この 西半球が 置かれて いる 
状況 は 他と 異なる。 神が 愛する 御子 
のみ 業 をな す 地と して 奉献され たの 
である。 したがって， この 地 を 汚す 
の を いつまでも 放って はお かれない 
ので ある。 

神 はこの 地の 神聖な 目的と して 指 
定 する にあたり， 次のように 宣言 さ 
れた。 「 …… この 約束の 地が 備えられ 
た 後い つであって も この 土地 を 所有 
する 者た ち は， ただ 一つ 真の 神に 仕 
えな けれ ば 主の 烈 しい 怒りが かれら 
に 下って かれら は 亡ぼし 去られる… 

•••」 （ィ テル 2  ：  8  ) 

要するに， この 地 を 占める 国 は 神 
に 仕えなければ 死に 定められる とい 
うこと である。 

近代 ァメ リ 力の 偉人た ち は こぞつ 
て 同様の 警告 を 発して いる。 

約 30 年 前， 当時 わが国 第一の 経済 
学者の ひと り に 数えられ ていた ロジ 
ャ  一 • ボブ ソン は 次の よ う に 語って 
いる。 「民主主義の 規則 を 暴徒の 規則 
と 化すの を 防ぐ の は 宗教し かない。 
国家が 繁栄す るに は， 国民が 宗教 を 
尊び， 知恵 を 生かし， 奉仕 を 行なう 
能力 を 持ち， それ を 実施す るし かな 
い。」 次の 言葉 は 大いに 注目 を 要する。 
「私たちが これ ま で 経験 し た 大 恐慌 
はすべ て， 固 民が 宗教の 原則 を 無視 


した こ とに 起因して いる。」 

アブラハム . リ ン カーン は 当時の 
人々 にこの よ う に 語った。 「アメリカ 
は 外部からの 脅威 を 危惧す る 必要 は 
ない。 …… も し 合衆国が 脅威に さら 
される としたら， それ は 内部から 生 
まれる。 自由主義 を 信奉す る 我々 は, 
どのよ う な 時に あっても 困難 を排し 
て， 切り抜けて ゆく 力つ それと も 自 
殺 行為に よって 死 を 味わ うかのい ず 
れか である」 

そして この 偉大な 奴隸 解放 者 は 次 
のよ う に 付け加え ている。 

「われわれ は 国民の 数， 富， 力に お 
いて 大き く 成長して きた。 …… しか 
し 神 を 忘れて しまって いる。 …… 従 
つて われわれ は 罪 を 犯して きた 神に 
対して へりくだり， 国家の 罪悪 を告 
白し， 慈悲と 赦しを 求めて 祈らな け 
れ ばなら ない。」 

初代 大統領 ジ ョ ージ' ワシントン 
はこう 述べて いる。 「天が 自ら 定めた 
秩序 と 義の 永遠の 原則 を 無視 し なが 
ら， 天よりの ほほ 笑み を 期待す る こ 
と はでき ない。 …… 」 （1789 年 4 月 30 
曰， 就任演説） 

ダニエル. ウェブスター 議員の 警 

告には 非常に 厳しい ものが ある。 「も 
し 私たちお よ び 私 たちの 子孫 力 ；' 宗教 
の 教えと 権威と を なおざり にし， 永 
遠の 正義の おきてに 背き， 道徳律 を 
軽率に 扱い， 私たち を 保護して いる 

憲法 を 向こう見ずに 破棄した りする 
ような ことがあれば， いつ 破局が 訪 
れ るか わからな (<  、状況 に 陥 るで あろ 
う。 私たちの 栄華 は 一夜に して 消え 
去る であろう。」 

神 は 末日に， 暴風雨， 地震， 津波 
によって 人々 に 警告す る こと を 明ら 
かにして おられる。 私たち は 今 神の 
声 を 聞いて， それに 気付いて いる だ 
ろ う か。 

パ キス タ ンで 50 万 もの 人々 がハ リ 
ケーン に 襲われ， チリで 10 万 もの 人 
人が 1 回の 地震で 家屋 を 失った。 こ 


の 大災害 は 数 週間のう ちに 起こった 
ので ある。 私たち は これらが 発して 
いる 警告に 耳 を 閉ざして いられる だ 
ろうか。 

I シン ッ ピーで は， 4  ,  5 力 月間 
に 起きた ふたつの ハ リ ケーン で 流域 
の 全 村落が 壊滅し， ロサンゼルスで 
は 数回の 地震で 死者 を 出し， 5 億ド 
ル もの 被害を受けた。 この 中から 私 
たちに 向けられ てい る 神の 警告が 聞 
こえる だろ う 力、。 

地震， 火災， 暴風の 損害に は 保険 
を かけて いるから といって， 安閑と 
して いられる だろう 力 \ 

損害保険で ハリ ケーン や 地震 を予 
防で きる だろう カヽ 

このよ う な 恐るべき 力 を だれが 抑 
えられる だろう か。 

自然 を 制する 神 は 一体 だれ だろ う 
か。 

風に 出合い， おびえた 漁師た ち を 
乗せた 舟に 立って 嵐 を 叱責し， 「静ま 
れ， 黙れ」 とだけ 言って， 風 を やま 
せ， 大 なぎに した 方 はだれ だろう 力 >。 

死滅した 過去の 文明が 歳月の ちり 
の 彼方から 今 私たちに 語り かけて い 
る。 滅亡 を もたら した 同じ 状態に 対 
する 警告の 声で ある。 

彼らの 声に 耳 を 傾けよ う ではない 
か。 

この ァメ リ 力 大陸で かって 文明の 
崩壊 を 体験した 古代の 予言者た ち は， 
啓示の 目を通して 今日の 私たちの 有 
様 を 見た。 そこで 私たち は 異邦人と 
呼ばれて いる。 その 予言者の ひとり 
の 言葉に 耳 を 傾けて みよ う 。 「異邦人 
よ。 その 時お 前た ちが もしも 悔い 改 
めて その 悪い 道から 立ち 帰らない な 
らば， どうして よく 神の 力の 前に 倒 
れ ずに 居る ことができよ う 。 

ごらん， お前た ち は 神の 御手の 中 
にある。 神 は 全権 全能 を 持ちた も う。 
ま た 神の 大 き な 命令が あ るなら ば， 
大地 も 巻物の よ う に 巻かれる であろ 
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それで あるから， 異邦人よ。 悔い 
改めて 神の 御前に へり くだれ。 へり 
くだらないならば， 神 は その 正義 を 
以てお 前た ち を 責めた も う 。 …… 」 

(モル モ ン 5  ：  22—24) 

死後 幾 世紀 を 経た もう ひとりの 占 
代 アメリカの 予言者が， ちりの 中 か 
-ら こう 語り かけて いる。 

「この 土地 はすべ て ほかの 地よ り も 
勝って いる 地で あるから， この 地 を 
所有す る 者が 神に 事 え な t  、時に 亡 び 
てし まう こと は 神が と こ しえ に 定め 
たもうた と ころで ある。 それで ある 
から， この 地に 住む 民 は その 罪悪が 
頂点に 達しなければ このよ う に 亡び 
てし まう こ と はない。 

さて 異邦人よ， 私 は 神が 定めた も 
うたこと を あなたた ちが 知る よ うに， 
また あなたた ちに 悔 改め を させ， あ 
なた たちが 罪の 極る まで 罪悪 を つづ 
けない ように， また あなたた ちに 今 
まで この 土地に 住む 民が 自分の 上に 
神の 烈しい 怒り を 招いた よ うな こと 
を させない ために この 歴史 を あなた 
たちに 伝える。」 （ィ テル 2  ： 10—11) 

1500 年 前に ァメ リ 力 大陸に 住んで 
いた モル モ ン という 古代の 予言者 は 
このように 述べて いる。 「見よ， 私 は 
あなたた ちが 今 目の前に あるかの よ 
うに 話して いるが， 本当 は あなたた 
ち はま だ 生れない ので ある。 しかし， 
イエス. キリスト が 前以て あなたた 
ち を 私に 見せた も うたので あなたた 
ちの 行いが 今 私に 解る ので ある。 

あ な た た ち が 心の中 に 誇 り 高ぶる 
ことと， あなた たらの 中に 非常に 華 
やかな 衣 を 着， ねたみ， 争い， 怨み, 
迫害し， あらゆる 悪い 事 を 起す ほど 
にお ごり 高ぶって いない 者 は 僅かし 
かいない と言う ことと， …… 前以て 
私に 解って いる。」 （モル モン 8  ：  35 
—36) 


この 西半球に は， イスラ ヱル 族の 
血が 流れて いる 人々 が 大勢い る。' こ 
れらの 人々 に対して モル モン はこ う 
述べて いる。 「あなたた ち は 自分が ィ 
ス ラエルの 家に 属 している こと を 知 
れ。 

悔い改めな く て はな らぬ ことと， 
悔い改めなければ 救われな いこ と と 
を 知れ。 

その 先祖の こと を 知り， 自分の 罪 
と 悪事と を こと ごと く 悔い改めて， 
イエス. キリスト が 神の 御子で ある 
こと を …… 信じなくて はならない， 
この 事 もよ く 知れ。」 （モル モン 7  ： 
2  —  3  ,   5  ) 

今日の 状態に ついて このよ う な警 
告も ある。 「これらの こと は 『みた 
ま』 が 私に 示した もう。 よって 私 は 
あなたた ち すべてに これ を 書き伝え 
る。 私が あなたた ちに 書き伝え るの 
は， まことに アダムの 家に 属する 全 
人類が 一人の こらず キ リ ス 卜の 法廷 
に 出て， 各々 その 行いの 善悪に 従つ 
て 裁判 を 受けなくて はならない こと 
を あなたた ちに 知らせる ためと， 

将来 あなたた ちが 受ける キリ ス ト 
の 福音 を あなたた ち に 信 じさせる た 

めで  」 ある。 （モル モン 3  ：  20— 

21) 

そして 最後に， 古代 ァメ リ 力で 最 
も 偉大な 予言者に 数えられる 人の 言 
葉に 耳 を 傾けて みよ う 。 

「私 は これら の 事 を あな た た ち 力; 忘 
れ ないように すすめる。 なぜならば， 
あなたた ちが 神の 法廷で 私と 逢う 時 
が 速に 来て， その 時 主なる 神が 『こ 
の 人の 書きし わが 言葉 は， われが 墓 
の 中より 叫ぶ 者， または 土の 中より 
声 を 出して 語る 者と 同じく これ を汝 
らに宣 ベ 伝えし にあらず や。』 と あな 
たたち に 仰せになる ので， あなたた 
ち は 今 私が 偽 を 言って いるので はな 


いこ とが 解る からで ある。 

さ らに神 は 私の 書いた こ とが 真実 
であるの を 確に あ な t: た ち に 証明 し 
たもう。 

さて， 私 はさら にあな たたらに す 
すめる。 あなたた ち は キリス 卜の 御 
許へ 来て 一切の 善い 賜物 をつ かめ。 
悪いた まもの または 汚れた ものに か 
かわって はならない。」 （モロ ナイ 10 
： 27,  29—30) 

現代の ァメ リ 力 大陸 諸国が 悔い 改 
め， 主に 仕えるならば， 大 いなる 祝 
福が もたらされる に違いない。 予言 

者が そう S つてい るからで ある。 「… 
…この 土地 はす ぐれた 土地で あるか 
ら この 土地 を 所有す る 民 はこの 地の 
神に 事え さえ すれば， 奴隸 とならず 
自由 を 奪われず 天下の どのよ う な 国 
から もす ベて 支配 を 受ける ことが な 
い。 この 地の 神と は  ィ エス' キ 

リストで ある。」 （ィ テル 2  ： 12) 

全能者 は， 主 を 無視し 拒む 私たち 
をい つまで 耐えた も うであろう 力 >。 

神 はいない。 聖書 は 神話に 過ぎな 
い。 モル-モン 経 は 真実の 書物で はな 
い。 従って 悔い改める ことな ど 必要 
ない とする 人生観 を 受け入れて よい 
ものであろう か。 

私たち は 証す る。 神 は 真に 生きて 
まし まし， 神 は 全人 類の 永遠の 裁き 
主で ある。 私たち は 裁きの 日に 各々 
の 行ないの 記録 を 目の前に 突き付け 
られ るので ある。 

イエス • キリスト は 生きて おられ 

る。 イエス はこの 地の 神で ある。 私 
たち を 破滅から 救い 得る のはキ リ ス 
卜の 福音 をお いて ほかにない。 

願わくは， 私たちが 今 置かれて い 
る 状況に 目覚め， 時が あるう ちに 生 
活を 正す ことができ るよう， へりく 
だり 祈る ものである。 イエス' キリ 
ス 卜の み 名に よ り， アーメン。 
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大 管長 


ジ ヨセフ • フィールディング' ス ミス 


愛する 神権 者の 皆さん， 私 は， 信 
仰の 家に 住む 仲間で あり， 神の 王国 
の 兄弟で あり， 聖 なる 神権 を 持つ 者 
である 皆さん を 心から 歓迎したい。 
今晩， 私 は 皆さんと 共に， 主の 神聖 
な 権能 を 持つ が 故に 私た ち に 課せ ら 
れ ている 非常に 大切な 責任 を 考えて 
みたい。 

私たち は 主の 代理人す なわち 主 を 
代表す る 者で ある。 主 は， 私たち 自 
身と 世の すべての 人々 が 救いと 昇栄 
を 受ける ため に 必要な あらゆる 事柄 
を 行なう 権能 を 私たちに 授けられた。 

私たち は主ィ エス 'キリス トの大 
使で ある。 そして その 任務 は 主 を 代 
表する ことで ある。 私たち は 主の 福 
音 を宣べ 伝え， 救いの 儀式 を 執行し， 
人類に 祝福 を もたらし， 病人 をい や 
しさ らには 奇跡 を 行なうよ う 命じら 
れ ている。 つまり， 主が この 地上に 
おられたら なした もう と 思われる あ 
ら ゆる こと を 行な うよう 命じられて 
いるので ある。 これ はすべ て 私たち 
が聖 なる 神権 を 持って いるた めで あ 
る。 

私たち は 主の 代理人で あるが 故に， 
個人の 感情 や 世の 誘惑に かかわ り な 
く 主が 望んで おられる こ と を 行な う 
よ う 律法に よって 義務づけられ てい 
る。 私たち 自身 は， 问ら 救いの メ ッ 


セージ を 持って いる わけで はない。 
私たち 自身に は， 人々 が 受け入れな 
ければ ならない 教義 もなければ， バ 
プ テス マ を 施し， 聖 任し， 永遠の 結 
婚を 執行す る 権能 もない。 これら は 
すべて 主から 与えられる ものである。 
従って 私たちが これらの こ と を 行な 
うの は， 権限 を 委譲され ている から 
である。 

教会に 加入し， 神権 を 受ける とき， 
私たち は 多くの 世の ならい を 捨て， 
聖徒と して ふさわしい 生活 を 送らな 
ければ ならない。 私たち はも はや 世 
の 人々 と 何 ら 変らない 服装， 言動， 
思いであって はならない ので ある。 
世の 多くの 人 は， お茶， コーヒー， 
タバコ， 酒 をた しなむ。 幻覚剤に お 
ぼれ ている 人 さえい る。 また 神 を 冒 
湞し， 低俗な ものに ふけり， 不道徳 
で 不净な 生活 を 送って いる。 しかし 
私たち は これら と 全く 無縁で ある。 
私たち はいと 高き 神の 聖徒， 聖 なる 
神権 者で ある。 

主 は モー セを 通して， 古代 イスラ 
エルの 民に 言われた。 「それで， もし 
あなたがたが， まことに わたしの 声 
に 聞き 従い， わたしの 契約 を 守るな 
らば， あなたが たはす ベての 民に ま 
さって， わたしの 宝と なる であろう。 
全地 はわた しの 所有 だからで ある。 


あなたがた はわた しに 対して 祭司 

の 国と なり， また S なる 民と なる で 
あろ う o」 （出ェ ジプト 19  ：  5  —  6  ) 

こ れ は 私た ちに も 約束 されて いる 
ことで ある。 もし 徳と 高潔の 道 を 歩 
み 続けるならば， 主 は 私たちに 想像 
を 絶す る 大きな 祝福 を 与えて 下さる。 
そして， ぺ テロ が 述べた まさしく 
「選ばれた 種族， 王国の 神権 者， 聖 
なる 国民， 神に つける 民」 （欽定 訳 I 
ぺ テロ  2  ：  9) となる ので ある。 そ 
して 私たち は， これらの 標準 を 守ら 
ない 人々 と は 異なる ようになり， 特 
異な 民と 呼ばれる よ う になる ので あ 
る。 

すでに 世の 誘惑に 打ち勝ち， 特異 
な 清い 民に なって いる 人 もい る。 反 
面， 私たちの 周囲に は 神の 王国の 諸 
事 を 第一に 考えず， 教会の 標準と 異 
なる 生活 を している 不幸な 人々 もい 
る。 

私 は， 教会と 全 教会員に 対して， 
世の 諸悪 を 捨て去る よう 強く 求める。 
私たち は 伝染病に 対処す ると 同じよ 
うに， 純潔で ない もの， あらゆる 形 
の 不道徳から 遠ざからなければ なら 
ない。 出産 を 制限す る ことにより， 
生命の 泉 をせ き 止めて はならない。 
不義で 邪悪な 行為で ある 堕胎の 罪 を 
犯して はならない。 
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礼儀 を わきまえず， 律法 を 無視し 
た 生活に 終始して いる 教会員 は 教会 
員と しての 資格がない。 律法に 違背 
しながら 主と 共に 歩む こと はでき な 
いので ある。 主 はこの ように 命じて 
おられる。 「 …… 今 ある 権力に 服従し， 
統治すべき 権能 を 持ちて すべての 敵 
を 脚下に 踏みつ く る 者の 統治す る 時 

の 至る を 待つべし。」 （教義と 聖約 58 
： 22) その 主が 降臨され るの はこの 
時代で ある。 

主の しもべで ある 私たちの 目的と 
すると ころ は， 主が 示された 道 を 歩 
むこと である。 私たち は 単に 主に 喜 
ばれる こと を 行ない， 語る にと どま 
らず， 生活 そのもの を 主に 近づける 
こ と を 望みと している。 

主 は あらゆる ことにつ いて 完全な 
模範 を 示し， 私たちに こう irf われた。 
「わたしに 従いなさい。」 主 は ニーフ 
アイ 人の 弟子た ちに 「汝ら はいかな 


る 人物に て あるべき か」 と 尋ね， 自 
ら 答えて おられる。 「まことに 汝らは 
われと 同じ 人物なら ざるべ から 
ず。」 （111 ニーフ アイ 27  ：  27) 

さて， 私たち はこの 世で 最も 偉大 
な 業に 携わって いる。 私たちが 持つ 
この 神権 は， 主 御自身の 権能で あり， 
権威で ある。 そして 主 は， もし 私た 
ちが 召し を 全力 を 尽く して 遂行し， 
主が 光の 中に おられる よ う に 光の 中 
を 歩むならば， 御 父の 王国に おいて 
と こしえ に 栄光と 誉れ を 主と 共に 受 
ける と 約束して おられる。 

このよう な 栄え ある 望み を 持って 
いる 私たち は， どうして 世の 邪悪な 
道 を 捨て 切れない ことがあろ う か。 
神の 王国に つける 事柄 を 第一に 考え 
て 生活で きない ことがある だろ うか。 
「神の 口から 出る 一- ：) 一つの 言で 生 
き」 られ ない ことがあ るだろう 力、。 
召し を 全力 を 尽く して 遂行し， 実際 


に 祭司の 王 a となり， 義の 兄! 1】 とな 
ろ う ではない 力、 

戒め を 守 ると き に 私た ち が 受け る 
祝? i は， 我々 の 理解 を はるかに 越え 
る 素晴らしい ものである。 私 は 福音 
と 教会すな わち 地上. における 神の 王 
国に 感謝して いる。 また 主より 与え 
られた 永遠の 生命への 希望に 感謝し 
ている。 

私 はこの み 業が/ i: 実な ものである 
こと を 証す る。 願わくは， 私たちが 
一人残らず， 交わした 聖 約に 忠実で 
あって， この 世に あって は 平安と 喜 
び を 得， 来るべき 世に あって は 永遠 
の 喜びと 栄光 を 受ける ことができる 
よう 祈る ものである。 私 は これらの 
こと を へりくだり， 主 イエス' キリ 
ストの み 名に よって 中し 上げる。 ァ 

ーメン 0 
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「必要なる もの を 


ととの 


マ 


と ごとく 調えよ」 


十二使徒 評議員 会 会員 


ハヮー ド • W • ハン タ一 


商品の 展示 方法 や 包装で 顧客の 購 
買 意欲 は 大きく 左右され る， と 商売 
をして いる 人々 は 言う。 容器の 色， 
包装 方法， 包みの 形で 売れる かどう 
かが 決まる という。 視覚に 訴える ィ 
メージ から 商品が 売れたり， 売れな 
かったり する。 たとえば， アイス ク 
リーム はお 皿に のせた ら それでよ さ 
そうな もの だが， まわり を生ク リー 
ムで 飾って， アイスクリームの 上 力' 
ら チョコレート を かけ， 刻んだ ナ ッ 
ッ を ふ り かけて， 一番 上に チ ヱ リ 一 
をのせ る。 ひとつひとつが 加わる た 
びに， 人々 は 目 を 見開き， 舌な めず 
り をす る。 レッスン を 教える 際に も 
この 原理 を 応用で きる。 すぐれた 視 
覚 教材， 教授 資料 は 生徒の 関心 を 増 
し， 学習 過程で 貴重な 働き をす る。 

教会 は 付属 図書館に は， 教会で 教 
師 たちが 使う 資料が 収められ ている。 
これら を 使って 教師 は レッスン を 興 
味 ある ものにし， 概念 を 教え， 要点 
を 明確に し， ？ ^ 音 を 教える 方法に 趣 
向 を こらす ので ある。 つまり 教会 付 
属 図書館 は， チョコレートと ナッツ 
を かけ， チヱ リー をのせ る 役割 を果 
たす。 教え方が 非常に 優れてい る 人 
であっても， 教材 を 使えば さらに 良 
くなる。 抽象的な 概念の 理解 は 難し 
いもの だが， 原則 を 視覚に 訴 え る 方 


法で 説明す ると， 生徒 はいと も 簡単 
に 理解す る。 

旧世界に おける バウ 口 の 旅の レツ 
スンは 楽しい ものである。 し 力 、し， 
キ ブロス， ガラ テャ， マケド ニヤ， 
エペ ソ， テサ ロニ ケ などの 地名が 登 
場しても， 心の中の 地図で は 位置が 
はっきり しない こ とが ある。 一方， 
大きな 地図 を ひろげて 教える 教師と: 
熱心な ま な ざ し で 聞 く 生徒の 姿 を 想 
像して いただきたい。 話の 進行に あ 

わせて， バウ Q が 旅行した 地に ピン 
が 置かれる。 そして 旅行 ごとに 色 を 
変えた 毛糸で 行程 を 示す。 最後 は 口 
一 マへの 旅で ある。 こうして レ' クス 
ンに 熱が 帯びて きた。 「百聞 は 一見に 
しかず。」 広告業 者 や 商人 はこの こと 
わざ をよ く 知ってい るが， 実は 生徒 
を 気遣う 教師 こそが 知るべき ことわ 
ざな ので ある。 

主 は， 福音 を 教える 責任が 神権 者 
の 上に 置かれて いる こ と を はっきり 
と 述べて おられる。 教会が 組織され 
て 1 年に 満たない 時に， 主 は カート 
ラ ン ド において 予言者 ジ ヨセフ • ス 
ミス を 通じて 啓示 を 下された が， そ 
の 中で 教える こ と について 次の よ う 
に 述べて おられる。 

「また 当 教会の 長老， 祭司お よび 教 
師 たち は， 聖書と 完全なる 福音 を 載 


せた る モル モン 経と に 誌 された る わ 
が 福音の 原則 を教 うべ し。 

ま た 彼 ら は 誓約 と 教会の 信条 と を 
守りて これ を 実行すべし。 而 して 彼 
らは 『みたま』 に 導かる る まま 以上 
のこと を 以て 教えと なすべし。」 （教 

義と聖 約 42  ： 12-13) 

そして 教義と 聖 約の 第 88 章 を 開く 
と， 次の ような 主の 言葉が ある。 

「そ は， 必ず し も すべての 人 信仰な 
きが 故に， 汝ら 努めて 求め， 互いに 
智恵 ある 言葉 を教 うべ し。 然り， 汝 
ら 最も 善き 書よ り智恵 ある 言葉 を 探 
し 求めよ。 また 正に 研究と 信仰と に 
よりて 学問 を 求むべし。」 （教義と 聖 
約 88  ： 118) 

主 は 互いに 教え 合い， 最も 善き 書 
よ り 知恵 を 求め， 学問 を 求めよ との 
命令 を 下されてから， さらに 指示 を 
与え， これらの 責任 を 遂行す るた め 
の プログラム を 確立す るよう， 極め 
て 短い 言葉で 述べて おられる。 これ 
が 主の 言われた 方法で ある。 「汝ら 組 
織して 必要なる 物 を こと ごと く 調え 
よ。 …… 」 （教義と 聖約 88  ： 119) 

互いに 教え 合い， 知恵 を 求め， 研 
究と 信仰に よって 学問 を 求める に は, 
私た ち はすべ ての 必要な も の を 準備 
し， 調えなければ ならない。 以上の 
主の 葉 を 土台に して 教会 付属 図書 
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館の 概念が 生まれた ので ある。 すな 
わち， より 効果的に 教える ことが で 
きる よう 「必要なる 物 を こ と ごとく 
調え」 るた めに。 

多くの 聖 句から， 幾つかの 点が 明確 
になって く る。 すなわち， 

1.  すべての 神権 者 は 言葉と 模範 
によって 福音 を 教える 責任が ある。 
つまり， 福音に 従って 生活す る 模範 
と， 言葉と 学習 経験と 教材に よって 
教えるべき であると いう ことで ある。 

2.  すべての 神権 者 は， 研究と 祈 
りと 信仰に より， 効果的に 教える こ 
とがで きる よ うに 備え をす る 必要が 
ある。 

3.  すべての 神権 者 は 自らの 生活 
にみ たまの 導き を 求め， また 教える 
と き に 霊感 を 求 め な け れ ばな ら な！;、。 

4.  すべての 神権 者 は 神の 王国に 
おいて 聖 なる 管理の 職 を 有して いる。 
この 管理の 職の 対象に は， 私たちの 
時間， 才能， 財産， 神権の 召しが 含 
まれる。 

このように， 私たち は 教える 責任 
を 通して， 人 を 救いに 導く 神の 計画 
に 参画す る 機会が 与えられ るので あ 
る。 私たち は 奉仕 するとき に 成長し， 
管理の 職 を 充分に 果たす ことができ 
るよう になる ので ある。 そして 教会 
付属 図書館 プログラム は， 私たちが 
一層 効果的に 教える ことができ るよ 
うに 援助 を 提供して いる。 

1968 年に 大 管長 会の 指示に 基づ き 
教会 付属 図書館 委員会が 組織 され， 
全 教会 付属 図書館 に 適用す る 方法と 
手続きの 調整 を 図る 責任が 与えられ 
た。 この 委員会 は 教会 付属 図書館 プ 
ログ ラムの 実施 を 監督す る。 この プ 
n グラムの 詳細 は 昨年の 前半に 各地 
に 伝えられ たはず である。 また プロ 
グラム の 確立 と 運営に 関す る 印刷物 
も 出版され ている。 「教会 付属 図書館 
手引き」 と 「教会 付属 図書館 技術 便 
覧」 がそれ である。 

プログラムの 特徴， 指示 事項， 管 


理糸統 について， ここで 少し 触れて 
おきたい。 

1.  大管 S 会 は， 各 教会 集会所に ひ 

と つの 教会 付属 図書館 を 設置す る と 
いう 方針 を 決定した。 建物 を 使用し 
ている ヮー ド部ゃ 支部の 数に (1^ 係な 
く， 設置 は ひとつに 限定す る。 この 
施設の 設計図お よ び 仕様書 は 教会 
築 部から 入手す る ことができる。 な 

お 教会 付属 図書館の 設計図 は 6 種類 
ある。 

2.  ステーキ 部 段階での プロ ゲ ラム 
は， ステーキ 部長が ステーキ 部 図書 
主任 を 通じて 監督す る。 

3.  教会 付属 図書館 は 教会 付属 図書 
館 図書 主任が 監督す るが， 複数の ヮ 
一 ド部も し く は 支部で 使用す る 場合 
は 図書 係 を 任命す る ことができる。 
個別に 組織 を 担当す る 図書 委員 を!^ 
書 館員の 一員と して？^ して もよ い。 

4.  教会 付属 図書館に は， レツ ス' ン 
を 教える 上で 必要な すべての 器材と 
教材 を 収める。 器材と して は， 映画, 
ス ライ ド， ォ 一-バーへ ッ ドの各 プロ 
ジェ クタ 一， テープレコーダー， レ 
コード プレーヤー， スクリーン， ド 
ライ マウント プレス， その他が 含ま 
れる。 教材に は， 書籍， 雑誌， 手引 
き， 楽譜， 印刷物， 絵， 図表， 地図， 
スライド， フ イノ レム ストリップ， ォ 
ーバ' 一へ ッ ド • トランス ペア レンシ 

一， 映画 フィルム， その他 教師が 使 
用す る 資料が 含まれる。 

教会 付属 図書館 プ D グラム は， 今 
や 福音の 原則 を 一層 効果的に 教える 
ための 援助 を 提供す る 教会の 常設 プ 
ログ ラムと なって いる。 数々 の 教材 
を 収める この 図書館 プロ ゲ ラム を 実 
施す る ことにより， レッスンの 質が 
大幅に 向上す ると 思われる。 昨日 開 
かれた 十二使徒 会 地区 代表 セ ミナ 一 
において 発表され た 報告に よれば， 

現在 全集 会所の 72 パー セン 卜が 図書 
館 を 設置して いる。 実施の 遅れて い 
る 地域 は， 可能な 限り 歩み を 早める 


よ う 強く お願いしたい。 

次に レツ スンを 教える 上で 図書館 
が 重要な 位置 を 占めて いる ことにつ 
いて 少し 触れて みたい。 私が 今 手に 
している の は， 印刷が あがった ばか 
りの 小冊子で ある。 皆さん は 近寄つ 
て 内容 を 見る ことができな いので， 
少々 説明 させて いただきたい。 これ 
は 「教材 カタログ」 Unstructiom! 
Materials  Catalog) と 呼ばれる 冊子 
である。 ここに は， 神権お よび 補助 
組織の クラスで 現在 取り上げ ている 
主題に 関係す るすべ ての 絵が 写真 入 
りで 載って いる。 また 来年 度の テキ 
スト 類 も ある。 1972— 73 年度の レツ 
ス ン用 教材 セ ッ ト はこの カタ 口 ゲに 
ない が， 教会 付属 図書館 を 通じて 注 
文し， 各ク' ラスで 利用で きる ように 
していた だきたい。 

この カタ 口 ゲを 見る と， 絵に 番号 
がつ いている。 これ は 注文 番号で あ 
る。 この 番号 を 使って 地元の 教会 デ 
イス トリ ビュー シ ヨン • センターに 
注文して いただきたい。 レッスンの 
テキス 卜で 使用す る 教材 を 指示す る 
際 は， この 番号が 記されて いる。 な 
お， この カタログ は 図書館と 教師 全 
員が 入手で きる よ うになる はずで あ 
る。 テキスト を 執筆す る 人々 にも こ 
の カタログが 配布され， レッスンで 
使用す る 教材の 指定 を， 統一した 方 
法で 行な うよう にす る 予定で ある。 

「教材 力 タ 口 ゲ」 は ルーズ リ ーフ形 
式に なって いて， 追加 分 を 挿入で き 
るよう にして ある。 この ほ 力 > にもォ 
—バーへ ッ ド • トランス ペア レンシ 

一， 映画， フィルム ストリップ， ス 
ライ ド， テープ 等が 追加され る 予定 
である。 

これ は 画期的な プロ グラムで ある。 
教師が さ らに 効果的に 教える ための 
貴重な 援助 を 提供す るに 違いない。 
整理 を 徹底し， 必要な 教材 を 収め， 
図書館員 を 完全に 組織した 図書館 を 
設置す るなら ば， ワード 部 や 支部の 
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教授 技術 は 大幅な 改善 を 見る ことで 
あろう。 全 神権お よび 補助 組織の 教 
師を 援助す るに あたり， 私たち は そ 
の 統一 化 を 図って いる。 それに は， 
主が 啓示の 中で 言われた よ う に， 教 
会 付属 図書館に 「必要なる もの を こ 
と ごとく 調え」 る ことが 不可欠な の 
である。 すべての 神権 者 はこの 教会 
付属 図書館 を 活用 していた だきたい。 


同 じ く 教会で 教師の 責任 を 持つ 姉妹 
たち も 含む あなた 方が さら に 効果的 
に レッスン を 教える ことができ るよ 
う， 教材と 器材 を 用意す る ことが こ 
の 図書館の 目的で ある。 

教会 付属 E^」 書 館 プログラム は 神よ 
りの :4/： 感 に基づいて 設けられ たもの 
である。 教会に おける レッスンが も 
つ と 効果的な ものと なる よう 天父 は 


導き をお 与えに なった。 これによ つ 
て ， 全 教会員が 福音の メッセージ を 
生活に 結びついた 力 ある ものと し， 
さ らに 活発になる こ と は 目に 見えて 
いる。 私 は 以上の こと を 証し， 「心 要 
なる もの を ことごとく 調え」 る こと 
がで き るよう， イエス' キリストの 
み 名に より 祈る ものである。 ァーメ 
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迷える 人々 を 捜す 

大 管長 会 第二 副 管長 

N  . エル ドン • タナー 


私 は 神権 を 持つ 兄弟 た ちと 共に 集 
会 を 持つ 特権が 与えられ ている こ と 
をい つも 幸せに 思って いる。 前に も 
申し上げた 力;'， 私 はこれ まで 様々 な 
国で 重い 地位に ある 人々， 要職に あ 
る 人々， 指導者， 行政 関係者な ど 多 
くの 人々 に 会って きた。 しかし 私 は 
神権 者と 会う 時には， ほかの どのよ 
う な 人々 と 会う 時に も 感じる ことの 
できない 特別な 気持 を 感じる。 

私 はこの 場で 語られた 素晴らしい 
話に 耳 を 傾け， 御 出席の 皆さん を 拝 
見し， リー 副 管長の 弁に よれば 今晩 
の ひととき を 共に している 兄弟た ち 
は I7 万人に もの ぼる ら しいが 彼ら 一 
人 一人の こと を 考え， 神権 を 持つ 兄 
弟の もつ 友情と 兄弟愛 を 強く 感じて 
いる。 こう した 中で， 私 はまた， こ 
の 場に 出席し ない 人々， 私たちと 同 
じ 群れに いない 人々 のこ と を 思いめ 
ぐらして いた。 彼ら は 自分 は 必要で 
なく， 理解され る こ ともなく， 愛さ 
れ ていないと 思って いるので ある。 

すべての ヮー ド 部に は， 本人 は そ 
れを 否定す るか も 知れない が， 兄弟 
愛に飢え， 教会に 活発に 参加したい 
と 望んで いる 兄弟た ちがいる。 年齢 
は 12 歳から 70 歳までに 及ぶ。 

指導者 だけで な く 私た ちす ベて も ， 
あらゆる 人が 幸福を求めて いる とい 


うこと を 心に とどめ， 决 して 忘れな 
いように しょうで はない か。 だれも 
が 幸福に なること を 望んで いる。 こ 
れは 私たちに とって 大きな 特権で あ 
ると 同時に 責任で も あるが， 私たち 
はすべ ての 人に 幸福と 成功に 至る 道 
を 示さなければ ならない。 ほんの さ 
さいな こと， わずかな 誤解が 不活発 
の 原因と なる ことがある。 自分が 顧 
みられない。 感情 を 傷つ けられた， 
あるいは 罪 を 犯して やまし さ を 感じ 
ているな どの 理由で， 自分 はすべ て 
から 見離され， 居るべき 場所がない 
と 力、 何の 価値 もない 必要の ない 人 
間 だと か 思い込んで いる 人々 がいる。 
彼ら はそう した 結果， 不活発に なつ 
ている。 自分た ち は 道 を 踏み はずし， 
赦 される はずがない と 感じて いる。 
私たち 指導者 は， 私たちが 彼ら を 愛 
している こと を 感じさせ， 主が 彼ら 
を 愛して おられる こと， 心から 悔い 
改めるなら ば 主は赦 したもう こと を 
理解 させなければ ならない。 

合衆国に 「迷える 息子 は 今宵い ず 
こに」 という 古い 歌が あるが， 私 は 
この 歌詞 を 「 わた しの 息子 は 今宵な 
ぜ 迷う」 に 変えた 方が， 私たちに と 
つても つ と 深い 意味 を 持つ こと にな 
るので はない かと 思う。 

も し， 〔ウェンデル •  J  • 〕 ァシュ 


ト ン 兄弟の 2 人の 息子さんが 父親の 
教えに 従い， 今宵 ブラウン 監督の 話 
を 聞いた 人， この 総 大会で 説教 を 聞 
いたす ベての 人々 が， その 教えに 従 
うならば， 決して 迷える 息子に はな 
ら ないで あろ う 。 

しかし 前に も 申し上げ たよ う に， 
周囲の 扱い や 無視， あるいは 自分が 
必要と されて いないと 感じる こと， 
これらの 理由で 少年た ち は 迷う こ と 
が ある。 

主 は 迷える 羊の たとえ 話 をされ た。 
私 はこの たとえ 話が 重要 だと 思う の 
で， ここで 読んで みたい。 

「さて， 取 税人ゃ 罪人た ちが 皆， ィ 
エスの 話 を 聞 こ う と して 近寄って き 
た。 

すると バリ サイ 人 や 律法 学者た ち 
が つぶやいて， r この 人 は 罪人た ち を 
迎えて 一緒に 食事 をして いる J と 言 

つ た。 

そこで イエス は 彼らに， この 譬を 
お話しに なった， 

『あなたがたの うらに， 百 匹の 羊 を 
持って いる 者が いたと する。 その 一 
匹が いなくな つたら， 九十 九 匹 を 野 
原に 残して おいて， いなくな つた 一 
匹 を 見つける まで は 捜し 歩かないで 
め 勺つ 力、。 

そして 見つけたら， 喜んで それ を 
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自分の 肩に 乗せ， 

家に 帰って きて 友人 や 隣り 人 を 呼 
び 集め， 「わたしと 一緒に 喜んでく だ 
さい。 いなくな つた 羊 を 見つけ まし 
たから」 と言うであろう。 

よ く 聞きなさい。 それと 同じよ う 
に， 罪人が ひとりで も 悔い改めるな 
ら， 悔 改め を 必要と しない 九十 九 人 
の 正 し t  、人の ために もま さる 大きい 
よろこびが， 天に あるであろう』。」 

(ルカ 15  ： 1  — 7  ) 
あらゆる 監督， ステーキ 部長， 組 
織の 指導者 は， 注意 を 向ける 必要の 
ある 人 を 知っている はずで ある。 私 
たち は 行って その 迷える 羊 を 見つけ 
出す 責任が ある。 私たち はも し 今 迷 

つてい る 青年 を 知っている とすれば， 
おぼれ かけて いる 人に 気付いた と し 
たら， 一刻の 猶予 も 置かずに， 迷え 
る 人， おぼれ かけて いる 人， 助け を 
必要と している 人の 救出に 全力 を尽 
くす ことだろう。 教会に 不活発な 人， 
活動に 参加 しないな どの 原因から 教 
会 を 離れて いる 人 は， 若い 人 も 年配 
の 人 も 変わりなく 私た ちの 関心 と 助 
け を 必要と している。 

ひとり を 救う ことによって 家族 全 
員 を 救う ことに もなる ので ある。 さ 
らには 次代の 人々 を 救う ことに もな 
る。 ひとり を 失う こと も， その 個人 
だけ に とどまら ず 家族 や 子孫 を も 失 
うこと になる ので ある。 従って 責任 
は 大きい。 ある 人 は 出席率が 40 パー 
セン 卜から 70 パー セン ト も あれば 上 
上 だと 考えて いる。 もし 40 バー セン 
卜の 出席者が いれば， 欠席者 は 60 パ 
一 セン 卜いる わけで ある。 もし 70 バ 
一 セン トの 出席者で あれば 欠席者 は 
まだ 全体の 30 パー セン 卜いる わけで， 
このよう な 人に こそ 私たちの 関心 を 
向ける 必要が ある。 

私 は ある ステー キ部 大会に 出席 し 
たと き， ある 監督の 話 を 聞いて 非常 
に 心 を 動かされた。 そ' の 監督 は 涙 を 
流しながら 次の よ う に 話す のが やつ 


とだった。 

「私 は 今晩 こ こ で 私の ホ 一 ムテイ 一 
チヤ 一 に 感謝の 気持 を 申し. ヒ げたい 
と 思います。 私 は 不活発な 成人 ァロ 
ン 神権 者でした。 そんな 私 を 励まし 
て く れ たのが ホ ームテ ィ 一 チヤ 一で 
した。 初めのう ち は， ホーム ティー 
チヤ 一に 会う の も 嫌で， 断わり 続け 
ていました。 それ にもかかわらず， 
ホーム ティーチ ヤー は 何度 も 私の 家 

に 足 を 運んで は， 私 を 導いて 下さい 
ました。 そして， 今 私 は 監督と いう 
召し を 受けて います。 私 はこの ホー 
ムテイ 一 チヤ 一に 心から 感謝したい 
と 思います。」 私 は， 迷う 人々 を 救う 
ために 全力 を尽 くす このよう な 立派 
な 人々 を 与えた も う た 主に 心から 感 
謝 申 し 上げる。 

私 はこの 体験 を 前に もお 話しした 
ことがあ ると 思う。 ステーキ 部長 を 
務めて いた 時に， 私 は 一人の 青年に 
会った。 彼 は 非常に 有能な 青年で， 
農業の 専門教育 を 受けて いた。 私た 
ち は その 時 福祉 委員会の 農業 顧問 を 
必要と していた ので ある。 彼 は 教会 
に 活発で なく， 知恵の 言葉 を 守って 
いない こと も 私 は 知っていた。 ある 
日， 私 は それ を 承知で 彼 を 昼食に 誘 
つた。 テーブルに 着く と 私 は 用件 を 
切り出した。 「あなた はこの 仕事に 最 
も 適した 人です。 私たち は あなた を 
必要と している し， あなたに も 何 か 
仕事が 必要 だと 思います。」 

しばら く 話した 後， 青年 はこの よ 
うに 言った。 「タナー 部長， あなた は 
私が 知恵の 言葉 を 守 つて いないの を 
御存じで しょ う。」 

「ええ， けれども あなたに それが 守 
れな いこと はないで しょ う。」 恐らく 
これ は 彼に とって 意外な 答えで あつ 
たの だろ う 。 

青年 は 言った。 「ステーキ 部長， あ 
なた は 変わった こ と をお つ しゃい ま 
すね。 先月， 監督が 私の 所へ 来て， 
ヮー ド 部の 仕事 をす るつ も りが ある 


かどう か を 聞かれました。 私 は 自分 

が 知恵の S 葉 を 守って いない こ と を 
言います と， 監督 はこう gj' われた の 
です。 『それで はだれ かほ かの 人に あ 

たって ましよ つ』」 

こ う して 私 は その 青年と しばら く 
話 を 続けた。 「兄弟， よく 聞いて 下さ 
い。 あなた は 教会で 活動す る ことが 
必要な のです。 それだけで なく， 私 
たち は 本当に あな た が 必要な の で 
す。」 

青年 はこう 言った。 「私が その 仕事 
を 引き受けたら， コーヒー 1 杯 も 飲 
めな く な るんで すか。」 

「そうです。 おっしゃる 通りです。 
指導者 は 指導者ら しく 振る舞わ なく 
て はなり ません。 つまり 模範に なら 
なくて はならない のです。 もし あな 
たが ステーキ 部の 委員に なったら， 
福音に 従って， 人間 本来の 生き方 を 
する 必要が あ り ます。」 

「それ は 少し 考えて みる 必要が あり 
そ う だ。」 

私 は 言った。 「そうだね。 よく 考え 
て 下さい。 でも， いいです 力、。 あな 
た は 教会で 活動す る 必要が あ るんで 
す。 そして 私たち も あなた を 必要と 
している のです。」 

「わかって います。 後で 御 返事し ま 
す」 と 青年 は 答えた。 

翌日 彼 は 電話 を かけて こなかった。 
その 翌日， また その 翌日 も 電話 はな 

かった。 6 日 目， その 日 もや はり 何 
の 連絡 もなかった。 彼 は 知恵の 言葉 
を 守れない こと を 認めた く ない ので 
はない のだろう 力、， と 私 は 思った。 

8 日 目に 連絡が きた。 彼 はこう 言 
つた。 「タナー 部長， あなた は 今でも 
私が あの 仕事 をす るよ う 望んで おら 
れま すか。」 

「もちろんで すと も。 先日お 話した 
の は そのためなん ですから。」 

「それで はお 引き受け したいと 思い 
ます。 ステーキ 部長が おっしゃった 
条件 も 守ります」 と 青年 は 言った。 
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青年 は その 言葉 通り 実行した。 彼 

は 30 を 過ぎて いたが， まだ 独身で あ 
つた。 彼 は 教会に 活発に なった。 そ 
んな 時， ステーキ 部 YWMIA の 会長 
をして いる 素晴らしい 女性が いた。 
二人 は 親しく な り ， 愛し 合い， そ し 
て 結婚した。 

それから 彼 は 監督に なり， 高等 評 
議員と なり， ステーキ 部長 会の 一員 
となった。 この 青年が 活発に なり， 
彼の 家族が 活発で ある こと を 知った 
時， 私が 心に 大きな 満足 を 感じた こ 
と を 皆さん はお わかりいた だける と 
思う。 二人に は问人 かの子 供が いる 
が， 全員 活発で ある。 

兄弟の 皆さん， 私たち は どこに い 
よ う と 何の 職に あろ う と ， 周囲に は 
不活発な 若人 や 年配者が 必ずい る こ 
と を 認識すべき である。 私たちが 彼 
らに 関心 を 寄せ， 彼らが 活発に なり 
たいと 思って いる こと を 本人に 気付 
かせる ことができるならば， 彼ら は 
それ を 望む よ うになる ので ある。 

私 は 今晩， 皆さんに 次の ような チ 
ャ レンジ を 与えたい。 監督 は 来月 ま 


でに 不活発な 青年 を 活発に する ため 
に 積極的に 行動 を 起こ していた だき 
たい。 副 監督 も 同様で ある。 ワード 
部， ステーキ 部で 責任 を 持って いる 
方々 も 同様の 努力 をして いただきた 
い。 兄弟た ち， 人 を 救う こと 以上に 
大切な こ と はこの 世 にないの である, 
私たちに は 数々 の プロ グラムが あ り , 
教師 は 教え方 を 知らされ ている。 教 
材も ある。 とにかく 出席した 人々 の 
ために はありと あらゆる ものが そろ 
つてい る。 そこで 私が 心配して いる 
ことがある。 私たち は 出席率が 50 パ 
一 セン トカ >60 パー セン 卜 あれば 満足 
すべき 状態 だと 言って， 常時 出席し 
ていない 人々 のこと を 忘れたり， 無 
視 した り はして いないだろ う か。 

私 は パーセンテージ や 統計 上の 数 
字に こだわる つも り は 全くない。 私 
が 本当に 関心 を 抱いて いるの は， 私 
たちの 群れに いない 青少年の こ とで 
ある。 兄弟の 皆さん， 私 は 今晩， 神 
権 を 持って いるすべ ての 方々， 特に 
教会で 責任 を 受けて いる 方々 に 次の 
こと を 強調したい。 主が 言われた よ 


うに， 迷える 羊 を 見いだ して 連れ戻 
すよう 努力して いただきたい。 そ う 
して 皆さんが 天父の み 前へ 行く 時に， 
連れ戻した その 人と 共に 喜び を 味わ 
つていた だきたい。 

若い 方々 に 申し上げる。 福音から 
離れ る ことに 楽しい ことな どひと つ 
もない。 皆さんが 常に 神権 を 尊び， 
それが できない 友達 を 助けて 彼ら も 
神権 を 尊ぶ ことができ るよ うにして 
いただきたい。 そうすれば 皆さん は 
迷う こと がな く， 彼ら も 幸福になる 
ので ある。 

私たち は 神の 神権 を 持って いる。 
この 教会 は 神の 教会で あり 神の 王国 
である。 神 は 私たちに， 隣人 を 救う 
ために 教え 助ける 責任 を 与えられた。 
願わくは， 私たちが 主の みこ ころに 
かなう 方法で その 責任 を 果たし， そ 
れ によって 喜び を 得， 永遠の 生命 を 
得る 備え を なすこと がで きる ように， 
イエス' キリス 卜 のみ 名に よ りへ り 

くだって 祈る。 アーメン。 
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現代の 若人 


大 管長 会 第一 副 管長 • 十二使徒 評議員 会 会長 


ハロルド • B • リ一 


タナー 副 管長 ありが と う ございま 
した。 私 は 今日， マー ビン •  J  'ァ 
シュ トン 兄弟が 語った 素晴らしい 話 
を 心に 留め， 忘れる ことのな いよう 
皆様に お願いしたい。 ァシュ トン 長 
老は， 息子， 娘， 夫 または 妻への 義 
務を 放棄した 家庭 は 失敗で あると 語 
つた。 その 仕事が いかに 困難で あろ 
うと も， 私たち は 決して 放棄して は 
ならない ので ある。 

アブラハム' リンカ ーン 時代の 偉 

大な 教育家であった ホレス • マン は， 
ある 立派な 男子校の 開校式に おいて 
次のように 語った。 「この 校舎 は 数十 
万 ドルの 巨費 を かけて 建設され てい 
る。 しかし， この 学校が たった ひと 
り であっても 生徒 を 救う ことができ 
るなら ば， これ だけの 費用 を かけて 
も 少しも 惜しく はない。」 式が 終って， 
ひと りの 親しい 友人が 彼の も とへ 来 
て， こう 言った。 「君 はついつ い 調子 
に 乗って あんな こ と を 言って しまつ 
たんだろう。 数十 万 ドル も かけた こ 
の 学校が た つた ひとり の 少年で も 救 
うこと がで きれば， もう それで 十分 
な 役目 を 果たす なんて， 本当 はそう 
いうつ も りで 言つ たんじ やな いんだ 
ろう。」 

すると ホレス' マン は 友人 を 見て， 

「その 通り だよ。 そ の 少年が 私の 息 
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子 だったら， それだけの 価値が ある 
ね。」 

私 は， その 少年が 私の 息子 あるい 
は 孫で あっても， それだけの 価値が 
十分に ある こ と を 皆さんに 知ってい 
ただきたい。 それが 皆さんの 息子で 
あっても， 全く 同じ ことで ある。 

本日， この 壇上から 語られた 説教 
を 伺って いると， 現代の 若人が 直 面 
している 恐るべき 状況に 多大の 関心 
が 寄せられ ている こと を 感じる。 ま 
た， 成人 指導者 は 青少年 指導者 を教 
え 導き， 青少年 指導者 は 責任 をす ベ 
て 抱え込む ので はな く 同じ 青少年と 
一緒に 果たすべき こと， さらに は， 
成人 指導者 は 青少年 指導者の 責任に 
介入せ ず 彼らに 正しい 原則 を 教える 
べき ことが 強調され た。 

数年 前リ 一 ダーズ • ダイジェスト 

に 掲載され た 故 〔ドワイト •  D  • 〕 
アイゼンハワー 大統領の 話が 思い起 
こされる。 氏 はこう 述べて いる。 「残 
念な ことに， 現代の 多くの 若人 は， 
合衆国の 少数の 若人の 過激な 行動に 
心 を かき 乱されて いる。 彼ら は， 大 
多数の 国民の 良識と いう ものに 目 を 
背けて いる。 これ は あなたがた 若人 
にと つて 権利の 侵害で あり， 合衆国 
全体にと つても 大きな 損失と 言える。 
モ ン タナ 州で 青少年の 非行 防止に 


多大の 働き をな している レスター' 
H  •  口 ブル 判事の 話に よれば， 現代 
の 若人の 97 パー セン 卜 は 過去の 時代 
に ひけ を 取らない 善良な 若人で ある 
が， 残る 3 バー セントの 不良 青年 は 
過去の 時代よ り も 深刻で あると いう。 
私 はさら に 一歩 進んで 言えば， 現代 
の 若人 は 私の 世代よ り も 多く の 点で 
優れてい ると 思う。 確かに あなたが 
た 若人 は 私たちが あなたがたの 年齢 
だった 頃よ り も， 優れた 教育 を 受け， 
世界の 情報 をた くさん 与えられ， ま 
た 人生に 対して 幅広い 見方が できる。 
私 は 毎年 学生の 集会 や 政治 集会に お 

いて 数多くの 若人と 話す 機会が ある 
力:， ほとんどの 人が 立派な 目的 を 心 
に 抱き， 善悪に 対して 正しい 態度 を 
具えて いる。」 （「アメリカの 若人に つ 
いて 思う」 Reader, S  Digest  ： 1966 
年 4 月， pp.  88— 92) 

私 はこの 記事 を 読んだ とき， ァメ 
リカ ボーイスカウト 連盟 教育 部長 を 
務めて おられた フ イツ シャ 一 博士の 
言葉 を 思い出した。 フィッシャー 博 
士 はこの テンプル スク I ァ にある ァ 
ッ セン ブ リ 一 ホ 一 ル で 次の よ うな 興 
味 深い 言葉 を 残して おられる。 「現代 
の 青少年 は， 二世 代 前の 青少年の 2 

倍の 善良 さが 要求され る。 そうでな 
いと 善良と は 言えない ので ある。」 こ 


の 言葉 をよ く 吟味して みると， なぜ 
彼が このよ う に 語つ たかを 理解で き 
る と 思う。 

終わりに あたって， 教師 や 指導者 
の 養成， 資料の 整備で は 達成で きな 
い 事柄に ついて 読んで みたい。 これ 
は 主が その 大 いなる 啓示 を 通して 語 
られ たこ とで ある。 

「見よ， われら 汝ら にす ベての 事 を 
悉く 命ずる は 至当なら ず。 そ は， す 
ベての 事 已むを 得 ざれば 為さざる 者 
は 怠惰 なり， 賢き 僕に あら ざれば な 
り。 これ を 以て 彼 は 良き 報い を受く 
る ことなし。 

われ 誠に 汝ら に告 ぐ， 人 は 努めて 
善き 業に 従い， 多くの 事 を その 自由 
意志に よりて 為し， 多くの 正しき 事 


を 為し遂げよ。 

そ は人自 らの 中に 自由の 意志 あ り 
て 己れ の 事 を 自ら 為す 者 なれば なり。 
従って 人 善 を 為さば 決して その 報い 
を 失わ ざらん。 

され ど 命令 を受く るまで は 何事 を 
も なすこと なく， 疑いの 心 を 以て 命 
令 を 受け これ を 不精不精に 守る 者 は 
救われず。 

われ 命 を 下す に 人 これに 従わず ぱ, 
われ 我 約束 を 取消し 祝福 を 与えず。 

その 時， 人々 心の中に 言わん。 こ 
は 主の 御 業に あらず， 主の 約束 果さ 
れ ざれば なりと。 され どかく の 如き 
人は禍 なる かな。 その 報い は 地の 下 
に 潜み， 天よりの 報い あら ざれば な 

り。」 （教義と 聖約 58  ：  26 — 29，  32- 


33) 

神権 を 持つ 兄弟た ち， あなたがた 
は 友人の 間で， 家庭の 中で， また 自 
分の 生活の 中で， 自由意志 を 用いて 
最大限の 努力 をし， 多くの 善 を もた 
ら さなければ ならない。 私たちの 仕 
事 は 周囲に いる 人々 を 見守る ことで 
ある。 ひとり を 見つけて 正しい 道に 
連れ戻したら， 次に ほかの 人 を 見つ 
ける。 こうすれば 必ずや 輝かしい 未 
来 を 迎える ことができる であろう。 

願わく は， 私たちが そう 努める と 
き， 主が 助けた もうよう， へりくだ 
り 主 イエス . キリ ス ト のみ 名に よ り 

祈る ものである。 アーメン。 
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「主が 家 を 建てられ るので 
なければ ••」 


十二使徒 評議員 会 会員 


ゴー ドン • B • ヒンクレー 


愛する 兄弟 姉妹， 私 はへ り くだり 
聖 きみた まの 導きが 与えられ るよう 
願い求め ている。 

この 4 月 は， 自然の 息吹が よみが 
える， 1 年のう ちで も 最も 輝かしい 
時期で ある。 4 月 は 約束の 季節で あ 
り， 美の 季節で あり， 人が 恋 を 語る 
季節で も ある。 

今朝， 私 は 立派な 青年と 美しい 娘 
が 手 をつな いで この 建物に 向かって 

来る 姿 を 見かけた。 女性の 指に はダ 
ィャの 指輪が 光って おり， 二人 はや 
がて 結婚す るので あろ う と 私の 目に 
映った。 この 4 月から 6 月に かけて 
は， そうした 若い カップル が 何 万 と 
結婚す る ことで あろ う 。 

私 は その 時， 数年 前に 結婚式の 司 
式 を 頼んで きた カップル のこと を 思 
い 出した。 その 二人 を かり に ティム 
とス 一と 呼ぶ ことにする。 二人 は 素 
晴らしい 将来 を 約束され た 若者た ち 
だった。 共に 立派な 家庭に 育ち， 教 
育 も 申し分なかった。 互いに 深く 愛 
している と 言った。 そして 二人の 結 
婚式は 今でも 忘れる ことので きない 
素晴らしい ものだった。 神の 神権の 
権能に よ り 永遠の 祝福が 宣言され た。 

それから 问年 かが 過ぎ， 二人の 家 
庭に は 3 人の子 供が 生まれて いた。 
表面的に は 依然と して 幸せそう な 家 


庭だった。 ところが， 最近に なって 
テ ィ ムとス 一が 私に 会いに やって き 
た。 今度 は 一人ず つ， しかも 顔に は， 
ほほ 笑み もな く， 涙 さえ 浮かんで い 
た。 離婚の 相談に 来たので ある。 か 
つての 愛の 言葉 は 非難の 言葉に 変わ 
つていた。 信じ 難い ことだった。 春 
の うらら かな 日に， 突然 嵐が 襲って 
のどかな 空気 を 消散 させて しまう よ 
うな ものだった。 

「子供た ち はどう している のです 
か」 と 私 は 尋ねた。 ス 一は 子供た ち 
に 両親の 口論 をい つも 聞かせる よ り 
も， むしろ 離婚した 方が 良い と 思う 
と 答えた。 彼女の 話に よれば， 子供 
たち は そ う した 口論の 愚か さが わか 
る 年齢で あり， とても 感じ やすい 年 
頃な ので 心に 深い 傷 を 残す ことにな 
るので はない かとの こ と だつ た。 

テ ィ ム とス 一の 間に 一体 何が 起こ 
つたと いうの だろう。 また 同じよう 
な 何 万と いう 夫婦に 起こって いる 問 
題と は 一体 何だろう 力 >。 この 国で は 
3 組 か 4 組の 夫婦に つ き 1 組が 離婚 
している 力；， それ はどうい う 理由が 
あるの だろ う 力、。 

合衆国で は 毎年 約 40 万 組の 夫婦が 
離婚して いる。 彼らの 子供 は 50 万人 
を 越える。 現在， この 国の 600 万 を 越 
える 大人が 離婚 も し く は 別居 中で あ 


る。 

離婚が 不可能で はない が， かなり 
難しい 国々 において さえ， 同じ 病弊 
が 見られる。 すなわち， 家庭内の 不 
和， 別居， 放棄， 不道徳 かつ 不法な 
関係から 生じる ののしり や 退廃と い 
う 罪悪で ある。 

急増す る 少年犯罪の 悲 しむべき 原 
因の ひとつ もこ こに ある。 犯罪に 走 
つた 何百 万と いう 子供た ち は， 親に 
愛が なく， そのために 放っておかれ 
る 家庭の 子供で ある。 莫大な 額の 公 
共 福祉 費が 食いつ く されて いる 原因 
もこ こに ある。 これ は 創世の 始めよ 
り 神が 定められた 家庭の あり方 を § 
定 する もので あり， ここから 悲嘆と 
失敗が 生じる ので ある。 

この 問題 を これ 以上 長々 と 論じる 
こと は 避けよう。 すべて は あまりに 
も 明らかで ある。 ただ， このような 
悲劇 を 避ける 方法に ついて 少し 述べ 
てお きたい。 

結婚への 夢 と 家庭 を 築く こと に 胸 
を ふく らませ ている 方々 へ， 私 はい 
にしえ から 言われて いる 言葉 を 繰 返 
したい。 「主が 家 を 建てられる のでな 
ければ， 建てる 者 fe 勤労 はむな しい 
…… 」 （詩篇 127  ： 1 ) 

その 家 を 築き上げる ための 4 つの 
礎石に ついて 申 し 上げたい と 思う。 
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まだ ほかに も ある 力 N 私 は 特に 4 つ 

を 選んで みた。 この 4 つの 礎石 はィ 
エス. キリスト の 福音に 基づいて お 
り， 容易に 理解で きる し， これに 従 
うこと も 困難で はない。 ほんの 少し 
努力 すれば 手の 届く ところに ある。 
も しあな た 方が 夢に 描いて いる 家庭 
を この 礎石の 上に 建てるなら， 私 は 
次の こと を あなた 方に 約束す る。 す 
なわち， 結婚 生活 を 危う くす るよう 
な 事態 はなくな り， お 互 、の 愛情 は 
歳月 を 経る と共に 深まり， あなたの 
子供た ちと 孫た ちの 生活に も 恵 み を 
もたらす ことであろう。 このように 
して， この 世に おいて は 幸福 を， 来 
るべき 世に あって は 喜び を 得る こ と 
であろう。 

第一の 礎石と なる もの は， 互いに 
敬う ことで ある。 敬う と は， 伴侶 を 
この 世で 最も 大切な 友と 考える こ と 
であり， 自分の わがまま や 気まぐれ 
に 合わせて 無理強いで き る 所有物 や 
財産な どと 考えない ことで ある。 

パール . バ ッ ク は 次の よ う に 述べ 

ている。 「愛 は 強いる ことができない。 
…… 愛 は， 求めず 探さず と も 天から 
もたらされる ものである。」 （「宝の 小 
箱」 The  freasure  Cnest,  p.  16d^ 

この 尊敬の 気持ち は どこから 生ま 
れる のだろう 力 >。 それ は， お 互いが 
神の 息子， 娘であって， 神の 属性の 
いくばく か を 付与され ており， それ 
ぞれの 才能 を 伸ばし 表現す る 権利 を 
有して おり， 寛容と 忍耐， 理解と 礼 
儀， 思いやり を 受ける に 足る 者で あ 
ると いう 認識で ある。 真実の 愛に 必 
要な の は 単なる 口 マンスで はな く  ， 
伴侶の 幸福 を 心から 気づか う 気持で 
ある。 

結婚 生活に お け る お 互 に 、への 意識 
という もの は， それに 慣れて く る と 
次第に 薄れて くる 傾向が ある。 この 
意識 を 高尚に しかも 霊感 あふれる 水 
準に 保つ 方法が 幾つか ある。 しかし， 
夫が 時々， 自分の 傍らに 立つ 協力者 


が 神の 娘であって， 神と 共に 永遠の 
目 的 を 遂行す る た め 偉大な 創造の 業 
に 携わって いると いう 事実 をよ く考 
えてみ る こと 以上に 良い 方法 を 私 は 
知らない。 また， 妻が 夫への 愛情 を 
常に 新鮮な ものと する に は， 天父の 
すべて の 息子が 受 け 継いで いる 神聖 
な 資質に 目 をと め， それらが 尊敬と 
称賛， 励ましに よって 呼び起こされ 
る こと を 重んじ， 望む ことが 大切で 
ある。 これらの 目的に 向かう ひとつ 
ひとつの 行動が， 互いに 絶えず 理解 
し 合う 気持 を はぐく むのに 役立つ の 
である。 

第 2 の 礎石 は 極めて 簡単な ことで 
あるが， 根底 をな す ものであると 考 
えてい る。 適切な 言葉がない ため， 
「柔らかい 答え」 と 呼んで おこ う 。 
「柔らかい 答え は 憤り をと どめる」 
と 昔から 言われて いる （詩篇 15: 1 
参照） 

穩 やかに 話して いて， 問題が 起こ 
ると いう こと はめった にない。 声 を 
荒立てた ときに のみ， 火花が 飛び， 
小 さ な も ぐ ら の 塚が 大 きな 山と なる 
ほどの 論争に ふ く れ あがる ので ある。 
私 はいつ も 予言者 エラ ィ ジャ 力； バァ 
ルの 祭司た ちと 争った 時の 描写に 何 
か 大切な 意味 を 感じる。 聖典に は 次 
のよう に 記されて いる。 「 大きな 
強い 風が 吹き， 山 を 裂き， 岩 を 砕い 
た。 しかし 主 は 風の 中に おられな か 
つた。 …… 

地震の 後に 火が あつたが， 火の 中 
にも 主 はおられなかった。 火の 後に 
静かな 細い 声が 聞え た。」 （列 王 上 19 
： 11  —  12) 

天の 声 は 静かな 細い 声で ある。 同 
様に 家庭内の 平和の 声 も 静かな 声で 
ある。 

結婚 生活に おいて は， 伴侶に でな 
く 自分に 対して 多大の 修練が 必要で 

ある。 

現在 父親で ある 人に とって， また 
将来 父親に な る 人に とって， デ ビ ッ 


ド •  0  . マッケイ 大 管長の 勧告 ほ ど 
意味深長な 言葉 はない と 思う。 マツ 
ケィ大 管長 はこう 述べて いる。 「父親 
がその 子供に なし 得る 最も 偉大な こ 
と は， 子供の 母親 を 愛して いる こと 
を 子供に 感じさせる ことで ある。」 

夫婦が お 互いに 穩 やかに 話し， 子 
供に もそう するならば， 家庭内の 平 
和 は どれほど 増し， 子供た ちの 生活 
の 安全 は どれ ほ ど 保証 される こと だ 
ろ う か。 また， これによ り 離婚 や 別 
居と いった 悲劇が どれほど 减り， ど 
れ ほど 大きな 愛と 喜びが もた ら され 
る だろ う か。 

バウ D は 言って いる。 「父た る 者よ。 
子供 をお こ ら せないで …… 彼ら を 育 

てなさい。」 （エペ ソ 6:4) 

私 はもう 一度 繰り返す。 家庭の 平 
和 を も たらす 声は穩 やかな 声で ある。 
堅固で 幸福な 家庭 を 築く 第 3 の 礎 
石に 移ろう。 私 は それ を 神と 人と に 
対する 正直 さと 呼ぶ ことにする。 

弁護士， カウンセラー， 教会 指導 
者と して 多年の 経験 を 持つ ある 人が 
語って くれたと ころに よれば， 夫婦 
間の ひずみ は 金銭 問題が からんで い 
る 場合が 最も 多く， また これが 起因 
すると 悲惨な 結果 を 招く とのこと で 
ある。 

先程 話した 若い 友人 は， 妻が せい 
たくで 浪費 家で あると 言って 非難し， 
一方 妻 は 夫 がけち で 稼 ぎ が 少な (■ 、 と 
夫 を 責めた。 ささいな 金銭 上の 口論 
が 愛の 破局 を 招いた のだった。 

家庭 を 築く 人と その 家族に とって， 
予言者 マ ラ キ を 通して 古代 イスラ ヱ 
ル 人に 与えられた 戒め を 守る ことほ 
ど， 実り 多い 祝福と 訓練 は ほかにな 
いこと を 私 は 確信して いる。 「 …… 十 
分の 一 全部 を 私の 倉に 携えて きな さ 
い。 これ を もって 私 を 試み， わたし 
が 天の 窓 を 開いて， あ ふるる 恵み を， 
あ な た がた に 注 ぐ か § か を 見な さ 、 
と， 万軍の主 は 言われる。」 （マラキ 
3  ： 10) 
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結婚に は 普通 多 く の 義務が 伴な う 。 
そこで， 若い 友人の 皆さんに 申し 上 

げたい。 神に 対して 正し S に 生活す る 

ことで 十分の一と 献金 を 納める こ と 
を その 第一の 義務と しなさい。 皆 さ 
んは 神の 祝福 を 必要と している こ と 
と 思う。 いや， 絶対に 必要で ある。 
神 は 約束した こ と を 必ず 果た される 
と， 私 は 厳かに あなた 方に 証す る。 
それらの 祝福の 中には， 家庭の 平安 
と 心に 生じる 愛が 含まれる。 

まず 天父への 義務 を 果たす こと を 
第一に して 財産 を 使うよ う 自ら を訓 
練す るなら ば， 家庭内の ごた ごた の 
原因と なる 利己心 は， あなたの 生活 
から 消え去る であろう。 なぜならば， 
目に 見る ことので きない 主と 分かち 
合うなら， 見る ことので きる 人々 に 
対して はもつ と 親切に， 正直に， 寛 
大に 振る舞う ことができる はず だか 
ら である。 神に 対して 正直に 暮らす 
とき， 私たち は 互いに 正直に 生活す 
るよう になる に違いない。 


さて 最後に， 第 4 の 礎石と して 私 
は 家族の 祈り を あげたい。 一日の 始 
めと 終りに 共に ひざまずく ことほ ど， 
生活に 素晴らしい 影響 を 与える 習慣 
を 私 は 考える ことができない。 主の 
前に ひざまずき， 相手 を 前にして お 
互いに 相手が いる こ と を 主に 感謝し, 
そして 生活の 上に， 家庭の 上に， 愛 
する 人々 の 上に， また 希望が かなえ 
られ るよう に 主の 祝福 を 願い求める 
と き， どういう わけ 力、 結婚 生活 を 
襲う 小さな 嵐 は 消え去って しまう の 
である。 

この 家族の 祈 り によって 神 は あな 
たの 良き 友と なり， 神との 毎日の 会 
話 は あなたの 心に 平安 を もたらし， 
ほかから では 決して 得る ことので き 
ない 喜び を 味わう ことで あろ う 。 伴 
侶との 結び付き は 歳月 を 経る と共に 
強くな り， 愛が 強まり， 相互 理解 は 
さ らに 深められる であろう。 

子供た ち は 主の みたまが 宿る 家庭 
に 平安 を 感じる であろう。 あなた は 


教会で 勧めて いるよう に， f 供た ち 
を 集め， 愛 を もって 教える ので ある。 
子供た ち は 両親が お 互い を 尊敬し 合 
つてい る こと を 知り， 彼らの 心に 尊 
敬の 念が 芽生える。 そして 穏やかに 

語る 親切な a 葉のう ちに 平安 を 感じ， 
彼らの 生活に 起こる 嵐 も 静まる。 両 
親が 神と お 互いに 対して， さらに は 
隣人に 対しても 正直 な 生活 を 送って 
いる こと を 知る。 また 子供た ちは両 
親が 祈りの 中で， 大きな 祝 IM にも 小 
さな 祝福に も 感謝 を 述べて いるの を 
聞いて， 感謝 を 忘れずに 成長す る。 
そ して 生ける 神への 信仰 を もって 成 
人す るので ある。 

家庭の 中に とげとげしい 感情 を も 
たらす さつりく の 天使 は あなた を 過 
ぎ 越し _， あなた は 永遠に 続く 人生 を 
通じて 平安と 愛 を 味わいつつ 生活す 
るであろう。 皆さんの 上に この 大ぃ 
なる 祝福が ある こと を 願いつつ， ィ 
エス' キリスト のみ 名に より， へり 
くだり 祈り 奉る。 アーメン。 
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全世界 に 住 む 愛する 兄弟 姉妹の 皆 
さん。 

数 週間 前， 私 は 何人 かの 人々 と 共 
に 混雑した 空港に 立って， それぞれ 
に 目的 を もって 各地へ 行き あるいは 
各地から 来る 人々 を 眺めながら， 一 
体 この 人た ち はどうい う ことに 関心 
を 持って いるの だろうかと 考えて み 
た。 その 時 心に 浮かんだ のが， あの 
質問で ある。 「あなた は どこから 来た 
の 力、。 あなた は なぜ ここにい るの 力 >。 
あなた は どこへ 行 こ う と している の 
か。」 この 質問の ひとつ を 変えて みよ 
う。 「あなた は 一体 どこへ 行こうと し 
ている のか。」 そして， これに カロえ て 
「実際， あなた は 何 を 望んで いるの 
カリ と 尋ねたい。 

私たち は， 自分が どう あるべき か 
あるいは また 何が 本当に 重要な のか 
を 考えずに， 煩雑な ことに 時間の 大 
半 を 費して いる。 

時折， 行なわなければ ならない と 
思った 事柄に 全力 を 傾け， 達成して 
みると， それほどの 意味がなかった 
ことに 気付く ことがある。 

このよう にして 年月が 経ち， まだ 
若い と 思って いても， 知らず知らず 
の う ちに 年 を とっている こと に 気付 
く ので ある。 

振り返って みると， 今年 もす でに 


4 分の 1 が 過 ぎ 去 つた。 大して 意味 
のない 事柄に 費した 時間 も ある こと 
だろう。 こうして 考えて いると， ジ 
ョ ン • ラスキンが 見た という 夢 を 思 
い 出す。 

ラスキンの 夢 はこうで ある。 「私 は 
子供た ちの パー テ ィ 一の 夢を見た。 
賢く 親切な 主催者のお 陰で， そこで 
は いろんな 遊びが できた。 子供た ち 
は 部屋 と 庭で 自由 に 遊 び， どうした 
ら 楽しく 過ごせる だろ う かな ど と 心 
配す る 必要 はまった くなかった。 … 
…そこに は 音楽が あり， 面白い 本が 
すべて 揃ってお り， 遊び場が あり， 
おいしそう な 食物が 山と 積まれた テ 
一 ブルが あり， 子供が 欲しがる よう 
な もの は 何でもあった。 そうす 
るう ちに， いたずら 好きの 子供が 2, 
3 人， 椅子に 打って あるきれ いなび 
ように 目を止め， 早速 抜きに かかつ 
た。 たちまち のうちに， 全員が これ 
に 加わって， びょう を 抜き 始めた。 
こうして びょう を 全部 抜いて しまつ 
た。 だが， 子供た ち はこれ だけで 満 
足で きず， 今度 は ほかの 子供の 持つ 
ている びょう を 欲しがる ようになつ 
た。 そのう ちに 、、リ ーダ 一格'' の 子 
供 力;， びょう をと りあげろ と 大声で 
叫んだ。 …- •• と う と う 子供た ち 同志 
の 取つ く み 合いが 始まった。 一本た 


りと も 取って ならない こと はは じめ 
から わかって いた。 だが， 何たる こ 
ヒか。 『一番多いの はだれ だ。 みんな 
と 同じく らいなければ 安心して 家に 
帰れない』 と 子供た ちが だ だ を こね 
始めた。 その子 供た ちの 騒ぎに 私 は 
目を覚 した。 そして 考えた。 『子供た 
ちの 夢に して は， 何とば かげた 夢な 
ん だろ う 。 …… 子供た ち はこん なば 
力、 げた こと はしない。 こんな こと を 
する の は， 大人 だけ だ。』」 1 

ところで， 私 は ラスキンが 語った 
ような 夢を見た ことがない。 しかし 
私 はこの こと を 数え切れない ほど 調 
ベ， 祈り， 考えて き た。 

愛する 若人の 皆さん， そして 年配 
の 方々， あなた 方 は 本当に どこへ 行 
こうと して おられる のだろう 力、 

数 力 月 前， 私 は 愛する 旧友の 葬儀 
の 席で 話 をした。 この 人 は 大した 財 
産 もなかつ たと 思う。 しかし， 私 は 
この 人の 孫が 次の よ う に 言う の を 聞 
いた。 「週に 一度， 祖父 は 孫た ち も 含 
めて 家族 全員 を 集め， 福音 を 教えて 
くれました。 消極的な こと を 口にし 
たこと は 1 度 も あり ませんで した。 
いつも 信仰 を 行ないに 表わし， 私た 
ち を 励まして くれました。 そこに は 
『世代の 相違』 はまった く ありませ 
ん でした 。」 
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私 はこの 短くて， いつ 終わる かも 
知れない この 世での 命が 尽きた と き， 
私の 孫た ちが 私の こ と について 心 か 

ら このよう に H つて くれる としたら， 
それ は 何とい う 祝福で あり 心安ら ぐ 
こ と であろ う かと 思った。 

私 は， かって 訪れた ことの ある， 
読み書き を 覚える 機会の ない 何 億と 
いう 人々 がいる 国々 のこと を 考えた。 
次いで， 機会が ありながら も 途中で 
投げ出したり， 放棄して いる 若人が 
いる 国々 のこと を 考えた。 教育， 技 
術， 能力の 要求が 一層 強まる この 世 
界 において， 彼ら 若人 は 一体 自分が 
どこへ 行く と 考えて いるの だろ う 力 >。 

愛する 若人の 皆さん， 毎日 毎日 力； 
永遠 の 一部分で ある。 今 ここで 起こ 
つてい る こと は 永遠に 重要な こ とな 
ので ある。 

私 は あなた 方に 心からお 願いし た 
い。 永遠で ある 将来の ために 備える 
と 同時に， 今 ここで あなた を 待って 
いる 機会に 対して 備えて いただきた 
い。 ジョージ 'エリオ ッ ト はこの よ 
うに 語って いる。 「機会 を 利用で きぬ 

者に とって 機会と は 何な のか。」 2 

自然の 律法と 神の 律法， そして 命 
の 律法 は ひとつで あり， 同じ もので 
あり， とこしえに その 効力 を 有して 
いる。 私たち は 律法の 世界に 住んで 
いる。 冬の あとに は 春が 来る。 太陽 
は 明日の 朝， 再び 時間 通りに 顔 を 出 
す。 私たち はこれ を 否定す る こと は 
できない。 

道徳の 律法 も 霊の 律法 もこれ と 同 
じく 完全に その 効力 を 有して いる。 
私たち はこれ を も 否定す る こ と はで 
きないの である。 こうして， どのよ 
う な 生活 を すれば どのよ う な 結果に 
なる かが わかる。 神の 戒め を 無効に 
したり， 拒絶す る 権威 や 力が， 単な 
る 人間に ある と 言わせて はならない。 
神の 戒め は， 人に とって 守る こと 力； 
できる ものであると 同時に 守らな く 
て はならない ものである。 また 生活 


の 一部分で あり， 健康， 幸福， 平和 
を 人に もたらし， 正直， 徳， 清 さ， 
卓越， その他 人生に 関する あらゆる 
善き もの を 人に もたらす。 

愛する 若人の 皆さん， もし だれか 
が あなたに， 結果 を 見る まで もな く 
神の 与えた も う た 戒めに は 従わな く 
ともよい と言うな らば， その 人 は 真 
理を 知らない 力、 真理 を 語って いな 
いので ある。 

神が 与えた も う た， 素 晴ら しい 機 
能 を 持つ この 心と 身体 は， この 世の 
生涯の 続 く 限 り 保持す る こと がで き 
る。 感覚 器官 を 麻痺 させた り 鈍く さ 
せたり， 身体の 機能 を 損傷 あるいは 
酷使したり， 注意 を 怠る こと， すな 
わち 身体 を 破壊し， 精神 を 鈍らせ， 
霊 を 損なう 事柄に ふける の は， 愚か 
で 邪悪な ことで ある。 人に とって 良 
くない もの は 用いるべき でない し， 
また 行なうべき でもない。 

命の 律法に 反する と， 外的な 罰 を 
被る だけにと どまらない。 精神的 霊 
的な 罰， 心の 苦 脳 を も 味わう。 ジュ 
ビナル は 言った。 「あらゆる 罰の 内最 
も 過酷な 罰 は， 罪 を 犯した 人が 自ら 
の 良心と いう 法廷で， 罪の 宣告 を受 
ける ことで ある。」 3 

さて， 私たち は 定められた 道に 従 
つて 生活すべき である。 これ は 単に， 
神に 喜ばれる ためや 両親 を 喜ばせる 
ためだけ ではなく， 自分自身の ため 
である。 なぜならば， 神が 与えた も 
うた どの 戒め， どの 要求 も， 私たち 
の 幸福， 健康， 平安と 進歩の ために 
あるから である。 愛する 若人の 皆 さ 
ん， たとえ 自分の ことし か 考えない 
利己的な 気持からで あっても， 神の 
戒め を 守る こと は， 賢明な ことで あ 
る。 

外的な 面での 公害と 共に， 精神 や 
霊の 汚染 にも 注意 を 払わ な け れ ば な 

ら ない。 ポルノ を 生み出し， 悪用し 
ている 人々 に 注意 を 払 わな けれ ばな 

ら ない。 金もう け やその 他の 目的で, 


退廃的 な 絵 や 写真 を 印刷して は 人々 
の 心 を 汚 そ う と している 人々 に 注意 
を 払わなければ ならない。 

私たち は， 放っておけば とどまる 
と ころ を 知らない 悪 を 覆す ために， 
あらゆる 手段 を 講じなければ ならな 
い 0 

私たち は， 無邪気で 正直な 子供た 
ち を 安全に 守る 責任が ある。 肉体 上 
の 公害に 対して 立ち上がる ばか り で 
なく， 精神 や 礼節 や 道徳への 公害 を 
一掃す る ことに も 関心 を 払おう では 
ないか。 肉体 をむ しばむ 公害に 関心 
を 払うよ り も 人の 精神と 霊 をむ しば 
む 公害に 関心 を 向ける ことの 方が 急 
を 要する。 

さて， 私たちが 人生 を 歩んで 行く 
上で 深く 考えるべき こ とが ふたつ あ 
る。 それ は， 予防の 力と 悔い改めの 
力で ある。 

なぜ， 命の 律法に 反する 方向に 走 
るの か。 なぜ， 健康 を 害し 不幸に 至 
る 道に 飛び込む のか。 なぜ， 良心に 
逆らって 生活す るの か。 正しく 生活 
すれば 防ぐ ことので きる 失望 や 浪費， 
後悔に ついて 考えて みなさい。 行動 
に は 必ず 結果が つ きまとう。 だれも 
それから 逃れる ことができない。 セ 

シル. B  • デミル はこう 言って いる。 
「私たち は 戒め を 破る ことができな 
い。 ただ， 戒めに 対して 自分 を 破滅 

させる だけで ある。」 4 予防の 持つ 力 
についても 考え， これに 従って 生活 
し， また 教えよう ではない 力、。 マル 
クス 'ァ ウレ リウス は， 「正しくな け 
れぱ 行なうべからず。 真実で なけれ 
ば 言うべからず。」 5 と 語った。 

しかし， そのよ う に 行なう こと 力； 
できなかったならば （神 は 失敗し な 
いように 助けて 下さる 力;')， 心から 悔 
い 改めの 道 を 歩まなければ ならない。 

悪の 荷 は 重 く， 背負う こと がで き 
ない。 リー 副 管長が， この 世で 最も 
重い 荷 は 罪の 重荷で あると 語った の 
を 聞いた ことがある。 それが 若人で 
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あれ 老人で あれ， しなければ よかつ 
たと 思いながら， 罪の 重荷 を 背負つ 
て 苦悶して 歩く 姿 を 見る の は 辛い も 
ので ある。 

しかし， 神の 恵みに より 私たちに 
は 悔い改めの 原則が 与えられ ている。 
天父 は， 私たち を 理解し， 真心から 
悔い改めるならば それ を 受け入れて 
下さる。 主 は 次の よ う に 言われた。 

「人 罪 を 悔い改め しゃ 否や は， 見よ， 
彼 は 自ら これ を 告白 しその 罪 を捨っ 
ベければ，. その 悔い改め たる こと は 
これによ り て 知る を 得べ し。 

…… およそす でに その 罪 を 悔い 改 
めた る 者は赦 され， 主なる われ も は 

や これ を 忘るべし。」 （教義と 聖約 58 
： 43,  42) 

私たち はこれ に 頼る ことができる。 
だれもが 望まない よう な 所へ あ な た 
を 連れて行 こ う とする 道から 離れな 
さい。 そ して， 平安， 自尊心， 清 さ， 
良心へ と 導いて くれる 道 を 歩みな さ 

い 0 

私 は， 御 父の 計画と 目的が どのよ 
う に 遂行され るか 時間 的な こと はわ 
からない。 しかし， 私たちが 究極の 
目的と する 所へ 行く 道に 立ち返り， 
歩み 始める 時 は， 今 をお いて ほかに 
ない こと を 知っている。 

私た ち は 本当 に ど こ へ 行 こうと し 


ている のか。 私たち は 生ける 救い主 
のよ みがえ り を 祝う 乎 節 を 迎える に 
あたり， 神の 計画と 目的と に 思い を 
はせ ている。 すなわち， 時 至らば 私 
たち はこの はかない 世 を 去り， 愛す 
る 人々 と共に 永遠に 住まう 真に 終わ 
る ことなき 世へ と 行く ので ある。 こ 
れが御 父の 計画で あり， 目的で ある。 
このた め 私た ち が ど こ へ 行 こうと し 
ている のか， また なぜ そこへ 行く 方 
法 を 教えて くれる 福音が 必要な のか 
という こ とが 肝要な ので ある。 

主が 過去と 現在に わたって 予言者 
を 通じ 啓示 を 下した まい， また 私た 
ち を 寄る辺な きままに 放っておかれ 
ない こと を 神に 感謝す る。 神 はこれ 
まで， 私たちの 従順 さの 度合いより 
も はるかに 多 くのこと を 語って こ ら 
れた。 もし 私たちが 神に 仕え， 神の 
戒め を 守るならば 神 はさ らに 多くの 
こと を 明ら 力、 にされ るであろう。 

世界中に 住む 愛する 友人の 皆さん， 
私の 証 を 申し述べたい。 人 を その か 
た ち にかた ど つ て 造 られた 神 は 生 き 
て おられる。 神 は 私たち を 死から 贖 
い， 生命の 道 を 示す ために， 救い主 
である 御子 を 遣わされた。 神の 目的 
は 人に 不死 不滅と 永遠の 生命 を も た 
らすこ とで ある。 私たちが そのよ う 
に 望み 行なうならば ひと り 残らず 救 


い を 得させ， 昇栄 にあず からせる た 
めに， 諸 天が 開かれ， 完き 福音が 回 
復 された ので ある。 

私 は喷ぃ 主が 生きて おられる こ と 
を 知っている。 そして， この 世に 住 
む あらゆる 人々 に 主の 平安と 祝福が 
あるよう に扩 【る。 救い主 イエス' キ 
リストの み 名に より 願い 奉る。 ァー 

メ ン 0 


1.  ジョン' ラスキン： ィ ギリ スの芸 

術 評論家， 作家 （1819 — 1900)  「小さ 
な 飾りび よ う」 、、 Little  Brass  Nails" 

2.  ジョージ 'エリオット： マリー' 
アン' エバン ズの 筆名 ， イギリスの 
小説家 （1819 — 1880)  「牧師 生活から 
の 一場 画 ： ァ モス 'バートン」 

3.  ジ ュビ ナル： デシ マス' ジュニア 
ス'ジ ュべナ リス， ローマ の 風刺 詩 
人 （60 — 140)  「風刺」 Satires  ，  xiii 

4.  セシル 'ブラント 'デミ ノレ： 映画 
監督， 作家 （1881 — 1959)  「1957 年， 
ブ リガ ム • ヤン ゲ 大学卒 業 記念 講 
演—' 

5.  マルクス • ァ ウレ リウス' アン ト 
二 ウス： ローマ 皇帝 (121-180)  「154 
想録」 Meditations, 第 12 巻 17 章 68 行 
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「みたま は 証す」 


十二使徒 評議員 会 会員 

ボイ ド •  K • パッカー 


一年 前の きょ う も 私たち は 同じよ 
う に聖 会に おいて 教会 幹部 を 支持す 
る 挙手 を 行なった。 十二使徒 定員 会 
の 一員と して 支持の 挙手 を 求める た 
め， 私の 名前が 読み上げられ たの は 

昨年の 4 月の 朝であった。 こうして， 
この 世に おける 主ィ エス' キリス 卜 
の 特別の 証人と して 召された 他の 兄 
弟た ちと 共に 立つ ことが 私の 責務と 
なった。 

皆さん は， なぜ 私に この 召しが 来 
た の か 不思議 に 思われた に違いない。 
私 も 同様であった。 私 は 召しの あつ 
た 時に たまたま ふさわし 、状態 で あ 
つたので はない かと 時々 考える こ と 
が ある。 しかし， 私 は 導き を 受けて 
いる， 備えられ ている という 気持 は 
絶えず 心の奥底 に 持 つていた。 

さて 私たち は 今朝， 教会の 大 管長 
を 支持す る 特権に 浴した。 私 は， こ 
れが大 いなる 特権で あると 同時に 特 
別な 義務で あると 考えて いる。 なぜ 
ならば 私は大 管長に 対して 証 を 持つ 
ている からで ある。 

昨年 4 月 の 総 大会 を 数 週間 後に 控 
えた ある 金曜日の 午後， 私 は 週末に 
訪れる 大会での 割り当て について 考 
えながら 事務所 を 出て 5 階から 降り 
てく る エレベーター を 待って いた。 

エレベーターの ドア が 静かに 開 く 


と， そこに ジ ヨセフ • フィー ルディ 
ンゲ. スミ ス大 管長が 立って おられ 
た。 私 は 一瞬 驚いた。 というの は， 
ス ミ ス大 管長の 事務所 は 下の階に あ 
つたから である。 

そして そこに 立って おられる 大管 
長 を 見て 私 は ある 強い 証 を 感じた。 
神の 予言者が 立って おられる。 光の 
ような， すなわち 純粋な 英知の よう 
なみた まの 快い 声が， この 方 は 神の 
予言者で あると はつ き り 私に 語った 
ので ある。 

末日 聖徒に 対して この 体験 を こと 
細かに 述べる 必要 はない と 思う。 こ 
のよ うな 証 は 私たちの 教会に 特有の 
ものである。 それ は 高い 職に ある 人 
だけに 与えられる もので なく， すべ 
ての 会員が 得る ことので きる， 大切 
な ものである。 

大 管長に 対する と 同様に， 副 管長 
に対して も 証 を 持つ ことができる。 

ここから 北方 を 見渡す と， ヮサッ 
チ 山脈の 3 つの 峰が 目に とまる。 詩 
人で あれば， それら を 雄々 しく そび 
える 石の ビラ ミ ッ ドと 形お する であ 
ろ う 。 地図 を 見る と 真ん中の 最高峰 
は ウィラード • ピークと ある。 しか 
し 開拓者た ち は これらの 3 つの 峰 を 
「ザ' プ レジ デ ンシー （大 管長 
会)」 と 呼んだ。 ウィラー ド 地方へ 行 


つて 東方 を 見渡す と， 彼方の 「ザ. 
ブレジ デンシ 一」 の 偉容 を 肌で感じ 
る こと がで き る 。 

大 管長 会 を 与えた も う た 神に 感謝 
する。 あの 3 つの 峰の ように 大 管長 
会 はだれ よ り も 天に 近く いる。 そし 
て 私たちの 支持 を 必要と している。 
このよう に 崇高な 指導者の 召し は 時 
と して 孤独 を 感じさせる ものである。 
なぜならば， 彼らの 召し は 人 を 喜ば 
す もので はなく， 主に 喜んでい ただ 
くこと をな すよう 求められる 召し だ 
からで ある。 願わく は 神が これらの 
偉大な 義人 を 祝福した も うように。 

過去 1 年の 間に 私 は 様々 な 質問 を 
受けて きた。 その 多く は キリストの 
証人と して 立った めの 条件に ついて 
であった 力;， 好奇心から 生まれた と 
り たてて 意味の ない ものであった。 
「イエス. キリスト を 見た こ とが あ 
り ます か」 と いう 質問で ある。 

私 はこの よ う な 質問 をした ことが 
ない。 定員 会の 兄弟た ちに も 尋ねた 
ことがない。 私 はこの ような 質問 は 
非常に 神聖な 個人的な もので あ り ， 
質問 をす るに も 何 力 4$ 別な 霊感， 言 
葉 を 換えて 言え ば 認可が 必要 だ と 考 
えてい るからで ある。 

非常 に 神聖 なた め 話すべき でない 
事柄が 幾つか ある。 神殿に 関する こ 


196 


とがそう である。 神殿で は 神聖な 儀 
式が 執行 され， 私たち は そこ で 神聖 
な 体験 をす る。 だが， それらが 神聖 
な 性質 を 持つ ものであるが ゆえに， 
私たち は 神聖な 壁 を 一旦 出る と， 話 
さない ので ある。 

それ は 決して 秘密で はない。 神聖 
な ものである。 語り合' う もので はな 
く， 心に とめ， 深い 畏敬の 念 を もつ 
て 守 り ， 熟慮すべき ものである。 

私 は 予言者 アルマが 次の よ う に述 
ベた 意味が わかる よ う になった。 

「神の 奥義 を 知 る こと は 多く の 人に 
許されて いる。 しかし その 人々 は 神 
が 世の 人に 下さる ほかに は， 何の 教 
え も 伝えて はならない と言う 神の き 
びし い 命令 を 受けて いる。 神が その 
教え を 世の 人に 許した もうの は， 世 
の 人が 神に 仕 え る 熱心 と 従順の 度合 
による。 

それで あるから 心 を かた く なにす 
る 者 は 僅 ばか り 神の 教 え を 賜わり， 
その 心 を かた く なにし ない 者 は 全く 
一つの こらず 神の 奥義が 解る まで 教 

え を 賜わる。」 （アルマ 12  ：  9  -10) 
この 教会に おいて 高い 職に ある 指 
導 者 や， ワード 部 • 支部の 会員た ち 
がー 様に 「私 は 神が 生きて おられ， 
イエスが キリス ト である こと を 知つ 
ています」 と 証す るの を 聞いた 人々 
は， こう 尋ねる。 「なぜ もっと 明解な 
言葉で 言わない のです か。」 「そんな 
に 気取 ら ないで わか り やすく 言えな 
いのです か。」 「使徒た ち はもつ とほ 

かに a うこと はない のです か。」 

神殿での 神聖な 経験が どれほど 私 
たちの 証 を 培う ことで あろ う 。 証 は 
神聖であって， それ を 言葉と して 述 
ベようと すると， 同じ 言葉になる の 
である。 使徒た ち も 初等 協会の 小さ 
な 子供た ちゃ 日 曜 学校の 若人が 述べ 
ると 同じ 言葉で こう 証す る。 「私 は 神 
が 生きて おられ， イエスが キリスト 
である こと を 知っています。」 
予言者の 証で あれ， 子供の 証で あ 


れ， それ を 軽んじて はならない。 そ 
れは， 「神 は 天使に よって 男ば かりで 
なく 女に も 御言 葉 を 伝えた まい， そ 
れ ばか りで なく， またた びた び 賢人 
や 博学の 人の 知識 も 及ばない 御言 葉 
を 子供に 与えた もう」 からで ある。 

(アルマ 32  ：  23) 

何 か 新しい 劇的な 方法で 与えられ 
る 証 を 求めて いる 人が いる。 

証 を 述べる こと は 愛 を 伝える こ と 
と 似て いる。 時の 初めより， ロマン 
チス トゃ 詩人， 愛し 合う 男女 は， 言 
葉 や 歌 や 文章に もつ と 強く 表現で き 
ないかと 求めて きた。 そして， あら 
ゆる 形容詞， 最高の 言葉， 詩的な 表 
現 を 駆使して きた。 いかに 言葉 を 選 
び， 表現に 心 を 傾けても， 最も 力に 
あふれた 言葉 は， 結局 「あなた を 愛 
しています」 という 簡単な 表現に な 
るので ある。 

心から 求めて いる 人に とって は， 
これらの 簡単な 言葉で 述べられた 証 
で 十分で ある。 証 をす るの はみ たま 
であって， 言葉で はない からで ある。 

実際に 存在し， 感覚で 捉える こと 
がで きる という 点で， 電気に も 似た 
ひとつの 伝達の 力が ある。 人間 は 空 
気 中に 映像 や 音 を 送り， アンテナで 
捉えて 再生し， 見たり 聞いたり する 
手段 を 編み出した。 このもう ひとつ 
の 伝達 方法 も， それより 百万 倍 も 強 
力で あると いう こと を 除けば， その 
手段と 似て いる。 そして， この 伝達 
手段が 伝える 証 は 常に 真理で ある。 

純粋な 英知が 流れ込み， 私たちが 
何の 疑い も さ し はさむ ことなく 確か 
に 知る に は， ひとつの 過程 を 経な け 
れ ばなら ない。 

私 は 先程， みたまの 導きが なけれ 
ば 決して 軽々 しく 扱ったり， 答えて 
はならない 質問が あると 申し上げた。 
私自身 は そのよ うな 質問 をした こと 
がない。 けれども， 質問され なく と 
も それに 対する 答が 述べられ たの を 
聞いた ことがある。 彼ら は 「みたま 


が M: す」 る 神聖な 時に， みたまの 勧 
めに よって それに 答えた ので ある。 
(教義と 聖約 1 ： 39) 
私 は 幹部の 一人が 次の よ う に 語る 
の を 聞いた ことがある。 「私 は 余りに 
神聖で あるた め 口に 出す ことができ 
ません が， 自分の 経験から イエスが 
キリ ス ト である こと を 知ってい ま 
す。」 

また ある 幹部 はこう 証した。 「私 は 
神が 生きて おられる こと を 知ってい 
ます。 主が 生きて おられる こと も 知 
つてい ます。 それだけで なく， 私 は 
主 を 知っています。」 

彼らの 証に 意味 を もたらし， 力 を 
与えた もの は， その 言葉で はない。 
みたまで ある。 「 …… 人が 聖霊の 力で 
語る ときには， 聖霊が その 話 を 人の 
心の中に 浸み こ ませる からで あ 
る。」 （ 11  ニーフ アイ 33  ： 1 ) 

私 は， この 聖 なる 職に 召された 人 
人の 中で は 自分が あらゆる 点で 最も 
小さな 者で ある， という 気持 を 常に 
抱きつつ， 謙遜に この 話 をして いる。 

私 は 証 はしる し を 求める こ と によ 
つて 得られる も ので はない こ と を 知 
つてい る。 断食と 祈り， 行動， 実行， 
従順に よって 得られる ものである。 
また 主の しもべた ち を 支持し， 彼ら 
に 従う こ と も 必要で ある。 

カール •  G  •  メ 一 ザ 一が 宣教師の 
一団 を 連れて アルプス山脈 を 越えた 
ときの ことで ある。 一行が 頂上に た 
どり 着く と， メーザー は 休憩 を 指示 
した。 そして， 後方の 氷河 を 渡る 道 
を 示す ため 雪の 上に 点々 と 立って い 
る ポール を 指して 言った。 「兄弟た ち， 
あれが 神権な のです。 あの ポール は 
私たちと 同様， 何の 変哲 も な t  、普通 
の 棒です。 けれども 立って いる 位置 
が 大切な のです。 もし あの ポールの 
示して いる 道から それたら， 私たち 
は 迷って しまう 1。」 

私たち はこ こ で 挙手 し， 主の しも 
ベ を 支持した が， 行ないに よっても 
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それ を 表わさなければ ならない。 こ 
れが 私た ちの 証 を 決める ので ある。 
さて， 私 も 皆さんと 同じよう に， 
なぜ 私の よ う な 者が 聖 なる 使徒 職に 
召された のか 不思議 に 思 つてい る。 
私に は 多くの 点で この 召し を 果たす 
に 必要な 条件が 欠けて いる。 求めら 
れ るよう に 仕える ために は， 相当の 
努力 をし なければ ならない。 この, こ 
とに ついて 考えて みたと き， 私 はた 
つた ひとつ， 恐らく この 職に 召され 


た 理由 だと 思われる ことに 気付いた。 
それ は 私が 先程 述べた 証 を 持って い 
ると いう ことで ある。 

私 は イエスが キリスト であると い 
うこと を 皆さんに 証す る。 私 は イエ 
スが 生きて おられる こと を 知ってい 
る。 ィヱス は 時の 絶頂に 生まれ， 福 
音 を 教え， 試しに あい， 十字架に か 

けられた。 そして 3 日 後に 復活され 
た。 ィヱス は 復活の 初穗 であり， 骨 
肉の 体 を 持って おられる。 これらの 


こ と を 証す る。 私 は イエス. キリス 
ト の 証人で ある。 イエス' キリスト 
のみ 名に より 申し上げる。 アーメン C 


1. アルマ •  P  'ノ、 '一  トン， Kari  G 
- Maeser  ，  Mormon  Educator 厂モ 
ル モン の 教育者 カール •  G  •  メーザ 
一」 P.  22 
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失われた 大隊 


十二使徒 評議員 会 会員 

トーマス '5' モンソン 


昨年の 11 月， 私 は フランスの 北部 
を 緩やかに 流れる ソンム 川に かかつ 
ている， ある 非常に 占い 橋の 上に 立 
つた。 1918 年の 休戦協定と 大戦の 終 
結から， すでに 50 年と いう 月日が 過 
ぎ 去って いた。 私 は 52 年 前の ソンム 
川の 様子 を 思い浮かべよ う と した。 
一体 ど れ だ けの 兵士 た ら が この 橋 を 
渡って 戦地に 向かつ たこと だろう か。 
ある 者 は 生き長らえて 再び この 橋 を 
戻って きた。 だが この ソンム 川が ま 
さに 帰らざる 川と なった 者た ち もい 
たので ある。 ヴィ ミー' リージ ュ， 
アル マン チエール, ヌーブ • シャピ 
ュ ルの 戦場で は 数 知れない 命が 奪わ 
れた。 立ち並ぶ 白い 十字架 は， 決し 
て 忘れる ことので きない 面影 を 残し 
ている。 

「フラン ダースの 野原， 
ひなげしが 立ち並ぶ 十字架の 間 を 

かけ 抜ける。 
空に は， ひばりが さえずりながら 

飛び交う。 
だ 力;' 銃声に かき 消されて， 私に は 

聞こえない。 
私たち は 死んだ の だ。 

つい 数日 前まで は， 陽が 昇り， 沈 

むの を 見て いた。 
人 を 愛し， また 愛されて いた。 け 
れ ども， 今 は フランダース の 野 


原に 埋められて いる。」 

 ジョン • マクレー 

私 は 思わず， 「戦争 は 悲惨な もの だ。 
しかし それでいて， 人 を 愛に 基づい 
た 勇気 ある 行動に 向かわせ ると は， 
一体 どういう こと なの だろ う 力つ と 
ひとり ごと を 言って いる 自分に 気が 
付いた。 

私 は 少年の 頃， 「失われた 大隊」 の 
話 を 夢中に なって 読んだ。 「失われた 
大隊」 と は， 第一次世界大戦の 第 77 
歩兵 師団の ことで ある。 ミュー ズ. 
アーゴ ンの 攻撃のと き， ひとりの 少 
佐が この 大隊 を 率いて 敵の 前 戦 内に 
入り込み ざんごう をぬ つて 進軍した。 
しかし 側面の 隊が 進軍 を 阻まれ， 大 
隊が 完全に 包囲され てし まう。 食糧 
と 水 は 底 をつ き， 負傷者 を 避難 させ 
る こと もで きない。 攻撃 すれば 倍の 
攻撃 を 受ける し， 黙って いれば 敵 は 
大隊に 降伏 を 求める であろう。 新聞 
は こぞって こ の 大隊の 粘 り に 称賛 を 
おくった。 人々 は 悲惨 な 結末 を 想像 
した。 こうした 絶望の 孤立 状態に あ 
る 「失われた 大隊」 を 救出した の は， 
同じ 第 77 師団の 別の 部隊であった。 
従軍記者 は こ の 救出 隊が 戦友 を 救お 
う とする 愛に 燃えて いたと 速報 を 書 
き 送った。 彼ら は自 ら 進んで 志願し， 
勇敢に 戦い， 雄々 しく 死んで いった。 


これ こそ t  、つの 時代の 人々 の 心に も 
響く あの ォ リ ブ 山の 教え そのもので 
はないだ ろうか。 「人が その 友の ため 
に 自分の 命 を 捨てる こと， これより 
も 大きな 愛 はない。」 （ヨハネ 15  ： 13) 
しかし， 私たち はこの 「失われた 
大隊」 の 精神 を 忘れて はいない だろ 
う 力、。 その 救出の ために 支払われた 
犠牲 はどうだろう 力'。 今日で も 「失 
われた 大隊」 がいる ので はないだ ろ 
う 力、。 もしい るなら ば， 彼ら を 救う 
た め に 私 た ち は 何 をし なけれ ばな ら 
ないだろう 力'。 彼ら は カーキ 色の 軍 
服 も 着て いなければ， 進軍 ラッパの 
音 を 響かせる こ と も ないか も しれな 
い。 しかし， 彼ら も 同じ あせり， 同 
じ 失意 を 感じ， 孤独が もたらす 暗い 
気持 を 味わって いるので ある。 

世の中に は 手足が きかない， 言葉 
が 話せない， 目が 見えない といった 
肉体に 障害 を 持つ 「失われた 大隊」 
力 U 、る。 皆さん は， 盲導犬 を 頼りに 
後から ぴったり とついて 歩いて いる 
人， あるいは 白い つえ を 頼りに コッ 
コッ と 足元 を 確かめながら 歩いて い 
る 人を昆 て， 助けたい の だけれ ども 
どうしたらいい かわからない， とい 
ういら だた し さ を 経験した こ と はな 
いだろう 力、 この 人跡未踏の 暗黒の 
荒野で さ迷って いる 人 は 多い ので あ 
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る。 

「失われた 大隊」 の 救済 事業 を 知り 
たければ， 盲人の 施設 を 訪問し， 彼 
ら のために 本 を 読んで あげてい る 人 
人の 無私 無欲の 奉仕 を 見て いただき 
たい。 目の 不自由な 人々 に 技術 を教 
えてい る 様子 を 観察して いただきた 
い。 そして 彼らに も 職に 就く 機会 を 
与えようと している 人々 の 精神 を感 
じ 取って いただきたい。 

不幸に して そのよ う な 状態に なつ 
た 人々 のために， 喜んで 働き， 惜し 
みなく 与える 人々 は， 盲人の 生活に 
光 を もたらす こと の 中に 十分な 報酬 
を 見いだ している ので ある-。 

盲人が その 器用な 指先で 点字 版の 
新約聖書 を 読む と きに 覚える 喜び を 
私たち は 知ってい るだろう 力、。 彼 は 

ヨハネ 伝の 第 12 章で 指の 動き を 止め， 
平和の 君が 与えた も う た 約束の 意味 
をし ばし 考える。 「わたし は 光と して 
この 世に きた。 それ は， わたし を 信 
じる 者 力；， やみのう ちに とどまらな 
いためで ある。」 （ヨハネ 12  ：  46) 

老人， 未亡人， 病人と いう 「失わ 
れた 大隊」 のこと を 考えて いただき 
たい。 彼らの ほとんど は， 孤独と い 
う 潤いの ない さびれた 荒野に 住んで 
いる。 若さが 消え， 健康 を 損ない， 
気力が 衰え， 希望の 光が 消え かかつ 
ている とき， それ はま さに 「失われ 
た 大隊」 の 状態に 陥ろ うと するとき 
である。 そうした 彼ら を も， 援助の 
手と 憐れみの 心に よって 助け 支える 
こ とがで き るので ある。 

現在， ニュー ョー ク 州の ブル ッ ク 
リ ン にある 教会の 支部に 属して いる 
一人の 青年 を 紹介したい。 彼 は 13 歳 
のとき に ソルト レーク • シティ 一で 
先頭に 立って そのよ う な 人々 の 救済 
に 乗り出した。 この 少年の 住む 地域 
に は 貧しい 年老いた 未亡人が たく さ 
ん 住んで いた。 彼 は 仲間の 少年た ち 

と共に 1 年 前から 貯金し， クリス マ 
ス パーティ一 を 計画した。 しかし ク 


リ ス マスの 精神 は ほかの 人々 のこ と 
を 考える ところに ある こと を 知った, 
それまで 彼ら は 全く 自分の こと しか 
考えた こと がな かつ た 。 少年た ち の 
指導者であった フランク は， そのお 
金 を パー テ ィ 一に 使う よりも， 近所 
に 3 人 で 一緒 に 住んで いる 年老 t 、 た 
未亡人の ために 使ったら どうかと 提 
案した。 そして 計画 はすべ て 少年た 
ち が 行 なった。 監督で ある 私 は た だ 
その 計画に 従 う だけで よ かった。 

新しい 目標に 胸 を 躍らせながら， 
少年た ち は 特大の ロース 卜 チキン， 

ポテ 卜， 野菜， クランベリー， そし 
てク リ ス マスに 必要な 物 をす ベて 買 
い 込んだ。 そして， その 贈り物 を 未 
亡 人の 家まで 抱えて 行った。 雪の 降 
りしき る 坂 を 登って， 彼ら は 崩れ か 
かった 玄関に 立った。 ドア を ノック 
すると， ゆっくりと した 足音が 聞 こ 
え， ドアが 開かれた。 

13 歳の 少年た ちの 調子つ ぱ ずれの 
歌声が 響いた。 「聖 し， この 夜， 星 は 
ひかり。」 それ は 昔， かの 栄え ある 夜 
に 歌った 天使 たちのよ う に 美しく， 
博士た ちの 贈り物の よ うに 素晴らし 
い 贈り物であった。 

私た ち はこ の悦ぶ 婦人の 顔 を 見 詰 
めな が ら ， 「彼女た ち も だれかの 母親 
なの だ」 という 思いに 駆られた。 そ 
して， 少年た ち を 見て は， 「だれかの 
息子な の だ」 と 思った。 その 時 マリ 
一 • ドウ. ブライ ンの 不滅の 詩が 心 
の 中に よみがえって きた。 
「女 は 年老いて， やつれ， 髮は 灰色 

と 化す 

冬の 日 の 寒 さ に その 腰 はかが む 
街 は 雪に ぬれ 女の 歩み は 滞る 
交差点に 立つ 女 は じっとた だ 待 ち 
続ける 

行き交う 群衆 はだれ ひと り 手 を 差 

し 伸べ る こ ともなく 
助け を 求める 女の 目に 気付く こと 

もない 

笑い声と 大声 を 残して 去って 行く 


授業からの 解放感に ひたりな が 
ら 

そこへ 雪 まみれの， まるで 羊の 群 
れ のよう な 少年た ちが 通 り かか 
つた 

ひと りが 女の わきに 立つ と 小声で 

さ さやいた 
『よかったら， 一緒に 渡り ましよ 
ラ 』 

少年た ちょ， 彼女 も だれかの 母親 

なの だ  ' 
たとえ 年老いて， 貧しく， 歩みが 

のろく とも 
も し 私の 母が 年老いて， 貧しく， 

髪が 白 く なって いるの を 見たら， 
どうか 手 を 貸して やってく れ， 息 

子 は 今 遠く離れて いるの だから 
そ して 年老いた 母 は 夜 床に 入る 前 

にこう 祈る だろ う 
『神よ， どうぞ かの 気高い 少年に 

祝福 を， 

満たされた 気持ちと 喜び をお 与え 
下さい』」 

主 は 言われる。 「 …"- これらの 最も 
小さい 者の ひとりに したの は， すな 
わち， わたしに したので ある。」 （マ 
タイ 25  ：  40) 

このほかに， 思いやり のない 言葉 
によ つて 互いに 孤立して いる 父と 母， 
息子と 娘が 集まる 「失われた 大隊」 
が ある。 このような 悲劇 をかろう じ 
て 避けた 若者 を 紹介し よ う。 かりに， 
彼 を ジャックと 呼ぶ ことにしよう。 

ジャック はこれ まで， 父親と 何度 
も 激しい 口論 を 繰り返し てきた。 ジ 
ャック が 17 歳 を 過ぎた ある 曰， 二人 
はこれ までにな く 激しい 口論 を 始め 
た。 そしてと うとう ジャッ クは 父親 
に 向かって こう 言った。 「けんか もこ 
れで 最後 だよ。 ぼく はこの 家 を 出て 
行く。 絶対 帰って こない からね。」 ジ 
ャ ッ クは 部屋に 入る と 荷物 を まとめ 
始めた。 母親の 思いと どまる よ うに 
との 頼み も 耳に 入らなかった。 ジャ 
ッ クは 玄関で 泣く 母親 を 残して 出て 
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f  7 つたので ある。 

庭 を 突っ切って 門 を 出よ う と した 
と き， 父親の 呼ぶ 声が した。 「ジ ャッ 
ク， お前が 家 を 出て 行く ように させ 
た 責任 はわた しに ある。 心から 済ま 
ない と 思って いる。 家に 帰りたい と 
思ったら， いつでも 帰って きなさい。 
今度 はもつ と ましな 父親に なると 約 
束す るよ。 いつもお 前 を 愛して いる 
こ と を 知って おいて く れ。 J 

ジャ ッ クは 何も 言わずに バス停へ 
行き， 切符 を 買った。 バスに乗った 
ジャ ッ クは 窓から 過ぎ行く 景色 をな 
がめ ながら， 父親の 言葉に ついて 考 
え 始めた ので ある。 そして， あのよ 
う な 言葉 はよ ほど 愛して いなければ 
言える もので はない こと に 気付いた。 
父 は 謝り， 戻って 来る ように 言った。 
そして 「お前 を 愛して いる」 という 
言葉が どうしても ジャック の 耳 か ら 
離れなかった。 

その 時， ジャ ッ クは 今度 は 自分が 
行動し なく て はならない ことに 気付 
いた。 心に 平安 を 取り戻す に は， 父 
親が 見せた よ う な 分別と 優し さと 愛 
を 父親に 示さなくて はならない。 ジ 
ャック は バス を 降りた。 そして 帰り 
の 切符 を 買い， 家に 向かった。 

ジ ャ ッ クが 家に 着いた 頃 はも う 真 
夜中 を 過ぎて いた。 家に 入り， 電灯 
の スィッチ を ひねる と， そこに 両手 
で 頭 を 抱え込んで 椅子に 座って いる 
父の 姿が あった。 父親が 頭 を あげる 
と， 息子が 目に 映った。 そして 二人 
は 駆け寄って しっかり と 抱き合った。 
のちに ジ ャック は その 当時 を 思い出 
して， よ く こ う 言った。 「私が 家に い 
た 間で あの 頃が 最高に 幸せで し 
た。」 

この 少年 は 一夜に して 大人に なつ 
た。 また， 激情 を 抑え 自尊心 を 制し 
たこの 父親 は， 息子が 「失われた 大 
隊」 に 加わる 前に， 親子関係が 崩れ 
て 家庭が 崩壊す る 前に， 息子 を 救い 
出した ので ある。 愛 こそ 二つの もの 


をつな ぐ胖で あり， 苦痛 を 和ら げ る 
鎮痛剤で ある。 愛と は， それ を 感じ 
る こと は 多い が 表わす こと は 少ない 
ものである。 

シ ナイ 山よ り と どろく 声が する。 
「あなたの 父と 母 を 敬え。」 （出 ヱジ 
ブト 20: 12) また 神 は， 「汝 相愛して 
共に この 世に 生きよ」 （教義と 聖約 42 
： 45) と 命じて おられる。 

このほか にも 「失われた 大隊」 は 
いる。 罪の 密林で もがき， 無知の 荒 
野で さ迷う 人々 である。 事実， 私た 
ち は 人類の 失われた 大隊すな わち 永 
遠の 死に 追い やられた 大隊と なる 可 
能 性 も あつたの である。 

「 …… 死が ひと りの 人に よってき た 

の だから，  アダムに あってす ベ 

ての 人が 死んで いる …… 」 （ I コ リン 
卜 15:  21—22) 私たち はすべ て 死 を 
味わう。 だれも これ を 避ける こと は 
できない。 もし 私たちが 救われない 
ままで いると したら， 求めて いる 天 
国 を 見る ことができず， 愛する 家族 
を 失い， 親しく 語り合った 友 を も 失 
うであろう。 私たち はこの 真理 を 悟 
つて はじめて， 世の 救い主の 誕生に 
伴う 無上の 喜び を 感じる ことができ 
るので ある。 高らかな み使いの 言葉 
が 聞こえる。 「彼女 は 男の子 を 生む で 
あろう。 その子 を イエスと 名 づけな 
さい。 彼 は， おのれの 民 を その もろ 
もろの 罪から 救う 者と なる からで あ 
る。」 何と 栄光 あふれる 言葉であろう 
力'。 

フランス を 流れる かの 川 は， 第一 
次 大戦 中に 「失われた 大隊」 を 救出 
する ために 進軍した 兵士た ち を 目撃 
している。 また 万物の 救い主， 聖な 
る 噴い 主が その 導きと 教え を 施す 業 
を 始める の を 目撃した 川 も ある。 聖 
典 はこう 記録して いる。 「すると 天 か 
ら声 があった， 『'あなた はわた しの 愛 
する 子， わたしの 心に かなう 者で あ 
る』。」 （マルコ 1 ： 11) 

今日で は， 救い主の ガリ ラャ での 


ほ 道の 中心地であった 湖畔の 町カぺ 
ナウ ム は その 遺跡 を 残す にと どめて 
いる。 救い主 はこの 町の 会堂で 教え 
を 説き， 湖畔で 説教し， 家々 でい や 
し を 行なわれた。 

あるとき， イエス は ィザャ 書から 
引用して 教え を 説かれた （ルカ 4  ： 
18)。  「主なる 神の 霊が わたしに 臨ん 
だ。 これ は 主が わたしに 油 を 注いで， 
貧しい 者に 福音 を 述べ 伝える こと を 
ゆだね， わたし をつ かわして 心の い 
ためる 者 をい やし， 捕われ 人に 放免 
を 告げ， 縛られて いる 者に 解放 を告 
げ …… 」 るた めで ある。 （ィ ザャ 61 ： 
1 ) これ は 私たちが 属して いる 「失 
われた 大隊」 を 救う 神の 計画が ある 
こ と を 明ら 力" こした ものである。 

しかし， ガ リ ラャ における ィ エス 
の 伝道 は その 始ま り に 過ぎなかった。 
人の子 はゴ ルゴ タの 丘に 行く まで， 

絶えず 恐ろしい 出来事に 遭遇され た 
ので ある。 

ィヱス は， 最後の晩餐の 後 ゲッセ 
マネの 園で 捕らえられ， 弟子た ちに 
見捨てられた。 その上， 人々 からつ 
ば を 吐き かけられ， 法廷に 立た され， 
辱められた。 そして， 大きな 十字架 
を 背に カル バリ に 向かって よろめき 
ながら 歩かれた。 主 は， 裏切られ， 
責められ， 十字架で 死 を 味わい， そ 
れら すべてに 打ち勝 たれた ので ある。 

讚美歌に こういう 歌詞が ある。 厂… 
…時 は 移り， さびしい £ に 十字架の 
影が のびた。 そのと き， うめき 声 力； 
凍りつ き， …… 」 天父 は 私たちに 御 
子 を 下さった。 私たちの 長兄 は 私た 
ちの ために 命 を 差し出され たので あ 
る。 

主 は 最後の 瞬間まで 引 き 返す こと 
もで きた。 しかしそう はされ なかつ 
た。 主 は 万物， すなわち 人類， 地球， 
地球に 住む あらゆる 生き物 を 救うた 
めに， よろずの 物の 下に 身 を 落とさ 
れ たので ある。 

マグ ダラの マリヤた ち が 主の 遣 体 
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の 世話 をす るた めに 墓まで 来たと き， 
み使いが 泣 き 悲しむ 彼女た ち に 言 つ 
た。 「あなたが たは， なぜ 生きた 方 を 
死人の 中に たずねて いるの 力、。 その 
かたは， ここに はおられない。 よみ 

が えられた の だ。」 （ルカ 24:  5  ― 
6) キリスト教徒に とって これほど 
大 き な 意味 を 持つ 言葉 はない と 思う。 
この 宣言に よって， 人類の 「失わ 
れた 大隊」 すなわち 過去に 生まれ 死 
んだ 人々， 現在 生きて おりい つか 死 


を 迎える 人々， やがて 生まれ そして 
死ぬ 人々， この 失われた 人類の 大隊 
は， ここに 救出され たので ある。 

私 は， 私たち を 永遠の 死から 解き 
放って 下さつ た 方が 真理の 教師 で あ 
り， しかも 教師 以上の 御 方で ある こ 
と を 証す る。 主 は 完全な 生活の 模範 
であり， 単なる 模範 者で はない。 主 
は 偉大な 医者で あるが， 医者 以上の 
御 方で ある。 人類の 「失われた 大 
隊」 を 救った 御 方 は， 文字通りの 世 


の 救い主， 神の 御子， 平和の 君， ィ 
ス ラエルの 聖者， よみがえられた 主 
である。 主 は 言われる。 「われ は 始め 
なり 終りな り。 われ は 生ける 者な り 
殺された る 者な り。 父と 汝らの 間の 
仲保者な り。」 （教義と 聖約 110  ：  4) 
私 は 主の 証し 人と して， 主が 生き 
て おられる こと を 証す る。 イエス. 
キ リ ス ト のみ 名に よ り 申し上げる。 
ァーメ ン。 


m 


主の 家の 山 

十二使徒 評議員 会 会員 
リ グ ラン ド • リ チヤ一 ズ 


この 霊感 あふれる 大会の 最後の 集 
会に おいて 私 は 兄弟 姉妹の 皆様の 前 
に 立ち， まず 天父への 愛 を 申し述べ 
たい。 また 生みた まいし 独り子 を 私 
たちに 与えて 下さった 天父への 愛， 
主の 大 いなる 噴い の 犠牲に 感謝して 
いる。 私が 長年に わたって 永遠の 真 
理を 携える 使いの ひとりと して， ィ 
エスが 神の 御子で ある こ との 証し 人 
と しての 太いなる 名誉と 特権に 浴し 
てきた ことに も 感謝して いる。 私 は 
キリストが 生きて まし まし， 世の 噴 

い 主で ある こと， また 予 a 者 ジョセ 
フ. スミ スを 通じて この 神権 時代に 
主の 教会 を 回復した もうた こと， さ 
らには 私たちが この 世に おいて 喜び 
と 幸福 を 得， 次の 世に あって は昇栄 
を 得る ための 福音 を 通して いかに 生 
くべき か を 明ら カリ こした もうた こと 
を 証す る。 

けさ， 私たちの マ リオン •  D  'ハ 
ンクス 兄弟から 素晴らしい 説教 をう 
かがった が， 彼 は 先週の 金曜日に 開 
かれた 十二使徒 会 地区 代表との 集会 
で， 兄弟た ちに 次の ような 話 をして 
下さった。 樹木の 古い 葉 は 新しい 葉 
の 生える 場所 を 提供す るた めに 散ら 
なければ ならない という もので あつ 
た。 私 はこれ を 自分自身に 当てはめ 
て 考えて みた。 私 もこの 教会で は 古 


い 葉の ひと り であろ う 。 最 古老の ひ 
と り であろ う 。 確か ジ ヨセフ' フィ 
一 ルディ ング • スミ ス大 管長 を 除け 
ば， 生きて いる 人で 私 ほど 多く この 
総 大会の 説教 壇に 立った 人 はいない 
と 思う。 記憶が 確かで あれば， 私に 
話す 特権 を 与えられた 総 大会 はこれ 
で 74 回になる。 私 は 幹部の 兄弟た ち 
の 証 をう かがって いて， 心の中に 讃 
美 歌の 歌詞が 浮かんで きた。 
「来たれ 予言者より みことば 聞け 
喜びて うたえ 真理の 道 
昔の 予言者 を 道 を 知りて 
今 他の 予言者 を また 送らる 

(讚美歌 83 番） 

全世界 を 捜しても， きょ う 私たち 
が ここで 耳に している よ うな 説教 を 
聞く ことので きる よ うな 場所が ほか 
にある だろう 力'。 人々 を 高め， 愛す 
る 人た ちゃ 聖 めら れた嘖 われた 天父 
の 子ら と共に この 世で 幸福 を， 次の 
世に あって は 昇栄を 得させる よ うな 
説教 を ほかで 聞く ことができる だろ 
うか。 

次に 心の中に よみがえって きたの 
は， いにしえの エレ ミヤの 言葉で あ 
る。 ェ レミ ャは 現代 を かい ま 見た。 

この 予言者の a '葉 を 聞いて みよ う。 
「主 は 言われる， 背信の 子ら よ， 帰 
れ。 わたし は あなたがたの 夫 だから 


である。」 何と 素晴らしい 聖約 であろ 
うか。 「町から ひと り， 氏族から ふた 
り を 取って， あなたがた をシ オンへ 
連れて行こう。 わたし は 自分の 心に 
かなう 牧者 を あなたがたに- 5 える。 
彼ら は 知識と お々 り と を もって あなた 

がた を 養う。」 （エレ ミヤ 3:14— 15) 

この 大会で 私たちが 目撃して いる 
この 宣言の 成就 を， 今日の 世の中で 
ほかに 見る ことので きる 場所が ある 
だろ う か。 予言者 ジ ヨセフ 'ス ミス 
を 通して 私たちに 与えられた 信仰 箇 
条の 一節 を 考えて みたい。 「われら は, 
正確に 翻訳され たる 限り， 聖書 は 神 
の 御言 葉な りと 信ず。 また モル モン 
経 （英文） も 神の 御言 葉な りと 信 
ず。」 （信仰箇条 第 8 条） 

私 は 心から これらの 聖典 を 信じ， 
これらの 聖典 を 与えた も う た 神に 感 
謝する。 

また 信仰箇条の 別の 一節に はこ う 
ある。 「われら は， すべて 神の これ ま 
でに 啓示した まいし こと， すべて 今 
啓示した もうこと を 信じ， なお 今よ 
り 後， 神の 王国に つきて 多くの 偉大 
にして 重要なる こ と を 啓示した も う 
こと を 信ず。」 （信仰箇条 第 9 条） 私 
はこの こ と を 心から 信じて いる。 

私 は 聖書の 予言 を 調べる こと を 喜 
びと している。 その 多く はこの 時満 
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ちた る 神権 時代に 成就して いる。 そ 
して 今後 成就す る もの も ある。 

イエス は 言われた。 「聖典 を 調べな 
さい。 あなたが たは， 聖書の 中に 永 
遠の 命が あると 思って 調べて いる 力;， 
この 聖書 は， わたしに ついて あかし 
をす る もの だからで ある。」 （欽定 訳 

ヨハネ 5:39) 何と 素晴らし いみ 言葉 
であろう 力、。 主 は 復活の 後， エマオ 
に 向かう 二人の 弟子の 傍 らを 歩いて 
行かれた。 聖典に よれば この 二人の 
弟子 は 目が さえぎられて， 主 を 認め 
る ことができなかった。 彼らが イエ 
ス と イエスの み 業と 十字架 上の 死に 
ついて 話し合って いるの を 耳に した 
主 は， それまで 彼らに 教えよう とし 
てきた こと を 彼らが 理解して いない 
ことに 気付き， こう 言われた。 「ああ， 
愚かで 心のに ぶいた め， 預言者た ち 
が 説いた すべての 事 を 信じら' れ ない 
者たら よ。」 （ルカ 24:  25) そして， モ 
ーセ やすべての 予言者から はじめて， 
すべての こ と について 予言者た ち は 
イエス を 証して いる こと を 解き明か 
した。 今， これらの 約束 や 予言 を ひ 
とつ ひとつ 取り あげる 時間 はない 力;， 
ただ 申し上げて おきたい こと は， 予 
言 者はィ エスの はりつけの ときに， 
人々 が イエスの 衣 をく じ 引きに する 
ことまで も 予言して いたと いう こと 
である。 

ぺ テロ は 聖典 を 理解で きる よ うに 
彼らの 理解の 眼 を 開いた とき —つてい 
る。 

「こうして， 預言の 言葉 は， わたし 
たちに いっそ う 確実な ものに なった。 
あなたが たも， 夜が 明け， 明星が の 
ぼって， あなたがたの 心の中 を 照ら 
すまで， この 預言の 言葉 を 暗やみに 
輝く とも しびとして， それに 目 をと 
めて いるが よい。 

聖書の 預言 はすべ て， 自分勝手に 
解釈すべき でない こと を， まず 第一 
に 知るべき である。 

なぜなら， 預言 は 決して 人間の 意 


志から 出た もので はなく， 人々 が聖 
霊に 感じ， 神に よって 語った もの だ 
からで ある。」 （11 ぺ テロ 1:19— 21) 

私 は， 予言者た ちの 言葉 は 今日 こ 
の 世で 私た ち を 導 く 最も 確かな 指針 
である こと， また 次の ィヱス の 言葉 
が 真実で ある こと を 信じて いる。 「天 
地が 滅び 行く まで は， 律法の 一点， 
一画 もす たる こと はなく， ことごと 
く 全うされ るので ある。」 （マ タイ 5: 
18) 

私たちの 前に 展開され ている これ 
らの 事柄に 思い を はせ る こ と は 実に 
楽しい ことで ある。 時間の 関係から， 
私 は それら を 列挙す るに と どめたい 
と 思う。 

ィ ザャは 現代の 有様 を かい ま 見た。 
砂漠 は 喜びて さ ふらんの よ う に 花咲 
き， 全能者の 導きに より 大 灌漑 用水 
が 敷かれて 砂漠に 川が 流れる の を 見 
た。 私たちの 祖先が この 峡谷， 荒野 
に 導かれて 来たと き， 彼らに は 汗し 
て 働く 手し かなかった。 輸送機関 も 
日用品 もなかった。 また ィザャ は， 
こ の 要塞に 備えお かれた 水が 高地 か 
ら 流れ出る の を， シ オンの 娘た ちが 
歌いつつ シ オンに 来る の を 見た （ィ 
ザャ 35 章 参照)。 タパ ナクル 聖歌隊 は 
42 年 もの 間， 休まず 歌い 続けて いる。 
これと 同 じ 予言の 成就 を 世界の 歴史 
の 中に 見いだ す ことができる だろ う 
力、 現在で は 通信衛星 テルスター を 
通じて 全世界に その 歌声が 響いて い 
る。 昨年の 11 月， ニクソン 大統領が 
当地 を 訪れた とき， タパ ナクル 聖歌 
隊を 指して 世界で 最も 優れた 合唱団 
であると 語った の も 何ら 不思議 はな 
い。 

ィザャ はまた， 末日に 主の 家の 山 
が もろ も ろの 山の かしら と して 堅 く 
立つ こと， 多くの 民が このように 言 
うの を 見た。 「『さあ， われわれ は 主 
の 山に 登り， ヤコ ブの 神の 家へ 行 こ 
う。 彼 は その 道 を われわれに 教えら 
れる， われわれ は その 道に 歩もう』 


と。 律法 はシ オンから 出， 主の 言葉 
は エルサレムから 出る からで あ 
る。」 （ィ ザャ 2:3  ) 

私 は， この 地の ヤコ ブの 神の 家に 
おいて， これが まさく し 文字通り 成 
就して いると 考えて いる。 この 神殿 
は， 記録に 残って いる 他の いかなる 
建物よりも， 多くの 人々 を あらゆる 
地から 集め， 主の 道と その 道 を 歩む 
方法 を 教えて いる。 

エレ ミヤ は， も はや 「イスラエル 
の 民 を エジプトの 地から 導き出した 
主 は 生きて おられる」 と は 言わず， 
「イスラエルの 民 を 北の 国と， その 

すべて 追い やられた 国々 から 導き出 
した 主 は 生きて おられる」 と言われ 
る 日 を 予見して いる （エレ ミヤ 16: 
14 一  15)。 

この 言葉 をし ばし 考えて みていた 
だきたい。 過去 数 世紀の 間， ユダヤ 
人と キリス ト 教徒 は モー セがィ スラ 
エル を 捕らわれの 身から 解放した こ 
とに ついて 主 をた たえて きた。 しか 
し， ヱレ ミヤの 聖 なる 予言の 言葉に 
あるよう に， 今や 人々 は， そのこと 
よりも， 神が ィ ス ラエルの 民 を その 
追い やられた 地から 集められて おら 
れる こと をた たえて いるので ある。 

エレ ミヤ はまた， 主が ま さしく こ 
のこと を 行なわれる 日が 来る の を 見 
た。 すなわち 主 は 多くの 漁夫と 多く 
の 微師を 呼んで， 彼ら は 「もろもろ 
の 山， もろもろの 丘， および 岩の 裂 
け 目から 彼ら を かり 出させる。」 （ェ 
レ ミヤ 16  ： 16) 偉大な 予言者 エレ \ 
ャの 語る これらの 漁夫と 銷師は どこ 
にいる のだろう 力、。 1 万 4 千 人に 及 
ぶこの 教会の 宣教師， それに 予言者 
ジ ヨセフ • ス ミスが 真理 を 受け， そ 
れを 全世界の 人々 と 分かち合 うため 
に 送 り 出した 時 以来の 宣教師が その 
漁夫で あり 51 師 なので ある。 こうし 
て 彼ら は 出て 行って， もろもろの 山， 
もろもろの S: および 岩の 裂け目から 
人々 をと り， かり 出して いるので あ 
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る。 私 は， ある 人々 が 考えて いるよ 

り も 文字 通 り そのこと が 起こって い 
る と 思って いる。 

合衆国 南部 諸 州 伝道 部長 を 務めて 
いた ときの ことで ある。 私 は南フ 口 

リ ダで 開かれる 大会に 出席した。 150 
キロ 行っても 家 一軒 見当たらないよ 
うな 旅だった。 やっと， 小さ な 礼拝 
堂に 着く と， そこ は 250 人の^で あ 
ふれて いた。 私 はこ う 言った。 「も し 
皆さんが 岩の 裂け目から 出て きたの 
でない としたら， 私に は 皆さんが ど 
こから 来た かわからない。 主 は御存 
じだろう 力;'， 私に はわから ない。」 文 
字 通りそう だった ので ある。 私た ち 
は 目の前で この 予言が 成就して いる 
の を 見て いる。 

マラキ は， 主が 言われた 主の 大ぃ 
なる 恐るべき 日の 前に， 予言者 エラ 
イジ ャが 遣わされ， 「彼 は 父の 心 を そ 
の 子供た ちに 向けさせ， 子供た ちの 

心 を その 父に 向けさせる。 これ は 私 
が 来て， のろい を もって この 国 を 撃 
つ ことのない ようにす るた めで あ 
る」 （マラキ 4  ：  6) 様 を 見た。 この 聖 
句 をし ばし 考えて みていた だきたい。 
ユダヤ人 はい ま だ に 主の 降臨 を 待 つ 
ている ので ある。 

昨年の 7 月 私はィ スラ ヱルを 訪れ 
たが， 観光 コースで 3 箇所の ユダヤ 
会堂に 立ち寄った。 壁に 大きな ひじ 
かけ 椅子が つるして あつたた め， ラ 
ビに その 理由 を 尋ねた。 「エラ イジ ャ 
がお いでに なった と き に それ を 下げ 
て 座って いただく ためです」 と ラビ 
は 語った。 私 は その 時， 彼らが まさ 
しく 暗闇の 中に いると 思った。 ここ 
にいる 私たち は エラ ィ ジャ がすで に 
この 地 を 訪れた こと を 知っている。 
ェ ライ ジャの 来訪に よって この 世に 
起こった 事柄 は 常人で は 理解が 及ば 
ない ほどの ことで ある。 この 壮大な 
系図 事業が それで ある。 世界に 類 を 

見ない この 図書館， 数百 万の 記録が 
納められ ている 山中の 保管 庫が それ 


である。 

ィ ザャが これ を 指して 不思議な 驚 
くべき わざと 呼んだ の も 無理から ぬ 
ところで ある。 その 時， 人々 は 口 を 
もって 主に 近づき， くちびる を もつ 
て 主 を 敬う けれども， その 4：、 は 主 か 
ら 遠く 離れる。 そして， 教義に 代え 
て 人の 教え を 教える。 （ィ ザャ 29: 13 
— I4 参照） これら は その 一部で しか 
ない。 予 a 者の 葉 を 成就す る 出来 
事が 今日 数多く 起こって いる。 予言 
者が 語った こ の 言葉 は 真実で ある 。 
「われら は， すべて 神の これまでに 
啓示した まいし こと， すべて 今啓ボ 
したもう こと を 信じ， なお 今より 後， 
神の 王国に つ きて 多く の 偉大に して 
重要な る こと を 啓示した もうこと を 
信ず。」 

詳細に わたって 検討す る 時間の 余 
裕 はない が， エレ ミヤ は， 教会の 歴 
史 記録 者た ちが 記して いる 通りの 方 
法で， この 山間 地方に 民が 集められ 
ると 述べた。 すなゎち川に沿って5^？ 
すると。 実際に 私たちの 先袓 はプラ 
ッ ト 川に 沿って 800 キロ を 旅した。 そ 
して エレ ミ ャは 民が 大勢の 人々 と 共 
に 来る と 述べて いる。 「若い者 も 老い 
た 者 も 共に 楽しむ。 わたし は 彼らの 
悲しみ を 喜びに かえ， 彼ら を 慰め， 
憂いの 代りに 喜び を 与える。 わたし 
は 多くの ささ げ 物で， 祭司の 心を飽 

かせ  」 （ェ レ ミ ャ 31 ： 13—14) こ 

のた め 私たちの 民 は あ ら ゆる 召しに 
応える ので ある。 天の 神 は 人の 胸に 
心 を 与え， かの ニーフ アイが 語る よ 
うに， 主 は 「私の 肉体が 燃えん ばか 
りに， 私の 中に その 愛を満 し」 （11  二 
ーフ アイ 4  ：  21) たもうから である。 

これから 成就す る 事柄 もた くさん 
ある。 ここで は その 2,  3 を あげる 
にと どめたい と 思 う。 私 は 青年時代 
に ユダヤ人 を 愛する 気持 を 主から 受 
けた。 いつの 日 力つ 彼ら はこの 教会 
の 一大 勢力と なること であろう。 モ 
ル モン 柽の はしがきに は， この 書物 


は 「ユダヤ人と 異邦人と に イエス は 
永 遠 の 沖なる キ リス 卜に ましまして， 
だ 国の W に 現われた もうこと を 確信 
させる」 ために 保 1V: された と 記され 
ている。 私たちが ユダヤ人の もとへ 
これ を 持って fj かなければ， どうし 
て こ の 書物が そ うでき る だろ う か。 
従って， 主 は その 定められた 時と 方 
法と により， 私たちの 指 者に' も' 感 
を 与えて， この 民に 使い を 遣わした 
も う はずで ある。 

私たら は 彼らに 心 を 向けな くて は 
ならない と モル モン 経に は 記されて 
いる。 念ながら この 予 を 読 む 時 
間がない。 ニーフ アイ は 多く の 異邦 
人が 「聖書 か 聖書 か。 われら はすで 
に 聖書 を 持てり。 このほかに は 型 書 
あるべからず」 と a うの を 見た。 し 

かし 主 は a われる。 「かれら は ユダヤ 

人よ り 受けた る 聖書に 対して ユダヤ 
人に 何の 礼 をな すか。」 （II  ニーフ ァ 
ィ 29  ：  3  —  4  ) 

予言者 ジ ヨセフ' ス ミス はこ の教 
会が 組織され てから 3 年後に， 教義 
と聖約 98 章に 記されて いる 次の 啓示 
を 受けた。 主 は 言われる。 「この 故に 
汝ら戦 を棄て 平和 を 宣言し， 子ら の 
心に その 先袓を 思わせ， 先祖の 心に 
子ら を 思わせん こと を 熱心に 求む ベ 
し。 而 して， また ユダヤ人の 心に 予 
言 者ら を 思わし め， 予言者ら の 心に 
ユダヤ人 を 思わし むる こ と を勉 めよ。 
これ， われ 来りて 阻い を もて 全地 を 
打ちす ベて 生く る 者の わが 前に 焼尽 
され ざらん ためなり。」 （教義と 聖約 
98  ： 16—17) 人の 知恵 を 全面的に 信 
頼して はならない。 これ は 永遠の 御 
父が 現代に 予言者 ジ ヨセフに 下され 
た 神の 知恵で ある。 

ェ レ ミ ャは ユダヤの 家が ィ ス ラエ 
ルの 家と 共に 歩む 日が 来る の を 見た 

(エレ ミヤ 3  ： 18 参照)。 そ して ェゼ 
キ エルが 語る ように， 彼ら はも はや 
二つの 国に 分かれずに 一^^ 3 の 国 と な 
り， ひとりの 神が 彼ら 全体 を 支配す 
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る 日が 来る （エゼキエル 37  ：  22 参 
昭、。 

願わくは， 主の 助けが あって 私た 
ちが さらに 前進 を 続け， 主が これ ま 
でに 啓示し， いまだ 成就して いない 
すべての こ と が 成就され るよ う に 祈 
る ものである。 また， 私 は 生き 長ら 
えて， この 大 いなる 福音の 神権 時代 


に 起こる これら 驚くべき 事柄 を 少し 
でも 多く 目に したいと 希望して いる。 
私 は 心の底から， この 業が 神の 業 
である こと， 永遠の 父なる 神が その 
行く末 を 定めて おられる こ と を 証す 
る。 この 業 は， 使徒と 予言者と を 土 
台と し， 主なる キリスト を 隅の かし 
ら石 として 築かれて いる。 主 は 今日 


この 教会 を 導いて おられる。 そして， 
^^.なる予言者たちが宣言したょ う に 
主 は， 天の:！^: に 乗って 訪れる とき ま 
で この 教会 を 導き 続けた も う。 私 は 
この こと を， 主 イエス. キリストの 
み 名に よ り 証す る。 アーメン。 
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アダムの 祝福に 
あずかる 


大 祝福 師 


ェ ルド レッド • G • ス ミス 


アダム と ィ ブは エデンの 園 を 追わ 
れた 後， 福音の 原則と 救いの 計画す 
なわち 天父の み も とに 帰る ための 計 
画 を 教えられた。 また 二人 は， 子供 
たちに もこ の 福音 を 教える ようにと 
の 指示 を 受けた。 

しかし， アダムの ほとんどの 子供 
たち は アベル を 除いて 教え を 受け 人 
れ なかった。 そして アベルが 殺され 
た 後に 生まれた 子供た ちの 中に セッ 
力： いた。 セッは アダムの 教え を 受け 
いれた。 

主 は アダムに， 子孫の 中に 必ず 義 
を 行なう 者が いて， それ は 世の 終り 
まで 続く と 約束され た。 そのこと が 
モー セの 書に 言己録 されて いる。 「その 
日， 父と 御子の 証 を 為した もう 聖霊 
アダムに 下りて 宣 いける は， …… 汝 
堕ちし が 故に 贖わる る こ と を 得ん。 
贖われん と 欲する あり と あらゆるす 
ベての 人類 もまた 然 りと。」 （モー セ 

5  ：  9  ) 

次の 章に はこの よ う に 記されて い 

る C 

「さて 始めよ り 在り しこの 神権 は， 
この 世の 終りに も 在る ものな り。 

さて， アダム 聖霊に 感じて この 予 
言 を 語り たれば， 一つの 系図 神の 子 
たちに 就きて 保た る， …… 」 （モー セ 

6  ：  7  —  8) 


これ は， 王国の 子孫の 記録と なつ 
た。 また， 少なく と も 一部 はこの 約 
束の 成就の 記録で も ある。 この 記録 
こそ， 一部で は あるが 私たちが 手に 
している 聖書で ある。 

近代の 啓示 は 次の よ う に 告げて い 
る。 

「この は アダムの 時代 に 制 め ら 
れ， 左の 如く 子孫に 相伝され たる も 
のな り 。 

すなわち， アダムよ り セッに 伝わ 
る。 セッは 六十 九才 にして アダムよ 
り 神権 を受く  ， また かれ （アダム） 
の 死ぬ る 三年 前に 祝福 を 授けられた 
り。 而 して 彼の 子孫 は 主の 選びた ま 
える 民と なり， また 世の 終りまで 護 
ら るべき 神の 約束 を 父 アダムに よ り 
て 受けたり。」 （教義と 聖約 107  ：  41 — 
42) 

こ の 約束 は セ ッ の 子孫で ある アブ 
ラ ハムに も 繰り返し 与えられた。 

「あなた を 祝福す る 者 を わたし は 祝 
福し， あなた をのろう 者 を わたし は 
のろう。 地の すべての やから は， あ 
なた によって 祝福され る。」 （創世 I2 
： 3) 

「また 地の も ろ もろの 国民 は あなた 
の 子孫に よ つ て 祝福 を 得 るであろう。 
あなたが わた しの 言葉に 従った から 
である。」 （創世 22  ： 18) 


高価なる 真珠の アブラハム 書に は， 
この 祝?:^ が 今日の 私た ら と どのよ う 
に 関連 を 持つ か を 説明した 貴重な 記 
録が ある。 主 は アブラハムに 言われ 

た。 

「われ 汝を大 いなる 国民と なし， 汝 
を 限りなく 恵み， 汝の名 をす ベての 
国民の 中に 大 いならし め， 汝は汝 の 
末の 子孫に と り 祝福の 基と な り て， 
汝の 子孫 は 万国の 民に この 導きと 教 
え を 施す 職と 神権と を 携えて 行かん。 

われ 万国の 民 を汝の 名に よ りて 祝 
福 せん。 この 福音 を受 くる 者 は皆汝 
の 名に よりて 呼ばれ， 汝の すえに 数 
えられ， 立ち上りて 汝を その 父と し 
て 祝? g すれば な り 。 

われ は汝を 祝す る 者 を 祝し， 汝を 
咀ぅ 者を咀 わん。 また 汝 （すなわち 
汝の 神権） により， 汝の すえ （すな 
わち 汝の 神権） による， そ はこの 権 
能は汝 によりて 継続し， また 汝 のす 
え （すなわち 文字通りの すえ， 汝の 
体より 出で たるす え） によりて 世界 
の 眷族 ことごとく 祝福 を 得ん， すな 
わち?^ 旨の 祝? ^ にして 救いの 祝福， 
すなわち 永遠の 生命の 祝福 を 得ん と 

a う 約束 を汝に 与うれば なり。」 （ァ 

ブラ ハム 2  ：  9—11) 

この 祝福 は アブラハムの 息子 ィ サ 
クに， そして イスラエル となった ャ 
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コブ に， さらに 十二支 族の 基と なつ 

た ヤコ ブの 12 人の 息子た ちに 受け継 
がれた。 

祝福 師の 祝福 を 受ける 人 は， イス 
ラヱル の 祝福の 宣言， すなわち 自分 
の 祝福の 経路と なる ィ ス ラエルの 支 
族の 宣言 を 受ける ことができる。 こ 
れは アダムの 時代に 始まった 覚えの 
書に 名 を 連ねて いる 人々 の 祝福に あ 
ず かる 権利で ある。 

ァ ブ ラ ハム の 子孫 は あら ゆる 国々 

に 散在して いると はいえ， 世の あら 
ゆ. る 民族が 文字通り アブラハムの 子 
孫になる という 意味で はない。 ここ 
で 言われて いるの は， すべての 人 は 
アブラハムの 子孫 を 通じて 祝福 を受 
け， 彼のす えに 数えられ， 立ち上り 
て 彼 を その 父と して 祝福 するとい う 
ことで ある。 （アブラハム 2  ： 10) 

教会員が 文字 通 りの アブラハムの 
子孫で あれば， その 人 は 前述の 祝福 
を 受ける。 アブラハムの 文字通りの 
子孫で なく， 教会に 加わり， 福音 を 
受け入れた 人 は， イスラエルの 家に 
属する 者 も し く は 養子縁組 によって 
ィ ス ラエルの 家に 属した 者 を 通して 
神権の 祝福 さ らには 永遠の 生命 を も 
受ける。 

したがって， 忠実で あれば あら ゆ 
る 人 は 福音の も たらす 祝福と 永遠の 
生命に あずかる こ とがで き るので あ 
る。 アダムに 与えられ たこの 約束 を 
成就す るに は 当然の ことながら， 神 
の 予言者 を 通じて 神権に 基づ く 指導 


を 適宜 行なわなければ ならない。 こ 
の 区分 された 時代 を 神権 時代 と 呼ぶ。 
そして これ は アダムに 始まり， セッ， 
エノ ク， ノア， アブラハム， モー セ， 
ェ ライ ヤス， バプ テス マの ヨハネ， 
イエス. キリスト， 使徒 ぺテ 口  ， ャ 

コ ブ， ヨハネと 続く。 

それぞれの 神権 時代で は 神権が 改 
めて 強調され る。 悪の 力 を 退けて 自 
らが ふさわし いこと を 証明す る こ と 
によ り 福音の 祝福に あずかる 機会が 
ある こと も 強調され る。 

最後の 神権 時代 は時満 ちた る 神権 
時代と 呼ばれる。 バウ 口 は エペ ソ人 
へ あてた 手紙の 中で この こと を 説明 
している。 

「御 旨の 奥義 を， 自ら あら 力、 じめ 定 

めら れた 計画に 従って， わたしたち 
に 示して 下さつ たので ある。 

それ は， 時の 満ちる に 及んで 実現 
される ご 計画に ほかなら ない。 それ 
によって， 神 は 天に ある もの 地に あ 
る もの を， ことごとく， キリストに 
あって 一^^ ；> に 帰せし めよ う と された 
ので ある。」 （エペ ソ 1 ： 9—10) 

予言者 ジ ヨセフ 'ス ミス はこの よ 
う に 述べて いる。 「時満 ちた る • 時 
代 は， 世の 始めより 今日に 至る あら 
ゆる 神権 時代 を 総括す る もので あ 
る。」 （フランクリン •  D  • リチ ヤー 
ズ， Compendium,  「概 1898 年 p. 
143) この 時 は， 福 千年に この itLh で 
統治す る主ィ ヱ ス • キリス 卜の 降臨 
に 備える 最後の 時で ある と されて い 


る 0 

私 は 今が その 時で ある こ と を 証す 
る。 主の 再降臨の 道 を 開く 神権の す 
ベての 鍵と 共に， イエス' キリスト 
の 福音が 今 ここに ある。 

ジ ヨセフ' スミ スは 古代の 予言者 
と 同様， 啓示に よって 召された。 バ 
プ テス マの ョ'、 ネは， ジ ヨセフと ォ 
リ バー • カウ ドリに ァ n ン 神権の 鍵 
を 回復した。 その後， ぺ テロ， ヤコ 
ブ， ヨハネが メル ケゼ デク 神権の 鍵 
を 回復した。 エラ イジ ャは カー トラ 
ンド 神殿 を 訪れて， 生者と 死者 を 結 
び 固める 祝福の 鍵 を 回復した。 

ジ ヨセフ' ス ミス は 亡く なる 前に 
すべての 鍵 を 十二使徒 定員 会に 授け 
た。 神権の 権能の 鍵 はこの ようにし 
て 今日に 至る まで 維持され てきた。 
そして 救い主 イエス 'キリス 卜が 福 
千年の 統治 を 始める 時 ま で 保持 さ れ 
る。 

私たち は あらゆる 人が こ の 福音 に 
耳 を 傾け， 受け入れ るよう 勧める も 
ので ある。 あらゆる 人が 永遠の 生命 
の 祝福 を 受け， 子羊の 覚えの 書に そ 
の 名 を 記録され， 義の 民に 約束され 
た 祝福， 永遠の 生命の 祝福に あずか 
るよう， 私たち は 世界の あらゆる 民 
に 呼びかける ものである。 私 はこの 
教会が 神の 王国で ある こ と を 証し， 
イエス. キリスト のみ 名に よ り 申し 
上げる。 アーメン。 
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信仰箇条 第 13 条の 最初の 部分に， 
「われ ら は 正直なる べき こ と を 信 
ず」 という 言葉が ある。 この 正直と 
いう 言葉 は 多くの 意味 を 含んで いる。 
高潔， 誠実， 真理に 従う， 公平， 誉 
れ， 徳， 清い 生活， 善 を 行なう 性格， 
人との 交わ り における 公正 さな どで 
ある。 

これら は 末日 聖徒に とって 是非と 
も 必要な 徳 である。 

末日 聖徒 ィヱス 'キリス ト 教会 は， 
人に 知られて いる う ちで は 最も 崇高 
な 理想 と 原則と 標準 を 掲げて いる。 
教会， その 教え， あるいは 教会 を 表 
わして いるもので， 私たちが 恥ず ベ 
き もの は 何 ひとつない。 私たちの 教 
会 は， 世界の 人々 の 生活に 測り 知れ 
ない ほどの 良い 影響を及ぼ している 
ので ある。 

V バー ト • バーンズ は 次の よ う に 
言った。 「正直者 は 神の 最高の 傑作で 
ある。」 高い 地位に ある 人々 の 間で も 
正直と 高潔が 退潮し， 徳が 失な われ 
つつ ある 今日， だれかが これらの 原 
則 を 熱心に 教え， 実践し， 人格 を 形 
成す る 上で 欠く ことので きない 要素 
である こと を 強調し なければ ならな 
い。 わが国の 行く末 を 決定す る 人に 
完全な 高潔 さ がます ます 要求され て 
きている。 さもない とこの 国の 自由 


は 脅かされる であろう。 国内の 政界， 
実業界， 財界， 金融界の 不正直， 汚 
職， 腐敗な どが， 世界の 指導者と し 
ての わが国の 立場と 力 を 弱めて いる 
ので ある。 

私たち はへ り く だり かつ 誠実に， 
私たちよりも 優れた 方が おられ， そ 
の 方から， 私たちの 人生に 意義と 目 
的 を もたらす 律法が 与えられ ている 
こ と を 積極的に 認める 必要が ある。 
また， 正直， 尊敬， 名誉な ど は 街角 
で 安売り している よ うな 代物で はな 
いこと を 知る 必要が ある。 これら は 
すべての 人が 日常生活の 中に 取り入 
れ なければ ならない 要素で ある。 

カーライル は 言った。 「正直に なり 
なさい。 そうすれば この 世から 悪人 
がー 人减 つたこと がわ かる。」 正直で 
あ つ て 善良で ない という 人が いる だ 
ろう 力、。 逆に 善良であって 正直で な 
いという 人が いるだろう 力、。 正直 は 
まず 自分から 始めるべき であろ う 。 
そうでなければ， 他人 が 正 直 である 
かどう かわかる はずがない。 私たち 
が 他人 を 見る と き 他人が どう あるか 
ではなく， 私たち 自身が どう ある 力 > 
という 尺度で 見る ので ある。 私たち 
は 一人一人 がまず 正直に なること， 
すなわち 他人との 交わりに おいて 正 
直で ある こと， 教会員と して 正直で 


ある こと， また 神の 戒め を 正直に 守 
る こと， これらの 責任が ある。 

モー サャの 息子た ちに ついて 次の 
ように 記されて いる。 「かれら はみ な 
神の 命令に 服従す る ことと， 神の 前 
に 正 し く 真す ぐ に暮す ことと を 教え 
られ， 真実な 心 を 持つ 真面目な 青年 
であった。」 （アルマ 53  ：  21) 

両親が 正直， 高潔と いう 徳を 完全 
に 備えて いるならば， それら は 子供 
たちに 受け継がれ， 子供た ちへの 大 
きな 贈り物と なる であろう。 両親 は 
自分た ちが 持って いない もの を 子供 
に 与える こと はでき ない。 従って 私 
たち は， 福音の 教えで ある これらの 
完全な 理想と 原則に 加えて， 立派な 
人格と 人生 を 約束す る あらゆる 徳を 
身に つけなければ ならない。 そして 
それらが 完全に 具わる と， もはや 私 

た ち の 性 e の 一部 となり， 親と なつ 
たと き も 容易に それら を 子供た ちに 
伝える こ とがで きる ので ある。 箴言 
に は 次のように 記されて いる。 「正直 
に 歩む 義人 一一 その子 孫 は 彼の ゆえ 
にさい わい を 受ける。」 （欽定 訳 箴言 

20:  7) この a 葉 はまこと に？ I： 実で 
あり， 私たちが 基本と すべき ことで 
ある。 

親と して 私たち は 子供に 正 ifi: だろ 
う 力 >。 責任 逃れに うそ を 方便に して 
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はいないだろう 力、 両親の 間違った 
模範に 従ってい る 子供 を 責める こ と 
がで きる だろう か。 両親に 対する 指 
示が 教義と 聖 約の 中に 記されて いる。 
「また 両親 は その子 供た ちに 祈る こ 
とと， 主の 前に 正しく 歩む ことと を 

教えざる ベから ず。」 （教義と 聖約 68 
： 28) 

子供に 正直 を 教える に は， 親が 模 
範を 示さなければ ならない。 結婚し 
ている 皆さん は， 伴侶に 対して 正直 
だろう 力 >。 道徳的に 清く 正しい 生活 
を 送って いるだろう 力、。 私たち は不 
正 を 支持す る こと はでき ない。 もし 
そのような こと を すれば， 私たち 自 
身と 子供た ちの 永遠の 救いが 危う く 
なる からで ある。 私たち は 主の 前に 
正しく 歩み， あらゆる 点で 正直で な 
ければ ならない。 そうして はじめて， 
高度の 道徳 観と 倫理 を 持ち， あら ゆ 
る 行動に その 影響を及ぼす という 祝 
福 を 受ける ことができ るので ある。 

ジョージ. エリオ ッ ト はこう 述べ 

ている。 「人生に 失敗が あると すれば， 
それ はた だ ひとつ， 自分の 知る 最善 
の ものに 誠実で ない こ とで ある。」 

私たち は 生涯 を 通じて， 自分に と 
つて 不利な 過ち だけでなく， 益に な 
る こ とであって も それが 過ちで あれ 
ば 正して いかなければ ならない。 そ 
のとき はさ さいな ことのよ うに 見え 
て も， 人格 を 築く 上で は 大切な 要素 
となる ので ある。 わずかな 怠慢から 
重大な 過 ち と 悪習が 生 まれる からで 
ある。 買い物に 行って おつり を 余分 
にもら つた りする 経験 はだれ にで も 
あると 思う。 逆にお つりが 足りない 
場合 も ある。 自分に 不利になる 過ち 
に は だれで もす ぐに それ を とがめる 
ものである。 しかし， 正 I な は， 'に、 か 
らの， そして 非の 打ち どころ のない 
もので なければ ならない。 

従業員 を 使って 事業 をして いる 人 
は， 彼らに 対して 正直だろう 力、。 規 
則 は 全員に 適用 している だろう 力 >。 


それと も 特定の 人 だけ は 適用 を 除外 
する よ うな 規則の 守り 方 をして いる 
だろう か。 

雇われて いる 人 は， 1 日の 仕事 を 
誠実に 果たしてい るだろう 力、 昼 休 
みの 時間 を 超過したり， うその 口実 
をもう けて 不必要な 外出 をす る こ と 
はないだろう 力、。 同僚に 対して は， 
期待され ている 以上の 援助 を してい 
るだろう 力、。 それとも 最少 限に とど 
めて いる だろ う か。 

商売 をして いる 人 は， だれに も わ 
からない からと言って， 請求書 を 水 
増しして はいないだろう か。 このよ 
うにして もう けて いるつ も りで も， 
その 人 は 必ず 自 分の 不正直 は 意識 し 
ている し， だまされた 人 も わかる の 
である。 だます こと も 一種の 不正直 
である。 これ は 当事者 だけでなく 周 
囲の 人々 を も 傷つけ る。 

教師で ある 皆さん は 正直 に 採点 し 
ている だろう 力、 生徒の 努力に 応じ 
て 評価して いるだろう 力'。 それとも 
生徒の 個性 を 無視して いるだろう 力'。 
チーム を 勝た せる ため に 採点 を ご ま 

かしたり， 規則 を 無視した りする こ 
と は 不正直な 行為で あ り ， これ は 避 
けなければ ならない。 活動が 本来 目 
的と している 人格の 形成 や 霊的な 価 
値よりも， 勝つ ことの 方に 重きが 置 
かれる ような 状態 を 招いた 場合， そ 
の 指導者の 指導に は 何 か 欠けて いる 
点が ある はずで ある。 法律 や 規則に 
触れない からといって， 不正 を 正当 
化して はならない。 法律 や 規則 は 人 
を 正直に する こと はでき ない。 間違 
つた 習慣 は 若人 を 不正直へ と 追い や 
る。 小さな さ して 重要と も 思われな 
い 習慣が やがて は， 不正直， 名誉 を 
重んじない， 誠実な 心の 欠如と いつ 
た 重大な 習慣へ と 発展す るので ある。 
人生で 遭遇す る 数々 の 問題 を 克服す 
るた めに 是非と も 必要な 徳を 人々 の 
心 と 人格の 中に 植え付け な け れ ばな 
ら ない。 


学生 や 青少年の ために 一言 申 し 上 
げたい。 私たち は 彼らの 望み や 必要 
に対して 誠実に また 正 鹿 に 耳 を 傾け 
ている だろう 力 >。 私たち は 本当に 彼 
らを 理解し よ うと 努めてい るだろう 
力、 それとも， 単に 私たちが 彼らに 
必要 だと 思う こ と を 与えて いるに す 
ぎない の だろ う か。 

教会の 各 組織で 教師の 責任 を 受け 
ている 人 は， 教えて いる こと を 実践 
している だろう 力、。 二通りの 標準 を 
掲げて はいないだろう 力、。 最近， あ 
る 既婚 女性の 教師が 非常に 短 かい ミ 
ニスカ 一 卜で 教会に やって来た。 彼 
女 は 自分で 守って いないのに， 教会 
の 服装の 標準に ついて 教える ことが 
できる だろう 力 >。 シヱ イクス ピア は 
これ をう まく 表現して いる。 「さて， 
最後に いちばん 大事な こと は， おの 
れに 忠実 なれ， という こと だ。 さす 
れ ばかなら ず， 夜が 昼に つぐ ごとく 
にじ やな， 他人に 対しても 誠実なら 
ざる を 得ん。」 （中 野 好 夫 訳， '、ムレ 
ツト， 第 1 幕 第 3 場） 

私たちの 人生の 目的に は， 正直と 
誠実が 具体的な 形で 表われる も ので 
なければ ならない。 同意した こと は 
必ず 守り， 自分の 過ちに 対して は 進 
んで その 代価 を 支払わなければ なら 
ない。 正直と 高潔 は 友情 と 信頼 を 生 
み， さらに は 人々 から 絶えず 好意と 
援助 を 受ける という 配当まで 付く。 
人 は， 正直で 高潔な 人 を 見る と， 自 
分の 生活 を 変えて まで も そのよ うに 
誠実で 頼りが いの ある 人の 役に立と 
う， 助け をしたい と 望む ようになる 
ものである。 

何年 も 昔の こと， ある 父親 は 幼な 
い 息子に このよ う にして 正 直 を 教え 
た。 この 息子 は 父親が 2 人の 友人と 
共同経営 している 店に 行った。 以前 
から ポケッ ト ナイフ を 欲しい と 思つ 
ていた 彼 は 自然に シ ョ 一 ケースの 方 
に 足が 向いて， ナイフ を 1 本 取りし 
まいこんだ。 だが この こと は 父親に 
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知れて しまった。 父親 は 息子 を 連れ 
て ショーケースまで 行き， 元に 戻さ 
せた。 そして， 父親 は， この 店の 持 

ち 主 は 自分の ほかに 2 人い る こと， 
従って ボケ ット ナイ フの 三分の 二 は 
彼らの ものである こと を 説明 し た 。 
店が すべて 父親の もので はない ので, 
息子 といえ ども 何 ひとつ 取る こと は 
できない と 諭した。 この 父親 は 仕事 
の 上で も 正直で 誠実な 人だった。 彼 
は 取り引き をす る 時， 自分が どのよ 
う な 損失 を 被ろ うと も， 絶対に 正直 
を 通した。 このため 彼 は 公平な 人 だ 
という 評判 を 受けて いた。 彼に とつ 
てこの 特質 は 金銭よ り も 大切だった 
ので ある。 

人 は 多くの 罪 を 見逃がす ことが で 
きる が， 不正直と いう 罪 は なかなか 
許しが たい ものである。 人の 弱さに 
は 同情 を 寄せ 寛大になる ことができ 
る。 しかし， 不正直な 人と かかわり 
を もってい ると， 耐えが たい 不安 感 
に 襲われる ので ある。 

ジョージ' ワシントン は 正直 を 強 
調して 次の よ う に 述べて いる。 「私 は 


すべての 肩書きの 中で 最も う ら やま 

れる 肩書， つまり 正 H. な 人と 常に 言 
われる ような 堅い 意志と 徳とを 持つ 
ていたい。」 

救い主が 十字架に かけられ るまで 
の 出来事 を 語らずに， 正 Lii について 
語る こと がで き る だろ う 力、。 イエス 
が 祭司 長 や 律法 学者た ちから 裁判 を 
受ける ために， ピラトの 前に 引き出 
された とき， ビラ トは 救い主に 何の 
罪 も 認めなかった。 しかし， ピラト 
は イエスの 命 を ねらって 騒ぎ立てる 

者た ち を 満足させる ために， 正直， 
高潔よ り も 名声 を 大切に して， 彼ら 
の 要求 を 受け入れた。 

兄弟 姉妹の 皆さん， 私たち は キリ 
ストの まこ との 教会に 属して いる。 
この 教会の 会員で ある こと は， 栄え 
ある 特権で あり， 機会で あり， 祝福 
である。 私たち は， 主が 子ら を 導く 
ために 与えられた 啓示 を 堅く 守らな 
ければ ならない。 私たち は あらゆる 
行動， あらゆる 人との 交わりに おい 
て， 原則， 理想， 標準， 誓約に 忠実 
であろう ではない 力'。 また 正直に， 


真実の 心 を もって 物事に 対処し よ う 
ではない か。 常に 誠実であって， 人 
人に 教える こと は 自ら 完全に 実践し 
よ う ではない か。 

「われら は 正直なる べき こ と を 信」 
じている。 また 私たち は 「真実， 貞 
潔， 慈善， 高徳なる べき こと， およ 
びす ベての 人に 善 を 行うべき を 信」 
じている。 

兄弟 姉妹， 私はキ リ ス 卜の 福音の 
真理に ついて 揺る ぎない 証 を もって 
いる。 私 は これらの 真理が 私たちに 
導きと 恵み， 祝福と 救い を もたらす 
ために 与えられ たこと を 知っている。 

私 は 皆さんに 以上の こと を 証す る。 
隣人との 交わ り において キ リスト を 
手本に しなければ ならない。 そうす 
れば， 私たち は 模範と なり， 救い主 
イエス • キリ ス 卜の しもべと して ふ 
さわし い 者と なる であろう。 これら 
のこと をへ り くだり， イエス. キリ 
ストの み 名に より 申し上げる。 ァー 
メン „ 
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愛する 兄弟 姉妹の 皆さん， 間 もな 
く 栄光と 霊感に あふれた 大会 を 終え 
ようと している。 私たちの 心 は， 私 
たちの 上に 豊かに 注がれた 祝福に 対 
す る 感謝の 気持で 満 たされて いる。 

私たち はこの 大会 を 通じて キ リ ス 
ト のみ 言葉 を 心 ゆ く まで 味わって き 
た。 また 聖霊の 力に よって 理解が 早 
めら れ， 霊と まこと を もって 主 を 礼 
拝して きた。 

私 は これまで 語 られ てき た 数々 の 
説教に 加えて， この 大 いなる 業が 真 
実な ものであって 神の み 業で ある こ 
と を 証し， さら に 全世界の 忠実な 聖 
徒に 祝福 を 与えたい と 思う。 

私 は 皆さん を はじめと する 全 教会 
員に， さらに この ことに ついては 全 
世界の 人々 に 申し上げたい。 すな わ 
ち， 恵みと 愛の 父 は， この 末日に 天 
よ り 再び その しもべで ある 予言者た 
ちに 語って おられる と 。 

御 父 は， すべての 人々 に 愛子の も 
とへ 行く よ う 呼びかけて おられる。 
そして 御子 を 知り， 御子に ならい， 
御子の くびき を 負い， 福音の 律法に 
従う ことにより 自 らの 救い を 得る よ 
う 勧めて おられる。 御 父の み 声 は， 
栄光と 誉れの 声で あり， この 世に あ 
つて は 平和 を 得させ， 次' の 世に あつ 
て は 永遠の 生命 を 得させる 声で ある。 

私 は 神が 生きて おられる こと， 神 
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は 限 り な 、永遠の 贖罪 を 成 し遂 げ る 

ため 生みた も う た 独り子 を 世に 遣わ 

された こと を 知っている。 
イエス. キリス 卜 は 神の 御子で あ 

る。 イエス は， アダムの 堕落に よつ 
て 世に もたら された 肉体と 霊の 死 か 
ら人々 を 解放す る 力 を 御 父から ぉ受 
けにな つた。 

主 は 地上に 主の 教会すな わち 王国 
をお 建てに なった。 主が 教会 をお 建 
てになる の はこれ が 最後で ある。 そ 
して， この 末日の 王国に は聖 なる 神 
権の 権威と 権能と が ある。 この 教会 
は 福音 を 教え， 信じ 従う すべての 人 
に 祝福 を もたら している。 

私 は， あらゆる 宗派， 団体の 善良 
で 献身的な 人々 を 決して 無視して い 
る わけで はない。 彼ら は， そのす ベ 
ての 良き 行ないに 対して 祝福と 報い 
を 受ける であろう。 しかしながら， 
厳然たる 事実が ある。 すなわち， 天 
上の 住まいで 完き 報い を 受ける よ う 
人々 を 備えさせる 律法と 儀式 を 完全 
な 形で 有して いるの は 私たち だけで 
ある。 従って， 私たち は あらゆる 地 
に 住む 善良で 気高い 人々， 高潔で 献 
身 的な 人々 に 申し上げたい。 現在 持 
つてい る 良い もの を 大切に し， あら 

ゆる 正し!^  、原則 に 忠実で あっていた 
だきたい。 けれども， さらに 一歩 進 
んで， 昨日 も 今日 もとこし えに 変わ 


る ことのない 神が 再び 民に 注がれた 
光と 知識 を 手に していた だきたい。 

ここで 私 は， 天父が 主の 民 を 豊か 
に 祝福した もうよう， 最大の 祝福 を 
与えた もうよう 祈る。 

願わくは， 聖徒た ちが 世の 圧力 や 
誘惑に もめげ ずに 固く 立ち， 神の 王 
国に つける 事柄 を 第一に 考えて 生活 
し， あらゆる 信頼に こたえ， あら ゆ 
る 誓約 を 守る よ う に。 

若き 次代 を 担う 人々 が 思いと 体 を 
清く 保つ ように 祈る。 不道徳， 幻覚 
剤の 使用， また 国中に 広がって いる 
反抗の 風潮 や 不作法と かかわり を 持 
つ こと がない よ う に。 

父よ， あなたの みたま を 子ら に 注 
ぎ， 彼らが 世の 危難から 守られ， 清 
く 純粋であって， あなたの み 前に 帰 
り 共に 住む に ふさわしい 者と なる よ 
う 祝福して 下さい。 

また， あなたの み顏を 仰ぎ見る こ 
と を 望み， 徳 高く あなたの 前 を 歩む 
すべての 人々 を 守り， 彼らが 世の 光 
となり， 地上に おける あなたの 目的 
を 成就す る しもべと なる ことができ 
るよ う 祝福して 下さい。 

また， みたまが これよ り 後と こし 
えに 私たちと 共に あるよう， 主 イエ 
ス. キリスト のみ 名に よ り 祈り 申し 
上げる。 アーメン。 
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「主 は 生けり と 知る 
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ジ ヨセフ • フィ一 ルディ ング • ス ミス 


愛する 兄弟 姉妹の 皆様。 再び 巡つ 
て 来た 末日 聖徒 イエス 'キリスト教 
会の 総 大会に 集う 皆様 を， 心から 歓 
迎 申し上げる。 私 は， 皆様の 前に 立 
ち， この 偉大な 末日の 業が， 真理の 
業で あり 神の み 業で あると いう 証 を 
述べる 特権の ある こと を， 喜ばしく 
思って いる。 

私たち 末日 聖徒 は， 祝福され た 民 
であり， 恵まれた 民で ある。 「祭司の 
国と なり， また 聖 なる 民と なる」 （出 

エジプト 19  ：  6) こ と は， 私たちに 
与えられ ている 特権で ある。 主 は， 
いにしえの 父袓 たち を 選ばれた と き 
と 同様， 「地のお もての すべての 民の 
うちから あなた を 選んで， 自分の 宝 
の 民」 （申 命 7  ：  6) とされた ので あ 
る。 

私たちの 立場 は， 永遠の 真 連に 基 
を 置 く が ゆえに 力強い ものが ある。 
私たち は， この 最後の 福音の 神権 時 
代に 恵み 深い 御 父が 私たちに 豊かに 
注いで 下さって いる 光の 中 を 歩む 限 
り， 悪魔の 火矢 を 恐れる 必要 もない 
し， 世の 状況に 煩わされる 必要 もな 

い 0 

主 は， 限りない 知恵 を もって， 古 
代の 予言者た ちと 交わされた 誓約 や 
約束 を 果たす ために， この 末の 日に， 
完全なる 永遠の 福音 を 回復され た。 


この 福音と は 救いの 計画で ある。 こ 
の 救いの 計画 は， この 世の 基が 置か 
れる 前， 永遠の 大 会議に おいて 定め 
られ， 確立され たもので ある。 そし 
てまた， 世界 各地に いる 御 父の 子供 
たちの 救いと 祝福の ために， 今日 再 
び 啓示され た ものである。 

この 偉大に して 永遠の 計画に よれ 
ば， 救い はキ リストのう ちに ある。 
キリストが 自 らの血 を 流す こ とに よ 
つて 果たされた， 無限に して 永遠の 
噴い があって はじめて， この 救い は 
可能と なった。 主 は 神の 御子で あつ 
て， いわゆる 堕落に よっても たらさ 
れた 肉体と 霊の 死から 人類 を 噴うた 
めに， この 世に 来られた ので ある。 

主の 慈悲と 恵みに より， すべての 
人 は 墓より 出で 来たり， この 世で な 
した 行為に よって 裁かれる。 それ か 
ら， 主の 律法 を 信じ， それに 従った 
人々 は， 御 父の 王国に おいて 永遠の 
生命 を 受け継ぐ ので ある。 この 栄え 
ある 祝福 は， 主の 贖いの 犠牲の ゆえ 
に 可能に なった ので あり， 全力 を尽 
く して 主 を 愛し 主に 仕える 人々 に 与 
えられる ものである。 

さて 私 は， 人が 救い を 得る ために 
従わなければ ならない これら 一連の 
律法が， イエス • キリスト の 福音で 
あって， 今日， 予言者 や 使徒た ちに 


啓示され たこと を 証す る。 また， 現 
在， 主が 再び この 地上に 設立され た 
教会に よって その 儀式が 執り行な わ 
れ ている こ と を 証す る。 

だが， これら 偉大に して 永遠の 真 
理も， 人が 救われた いと 思うなら 必 
ず 従わな ければ ならない もの で は あ 
るが， ただ 単に 私たちの ためにの み 
啓示され ている ので はない。 あら ゆ 
る 国民， 血族， 国語の 民の ものな の 
である。 

キ リ ス 卜の 降臨 を さかのぼる こ と 

およそ 600 年， 偉大な 予言者 ニーフ ァ 
ィは， その 民に 向かい， 次のように 
言った。 「 …… 全世界 を 治め 導きた も 
う 神に して 羊 飼 である 御 方 は た だ 一 
人 だけい ますから …… 

この 羊 飼が …… よろずの 国民に 現 
われた も う 時が く る。」 （ I  ニーフ ァ 
ィ 13  ：  41-42) 

この 約束の 日 は， 今や， 明けよう 
としてい る。 この 時代 は， 福音 を 全 
世界に 宣べ 伝え， あらゆる 国々 に 主 
の 王国 を 打ち 建てる ために， 特別に 
定められた 時で ある。 どの 国に も 善 
良で 正しい 人々 がお り， その 人々 が 
真理の 呼びかけに 答え， 教会に 入つ 
て 来て， 自国の 民 を 導く 光と なる の 
である。 

最近， 英国の マン チヱ スターで 開 
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かれた 地域 大会で も， 私たち は， 英 
国民の 持つ 力強 さと 指導力 を 示す 数 
多くの 実例 を 目の あた り にした。 英 
国に あっても， この 教会 は 既に 立派 
に 独り立ちし， 英国の 聖徒た ち も， 
自国の 人々 のために 福音 を 教え 管理 
する 備えと 力が できて いる。 

そして， 英国の 聖徒た ちと 同様の 
こと 力；， 他の 諸国に おいても 言える 
し， また 将来 言える ようになる であ 
ろう。 福音 は 全人 類の ための もので 
あり， 主 は， 福音 を 受け入れる 人々 
がその 真理に 従って 生活し， また そ 
の 真理 を 自国の 人々 に そ して 同じ 言 
語の 人々 にも 伝える よう， 望んで お 
られ る。 

そのため ここで， 兄弟愛の 精神 か 
ら， 私たち は， あらゆる 人々 が 永遠 
の 生命なる 言葉に 耳 を 傾けて 下さる 
よう 勧める。 この 言葉 は， 今日， 予 
言者ジ ヨセフ' ス ミス とその 同僚た 
ちに 啓示され た ものである。 

私たち は， 御 父の 他の 子供た ちが， 
「キリスト の 御 許に 来て キ リストに 
よって 全く」 なり 「すべて 神の みこ 
ころに 背く こと を 捨て」 るよう 勧め 

る。 （モロ ナイ 10  ：  32) 

また， 御 父の 他の 子供た ちが キリ 
ストと その 福音 を 信じ， キリストの 
教会へ 来て， 聖徒ら の 群れに 加わる 
よ う 勧める ものである。 

私たち は， 既に 福音の 実 を 味わい， 
それが 良い ものである こ と を 知って 
いる。 それゆえ， あらゆる 人が 同じ 
祝福 を 受け， 私たちの 上に これほど 
豊かに 注がれて きたみ たまと 同じみ 
たま を 受ける よう， 心から 願って い 
る。 

教会に おける 私たちの 責任 は， 霊 
とま ことと を もって 主 を 礼拝す る こ 
とで ある。 私たち は， 心 をつ く し， 


力 をつ くし， 精神 をつ くして そうし 
たいと 努めてい る。 イエス は 言われ 
た。 「主なる あなたの 神 を 拝し， ただ 
神に のみ 仕えよ。」 （マ タイ 4  ： 10) 

私たち は， 礼拝と は， 祈り や 説教 
や 福音の 実践 を はるかに 越えた もの 
であると 信じて いる。 礼拝の 最高の 
行為と は， 戒め を 守る ことで あり， 
神の 御子の 足跡に 従う ことで あり， 
神の 喜ばれる こと をす る こ とで ある。 
単に 口先 だけで 主に 仕える こ と と ， 
主の 示された 模範に 従う ことによ つ 
て 主の みこ ころ を 敬い あがめる こ と 
と は， 全く 別の ことなの である。 

私たちの 救い主 イエス 'キリスト 
は， 偉大な 模範で ある。 私たちの 使 
命 は， キリスト に 倣った 生活 をし， 
キリスト が 望んで おられる こと をす 
る ことで ある。 「汝ら はいかなる 人物 
にて あるべき カリ と， ニーフ アイ 人 
の 弟子た ちに 問われた キ リスト は， 
次の ような 解答 も 与えられた。 「まこ 
とに 汝ら はわれと 同じ 人物なら ざる 
ベから ず。」 （III ニーフ アイ 27  ：  27) 

私 は， キリストの 足跡に 従う 特権 
の ある こと を 喜びと している。 また， 
私が こ の 世で 受けて き た 永遠の 生命 
なる 言葉に 心から 感謝して いる。 さ 
らに， 終わりまで 忠実に 真理に 従つ 
て 歩むならば， 来るべき 世で は， 私 
自身が 永遠の 生命に あずかる こ と が 
できる という 希望に， 心から 感謝し 
ている。 また， そのよう に 言える こ 
と を 心から うれしく 思って いる。 

私 は 生涯 を 通じ， 福音の 諸 原則に 
ついて 研究し， 深く 考え， そして 主 
の 律法に 従った 生活 をす るよう 努め 
てきた。 その 結果， 私の 心の中に は， 
主に 対し， 主の み 業に 対し， さらに 
この 地上に あって 主の 目的 を 果た そ 
うとす るすべ ての 人々 に 対し， 大ぃ 


なる 愛が 育まれた。 

私 は， 主が 生きて おられる こと を， 
主が 天の 高き と 地の 深き と を 治めて 
おられる こと を， そして 主の 目的が 
あまねく ゆきわたる こと を， 知って 
いる。 キリスト は 私たちの 主で あ り 
神で ある。 主 御自身が ジ ヨセフ. ス 
ミ スに 次の よ う に 言われた ので ある。 
「主 は 神に して， 主の 他に 救い主な 
ければ な り 。 

主の 知恵 は 偉大に して， その為し 
たもうと ころ は 驚嘆すべく， その 御 
業の 終 は 誰も 知る 者な し。」 （教義と 
聖約 76  ： 1 - 2) 

私 は， いにしえの ヨブと 共に， 声 
を そろえて 申し上げたい。 この ヨブ 
の 知識 は， 私の 知識と 同じ 源から 与 
えられた ものである。 「私 は 知る， わ 
た し を あがな う 者 は 生 きて おられる， 
末の 日に 彼 は 必ず 地の 上に 立 たれ 
る。」 「私 は 肉に 在りて 神 を 見る であ 
ろう。 しかも 私の この 目で 見る であ 
ろう。 わたしの 見る 者 はこれ 以外の 
もので はない。」 （欽定 訳 ヨブ 19:  25 
—  27) 

さらに， 私 は， ョ ブの 証に 私の 証 を 
加え， あの 苦しみと 悲しみの 底から 
叫んだ ヨブと 心 を ひとつに して， 感 
謝 を 込めて 叫びたい。 「主力; 与え， 主 
が 取られた の だ。 主の み 名 は ほむべ 
きかな。」 （ヨブ 1 ： 21) 

私たちが 皆， 聖 なるみた まの 力に 
よって 導き を 受け， 主の 前に 正しく 
歩む ことができ るよう， また， 従順 
な 者の ために 備えられ ている 王国の 
住まいに おいて 永遠の 生命 を 受け継 
ぐ ことができ るよう， 切に 祈って い 
る。 

主 イエス. キリス ト のみ 名に よ り， 
祈り 申し上げる。 アーメン。 
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愛する 兄弟 姉妹の 皆様， そして 放 
送に 耳 を 傾けて おられる 友人の 皆様。 
私 は， 皆様の 前に 立って いる これ か 
らしば らくの 間， みたまの 導き を受 
ける ことができ るよう， 祈って いる。 

しばら く 前の こと， 私 は， この 地 
方で も 大きな， ある 新聞社から 派遣 
された， ひとり の 女性 記者の 訪問 を 
受けた。 彼女の 質問 は， 専ら， 教会 
の 伝道 活動に 集中した。 私たち は， 
世界中に またがつ ている 伝道 活動に 
ついて， 一通り 説明した。 伝道 部 も 
今では 世界中に 広がり， フ イージー 
諸島， 韓国， 香港， ィ ン ドネ シァ， 
タイ， スペイン， イタリア といった 
新しい 地域から， 遠方の ラテン . ァ 
メ リ 力 地域 ゃィ ン デ ィ アンの 部族の 
中にまで 及んで いるので ある。 こう 
して 説明 を 受けた 後， 彼女 はこの 世 
界的 規模の 伝道 活動に ついて しばら 
く 考え， やがてこう 尋ねた。 「あなた 
たち は， 世界中の 人々 を 改宗す るつ 
も り でい るので すか。」 

私 は， 救い主が 初期の 弟子た ちに 
命じられ たと きの 言葉 を 引用して 答 
えた。 

「そして 彼らに 言われた， 『全世界 
に 出て 行って， すべての 造られた も 
のに 福音 を宣べ 伝えよ。 

信じて バプテ マス を 受ける 者 は 救 


われる。 しかし， 不信仰の 者 は 罪に 
定め ら る 。』」 

それから 主 は， 信ずる 人々 に 伴う 
しる しにつ いて 語られ， 

「主 イエス は 彼らに 語り 終って から 
天に あげられ -…" た。」 

そして， 福音書の 記録 者た ちが 書 
いている ように， 「弟子た ち は 出て 行 
つて， 至る所で 福音 を宣べ 伝えた。 
主 も 彼らと 共に 働き， 御言に 伴う し 
るし を もって， その 確かな こと をお 
示しに なった。」 （マルコ 16: 15 — 
16, 19—20) 

それから 私 は， 彼女に， この 神権 
時代の 初期 に 主の 弟子 た ち に 啓示 さ 
れた 言葉に ついて 話して 聞かせた。 
そこに は 弟子た ちの 働きに よって， 
次の よ う になる と 書かれて いる。 「福 
音の 言 は 世界の 果 まで 出で 行く …… 
なり。 すなわちまず 異邦人に 行き， 
然る 後見よ みよ， ユダヤ人に 復り来 
らん。 

その 日 …… この 能力 を 授けられた 
る 者た ちの 口より， あらゆる 人々 は 
己が 国語と 己 が 言葉 にて 完全な る 福 
音 を 聞かん。」 （教義と 聖約 90:  9,11) 

私たち は， この 教会の 業が 世界中 
に 急速に 広まって いるの を 目に して 
いる。 主が 教会に 与えられた 初期の 
啓示 は， 私たちに 今日の 時代の ため 


に備ん をせ よと 言って いるよう に 思 
える。 主 は 次の よ う に 約束され たの 
である。 

「見よ， みよ， われ 汝らの 羊 群 （こ 
れ はもち ろん， 教会員た ちの ことで 
ある） を 護り， 長老た ち を 起して 彼 
らに 遣わさん。 

見よ われ その 時期に 於け る わが 業 
を 急ぐべし。」 （教義と 聖約 88  ：  72 — 
73) 

ここ 数 力 月の 間， 私たち は 極東 諸 
国と ヨーロッパ 諸国 を 訪問して， し 

ばし の 時 を 過ごした。 私たち は， 訪 
問した 先々 で， 数多くの 教会員 や， 
信仰 を異 する 人々 と 直接お 会いす る 
機会に 恵まれた。 

私たち はこの 訪問 を 通じ， 霊的な 
導きが 必要と されて いる ことの 紛れ 
もない 証拠が， これまで になく 数多 
く 見られた ように 思える。 私たち は, 
どこの 国で も， 様々 な 種類の 問題に 
直面して 解決 を 求めて いる 人々 と 出 
会った からで ある。 私たち はいたる 
ところで， 人々 が 自分の 所属して い 
る 教会に 対して， かなりの 不満 を 抱 
いている こと を 感じた。 こうした 諸 
教会の 衰退の 本当の 原因 は， ある 評 
論 家が 指摘した， 次の ような 事実に 
あるので はない かと 思われる。 「既存 
の 宗教 は， 外部からの 攻撃 を 受けて 
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いる わけで はない。 ジヱー ン* フォ 
ン ダ やその 類の 人間の 流行に 遅れ を 
取るまい として， 絶えず 自殺 行為 を 
繰り返して いるので ある。」 そして 
「彼ら は， 聖書 を あざ笑って 排斥し， 
かび臭い 教会と 決別し， さらに， 最 
近の 流行に 一喜一憂す るので あ 

る o」 (Dr.  Max  Rafferty, し hurcti 
Should    Examine    own    Action  in 
Decline  of  Religion" 『宗教の 衰退す 
る 中で， 教会 は 己が 行為 を 省みよ』 
「ソ ノレ 卜 レーク， トリビューン」 
1971 年 9 月 19 日， P.  A-13) 

人々 は 神から 授けられる 権能と は 
どういう ものな のか， その 真の 定義 
を 求めて いるので ある。 

人々 は， 安全 や 救い を 求めて 騒い 
でい る。 単に 来世での 救いだ けで は 
なく， この 世で， まだ 死なない うち 
に 手に入れる ことので きる 現世 的な 
救い も 求めて いるので ある。 そうし 
た 人々 のどの 教会で も， 個人的な 面 
の 福祉に も 関心 を 払 う 必要性が 叫ば 
れ ている。 そうすれば， 教会 全体の 
活動 や， 私たちの 教会に 見られる よ 
うな 兄弟愛の 結び付き を 通して， お 
互いの 自立 を 助け合う ことができる 
ので ある。 この 兄弟愛が あらば こそ， 
霊的な 面で 必要な こと だけで な く  ， 
物質的に， また 社会的に 必要な こと 
に も 関心が 払われる ので ある 。 

人々 が 探し 求めて いる 教会と いう 
の は， そこに 集って いる 会衆の 中に 
一致が 見られる だけの 教会で はない。 
その上に， 人類が 直面して いる 様々 
な大 問題に 対処す るた めに， 皆 一致 
して 努力し よ う とする 教会で あ り ， 
一国の 教会員が， 同じ 信仰 を 持つ 人 
人と， 大陸 や 大洋 を 越えて 手 をつな 
ぎ 合う ことので きる 教会で あり， 人 
類 は 皆 兄弟で あると 宣言して いる 教 
会で ある。 この 兄弟愛が あれば， 人 
人 は， 健康 や 教育の 面で も， 家族の 
きずな を 強める という 面で も， 建設 
的な 教会 活動の 運営， 促進の 面で も， 


確信 を もって 助け合う ことができる 
からで ある。 さらに また， 人々 が 求め 
ている 教会と いうの は， 青少年に 正 
しい 原則が 教えられ ていて， 彼ら 自 
身 も 立派な 指導者に なれる ような 教 
会で あり， 教会 全体の 活動が 豊富な 
ために， あらゆる 面で 誘惑の 手 を 伸 
ばして いる 悪に 手 を 染める 時間の な 
いよ う な 教会な ので ある。 

簡単に言えば， 世界中い たると こ 
ろで 求められて いるの は， 使徒 ヤコ 
ブが 次のように 定義して いる， キリ 
スト 教と しての 基本 理念の 上に 固く 
立って いる 教会な ので ある。 「父なる 
神の みまえに 清く 汚れの ない 信心と 
は， 困って いる 孤児 や， やもめ を 見 
舞い， 自ら は 世の 汚れに 染まずに， 
身 を 清く 保つ こ とに ほかなら な 
い。」 （ヤコ ブ 1 ： 27) 

こ う した 宗教に は， 中央に 強力な 
権能が あって， その 権能 を 持つ 人々 
の 指 し 示す 道 は 絶大の 信頼 を もって 
迎えられる。 そうすれば， 力 ある 者 
たち は， 惜しみな くその 指導力 ゃ資 
産 や 才能 を 提供す る ことで あろうし， 
力の ない 者で あっても， 持てる 力の 
限り を 尽くして 自立しょう とする こ 
とであろう。 また， 緊急 時に も， 兄 
弟 愛が はぐく まれる よう な 方法で 対 
処 する こと も 可能と なり， 聖典に 書 
かれて いる 「貧しい 者の 顔 をす り 砕 
く」 （ィ ザャ 3  ： 15) ような， 愚かし 
い 方法 はと らな く なる であろ う 。 

私たちの 教会で， 今 ほど， 指導者 
の 養成 や， 効果的な 教授法の 訓練な 
どの 必要性が 叫ばれて いる 時 はない。 
「人々 をな だめ， この 人た ち をす か 
して 肉欲 を ほしいまま にさせる」 悪 
魔の， 悪賢い， あく どい 手 だてに 対 
抗 する ためで ある。 また 悪魔 は， 人 
々を そそのかして 怒らせ， 万事が よ 
ろしい と 言い， そして， 人々 にへ つ 
ら つて， 地獄 や 悪魔な ど は 存在し な 
いと 言わせて いる。 これ こそ， 古代 
の 予言者た ちが 警告した， 悪魔の 手 


口で ある。 「このよ う に 悪魔 はこの 人 
々を だまし， 心 を 配って 地獄へ つれ 
て 行く ので ある。」 （II  ニーフ アイ 28 
： 20 —  22 参照） 

偉大な 繁栄 を 築き上げながら， か 
つての 神権 時代の 民の ように， 繁栄 
の 暁に は 神の こ と を 忘れて しまって 
いると いう 紛れ もない 証拠 を 世界 各 
地で 見せられ， これに は 驚かされる 
思いであった。 彼ら は， 金銭で なん 
でも 買える という 点で は 豊かで あつ 
たか もしれ ない が， 金銭で は 買う こ 
とので きない， 貴い もの を， ほ とん 
ど 持って いなかつ たので ある。 

予言者た ち は， 安楽で 隆盛 を 極め 
るが ためにお ごり 高ぶる 人々 にどの 
ような 兆候が 現われる 力つ はっきり 
と 警告 を 与えて いる。 

「また 主が その 民 を 栄えさせ …… た 
もうこと も 明らかで ある。 -…" が， 
同時に 民 は 安楽で 隆盛 を 極めてい る 
ために その 心 を かたくな にし， その 
神で ある 主 を 忘れて 聖者 を 足の 下に 
ふみにじる こ と も 明らかで ある。」 
(ヒ ラマ ン 12  ：  2  ) 

私たち もまた， こう した 事態 を 現 
実に 目に している 今， 先人た ちと 同 
じ 嘆き を 覚える ので ある。 

「ああ， 世の中の 人 はいかに もお ご 
り 高ぶって たやすく 大言を 吐き， も 
ろ もろの 罪 を 犯す が， かれら は その 
神で ある 主 を 思い その 訓えに 耳 を 傾 
け， 智 恵の 道 を ふむ のがお そいで は 
ないか。」 （ヒ ラマン 12  ：  5  ) 

こ う して 考えて く ると， 山上の 垂 
訓を 終わる にあたって 主の 言われた 
み 言葉が 私た ちに とって どういう 意 
味 あい を 持つ かが はつ きりとし てく 
る。 この 時， 主 は， 現在の 試練の 時 
代 を 生き残れる 人， そして 教会 （も 
ち ろん， これ は 個々 の 人々 の 集合と 
いう 意味の 教会で ある） は， 岩 を 土 
台と して 建てて いる 人で あり， また 
教会で あると 言われた。 これ はつ ま 
り 主が 語られた ように， 惑わしの 風 
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が 吹こうと も， 不潔と 邪悪の 洪水に 
飲み込まれよ うと も， そして また， 
批判と 嘲笑の 雨が， 真理と 固く 結び 
付いている 人々 の 上に 降り注ごうと 
も， 真の 教会の 土台と なって いる 根 
本 的 かつ 不変の 原則に 耳 を 傾け， さ 
ら にこれ に 従う こ となので ある。 

私たちの 所へ は， 引き も 切らず， 
各界の 有名人の 訪問が あるが， 彼ら 
が， 教会と その 広汎な 活動に ついて 
知って， 等しく 口にする 言葉 は， あ 
る 意味で は， 使徒 パゥ 口が 昔 ローマ 
人に あてて 言った 言葉 を， 再 確認し 
ている にすぎない。 

「わたし は 福音 を 恥と しない。 それ 
は …… すべて 信じる 者に， 救 を 得さ 
せる 神の 力で ある。 神の 義は …… 啓 
示され …… （そして， これから 読む 
箇所に 特に 注目して 欲しい） 神の 怒 
り は， 不義 を もって 真理 を はば も う 
とする 人間の あらゆる 不信心と 不義 
とに 対して， 天から 啓示され る。」 

(ローマ 1 ： 16—18) 
ボネ ビル • ナイフ • アンド • フォ 
一 ク • クラ ブの 有名な 講師で ある ジ 
ョ ージ. ローニ 一氏 は， 私に 次の よ 

うに 言った。 彼の 求めに 応じて， 私 
たちの 教会の 福祉 活動の 一部 を 案内 
した あとの ことで ある。 「あなたた ち 
の 教会の 福祉 計画 は， 世界中で 実施 
される に 違いありません。 私 は， そ 
の 計画が 実際に 実行され ている の を 
拝見した 今， いっか， これ 力；， キリ 
ス ト 教徒の 生活 規範に なるこ と を 信 
じて 疑いません。」 

著名な 訪問者た ちが， 教会の 教育 
制度に ついて 尋ねる こと も しばしば 
ある。 この 制度の も とで， 教会 や 学校 
施設の 外で も， また セミナ リー ゃィ 
ンス ティ テュー トを 通じて， 教会 は 
あらゆる 家庭にまで 手 を 差し伸べて 
いる。 小さな 子供の ために は， 週日 
にホ ーム 'プライマリ 一が あ り ， 青 
少年の ために は， 週日に 家庭 学習 コ 
ースが あり， こうして キリスト教徒 


と しての 生活に 必要 不可欠な 原則が 
教えられて いるので ある。 

訪問者た ち は， ほ とん ど 例外な く  ， 
教会の 学校の 講 内で どうやって 規則 
が 守られ， 秩序が 保 たれて いるの 力 >， 
その ひけつ を 尋ねる。 このような 質 
問が 出れば， 当然， 家庭の 夕べの プ 
口 グラムに ついて 説明す る こ と にな 
る。 教会の 青少年の 大部分 は， そう 
した プロ グラム を 行なって いる 家庭 
で 育てられて いるから である。 また， 
大学に 籍を 置く 青少年の， 学生 組織 
の 方に も 説明が 及ぶ。 また 学生た ち 
は， 教会 組織に 加入し， 主の 計画に 
ある ままに， 人 はいかに して 責任 を 
も つて 人と 交わる こ とがで きる かと 
いう こと についての 訓練 を 受ける の 
である。 

こ う した 事例 や， 類似す る その他 
多くの 事例 を 見て みると， 私たち は， 
もっとえ り を 正す 必要が ある こと も 
感ずる。 私たち は， 一層 熱心に， 私 
たちに 与えられ ている 完全な 計画 を 
実行す るよう 努めなければ ならない 
こと も わかる。 この 計画に よって 世 
が 救われる からで ある。 だが そのた 
めに は， どの 人 も 皆， 「何事 も 結局 は 
好都合と なる」 よう， また 主の み 名 
の 栄光の ために， 「熱心に 求め， 常に 
祈 り て 信」 ずるよう にな ら なければ 
ならない。 （教義と 聖約 90  ：  24 参照） 

私たち は， イギリスの マン チェス 
ターで 開かれた ィ ギ リ ス 諸島の 教会 
員の ための， 歴史的な 大会から 帰つ 
て 来たば かりで ある。 そこに は， ィ 
ギリス 全土から， 1 万 2 千 人 以上に 
も 及ぶ 大会 衆が 詰め掛けた。 そして， 
そこに 表われた 関心の 強さ は， 神の 
王国， つまり 末日 聖徒 イエス • キ リ 
スト 教会が， 今や 世界的な 教会と な 
り， ィ ギリ スの 教会員た ち は， その 
母国で， 今までに 増して しっかりと 
教会 を 打ち 建てよ う と 固く 決心して 
いる ことの 証で もあった。 これが 劇 
的に 表現され たの は， 3 日間の 大会 


の 最後に， 地元の 指導者の ひとりが 
この 大会の ために 作曲して く れた歌 
を 歌った と きのこと である。 「ここ こ 
そ 我らの 地」 という 題名の この 曲 は， 
次の よ う な 印象的な 歌詞で 終わって 
いる ものである。 

「神の み 業 は 我らの もの。 破れる こ 
と はなし。 
我らの 心と 力と を もて 働かん。 
神 我らと 共に 在せば， 恐る る こと 

なし。 

ここにて 我ら 生き， ここにて 我ら 
仕えん。」 

(アーネスト • ヒューエット， 
ラ イセ スター ステーキ 部長） 

私たち は， この種の 最初の 総 大会 
を ィ ギ リ ス 諸島で 開催 し た 。 教会の 
初期の 発展に 多大の 貢献 をして く れ 
たこ とに 敬意 を 表わす ためで ある。 
これ は， イギリス諸島に 住む 人々 の 
間に， イスラエルの 民の 血が 流れて 
いる こ との 証拠で ある。 

私たち は 様々 な 国々 を 訪問して い 
るが， それが 極東の 国々 であろうと， 
ヨーロッパの 地域で あろうと， ラテ 
ン アメリカ 諸国で あろうと， あるい 
はまた その他の 国々 であろうと， 私 
たち は， どの 国で も， ィ ギリ ス 諸島 
で 経験した のと 同じように， 自分た 
ちの 母国 で 教会 を 発展 させたい とい 
う 地元 教会員た ちの 強い 願いの あら 
われ を， はっきりと 見て取る ことが 
できた。 どの 国の 教会員 も， いっか 
自国の 教会員が もつ と 指導力 を 身に 
付けて， 地方 部 や 伝道 部 や 神殿 を 管 
理 する， 責任 ある 地位に 就ける 日が 
到来す るの を 待ち望んで いる。 すで 

に 正し! • 、原則 が 教えられて いるので 
あるから， 充分な 力の ある ことが 実 
証 されれば， 自ら 治める こと も 可能 
となろう。 

各国の 指導者た ちが， 教会の 訓練 
をい と も 簡単に 受け入れて しまう の 
に は， いつも 驚かされる。 教え を受 
け， 道 を 示されれば 次 は 自分た ちで 
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進んで 行く ので ある。 教会員た ち は， 
み 業の 真髄に 触れる と， 聖 なる 神殿 
へ 行きたい という 強い 願望 を 持つ よ 
うになる。 神殿で は， 約束され てい 
る 神権の 祝福 を 受ける ことができる 
からで ある。 この 祝福に より， 人 は 
忠実で あれば， 来世に おいて， 天上 
で 最高の 特権に あずかる ことができ 
るので ある。 

私たちの 訪問 先で は， アメリカと 
言わず， 外国と 言わず どこでも， い 
わ ゆる 恵まれない 人々 のた め に 私た 
ち は どんな 努力 を 払って いるの 力'， 
と 尋ねられる。 このような 質問 は， 
私たちに， 色々 のこと を 説明す る 機 
会 を 与えて くれる。 新しい 改宗者 を 
見つけ 出す ことから 始まり， 一段 階 
ずつ 説明 を 続けて いく。 家庭の 夕べ 
の プロ グラムに ついても 説明す る。 

親た ちが 家族の 問題 を 解決す るのに 
助け を 受ける ことので きる プロ グラ 
ム だからで ある。 次に 小さな 単位 組 
織から， 日曜 学校の 集会， 支部， 地 
方 部， そして 最後に は， ステーキ 部 
へと 話 を 進めて 行く ので ある。 ステ 
ーキ 部が 設立され る 目的 は， 主の 啓 
示に あるよう に， 「防御の ためとな り， 
また 暴風雨の 避 所と なり， 憤りの あ 
りの ままに 全地に 注がる る 時に 一つ 
の 避 所 ともならん ため」 （教義と 聖約 

115  ：  6  ) である。 

私 は， この 神権 時代の ごく 初期に 
天の使いが 青年 予言者に 語つ たと き 
の 言葉に ついて 考えて いる。 このみ 
使い は， 教会 を 回復す る 目的 は， 人 
人に 主の 再臨の 備え をさせる ことで 
あると 言った が， 私 はこの 言葉 を 思 
い 出す たびに， 弟子た ちが， 主の 去 
られる 前に， 主の まわりに 集った と 
きの 光景 を 思い出す。 このと き， 弟 
子た ち は， 主に， 再臨 や 世の 終わり 
に 伴う しるしに ついて 尋ねた。 また 
世の 終わりの ときの， 悪人の 滅亡に 
ついても 尋ねた。 主 は， 弟子た ちに， 
再降臨が 間近に 迫った とき， その 前 


兆と なる 確実な しる し を 幾つか 教 
えられた。 主 は， 大きな 災難 や， 戦 
争 や， ききん や， 地震に ついて 語ら 
れ たので ある。 

主が 語られた 数々 のしる しの 中で 
も， 最も 重大な ものの ひとつ は， 私 
自身 もよ く 不思議に 思って いた こと 
であるが， 主の 再降臨の 前に， 偽キ 
リ ス トゃ偽 予言者が 現われる という 
ことで ある。 彼ら は， 大 いなる しる 
しと 不思議な 業 を 行ない， 救い主が 
再 び 地上に 戻 つて 来られる 栄光の 日 
を 待ち望んで いる 信仰深い 人々 まで 
も 惑わそうと するとい う。 私たち は， 
今日， 現実に こうした 状況 を 目の 当 
たりに している。 ある 人々 は 自ら 全 
能 者 だと 名乗り， 人々 の 間で 指導者 
になろ う と している。 このよう に， 
大 詐欺師 は， 今の 時代に 現実に 存在 
している。 自ら， 神と 名乗った 者 も 
いる。 私たち は， 更に， 偽 キリス 卜 
や 偽 予言者が 現われる と 語つ た 主の 
予言 を 成就と して， 他に も 同じよう 
な 人々 が 現われ出る ことが 予想で き 
るので ある。 

救い主 は， 聖徒た ちが， 主の 再 降 
臨の 前兆に ついて， はっきりと 知る 
ことができ ると， 約束され た。 次の 
聖句 は， 救い主 御自身が， どのよう 
にして 再降臨 される のか を 語られた 
言葉で ある。 

「だから， 人々 （偽キ リスト） 力； 
『見よ， 彼 は 荒野に いる J と 言って 
も ， 出て 行くな。 また 『見よ， へや 
の 中に いる』 と 言っても， 信じるな。 

ちょうど， いなずまが 東から 西に 
ひらめき 渡る ように， 人の子 も 現れ 
るであろう。」 （マ タイ 24:  26 — 27, ジ 
ヨセフ. ス ミス 1 ： 25_26 も 参照） 

私たちが この 聖句を 心に 留め， 救 
い 主が どのよ う にして 現われる のか 
という ことにつ いて， 愚かな 考え を 
捨てる ことができた とき， 主の 再臨 
の 備えが できた と 言えよ う。 

この 驚くべき 出来事の 備えと して， 


主 は 次の よ う な 勧告 を 与えられた。 
「だから， 目 を さま していなさい。 
いつの 日に あなたがたの 主が こ られ 
るの 力、 あなたがたに は， わからな 
いからで ある。 

だから， あなたが たも 用意 をして 
いなさい。 思いがけない 時に 人の子 
が 来る からで ある。」 

そして， 忠実な 暮らし をして いた 
しもべた ちに 与えた， 次の ような 約 
束が ある。 「主人が 帰って きたと き， 
そのよう につ とめて いるの を 見られ 
る 僕 は， さいわいで ある。」 （マ タイ 
24  ：  42,  44,  46， ジ ヨセフ • ス ミス 1 ： 
46，  48,  50 も 参照） 

数日 前の こと， 私たち は， ペルー 
伝道 部 を 管理す る 責任から 解任され 
た ばか り の 若い 伝道 部長 夫婦 か ら ， 
信仰 あふれる 報告 を 受けた。 最近 ぺ 
ルーで は， 歴史上 最悪と もい える 惨 
禍が 起こり， 推定 7 万の 人々 が， 地 
震の 時に 起こった 山津波の ために そ 
の 下敷きに なった という ことで ある。 
この 山津波 はふた つの 市に 襲い かか 
り， 両市 とも 完全に 壊滅した と 言わ 
れる。 私たち は， それぞれの 市に ふ 
たりず つ， 計 4 人の 宣教師 を 送り込 
ん でいた。 地震が 起こった 時， 4 人 
とも， 主の み 業に 携わって いたので 
ある。 ふたりの 長老 は， 町はずれの 
家で 家庭 集会 を 開いて， 福音 を 教え 
ていたと ころで あり， 他の ふたりの 
長老 は， 他の 市で， 準備の 集会 をし 
ていた と ころであった。 

息の 詰まる よ うな 土煙の ために， 
3 日の 間， なかば 暗黒と いう 恐ろし 
い 状態が 続いた が， 彼ら は， 救い主 
が 十字架に かけられた とき， 3 日間 
暗黒が 続いた というが， それ はこの 
よ う な 状態だった ので はないだ ろ う 
かと 考えた。 また 主の 再臨のと き， 
ふた りの 人が うす を ひいて いる と， 
ひとり は 取り去られ， ひとり は 残さ 
れ， また， ふたりの 者が 畑で 働いて 
いると， ひと り は 取り去られ， ひと 
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り は 取り残され ると 書かれて いる 聖 

句の こと を 思い浮かべた。 （マ タイ 24 
： 40— 41 参照） 

地震が 起 こったと き に は， 人 は 皆 
そのと きの 状態で， すなわち 映画館 
にいよ う 力;， 居酒屋に いよ う 力;， 酔 
払って 人事不省 になって いよ う 力;'， 
そのと き の 状態の ま まで 取り去られ 
る ことにな ろう。 だ 力；， 神の 真のし 
もべ たる 者 は， その 義務 を 行なって 
おり， 主の 勧告 通り， こうした 日の 
来たと きに， 「聖き 所に 立ちて 動く こ 
とな かれ」 という 教え を 実行して い 
る 限り， 守られ， 生き長らえる こ と 
がで きる ので ある。 （教義と 聖約 87  ： 
8) 

このため あらゆる 国々 に 住む 教会 
員た ちに 申し上げたい。 自分の 国内 
に 立って， イギリスの 聖徒た ちが 歌 
つたよう に 言って 欲しい。 「神の み 業 
は 我らの もの。 破れる こと はなし。 
我らの 心と 力と を もて 働かん。 神 我 
ら と共に 在せば， 恐る る ことなし。 
ここにて 我ら 生き， ここにて 我ら 仕 
えん。」 

世界中の 忠実な 聖徒た ちと， 心の 
正直な 友人の 皆様に 申 し 上げる。 こ 
の 偉大な 大会が 終わったら， それ ぞ 
れの 故郷へ 帰 つていた だきたい。 

家族の 祈り を 持ち， 家族の 群 を 強 
め， 愛 ある 家庭 を 営んで いただきた 

い 0 

神権 者と して， 見守る 責任が 与え 
られ ている 人々 に は， 「常に 教会員 を 


守護し， 彼らと 共に ありて 彼ら を 強 

くすべき ものと す」 （教義と 聖約 20: 
53) という 神 な 務め を おろそかに 
しないで いただきたい。 

指導者に は， 全 精力 を 尽く してす 
ベての プロ グラム を 実行して いただ 
きたい。 これ は， なだれの ように 全 
地 を 押し流 そ う と している 邪悪の 流 
れに 対抗す るた めに， 今日， 天から 
与えられた プロ ゲラ ム だからで ある。 

指導者た ちに は， 他の 人々 にも 活 
動の 機会 を 与える ことによって， 自 
分 ひと りの 重荷 を 軽く していた だき 
たい。 人が 皆， 分け 持つ ことによ り， 
益 を 受ける ことができ るからで ある。 

なかん ずく， 権威と 権能と を もつ 
てィ ヱス. キリス 卜の 福音 を 教えて 
いただきたい。 そして， 私たちの 主 
イエス. キリス 卜の 神聖な 使命に つ 
いて， 絶えず 証し 続けて いただきた 

い 0 

そして， 心の 正直な 友人の 皆様と， 
真心から 真理 を 求めて いる 人々 に 申 
し 上げる。 私たち は， 「キリストの 贖 
罪に より， すべての 人類 は， 福音の 
おきてと 儀式と を 守る ことにより 救 

われ 得る」 （信仰箇条 第 3 条） と， 厳 
粛に 証す る。 生ける 者と， 死にし 者 
の 救いの 鍵 を 持つ， 権能 を 授けられ 
た しもべた ちの 手に よ り 儀式が 執り 
行なわれる とき， それが 可能と なる 
ので ある。 

私 は， 私の 声に 耳 を 傾ける 人々 が 
すべて， この 神権 時代に あって， 慰 


め を 受ける ことができ るよう， 切に 
望んで いる。 他の 困難な 時代に 生き 
た 人々 も， こう して 慰め を 得， 悪魔 
の 誘惑 か ら 身 を 守 つてき たので ある。 
ここで， 主の み H 葉に 耳 を 傾けて み 
よう。 主 は， 御 自分の 民の こと を， 
幼! M たちと 呼んで おられる。 

「怖る るな かれ， 幼児ら よ。 そ は， 
汝ら はわが ものな り。 われ は 世に 打 
ち 勝ちたり。 汝らは 御 父が われに 与 
えたまい しものに 属すれば なり。 

御 父が われに 与えた まいし もの は 
一つ も 失わる る ことなし。 

この 故に われ 汝らの 中に あり。 わ 
れは 善き 牧者に して ィ ス ラエルの 首 
石な り。 この 磐の 上に 築く 者 は 決し 
て 倒る る ことなし。 

而 して 汝ら がわが 声 を 聞き， われ 
を 見， われ 在る を 知る の 日 来ら 
ん。」 

そ して， 主 は 言われた。 

「この 故に， 汝ら 警めて 備え を 為 
せ。」 （教義と 聖約 50  ：  41 — 42,  44 — 
46) 

私 は， 心から， この 約束が， 今日， 
あなた たちのた めに， また 私の ため 
に 与えられた ものである こと を 信じ 
ている。 私た' ち は， 主に 幼児ら と 呼 
びかけ られ るに ふさわしい 者と なら 
なければ ならない ので ある。 

これ を イエス • キリ ス ト のみ 名に 

より， 証 申 し 上げる。 アーメン。 
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ここに 集って おられる 大会 衆なら 
びに， 放送に 耳 を 傾けて おられる す 
ベての 方々 に， このように 話 をす る 
責任が 与えられ， 私 は 心からへ り く 
だる 気持で 一杯で ある。 私 は， 話 を 
する 間， 主の みたまと 祝福が 私たち 
の 上に と どまる よう， 心から 祈つ て 
いる。 私 は 今日， 神が 最初に アダム 
に 尋ねた もうた 「あなた は どこに い 

るの か」 という d 葉に ついて， その 
意味 を 話そうと 思う。 この 質問 は， 
今日の 私たち ひと りひと りに も あて 
はまる， 直接的 かつ 鋭い 質問 だから 
である。 

検討の 過程 を 知的に 進める ために, 
私たち はまず， 人が この 地上に 存在 
する 目的に ついて 理解し， さらに 神 
が なぜ アダムに このよ うな 質問 を さ 
れた のかと いう ことにつ いて 理解す 
る 必要が ある。 アダム は 全人 類 を 代 
表して この 質問 を 受けて いる。 世の 
造られる 前の， 天上の 大 会議に おい 
て， 神々 は， 人類の 住まうべき 地 を 
造る こと を 決定した。 そして 神 は 言 
われた。 

「 …… これによ りて 彼ら を 試し， 何 
にても あれ， 主なる 彼らの 神の 命じ 
たまわん すべての こと を 彼らが 為す 
や 否や を 見ん。 

而 して， 最初の 位 を 保つ 者 は 更に 


「あなた は 
どこに いるの 力つ 


大 管長 会 第二 副 管長 
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附け 加えられ， 最初の 位 を 保たざる 
者 は， 最初の 位 を 保つ 者と 同じ 王国 
にて 栄を 得る ことな からん。 而 して， 
第二の 位 を 保つ 者 は， とこしえに 栄 
光 を その 頭に 附け 加えられん。」 （ァ 

ブラ ハム 3  ：  25  —  26) 

「われ 神， わが 像の 如くに 人 を 造れ 
り。 わが 生みし 独 子の 像の 如くに こ 
れを 造り， すなわち これ を 勇と 女と 
に 造 りたり。 

われ 神， 彼ら を 祝福して 彼らに 言 
いける は， 豊に 生めよ， 殖えよ， 地 
に充 ちょ， 地 を 従わせよ， また 海の 
魚と 空の 鳥と 地の 上に 動く すべての 
生物 を 治めよ と。」 （モー セ 2  ：  27- 
28) 

「われ 神， エデンの 東の 方に 一^^ つの 
園 を 設けて わが 造り し 人 を そこに 置 
きたり。 …… この 園の 手入れ をな さ 
しめ， また これ を 守らし めたり。 

"-… その 人に 命じて 言いけ る は， 
この 園の すべての 樹ょ り は汝の 意の 
ままに 食う こ と を 許さる。 

さ れ ど 善悪 を 知 るの 樹 より は汝食 
うべ からず。 然は あれ ど も， 食う と 
食わざる と は汝に 任す， そ は 汝に与 
えられ たれば なり。 され ど， わが 汝 
に 禁じた る を, 忘るな。 …… 」 （モー セ 
3:8，  15-17) 

それゆえ， 地球が 人の 住まうべき 


場所と して 造られ， その 中に ある も 
のがす ベて， 人の 利益と， 楽しみに 
用いる ために 与えられ たこと は， 明 
らか である。 だが， 神 は， アダム を 
通じて 私たちに， 生涯 を 心 ゆく まで 
楽しみた いと 思うなら， しなければ 
ならない ことと， して はならない こ 
とが ある こと を， あわせて 指摘され 
た。 言葉 を 換えて 言えば， 私たちに 
は， 利益と 楽しみの ために あらゆる 
ものが 与えられて はいるが， 「禁断の 
実」 も 幾つか ある こと を 忘れて はな 
らな いという ことで ある。 私たち は 
「禁断の 実」 をと ると， 人生 を 心 ゆ 
く まで 楽しむ ことができ なく なり， 
悲しみと 後悔の 念 を 味わう ことにな 
るので ある。 

天上の 大 会議に おいて， 人類の 救 
いのた めに， ふたつの 計画が 提案 さ 
れた。 キリス 卜の 計画が 承認され， 
キリス 卜 は， 世の 救い主と して 選ば 
れた。 そして， サタンの 計画 は， 退 
けられ， 彼 は 背いた。 次のように 記 
録 されて いる。 

「これ を 以て その サタン われに 叛き 
て， われ 主なる 神の すでに 人に- *S え 
たる 人の 自 由 意志 を 滅ぼさん となし， 
しかも また わが 持てる 権能 を 自らに 
与うべき こと を 求めた るに より， わ 
れ わが 生みた る 独 子の 権能に よ りて 
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彼 を 投げ 落さ しめた り 。 

而 して 彼 は サタンと 成れり， 実に 
あらゆる 偽りの 父なる 悪魔と なりて 
人 を 欺き だまし， 以て わが 声に 聴き 
従わぬ すべての 者 を 欲する ままに 虜 

となすな り。」 （モー セ 4  ：  3  -  4  ) 

教義と 聖 約の 中には， 次のように 
ある。 

「サタン は 人々 を 煽て 上げ かくて か 
れらを 亡びに 導かん とす。 

而 して， かくの 如く サタン は 一つ 
の 奸計 を 企てて 神の 業 を 破らん と考 
えるな り。 … … 

然り， サタン は 人々 に 向いて 言う。 
彼 を 亡ぼさん ため に 欺 き て 待 ち 伏せ 
を 為せ。 …… 彼 はまた かくの 如き 甘 
き 言 を もて 彼らに 言う。 …-' 偽る と 
も 罪に あらず， と。 

かく の 如 く， サタン は …… 彼ら を 
導きて， ついに 彼ら を 地獄に 引きず 
り 落し， …… 

かくの 如く， サタン はこの 世 を こ 
なた かなたに さまよい 歩きて 人々 の 
身 も 霊 も 亡ぼさん とす。」 （教義と 聖 
約 10  ：  22  —  23，  25  —  27) 

神が アダム と ィ ブを 園に 置き， あ 
ら ゆる 木の実 を 自由に 食べて よろし 
い， ただし， ひとつの 木の実 だけ は 
とって 食べて はならない と 命じて， 
園 を 去られた 直後， サタン は， ふた 
り を 滅ぼす ための 極悪 非道な 計画 を 
開始した。 サタンが 誘惑に 成功した 
あと， 神 は 園に 戻られた。 だが， ァ 
ダムと ィ ブ は 恥ず か しく 思った ため， 
神の 目から 身 を 隠した。 すると， 神 
は 言われた。 「あなた は どこに いるの 
か。」 私たち すべてに 対して， 個々 に 
も ， 全体と して も ， あてはま り 得る 
問い かけで ある。 また， 私たちと 神 
や 同胞との 関係に ついて， 同様に 自 
問して みる だ けの 価値 の ある 問い か 
けで ある。 

アダム は 答えた。 「『園の 中で あな 
たの 歩まれる 音 を 聞き， わたし は 裸 
だった ので， 恐れて 身 を 隠した ので 


す。』 

神 は a われた， 『あなたが 裸で ある 
の を， だれが 知らせた のか。 食べる 
なと， 命じて おいた 木から， あなた 
は 取って 食べた のか。』」 

アダム はこ こで， 私たち も 皆， 同 
じょ うな 気持ちになる ことがあろ う 
が， 他の 人に 責任 を 転嫁し よ うとし 
て， 言った。 

「わたしと 一 諸にして く ださった あ 
の 女が， 木から 取って くれたので， 
わたし は 食べた のです。」 

すると イブが 言った。 「へび （つま 
り， サタン） がわた し を だました の 
です。 それで わたし は 食べ まし 
た。」 （創世 3  ：  9 一  13) 

アダム と ィ ブを 取り巻く 状況 や 今 
曰の 私たち を 取り巻く 状況から， は 
つきり わかる こと は， サタンの 影響 
力 や， 人の 誘惑に 陥り やすい 性質， 
そして 人が そ の 生涯 で [6: 面 しな けれ 
ばな ら ない 誘惑 や 問題が 確かに 存在 
している という ことで ある。 だが， 
主 は， 人が それ を 克服す るた めの 方 
法 も， 備えて 下さって いる。 

神が， 「あなた は どこに いるの 力つ 
と 15— われた とき， 神 は， アダムが ど 
こにいる か 知って おられた。 全知 全 
能の 神 は， 何が 起こつ たかを 知って 
おられた が， アダムに 自分のと つた 
行為の 重大 さに ついて 考えさせ， そ 
れを 神に 報告させる ために， アダム 
を 呼ばれた ので ある。 だが アダム は, 
恥ずかし さの あまり， 身 を 隠して し 
まった。 

私たち も 皆， 「禁断の 実」 を 取って 
食べたり， して はならない と 命じら 
れ ている こと をしたり すると， その 
時の アダムの ようになる。 恥ず か し 
く 思って， 教会 や 神の もとから 離れ， 
身 を 隠す。 そして， 罪の 生活 を 続け 
る 限り， 神の みたま は， 私たちから 
離れて いるので ある。 不従順 や 罪の 
中に， 幸福 は 存在し ない。 私たち は 
皆， 子供の 頃から， 正しい こと をし 


ていれば， もっと 幸福に なれる と 学 
んで いる はずで ある。 

時には， 私たち は， 戒め を 守る こ 
とが なぜ 必要な のか， また， 祝福 を 
受ける に は， それに 伴う 条件 を 満た 
す 必要が あると いう こ と を 理解で き 
ない ことがある。 a える こと は， 主 
がその よう な 戒め を 与えられ たから 
という こと だけで ある。 私たち はま 
た， なぜ パプ テス マ を 受けなければ 
ならない のか， なぜ， 按手礼 やその 
他の 儀式 を 受けなければ ならない の 
力つ 説明す る こと はでき ない。 神の 
教えに 疑い を さしはさむ 人 さえい る。 
だが， 信仰に よって， 神の 戒めに 従 
うならば， 私たち は 約束され ている 
祝福 を 受ける ことができる。 イエス 
は， 私たちが 幼子の ようになって， 
大きな 信仰 を 持たなければ， 天国に 
入る こと はで きないと， 言われた。 
私たち は そのよ うな 信仰が 必要な こ 
とも はっきり と 知らなければ ならな 

さらに また， 私たち は， 従順の 大 
切 さも 理解し なければ ならない。 予 
旨-者 サム エル は.， 「従う こと は 樣牲に 

まさり， 聞く こと は 雄 羊の 脂肪に ま 
さる」 （サム エル 上 IS:  22) と 教えた。 
聖典に は， 信仰 を 唯一の 根拠に 従順 
を 続けた 例が， 数多く 記されて いる。 
アダムと ィ ブが エデンの 園から 追放 
された あと， 主 は， 「彼らに 誡命を 下 
して 宣 いける は， 主なる 汝らの 神 を 
礼拝し， 主に 供物と して その 羊の 群 
の 中の 初子 を 棒ぐべし と。 アダム は 
主の 誡命 によ く 従いぬ。 

多くの 日 を 経て， 主の 天使 一人 ァ 
ダムに 現われて r 《いける は， 汝 何故 
に 主に 樣牲を 捧げる やと。 アダム 彼 
に 言いけ る は， われ その 故 を 知らず， 
ただ 主の 誠 命に 従う のみ。 

ここに 天使 語りて S いける は， こ 
の 犠牲 を捧 ぐる こと は， 御 父の 生み 
たもう 恩恵 と 真理 に満 てるた だ 独 り 
の 御子が 犠牲と な りたもう ことの ひ 
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ながた な り。」 （モー セ 5  ：  5  —  7) 

ニーフ アイが， その 民の 歴史 を紀 
録 していた ときに， 彼 は， 2 種類の 
記録 を 作る よう 戒め を 受けた と 説明 
している。 ひとつ は， 民の 教務に つ 
いての 記録で あり， もう ひとつ は， 
諸々 の 王の 治世と 民の 戦争と 不和に 
ついての 記録であった。 ニーフ アイ 
は 次の よ う に 言って いる。 

「それで あるから， 主 は ある 賢い み 
こころが あって 私に この 版 をつ く れ 
と 命じた もうた が， そのみ こころが 
何で あるか は 私に 解らない。 

し 力、 し， 主 は 始めから 一切の こと 
を 知って 居た もうから， そのす ベて 
の 御 業 を 世の 人の 中に 成就す るた め 
にある 方法 を 備えて 置きた もう。… 
•••」 （I  ニーフ アイ 9  ：  5  —  6) 

この 聖句 は， 今では 周知の 事実で 
あるが， この 記録の 翻訳の 際に， 極 
めて 重大な 聖句 である こ とがわ かつ 
たので ある。 私たちが 戒めに 従う 信 
仰 さえ 持って いれば， その 戒め を完 
全に 理解して いよ う 力；， いまい が， 
祝福 は 与えられ るので ある。 また， 
それと 同様に， 不従順な 場合 も， や 
はり， その 結果の 実をス IJ り 取る ので 
ある。 

私が まだ ほんの 幼い 頃の こ と であ 
るが， 教会の 教えに 従順に 従おうと 
して， お茶 や コーヒー や アルコール 
飲料 や タバコ を 取らない と 決心した 
時の こと を， よ く 覚えて いる。 その 
頃 は， こうした ものの 飲用が 体に 害 
になる とカヽ 人の ために ならない と 
かいった こと を， 世の中の 人々 は 悟 
つてい なかった し， 科学者た ち もま 
だ 証明して はいなかった。 だが 今日 
では， そうした ものの 有害 性と， 飲 
用すべき でない こ とが 立証され てい 
る。 だ 力；， そのような こと を 知って 
いる にもかかわらず， 今日の 世界に 
は， そうした 「禁断の 実」 を 取り 人 
れ たばかりに， 病い や 不幸に 悩んだ 
り ， 死 さえ 招いたり する 人 も， 数多 


く いる。 

事実， 世の中の 不和 や 争い や 不幸 
の 大部分 は， 主の 戒めに 従って 生き 
る こと を 拒む こと が 原因で 起 こって 
いるので ある。 前に 指摘した よ う に， 
私たちが 現世に ある 目的 は， 自ら を 
証明す るた めで ある。 私たち は， ど 
ん なに 忙し かろうと， どんなに 成功 
していようと， 死が 必ずやって 来る 
こと を， しかも 遠からず やって来る 
こ と を 認識して いなくて はならない。 
次のように 自問して みるの もよ い。 
自分 は， 死 や 永遠の 生命に 備える た 
めに， 一体 どんな こと をして いる だ 
ろう 力、 自分 は， 神 や 同胞に 対する 
義務 を， どの 程度まで 果たして いる 
のだろう 力'， と。 

私たちの 義務と は， 神の み 言葉 を 
研究し， 神 を 信ずる 信仰 を 強め， 自 
らの 行ないに よって 信仰 を 支える こ 
とで あり， さ らに また， 自分の 家族 
に その 義務 を 教える という 重要な 責 
任 を 果たす ことで ある。 再び， 次の 
ように 自問して みると よい。 自分 は 
どの 程度まで 家族 を 教えて いる だろ 
う 力、。 言葉 だけで はなく， 模範に よ 
つて， 主の 前に 義 しく 歩む こと を教 
えてい るだろう 力、。 主に 対して 什 分 
の 一 や 断食 献金 を 納める こ とも 含め 
て， あらゆる ことに 正 [なで， 徳 高い 
者と なる よう， 教えて いるだろう 力'。 
安息日 を 聖日 と している だろう 力、。 
事柄に よって 妥協して はいない だろ 
う 力、 知恵の 言葉 を 厳密に 守って い 
るだろう 力 >。 すでに 定められ ている 
「禁断の 実」 に 手 を 出して はいない 
だろ う か。 不法な 麻薬が 次第に 入手 
しゃすく なって いる こと を 知ってい 
るだろう か。 子供た ちに， 麻薬のと 
り こになる ことが いかに 危険な こと 
力へ よく 警告して いるだろう 力、。 麻 
薬の 常用， アルコール 中毒， 乱交， 
性病と いった 問題 を 一掃す るた めに， 
地域に あって， 一体 どんな 活動 をし 
ている だろう 力、 こうした 問題 は， 


多くの 親た ちの 認識 以上に 一般化し 
ている ので ある。 あなたた ちの 住む 
地域で も， こうした 問題 は， あら ゆ 
る 家庭の 子供た ち を 脅かして いるの 
である。 

自分の 国家に 対して は， どの 程度， 
忠誠 を 尽くして いるだろう か。 自分 
の 家族に， 立派な 社会人と なる よう 
教えて いるだろう 力、。 生活の 中で 良 
いもの を亨受 する ために， 国民と し 
ての 責任 を 果たさなければ ならない 
こと や， より 良い 社会 作りの ために 
貢献し なければ ならない こ と を 教え 
ている だろう 力、 自分の 家庭 は， 愛 
と 調和と 平安の 模範 となって いる だ 
ろう 力 >。 家族の 結び付き を 強める た 
めに， 毎週， 家庭の 夕べ を 開いて い 
る だろ う 力、。 主に 自 分た ち が ど こ に 
いるの か を 報告し， 主の 助けと 導き 
を 求める ために， 欠かさず 家族の 祈 
り を 捧げて いる だろ う 力、 

先日， 私 は， 家族に ついての ある 
記事 を 読み， 強く 心 を 動かされた。 
この 記事の 筆者が 言う に は， 現在の 
青少年 犯罪の 数 は， そのまま 大多数 
の 青少年の 動静 を 反映して いる わけ 
ではない が， 少なく と も， 大人た ち 
が 自分の 責任 を どの 程度 果たしてい 
る か は う 力 > が うこと がで きる という。 
この 所見 は， 最近， • カナダの オン タ 
リ ォ 州の 最高裁判所 長官が 表明した 
ものである。 ほとんどの 問題の 原因 
を 作って いる 青少年 グループ という 
の は， 彼の 主張に よれば， 訓練の 行 
き 届いて いない 家庭と 無責任な 親た 
ちの 産物な ので ある。 

私たち は， 良い 隣人になる， と り 
わけ， 身寄りの ない 人々 にと つて 良 
い 隣人になる という こと や， 病んで 
いる 人， 貧しい 人， 困って いる 人 を 
訪問して やる という こと 力、'， 私たち 
の 義務で あり 特権で あると いう こ と 
を， 認識し なければ ならない。 主 は， 
第二に 大切な 戒め は， 私たち 自身 を 
愛する ように， 私たちの 隣り 人 を 愛 
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する ことで あると， 言われた。 この 
点， 自分の 家族 や 自分 は， ふさわし 
い 行ない をして いるだろう 力 >。 私た 
ち はそう した 人々 の 福利に 関心 を 払 
い， 可能な とき はいつ でも 喜んで 手 
助けす る 用意が できて いるだろう か C 
ャ コ ブ書を 読む と 次の よ う に 書かれ 
ている。 「父なる 神の みまえに 清く 汚 
れ のない 信心と は， 困って いる 孤児 
や， やもめ を 見舞い， 自ら は 世の 汚 
れに 染まずに， 身 を 清く 保つ ことに 

ほかなら ない。」 （ヤコ ブ 1 ： 27) 

私たち は， 善と悪の 間に 絶えず 争 
いが ある こと を 知っている。 こうし 
た 争いに 対処す るた めに 自ら 備え な 
ければ ならない し， また 子供た ちに 
教え， さらに は， 他の 人々 が 正しい 
選択 をして， 誘惑に 陥い る ことのな 
いような 決断 を 下せる よう， 手助け 
もしなければ ならない。 先日， 私に, 
なぜ 私たちに はこ う した 誘惑が ある 
のか， なぜ 主 は 私たちに 欲望 や 情欲 
を 与えられた のか， そして 私たち は 
なぜ 誘惑 を 受けたり， 試された りし 
なければ ならない のか， と 尋ねた 人 
がいる。 

ひとつの 理由 は， この 世の 生涯で 
経験す る 様々 な 訓練 を 通じて 進歩し， 
成長で きる よう， 私たち を 助ける こ 

とで ある。 プリ ガム • ヤング は a つ 
た。 「私 は 誘惑 を 受ける ことので きる 
特権に …… 喜び を 覚えて いる。」 

、 Journal  of  Discourses  「説教 集」 
第 3 卷， P. 195) 誘惑 は 私たちの 進歩 
と 成長の ために 必要な ものである。 

「誘惑に 襲われたら， へりくだって 
祈りの 気持ち を 持ち， 必ず 克服で き 
ると 確信しなさい。 そうすれば， 祝 
福 を 受ける との 約束 を 得て， 誘惑 か 
ら 解き放 たれ， 忠実で いる ことが で 
きる であろう。」 （「説教 集」 第 16 巻， 
P. 164) 

こ う した 誘惑 は 皆， 欲求 も， 激し 
い 感情 も， 私たちの 益と 楽しみの た 
めに 与えられ ている。 だが そのため 


に は， 思慮 分別の 声に 聞き 従わな け 
れ ばなら ない。 誘惑 は， だれかれ 問 
わずに 来る。 だが， 誘惑 を 受ける ず 
つ と 以前 か ら ， 私た ち も 子供た ち も ， 
どの 道 を 歩む のか を决 めて おかな け 
れ ばなら ない ので ある。 誘惑が 来る 
ときまで， 決意す るの を 待って いる 
ので は， 遅す ぎる。 私たち 力;， いつ 
も 止しい こと を 選び， 悪に 立ち向か 
うよう 教えられ， 決意して おいた な 
らば， 私たち は， いつも 克服で きる 
だけの 強さ を 持ち合わせる こ と にな 
るので ある。 

私たち は， サタン 力;， 主の み 業 を 
くじき， 人類 を 滅ぼそう と 固く 決意 
して， いつも 忙しく 立ち働い ている 
こと を 忘れて はならない。 私たち は， 
義の 道から それる や 否や， 滅ぼされ 
る 危険に さ ら される ので ある。 聖典 
を 読んだり， 歴史 を 調べたり すると， 
高い 地位に あった 人々 力;'， 主の 教え 
を 見くびり， 背いた と きに， あるい 
はまた 義の 道から それた ときに， 多 
くの 悲しみ を 味わい， 地位 を 失い， 
友 を 失い， 家族まで も 失った という 
例 を 数多く 見る ことができる。 

今日の 世界の 情勢 を 考える とき， 
バウ 口が テモテ にあて た 予言の 言葉 
に 思い当たる。 パゥロ は 次のように 
S つてい る。 

「し 力、 し， この こと は 知って おかね 
ばなら ない。 終りの 時には， 苦難の 
時代が 来る。 

その 時， 人々 は 自分 を 愛する 者， 
金 を 愛する 者， 大言壮語 する 者， 高 
慢な 者， 神 を そしる 者， 親に 逆らう 
者， 恩 を 知らぬ 者， 神聖 を 汚す 者， 

無情な 者， 融和し ない 者， そしる 
者， 無 節制な 者， 粗暴な 者， 善 を 好 
まない 者， 

裏切り者， 乱暴者， 高言 をす る 者， 
神よ り も 快楽 を 愛する 者， 

信心 深 !<  、様子 をしながら その実 を 
捨てる 者と なる であろう。 こうした 
人々 を 避けなさい。」 （11 テモテ 3  ： 


1 -5) 

この 聖 句から， 次のように 尋ねて 
みたい。 個人的に， 今の 聖句に ひと 
つで も 当てはまる 筒 所がな いだろう 
力'。 また 国家と して， 世界と して， 
どうだろう 力、。 この 偉大な 国家で あ 
るァ メリ 力 合衆国の 情況 や 全世界の 
情況が， ソ ドム や ゴ モラ や ローマ や 
その他の 文明の 没落の 原因 となった 
情況と 酷似して はいない だろ う か。 
こ う した 諸 文明 は， 道徳が 退廃した 
ために， 滅びて しまったの である。 
私たち は， 神と その 教えから， どれ 
ほど 遠く 離れた だろう 力'。 また どれ 
ほど 急速に 離れつつ あるの だろう 力、。 
再び 問おう。 私たちが， 個人と して 
も ， 国家と して も ， 世界と しても ， 
悔い改めて 神に 心 を 向ける こ と を 拒 
み， 神から その 身 を 隠して いると す 
れぱ， 私たち は 今， 一体 どこに いる 
の だろ う か。 私たちの 行 く 末 は ど う 
なる のであろう。 

ィ ヱス. キリス 卜の 福音 を 指針と 

して 持ち， そして， 主に 仕える 限り， 
滅びから 救われ， さらに， この 世で 
心 ゆく まで 人生 を 楽しみ， 来世で は， 
永遠の 生命 を 受ける と 約束され てい 
る 私たち は， なんと 幸いな ことで あ 
ろう 力'。 キリスト の 全 使命 は， 私た 
ちが 不死 不滅と 永遠の 生命 を 亨受で 
きる ようにす る ことであった。 その 
ために， キリスト は， 私たちが そ う 
した 祝福に あずかる ことができ るよ 
うに， 計画 を 備えて 下さった ので あ 
る。 

も し 教会の 家族が こ と ごとく， 福 
音の 原則 に 従 つて 生活して いたら， 
世界中に， 驚く ほど 良い 影響を及ぼ 
す ことであろう。 そして， もし 世界 
中の 家族が， イエス • キリスト の教 
え を 受け入れて 生活したら， 現在 は 
びこつて いるよ う な 問題 はな くな り， 
人 は 皆， 愛と 平和のう ちに， 共に 住 
むようになる であろう。 そのような 
状態 が 来 る と は 思 えないたろう 力、。 
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だが， モル モン 経に は， そのよう 
な 状態が 存在した という 記録が ある。 

「 •••••• 全地の 住民が みな 心 を 改めて 

主 を 信ずる ようにな つたので， その 
間に 何の 不和 争論 も な く 一人の こ ら 
ずみ な 互いに 正しく 扱った。 …… 民 
は その 心に 神の愛 を 保って いたから， 


また， 嫉妬， 争闘， 暴動， みだら 
な 行い， 虚言， 人殺し， および 何ら 
み だ りが わしい 行いがなかった から， 
まことに 神が 造りた も うたす ベての 
民の 中で この 民 ほど 幸福な 民が ある 

はずがなかった。」 （IV  ニーフ アイ 2， 
15-16) 

個人と して， 家族と して， 社会と 
して， 指導者と して， そして 国家と 
して， 私たち は 神に 心 を 向け， 森羅 
万象の 造り 主として， また 私たちす 
ベての 御 父と して 神 を 認め， その 導 


きを 求めて， 戒め を 守らなければ な 
ら ない。 キリス 卜の 贖いに よ つての 
み， 人類 は 救われ 得る という 永遠の 
真理 を 明白に 述べて， これが 過ぎる 
という こと もなければ， 強調して こ 
れが 過ぎる という こと も ない。 キ リ 
フ、 卜の 噴い の 犠牲が あつたれば こそ， 
全人 類 は， 不死 不滅と なって よみが 
えり， 復活 体と して 永遠に 生きる の 
であるが， キリストの 律法 を 信じて 
これに 従った 人の みが， 昇栄と 永遠 
の 生命と を 享受で きる ので ある。 

私たちが 弱さに 打ち勝ち， 悔い 改 
める に 足る 知恵と 知識と 望みと 勇気 
と 強さ を もつ ことができ るよう， 私 

は 謙 s に 祈って いる。 また， 教会の 

若人に 対して は， 常に 自分 を 清く 汚 
れ ない 状態に 保ち， そして， 自分 や 
家族 に悲 しみ を もたらしたり， 恥ず 
かし さの あまり 主から 身 を 隠さな け 


れ ばなら ない と 感じたり する よ うな， 
罪深い 行ない を 決してす る ことのな 
いよ う ， 特に 強く 訴えたい と 思う。 
教会員 一人一人に 次の よ う に 自問 
してみ るよう 訴える。 自分 は 一体 ど 
こにいる のか。 なすべき こと を 行な 
い， 神に 会う 備え をしつつ， 自分の 
いるべき ところに いるだろう 力、， と。 
私たち は 皆， へりくだり， 悔い改め 
て， 自分が 偉大な 約束 を 受ける に ふ 
さわし い 者で ある こ と を 証明し よ う 
と， 決意しょう ではない か。 第二の 
位 を 保つ 者に は， その 頭に 永遠に 栄 
光が 加えられる と 約束され ている の 
である。 私たちが， そのよう に 幸福 
な 行く末に あずかる ことができ るよ 
う， イエス' キリスト のみ 名に より， 
へりく だって 祈る ものである。 ァー 

メ ン 0 
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天国 を かい ま 見て 


十二使徒 評議員 会 会長 代理 


ス ペン サ一 • W • キン ボール 


愛する 兄弟 姉妹， そして 友人の 皆 
様。 今日， 天の 窓 を 曇らせる よ う な 
罪深い 行ないに ついて， 多くの こと 
が 言われて いる。 私たち は， 数々 の 
不道徳な 行為に 驚き， 身震いす る 思 
いで ある。 また 身近に 起こる 離婚 や 
家庭の 崩壊， そして 少年の 非行に 恐 
怖 すら 覚える。 だが 時には 立ち 止つ 
て， 全部が 全部 罪深い という わけで 
はない， 全部が 全部 悪い という わけ 
ではない， 全部が 全部 反抗的と いう 
わけで はない， と 思い直して みる こ 
と も 必要で はないだ ろ う か。 

一度なら ず， 私 は 自分の 肖像画 を 
描いて もらつ た 時の 経験に ついて お 
話しした こ とが ある。 

神殿の 4 階に は， 十二使徒 評議員 

会の 部屋が あり， その 中には 大きな 
椅子が 半円形に 並べられ ている。 こ 

こ で 評議員 会の 大切な 会合が もたれ 
るので ある。 その 部屋の 壁に は， 十 
二 使徒の 兄弟た ちの 肖像画が 掛かつ 
ている。 私 はこの 召 を 受けた ころ， 
感嘆と 情愛と を 込めて， この 絵 を 見 
上げた ものである。 それ と言うの も' 
私と 同じ 業に 働く この 兄弟た ち は' 
真に 偉大な 人々 だった からで ある。 

しばらくたって， 大 管長 会から 認 
可が 下りて， 私の 肖像画 も， 他の 兄 
弟た ちの 絵に 加えられる ことにな つ 


た。 

リー' グリーン' リチ ヤー ズ氏 力;'， 
描く ことにな り， 私たち は， すぐ さ 
ま 製作に と りかかった。 私 は 彼の ァ 
卜 リ ェの 一段 高くな つた 台の 上に 椅 
子 を 置いて 腰掛け， 他の 兄弟た ちの 
ように'、 ン サムに 描いても らおう と， 
一生懸命 ポーズ をと つた。 絵の具， 
筆， そして パレット を そろえる と， 
彼 は， 私の 顔 かたち を 細かく 観察し 
て は， カンバスに 筆 を 走らせて いつ 
た 。 私 は 何度 も アト リヱに 通った。 
数 週間の 後， 私の 肖像画 は大 管長 会 
に 披露され， その後， 私の 妻と 娘に 
も 披露され た。 

しかし， その 絵は大 管長 会の 許可 
が 得られず， もう 一度 やり直す こと 
になった。 

アン ゲル を 変え， 何時間 も 費して， 
と う とう 新しい 肖像画 も 完成 真近に 
なった。 その 曰 も， いつもの ように， 
特別 忙しい 日であった。 その 日， 私 
は 白昼夢で も 見て いたの だろ う か, 
思い はこの 世から 離れて， はる 力' 力 > 
なた にあった。 彼が， 私の 夢見る よ 
う な 目つ きを カンバスに 描き出す の 
に 腐心して いる 様子が よ く わかった。 
彼はパ レツ ト と 絵の具 を 置き， 腕 を 
組んで， 私 を まっすぐに 見つめた。 
その 時， 私 は， 突然 質問され て， 驚 


きの あまり， 夢から 呼び覚まされて 
しまった。 「キン ボール 兄弟， あなた 
は 天国へ 行った ことがあります 
力、」 

私の 答え は， 同じ 位 強い 驚き を 彼 
に 与えた よ うで ある。 私 はためら わ 
ずに こう 言った ので ある。 「あります 
よ， リ チヤ ーズ 兄弟， も ち ろんで す 
とも。 この ァ卜リ ェへ 来る 少し 前に 
も， 天国 を 見て きたと ころです。」 彼 
は 楽な 姿勢 をと つて， 私 を じっと見 
つめてい たが， その 目に は 驚きの 色 
が 見えた。 私 は 続けた。 

「ちょう ど 一時間 前の こ と です。 向 
かいの 神聖な 神殿の 中で 見たん です 
よ。 結び 固めの 部屋 は， 厚い 白壁で， 
外界の 物音 を 遮断して いました。 明 
るく 暖かい 感じの カーテン， 質素な 
しかし 風格の ある 調度 品， 向かい合 
つて 同じ 像 を 無限に 映し出す 鏡， 私 
の 正面で 平安な 琿 きを 見せる 美しい 
ステンドグラスの 窓。 そして 白い 衣 
に 身 を 包んで 部屋に 集う 人々。 そこ 
に は， 平安と 調和と 心からの 期待が 
ありました。 きちんとした 身なりの 
青年と この 上な く 美しく 装つ た 女性 , 
何と 表現して いいかわ からない ほど 
美しい ふたり 力;， 祭壇 を はさんで ひ 
ざまず きました。 私 は， 私の 持つ 権 
能に より， この 天国の 儀式 を 執り行 
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ない， ふたり を この 地上に あっても， 
また 永遠に も 結び 固めました。 心の 
清い 人々 がそ こに はいました。 そこ 
は 天国でした。 
永遠の 結婚の 儀式が 無事にす み， 
穩 やかに 祝福の 言葉が 交わされ てい 
ると き， 幸福そう な 父親 は， 満身に 
喜び をた たえて， 私に 手 を 差し出し 
て， こう 言いました。 『キン ボール 兄 
弟， 私たち 夫婦 はごく 平凡な 人間で， 
特別 成功 を 収めた わけで は あ り ませ 
んが， 自分の 家庭に は 大きな 護り を 
持って います。 神殿 結婚の ために こ 

の 神聖な 宮居に 人る の は， 8 人目の 
この 子で 最後です。 他の 子供た ち も 
皆 今日 伴侶 を 連れて， この 末っ子の 
結婚式に 参加して くれてい ます。 今 
日 は 最高に 幸福な 日です。 8 人の子 
供た ちが 皆 正しく 結婚して く れ たん 
ですから。 みんな 教会 活動 も 一生 懸 
命して います。 上の子 供た ち はも う 
立派に 子供まで 育てて いますよ。』 

私 は 彼の 節くれだった 手と， 丈夫 
そうな 体つ きを 見て， こう 思い まし 
た。 『これ こそ， 自分の 使命 を 立派に 
果たした， 本当の 神の 息子 だ。 J 

『成功です つて？』 と， S いながら 
私 は 彼の 手 を 握り しめました。 

『私 は 今まで これほどの 成功 談は聞 
いた ことがないで すよ。 株 や 債券で 
大 もうけ をしたり， 預金 や 不動産 や 
産業界で 稼 ぐ こと もで きまし ようが， 
それでも まだ 失敗です よ。 あなた は 
この 地上へ 送られて 来た 目的 を 一生 
懸命 果たして いる じ やないで すか。 
自分で 正しい 生活 を 送り， この 立派 
な 子供た ち を 育て上げ， しかも 信仰 

と 勤労の 点で 充分な 訓練 を 施したん 
ですから。 これほどの 成功が どこに 
あ り ます 力 >。 本当にお めでと う 。』」 

私の 話 は 終った。 画家の 方 を 見 上 
げ ると， 彼 は 身じろぎ もせずに， 物 
思いに ふけった まま 立って いた。 そ 
れで私 は 話 を 続けた。 「兄弟， 私 は， 
何度も 天国 を 見た ことがあ り ますよ。 


ある 遠くの ステーキ 部の 大会に 出 
席した と きのこと です。 土曜日の 昼 
頃， ステーキ 部長の 質素な 家に 着き 
ました。 ドア を ノックす ると， 赤ん 
坊を 抱いた 愛らしい 母親が 中へ 入れ 
て くれました。 彼女 は， メイ ドゃ召 
し 使いの いる 家な ど 見た ことがない 
といった 感じの 母親でした。 絵の モ 
デルと いった タイ プで もな く， 社会 
的 地位の ある 女性で も あ り ませんで 
した。 でも 髪の毛 はき ちんと まとめ 
上げ， 着て いるもの も 上品な 趣味の 
慎み深い ものでした。 いつも 笑み を 
浮かべ， 年若く とも， 豊かな 経験 と 
目的 ある 生活の 喜びと いった ものが 
見事に 溶け合った 人柄が うかがえ ま 
した。 

大きな 家で は あ り ませんで した。 
私たちの 通された 部屋 は， 多目的 用 
の 部屋ら しく， 道具が 一杯でした。 
部屋の 真ん中に は 長い テ 一 ブルと 椅 
子が た く さん 置いて あり ま した。 私 
た ち は 小 さ な 寝室で ひと 休みし まし 
たが， その 部屋 も， 私たち を 泊める 
ために， 子供た ち を 何人 か 近所の 人 
にあず けて 空けて く れた 部屋でした。 
私た ち はま た 居間 に 戻りました。 母 
親 は 台所で 忙しく 働いて いま した。 
御主人の ステーキ 部長 も 間もなく 仕 
事から 帰って来て， 私たち を 歓迎し 
て くれました。 そして 子供た ちがお 
手伝い や 遊びから 帰って くると， ひ 
とり ひとり， 誇らしげ に 紹介して く 
れ ました。 

まるで 魔法の ように， 夕食の 準備 
が 整いました。 人手が 増えれば 仕事 
は 減ります からね。 どの 子 も 慣れた 
手つきで， 手際よ くやって いました。 
みんな， 責任と いう ことにつ いて 教 
えられて いる こ とが はつ きりわかり 
ました。 どの 子 も 必ず 手伝う ことに 
なって いたんです。 テーブルクロス 
を 素早く 広げる 子 も いれば， ナイフ 
と フォークと ス プーン を 並べる 子 も 
いる。 また その上に 大皿 を ふせる 子 


もい ると いった 調子です。 （皿 は 高価 
な ものではありませんでした。） それ 
から， クリーム ミルクの 一杯 人った 
大きな 水差しが 運び込まれ， 自家製 
の パンが 山と 積まれ， それぞれの 席 
に 受け皿が 置かれ， 保存食の 中から 
果物が 出され， チーズ も 出され まし 
た。 

ひとりの 子供が， 椅子の 背 をテー 
ブルに つける と， 皆 一勢に， テープ 
ルに 向かって 椅子 の 所に ひざまずき 
ました。 ひとりの 男の子が， 家族の 
祈り を ささげる よう， 言いつ かりま 
した。 その子 はすぐ に 引き受けて， 
主にお 祈り しました。 家族 や 学校の 
勉強の こと， そして 宣教師 や 監督 を 
祝福して くれる ようにと 祈りました。 
また， 大会の ために やって来た 私た 
ちが 『よい 話が できる よう』， また 父 

親が 教会の 責任 をよ く 果たせる よう， 
そして 自分の 兄弟た ちが 『よい 子に 
なって， 皆 仲良くす るよ う』 祈り ま 
した。 そして， この 寒い 冬の 夜に 丘 
の 羊小屋の 中で 生まれ かかって いる 
小羊の ために も 祈った のです。 

一番 幼い 子が 食物の 祝? i の 祈 り を 

しました。 13 枚の 皿の 表が 出され， 

料理が 盛り付けられ， 夕食が 始まり 
ました。 食事の ことで も， 家の こと 
でも， 子供た ちの ことで も， 言い わ 
けが ましい こ と は 一言 も 聞かれ ませ 
ん でした。 会話 は 活発で 楽しい もの 
でした。 子供 たちのし つけ も 行き届 
いていました。 この 両親 は， どんな 
状況に も， 威厳 を 持った 落ち着いた 
態度で 対処して いま した。 

家族 数が 限られ， 子供の いない 家 
庭 も 多い 昨今， ひとり ふたりの 子供 
がわが ままい つばい に 甘やかされて 
育てられたり， 召し使い を 雇って 豪 
勢な 暮らし をしたり， 家庭 を 顧みず 
に 崩壊す るに まかせた りする ことが 
多い 中に あって， このような 大家族 
が， 互いに 助け合い， 愛し 合い， 励 
まし 合い， そして 子供た ち も わが ま 
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まなこと を 何も 知らずに 成長して い 
る 様子 を 見て， 心が 洗われる 思いで 
した。 この美し く も 質素で 健全な 家 
庭の ただ 中に あって， 私たち は 心 か 
ら 満たされ， くつろぐ ことができ ま 
した。 不ぞ ろい の 椅子， 古びた じゅ 
うたん， 質素な カーテン， ある だけ 
の 部屋 を 使っても まだ 入り きれない 
ほどの 大家族， そうした こと は 何も 
気にな り ませんで した。」 

私 は 一息 人れ た。 「リ チヤ 一 ズ 兄弟， 
私 は その 日 も 天国 を 見ました し， 他 
の 所で も 何度も 見ました。」 彼 は， 絵 
を 描く こと な ど ま る で 眼中 にな L 、様 
子だった。 もっと 話して くれと 言わ 
ん ばかりに， 立った まま 耳 を 頃け て 
いたので， 私 は 思わず 知らず， 天国 
を かい ま 見た 思い出 を また 話し 出し 
てし まった。 

「今度 は， インディアン 居留 区での 
話です。 ナバホー 族の 女性 はたく さ 
んの 子宝に 恵まれる ことが 多 いんで 
すが， この 愛らしい レーマン 人 女性 
は， 結婚して 何年た つても， 自分の 
子供と いう ものに 恵まれません でし 
た。 御主人 はかなり 良い 職に 就いて 
いました。 教会へ 改宗 し た ばか り の 
この ふたり は， ある 時， 週末の 買い 
物に 出かけました。 一杯に つまった 
大きな 買い物 袋の 中 をの ぞく と， 一 
見して， 健康な 食料品ば かりでした。 
ビール も， コーヒー も， たばこ も あ 
りません。 『ボス タム （小麦から 作ら 
れた 飲物） がお 好きの ようです ね』 
と 尋ねた 私たち は， その 答えに 強く 
心 を 動かされた。 『はい， 以前 はコ 
一 ヒー や ビール を 飲んで いま した。 
で も モル モンの 宣教師が 来て 知恵の 
言葉の こと を 教えて く れ てから は， 
ポスタ ムを 飲んで います。 この 方が 
子供の ためにい いです し， 子供た ち 
も これが 好きです から。』 

『子供た ちです つて。 あなた 方 夫婦 
には子 供が いなかつ たんじ やないで 
すか。』 この 質問に 答えて ふたり は， 


様 々 な 年齢の ナ バ ホーの 孤 W を 18 人 
面倒 を 見 ている と 説明して くれ まし 
た。 この ふたりの ホーガン （ナバホ 
一族の 住居） も 広い もので したが， 
ふた り の 心の 方が も つ と 広 かつ た わ 
けです。 他の 人 を 思い やる 心， それ 
は 人間の 優 し さ を 育てる ミ ル ク です。 
偽りの ない 愛です。 このような 時代 
にあって， 思いやりの 心 も 持たず ひ 
と りよが りの 生活 を 送る 人た ち は， 

こ の 善良な インディアン を a たら， 
恥ずかしく 思う ことでしょう ね。」 

私 は 画家に a つた。 「リ チヤ 一 ズ兄 
弟， 天国 は ホーガンの 中に も テント 
の 中に もあります よ。 天国と いうの 
は 自分で 作り出す ものです から 
ね。」 私 は そろそろ 絵の 方に 戻ろうと 
していた が， 彼の 方 は 全く その 気が 
ないようだった。 立った まま， 熱心 
に 耳 を 傾けて いるので ある。 

「今度 は ハワイへ 行った と きのこと 
です。 ラ イエの 美しい 小さな 神殿の 
中で， 宣教師と 集会 を もちました。 
そこに はみ たまが あ り ました。 宣教 
師 たち は自 分の 順番 を 待 ちかね て， 
次々 と， 主の 福音に ついて 証 を 述べ 
ました。 最後に， 小さな 日本人 宣教 
師に 順番が 回って 来ました。 彼女 は 
演壇の わき に 敬 な 様子で ひ ざ ま ず 
き， 福音と 福音が 与えて くれた 様々 
な 機会に 感謝す る 気持ちで 胸が 張 り 
裂けん ばかりにな りながら， 全身 全 
霊 を 天に 向けて 証し ました。 

兄弟， そこ は 天国でした。 太平洋 
の 楽園の， 聖 なる 場所の 小さな 部屋 
の 中に， キリスト のために 闘う 兵士 
と して 聖別され た 美しい 若人の 群れ 
の 中に， 天国が あつたので す。」 

私 は 話 を 続けた。 「天国 は 私の 家に 
も ありました。 リチ ヤー ズ 兄弟 ， 家 
庭の 夕べの 時です。 何年 もの 間， 子 
供た ちで 部屋が 一杯に なって いま し 
た。 みんなが 順番 を 待ちわびながら， 
歌 を 歌い， ゲーム をし， 信仰箇条 を 
暗唱し， 話 をし， 大好きな 両親から 


信仰 を 強める 話 や 福音の 話 を 聞いた 
も のでした。 

ョ 一口 ツバで も 天国 を 見つけ まし 
た。 

ボ 一 ゲル 長 g という， 地元で 改宗 
した， 信仰の 強い ドィ ッ人 青年が い 

ました。 彼の 両親 は， 0; 道に 出た が 

つてい る 彼の 資金 援助 を 断わり まし 
た。 しかし 親切な ァメ リ 力 人 教会員 
が， 彼の 伝道 費用 を 出して くれる こ 
とに なりました。 彼 は それから 一年 
半， 一生懸命 伝道し， 立派な 成果 を 
上げて いました。 ところが ある 日， 
この スポンサーの 奥さんから 手紙が 
来て， 夫が 自動車事故で 亡くなった 
ために も う fe 道 資金 を 送る ことが で 
き なくなった， と 言って きました。 

ボーゲル 長老 は， 落胆の 色 を 隠し， 
良い 解決法 を 求めて 一心に 祈り ま し 
た。 ある 日， 彼と ァ メリ 力 人 同僚の 
ス ミ ス 長老が 病院の 前 を 通りかかつ 
たと き， 彼の 心に は， 自分の 資金 問 
題に 対する ある 解決法が 浮かび ま し 
た。 その 翌日， 彼 はちよ つと 外出す 
る と 言って どこかへ 出かけて 行き ま 
した。 戻って 来る と ほとんど 口 もき 
かず， 早々 にべ ッ ド にもぐ り 込み ま 
した。 理由 を 尋ねても， ちょっと 疲 
れ ている だけ だ と言うば かりでした。 
数日後， ス ミ ス 長老 は， ドィ ッ人同 
僚の 腕に 小さな 包帯が 巻かれて いる 
のに 気が付きました 力;'， 何 を 聞いて 
も， あっさり 言い まぎらわされ てし 
まいました。 

何日 かたち， ス ミ ス 長老 は， 同僚 
の 腕に 包帯が 定期的に 巻かれる こ と 
に 疑い を 抱きました。 そんな ある 日， 
もはや 隠しお おせ なくなつ た ボ 一 ゲ 

ル 長老 は， こう a いました。 『実は， 

ァ メリ 力の 友人が 亡く なって， 伝道 
費用 を 援助しても ら えなくな つたん 
だ。 両親 はま だ 援助して くれる 気 は 
ないし， それで， 病院の 血液銀行へ 
行って， 伝道が 終わる まで 頃 張る こ 
とに したんだ。』 人 を 救うた めに， 自 
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分の 大切な 血液 を 売る とはノ 貴い 
儀 牲 のために 体中の 血 を 流した とい 
うの は， あの 救い主だった ので はな 
いでし よ う 力'。 

天国の 存在 を 信じます か， リ チヤ 一 
ズ 兄弟」 と 尋ねて， また 話 を 続けた。 

「確かに あるんで すよ。 天国と いう 
の は， ある 場所の ことです が， 同時 
に， ある 状態の こと も 言 うんです。 
天国と いうの は， ^ であり 家族で 
あり， また 連 解で あり 親切で あり， 
そして 助け合い であり， 自己の 利益 
を 度外視 し た 活動で ある わけです。 
また 静かで 穩 健な 生活で あり， 個人 
の 犠牲で あり， あるいは また 心から 
の もてなし であり， 他の 人に 対する 
深い 関心で も ある わけです。 虚飾 や 


偽善 な し に 神の 戒 め を 守つ て 生活す 
る こと もそう です し， 自分 を 忘れて 
人 を 思い やる こ ともそう でしよう ね。 
私たちの まわりに 天国 はいく ら でも 
あ り ますよ。 ただ それに 気付く こ と 
さえで きれば， いつでも 天国 は 見ら 
れ るんで すよ。 そういう わけで， 兄 
弟， 私 は 何度も 何度も 天国 を 見た こ 
とが あるんで すよ。」 
私 は 姿勢 を 正して， また ポーズ を 
とった。 画家 はパ レツ ト と 筆と 絵の 
具 を 持って， 肖像画に 何 か 手 を 加え 
ていた。 そして 満足そう にため 息 を 
つくと， 言った。 「仕上がり まし 
た。」 

やがて， その 絵 は， 他の 十二使徒 
の 兄弟た ちの 肖像画と 並んで， ソル 


ト レー ク 神殿の 4 階に ある 十二使徒 
評議員 会の 部屋に 掛けられる ことに 
なり， 今日に 至る まで， そこに 掛か 

つてい る。 

イエス. キリスト の 福音 は， 人に 

正しく 生活す るよ う 教え， また， 家 
族 を 最高の ものに， 家庭 を 神聖な も 
のとす るよ う 教えて いる。 福音 は， 
それ を 信ずる 者が 完全無欠 となる よ 
う 導いて くれる。 それ は 真理の 道で 
ある。 正しく 生活す るなら， 人 は 神 
のよ うに 気高い 存在と なる であろう < 
救い主の 真の 福音が， 私たちす ベ 
ての 者の 生活の すみずみまで 行き渡 
るよう， 祈って いる。 イエス' キリ 
ス 卜 のみ 名に よ り， アーメン。 
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唯一の 真実に して 
命 ある 教会 

十二使徒 評議員 会 会員 

ボ イド. K  .  ノ 、つソ 力一 


ここ 30 日の 間， 私 は 恵まれて， 英 
国， 南アメリカ， 南アフリカ そして 
ここ 北ァメ リカ にいる 宣教師 や 教会 
員に お会いす る 特権が 与えられた。 
そして 私たちが 顔を合わせる たびに 
決まって 解答 を 求められる 質問が あ 
る。 教会員， とりわけ 宣教師た ち は， 
よ く 次の よ う に 言われる。 「何が いや 

かど S つて， 自分 だけが 正しく て， 
他の 人 は 皆 間違って いると いう 人 ほ 
ど， いやな 人間 はいない。」 もちろん， 
そのよう に 言う 人々 はこの 教会 だけ 
に 神権の 権能が 与えられ ている とい 
う 主張に， 反感 を 持って いるので あ 
る。 

もちろん 私 は， 人が なぜ そのよう 
に 感じる のか 承知して いる。 しかし 
ながら， 私なら こう 答える であろう。 
「待って 下さい。 ちょっと 考えて み 
て 下さい。 それで は あなた は， 多種 
多様の 教会 各派が ある 中に， 正しい 
真実の 教会 は ひとつ もない とおつ し 
やる のです ね。」 

こ う した 主張 は 無神論 を 生み出す。 
私 は 無神論者 のこと を 思う につけ， 
キヤ a ル. リン. ピアス ン 姉妹が 無 
神 論者に 捧げる ために 書いた 詩に， 
共感 を 覚える。 

「神様 は， きっと ユーモアの センス 
に 富んだ 御 方に 違いない。 


神 はいない と 言い触らす あなたに 
一 あわ 吹かせて やろ う という 誘惑 を 
一生 隨命 抑えて お られ るの だか 
ら。」 

も う ひとつの 考え方 は， 最も 広範 
な 支持 を 得て いるものであって， ど 
の 教会 も 皆 正しく， 皆以 たような も 
ので ある という 考え方で ある。 宣教 
師に 返って 来る 典型的な 答えと して 
は， このような ものである。 「私 はも 
う 教会に 入って います。 どの 教会 も 
同じよう にょい ものです し， どの 教 
会の 信者 かとい う こ と も 大した 問題 
じゃあり ません。 とにかく  ， 結局 は 
皆 同じ 所へ 行き着 くんです から。」 

真剣に 考える 人なら， そのような 
立場 を とらない こと は， 明らかで あ 
る。 それ にもかかわらず， 多くの 人 
人 は， そう した 立場 をと り， それで 
いて， 少しで も 生活の 他の 面に 適用 
させた り ， 関連 付けた りしょうと は 
しない。 例えば， 教育に 関して は そ 
れと 同じ 立場 をと ろう と はしない。 
どの 学校 も 皆 同じで， どの 学校 も 皆 
同じように 良く， どの 学校に 籍を置 
こうと， どの 課程 をと ろう と， どれ 
位 在籍 しょうと， 同 じ 卒業証書 を も 
らぇ るので あると 言ったら， 笑わな 
い 人が いる だろ う 力 >。 

学生が どんな 学校へ 行っても， ど 


んな 課程 をと つても， 建築学で も 法 
学で も 医学で も， なんでも 自分の 希 
望す る 分野の 学位が 与え られ るな ど 
という ことに， 賛成で きる 人が いる 
だろう 力'。 そのような 態度 は， 必修 
の 課程 をと つた 人 も， 別に 勉強し な 
かった 人 も， 同じように 立 な 外科 
医に なれる と 言わんばかり である。 
人 は， 事の 本質 を 思い巡らせば， 決 
して そのような 立場 はとらない。 ま 
た， そのような 方式で 訓練 を 受けた， 
いや， 訓練 を 受けて いない と言うべ 
きであろう 力;'， 外科医から は， だれ 
ひとりと して 執刀して も らいたい と 
は 思わない であろう 。 

そうだと すれば， これほどまでの 
多くの 人々 が， 宗教に 関しても 同じ 
考え方が 適用で きる と している の は, 
奇妙な ことではないだろう か。 その 
ような 人々 の 主張 は， こうで ある。 
どの 学校へ 行っても よいし， どの 課 
程 をと つても よい。 全然 学校へ 行か 
なくても よい。 結局 は 皆， 同じ 所へ 
行って， 同じ 天の 卒業証書 を もらえ 
るの だから。 

そのような 考え方 は， 理 にかな わ 
ず， しかも 真実で ない。 

末日 聖徒 イエス 'キリス 卜 教会が 
地上に おける 唯一の 真の 教会で ある 
とする 立場 は， まずもって 最 重要の 
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原則 である。 もし 私たち 力;'， そうし 

た 立場 を撤 M すれば， 恐らく この 教 
会に とって は， もっと 都合が よく， 
人に 気に入られて， 人気 も 出る であ 
ろう 力；， 私たち は， 断じて この 立場 
を 守るべし という 神聖な 義務 を 負い， 
神聖な 信頼 を 担って いる。 しかも そ 
れは 単に 自認して おれば よい ことで 
はなく， 積極的に 宣言せ よとの 戒め 
なので ある。 実に， こ う した 根本 原 
則で あるが ゆえに， 私たち は， この 
点に 関して， 決して 譲歩す る こと は 
できない ので ある。 

さて， 私たち を 寛大で ない と 思つ 
ている 人々 に 申し上げる。 これ は 私 
たちが 考え出した ことで はない。 主 
が 宣_§ 'された ので ある。 主 は， 初期 
の 教会の 兄 * たちに 対して， 次の よ 
うな 戒め を 与えられた。 そこから 弓 I 
用して みょう。 「 この 教会の 基礎 
を 置き， 人に 知られぬ 所より また 暗 
き 所より， 全地の K に 於け る 唯一の 
真にして 生命 あり， 而も 主なる われ 
の悦 ぶこの 教会 を 明るみに 出す 能力 
を 与えら るる を 得。 われ 悦 ぶと は 一 
人 一人 を 指す にあらず して わが 教会 
員 全体に 就きて 言えるな り。」 （教義 
と聖約 1 ： 30) 

さて， こうは つても， 他の 教会 
が 皆， どれ ひとつと して i' (理を 持つ 
ていないと cM— うので はない。 どの 教 
会に もい く ばく かの 貞理は ある し， 
教会に よって は 非常に 多くの 真理 を 
有して いると ころも ある。 神 を 敬う 
態度 も 持ち合わせて いるし， 聖職者 
や 信者が 献身的な ところ も 多い。 さ 
らに， そのような 人々 の 多く は， キ 

リ ス ト教で教ぇる諸徳を'i^にょ く 実 
践 している。 しかし， それでも なお, 
彼らの 教会 は 不完全で ある。 主の み 
言葉 を 借りて 言えば， 「 …… 彼ら はん 
の 誠 命 を 教えと して 教え 神 を 敬う 様 

を すれ ども 神の 力 を S む」 （ジ ョセ 
フ • ス ミス 2  ： 19) ので ある。 

福音 は ピアノ の 鍵盤に 例 える こと 


がで きょう。 充分 練習 を 積んだ 人な 
ら， 全部の 鍵盤の 中から 任意の 鍵 を 
選び出して， 際限な く， 様々 な 曲 を 
弾く ことができる。 愛の 表現に はバ 
ラード を， 元気 づける ために は マー 
チを， 心 を 和らげる ために は 歌曲 を. 

S 感を 与える ために は 讃美歌 をと， 

その 時々 の 雰囲気に 合わせ， 必要 を 
満たして， 数 限りない 変化 を 楽しむ 
こ と がで きる ので ある。 

それなら， たった ひとつの 鍵 を 選 
んで， ひとつ 力、， あるいは せいぜい 

2，  3 の 音符 だけ を 単調に 弾き 続け 
るな どと いう こと は， なんと 近視眼 
的な ことではないだろう 力'。 すべて 
の 鍵盤 を 使えば， 無限の ハーモニー 
を 生み出す こ とがで きる ので ある。 

完全な 福- K -， すなわち 全 鍵盤が こ 
の 地上に あると いうのに， 数多くの 
教会が， たった ひとつの 鍵 だけ を 叩 
いている という こと は， 本当に 残念 
な ことで は あるまい 力'。 そのような 
教会で 強調して いる 音 は， 宗教 的 経 
験と いう， 完全な ハーモニー を 作り 
出す ために は， 不可欠な 音 かも 知れ 
ない。 しかし， それでも， すべての 
音が 含まれて いる わけで はない。 完 
全で はない ので ある。 例えば， ある 
人 は 信仰に よるい やしの 鍵 を 弾き， 
信仰に よるい やし 以上に 大きな 強さ 
を もたら す 他の 多 く の 諸 原則 を 無視 
する。 また ある 人 は， 安息日 を 守る 
こ と について 述べられ ている SI をお 
ぼろげ に 叩く。 その 鍵 は， 鍵盤 上の 
他の 不可欠な き符と 和き を 作る はず 
なのに， 全く 間違った 音 を 出して し 
まう。 そのよう に 使われた 鍵 は， 不 
協和音 を 作り出す ので ある。 また あ 
る 人 は， バプ テス マの 様式が 述べて 

ある 鍵と ほかの 1， 2 の 鍵 をい つま 
でも 弾き 続ける。 まるで， それで 鍵 
盤の すべて だと 言わんばかりに。 そ 
の 鍵 も， 必要 不可欠 では ある けれど 
も， 他の 鍵 を 無視して 単独で 弾いて 
いるので は， 完成され た 音楽 を 奏で 


る こと はでき ない。 

ほかに も 例 は 挙げられる。 そうし 
た 例の 多く は， 福' r'f- の 一部 だけ をい 

つまで も 強 its] し 続け， その ヒに 教会 

を 建てて いる 例で ある。 イエス' キ 

リ ス 卜の 福音と 完全に 融け 合って い 
れば， そのような 単独での は 出て 
来ない ので ある。 私たち は， 信仰に 
よるい やしと いう 鍵が 不必要 だな ど 
と 言って いるので はない。 私たち は 
それ を 認めて いるし， 信頼 も 置き， 
体験 さえして いる。 だが それでも， 
それ は 福き そのもので なく， まして 
や， 完全な 福音で もない。 

私たち は， 決して， パプ テス マ 力； 
必要ない などと 考えて いるので は な 
い。 むしろ， 絶対に 不可欠な もので 
ある。 それ と言うの も， バス テス マ 
は， 神の 王国で ある 教会に 正式に 登 
録 される ために は， どうしても 必要 
な 要素 だからで ある。 だが， その 鍵 
が， それに 対応す る 神権と いう 鍵な 
しに， 単独で 弾かれたら， 色の 豊 
かさ も ハーモニー  も 失われ， 不 協和 
音と なって しまう。 また， 信仰 ゃ悔 
い 改めと いう 鍵がなければ， バプテ 
ス マ は 無意味な ものと なって しまう。 
いや， 恐らく は， 一層 悪くな つて， 
バ プテ スマ はまが い 物と なって しま 
う。 これ は， 権能と いう ものが 欠如 
している ときに 起こる ので ある。 

さて， 私たち は， 他の 教会が 不完 
全で あると は —ぎう けれども， 他の 教 
会 は 悪い など と言うつ も り はない。 
だが， 完全な 福音 は， すでに 回復 さ 
れ ている。 また， 主に 代わって 働く 
権威 や 権能 は， この 私たちと 共に あ 
る。 神権の 権威と 権能 は， この 教会 
に 与えられ ている。 次の よ うな 主の 
啓示が ある。 

「 …… 而し てこ の大 は 福 -を授 
け， また 王国の 奥義の 鍵， すなわち 
神の 知識の 鍵 を 保つ ものな り。 

この 故に これ を 以て 礼式 を 執り行 
なう 時に 神の 能力 頭る。 
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而 して， この 神権 を 以てする 礼式 
と 神権の 権能な くして は， 肉 # を 持 
てる 人間に 神の 能力 顕る る ことな 

し。」 （教義と 聖約 84  ： 19 一 21) 

この 末の 日に あって， 途方もない 
悪の 力が 私たちに その 矛先 を 向けて 
いる 今， 聖典の 中で 予 g- されて いる 
大 背教が， その 避け 難い 結末に 向か 
つて， 着実に 歩み を 進めて いる。 そ 
う した 悪に 対抗して 防壁になる はず 
の キリス ト教諸 宗派 は， 会員 や 聖職 
者に とって， ほとんど その 存在意義 
を 失い かけて いるよ う に 思える。 集 
う 者の いなくな つた 教会 や 聖職者の 
恐ろしい 亡霊が， だれよりも 先に 抵 
抗 し な けれ ばな ら ない はずの 悪事 を 
助長して いる。 

最初に 申し ヒ げた その 旅行 中， 私 
は 諸 教会の 門が 閉ざされ， 扉に 板が 
打ちつ けられ， 庭に は 雑草が 生い茂 
り， あるいは また 門が 開いて いても 
中には 人が だれ も いないと いう 光景 
を 見て， 随分 驚かされた。 神の み 言 
葉に 何の 接触 も 持たない 世代が 台頭 
して 来る こと を 思う と， 戦慄 を 覚え 

る 0 

末日 聖徒 ィ エス 'キリス ト 教会に 
興味 を 持ちながら， この 教会に 完全 
な 福音が あると いう 理想に は， ほん 
の 気 ま ぐれ 程度の 注意し か 払わない 
人々 がいる の は， 別に 珍しい ことで 
はない。 

そのよ うな 人々 は 異議 を 唱えたり， 
反対した りする 対象と して ひとつの 
鍵すな わち ひ と つの 教義に 興味 を 示 
す。 彼ら は あるひと つの 教義に つい 
て だけ 探究 を 行う。 そうなる と， 他 
の ものに は 目 も く れず， しかも 異議 
を 唱えたり 拒否したり しながら， そ 


の 分野の こ と だけ は 何 も かも 知りた 
く なる ので ある。 

彼ら は， その 鍵 だけの r^f を Miii: も 
问度も 聞 こ うとす る。 しかし， 彼ら 
は 完全な ものが ある という ことに 気 
付かなければ， 问の 知識 も 得られな 
いので ある。 他の 連想 や 教義と も 補 
い 合って， 暖かみ や 豊か さや ハー モ 
ニー を かもし 出す ために， それぞれ 
の 鍵が， 最も ふさわしい ときに 働く 
ので ある。 もし， それぞれの 細 を 単 
独に 弾いたら， 不協和音に 聞こえて 
当然であろう。 

さて， そのよ う な 危険 は， ひと り 
求道者に のみ 潜んで いるので はない。 
もっと 分別が あ る はずの 教会員の 中 
にも， 自分の 好みの 鍵 を ひとつ ふた 
つ 取り出して， それば かり を ひっき 
りなし に 弾いて， 周囲の 人々 を いら 
だた せて いる 人が いる。 そのような 
人の 霊的な 感受性 は 鈍って く る し， 
完全な 福音が ある 道から 迷い 出る。 
また 個人と しても， 他の 数多くの 教 
会の ような 状態に なって しまう。 自 
分の 好みの 音に 執着して， 完全な も 
の を 拒んで しまう かもしれ ない。 こ 
れが やがて 誇張 を 生み， 偏見 を 生み 
そして， 背教への 道へ とつな がって 
行 く ので ある。 

私 は， この ことにつ いて 深く 考え 
て 欲しい と 申し上げた。 だが， それ 
にも 増して， お願いし たいこ と は， 
この こと について 祈って 欲しい とい 
うこと である。 ひとり 静かに 考える 
こと は， 知恵の 基 となりうる。 だが， 
みたまに よる 交流と いう， もっと 完 
全な 方法 も ある。 「 …… 御' (fe' はすべ て 
の もの をき わめ， 神の 深みまで もき 
わめる の だからで ある。」 （I コ リン 


ト 2  ： 10) 
パゥ 口 は， コ リ ン 卜 人に 対して， 

次のように S つてい る。 「この 賜物に 
ついて; iTi るに も， わたしたち は 人間 
の 知 患が 教 え る a 菜 を パれ、 な いで， 
御 "^の 教える 葉 を 用い， ^によつ 
て' のこと を 解釈す るので ある。 

生まれな がらの 人 は， 神の 御' も: の 
賜物 を 受け いれない。 それ は 彼に は 
愚かな もの だからで ある。 また， 御 

'm こよ つ て 判断 されるべき であるか 
ら， 彼 は それ を 理解す る ことができ 

ない。」 （ I コ リント 2  ： 13—14) 

人 は 皆 だれでも， 《'^^の教会は存 
在す るの か， という 疑問の 答え を 祈 
り 求める 権利 を， いや 本当 は 義務 を 

持って いる。 知っての 通り， 14 歳の 
少年が 森の 中へ 入って こ の ^ 問 をし 
たこと から， すべての ことが 始まつ 
たので ある。 彼 は， ふたつの 質問 を 
した。 数 ある 教会のう ち， どれが 真 
実の 教会 か。 また どの 教会に 加入す 
べき か， と。 そこで 彼 は， 御 父と 御 
子が 現われ ると いう 驚嘆す ベ き 示現 
を 経験した。 そして 時 満ちた る 神権 
時代が 始まった ので ある。 その 結果， 
主に 代わって 働 く 権能 は 回復 され， 
今日， この 教会が 保持して いる。 私 
たち は, この 集会で， 神の 予言者 ジ 
ヨセフ • フィールデイング • ス ミスの 
声 を 聞いた。 

私 は， ス ミ ス大 管長が 神の 予言者 
であると 証す る。 私に は， イエス 力； 
キリスト であると いう 証が ある。 ィ 
エス は 生きて おられる。 末日 ffi 徒ィ 
エス 'キリス 卜 教会 こそ， この 地上 
における 唯一の， 貞 にして 命 ある 教 
会で ある。 これら を， イエス' キリ 
ストの み 名に より 証す る。 アーメン。 
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エル ド レッド • G • ス ミス 


一緒に， この 地球が 創造され る 前 
の 時代まで さかのぼり， 天上の 大会 
議の 頃の こと を 考えて みょう。 その 
大 会議で， あなたた ち も 私 も 皆 そろ 
つて， 天父から， この 地上の 生活の 
目的と 機会に ついて， 教え を 受けて 
いた。 

「これらの 者の 中に， 神の 如き 者 一 
人立ちて 共に 在り し 者た ちに 言いけ 
る は， われら 降り 行かん。 かしこに 
空間 あれば な り。 而 して これらの 材 
料 をと りて， これらの 者の 住まう ベ 
き 地 を 造らん。 

而 して， これによ りて 彼ら を 試し， 
何 にても あれ， 主なる 彼らの 神の 命 
じた まわん すべての こ と を 彼らが 為 
す や 否や を 見ん。 

而 して， 最初の 位 を 保つ 者 は 更に 
附け 加えられ， 最初の 位 を 保たざる 
者 は， 最初の 位 を 保つ 者と 同じ 王国 
にて 栄を 得る ことな からん。 而 して， 
第二の 位 を 保つ 者 は， とこしえに 栄 
光 を その 頭に 附け 加えられん。 

主， 寘 いける は， われ 誰 を 遣わさ 
ん 力、。 一人， 『人の子』 の 如くに 答え 
て 言いけ る は， われ ここに 在り， わ 
れを 遣わした まえ， と。 別の 一人 答 
えて 言いけ る は， われ ここに 在り， 
われ を 遣わした まえ。 主宣 いける は， 
われ 先の 者 を 遣わさん。 


而 して， 第二の 者 怒りて， その 第 
一の 位 を 保たず。 而 して その 日 多く 
の 者た ち 彼の 後に 従えり。」 （ァ ブラ 

ハム 3  ：  24-28) 

私たちの 兄の ひと りであった 晚の 
子 ルシフ 1 ルは， 非常に 心 を 動かさ 
れ るよう な 申 し 出 をした に違いない。 
私に は， ルシフ 1 ルの 言った 言葉が 
想像で きる。 「私に 従って 来なさい。 
そうすれば， 新しい 計画 を 教えて や 
ろう。 古い 計画 は， も う 時代遅れ だ。 
いちかばちかの 冒険なん かやって み 
る 必要 はない。 私なら， ひとり 残ら 
ず 帰って来れ るよ う 保障して や 
る。」 ルシ フヱル は， なかなかの 心理 
学者であった。 人の 望む 保障と いう 
ことに 力点 を 置いた ので ある。 彼の 
計画が 非常に 心 を ひく ものであった 
ため， 天の 軍勢の 3 分の 1 が 彼に 従 
つた。 

ルシフ i ルに 従った 人々 は， 自由 
意志 を 行使す る 権利 を 捨てた。 だが， 
そうした 決断が， どれほど 大きな 結 
果を 生む のか， 知る 由 もなかった。 
とにかく 選択す る 権利 を 失った。 自 
ら 決断 を 下す 権利 を 失った ので ある。 

そのの ち， 天上で 戦いが あり， ル 
シフ ュル とその 部下た ち は 投げ落と 
された。 そして， 地上に 置かれて， 
私たち を 試す ことにな つた。 その 点 


では， なかなかう まくやって いるよ 
う である。 

自由意志と いうから に は， 選択で 
きなければ ならない。 そして， 敵対 
する 勢力 も 存在し なければ ならない。 
成長 や 進歩 や 達成と いった もの は， 
こ う した 敵対す る 勢力に 打ち勝って 
はじめて 可能な ので ある。 

ルシ フヱル とその 部下た ち は， そ 

の 敵対 勢力と なった。 そのために 私 
たち は， この 生涯で 自由意志 を 行使 
する こ とが 可能に なった ので ある。 
以来， 決定 を 下す 権利 は， 私たち 
の ものと なった。 この 権利 は， 地上 
で 最も 素 晴ら しい 宝で ある。 主 はこ 
の 権利 を 私たちから 取り去ろ う とす 
る こ ともなく， 取り去る こと もで き 
ず， また 取り去る こと もない。 むし 
ろ， 私たちが それ を 使う こと を 望ん 
で おられる。 また 主 は， 私たちが そ 
の 権利 を 私たちの ために， また 進歩 
のために， さらに は 永遠の 生命に 到 
達する ために 行使す るよう， その 方 
法 を 絶えず 助言し， 教えて 下さって 
いる。 

神が， ルシ フユ ルに 全権 を 与えて 
地球に 送り込み， 私たち を 試みに 遭 
わせながら， 私たちに はルシ フェル 
に 対抗し， それに 打ち勝つ 力 を 与え 
て 下さらなかった としたら， 私 は 神 
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が 不公平な 御 方 だと 思つ たこと であ 
ろ う 。 

だが 忘れないで いただきたい。 ル 

シフ： L ルは， 自ら 進んで この 地上に 
やって来 たので はない。 ルシ フェル 
は， 天上での 戦いに 敗れ， ある 務め 
を 果たす ために この 地上に 置かれた 
ので ある。 そして， 結構， 成果 を あ 
げ ている。 

神 は 公正な 御 方で ある。 それで， 
ルシ フェル は， この 地上で 許されて 
いる こ とだけ しかす る こ とがで きな 
いので ある。 

ョ ブの話 を 覚えて おいでだろう か。 
ョ ブに 試練 を 与えよ うとす るた びに， 
ルシフ 1 ルは， ヨブ を 試みる ために 
許可 を 願い出た。 そして ルシフ i ル 
に は， 1 度に ひとつの 試み をす る 許 
可し か 与えられなかった ので ある。 
最初の 試みで ヨブ は 財産 を 失った。 
次の 試みで は 家族 を 失い， その 次に 
は 健康 を 失った。 その後で は サタン 
はョ ブ のこと をす ベて 任せられた。 
ただ ョ ブの命 をと る こと だけ はでき 
ない ことにな つていた ので ある。 

ョ ブは 試練 を ひとつひとつ 克服す 
るた びに， 着実に 強くな つてい つた。 
そして， ヨブ は， あの 不滅の 証を述 
べるので ある。 今日 私たちが その 聖 
句が 何度も 引用され るの を 耳に した。 

「わたし は 知る， わたし を あがなう 
者 は 生きて おられる， 末の 日に 彼 は 
必ず 地の 上に 立 たれる。 

わた しの 皮の う じが この 体 を 滅ぼ 
したの ち， わたし は 肉に あって 神 を 
見る であろ う 。 

しかも わた しのこの 目で 見る であ 
ろう。 わたしの 見る 者 はこれ 以外の 
もので はない。 わたしの 心 はこれ を 

望んで こがれる。」 （欽定 訳 ヨブ 19: 
25-27) 

■ もし 私たち 力;， 完全の 域に 到達し 
たいと 思うなら， 私た ち も ヨブと 同 
じょうな 段階にまで 行き着か なけれ 
ばなら ない。 主 は， 必要と あらば， 


サタンに， 命 を 奪う 以外の 全権 を 与 
えて， 私たちの 上に 解き放つ こと も 
できる ので ある。 私たら は， そうし 
た 力に 抵抗して はじめて， 完全の 域， 
すなわち 昇栄に 到達す る ことができ 
るので ある。 

ヨブと 同じ こ とが 私たちに ついて 
も 言える。 主 は， サタンに， 私たち 
が 抵抗し 得る 限 度を越え た 試みに 合 
わせる こと を， 許して はおられない。 
ただし， その 場合， 私たち は 主に 助 
け を 仰ぐ 必要が ある。 

ここに， 私たちが 正しい 決定 を 下 
すため の 手助けと なる 鍵が ある。 主 
は， オリバー • カウ ド リ が 記録 を 翻 
訳しよ うとした とき， 次の よ う に 言 
われた。 

「見よ， 汝 いまだ 悟らず。 汝は ひた 
すら われに 願いし 時 はこれ を 与えら 
るるな らんと 思えり。 

され ど 見よ， われ 汝に告 ぐ， 汝心 
の 中に よく 思い 計り， その後 願う こ 
と も し 正しからば 汝 願わざる ベから 
ず。 願う こと 正しからば， その 時 わ 
れ汝の 心 を 内に 燃やさん。 これによ 
りて 汝に その 正しき を 感ぜし む。 

され どもし 願う ところ 正しから ず 
ば， かかる 感 なくして 汝の心 は 次第 
に 鈍くな り， そ はついに 悪の 悪た る 
を 忘れし むる に 至らん。」 （教義と 聖 
約 9  ：  7  —  9  ) 

主 は 言われた。 「捜せ， そうすれば, 
見いだ すであろう。 門 をた たけ， そ 
うすれば， あけて もらえる であろう。 
求めよ， そうすれば， 与えられ るで 
あろう。」 （マ タイ 7  ：  7,  ノレ 力 11: 
9 参照） 

それ は， あなたた ちの 決める こと 
である。 人 は 皆， 自ら 決定 を 下さな 
ければ ならない。 だれも， ほかの 人 
に 人生 を 代わって 送っても らう こと 
はで きないの である。 

主に 助け を 求めるなら， 主 は あな 
たたち に， サタンに 打ち勝ち， その 
攻撃に 抵抗す る だけの 強さ と 力と 才 


能と を 与えて ド さるであろう。 そう 
すれば， あなたた ち は 強められ， も 
つと 完全な 者と なる ので ある。 私た 
ち は， 祈りに よって 主の 助け を 求め 
なければ ならない。 

主 は， なんでも 自分の 力で やろう 
とする 人々 に は， 何の 約束 もされな 
かった。 悪魔に 勝つ に は， 独力で 充 
クチであって キ. の 助け はいらな いと 思 
い 始めた その 瞬間， 戦わず して 既に 
敗れて いるので ある。 

自分の 生活 習慣 を 変えよ うとした 
人の 話 を 数多く 聞いた ことがある。 
知恵の 言葉 を 守って 生活し よ うとし 
た り ， 什 分の 一 を 納めよ う と したが， 
主の 助け を 求めずに， 独力で やろう 
としたた め， ことごとく 成功し な 力 1 
つた 人々 である。 だが， ひとたび 主 
に 助け を 求めた とき， 事態 は 一変し 
て， なにもかも 容易に な り， さらに 
は， 福音の 証まで 得る ことができた 
ので ある。 

主 は 私た ち に 数多 く の 律法 や 戒め 
を 与えられた。 私たち は， そうした 
律法 や 戒めに 従うた めに， 主の 助け 
が 必要で ある。 こうした もの は， そ 
の 大部分が， 私たち 自身の 決定 を 下 
す 能力 を 試す ために 与えられ ている。 
つまり， 一般に 天の 第一の 律法と 言 
われて いる 従順の 律法 を 受け入れる 
かど う か をみ るた めに 与えられ てい 
るので ある。 

た だ 主が 望んで お られ ると いう 理 
由で， 主の 望まれる こと をしたい と 
願うなら， まず 主に 助け を 願い求め 
なさい。 そうすれば， 律法 や 戒め を 
守る ことが 容易に なって く る。 

皆， あなたがたの 決める ことで あ 
る。 

「汝 知らず や， 人 皆 自由なる を。 
己が 人生 も 行く末 も 選べる こと を。 
永遠の 真理 は 与えられた り ， 
神， 人 を 天に 強いた まわ じと。 
神， 人に 説きて 正しく 導きた まい， 
知恵と 愛と 光明と を も ちて 恵み を 
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たもう。 

その 慈しみと 柔和なる こと， 言い 

表わし 難し。 
され ど， 人の 心 を 強いた もうこと 

はなし。」 （英文 讃美歌 90 番） 


私 は， あらゆる 人々 力：， 私たちに 
与えられ ている 自由意志 という 宝の 
重要性 を 認識す るよう， 勧める。 ま 
た， その 自由意志 を 賢明に 行使し， 
祈り を 通じて 主の 助け を 受けて， 決 


断 を 下す よう， 勧める ものである。 
主の 祝福が， 主の みこ ころ を 求め 
るすべ ての 人々 に 与えられ るよ う ， 
イエス' キリスト のみ 名に よって 祈 
る。 アーメン 
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若人に 襲い かかる 

サタン 

十二使徒 評議員 会 会員 
エズラ 'タフト. ベンソン 


「社会 全体に 神聖な もの を 汚す 風潮 
が 著しくな り， そのため に 次代 を 担 
う 若人が 不当な 圧力 を 受けて， 光の 
道と 暗黒の 道との 間で， 正しい 選択 
がで きなくなる 時代が やって来る」 
と は， まことに 当 を 得た 言葉で ある, 

(Hugh  Nibley,  An  Approach  to  the 
Book  of  Mormon  「モル モン 経の 読み 
方」 1957 年） 

私たら は， 邪悪な 世界に 住んで い 
る。 悪の 軍勢が これほどまでに 恐ろ 
し t  、隊列 を 組んで 戦闘 態勢に 入つ て 
いる 時代 は， 私たちの 記憶に はない。 
悪魔の 組織 は 見事で ある。 今日 ほど， 
悪魔が 自分の ために 働く 使者 を 多く 
従えて いる 時代 もない。 こうした 数 
多くの 手下 を 使って 悪魔 は， 宣戦 を 
布告し， えり 抜きの 世代で ある 若人 
を ことごと く 滅ぼ そ うとして いる。 

悪の 軍勢に よる 卑劣な 行為が， そ 
の 数 を 増して いると いう 証拠 は， 多 
多 ある。 どこ を 向いても， 胸 を 引き 
裂かれ るよう な 悲痛な 結果ば か り が 
目に 入る。 悪魔に 扇動され た 破壊 軍 
の 勢い は， 文学， 芸術， 映画， ラ ジ 
ォ， 服装， ダンス， テレビ， そして 
現代の， いわゆる ポピュラー ミュー 
ジック の 分野に まで^んで いる。 サ 
タン は 数多くの 武器 を 駆使して， 家 
庭 や 家族， そして とりわけ 若人た ち 


を 弱め， 滅ぼそうと している。 今日: 
悪魔 は， いまだ かってなかった ほど 
青少年に 攻撃の 的 を 絞って いるよ う 

に 思える。 

数多くの 手紙の 中に， こうした ポ 
ピュ ラー ミュージック の 悪影響に 関 
心 を 持つ あ る 父親 か ら の 手紙が あ る , 
若人に かなり 精通した 教師で ある こ 
の 父親の 手紙の 中から 引用して みよ 

0  0 

「音楽 は 雰囲気 を 作り出す。 雰囲気 
は 環境 を 作り出す。 環境 は 行動に 影 
響 を 与える。. では， この 過程 はどう 
なって いるの だろ う か。 

リ ズム は， 音楽の 中で も， 最も 物 
理的 要素の 強い ものである。 音楽の 
中で この リ ズム という 要素 だけが， 
音の 助けが なくと も， （本の 動きだけ 
で 存在で きる。 麻薬 や アルコールで 
鈍 く なった 神経で も， 連続した ドラ 
ムの 音に は 反応 を 示す。 

音量が 大きい と， 神経の 混乱に 拍 
車 を 力、 ける。 苦痛 を 感じる 極限ぎ り 
ぎりまで， 音量 を 上げる と， 肉体的 
にも 不快に なり， 高度な 思考 や 推理 
の 過程 を た どれな くなる。 （だが， 音 
量 を 小さく しても， この 破壊的な 音 
楽の， 他の 悪い 要素まで なくなる こ 
と はない） 

極端な 繰り返し もまた， 0 ツクと 


t  、 う 原始的な 音楽の 一 表現で ある 。 
ロックの リ ズムの 分身と も, ズ える 
体 を 回転させる 振り付け は， きい 手 

と 汚れの ない 心 を 持つ 者なら， その 
こびる ような 性格 を 決して 見 まがう 
こ と はない はずで ある。 

暗闇 （そして 薄暗い 光） もまた， 
ロックに 見られる 一 側面で ある。 自 
分の 正体が 人に わからず， そのため 
に 良心まで 弱めて しまう 暗黒の ミ サ 
である。 暗やみに 紛れて 正体 を 隠し 
てし まうた め， 責任に 対する 平常の 
感覚 も 麻痺して しまう 。 

目 も く らむ ばかりに 暗闇の 中 を 走 
り 回る スト 口 ボ 光線 も ， 尋問 者が 拷 
問に 用いる 光線の ように， また， 催 
眠 術師の 使う 振子の ように， 人の 抵 
抗カを 弱め， 行動まで を 支配し よ う 
と している •••••• 。 

サイケ デリ ックな 模様 は， （と， こ 
の 父親の 手紙 はなお も 続く） どれ も， 
人 を 麻薬， セックス， 反抗， 不信仰 
へと いざな う。 わいせつな 歌詞 を 金 
切 り 声で 歌い 叫ぶ こ の 催眠術 的な 音 
楽 は， これまで， 卑ゎ いな 実 を 結ん 
できた。 ロック 愛好者の リ 一 ダ 一 た 
ち は， 自分た ちが 1$: 落して いる こ と 
を 公言して はばからない。 …… 

こ の 醜悪 な き 楽の， 最も 欺!! 翁 的 な 
点 は， 絶対的な ものの 存在 を 悪と し 
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て 否定す る ところに ある。 私たちの 
宗教 も 絶対的な もので あり， いわ ゆ 
る 『[^1 由 派 モル モン』 と 称する 人々 
が 唱道す るよ う な， 相 対 的な 哲学へ 
と ねじまげて しまう こ と はでき ない 
ので ある。 義し いもの を ねじまげる 
こと はで きないと 言っても 差し支え 
なかろ う 。 

『もし 教会の 指導者が 0 ック 音楽 を 
認めなかったら， 数多くの 若人 を 失 

うこと になる かもしれ ない』 （MIA 音 
楽 委員会） という 恐れ ほど， 私たち 
のとるべき 道 を 誤らせる ものが ある 
だろう 力'。 現在で さえ， サタンの 歌 
声に， 麻薬に， セックスに， 暴力に， 
そして 背教に と， 数多くの 若人 を 失 
つてい るので ある。 私たち は， 『モル 
モンの 奇跡』 という 野外劇で 言われ 
ている M '葉 を， 深く 心に 留めよう で 
はない か。 『モロ ナイ は， あなたた ち 
が 悪と 妥協で きない こと を 知ってい 
た。 ひとたび 妥協 すれば， 悪が 必ず 
勝利 を 収める ので ある。』」 （リ チヤ 一 
ド •  二 ブレーの 手紙よ り 抜粋） 

青少年の 教師で あり， 大学の 音楽 
学部に も籍を 置く この 父親からの 手 
紙 は， 分析 的で は あるが， 他の 多く 
の 親 や 青少年の 指導者の 考 え 方 をよ 
く 言い表わ している。 

教会 は 大衆の 要求に 迎合して， そ 
の 標準 を 落とす こ とがあって はなら 
ない。 タバコ を 吸い， コーヒー ゃァ 
ル コール 類 を 飲む 人々 が， 現代の ミ 
ニス カート に 対す る と 同様， 教会の 
妥協の ない 標準の ために， 段々 と 遠 
ざ かってい く こ と も 事実で ある。 

教会に は 現在， これまでに 見られ 
なかった ほど 素 晴ら しい 若人た ち 力;， 
数多 く いる。 皆， えり 抜きの 霊で あ 
つたれば こそ， 歴史上 最も 問題の 多 
い， また 最も 重要な この 時期に， 地 
上に 送り込まれ たので ある。 地上に 
神の 王国 を 打ち 建てる という 偉大な 
責任 を 課せられ たこの 若人た ちに は， 
恐ろ しいまでの 課題が 与えられ てい 


る。 

この 偉大で 重要な 責任 や 課題 は， 
極めて 困難な 時期 を 迎えて いる。 悪 
の 力が これまで になく， はびこり， 
しかも 狡 滑で， 欺 11 に 満ちて いるか 
ら である。 右 を 向いても 左 を 向いて 
も， 美しい もの， 良い もの， そして 
私たち を 高めて くれる ものが こと ご 
と く  ， 軽んじられ， 弱められ， 低俗 
化して いるので ある。 こうして 青少 
年た ちに 攻撃の 的が 絞られて いる と 
いうのに， 一方 親た ちの 多く は， な 
だめす かされて， 誤った 安心感 を 持 
ち， 気持ちよ く 自己満足に 浸って い 
るので ある。 

シ オンの 中で は 万事が よ ろしい と 
いう わけで はない。 霊感 を 受けた モ 
ル モン 経の 予言者た ち は， 今日の 時 
代 を 先見し， 塔の 上の 見張り番 とし 
て， 重大な 警告 を 発して いる。 それ 
を 引用して みよ う。 

「ごらん， その 時に 悪魔 は ある 人々 
の 心に 入って 荒々 しい 行ない を させ， 
また この 人た ちに 善い こ と を 怒らせ 
る。 

また ほかの 人々 をな だめ， この 人 
たち をす かして 肉欲 を ほしいままに 
させる から， その 人々. は 『シ オンの 
中で は 万事よ ろしい。 シ オン は 栄え 
て 実に 何事 もみな よろしい』 と言う。 
このよ う に 悪魔 はこの 人々 を だまし， 
心 を 配って 地獄へ つれて ゆく ので あ 
る。 

悪魔 はまた ほかの 或る人々 にへ つ 
らっ てこの 人々 を 迷わせ， 地獄 はな 
いもので あると 言い， また 悪魔 はな 
いもので あるから 私 は 悪魔で はない 
と a い， このように 耳に ささやいて 
一度 かかったら 決して 逃れられない 
恐ろしい 鎖で とうとう 縛って しまう。 


それで あるから シ オン でのん き に 
暮らす 者は禍 である。 

何事 もみな よろしい と言う 者は禍 
である。 


実に 人の 誠 命に 聞き 従い， 神の 権 
能と 聖 1；: の 賜と を し り ぞ ける 者は禍 

いで ある。」 （11  ニーフ アイ 28  ：  20— 
22,24—26) 

主 は 近代の 予言者 を 通じ， 私たち 
に 重大な 責任 を 与えられた。 

「誠に われ 汝ら すべてに 告ぐ， 汝ら 
起ちて 己が 光 を 輝かせ。 これ 汝らの 
光 よろずの 国民の はたじるし となら 
ん ため …… なり。」 （教義と 聖約 115: 
5) 

「すなわち シ オン は その美と 聖とを 
増し， その 境域 は 拡がり その ステー 
キ部は 堅う せられざる ベから ず。 わ 
れ 誠に 汝 らに告 ぐ， シ オン は 起ちて 
その美し き 衣 を 着けざる ベから ず 
と。」 （教義と 聖約 82  ： 14) 

「この 故に， 汝の心 を はり 上げて 喜 
ベ。 汝の腰 を 引き からげ， わが 物の 
具 を ことごとく 身に 甲うべし， 汝悪 
しき 日に 遭いて 立ちむ 力  >ぃ， すべて 
のこと 成就 し 立ち 得ん ためなり 。」 
(教義と 聖約 27  ： 15) 

私たち は 教会の 若人 を 愛して いる。 
また， 主が 若人 を 愛して おられる こ 
と も 知っている。 教会の 若人 を 助け， 
救う のが 適切と あらば， 教会 は 何で 
もす る 用意が ある。 若人 は 教会の 未 
来で ある。 私たち は 若人 を 信頼して 
いる。 また， 若人に 幸福に なって 欲 
しいと 願い， さらに， それぞれの 選 
ん だ 分野で 成功 を 収めて 欲し いと 願 
つてい る。 さらに また， 私たち は， 
若人に 日の 光栄の 王国で 昇栄 して 欲 
しいと 願って いる。 

若人た ちに 申し上げる。 あなたた 
ち は 永遠の 存在で ある。 人生 は 永遠 
である。 悪い こ と をしながら 正義感 
に 浸る こと はでき ない。 善良で， 有 
益で， しかも 喜びに 満ちた 生活 は， 
充分に 報いの ある ものである。 だか 
ら， 深 t  、後悔 や 心痛 に 悩 まされる こ 
とのない 生活 を 送って いただきたい。 
あの まだ 見ぬ， 力 ある 御 方に 近づき， 
触れる こと がで きる よう な 生活 をし 
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ていた だきたい。 この 御 方の 助けな 
く して， だれ ひと り と して， 最善 を 
尽くす こ と はで きないの である。 

すべての 物事に は 反対の も のが 必 
要で ある。 選択の 自由 は， 神が 与え 
られた 永遠の 原則で ある。 主に 従う 
ことにより， サタンの 狡搰 なわな や 
はかりごとから 逃れる こと は， 私た 
ちの 責任で ある。 だが， それ は 決し 
てた やすい 責任で はない。 

人生 を 実験室に 見立てる と， まる 
で 顕微鏡 を のぞきで もす るよう に， 
他人の 生活 を 細かく 観察し， 研究す 
る ことができる。 神 を 信ずる 人 は 幸 
福な 人で ある こ と を 知ってい ただき 
たい。 「したい こ と をせ よ」 と 叫び， 
罪深い， いわゆる 快楽 を 求めて 生活 
する ような 享楽主義 者が， 幸福で あ 
つたた めし はない。 そのような 偽物 
の 快楽と いう 仮面の 裏に は， 永遠の 
死と いう， 避け 難い 悲劇が 潜んで い 
る。 享楽主義 者 は， そう した 黒い 影 
にっき まとわれながら， 有益で 幸福 
な 生活 を， 麻薬 や アルコール ゃセッ 
クス ゃロッ ク によるつ かの 間の 忘却 

とに 引き換えて いるので ある。 
サタンの 手口 を 研究す ると， サタ 

ンの 誘惑に 対して 警戒す る 方法 を 知 
る ことができる。 狡猾な サタン は， 
どこ を， どのように 攻撃したら よい 
か をよ く 知っている。 最も サタンの 
えじきに なりやす いのは， 青少年で 
ある。 青春 時代 はま さに 人生の春で 
あって， なにもかも 清新に 感じられ 
ると きで ある。 青春と は， 冒険と 目 
覚めの 精神で ある。 肉体的に は 活力 
も 健康 度 も 飛躍的に 増大す る 時期で 
あ り ， 時には 節制の 警告に 目 も く れ 
ない こと すら ある。 青春と は， 時の 
流れが 無限に 感 じられ る 時期で あり， 
歳月と いう 地平線が 遙か 彼方に かす 
んで しまう こと も しばしば である。 
こうして， 「今 を 楽しむ」 世代の 若人 
は， 現在 も 間 もな く 過去と なり， そ 
の 生涯 を 無為に 過ごした か， 豊かに 


ごした か， 振り返る 時が 来る こと 
を 忘れて いる。 こうした ことが， 青 
少年に 特有の 要素であって， そのた 
めに， サタンの 「現品 先渡し， お 支 
払い は 後で」 という 計略に， はま り 
やすくな つてい るので ある。 まった 
く 悪魔の 用いる 手口 は， 多種多様で 
ある。 

「混 51；| 犬 態 は， サタンに とって， 活 
動し やすい 環境で ある。 今日， 混乱 
の 場が 数多く 見られる。 サタン は， 
そうした 混乱 を 作り出す ために， 様 
様な 手 だて を 用いる。 その ひとつ は, 
定義 を ねじまげる ことで ある。 麻薬 
の 体験 を 記述す るのに， 『心の 広が 
り』 という 表現 を 用い， 一層 正確な 
定義で ある 『現実からの 逃避』 と は， 
表現し ない。 

気高い 伝統 を 持つ 言葉で ある はず 
の 自由と いう 語 も， 混乱 を 引き起こ 
す 道具と して 好んで 使われて いる。 
暴動， 爆破， 放火 そして 殺人が， 自 
由と いう 名の 下に 行なわれ ている。 
わいせつな ものが， 表現の 自由にい 
どんで いる。 ポルノ や 麻薬 や 不道徳 
な 行為が， ミニスカート や ヌードと 
共に， 個人の 自由の 表現で あると 主 
張され ている。 放縦と 無秩序 は， こ 
う した 偽りの 自由の 所産で ある。 

定義の 混乱 は， ポルノに も られ 
る。 子供 さえ， それ を 見分ける こと 
がで きる のに， 現代の 偉大な 法律家 
と 思われる 人の 中に， そうした 定義 
すらで きない 人 もい る。 

寛容と いう 言葉 も， サタンの 働き 
に は 便利な 言葉で ある。 アレクサ ン 
ダー . ポー プは， 200 年 前に， 次の よ 
う に 戒めて いる。 

『悪徳 は， 恐ろしい 様 をした 妖怪な 
り。 

憎まれ もす るが， 見つめられ もす 
る。 

度々 見る う ち， 親しみ も わき， 
はじめの 我慢 も， 憐 みに 変わり， 
最後に は 抱きしめて しまう 。』 


(人 laKra) 

あざけり は， 混乱と 歩調 を 合わせ 
て 働く。 物 を 見る目の 確かな 年代の 

若人た ち を 3：^乩 させる ために， 皮肉 
屋 たち は， むちゃな たとえで 若人た 
ちの 批判 を あざけり， 自分た ちの 堕 
落の 道 を 守ろうと している。 ロック 
用に 歌詞の 変えられた r 山の 上に J 
など は， 決して 讃美歌の 中に 入れて 
はならない。 そのような 愚弄に よつ 
て， 安直な 笑い を 引き起こ し， 『シォ 
ン にあって は 万事が よろしい J とい 
う 安心感 を 与える かも しれない が， 
それ は， 悪魔のへ つらい なので ある。 

相対主義 という 考え方が， 永遠の 
真理の 原則に， 攻撃 を 加えて いる。 
そうした 考え方に 立つ 人た ち は 『も 
し ポピュラー ソン ゲに卑 わい な こ と 
を 連想す る 人が いれば， それ は， そ 
の 人の 心が， すでに 汚れて いるから 
だ』 と言う。 だが そう £56 する 人々 
は， 連想と いう 言葉の 使い方 を 誤つ 
ている。 そう した 歌の 多くから， 卑 
わ いなこ とが 連想され るので はない。 
卑ゎ いなこと が 堂々 と 歌詞と して 歌 
われて いるので ある。 

ロック が 悪魔の 狡 滑 な はか り ご と 
である ことに， いささか でも 疑問 を 
持つ 人が あるなら， その実に よって 
見分ければ よい。 ロックに かぶれる 
者た ちの 堕落ぶ りが 広く 報道され て 
いる 力;'， それだけ でも， ロックの 悪 
影響 を 非難す るに は 充分で ある。 こ 
うした ロックの 勢い は， とどまる 所 
を 知らず， 今では， 巨大な ロック フ 
1 ス ティ バル を 開く までにな つてい 
る。 こうした 不健全な 催し物の 数 は， 
数百に も 上り， 何千 何 万 という 若者 
力;'， その 悪影響 を 受けて いる。 そし 
て， 現に 今 開かれて いるそう した 口 
ック フヱス ティ バルの 中で， ひとつ 
でも， 麻薬 や セックス や 暴動の フエ 
ステ ィ バルに なって いない ものが あ 
るだろう 力'。」 （リチャード. ニブレ 
一） 
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主の みたま は， 人 を 啓発し， キ リ 

ストの もとへ 導く ものに 力 を 及ぼす。 

LSD や マ リ フ ァ ナゃス ピー ド でし 力、 
直せない よ う な 人類の 退歩と でもい 
うべき こ う したう みた だれた 催し物 
に 主の みたまが 留まって 祝福 を 与え 
ると いうよう な こ とが あるだろう 力、。 
厚顔 無恥 なヌー ド や 乱行が， 人前 に 
さらされる こと を 主 は 喜ばれる だろ 
う 力、。 ロック フェスティバルで 使わ 
れる 言葉 も 往々 にして みだ らな もの 
である。 原始的な 偶像崇拝で 使われ 
た 騒音と 同様， 人の 感覚 を麻卑 させ 
てし まうよう な ロック の 音楽 は， 物 
質的な もの を 讃美して， 霊の 低下 を 
助長して いる。 人類の 長大な 歴史の 
中で， この 青少年の ロック フ 1 ステ 
ィ バル は， サタンの 最大の 収穫の ひ 
とつで ある。 古代 ギ リ シャゃ ローマ 
の 伝説に ある 酒 神バッ カスの 祭で さ 
え， 現代の 麻薬 や 不道徳 や 暴動 ゃポ 
ル ノ 音楽と いった 掃き だめに 見られ 
る 途方 も ない わいせつ さ に比べれば， 
物の 数で はない。 あの 有名な ゥッ ド 
ストックの フェス ティ バル は 病める 
国家の 一大 現象であった。 しかしな 
がら， いまだ かってなかった ほど 卑 
わい な 内容 を もつ， その いかがわし 
い 映画 や ロックの レコードが， 私た 
ちの ふるさ とのこの 山岳 地方で も， 
十分 に 採算の 合 う 事業 に な り 得た の 
である。 

主 は 言われた。 「すべて 心の 歌 は， 
われの 悦びな り。 然り， 義 しき 者の 
歌 はわれに 対する 祈 りなり。 …… 」 

(教義と 聖 約25 ： 12) モル モン 経の 
ニーフ アイ 第三 書に は， 主が 喜ばれ 
たこと が 次の よ う に 書かれて いる。 

「 〜•• '一同 歌い 出して 神 を 讃美 し 

た。」 （m ニーフ アイ 4  ：  31) 一方， 
サタンが 喜んだ ことに ついては， 二 
ーフ アイ 第一 書に 次の よ うに ある。 
リー ハイ の 息子た ちと 「イシ メ ルの 
息子た ちお よび その 妻た ち はみ な… 
…心が 浮かれ， おどり をお どり 歌 を 


唱ぃ 無礼な 話 を 始め -'… た。」 ( I  二 

ーフ アイ 18  ：  9  ) 

さて， この 音楽 専門家 は， 次の よ 
うに 指摘して いる。 「口 ッ クゃ 麻薬の 
文化 は， 新しい 方向に 動き 出して お 
り， そう した 流れ を， 多くの 牧師 や 
音楽 業界 は， まるで 『飴 も 降る し 地 

も 固まる』 とで も 言うよう に， 手 を 
叩いて 迎え入れ ている。 宗教 口 ッ ク 
は ， ポピュラー 音楽 の 『ベスト テ 
ン』 に 入りつつ ある。 ロック や 麻薬 
の 作り出す 状況に 反対し よ うとす る 
動き も 出て いるが， この 動き も， 今 
述べた よ う に 新しい 道徳が 一見， 穩 
健に 手 を 引いて いるよ うに 見える た 
め， 勢いが そがれて いる。 だが 宗教 
口 ッ クの 内容 を 調べて みる と， 狡猾 
に 偽装した 反キ リ ス 卜の 仮面が はが 
れて くる。 啓示に よる 宗教 を 神話に 
引き下げる ことにより， ロック は 正 
義 という 外套で その 身 を 隠しつつ， 
罪の 存在 を 否定す る。 こうして 罪 を 
認めずに いるた め， 新しい 道徳 は， 
見せかけの 聖 衣の 陰に 隠れて， 不信 
心な 反抗 を 続けて いられる ので ある。 
イエスと ュダの 役割 を 全く さかさま 

にした 内容で， 著しく 売り上げ を 伸 
ばして いる ロックの レコー ドア ルバ 
ムが ある 力;'， これな ど は， ィザャ の 
警告 （5  ：  20) と 寸分 違わない。 『わ 
ざ わい なる かな， 彼ら は 悪 を 呼んで 
善と いい， 善 を 呼んで 悪と いい， 陪 
き を 光と し， 光 を 暗き とする。 j」 （ リ 
チャード •  二 ブレー） 

教会の 指導者た ちが， こうした 不 
敬な 欺瞞 行為に 反対して， 何 か 声明 
を 発表す るよ う 強く 心 を 動かされ， 
1971 年 8 月の 「神権 会報」 で 特別の 
項目 を 設けて， 教会員た ちがこう し 
た 罪悪に 注意す るよう， 促した の も， 
何ら 不思議な ことで はない。 

確かに， 私たち は 最良の 時代に 生 
きている。 イエス' キリス 卜の 回復 
さ れ た 福音が 世界中に 希望 を もたら 
している からで ある。 だが 同時に 最 


悪の 時代に も 生きて いる。 サタンが 
猛威 を 振る つてい るからで ある。 サ 
タン は， 執拗な までに 精力 的に， ス IJ 
り 人れ に 向かって 突進して いるので 
ある。 

この サタンの 策略 をい かにして く 
じく こ とがで きる だろ う か。 昨年の 
MIA の テーマ 聖 句に は， 私たちが 従 
うべき 良い 模範が 書かれて いる。 教 
会の 信仰箇条 第 13 条が， その 重要な 
鍵で ある。 「 …… も し 何 にても， 徳高 
きこと 好ましき こと， よき 聞え ある 
こと， あるいは 褒 むべき こと あらば， 
われら は これら をたず ねもとむ る も 
のな り 。」 

しかし， 私たち は， 本当に， たず 
ね 求めて いるだろう 力'。 たずね 求め 
るた めに は， 努力が 必要で ある。 

レコー ドの 収納 箱 は， 色彩 豊かな， 
そして 時には 無 彩色の ジ ャケッ 卜で 
飾り立てて 若人の 心 を 奪い， 愚かな 
商業主義 という 巨大な 怪物の 足下で, 
徳 高く 好ま しい 名作の 多く を 踏みに 
じっている。 

テ レ ビゃラ ジォ は， 凡庸な 大衆の 
要求に おもねる ことによ り ， 視聴率 
を 稼いで いる。 こうした 素晴らしい 
機器の 発明者 は， 主の 霊感 を 受けて 
いた。 だが， ひとたび， このような 
有益な 発明品が 世の中に 紹介 される 
と， 暗黒の 勢力が， 私たち を 破壊に 
陥れる ために， これらの 機器 を 悪用 
し 始めた。 蓄音機， 映画， ラジオ， 
テレ ビ といった どの 伝達 媒体 をと つ 
て みても， 皆， 発明者の 意 K を耘じ 
て， その 目的 を 低下 させよう として 
きた 跡 力；， 容易に うかがえる。 

長年に わたって， 音楽が 行動に ど 
う 影響を及ぼ すかと いう 点 を 研究し 
てきた ある 音楽家の 話 を 引用して み 
よ う 。 

「サタン は， 音楽に は， 野蛮な 獣 を 
なだめたり， 興奮 させたり する 魔力 
が ある こと を 知っている。 音楽に は 
雰囲気 を 作り出す 力が あると いう こ 
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と は， ハ リ ゥ ッ ドが できる 前から， 
周知の 事実で ある。 雰囲気 は 環境 を 
作り出し， 環境 は 行動に 影響 を 与え 

る。 バビロンの 民の ようにす る こと 
も， エノ ク の 市の 民の よ うにす る こ 
ともで き るので ある。 
不快な サ ィ ケデ リ ッ ク 調の 音の 鳴 
り 響く ラジオ や レコー ドを 聞いて， 
吐き気 を 催す 親が いたら， 不平 を 言 
う 前に 自 分の 収集 した レコードの リ 
ス トを 作って みる とよい。 量 も 少な 
く ， 全く 単調な ものば かりで， しか 
も 使われて いないと すれば， その 非 
は 親の 側に あると a 'われざる を 得な 
い。 文明の 種が まかれる ための 最良 
の 土壌 は， 幼児期の 模倣， という 肥 
沃な 土で ある。 10 代に なって からど 
れ程 不平不満 を 言った としても， 幼 
(■ 、頃 に 模範 を 示 してやらなかった 失 
敗 を 償う こと はでき ない。 子供に 英 
雄視 される 機会 を 失した 親 は， 10 代 
の 青少年の 描 く 英雄 像 と 自分た ちと 

の 間に， 大きな 相違 を 生み出し てし 
まった ので ある。」 （リチャード. 二 
ブレー） 

今日， こうして 魅せられた 英雄の 
大半 は， も はや 品位 もな く， やる 気 
もな く， 謙遜 さもなければ， 正義 も 
感じな いでいる。 書籍 や 雑誌 や 新聞， 
それ も 特に 青年 欄の 報告 を 読む と ， 


彼ら はみだら で， 卑 わいで， 不品行 
で， 貪欲で， そして 場合によって は 
残酷で も ある ことが わかる。 若人た 
ちの 称賛す る 仲間た ちが， 教会の 若 
人の 前で 繰 り 広げる よう な 生活 こ そ ， 
現在， 私たちが 避けなければ ならな 
い 種類の 生活で ある。 南: 少年が こう 
した 醜い 生活の 実例 を 賞賛す る こ と 
がない ように， 私たち は 幼い 時から 
教育 を 始めなければ ならない。 子供 
たちの 世話 や 養育に あたって は， 肉 
体 的， 精神的， 知的 生活 はもと より， 
情緒 的 生活に ついて も 同様の 関心 を 
払う 必要が ある。 

若人に とって， 世に ありながら 世 
の ものと ならずに いる ことが， 今日 
程， 困難な 時代 はない。 だが， この 
重荷 は， 両親が 一緒にな つて 背負つ 
て やらなければ ならない。 家庭の タ 
ベ は， サタンの 攻撃に 対抗す るた め 

の， 重要な とりでで ある。 MIA のプ 
口 グラムに よって 教会の 若人 を あら 
ゆる 邪悪な 影響から 守り， また 世の 
中の 誘惑 を 拒んで 空白に なって いる 
若人の 心を満 たして やらな けれ ばな 
ら ない。 そ して， も ち ろん のこと， 
あらゆる 問題と 個人的な 疑問 を 解 く 
ための 一大 万能薬と なる の は， 祈り 
である。 朝に タに， ひとりで， また 
家族で 捧げる 祈りで ある。 


批判 したり 不平ば か り 言って いる 
大人 は， 関心 を 持ち 理解 を 示す 人た 
ちほ どの 効果 は 生み 得ない。 そして， 
純粋な 若人に は， 愛と 理解の みが， 
効果 を 持ち 得る ので ある。 また 純粋 
になる ために は， 人 は 愛に よって 
その 心が 動か されなければ ならない。 
私たち は， 若人た ちが 義 しい 生活 を 
していよ うが， 間違った 生活 をして 
いよう 力;， この 教会の 若人 を 愛さな 
ければ ならない。 このように すれば， 
私たち は， f,: 人たら に， 識別したり， 
学んだり する 機会 を 与える ことが で 
きる ので ある。 だが 同時に， 私たち 
は， 若人に， 正しい 選択 を させて や 
る 必要 も ある。 今日， これに 失敗し 
ている 人が 多い。 

確かに 「社会 全体に 神聖な もの を 
汚す 風潮が 著しくな り， そのために 
次代 を 担う 若人が 不当な 圧力 を 受け 
て， 光の 道と 暗黒の 道との 間で， 正 
しい 選択が できな く なる 時代が やつ 
て 来る。」 

願わく は， 私たちが 親と して また 
青少年の 指導者と して， 若人に 「正 
しい 選択」 をさせる だけの 力と 良識 
と を 身に つける ことができ るよう， 
へりくだって， イエス' キリストの 
み 名に より 祈る ものである。 ァーメ 
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戒め は 
き 直されるべき 力: 


十二使徒 評議員 会 会員 

リチャード . L  • エバンズ 


最近， 非常に 興味深い 質問と， 同 
じく らい 興味深い 答え を 耳に した 力;， 
そこから 話 を 始めたい と 思う。 その 
質問と いうの は， 「戒め は 書き直され 
るべき だと 思いません か」 という も 
ので あり， その 答 は， 「思いません。 
むしろ 読み直される べきです」 とい 
う ものであった。 

これ は 仲々 示唆に 富ん だ 指摘 で あ 
る。 そのため， この 点から， 基本的 
な 真理 を 幾つか 考えて みたい と 思う。 
言い換えれば， 神の 戒めに ついて で 
ある。 戒め は， 皆， 神聖な 源から 与 
えられた ものである。 長い 歳月に 及 
ぶ 経験 か ら， 私たち は戒 めの 必要性 
という ものが わかって きたし， 戒め 
を 無視したら どうなる かとい う こ と 
も わかって きた。 

それな のに， どうして その 戒め を 
拒 も う と して 自分の 生活 を 正当化し， 
不満と 不幸と 悲しみと 悲劇のう ちに 
生活 を 送る のだろう 力、。 

十戒から 始めて みる とよい と 思う。 
再三再四 読み返し， 十戒 を 額面 通り 
に 受け入れまい とする よ うな 人生 を 
過ごさな いのも， 意義の ある ことで 
ある。 

戒めの 中には， これこれし てはい 
けない と 書かれて いる ものが ある。 
そして， もしそう 書かれて いれば， 


それ は 書かれて いる 通り の 意味で あ 
り， それに は 理由が あるので ある。 
また， これこれしなさい と してい 
る 戒め も あるが， それに も 理由が あ 
る。 

いっか， 私たちの 天父が 私たちに 
しなさい と言われ ている ことと， し 
て はならない と言われ ている ことと 
を 調べて， 一覧表に してみ ると， 面 
白い かも 知れない。 親の 忠告に つい 
て も， 医師の 勧告に ついても 同じ こ 
と が 言 え る 。 

本質的に は， これが 福音の 中身で 
ある。 つまり， 生ける 御 父 力;， 子供 
たちに， 次のように 言って 聞かせる 
助言で ある。 「あなたた ち は， 限りな 
い 永遠の 可能性 を 秘めて いる。 また， 
自由 も ある。 それ を どう 使う か は， 
あなたた ちに 任されて いる。 つまり， 
私の 助言に 従った ときには， どうな 
る 力、 また 従わなかった ときには 何 
が 起こる かが 决 まるので ある。 どち 
らを 選ぶ か は， あなたた ちに 任され 
ている ので ある。」 

私たち は 皆， 毎日 何 かしら 選択 を 
している。 そして， 自分の その 選択 
の 結果 を受 け て 生活 しな けれ ばな ら 
ない。 

こ れ は 単純 明快 な ことで ある。 奥 
義 について あいま いなこ と を 言った 


り， つまらぬ ことに こ だ わつ た り ， 
議論 をしたり する た ぐ いの 問題で も 
ないし， 神の 言われた こと を 無視し 
ながら， 神の まだ 言われて いない こ 
と を 思案す るよ う なた ぐいの 問題で 
もない。 戒め や 求められ ている こと 
に 不平 を 唱える の を やめ， ただ 事実 
のみ を 見つめよ う ではない か。 

創造主と 私たちの 御 父 以上に， 肝 
要な こ と と 肝要で ない こ ととに 精通 
している 御 方が あるだろう 力、。 

賢人 や 哲学者な どが， 幾 世紀に も 
わたって， これら 一連の 問題と 取り 
組んで はきた が， いまだに 互いに 一 
致が 見られる よ うな 解答に は 到達し 
ていない。 

私 は， 学問 や 教育 や 研究に 対し， 
また 優れた 研究 成果 や， 誠実な 探求 
者の なし 得た 素 晴ら しい 業績に 対し， 
心からの 尊敬の 念 を 持って いる。 だ 
が 同時に， 神の み 言葉 や 神の 予言者， 
そして 人生の 目的に も， 敬意 を 払つ 
ている。 それゆえ， どこに 私たちの 
信頼 を 置く かが 問題な ので ある。 

私 は， これまで， 数々 の 有能な 人 
人と 知り合う 機会に 恵まれて きた。 
その 中には， 種々 の 宗教家， 知識層 
の 人々， 立派な 業績 を 達成した 人々 
などが おり， その 範囲 は， 150 力 国 近 
くに も 及んで いる。 だが 私 は， 自分 
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の 永遠の 生命 を かけて ま で 信頼が お 
ける ような 人物に は， つい ぞぉ 目に 
かかる こ と がなかった ので ある。 

時折， 人は聖 句の 意味に ついて あ 
いま いなこと を 言い， して はなら な 
いとよ く 知っていながら， それ を 行 
なって いる 自らの 行為 を 合理化し， 
正当化し ている。 そのような 人た ち 
は， 例えば このように 言う。 「『姦淫 
して はならない』 と あるが， これ は 
その他の 様々 な 不道徳な 行為に つい 

て 言って いるので はない。 知恵の S 

葉に しても， 人の ために ならない こ 
とが はつ き り している 物 や 商品 や 製 
品 や， 有害な 薬物な どす ベての もの 
について 言って いる わけで はな 

い。」 

もちろん， 戒めの 中に， すべての 
ものが 網羅され ている わけで はない。 
ベン ジャ ミ ン 王の 言葉に あるよ うに， 
「終りに のぞんで， 私 は 罪 を 犯す 手 
段 をみ な あげてお 前た ちに 話す こ と 
はでき ない。 罪 を 犯す 手段 方法 はい 
ろい ろあって， 数えつ くす ことが で 
きない ほど 多い からで ある。」 （モー 

サャ 4  ：  29) 

主 は， 私たちが， 知恵と 良識と を 
用いて， 肉体 や 精神 や 霊 や 人の 道徳 
にと つて， 明らかに ために ならない 

ものに ついては， a いの がれ をし な 
いよ う ， 望んで おられる。 何 かした 
り， 飲んだり， 食べたり する 前に， 
立ち止まって 次の よ う に 正直に 尋ね 
てみ るが よい。 「これ は 健康に よい か。 
幸福に 結び付く か。 神から 喜んでも 
ら える 力、。 自分 や 他の 人々 に 恵み や 
益 を もたらす か。 それとも 自分 を だ 
めに してし まう 力'。 良い ことなの 力、， 
悪い こ と なのか。」 

人が それ を どう 呼ぼう と 問題で は 
ない。 要は， それが 何な のか， また 
何 をす るの かが， 問題な ので ある。 
シュ イクス ビアの 言い方 を 借 り て 言 
えば， どう 呼び 方 を 変えよう とその 
本質に は 何ら 変わりなく， それ を ど 


う 呼ぼうと， する 事に は 何の 変わり 
も ない ので ある。 

も し， 道徳的な 罪 や 汚れの すべて 
が 聖典の 中で とがめられ ている わけ 
ではない と して 反論し よ うとす る 人 
が あれば， 聖典の 中で， あらゆるた 
ぐいの 悪事， 汚れ， 罪， 不純な 行為, 
不節制， 愚かな 習慣， ふさわしくな 
い 振る舞い などが 禁じられ ている 筒 
所 を 引き合いに 出して， そうした 誤 
り を 納得させる ことができる。 

なぜ ぐずぐず 言って いるの か。 ど 
うして， 事実 を 素直に 受け入れて， 
自分に 対して 正直に なろう と しない 
の 力、 

「 …… 神 を 恐れ， その 命令 を 守れ。 
これ はすべ ての 人の 本分で ある 。」 

(伝道 12  ： 13) 

救い主 は 言われた。 「も しあな たが 
たが わたし を 愛するならば， わたし 
のい ましめ を 守るべき である。」 （ョ 
ハネ 14  ： 15) 

だが， 私たち は， ただ 自分の ため 
だけ だとしても， やはり 戒め は 守る 
べきで ある。 

何年 も 前に， エマソン は， 「つぐな 

い」 と 題す る エッセィの 中で， 次の 
よ う に 書いて いる。 

「世界 は 九九 表 や 方程式の よ うな も 
ので ある。 いかに ひねく り まわして 
も ， その 釣 り 合い はく ずれない。 … 
…秘密 は 皆 明るみに 出され， 罪 は 皆 
罰せられ， 徳は皆 報 われ， 悪 は 皆 除 
かれる。 沈黙のう ちに， しかも 確実 


原因と 結果， 手段と 目標， 種と 実， 
どれ も 分かち難い。 結果 はすで に 原 
因の 中に 実 を 結んで いるから である。 

種の 中の 実 も 同じで ある。 …… 

あなたた ち は 何 を 手に入れよ う と 
している の 力 >， と 神 は 言われる。 代 
価 を 支払って 持って行く がいい。 •■■ 
…丁度 自分が した 分 だけ 支払われる 
の だ。 それ 以上で も， それ 以下で も 
なく。 


人 は 語れず， 己 を 裁く のみ。 …… 
あらゆる 意見 は， 皆 語った 本人に そ 
の 反動が 返って く る。 …- •• 

悪事 を なえば， 必ず 悪事に 悩ま 
される。 …… 

盗人 は 自分の もの を 盗み， 詐欺師 
は 自分 を 陥れる。 …… 

…… 代価 を 支払わずに 物 を 手に入 
れる こ と はでき ない。 

罪 を 犯して みよ， 厚く 積もった 新 
雪の 上 を 歩 くような もの だ。 丁度， 
森の 中 を 動き回る ゥ ズラ ゃキッ ネゃ 
リス や モゲラ が， その 足跡 を 残す よ 
うに。 ひとたび 口から 出た 言葉 は 呼 
び 戻す ことができない。 足跡 も 消す 
ことができない。 はしご も 引き上げ 
る ことができない。 いく ら 手掛かり 
を 残さぬ よ うにしても。 

…… 我々 は， 誘惑に 抗 する 力 を 得 
る。 …… 

人 は 皆， 愚かな 迷信の もとに 長い 
生涯 をお くる。 その 迷信に だまされ 
た り しながら。 だが， …… 人が 己 か 
ら だまされる こ と は 決してない。」 

私 は， リ 一 副 管長が， ェ マソ ンカ； 
言った 内容と 同じような こと を， 極 
めて 短い 言葉で 言われた の を 聞いた 
ことがある。 「成功した 罪人 はいな 
い」 という 言葉であった。 このす ぐ 
れた 言葉 を 深く 考えて みていた だき 
たい。 

償いの 律法が 人生に は 組み込まれ 
ている ので あるから， 私たち は， 常 
に 時間 を 割いて 立ち止まり， 自分が 
何 をして いるの 力つ 何 をして いない 
の 力、， そして， 何 を すれば よいの 力、， 
と 深く 考えて みるべき なので ある。 

青少年の 皆さんに 申し上げる。 神 

の 戒めな どに は 根拠 もな く， そんな 
もの を 破っても 大した 結果 を 招く わ 
けで はない と， 言葉 巧みに 言い寄る 
人々 力； いる。 

だが， だれに 従うべき 力、 そして 
だれが 正しい こ と を 言って いるの か 
を 見 分 け る た めの 指針 が 欲しい のな 
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ら， いつも 次のように 自問 するとよ 
い。 「この 人が 私に させよ う と してい 
る こと を 行な つたら， 私 は 幸福に な 
り， 平安 を 得られる だろう 力、。 自分 
の 可能性 を 最大限 弓 I き 伸 ばせ る の だ 
ろう 力 >。 それとも， しい 道 を 歩き 
出す の だろ う か。」 

理想 を こわし， 戒め を 拒み， 低い 
水準に 落と し 込もうと 画策して いる 
人々 に 従って はな ら ない。 

以前， 〔ヒ ユー •  B〕 ブラウン 副 管 
長が， 次のように 質問す るの を 聞い 
た ことがある。 「あなた は 悔い改めた 
いのです か。 それとも 言い訳が した 
いのです か。」 

クロム ゥ： ■： ルの 言葉から 引用し よ 
う。 「私 は あなたたら にお 願いす る。 
あなたた ち も 誤り を 犯す ことが 
あると いう こと を 考えて いて 欲し 
い。」 

もし， 自分の している ことのた め 
に， 肉体的に せよ， 精神的に せよ， 
道徳的に せよ ， 以前 よ り 低下 したと 
するならば， また， 平安が もしれ， 天 
父から その 心が 離れ， 永遠の 生命 を 
そこなう ことがあれば， その 人 は 過 
らを 犯して いるので ある。 

ジョン. ラスキン は a つてい る。 
「高慢 がすべ ての 大きな 過ら の 根底 
にある。」 

少なく と も， 高慢 は， 悔い改めの 
大きな 障害の ひとつで ある。 それ は, 
過ち を 正す ために は， まず 最初に， 
その 過ち を 認めなければ ならない か 
ら である。 

神が， 私の 愛する 青少年 諸君と 共 
に おられて， 祝福 を 授けて 下さり， 
あなたた ちが， 高慢 さ を jti 服し， 過 
ち を 認めて 正す だけの 謙遜 さ を 身に 
f-J- ける ことができ るよ うに。 

両親 を 敬って いただきたい。 信頼 
していた だきたい。 自分自身 を 尊ん 
でいた だきたい。 神 を 敬い， 神から 
授けられ た 知識 を 大切' に していた だ 
きにい。 人生 を もて あそんで はいけ 


ない。 私たちに は 一度の 生涯し かな 
いの だから。 

誘惑に 近づいて はならない。 自» 
が 危険 や 悪に どれく らい 近づける 力' 
調べて みたり， どれく らい 絶壁に 近 
づける か 調べて みた りする ような， 
愚かな まね はするべき ではない。 し 
て はならない こと， 行って はいけ な 
い 場所， 飲み食いして はならない 物 
などから は， 遠ざかって いなさい。 

そして， も し， 袋小路に 迷い込ん 
だり， 道 を 間違った りしたら， でき 
る だけ 早く， 今 すぐにで も 戻って 来 

て 欲しい。 そして， 悔い改めの 原則 
の ある こと を 神に 感謝す るので ある。 
すでに 知ら されて いる こ と を 求め 
て， あちこち fiJ 的 もな しに 捜し回る 
よ う な こと をして はならない。 昨今 
の 跪 弁 や 誘惑に 従 つて 生活して は な 
ら ない。 

心身の 破壊 を 助長す るよ うな もの 
ごとに， 決して 手 を 貸して はなら な 
い。 肉体的に も 道徳的に も， 心して 
最高の 装い をし， 決して 汚い もの， 
不潔な ものに 手 を 染めて はならない。 

親た ちに は， 子供た ちの 前に， 正 

L お: と 誉れと， 清 さと 義 しさと， そし 
て 義務に 対する 忠誠の 模範 を 示して 
いただきたい。 

子供た ちに は， 両親 を 愛し， 大切 
にして 欲しい。 あなた たらに 命 を 与 
えた 人で あり， あなた たちのた めな 
ら死を もい とわない 人で ある。 家族 
に は， 互いに 親密になる よう 勧める。 
愛と 思いやりのう ちに 家庭 を 営み， 
家族 同志 互いに 誇り を 感じ， 家族の 
一員で ある こと を 感謝し， 現在の 自 
分の 境遇 に 感謝で きる {ム 統を 築き 上 
げ ていた だきたい。 

戒め は 書き iH されるべき であろ う 
か。 决 して そんな こ と はない。 むし 
ろ， 私たちが 健康 や 幸福 や 平安 ゃ自 
尊 心 を 望むならば， 何度も 読み直し， 
私たちの 生活の 指針 とも， 標準と も 
すべき ものである。 


私 は， 愛する ある ステーキ 部長の 
言葉 を 思い起こ している。 私 は 彼が 
私の 心に 深い 思い を 刻み 込んでくれ 
たこと を 感謝して いる。 数 力 月 前の 

こと， 彼 は 私に こう rSj- つたので ある。 

「私 は 昔， 父と 馬 を 並べて， 迷った 
羊 や 牛 を 見つけ 出そうと， よく 放牧 
地 を 捜し回った ものです。 そして， 
山の 尾根 まで 登り， 遠くの く ぼ 地 や 
木立 を 見下ろす と， 父 はこう 言った 
ものです。 『あそこに いる。』 父 は 私 
よ り も 遠 y がき き ました。 私に は 見 
えない こと も 度々 でした。 でも 私に 
は， 確かに そこにい る ことが わかり 

ました。 父が そう 3 つたので すか 

ら。」 

愛する 兄弟 姉妹の 皆様， 私に も あ 
なた にも， そこに ある ことが わかつ 
ている ものが 数多く ある。 御 父が そ 
う 言われた からで ある。 私 は 御 父が 
生きて おられる こと を 知っている。' 
御 父が 私たち を その 姿に かたどって 
造られ， また その 御子， 救い主 を 遣 
わされて， 生命の 道 を 示し， 私たち 
を 死から 噴って 下さった こと を， よ 
く 知っている。 また 私 は， 神が， 私た 
ちの 受け入れる 度合いに 応じて， 私 
たちの 生活の 中に 入り込んで 来て 下 
さる こと を， そして， 神の 王国と 福 
音と 生命の 道が， 現に， 地上に あり， 
私たちが それに あずかつ ている こ と 
を 知っている。 私たちが 神の 与えら 
れた 勧告 を 受け入れるならば， 私た 
ち は， 自分の 持つ 最高の 可能性に 気 
付く ことで あろ う 。 反対に その 戒め 
に 背く ことがあれば， 自分が なれる 
はずの ものに なれず， 手に入れられ 
る はずの もの も 手に入れられず， ど 
こかで つまずいて しま うこと であろ 
う。 私 はこの こと を 知っている。 神 
が あなたた ち を 祝福し， 常に あなた 
たちと 共に いて 下さる よう， イエス' 
キリスト のみ 名に より 祈る もので あ 
る。 アーメン。 
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少し 前の ことで ある 力;'， 私 は， あ 
る 著名な 人物が， 若者の 最近の 傾向 
について 話して いるの を 耳に した。 
彼 は， 最近の 若者が その 親 たちのた 
どった 道と は 異なった 道 を 歩んで い 
る， という ことに 論点 を 合わせ， 親 
た ち が 子供た ち の 動向 に 懸念 を 抱い 
ている こと を 指摘した。 子供た ち は 
現代の 社会 変革の ために その 進む 方 
向 を 誤ってい ると， 親た ちが 信じて 
いると いうので ある。 

彼 はかなり の 時間 を さいて， 現代 
の 家庭に おいて 若者と その 親た ちの 
間に 見られる 「世代 間の 断絶」 とい 
う ことにつ いて 論じた。 そのと き， 
彼 は 若者 を 擁護す る 側に 立ち， 世の 
中 が 本当 の 意味で 進歩す る た め に は 
こ の 世代 間の 断絶が な ければ な ら な 
いと 主張した。 親と いうの は 過去の 
世代の 人間で あり， 私たちに は 新し 
い 考え方， 新しい 思想， そして 占い 
考 え 方 か ら の 脱皮が 必要 だか ら だ と 
言 う 。 彼の 論旨 は こうで ある。 子供 
が 親と 同じ 道 を 歩んで いたので は， 
絶対に 進歩がない。 だから， 既成の 
ものに 反対す る 若者の 動きに 強制 さ 
れて でも， 新しい もの を 受け入れる 
必要が ある， と a うので ある。 そし 
て 次の よ う に 質問した。 「新しい もの 
を 試して みなければ， おい ものの 方 
が 良い と は 言えな いん じ やないで し 


よつ 力つ と。 

彼 はさら に 話 を 続け， 親と 若者と 
の 間の 断絶 と か 相違 といった もの は 
永遠に 続ける 必要 はない が， 新しい 
思想 を 植え付け， 前進す るた めに は 
も つ と密な 関係 を 作る ための 一 準備 
段階と して， 一時的に は 必要で あろ 
う， と 言った。 そうすれば， 親 も 子 
供の 考え方 や 努力が もっとよ く 連 解 
できる し， 子供の 方で も 親 を もっと 
理解す る ことができ るよう になる。 
両者の 関係 も， こうして 調整 を 図れ 
ば， 一層 強められ るし， また 両者 間 
の 不一致が， こういう 知的な 歩み寄 
りに よって 解消 されれば， 若者と 年 
長者と がう まく 溶け合う こ ともで き 
るよう になる であろう， と言うので 
ある。 

それから 彼 は， 自分の 論拠 を 支持 
する ものと して， 珍しく  ， 聖典から 
引用した。 旧約聖書の 最後の 書の， 

最後の 2 節で ある。 

「見よ， 主の 大 いなる 恐るべき 日が 
来る 前に， わたし は 予言者 エリヤ を 
あなたがたに つかわす。 

彼 は 父の 心 を その子 供た ちに 向け 
させ， 子供た ちの 心 を その 父に 向け 
させる。 これ はわた しが 来て， のろ 
い を も つて この 地 を 撃つ こ とのない 
ようにす るた めで ある。」 （マラキ 4 
： 5  —  6  ) 


マラキ 書の 「父の 心 を その子 供た 
ちに 向けさせ， 子供た ちの 心 を その 
父に 向けさせる」 ために エラ イジ ャ 
(エリヤ） をつ かわす， と 書かれて 
いる この 聖句 程， 旧約聖書の 研究者 
たちに， 解釈 上の 問題点 を 投げ かけ 
ている 聖句 はない。 主の 大 いなる 恐 
るべき 日が 来る 前に 遣され る， この 
エラ イジ ャ と は 一体， どういう 人物 
なのだろう か。 彼の 生涯の 中から， 
重要な 出来事 を 振り返って 考えて み 
よ う 。 

エラ イジ ャ が 最初に 記録に 登場す 
るの は， 彼が ガリ ラャ 地方， ョルダ 
ン川 東部に ある ギリ アデの テシ ベの 
出身で あると 述べられ ている 筒 所で 
ある。 彼に 関連す る 出来事 は， キリ 
ス 卜の 生誕から 9 世紀 前に 起こって 
いる。 この 偉大な 予言者 は， バ アル 
崇拝 をす すめて いる 人々 に 反対し， 
エホバ こそ ィ ス ラエルの 真の 神で あ 
ると 主張して やまない 指導者の ひと 
りであった。 彼の 生涯に は， 数多く 
の 奇跡が 見られる。 

エラ イジ ャ は ァハブ 王に 向かい， 
かんばつが 起こる と 予言した。 そし 
て 事実， その 地 はかん ばつに 見舞わ 
れた。 予言者 は ヨルダンの 東部に 移 
り， ケリ テ 川の ほと り に 住んだ。 彼 
は 川から 水 を 飲み， 主 はからす をお 
くって， 夜に 曰に 彼 を 養わせた。 だ 
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力；， かんばつの ため， 川の 水 も 千 上 
がり， 他に 避難の 地 を 求めた。 

主の 導き を 受けた 彼 は， ひとり 息 
子と 暮ら している 貧しい やもめ 女の 
所へ 行った。 エラ イジ ャは， 町の 門 
のと ころで その 女 を 見つけ， 水と パ 
ンを 乞うた。 すると その やもめ 女 は 
答えて aT つた。 「あなたの 神， 主 は 生 
きて おられます。 わたしに は パン は 
ありません。 ただ， かめに 一握りの 
粉と， びんに 少しの 油が ある だけで 
す。 今 わたし はたきぎ 2，  3 本 を 拾い， 
うちへ 帰って， わたしと 子供の ため 
に それ を 調理し， それ を 食べて 死の 

うとして いるので す。」 （列 王 上 17  ： 
12) 

エラ イジ ャは 女に 言った。 「恐れる 
に は 及ばない。 ひと 握りの 粉 も， び 
んの油 も 決してなくなる こと はな 
い。」 事実， かんばつの 間中， 不足す 
る こと はな かつ た。 

この間に， この やもめ 女の 息子が 
病気に なり， 死んだ。 というより， 
死に かかった。 エラ イジ ャが主 を 呼 
び 求めた ため， その 少年 は 再 び 息 を 
吹き返した。 

その後， 主はェ ライ ジャの もとに 
現われ， ァハブ 王の 所へ 行く よう 告 
げた。 また， かんばつ も 終わる と 言 
われた。 ァ'、 ブは， ッ 口の 王の 娘で 
ある ィ ゼ ベル を 妻に め と つていた。 
ッロ では， バ アル 神の 礼拝が 行なわ 
れ ており， ィゼ ベル はこの 宗教 を 持 
ち 込んだ。 そしてへ ブル 人に バ アル 
信仰 を 伝え， へ ブル 人の 宗教と イス 
ラエルの 神に 対して， 敢然と 戦い を 
いどんだ。 

エラ イジ ャ が ァハブ 王のと ころへ 
行って， かんばつの 終わり を 告げた 
とき， ァハブ は， エラ イジ ャの ため 
にィ ス ラエルが 悩まされ たと 言って 
責めた。 そ こ でェ ライ ジャ は， 王 こ 
そ 主の 戒め を 捨てて， バ アルに 従つ 
ている と， ァ'、 ブを 非難した。 エラ 
イジ ャは， ィゼ ベルに 養われて いる 
バ アルの 予言者た ちに 戦い をい どむ 
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ことにな り， カルメル山へ 行って， 
主が 神 か， バ アルが 神 か 決着 をつ け 
よ う と 申し出た。 

ァハブ は イス ラエルの 人々 を 皆， 
カルメル山に 集めた。 人々 が 見守る 
中で， エラ イジ ャは， 450 人の バ アル 
の 予言者に ただ ひと りで 相対して い 
た。 そこに は， 祭壇が ふたつ， ひと 
つ は 主の ために， もう ひとつ はバァ 
ル のために 築かれ， 祭壇に 載せた 火 
のつ いていない たきぎの 上に は， 供 
え 物の 子牛 力; 置かれた。 そして， 火 
を もって 答える 神 を， 神と して 受け 
いれる ことにな つたので ある。 まず, 
450 人の 予言者た ちが 始めた。 彼ら は, 
朝から 昼まで バ アル を 呼び 求めた が, 
答 は 何もなかった。 彼ら は， 狂った 
ように 祭壇の まわり を 踊り， 刀 やや 
りで 身 を 傷つけ， 血 を 流した。 だが 
それでも 答はなかった。 

次に ェ ライ ジ ャの番 となった。 彼 
はかめ に 水 を 入れて 持って来 るよ う 
に 言い， その 水 を 自分の 用意した 供 
え 物の 上に 注がせた。 そして 彼 は 言 
つた。 「『アブラハム， イサク， ヤコ 
ブの 神， 主よ， イスラエル では， あ 
なた が 神で ある こと， わたしが あな 
たの しもべであって， あなたの 言葉 
に 従って このす ベての 事 を 行つ たこ 
と を， 今日 知らせて く ださい。 

主よ， わたしに 答えて く ださい， 
わたしに 答えて ください。 主よ， こ 
の 民に あなたが 神で ある こと， また 
あ な た が 彼 らの心 を 翻された ので あ 
る こと を 知らせて 下さい。』 

そのと き 主の 火が 下って 燔 祭と， 
たきぎと， 石と， ちりと を 焼きつ く 
し， また みぞの 水 をな めつ くした。 

民 は 皆 見て， ひれ 伏して 言った， 
『主が 神で ある。 主が 神で ある。』」 
(列 王 上 18  ：  36—39) 

空 力; 黒くな つて， 雲と 風が 起こり， 
大雨が 降 つ て かん ばつ は 終 わった。 

これ を 聞いて ィゼ ベル は 怒り， ェ 
ライ ジャ を 殺す と 脅した。 エラ イジ 
ャは 南へ 逃れ， ベ エルシ バへ 行って, 


シ ナイの 荒野に 人った。 その 荒野で 
の 主と エラ イジ ャの 出会い は， メン 
デル ス ゾー ン の 作曲 した 「エラ イジ 
ャ オラトリオ」 という 美しい 音楽の 
主題と なって いる。 

山の 上で ェ ライ ジャ は， 強い 風に 
吹かれた。 シ ナイ 山の 岩 も 細かく 砕 
かれた。 地震 も あり， 火 もあった。 
そ して その後に 訪れた 静寂の 中から， 
主の み 声が 聞こえた。 「ェ ライ ジャ よ， 
あなた は ここでな に をして いるの 
か。」 エラ イジ ャは 答えた。 「 …… ィ 
ス ラエルの 人々 は あなたの 契約 を捨 
て …… わた しの 命 を 取ろ うとして い 
ます。」 （列 王 上 19  ：  9 一  10) ェ ライ 
ジャを 捕らえる ため に 軍勢が 2 回送 
られ たが， エラ イジ ャは 天から 火 を 
呼んで， 軍勢 を ことごとく 焼き 尽く 
した。 

ェ ホバの 偉大な 擁護 者 ヱ ライ ジャ 
とその 友ェ リ シ ャ は， 一緒に ェ リ コ 
から ョ ル ダンに 向かって 歩いて 行つ 
た。 エラ イジ ャは 外套 を 取って 水 を 
打った。 水が 左右に 分かれた ので， 
ふたり は 乾いた 土の 上 を 渡って 行つ 
た。 

「彼らが 進みながら 語って いた 時， 
火の車と， 火の 馬が あらわれて， ふ 
た り を 隔てた。 そ して エラ イジ ャは 
つむじ 風に 乗って 天に のぼった。」 
(列 王 下 2  ： 11) 

ヱ ライ ジャ の 話 は 旧約聖書の 中に 
書かれて おり， 新約聖書 にも 多少， 
言及した 箇所が ある。 しかし， それ 
以上の 啓示がなかったら， 私たち は, 
エラ イジ ャの 使命 や マ ラキの 言った 
約束の 意味な どに ついては， 全く わ 
からず じまいだった ことであろう。 
この 神権 時代に なって 最初に 記録 さ 
れた 啓示 は， 天使 モロ ナイが 予言者 

ジ ヨセフ. ス ミス に 語つ た a 葉で あ 
る 力；， これ は， ほぼ マラキの 使った 
言葉の 繰り返しであって エラ イジ ャ 
が 間もなく やって来る という こと を 

暗に 示して いた。 8 年後， カー トラ 

ン ド 神殿の 献堂 式から 数日た つた あ 


る 曰， ジ ヨセフ 'ス ミスと オリバ一. 

力 ゥ ド リ が 神殿で そろって 祈って い 
ると， 驚くべき 示現が ふたりの 前に 

開かれた。 教義と 聖約第 110 章の 中 か 

ら 少し 読んで みたい と 思う。 「われら 
の 心よ り 覆い 取 去られて 覚りの 眼 開 
かれた り 。」 

主が 教壇の 胸 欄の 上に 現われ， ふ 
たりに 語り 力' けられた。 モー セが現 
われ， ェ ライ ヤスが 現われ， さらに 
記録 は 次の 様に 続いて いる。 

「この ポ現閉 ち' ら るる や， また 別の 
雄大に して 栄光 ある 示現 突如 開かれ 
たり。 すなわち， 死 を 味わう ことな 
く 天に 上げられし 予言者 エラ イジ ャ 
われらの 前に 立ちて 曰 く ， 

見よ， ここに 於て 正に その 時 は 全 
く 至れるな り。 そ は' 許て マラキの 口 
によりて 言われし ことにして， すな 
わち 主の 大ぃ なるお そるべき 日の 来 
らん 前に， 彼 （ヱ ライ ジャ） 遣わさ 
るべ し。 

すなわち ェ ライ ジャは 来りて 先祖 
の 心に 子ら を 思わせ， 子ら の 心に 先 
袓を 思わせん， 然ら ずば， 全地 は m 
い を もて 打 たるべし， と言われ しこ 

と を 証す る 時な り。」 （教義と 聖約 110 
： 1, 13 — 15) 

過去 何 世紀に も わたって， 多くの 
人々 力;， 福音の 知識な く して， 生活 
し， 死んで いる。 この 知識が なかつ 
たら， どのよう にして 裁かれる ので 
あろう 力、。 ぺ テロ は， キリスト が 十 
字 架上で 殺された 後の 様子 を， 次の 
よ う に 言って いる。 「霊に おいて は 生 
かされ •••••• 彼 は獄に 捕われて いる 霊 

どものと ころに 下って 行き， 宣べ伝 
える こと をされ た。」 （I ぺ テロ  3  ： 
18—19) さらに 次のように 付け加え 
ている。 「死人に さえ 福音が 宣べ 伝え 
られ たの は， 彼ら は 肉に おいて は 人 
間と して さばき を 受ける が， 霊に お 
いて は 神に 従って 生きる よ う になる 
ためで ある。」 （ I ぺ テロ  4  ：  6  ) こ 
う して， 福音の 知識な く して 死ぬ 人 


人に も， ？ i 音 を 聞き， 受け入れ， そ 

して'、' ブ テス マ を 受ける 機会 力 ひ i え 
られ るので ある。 

この 地上に 生 を 受け， パプ テス マ 
を 受ける 機会 もな く 死んで 行った 人 
人に は 永遠に わたって その 機会が 与 
えられない などと いう こと 力;'， 筋の 
通った 論理と S える だろう か。 現に 
生きて いる 人が 死者に 代わって パプ 
テス マ を 執り行な う という ことに， 
何 か 不合理な 点で も ある だろ う か。 
恐らく， 死者の ための 身代わりの 業 
のうち， 最大の 模範 は， 救い主 御自 
身であろう。 救い主 は， 身代わりの 

W いとして， その 命 を ささげられた。 
死んだ 者が 再び 生き， 永遠の 生命に 
あずかる ためで ある。 救い主 は， 私 
たちが 自分の 手で やれない こと を， 
私たちに 代わって して 下さった。 同 
じょうに して， 私たち も， 生きて い 
る 間に 自 分で 儀式 を 受ける 機会が な 
かった 人々 のために， 代わって 儀式 
を 執り行な う こ とがで き るので ある。 

死者に 代わって 行なわれ るの は， 
何も バプ テス マ だけで はない。 ェン 
ゲ ウメ ントも そうで あるし， 結び 固 
め もそう である。 この 結び 固めに よ 
り， 妻 は その 夫の 永遠の 伴侶と なり， 
子供た ちと は 家族と して， 結 び め 
られ るので ある。 家族と いう 単位の 
結び 固め は， 神の 家族が 完全な もの 
となる まで 続けて 行なわれる。 これ 
は， 時 満ちた る 神権 時代に 行なわれ 
る 偉大な 業で ある。 この 業に より， 
父の 心が 子供た ちに 向けられ， 子供 
た ち の 心が 父 に 向 けられる ので ある。 
神の 家族が ひとつと なり， 噴い を受 
ける という こと は， 地の 基が 置かれ 
る 前に， 神が 定められた 計画で あつ 
た。 

私 は 証 申し上げる。 この 予言者 こ 
そ， あの， からすに 養われ， 決して 
つきる ことのない 粉と 油と によって 
生活した 予言者で ある。 また， や も 
め 女の 息子の 息を吹き返ら せ， 燃え 


ない 火に よって， 自分の 供え物 を 焼 
き 尽くさせ， 火の車に 乗って 天に 取 
り ヒ げられ た， あの 予言者であって， 

この 同じ 予言者が， マラキの 予 H 通 
り， 今日 現われた ので ある。 彼 は， 
現在， 今の 世代の 人々 と 昔の 世代の 
人々 の 心 を 互いに 向けさせ 合う 働き 
をして いる。 

この 時代に なって 神殿の 設が始 
まる 前 まで は， また， エラ イジ ャカ； 
現われる 前まで は， 昔の 家族 を 捜し 
出したり， 調べたり する ことに は ほ 
とん ど 関心 力; 払われて いなかった。 
しかし 神殿が ii? 設 されて 以来， 系図 
に対する 関心 は， 世界中で 加速度 的 
に 高まって いる。 世界の 45 力 国 を 代 
表する 数百 人の 人々 が ソル トレー ク- 
シ  ティーに 集まって，  世界記録 会議 
が 開かれた こと は， こうした 関心の 
高まり を 示す， ひとつの 証左で ある。 

ここで， 現代の 若者の 傾向に つい 
て 語った あの人 物の 話に 戻ろう。 マ 
ラキの 言葉 は， 末の 日に おける エラ 
イジ ャの 使命 は， 親と 子の 間の 不一 
致 を 解消し， 家庭に 平穩を 取り戻し， 
世代 間の 断絶に 終止符 を 打つ という 
ことだった のであろう か。 もちろん， 
そうで はない。 現代に 与えられた 啓 
示 を 読めば， その 本当の 意味が わか 
る。 今の 質問に 答える ために， ジョ 
セフ. スミ スの 言葉 を 読んで みよ う 。 

「 …… これが ェ ライ ジャ のみた まで 
ある。 すなわち， このみ たまにより， 
私たち は 死者 を い， 天に いる 先祖 
と 私たち 自身と を 結び付け， 第一の 
復活に よみがえ るよ う 死者 を 結び 固 
める ので ある。 」 (Mocumsntcrry 
History  of  the  Church  「教会 歴史」 
第 6 巻， p.  252) 

エラ イジ ャ のみた まが 私た ちの 心 
の 奥深く 燃え， 私たちが 神殿に 心 を 
向ける ことができ るよう， イエス' 
キ リ ス 卜の 御名に よ り， へりくだつ 
て 祈る。 ァーメ ン。 
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末日 聖徒 ィヱス 'キリス ト 教会の 
信仰箇条の 中に， 次のように 宣言し 
ている 箇所が ある。 「われら は， 正直 
…… なるべき こと …… を 信ず。」 （信 

仰 箇条 第 13 条） 

だが 私た ち は 単な る 方針 として， 
正直と いう こと を 信じて いるので は 
ない。 正直と いう こと は， それより 
は る かに 大切な ことで ある。 正直 は 
神の 王国で 救い を 受ける ための， 一 
原則で ある。 正 1&- でなければ， 救い 
はあり 得ない。 いかなる 人 も バプテ 
スマを 受けず して 救われる ことが な 
いように， 正直で なくして 救われる 
者 はだれ ひと り と していない。 復活 
なく して 天の 王国で 進み 行く ことが 
できない よ う に， 正直で な く して 日 
の栄の 王国に 入る こと はでき ない。 

神 は 不道徳 を 責められ ると 同様， 
偽善 を も 非難され る。 偽善 は， 不正 
直の 中で も 最悪の ものの ひとつ だか 
ら である。 神が 地獄に ついて 語られ 
ると き， 特に， 不正直な ものが そこ 
へ 行く ことになると 言われる。 清く 
ない 者が 神の み 前に 出る こ とがで き 
ない よ う に， うそをつく 者 も， だま 
す 者 も， 偽善者 も， 神の 王国に 住ま 
う こ と はでき ない。 

不正直 は 利己心と 固' く 結びついて 
いる。 利己心が 不正直の 根源 だから 
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である。 ほとんど あらゆる 混乱の 根 
底に は 利己心が あり， 私たち は それ 
で 心 を 痛めて いる。 お 互いに 思い や 
る 心がない ために， 無数の 悲しみが 
引き起こされ ている。 

もし 人類 が 皆 正直 であったなら， 
この 地上に 天国 を 作る ことができる 
だろう。 軍隊 を 持つ 必要 もなければ， 
どんな 小 さ な 地域 にも 警官 を 配置す 
るよう な こと をし なく てす むで あろ 
う。 と言うの も， そのような 状態に 
なれば， 犯罪 もな く， 他人の 権利 を 
侵害す る こ と もな く 人が 人に 暴力 を 
振る うこ ともなく なる からで ある。 

離婚の 原因 もなくなる であろう し, 
過 ち を 犯す 夫 も 不貞な 妻 もい なく な 
るであろう。 親子の 間の 争い も 消え 
うせ， 青少年の 犯罪 も 終わり を 告げ 
る こと であろ う 。 

だがし かし， 私たちの 社会の 中で， 
うそをついた り だま したりす る 傾向 
ほど 広く はびこつ ている もの 力； ほ 力、 
にある だろ う か。 

麻薬 業者 は うそをついて， 子供 を 
悪習に 陥れよ う と 誘い， 好色漢 はう 
そ をつ いて， 少女に 純潔 を 捨てさせ 
ようと 口説く。 

詐欺師 は うそをついて， 詐欺 商法 
の 犠牲者 を 作り出す。 

脱税 者 は うそをつい たために， 被 


告席 に 座らな けれ ばな ら ない はめに 
なる。 また， 学校で 学生が 行なう 力 
ン ニン ゲも， うその 一種と 言える。 

子供が うそをついたり， また 親が 
うそをついたり すると， 世代 間の 断 
絶が 生まれる。 

いかさま 職人 は うそをついて， 満 
足に 修理 も していな いのに それ を 隠 
す。 

うそに う そ を 重ねて 生活して いく 
と， 人 は 偽善者になる。 

夫婦 間の 不信 を 生み出す の も， ふ 
たりの 間のう そで ある。 横領 犯人 は 
うそをついて， 帳簿 を 偽造す る。 

うそをついた り だま した り したい 
と 思って いると， 母親 は 万引き を 働 
くように なり， それ を 助ける 子供 は 
将来 犯罪者になる 可能性 が ある。 

隣近所の うわさ すずめの 口にの ぼ 
るう そのために， 多くの 罪のない 人 
たちの 人格が 犠牲に される。 

不正直な 人 は， 仲間 を だまそうと 
したり， 恥 を かかせよ うとしたり， 
故意に 傷つけ た りしょう とする。 

家長が 不正直 だと， 小さい 子供が 
新聞配達 をして 集金した お金 を だ ま 
し 取る よう になる。 

婚前交渉 は 試験 結婚の ひとつの 型 
にすぎないと 教える よ うな 牧師 は， 
うそをついて， 少女た ちに， 貞潔 を 


捨てさせよ う と 口説いて いるのと 変 
わりない。 少女た ち は 純真で f 可 も 知 
ら ないから， そのような 牧師の 言葉 
を 信用す るか も 知れない。 だが， 婚 
前 交渉 は 罪で はない と 教えた ために， 
この 牧師 は 神の 裁きの 座で， どれ ほ 
ど 大きな 代価 を 支払わなければ なら 
ないだろう 力、。 全能の 神が シ ナイ 山 
の 山上から， 「あなた は 姦淫して はな 

ら ない」 （出 エジプト 20:14) と 雷鳴 

のよう な 声で 語られた の を， よく 知 
つてい る はず だからで ある。 

妻 をのの し り ， 子供 を 馬鹿にし， 
家庭で 獣の よ う に 振る舞う 偽善者 は， 
うそをついて， 日曜日に 敬 に 責任 
を 果たし， 聖歌隊で 歌 を 歌い， 主の 
晩餐の 聖 なる しる し を 取る。 

のぼせ 上つ た 女の子 は うそをつい 
て 両親 を だまし， た だた だ 堕落 さ せ 
る ことし か 考えない 男の子と， 罪の 
生活 を 始める。 

「うそをつ いてまで 生きよ う と は 思 
わない」 と 一度 も 自分に 言い聞かせ 

たことの ない ほど， 4：、 の 腐り 切った 
人間が いる だろ う か。 

私たち 末日 聖徒 は， 神の 存在 を 信 
じている。 そして 神の 存在 を 信じれ 
ば こそ， 私たち は 悪魔の 存在 も 信ず 
るので ある。 だが この 悪魔 こそ' 偽 
り 者な ので ある。 あらゆる 偽りの 父 
である。 だから だました り， うそ を 
ついたり， 欺いたり， 誤った こと を 
教えたり する 人間 は， 悪魔の 嫌に 
なる ので ある。 

聖典に 次の よ う に 書かれて いるの 
に， なんの 不思議 もない。 

「主の 憎まれる ものが 六つ ある。 
否， その 、に， 忌み きらわれる 
ものが 七つ ある。 
すなわち， 高ぶる 目， 偽り を 言 
う 舌， 罪な き 人の 血 を 流す 手， 
悪しき 計り ごと をめ ぐらす 心， 
すみやかに 悪に 走る 足， 
偽 り をのべ る 証人， 
また 兄弟のう ちに 争い をお こす 


人が これで ある。」 

(箴言 6  ： 16-19) 
聖典 はこの ffi 句の ほとばし るよ う 
な 勢いの 後 を 受けて， 続く 節で 別の 
憎むべき 罪 を あげてい る。 この 罪 も， 
うそ や 偽り と は 切り離せな いもので 
ある。 これ は， 快楽 を 求める 性的な 
罪であって， 神 は， この 罪 は 人を滅 
ぼす と 言って おられる。 近代の 啓 
でも， 主 は 来るべき 世の 地獄の 様子 
について 語られ， 地獄に 落ちる 人 を 
次の よ う に 列挙して いる。 

「 これらの 者た ち は 偽り を g う 者， 
魔術 を 行う 者， 姦淫 を 行う 者， 娼婦 
を 買う 者， また 何人に まれ 偽り を 好 
みて これ を 言う 者た ちな り 。 

これら の 者 は 地に 於て 神の 怒 り を 
受 くる 者な り。 

これらの 者 は 永遠の 火の 報い を受 
く る 者な り 。 

これら の 者 は …… 地獄に 投げ入れ 
られ， 全能の 神の 怒り を 受けて 苦し 
むべき 者な り。」 （教義と 聖約 76: 103 
-106) 

私たち は ほとんど 皆， キリスト教 
徒 だと 自称して いる。 キリス 卜の み 
名 を 受け， その 聖 なるみ 名に よって 
礼拝して いるから だとい う。 だが 私 
たち は， 本当に， 正真正銘の キリス 
ト 教徒であろう 力 >。 私たちの 礼拝 は， 
本当に 主に 受け入れられ ている だろ 
う 力、。 これ を 判断す るた めに は， 私 
た ち が 本当 に 主の 戒 め を 守って いる 
かどう か 自問して みれば よい。 もし 
守って いなければ， 私たち は， キリ 
ス ト のみ 名 を 受ける 資格が ある だろ 
うか。 

ある 人が こう 尋ねた。 「あなた 力; 法 
廷でキ リ ス ト 教徒で ある こ と を 実証 
しなければ ならない としたら， あな 
た は 何 を 証拠 にあげる だろう か。」 

キ リ ス ト 教徒た る 者 は， キリスト 
教徒に ふさわし いという ことの 中に 
は， 力' けら ほどの 偽り も 入る 余地が 
ない こ と を 知っていなければ ならな 


い。 偽善の 中には， it 義 はなく， う 
その 中には 良い こ と はなに もない。 

私たら が 認識し なければ ならない 
こと は， 神の 目から 見て， 正 直 でな 
かったら， 私たち は 決して 清く はな 
く， また，； くない もの は 神の み 前 
に 出る こと はで きないと いう ことで 
あ る 。 不正 な 行 ない に 走る こと は， 
キ リ ス ト 教徒と しての 生活の 道から 
はずれる ことで ある。 キリスト に 背 
く 者 は， 反 キリスト となる。 私たち 
の 中で， そのような 状態に 甘んじら 
れる 人が いるだろう 力'。 反 キリス 卜 
という こと は， キリス 卜に 敵対す る 
ことで あり， キリスト に対して 戦い 
をい どむ ことで ある。 また 口に 出さ 
なくても， 従わない こと 自体が 反キ 
リス 卜で ある。 キリスト に 対 して 戦 
い をい どむ という こと は， 私たちの 
生活の 中から 神 を 追い出す ことで あ 
り， とどのつまり は， 自己の 破滅 を 
招く ことで ある。 

人 は 哲学者ぶ つて， 神 はいない と 
言う こと もで きょう。 宗教 を 神話と 
呼ぶ こと も， 自分自身の 知的 概念 を 
作り上げる こと もで きょう。 だが そ 
んな もの は 何の 役に も 立たない。 神 
が 存在す る 証拠 は， 圧倒的に 多い。 
神 を 否定し よ う と して どれ 程 異議 を 
申 し 立てよ う と， どれほど， 空虚な 
理論 を 集めよ う と， 遠く その 足下に 
も 及ばない。 ある 詩人が 言って いる 
ように， 「神 はいない と 言い張る の は， 
愚か者 だけで ある。」 

偉大な 進歩 を 遂げた 今日， 私たち 
の 記憶に ある 限り， 今の 時代 ほど， 
神の 存在 を 信ずる 理由が 整って いる 
時代 はない。 どの 探険 をと つてみ て 
も， どの 科学 上の 業績 をと つてみ て 
も， あるいは 人類 を 月に 送った こと 
をと つて みても， ことごとく， 神の 
/了: fr: と 力 を 断言して いる。 

偶然の 中には， なんの 精密 さもな 
く ， 自然発生の 中には， なんの 確実 
性 もない。 だが， 宇宙に は， 精密 さ 
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も 確実性 も ある。 そして 現代の 偉大 
な 科学者た ち も 言って いるよ う に， 
こ う した 宇宙の 森羅万象 は， 神の 栄 
光 を 表わして いるので ある。 そして， 
いにしえの 詩篇 作者と 共に， 声 を あ 
げて 歌い 叫ぶ ので ある。 

「地と， それに 満ちる もの …… は 主 
の ものである。」 （詩篇24 篇 参照） 

も し 私たちが 福音に 少しで も 関心 
が あるの なら， 真心から それに 従つ 
て 生きるべき である。 自分 を 欺いて 
も， 己の 無分別の 犠牲に なっても， 
何ら 得る ところ はない。 子供で さえ 
理解で きる 単純な 真理が ここに ある。 
すなわち， 天の 王国に 救われた いと 
思うなら， 私たち は その 律法 を， 正 
直に， 完全に， しかも 真心から 守つ 
て 生活し なければ ならない という こ 
とで ある。 中途半端な 態度 は， 主の 
望まれる ことで はない。 主 はなまぬ 
るい 者に 向かい， そのような 者 は 口 
から はき 出す， と言われ ている。 

主が 私たちに， 心 をつ く し 勢力 を 
つく し 思い をつ く し 体力 をつ く して 
仕える よう 戒められた ことに，. どう 
して 疑い を さ し はさむ のであろう か。 

疑いの 心 を もって 命令 を 受け入れ， 
これ を 不精不精に 守る もの は 罪に 定 
めら れる と 主が 言われた こ と を 忘れ 

てはいないだろう 力'。 （教義と 聖約 58 

私たちが 本当の 意味の キ リスト 教 
徒にな りたい と 願うなら， 次の 言葉 
を 常に 心に 留め， 実践すべき である。 

「 …-' 祭壇に 供え物 を ささげよ う と 
する 場合， 兄弟が 自分に 対して 何 か 
うらみ をいだ いている こと を， そこ 
で 思い出したなら， その 供え物 を 祭 
壇の 前に 残して おき， まず 行って そ 
の 兄弟と 和解し， それから 帰って き 
て， 供え物 を ささげる ことにし なさ 
い。」 （マ タイ 5  ：  23-24) 

「だから， 何事で も 人々 からして ほ 
しいと 望む こと は， 人々 にも そのと 
おりに せよ。」 （マ タイ 7  ： 12) 


「自分 を 愛する よ うに あなたの 隣り 
人 を 愛せよ。」 （マ タイ 22  ：  39) 

そして， 主が 次の ような 特別の 戒 
め を 与えられ たこと を 覚えて いるた' 
ろう 力、。 「偽善者 たちのよ う にす る 
な。」 （マ タイ 6  ：  5  ) さら に 次の よ 
うに われた。 「だれも， ふたりの キ. 
人に 兼ね仕える こと はでき ない。 … 
…あなたが たは， 神と 富と に 兼ね 仕 
える こと はでき ない。」 （マ タイ 6  ： 
24) 

また 次の よ う な， 極めて 重大な 聖 
句が ある。 「欺く こと をす る 者 は， わ 
が 家のう ちに 住む ことができません。 
偽り を 言う 者 はわが 目の前に 立つ こ 
とがで きません。」 （詩篇 101 ： 7  ) 

全能の 神はシ ナイ 山から， 盗んで 
はならない という 戒め を 与えられた 
とき， 同時に 次のように 言われた。 

「あなた は 隣人に ついて， 偽証して 
はならない。」 また， 隣人の もの をむ 
さ ぼって はならない， とも 言われた。 

(出 エジプト 20  ： 16 — 17 参照） 
近代の 啓示の 中で， 主 は 次の よう 
に 力強く 言われて いる。 「汝ら 偽り を 
言うな かれ。 偽り を 言いて 悔い 改む 
る こ ころな き 者 は 捨て らる べし。」 

(教義と 聖約 42  ：  21) 
また 主 は， キリスト教の 教えの 重 
要な 部分 を， 次の よう な 偉大な 言葉 
で 言い表わされた。 「汝ら 隣人の 悪口 
を iEi いまた これに 害 を 与う る ことな 
かれ。」 （教義と 聖 約42  ：  27) 

それから， 全く 違った 観点に 立つ 
て， 人々 に， 貪欲 は あらゆる 形の 不 
正 Li: を もたらす からこれ を 避ける よ 
う にと 教える と 同時に 主 は 私たちに， 
も つ と 高い 次元の 道 を 歩む よ う 求め 
て おられる。 私たち は， 同胞から 取 
るので はな く， 与える こと を 学ぶ 必 
要が ある。 文字通り 良き サマ リ ャ人 
となって， 周囲に いる 多少な りと も 
恵まれない 人々 に 分け与え， また 同 
胞 に対して 本当の 愛 を 示 さ なければ 
ならない ので ある。 主 は 言われた。 


「 …… 汝ら 貧しき 者の こと を 思い起 
こし， 彼らに 与えざる ベから ざる 扶 
助の ために， …… 己が 財物 を 神に 奉 
献 せよ。 また 汝らの 財物 を 貧しき 者 
に 分ち 与うれば 汝ら これ を われに 為 
すなり， …… 」 （教義と 聖約 42:  30 — 
31) 

救い主 は， 罪の 重荷が 大きい こと 
を 知って おられる。 主 は， 私たち 一 
人 一人の ために， ゲッセ マネと 十字 
架上に おいて， その 重荷 を 背負われ 
たので ある。 主 は， 罪深い 生活が 代 
価 も 大きく 悲惨な もので あり， また 
罪悪が 決して 幸福 を 生じた こと はな 
い， という こと も 知って おられる。 
主 は 私たちに も つ と 軽い 荷 を 背負う 
ように， つまり， 喜び や 安心感 や 深 
い 満足感と いった 荷 を 背負うよ う に 
と， 招いて おられる。 主 は 次の よう 
に 言われた。 

「すべて 重荷 を 負うて 苦労して いる 
者 は， わたしの もとにき なさい。 あ 
な たがた を 休ませて あげよう。 

わたし は 柔和 で 心の へり くだった 
者で あるから， わたしの くびき を 負 
うて， わたしに 学びなさい。 そうす 
れば， あなたがたの 魂に 休みが 与え 
られ るであろう。 

わたしの くびき は 負い やすく， わ 
たしの 荷 は 軽い からで ある。」 （マタ 
ィ 11 ： 28—30) 

主 ははつ きりと， 私たち は 皆 悔い 
改める 必要が あると M つて おられる。 
また， 私たちが 真実 悔い改めて， 主 
の 愛と 赦 しと， また 従順と いう く ぴ 
きを 受け入れるならば， 主 も 私たち 
を 受け入れて くださる， と 明言して 
おられる。 

いにしえ のし もべ ヨハネ を 通じ， 
主 は 次の よ う に 言われた。 

「 …… 神が 光の 中に いますよ う に， 
わたしたち も 光の 中 を 歩く ならば， 
わたしたち は 互に 交わり を もち， そ 
して 御子 イエスの 血が， すべての 罪 
から わたしたち をき よめる ので ある。 
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もし， 罪がない というなら， それ 
は 自分 を 欺く ことであって， 真理 は 
わたしたちのう ちに ない。」 

しかし 一方で は， 主 はこう 言われ 
た。 

「もし， わたしたちが 自分の 罪を告 
白す るなら ば， 神 は 真実で 正しい か 
たで あるから， その 罪 を ゆるし， す 
ベての 不義から わたしたち をき よめ 

て 下さる。」 （ I ヨハネ 1 ： 7  —  9  ) 
「兄弟 を 愛する 者 は， 光に おる ので 

あって， つまずく こと はない。 
兄弟 を 憎む 者 は， やみの 中に おり, 


やみの 中 を 歩く のであって， 自分で 
は どこへ 行く のか わからない。 やみ 
が 彼の 目 を 見えな く したから であ 
る。」 （I ョ" ネ 2  ： 10 —  11) 

さらに 私たちに は， 行ないの ない 
信仰 は 死んだ ものである という ヤコ 
ブの？ t 葉 も ある。 私たち は， 行ない 
を 信仰に 結び付け， 信仰 を 行ないに 
結び付けて， 本当の キ リ ス ト 教徒に 
な ら な けれ ばな ら ない。 私た ちの 行 
ない は， 真実の 行ないで なければ な 
らな いので ある。 （ヤコ ブ 2  ： 17 — 18 
参照） 


神の みたま は， 真理の みたまで あ 
る。 救い主 は 真理 そのものの 御 方で 
ある。 救い主 は 御 自分の こと を 指し 
て， 次のように 言われた。 「わたし は 
道で あり， 真理で あり， 命で ある。 
だれでも わたしに よらない では， 父 
のみ もとに 行く こと はでき ない。」 

(ヨハネ 14  ：  6  ) 

真理に よらなければ， 神の 王国に 
おける 救い はない。 そして その 真理 
とはキ リ ス ト である。 この 証 を， 主 
イエス' キリス 卜の み 名に よ り ， 皆 
様に 申し上げる。 アーメン。 
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愛する 兄弟 姉妹の 皆様， そして 教 
会員， 非 教会員の 皆様。 私が これ か 
らお 話す る 間， お 互いが 高められる 
よ う 主の みたまに よ る 導き を 求めた 
い。 それ は， 私が これから 引用して 
お話した いと 思って いる 箇所が， 主 
が， 現代に ついて， また その 時の 私 
たちの 状態に ついて， そして 近い 将 
来の こ とに ついて 語られた 言葉の 書 
かれて いる 箇所 だからで ある。 

「光 はやみの 中に 輝いて いる。 そし 
て， やみ はこれ に 勝たなかった。」 

(ヨハネ 1 ： 5  ) ィ エスの 愛された 
弟子 はこ う 書いて いる。 

私が この 聖句を 思い出し たの は， 
最近， 前 国連総会 議長の チ ヤール ズ' 
H  • マリ ク 博士の 話 を 読んだ と きの 
ことで ある。 その 話の 中で， 博士 は: 
今日 必要と される ものと して， 次の 
もの を 挙げてい る。 

「真に 万人に 共通す る メッセージ を 
追い求める 心， 偉大で 力強い 未来像 
何 か 英雄的な 使命 を 果たせと の 呼び 
かけで ある。 …… 現代の 状況 は， ま 
さに 最後の 審判の 様相 を呈 している 
あらゆる ものが， はかりに かけられ 
ている。 人の 命 も， 人の 価値 も， 文 
化 も， そして， 我々 人類 全体の 文明 
の 生命力 も， 皆， は 力、 りに 力、 けられ 
ている ので ある。 


「光 は 輝く」 


十二使徒 評議員 会 会員 
マリオン. G . ロムニー 


現代 は， 正に 末日の 感 がする。 信 
仰 ある 者 は， 神が 実在す ると 言い， 
またたと え 神が な お 人類 を ひどく 懲 
ら しめられる としても， それでも 神 
がその 創造物 を 見守って おられる こ 
と は 疑い 得ない と言うで あろ う 。」 

( Public    speaker  s  Treasure 
Chest" ' 演説 珠玉 集」 [Harper  Row, 
1964]   p.  42 よ り 引用） 

私たちの 社会の 憂うべき 状態に つ 
いて 分析した この 言葉 を 深く 考えて 
みると き， 私たち を 取り巻く この 状 
態が もたらされ たの は， 適切な 指導 
がなかった ためで はなく， 聞く 耳 を 
持たなかった ためで あると いう 結論 
に 達する。 

今朝， 私が 皆様に お 話す る 目的 は， 
この 喧噪た る 世の中に あって， 140 年 
もの 間， 安全で 確かな 導きの 光が 存 
在し 続けて いると いう こと を 力説す 
る ことに ある。 その 光 は， それに 従 
う 国々 に， 民族に， 国語の 民に， こ 
と ごと く 喜びと 平安と 幸福と を も た 
らす ものである。 

私たちの 愛する 救い主 イエス • キ 
リ ス ト は， 地上に おられた とき， 今 
日の 私たち を 取り巻く 環境に ついて 
先見し， 予言され たこと を 私 は 皆様 
に 証す る。 主 はまた その 時に， 私た 
ちが 現在 とっている 進路 力; 招く 結末 


について 明らかにし， また， それ を 
避ける ために 備えて 下さった 種々 の 
方法に ついても 教えられ たので ある。 

主が その 時 言われた こと は， 当時 
も 今 も， 極めて 重要な ことで あるた 
め， 主 は， 3 つの 聖典の 記録に 留め 
させた。 聖書 （マ タイ 24 章 参照)， 高 
価 な る 真珠 （ジ ヨセフ. ス ミス 1 
章）， 教義と 聖 約の 3 つで ある。 

主が これ を 語られた 当時の 環境 は， 
極めて 印象的で ある。 主 は， 最後に， 
エルサレムから ベタ ニヤへ 向かわれ 

たと き， 弟子た ちと 共に， ォ リ ブ山 
へ 登られた。 弟子た ち は， 主が 神殿 
の 建物に ついて， 石が ひとつと して 
残る こと はない と 予言され たこと に 
深い 関心 を 抱き， 主に 説明 を 求めた。 
彼ら はこう 尋ねた。 「どうぞお 話し 下 
さい。 いつ， そんな ことが 起る ので 
しょう 力 \ あなたが また おいでにな 
る 時 や， 世の 終りに は， どんな 前兆 
が あ り ます か。」 （マ タイ 24  ：  3  ) 

私 はこ こで， 主が 当時 エルサレム 
に 迫り 来る 破滅に ついて 言われた 部 
分 を 読み上げる つもり はない。 しか 
しながら， 主が その 再降臨と 「世の 
終り」 に 伴う 前兆に ついて 言われた 
部分に 関して は， 私たちの 現在の， 
そ して 将来の 福利に かかわる ことな 
ので， ここで 私と 一緒に 真剣に 考え 
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ていた だきたい と 思う。 まず その 前 
兆と なる 出来事に ついて， 主 は 次の 
よ う に 言われた。 「異邦人の 時 始まる 
に 及び， 暗き に 座す る 者の 中に 光輝 
き 出 でん， この 光 はわが 完全なる 福 

音な りと す。」 （教義と 聖約 45  ：  28) 
この 予言で， 現代に ついて 言われ 
たこと は, この 啓示で 言われて いる 
その 「光」 が 1820 年の 春， 御 父と 御 
子が 少年 予言者 ジ ヨセフ. ス ミスの 
前に 現われた ときに， 輝き 出で たと 
いう 事実に よって 成就して いる。 そ 
の 直後の 数年間で， 「（キ リストの） 
完全なる 福音」 は 予言者 ジ ヨセフ • 
ス ミ スを 通じて 地上に 回復され た。 
こ う した 一連の 偉大な 出来事 は， 
「異邦人の 時」 の 到来 を 告げる はず 
の ものであって， また 実際に その 役 
割 も 果たした。 この 「異邦人の 時」 
と は， この 最後の 神権 時代に あって， 
福音が まず 第一に ユダヤ人 以外の 人 
人に 宣べ 伝えられる 時代の こ とで あ 
る。 皆様の 中には， 時の 絶頂に おい 
て， 福音 はまず ユダヤ人に 伝えられ, 
それから 異邦人に 伝えられ たこと を 

覚えて おられる 方 も あろ う 。 

だが， ここで 再度， 救い主の 言葉 

に 戻って みよ う 。 
「異邦人の 時 始まる に 及び， 暗き に 

座す る 者の 中に 光輝き 出 でん， この 
光 はわが 完全なる 福音な り とす。 

され ど 彼ら は その 光 を 受け入れず。 
そ は， 彼ら 光 を 認め ざれば， 人の 教 
えの 故によ りて われに こころ を 背く 
れば なり。」 （教義と 聖約 45  ：  28— 29) 

今日， この 予言が 成就して いる こ 
と は， 残念な ことで は あるが， 明白 
である。 福音 を 聞く 機会に あずかつ 
た 人々 は， その 大部分が これ を 拒ん 
でい る。 導きと なる 光がない ためで 
なく， こうして 拒む が ゆえに， この 
時代の 人々 は， その 進路 を 変更し な 
い 限り， イエスが 先見し， 予言され 
た 災難 を， これまでと 同様， これ か 
らも 避ける ことができない であろう。 


主が， 福音の 宣べ 伝えられる この 時 
代に は， 「彼ら 光 （ィ ヱス. キリスト 
の 福音） を 認め ざれば」 「われに ここ 
ろ を 背く」 と言われて いるから であ 
る。 

「この 時に 当り， その 世に立ちて 而 
も 地に 溢る る懲 しめ を 見 終 り て後始 
めて 過ぎ行く 人々 在るべし。 世を滅 
ぼすべき 疫病， 地 を 覆う ベければ な 

わ 。- 

され ど わが 弟子た ち は， 聖地に 立 
ちて （私 は， 先程 リー 副 管長が 話 を 
されて いる 間， この 聖句 のこと を考 
えていた） 動く ことな かるべし。 さ 
れど 悪しき 人々 の 中には， 声 を 挙げ 
て 神 をのろ い 死ぬ る 者 たちあらん。 

また 地震 も 至る所に 起り 多くの 荒 
廃 は 来らん。 され どなお 人々 はわれ 
に 向いて こころ を 頑固に し， 互いに 
剣 を 執りて 殺し 合うべし。 

さて （これ は 救い主の み 言葉で あ 
る。 主 は 予言者 ジ ヨセフ. ス ミスに 
この 同じ 予言 を 繰り返され たので あ 
る） 主なる われ， これらの こと を 弟 
子た ちに 語り し 時 彼ら こころ を 悩ま 
せ り 。 

さ らば われ 彼らに 言えり 。汝ら こ 
ころ を 悩ます ことな かれ。 そ はすべ 
て これらの 事 起る 時 は， 汝らに 為せ 
る 約束の 成就す る を 汝らの 知らん が 
故な り， と。」 （教義と 聖約 45  ：  31— 
35) 

それから， イエス は， 光が 輝き 出 
ずる ことに 再度 ふれて， 弟子た ちに 
次の よ う に 予言 を 続けられた。 

「この 光の 琿き 初む る 時に 起る こと 
は， 汝らに 示さん とする 一"" 9 のた と 
えの 如 くなる べし。 

汝ら， いちじくの 木 を 眺めて これ 
を 見る に 汝らの 眼 を 以てす。 而 して， 
若芽 萌 え 出で て その 葉な ぉ柔 かなる 
や 夏す でに 近し と 汝らは 言う。 

人々 すべて これらの こと 起る を 見 
る その 日に 於て， 誠に かくの 如くな 
らん。 その 時人々 時す でに 迫れる を 


知るべし。 

およそ われ を畏 るる 者 は， 来る ベ 
き 主の 大 いなる Id  , すなわち 人の子 
の 来る 徴を 待ち望みつつ あらん。 

而 して， 人々 種々 の徴と 驚異と を 
W< ん。 これらの 徴は 仰げば 天に あり， 
伏して 見れば 地に 示さる ベければ な 
わ。 

人々 は， 血と 火と 烟' 森と を 見 
ん。」 （教義と 聖約 45  ：  36-41) 

こうした しるしの 中には， 既に 私 
たちが 目に している もの も ある。 そ 
の ほか 残りの しるし もやが て， 目に 
する ことであろう。 イエスが， 次の 
よ う に 続けて 言って おられる からで 
ある。 

「主の日 来る 前， 日輪 は 暗くな り， 
月 は 血と 変り， 諸々 の 星 は 天より 落 
つるべし。 

而 して， 残れる 人々 はこの 地に 集 
めら る。 （主 はこの 時， ォ リブ 山頂に 
立って おられた） 

その 時， 彼ら われ を 求めん。 見よ， 
われ 来らん。 而 して 彼ら， われ 能力 
と大 いなる 栄光の 衣 を 着けて 天の 雲 
に 乗り， すべての 聖き 天使ら と共に 
来る を 見ん。 而 して， およそ われ を 
油断な く 待た ざる 者 は 断ち切 ら れ 
ん。」 （教義と 聖約 45  ：  42-44) 

しかしながら， 義人が 断ち切られ 
る こと はない。 福音 を 受け入れて， 
それに 従って 生きる 人々 に対して 与 
えられた 主の 約束に 耳 を 傾けて みよ 

ラ 0 

「 され ど 主の 腕の 下らん とする 前に， 
まず 一人の 天使 ラ ツバ を 鳴り響かせ 
ん。 然る 時 は， 眠り 居た り し 聖徒ら 
雲の 中に て われと 遇わん ために 出で 
来らん。 

この 故に， 汝ら （使徒た ちの こと 
を 指して いる） 穏 かに 眠り 居たら ば 
幸福な り。 そ は汝ら 今や われ を 見て 
わが 在る を 知る 如く， 汝ら はわれに 
来りて 汝らの 身 も 霊 も 生き， 汝らの 
贖い 完ぅ せらる ベければ なり。 而し 
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て， 聖徒ら は 地の 四方より 出で 来る 

なり。」 （教義と 聖約 45  ：  45  —  46) 

私たち は， これらの 言葉から， 私 
たちが 主の 来られる 前に 死のう と， 
あるいは 生きて この 世に 留ろ う と， 
私 た ち が 誠実 で ま た 忠実 である 限り， 
主 と共にあって， 主の 降臨 を 喜ぶ こ 
とになる と 約束され ている ので ある。 

そして さらに， 復活した 人々 が 主 
の もとに 現われ出て， 主の 再臨 時に 
生きて いた 義人が 地の 四方よ り 出て 
来た 後に は， 

「 •••••• 主の 腕 は 諸々 の 国民に 下らん。 

それより して 主， その 足 を この 山の 
上に 置けば 山 は 二つに 裂け， 地 はか 
なた こなたに 揺れ動き， 諸々 の 天 も 
また 震い 動かん。 

而 して， 主 声 を 発すれば その 声 地 
の 極まで も 響き わたりて， 世に ある 
諸々 の 国民 嘆き悲しみ， これまで わ 
らいた る 者 も その 愚を覚 らん。 

力べ て 侮る 者 は災を 蒙り， 嘲る 者 
は 焼きつ くさるべし。 また 悪 を 待ち 
構えし 者 は 叩き 伐ら れて 火に 投げ込 
まれん。」 （教義と 聖約 45  ：  47—  50) 

「サタン は 縛られて， 人の子ら のこ 
ころの 中に 入るべき 所 を 与えられ ざ 
らん。 

わが 栄光 を もて 来る その 日に， 十 
人の 処女に つきて わが 語り したと え 
は 成就すべし。 

賢く して 真理 を 受け入れ 聖霊の 導 
きに 従い 騙され ざり し 者 は， 誠に わ 
れ汝 らに告 ぐ， 彼ら は 伐ら れて 火に 
投 げ 入れ ら るる ことなく その 日に 堪 
うるべし。」 （教義と 聖約 45  ：  55 — 57) 

「賢く して 真理 を 受け入れる 者」 と 

は， 福音 を 聞いた ときに それ を 受け 
入れる 人の ことで ある。 「聖霊の 導き 
に 従い 騙され ざり し 者」 と は， ただ 


単に 聖霊の 賜 を 受けて いる だけで な 
く， その後， だまされる ことのない 
よ う ， 聖霊の 導 き を 受け られ るよう 
な 生活 をした 人の ことで ある。 その 
ような 人々 は， 主の 再臨 時に 復活し 
ようと， まだ この 世に 生きて いよう 
と， キリスト の 再降臨の 「（大 いな 
る） 日に 堪える」 者で ある。 

「地 は ゆずり と して 彼らに 与えられ， 
彼ら は 殖え 満ちて 強くな り， その子 
孫ら は 罪 を 犯す ことなく 育ちて 救い 
に 入らん。 

主 は 彼らの 中に 在 りて その 栄光 は 
彼らの 上に 輝き， 主 は 彼らの 王に し 
て 立法者 たるべし。」 （教義と 聖約 45 
： 58-59) 

この ィ エスの 偉大な 予言の 言葉 は， 
今日 私たちが 直面して いる 苦境の 原 
因に ついて 教えて くれてい る。 この 
苦境 を 察知した マ リ ク 博士 は， 現代 
文明の 将来に ついて 深い 関心 を 抱い 
たので ある。 これ を 見れば， イエス • 
キ リ ス 卜の 回復され た 福音 こそ， 現 
代の 騒然と した 世の中と いう 闇の 中 
に 輝 く 確かな 光で ある こ と が 確信で 
きる。 予言者 ジ ヨセフ を 通じて 回復 
された 福音 こそ， あの 高名な 博士が 
求めて 止まなかった 「偉大で 力強い 
未来像」 であり， 「何 力ま 雄 的な 使命 
を 果たせとの 呼びかけ」 であり， そ 
して 「真に 万人に 共通す るメ ッセー 
ジを 追い求める 心」 なので ある。 あ 
の 善良な 博士の 言う， 今日 必要な も 
のな ので ある。 「現代の 状況 は， まさ 
に 最後の 審判の 様相 を呈 して t  、 る 。 
あらゆる ものが， はかりに 力、 けられ 
ている。 人の 命 も， 人の 価値 も， 文 
化 も， そして， 我々 人類 全体の 文明 
の 生命力 も， 皆， は 力 'りに 力、 けられ 
ている ので ある」 と 結んだ 彼の 言葉 


にも 充分うな ずけ る。 また 現在の 時 
代が 「まさに 末日の 感 がする」 ばか 
りで なく， 紛れ もな く 末日な ので あ 
つて， 神が， 真に 「実在」 して， 「そ 
の 創造物」 を 見守って おられる こと 
力；， はっきりと 理解で きる ので ある。 

これまで 考察して きた 聖典の 言葉 
が 真実で ある こと を， 私 は 証 申し 上 
げる。 そのみ 言葉 を 語られた 御 方が， 
神の 御子で あり， この 地と この 地に 
住む 人々 の 創り 主にして 噴い 主で あ 
つたこと を， また 今 もな おそう であ 
る こと を 知っている。 また 御子 は， 
世の 始めから， あらゆる こと を 知つ 
て おられる こと を 承知して いる。 さ 
らに， 御子が 永遠の 真理 を 語られた 
こと をよ く 知っている。 

私 は， 完全なる 永遠の 福音が 現在， 
地上に 存在す ると 証 申し上げる。 予 
言され ていた 光 は， 既に 輝き 出た。 
その他， キリス 卜の 降臨に 伴う しる 
しが， 予言され た 通り， 数多く 与え 
られ ている。 今 現に， 目に 見える も 
の も あり， その他の 現在 は 見えない 
しるし も 近い将来， 必ず 現われて く 
るので ある。 

私 は， 神が 死んで はおられな いと 
証す る。 神 は 実際に 導いて おられる。 
神の 力， すなわち 神権 は 地上に ある。 
神の 計画 は， 日々 刻々 と 進められて 
いる。 神の 「誓約が こ と ごと く果さ 
れ るまで， 主の 永遠の みこ ころ は必 
ずつ ずけ て 行われる。」 （モル モン 8 
： 22) 

私 は， 以上の こと を， キリストの 
特別な 証人と して， 私たちの 主 イエ 
ス 'キリスト のみ 名に よ り ， 厳粛に 
証 申 し 上げる 。 アーメン。 
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福 千年の ための 

土台 を 築く 

十二使徒 評議員 会 会員 
リ グ ラン ド • リ チヤ一 ズ 


私 は， この 午後， あなたた ち 忠実 
な 末日 聖徒と 共に， 再び 教会の 総大 
会に 集う ことので きる 特権に 浴し， 
天父に 心から 感謝して いる。 

救い主 は 言われた。 「人 は パン だけ 
で 生きる もので はなく， 神の 口から 
出る 一つ 一-^ 3 の 言で 生きる も ので あ 

る。」 （マ タイ 4  ：  4  ) この 総 大会の 
これ ま での 一般 大会に 出席す る 特権 
に 浴した 人々 は， 本当に， 永遠の 生 
命の パン を 食した という 実感 を 抱い 
ている ことと 確信して いる。 私たち 
は， 主の しもべた ちから， 素晴らし 
い 勧告 を 受け， 霊感 を 与えられた。 

パンに より， 肉体 は活 気づく。 だ 
が 霊を活 気づ けて おく こと は， それ 
以上に 大切な こ とで ある。 音楽 も 素 
晴らしい ものであった。 リックス' 
力 レツ ジの 合唱団に 賛辞 を呈 したい 
と 思う。 私 はほんの 数 週間 前に， リ 
ッ クス' 力 レツ ジの 礼拝 説教に 出席 
させて いただい たが， 私 は， 教会の 
教育機関 やそれ によ る 教育の 機会が， 
教会の 青少年に とって 大いに 役立つ 
ている こと を 知り， 主に 感謝せ ざる 
を 得ない。 

今日， 私が 少しお 話したい こと は， 
自分の 信仰の 土台 は 何 か， 何のた め 
に 生きて いるの か， そして， 私たち 
が 目標と して 向かって 行く もの は 何 


であり， 何 を 本当に 望んで いる 力'， 
という ことで ある。 私 は， この 区域 
に， 美しい 神殿が 建てられた 頃の こ 
と を 考えて いる。 100 年 以上 も 前の こ 
とで ある。 基礎が 置かれた とき， そ 
の 幅 は， 確 力、， 4.  8 メートルだった と 
思う。 ある 時， ブリガム. ヤン ゲ大 
管長が やって来て， 職人た ちが 細か 
く 砕いた 花崗岩 を 投げ込んで いる 光 
景を 目に した。 大 管長 は， それ を 取 
り 出す ように 言い， そして 現在 ある 
よ う な 巨大な 花崗岩の 塊 を 置かせて， 
次のように 説明した。 「私たち は， 福 
千年の 間 も 持ち こたえる 神殿 を 建て 
ている の だ。」 素晴らしい 考え方で は 
ないだろう 力、 私たち も 皆， 福 千年 
の 間 生き 続ける ことができ るよ う ， 
自分の 生活設計 を 立て， また 家族の 
生活設計 を 助けたい と 思って いる。 

午前の 集会で D ムニ 一 兄弟 は， 予 
言 者 や 救い主 御自身が 再降臨に つい 
て 述べた 約束に 関してお 話 を して 下 
さった が， 神の ラッパが 鳴って 死者 
がよ みがえ ると き， 愛する 者た ちと 
共に その 中に 数えられ， 主の み 前に 
出られる よう， そのための 確実な 道 
を 歩みたい と 願わない 者が 私た ちの 
中に いるで あろ う か。 

私 は 使徒 ョ'、 ネの 言葉に ついて 考 
えてい る。 ヨハネ は パト モス 島に 追 


放され， そこで 天使に よって， サタ 
ンが 投げ落と された 天上の 戦いに 始 
まって 最後のと きに 至る まで， あら 
ゆる こと を 示現に よ り 明らかにされ 
た。 彼 は， 死者が 小さき 者も大 いな 
る 者 も 神の み 前に 立つ の を 見た。 数 
数の 書物が 開かれ， 死者 は， その 書 
物に 書かれて いる ことにした がい， 
そのし わざに 応じて 裁かれた。 単に 
信仰 だけでなく， また 口先の 言葉 だ 
けで なく， その 行ないに 応じて 裁か 
れ たので ある。 死と 黄泉 は その 中に 
いる 死者 を 出し， 皆 そのし わざに よ 
り 裁き を 受けた。 （黙示 20: 12 — 14 参 

「 彼ら は 生き かえって， キ リ ス 
ト と共に 千年の 間， 支配した。 （それ 
以外の 死人 は， 千年の 期間が 終わる 
まで 生き かえらなかった。） •••••• この 

第一の 復活に あずかる 者 は， さい わ 
いな 者で あり， また 聖 なる 者で ある。 
この 人た ちに 対して は， 第二の 死 は 
なんの 力 もない。 彼ら は 神と キリス 
ト との 祭司と な り， キリスト と共に 
千年の 間， 支配す る。」 （黙示 20:  4 
一 6  ) 

ひとた び 神の みた ま に 心 を 動か さ 
れて証 を 得ながら， 神の ラッパが 鳴 
り ， 人が 皆 備え を 完了して いる と き 
に， 1 千年の 間， 自分が そのままと 
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どまらなければ ならない と したら， 
そんな 境遇に 満足で きる 人 はいる だ 
ろう 力'。 そして， 神殿 を 福 千年の 間 

持ち こたえさせる ために 4.8 メー  トル 
の 基礎が 必要 だとしたら， 私たち は， 
その 栄え ある 出来事に 備える ために， 
もっとも つと 従順 を 必要と している 
ので はないだ ろ う 力、 

救い主 は 言われた。 「命に いたる 門 
は 狭く， その 道 は 細い。 そして それ 
を 見いだ す 者が 少ない。」 （マ タイ 7 
： 14) 私たち は， その， 命に いたる 
狭くて 細い 道の 上 を 確実に 歩んで 行 
きたいと 思って いる。 また 主 は ある 
時， このよう に 言われた。 

「 …… わたしの これらの 言葉 を 聞い 
て 行う もの を， 岩の 上に 自分の 家 を 
建てた 賢い 人に 比べる ことが で き よ 
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雨が 降り， 洪水が 押し寄せ， 風が 
吹いて その 家に 打ちつ けても， 倒れ 
る こと はない。 岩 を 土台と している 
からで ある。 

また わた しの これらの 言葉 を 聞い 
て も 行わない 者 を， 砂の 上に 自分の 
家 を 建てた 愚かな 人に 比べる ことが 
できよう。 

雨が 降り， 洪水が 押し寄せ， 風が 
吹いて その 家に 打ちつ ける と， 倒れ 
てし まう。 そして その 倒れ 方 は ひど 

いので ある。」 （マ タイ 7  ：  24-  27) 
私たちが 生活 を 確立す る 上で， ど 
のよ うな 土台 を 築く かとい うこと は， 
私たちの 永遠の 幸福に とって 極めて 
重要な ことで ある。 それ は聖 なる 神 
殿 を 福 千年の 間 も 持ち こたえさせる 
ために は， どのような 基礎の 上に 建 
てなければ ならない かとい う 問題に 
匹敵す る ほど 重要な ことで ある。 

何年 か 前， 私が 南部 諸 州 伝道 部の 
伝道 部長だった 頃， ある 晩， ジョー 
ジ ァ 州の クイ ッ ト マンと いう 所で ， 
結婚の 聖約 と 家族の 結 び 付 き の 永遠 
性と いう 内容で 説教した ことがある。 
私 は ルー ロン •  S  • ハウ ゥ エル ズ兄 


弟の 著作 「人 は 自分の 教会の 教え を 
信ずる 力つ から， 話 を 引 用した。 そ 
の 本の 中には， 主立った 教会が 一覧 
表と なって 載って おり， 主な 教義 上 
の 原則に 対する それぞれの 教会の 立 
場 や 態度が 説明され ている。 その 中 
に は， 結婚の 聖 約の 永遠 性に ついて 
書かれて いる 筒 所 も ある 力；， これ を 
信じて いる 教会 は 他に ひとつ もない。 

聖書 を 読みながら それ を 信じない 
などと いう こと は， そして 世界中の 
教会で 死が ふた り を 分かつ までとい 
う 条件で 結婚が 執行 されて いるな ど 
という こと は， 私に はとても 理解で 
きない。 なんと 浅はかな 概念で あろ 
う 力、。 神が この 地球の 創造 を 終えら 
れた ときまで， 時代 を さかのぼって 
考えて みる こ とがで きないの であろ 
う 力 >。 神 は 地球 を 見て， これ を 良し 
とされ， アダム を 置いて こう 言われ 
たので ある。 「人が ひと りで いるの は 
良くない。」 （創世 2  ： 18) 神 はァダ 
ム のために ふさわしい 助け手 を 造ら 
れ， 言われた。 「それで 人 は …… 一体 
となる ので ある。」 （創世 2  ：  24) さ 
て， 神が 合わせて ひとつに された も 
の を， もし 人が 分けたら， 不完全な 
ものが ふたつで きこ そ すれ， 决 して 
完全な ものが ふたつで きる こと はな 
いので ある。 イエス は， この こと を 
何度も 繰り返し 教えられた。 

「『 …… それゆえに， 人 は 父母 を 離 
れ， その 妻と 結ばれ， ふたりの 者 は 
一体と なるべき である。 J 

…… だから， 神が 合わせられた も 
の を 人 は 離して はならない。」 （マタ 
ィ 19  ：  5  —  6  ) 

その 集会の 終わりに， 私 は 戸口に 
立って， 帰る 人々 と 握手 をした。 す 
ると ひとり の 男性が 私の 所へ や つ て 
来て， 自分 は バプテスト 教会の 牧師 
だと 名乗った。 「今晩， 何 か 間違って 
引用で もしました でしよう 力つ と尋 
ねる と， 彼 は 「いいえ， リ チヤ ーズ 
さん。 あなたの おっしゃる 通りです。 


私たち もみん なが みんな， 教会で 教 
えられて いる こと を ことごとく 信じ 
ている わけではありません」 と 言つ 
た。 「あなた もや はり， 信じて おられ 
ない わけです ね。 では， どうして 信 
者の 方々 に 本当の こと を 教えな いん 
です か。 信者の 方々 は， あなたから 
なら 話 は 聞く でしよ う。 まだ， モル 
モンの 長老から 話 を 聞く という わけ 
に はいかないでしょう が。」 「またお 
会いし ましょう。」 その 晩の 話 は， そ 
れで 終わ りと なった。 

再び， 私が その 支部 を 訪れて 大会 
を 開いた の は， それから 4 力 月 程た 
つた 日の ことであった。 私が 伝道 部 
長であった ため， 私の 来訪の こと は 
新聞で 報道され ていた。 私が その 小 
さな 教会に 向かって 歩いて 行く と， 
あの パプ テス ト 教会の 牧師が 私を迎 
えて くれた。 彼と 握手 をす ると， 私 
はこう 言った。 「私の 先日の 説明の こ 
と を どう 思って おられる 力、 是非と 
も 伺いたい のです が」。 彼 は 言った。 
「リ チヤ ーズ さん， 私 は あれから ず 
つと そのこと を 考えて きました。 私 
は あなたの 言われた こ と を こと ごと 
く 信じます。」 そして こ う 重ねた。 

「ほかの 話 も 是非 聞かせて 下さ 
い。」 妻 や 子 を 真実 愛して いる 人に， 
そ の 原則 を 信じたい と 思わない 人が 
いる だろ う か。 

私 は， アンダーソン •  M  'ペイ ト 
ン という 人が 書いた 「妻の ボーラ 
へ」 という 短い 詩が 好きで ある。 そ 
れを 読んで みよ う 。 

「私 は 君と 永遠に 結婚す る。 現世の 
間 だけでなく  ， 

地上の 短い 仮の 生涯 だけ もな く。 

私 は 君と 結婚す る。 涙 を 越えて， 
心の 苦し さ を 越えて， 気持の ふさ 

ぎ も 越えて， はるか 彼方まで。 
愛に は 墓 はない。 愛が あれば どこ 

へで も 行ける。 
たとえ， 人生で 使い 减 らしたろう 
そ く の 炎が 揺れ， 小さな ともし 
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びし かな くと も。」 

このよ うに， 結婚と いう ものが 永 
遠の もので な ければ な らな いと 信じ 
ている 人々 はいる。 だ 力；， 私の 知る 
限り， 私たちの 教会 を 唯一の 例外と 
して， 世界中の いかなる 教会 も， 結 

婚の 誓約の 永遠 性 を 信じて はいない C 

私たちが 永遠に 生き 続ける とわ か 
つたと き， 私たち の 生活 に は 一体 ど 
んな 変化が 起きる 力つ ちょっと 考え 
てみ ていた だきたい。 死によ つて 妻 
子と 別れ， 二度と まみえ る こと はな 
いと 考える ことができれば， 死によ 
つて 肉体 も 霊 も 完全に 無になる とい 
うこと も， す ぐに で も 信ずる ことが 

できよう。 だ 力 S そ う なれば， 将来 

に 希望 を 託する もの は， ほとんどな 
い。 この 地上で 固く 結び付けられて 
いた 愛の 糸 半が 断ち切られ ると したら， 
どう して 人 は 永遠に 生き 続けたい と 
思う だろ う か。 
私たち は 時折， 幼児 誘 かい 事件 を 

耳に する。 何年 か 前， 確か 1932 年の 
ことだった と 思う が， リ ン ド バ 一 ゲ 
大佐の 子供が 誘 かいされ て， 身代 金 
1, 500 万円 を 要求す る メ モが 残された 
事件が あった。 大佐 は， 子供が 自分 
の 手に 戻って くるの なら， いくら 要 
求 されても， 喜んで 支払いに 応じた 
ことであろう。 さて ここで も， 永遠 
の 生命 という 問題が 浮かび上がつ て 
来る。 マリオン •  G  •  口 ムニ 一 兄弟 
は， 午前の 集会で， 主の 啓示 を 引用 
したが， その 啓示 は， 復活のと きに 
は 子供 もよ みがえ り， 罪 を 犯す こと 
なく 育って 救いに 入る， という もの 
であった。 （教義と 聖約 45  ：  58 参照） 
私たちの 中には， 幼い 子供 を 墓に 
葬らなければ ならなかった 経験 をお 
持ちの 方 もい る。 私たち 夫婦' もそう 
した 経験 をした。 私が オランダの 伝 
道 部長だった とき， そこで， 私たち 
の 間に ひと りの 娘が 生まれた。 私た 
ち は その子 を 3 歳 半まで 育てて 亡く 
した。 それ以来 私の 妻 は， 折に 触れ 


て， 「大使が 私のと ころへ あの 子の 霊 
を 連れて来て くれてい る わ。 天使が 
いる こと を 感じる の」 と言う。 だが 
それでも 娘 を 墓の 中に 葬った こ と に 
は 間違いがない。 もし， それです ベ 
てが 終わり だとい う ことに なれば， 
私たち はこの 世の 何 を 失っても， な 
ん とかして 娘 を 取り K したいと 思う 
ようになる であろう。 だが 私た ち に 
は， 福音の 回復に よっても たらされ 
た 偉大な 知識が ある。 それに よれば, 
娘 は， 永遠の 世界に おいて 再び 私た 
ち 夫婦の もとへ 帰り， 私たち は， 娘 
が 罪 を 犯す ことなく 育って 救いに あ 
ず かるの を 見る 喜びに あずかる ので 
ある。 時折， 私 は， 恐らく そうした 
選り抜きの 霊の 中には， 他の 子供た 
ちの よ うに この 地上での 生活 を 経験 
する 必要がない もの も あるので はな 
いかと 考えて いる。 そして， それ だ 
からこ そ， 主 はみ もとへ 呼び戻す の 
がふ さわし いと 感じられ たので はな 
かろ う か。 

私たちに は， 娘が 4 人生 まれた あ 
と， 息子が 生まれた。 私たち は 力 リ 
フォルニ ァへ 派遣され て， そこで ス 

テーキ 部 を 管理して いた 力;， ある 時， 
息子 は， 高等 評議員の 兄弟 やその 子 
供た ちと 一緒に 外出し， そこで 事故 
に 遭い， 命 を 失った。 これまで， そ 
のとき 以上に 大き な悲 しみ を 感じた 
こと はない。 だが， 言わば， この 世 
の 生涯と いう はしご を 昇りつ めよ う 
としてい る 今， 私たち は， こうした 
愛の 群 こそ， 永遠の 父なる 神が とこ 
しえ に 存続す るよ う 定めて おられる 
こと を 知って， その 日 を 待ちわびて 
いる。 私たちの 愛する 大切な 人々 と 
いっか 会える という こ と を 知れば， 
死によ つても た ら された 悲しみ も 取 
り 除かれる。 この 知識 を 神に 感謝す 
る 。 私 は こ の 地上で しっかりと 基礎 
を 築き上げて， - 愛する 人々 と共に， 
また 清められ 曠 われた 御 父の 子供た 
ちと 共に， 立てる ようになりた いも 


の だと 思って いる。 

兄弟 姉妹た ちょ， 私たち は 祝? g さ 
れた 民で ある。 私たち は 恵まれて， 
福音が 回復 されて いる 時代に こ の 地 
上に 生 を 受け， その 真理の 知識に あ 
ず かると いう 特権に 浴して いる。 私 
たち は 恵まれて， 私たちの 信仰 を 築 
き 上げる ための 基礎 を 持って いる。 
そして， その 基礎が あらば こそ， 愛 
する 人々 と共に 交わる 毎日に 幸せ を 
感じる ので ある。 マッケイ 大 管長が 
常々， いかなる 成功 も 家庭に おける 
失敗 を 償う こと はで きないと 言って 
おられた ことに， なんの 不思議 もな 
い。 そして， 人が 皆， 神の 戒め を 守 
つて 神に 近い 生活 を すれば する ほど， 
家庭に おける 愛 も 大きな ものと なり， 
また その 愛 は 来るべき 永遠の 世に も 
続き 得る という 知識に 感謝す るよ う 
になる であろ う 。 

私が 南部 諸 州 伝道 部の 伝道 部長 だ 
つたと きのこと である。 ある 学校の 
教師が， モル モンの 子供に 本 を 貸し 
た。 そして， その 本が 返って 来たと 
き， その 中に 信仰箇条の カードが は 
さんであった。 その 教師 は， それ を 
読み， 自分の 教会の 牧師のと ころへ 
行って 尋ねた。 

「どう して 私たちの 教会に はこの よ 
うな ものがない のです か。」 牧師 は満 
足で きる 説明 はして く れ なかった。 
そこで， 彼女 は ソル トレー ク • シテ 
ィ 一の 案内所へ 手紙 を 書いた。 案内 
所では， 彼女に パンフレット を 送り， 
また 伝道 本部に 彼女の 名前 を 知らせ 
て くれた。 そして 宣教師が 彼女 を訪 
問し， 彼女 は 教会に 入った ので ある。 

私 は， 予言者 ジ ヨセフ . ス ミスに 
よって 書かれた この 信仰箇条 を 読む 
たびに （ジ ヨセフが ここに は 挙げな 
かった 重要な 教義 は， 他に 数多く あ 
るが)， どうして， この 信仰箇条 を 読 
みながら， 私たちの 教会に 真理が あ 
ると いう こ と を 信じない 人が いるの 
だろうかと 考える。 世界の どの 教会 
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をと つて 見ても， このような 基礎の 
上に 築き上げられ ている もの はない。 
終わりに あたって， 私 は， 信仰箇条 
の 中から， 少し 読んで みたい と 思う。 

「われら は， 永遠の 父なる 神と， そ 
の 御子 イエス' キリストと 聖霊 と を 
信ず。」 予言者 ジ ヨセフ は， 御 二方 は， 
それぞれ 骨肉の 体 を 持 たれた 別々 の 
御 方で あり， 聖霊 は 霊の 御 方で ある 
と 教えた。 

「われら は， 人 は 皆 各々 其 身に てな 
したる 罪に 対して 罰 を 受け， アダム 
の咎 に対して 罰 を 受けざる こと を 信 
ず。」 これ を 信じて いる 教会 は， それ 
ほど 多く はない。 

「われら は， キ リ ス 卜の 罪に よ り 
すべての 人類 は， 福音の おきてと 儀 
式と を 守る ことによ りて 救われ 得る 
と 信ず。」 今日， 諸 教会の 教えで は， 
その ほとんどが， イエス を 救い主と 
して 告白し さえ すれば よいと 言って 
いるが， 私たちの 教会で は， 主の 言 
われる こ と を 行なわなければ ならな 
いと 宣言して いる。 

「われら は， 福音の 第一 原則と 儀式 
と は， 第 1 ， 主 イエス. キリスト を 

信ずる 信仰， 第 2  , 悔 改め， 第 3  , 
罪の 赦し を受く るた めに 水に 沈めら 
るる パプ テス マ， 第 4  , 聖霊の 賜 を 
授かる ための 按手礼なる こ と を 信 
ず。」 この 基礎の 上に 建てられた 教会 
は， 世界中 どこ を 探しても 存在し な 
いはず である。 そして さらに， ヘプ 
ル 書の 第 6 章 を 開く と バウ 口 は 次の 
ように 言って いる。 

「 …… わたしたち は， キリス 卜の 教 
えの 初歩 を あとに して， 完成 を 目 ざ 
して 進 も う ではない か。 今 さら， 死 
んだ 行いの 悔 改めと 神への 信仰， バ 


プ テス マに ついての 教えと 按手， 死 
人の 復活と 永遠の さばき， などの 基 
本の 教 をく りかえ し 学ぶ こと を やめ 
ようで はない か。」 （欽定 訳へ ブル 6 
： 1 - 2) 

これ は， 私たちの 教会の 信仰箇条 
で 言って いる ことと， 全く 同じ 内容 
である。 

「われら は， 福音 を宣 ベ， 且つ その 
儀式 を 執り行う ために は， 啓示と， 
権威 ある 者の 按手に よ り ， 神に よ り 
て 其 任に 召されねば ならぬ こと を 信 
ず。」 他に これ を 信じて いる 教会 はな 
い。 彼ら は， 聖書 を 読む ことによ り， 
権威が 与えられ ると 考えて いるので 
ある。 

「われら は， 教会に は， 初期の 教会 
に 在りた ると 同一の 組織， すなわち 
使徒， 予言者， 監督， 教師， 祝福 師 
等の あるべき こと を 信ず。」 パゥロ は， 
主の 教会 は， 使徒と 予言者と いう 土 
台の 上に 建てられた ものであって， 
キ リ ス ト 御自身が 隅の かしら 石な の 
であると， 言って いる。 そして， 他 
に， このような 土台 を 持つ 教会 はな 

い 0 

「われら は， 異言を 語る 力， 予言す 
る 力， 啓示， 示現 を受く る 力， 病 を 
直す 力， 異言を 釈くカ 等の 賜 ある こ 
と を 信ず。」 

「われら は， 正確に 翻訳され たる 限 
り， 聖書 は 神の 御言 葉な りと 信ず。 
また モル モン 経 （英文） も 神の 御言 
葉な りと 信ず。」 聖書 を 信ずる 者なら 
たれで も， 神が 他に も 聖典 を 世に出 
すと 約束して おり， やがて それ を聖 
書と 合わせ， み 手の 中で ひとつに さ 
れる という こと を 知っている。 

「われら は， すべて 神の これまでに 


啓示した まいし こと， すべて 今 啓示 
したもう こと を 信じ， なお 今より 後， 
神の 王国に つきて 多くの 偉大に して 
重要なる こ と を 啓示した もうこと を 

信ず。」 

そして さらに 「われ らは， イスラ 
エル 人 は， 文字通りに 四方より 集合 
し， その 十 支族の 元に 立ち かえる こ 
と を 信ず。 われら は， シ オン （新ェ 
ルサ レム） はこの （アメリカ） 大陸 
に 建てられ， キリスト は 御 自ら 地上 
に 王と なりて 治めた まい， 地球 は 元 
にあら たまりて 楽園の 栄え を受く る 
こと を 信ず。」 私たち は以 t. のこと を 
知っている。 ィザ ャの予 a にある よ 
う に， その 日になる と， 新しい 天と 
新しい 地と が 造られ， その 中で 小羊 
としし が 共に 住む ので ある。 私たち 
は 家 を 建てて その 中に 住み， ぶどう 
畑 を 作って， その実 を 食べる ことに 
なる。 また， ほかの 人が 住む 家 を 建 
てること はなく， 皆 自分自身の 手の 
わざ を 楽しむ。 主によ つて 祝福され 
た 者た ちとな り， また そのす え も 共 

に 祝福され るので ある。 （ィ ザャ 65: 
17  —  23 参照） 

私たち 力" あの 聖 なる 神殿が 建つ 
ている 基礎に 匹敵す るよう な 基礎 を 
築きたい と 願う こと は， 至極 当然の 
ことで ある。 そう して 始めて， 私た 
ち は， 確かに， 福 千年の 間中， 愛す 
る 人々 と共に 過ごす ことができ るよ 
うになる ので ある。 なにとぞ， 神の 
助けが あって， 私たち ひとりひとり 
力；， また 私たちの 家族 力；， そうする 
こ とがで き るよう， 主 イエス' キリ 
ストの み 名に より 祈る と共に， 私の 
祝福 を 残す 次第で ある。 アーメン。 
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世 を 救う 

私たちの 責任 

十二使徒 評議員 会 会員 

デ ルバ一 卜 •  L • ス ティ プレー 


今年の 四月 の 総 大会が 終わった iM 
後， 悩み を 持つ， ある 信心深い キリ 
スト 教徒の 紳士から， 次の ような 手 
紙 を 受け取った。 「神が， あなたがた 
と， あなたがたの 素晴らしい 業と を 
祝福して 下さる よ う に。 私たちの 教 
会 は， サタン を 追放す る ことに 失敗 
しました ので， 私 は， あなたがたの 
教会で サタン を 追放して 下さる よ う， 
祈って います。」 

残念ながら， 私たち は， まだ， 私 
たちの —— もっと 適切に 言えば， 主 
の —— 教会から， 完全に， サタン を 
追放し 切って はいない。 私たちの す 
ベて が義 しく 生活す る ことによって， 
サタ ン やその 部下た ちの 勢力から， 
身 を 守って いると は 言えない。 

私 は， 末日 聖徒 イエス 'キリスト 
教会 こそ， 気高く， 霊的で， 価値が 
あり， なおかつ 人生に 益 を もたらす 
あらゆる もの を 守る 最後のと り でで 
あると， 心から 証 申し上げる。 私の 
こ の 証が 真実で あるか どうかと いう 
こと は， 教会員が 皆， 良い 模範 を 示 
し， 良い 行ない をな すか どうかに か 
かってい るので ある。 

主 は その子 供た ちに 警告 を 与えて， 
末日に はサ タ ンが自 らの 領土 を 支配 

する ようにな ると a われた。 （教義と 
聖約 1 ： 35 参照） 現在， そう した 状 


況が 現われて いる。 殺人， 不法行為， 
道徳的な 罪の 増加が その 証拠で ある。 
かって 神聖な ものと 考えられ ていた 
ものが ことごとく， 不可知論者 や 無 
神 論者， そして 破壊 分子 や 過激 分子 
といった 輩の， 神 を も 恐れぬ 勢いに 
押されて， 崩壊しつつ ある。 悪 を 企 
てる 人々 は， 麻薬 や アルコール や 売 
春 や ポルノな ど を 商売に して 暴利 を 
むさぼり， 人生の 道徳的， 倫理的， 
霊的 価値 といった もの を 破壊 してい 
る。 

サタン を 縛りつ けて おく ことので 
きる 唯一の 方法 は， 人々 が， 悪事 を 
行なえとの サタ ンの 誘惑 を 振り捨て， 
主の み 前に 正しく， 慎重に 歩む こと 
である。 （I テモテ 6  ：  5-7 参照） 

サタンと その 部下た ち は， 絶えず' 
私たちの 霊 を 守る よろいの 弱い 個所 
を 捜し出 そ う と 懸命に なって おり， 
ひとたび 捜し出す と， あらゆる 力と 
策略と を 使って 攻撃 を その 部分に 集 
中し， 遂に は， 私たちの 中に 侵入し 
て， 滅ぼして しまう ので ある， 

確かに， もし 人々 の 罪悪が これ 以 
上 増加の 一途 を た ど り ， 世の中 に 邪 
悪が はびこる ようになれば' 神の 裁 
き は， 地上の 悪しき 人々 の 上に 容赦 
なく 卜される であろう。 私たち が 天 
の'-、;]: り を 受けたい と 望むなら， その 


方法 はた だ ひとつ， 世界中の 人々 の 
心の中に， 正義と 謙遜 さと を 確立す 
る ことで ある。 主 は， 主の 聖徒ら を 
支配し， その 真ん中に あって 統治す 
ると 約束して おられる。 真の 聖徒ら 
しい 生活 を 送る ために は， 本当の 勇 
気と 目的が 必要な ので ある。 

神の 御言 葉 を 持ち， それ を 理解し 
ている 限り， 教会員 は 悪の 誘惑に 心 
を 動かされる はずがない。 私たち は， 
これまで 正しく 教えられて きている。 
だ 力;， ひとり 残らず， 教えられた 通 
り の 生活 を している と は 言えない。 
私たちの 中に， 自分で 神の 戒め を 守 
れ なかった ばかりに， 自分の 生活に， 
家庭に， 神の 宮居に， そして 聖餐式 
や 他の 教会の 集会に， 悪の 影響 を 取 
り 入れて いる 人々 が， どれほど いる 
だろう 力'。 私たちの 前に は， 聖典の 
言葉が あり， また， 私たちの 生涯 を 
通じ， あらゆる 活動に 導きと 教え を 
与えて くれる， 神の 生ける 予言者が 
私たちの ただ 中に いる。 主 は， 私た 
ちが 世の 民と は 異なって いるよ うに， 
望んで おられる。 私たち は， 主にと 
つて 特別の 民で なければ ならない。 
だが， 私たち は， その 特別で ある こ 
と を， 私たちの 行ない や 振る舞い， 
そして 主の 戒めに 従順で ある ことに 
よって， 立証し なければ ならない の 
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であ • る。 

少し 前の こと， 教会員で はない が， 

全国で も 著名な ある ス カウ 卜の 指導 
者 力；， ソル 卜 レーク • シティ 一 を訪 

れ， 教会の ス カウ ト 指導員た ちと 会 
合 を 持った。 彼 は， 教会が， 青少年 
のために ス カウ ト プロ グラ ム を 導入 
している その 素 晴ら しい 利用 法に つ 
いて 論評し， その 中で， 次のように 
所信 を 述べた。 「 -"… 私 は， この 教会 
が 世 を 救い 得る と 信じて いる。 …… 
これ は 大胆な 言い方 かも しれない。 
…… だが 真実で ある。 私 は， あなた 
がた が 決して 自分の 責任 を 忘れる こ 
とのない よう， 心から 望んで い 

る oJ 

私 は， この 言葉 を 引用す る 許可 を 
いただく ために， この 友人に 手紙 を 
書いた。 その 返事の 中で， 彼 は 次の 
ように 書いて きた。 「あなたが 手紙の 
中で 触れて いる 私の 言葉に ついては， 
私の 考え は その 時から いさ さか も 変 
わってはいな いと， 喜んで 申し上げ 
てお きましょう。 実際， あなたが ど 
こで も 適当と 思われる 場で 引用して 
下さる こと を， 私自身， この 上な く 
誇りに 思います。 あなた や あなたの 
同僚た ち は， 実に 素晴らしい 仕事 を 
して おられる のです。 どうぞ， 今後 
も 努力 を 続けて 下さい。」 

なんと 驚くべき， そして 高邁な 見 
解 を， この 友人 は， 教会と 教会員に 
対して 持って いる ことであろう カヽ 

私 は， もし 教会員が 神の 聖徒と し 
て， 望まれて いる 通りの 生活 を 送る 
ならば， 末日 聖徒 ィ エス' キリスト 
教会 は 世 を 救い 得る と 信じて いる。 
私たち 力;， 福音の 原則に 従って 生活 
するとい う 標準から それる たびに， 
必ずと 营 つてい いほ ど， だれかが 私 
たちの 行ない を 注視して おり， 私た 
ちに 対し， また 教会の 霊的 価値に 対 
し， 好ましくない 見解 を 抱く ので ある。 
私たちが 忠実で あれば，. 私たちの 教 
えてい る 教義 も 意味の ある ものと な 


る。 救い主 は， この こと を 強調して， 
次のように 言って おられる。 「あなた 
がた の 光 を 人々 の 前に 輝かし， そし 
て， 人々 が あなたがたの よいお こな 
い を 見て， 天に います あなたがたの 
父 を あがめる ようにしなさい。」 （マ 

タイ 5  ： 16) 

世 を 救う という こと は， 偉大な 責 
任で ある。 この 責任 は， ひとり， 教 
会の 指導者 たちだけ に 課せられ てい 
るので はなく， すべての 教会員に も 
同様に 課せられて いるので ある。 キ 
リ ス 卜の 真の 福音 は， 世の 希望で あ 
る。 民族と 民族， 国と 国と を 結び付 
け， 今日 人類 を 分けてい る 障害 を 打 
ち 破る ための， 唯一の 計画と いうの 
力；， この 福音な ので ある。 歴史 を 研 
究 すれば， 人類が， 神 やその 御子で 
ある 救い主に 背 を 向けて は， 決して 
平安で 安全な 生活 を 送る こと はでき 
ない という ことが わかる。 いかなる 
人 も， いかなる 民 も， 神の 戒めに 反 
杭しながら， 神と 調和 を 保って 生活 
する こと はでき ない。 今日， 世界の 
多くの 地域で は， 礼儀 や， 神と 人の 
律法に 対する 忠誠と いった， 旧来の 
秩序に 対して， 公然と 反旗 を 翻す 傾 
向が 見られる。 

教会員と して， 私たち は， 世 を 救 
う ために 何 をし よ う と している ので 
あろう 力 >。 まず 第一に， 戒め を 守つ 
て 生活し なければ ならない。 自分 自 
身に も 他人に も 正直 で な け れ ばな ら 
ない。 道徳的に 清くなければ ならず， 
二重の 道徳 標準 を もって 生活して は 
ならない。 また， 二重人格であって 
もなら ない。 日曜日の 自分と， 他の 
六 日 間の 自分が 異な つていて はなら 

ない ので ある a 

最近 改宗した ある 人から 手紙 を受 
けた。 その 中で， この 改宗者 は， モ 
ル モンの 宗教 力；， ちょうど 「かぐ わ 
しい 朝の 空気 を 吸う」 ようで あると 
言って いる。 そして， 彼が 前の 教会 
を 去って 末日 聖徒 ィ ヱ ス • キリスト 


教会に 加入した 理由 を， 8 つ 挙げて 
いる。 私 はこれ を 全部 1^ げ， また そ 
れ ぞれ私 自身の 注釈 を 付け加えたい 
と 思う。 

1 , 健全な 家族 生活。 友人 や 仲間， 
学校 や 大学， そして 職業 や 社会的 生 
活 といった もの 以上に， 人の 態度 や 
目的 を 決める 上で， はるかに 大きな 
影響力 を 持つ のが， 家庭の 力で ある。 
家庭 こそ， 青少年に とって， 初めて 
の 重要な 訓練の 場で ある。 末日 聖徒 
の 理想的な 家庭と は， 信頼， 平安， 
連帯， そして 幸福が 維持され ていて， 
高い 標準が 見られる 家庭で ある。 

2  ， 自立心と 責任。 教会員 は 皆， 
生まれ落ちてから 死ぬ まで， 自立心 
と 責任に ついて 教えられ ている。 永 

遠の 生命に 到達す るの は， 個人の 責 
任で ある。 

3  , 道徳的 • 肉体的 訓練。 使徒 バ 
ゥロ は， ガラ テャの 聖徒た ちに 向け 
て， 次のように 勧告して いる。 「肉の 
働き は 明白で ある。 すなわち， 不品 
行， 汚れ， 好色， …… ねたみ， 泥酔， 
…- •• しかし 御霊の 実は， 愛， 喜び， 
平和， 寛容， 慈愛， 善意， 忠実で あ 
る。」 （ガ ラテャ 5  ： 19，  21-22) 

デビ ッ ド. 0  • マ ッ ケィ大 管長 力；， 
常日頃 語って おられた こと は， 道徳 
律 を 正しく 保った めに， 克己， 自己 
訓練， 自制心が 必要で ある， という 
ことで ある。 

ジ ヨセフ •  F  'スミ ス大 管長 も， 
次のように 言って いる。 「人 はだれ で 
も， 己 を 支配で きない 限り， 安全で 
はない。 統制で きない 欲望 や 感情 ほ 
ど， 無慈悲で， 恐るべき 暴君 はいな 
い。」 （「福音の 教 «J 第 1 巻， P.296) 

救い主 は， 次のように 警告して お 
られ る。 「誘惑に 陥らない ように， 目 
を さまして 祈って いなさい。 心 は 熱 
している 力、'， 肉体が 弱い ので あ 
る。」 （マ タイ 26  ：  41) 

4, 子供た ちが 両親に 対して 従順 
である こと。 使徒 バウ 口 は， エペ ソ 
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の 若人た ちに 次の よ う に 勧めて いる。 
「子た る 者よ。 主にあって 両親に 従 
いなさい。 これ は 正しい ことで ある。 
『あなたの 父と 母と を 敬え。』 これが 
第一の 戒めであって， 次の 約束が そ 
れ について いる， 『そうすれば， あな 
たは 幸福に なり， 地上で ながく 生き 

ながらえ るであろう。』」 （エペ ソ 6  ： 
1 - 3  ) 

また， へ ブルの 聖徒た ちに 向けて， 
バウ 口 はキ リ ス ト について 次の よ う 
に 書き送つ ている。 「彼 は 御子で あら 
れた にもかかわらず， さまざまの 苦 
しみに よって 従順 を 学ばれた。」 （へ 
ブル 5:8) 

この 従順 さは， 地上の 両親に 対す 
る 従順 さよ り も， はるかに 高い もの 
である。 私たちに は 皆， 天父の 子供 
として， 天父の 律法と 戒めに 対して 
従順で ある ことが， 義務と して 求め 
られ ている ので ある。 

5  ， あらゆる 面で， 完全と 卓越と 
を 求める こと。 福音 は， 聖徒た ち を 
完全な 者と する ための ものである。 
救い主 は 次のように 言われた。 「それ 
だから， あなたがたの 天の 父が 完全 
であられ るよう にあな たがた も 完全 
な 者と なりなさい。」 （マ タイ 5  :48) 

イエス は， 弟子た ちに 向かい， 次 
のように 尋ねられた。 「 …… 汝ら はい 
かなる 人物に て あるべき か。」 イエス 
は， この 問い かけに 自ら 答えて 言わ 
れた。 

「まことに 汝ら はわれと 同じ 人物な 
ら ざるべからず。」 （III ニーフ アイ 27 
： 27) ィヱス は 完全な 生活 をされ た 
が ゆえに， イエスに 従う 人々 に 次の 
ように 求められた。 「われに ならいて， 
汝らの 見た る われの 行い を汝ら もせ 
よ。」 （11  ニーフ アイ 31 ： 12) 

6， 純潔と 神聖な 結婚の 誓約の 遵 
守。 このたび ミス' アメリカ に 選ば 
れた ローラ' リー. シ エー ファーに 
ついて 書かれた 記事 を 読み， 心が 躍 
るの を 覚えた。 彼女 は， その 最初の 


公式 記者会見で， 様々 な 質問に 対し 
て， 勇気 ある 回答 をした ので ある。 
彼女 は， 婚前交渉 という もの を 信じ 
ないし， また 反対して いると 発 |j し 
た。 また， マ リ フ アナ を 常用して い 
ると 重度の 麻薬中毒になる し， 堕胎 
は 違法 だと 感じて いる と 発言した。 
さ らに 付け加えて 次の よ う に 言った, 
「私が 女子学生の 典型と いう わけで 
はありません が， 私の 仲間 や 大多数 
の 若い 人々 は， 私と 同じように 感じ 
ている と 思います。」 彼女の 持つ 行動 
の 規範 は， ァメ リ 力の 青少年に とつ 
て， なんと 優れた 模範であろう 力 >。 

不貞 は， 結婚の 誓約 を冒濱 する も 
ので あり， その 結果， 離婚にまで 発 
展 する ことが しばしば である。 離婚 
は， 子供た ち を徐々 に そこない， 麻 
薬の 飲用 や 不品行 やその 他 罪深い 行 
ない に 走らせる こ とが 住々 にして あ 
る。 そして， やがて 教会に 出席し な 
くな り， 活動から も 遠ざかる ので あ 
る。 もし， 夫婦と いう 夫婦が 皆， 結 
婚の 誓約 を 誠実に 守るなら， 今日の 
世界の 問題 や 悲哀 は， はるかに 少な 
くなる であろう。 また， もし 両親が 
愛 と 信頼 と 永遠の 家族の 目標 と を模 
範 によって 示すなら， 子供た ち は， 
当然の ように， 結婚と いう ものが 神 
聖な ものであると 考える よ うになる 
ことであろう。 

7  ， 高い 教育 水準。 私たち は， 「神 
の 栄光 は英智 なり。 すなわち 光明と 
3^理なり」 （教義と 聖約 93:  36) と教 
えられて いる。 主 は， 次のように 勧 
告 して おられる。 

「そ は， 必ず し も すべての 人 信仰な 
きが 故に， 汝ら 努めて 求め， 互いに 
智恵 ある S 葉を教 うべ し。 然り， 汝 
ら 最も 善き 書よ り智恵 ある 言葉 を 探 
し 求めよ。 また 正に 研究と 信仰と に 
よりて 学問 を 求むべし。」 （教義と 聖 
約 88  ： 118) 

さらに， 次のように 教えて おられ 
る。 「およそ， われらの この 世に 於て 


達する 英智 の一 切 は， 何 にても よみ 
がえ りの 時 われらと 共に よみがえる 
べし。 されば もし ある 人 ありて， 精 
励従顺 によ り この 世に 於て 他の 人よ 
り も 一層 勝れ た る 知識 と 英ず？ と を 得 
ば， 未来の 世に 於て それだけ 利 を 得 
べし。」 （教義と 聖約 130  ： 18-19) 

8，  「最後に 述べる 力;， 決して 軽ん 
じられ て はならない もの は， 常識で 
ある」 と， この 最近の 改宗者 は 言つ 
ている。 常識と は， IS 弁 を 弄する こ 
ともなく， 特別な 知識 も 必要 としな 
い 能力で ある。 それ は， 善良で， 健 
全で， 実際的な 判断力の ことで ある。 
人 は 皆 だれでも， ある 程度の 常識 は 
持ち合わせて いるもの である。 問題 
は， その 常識 を どう 使う かで ある。 
性急に 行動 を 起こす ので はな く  ， 常 
識を 用いて 物事 を 考える かどう かで 
ある。 

以上 8 つの 意味 深い， また 重要な 
理由 は， 私たら が 心に 留め， 各自の 
生活の 中で 実践す る 価値が 充分に あ 
る 事柄で ある。 

福音の みが， 人々 を 励まして， 正 
し く かつ 霊的な 行為の 規範に 従った 
生活 をさせる 力 を 持って いる。 世の 
ならい を 捨て， 神の 戒め を 忠実に 守 
る ときには， 私たちが 犠牲に してい 
る もの は 何もない。 というの も， こ 
の 世の 生涯で， ふさわしい 生活 を 送 
つて いれば， この 世の 生涯 を 終えた 
後に は， 御 父の 王国で ある 日の 栄に 
住まう 資格が 与えられ るからで ある。 
これ 以上に 栄え ある， また 満足の い 
く 報いが ほかに ある だろ う か。 

予 ei— 者 リー ハイ は， エル サルム の 
崩壊に ついて 警告が 与えられ たため， 
自分の 家族と その他 数人の 人々 を 引 
き 連れて， この 聖 なる 都 を あとに し 
た。 3 日間 荒野の 中 を 進んだ 後， 彼 
らは， 谷間 を 流れる ある 川の ほとり 
に 天幕 を 張った。 （ I  ニーフ アイ 2  ： 
6 参照） その 川 は 紅海に 流れ 注ぐ 川 
であった。 ここへ 来る までに， リー 
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ハイ は， 年長の ふた り の 息子に 反抗 
される という 大きな 問題 を 抱えて い 
た。 リ 一 ハイ は， とうとう たる 流れ 
のこと を 考えて いるう ちに， 強く 心 
を 動かされ， 長男の レーマンに 向か 
つて 次のように 言った。 「この III がた 
えず 流れて 海に 入る ように， 汝 もた 
え 間な く あらゆる 義 しさの 海に 流れ 
こんで く れ るよう に。」 （ I  ニーフ ァ 

ィ 2  ：  9  ) 

多くの 川 は， 山腹から ほとばしり 
出る 混じり気 もない， 水晶の ように 
透明な 水 を その 源泉と して， 流れ を 
始めて いる。 その 水が 海に 向かって 
流れて 行く 途中で， 支流が 集まり， 
大きな 流れ をつ くって いく。 だが， 
そう した 支流の 中には， 汚染の 進ん 
で いるもの も あり， それ は 清らかな 
水源 を 持つ 本流 を も 汚濁 させて しま 
う。 そして， その 川が 海に 流れ込む 
までに は， 汚染が， 川 全体にまで 広 
がって しまって いるので ある。 

私たちの 人生 は， 今 申 し t げた 象 
徴 的な たとえと， なんと 以 通って い 
る ことで あろ う 力 >。 主 は， 次の よ う 
な 啓示 を 与えられた。 「人の あらゆる 
霊 は， 太初に 罪な き ものな りき。 而 
して 神 は! « 落よ り 人 を W いた もうた 
るに より， 人 はみ な 再び 幼な 児の 有 
様と なり， 神の 前に 罪 なしと なり 


ぬ。」 （教義と 聖約 93:  38) この 啓示 
を 心の中に 留めて おく と， 私たち は， 
救い主が なぜ 次の よ う に 言われた 力、 
を 理解で きる。 「心 を いれかえて 幼な 
子の ようにならなければ， 天国に は 
いる こと はでき ないで あろう。」 （マ 
タイ 18  ：  3  ) 
子供が 責任 を とれる 年齢に 達する 

ときの こと を， 主 は 次のように 警告 
して おられる。 「かの 悪魔 来りて， 不 
従順に より， また 先祖の 言伝え によ 
り 人の子ら よ り 光明と 真理 を 取り去 
りぬ。」 （教義と 聖 約93  ：  39) 

私たち は， この 啓示から， 人 は 皆， 
この 世に 生まれ落ちた ときには， 神 
のみ 前に 罪のない 者で ある こ とがわ 
かる。 ちょう ど 川の 源の よ う に， 清 
ら かで， 汚れがない ので ある。 そし 
て， 汚染され ている 支流が 本流に 流 
れ込 むように， 私たちの 生活 も， 罪 
悪と いう 支流が 流れ込む の を 許して 
しまう と， 簡単に 汚染され てし まう 
ので ある。 こうした 悪の 流れに 対し 
て， 私たち は 常に 関心 を 払って いな 
ければ ならない し， また 私たち 自身 
も， その 身 を 守らなければ ならない。 
罪悪 は 決して 幸福 を 生じた ことが な 
い。 むしろ 反対に， 人の 心 を 弱めて 
いるので ある。 罪悪 は 人の 良心 を 麻 
痺 させ， 最終的に は， 霊的な 生活 を 


破壊す る。 そして 絶えず 悪事 を 行な 
うよう になる。 両親から 適切な 教育 
と 訓練 を 受けて いない 了-供 は 悪の 誘 
感に 負け やすく， その 結果， 現世で 
も， 永遠の 世で も， その 生涯 を 汚し， 
やがて 滅ぼして しま うので ある。 忘 
れて はならない。 淸く ない もの は， 
いかなる もの も， 神の み 前に 出る こ 
と はで きないの である。 悪の 道に 従 
う 者で 勝利 を 得る 者 はいない。 私た 
ちが この こと を 学ぶ のが 若ければ 若 
いほ ど， 私たちの 生涯 は， 報いの 多 
い， 実り ある ものと なって くるので 
ある。 

私 は， 私たちが 皆， 固く 立って， 
着実に， なおかつ 動揺す る ことなく 
主の 戒め を 守り， この 教会から サタ 
ン を 完全に 放逐す る こと がで きる よ 
う ， 心から 祈って いる。 

私たちの 努力 を どこ に 向 け る かお 
話した 今， 自分た ちの 教える 内容に 
ふさわしい 模範と なろ う ではない か。 
そして， 私たちの 友人 や 同僚と 福音 
の 知識 を 熱心に 分かち合い， 私たち 
の 携わって いる 業が 神の み 業で ある 
こと を， 心から 証しょう ではない 力、。 
神が， そのよう に 行なう 私たち を 祝 
福して 下さる よう， イエス' キリス 
卜の み 名に より， 祈る ものである。 
アーメン。 
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神権の 祝福 

大 管長 

ジ ヨセフ' フィ 一 ルディ ング • ス ミス 


愛する 神権 者の 皆様。 私 は， 皆様 
と共に この 神権 者 大会に 集える こ と 

を 心から 感謝して いる。 そして， 神 
権 を 人類の 利益の ために 行使す る と 
いう ことに 関して， 一言 申し上げた 
いと 思う。 

この 神権 は， 福音 を 管理し， 執行 
する ものである。 神権 は， 主 御自身 
から 委ねられた 権能であって， 私た 
ち 自身と 私たちの 同胞が， 天上の 日 
の 光栄の 王国に おいて 救いと 昇栄に 
あずかる ために， 必要な こと を こと 
ご とく 行なえる よう， 私た ち に 与 え 
られ ている ものである。 

予言者 ジ ヨセフ' ス ミス に 与 え ら 
れた 初期の 啓示の 中で， 主 は 次の よ 
う に 言われた。 「 も し 汝善を 行わん と 
欲 し 誠に 終 りまで 変る ことなく 忠信 
ならば， 神の 王国に 救わるべし。 こ 
は， 神の 賜のう ち 最大なる ものな り。 
およそ， 救いの 賜に 勝る 賜 は あら ざ 

れば なり。」 （教義と 聖約 6  ： 13) 

さて， この， 人に 与えられる 祝福 
の 中で も 最大の も ので ある 救い は， 
福音の 律法に 従順で ある ことによ つ 
て もたらされる。 そして その 福音の 
諸 儀式 は 神権の 権能に よ つて 執り行 
なわれ る。 それで， 神権と いう もの 
は， 私たち 自身と 天父の 他の 子供た 
ちに 祝福 を もたらす ために， 私たち 


に 与えられ たので ある。 

神権の 権威と 権能が あって はじめ 
て， 福音 も宣べ 伝えられる。 人生で， 
福音 を 受け入れる 以上に 大きな 祝福 
が あるだろう 力、。 

また， 神権の 権能が あって はじめ 
て， 人 は 罪の 赦しを 受ける ための バ 
プ テス マ を 受ける ことができる。 ま 
た 生涯に わたって 聖霊の 神聖な 力 を 
受ける こ とがで きる ので ある。 

私たちに は， 誓約に よって メ ルケ 
ゼデク 神権が 授けられる。 私たち は， 
その 召し を 全力 を尽 して 遂行し， 「神 
の 口から 出る 一^" つ 一^^ 3 の 言葉で」 （マ 
タイ 4  ：  4) 生活 するとい う 約束 を 
交わす。 主が 私たちに 与えられる 約 
束 は， 私たちが 自分で 交わした 約束 
を 守れば， 日の 光栄の 最高の 位に お 
いて 昇栄 にあず かる ことができる と 
いう 約束で ある。 

この 世と 永遠に わたる 結婚 は， 「神 
権の 命ずる ところ」 であり， この 儀 
式 を 受けた 夫婦に は， その 誓約に 忠 
実で ある 限り， 王国と 王座が 約束 さ 
れ るので ある。 

聖 なる 神権 を 持つ 兄弟た ちに は， 
信仰 ある 者が 病める 時に 祝福 を 施す 
権能が 与えられ ている。 それ 故， 信 
仰 ある 聖徒た ちに は， 「死の 命 を 受け 
ざる」 限り， 健康と 体力と が 回復 さ 


れ るので ある。 

そして， これ は， 教会 活動の 及ぶ 
すべての 範 H にわた つて 同じ ことが 
言える。 主の 祝福 は， 聖徒 たちのみ 
ならず， 全世界の 人々 にも， もたら 
される。 そのために 教えと 導き を 施 
すの が， 主の 聖 なる 神権 を 持つ 人々 
であり， 主 を 代表す る 人々 であり， 
本当の 意味で しもべで あり， 使いで 
ある 人々 であり， そして， 喜んで 主 
に 仕え 主の 戒め を 守る 人々 なので あ 

る 0 

神権 を 持つ すべての 兄弟に， お 願 
いする。 自分に 授けられ ている 神権 
を， まず 第一に 自分自身に 恵み を も 
たらす ために， 次に 同胞に 恵み を も 
たらす ために 使って いただきたい。 
教会で 定められた 秩序から 决 して は 
ずれる ことなく 行動して いただき た 

い 0 

資格 ある 人々 は 可能な 限り， 召し 
に 応えて， 家庭の 内外で 福音 を宣べ 
伝えるべき である。 夫た る 者 は， 妻 
や 子供たら に 祝福 を もたらさ なけれ 
ばなら ない。 また， 私たち は 皆， 主 
の 宮居の 祝福 を 受け るに ふさわしく 
なければ ならない。 この 祝福 こそ， 
神権に よっても た ら される 祝福な の 
である。 

愛する 兄弟た ちょ， 神権 を 持つ と 
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いう こと を 決して 軽々 しく 考えて は 
いけない。 私たち は， 主の 権威と 権 
能 を 扱って いるので ある。 それ は， 
主力;， 今日， 諸 天 を 開いても たらし 
て 下さった もので あり， その 結果 人 
類 は 再び， 人が 最初に 地上に 置かれ 
たと きと 同様， あらゆる 祝福 を 受け 
る ことができ るよう になった ので あ 
る。 

私たちが 皆， 各々 の 義務 を 悟り， 
神権 を 常に 尊び， そして 天よりの 召 
し を 全力 を 尽く して 遂行す る ことが 
できる よう， 心から 祈って いる。 さ 
らに また， 私たちが 与えられ ている 


神権 を 行使して， 自身と 同胞に 祝福 
を もたらし， そして， 世界 各地に 伝 
えられて いる 救いの おとずれに 耳 を 

傾ける すべての 人々 に 祝? ii を も た ら 

す ことができ るよう， 私 は 祈って や 
まない。 

私 は 閉会に あたり， 神権 を 授けら 
れ ている 人々， 聖職に 任命され てい 
る 人々， 責任 を 与えられ ている 人々: 
そして， そうした 責任に 忠実な 人々 
のために， 私の 祝福 を 差し上げたい 
と 思う。 

私たちに 与えられ ている 責任 は， 
ただ 単に この 神権 を 自分自身の ため 


に 受ける こ と だけで はな く  ，. 全世界 
の 進んで 悔い改め， ？ ^ 音 を 受け入れ 
る 人々 にも 祝？ i を もたらす こと であ 
る。 そして 私たち は， この 救いのお 
とずれ を， 世界の 各地に 携えて 行く。 
それが 私たちの 責任 だからで ある。 
私 は， 立派な 神権 者で ある 皆様と 
共に 働け る こと を 感謝し， また 喜ん 
でい る。 そして， 悔い改め ようとし 
ている 世界中の 人々 に 救い を もたら 

すため に， 可能な 限り， 力 を 尽くし 
て 働きたい と 願って いる。 主 イエス' 
キリスト のみ 名に より， 申し上げる 
次第で ある。 アーメン。 
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奉仕の 業 を 続けて 


大 管長 会 第二 副 管長 


N  • エル ドン • タナ- 


この 集会  は，  まことに 霊感に 満ち 
た 集会で ある。 ここに 集まって いる 
人々， 放送に 耳 を 傾けて いる 人々， 
また， 聞いた こ と を 実践し よ うとし 
ている 人々 にと つて， この 大会 は， 
特別の 機会で あり， 祝福で ある。 私 
たちに 与えられ ている チ ャ レンジ も， 
機会 も， 祝福 も， 大きく， 無数で あ 
る。 私たちが， 自分の 持つ 神権の 召 
し を 全力 を 尽く して 遂行し さえ すれ 
ば， この 世の中に， 教会の 神権 者た 
ちに 授けられ ている 神の 権能に 比肩 
し 得る 大きな 権能 は， 存在し ない。 

私共 夫婦 は， 日本に ある 4 つの 伝 
道 部と ひとつの ステーキ 部の 訪問 か 
ら 戻って 来たば かりで ある。 日本に 
ある 伝道 部と ステーキ 部 は， 現在， 
曰 本人の 手に よって 管理され ている。 

1 組の 伝道 部長 夫妻 は， 日本で 生ま 
れ， 育ち， 日本で 伝道 を 経験した 生 
粋の 日本人であって， 現在， 偉大な 
働き をして いる。 私たち は， 韓国と 
香港に ある 伝道 部 も 訪問した が， 両 
方の 伝道 部と も， ほんの 10 年 か， 12 
年 前に 伝道 を 終えた ばかりの ァメ リ 
力 人に よって 管理され ている。 実際 
のと ころ， 6 人の 伝道 部長が， 現在 
自分の 管理して いる 地域で， 以前 伝 
道した 経験 を 持ち， 5 人の 伝道 部長 
夫人が やはり 同じ 経験 を 持って いる。 


これらの 偉大な 国々 で， 宣教師た 
ちが 驚くべき 業 を 行なって いるの を 
目の当たり にし， 教会の 成長ぶ り を 
見て， 私 は 深い 感動 を 覚えた。 古い 
会員 も 新しい 会員 も， 質的に 高まつ 
ており， よくみ 業の ために 働いて い 
る。 会員の 大部分 は， おおよそ， 20 
歳から 35 歳の まだ 年若い 人々 である。 

どの 伝道 部に も， ステーキ 部に も， 
立派な 指導者が 見られ， その 進歩の 
跡 は 著しい。 会員た ちと 共に 集った 
会で は， どれ も 300 人から 1000 人の 出 
席 を 見た が， どこの 国で も， 将来， 
教会が 成長し， 強くなる ことに 確信 
を おぼえた。 どの 集会で も， 偉大な 
みたまの 導きが 感じられた。 

私が 滞在中， 心 を 動かされ たの は， 
献身的で， 有能で， 謙逾 で， 信仰 深 
く， かつ 効果的に 働く 宣教師た ちの 
姿 を 見た ときで ある。 幼かった 少年 
たち は， 立派な 大人へ と 成長し， 勇 
気と 理解力と 指導力と を 備えた 人物 
となって いる。 また， 主よ り 任じら 
れた 大使と して， 教会員た ちに 称え 
られ， 愛され， 尊敬され ている。 彼 
らは 重い 責任 を 担い， 指導者の 仕事 
をた く さん 引き受け， 支部 長 や 補助 
組織の 長 や 教師の 職に 召 されるべき 
人々 を 訓練して いる。 パプ テス マ を 
施し， 確認 を 行ない， 儀式 を 執り行 


なって いる。 弱い 人々 を 励まし， 強 
め， 病んで いる 人々 に 祝福の 儀式 を 
施して いる。 自分の 父親に 祝福 を 与 
えた ひとりの 宣教師 は， 自分の 経験 
した 奇跡的な いやしに ついて， 証 を 
述べて く れた。 

宣教師た ち は， 誘惑 や 邪悪な 行な 
いに 会い， それ を 克服して きた 証 を 
持つ 人々 である。 やがて 伝道 を 終え 
て 戻って 来たと き， ワード 部 ゃステ 
ーキ 部に あって， いかなる 責任 を も 
喜んで 引き受ける ことので きる 備え 
の 完了した 人々 である。 奉仕の 大切 
さ を 知り， また 実際に 大きな 働き を 
してきた 人々 である。 あなたた ちの 
ヮ 一 ド部ゃ ステーキ 部に， 強さと 霊 
感と 指導 性と を もたらし， 機会 さえ 
与えられれば， 青少年た ちに 霊感 を 
与える ことので きる 人々 である。 ま 
た， 不活発 会員た ちに 深い 関心 を 持 
つ 人々 であり， 問題の ある 人に は， 
だれに でも 深い 関心 を 払う 人々 であ 
り， さらに， 問題の 解決の ために， 
喜んで 手助けし よ うとい う 人々 であ 
る。 これが， 教会の 宣教師た ちの 姿 
である。 

兵役に ある 人々 についても， 申し 
上げたい と 思う。 私たち は， 韓国と 
大阪 にいる ときに， 軍人た ちに 会つ 
たが， 兵役に ある 青年の 大部分 は， 
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教会で も 驚く ほどの 働き をして いる。 
私が， 新しく 召された 宣教師た ち 

に 話して いたと き， 24 歳の 宣教師た 
ちに 皆 立って く れ るよう 頼んだ こと 
が ある。 というの は， 24 歳と いう' ギ 
齢 は， ジ ヨセフ ♦ ス ミスが 教会 を 組 
織した ときの 年齢 だからで ある。 そ 
の 集会で は， 5 人の 宣教師が 立ち上 
がった が， 私 は そのうちの ひとりに， 
前に 来て， どのよう にして 教会に 入 
つたの か 話 をし， 証 を 述べて くれる 
よう 頼ん だ。 彼 は， ベトナム で 兵役 
について いたと 話した。 そして， ベ 
ト ナムに いる 間に， 何人 かの 教会の 
青年に 会い， 特に そのう ちの ひと り 
力；， 福音に 従った 生活 をし， また 福 
音の こと を 教えて くれたと 言う。 そ 
の 結果， その 青年 は 現在， 教会の 会 
員と なって いるので ある。 また 彼 は， 
自分の 人生が どれほど 大き く 変化し 
た 力つ 自分の した 行ない を どのよう 
にして 悔い改めた 力へ そして， どの 
よ う にして 人生の 目的 を 理解す るよ 
うにな つた 力'， 説明して くれた。 そ 
れ から 私 は， 他の 4 人に も 同じよう 
に 依頼した。 そのうちの ふたり は， 
軍隊に いる 間に 教会に 加入した と述 
ベ， 同じよう な 話 を して く れた。 兵 
役に ある 青年た ちの 働き の 結んだ 実 
を 知って， 私 は 本当に 心 躍る 思いで 
あった。 彼ら は， 軍隊に いる 間も献 
身 的に 働き， 福音に ついての 証 を 持 
ち， 福音に 従って 生き， 教え， 証 を 
述べる 勇気 を 持って いるので ある。 
ステーキ 部 や 伝道 部で， 宣教師た 
ちが どのよ う にして 人々 を 教会に 導 
くこと がで きたの か を 知り， 心 を 動 
かされた。 中には， 随分と 高い 地位 
にある と 思われる 人々 がいた からで 
ある。 改宗者の 中には， 大学教授が 
いた。 立派な 実業家 もいた 。高名な 
医師が ふたり， そのうちの ひとり は， 
心臓外科 医であった。 そのような 人 
人が， 自分 を 教会に 導き， 人生に 影 
響 を 与えて くれた 青年た ちの 働き を 


讃美す るの を 見て， 私 は 心の中で 深 
く 頭 を 下げた。 彼ら は， 教会に 加入 
以来， 福音が 自分 たちのた めに どれ 
ほど 大きな 役割 を 果た している か， 
という 証 を 述べて くれた。 

私 は， どの 伝道 部で も ステーキ 部 
でも， その 指導力に， 深い 感銘 を覚 
えた。 

監督 や ステーキ 部長に 訴えたい と 

思 ラ 0 

兵役に ある 青年た ちが， 任務 を 解 
かれて 帰って来た とき， 奉仕す る 機 

会が 与えられ ている かどう 力 N よく 
注意して いただきたい。 

次に， 青年の 皆様に 申し上げる。 
あなたた ちが これまで， 勉強し， 祈 
り， 経験して きた こと は， 主の み 業 
で 本当の 働き をな すため の 備えな の 
である。 これまでの 人生で 試練 を受 
け， 証 を 強める 機会の あった こと を 
主に 感謝して いただきたい。 教会の 
奉仕 活動の 中で， 自分 はすで に 義務 
を 果たし 終えた などと， 決して 思わ 
ないで いただきたい。 主の み 業で 一 
層 働く ために， その 備え をして きた 
に過ぎないの である。 奉仕す る 機会 
を 求め， また 応じていた だきたい。 
昔の 悪友の も とに 戻る ことのな いよ 
う に。 模範と なって いただきたい。 
年若い 少年少女 たちに， 伝道と いう 
ものが 若い 人に とって どれほど 役に 
立つ か をよ く 教え， 決して 落胆 させ 
る こ とのない よ う にして いただきた 
い。 ワード 部 や ステーキ 部に いる 少 
年少 女 は， あなたた ちが 伝道から 帰 
つて 来た ときには， あなたた ち を 尊 
敬の まなざしで 見つめ， 多くの 期待 
を 寄せる ことであろう。 そして， あな 
たたち が 教え 通りに 生活す るなら ば， 
年若 t  、少年少女の 生活 にょい 影響 を 
及ぼす ことであろう。 国家の ためで 
あろうと， 主の ためで あろうと， そ 
れぞれ の 業に 携わって いたと き， 交 
流 を 持った 人々 に 及ぼして きた 数々 
のよ い 影響が 継続す るので ある。 


あ な た た ち が 道 を 終えて 家に 帰 
り， こういう や- 1:.?*,: い 人た ちに 会った 
ら， 伝道に 出て， 神殿 結婚 をし， 忠 
実な 教会員 だけに 与えられる 数々 の 
祝福 を 受ける 備え をす るよう， 励ま 
していた だきたい。 また， 悪い 行な 
いや 誘惑に 打ち勝つ ことができ るよ 
う， そして， 自分の 持つ 神権 を 尊び， 
指導者た ち を 支持す るよう， よく 助 
けて いただきたい。 これが， 任務 を 
終えて 戻って 来る 人々 に， 私の 望む 
ことで ある。 

いかなる 時で も， 神権の 召し を 全 
力 を 尽く して 遂行して いただきたい。 
互いに 尊敬し 合い， 支え 合って いた 
だきたい。 絶対に 誘惑に 陥る ことの 
ないように。 女性 を 敬い， 必要と あ 
らば， 命 を 犠牲に してで も 貞節 を 守 
つていた だきたい。 決して， 落胆し 
たり， あきらめた りする ことのない 
よ う に。 教会で 活発に 活動 を 続けて 
いれば， 他の 方法で 得る 以上に， 成 
功 を 収め， 名声 を 勝ち得， そして 幸 
福に なれる であろう。 私 は， 年若い 
兄弟た ちに， 約束した いと 思う。 あ 
なた たちが， まず 神の 国と 神の 義と 
を 求め， 可能な 範囲で 主に 仕える 備 
え をな すなら ば， 主 は あなたた ち を 
祝福して， 恐らく は ほかで は 得る こ 
とので きない， 成功と 幸福と 満足と 
を 与えて 下さる に違いない。 教会に 
活発に 集 うなら ば， 学校の 成績 も 向 
上し， 世の中に 良い 影響を及ぼす こ 
とがで き るで あろ う 。 

ある 大会 社で 重役 を している 私の 
知人が， 先日 私に 次のように 言って 
きた。 （彼 は 現在， 政府の 代表 を 務め 
ている が， 製材 業界で， 成功 を 収め 
た大 実業家で ある。） 「私たち は， 政 
府の ある 仕事で， 有能な 人材 を 必要 
と していました。 数多くの 応募者が 
いました が， 私たち はまず それ を 10 
人に 絞りました。 ところ 力；， その 10 

人の 選考 を 進めて いるう ちに， その 
うちのひとり 力；， あなたの 教会の 会 
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員で ある ことに 気付きました。 それ 
で 私たち は， 彼 を 採用した わけで 
す。」 

私 は， 「どうして 彼 を 採用した ので 
す 力つ と 尋ねた。 

彼 はこう 答えて くれた。 「私たち は， 
彼が 夜に 大酒 を 飲んで 騒ぐ よ う な 人 
物で はない し， 信用 もお ける し， 与 
えられた 仕事 はき ちんと 果たしてく 
れる こと を 知っていた からです 
よ。」 私 はこの 時， 教会の 若人た ちが， 
この 話が 事実で ある こ と を 知って く 
れ たら， どれほど 素晴らしい ことが 
起こる だろう 力 >, と 考えた。 

私 は， 今夜 ここで， 地区 代表の 集 
会で 読み 上 げ た 手紙 を 読んで みたい 
と 思う。 その 一部 をお 読みした いと 
思う。 その 内容に 簡単に 触れて みる 
ことにしよう。 

韓国 伝道 部の 伝道 部長 は， 私が 訪 
問して いると きに， 兵役に 携わって 
いる 青年た ちの 問題に ついて， 話し 
て くれた。 伝道 部長の 話に よると， 

青年た ちの 赴任 後， 2 力 月た つても， 
3 力 月た つても， 所属 ヮー ド 部の 監 
督 たちが 会員 記録 を 送って く れ ない 
と言うの である。 実際のと ころ， 韓 
国に 駐留して いる 軍人た ち は， 自分 
が 韓国に 派遣され ている こと を， 決 
して 楽しんで はおらず， むしろ 恨め 
しく さえ 思って おり， そのために 孤 
独に 陥って いると いう 話で ある。 彼 
らの まわりに は， 無数の 売春婦た ち 
が うろつき， 事実， こうした 軍人た 
ちが 売春婦と 同棲す る こと は 普通に 
行なわれ ている ことで あると 話して 
くれた。 また 伝道 部長 は， 教会に あ 
ま り 活発で なかつ た ひとり の 祭司が， 
寂し さの あまり， 売春婦の ひとりに 
熱 を 上げて しまったと きの 経験談に 
ついて 話して くれた。 このと き は， 
教会の ひと りの 青年が， 福音の 教え 
に 従った 生活 をして おり， こうした 


青年 を 救い出す ことに 深い 関心 を 抱 
いていた ため， 彼が その 祭司と 接触 
を はかり， 力 を IS  く したため， 遂に 
その 祭司 は， 教会の 価 ffi を 認め， こ 
れ までの 行ない を 悔い改め， 主の 祝 
福に あずかる に ふさわしい 者と なる 
ために 一生懸命 働く ようになった。 
そして， 伝道 部長 は， も し， その 祭 

司が 赴任した |6: 後に， 彼と 接触す る 
ことができた としたら， 何 かしら 援 
助の 手が 差し伸べられて， 恐らく そ 
のよ うな 悲劇 を 防ぐ ことができ たは 
ず だと 言って いる。 伝道 部長 はまた， 
他に も， 当地に いる 数多くの 青年の 
ために 働いた 経験 を 話して くれた。 
実に 多くの 青年た ちが， だれかが 彼 
らと 出会い， 手 を 差し伸べて， 愛と 
思いやり を 示して くれたた めに， 力 > 
の 地で はびこつ ている 誘惑に 対抗す 
る ことができ たと， 証 を 述べて いる。 

それゆえ， 兄弟の 皆様， 監督 ゃス 
テーキ 部長の 皆様。 このような 青年 
たちが 家 を 離れて 大学へ 行く ときに 
は， 必ず， 彼らに 関する 会員 記録 や 
情報 を， 大学 最寄りの ワード 部 や 支 
部に 送って いただきたい。 また 青年 
たちが 軍隊に 入る ときには， 彼らの 
ため を 思って， 決して， 忙しい など 
と 言わずに， 充分な 関心 を 払って， 
彼ら を 救うた めに， できるだけ のこ 
と をして やって いただきたい。 彼ら 
が 赴任す る 前に， ゲル ーブ リーダー 
やその 他 適当な 人々 に 情報 を 送って 
おいていた だきたい ので ある。 

次 に 宣教師 たちに 閱 して 申し上げ 
る 。 宣教師 は 帰還 したら 伝道に 出よ 
う と している 青年た ちと 親しく 交わ 
るよう にして いただきたい。 あなた 
たちの 影響力が 彼 ら にも 感じられる 
ようにして 欲しい。 励まして いただ 
きたい。 fe 道から 帰った ばかりの 宣 
教師 は， 心が 燃えて いるもの である。 
彼ら を 出迎え， 愛し， 働く 機会 を 与 


えていた た' きたい。 私 はこの ような 
例 をい くつ も 聞いて 知っている。 つ 
い 先週 も， そのような 話 を 聞いた。 
ある 母親の 話で ある。 「私の 息子が 伝 
道 を 終えて 帰って来た とき， ワード 
部で 話 をす る 機会 は えられません 
でした。 監督から は， 『や あ， おかえ 
り』 と a われた だけでした。 だれも 
息子に は 関心 を 払って く れ ていない 
ように 思えました。」 さらに 話 は 続く。 

「私 は， 息子が 興味 を 失わない よう 
に， また 教会に 活発に 集うよ う に， 
本当に 一生懸命 息子に 働き かけな け 
れ ばな り ませんで した。」 

こ う した 兵役 や 大学 や 伝道 を 終え 
て 帰る 兄弟の 皆様， 監督に 報告 をし， 
自分 を 4^ 仕の ために 使って 欲しい と， 
申し出て いただきたい。 次に 監督の 
皆様に 申し上げる。 このような 青年 
たちが あなたた ちの ヮー ド 部から 出 
て 行く とき は， 必ず， 学校 や 大学 や 
軍の 役員に， 情報 を 送って いただき 
たい。 そうすれば， その 役員た ち は， 
彼らが 到着す るまでに は， どんな 助 
け や 激励が 必要 か を 知り， また， 実 
際に， その 手 を 差し伸べる ことが で 
き るので ある。 

私たちに 主の 祝? jil があって， 人の 
価値の 大 いな る こと を 理解す る こ と 
がで きる よ う に。 私たちの 中に， 世 
話 や 助け を 必要と している 人々 力; い 
る。 彼ら を 活発に 集わせ， 激励 を 与 
え， 問題が ある ときには 援助の 手 を 
差し伸べる こと は， 私たちの 責任で 
ある。 神権 は， 神の み 名に よって 働 
く ために 私たちに 与えられた 神の 権 
能で あると いう こと を， 理解で きる 
よ う に。 し 力、 も， 賢明に， 謙遜に， 
そして 効果的に 働く ことができ るよ 
うに， イエス • キリスト のみ 名に よ 
り， へりくだって i^T る。 アーメン。 
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先週， 私たち は 「全 教会員が 相互 
に 啓発し 合うた め 教会 はすべ ての 教 
会員 を 心 要と している」 という テー 
マ を 中心に 1 日 半 を 費やして 十二 使 
徒 会 地区 代表 と共に 話し合う 会 を 持 
つた。 私たち は， 統計 資料 を 詳しく 
分析し， 図表 を 作成した。 この 図表 
は， 今後， 地区 代表た ちが 各地の 地 
区 集会へ 携えて 行き， 現在 教会 活動 
に 活発で ない 人々 にも 手 を 差し伸べ 
る 必要が ある こ と を 強く 訴えて ゆく 
ことになる。 ここで， 図表から 数字 
を 取り出して， これから 申し上げる 
こ とがい かに 大切な こ とで ある 力、， 
訴えたい と 思う。 ある 図表に よれば, 

教会に はメ ルケ ゼデク 神権 者が 35 万 
3 千 人い る。 その 大半が 父親で ある 
が， 月に 聖餐 会， 神権 会に それぞれ 
1 回づっ 出席 するとい う こと を 基準 
に 考えて みると， 活発な 会員 は， 18 
万 7 千 人し かいない。 言葉 を 換えて 
言えば， それだけの ことし かしてい 
なくても， この場合， 活発と みなさ 
れる という ことで ある。 21 歳 以上の 
ァ ロン 神権 者が 18 万 4 千 人お り， そ 
の 大半が やはり 父親で あるが， その 
う ち 活発な 会員 は 1 万 7 千 人し かい 
ない。 この こと を 心に 留めて いただ 
きたい。 未聖 任の 成人 会員 も 4 万 8 
千 人， 非 教会員の 夫 も 11 万 7 千 480 人 


いて， やはり その 大半が 父親で ある。 
したがって， 約 70 万人の 成人 男性が 
いて， その 大半が 父親で あるが， そ 
のうち， 合計 50 万人 ほどが， 前述の 
基準に 照らし合わせて， 不活発と い 
うこと になる。 これ は 私たち 自身へ 
の チャレンジの 対象と して， 未聖任 
会員の 数 と 非 教会員の 夫の 数 と を 加 
えた 数字で ある。 さて 兄弟た ちょ， 
私たち は， こうした 兄弟た ち を 何ら 
かの 形で 活発に する ために， 確固た 
る 行動 をと るよ う 提案した いと 思う。 
ある 伝道 部長が， 何年 か 前， 東部 諸 
州 で 宣教師 たちと 集会 を 持って いた 
ときの ことで ある。 その 会場に は， 
真ん中に 柱が 何 本 も 立って いた。 伝 
道 部長 は 宣教師の ひと り に 向かって 
言った。 「立って， あの 柱 を 押してみ 
なさい。」 

「さあ， 押しても 動きません。」 

「どう してです か。」 

「あの 天井の 重みが， 全部 柱に か 
かってい るからで す。」 

すると， 伝道 部長 はこう 尋ねた。 
「じ や， その 重みがない ことにしよ 
う。 それ だったら， 動かせる か 
ね。」 

「 も ち ろん， できる と 思います。」 

こ う して 伝道 部長 は 話し 出した。 
「 さ て 長老 たち， 私たち はちょう ど 


あの 柱の ような ものです。 私たちが 
この 教会で 責任と いう 重み を 持って 
いる 限り， 黄泉の 力 を もってしても， 
私たち を 動かす こ と はで きないので 
す。 けれども， ひとたび その 重みが 
取 り 除かれ る と ， 大部分 は， 私た ち 
を 引き倒 そ う とする 勢力の 絶好の 標 
的に なって しま うのです。」 

さて， 私たち は， すべての 神権 者 
に， そして あらゆる 家庭の あらゆる 
父親に， 神権と いう 重み を かけたい 
と 思う。 忘れないで いただきたい。 
いわゆる 不活発 会員 や 神殿に 入って 
いない 会員た ち を 増える ままに して 
おくと， やがて 神殿で 結び 固め を受 
けない 教会員， すなわち 来世に おけ 
る 家族 関係 を 維持で きない 会員 を 何 
十万と 抱える ことになるの である。 
活発で いる という こ とが 霊性の 中 
枢 をな している こ と を 忘れない でい 
ただきたい。 
次の よ うな プロ グラム を 取り入れ 

るよう 提案した いと 思う。 まず， 監 
督が ホーム 'ティーチ ヤー と 定員 会 

指導者に， 不活発 会員の 名前 を 提出 
しても らう。 また 同時に， こ う した 
会員と 接触し， 活発に する ための 提 
案 を 書いて 提出して もらう。 次いで， 
監督 も 同様にして， こうして 集めた 
名前 を ステーキ 部長に 提出す る。 こ 
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のように して 一定期間 ，努力と 評価 
を 続け， この間， 数字よ り も， 個人 
に 焦点 を 合わせる ので ある。 これ は, 
愛と 創意 工夫の テス 卜と a えよ う。 
私たら が どれ だけ 力 を 尽く してこう 
した 会員 を 助け， 彼らに も 他人に 4^ 
仕す る 機会 を 与えて いるか ど うかと 
いう ことが， 試される からで ある。 

今晩， これまで 幹部の 兄弟た ちに 
話して いただい たが， 皆， この 重要 
な 問題に 注意 を 喚起す る もので あつ 
た。 どの 話 も， この 問題の 持つ 様々 
な 側面に 触れて いた。 教会で は， 多 
く の 人々 が 種々 の 職業に 携わって い 
る 力；， そうした 人々 から 次の ような 
問い合わせが きている。 「福音 を宣べ 
伝える 宣教師と して 伝道に 召される 
の で は なく， 自 分 た ち の 才能 や 職業 
技術 を 使って 主の み 業の 助け をす る 
といった かたちで， 伝道で きない だ 
ろ う か。」 

この プログラムに ついては， のち 
ほど， もうす こし 詳しく 聞く ことに 
なろう が， とにかく  ， これ は， メ ィ 
スン 博士が お話して 下さった よ うに， 
医師， 看護婦， 農業 関係者な どに 対 
する 召しで ある。 私たち は， この 人 
人 も， 正規の 宣教師と して， その 種 
の 助 け が 必要 とする 所 は どこへ でも 
自費で 出かけ， 伝道 宣教師と 同様に， 
一定期間， 教会員の 水準 向上に 資す 
る 様々 な 援助 活動が 行なえる よ う 召 
したいと 考えて いる。 この プロ ゲラ 
ム から は， 偉大な 質的 向上が 生まれ， 
力強い 胎動が 聞こえて 来る ことで あ 
ろう。 こう した 動き は， 自分の 奉仕 
が 可能な 分野で 働 く 機会が 欲しい と 
願って いる， 数多くの 人々 から 出て 
来る ので あり， ま f こ， そのような 人 
人 は， 多少な り と も 不活発 気味の 人 
人に 皆， 手 を 差し伸べ， 何 か 責任 を 
果たして もらおうと， 一生懸命 働い 
て くれる ので ある。 指導者た ち は， 
創意 工夫 を こらして， 会員に ひとり 
残らずな にか しらの 責任 を 与え， 教 


会 は 特別の 奉仕 活動の ために 自分 を 
必要 として くれてい ると いう 気持 ち 
を 抱いても らぇ るよう， よく 注意し 
て 見守って いただきたい。 

これから 申し上げる 話 は， 恐ら く 
以前 にも 話した ことがあ ると は 思 う 
力；， 今宵 ここで 再度お 話しした いと 
思う。 故 アダム • S • ベニ オン 長老 
が， ユタ 州 立 刑務所 を 訪問した とき 
の 経験で ある。 私たち も 何度か 訪れ 
た ことがあ るが， ベニ オン 長老の 話 
し 方 は， だれよりも 大胆であった。 
長老 は， 会話の 中に 囚人た ち を 引き 
込んだ ので ある。 「皆さん， 私 は 皆 さ 
んに お尋ねしたい。 これまで 皆さん 
の 生涯で どんな ことがあった ために, 
この ユタ 州 立 刑務所に 収容 される よ 
うな 間違い を 犯した のです か。」 冷た 
い 雰囲気が 柔ら ぎ， ひとつの 答えが 
返って 来た。 「自分た ちが 刑務所に い 
るの は， 自分た ちに 何が 起ころうと 
関心 を 持って くれる 人 はだれ もい な 
いと 感じた ことがあった からなん で 
す。」 

今夜 ここに 集って いる 人々 は， 比 
較的 心配の ない 状態で あるが， それ 
で も 自分た ちの 状態に だれ も 関心 を 
払って くれないと， 心の中に 感じて 
いる 人が ひとりで も おられたら， 主 
が， そのような 人 を 助けて 下さる よ 
う， 祈って いる。 父親で あれ， 母親 
であれ， 子供で あれ， あるいは また 
不活発 な 人で あれ， だれ も 自 分の こ 
とに は 関心 を 払って くれないと 感じ 
ている 人が いたら， その 人 は 危険な 
状態に ある。 私たち は， あなたた ち 
力;， こういう 人々 と 接触 を 図り， な 
んら かの 形で 活発になる よ う 手助け 
して 欲しい と 願って いる。 臨戦 態勢 
が 整い 次第， すぐにで も 開始して い 
ただきたい。 

私 は， 数年 前， プロボで 開かれた 
「夫婦の 集い」 に 参加した ことがあ 
る。 その 時， ひとりの 美しい 姉妹が 
立って， 自分の 夫が 教会に 活発に 集 


うように なって 以来， 家庭に どれ ほ 
ど 大きな 喜びが もたら された かとい 
うこと について 証 を 述べた。 また 夫 
と 一緒に 神殿へ 参入した ことにつ い 
て も 話 をした。 また， 彼女の 話に よ 
れば， その 夫 は 長い間 不活発で， た 
ば こも 吸い， 神権の 面で も 全然 昇進 
しなかった という。 ところ 力；， ある 
人が， この 夫と 絶えず 接触 を 続け， 
ついに は， 彼が 神権 を 受ける 資格が 
でき， 喜んで それ を 受ける ことが で 
きる ようにな るまで， 助けの 手 を 差 
し 伸べ て くれたと 言う。 そして， と 
うとう この 夫 は 監督から， 神殿へ 入 
るた めの 推薦状 を 発行しても ら つた 
ので ある。 この 女性 は， その 素 晴ら 
しい 夕べの 様子 を， 次のように 語つ 

た。 「5 人の 娘た ち は 私たち 夫婦に 結 
び 固められました。 神の 人が， 私た 
ちの 家族 は 永遠で あると 宣言して 下 
さつたん です。」 そして 彼女 はこの 話 
を 終える と 証 を 述べた。 壇 ヒカ、 ら， 
自分の す ぐ 前に 座って いる 夫 を 見下 
ろす と， しばら くの 間， 自分た ち ふ 
たりの ほかに 数多くの 聴衆が いる こ 
と を 忘れて， その 夫に 向かって 言つ 
た。 「お父さん， 子供た ちが 今 どれ ほ 
ど 幸福な 気持で いる 力、 また あなた 
が 私たちの ためにして 下さ つたこと 
にどれ ほど 深く 感謝して いる 力つ 私 
に はとても 言葉で 言い表わせません。 
だって， お父さん， 神権 を 持って い 
らっ しゃる あなたが いなかったら， 
子供 たちだって 私 だって， 来世で 家 
族 一緒にい る こ と がで きないん です 
もの。 神様， 本当に あ り がと う ござ 
います。 私たちの お父さん は 神権 を 
持って いて， 永遠の 家庭へ 通じる 扉 
を 開けて く れ るんで す。」 

教会に いる 無関心な 父親が， この 
女性の 証 を 聞いて くれたら， どれ ほ 
どよ かった こ と 力 >。 

神権 者で ある あなたた ちに， お 願 
いする。 今 こそ こ う した 父親た ちの 
目を覚まさせて いただきたい。 まだ 
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太陽 は 沈んで おらず， 彼ら も 祝福 を 
受ける 時間 は ある。 暗くなる 前にし 
ていた だきたい。 なにとぞ， 主の 助 
けがあって， 今す ぐに 行動 を 起こし， 
また タナー 副 管長 はじめ， 今宵 話 を 
された 幹部の 兄弟た ちの 説教の 内容 
をよ く 把握す る ことができる ように。 


神権 を 行使し さえ すれば， どんな こ 
とがで きる のか， その 概略 を 教えら 
れ たはず である。 この 神権 こそ 神の 
権能であって， 神 はこの 権能に より， 
人 を 通じて， 神の 子ら の 救いの ため 
に 働かれる ので ある。 主の 助けが あ 
つて， 私たちが 行動 を 起こし， 未来 


への 展望 を 持ち， これから 先 私たち 
が 努め 励 も う と している 目的 を 達す 
る ことができる ように， 主 イエス. 
キリスト のみ 名に よ り， へりくだつ 
て 祈る 次第で ある。 ァーメ ン。 
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「も しあな たがた が 

快く 従うなら」 


十二使徒 評議員 会 会員 


ゴードン •  B  • ヒンク レ. 


愛する 兄弟 姉妹の 皆様， 私 は， 〔ゥ 
ヱ イン〕 シ ユー ト 部長の 祈りに 感謝 
している。 私 は， その 祈りの 中で 述 
ベら れた 願いが 私たちの ために かな 
えられる よ う ， 心から 望んで いる。 

先日， 私 は ロンドンの トラフ アル 
ガー 広場に 立って， ネルソン 提督の 
像 を 見上げる 機会が あった。 像の 礎 
石の 部分に は， トラフ アルガーの 戦 
いの 朝， 提督が 語った 言葉が 刻み 込 
まれて いた。 「英国 は， 人民が こぞつ 
て 自分の 義務 を 果たして くれる よう， 
望む。」 ネルソン 提督 は， 1805 年の そ 
の 歴史に 名 をと どめる 日に， 他の 多 
くの 兵士と 共に 戦死した。 しかし 英 
国 は， 国家と して 残り， やがて 大帝 
国 を 打ち 建てた。 

当時から 見る と， 義務 や 従順と い 
う ものに 対する 考え方 は， 随分と 色 
あせて きている。 だが そうした 傾向 
は， 別段 目新しい ことで はない。 有 
史 以来 続いて いる 占い 問題で ある。 
ィザャ は， 古代の イスラ ヱルの 民に 
向かい， 次の よ う に 言った。 「も し， 
あなたがたが 快 く 従うなら， 地の 良 
き 物 を 食べる ことができる。 

しかし， あなたがたが 拒み そむく 
ならば， つるぎで 滅 される。 これ は 
主が その 口で 語られた こ とで あ 
る。」 （ィ ザャ 1 ： 19 一 20) 


私が 14，   5 歳の 頃だった と 思う が， 
この タバ ナクルへ 来て， 二階 席の 丁 
度 時計の 後ろに 座って いた 時の こと 
を 思い出し ている。 その 時 は， ヒー 
バー. J  . ゲラン 卜大 管長が 少年 時 

代に モル モン 経 を 読んだ と きの 経験 
について 説教され るの を 聞いた。 大 
管長 は， ニーフ アイに ついて 話 をし， 
また， 自分の 人生が ニーフ アイから 
大きな 影響 を 受けて いる ことにつ い 
て 話された。 それから， 私が 決して 
忘れ る ことができない ほど， 確信 に 
満ち 満ちた 声で， 次の ような ニーフ 
アイの 偉大な 言葉 を 引用され た。 「私 
は 主が 命じた も う こと を 行って 行う。 
私 は， 主が 命じた も う ことに は， 人 
がそれ を 為し とげる ために 前以 つて 
ある 方法が 備えて あり， それでな く 
て は， 主 は 何の 命令 も 人に した ま 
わない こと を 承知して いるから であ 
る o」 （I  ニーフ アイ 3  ：  7) 

その 時， 若い 私の 心の中に は， 主 
の 命じた もうこと を 努めて 行なおう 
という 決意が 生まれた。 私 は， 今日， 
主の みたまに よる 力 を 受けて， ここ 
に 集って おられる 方々 の 中に， 私と 
同様， 少しで も 心 を 動かされる 方が 
おられれ ばと 願って いる。 

人が 求め られる まま に 従順に 信仰 
の 道 を 歩む とき， なんと 驚くべき こ 


とが & こる ことであろう 力'。 最近 私 
は， ウィリアム 'ロバート 'アン ダ 
ーソ ン 中佐の 書いた 興味深い 物語 を 
あ t んだ。 この 中佐 は， 潜水艦 ノー チ 
ラス 号 を 率いて， 北極海の 氷の 下 を， 
太平洋 か ら 大西洋へ と 航行 させた 人 
物で ある。 この 中佐の 書いた 本に は， 
その他， 似た ような 危険 を 乗り越え 
た 話が， 数々 記録され ていた。 そし 
て， その 本の 最後 を， 次の ような 言 
葉で 結んで いた。 これ は， 中佐が さ 
いふの 中に 入れて おいて ポロ ボ 口に 
なって しまった カー ドに 書かれて い 
たもので ある。 これ を 読んで みょう。 
「私 は 常に 神の み 手に 導かれて いる 
こ と を 信じて いる。 

私 は 常に 正しい 道 を 歩む こと を 信 
じている。 

私 は 常に 神が， 道な きと ころに 道 
を 開いて 下さる こと を 信じて いる。」 

私 もまに， 神が 常に， 道な きと こ 
ろに 道 を 切り開いて 下さる こと を 信 
じている。 私たちが 主の 戒めに 従順 
に 歩むならば， そして 神権 者の 勧告 
に 従うならば， 神 は， 一見 道の なさ 
そうに 思える 所に さえ， 道 を 切り開 
いて 下さる と 信じて いる。 

ロン ドンの トラフ アル ガー 広場に 
面して， 英国 H 立 美術館が あるが， 
この 中には， ジ ヨシ ユア' レイ ノル 
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ズ卿 の 描い た 少年 サム ヱルの 絵が 展 
示して ある。 幼い 時に 主の み 声 を 聞 
き， 「しもべ は 聞きます。 お話しく だ 

さい」 （サム エル 上 3  ： 10) と 答えた 
あの サム エルの 絵で ある。 

その 日から， サム エル は 神の 戒め 
に 従順に 歩み， やがて イスラエルの 
偉大な 予言者と なった。 サ ウル 王と 
ダビデ 王 を 選び， 聖 任した の も， こ 
の サム エルで ある。 そして また， サ 
ゥ 口 に 向かって 叱責の 言葉 を 投げ か 
けたの も， この サム エルであった。 
その 言葉 は， 長い 歳月 を 越えて 語り 
継がれて いる。 「 …… 従う こと は 犠牲 
に まさり， 聞く こと は 雄 羊の 脂肪に 
まさる。」 （サム エル 上 15  ：  22) 

私 は， 予言者 ヱリャ について 書か 
れ ている 簡単な 聖 句から 力 を 得て い 
る。 エリ ャは 地上 を 襲う 干ば つと き 
きんに ついて ァ'、 ブ 王に 警告した が， 
ァハブ はこれ を あざけった。 そこで 
主はェ リ ャに向 力、 い， 行って ケ リ テ 
川の ほとりに 身 を 隠し， その 川の 水 
を 飲み， からすから 食物 を 施しても 
らうよう にと， 言われた。 その後， 
聖典に は， 簡明で しかも 素晴らしい 
文章が 書かれて いる。 「ェ リ ャは 行つ 
て， 主の 言葉のと おりに した。」 （列 
王 上 17  ：  5  ) 

そ こ に は 何の 議論 もな く， 何の 弁 
解 もな く， 何の あいまいな こと もな 
かった。 エリヤ はた だ 「行って， 主 
の 言葉のと おりに した」 ので ある。 
その 結果， 彼 は 恐ろしい 災難から 救 
われた。 だが， あざけり や 論争 や 疑 
いに 終始した 人々 は， 大きな 災難 を 
被った ので ある。 

主の み 声に 従順で ある こと は， い 
つで も 容易な ことと は 限らない。 自 
分が ふさわしく ない と 感ずる ことが 
あるか も 知れない。 私 は， たびたび， 
モー セと エホバの 間で 交わされた 会 
話の 中から 慰め を 得て いる。 エホバ' 
は モー セを 召されて， エジプトから 
ィ ス ラエルの 民 を 導き出す 責任 を 与 


えられた が， モー セは逃 t 者で あり， 
羊 飼であった。 モー セは 自分が いか 
に ふさわし くない ものであると 感じ 
たこ とか。 

「モー セは 主に 言った， 『ああ 主よ， 
わたし は， …… 言葉の 人で はあり ま 
せん。 わたし は 口 も 重く， 舌 も 重い 
のです。』 （私 は モー セが 「どうか 私 
を 召さないで 下さい」 と 言って いる 
の 力；， 聞こえる ような 気がする。） 

主 は 彼に 言われた， 『だれが 人に 口 
を 授けた のか …… 。 

それゆえ 行きなさい。 わたし は あ 
なた の 口 と共にあって， あなたの 言 
うべき こと を 教える であろう。』」 （出 
エジプト 4  ： 10—12) 

1837 年， 教会が ォ ハイ ォ州 カー 卜 
ラン ドで 数々 の 困難に 直面して いた 
と き， 予言者 ジ ヨセフ 'ス ミス は， 
ヒーバー . C  • キン ボール を 召し， 
英国に 渡って そこでみ 業 を 開始す る 
責任 を 与えた。 キン ボール 兄弟 は， 
自分の 力が 弱い こ と を 心配して 叫ん 
だ。 「主よ， 私 は ども りです し， この 
よ う な 仕事に は 全く 向いて いません。 
どう したら 私 はかの 国で 福音 を宣べ 
伝える こ と がで きる ので しょうか。 
英国 は， キリスト教 国の 間で も 有名 
な， 学問， 知識， 信仰に 秀でた 国で 
す。 …… そう した 折り紙付きの 知識 
階級の 人々 に， どうやって 宣べ 伝え 
よ と言われる のです か。」 

だが， 彼 は 反省して， 次の よ う に 
言った。 「しかしながら， 私が このよ 
うな 事 を 色々 考えた からと言って も， 
決して 果たすべき 義務 をお ざな り に 
する こと はあり ませんで した。 私 は， 
天父の みこ ころ を 理解し 得た その 時， 
万難を排して 英国に 渡ろ うと 決意し 
ました。 天父が その 全能の 力に よつ 
て 私 を 支え， また 必要な 資質 をす ベ 
て 授けて 下さる と 信じた からです。 
また， 家族の 者が 皆， 私 を 慕い， 私 
も 家族 を ひどい 貧困の 中に 残さざる 
を 得ませんで したが， キリストの 福 


音が 真理で あるが ゆえに， その/ •{ し 
は， 何 を 差 置いても まず 第一に 考え 
な ければ ならない と 感じた ので 
す。」 (Orson  F.  Whitney,  Life  of 
Heber  C.  Kimball" オルソン •  F  • 
ホ イット 二 一 著 「ヒーバー. C  'キ 
ン ボールの 生涯」 P. 104) 

キン ボール 兄弟 は 海 を 渡り， ラン 
カシ ヤーの プレスト ン でみ 業 を 開始 
した。 彼と 彼の 同僚に 敵対す る 地獄 
の 悪魔 どもとの 闘いであった。 こう 
して 世界の 片 すみで 始められ たみ 業 
は， あまたの 人々 の 生活に 恵み を も 
たらして いる。 つい 最近 マン チェス 
ターで 開かれた 地域 総 大会 は， そう 
した 苦難のう ちに 始められた 忠実な 
者た ちの 働き 力;， 着実に 実 を 結んで 
いる ひとつの 証左であった。 

私た ちに 与えら れる 責任の 割 り 当 
て は， 決して 快い もので はない かも 
しれない。 らい 病人の ナ アマン は 馬 
と 車と を 従え， 贈り物 や 金 を 携えて， 
予言者 ヱ リシ ャのも とへ やって来て， 
病い をお して くれる よう 頼んだ。 だ 
力；， エリ シャ は， ナ アマンに 会わず 
に， 使者を遣わして， 言った。 「あな 
たは ヨルダン 川へ 行って 七た び 身 を 
洗いなさい。 そうすれば， あなたの 
肉 はも とに かえって 清く なる でしよ 

ラ cJ 

だが， スリャ 軍の 長であった 誇り 
高く 高慢な ナ アマン は， これ を 自分 
に対する 侮辱と 考え， 去って 行った。 
だが ナ アマン は 召 し 使いた ちに な だ 
めら れ， 今度 はへ りくだった 気持ち 
で 戻って 来た。 聖書に は 次の よ う に 
言己録 されて いる。 「そこで ナ アマン は 
下って 行って， 神の 人の 言葉の よう 
に 七た び ヨルダンに 身 を 浸す と， そ 
の 肉が も とに かえって 幼な 子の 肉の 
よ う にな り， 清くな つた。」 （列 王 下 

5  ： 1 一 14 参照） 

この 会場に 皆さん もよ く 御存じの 
人が 座って いる。 何年 か 前に， 彼 は 

コロラ ド州 デンバーに 伝道 本部 を 置 
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く 西部 諸 州 伝道 部で 伝道す るよ う に 
という， 宣教師の 召し を 受け取った。 
彼 は， 大学の 弁論 部の 部員と して， 

デンバ  一^ N 、 は 何度 も 行つ た 経験 を 持 
つていた。 ひと 山越えれば すぐにで 
も 行ける 所であった。 彼 も 両親 も も 
つ と 環境の 違 う 地方に 召 される もの 
と 思って いた。 「珍しい 名前 を 持つ は 
るか かなたの 地」 にで も 召される も 
のと 考えて いたので ある。 友人た ち 
は 笑った。 彼と 親しい 人の 中には， 
その 召しに 知恵と 霊感が 働いた かど 
うか， 疑う 人 さえいた。 なぜ， 彼の 
ように 将来 ある 青年が， ソルト レー 
ク • シティ 一から デンバーの ような 
所へ 伝道に 召された ので あろ う か。 
だが， と も かく 彼 は 赴任した。 そし 
て そこ で 有能な 宣教師 となった。 今 
では， 主が 彼 を 遣わして 下さった こ 
と を 感謝して いる 人々 が 大勢い る。 
彼 は 副 伝道 部長に 任命され， 指導者 
を 養成す る 数々 の 素 晴ら しい 経験に 
恵まれた。 また 伝道 地で 美しい 女性 
と 出会い， 後に その 女性と 結婚した。 
こ う して 非凡な， また 特異な 経験 を 
積む 機会に 恵まれた 彼 は， 自分に 秘 
めら れ ていた 素質 をみ がき， やがて 
仕事の 上で も 優れた 働き をす るよ う 
になった。 今日， 彼 は 十二使徒 会 地 
区 代表の ひとりと して， ここに 座つ 
ている。 

ここで も う  一 r^i— 付け加えて おきた 
いと 思う。 私の す ぐ 後ろに 座 つてお 
られ る'、 口 ルド •  B  • リ 一 副 管長 も， 
似た ような 状況の 下で， 同じ 伝道 部 
へ 召された。 そして その 従順 さの 中 
から， あの 偉大に して 驚嘆すべき 性 
格 を 作り上げられた。 それ は， 私た 
ちが， 副 管長の 生活の 中で， 親しく 
見て いると ころで あり， また その ゆ 
えに， 私たち は 副 管長 を 心から 愛し 
ている ので ある。 

ここで 私 は， 私自身の 個人的な， 
また 神聖な 証 を 述べたい と 思う。 

40 年 近く 前， 私 は 英国で 伝道して 


いす：。 私 は ロン ドンに ある ョー n ッ 
バ f ム道 部の fzi 道 本部で 働 くよう ぜィさ 
れ ていた。 当時 は， +•  二 使徒 評議員 
会の ジ ヨセフ •  F  •  メリ ル 長老が， 
ヨーコ ッ パ 道 部長で あつ た。 ある 
日の こと， ロンドンの 3,  4 の 新聞 
が， ある 古書の 再版 本の 書評 を 掲載 
し， 悪意に 満たち 卑劣な 論調で， そ 
の 本が モル モンの 歴史で あると 指摘 
していた。 メ リル 伝道 部長 は 私に， 
「君に 出版社へ 行って， 抗議して き 
て 欲し いんだが」 と 言った。 私 は 
道 部長 を 見つめ， 危うく  「とんでも 
ありません。 とても 無理です」 とき' 
いかけた が， おとなしく  「承知し ま 
した」 と 答えた。 

正直に 申 し 上げよ う 。 私 は その 時 
本当に 怖かった ので ある。 私 は 自分 
の 部屋へ 戻った が， 自分が モー セに 
でもな つたよう な 気がして いた。 主 
から バロに 会いに 行く よう 命ぜられ 
た モー セも 私と 同じような 気持ち だ 
つたに 違いない。 私 は 祈り を 捧げた。 
フ リ 一 ト 通りへ 向かう 地下鉄に 乗る 
ため ゲッ ジ 通り 駅まで 歩いて 行った 
力;， その 間， 私の 心 は 激しく 動揺し 
ていた。 私 は 出版社の 社長室 を 見つ 
ける と， 受付係に 私の 名刺 を 差し出 
した。 受付係 は その 名刺 を 持って， 
部屋の 中へ 入って 行った が， 間 もな 
く 戻って くると， スケ フィン トン 社 
長 は 忙しく て 私と 会う 時間 はない と 
言った。 私 は， 8，  000 キロ もの 道 を は 
るば る 来たの だから， 待って いると 
答えた。 それからの 1 時間， 受付係 
は， 社長室へ 2  ,  3 回， 取り次ぎに 
行って くれた 力;， 遂に， 私 を 招き 入 
れて くれた。 私 は 自分が 部屋へ 入つ 
て 行った と きの 様子 を 決して 忘れる 
こと はでき ない。 社長 は 長い 葉巻 を 
くゆらせ， さも 「邪魔し ないで く 
れ」 とき-わん はかりの 顔付きだった。 

私 は 手の 中に， 例の 書評 を 握りし 
めて いた。 私 は， その後 自分が 何 を 
言った のか は， 覚えがない。 问か別 


の 力が， 私 を 通じて 語って いるよう 
に 思えた。 最初のう ち は， 社長 は自 
d の 立場に |山1 執し， 戦闘的で さえ あ 
つた。 だが， 段々 態度 を 和らげ 始め 
た。 そして 鼓 後に は， 社長 は， 问カ> 
必ず 手 を 打つ と， 約束して くれた。 
1 時間 もしない うちに， 英国 中の あ 
ら ゆる 本屋へ 連絡 をつ けて， 例の 本 
を 版 7 でへ 返却す るよう， 手配した の 
である。 社長 は 多額の 費用 を 負担し 
て 声明 文 を 印刷し， 本の とびらに 折 
り 込みまで 付けた。 その,^(明文には， 
その 本 は， 歴史で はなく， 単なる フ 
ィ クシ ヨンと して 考えて 欲しい とい 
うこと， また 尊敬すべき モル モン 教 
徒に 対して 攻撃 を 加える 気 は 毛頭な 
いという ことが 書かれて あった。 後 
年， 彼 は， 他の 面で も， 教会に 対し 
て 多大の 好意 を 寄せて くれてい る。 
私 は， 彼が 死ぬ までず つと， 毎年 彼 
から クリスマス' カー ドを 受け取つ 
ていた。 

神権 者の 求めに 応じて 従順に 歩み， 
信仰 を 持って 進 も うと 努める とき， 
主 は， 一見 道の ない と-ころ にさえ， 
道 を 切り開いて 下さる ので ある。 私 
に は それが わかつ て 来た。 

10 年 前の 一昨日， 私 は， 十二使徒 
評議員の ひとりと して， この 大タバ 
ナクルで， 初めて 支持の 挙手 をいた 
だいた。 それからの 歳月 は， 本当に 
素晴らしい ものであった。 世界 各地 
で， 数々 の 経験 をして， その 度に 信 
仰が 強められた。 だが， そうした 経 
験の 中で， 最も 恵みに 満ちた 経験 は, 
この 建物の 東側に 立つ 神殿の 中で， 
大 管長 会 と 十二使徒 評議員 会の 集会 
に， 毎週 出席で きる ことで ある。 こ 
こで 捧, げられ る 祈り は， 主の みこ こ 
ろ をう かが う 熱烈な 嘆願の 祈 りで あ 
る。 そして， この 神聖な 場所で， 啓 
示の みたまが 降り注ぎ， 教会 を 運営 
する ための 决議ゃ プログラムが， 提 
示され， 討議に 付され るので ある。 

10 年間に 及ぶ 数々 の 経験から， 私 
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は 皆様に M: 申し上げる。 神 は 絶えず, 
神の 方法で， 神の 民に 関する みこ こ 
ろ を 知らせて おられる。 また 私 は， 
この 教会の 指導者 は， 主の 助けが あ 
つても できない よ うな こと を 私たち 
に 求める こと は， 決してな いと 証す 
る。 私たち は ふさわしく ない と 感ず 
る ことがある かもしれ ない。 私たち 
に 求められる こと 力；， 私たちの 好み 
に 合わない かもしれ ないし， 自分の 
描く 理想と は 合致し ないか も しれな 


い。 しかし， 信仰と 祈り と 決意と を 
持って 努力す るなら ば， 私たち は そ 
れを なしとげる ことができ るので あ 
る。 

皆様に 証 申し上げる。 末日 聖徒の 
幸福 は， 末日 聖徒の 平安 は， 末日 聖 
徒の 進歩 は， 末日 聖徒の 繁栄 は， そ 
して， この 民の 永遠の 救いと 昇栄と 
は， 皆 ことごとく， 神の 神権 者の 勧 
告に 従って 歩む かどう かに かかって 
いる。 「感謝 を 神に ささげん， 予言者 


の 導き。」 （讚美歌 170 番） 

神よ， 私たちが 快く 従い， 地の 良 
き 物 を 刈入れ る ことができ るよう， 
助けた まえ。 御 父よ， 私たら が あな 
たに 信賴 をお き， 心から 謙遜な 気持 
ちで 前進し 続け， あなたの 祝福 を受 
ける に ふさわしい 者と なるこ とがで 
きる よう， 助けた まえ。 イエス • キ 
リ ス 卜の 御名に よ り， へりくだって 
祈る も ので ある。 アーメン。 
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十二使徒 評議員 会 会員 


卜一 マス 's* モンソン 


昨日， この 歴史 ある タパ' ナクルに 
集った 人 は 皆， その 右の 手 を 挙げて， 
教会の 指導者た ち を， それぞれが 召 
されて いる 地位に 支持 するとい ぅ特 
権に あずかった。 そこで 挙げた 手 は， 
心の中の 思い を 表わした ものである。 
人が その 手 を 挙げる とき， 人 は その 
心の 誓い を 表明す るので ある。 

救い主 は， たびたび， 手と 心に つ 

いて 語られた。 1832 年 3 月， ォ ハイ 
ォ州 ハイ ラムで， 予言者 ジ ヨセフ. 
ス ミ スを 通じて 下された 啓示の 中で， 
主 は 次の よ う な 勧告 を 与えられた。 

「 …… 汝 忠実 なれ。 而 して われに 命 
せられた る 職務に 服し， 弱き を 抉け， 
垂れた る 腕 を 挙げ， かよわき ひざ を 
強う すべし。 

而 して 汝終 り ま で 忠実な ら ば， 汝 
はわが 父の 家に わが 備えた る 住居に 
ありて， 不死 不滅の 冠と 永遠の 生命 
と を 与えられん。」 （教義と 聖約 81: 

5  — 6  ) 

私 は 主の み 言葉に ついて 考える た 
びに， サンダル を はかれた 主の 足音 
や， 教えに 耳 傾ける 人々 の 驚きの さ 
さやき が 聞こえて くるよう な 気がす 
る。 それ はまる で， 穏やかな カペナ 
ゥムの 情景から， 響き渡って 来る よ 
うで ある。 大群 衆が ィ エスの まわり 
を 取り囲み， 病人 をい やして もらお 


うと 連れて来る。 中風の 人 は 床 を あ 
げて， 歩き 出す。 そして ローマの 百 
卒長 は， その 信仰に より， しもべの 
健康 を 取り戻す。 そんな 情景で ある。 

イエス は， 言葉に よって 教えられ 
ただけ でな く， 模範に よっても 教え 
られ た。 イエス は 神から K された 使 
命 を 忠実に 果たされた。 人々 を 神に 
近付 ける ため そのみ 手 を 伸 ば された。 

ガリ ラャ で， ひと りの らい 病人が 
イエスの ところに 来て， 願った。 
「『主よ， みこ ころで したら， きょめ 
ていた だける のです が』。 イエス は 手 
を 伸ばして， 彼に さわり， 『そうして 
あげよう， きょく なれ』 と言われた。 
すると， らい 病 は 直ちに きよめられ 
た。」 （マ タイ 8:  2  —  3) イエスの 
手 は， らい 病人の 体に 触れても， 決 
して 汚される ことはなかった。 むし 
ろ， らい 病人の 体が， あの 神聖な 手 
に 触れられて， きよめられ たので あ 
る。 

カペナウムの， ベ テロの 家で も 同 
じょう な 例が 見 られ る。 ぺ テロの し 
ゆ う とめが 熱病で 床に ついていた と 
きのこと である。 聖書の 記録に よる 
と， イエスが 来られて， 「その 手 をと 
つて 起される と， 熱が 引き …"- 」 と 
書かれて いる。 （マルコ 1 ： 31) 

会堂司であった ャィ 口の 娘のと き 


も 同じであった。 親で あれば， 主に 
助け を 求めた ャィ 口の 気持 は 理解で 
きょう。 ャ イロ は， 主 を 見つける と， 
その 足 もとに ひれ 伏し， しきりに 願 
つて つた。 「わたしの 幼い 娘が 死に 
かかって います。 どうぞ， その子が 
なおって 助かります ように， おいで 
になって， 手 をお いて やってく ださ 
い。」 （マルコ 5  ：  23) 

「ィ エスが まだ 話して おられる う ち 
に， 会堂司の 家から 人が きて， 『お 嬢 
さん はなく なられました。 この 上， 
先生 を 煩わす に は 及びません』 と 言 
つた。 

しかし ィ エス はこれ を 聞いて 会堂 
司に むかって 言われた， 『恐れる こと 
はない。 ただ 信じなさい。 娘 は 助か 
るの だ J。」 両親 は 泣いた。 他の 人々 
も 嘆き 悲 しんだ。 だが イエス は a わ 
れた。 「『泣くな， 娘 は 死んだ ので は 
ない。 眠って いる だけで ある』。 …… 

イエス は 娘の 手 を 取って， 呼び か 
けて 言われた， ""娘よ， 起きなさい J。 

すると その 霊が もどって きて， 娘 
は 即座に 立ち上がった。」 （ルカ 8  ： 
49—50,  52,  54—55) 

ここで も う 一度， 主 は， その 手 を 
伸ばして 他の 人の 手 をと つたので あ 
つ た。 

主に 愛された 使徒た ち は， 主の 模 
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範を 克明に 記録した。 主 は 生涯 を 通 
じ， 人に 仕えられる ことなく， 自ら 
人に 仕えた。 受ける ことなく， 与え 
た。 そして， 自らの 命 を 救う のでな 
く， 他の 人々 のために その 命 を ささ 
げたので あった。 

使徒た ち は， 自分の 進むべき 道 を 
示し， なおかつ 行く末に 影響を及ぼ 
すよう な 星が 見たい と 思ったら， 自 
ら それ を 捜さなければ ならなかった。 
しかも それ を 絶えず 変化して いる 空 
や， 外界の 中に 見い出す ので はなく， 
ひとりひとり 力;， 自分の 心の奥 深く， 
主の 示された 教えに 従って， 見つけ 
出さなければ ならなかった ので ある。 

しばらく の 間， 神殿の 「美しの 
門」 での， ぺ テロの 経験に ついて 考 
えてみ よう。 人 は 皆， あの， 生まれ 
ながら 足の きかない 男の 苦しみに 同 
情で きる であろう。 彼 は 毎日， 宮の 
門のと ころへ 運ばれ， 宮 もうで に 来 
る 人々 に 施し を 乞うて いた。 ぺ テロ 
と ョ'、 ネが 近付いて 来たと き， 男 は 
ふたりに 施し を 乞うた が， この こと 
から， 男が ふたりの こと を， それ ま 
で 自分の 前 を 通り過ぎた 数多くの 人 
人と 问の 変わり もない 人物 だと 思つ 
ていた ことが わかる。 だが ぺ テロ は， 
厳かに， しかし 優しく， 命じた。 「わ 
たした ち を 見なさい。」 聖書に は， こ 
の 足の きかない 男 は 何 かも らぇ るの 
だろうと 期待して， ふたりに 注目し 
た， と 書かれて いる。 

次に ぺテ □ の 言った 心 打つ き 葉 は， 
以来， 時の 流れ を 越えて， 今日に 至 
るまで， 正直な， 信仰 ある 者た ちの 
心 を 奮い立た せて きた。 「金銀 はわた 
しに は 無い。 しかし， わたしに ある 
'もの を あげよう。 ナザレ 人 イエス' 
キリス 卜の 名に よって 歩きな さ 
い。」 私たち は， この 部分まで 述べて 
引用 を 終え， 次の 聖 句に 注意 を 払わ 
ない ことが たびたび ある。 「こう 言つ 
て 彼の 右手 を 取って 起こ. してやる と， 
…… 立ち， 歩き 出した。 そ して …… 
彼ら と共に 宮に はいって 行つ た。」 

278 


(使徒 3  ：  6  —  8) 

助けの 手 は 差し伸べられた。 傷つ 
いていた 体 はい やされ た。 尊い 一人 
の 人間が， 神に 向かって リ I き 上げら 
れ たのであった。 

時 は 過 ぎ ， 情況 は 変わ つ た 。 境遇 
も 様々 である。 だが， 変わらな いも 
の は， 弱い 人々 を 助け， 重く 垂れ 下 
がる 手 を 引き上げ， 弱って いる ひざ 
を 強めよ， という 命令で ある。 私た 
ちに は 皆， 疑う 者と ならずに， 行な 
う 者と なり， また 寄り かかる 者と な 
ら ずに， 引き上げる 者と なるとい う 
責任が 与えられ ている。 だが， 私た 
ちの 自己満足 という 木に は， 枝が 多 
い。 そして 春 ともなれば， 多くの 芽 
から 花が 咲く。 私たち は， 隣 同士 住 
ん でいても， 心の 交流 を 持たない こ 
とが たびたび ある。 私たち 自身が 影 
響 を 及ぼす ことので きる 所に， 「ギレ 
アデに 乳香が あるで はない か」 （ヱレ 
ミヤ 8:  22) と 叫んで 手 を 伸ばして 
いる 人々 がいる。 私たち ひと りび と 
り 力；， この 問い かけに 答えなければ 
ならない。 

エドウィン' マーカム は 言った。 

「我々 を 兄弟 同士 だ と 思わせる 何 か 
が ある。 

だれ も 己一 人の 道 を 行 く こ と はな 
い。 我々 が 他人の 人生に 送り込む も 
の は 皆， 我々 自身の 人生に 返って 来 
る。」 

— 「信経」 
自分の 人生の 大半 を， iHj 胞を 無視 
し， 己の ことのみ のために 過ごした 
人物 は， ディケ ンズの 不朽の名作に 
登場す る ェ ブ ネ ゼル 'ス クルー ジで 
あった。 だが， あの 冬の 晩， ジェコ 
ブ' マ アレイ の 幽霊が ス クルー ジの 
ところに 現われて， 次の ような 嘆き 

の sr 葉 を 吐いた。 

「いやしく も， それぞれの 置かれた 
小さな 範固内 で， いかなる ことのた 
めで あろうと， 熱心に 力 を g してい 
る キリスト 教的 精神の 持主で あるな 
らば， さまざまの 有益な こと をす る 


ために は 人間の 生命 は 余 りに も 短 か . 
過ぎる と 思 う 害 だとい うこと を 知ら 
ない のか。 また， 一人の 人間が 失つ 
た 機会 はいか ほど 後悔しても 取り返 
しはつかぬ という こと を 知らずに い 
るの だ。 だが， 私 もそう だった の だ。 
おお/ 私 もそう だった のた'。 

なぜ 私 は 気の毒な 人た ち を かまわ 
ずに 通り過ぎた のだろう？ 東の 国 
の 博士た ち をみ す ぼら しい あばら や 
へ 導いて 行った あの 有難い 星 を なぜ 

見上げなかった のだろう ？ その 星に 
導かれて 訪ねて やるべき 貧しい家 も 

あったろう に .z」 

マ アレイ を 慰めよう として， スク 
ル 一 ジ は 言 つ た 。 「だが， ジヱ コブさ 
ん ， お前 さ ん は 商売 上手 だ つた じ や 
ないか。」 

それでも マ アレイ は 嘆いた。 「商売 

だって Z …… 人類の 問題が 私の 商売 

だつ たの だ oJ    (「クリスマス • キヤ 口 

ル」 村 岡 花 子 訳） 

その 時， ス クルー ジの 生活に 起こ 
つた 変化 は， 正に 奇跡的な もので あ 
つた。 彼 は， 一夜に して， 最も 寛大 
な， 最も 愛すべき， 最も 暖かい 心の 
持ち主の， キリスト教徒と なった。 
彼 は， 自分の 状態の 変化 を， 次の よ 

うに aJ つてい る。 「私 は 今までの 私と 
はちが います。」 自分の 心 を キリスト 
の 模範に 従わせよう とする 人 は， 同 
じこと を 経験す る。 

「 …… 愛さない 者 は， 死のう ちに と 
どまって いる」 と， 使徒 ョ'、 ネが書 
いたの は， 1900 年 前の ことであった。 
(I ヨハネ 3  ： 14) 
罪 を 犯した 人 や 不幸な 人に 対して 
非難の 目 を 向け， あざ笑って 「自業 

自得 さ」 と a う 人 もい る。 また， 「彼 
は 変わり つ こない よ。 今まで だって 
ずっと ひど かったん だから」 と 言う 
人 もい る。 外観に と ら われず， 人の 
真の 価値 を 認識す る 人 は少 ない。 だ 
力；， それ を 認識 するとき， 奇跡 は 起 
こる。 しいたげられた 人々 も， 落胆 
している 人々 も， 寄る辺ない 人々 も， 


「 も はや 異国 人で も 宿り 人で も な く  ， 
聖徒た ちと 同じ 国籍の 者で あり， 神 

の 家族」 （エペ ソ 2  ： 19) となる ので 
ある。 真実の 愛 は 人の 生活に 変化 を 
もたらし， 人の 性質 を も 変える こと 
がで きる。 

この 真理 は， 「マイ 'フェア. レデ 
一」 の 舞台の 中で， 極めて 美しく 述 
ベら れ ている。 ィ ライザ • ドウ リ 卜 
ル という 花売り娘が， ある 人に 関心 
を 持って 語り かける 場面で ある。 こ 
の 人物 は， 後に， ィ ライザ を 平凡な 
境遇から 引き t げて くれる f 殳目を 担 
う 人物で ある。 「ねえ， わかる でしよ 
う。 これ， 本当の ことよ， （身 だしな 
みと か 正しい 言葉の 話し方と いつ 
た） だれに でも 覚えられる ような こ 
と はさて おいて， 淑女と 花売り娘の 
違いと いうの はね， どういう 振る舞 
い をす るかと いう ことじ やない の。 
どんな ふ う に 扱われる かとい う こ と 
なの。 私 は， ヒ ギン ス 教授に とって 
は， いつでも 花売り娘 なの。 だって， 
教授 はいつ も 私の こと を 花売り娘 极 
いして いるし， これから 先 もき つと 
そうだ わ。 でも， あなたに は， 淑女 
になれ る。 だって， あなた はいつ も 
私の こと を 淑女と して 扱って いて く 
れ るし， これから もそう でしよう か 
ら 。」 ( Pygmalion,  in  the  Complete 
Plays  of  Bernard  Shaw  「ノ、 ーナー 
ド • シ ョ 一 戯曲 全集， ピ ゲマ リ ォ 
ン」 P.  260) 

ィ ライザ' ドウ リ 卜 ルは， 深遠な 
真理 を 述べて いただけ である。 「私た 
ちが 人々 を， 単に その あるがままの 
状態の 人間と して 扱う とき， 人 は そ 
のま まの 状態に とどまる。 だが， そ 
の 人々 を， 期待され ている 人間と し 
て それらし く 扱う と き， 人 は， 期待 
された とおりの 人間になる。」 （ョ'、 
ン • ボルフガング' フ ォ ン • ゲーテ 
が 引用した S 葉 を 改作） 

実際， この 原則 を 最も 見事に 教え 
たのが， 贖い 主であった。 イエス は 
人 を 変えられた。 イエス は 人の 習慣 


を 変え， 考え方 を 変え， 志 を 変えら 
れた。 また， 気性 を 変え， 性質 を 変 
え， 人間性 を 変えられた。 イエス は， 
人 をり I き ヒげ， 愛し， 赦し， そして 
!W われた ので ある。 私たち は， この 
主に 従う 気持 を 持って いるだろう 力、。 

刑 傍 所の 看守 であった ケニ ヨン • 
J  'ス カツ ダ 一は， 次の よ うな 体験 
談を 書いて いろ。 ある 時， 彼の 友人 
が， たまたま， 列車の 中で.， ひとり 
の 青年と 隣り合わせた。 彼 は 随分， 
沈んで いる 風だった。 やがて， この 
青年 は， 自分が 地方 刑務所から 仮 出 
獄を 許された 囚人であって， 家へ 帰 
る 途中 だと， 話し 始めた。 彼が 刑務 
所に 入れられ たために， 家族 は， ひ 
どく 恥ずかしい 思い をした。 だから， 
一度 も 刑務所に 訪ねて 来な かつ たし， 
手紙 も ほとんど 来なかった。 だが 彼 
は， それ も， ただ 家族が 貧乏で 訪ね 
て く れる だけのお 金がなかった から 
だし， 無学で 手紙 も 書け なかった か 
ら だと 考えた。 歴然とした 事実が あ 
る にもかかわらず， 彼 は， 家族が 自 
分の こと をもう 赦 して くれてい ると 
思い込み たかつ たので ある。 

だが， そうした 家族の 気持 を 確か 
めようと して， 彼 は 家族に 手紙 を 書 
いてお いた。 列車が 町 はす, れ にある 
彼らの 小さな 農場 を 通り過ぎ ると き， 
彼のた めに 目印 を 付けて おいて く れ 
るよう 頼んだ ので ある。 もし 家族が 
彼の こと を赦 して くれてい るの なら， 

彼ら は， 線路の 近くに i つてい る大 
きなりん ごの 木に 白 t 、 リ ボ ン を 結び 
付けて おく ことにな つていた。 だが， 
も し 彼に 帰って来て 欲しく ない のな 
ら， 何も 目印 を 付けて おかない こと 
になった ので ある。 その 時には， 彼 
は 列車から 降りずに， そのまま ffii 部 
へ 行く つもり でいた。 

列車が 彼の 生まれ故郷の 町に 近付 
く につれ， 緊張が 高まり， 彼 は， 自 
分で 車' 窓の 外 を 眺めて いる こ と に耐 
えられな く なった。 彼 は 叫ぶ よ う に 

して 3 つた。 「あと 五分で， 機 1» 七が 


tJf 笛 を 鳴らします。 確か，. それが， 
私の 家の ある 谷 問 の 方へ f  J  く 長い 力 
一 ブに差 し 掛かつ たという 合図です。 
その 頃， 線路の そばに りんごの 木が 
昆 える はずです が， それ を 捜しても 
ら えないで しょうか。」 隣に 座って い 

た 私の 友人 は 席 を 代わり， その 役 H 
を' j| き 受けた。 数 分 問が， 何時間に 
も 思えた。 その 時， 列— 申: の 鋭い，；? f 
が 鳴った。 青り; は 尋ねた。 「例の 木が 
昆 えます 力、。 白い リボンが ついて ま 

せんか 0」 

返事が あった。 「木が 見えます。 で 
も， 白い リボン は ひとつ どころ か， 
たく さんつ いています。 きっと 枝と 
いう 枝に 全部 結び付けられて いるん 
です よ。 さあ， 確かに だれかが あな 
たのこと を 愛して くれてい るんで す 
よ 。」 

その 瞬間， 青年 はキ リ ストに よつ 
て 清められた。 

友人 は 言った。 「まるで， 奇跡で も 
見た よ う な 思いです。」 

確かに， 彼 は ilj 跡 を 見た ので ある。 
それ は， クリスマスの 愛唱歌 「ああ， 
ベ レツ ヘムよ」 の 3 番の 歌お] に 11 事 
に 描かれて いる とおりで ある。 
「主の たまもの こそ 奇 しけれ や 
Sfi かに 恵みの 露 はくた' る 
罪の この 世に かかる 恵み 
天より 来べ しと 誰か は 知る」 

(讚美歌 210 番） 
私たち も また， これとlr^Jじ奇跡を 
経験す る ことができる。 それ は， 私 
たち 力；， 救い主の された ように， 手 
と 心と で 隣人 を 高め， 愛して， 新し 
い 生活に 導いた と き， 可能と なる。 
願わくは， 私たち 力;， 弱い 人々 を 助 
け， 重く 垂れ下がる 手 を 引き ヒげ， 
弱って いる ひざ を 強める こ とがで き 
るよう に。 そ して， それによ つて， 
贖い 主の 約束され た 永遠の 生命 を受 
け 継ぐ ことができる ように。 イエス' 
キリスト のみ 名に より 祈る。 ァーメ 
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ふるさとと はありが たい もので あ 
る。 たとえ 離れても， 戻った ときに 
は 暖か く 私た ち を 歓迎 して くれる。 

私た ち は 先月 9 月 22 日に ここ ソルト 
レーク • シティ 一 を 発ち， 駆け足の 
旅行だった が， 聖地 を 訪れた。 私 は 
ここで 旅行 談を する つも り はない が， 
訪れ た 場所 とそ こで 感じた こと を述 
ベて みたい。 

同行した の は， ブ リ ガム 'ヤング 
大学の トルーマン • ゲ ラント 'マド 

セン 博士で ある。 何度も グループ を 
率いて 当地 を 訪れて いる 博士 は， 地 
理に 詳しく， また キリストに かかわ 
る 話に も 驚く ほど 精通して おられる。 
私の 健康状態が 思わ し く なかった た 
め， 旅立ちが 危ぶまれ ていた 力；， ソ 
ル卜 レークの J  •  ノレ イス • シ ュ リツ 
力 一 博士が 個人的に 同道 を 申 し 出， 
私の 健康管理に あたって 下さる こ と 
になった。 この 両人と 共に 私 はニュ 
一 ヨーク 経由で パリに 飛び， そして 
テルアビブに 降り 立った。 そこから 
車 を 駆って エルサレムに 入り， オリ 
ブ 山の頂 上に ある インター コンテ ィ 
ネン タル' ホ テ ル に 予定 通 り 着いた。 
ホテルからの 眺め は 実に 素晴らしい。 
ォ リ ブ山 は， キリスト が たびたび 訪 
れた もうた こ とで 有名な 山で あ り ， 
同時に 神聖な 山で も ある。 さらに キ 


リ ス 卜の 再臨に あたって ふたつに 裂 
ける 山で も ある。 

私た ち は ホテル からべ ッレ ヘムへ 
向かった。 そして 静かな たたずまい 
を 見せる この美し い 小さな 町に 立つ 
たと き， 今にも 天使た ちの 声と 天 群 
が 「神に はみ さかえ 高き 神 栄え あ 
れ 地に は 平和 を 人に 親しみ」 と 
歌う 声が 聞こえて く るので はない か 
と 思った ほどで ある。 

また 私たち は， この 幼子が 生まれ 
たと きに， ベル ゼ ブ ル が 宣戦 を 布告 
した こと を 思い出した。 彼 はこの 幼 
子の 誕生が 何 を 意味す るか をよ く 知 
つていた にちがいない。 そこで， こ 
の 幼子と 幼子に 従う 者た ちに 宣戦 を 
布告した ので ある。 

私たら はべ ッレ ヘムから ケ デ 口 ン 
の 谷に 近い アブ ラ'、 ムの 墓所に 行き， 
翌日 ヱリ コを 訪れた。 ヱ リ コは 皆様 
も 御存知の 通り， 現代の 軍楽隊に 勝 
ると 劣らない 立派な 軍楽隊の 演奏が 
行なわれた 町で ある。 彼らが ラッパ 
を 吹き 鳴ら したために ェ リ コの 城壁 
が 崩 れ 落ちた と 私た ち は 理解 して !■ 、 

る C 

ェ リ コに 向かう 途中， 私たち は， 
「わたしの 隣り 人と はだれ のこ とで 
すか」 という 問いに 答えた 主の 言葉 
で 有名な 地 を 通った。 主 は 良き サマ 


リャ 人の 話 をされ た。 人種の 障害 を 
乗り越え， 手 を 差し伸べる ことが 合 
法と されなかった 相手に 助けの 手 を 
伸ばした 勇気 ある 人の 話で ある。 私 
たち は その 地点 を 通って ェ リ コ に 向 
かった。 興味深い ことに， そこに は 

「良き サ マリヤ 人」 という 名の 小さ 
な 宿屋が ある。 

そ して， エリコから ョル ダン川 峡 
谷 を 下って 死海に 出， 再び 北上して 
墓地 を 訪れた。 巻物が 発見され た ほ 
ら 穴の ある 所で ある。 素 晴ら しい 旅 
であった。 そして エルサレムに 戻る 
と 抑えられない 気持ちで 再び ゲッ セ 
マネの 園 を 訪れた。 ィ エスが 最大の 苦 
しみ を 受けられた 地で ある。 血の 汗 
を 流し， 弟子た ち を 園の 外で 待たせ 
ておいて 御子 ひと り で ひざまずかれ 
た 地で も ある。 主 は 言われた。 「わが 
父よ， も しでき る ことで したら どう 
力、， この 杯 を わたしから 過ぎ去らせ 
てくだ さい。 しかし， わたしの 思い 
のま まに ではなく， みこ ころの まま 
にな さって 下さい。」 （マ タイ 26:  39) 
この 言葉が 私の 心に 浮かんで きたの 
である。 いかなる 出来事に あっても， 

「わた しの 思いのままに ではな く  ， 
みこ ころの ままに なさって 下さい」 
と言う 勇気と 見識と 不屈の 精神 を 私 

たち すべてが 持って いたら， どんな 
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に 素晴らしい ことであろう 力、。 こう 
した 姿勢で あれば， どんな 重荷で も 
軽くな り， どんな 難事 も 容易になる 

であろう。 

救 L  、主が 十字架 を 背負って ゴ ルゴ 
タに 向かった 「悲しみの 道」 を 私た 
ち も 実際に 歩いて みた。 私たち は そ 
の 苦しみに ついて 聞かされ ている。 
苦しみ を 受けられた 場所に ついては 
様々 な 論議が かもされて いるが， 「さ 
れ こうべ の 場」 と 呼ばれる この 丘で 
十字架に つけられ たこと は， はっき 
り している。 

次に 丘 を 下って 園へ 入り， 墓地 を 
訪れた。 墓の 入口 に 立つ たと き， 
私 は 香料 を 持って やつ て 来た 女性 た 
ちの こと を 思、 い 出した。 最後まで 十 
字 架 を 離れず， 墓に はまつ 先に やつ 
て 来た この 女性た ち は， 主の 遺体に 
香料 を 塗る こ と ぐらい はでき る と 思 
つていた。 だが 彼女た ちが 見る と， 
主の 遺体 はなく， 石が 墓から ころが 
してあった。 そして， そこにいた 者 
がこう 言った。 「あなたが たは， なぜ 
生きた 方 を 死人の 中に ずね ている の 
力  >  。その かたは， ここに はおられない。 

よみがえられ たの だ。」 （ルカ 24:  5 
- 6) けれども 彼女た ちに は その 意 
味が わからなかった。 その後 マリヤ 
は， 墓 を 再び 訪れた とき， 自分の そ 
ばに だれかが 立って いるのに 気付い 
た。 マリ ャは 園の 番人 だと 思って 言 
つた。 「私 は 主 を 捜しに 来ました。 も 
しあな たが， あのかた を 移した ので 
したら， どこへ 置いた の 力つ どうぞ, 
おっしゃって 下さい。 わたしが その 
かた を 引き取り ます。」 （ョ' 、ネ 20  ： 
15 参照） 

ィヱス は 手 を 差し伸べて， 言われ 
た。 「マリヤよ。」 これ はま ぎれ もな 
く イエス の 声 であった。 マリア は 顔 
を 上げ， キリスト • ィ エスの み 顔 を 
見た。 そして イエス を 抱きしめよう 
とした。 私たち は その 場に 立って こ 
れら のこと に 思い を はせ， 胸に こみ 


上げる もの を 覚えた。 私たち 三人 は 
それまで 毎日， 私たちの 旅 を 導いて 
下さる よ う 神に 祈り， また， この 国 
を かく も 有名に し， 神聖に した も う 
た 主の 模範に 従う ことができ るよう 
祈り 求めて いた。 

ほかに 数 力 所 エルサレム 市内 を 巡 
り 歩いた のち， 私たち は ガリ ラャの 
海に 向かって 北上した。 最初に 訪れ 
たのが タ ボル 山で ある。 モー セとェ 
ライ ジャ 力； イエスと ぺ テロ' ヤコ ブ， 
ヨハネに 会い， イエスが 彼らの 前で 
変貌した 変貌の 山と 信じられ ている 
所で ある。 キリスト はこの 山で 彼ら 
に 教え を 授けられた。 そしてべ テロ 
は， この 山 こそが 最適の 場所で ある 
と 考えて， こう 言った。 「ここに 小屋 

を 三つ 建てましょう。 一^^ 3 は あなた 
のために， 一つ は モー セ のために， 

一つ はェ リャ のために。」 （マ タイ 17  ： 
4  ， ジ エームズ •  E  • タルメージ 
「基督 イエス」 pp.429  —  30 参照） 

タ ボル 山 を あと にした 私たち は， 
昔の ナザレの 丘 を 越え， ガリ ラャの 
海に 出た。 見渡す 限りの 緑， この美 
しい 峡谷， そして 鏡の ような ガ リラ 
ャの 海， 丘から 眺める 風景 は 見事 だ 
つた。 丘 を 下って 海辺に 出る と， ホ 
テルの 近く にある 小さな ユダヤ 風の 
迎賓館に 宿泊設備が 整えられ ていた。 
ここで イエスが 水の 上 を 歩き， 嵐 を 
静め， 数々 の 奇跡 を 行なわれ たの だ 
と 思う と 私た ち は 感無量で あった。 

向こう岸に， 八福の 教えの 山が そ 
びえ ていた。 山上の垂訓が 述べられ 
たと 信じられ ている 所で ある。 再び 
私たち は 大きな 感慨 を 覚え， その 夜 
帰途に ついた ので ある。 私たちの 胸 
は， ィヱス • キリストの 教会に 属し 
ている こ とへの 感謝で あふれて いた。 
キリスト こそ， かの 悪意に 満ちた 国 
で 民 を 導き， 彼らに より 十字架に つ 
けられた その 人で ある。 

ョ ルダン峡^？に戻る途中， 道の 両 
側に 多くの 都市が 築かれて いた。 ほ 


とん どが Ji の 中腹に あつたが， ナザ 
レ もまた 丘の ヒに 築かれて いる。 ィ 
エス はし ばら く の 問 この 町に 住んで 
いたた め， ナザレ 人と 言われて いる。 
それから 私たち は エル サレ ムに 戻り' 
数日間 市内 見 物 をして 過ごした。 

これらの こと を 申 し 上げた の は， 
私た ち の 訪問 目的 を 皆さん にお 伝 え 
する ためで ある。 つまり， 主 を 一層 
身近 かに 感じ， 主の み 業に 対する 一 
層の 献身 を 決意し， アンダーソン 兄 
弟が き よ う 述べた ように， 主が 神の 御 
子で ある こ と について 一層の 確信 を 
得て 帰る ことが 私たちの 目的で あつ 
た。 ぺ テロ は イエスから 「あなたが 
たは わたし を だれと 言う カリ と 尋ね 
られ たと き， 次のように 答えて いる。 
これ は 私たちの 多く が 望む 答で も あ 
る。 「あなた こそ， 生ける 神の 子 キリ 
ストです。」 すると イエス は 言われた。 
「あなたに この こと を あらわし たの 
は， 血肉で はなく， 天に います わた 
しの 父で ある」 （マ タイ 16  ： 15 —  17) 
と C 

兄弟 姉妹の 皆さん。 私はキ リ ス 卜 
の 証し 人と して 召されて いる 者と し 
て， 申 し 上げたい。 私 もこの こと を 
知っている。 私 もべ テロ が 知 つたと 
同じ 源から それ を 知った。 血肉で は 
なく， 天に います 私たちの 御 父が こ 
の 知識 を 私に 明らかにして 下さった 
ので ある。 私 は 聖地 訪問 を 振り返つ 
て， 御 父と 皆さんに 向かって 申し 上 
け' る。 「あなた こそ， 生ける 神の 子キ 
リ ス 卜です。」 私 は 今 私が 生きて いる 
こ と を 知ってい ると 同じよ う に， こ 
のこと を 知っている。 

私たちが 神の み 業と お 互いの ため 
に 献身す ると きに 神の 祝福が あって， 
この 偉大な 大会に おいて 語つ た 方々 
の 模範に 従う ことができ るよう 願つ 
ている。 私 はこの 大会の 一部 をテレ 
ビで 見て いたが， ジ ヨセフ' フィー 
ルディン ゲ. スミ ス大 管長が 冒頭の 
説教で， 主の 足跡に 従えと 勧告され 
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たこと を 覚えて いる。 

したがって， 私たち は 最後の 部会 
にあたって， この 勧告 を 思い起こし， 


人々 に 不死 不滅と 永遠の 生命 を も た 
らす という 終わりの ない 業に 再び 自 
身 を 棒げ ようで はない か。 私 はこれ 


を 証し， 最近の 私の 経験 を， イエス' 
キ リ ス ト のみ 名に よ り 皆さんに 報告 
f おし ヒげ る。 アーメン。 
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一致の 精神 を 
みなぎらせよ 


大 管長 


ジ ヨセフ' フィ 一ルディ ング • ス ミス 


愛する 兄弟 姉妹の 皆様。 また 偉大 
な 総 大会 を 閉じよ う と している 今， 
私の 心 は， 主の みたまが 豊かに 注が 
れ ていた ことに 対する 深い 感謝の 気 
持ちで 一杯で ある。 私たち は 主の み 
たま を 充分に 享受した。 

私たち は， 命の パンの 施し を 受け 
て， 主に 仕え 主の 戒め を 守りたい と 
いう 望みが， いよいよ 高まった。 こ 
う した 極めて 友好的な 雰囲気の 中で， 
私た ち が 共に 集 うこと がで きたと い 
うこと は， 本当に 有益な ことで ある。 

私 はこの 場 を 借りて， 大 管長 会に 

おいて 私の かたわらに 立つ ふた りの 
偉大な 方々 の 信仰と 献身と 奉仕に 対 
し， 深甚なる 感謝の 言葉 を 申し あげ 
たいと 思う。 

ハロル ド. B  • リ 一 副 管長 は， ェ 

ノク のよ うな 信仰 を 備えた 霊的な 巨 
人で ある。 彼に は 啓示の みたまが 宿 
つてお り， また， 予言者， 聖 見者に 
して 啓示 を 受ける 者と して， その 天 
よ り 与えられた 召し を 全力 を尽 して 
遂行して いる。 

N ノエル ドン . タナー 副 管長 もま 
た， 高貴に して 偉大な 霊の ひとりで 
ある。 主の 教会で 彼が 現在 携わって 
いる 重要な 奉仕の 業 を 果たす ために， 
永遠の 昔よ り 備えられた 人で ある。 
また， 卓越した 能力と 高潔 さと を 持 


ち 合わせた 人物で ある。 

大 管長 会 は 今， 固く 結束して いる。 
イエスが， 御 父と 御子と 聖霊 は ひと 
つで あると 言われた ように， 私たち 
も 常に ひとつと なる よう， 私 は 祈つ 
て やまない。 そして， これと同じ 一 
致の 精神が， どの ステーキ 部長 会に 
も， どの 監督 会に も， どの 神権 定員 
会 会長 会に も 行き渡って いなければ 
ならない。 

私 はまた， ス ペン サー 'W' キン 
ボール 長老と， 十二使徒 評議員 会の 
方々 の 働きと 務めに 心から 感謝して 
いる。 他の 教会 幹部に ついても 同様 
である。 皆様に は， 私が この 幹部の 
兄弟た ち を 心から 愛して いる こと を， 
知っていた だきたい。 

私 は， 忠実な 教会員た ち を 祝福し 
たいとい う 気持に かられて いる。 教 
会員 は 真理と 徳の道 を 歩み 続ける 限 
り， 心の中に 義 しい 望み を 抱き， 時 
至らば 御 父の 王国に おいて 永遠の 報 
い を 受ける という 目標に 向かって 前 
進し 続ける に違いない。 

私 は 全生涯 を 通じて， 戒め を 守つ 
て 主の 喜ばれる こと をしょう と 努め 
てきた。 そして 私 は， 主が 私に 本当 
によく して 下さった こと を， また 主 
の 戒め を 守る という 誓約 を 交わした 
子供た ちに も 皆， 同じように よくし 


て 下さる こと を， 心から 証したい と 
思 う 。 

私 は 今， 言わば 人生の たそがれ 時 
とで も 言うべき 時に， この 場に 立ち， 
自分が 召されて この 世に おける 管理 
の 職に ついて 報告す る 日が 遠からず 
やって来る こと を 認識しつつ， 再度 
証 申し上げる。 この 偉大な 業 は， 真 
理の 業で あり， 神聖な 業な ので ある。 

私 は， 神が 生きて おられ， 私たち 
の 罪 を W うため に， 愛する 御子 を こ 
の 地上に 遣わされ たこ と を 知ってい 

る 0 

私 は， 御 父と 御子が 予言者 ジョセ 
フ. スミ スに 現われ， この 最後の 福 
音の 神権 時代の 幕 を 開けられ たこと 
を 知っている。 

私 は， ジ ヨセフ • ス ミスが 昔 も 今 
も 予言者で ある こ と を 知っている。 

さらに， この 教会が 主の 教会で あ 
り， 福音 は 進み 行きて， やがて， 水 
が 海 をお おってい るよう に， 主 を 知 
る 知識が 全地 を 満たす と きが やって 
来る こと を 知っている。 

確かに， 私たち は 皆， 主 を 愛して 
いる。 私 は 主が 生きて おられる こ と 
を 知っている。 そして， 主の み 顔 を 
拝す る 日の 来る こ と を 心待ちにして 
いる。 そして， 私 は， 主に， 次の よ 
う なみ 声をかけて いただき たいと 願 
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つてい る。 「わたしの 父に 祝福され た を 受けつ ぎなさい。」 （マ タイ 25:34) を 過ごす ことができ るよう， 祈って 
人た ちょ， さあ， 世の 初めから あな  私 は， 私たちが 皆， それぞれの 時 いる。 これ を イエス. キリスト のみ 

たがた のために 用意され ている 御 国 にかな つて， 同じように 幸福な 生涯 名に より 申し上げる。 アーメン。 
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時の 動き  •  i 

1971  ； 
10.29 インド 北東 部 ベンガル湾 沿岸 ' 

地域 を 台風が » う。 死者 推定 i 
1500 人。  ！ 
II. 1 リチャード •  L  • エバンズ 長 i 
老死 去。  ' 
11.15 インド' パキスタン 戦争 終結 j 
12.2 十二使徒 補助 マー ビン •  J  -  ^ 
アシュトンが 十二使徒に 任命 ' 
される。  ^ 

1972  ] 
1.24 グアム島で 元日 本 兵， 橫并さ i 

んが 28 年ぶりに 発見され る。 ： 

2.  3 札幌 五輪 開幕。  j 
2.21 ニクソン 米 大統領 北京 入り。 ； 

3.  一連の "連合 赤軍'' 事件が 報 ； 
道され る。  i 

3.15 山陽 新幹線 開通。  ！ 

- 9 第 142 回 年次 総 大会 

前 管理 監督 ジョン •  H' バン i 
デンバー グ， 第一 副 監督 ロバ ： 
一 卜 • し • シン プ ソンが 十二  'i 
使徒 補助に， 新 管理 監督 会と j 
して ビクター • し • ブラウン，; 
H 'バーク • ピーター セン， \ 
ボーン • J • フェザー スト一 ] 
. ン がま 持され る。 
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大 祝福師 


聖徒と 世の 人々 への 勧告 


大 管長 


ジ ヨセフ • フィ一 ルディ ング 'ス ミス 


愛する 兄弟 姉妹， 末日 聖徒 イエス- 

キ リ ス ト 教会の 総 大会に 参加の 皆 さ 
んを 心から 勧迎 する。 

大会 中に 開かれる 数々 の 集会 は， 
共に 集まって 主 を 待ち望み， 主の み 
たま を 求め， 主に 仕えて 戒め を 守ろ 
う という 望み を 新たに する 厳粛で 神 
聖な ひと ときで ある。 

この 場に いるすべ ての 人々， 放送 
を 聞く すべての 人々， また 大会の 話 
を 読む すべての 人々 が， 述べられる 
偉大な 真理と， 語る 人々 の 口から 出 
る 賢明な 勧告の 言葉に 対して 心 を 開 
くように， 祈って いる。 

教会の 大会 はすべ て， 互いに 福音 
の 教義 を 教え 合い， 天が 開かれて 私 
たちに 知らされた 事柄が 神聖な 真理 
である こと を 証し， 創造の 目的 を充 
分に 果たす ために 私たちの なすべき 
事柄 を 主から 知らされ， また 互いに 
忠告し あう 機会で ある。 

私たち は 主の しもべで ある。 主 か 
ら 光と 真理と 啓示 を 受けて いる 者で 
ある。 主 は 主の 真理 を 宣言し， 主の 
律法 を 守る よ う にと 私たちに 命じら 
れた。 そこで 私たち は， 主の みこ こ 
ろと み 旨に かなって， 聖 なるみた ま 
に 導かれる まま， 聖徒と 世の 人々 に 
勧告と 導き を 与える ものである。 

世の 人々 に 申し上げたい。 今 は 末 


の 日で あると。 末の 日 は 災難と 苦悩 
と 荒廃の 時代で ある。 サタンが 神に 
敵対す る 人々 の 心に 住みつ き， 悪が 
満ちて， 時の しるしが 示される 時代 
である。 

この 世の 悪 をい やすの は， 主 イエ 
ス 'キリス 卜の 福音 をお いて ほかに 
はない。 平和への 希望， この 世の 繁 
栄と 霊的な 繁栄 を 求める 希望， また 
やがて は 神の 王国に 住みたい という 
私たちの その 希望 は， この 回復され 
た 福音 を 通じて， また その 中に のみ 
見いだ される。 私たちの だれ も が携 
わる ことので きる 仕事のう ちで 最も 
重要な もの は， 福音 を宣べ 伝え， こ 
の 地上に 神の 王国で ある 教会 を 確立 
する ことで ある。 

そのために， 私たち は 世界 各地の 
天父の 子供た ちが キ リス 卜 を 信じ， 
生ける 予言者が 啓示す る ままの キ リ 
ス ト を 受け入れ， 末日 聖徒 イエス • 
キ リ ス ト 教会に 加わる よ う ， 招いて 
いるので ある。 悔い改めて， 世の 人 
人 をお 造りに なった 神 を 礼拝し， 現 
在 主の 福音 を 伝える ために 遣わされ 
ている 者た ちの 言葉 を 信じる よ うに 
と， 呼びかけて いるので ある。 

あらゆる 国の 心の 正直な 人々 に 申 
し 上げたい。 主 は あなた を 愛して お 
られ る。 神 は あなたが 福音の 全き 祝 


福 を 受けられ るよ うに 望んで おられ 
る。 主 は あなたが モル モン 経 を 信じ, 
ジ ヨセフ • ス ミス を 予言者 と して 受 
け 入れ， 地上の 神の 王国に 加わり， 
やがて は 天の 王国で 永遠の 生命 を受 
け 継ぐ よ う に， 招いて おられる。 

福音 を 受け 人れ た 人々 に 申 し 上げ 
たい。 戒め を 守りなさい。 光の 中 を 
歩みなさい。 終わりまで 耐え忍びな 
さい。 すべての 誓約と 責任に 忠実で 
ありなさい。 そうすれば， 主 は あな 
たが 想像して いるよ り も はるかに 素 
晴ら しい 祝福 を 賜る であろう 。 古人 
はこ う 語って いる。 「事の 帰す る 所 は， 
すべて 言われた。 すなわち， 神 を 恐 
れ， その 命令 を 守れ。 これ はすべ て 

人の 本分で ある。」 （伝道 12  ： 13) 

ィ ス ラエルに 属する すべての 家族 
に 申し上げたい。 家族 は， この 世と 
永遠に わたって 最も 大切 な 組織 で あ 
る。 この 世に いる 私たちの 目的 は， 
自分た ちで 永遠の 家族 単位 を 作 り 上 
げる ことで ある。 あなたの SCg 生活 
にと つて， 神殿での 結び 固めの 祝福 
と， 日の 栄の 結婚に 関連して 交わし 
た 誓約 を 守る こ と 以上に 大切な もの 
はない。 

教会 内の 両親に 申し上げたい。 真 
心から 愛し あいなさい。 道徳律 を 守 
り， 福音に 従いなさい。 子供た ち を 
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光明と 真理の 中で 育てなさい。 福音 
の 救いの 真理 を 教えなさい。 家庭 を 
地上の 天国， 主の みたまが 宿る とこ 
ろ， 止義を 第一に 尊ぶ 心が 一人一人 
に 培われる と ころと しなさい。 

家族の きずな を 強め， 守る こと は 
主の み 旨で ある。 父親が 家族の 長と 
して 正しい 場 を 占める ように， 私た 
ち は 願って いる。 母親た ち は， 夫 を 
支え 励まし， 子供た ちの 光と なる よ 
う に。 

• ジ ヨセフ. F  . スミ ス大 管長 は 言 

つた。 「母親 は ^ の 幸福と 国家の 繁 
栄の 基で ある。 神 は 母親に 関して 男 
と 女に 非常に 神聖な 義務 を 負わせら 
れた。 この 義務 を 無視す る 者 は 神の 
怒り を 買う。」 （「福音の 教義」 第 2 巻, 
p.  22) また， 「立派な 父親 または 母親 
になる こと は， 立派な 将軍 や 政治家 
になる ことよりも 偉大で ある。」 （同 
P. 19) 

シ オンの 若人に 申し上げたい。 主 
が あなたがた を 祝福し， 守りた もう 
ように。 神の 律法 を 学び， それに 調 
和して 生きるならば， 主の 祝福と み 
守りが ある。 信頼に は 必ず 応 えな さ 
い。 父母 を 敬いなさい。 愛と 一致 を 
もって 共に 生活しなさい。 慎まし い 
服装 をしなさい。 この 世に 打ち勝ち， 
世の 関心に 合わせた フ アツ シ ヨン や 
風俗に は 惑わされな いよ う にしな さ 


神殿で 結婚し， 喜びに 満ちた 正し 
い 生活 をしなさい。 アルマの この 言 
葉 を 心に 刻んで 欲しい。 「罪悪 は 決し 
て 幸福 を 生じた こと はない。」 （アル 
マ 41 ： 10) また， 教会と 義 のみ 業の 
未来と 命運に 懸ける 私たちの 望みが， 
あなたがたの 手中に ある こ と を 忘れ 
ないで 欲しい。 

教会で 信頼 を 寄せられ， 責任 ある 
役職に 召されて いる 人々 に 申 し 上げ 
たい。 福音 を， 教会の 標準 聖典に あ 
るが まま， 単純 明快に 説きなさい。 
私たちの 時代に 再び 新たに 啓示され 
た 教義 と み 業の 真実な こ と を 証し な 
さい。 

「わたし は あなたがたの 中で， 給仕 
をす る 者の ようにし ている」 （ルカ 22 
： 27) という 主 イエス. キリストの 
み 言葉 を 胸に， 誠心誠意 神の 栄光 を 
現わす ためにす ベての こ と を 行ない 
なさい。 困って いる 孤児 やや もめ を 
見舞い， 自ら は 世の 汚れに 染まずに， 
身 を 清く 保ちなさい。 

さて， 主が 私たちに， 聞いて 知り， 
さらに 行なって 欲しい と 望んで おら 
れる こと はま だ 多く あるが， リ 一 副 
管長， タナー 副 管長， 十二使徒 評議 
員， その他の 教会 幹部 は それらの こ 
とに ついて， みたまの 力 を 得て あな 
たがた に 勧告す るので ある。 


最後に 私 は， この 地上に おける 主 
のみ 業が 真実で 神聖な こと を， また 
ジ ヨセフ' ス ミス や 彼と 同 じ 業に 働 
く 人々 を 通じて 啓示され た 教え 力;， 
永遠の 真理で ある こと を 証す る。 

私 は 私の 身と 霊に 告げる 聖霊の 啓 
示に よって， 天父なる 神が 生きて お 
られる こと， 神 は 無限 無窮の 永遠の 
贖い を 果たす ため その 独り子 を この 
世に 遣わされ たこと， この 末の 日に 
永遠の 完全な 福音 を 回復され たこと 
を 知っている。 

こ の 地上に 主の み 業が 広が り 行 く 
こと を 私 は 知って おり， そのこと を 
証す る。 末日 聖徒 イエス 'キリスト 
教会 は 確固と して 立つ。 主の み 業 は 
勝利 を 収める。 地上の いかなる 力 も， 
あらゆる 国に 真理が 広まり， 福音が 
宣べ 伝えられ るの を 妨げる こ と はで 
きない。 

主の 慈しみと 恵みに 対して， また 
かく も 豊かに 私たちに 注がれて いる 
あらゆる 祝福に 対して， 主に 感謝す 
る。 私たちが 皆， 神の 御子の 福音 を 
通じて 聖徒た ちに 与えられる 永遠の 
全き もの を 享受す るに ふさわしい 者 
となる こと を， イエス' キリストの 
み 名に より， 祈る ものである。 ァー 
メン。 
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決断の 時 


大 管長 会 第一 副 管長 • 十二使徒 評議員 会 会長 

ハロ ソレド •  B  . リ一 


この 年 もまた， 私たちに とって 最 
も 重大な 決断の 年で ある。 この 時代 
を， 世界 史上最大の 難事 を はらんだ 
時代と 呼ぶ 人 も ある。 

しかし 私 は， 現代 を 最も 危険 かつ 
決定的な 時代と 呼ぶ の は 錯覚 である 
と 思う。 どの 時代 も 掛け替え なく， 

私たち 自身 や a 家 や 世界に とって， 
どの 年 も 最も 重大な 年で ある こ と を 
肝に 銘 じょ うで はない か。. 現代 こそ， 
誉れ ある 人々 を 推して 眼前の 大きな 
チヤ レン ジに 立ち向かわせるべき 時 
代で ある。 
激しい 政治 活動が 今 まさに 開始 さ 
れた。 これから 政治の 場で 様々 なィ 
デ ォ □ ギ 一 を 持った 人々 が 有権者の 
関心 を 求めて 叫ぶ ことであろう。 論 
争， 口論， 議論， 対立が 選挙運動の 
手段の よ う になる であろ う 。 

最も 理想的な 意味で， 論争 は 相違 
する 政治 見解 を 率直に 闘わせる こ と 
であろう。 それが 地に 落ちる と， 口 
論 や 争い や 中傷 を 意味す る ことにな 

る。 その 最低の 例 は， 対立 候補に よ 
く 浴びせられる 辛ら つな 個 人 攻撃 で 
ある。 中傷 行為 は 選挙 時期 を 通して. 
続けられる。 聴衆 は， いずれ 選出 さ 
れる ことになる 人で 高潔 さや， 誠実 
さ を 持ち合わせ ている 人 はいるの だ 
ろうかと いう 疑いと 不信 を 抱いて 去 


つて 行く ことになる。 こうし た 状態 
に は 重大な 危険が 潜んで いる。 そう 
して 選ばれた 指導者が そしられ， け 
なされて いたた めに， 高潔 や 正直 を 
疑われる 人々 が 制定した 法律 や 勧告 
に 従順に 従う どころ 力、 権威 や 法律 
や 秩序 を 軽んじる 種が 特に 青少年の 
心に まかれる ことで ある。 

多分， 本当の 話 だと 思う 力;， 南北 
戦争 中に グ ラン ト 将軍 率いる 北 軍が 
劣勢に 傾いた とき， それ を 憂える 聖 
職 者た ちが ホ ワイ ト ハウスに リンカ 
ーン 大統領 を 訪ねて グ ラン ト 将軍の 
免職 を 迫った という。 

リ ン カーン 大統領 は 彼ら を 前にし 
てこの よ う に 言った そ う である。 「皆 
さん， ゲラン 卜 将軍 は， 私たちが こ 
の 国で 大切に している もの をす ベて 
掌握して いる 人です。 批判す る 代わ 
りに， 皆さん も ひざまずいて， 彼が 
この 国 を 勝利に 導く ように， 神に 祈 
つて 下さい。」 

私たち は 何年 か 前に この 話 を 合 衆 
国大 統領に 話して， 大統領が だれで 
あろうと どの 政党であろう と， 私た 
ち も 折に つけ ひざまずいて は， 大統 
領ゃ この 国の 指導者， 世界の 指導者 
た ち が 現代の 危機 を 無事 乗 り 切って 
くれる よう に 神に 祈って いる と 伝え 
た。 


その 時の 大統領の 返事に， 私たち 
は 勇 気づ けられた。 彼 はこ う 言った。 

「どの 大統領 も 在任中 は 折に ふれ ひ 
ざまず いて 全能の 神に 祈った と 思い 
ます。」 

非常 な 緊張 を はらん だ ここ 数年間， 
あなた はいつ も 主の この 勧告 を 心に 
留めて いる ことであろう。 「この 故に 
今 ある 権力に 服従し， 統治すべき 権 
能 を 持ちて すべての 敵 を 脚下に 踏み 
つ く る 者の 統治す る 時の 至る を 待つ 
べし。」 また 主 はこの ように も 教えて 
おられる。 「神の 律法 を 守る 者 は その 
国の 律法 を 破る 要なければ なり。」 

(教義と 聖約 58  ：  22，  21) 

私たちに は， ルカが 記録した 救い 
主 誕生の 時の 天使の 言葉が ある。 「… 
…地の 上で は， み 心に かなう 人々 に 
平和が ある よ う に。」 （ルカ 2  ： 14) 

この 言葉の 反対の よ う にみ える が， 
救い主の 言葉が 次の よ う に 記されて 
いる。 「地上に 平和 を もたらす ために， 
わたしが きたと 思うな。 平和で はな 
く， つるぎ を 投げ込む ためにき たの 
である。 わたしが きたの は， 人 を そ 
の 父と …… 仲た がいさせる ためで あ 
る。 そして 家の 者が， その 人の 敵と 
なる であろう。」 （マ タイ 10  ：  34— 36) 

この 一見 相反す るふた つの 言葉 は， 
どのよ う にして 一致 させられる だろ 
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うか。 

この 神権 時代の 初期に 与えられた 
啓示 は， 現在の 地上で 相克す る， い 
わ ゆる 二 大勢 力に ついて 語って いる。 
その ひとつ は， 「地より 平和の 取り去 
られ る」 悪魔の 支配で あると 述べら 

れ ている。 （教義と 聖約 1 ： 35) 

他の 聖典に も 出て いる 力;， 黙示録 
に は 地上に 人間が 住む 以前に 「天で 
は 戦いが 起った」 と 書かれて いる。 
(黙示 12  ：  7  ) 

前世で 神に よって その 霊 を 創造 さ 
れ， 大きな 望み を 抱いて いた 息子の 
一人が， 神聖な 権能 を もって 地上 を 
統轄した もう 神 を しりぞけ てまで も， 
自分に 全能の 力 を 与えるならば 各自 
の 努力な しで 全人 類 を 救う と 約束し 
た。 サタンと なつ た その 息子 や 彼に 
従う 者た ちと， 反対に 救いの 計画 を 
示して 人類に 選択権 を 与え， 栄光 を 
神に 帰 するとい う 神の愛す る 御子 や 
御子に 従う 者た ちとの 間に， 激しい 
対立が 起きた。 御子 は 御自身 を 「ほ 
ふられた 小羊」 （黙示 13  ：  8) として 
捧げ， その 贖いの 犠牲に よって 「す 
ベての 人類 は， 福音の おきてと 儀式 
と を 守る ことにより て 救われ 得る」 
(信仰箇条 第 3 条） こと を 提案され 
た。 

サタンと その 軍勢 は 人の 自由意志 
を滅 そう と したために 投げ落と され， 
偽りの 父と なり， 人 を 欺き， 盲目に 
し， 神の 永遠の 計画の 教え やみ 言葉 
に 聞き 従わない 人々 を 皆と り こにし 
ようとした。 

聖典が 語る 現在の 地上の も う 一方 
の 支配 は， 「聖徒ら を 支配し， その 真 
中に ありて これ を 統治」 する 主の 統 
治で ある。 （教義と 聖約 1 ： 36) 

今日， 私たち は， 目 をく らまされ, 
間違って 導かれて いる 人々 の 声 を 絶 
えず 耳に している。 彼ら は， その 行 
ないから わかる ように， 自分の 望む 
まま を 行ない， 法 • 規律， 正義 • 悪， 
善 • 徳とは 何 か を 自分の 気持ちの ま 


ま に 勝手 に 決める こと を自 由 意志 と 
呼び， それ を 権利と して 要求して い 

る 0 

私が 今 神の 啓示から 引用した 言葉 
を 考えてみれば， それ は 恐るべき 言 
葉で ある ことが わかる。 少し 考える 
だけで わかる であろう。 自分 を 規則 
の 制定 者と し， 自分が 定めた 以外の 
規則 は 何 も 知らないと したならば， 
彼 は あたかも， 人類と 世界 を 治める 
すべての 事柄の 裁き 主なる 神の 王座 
に 昇ろ うとした サタン の 計画に 倣う 
に 等しい。 真理と 偽り， 正義の 力と 
悪の 力， サタンの 支配と 私たちの 主， 
救い主 ィ エス. キリス 卜の 旗の も と 

にある 支配の 間に は， 過去 も 未来 も 
闘いが ある。 

自由意志の 真の 意味 は， ある 父親 
が 息子に 話した 次の 言葉に はつ き り 
示されて いる。 

「それで あるから， 人 はみ な 現世に 
於て 自由で あり …… 。 そして 万人に 
為した もう メ シ ャの大 いなる 賢い 仲 
裁 （救い主の 噴 罪 を 意味す る） によ 
つて 自由と 永遠の 生命と を 選ぶ か， 
または …… 悪魔の 束縛と 力と に 由つ 
て 定まる 束縛と 死と を 選ぶ 力、 これ 
は 全く 人間の 自由で ある。」 （II  ニー 
フ アイ 2  ：  27) 

「 …… 主なる 神 は 随意に 行なう 自由 
を 人間 に 許した もうた。 しかし 人間 
はもし も あれに 誘われ これに 誘われ 
なければ， 随意に 選び 行な うこと は 
できない ので ある。」 （11  ニーフ アイ 
2  ： 16) 

も し 私たちが 真空 状態の 中で 生活 
し， 障害物 を 乗り越える ための 努力 
も 苦しみ も いらずに 何でも 得られる 
と したならば どうであろう 力 >。 

尊敬す る 同僚の ひとり 力;， 自分 を 
惨めに 感 じ， 意欲 も 責任感 もな くし 
ていた 若い 大学生 を， どのよう にし 
て 助けよ う と し たかを 私に 語って く 
れた。 友人 は その 青年に 魅力 ある 提 
案 をした。 彼 は 会話の 中で このよ う 


な こと をき つた。 「これから は 私が 君 
の 仕事の 責任 を みなとって， 君の 煩 
い を 無く して あげよう。 大学の 授業 
料 を 払い， 服 を 買い， 申 ニ ゃガソ リ ン 
代 を あげる。 結婚す る ときには 心配 
しなくて いい。 私が 相手 を 探して 家 
を 買って あげる。 君が 何も 努力し な 
くても， その あとず つと 家族 を 養つ 
てあげる。 どうかい？ 」 
青年 は まじめな 顔で 一瞬 考え込み， 
「あの， もしそう したら， 私 は 何の 
ために 生きる のでしょう 力つ と 返事 
した。 

する と 友人 はこう 答えた。 「君， 私 
がわ かって 欲し かつ たの は そのこと 
なんだ よ。 それが 人生の 目的なん だ。 
自 分の 生来の 能力 を 発揮して 苦労 し 
なければ， 喜びなん てない。」 

さて， 神から 与えられた 自由意志， 
つまり 選択の 自由 を 行使す るに あた 
つて， どのよう にしたら 真理と 偽り 
を 見極める ことができる だろ う か。 

有名 な 評論家が 次の ように 言って 
いる。 「真理が この 宇宙の 論理で ある。 
それ は 未来 を 決める 論理で あり， 神 
のみこ ころで ある。 人の 作り出す 何 
物 も それに 代わる こと はない。」 （フ 
ランク • クレイン) 

他の 賢人 もこう 記して いる。 「基本 
的な 真理に 進展 はない。 我々 は その 
意味 を 知る こと や 適用の 仕方に おい 
て 成長す る が， 真理の 偉大な 原則 は 
永遠に 同じで ある。」 （マー ビー 'ハ 
ミル 卜 ン • ライ 卜） 

救い主 は ビラ 卜の 面前での 罪状 認 
否のと きに， 自分の 全 使命 は 真 連 を 
証す る ことで ある' と 述べられた。 す 
ると ピラト は 「真理と は 何 力'」 と尋 
ねた。 

このと き 救い主が 質問に 答えられ 
たか どうか は 記録され ていない。 し 
かしこの 私たちの 時代に， 主 御自身 
がそのと き ビラ 卜に 答えられた であ 
ろう * 葉 を 述べて おられる。 それ を 
引用しょう。 「真理と は， 事物の 現在 
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あるがまま， 過去に あり しま ま， 未 
来に あるがままの 知識な り。 およそ 
これよりも 過ぎた る もの， 及ばざる 
もの は 太初よ り 偽り者な り しかの 悪 

魔の 霊気な り 。」 （教義と 聖約 93  ：  24 
一 25) 

さて， ここでし ばら く  ， 人が 真理 
を 探求す る 際に 頼り となる 確実な 事 
柄に ついて 話 をしたい と 思う。 

まず 第一に 話した いのは， 聖典の 
中で キ リ ス 卜の 光， 真理の みたま， 
神の みたまな どと 様々 に 言われて， 
本質に おいて は 神の も とから 出て 人 
の 理解 を 促す 神の 影響力 を 意味す る 
もの. のこと である。 （教義と 聖約 88: 
49 参照） 使徒 ヨハネ は それ を， 「すべ 
ての 人 を 照す ま ことの 光が あって， 
世に きた」 と 言った。 （ヨハネ 1 ： 
9) 

教会の 大 管長 は それ を さらにこう 
述べて いる。 「この 世に 生れて く る 人 
で， 神の みたま を 受けて いない 人 は 
いない。 人の 霊に 悟り を 与える の は， 
この 神の みたまで ある。 …… それ ぞ 
れ光を 受ける 能力に 応じて …… 人が 
…… 高度の 英知 を 得る まで， このみ 
たま は 人に 働き かけ 続ける。」 （ジ ョ セ 
フ •  F  'ス ミス 「福音の 教義」 第 1 
巻， pp.  80,81) 

聖典の 言葉 を 知らない 人々 にと つ 
て， キリストの 光 は 人の 良心 あるい 
は 人の 魂の 中に 存在す る 神の 声 と 説 
明で きょう。 

私が 若い 時代に 公職に あつたと き， 
ある 教会 指導者から 良い 助言 を 受け 
た。 彼 はこの ように 言った。 「私たち 
が あなたに 望む ただ ひとつの こ と は, 
心に 正しい と! i じる ものに 従って 主 
張して 欲しい という ことです。 政策 
上の 目的で 主張す るよりも， むしろ 
あなたが 正しい と 感じた こと を 主張 
して 誤った 方が 何 倍 も 望ま しいので 
す。」 

私 は 何に 価値が あるかと いう この 
助言の 言葉 を， 公の 職務に 携わる 人 


人に 伝え， 公職 やその 他の 重責 を 担 
う 人々 に 祈り を もって 深く 思い 量り， 
主から 人生の 問題解決の 援助 をいた 
だくよう にと， 強く 勧める もので あ 
る。 「方便 は 一時， 原則 は 永遠」 と あ 
る 人 は 言 つた。 （ヘンリー. ワード. 
ビーチャー） 

さて， ではもう ひとつ 確かな こと 
をお 話したい。 

合衆国 憲法が 基本 原則の 決定の 拠 
り 所と して， 法と 秩序に 関する すべ 
ての 事柄に 適用され る こと を， 今大 
会で も 何人 かの 人が お話した。 合 衆 
国憲法 は 実に それ を 目的と して 神が 
お立てに なった 人々 の 手に よって 成 
つたから である。 しかし 私たち はこ 
の 霊感の 文書に 加えて， あらゆる 偽 
り の 哲学に 対抗す る 最大の 武器 は， 
イエス. キリスト の 福音の はつ き り 

とした 教えで ある こと を， 常に 心し 
ていなければ ならない。 

私たち は 神の 王国の 真の 使節と し 
て 世に出て 行く すべての 人に， 歴史 
を 通じて 最も 有能な 信仰の 擁護 者の 
ひとり， 使徒 パゥ 口の 賢明な 助言に 
従うよう に， いつも 勧めて いる。 バ- 
ウ  ロはコ  リン  ト 人への 言葉の 中で， 
私たちが バウ 口の よう に 力強く 召し 
を 果たす 者と なる ための 勧告 を 述べ 
ている。 それ 力;， 悪と 闘う と きの 彼 
の 秘訣であった。 

「兄弟た ちょ。 わたしもまた， あな 
たがた の 所に 行った 時， 神の あかし 
を宣べ 伝える のに， すぐれた 言葉 や 
知恵 を 用いなかった。 なぜなら， わ 
たし は イエス' キリス 卜， し 力' も 十 
字 架に つけられた キ リ ス ト 以外の こ 
と は， あなたがたの 間で は 何も 知る 
まいと， 決心した からで ある。 

それ は， あなたがたの 信仰が 人の 
知恵に よらないで， 神の 力に よる も 
のとなる ためであった。」 （I コ リ ン 
卜 2  ： 1 — 2  ，   5  ) 

捕まらずに 盗む 方法 を 話して 聞か 
せながら 人に 正直 を 教える こと はで 


きないし， 性行動の すべて を 若者に 
話しながら 純潔 を 教える こと はでき 

ない とよく  r やわれ る。 

それと 同様に， ま: a を 教える に は 
全能の 神の 力 を 借りて 努力し なけれ 
ばなら ない。 そうした ときに， 私た 
ち は 悪 に 満ちた サタンの 教え に 対抗 
す る 強力 な 武器 を 持つ こ と がで き る 
ので ある。 

予言者 ジ ヨセフ. スミ スは 当時， 
教会員 をい かにして 治める かと 尋ね 
られ て， こう 答えた。 「私 は 人々 に 正 
しい 原則 を 教え， 人々 に 自ら を 治め 
させる。」 

も し 私たら がィ エス. キリストの 
福音の 原則 を 力強く 教える のでな く, 
正義の 敵の 哲学 を 強調 したなら ば， 
結果 は 単に 論争と 争い を 引き起こす 
だけで， 全世界に おける 伝道の 業の 
目的 を 覆して しまう であろう。 

次 は 3 番目の 確かな 事柄に ついて 
である。 

公職に 仕える 人々 は， 要求に 関し 
て 意見が 分かれて いる 場合に， それ 

が la^ 的に 声を大 にした 少数派から 
の も のか， 声 は 小さ く て も 理由が 正 
し く 正義の 原則 と 一致して いる 多数 
派から 出て いるもの か を， どうして 
も 判断 しな けれ は な ら な t  、場合 が よ 
く ある こと を， 知っている。 私たち 
は 古代の 賢 王の 忠告 を 常に 思い起こ 
すと よい。 「民の 大半が 不正な こと を 
求める の は 稀れ である 力；， その 少数 
が 不正な こ と を 求める の は 普通に あ 
る。 故に 汝ら はよ ろしく 民の 賛成 同 
意 を 得て まつり ごと を 行なう こと を 

 」 （モー サャ 29  ：  26) 

この 賢い 古代の 王の 忠告 を， 教会 
員 や 世界 各地の 公僕への 私たちの 助 
言と しょう。 自分の 仕事 や 政治に 対 
する 関心 を 持ち， 活動し な ざい。 ど 
の 社会に あっても， 原則 や 公僕の 選 
挙 について， 時代の 情報に 注意 を 払 
わず 無関心で ある こと は 大き な 危険 
である。 
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市民と しての 責任 を 果たす 際に 心 

に 留めな く て はならない あ 4 のこ と 
は， 神から 霊感 を 受けた 人々 が 勧め 
ている ように， 自分た ち を 治める 人 
を， 「公平と 正義と を 以て 法律 を 行う 
…… 吏員お よび 長官」 （教義と 聖約 
134  ：  3  ) と して 選ぶ ことで ある。 

一言で 言えば， ただ 「政治に 向い 
ている カリ と 考える ので はなく，  「国 
民， 社会に とって 良い こと， 正しい 
こと カリ と 考える， 真 に 政治家 ら し 
い 人 を 探し 求めるべき なので ある。 

政治に ついての 私たちの 宣言 を 常 
に 思い出しなさい。 「われら は， 王， 
大統領， 統治者， 長官に 従うべき を 
信じ， また 法律 を 守り， 敬い， 支う 
べき を 信ず。」 （信仰箇条 第 12 条） 

あなたが どこに いよ うと も， どこ 
に 住もうと も， 国の 指導者の ために 
祈りなさい。 彼ら も あなたが 大事に 
している もの をす ベて 持って いる こ 
と を 念頭に おいて。 再び 主の 戒め を 
繰り返そう。. 「 …… 今 ある 権力に 服従 
し， 統治すべき 権能 を 持ちて すべて 
の 敵 を 脚下に 踏みつ く る 者の 統治す 
る 時の 至る を 待つべし。」 （教義と 聖 
約 58  ：  22) 

そして 最後に， すべて 確実な もの 
のうちで 最 たる もの は， イエス 'キ 
リ ス 卜の 福音の 中に 与えられ ている 
神の 永遠の 計画で ある。 ここに， 私 
たち は 安全な 道に しっかり 立た せて 
く れる 不滅の 原則 を 与えられ ている 
ので ある。 それらの 永遠の 原則に よ 
つて， すぐに 真理と 誤りと を 見分け 
る ことができる。 この 時代 初期 
の 啓示の 中に， 福音の 教えが 与えら 


れ たの は 「彼ら 誤りたら ば 明らかに 
さるる を 得， 知恵 を 求めたら ば 教え 
を 授けら るる を 得」 るた めで あると 
S われて いる。 （教義と 聖約 1 ： 25 — 
26) 

私たち は 福音の 真理の 光に よって， 
「善 を 行なえと すすめ， また キリス 
ト を 信ぜよ とすす める もの は "…- そ 
れが 神から 出た こと は 何の 疑い もな 
く 充分 確に 知る ことができる。」 （モ 
口 ナイ 7  ： 16) 

また 同時に， 宗教で あっても 哲学， 
科学， 政治で あっても， 「悪 をせ よと 
説きす すめ， また キリスト を 信ぜず 
これ を 否定し 神に 事えるな と 説きす 
すめる もの は 何でもみ な 悪魔から 出 
たと 言う こと は， 何の 疑い もな く充 
分 確に 知る ことができる」 こと も 知 
つてい る。 （モロ ナイ 7  ： 17) 

祈る こと を 学び， 聞く 耳 を 養い， 
「あなたが 呼ぶ とき， 主 は 答えられ， 
あなたが 叫ぶ とき， 『わたし はこ こに 
おる』 と言われる」 人 は， 危機に あ 
つてい かに 素 晴ら しい 平安 を 感じる 
こ とで あろ う 力 >。 （ィ ザャ 58  ：  9  ) 

第 2 次 世界大戦の 連合軍 最高 司令 
官 アイゼンハワー 元帥 は， 世界の 情 
勢 を 変える 軍事上の 重大な 決定に 際 
し， 謙遍 になって 次のように 言明し 
た。 「これ は 私の 宗教 観で ある。 宗教 
は 危機に 際して 決定 を 下さな く て は 
ならない ときに， 決定 をす る 勇気と， 
また 結果 を さ らにカ ある 御 方に ゆだ 
ねる という 信頼 を 与えて くれる。 神 
にこの 信頼 を 置 く こ と によって のみ， 
数々 の 責任 を 受けて いる 人間 は 平安 
を 見いだ す ことができる。」 


こ こ にあな たがた は それ を 持って 
いる。 高い 地位に ある 指導者， 実業 
界， 政界， 教会の 指導者で あるす ベ 
ての 人々 よ， この こと を， 人生 を 歩 
む そのと きどき に 思い起こ しなさい。 
神が 天の み 座に いまし， もし 私たち 
が 神 を 求め， 神 を 見いだ すなら ば， 
世に 関する すべての ことが 好都合と 
なる。 「神 はわれ われひと り びと り 力 > 
ら遠 く 離れて おいでにな るので はな 
い。 われわれ は 神のう ちに 生き， 動 
き， 存在して いるから である。 …… 
われわれ も， 確かに その子 孫で あ 
る。」 という こと を。 （使徒 17  ：  27— 
28) 

さて， 私 は 心から 低く へり く だつ 
て， これらの 人生の 手聽が 私に とつ 
ていかに 大きな 力と なって いるかと 
いう 証 を 述べたい。 私 は 自分の 経験 
を 通して， 責任が 重く なれば なる ほ 
ど， より 一層 主に 頼 る こと を 学んだ。 

私 は， モー セが大 いなる 霊的 経験 
をした あとで 言つ た 次の 言葉の 意味 
を 幾 ら かで は あ る が 理解 し 始めた。 
「われ 知る， 人 は 物の 数に も あら ざ 
る を。 この 事 を て われ 考えた る こ 
ともな かりき。」 （モー セ 1 ： 10) 

また 私 は 人生の 様々 な 経験 を 通し 
て 神の 聖 なる 力に 助けられるならば 
疑い は 解けて 確信に 変わり， 重荷 は 
軽くな り， 主に 近づいて 救い主が さ 
らに 確かな ものと なって， 文字通り 
の 再生が 実現 するとい う 確信 を 得た。 

これらの すべて を主ィ エス. キリ 
ス ト のみ 名に よ り， へりく だって 証 
申 し 上げる。 アーメン。 
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「人 を さばく な。 
自分が さばかれ 
ないた めで ある」 

大 管長 会 第二 副 管長 

N  . エル ドン • タナー 


先日， 私 は ある 人が 他人 を 非難し 
ている の を 耳に したが， そのと きこ 
のよう な 詩の 一節が 心に 浮かんだ。 

「『私に は あなたの 長所が わかり ま 
す。 

そのよう に， 私の 長所 も 見て 下さ 

い。』 

会う 人 ごとに だれ もがこう 言った 
なら 

この 世 はも つ とすて きになつ ただ 
ろう」 

また， 讃美歌の 一節 を 思い出した。 
「おのが 悪しき とが を 

努めて 知るべし 
人 を 貴む る と き 

おのれ を 正すべし 
同じと が あるとき 

われに は 緩 く し 
人に は 厳しく 責める 

わが 弱さ を 
おのが 悪しき とが を 

努めて しるべし 
人を責 むる と き 

おのれ を 正すべし」 

(讃美歌 107 番） 
人が 友人， 隣人 を 取り ざた し， 外 
見 上の 変わった 点 や 弱点 を 中傷す る 
の は 日常茶飯の ことのよ うで ある。 
実際に ごく ありふれた こ となので， 
うわさ 話 や 人の 批判 はして 当然と 考 


えがち である。 し 力、 し， 変わり者 だ 
と 批判され， 非難され， あざけられ 
た 若者が， やがて は 特異な 分野で 異 
才を 放つ に 至った 例 を どれ ほ ど 聞 く 

こと 力 >0 

間違った 批判 や 見当違いの 判断に 
ついて， 例 を 一， 二 あげてみ よう。 

デ ビッド •  0  'マッケイ 大 管長の 
夫人で ある マッケイ 姉妹が， 教職に 
ついた ばかりのと きの 話で ある。 校 
長が マ ッケィ 姉妹 を 生徒た ちに 紹介 
したと き， 彼 は ひとりの 少年 を 指さ 
して， あの 子 は 問題児で すと 言った。 
マッケイ 姉妹 は 少年の きまり悪そう 
にして いる 様子 を 見て とって， その 
通りの 子供に な り はしない かと 心配 
した。 そこで 姉妹 は 紙 きれに こう 走 
り 書きして， その 少年の 机の わき を 
通り過ぎる ときに， 紙 きれ を そっと 
落とした。 「アール， 校長 先生 は 間違 
つてい ると 思います。 あなた は 悪い 
子ではありません。 私 は あなた を 信 
頼して います。 この 教室 を 学校 中で 
一番 良い 教室に する の を 手伝って く 
れ ますね。」 この アール は 学識 豊かな 
町の 有力者に なった ので ある。 

も う ひとつの 例 を 話したい と 思う。 
社会に 関心 を 持ち， 人々 の 尊敬 を 集 
めて いた ある 人が， 心に 大きな 痛手 
を 受けた かの よ う に 振る舞い 始め， 


以前 は 中心 に なって 活躍して いた 場 
所に も 足 を 向け なくなった。 人々 は， 
怒りつ ぼくて スポーツ がへ た で人づ 
きあいの 悪い 奴 だと その 人 を 非難し 
始め， 彼 を 避ける ようになった。 と 
ころが， あとから 医者の 診断で わか 
つたこと だが， 彼 は 脳腫瘍 を 患って 
いて， そのために， 以前 は 主催まで 
し た 活動 にも 興味 を 失った の だつ た , 

見当違いの 判断と いえる 例 を ここ 
で 少し 御 紹介したい。 最初に， ある 
監督 はヮー ド 部で 役員 を 補充す る必 
要が 出た と きひと りの 会員の こと を 
思いついた。 その 人 は 活発で はない 
が 能力が ありそうだった。 しかし 監 
督は， 「いや， きっと 興味がない だろ 
う。 責任 を 引き受けた いなどと 思わ 
ないだろう」 と 考え， あたって みる 
こと もせず， その 結果， その 人 は 何 
年 も 不活発な ままだった。 

やがて ヮー ド 部に 新しい 監督が 召 
され， 監督が その 人に 責任 を 受けて 
くれる かどう か を 尋ねた ところ， 彼 
は 用意が できて いて， 働きたい と 思 
つていた こ とがわかった。 

人に 偏見 を 持たず， 機会 を 与えな 
さい。 受け入れ るか 辞退す るか は 本 
人に 決めさせな さい。 

そうかと 思う と， 家族 や 他人に 向 
かって 「どうして 監督 は あんな こと 
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をす るの だろう， 私に はわから ない。 
もっと わかって る 人 だと 思った の 
に」 などと 言って いるの を 耳に する 
ことがある。 その 人 は 事実 を 知らな 
いで 監督 を 裁いて いる。 もし 事実 を 
知っていたら， 監督が とった 措置の 
正しい ことが わかる であろう。 この 
人の 非難 は 不当な 上に， 恐らく 子供 
たちに 偏見 を 持たせ， 監督への 尊敬 
を 失わせ， さらに 信仰まで も 弱くし 
たに 違いない。 

これらの 話 は， 人 を 裁かない こと 
がいかに 大切で， 非難す るよ り も 励 
ますこ とがい かに 大切 か を 教えて い 

る。 ィ ヱス. キリスト は 2 千年 も 昔 
に， 人が 正しくない 非難 をし がちな 
ことに 気付いて， 次のように 言われ 
た。 

「人 を さばくな。 自分が さばかれな 
いためで ある。 あなたがた かさばく 
その さばきで， 自分 もさば かれ， あ 
なた がた の 量る その はかりで， 自分 
にも 量り 与えられる であろう。 なぜ， 
兄弟の 目にある ちり を 見ながら， 自 
分の 目にある 梁 を 認めない のか。 S 
分の 目に は 梁が あるのに， どうして 
兄弟に むかって， あなたの 目から ち 
り を 取らせて く ださい， と 言えよ う 
か。 偽善者よ， まず 自分の 目から 梁 
を 取りの ける がよ い。 そうすれば， 
はっきり 見える ようになって， 兄弟 
の 目から ちり を 取りの ける ことが で 
きる だろう。」 （マ タイ 7  ： 1  —  5) 

私たちに 欠点がなければ と も 力べ， 
そうでなければ 人 を 裁く 資格 はない 
と， 主 は 言って おられる の だと 思う。 
予言者 サ ム ェ ルが王 を 選ぶ と き に 経 
験した こと を 考えてみれば， 人に 人 
を 裁く 資格の ない ことが 一層よ く わ 
かるであろう。 主 は イスラエルの サ 
ウル 王 を 退けて， 新しい 王 を 選べと 
予言者 サム ヱルに 言われた。 主はサ 

ム エルに， 8 人の 息子が いる エツ サ 
ィの 家へ 行く ように， そして 目の前 
を 油 注がれた 子供が 通り過ぎる 時サ 


ム エルに はだれ が 選ばれるべき かが 
わかる と 告げた。 長男の ェ リ ァ ブが 
サム エルの 前に 来たと き， サム エル 
は その ェ リ ァ ブ こそ 選ばれた 者で あ 
ると 思った が， 主 は エリ アブ を 拒み， 
人 を 判断す る 秘訣 を サム ェ ル に教 え 
られ た。 

「顔 かたち や 身の たけを 見て はなら 
ない。 わたし はすで に その 人 を 捨て 
た。 わたしが 見る ところ は 人と は異 
なる。 人 は 外の 顔 かたち を 見， 主 は 
心 を 見る。」 （サム ヱル上 16  ：  7  ) 

ついで 6 人の 息子が それぞれ 予言 
者 サム エルの 前 を 通り過ぎ たが， い 
ずれ も 退けられ， やがて 最 年少の ダ 
ビデが 連れて来られて， 主の 目に か 
なった。 

ここに 見る 通り， 私たちに 人 を 裁 
く ことができな いわけ は 明白で ある。 
私たち は 心のう ち を 見る ことができ 
ない。 目に 見える どの 行動に も 動機 
が ある こと は 知っている 力；， その 動 
機が わからな いので ある。 私たちが 
良くない 動機 だと 考えても， 実は 純 
枠な 動機で あるか も しれない。 

人の 望み や 信仰 や 目標 を 知らない 
で， その 人 を 正しく 判断す る こと は 
できない。 環境 も 違えば， 機会 も異 
なるな ど， いろいろな ことで 人々 は 
それぞれ 違った 立場に ある。 頂上 か 
ら 出発す る 人 も ふ も とから 出発す る 
人 もいて， 反対の 方角 を 目指して 歩 
む 途中で， いっか 出会う こと も ある。 
「肝心な の は， どこに いるかで はなく  ， 
どこ を 目指す かが 大事 だ。 成功 や 失 
敗に どれ だけ 近い かで はなく， どち 
らに 向いて いるかと いう こ とが 大事 
なのた'」 と， ある 人が 言った。 私たち 
はみ な 弱く もろい 者で あるのに， ど 
う して 他 を 裁く 座に 着く ことができ 
よう 力'。 人 は せいぜい 目に する もの 
しか 判断で きず， 心の中 や 考え を 判 
断す る こと も， まして や 隣人の 可能 
性 を 断定す る こ と もで きないの であ 
る。 


私た ち は 他人 を 批判 して はなら な 
いのに それ を あえてしょう とすると， 
虚栄心 や 不正直， 不道徳， 陰謀な ど 
の 人間の 弱さ や 欠点 を 探す よ うにな 
り， それ を 見つける ことに 誇り を感 
じたり する。 そうして， 裁く 相手の 
悪い 面 だけ を 見る よ う になる ので あ 
る。 

現代の 報道機関 もまた， 派手な 話 
題 を まき 散ら している 人 や 非難 を 浴 
びて いる 人に 興味 を 持ち 過ぎる よ う 
に 思う。 100 のう ち 99 は 良い こと をし 
ていても， たった ひとつの 弱点 や 過 
ち を こと さ ら 取り上げて 世間に 広め 
ている。 

私たち は 高潔な 人の 心 を 傷つけ る 
かも しれない ことな ど 考え もせずに， 
激しい 非難 や 悪意 ある 話 や 活字に 耳 
を 向け， . うのみに して それ を 広める 
傾向が ある。 そのような こと をし な 
がら， 「火の ない ところに 煙 はたた 
ぬ」 などと 自分 を 正当化して いるの 
である。 実際 は 嫉妬から 人が 起こし 
た 悪意の 火 を， 私たちが あおって い 
るので ある。 

ときに 私たち は， 友人が 間違い を 
非難され たり， うわさが たち 始めた 
りする と， 全部の 事実 を 知り も しな 
いのに その 人 を 裏切って， 聞いた こ 
と を 本気に し， 他人に 言い 広めたり 
する。 間違った 情報が も とで 友情が 
壊れたり 憎悪が 生まれた りする の は 
まったく 悲しい ことで ある。 

人生 で 一度 だ け 不可知論 を 容認で 
きる とすれば， それ はこの ように 判 
断す る （裁く） と きで ある。 「わかり 
ません。 ちゃんと 証拠が ある わけ じ 
やない し。 両方の 言い分 を 聞いて み 
なければ なりません」 と言うの は， 
勇気 ある こ とで ある。 

速断 を 避ける ことによって こそ， 
真の 愛が 示される。 私たち は どんな 
犯罪者 も 公正な 公開裁判 を 受け る 権 
利が ある こ と をよ く 知っていながら， 
ちょっとし たこと を 見て は 隣人 や 友 
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人 を 裁く の は， いったい どういう こ 
とだろう 力'。 心の中から うぬぼれ や 
激情 や 個人的な 感情 や 偏見， 狭量 さ 
を 取り除き， まわりの 人に 愛 を 示 そ 
う と 努力す る こと は 必ずで きる。 

見えない 欠点 を 捜し出す よ り も， 
良い ところ を 捜そう ではない 力 >。 他 
人の 過ち を 捜そうと すれば， それ は 
簡単で ある。 家族 内で さえ， 夫婦が 
互いに 愛し 合い 良い ところ を ほめ 合 
うこと をせ ずに， 欠点 を 捜し出して 
ことさらに あばきた てて いれば， 離 
婚ゃ 家庭の 崩壊 を 招く。 

私たち は 他人と 協調せ ず， 折り合 
いが 悪く なれば なるほど， 他人の 過 
ちゃ 弱さが 目につく ようになり， 自 
分 を 改善す るよ り も 自分の 過ち を 合 
理化， 正当化しょう とする ようにな 
るので ある。 教会 指導者 や 教義に 対 
する 批判 は ほとんど 例外な く， 自分 
の 義務 を き ちんと 果た していない 人 
や 指導者に 従わない 人 や 福音の 教え 
を 守らない 人た ちから 出て いる。 

これにつ いての 良い 例 は， 力 イン 
と アベルの 話で ある。 力 イン は 自分 
の 務め を 怠 り ながら アベルの 義 しさ 
や 主に 愛されて いる こと をね たみ， 
狂気の 嫉拓心 か ら 自 分の 兄弟 を 殺 し 
てし まった。 もし 力 インが 弟 を ほめ， 
祝福して， 自分の 間違い を 正し， 進 
歩しょう としていたら， 力 インの 立 
場 は どんなに か 良くな つていた こと 
であろ う 。 

私た ちは自 分の 生活 や 行動 を 反省 
し， 正しい 原則に 添うよう にして， 
決して 他人 を 攻撃したり， 間違った 
情報 を 広めた り しないよ うにしょう 
ではない か。 

うわさ 話 は， 人 を 裁く う ちで も最 
も 悪い ものである。 舌 は 人間の 持つ 
う ちで 最も 危険で 破壊力の 大きい 恐 
ろしい 武器で ある。 邪悪な 舌 は 人の 
評判 や あまつさえ 将来まで も 奪って 
しまう。 名声に 対する 陰険な 攻撃 や 

いやな あてこすり や いいかげんな 言 


葉 は， 大きな カシの 木の 命 を 絶つ 寄 
生 虫の よ うに 恐ろしい ものである。 
それ は ほとんど 人目に もっかず， 卑 
劣な ために， 防ぐ ことができな いの 
である。 「細菌 をた' ますより 象 を だま 
す 方がず つと やさしい」 という 言葉 
通りで ある。 

も し 私たちが， 幾度と なく 耳に し 
てきた 次の 言葉 を 実行す るなら， 世 
の 中 は どんなに 変わる こ と であろ う 。 
「だから， 何事で も 人々 からして ほ 
しいと 望む こと は， 人々 にも そのと 
おりに せよ。 これが 律法で あり 預言 

者で ある。」 （マ タイ 7  ： 12) ところ 
が 私 たち は 自分で このよう に 判断 し 
て も らいたい と 思う のと は 違った 基 
準で， 他人 を 判断し がちで ある。 

姦淫の 罪 を 責められた 女が キ リ ス 
卜の 前に 連れて来られた とき， キリ 
ス トは その 女 を 責めた 人々 の 不義 を 
憤られた。 彼ら は 自分なら こう 裁か 
れ たいと 望む のと は 異なった 基準で 
その 女 を 裁かれる の を 望み， しかも 
中には ほかならぬ 同じ 畜淫の 罪 を 犯 
していた 人 もいた ので ある。 

イエス は 言われた， 「あなたがたの 
中で 罪のない 者が， まず この 女に 石 
を 投げつ ける がよ い。」 そして 身 を 力、 
がめ て， 地面に 物 を 書き つづけられ 
た あと， 身 を 起こして 女に 言われた。 
「 •••••• あなた を 罰する 者はなかった 

のか。」 （ヨハネ 8  ：  7  , 10 参照） 

もし， 私たちの そばに イエスが 立 
つて おられて， 人 を 裁く ようにお 願 
いしたと きに 「あなたがたの 中で 罪 
のない 者が， まず この 女に 石 を 投げ 
つける がよ い」 と 言い， 身をかがめ 
て 地面に 物 を 書かれた としたら， ど 
ん なに 大勢の 人が 良心の 呵責 を 覚え， 
恥ずかしい 思いで そ こ を 立ち去らな 
ければ ならない こと 力、 イエスの 教 
え はいかに も 正しい。 

私たちが 「自分 を 愛する よう にあ 
なた の 隣り の 人 を 愛せよ」 （マ タイ 22 
： 39) という 第二の 大切な 戒め を受 


け 入れて 実行す るなら ば， また 隣人 
を 愛する こ と を 本当に 知るならば， 
意地悪い うわさ 話 や 間違った 受け 売 
り はな くなる であろう。 主の 祈 り に 
このような 言葉が ある。 「わたしたち 
に 負債の ある 者 を ゆる しました よう 
に， わたしたちの 負債 を もお ゆるし 
ください。」 さらに イエス はこう 言わ 
れた。 「もしも， あなたがたが， 人々 
の あやまち を ゆるすならば， あなた 
がた の 天の 父 も， あなたがた を ゆる 
して 下さる であろう。 もし 人 を ゆる 
さないならば， あなたがたの 父 も， 
あなたがたの あやまち を ゆる して 下 
さ ら ないで あろ う。」 （マ タイ 6  ： 12， 
14—15) 

キリスト は赦 しにつ いて 最も 素晴 
ら しい 模範 を 示された。 姦淫の 罪で 
女が キ リ ス 卜の 前に 引き出され たと 
き， キリスト は， 「わたし も あなた を 
罰しない。 お帰りなさい。 今後 はも 
う 罪 を さない よ う に。」 （ヨハネ 8 
： 11) と言われ たので ある。 

また， 十字架 上で このよう にも 祈 
られ た。 「父よ， 彼ら をお ゆるしく だ 
さい。 彼ら は 何 をして いるの か， わ 
からずに いるので す。」 （ルカ 23:  34) 

私た ち は 利己心 や う ぬ ぼれ や 不安 
定な 感情 を 持ち あわせて いるが， 互 
いに 愛し あい， 赦 しあい， 自分の 過 
ち を 悔い改め， 人 を 裁く こと をし な 
いならば， 人生 は 一層 幸せな ものと 
なり， 社会の ため， 他人の 幸福の た 
めに 役立つ こ とであろう。 

国の 法律に 対して は 裁判官が あり， 
教会に は 教会員に 対して 判士が いる 
の は 確か だが， 彼らに は 国の 法律 や 
教会の 律法 に 従って 正しい 裁き を 下 
すと いう 重い 義務と 責任が ある。 

今年 は 選挙の 年に あたり， 選挙 運 
動が 華やかで， 様々 な ことにつ いて 
賛否 入り乱れた 声 を 聞き， 討論 をし， 
激しく 意見が 対立す る こと もあろう。 
私た ち は 問題点 を 理解す ベ く 努力し， 
さ ら に は 各自の 信念に 基づいて 確た 
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る 態度 をと るべき である。 しかし， 
選挙戦が いかに 激しかろう とも， よ 
く 耳に する 感情に まかせた 個人攻撃 
は 避けよう ではない 力、。 自分た ちの 
兄弟 をのの しって はならない。 うそ 

つき， 詐欺師， 不正直， 不道徳と い 
つた 汚名 を 着せて はならない。 

私たち は 原則に， 高い 原則の 上に 
立と うで はない か。 政治家 も 含めて 
私たち すべてが， 非難 や 中傷 を 受け 
ない よ うな 生活 をし よ う と 努める こ 
とが 極めて 大切で ある。 

他人 を ずたずたに 引き裂いても， 
何も 得る もの はない し， 自分の 性格 
が 良くなる わけで もない。 私たち は， 
熱狂 的な 選挙戦の さなかに 口にした 
言葉 や 非難に よって 友情が 打ち こわ 
される の を しばしば 目に してきた。 
公職に あ る 人 や 対立 意見の 人に 対 し 
て しっこい 非難 演説 をす るの を 聞い 
て， 若者た ち は その 人 や 他の 政治家 
たちに 信頼 を 失い， 政治 形態 その も 
のに も 失望した りする。 

私たち 両親に は， それらの ことが 
家庭に 及ばない よ う にす る 責任が あ 
る。 また 私たち は， どの 言葉 も 行な 
いも 子供た ちの 考え方 や 態度に 影響 
する こと を 認識し なければ ならない。 
子供が 他人と 仲良く やって いく こ と 
や 愛， 同情， 他人への 関心と いった 
基本的な こと を 学ぶ の は， 家庭の 中 
である。 両親が 肌の 色 や 人種， 宗教， 
階層， 学力な どで ほかの 子に 偏見 を 
持つ ことのな いよ う に 言葉と 模範に 
よって 子供 を 育て， また 主 を 愛する 
こと を 子供に 教えるならば， 以上の 
こと は 一層よ く 教えられる であろう。 
私 は 自分の 両親が， 忍耐強く 子供た 


ち を そのよう に 育てて くれた こと を 
感謝して いる。 

私 は 心から 主 を 愛し， 隣人 を 愛し 
ている と， 本当に 謙遜な 気持で 申し 
上げたい。 私 はだれ に対して も かた 
くな な 気持 は 一切 持って いない。 私 
のために 気持 を 害した 人が いたな ら 
ば， 赦 していた だきたい と 心から 祈 
つてい る。 私 は 今， 救い主が 言われ 
た 言葉 を かみしめ ている。 「わたしの 
兄弟で ある これらの 最も 小さい 者の 
ひとりに したの は， すなわち， わた 

しにした ので ある。」 （マ タイ 25:  40) 
世の すべての 人に 対し， 特に この 
末日 聖徒 ィヱス 'キリス ト 教会の 教 
え を 理解せ ず 非難す る 人々 に対して， 
私 は 証 を 述べ， この 回復され た 福音 
の 内容 を 知らないで 裁く こと をし な 
いよ うに 強く 申し上げる。 私たち は 
あなたがたと 同じように， 神 は 生き 
て おられ， イエス' キリスト は 神の 
独り子， 真実 肉体 を 受けた 独り子で 
あって， この 世に 生まれ， 命 を 捨て， 
やがて 復活して， 全人 類が 不死 不滅 
となる よ うにして 下さった お 方で あ 
る と 信じて いる。 

救い主 は， 「 これ わが 業に して 
わが 栄光， すなわち 人に 不死 不滅と 
永遠の 生命と を もたらす なり」 （モー 
セ 1 ： 39) と言われて， 私たちが み 
も とに 帰って 永遠の 生命 を 受けられ 
るよう に， 福音の 計画 を 与えて 下さ 
つた。 

まさしく 今， 福音 は 完全な ままに 
回復され て 地上に ある。 聖書 は 予言 
者 を 通じて 私たちに 与えられた 神の 
み 言葉で ある こと， モル モン 経 は 神 
が 古代 ァメ リ 力の 民 を 導かれた こと 


を 正しく 翻訳に よって 伝える， 完全 
な 福音 を 載せた 神の み 言葉で ある こ 
と を 証す る。 モル モン 経 は ユダヤ人 
と 異邦人と にィ エス は 永遠の 神なる 
キリストに ましまして， 万国の 民に 
現われた もうこと を 確信させる ため， 
主の 命令に よって， また 予言と 啓示 I 
のみ たまによ つて 書かれた もので あ 
る。 

私 はまた， 教会の 大 管長で ある ジ 
ヨセフ' フィールディング' ス ミス 
が 神の 予言者で あり， 主 は 彼 を 通じ 
て 語られる こと を 証したい。 私はス 
ミ ス大 管長の 傍らで 共に 働く 機会に 
あずかつ ている こと を， 心から 深く 
感謝して いる。 

これらの こと を 私 は 確かに 知って 
おり， それが 真実で あると へりくだ 
つて 証す る。 そして， 皆さん 一人 一 
人が モル モン 経 を 読んで 研究し， そ 
こ に 記されて いる 次の 約束 を ぜひ 試 
して みられる ようにと， 切に お勧め 
する。 

「また この K» を 受ける とき， それ 
が 真実な も のか どうか を キリストの 
御名に よつ て 永遠の 父 なる 神 に 問 え 。 
も し 誠心誠意で その上 キ リ ス ト を 信 
じながら 問うならば， 神 は 聖霊の 力 
によって この 記録が 確かな もので あ 
る こ と を あなたた ちに 示した もうに 
ちがいない。 そして 聖霊の 力に よつ 
て 一切の 事の 真実で ある か ど う かが 
あなたた ちに 解る。」 （モロ ナイ 10: 

4  —  5  ) 

この 約束と 私の 証 を， ィ 1ス'キ 

リ ストの み 名に よって 申し上げる。 

アーメン 0 
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愛する 兄弟 姉妹， 皆さんの 前に 立 
つて 永遠の 福音に ついて 述べ， 教会 
の 神聖 さと 主の み 業の 神聖 さ， また 
予言者 と 主の 指導者た ち の 神聖 さ を 
証 するとき に， 私 はいつ も 心に 畏怖 
の 念と， 同時に 喜び を 感じる。 

私た ち は 前回の 大会 を 最後に こ の 
世 を 去った リ チャード' エバンズ 兄 
弟 を 心から 悼む ものである。 そして 

今， 十二使徒 評議員 会の 12 番目の 会 
員と して 頼 も しい ァシュ トン 兄弟 を 
ここに 迎えた。 また， ピーター ソン 
兄弟と フヱ ザース トーン 兄弟 を 心 力、 
ら 教会 幹部の 中に 迎え入れたい。 彼 
らと， また 新しい 役職に 就いた バン 
デンバー ゲ 監督， そして 副 監督た ち 
と共に 働け るの は 喜ばしい ことで あ 
る。 

今週 は 復活祭で ある。 この 時期に 
なると 私たち は それぞれに， エル サ 
レムの 城壁の 外の， 小さな 内庭に あ 

る 岩 をく り 抜いた 墓の 中で 起きた 空 
前の あの 出来事 を， 厳粛な 気持で 思 
い 出す。 早朝に 起きた その 出来事 は, 
聞く 者す ベて を 驚かした。 

そ れ は 地上 で 初 めての 出来事で あ 
り， 人々 に は 信じ 難かった であろう 
が， 復活され た 主 ご 自身が おいでに 
なって み 姿 を 示し， 人々 が 傷ついた 
丰 足に 触れて みたと き， 疑う ことが 


できた であろう か。 キ リ ス トを 信じ 
ていた 近し い 友た ちが， fp] 百 人と M: 
をした。 

それ こそ ナザレの イエスであって， 
馬小屋で 生まれ， ヨルダン 川で パプ 
テス マ を 受け， ゴ ルゴ ダの 丘で 十字 
架に 力、 けられ， 岩窟の 冷たい 部屋に 
葬られ， 墓の 傍らの 小さな 美しい 庭 
で 復活 を 証拠立てられた あの 御 方で 
ある。 

十字架に つけられる 前後の イエス 
の 苦悩と 大きな 犠牲 は， 私たちが ィ 
エスの 戒めに 従わない 限り， ほ とん 
ど， いやまつ たくと いう ほ ど 意味が 
なくなって くる。 なぜな ら， 主 はこ 
う a われた 力 、ら である。 

「わたし を 主よ， 主よ， と 呼びな が 
ら， なぜ わたしの 言う こと を 行わな 

いの か。」 （ルカ 6  ：  46) " 

「も しあな たが わたし を 愛するなら 
ば， わたしの いましめ を 守るべき で 
ある。」 （ヨハネ 14  ： 15) 

確かに， 私たちが 教えに 添って 生 
きょうと しないならば， キリストと 
の 交わ り は 断 たれて しまう だろ う 。 

ある 時， 私 は 南米で その 交わり を 
断 たれる 例 を 見た。 

私 たち は アルゼンチンの はる 力' 北 
西部 を 車で 旅して いた。 そこ は 牛の 
多い 田舎で， まっすぐな 狭い 道が 何 


マイル も 続いて いた。 道の 両側に は 
4 本の 鉄線 を わたした 柵が 立って お 
り， それと 平行して 電柱がず つと 続 
き， 世界中に 通じる 電話線が ひかれ 
ていた。 それぞれの 電柱に は 横木が 
取り付け てあつて， 横木から 横木に 
通信 線が 延びて いた。 

車 を 走らせて いると， 焼け野原に 
出た。 そこに は 地面に 半ば 倒れて 黒 
焦げの 電柱が 数 本あった。 だれかが 
不注意に 車の 窓から 火の ついた タ バ 
コを 捨て， それが 草に 燃え移って， 
そのた め 電話 連絡が 途絶 え る か 機能 
が 低下して しまって いた。 

遠 く の 電柱 も ほとんど が 焦げ る か 
燃える かしていた。 地面から 数十 セ 
ンチの 高さで 焼け 崩れて しまい， 上 
部 を 電話線に 支えられて 宙づ り にな 
つて いるもの もあった。 ゆらゆらた 
るんで いる 電話線が 風に 吹かれる 度 
に， つられて いる 電柱が 地面に 接触 
して， 電話線に シ ョ 一 卜の 状態が 起 
きていた。 

もと も と 電話線 を 架ける ために 立 
てた 電柱が， ここで は 電話線に ぶら 
さがって いた。 

私 は 南米の 責任 を 受け持つ た 3 年 
間に， 何度も 遠距離 電話 をした。 電 
話が 接続す ると 大抵き まつ て 空電が 
あり， 言葉が 途切れたり 雑音が した 
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りした。 私の まぶたに は， サルタ 口 
ードで 風に 揺 ちれ， 地面 を 叩いて は 
時折 接続 を 途切れ させて いた あの 電 
話 線が 浮かん できた ものである。 

この 電話線と 電柱に は， 人間関係 
と 似た ものが あるので はない かと 私 
は 考えた。 電柱 は ひとつの 目的， あ 
るい はとき に ほかの 目的 も あって 立 
てられる。 しかも， しっかり として 
がん じょう で' fS 話 線 を 支え るよう に 
設計され るが， 傾いたり， ぶらぶら 
揺れたり して， 断線と は 行かない ま 
でも 通信 機能が 非常に 損なわれる こ 
とが 多い。 

私 は 経験から して， 夫婦の 問題の 
多 く が 意志 疎通の 欠如から 来る こ と 
を 知った。 ちょうど 電話線が 垂れ 下 
がり， 電柱が 焼け落ちる ように， 夫 
婦が 騒々 しく  口論し， 平和で あるべ 
き はずのと ころ に 空電が 起 きている 
ので ある。 愛と 一致の あるべき と こ 
ろに， 反感と 憎しみが 募って いる。 

神の 聖 なる 神殿で 永遠の 誓約 をし 
て ふたりの 子供 を も う けたば かりで， 
離婚 をしょう としてい る， その 典型 
というべき 例 を 私 は 知っている。 彼 
らの 人生に 対する 考え方 は 多くの 点 
で， 特に 霊的な 事柄に おいて 相違し 
ていた。 一方 は 相手が 狂信的 だと 考 
える ような 行動 を， もう 一方 は それ 
と 反対に， 相手が 背教 的 だと 考える 
ような 行動 を 選んで いた。 そして そ 
の 両方と も 間違って いた。 

ふたり は そのこと を 話し合って は 
互いに 腹 を 立て， 共通の 目標から 次 
第に 離れて いった。 ふた り と も 根 は 
善良な 人な の だが， 彼らに は 燃えて 
いない 電柱と たるんで いない 電話線 
が 必要であった。 穩 やかに 意志 を 通 
じ 合えない こと 力 〈， 怒り や 激しい 言 
葉 や 誤解 を 生んだ ので ある。 

そ してつい に は 互いに 別の 人 を 昆 
つけ， lej 情 や 理解 や 慰め を 違った 方 
向に 求める ようになった。 そして こ 
の 不実な 行為 は 姦淫にまで 進み， ふ 


たつの 家庭 を 破壊し， 伴侶に 幻滅 を 
与え， 希望 を 踏みに じり， 子供た ち 
を 傷つけ てし まった ので ある。 

それ はすべ て， 善良な ふたりが 自 
分た ちの 通信 線 を たるませ， 頼りと 
すべき 電柱 を 地面の 上に ひきずって 
しまった せいで ある。 この こと は 一 
組の 若夫婦 だけの 問題で はない。 華 
やいだ 幸福と この 上ない 喜びに 満ち 
て， 互いに 責任 を 感じながら 限りな 
い 希望に 胸 ふく らませ て 結婚 生活 を 
始めた 数多 く の 夫婦に 起きて いる こ 
とで ある。 

ある 日曜日， 遠方での ステーキ 部 
大会に 出席した 折， 大会が 終わる と 
どこかで 見た こ との あるひと りの 青 
年が 近寄って き た。 彼 は 帰還 宣教師 
で， 何年 か 前 伝道 地で 私に 会った こ 
とが あると， 自分 を 紹介した。 彼 は 
大会に 出席で きず， 閉会の 時に 着い 
たので， 私に 挨拶したかった の だと 
言った。 私たち は 楽しく 語り あい， 
素晴らしい 思い出話 をした。 私 は そ 
の 男性の 近況 を 聞いて みた。 彼は大 
学に 行って いて， まだ 独身で， かな 
り 大変な 生活 をして いた。 

彼に 教会で は 何 を している かと 尋 
ねる と， 途端に 目 は 輝き を 失い， 生 
気のないが つかり した 顔つきに なつ 
て， こう g4 つた。 「今， 私 は 教会で あ 
まり 活発で はな いんです。 伝道して 
いた 時に 感じた よ う な 気持が 感じら 
れな いんです。 証 は 錯覚 だつ たんじ 
やない かと 考える ようになって。 神 
様が いたと しても， 今 は それが はつ 
き り 信じられません。 昔 感じた 情熱 
や 喜び は 間違 つてい たんだと 思い ま 
す。」 

私 はじ ■p と 彼 を 見詰めてから， 幾 
つかの こと を 尋ねた。 「暇な ときには 

fnj をして います か」， 「どんな 本 を 読 
んで います か」， 「どれ だけ 祈り をし 
ています か」， 「どんな こと をして い 
ます か」， 「どんな 人と 付き合つ てい 
ます か。」 


答え は 予想した 通りであった。 彼 
は 鉄の 棒から 離れて いたので ある。 
不信心な 人々 と 付き合い， 大学の 教 
科 書に 加えて 無神論者 や 背教者 ゃ聖 
書の 批判 家が 書いた 本 を 読んで いた。 
天父に 祈る の もやめ ていた。 彼の 電 
柱 は 燃えて しまい， 通信 線 は ひどく 
たるんで いた。 

そこで 私 は 尋ねた。 「伝道が 終わつ 
てから 何回 新約聖書 を 読み ま した 
力、」 

「一度 も 読みません」 という 答えで 

あつに。 

「モル モン 経 は 何回 位， 通して 読ん 
でい ます か。」 

「一度 も 読んで いません。」 それ 力 
えであった。 

「では 聖典 を 何 章 読みました 力、。 何 
節 読み ま した か。」 

彼 は 一度 も 聖典 を 開いて いなかつ 
た。 否定的で 批判的で 信仰 を 無く さ 
せる ような 本 を 読みながら， なぜ 自 
分力 5^ しく なれないで いるの かを不 
思議が つていた ので ある。 

彼 は 祈り を やめながら， 辛い この 
世に ひと り兑 捨てられ たよ うな 孤独 
を 感じる のが なぜか， わからないで 
いた。 長い間 主の 聖餐に あずからな 
い 状態で， 自分の 霊が 死んで いるの 
が なぜか を， 知らない でいた。 

什 分の 一 を 1 セント も 納めないで 
いて， なぜ 天の 窓が 閉じて 鍵が かか 
つてい るの かと 考えて いた。 彼は受 
ける ことができた はずの もの を， み 
んな 失って いた。 その 男性が 自分の 
苦労 や 消え かかって いる 信仰 や 孤独， 
失敗 を 考えて いると きに， 私 は あの 
北 アルゼンチン で 見た 焼 け 野原 や， 
焼け落ちた 電柱 やた るん だ 電話線 や 
風に 揺られて いた 電柱の こ と を 思い 
出して いた。 

現代 世 界 に 信仰 衰退 の 気配が 濃い 
こと は， 非常に^ 慮され る。 マッチ 
が 捨てられ， 草が 燃えて いる。 

霊的な 自覚が 薄れて いるの は 恐ろ 
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しい ことで ある。 従業員の 間で は 職 
場の モラルが 低下して， 利己心 や 

「力 > け ひき」 が 横行して いる 例 も 多 
い。 「どの位の 給料 か」， 「昇給 は どれ 
ほど 力つ， 「休日 は どれ だけ ある 力,」， 
労働時間 を 少なく 少なく とそれ だ け 
を 求めて いる。 雇用者 側の モラル も 
また 貧しい。 

私たち は 豊かに なり 過ぎて いる。 
金銭 も 物に も 恵まれ 過ぎて いる。 多 
くの 物 を 持って いる。 貧しい と 言わ 
れる 多くの 人々 さ え 物 を 豊富に 持つ 
ており， 「物」 が 人生と なり， 「自分 
のしたい こと は 好きな よ うにす る 

さ」 という 言葉が 幅 を 利かせて くる C 

しかし 主 は 言って おられる。 「まず 
神の 国と 神の 義とを 求めなさい。 そ 
うすれば， これらの もの は， すべて 
添えて 与えられる であろう。」 （マタ 

ィ 6  ：  33) 私たち はこの 言葉に 反し 
て， 「この 世の 物」 を 第一 (C^ める こ 
とが あまり にも 多い。 

教会に は 素 晴ら しい 若い 世代が あ 
る。 だが 多くの 若者と 語る とき， 彼 
らが， それ も 特に 罪 を 犯して いる 人 
が 祈りに いい加減 なのに 驚く。 多く 
の 若者が 祈 り を しないに 等しい 状態 
になって いる。 彼らの 通信 線 はたる 
んで いる。 また 大勢の 新婚 夫婦が 新 
生活の 初めから 定期的に 祈る こ と を 
やめて しまう が， 彼らの 通信 線 もた 
れ 下がって いる。 

問題の ある 人に まず 尋ねる こと は， 
「祈 り はどう です か。 どれ 位お 祈 り 
をして ます 力、。 心 を こめて 祈って い 
ます か。 祈る ときには 謙遜な 気持で 
感謝したり， お願いし たりして いま 
す 力 M である。 

昔ィ ス ラエルに 深刻な 問題が あつ 
た。 水飢饉に 見舞われて， 牽引 用の 
牛馬 を 養う のが 大変だった。 


ィ ス ラエルの 王 ァハブ は 予言者 ェ 

ライ ジャ に 問いた だした。 
「イスラエル を 悩ます 者よ， あなた 

はこ こにいる のです か。」 

彼 は 答えた， 「わたしが イスラエル 
を 悩ます のではありません。 あなた 
と あなたの 父の 家が 悩ました のです。 
あなたがたが 主の 命令 を 捨て， バァ 
ルに 従った ためです。」 （列 王 上 18: 
17—18) 

カルメ ル 山上で 予言者 ェ ライ ジャ 
と 無力の バァ ルの偽 祭 erJ と の 間 で 繰 
り 広げられた 壮観な 光景 は， たるん 
だ 通信 線の 話 さながら である。 大き 
な 罪悪の ために 主 は 天から 雨 を 止め 
られ たの だが， そのと き エラ イジ ャ 
は a つた。 「 …… 主が 神なら ば それに 
従いなさい。 しかし バ アルが 神なら 
ば， それに 従いなさい。 …… 」 （列 王 
上 18  ：  21) 

ェ ライ ジャの 持ち出し たこの 競い 
合い は， 石 や 木 や 金属で 作った 神に 
は 力が 無い こ とをィ ス ラエル 人に 立 
証す る 結果と なった。 450 人の バ アル 
の 祭司た ち は 彼らの 神に 捧げ物の 火 
を 点じさせる ことができなかった 力；， 
主はェ ライ ジ ャ を 介して 天から 火 を 
下し， 祭壇 上の 牛 を 焼き 尽く された。 
こうして ィ ス ラエルに 信仰が よみが 
えり， 雲が 湧いて 豪雨と なった。 弱 
くな つていた イス ラエルが 新しい 電 
柱 を 打ち立て， 通信 線 を 引き直して， 
また 通信が できる よ う になった ので 
ある。 

悲しみに うな だれ た 二 組の 若 、夫 
婦が 北西 部 か ら やって きた。 片方の 
夫と もう 片方の 夫婦の 妻が， いかな 
る 形で も 決して 許されない 交際 をし 
て 互いの 中に 慰め を 見いだ し， その 
不実な 行為に 良心 を さいなまれ てい 
た。 彼らの 問題 は ど うしょう もない 


ところまで 来て， 結果 は 後悔ば かり 
であった。 

このよ う な 問題 はみ な 同じで ある。 
互いの 伴侶に 誠実 さ を 欠いた ふた り 
が 言葉 を 交わし， 頼り 過ぎる ように 
なり， やがて 人知れず 会うよう にな 
つて， 伴侶に 対する 不実が あから さ 
まになる。 それが ついに は， 夢想 さ 
えしなかった 罪へ と 進んだ ので ある。 

この 二 組の 夫婦 は 不活発に な り ， 
教会から 遠の いて 行った。 そして 同 
じょ う に 霊的に 無頓着に なって いる 
人々 の 仲間に 入って 行った。 新しい 
生活 は 収入 を 越える 出費で， 借金が 
力 > さみ， 什 分の 一が 忘れられて しま 
つ た。 

忙しくて 家庭の 夕べが できず， あ 
くせく していて 家族の 祈り もで きず， 
大きな 誘惑が やって来た ときに， 備 
えがなかった ので ある。 彼らの 野原 
は 焼き 尽く され， 電柱 は 焼け 崩れ， 
残った 部分が たるん だ 電話線 にぶら 
さがって いた。 

通信 線が 垂れ下がる と き に は 罪が 
やって来る。 遅かれ早かれ 必ず。 

私 た ち は 通信 線の たるん だ 世界に 
生きて いる。 力 インが サタンに そそ 
のかされた ときから この 世に 罪 は あ 
るが， 今 ほどに 罪が 平然との さばる 
時代はなかった。 私たち はこの 壇上 
か ら も 幾千と いう 説教 壇から も， 悔 
い 改め を 叫び 続けなければ ならない。 
世の 大勢に 迎合し 過ぎる と， 警告し 
続けなければ ならない。 

私た ち が 常 に 自分の たるん だ 通信 
線 を 修理し， 自分の 義務 をす ベて 果 
たして 主なる 救い主に 近く いられる 
ように， イエス' キリスト のみ 名に 
よって 祈る ものである。 アーメン。 
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良識の 民 

十二使徒 評議員 会 会員 

マーク ピ一 ター セン 


兄弟 姉妹， いましがた 「感謝 を 神 
にさ さげん， 予言者の 導き」 という 
素晴らしい 讃美歌 を 歌った の は， ま 
ことに ふさわし いと 思う。 私たち は 
神の 予言者の 声 を 聞いた ばかり だか 
ら である。 

彼 はこの 地上に おける 神から 任命 
された 主の 代弁者と して 語った。 

末日 聖徒 は 彼 を 尊敬して いる。 民 
は 彼の 言葉 を， この 苦難の 時代に 自 
分た ち を 導く ため， 霊感と 啓示に よ 
つて 与えられる ものと， 受け入れて 
いる。 

教会員で ない 人々 は， 彼の 召しの 
大きな 意味 を 知らない であろ う 。 末 
日 聖徒で さえ， その 意味 を まだ 悟つ 
ていない 人々 がいる。 だが， 教会の 
大 管長 は 事実， この 末の 時代に 末日 
聖徒に 限らず 全世界の 民 を 霊感に よ 
り 導くべく 召 された 予言者な ので あ 
る。 

全能者 は， この 教会の 予言者た ち 
について このよ う に 言って おられる。 

「 …… 聖霊に よ りて 感ずる ままに 語 
る …… 。 およそ 聖霊に 感じた る 時 語 
ると ころ はこと ごとく 聖典の 言 と な 
り， 主の 意と なり， 主の 精神と なり， 
主の 言と なり， 主の 声と なり， 世 を 
救いに 導く 神の 能力と なるべし。」 
(教義と 聖約 68:  3  —  4) 


ス ミ ス大 管長 は， モー セ， ィ ザャ， 
ェゼ' キ エル， エレ ミヤ， パゥ 口， ぺ 

テ その他 古代に 召された 予 a 者 
たちと 同じ 予言者で ある。 

信仰 を 持つ 人なら ば， 旧約の 時代 
を 通じて ィ ス ラエルに 予言者た ちが 
いた こと を 認める であろう。 予言者 
たち は， 救い主が その 時代に お立て 
になった 教会に もいた。 彼ら も モー 
セゃ ィザャ のよう な 者， いや， それ 
以上の 者であった。 なぜなら， 彼ら 
は キリス ト教の 予言者で あ り ， 聖徒 
たちに 正しく 教えて， だまし 惑わす 
偽りの 教えから 彼ら を 守ろ うとす る 
キ リ ス ト のみ 業の ために， 主から 選 
ばれた 人々 だからで ある。 

ユダヤ人 でも キリ ス 卜 教徒で も， 
現在 この 地上に， 昔の 予言者た ちが 
具えた と 同じ 賜と 力と を 持つ 生ける 
予言者た ちがいる こと を 知っている 
人 は， ごく わずかで ある。 し 力、 し， 
予言者 は 確かに 生き， 動いて ここに 
いる。 彼ら は 時代の 情勢に 通じた 教 
育 ある 現代人で ある。 彼ら は モー セ 
ゃィ ザャ， ぺ テロ， パゥ 口の ように， 

神の み 言葉 を 受ける や， それ を 民に 
伝えて いる。 

ど う かその こと を 自分で 知ってい 
た だきたい。 神 は 今 も 私た ち に 語 ら 
れる。 神 は 現代に 召された 予言者 を 


通じ， 1972 年の 現在の 民に 対して， 
御 自分 を 示し， 退廃的で 無 目的な 世 
界の 誘惑と 堂々 闘う ことができ るよ 
う に 民 を 助けて おられる。 

あなたが たは 受け入れさえ すれば， 
天の 導き を 充分に 享受で きる であろ 
う。 自分に 関する 神の みこ ころ を， 
2 千年の 昔で はなく， 今， ここで 与 
えられて 知る こ とがで き るので ある。 

モー セは自 分の 民の 必要 に応 じ た 
教えと 導き を 施した のではなかった 
だろう 力'。 エレ ミヤ， ィ ザャ， ェゼ 
キ エル もそう でな かつ ただろ う か。 
ぺ テロ も パゥロ も， 自分の 隣人 や 友 

人が 直面して いる 状況に 即して， 自 
分た ちの 時代の 問題に じかに 答えた 
のではなかった だろ う t、。 

現在 も， 聞く 耳 を もつ すべての 人 
は 同様の 祝福が 得られる。 現代の 予 
言 者 を 通じ， 現代の 問題に 対する 現 
代の 啓示に よって， その 祝福 を 得る 
こ と がで き るので ある。 

全能者 は 悪の はびこる この 時代に， 
破滅が 世界 を 襲 う 前に 人類 を 救お う 
と 腐心され， ご 自身に ついて 偉大な 
新しい 啓示 を 与えられた。 現代の 人 
間に 現われて， 人々 はみ 顔 を 拝し， 
み 声 を 聞いた ので ある。 

神 はも はや 不在の 神で はない。 私 
たちから 離れて はおられない。 私た 
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ち 自身の この 時代に， 神 は 霊的に も 
肉体的に も 実在す る 御 方と して 御自 
身 を 示された ので ある。 

神 は 実際に 現代の 人々 に 姿 を 現わ 
して， 神の 存在に 関する 疑問 をす ベ 
てぬぐい 去られた。 御子 ィ エス . キ 
リ ス ト 同様， 神 は 生きて おられる の 
である。 

その 御 二方が， 私たちの 時代に， 
偉大な 新しい 啓示に よって 御自身 を 
知ら された ので ある。 

信じ 難い ことであろう 力、。 あなた 
は 疑う だろう か。 神が 現代の 人間に 
現われる と は 信じられな いこ と だろ 
うか。 

神 は 昔み 姿 を 示された。 聖典で 言 
うよう に 神が 変わらない 御 方で ある 
ならば， 現代の 民に も 昔と 同じ こと 
をな さ ら ないだろう 力、 

神 は 聖書の 時代に 御自身に ついて 
教えられた。 特に 主の 民が 道 を 迷い 
始める ときには， 力 あるみ 姿 を 示し 
て 彼ら を 群れに 引き戻された。 

主 は 折々 に 召した 新しい 予言者た 
ち を 通じて これ を 行ない， すでに 与 
えられて いる 神の み 言葉 を 生き返ら 
せて さ らに 意義 を 添える 新しい 啓示 
を， 彼らに 与えられた。 

そ して 何 世紀 も 予言者た ち を 通じ 
て 働かれた のちに， 世 を 裁く ためで 
はなく， 救うた めに 愛する 御子 を 遣 
わされた。 

主 は 御 自分の 目的 を 成就す るた め 
に 教会 を 建て， 福音 を 教えられ， し 
ばらく の 間， 大勢の 人が それに 従つ 
た。 しかし その後， 人間 は 再び 主の 
教えから 離れ， 戒め を なおざり にし 
て， 現代の 世界に 至ってい る。 

し 力 、し， 主 は 古代と 同じように 現 
代の 民 を も 愛して おられる ので， 今， 
私たち を 救おう と 最後の 努力 をして 
おられる。 昔と まったく 同 じ 方法で, 
すなわち， 人類に 語る 仲立ちと なる 
新しい 予言者た ち を 立てて 新しい 啓 
示 を 与えられ たので ある。 


あなたが たは， 全能の 神 はもう 御 
自分 を 現わされない， もう 啓示 は必 
要ない， 聖書 だけで 充分 だと 教わつ 
ている， と言う 力' も しれない。 

確かに 過去 何 世紀 も の 間 啓示 はや 
ん でいた。 地上に は 使徒 もい なけれ 
ば 予言者 もい なかった， それ は 遺憾 
ながら 真実で， 実に 悲しい ことで あ 

る 0 

しかしながら， 啓示が やんだ の は， 
旧約の 時代に たびたび 啓示が やん だ 
のと まった く 同じ 理由から であった。 
ィザャ は そのこと を， こう 説明した。 

「見よ， 主の 手が 短くて， 救い 得な 
いので はない。 その 耳 力; 鈍くて 聞き 
得ない ので もない。 ただ， あなたが 
たの 不義が あなたがたと， あなたが 
たの 神との 間 を 隔てた の だ。 また あ 
なた がた の 罪が 主の 顏を おおった た 
めに， お聞きに ならない の だ。」 （ィ 

ザャ 59  ： 1  — 2  ) 

ところ 力; -, 末日に は 邪悪が はびこ 
る 力；， 今 話して いる この 新しい 啓示 
が もたらされ ると， 聖典に 書かれて 
いる。 天使 も 再び 地上 を 訪れて， 迷 
う 人類に 神の 指示 を 与える という。 

信じ 難い ことだろう 力'。 聖書 を 信 
じない 人た ちに はそう であろう 。 

私たち 末日 聖徒 は， その 新しい 光 
が 来たと 宣言して いる。 神 は 偉大な 
新しい 啓示 を 与えられた。 新しい 使 
徒と 予言者 を 立てて， ぺ テロ や バウ 
口の よう に 国々 の 間で 働く 者と され 
た。 私たち は その 使徒と 予言者で あ 
る。 私たち は 現代に 神から 召された 
代表者で ある。 

そのような こと はありえない と， 
大勢の 人が 言 う であろう 。 

しかし， これ は 確かな ことで ある。 
成就され た 事実で ある。 また， 聖書 
の 予言の 直接の 成就で ある。 

ある 人 は， ロッキー 山脈の 山奥の 
小さな 宗派に 神が 現われる はずが な 
いと 言う かもしれ ない。 また 他の 人 
は， 末日 聖徒 は 変わった 宗教 観 を 持 


つ 民であって， 検討して みるまで も 
ない と言う かも しれない。 

だが， 私たち は ロッキー 山中 に 孤 
立した 小さな 民で はない。 今や 名 だ 
たる キリス ト教 宗派の 多く を しの ぐ 
人数 を 擁して， 世界中に 広まり， 着 
実に 発展して いる。 

また， 私たち は 風 変わ り な 思想 を 
持つ 宗教の 極端 論者で はない。 私た 
ちは現実主義^1^でぁる。 今まで 末日 
ffi 徒が 世の中に なして きた 貢献が， 
宗教の 不満 分子に 果た してで きる こ 
と であろ う か。 

私たち は 教会員が 公民と して 多大 
の 貢献 をし， 法 を 守る 知性 ある 進取 
的な 民で ある こと は， 私たち をよ く 
知る 人が みな 認める ところで ある。 

私た ち は 神の 栄光 も 人の 栄光 も 英 
知で ある こと を 信じて， 教育 を 重視 
している。 ちなみに 教会 は大 科学者 
や 発明者 を 生んで いる。 今， 大会の 
模様 を 映し出し ている テレビジョン 
力;'， モル モ ンの 科学者， フ イロ  ♦ フ 
アンス ワース 博士の 発明の 成果で あ 
る こと を 御存じ だろ う か。 

また， 皆さん は ステレオ 音楽 を 楽 
しむ ことが おありだろう 力；， その 立 
体 音響が， これ も モル モンの 科学者， 
ノ、 一べ ィ . フレッチャ 一 博士の 研究 

の 賜で ある。 

合衆国 宇宙 計画の 幹部の 数人 は こ 
の 教会の 会員で あり， 現在 訓練 中の 
宇宙飛行士 にも 末日 聖徒が ひと り い 
る。 ァ メリ 力の 最近の 宇宙旅行で 月 
に 行って きた 人の 中に， ソルト レー 
ク. シティ 一の 学校の 卒業生が いる。 

合衆国 政府の 閣僚 となった 末日 聖 
徒が あり， 他国に も 政府 高 It を 務め 
る 末日 聖徒が いる。 

国際 ライ オン ズ クラ ブ のよ うな 世 
界 有数の クラ ブ 組織 を 管理す る 末日 
ft' 徒 も 何人 かいて， 国際 ロータリー 
ク ラ ブの 会長と して 世界中の 会員た 
ちの 尊敬 を 集めて いた 人が， モル モ 

ンの 使徒だった こと も ある。 
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末日 聖徒の 文化 はよ く 知られて い 
る。 教会の 音楽 はいろ いろの 演奏家 
によって， 世界 各地で 演奏され， ソ 
ルト レーク. タ バナク ル 聖歌隊の 歌 
は 毎週， 国の 内外で 数百 万の 人々 の 
耳に 届いて いる。 

また， ァ メリ 力 銀行家 協会 や 全米 
工業 者 協会な どの 重要な 金融， 商業 
組織の 会長 をつ とめる 末日 聖徒 も 数 
名い る。 合衆国 議会に は 各 州から 大 
勢の 末日 聖徒が 集まって いる。 

軍隊で 高位に ついている 教会員 も 

いる。 最近， 私 は そのよ うな 3 人の 
人た ちと 夕食 を 共に したが， ふたり 
の 代将 とひと りの 少佐 はみ な 忠実 な 
末日 聖徒であった。 

ここで 女性 解放に 言及 すれば， モ 
ル モンの 女性 は 各地の 女性 に 先駆 け 
て 選挙権 を 得た こと を 知ってい ただ 
きたい。 女性に 選挙権が 与えられた 
の は， 今から 102 年 前の プリ ガム . ャ 
ングの 時代であった。 ' 

教会の 女性の 組織 は 50 万人 近い 会 
員 を 持ち， 女性と 子供の 地位 向上 を 
目指して， 世界 63 力 国で 運営され て 
いる。 この 組織の 会長で ある ベル • 
S  • スパッ フォー ド 夫人 は， 最近 ま 
で 合衆国 婦人 会議の 会長 をつ とめた。 
彼女 はまた， 世界 婦人 会議の 合衆国 
代表で もあった。 そして， 同 会議に 
おいて 重要な 役割 を 果た し た 。 

教会に は 若い 女性 や 十代の 少女た 
ちの 組織 も あり， 40 万に のぼる 女性 


たちの IGJ 上の ために 活動して いるが, 
会長の フロー レンス 'S  'ジ エイコ 
ブセ ン 夫人 も 世界 婦人 会議の 合衆国 
代表であった。 

児童福祉の 進歩 を はかる ホ ワイ 卜 
ハウスの 会議に は， 教会員 男女が 過 
去 も 現在 も 重責 をに なって 働いて い 
る。 

末日 聖徒 は 国際 ボーイ スカウト 活 
動の 指導 層に もい る。 数 週間 前に 合 
衆 国 600 万 スカウト を 代表して， ニク 
ソ ン 大統領に 1972 年の ボー イス カウ 
ト 名誉会長の 会員証 を 贈呈した の は， 
モル モンの ィー ゲル ス カウ 卜で あつ 
た。 

宗教の 極端 論者が このよ う な 実績 
を 残す ことができ るだろう 力、。 教会 
員の 男女 は， いかなる 意味で も 主 情 
主義に 流され はしない。 彼ら は 地に 
足 をつ けて 調和の とれた， 実際的な 
良識 ある 民で ある。 

私たち は 心の底から， 神が 現代に 
御 自分に ついて 改めて 啓示され て， 
私たちが その 教えの 保管人で ある こ 
と を 厳秦に 宣言す る。 

キリストの 福音 そのままが， その 
ままの 姿で この 地上に 回復され た。 
福音 は， 今 ここに ある 。福！？ を 管理 
し， 実施す る 神の 権威 もまた， 私た 
ちの 時代に 天から 回復され た。 この 
回復され た 福音 は， 親子の 間の 罪 や 
いさかい を やめさせる こ とがで きる。 

不品行 や 放蕩 や 酒び た り を やめさ 


せる ことができる。 

離婚 や 家庭の 崩壊 を 食い止める こ 
と がで き る 。 

この 福音の 教えに 従って 生活 すれ 
ば， 今 自分 を 苦しめて いる 不幸 をす 
ベて いやす こ とがで き る。 

福音 は どれ も 実際的で ある。 良い 
結果 を 生む ものである。 

自分た ちの 状態 を 見て， 神と 神が 
近代に 回復され た 福音に 頼る 以外に, 
こ の 世の 幸福 と 平和 は 得 られ ない と 
考えた の は， すでに 遠い 過去の こと 
である。 

私たち は， 神が 生きて おられる こ 
と を 証す る。 私たち は 神の 力に よつ 
て 正しく 任命 された 神の しもべで あ 
る こと， 現代の 予言の 力に よ つ て 神 
が 全人 類に 告げる み 言葉 を 説く よ う 
にと， 天から 委任され た 者で ある こ 
と を 証す る。 

私たち は 皆さんに ぜひと もお 願い 
する。 偏見に よって 真理 を 見る目 を 
ふさがないで いただきたい。 神から 
新たに 与えられ たこの 啓示に， 心 を 
開き この 啓示 を 研究し， その 原則 を 
守って いただきたい， と。 これが 本 
当の 人生の 生き方で あり， 神 御自身 
と 繰り返し 訪れた 天使た ちに よって 
地上に 再び もた ら された 救いで ある 
こと を， 私たち は 証す る。 この 証 を 
主 イエス 'キリスト の聖な る み 名 に 

よって 申し上げる。 アーメン。 
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忠実な 聖徒の 
社会生活の 標準 

十二使徒 評議員 会 会員 
エズラ • タフト • ベンソン 


会場 あるいは ラジオ， テレビで お 
聞きの 愛する 兄弟 姉妹， 私たち は 皆 
同じ 御 父の 霊の 子供た ちで 兄弟 姉妹 
であるが， 私 はこ こで 回復され た イエ 

ス 'キリス 卜 教会が 設立され て 142 回 
目の 記念日に 感謝し へり く だって 皆 
様の 前に 立つ 次第で ある。 私 は 教会 
の 総 大会が 大好きで ある。 もっとも 
この 壇上に 立つ こと は 抜きに して。 
と は 言っても， この 最大の み 業の 証 
を 全地に 宣 ベる 機会 は 私の 喜びで あ 
る。 

昨年の 秋， 私 は 世界 宗教 者 会議の 
議長で ある バロン 'ボン' ブ ロム ノ ベ' 
ーグ 氏の 招き を 受け， クロス 大王に 
よる ペルシャ 帝国 建国の 2500 回 記念 
式典に， 教会 を 代表して ペルシャ 国 
王の 賓客と して 出席した。 招き をお 
受けす るよ うにと いう 大 管長 会の 勧 
めで， 私 は 10 月 大会 力; 終わる とすぐ 
その 足で， 27 名の 世界の 宗教家 代表 
者と 50 名 ほどの 君主と その他の 名士 
たちに 加わり， イランの 盛大な 式典 
に 出席した。 

ク 口 ス王は 紀元前 500 年 以上 昔の 人 
で， 歴代 忐下ゃ エズラ 記の 旧約聖書 
の 予言に 登場し， また エゼキエル， 
ィ ザャ， ダニエル などの 予言者た ち 

が 語って いる 人物で ある。 聖書に は, 
「主 は  ペルシャ 王ク 口 スの霊 を 


感動され にので」 （歴代 ド 36:  22) と 

述べられ ている。 ク a ス王は 捕虜で 

あつたへ ブ ル 人に 政治 権 や 社会 権 を 

与え， エルサレム 帰還 を 許可し， ェ 

ホバの 神殿の 再建 を 命じた。 

パー レー •  P  • プラッ トは 予言者 

ジ ヨセフ 'ス ミス を 評して， 「クロス 

王の 豪胆と 勇気と， 克己， 忍耐， 度 

量 を 具えて いる」 と 語った。 （/l"fo- 

biography  of  Parley  Parker  Pratt 
「パー レー. バー カー • プラットの 

自叙伝」 P.  46) 

ウィルフォード 'ウッドラフ 大管 
長 もこ う 述べて いる。 

「何度も 考える こと だが， 古代に 輩 
出した 王た ちの 幾人 か は， ある 意味 
で 原則 や 律法 を 実践す る こ と に 現代 
の 末日 聖徒に も 勝る 熱意 を 持って い 
た。 その 例が クロス 王で ある。 …… 
…ク 口 ス 王の 誕生から 死まで をた ど 
れぱ， 知って か 知らず か， 彼の 動静 
は 万事 霊感に よって 動いた がごと く 
である。 彼 はまず 寛大と 徳の 原則に 
従った。 これにより あらゆる キリス 
卜教 国と キリス ト 教徒の 王 を 容認し 
得た ので ある。 …… 彼に よ り 多くの 
原則が 確立され たが， 私 は その 中の 
多 く が 様々 な 意味で ィ エス' キリス 

卜の? i 音 を 持つ 者の 注目に 値する と 

•<# んて いる。」 (>/ou7"nai  of  Discour- 


ses 「説教 集」 第 22 巻， P.  207) 

私たら すべての 父なる 神 は 地上の 
人間， 特に 善良な 人々 を 使って ご自 
分の 目的 を 成就され る。 それ は 昔 も 
今 も， そして これから も 確かな こと 
である。 

恐らく 主 は， 教会の 外にあって 助 
ける 人々 を 必要と して おられる の だ 
ろう。」 十二使徒 定員 会の 故 オル ソ 
ン . F  • ホイ ッ トニー 長老 はこう 語 
つてい る。 「彼ら は 補佐す る 立場に あ 
り， 他の どの 場所よ り も 主が 置かれ 
た その 場に あって， この 目的の ため 
に 尽くす ことができる。 …… そのた 
め， 群れに 入って 真理の 証 を 受ける 
者が あり， 改宗し ないで いる 人が あ 
る。 …… 福音の 美し さ も琿 きも， 賢 
明な 目的が あって 彼らの 目から は 束 
の 間 閉ざされる。 主 はしかるべき 時 
に 彼らの 目 を 開かれる であろう。 神 
は 偉大な 奇 しきみ 業 を 成就す るた め 
に， ひとつで はない 複数の 民 を 使つ 
て おられる。 末日 聖徒 だけです ベて 
のこと がで きる わけで はない。 ひと 
つの 民に は あまりに 広大， あまりに 
大事 業 過ぎる。 …… 私たち は 異邦人 
と 争い はしない。 彼ら は ある 意味で 
私たちの 共同者で ある。」 （「大会 報 
告」 1928 年 4 月， P.  59) 

これ は， 困窮 時に 聖徒た ちの 真の 
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友であった トーマス •  L  . ゲイ ン大 
佐に ついて あてはまる であろう。 ま 
た， ジ ヨセフ' ス ミス 銃殺の 命 を 上 
官 から 受けた 時に， 「それ は 殺人です。 
命令に は 従えません。 …… あなたが 
もしも 彼ら を 殺したなら， 私 は 法廷 
であな たに その 責任が ある と 言明し 
ます。 神よ， 助け を 給え」 （ジ ョセ 
フ • フィールデイング • ス ミス， 
Essentials  in  Church  History  「lS[^ 
歴史 粋」 p.  241) と 3 つた ドニファン 
将軍に ついても， 同様で ある。 

私たち は， 評判 を 気にする 心 や 党 
派 心 や 個人の 感情 を 超越して， 正し 
(. 、原則 に 情熱 を 注 ぐ これらの 友 を 尊 
敬す る。 

また これと同じ 理由で， この 国の 
建国の 父た ち を 尊敬す る。 神 は 使命 
を 遂げる 愛国者た ち を 興して， 彼ら 
を 「賢き 人々」 （教義と 聖約 101 ： 80) 
と 呼ばれた。 大 管長 会 は 数年 前に， 
「建国の 父の 志 を 踏襲して 憲法に 真 
実 従う」 候補者 を 政治家に 選ぶ よ う 
にと いう 指針 を 発表して， 建国 者た 
ちの 知恵 を 再 確認した。 

主 は， 「この 世の 子ら は その 時代に 
対して は， 光の 子ら よ り も 利口で あ 
る」 （ルカ 16:  8) と言われた。 聡明 
な 建国 者た ち は， 大半の 私たち 以上 
によく， 教会の 聖典の 言葉 を 理解し 
ていたよう である。 「およそ 殆ん どす 
ベての 人間 は， 少し 許りの 権威 を 得 
たりと 思う や， 忽ち 正しから ざる 支 
配 を 始めん とする 生れつきの 性癖 あ 
り。」 （教義と 聖約 121 ： 39) 

建国 者た ち はこれ を 防ぐ ため， 選 
出された 政治家た ち を 原則で 規 制 す 
る こと が 必要な こと を 知っていた。 
トーマス' ジヱ ファーソン は 「権力 
に関して 様々 な 論議が かも されて い 
るが 人 を 信頼す る こ と について 云々 
する の はやめ， 悪 影響を及ぼさない 
よ うに 憲法の かせで 規制し よ うで は 
ないか。」 と 言った。 

これら 愛国の 建国 者た ち は， 主が 


憲法の 中に'; if めら れた 制約が 祝福と 
なること を， おおかたの 私たち 以上 
によく 知ってい たようで も ある。 主 
は， 「人間の 法律に 関して <B] 事 にても 
これよ り 過不及 あらば そ は 悪よ り 出 
ずるな り」 （教義と 聖約 98  ：  7) と 言 
つて おられる ので ある。 

建国 者た ち は 神に 信頼し， 人の 腕 
ではなく， その 憲法に 信頼した。 二 
ーフ アイ はこの よう に 言って いる。 
「おお 主よ， われ 今日まで 主 を 信じ 
て 頼りし が， これより 後 いつまでも 
主 を 信じて 頼り 奉る。 われ は …… 人 
間の 腕に 依り 頼む ことなし。 まこと 
に 人に 信頼 を 置き， 人間 を 依り 頼む 
腕と 為す 者 は 渦なる かな。」 （II  ニー 
フ アイ 4  ：  34) 

そのこと を， J  'ルーベン' クラ 
ーク • ジュニア 副 管長 は 雄弁に 語つ 
ている。 

「神 はこの 自由の 国に， 政治に 対す 
る 私たちの 忠節 力；， たとえ 大き かろ 
うが 小さかろう 力；， 個人つ まり 個々 
の 官吏に 向けられる ことのな いよう 
にされ た。 神の 御 計画で は， 私たち 
の 忠誠， つまり 私たちが 合衆国の 庄 
民と して 負う 忠誠 は， ひたすら 神 御 
自身が 制定 さ れた 霊感の 憲法に 向 け 
られ る。 政治に 参画す る 者の 就任の 
宣誓 は 憲法に 対してで ある。 人の 持 
つ 官職に 対して 私た ちの 負うべき 忠 
誠 は 確かに あるが， それで すら 私た 
ち はた だ 市民と して 負って いるので 
あり， その 人 個人に 対して は 问ら忠 
誠 を 負う こと はない。 世界の 多くの 
国々 で， 忠節が 個人に 向けられ てい 
る 。 忠誠 は 憲法に 捧げる という 原則 
こそ， 私たちの 自由の 基本で ある。 
それ こそ， この 「自由の 国」 を 他の 
諸国と 区別す る 最大の 原則 の ひとつ 
であ。。」 、Improv6m6nt  Era  「イン 
プル ーブ メント 'エラ」 1940 年 1 月 
p.  444) 

セォ ドア' ルー ズ ベ ル ト 大統領 は 

こう 語った。 「愛国心と は 国 を 支える 


ことで ある。 個人が 国 を 支持す る 度 
合いに 厳密に 従う 以外， 大統領 やそ 
の 他の 公職 者 を 支持 するとい う 意味 

ではない。  」 

ルーズ ベル ト人 統領 はこの よ う に 
も 語った。 「大統領が r 国に 仕える 限 
り J という 条件 を 付さずに 『大統領 
を 支持しょう J という かけ 声に 雷同 
する 人 は， r 王 は 間違い を 犯さず J と 
唱道した スチ ユア 一 卜 王朝の 狂信的 
な 王党 員と 同じに， 本質 は 柔弱で あ 
る。 自尊の 心と 知性 ある 自由の 人間 
に そのような 態度 は 取れない。」 （セ 
ォ ドア. ルーズ ベルト V7or も S  「著作 
«j 第 21 巻， P.  316,  321) しかしな 
がら 私たち は 末日 聖徒と して， 社会 
の 指導者 たちのた めに 祈り， 正しい 
こ と をす る 人々 を 応援す るべき であ 
る。 

ハイラム' ス ミス は， 「邪な 人々 に 
票 を 投じる こと， それ は 罪で も あろ 
う」 （「教会 歴史 記録」 第 6 巻， 
P.  323) と 言った。 

予言者 ジ ヨセフ 'ス ミス はこう 述 
ベて いる。 「 …-" 合衆国の すべての 民 
に， かの 断固たる ローマ 人の ように， 
候補者が 公職 者と して 約束 を 実行し 
ない の を 見たら その 恥ず べきへ つら 
い 者の 得意の 鼻を折ら しめよ …… 」 
(「教会 歴史 記録」 第 6 巻， P.  207) 

ジ ヨセフと ハイ ラムの 信頼 は 人の 
腕で はなく， 神と 正し t 、永遠の 原則 
に 寄せられた。 ジ ヨセフ' ス ミス は， 
「私 は 合衆国 憲法の 地上 最大の 支持 
者で ある」 （教会 歴史 記録」 第 6 巻， 
p.  56) と 言って いる。 

ジ ヨセフ • フィー ルディ ンゲ • ス 
ミ ス大 管長の 次の 警告 は 実に 時 を 得 
ている。 「ここで 言いたい。 今 こそ 合 
衆 国国 民が， 迫る 危険から 憲法 を 救 
わなければ， 政府と いう ものが 本質 
的に 変化して しまう との 認識に 立つ 
て 目を覚ます 時で ある」。 （大会 報告 
1950 年 4 月， P. 159) 

大 管長 会から 出された 指針に も， 
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「どの 政党で あろうと， 自由 世界の 
I 自: 面して いる 危機に 目覚めた 誠実， 
善良な 候補者 を 支持す るよ う に」 と 

ある。 （デゼ レト' ニューズ 1964 年 
11 月 2 曰） 

幸いな ことに， 私たち はこの デビ 
ッド . 0  • マッケイ 大 管長の 書簡 や 
その他の 教会 指導者の 書物の 中に， 
当面する 危険に 立ち向かう 手 だて を 
得て いる。 

しかし， 悪と 闘って 自由 を 得る た 
めの 一番の 手引き書と いうべき もの 
は， モル モン 経で ある。 

ここで， 聖徒た ちに とって 二番目 
に 大切な 社会生活の 標準が 出て 来た。 
霊感され てで きた 憲法の 次に 来る も 
の は， 聖典で ある。 

ジ ヨセフ 'ス ミス は， モル モン 経 
を 「私たちの 宗教の かなめ 石」， 地上 
で 「最 も 正確 な」 書物と 言った。 
(「教会 歴史 旨 3ii」 第 6 巻， P.  56) 地 

上で 最も 正確な この 書物に は， 民の 
自由 を 覆そう と はかる 隠れた 謀略 者 

たちのた めに， 2 大 アメリカ 文明が 
没落した ことが 記されて いる。 モロ 
ナイ は， 「私が 今 記録す る 民で ある ジ 
X レ ド人 はこの 誓約と 結社が あった 
ので 亡びた。 ニーフ アイ の 民 も また 

そうで ある」 （ィ テル 8  ：  21) と a つ 
た。 

さて， ニーフ アイ は 民 を 滅亡 させ 
た 要因 を いろいろ 挙げる ことができ 
ただろう が， たった ひと つ 秘密結社 
を 指摘して いる ことに 注意して いた 
だきたい。 それ は 現在の 教会が， 平 
和と 繁栄と 抻 のみ 業の 伸展 を 脅かす 
もの をた く さん あげる ことができる 
だろう が， その 最大の ものと して 神 
の 存在 を 否定す-る という 陰謀 を 挙げ 
ている のと 同じで ある。 モル モン 経 
にある の は 謀略の 理 m ではない。 謀 
略の 事実で ある。 

モロ ナイ は 現代の 私た ちに こう 告 
げた。 「従って このよ うな 秘密結社が 
あなたた ちの 間にで きる の を 見る と 


きに は， この 結社の ために あなたた 
ちが 受ける 境涯の 恐ろしい こと を 思 
つて 自ら 警めなくて はならない。 こ 
れは 主が 仰せになる 命令で ある… 

•••。」 （ィ テル 8  ：  24) 

モル モン 経 はさら に， 「権力 を 奪い 
利益 を 得ようと して， このような 秘 
密 結社 を 助けて 全国に 拡がらせる 国 
民 は 亡びる。 」 （ィ テル 8  ：  22) 
と S 告し ている。 

この 聖句 は， 悔い改めなければ 絶 
対に 回避で きない 事柄が あると 警告 
を 発して いる。 自由 世界の 国民で あ 
る 私たちが 敵の 悪事に， 賛成の 声 を 
日増しに 高く している の は 疑い もな 
い 事実 だからで ある。 神の 存在 を § 
定 する 陰謀 は， 法廷 判決に よって 政 
府 内に 広がり， 学校に 延び， 労働 組 
合に 居座り， 防衛 産業に， 商船 界に 
と， 様々 な 場所に 触手 を 伸ばす。 私 
たち は 国家と して， 悪い 方向への 多 
く の 変革に 手 を 貸して いる。 

こ の 教会 は 主の 再降臨まで 地上に 
存続す る と 私たち は 確信して いる 力;'， 
果たして どれ ほ どの 代価 を 払 つ て だ 
ろう 力 、。初期の 聖徒た ち は， シ オン 
はジャ クソン 郡に 建つ と 信じて いた 
が， 彼らの 不誠実が 流血 を 呼び， 引 
き 延ばさ れる 結果 となった こと をよ 
く 考えて いただきたい。 

クラーク 副 管長 は， 「私たち は 自由 
を 失う という 危地に 立って いる。 自 
由 は 一度 失われる と， それ を 取り戻 
すに は 血 を 流す しかない。 一度 失わ 
れ ると， 私たち は 教会 を 前進させる 
ために， 過去に 経験した ことがない 
ほどの 犠牲と 迫害 を 耐え忍ば なけれ 
ばなら なくなる。 （「大会 
報告」 1944 年 4 月 , P. 116) と 語つ 
た。 そして また， も し もこの 陰謀が 
「入り込む と， 恐らく 猛烈な 勢いで， 
政府の みならず 私たちの この 教会で 
も 指導し， 導く 人々 の 間にた く さん 
の 空席が できる だろう」 （「大会 報告」 

1952 年 4 月） と 述べた。 


さて， 聖徒た ちに とって 第 3 番目 

の 社会生活の 標準 は， 予 a 者た ちの， 
特に 現在の 地上に いる 神の 代弁者， 
生ける 大 管長の' ぶ: 感 による 言葉で あ 
る。 あなたが たは 自分の 目 を 船長に 
向け， 他の あらゆる 権威者の a 葉 を， 
彼の'^8感にょ る き 葉で も つ て 判断 し 
なさい。 

ブ リ ガム. ヤン ゲが 地域 を 見回つ 
ていたと きに， ひとりの 男が 家 を 建 
てて いるの を 見て， 壁の 厚さ を 2 倍 
にしなさい とだけ S つたと いう 話 力； 
ある。 その 男 は ヤン ゲ大 管長 を 予言 
者と 信じ， 自分の 計画 を 変更して 壁 

を 2 倍にした。 そのす ぐ あとで 町 を 
洪水が 襲い， 大 被害 を もたらし たが， 
その 男の 家の 壁 は 崩れなかった。 屋 
根 を ふきながら， 「感謝 を 神に 捧げん， 
予言者の 導き」 と 歌う 彼の 声が 響い 
ていた という'。 

ジ ヨセフ. ス ミス は， 「予言者 は予 
言 者と して 行動して いる とき だけ， 
予言者で ある」 （「教会 歴史 記録」 第 
5 巻， P.  265) と 教えた。 

教会の 指導者の だれかが あなたに， 
あなた はこれ これの こ と について 間 
違った 意見 を 支持して いる と 告げた 
とする。 返す よ う に その 指導者に 逆 
らい， 忠告 を 無視す る 人 もい よう 力;, 
私 はみ なさん に， 忠実な 聖徒た ちの 
生活の 4 番目の 標準に まず 従うよ う 
に 勧めたい。 その 標準と は， 聖霊の 
ささやき を 受けられ るよ うな 生活 を 
し， さ さやき を 聞いて， それに 従う 
ことで ある。 
ブ リガ ム • ヤン ゲは このよう に 言 

つた。 「私 は 教会の 民が 指導者に あま 
りに 頼り 過ぎて， 自分た ちが 神に 導 
かれて いるか ど う か を 自分で 神に 尋 
ねなくなる こと を 恐れて いる。 •••••• 

すべての 男女が， 神の みたまの ささ 
やきに よつ て 指導者が 主の 語 られる 
道 を 歩んで いるか どうか を 知る よ う 
にさせなさい。」 （「説教 «j 第 9 巻， 
P. 150) 
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何年 も 前の こと だが， ある 忠実な 
教会員 が 教会の 方針 と 思われる 声明 
を 聞いて， 分 は 良くない 候補者 を 
支持して いるので はない かと 心配し 
た。 彼 は 謙遜に なって そのこと を 主 
に 祈った。 すると 主の みたまに よつ 
て 自分の 取るべき 道が 確信で き， そ 
の 候補者 を 支持す る こ と を やめた。 

この 立派な 兄弟 は 熱心な 祈 りに よ 
つて， 結局 それが 正しい とわかった 
ので ある。 

私たち は， あらゆる 人に， モル モ 
ン経を 読んで それが 正しい かど う か 
を 神に 尋ねる よ う に 勧めたい。 聖霊 
によって その 真実な ことが わかり ， 
「聖霊の 力に よって 一切の 事の 真実 
であるか どう かが あ な た たちに 解 

る」 （モロ ナイ 10  ：  5) という 約束 は 
確かで ある。 


私た ち に は 常 にみ たまの 導き が必 
要で ある。 現代 は 欺 礎の 時代で ある。 
モル モン 経の 中で ィザャ は， 「ああ わ 
が 民よ， 汝らを 導く 者た ち は 汝らを 
誤た せ， 汝らの 道 を 破る」 （11  ニーフ 
アイ 13  ： 12) と 言って いる。 教会 内 
部に あって さえ， 「貪欲な 狼が 私たち 
教会員の 間に， 私たちの 中に いる。 
彼ら は 特に， 神権と いう 衣 を まとつ 
て， 羊の 毛皮 を 装って いる」 （J  'ル 
一 ベン 'クラーク' ジ ュニァ 副 管長 
「大会 報告」 1949 年 4 月 ， P. 163) 
と 警告され ている。 

私たちが 愚かで いて だまされたら， 
主 は 私たちに 責任 を 問われる。 主 は 
こう 言われた。 「賢く して 真理 を 受け 
入れ 聖霊の 導きに 従い 騙され ざり し 
者 は， 誠に われ 汝ら に告 ぐ， 彼ら は 
伐ら れて 火に 投げ入れら るる ことな 


くその 日に 堪 うるべし。」 （教義と 聖 
約 45  ：  57) 

そのための， 忠実な 聖徒た ちに と 
つての 社会生活の 4 つの 標準 は， 第 
1 ， 賢き 人々 の 手に よ り 主が 制定 さ 
れた 憲法， 第 2， 聖典， 特に モル モ 
ン経， 第 3， 霊感に 基づいた 予言者 
の 勧告， 第 4， 聖霊の 導き， である。 

私たちが これらの 標準 を 用いる よ 
うに， また それによ つて 自分 や 家族 
や 社会， ひいては 国家， 世界まで を 
祝福す るよう， 神が 私たち をみ な 恵 
みたもう ように， へりく だって 祈る 
ものである。 この 末日の 偉大な み 業 
が 真実で ある こと を 証しつつ。 イエ 
ス • キリスト のみ 名に よって， ァー 

メ ン 0 
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あなたの 行く先 は 


十二使徒 評議員 会 会員 


マー ビン •」• アシュトン 


数 週間 前， 英国で 汽車 旅行 をす る 
機会が あった。 天気に 恵まれ， 時間 
の 余裕 もあって， 至極 快適な 旅 だつ 
た。 

マン チヱ スターから レス タ 一へ 向 
かっていた ある 日， 私 は 1 時間 半 ほ 
ど 読書 を してから 本 を 閉じて 窓の 外 
に 目 を 移した。 駅 はま だ 遠い の だろ 
うかな どと 考えて いた。 それから 数 
分して 客室の ドアが 開き， 車掌が 入 
つてき た。 彼 は 「どちらへ いらつ し 
やい ます か？」 と 言って 挨拶した。 
私 は 到着 や 出発 や 駅の こと を 気にし 
ていたので， 「レスターに 用が あるん 
です」 と 返事した。 

車掌 は 「10 分 ほどで レスターに 到 

着です」 と 教えて くれた。 そして 切 
符に ハサ ミを 入れ， 隣り に 移って 行 
つ た。 

彼が 行って から， 私 は 彼の 言葉 を 
考えて みた。 「どちらへ いらっしゃい 

ます か？」 「10 分 ほどで 到着です。」 

彼 は， 汽車が 止まる たびに 何百 人と 
いう 人が， 自分の 行く先に 到着して 
降りて 行く こと を 当然と 考えて いる 
らしかった。 彼 は 何年 も 乗客に そう 
教えて き たので あろ う 。 
ところが 私 は レスターに は 四半期 

ステーキ 部 大会で 2 日間 滞在す る も 
のの， そこが 私の 行く先で はな かつ 


た。 英国の どの, 駅で もない。 各地で 
用 を 足しながら の 旅行 だ つ た 。 

この 汽車 旅行 をして きて， これ ま 
でもよ く 考えて きた ことで あつたが， 
大勢の 人が 自分の 人生の 旅で 目的地 
や 到着駅 や 停留所， アナウンスの 声， 
一時 停車 や 指定の 駅 を 混同して いる 

と 思う ので ある。 私に は， もう 到着 
したと 考えて 迷子に なって いる 人が 
いるよう に 思われる。 ここで 私の 考 
える ところ を 御 紹介し， 「あなたの 行 
く 先 は？」 という 問題の 範囲 内で， 
幾つか 質問 を 提起した いと 思う。 

あなたが 神殿に 参入した と して， 
そ こ が 到着 地 だろ う 力 >。 神殿 結婚が 
目的地だろう 力 >。 長年 若者た ち と 接 
してきて 何百 人 もの 人が， 「神殿に 行 
きたいです。 神殿 結婚が 目標です」 
と言うの を 聞いて きた。 

神殿に 参入す る 準備 をす る こと 自 
体 は 目標と して 立派な ことで あり' 
努力の 対象と しても 大いに 価値の あ 
る ことで ある。 その 永遠の 目的 は 胸 
に 刻んで おく 必要が ある。 しかしな 
がら， 私たち は 神殿の 祝福に あずか 
つたと しても それが 最終の 到着 地で 
はない。 私たちの 人生に は， 神殿 結 
婚 というよ うな 高い 理想 や 目標 を' 
手段で なく 目的に してし まう 危険が 
まま ある。 私たちが 到着と いう 名の 


停滞 を 避ける に は， 永遠の 視野の 中 
で 優先順位 を 正しく 保って おかな け 
れ ばなら ない。 

「移ろい ゆく 今と いう 時 を 捕らえ， 
それが 永遠の しる しか どうか を 吟味 
する こと は 最も 高尚な 仕事で ある」 
と つたの は， 確 力り レ イス •  J  'へ 
ィ である。 日の 光栄の 結婚の 後， 昇 
栄を 得る に は， 絶えざる 献身と 義の 
生活が 要求され る。 それ は 到着 地で 
はなく， 先へ と 続く 道程で ある。 

あなたが 伝道の 召し を 受けた 時に 
そ こ が 到着 地 だろ うか。 伝道 を 立派 
に 終えた 時， そこが 目的地だろう 力 1。 
立派に 伝道 を 終える こと は 人生の 旅 
路の ひとつの 大きな 一里塚 だと 声 を 
大きく して 言える ようで ありたい。 
それ は， さらに 大きな 奉仕と 力に 向 
かう とりでで あり， 永遠の 幸福 を 目 
指して 前進す る その 足 をし つかり と 
守る もの， 清らかな 信心の 喜び を 得 
させる ものと なる はずで ある。 

「父なる 神の みまえに》 f§  く 汚れの な 
い 信心と は， 困って いる 孤児 や' や 
もめ を 見舞い， 自ら は 世の 汚れに 染 
まずに， 身 を 清く 保つ ことに ほかな 
ら ない。」 （ヤコ ブ 1 ： 27) 

残された あと 半年の 忙し (■ 、伝道 期 
間に 苦労した 宣教師の こ と が 心に 浮 
かぶ。 彼 は 伝道 部長 補佐 をした あと 
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で， 先輩 同僚と して ある 支部で 働く 
責任 を 受けた。 彼 は， 「伝道 部長の 補 
佐と いう 大きな 責任 を 受けた 時に， 
目標 を 達成した 気で いたのです」 と 
言った。 彼 はも う 到着 地に 着いた と 
考えた ために， 一時の ことと はいえ， 
やる 気 を 失った のであった。 

宣教師の 一生で， 栄え ある 解任が 
新たな 初 ま りのと き であると 知る 日 
は， いかに 大切であろう 力、。 愛する 
宣教師た ち， かって 宣教師であった 
人 と 今 宣教師で ある 人た ちへ， 「私 

は 2 年間 を 教会に 捧げた」 と 自認す 
る お ご り の 危険に は决 して 陥らない 
ように， 私たち は 心から 祈って いる。 
帰還 宣教師が 前方 高 く 人生の 行 く 手 
を 見上げるならば， そこに 至る 正し 
い 道 を 歩む ことが 1^ きょ う。 己れ を 

滅 して 神と 隣人に 4^ 仕した 上に， な 
お 真理の 道 を 歩み， これ は 今 も その 
途上に あると 思う の だが， 永遠 進歩 

の 備え をす るなら ば， f ム 道の 2 勾-: 間 
は:!^ 教師の 一生の 最も 幸せな 歳月 と 
なる ので ある。 

「わたしの 子供た ちが 真理のう ち を 
歩いて いる こと を 聞く 以上に， 大き 

い 喜び はない。」 （m ヨハネ 4) 

喜び は， 予期し た 到着 地 ではなく， 
真理の 内 を 歩み， 旅する 中に こそ あ 
ると， 声を大 にしたい。 聖霊から 啓 
示されて イエス. キリス 卜の 福音が 

真実 だとい う 証 を 得た とき， そこ 力； 
到 * 地 だろ う か。 証 を 得て， もう H 
的 地に 着いた よ うに 考えて いる 人た 
ちがいる の は 残念な ことで ある。 』止 
の そ の 知識 と 確信 を 熱心な 絶 え ざ る 

ノ 4> ^仕に 生かさない とすれば， それ は 

人生に とって 悲しむべき ことで ある。 

』i£ は 分かち 与えて こそ 成長す る もの 
である。 証 を 持つ 者 は， この 主の み 
業 を 世に 証す る 義務 を 負う。 証 は 到 
着地で はない。 実践に よって 維持 さ 
れる 財産で ある。 
パプ テス マ を 受けた と. き， 長老に 

なった とき， 監督に， ステーキ 部長 


に， 扶助 協会 役員， 七十 人， あるい 
は 使徒に なった とき， 果たして そこ 
が 到着 地 だろ う 力 >。 働きと 奉仕が 求 
めら れ ている この 時代に この 問いに 
対して 私たちが こぞって 「る z」 の 
声 を 高らかに 上げる こと を 願って い 
る。 サタンと その 軍勢が 今 ほど 強く 
団結して いる ときはない。 サタン は 
狡猾で あり， かなりの 成果 を あげて 
いる。 その 最も 機略に たけた 有効な 
武器の ひとつが， 私たちに 「も う 
達成した」， 「目的地に 着いた」， 「ひ 
と 休みで きる」， 「もうこれ 以上 言う 
こと はない」， 「ここに いれば 安心 だ」， 
「誘惑 も 来ない」， 「ここまで 来れば 
大した もの さ」 と 思い込ませる こと 
である。 

「かくの 如く， サタン は 甘言 を 語り 
て 彼ら を 導きて， ついに 彼ら を 地獄 
に 引きずり 落し， かく して 彼らが 己 
がわな に 落人 りて 捕えら るるよう に 

なすな り 。」 （教義と 聖約 10  ：  26-27) 
私が 最近 十二使徒 評議員に 召 さ れ 
てから， 数年 前に 亡くなった 父の 友 
人た ちから 「お父さん は あなたの 召 
し を 知って 喜んでお いでで しょ う」 
という 言葉 を 聞く が， それ を 聞いて 
私 はよ く 思う。 「私 は 父 をよ く 知って 
いるから， それよ り もき つと， 『ここ 
で 終わり じ やない ぞ。 目的地に 着い 
たわけで はない ぞ。 本当の 試し はこ 
れ から だ。 大 き な 信頼に 応 え る 生活 
をす るよう にがん ばりなさい』 と ei— 
うだろう」 と。 

きょう， この 末日 聖徒 ィ ヱス. キ 
リ ス 卜 教会の 愛する 仲間た ちの 支持 
と 信頼 を感ぉ J したい。 私の たった ひ 
とつの 願い は 主の 道 を 立派に 歩む こ 
とで あると， はっき り 巾し 上げる。 

現在， まことの 道 を 勇気と 目的 を 
持って 歩んで いる ひと りの 友人の こ 
と をお 話したい。 その デニス' ディ 
ーン 長老が ァリ ゾナ 伝道 部に 到着し 
た 時， 私 は 伝道 部 を 訪問して いた。 
最初の 集会に 彼が やって来た。 礼拝 


堂の 通路 を 車椅子で 進んで 来る 彼 を 
見た 出席者 は 全員 言い知れぬ 思いに 
駆られた。 彼の 表情 は 謙遜な 確信に 
満ちて いた。 

同僚た ち はすぐ に， 彼が なぜ ふさ 
わしい と されて フル タ ィ ムの 伝道に 
出る ことができ たか， その • ^《を 知つ 
た。 その 日の 彼の 証 は 今でも 覚えて 
いる。 道が 彼の 生涯の 希望と 願い 
の ひとつであった。 彼 はこの ように 
d つた。 「皆 さ んの 信頼に 応 える ため 
に 最善 を 尽く します。 気の毒 だと 思 
わないで 卜さい。 主に 助けてい ただ 
いて 自分で できる と 思って いる こ と 
を， 私が 自分で ちゃんと できる よう 
に， f 伝って 下さる だけで 光 分です」, 

彼の 話に 満場， 声 もなかった。 そ 
の 曰， 会の あとで， 彼の 新しい 同僚 
になった 人が 興奮した 面持ちで 私の 
ところへ やって来て， こう 質問した, 
「車椅子から 動け ない 長老の 良い 同 
僚になる に は， あなたで したら どう 
します か。」 その 日 しばらくの 時間 を 
デ ィ 一 ン 長老 と 過ごした あと で 私 は 
こ う 返事した。 「彼に 合わせる よ う に 
すれば それで 大丈夫です。 これから 
本当の 試練 を 受ける の は あなた 自身 
です よ。 彼ではなくて。」 

ディ ーン 長老 は， 素晴らしい 伝道 
部長 や 同僚の 宣教師た ちの 愛と 友情 
もあって， 2 年の 間に 監督 長老 を務 
め， 大勢の 人に 福音の 教え を 伝えて 
48 人 をバプ テス マに 導いた。 現在 デ 
ィ 一 ン 兄弟 はブ リガ ム • ヤン ゲ 大学 
で 勉学 を 続けて いる。 BYU 第 38 ヮー 
ド 部の ホーム テ ィー チヤ 一 また 日曜 
学校 教師で ある。 彼 は 先日 私の 事務 
所に 来て 歓談して いったが， 私は改 
めて， 類 まれな 生きた 模範に 感銘 を 
受けた 次第で ある。 

計画， 目的地， 目標， 到着， 実行 
と 並べて 考えて 行く と， もうふたり 
の 友人から 学ぶ ことがあ ると 思う。 

私の 友人に は 一風変わった 人た ちが 
いる。 珍しい 経験 をした 人た ちがい 
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る。 先週の 火曜日の 夜， 帰宅しょう 
と して 机 を 整頓して いる と 電話が 鳴 
つた。 「アシュトン 兄弟， 今 あなたと 
会う 許可が 刑務所から 取れました。 
すぐ 行きます から 待って いて くれ ま 

す 力つ という 話だった。 

フランク が やって きて， 話し合つ 
た。 「あと 1 週間で 出 所 だけれ ど， ど 
んな 計画 をして います か。 何 をす る 
つもりで すか。 どんな 目標 を 立て ま 
した カリ という 質問に， 彼 はこう 答 
えた。 「ァ パー 卜 も 見つけた し， き ち 
んと した 仕事 も あ り ま した。 愛する 
妻が いるし， 勉強 を 続けます。 教会 
の 責任 も あるし， しなければ ならな 

いこと は 沢山 あ り ますす。 32 歳 だけ 
れ ど 神権 は 教師な ので 早く 長 に な 
り たいと 思って います。」 

彼 は 打ち 溶けた 話の 最後に， 私に 
こう 言った。 「アシュトン 兄弟， もし 
私に 準備が できたら， 数 力 月の 内に 
でも 一緒に 神殿に 入って， 私たちの 
結婚の 司 式 をして 下さいません 
か。」 

この 話 を， 同じ 環境の 別の 人との 
会話に 引き 比べて みたい。 何 力 月 か 


前に 私 は 彼と 面会して 話 をした。 思 
い 返して みると， 話す 人が いなかつ 
たので 自分が 話そう と 思った わけ だ 
つた。 

「ここ を 出たら 何 をし よ う と 思って 
います か」 と 聞く と， 彼 は 「出さえ 
すり やい いんだ」 と どなり 返した。 
「臭い 飯 を 食って いて， ああ， 外に 
出たい よ」 と。 計画 も 目標 も 目的 も 
準備 もない。 願い は そこ を 出る こと 
だけで， 私 は 彼の 様子から， どのよ 
う にして 出 所して 行く か は 考えて い 
ない ので はない かと 心配だった。 

き よ う 皆さんに 心から 証したい。 
立派に 伝道 を 終えても， 日の 光栄の 
結婚 をしても， 貴重な 証 を 得ても， 
教会で 大きな 責任 を 受けても， まこ 
との 末日 聖徒に とって は， それら は 
目的地で はない。 永遠 進歩の 大きな 
手助けに はなる がそれ は 私 を も あな 
たがた を も 神の 王国に 救って はくれ 
ない。 忠実な 末日 聖徒の 生活 こそが 
救い を 得させる ものである。 

「も し 汝善を 行わん と 欲し 誠に 終り 
ま で 変 る ことなく 忠信な ら ば， 神の 
王国に 救わるべし。 こ は， 神の 賜の 


う ち 最大なる ものな り。 およそ， 救 
いの 賜に 勝る 賜 は あら ざれば な 
り。」 （教義と 聖約 6  ： 13) 

旅路 を 行く と き， 汽車の 旅で あれ 
人生の 旅で あれ， 駅 あり 発 幸: あり ァ 
ナウ レス あり 予定 あり， さらに はわ 
き 道に 誘われる 機会 も ある こと をし 
つかり 心に 留めよう ではない か。 救 
い 主の 道に 従う 人 は 賢明で ある。 主 
の もとに 来て 主に 従う 人 は 安全と 喜 
び を 得る。 神 は 永遠で ある こと を， 
きょう 皆様に M したい。 私た ち も 永 
遠 である。 また 神 は， 私た ちをひと 
り で K させよ う と はされ なかった。 

あなたの 行 く 先 は ど こ だろ う か。 
行く先 は 永遠の 生命で ある こと， 御 
父の 王国での 昇栄 である こ と を 皆が 
する ように， 天父の 助け をへ り 
く だって 祈る ものである。 終わ り ま 
で忠 '炎: であるならば， この イエス- 
キリスト  の? IIb によって 救いの 賜が 

得られる こと を, w; したい。 これらの 

こと を イエス. キリスト のみ 名に よ 
つて 申し上げる。 アーメン。 
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求む， 仕上げ 職人 

十二使徒 評議員 会 会員 
卜一 マス 's' モンソン 


さんさん と 陽光の 降 り 注 ぐお 昼 ど 
きに は， ソルト レーク' シティ 一の 

街 は ひととき を 高層ビルから 開放 さ 
れて にぎやかな ゥ インドー ショ ッ ピ 
ンゲを 楽しむ 男女が あふれる。 私 も 
と き どき その 仲間入り をす る。 

ある 水曜日の こと， 私 は 名の ある 
家具 店の 上品な シ ョー ウィンド 一の 
前で 立ち止まった。 私の 興味 を 引い 
たの は 美しい デザィ ン のソフ ァ 一で 
もなければ， その 隣り の 座り 心地よ 
さそうな 椅子で もなければ， 天井に 
つるされ た 豪華な シャン デ リアで も 
なかった。 目 を 弓 I いたの は， ウィン 
ドーの 右 隅に 置かれた 小さな 求人 広 

告 だった。 そこに は 簡単に， 「求む， 
仕上げ 職人」 と 書かれて いた。 

その 店 は 工場で 生産 している 高価 
な 家具 類 を， 最後に 紙 やすり を かけ 
た り 磨いた り ニス 塗り をしたり する 
技術者 を 必要と していた ので ある。 

「求む， 仕上げ 職人」 この 言葉 は， 
また 忙しい 仕事に 戻る 私の 心に ずつ 
と 残って いた。 

仕事で も 人生で も， 仕上げ 職人と 
言うべき 人た ち は 常に 必要で ある。 
彼らの 存在 は 地味 だが， 働く 場 は 多 
く ， 貢献 は 大きい。 

有史以来， 人生 行路 を 歩む 人々 は 
みな， 基本的な 疑問 を 抱いて いる。 
自分 はつまず くだろう 力、 無事 終え 


るだろう かと。 その 答え 次第で， こ 
の 世と 来るべき 永遠の 世で 喜びと 幸 
せの 祝福が 私た ち を 待って いる。 
この 重大な 決定 をす るのに， 私た 

ち を 導いて く れる ものが ある。 聖書 
に は そのよ う な 話 や 教えが あって， 
気を付けて 学び さえ すれば 大いに 益 
を もたらし， 灯台の 光 となつ て 私た 
ちの 考え を 導き， 行動に 影響を及ぼ 
して くれる。 それ を 読みながら， 私 
たち はつまず く 人に 同情し， 完遂す 
る 人に 感嘆す る。 

使徒 バウ n は 人生 を 競走に なぞら 
えてこう 言った。 「あなたが たは 知ら 
ない のか。 競技場で 走る 者 は， みな 
走り はする 力;， 賞 を 得る 者 は ひとり 
だけで ある。 あなたが たも， 賞 を 得 

るよう に 走りなさい」 （I コ リント 9 

： 24) 

また 耳 を 傾ける 人々 に は， バウ 口 
のこの 言葉に 先立って エルサレムの 
王 ダ ビデの 息子の 伝道者の 教えが 響 
いてく る。 「 …… 必ずしも 速い 者が 競 
争に 勝つ ので はなく， 強い 者が 戦い 
に 勝つ ので もない。 …… 」 （伝道 9 
： 11) 

ダビデの 息子 は 自分の 父親の こと 
を 語った のだろう 力、。 どの 点から 見 
て も， イスラエル 最大の 王 は ダビデ 
である。 サム エルから 油 注がれた ダ 
ビデ は 主によ みせられた。 


初めて 手に した 勝利の 偉業で， ダ 
ビデ は 人気の 絶頂に 到達 し た 。 ダ ビ 
デが 勝利 を 収める たびに， 女性た ち 
は 新しい 歌で 彼 を 祝った。 「サ ウル は 
千 を 撃ち殺し， ダビデ は 万 を 撃ち殺 
した。」 （サム エル 上 18:  7) 民はダ 
ビデ を 賛美して 叫んだ。 「われわれ は, 
あなたの 骨肉です。」 （サム エル 下 5 
： 1 ) 

彼 は 権力 を 手に入れた。 そして 平 
安 を 失った。 

ある 晩， ダビデ は 王宮の 屋上 を 歩 
いていて， ひとりの 女性が 体 を 洗つ 
ている の を 見た。 女性 は 非常に 美し 
かつ た。 

「ダビデ は 人 をつ かわして その 女の 
こと を 探らせた が， ある 人 は 言った， 

『これ は  へテ びと ゥ リ ャ の妻バ 

テシバ ではありません か』 そこで ダ 
ビデ は 使者 をつ かわして， その 女 を 
連れてき た。 …… 」 （サム エル 下 11 ： 
3-4) 

ダ ビ デは 姦淫の 大罪の あとで， ま 
た 大きな 罪 を した。 「 …… 『あなた 
がた はゥ リ ャを 激しい 戦いの 最前線 
に 出し， 彼の 後から 退いて， 彼 を 討 
死 させよ』 …… 」 （サム エル 下 11 ： 
15) 肉欲と 権力に 負けた ので ある。 

ダ ビデ は イス ラエ ルの 主な る 神 か 
ら 咎め を 受けた。 「 …- •' あなた はつる 
ぎ を も つてへ テ びと ゥ リ ャを 殺し， 
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その 妻 をと つて 自分の 妻と した。 … 
…つる ぎ は いつまでも あなたの 家 を 

離れないで あろう。」 （サム エル ト '12 
： 9—10) 

ダ ビデ は 競争の 初めはよ かった 力;， 
やがてつ まずいて コー スを 走り 終え 
る ことに 失敗した。 

大きな 罪 だけが 私たち を つまずか 
せるな どと 思わない ように， 救い主 
のと ころへ やって きて 質問した あの 
金 持の 青年の 話 を 考えて みよ う 。 彼 
はこう 尋ねた。 『先生， 永遠の 生命 を 
得る ために は， どんなよ いこと をし 
たらい いでしょう 力 >。』 イエス は 言 
われた， 『 …… も し 命に 入りたい と 思 
うなら， いましめ を 守りなさい』。 彼 
は 言った， 『どのい ましめ です 力、』。」 

ィ ヱスが 戒め を 枚挙され たのに 対 
して， 「この 青年 は イエスに 言った， 
『それ はみ な 守って きました。 ほか 
に 何が 足りない のでしょう』。 イエス 
は 彼に 3 われた， 『もし あなたが 完全 
になり たいと 思うなら， 帰って あな 
たの 持ち物 を 売り払い， 貧しい 人々 
に 施しなさい。 -… •• そ して， わた し 
に 従ってき なさい』。 この 言葉 を 聞い 
て， 青年 は 悲しみながら 立ち去った。 
たく さんの 資産 を 持って いたからで 
ある。」 （マ タイ 19  ： 16-18,  20-22) 

この 青年 は 天の 宝よ り も 地上の 楽 
しみ を 優先した。 この 世の 物 を 捨て 
て 永遠の 物 を 買おう と はしなかった。 
彼 はつまず いたので ある。 仕上げに 
失敗した ので ある。 

イス 力 リ ォテ のュダ もそう であつ 
た。 彼 は 主の 使徒と して 自分の つと 
め を 始めた が， 裏切者と して 終わつ 
た。 ュダは 銀貨 30 枚で 自分 を 売った。 
しかし やがて は 罪の 恐ろ し さ を 悟つ 
て， 自分 を そそのかした 者た ちに， 
「わたし は 罪のない 人の 血 を 売る よ 
うな こと を して， 罪 を 犯しました」 
と 叫んだ。 （マ タイ 27  ：  4  ) 

後悔 は 自暴自棄 となり， 自暴自棄 
は 彼 を 狂気に 追い やって， 狂気 は自 
殺に 終わった。 ュ ダはキ リスト を 裏 


W る 事に 成功した が， 神から 召され 
た 使徒 職の 仕上げに 失敗した。 

名誉 を かなぐり 捨てての 権力 欲， 
金銭 欲 は， 人生 舞台の 失敗の 先頭に 
立って いる。 立派な 人物が 偽 ものの 
魅力に とりつかれて つまずき， び, 
人生と いう 大 レース の 完走 者 を 待つ 
勝利の 王冠 を 取り逃が している。 

完走で きない 人々 について， ジョ 
ン' グ リン リーフ 'ウイ ッ ターの 言 
葉 は 実に 当 を 得て いる。 

「 -…" 舌に よ り ペンに よる S 葉の な 
ベて 悲しき もののう ち 最も 悲しき は 
これ， 『もしもこう であった ら』。 」 
(「モード-マラー」 より） 

ここで， 挫折した 人た ちの 人生 か 
ら 転じて， 完走し， 賞 を 受けた 人々 
のこと を 少し 考えて みよ う 。 

ゥ ヅの 地に ヨブと いう 名前の 男が 
住んで いた。 彼 は 完全で， 正しく， 
神 を 恐れ， 悪から 遠ざかって いた。 
敬虔な 振る舞い を もって 知られ， 将 
来 ある ヨブが， それまで 人が 出会つ 
たこ とのない 試練に 遭う こ とに なつ 
た。 

ヨブ は 所有物 を 奪われ， 友人から 
あざけられ， 苦難 を 被り， 妻から も 
悪への 誘惑 を 受けながら， 気高い 心 
の 奥 ffi からこう 叫んだ。 「見よ， 今で 
も わたしの 証人 は 天に ある。 わたし 
のために 保証して く れる者 は 高い 所 
にある。」 （ヨブ 16: 19)  「わたし は 知 
る， わたし を あがなう 者 は 生きて お 
られ る， …… 」 ( ョ ブ 19  ：  25) 

ヨブ は ひるまなかった。 彼 は 仕上 
げ 職人に なった。 

この 世の 業 を 終えられた 主に 続い 
て， 自分の 証 を 捨てる より は 命を捨 
てようと いう 人た ちが 大勢いた。 使 
徒 バウ 口 も その ひとりであった。 ェ 
ルサ レムへ 行く こ とが バウ 口の 運命 
を 決する ことと なった。 彼 は エル サ 
レム を 通って， 新しい 世界の 形成に 

h 献 した。 

バウ □ は 民 を 動かし， 励まし， 統 
率す る 能力に 恵まれて いた 人物で， 


罪人から S 徒への 雄々 しい 転換 をし 
た 類ない 模範で ある。 バウ 口 は 落胆 
や 心痛 や 試みに 囲まれながら も， こ 
の 世の 務め を 終える にあたって こ う 
言う ことができた。 「わたし は 戦い を 
りっぱに 戦いぬ き， 走るべき 行程 を 
走りつ くし， 信仰 を 守りと おし 

た。 J  (11 テモテ 4  ：  7  ) バウ ロはョ 
ブと 同じく 完走 者であった。 

バウ 口 は 私たちに， 「 …… 罪と を か 
なぐり 捨てて， わたしたちの 参加す 
べき 競争 を， 耐え忍んで 走りぬ こう 
ではない か。 信仰の 導き手で あり， 
また その 完成 者で ある イエス を 仰ぎ 

見つつ  」 （へ ブル 12  ： 1 — 2) と 

勧めて いる。 

イエス は 悪魔に 試みられた 力;， そ 
れを 耐えられた。 憎まれても 愛し， 
裏切られても 勝利 を 得た。 イエス は 
栄光の 雲 や 火の車に 乗って でな く  ， 
凄惨な 十字架に 苦痛の 腕 を 広げて こ 
の 世 を 去って 行かれた。 イエスの み 
業 は 簡単な 次の 言葉に 集約され てい 
る。 

ィ ヱ スは御 父に こ う 祈られた。 「父 
よ， 時が きま した。 …… わたし は， 
わたしに させる ためにお 授けに なつ 
た わざ をな し 遂げて， 地上で あなた 
の 栄光 を あらわしました。」 （ヨハネ 

17  ： 1 , 4  )  「  わた しの 霊 をみ 手 

に ゆだねます。」 （ルカ 23  ：  46) 

この 世の 命 は 尽きた。 そして 不死 
不滅の 命が 始まった。 

時 は 移り， 時代 は 変わったが， 完 
走者の 特徴 は 依然と して 残って いる。 
それに 注目しなさい。 これ は 成功 を 
遂 け' るた め に 是非 と も 必要な もので 
ある。 

1. ビジ ョ ンの 特徴 歴史の 扉 は 小 
さなち よ うつが いで ひつ くり 返え る 
と言われて いるが， 私たちの 人生 も 
同じで ある。 私たち は 絶えず 小 さ な 
決定 をして いて， その 結果が 人生の 
成功 や 失敗 を 決める。 そこで， 决断 
の 時が やって来る 前に， あらかじめ 
予想し， 進路 を 定め， 少なく とも 幾 


313 


らかは 備え をして いる ことが 大事で 
ある。 本物の 仕上げ 職人 は 自分の 目 
標を 把握す る 能力 を 具えて いる。 

2.  努力の 特徴 努力 を 伴わない ビ 
ジョン は 白昼夢で あり， ビジョンが 
伴わない 努力 は 骨折り損 である。 ビ 
ジョンと 努力が 一緒にな つて こそ 賞 
は 得られる。 

必要な の は， 人生の 障害に 力 を 落 
としてい ると きに， それでも 努力す 
る 頑張 りで ある。 

「身に つく まで は 意識して 頑張りな 
さい。 

初心者 は 大勢 だが， 完了 者 はわず 
かで ある。 名誉 も 力 も 地位 も 賞賛 も， 
最後まで 頑張る 人に 与えられ るので 
ある。 

身に つく まで は 頃 張り 続けなさい。 
力 を 注ぎ， 汗 を 流し， それに 笑つ 
て。 

力と 汗と 笑いから 

しばし のの ち， 人生の 勝利が 来 

る。」 

(作者 不詳） 

3.  信仰の 特徴 昔， 詩篇 作者 は 
言った。 「主に 寄り 頼む は 人に たよる 
よ り も 良い。 主に 寄り 頼む はもろ も 
ろの 君に たよる よりも 良い。」 （詩篇 
118:  8-9) 信仰と 疑い は 同時に 同 
じ 心に は 存在し ない こと， 一方が も 
う 一方 を 追放す る こと を 知りなさい。 

4.  徳の 特徴 「 …… 絶えず 徳を以 
て 汝の想 を 飾るべし。 …… 」 （教義と 
聖約 121 ： 45) 主の この SIJ^ は， 

に 参加す る 私たちに 持続の 力 を 与え 
て くれる。 

5.  勇気の 特徴 いさぎよく 死ぬ 
決意で はなく， 立派に 生きる 決意と 
して 勇気 を 考える ときに， 勇気 は 魅 
力 ある 生きた 徳 となる。 勇気 を 持ち 
なさい。 

「見果てぬ 夢を見， 
及ばぬ 相手と 闘い， 
耐えが たい 悲しみ をに ない， 
勇者の しり ぞく 所 を 走る。 


不当な 悪 を』 ト: し， 

清 さ と 純潔 を はるか 遠く 力、 ら 愛し 

かよわい 腕で 努力 をし， 

及ばぬ 星に 手 を 伸べ る。」 

(ンョ  一 • タリ 3  ノ  /Tie  immposs- 
ible  Dream  「見果てぬ 夢」 1965 年サ 
ム フォッ クス 出版， ニューヨーク） 

そうして， あなた は 完走 者と なる 
ので ある。 

6. 祈り の 特徴 人生の 荷が 重 く 
なった とき， 信仰が 試 される とき， 
苦しみ や 悲しみ や 絶望で 希望の 光が 
燃え尽き そうになる とき， 天父との 
交わ り が 平安 を もたらして くれる。 

これ ま であげ た 本物の 仕上げ 職人 
の 特徴 は， 人生 を 旅する 私たちの 足 
も と を 照らして くれる 灯で ある。 私 
たち を 前進 させ， 上に 引き上げ てく 
ださる の は， 「 …… わたしに 従ってき 
なさい」 （ルカ 18:22) と言われた 御 
方で ある。 

この 御 方の 助け は ひそ やかに 来る 
ことが 多い が， ときに 劇的な 影響 を 
もたらす。 私 も 何年 か 前に そのよ う 
な 経験 をした。 伝道 部長と なって， 
素晴らしい 青年た ち， 主から/ ィ され 
た 宣教師 を 導 く 恵みに あずかつ た と 
きのこと である。 

問題 を 持つ 人た ちがお り， 励まし 
の 必要な 人た ちはいた が， ひとりの 
宣教師が すっかり 絶望して 私のと こ 
ろへ やって きた。 彼 は 半ばに して 伝 
道 を やめようと 決心して いた。 力 1 ば 
んを 詰めて， 帰りの 切符まで 買って 
いた。 私に 別れの 挨拶 をし に 立ち寄 
つたの だった。 私たち は 話し合い， 
言い ぶん を 聞き， そして 祈った。 し 
かし， 伝道 を やめよう という 決心の 
本当の 理由 はま だ わからな かつ た。 
私 た ち が 静かな 部屋 の 中で 祈り 終 
えて 立ち上が ると， 宣教師 はすす り 
泣き を 始めた。 そして こ' ぶし を 握り， 
たくましい 右腕 を 振り 卜. げて， 突然 
に 叫んだ。 「私の 問題なん です。 学生 
時代 はこの 力で フッ ト ボ 一 ル や 陸上 


で 賞 を 得て きました。 でも 私の 頭 は 
きたえられなかった。 モンソン fxi 道 
部長， 学生時代の 成績が 恥ずかしい 
です。 どうにかして 字 を 読む こと は 
読めます が， 4 年生 位の 実力です。 
モル モン 経 も 読めません。 それが ど 
うして， 内容 を 理解して 真理 を 人に 
教えられ ると 思います か。」 

部屋の 静寂 は， ノックな しに ドア 
を あけた 9 歳の 息子に よ つて 破られ， 
彼 はび つ く り して 言い わけ をした。 
「ごめんなさい。 この 本 を あの 棚に 
返したかった だけなん です。」 

息子 は 本 を 私に 手渡した。 ディー 
タ . P  •  ニー  レー 博士の 「子供の た 

めの モル モン 経 物語」 という 本で あ 
つた。 その 本の はしがき をめ くると， 
そこにこう あった。 「本書 は 4 年生 程 
度の 国語 力に 相当 して 書かれて あ 
る。」 真心からの 祈りが 劇的に 答えら 
れ たのであった。 

愛する 宣教師 は その 本 を 読む とい 
う チャレンジ を 引き受けた。 彼 は 泣 
き 笑い をしながら 「わかる もの を 読 
むの ならい いんです」 と 言った。 希 
望の 光が 絶望の 雲 を 吹き払い， 彼 は 
伝道 を 立派に 完了した。 彼 は 仕ヒげ 
職人に なった。 

私 は， また この 町の あの 家具 店の 
前 を 通り， もう 一度 大きな ショー ゥ 
ィ ン ドーの 片隅の 小さな 広告 を 見る 
ことがあ るだろう。 「求む， 仕上げ 職 
人」 という 言葉の 真実の 意味 を 心に 
深く 刻みつ けたいと 思う。 

私た ちの だれ も が 人生の 完成 者 と 
なって， 日の 栄の 王国で 天父と 共に 
永遠の 生命に あずかる という 尊い 賞 
を 受けられる ように， 心から 祈って 
いる。 神 は 生きて おられ， これが 神 
のみ 業で ある こと を 証し， 各々 がま 
ことの 完成 者， 神の 御子の 模範に 倣 
うよう， イエス' キリスト のみ 名に 
よ り ， 願う 次第で ある。 アーメン。 
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教会 は あなたの ために 
何 をな すか 


十二使徒 評議員 会 会員 


ゴードン • B • ヒンクレー 


私 は 何人 かに 聞いて いただける こ 
と を 希望しつつ， 教会と 離れて しま 
つた 2 種類の 人々 に対してお 話 を し 
たいと 思う。 つまり， 教会員で ある 
こ と は あるが つながりの 絶えて いる 
人た ち， それと， 懐疑 的で 心が 固く， 
すみ をつつ くよう な 質問 をして 独善 
的な 解答 を 求める よ うな 人た ちで あ 
る。 

ここで 私 は， 「教会 は あなたの ため 
に 何 をな す 力つ という 質問に 対して， 
私の 答え を 述べたい。 

1. 世の中で 最 も 素晴らしい 兄弟愛 
に 導いて く れる。 

誰もが 仲間と の 連帯 に 飢えて いる。 
この 欲求 は， いろいろな 奉仕 組織 や 
同業者 組合 ， 社交 グ ル 一 プな どの 組 
織で ある 程度 は 満たされる。 これら 
は 確かに 良い もの だが， し 力 >  し， 神 

権 者の 組織に E 敵す る もの は ひとつ 
と してない。 

ここで は， 人生 を 誇り 高く 歩む 何 
十万， 何百 万の 人々 が 神の み 名に よ 
つて 行なう 権能 を 授けられ， お 互い 
を 助け， 強める ために 与えられた 神 
聖な 賜の もと， いかんな くその 義務 
を 果たして いる。 ぺ テロに 語った 主 
のみ 言葉 は 彼らに ふさわし いもので 
ある。 主 はこの よ う に 言われた。 「シ 
モンよ， …… サタン は あなたがた を 


麦の よ う に ふ るいに かける こと を 願 
つて ゆるされた。 しかし， わたし は 
あなたの 信仰が な くなら ないように 
あなたの ために 祈った。 それで あな 
たが 立ち直った ときには， 兄弟た ち 

を 力 づけて やりなさい。」 （ルカ 22: 
31  —  32) 

人々 の 必要に 気付き， お 互い を 強 
め あう 機会と 手段 を 与える こと， こ 
れが 教会の 神権 定員 会 組織の 大 き な 
目的の ひとつで ある。 

ひとりの 地方の 教会 役員が， ある 
日 私 を 訪ねて 来た。 彼 は 弁護士 だが， 
ある 隣人が 離婚の ための 助力 を 彼に 
求めて 来たと いう。 その 人の 結婚 生 
活は 深刻な 問題 を 抱えて いた。 彼と 
妻 と は 収入 以上の 生活 をして きて ど 
うしょう もない ほどの 借金が たまり ， 
そのため 金銭 問題で 口論が 絶えず， 
共同生活が 不可能な までにな つてし 
まっていた。 

私たち は 問題 を 話し あい， 結論と 
して， 3 人の 神権 定員 会の メンバー 
に その 夫婦と 協力して 問題 を 解決す 
る 依頼 をした。 ひとり は 弁護士， ひ 
と り は 銀行家， ひと り は 計理士で あ 
つた。 

3 人 は 豊富な 職業 経験 を 生かして 
手際よ く 行動 を 開始した。 彼らが 債 
権 者た ちに 話 をす ると， 債権者 は 3 


人の 力 を 信頼して， 問題解決の ため 
の 猶予 を 与えて くれた。 その 兄弟に 
とって はまった く 手の 施しよ う もな 
かった 問題が， 経験 ある 兄弟た ちに 
とって は ひとつの 仕事で しかな かつ 
た。 

混沌の 中から 秩序が 生まれ， 家庭 
に 平和が よみがえった。 新しい 自信 
が 彼の 生活に 到来し， 妻 は 以前に 見 
せた ことのない 尊敬 を 彼に 示す よ う 
になった。 2,  3 年の 内に は 債権者 
たちに 借り をす つかり 返済で き， 夫 
* は 家庭 を どう 管理す るべき かの 原 
則 を 学んだ のだった。 

ノ 《ゥ 口が ローマ 人に 言って いる。 
「わたしたち 強い 者 は， 強くない 者 
たちの 弱さ をに なうべき であって， 
自分 だけ を 喜ばせる こと を して はな 
ら ない。」 （ローマ 15  ： 1 ) これが 兄 
弟た ちの この 組織の 精神で ある。 す 
なわち， 自分た ち を 喜ばせる ことた' 
けに 終始して いるので はなく， 神 か 
ら 与えられた 責任 を 果たすべく お 互 
いの 弱さ を 担い 合う ので ある。 

2. 人 は 教会に 活発で あると， 必要 
と あらば 生活 を 正そう とする 気持に 
なる。 

教会の 歴史 中には， イエス' キリ 
ス hi の 福音に 鼓舞， 高揚され， 良き 
人々 との 交わ り から 感化 を 受けて， 
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長年 自分 を 縛って きた 悪習 を 断ち切 
る 力 を 得 た 何千 何 万 という 例が ある。 

私 は， 1945 年 8 月 6 日， 一瞬の 内 
に 8 万 5 千の 命が 奪われた あの 惨禍 
を 記念す る 広 島の 原爆 記念碑の わ き 
に， 今から 何年 か 前， 日本人の 実業 
家と 肩 を 並べて 立った こ とが ある。 
彼 は 日本 帝国 軍人であった ため， 経 
験から ァメ リ 力 人 を 憎悪して いたと 
話して く れた。 

ところが ある 日， 教会の ふたりの 
宣教師が 彼の 家をノ ック した。 彼 は 
ひどく 酔って いて 話 もで きなかった。 
目的が 何もかも 人生から 消えて， た 
つた ひとつの 逃げ場が 酒 を 飲む こと 
だった ので ある。 彼 は 訪れた ふたり 
が だれで あるか も わからない まま， 
後日 来る ように 言った。 その 数 週間 
後に， 彼 は パプ テス マ を 受けた ので 
ある。 

改宗に よ つて 人生に 目的が 生まれ， 
それまでの 習慣 を 捨てる 意志と， 生 
き 方 を まったく 変える 力が 生まれた。 
彼 は， 自分 を 導き， 心中に 決意 を植 
え 付けて く れた 若い 青年た ちの こと 
を， 感謝 を 込めて 語った ものである。 

話 をした その ときには， 彼 は 支部 
長 会の 一員と して， また 長老 定員 会 
の 活発な メ ン バー と して 働いて いた。 
彼のよう な 例 は 何千 回， 何 万 回と 繰 
り 返される であろう。 生活 を 変えよ 
うとす る 望みと 意志と を 与える イエ 
ス' キリストの 福音の 力， これに 勝 
る 力 は ほかに はない。 

3. 教会に 活発で いると， 責任 を 通 
じて 成長の 機会 を 得る。 

人生 は 努力に 従って 成長 するとい 
うこと は， 真実で ある。 と り わけ 末 
日 聖徒 ィ エス. キリス ト 教会 は， 指 
導 力 を 伸ばす 立派な 学校で ある。 私 
は 世界 各地で 宣教師た ち に 会 う 度に， 
「皆さん はそんな 風に 見えなくても， 
主の 持って おられる もの を みんな 持 
つてい るので す」 と 話して き/ ■：>。 不 
思議な の は， 彼らが 主に 仕える につ 


れて， 能力に も 仕事に も 秀でた 立派 
な 人になる こ と である。 

それ は 私たち もす ベて 同じで ある。 
主の み 業 を 進める に は， この 私たち 
が 働かなければ ならない。 この 教会 
では 常に 教会員が 責任 ある 地位に 就 
かなければ ならない。 教会 は 生身の 
私たち を 働き手と する ので ある。 そ 
の 私たちが 働く につれ， 偉大な 訓練 
計画に より， 神の みたまに よって， 
能力 を 増し， たくましく 成長して 行 
くの は， 実に 素晴らし いこと である。 

兵役 中に 教会 を 知った ひと りの 青 
年の こと をお 話したい。 ある 日曜日， 
彼 は テン プル • スクェア を 歩き回つ 
ていた。 ここで 始まった 会話が， や 
がて 彼 を パプ テス マに 導く ことにな 
つたので ある。 

四， 五 年後 私 は 長老 定員 会 会長 を 
召す ため 彼 を 面接した。 彼 は 子供の 
頃， 孤児で いろいろな 場所 をたら い 
回しに された こと， 孤独です さんだ 
生活 をした こと， 教育の 機会が 閉 ざ 
されて いた こと を 話して くれた。 そ 
んな ときに 教会に 人り， 初めは ひと 
つの 責任から 次の 責任 を 受け， その 
どれ もが 自 分の 力量 を少 しずつ 越え 
ていたが， 奉仕 を 続ける につれ て， 
彼の 能力 は 増して 行った。 

そのよう にして， 彼に は 大きな 責 
任 を 受ける 用意が できた ので ある。 
彼の 生活 はすつ かり 変わった。 現在 
では 教会の 役員で あり， 責任 ある 地 
位 を 持つ 立派な 職業 人で あり， 良き 
夫， 模範的な 父親， 素晴らしい 隣人 
である。 

ロバ 一 卜 • ブラウニング （ィ ギリ 
スの 詩人， 1812 — 1889) は， 「容易に 
つかむ こと がで き る 位置よ りもう 少 

し 先に 目標 を 置け」 と つてい る。 
成長 は， 私たちが 現在の 能力 を 少し 
上回る こと を 成し遂げよ う と 常に 努 
める ときに もたらされる。 教会 プロ 

グラムの 注目すべき ひとつの 点 は， 

自分 を 伸ばして 少しずつよ り 高い 所 


へ 到達す るよ うに 絶えず 人々 を 助け 
る ことで ある。 

4.  教会員 となつ て 活発に 教会 活動 
に 参加す る ことで 人生に 新しい 視野 
が 開ける。 それ は， 神の み 名に よつ 
て 語る 権威 を受 けて 信仰 の 岩と なる 
という 霊的な 面 を 指す。 

この 神権 時代に み 業が 始まつ たと 
き， 主 は 福音が 回復され た 目的の ひ 
とつ を， 「あらゆる 人々 主なる 神すな 
わち 世の 救い主の 名に よ りて 語らん 
ため」 （教義と 聖約 1 ： 20) と 告げら 
れ た 。 

祈りが 聞かれて 答えられる という 
確信 を もって 祈る 人 は 幸いで ある。 
聖霊 を 友と する 人 は 幸いで ある。 神 
のみ 名に よって 語る 権能 を 持つ 人 は 
幸いで ある。 

ベル シ ャ ザル 王が 酒宴の 夜に 友人 
たち を 招き 集めた とき， 人の 指が 現 
われて 壁に 何事 か を 書いた。 占星術 
師ゃ 占い師が 解き明か すよ う に 召さ 
れても 解読で きず， 王 は 大いに 思い 
悩んだ。 

そのと き 王妃が 言った。 「あなたの 
国に は， 聖 なる 神の 霊の やどって い 
る ひとりの 人が おります。 あなたの 
父の 代に， 彼 は， 明 知， 分別お よび 
神の よ う な 知恵の ある こ と を あらわ 
しました。」 （ダニエル 5  ： 11) 

ダニ ヱルは 王の 前に 召され， 自分 
に 宿る 力に よって 壁に 書かれた 文字 
を 解き明かした。 

神権 を 持ら， 全力 を 尽く して 召し 
を 遂行して いる 兄弟た ち は， 心に 
「明 知， 分別お よび 神の ような 知 
恵」 を 持って いるので はないだろう 
か。 

活発な 教会員で ある こと は， あな 
たに どう 役立って いるだろう 力、。 あ 
なた の 家族 や 仲間 や あなた 自身 を 祝 
福す る 霊的な 分野が あなた 自身の 人 
生に 付け加えられ るので ある。 

5.  家庭 を 治める 上で 助けと なる。 
自分の 妻 を， 永遠の 天与の 目的 を 
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果たす ために 神と 協同して 自分と 共 
に 働く 永遠の 伴侶と 考え， 自分の 子 
供た ち を 地上の 両親に 託 された 天父 
の 子供 と 考える 一家の長が どの 家庭 
にもいたならば， 国 は どれ だけ 強く 
なること だろう 力、 

行ない は 心の 所産で ある。 まこと 
の 福音の 原則が 家庭 管理の 指針 と な 
つてい る そのような 家庭で は， 互い 
の 感謝， 尊敬， 礼儀， 信頼が 見られ 
るであろう。 父親が 妻 や 子供た ち を 
神から 授かった 祝福と して 慈しみ， 
養い， 守り， 愛する からで ある。 

教会に 改宗した 人が このよ う に 語 
つた。 「私 は 父親と して 子供 をむ ちで 
打つ ことが 良い と 信じて いま した。 
規則 を ちょっと 破っても す ぐに 体罰 
を 加えました。 でも 福音が 家庭に 入 
つてき てから， 子供た ちに 対する 考 
え 方が 変わ りました。 子供た ち は 確 
かに 私の 子です が， 天父の 子供で も 
あります。 神 さまの 子 を どう して 虐 
待で きる でしよう。 私 は 子供た ち に 
ついて まったく 新しい 見方 をす るよ 
うにな り， 子供た ち も 違った 態度で 
答えて くれる ようになり ま した。 

私の 家庭に 懲罰が あ り ます かって 
？ ええ， でも まったく 違った 罰で 
す。 親子 は 憎み 合う 敵で は あ り ませ 
ん。 悪い こと をした と きの 罰則 は あ 
ります が， それ は 違った もので， 当 
然の 報いと して 受けと めます し， 前 
のように 恨み を 生み はしません。 今 
ではお 互い を 尊敬して， それ 以上に 
愛が あ り ます。 福音 は 何と 素 晴ら し 
い 変化 を 生む ものでしょう。」 彼 は 
そう 言って 話 を 終えた。 

「そうです ね。 福音 を 受け入れて 実 
践 するとき に， 福音の もたらす 変化 
は 大きい ものです ね。」 私 はそう 返事 
した。 


6. 教会 は あなたと あなたの 最も 愛 
する 人た ち と を 永遠に 結びつけて く 
れる。 

人生で 家族 ほど， 神聖で 人の 心 を 
満たし， 重大な 結果 を もたらす 関係 
は ほかにない。 結婚式で よ く 言われ 
る 「死が ふたり を 分かつ まで」 とい 
う 言葉 は 何 と 悲 し t  、意味 を 持つ 言葉 
だろ う か。 

結婚が このよ うな 儀式で 結ばれる 
以上 は， 死によ る 家族の 別離 や 家族 
関係の 解消 が あるの は 当然で あ る 。 
永遠の 愛がない 永遠の 生命 を 考える 
こ と は， 矛盾で ある。 

慈悲 深い 永遠の 御 父 は， 子ら のた 
めに この 神聖な 関係が 続く よ うにし 
て 下さった。 主 は 選ばれた 十二使徒 
にこ う 告げて おられる。 「わた し は， 
あなたに 天国の かぎ を 授けよう。 そ 
して あなたが 地上で つな ぐ こ と は， 

天で もつな がれる  」 （マ タイ 16: 

19) 

地上で つな ぐ こ と を 天で も つな ぐ 
その 同じ 力が， 今 この 教会に ある。 
その 権能 は聖な る 神殿で 行使 され， 
そこで は 神権の 権威の 下， 誓約に よ 
つて 父， 母， 子供が 時に も 死に も 引 
き 裂かれな (< 、状態 に 結 び 固められる 
ので ある。 

私 は 先頃， 地域の 立派な 人物の 葬 
儀の 席上で 話 をした ことがある。 確 
かに 悲しみの 時であった。 しかし 同 
時に それ は 安 の 時であった。 その 
日， 遺族と なった 素晴らしい 夫人と 
子供た ちの 涙の 奥に 琿ぃ ていたの は， 
自分た ちの 夫 や 父 はやが て 来るべき 
再会に 備えて この 世に しばし の 別れ 
を 告げた に過ぎない という 確信から 
来る 安ら ぎ を 漂わせた ほほえみ であ 
つた。 

その 葬儀の すぐ あと， 私 は 社会的 


に 名の ある 実業家から 一通の 手紙 を 
受け取った。 彼 は 宗派が 違って いた 
力;， このように 書いて いる。 「あなた 
の 教会の 人た ち は 積極的な 考え方 を 
お持ちで， 本当に 感動 させられ まし 
た。 あなたが たは 嘆く ためで はなく 
慰め を 得る ために， また 死 をのろう 
ためで なく 生 を 賛美す るた めに この 
世に 来たので すね。 その 深い 信仰が, 
死 だけ で な く 人生の 様々 な 浮き沈み 
を 乗り切らせて いるに 違い ありませ 
れ。」 

教会 は あなたの ために 何 をな すの 
だろう 力'。 教会 は， 死が 単なる 区切 
りに 過ぎず， あなたに とって 最も 大 
切な も のが 永遠に あなたの ものに な 
ると いう 確証 を はっきりと 与えて く 
れる。 

あらゆる 場所に いる 兄弟た ちに， 
無関心に なった 人々， 流されて 行つ 
た 人々， まだ 探求 を せずにい る 人々 
に， 来て 見て ごらんなさいと 招きの 
手 を 広げたい。 あなたの 人生 を 豊か 
にし， 心に 平安 を 与え， 家庭に 喜び 
と 愛 を もたらし， 今 愛して いる 人々 
と 永遠に 離れないで いられる という 
確信 を 与える ために， 英知の 神 は 御 
自分の 組織 を 築かれた。 

兄弟た ちょ， 門 は 開かれて いる。 
あなたが たは 暖かく 迎え入れられ， 
自分 を 助けよ う と 手 を 差し伸べ てい 
る 大勢の 善き 人々 を 見いだ す ことで 
あろう。 また 私 は 主の しもべと して， 
やって来る 人々 は 以前に 経験した こ 
とのない 喜び を必 ず や 知る であろ う 
と， いささかの ためらい もな くお 約 
束す る。 

これら を イエス. キリス ト のみ 名 
により， 心から 感謝の念 を もって 証 
する。 アーメン。 


317 


教 師 

十二使徒 評議員 会 会員 

ハヮ一 ド • W  • ハン タ一 


時計 を 見て いて， 私 は 準備して き 
た 原稿 をた たんで 内 ポケッ 卜に しま 
いこんで しまった。 し 力 、し， しばし 
の 時 をいた だいて， 印象に 残って い 
る 少年 時代の ひと つの 小さな 出来事 
を 述べさせて いただき たいと 思う。 
教会の 青年た ちの 指導に 携わって い 
る 熱心な 方々 が 大勢 こ の 午後の 集会 
に 参加して おられる こ と を 聞いて， 
この 出来事 を 思い出した 次第で ある。 

まだ 朝 も 早い ある 夏の 日の こと で 
あった。 私 は 窓辺に 立って いた。 力 
一 テンの 陰から， 芝生の 上に ふたつ 
の 小さな 生き物が 見えた。 ひとつ は 
親鳥で， もう ひとつ は 明らかに 巣立 


つて 間 もない とわ かる ひな 鳥で あつ 
た。 見る と 親鳥が 芝生の 上をぴ よん 
ぴ よん 飛び， 足 先で 地面 をつつ き始 
めた。 そして 頭 を もたげる と 芝生の 
中から 太った ミ ミズ を 引っ張り出し 
て， 飛んで 戻って きた。 ひな 鳥 はく 
ちばし を 大きく 開けた が， 親鳥 は そ 
のミ ミズ を 自分で 飲み込んで しまつ 
t:。 

ながめて いると， 親鳥 は 木の 上に 
飛び上がり， しばらく 木の 皮 をつつ 
いていた が， 口に 大きな 虫 をく わえ 
て 戻って きた。 ひな 鳥 はくちば し を 
大きく 開けた が， 親鳥 は その 虫 も 飲 
み 込んで しまった。 それに 抗議す る 


やか ま しいさえず り が 聞こえた。 

そのう ち 親鳥 は 飛んで 行って しま 
い， 戻って 来る 気配はなかった。 残 
された ひな 鳥 を じつ と 見て いると， 
しばらくして， ひな 鳥 は 芝生に 飛び 
出し， 足で 地面 をつつ いていた かと 
思う と， 頭 を 起こして 芝生の 中から 
大きな ミ ミズ を 引っ張り出 したので 
ある。 

教会の 子供 や 青少年 を 指導す る 素 
晴ら しい 人々 を 神が 祝福して 下さる 
ように， イエスの み 名に よりへ りく 
だって 祈る ものである。 アーメン。 
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この 午後の 部で 少しの 話す 時間 を 
与えて 下さった 大 管長 会に 感謝し， 
ほんの ひと 言お 話したい。 

宣教師 や 伝道の 仕事に ついては 多 
くのこと が 言われて きた。 伝道 は 私 
が 人生で 第一に 愛する もので， 今 か 

ら 68 年 前の 英国 滞在中に 起 き た 幾つ 
かの 出来事で 今 も 思い起こす ことが 
ある。 そのうちの ひとつ を， ここで 
お話した いと 思う。 

私 は ある 家 を 幾度 か 訪問した がそ 
の 度に 断 わられ， 二度と 来て 欲しく 
ない と言われた。 しかし それでも 私 
は 繰 り 返 し 訪問 し た L  、気持に 駆 ら れ 
た。 あるとき， その 家の 前 を 通り 過 
ぎょうと すると， 中へ 入っても う 一 
度 話したい という 強い 気持 に 駆 ら れ 
た。 私 は 英国 式の ドアの 大きな 真錄 
製の ノッカー を 叩いた が， 何の 返答 
もなかった。 居間で ひと りの 婦人が 
編物 をして いるの が 見えた ので， そ 
の ノッカー をうる さい ほど 叩いた。 
その 婦人 は 出て 来ず， 私 は 裏口へ ま 
わった。 裏口の 戸に はノ ッ カーが な 
かった ので， 自分の ステッキで ドン 
ドン 叩いた。 本当に 家中に 響く ほど 
の 音だった。 

間もなく その 婦人 は 顔 を 出した 力 S 
その 当惑ぶ りに 私 は 思わず， 小さい 
頃 農場で， 卵 を 抱いて いる 鶏 を 巣の 


外へ 追い出し たと きのこと を 思い出 
した。 農場で 働いた 方 はお わかり だ 
ろうが， 卵 を 抱いて いるめん どり を 
巣から 追い払おう とすると， めん ど 
り は 羽 をば たつ かせて 口ば し をせ わ 
し げに 動かしな がら あら ぬ 方へ 走 る 
が， この 婦人 はちょう ど そのような 
感じであった。 

私 は 謝罪した。 「お騒がせ した 上， 
無理に お会い 下さる よ う にお 願いし 
た り して， 本当に 申 し 訳 あ り ません。 
でも 奥さん， 私 は 1 万 キロ もの 遠く 
から， 主が あなたに 伝える ように 望 
んで おられる メ ッ セージ を 携えて や 
つてき たのです。 主 は あなたに その 
メッセージ をお 与えになる ため， こ 
のよ う に 私 をお 遣わしに なった ので 
す。 私 は あと 数日で カナダへ 戻り ま 
す。 それで， 主が あなたに 知って 欲 
しいと 望んで おられる こと を， 私 は 
お伝えし なければ ならない の で 

す。」 その 婦人 は， 「主が 私に メッセ 
ージ をです つて./」 と 聞いた。 「そ 

うです。 その 通りです」 と 私 は 答え 

た。 

私 は 婦人に 福音の 回復と， 教会の 
組織と 回復の メ ッ セージ を 話した。 
彼女 は 私の 話に 非常に 感銘した。 私 
は その 家 を 去る 時， その 婦人に こう 
言った。 「お騒がせ してす みませんで 


した。 でも， 私が ここへ 来た 使命と 
主の 教え を どう しても お伝えせ ずに 
はいられなかった のです。 またお 会 
いする 時が きっとあります。 そのと 
き あなた は， 『あのと き 裏口へ まわつ 
て くれて ありが と う。 私 を 愛し， 主 
の 教え を 携えて 来て く れて 本当に あ 
りが とう。 あなたが 帰った あと， 胸 
がー 杯で どうしょう も なくなり， ど 
ういう わけ かと 考えて 不安に なり， 心 
配し ました。 それで 私 は 伝道 本部へ 
行って 何 種類 かの 印刷物 を 手に入れ 
勉強し ました。 そして， 家族と 一緒 
に 教会に 入りました』 とおつ しゃる 
ことでしょう。」 

それから 10 年後， 私 は 再び 英国に 
行った。 そのと き は 軍人と してで， 
集会の あと， ひとりの 婦人が ふたり 
の 大きく なられた お嬢さんと 一緒に 
来て， こう 言った。 「何年 も 前に， あ 
なた が 教え を 持って 私の 家に 来て 下 
さった こと を， 神様と あなたに 感謝 
しています。 あれから 私と 娘た ち は 
教会に 入り ま した。 近いう ちに ユタ 
へ 行きます。 あなたが 勇気と 忍耐と 
信仰 を もって 神様の 教え を 携えて 来 
て 下さり， それ を 主の み 名に よって 
私に 伝えて 下さった こと を， 神様に 
感謝して います。」 

兄弟 姉妹， 私 はこの 業が 神の み 業 
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である こ と を あなたがたに 証したい。 
私 は 胸の 底から それ こそつ ま 先まで， 
全身全霊で， これが 神の み 業で ある 
こと を 知っている。 福音 は 確かに 回 
復 された。 この 教会 を 導いて いる 人 
人 は， 自分 を 任命した 御 方から 霊感 
を 受け， 導かれて いる。 この 福音が 
全地 を 満たす まで 広がり 行く こと は 


確かで あり， 私たち 全員が やがて か 
の 地に 行って 力 を 結集し， この 地上 
で たじろぎつつ 進めて き たこの 偉大 
なみ 業 を 堂々 と 遂行 するとき を， 私 
は 楽しみに している。 

この 証と 祝福 を 皆さんに 残したい 
と 思う。 また 神様が ここにい る 人々 
と， 話 を 聞いて いる 人々 と， また 全 


世界の 人々 と を 祝福され るよ うに 祈 
る。 御 父よ， み 業の 精神 をつ かみ， 
イエス. キリス 卜の 福音 を 全世界に 
広めよ う とた ゆみな く 献身す るよう， 
この 民 を 祝福した まえ。 

この 証と 話と 祈り を， 謹んで イエ 
ス. キリス ト のみ 名に よって 申 し 上 
げる。 アーメン。 
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永遠の 鍵と 

管理す る 権能 


大 管長 


ン ヨセフ • フィ一 ルディン グ. ス ミス 


愛する 神権 者の 兄弟た ち， 私 は 主 
が 私たちに 注いで おられる 数々 の 祝 
福に 対して 感謝しつつ， 愛と 友情 を 
もって あなたがた を 歓迎す る。 

主が 私 を 通じて 数名の 兄弟 を 教会 
幹部と して 新たに 召された こと は， 
と り わけ うれしい ことで ある。 御存 

じと 思う が， ジョン •  H  •  ノぺ' ンデン 
バーグ 監督と ロバート •  L  • シン プ 
ソ ン副 監督が 十二使徒 補助に 召 さ れ 
た。 彼ら は 新しい 召しに 関連して 重 
要な 責任 を 受けた ので ある。 また， 
これ も 御存じだろう 力;， 主はビ クタ 
一 •  L  • ブラウン を 教会の 管理 監督 
に 召され， H  • バーク • ピーター ソ 
ンを 管理 監督 会の 第一 副 監督に， ま 
た ボーン' J  • フェザー ストーン を 
第二 副 監督に 召された。 

これら 5 人の 兄弟た ち は 皆 有能， 
忠実で， 彼らの 才能が それぞれの 職 
の 分野で 今， 王国の 建設に 必要と さ 
れ ている ので ある。 彼ら は 皆， 信頼 
と 責任と ノ弟 仕の 新しい 召 しにあって， 
主から 祝福 を 受けて 立派に 働く 人々 
である。 

私 はこ こで あなたがたに， 主が こ 
の 最後の 神権 時代に 私たちに 授けら 
れた 神権と 神権の 鍵に ついて， 少々 
話したい と 思う。 

私た ち は聖な るメ ルケ ゼデ ク 神権 


を 持って いる。 これ は， 人類の 救い 
に 必要な すべての こ と を 地上で 行な 
う ために 神から 人に 委任され た 権威 
であ り ， 力で ある。 

また， 私たち は 末日 聖徒 イエス . 
キ リ ス ト 教会と いう 地上の 神の 王国 
の 鍵 も 所有して いる。 

これら の 鍵と は 管理の 権能で あ り ， 
地上で 主の み 業の すべて を 指導し， 
管理す る 能力， 権威で ある。 これ を 
保持す る 者 は， 他の 人々 が 神権 を も 
つて 働く 仕事 を 管理し， 監督す る 力 
を 備えて いる。 私たち はだれ でも 神 
権 を 持つ ことができる 力;'， その 神権 
は 鍵 を 持つ 者から 指示と 権能 を 与え 
られ て， はじめて 行使で きる。 

この 神権と の 鍵 は， ぺ テロ， 
ヤコ ブ， ヨハネと， また モー セ， ェ 
ライ ジャ， その他 古代の 予言者た ち 
から ジ ヨセフ • ス ミスと オリ バー • 
カウ ドリに 授けられた。 その 神権の 
鍵 は 十二使徒に 聖 任された 人々 に 与 
えられて いる。 しかし それ は 管理者 
たちの 権能で あるた め， 地上で は教 
会の 大 管長で ある 神の 先任 使徒 だけ 
が 鍵 を 完全に 行使で きる ので ある。 

ここで 極めて 率直に， またはつ き 
りと 申し上げたい。 私たち は聖 なる 
神権 を 持ち， 神の 王国の 鍵 はこ こに 
ある。 それ は 末日 聖徒 イエス • キ リ 


ス ト 教会に だけ ある。 

ジ ヨセフ' スミ ス への 啓示の 中で， 
主 は これらの 鍵が 「大 神権の 大 管長 
会に 常に 属する ものな り」 （教義と 聖 

約 81 ： 2),  「何人 にても わが 言を受 
け 入る る 者 はわれ を 受け 人る るな り 。 
而 して われ を 受け 人る る 者 は， わが 
遣わした る 者すな わち わが 名のた め 
に汝の 助き' 者 と な したる 大 管長 会 を 
受け 入る るな り。」 （教義と 聖約 112: 
20) と言われた。 

同じく これに 関連して， 予言者 ジ 
ヨセフ- スミ ス はこ う 語った。 「あな 
たがた は， ダニエル のように 主の 家 
に 向かって 日に 三度 祈る 人々 と 親し 
く なりなさい。 大 管長 会に 注意 を 向 
けて， その 教え を 受け入れ なさ 
い。」 

さて， 兄弟た ち， 私たちが 特に 肝 
に銘 じて おくべき ことが ひとつ ある 
と 思う。 それ は， 教会の 大 管長 や 大 
管長 会， あるいは 大 管長 会 や 十二 使 
徒 会の 統一見解 は 聖徒 を 決して 間違 
つた 方向に 導く こと はない し， 主の 
み 旨 やみ こころと 矛盾す る 勧告 を 世 
に 声明す る こと もない という ことで 
ある。 

個人と して は 道 を はずれたり， 主 
が 意図され る ところと は 異なる 見解 
や 忠告 を 与えたり する かも しれない。 
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しか し大 管長 会の 声明 や 王国の 鍵 を 

握る 他の 人々 の 統一見解 は， 聖徒 や 
世の 人々 を 必ず 主が 望んで おられる 
道へ 導く ので ある。 

主はジ ヨセフ • スミ スに 非常に は 
つきり とこ う 言われた。 「また われ 汝 
らに告 ぐお よそ 誰か 権威 ある 者よ り 
聖職に 按手 任命され， また その 者の 
権威 を 有 てること と， 教会の 長た る 
者た ちょ り 正式の 按手 聖任を 受けた 
る こと とが 教会員の 知る 所に あら ざ 
れば 何人 といえ ども わが 福音 を宣べ 
ん ために 出で 行く こと， または 教会 


を 創立す る こと を お： されざる ベ 

し。」 （教義と 約 42  ： 11) 

「神の 王国の 鍵 はこの 世の 人の 手に 
委任され， 福音 はこ こより 転じ 行き 
て 世の 果 にまで も 達せん。 あたかも 
人手に よ らず 山より 切り出され たる 
石の 転がり 出で て， ついに 全世界に 
充ち満 つるが 如し。」 （教義と 聖約 65 
： 2  ) 

兄弟た ち， これらの こと は 真実で 
ある。 主 は 主の 民と 共に おられる。 
正義の 道 は 広 めら れる。 私たちの 掲 
げる 大義 は 正しく， 主 は 私たち を 導 


き， ついに は 勝利に 至らせて 下さる。 
私たちが 大 管長 会に 目 を 向けて 彼 
らの 忠告 や 指示に 従ったならば， 私 
たち は 教会と して， また 個人と して 
この 世で は 平安 を 得， 来るべき 世で 
は 永遠の 栄光 を 受け継 ぐ こ と がで き 
る。 この 世の いかなる 力 もこれ を 変 
えたり 阻んだり する こと はでき ない。 
この 証 を 愛する 兄弟た ちに 申 し 上げ 
る。 主 イエス' キリス 卜 のみ 名に よ 
つて。 アーメン。 
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神権の 契約 


十二使徒 評議員 会 会員 

マリオン • G • 口 ムニ一 


兄弟た ちょ， 私たち は 貴重な ひと 
ときを 迎えて いる。 何 万と いう 神権 
者が 会し， 教会の 大 管長 会から 教え 
を 聞 く ので ある。 

私は大 管長の 話に 非常に 感動した。 
大 管長から 御 自分の 体験 を 聞く こと 
がで きて 幸いで ある。 私は大 管長の 
説教 を 聞きながら， かれこれ 25 年 も 
前の ひとつの 出来事 を 思い出した。 
ヒーバー. J  . ゲラン 卜大 管長との 

会話で ある。 そのと き 私たち は， 公 
けの 立場で 取った 大 管長の 行動に 対 
して 向けられた ある 批判に ついて 話 
し 合って いた。 彼 は 私の 背に 腕 を ま 
わし， 左 肩に 手 を かけて， こう 言つ 
た。 「マリオン， 君 はいつ も大 管長 を 
見つめて いるね。 もし 大 管長が 君に 
間違った こと をしなさい と 言って， 
君が その 通りに したと しても， 主 は 
そのこと で 君 を 祝福 して 下さる 
よ。」 

そしてこう 続けた。 「でも， 心配す 
る こと はない。 主 は 御 自分の 代弁者 
に 民 を 間違 つて 導かせる などと いう 
こ と はなさ ら ないから ね。」 

私 はこの 言葉 を决 して 忘れた こ と 
がない。 また， 今までず つと この 勧 
告を 忠実に 守って きたつ も りで ある。 

この 集会に 集う 私たち 兄弟 は， み 
な 神権 を 持って いる。 私たち は 契約 


の 民で ある。 主 は アブラハムと 契約 
を 結んだ あとで， アブラハムに 子孫 
の 繁栄 を 約束され た。 

「 …… また 汝の すえ …… によ りて 世 
界の 眷族 ことごとく 祝福 を 得ん， す 
なわち 福音の 祝福に して 救いの 祝福, 
すなわち 永遠の 生命の 祝福 を 得ん と 
言う 約束 を汝に 与うれば なり。」 （ァ 
ブラ'、 ム 2  ： 11) 

アブラハムの 時代 以来， その子 孫 
は， 福音 を 知った 人々 に は 契約の 子 
と 呼ばれて いる。 私たちが 主と 契約 
をして 結ぶ Wfi の ひとつ は， 「W ^に 
属 ける」 契約で ある。 教義と 聖 約の 
84 章 は 神権に ついて 述べて いるが， 
そこに は 次の よ う にある。 

「モー セ の 息子 ら とまた ァ ロン の 息 
子ら （つまり， メル ケゼ デク 神権 者 
とァ ロン 神権 者） と は， 今の 代に 主 
の 宮居の 中に あ り て 神の 喜びた も う 
棒 物と 犠牲と を 奉るべし …… また モ 
一 セとァ ロン の 息子 らは， シ オンの 
山上 主の 宮居の 中に 在りて 主の 栄光 
に充 たさるべく， 而 して 汝らは モー 
セとァ ロン の 息子た ちな り。 …… お 
よ そ 忠実に して わが 今 語れる 二つの 
神権 （ァ ロン 神権と メル ケゼ デク神 
権） を 得， 而 して その 天よりの 召し 
を 全力 を fg して 遂行す る 者た ち は， 
『みたま』 により 聖 めら れて その 肉 


体 再 新 さる。」 （教義と 聖約 84:  31 — 
33) 

私 はこれ が 真実で あると 信じて い 
る。 私 は， 神権の f (し を 全力 を 尽く 
して 遂行す る 兄弟た ちに は， その 肉 
体に 変化が 起こる と 思って いる。 リ 
- 副 管長 は 今朝の 福祉 集会での 話の 
際に， ある 教会 外の 人に ついて 話 を 
された。 その 人 は， マッケイ 大 管長 
に 会った とき， こう 尋ねた そうで あ 
る。 「あなた は 神の 予言者で すか。」 
それに 対して， マッケイ 大 管長 は 答 
えた。 「私の 顔 を 見て 下さい。 そうす 

れば， わかる でしよ う 0」 

私 はかって， 現在の 愛する 指導者 
の 父君で ある ジ ヨセフ .F  • ス ミス 大 
管長に ついて 話 を 聞いた ことがある, 
大 管長が ァ リ ブナで， 知事 やその 他 
高名な 人々 と共に ある 祝典に 参列し 
たと きのこと である。 数名の 人が， 
教会の 大 管長と 一緒に 写真 を 撮りた 
いと 申し込んだ。 ジ ヨセフ . F  • ス 
ミス 大 管長 は 喜んで 応じ， 写真 を 撮 
る 間中， 一緒に 立って いた。 写真 を 
撮り 終って， 皆が その 場 を 離れて 群 
衆の 中に 戻った とき， 知事が こう 言 
つたと いう ことで ある。 「私 は あの人 
の そばに 立って いたと き， 自分が 泥 
棒 カイ 可 かの ような 感じが したよ。」 彼 
は， 神権の 召し を 全力 を 尽く して 遂 
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行して いる 立派な 人間の， 内から わ 
き 上る 力 を 感じた ので ある。 

「 …… 忠実に し て わが 今 語れ る 二つ 
の 神権 を 得， 而 して その 天よりの 召 

を 全力 を )3i  く して 遂行す る 者た ち は， 
『みたま』 により 聖 めら れて その 肉 
体 再 新 さる。 これらの 者 は モー セの 
息子た ちとな り， ァ ロンの 息子た ち 
となり， アブラハム の 子孫 となり f 
また 教会員に して 王国の 民と なり 神 

の 選民と なる。」 （教義と 聖約 84:33 
一 34) 

攣 予言者 ジ ヨセフ 'スミ スは 神権 を 

持つ 兄弟た ちに， 自分の 召しと 選び 
を 確かな ものにする ようにと， 繰り 
返し 勧めて いた。 啓示 はさ らに 続く。 

「主 は 言う， またす ベて この ネ帷を 
受け 入る る 者 は， われ を受 くるな 
り。」 （同 35 節） 

私 は， この 箇所 は 主 を 代表す る 任 
命 を 受けた 神権 役員た ち を 受け入れ 
る 人々 を 指して いると 思、 う。 

「主 は 言う， またす ベて この を 
受け 入る る 者 は， われ を受 くるな り。 
そ は， わが 僕ら を 受け 入る る 者 はわ 
れを受 くれば なり。 また， われ を受 
け 入る る 者 はわが 父 を受く るな り。 
而 して， わが 父 を 受け 入る る 者 はわ 
が 父の 王国 を受 くるな り。 この 故に 
わが 父の も てるす ベて は 彼に 与えら 


るべ し。 而し てこ は 神権に 属 ける 誓 
詞と 誓約に よりて 然るな り。」 （教義 
と聖約 84  ：  35—39) 

ス ミ ス大 管長 は 折に ふれ， 祈り や 
勧告の 中で， 私たちが 自分の 受けた 
誓約と 責任に 忠実で あるよ う にと 訴 
えてい る。 「神権に 属 ける 誓詞と 誓 
約」 の 義務が 私たち 一人一人に かか 
つてい る こ と は 疑いの 余地がない。 
主が こ う 言って おられる からで ある, 

「この 故に この 神権 を受く る 者 は， 
すべて わが 父の この 誓詞と 誓約と を 
受け， 而し てこれ を わが 父 は 破る こ 
とも 変える こと も 為した もう はずな 
し。」 （教義と 聖約 84  ：  40) 

そのため， 主と 誓約 を 交わした 私 
たちが 自分の 務め を 果たせば， つま 
り 神権の 召し を 全力 を 尽く して 遂行 
すれば， 主 は 私たちに 永遠の 生命 を 
約束され るので ある。 

啓示に は， 主 はこの 誓詞と 誓約に 
関して 御 自分の 責任 を 怠る こと はな 
いと ある。 ところが 私たち は 務め を 
果たさない ことがあ るし， 現に 多く 
の 神権 者が それ を 怠って いる。 その 
ような 人々 について， 啓示 は 次の よ 
う に 言って いる。 

「 さ れ ど 何人に ま れ 一度 こ の 誓約 を 
受けて 後 これ を 破り， また ことごと 
く これに 違背す る 者 はこの 世に 於て 


も 未来の 世に 於ても 罪の 赦し を受く 
る ことな かるべし。」 （教義と 聖約 84 
： 41) 

これにつ いてで ある 力；， 神権の 召 
し を 全力 を 尽く して 遂行し ない 人が， 
皆赦 されない 罪に 定められる という 
ので はなく， パプ テス マ を 受ける こ 
とや 什 分の 一， 知恵の 言葉， その他 
の 契約 をす でに 交わした 神権 者が， 

その あとで 契約に 従う こ と を 拒む と， 
約束され た 永遠の 生命 を 失う 危険 を 
冒す という こと を 言って いるの だと 
思 ラ 。 

今宵， この 教会の 指導者に ついて， 
彼 ら が 地上に おける 救い主の 代表者 
である こと を 話された ス ミ ス大 管長 
の 言葉 は 真実で あると 証す る。 神権 
に は 力が ある こと， 私たちが 最善 を 
尽く して その 任 を 果たすならば， 天 
から 力 を 受ける ことができる こと を， 
私 は 知っている。 

願わくは 神の 助けが あって， 私た 
ちが この こと を 理解し， さらに 神 は 
神権 を 授ける ことによって 私たちに 
大きな 栄誉 を 恵みた もうた こと を理 
解す るよう， イエス. キリスト のみ 
名に より， 祈る ものである。 ァーメ 

ノ  n 
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神権 一王の 軍 

大 管長 会 第二 副 管長 

N  • エル ド ン • タナ一 


この 建物 や 教会の そこ かしこの 建 
物に 集 う 神権 者の 大 き な 群れ を 思 う 
とき， 「見よ， 王の 軍 は」 の 讃美歌が 
一層 意味 を 持って 迫って く る。 私た 
ち はこの 地上で 神の 神権， すなわち 
神の み 名に よって 語り 行なう 権能 を 
持った 唯一の 民で ある。 私たちが 自 
分 を 律し， 自分の 神権の 召し を 全力 
を 尽くして 遂行す るなら ば， 善 を も 
り たてる 力が どれほど 大きな こと 力'。 
その 大 いなる 特権と 責任 を 強く 感じ 
ている。 

私たち は 父親と して， 息子と して， 
また 神権 者と して 常に 謙 適に， 誇り 
を 持ち， 保持す る 神権 を 決して 恥じ 
て はならない。 私たち は ほかと は 違 
う 特異な 民で あり， 真理と 義の 故に 
他と 異なるべき なので ある。 しかし 
「人よ り 清い」 といった 態度 は 断 じ 
て 取って はならず， 常に 教会の 標準 
を 守って， 揺るがずに いなさい。 

名声の 失墜 や 嘲笑 を 恐れる 人が あ 
るよう だ 力；， 私たち は 世の 人の よう 
になろうと 努めたり， 世間の 罪深い 
生き方に 迎合した りする 必要 はない。 
世に ありながら も， 世の ものと なつ 
て はならない。 私 は 自分の 経験から 
何の 疑い もな く はっき り 申し上げた 
い。 私たち は 自分の 持つ 神権 を 恥じ 
る 必要 はない し， 教えに 従って 神権 


の 召し を 全力 を尽 く して 遂行す る こ 
と を 恥じる 必要 もない。 

私が つい 昨日， 功な り 名 を 遂げた 
ある 実業家と 話 をして いた 時の こと 
である。 彼 は 神権の 召し を 一生懸命 
に 果たす この 教会の 熱心な 会員で あ 
る。 私 は， 「あなたの 人生で のた 
めに 損 をした よ うな ことが ありまし 
たか J と 尋ねて みた。 

彼 は， 「タナー 副 管長， いつでもた 
めに なって きました よ」 と 返事 をし 
た。 

現在， 教会の 一部の 若者 や 監督， 
ステーキ 部長まで もが， 放縦な 世の 
傾向に 影響され， 私たちが 周囲の 情 
勢に 比べて あまりに も 厳しす ぎる 道 
徳を 教えて いる と 考える 人た ち 力;' い 

かたぶつ 

る。 事実， 私たち は 堅物と 昆られ て 
いる 力;'， しかし 私に して みれば そう 
した 見方 をす る 人々 は 知恵 も 徳も人 
よ り 優れてい る と 自負す る 狭量な 人 
間で ある。 だが 世の 基準で 判断す る 
ならば， 恐らく 私たち は 堅物で あろ 
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私たち は 信仰 をな く し， 近代の 啓 
示 を 否定し， 世間の 人と 同じような 
生活 をし よ う とする つも りだろう 力'。 
それとも， 特異な 民と なって， 自分 
の 神権 を 尊び， 義務 を 尽くそう とし 
ている の だろ う か。 


私たち は 世と 違って いる。 私たち 
に は 啓示され た 福音が あり， 神権が 
ある。 私たら は どのよう な 場合で も ， 
模範と ならなければ ならない。 
私たち はィ ザャの 言葉の 通り に， 
「し 力' し， 役人た ちの 中に も， ィ ェ 
スを 信じた 者が 多かった 力;， パ リサ 
ィ人を はばかって 告白 はしなかった。 
会堂から 追い出され るの を 恐れて い 
たので ある。 彼ら は 神の ほまれよ り 
も， 人の ほまれ を 好んだ からで あ 

る」 （ヨハネ 12  ：  42— 43) という 人々 
の 中に 数えられよ うとして はいない 
だろ う か。 

今晩， 私の 話に 耳 を 傾けて いる 青 
年た ちに 申し上げたい。 （聞いて もら 
えるならば， 神権 を 持つ 青年の 一人 
一人に 話したい の だが） 私たち はィ 
エス. キリストの 福 g を 恥と する 必 
要はない。 むしろ 自分の 持つ 神権 を， 
常にへ り く だって 誇り とする べきで 
ある。 

私 は， 来月 パプ テス マ を 受ける と 
いう 青年と 話 をした ことがあ るが， 
パプ テス マ を 受ける の は 家族の 中で 
彼た だ ひと りであった。 私 は 彼に， 
「どういう わけで 教会に 興味 を 持ち 
ました か」 と 尋ねた。 

彼 はこの ように 答えた。 「学校で 友 
だち だった 人が この 教会の 会員で， 
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私 は 彼の 生活に ひかれた のです。 彼 
は ほかの 人た ち と 違って いま した。 
幸せそう でした。 私 を 自分の 家に 招 
いて くれ ましたが， 家庭の 中の 愛 を 
見て， 彼の 家族の 生活に 触れて， 興 
味が もつ と 湧きました。 彼 は 私を教 
会に 連れて行って くれて， バス ケッ 
トポールの チームに 入りました。 こ 
の 教会 は ほかの どこと も 違う 感じ だ 
と 思いました。 それから バス ケッ ト 
ボールの チームの ことです が， 仲間 

たち は みん な 知恵の 言葉 を 守って 清 
い 生活 をして いました。 それが 私の 
心 を 動かして， この 教会に 入る 决心 
をした のです。」 

青年 はさら に 続けた。 「その 友人と 
プリ ガム . ヤング 大学へ 来て， 一学 
期間 出席して みました。 この 大学の 
学生た ちと 接触して みたかつ たので 
す。 ほとんどの 学生 は 教え 通りの 生 
活 をして いました 力;'， ある 人た ちに 
は， 会う 前に 教会に 入る 決心 をして 
おかなかったら 考え を 変えた かも 知 
れな いと 思いました。」 

若者た ちょ， どこに いよ うと この 
こと を 心に 留めて おくべき だと 思う。 
あなたがたの 行動が， 人々 を 教会 か 
ら 遠ざけて いるか も しれない の だ。 
だれ も そんな こと をして うれしい 気 
持に はなれまい。 

つい 先日， 弁護士に なって ソルト 
レーク • シティ 一から ニューヨーク 

へ 行く という 青年の 父親と 話 をす る 
機会が あっす こ。 話に よれば， 青年 を 
招いた 組織 は 合衆国で も 指 折 り の団 
体で， その 会長が 東部で 大会 社の 副 
社長 を している 私たちの 教会の 会員 
を 知って おり， 人柄 を 知っている 会 
長が その 副社長に， 推薦で きる 人 は 
いない かと 尋ねた。 会長 はこう 言つ 
た。 「君の 教会の 青年 たちのよ うな 人 
が 欲しい のです よ。 酒 を 飲まず， 仕 
事 熱心 で 信頼 できる， そんな 人物 
が。」 そうでない 人 を 批判す る わけで 
はない が， これ は 教え 通りに 生きる 


教会の 青年た ちに 送られた 推薦状で 
ある。 これ は 生涯 常に あなたがたの 
益になる であろ う 。 

これに 答え 副社長 はこ う 言った。 
「ソルト レーク-シティ 一に ft 年 を 
ひとり 知っています。」 そこで その 団 
体 は 旅費 持ちで 青年 をニュ 一 ヨーク 
に 招き， 面接 をして 仕事 を 与え， 妻 
を 同伴して 二 ユー ヨークに 移る 費用 
も 住む 住宅 も 負担して く れ たので あ 
る。 

あなたがた 自身の ため， 成功の た 
め， 幸福の ため， また 付き合う 仲間 
たちに 及ぼす 影響の ために も， 信念 
通りに 生きる こと の 大切 さは 幾ら 強 
調しても 強調し すぎる ことがない。 
人々 は あなたがたが 言葉 通りの こ と 
をす るよう に， 言葉 通りの 人で ある 
よ う に 期待して いる。 期待 を 裏切る 
ならば 彼ら はがつ かりし， 神権 を 持 
つてい ない 青年た ち は そこから 影響 
を 受ける ので ある。 

先日， 感銘 を 受けた 出来事 をお 話 
したい。 ァ メリ 力 青年 会議所の 会頭 
夫妻が ほかに 二 組の 夫婦と 連れ立つ 
て 私の 事務所に 来た 折の こ とで ある。 
彼 ら は 教会員で あ る 会議所の 地区 会 
員の 招待で， 公式訪問に 来たの だつ 
た。 世界情勢 や 青年 会議所の 会頭 を 
している その 青年の 責任に ついて 話 
し 合った あとで， 私 はこう 言った。 
「教会に ついて 知りたい と 思います 

力、。」 

会頭 は， 「はい， 知りたいです」 と 
答えた。 

それで 私 は， 彼ら を 紹介して くれ 
た 青年に 向かって 言った。 「君から こ 

の 方た ちに， 教会の こと を 話して く 
れ ないかな。」 

彼 は， 「タナー 副 管長， あなたから 
話して 下さる と 思って いたのです 

が」 と 言った。 

私 は， 「いえ， 君から 教会の こと を 
話して あげて 下さい」 と 言った。 
青年 はこれ もま だ 若い 会頭の 目 を 


じっとみ つめて a つた。 「モル モン 経 
について 少しお 話しした いと 思い ま 
す。 私たち は モル モン 経 を 信じて い 
ますし， 神の み 言葉で ある こと を 知 
つてい ます。」 彼 は モル モン 経と は 何 
で， 予言者が どうやって それ を 手に 
入れた か， どのよう にして 翻訳され 
たかを 語り， その 説明 をした あとで 
こう 言った。 「私 はこの 本が 真実で あ 
る こと を 知っています。 そして 皆 さ 
んに 証し ます。 この 本 は 真実で， 神 
様の み 言 葉です。 この 本の 中に ある 
ひとつの 約束に ついて お話した いと 
思います。」 この 約束 を あなた は 知つ 
ている と 思う。  • 

それから 彼 は 言った。 「この 本が 欲 
しいと 思われません か。」 

すると 会頭 は 言った。 「ぜひ 欲しい 
です。 興味が あ り ます。」 

この 証 をした 青年 は， リチャード- 
モイ ル 兄弟で ある。 

青年た ちょ， どこに いよ う とだれ 
と 会おうと， 自分が 神の 子で ある こ 
と を 忘れない よ うにしょう。 私たち 
は 神の 神権 を 持って おり， 教えに 従 
つて 生活す る 責任が ある。 

今宵， 私 はこの 福音が 真実で ある 
こ と を 確かに 知っている と 証したい。 
それが 真実で ある こと を， 世の 出来 
事 を 知ってい るのと 同じように， 確 
かに 知っている。 神が 生きて おられ 
る こと， イエスが キリス！： であり， 
神の 御子で ある こと， 神と 御子が ジ 
ヨセフ' スミ スに姿 を 現わされ たこ 
と， 福音が 回復され， キリストの 教 
会が 地上に 再建され たこと を， 私 は 
知っている。 

福音の 証が 自分に はない と 感じて 
いる 青年た ちに 申し上げたい。 今宵， 

指導者た ち が 述べた 確信に 満 ち た 証 
を 受け 人れ なさい。 そして 同時に， 
祈り， 勉強し， 戒め を 守りなさい。 
そうすれば あなた が たは 自分の 手で， 
人が 享受で きる 最大の 祝福 を， その 
証 を 得る であろ う 。 
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「永遠の 命と は， 唯一の， まことの 
神で います あなたと， あなたが つか 
わされた イエス' キリストと を 知る 

ことであります。」 （ヨハネ 17  ：  3) 


私たちが 神権 を 尊び， 神権の もた 
らす 祝福に あずかり， 人に 不死 不滅 
と 永遠の 生命 を も たらす 業に おいて 
自分の 務め を 果たす ことができ るよ 


う， イエス. キリス 卜の み 名に よ り ， 
へりく た' つて 祈る ものである。 ァー 
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神権の 強さ 


大 管長 会 第一 副 管長 • 十二使徒 評議員 会 会長 


ハロル ド • B  • リー 


これまでのお 話 を 聞いて， 私 は ひ 
とつの 経験 を ここでお 話したい と感 
じている。 今宵， この 大会に 聞き入 
つてい る 人 は 数多い と 思う 力;， 特に 
ひとり の 人 は この こと を ありあり と 
思い出す ことであろう。 一 それ は 
何年 か 前の 日本での 出来事で ある。 
この 話の 一部に 特に 注目 していた だ 
きたい。 若い と きの 過ちが， 将来 神 
の 王国で 奉仕 できる 機会 をい かに 損 
な う か を 知って 欲しい ので ある。 

大戦 直後の ことで， 緊迫した 情勢 
であった。 私たち はものの 30 分 も あ 
れば D シァ 上空に 到達で きる 位置に 
ある 空軍基地で， 軍人た ちの 昼の 集 
会 中だった。 頼んで あった 最初の 話 
者 は ある 青年で， 彼 は 救い主が 弟子 
たちのた めに 祈られた この 祈り を 引 
いて 話 をした。 「わたしが お願いす る 
の は， 彼ら を 世から 取り去る ことで 
はなく， 彼ら を 悪しき 者から 守って 
下さる ことであります。」 （ヨハネ 17 
： 15) この 若者の 話 は 純潔に ついて 
今まで 聞いた ことがない ほど 素 晴ら 
しい 話だった。 彼 はこう 言って 話 を 
終えた。 「純潔 を 失うよ り は， 死んで 
棺に 入れられて 故国に 送られる 方が 
良い と 思います。」 

軍人ば かりの 聴衆の 間に は， 水 を 
打った ような 沈黙が あった。 それ か 


ら証を 述べて 演壇から 降りよ うとす 
ると， 彼 はつまず いて 倒れ， 演壇の 
上に うずくまった。 私たち は 彼を演 
壇から 降ろし， 意識 を 取り戻す まで 
介抱して， 席に 連れて行った。 

彼 を 連れて行く とき， 伝道 部長 は 
私に 「心臓が 悪い ので はないで しょ 
う 力つ と 言った。 私 は， 「彼が 話した 
ことに 敵対す る 力が， 彼に 及ぼされ 
ている ように 感じられました」 と 返 
事 を した。 

私に 話す 番が 来たと き， 私 は その 
青年に こう 言った。 「あなた は 私たち 
に 深い 感銘 を 与えて くれました。 純 
潔 を 失うよ り は 死んだ 方が いいとお 
つし やった が， 私たちが 聞いた と 同 
じょう に 悪魔 も それ を 聞いた こと を 
忘れない よ うに。 私の 推測が はずれ 
なければ， 悪魔 は 純潔 を 失う く らい 
なら 命 を 捨てる と 言った あなたの 言 
葉 を 試す でしよ う。 十分 警戒して い 
なさい。」 

集会が 終わる と， グループ リーダ 
一が 私 を わきに 呼んで 言った。 「おつ 
しゃる 通りでした。 というの は， こ 
の 千歳 基地 は 教会員 を 陥れよ うとす 
る 売春婦が はびこつ ている 腐敗し き 
つた 町です。 私たち は 彼らが その 魔 
手に かからな いよ う に 努めて き たの 
です が， この 青年 はそんな 娼婦の 所 


へ 遊びに 行く 約束 をして しまったの 
です。 私たち は 彼が 出掛ける 前に そ 
れを 知りました。 それで 私たち は， 
『君 を 行かせる わけに はいかない。 お 
母さんの こと を 考えて みなさい。 恋 
人 や 妹た ちの こ と を 考えて みなさい。 
これから 君と 一緒に 行って， fn] とか 
上手に 約束 を 断 わる ことにしよう』 
と 言い ま した。」 

彼ら は 実際にそう して，. 2 週間 そ 
の 青年 を 気を付けて 見守る ことにし 
た。 彼ら は 青年に ヮー ド ティー チン 
ゲ， つまり 今で 言 う ホーム ティーチ 
ングの 責任 を 与えた。 それ は 基地 内 
の 不活発 会員 を 全員 訪問す る ことで 
あった。 そして 2 週間 後， この 青年 
に 純潔に ついて 話す 割当て を 与えた 
のであった。 

それから 何年 かたった。 私 は マツ 
ケ ィ 大 管長 と共に ロサンゼルス 神殿 
の献堂 式に 参列して いた。 集会の 合 
間に 新鮮な 空気 を 吸いに 外に 出て， 
神殿の 西側 を 歩いて いた 時， 小高い 
所に 見覚えの ある 青年が 立って いる 
のが 見えた。 日本の 北海道で 会った 
こ との ある その 青年に 近寄って 行く 
と， 彼 は 私に 気が付いて， 階段 を 走 
り 降りて く ると 私に 抱き付く ように 
して つた。 「リー 長老 ノ 私 はロサ 
ンゼ ルス 神殿で 働く ように 召された 
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んで すよ。」 

私 は 胸に 詰まる もの を 覚えた。 私 
が 彼に 会った の は， 一歩 踏み 誤れば 
口 サン ゼ ルス 神殿で 働 く 権利 を 失 つ 
たと 思われる そんな 岐路に 立って い 
た 時だった からで ある。 

さ ら に 何年 かた つて， 私 は 彼の 住 
む 地方の 大会に 出席した。 若い 夫婦 
が 通路 を 歩いて 来る のが 見えた。 男 
性 は 腕に 無垢な 幼子 を 抱き， 美しい 
女性が 彼に 寄り添つ ていた。 妻 だと 
紹介して くれた。 その 幼子の 顔 を 見 
せて くれたと き， 若い 父親と なって 
幼子に 汚れの ない 純粋な 血が 流れて 
いる こと を 知っている 誇りが 彼の 顔 
にう かがえ たように 感じた。 これ こ 
そ， 試練 を 耐え 抜いて きた 者に 与え 
られる 報いで ある。 

私たちが 青年 を 教える 際に 留意し 
なければ ならない ひとつの こ と は， 
思い もよ らな いと きに 来る 誘惑に ど 
う 対処す るか を はつ きりさせ てお く 
ことで ある。 兵役に 赴 こ うとす る 青 
年た ちに 教える ときには， 実際に 経 
験した 人に 来て もらって， 「ではこう 
いう 誘惑に あった ら どう します 力、 
どう 対処し ます 力つ と 言っても らう 
ことで ある。 そうすれば， 自分なら 
どう 対処す るか を 話し あう ことが で 
きる。 悪の はびこる 時代に， これ は 
何と 大切な ことで あろ う 。 

第一に 責任が あるの は， 子供の 父 
親で ある。 しかし そうは 言っても， 
父親が ある 朝， 起きる 早々 息子 を 枕 

もとに 呼び， 15 分で 人生の あらゆる 
こと を 話して 聞かせよ うとい うので 
はない。 子供た ちに そのよ うな こと 
が 心 要な ので はない。 微妙な 問題に 
ついて 尋ねたい と 思う ときに 答えて 
くれる 父親が， 子供に は 必要な ので 
ある。 子供 は 知識に 飢えて おり， あ 
ら ゆる 物事に 好奇心 を 持って いる。 

も し 父親が 率直， 正直に 子供の 成 
長に 応じて 知恵の 及ぶ だけの こと を 
話して 教えるならば， その 父親 は あ 


と あと も 子供から 相談 を 持ち掛けら 
れる 父親になる であろう。 そのよう 
な 父親 は 子供の 心の 錨で あり， 子供 
が 予想 も しないと きに 襲って く る 運 
命の 魔手に 陥らない よう， 自分の 人 
生 経験の 書 を 引いて 子供に 備え を さ 
せる であろう。 

も う ひとつの こ と をお 話したい。 
私たち は 家庭の 夕べの よ うな 活動 や 
神殿 結婚， ホーム ティー チン ゲな ど 
の 諸 活動に ついて 研究して， 単に 警 
告 した り 家庭の 夕べ や ホーム テ ィ 一 
チン ゲ をす るよ うに 圧力 を挂ト けよ う 
としても， 決して 進歩し ない ことが 
わかった。 ホーム ティ 一 チン グを行 
ない， 家庭の 夕べ を 持ち， 聖餐 会の 
出席 数 を 増加 させ， 神殿 結婚 や 神殿 
参入 者 数 を 多くす るた めの 唯一の 方 
法 は， 神権 者が 家庭で 自分の 神権の 
召し を 全力 を 尽く して 遂行す る こ と 
だとい う こ とがわ かってき た。 神権 
者が 自分に 与えられ ている 全能の 神 
の 力， すなわち 神の 神権の 重要 さ を 
理解 しないう ち は， その 家庭 は 安定 
しない。 

私たちが すべての 父親に 強調し な 
ければ ならない こと は， 家族の 永遠 
の 福祉 は 父親に 責任が ある という こ 
とで ある。 これ はつ まり， 家族と 共 
に 教会に 集う ことで あり， 家族と 共 
に 聖餐 会に 出席す る ことで あり， 家 
族の きずな を 強める ために 家庭の 夕 
ベ を 開く ことで あり， 家族 を 神殿に 
連れて行 くた めに 自 分が 備 える こと 
であり， それによ つて， 永遠の 家族 
を 作る 歩み を 進める ので ある。 

主に 命 じられ た 通 り の 生活 を して 
自分の 神権の 召し を 全力 を 尽く して 
遂行す る こと を， 一人一人の 神権 者 
によく 認識させる こと は， 実に 大切 
な 貴 任で ある。 

自殺 防止 協会に ついて 話して みた 
い。 霊的な 自殺 を 企てて いる 教会員 
が 大勢い ると 思う。 肉体の 自殺 を 企 
てる 人と 同様， 彼ら も 助け を 求めて 


いる。 そうした 苦悩の 声 は， 私たち 
が 気付き さ え すれば 命 を 救い 得る 声 
なので ある。 

現在 私たちの 周囲に は， 霊的な 自 
殺の 危機に あって， そのし るし， つ 
ま り 苦悩の 叫び を 上げて いる 人た ち 
が 大勢い る。 私たちが 遅れずに その 
苦悩の 叫びに 気付き さえ すれば， 私 
たち 自身が 彼ら を 救う 手 だてと な り 
得る ので ある。 

も う ひとつお 話したい こ とが ある。 
私たち は 今， 教会に 様々 な 国籍の 民 
を 迎え入れ ている。 私たち 教会員 は， 
迫害 や 市民権の 差別 や 憲法で 保障 さ 
れた 数々 の 権利 を 取り上げられ たと 
いう 歴史 を 過去に 持つ こと を 忘れて 
はならない。 教会員で ある 人々 は， 
肌の 色 や 人種の 違いに 全く 関係な く， 
全員が 神の 王国と 教会の 会員で ある 。 
ある 人々 は 自分が 差別され ている と 
話して いた。 卑劣な 言葉 を 聞く こ と 
も ある。 私たち は 状況に 応じて は， 
そのよ う な 人々 と 一線 を 画す こと 力く 
ある。 

今， 私たち は あらゆる 地域の 人々 
に 兄弟愛の 手 を 広げ， 実際に 改宗し 
ている 人々， 教会に 加入して そこで 
得られる 数々 の 豊かな 祝福 を 受けた 
いと 思って いる 人々 に， この 手 を 差 
し 伸べ なければ ならない。 私たち は 
ま だ 神権 を 持 つてい ない 人々 のた め 
に， ィ ヱス. キリスト の 祝福が 可能 

な 限り 充分に 与えられ るよ うに 祈つ 
ている。 一方， 教会員に は， 互いに 
愛し 合うべき であると いう 新しい 戒 
め を 与えられた イエス • キリス 卜の 
模範に， 誠心誠意 従うよう にお 願い 
する。 それ を 忘れる ことのな いよう 
に， 心から 願って いる。 

さて， 最後に もう ひとつ 述べたい。 
私 は 今晩の ス ミ ス大 管長のお 話に 別 
の 意味で も 感動した。 こうした 感動 
は 真実 起こ り 得る ので ある。 私が 十 
二 使徒 評議員 会の 一員に 名 を 連ね る 
ようになって 間 もない 頃， 初めて 参 
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加 を 許された 教会 幹部の 再組織 はゲ 
ラ ン 卜大 管長の 逝去の 折であった。 
私た ち は 神殿に 集 ま つ て 長い 討議 を 
した。 これ は， 挙手に よって 教会の 
大 管長が 選任 される 前にい つも 取ら 
れる 措置で ある。 そのと き， 私 は 副 
管長に だれが な つ て だれが な ら ない 
かな どのう わさが あった こと を 考え 
ていた。 こうした 再組織に は 付き物 
のう わさで ある。 しかし， 大 管長が 
副 管長 を 指名し， 彼らが 部屋の 上座 
に 着いた と き， 私 は 心中， 彼ら こそ 
教会の 大 管長 会に 主が 望んで おられ 
る 人々 であると いう 証 を 持った。 私 
の 耳 も とで 真理が 高らかに 歌い あげ 
られ たかの ように， その 確信 を 感じ 
た。 

私 は 次の こと を 皆様に 強調したい。 
だれか このよ う に 言った 人が ある 力；， 


これ は 正に 真実で ある。 「神の 力が 教 
会の 指導者の 上に と どまる のを兒 て， 
それが 胸の 中で 炎の よ う に 燃える よ 
うになら ない うち は， その 人 は 真実 
の 意味で 改宗した と 言えない。」 教会 
員 は， 自分た ちが 正しく 導かれて い 
ると いう 確信 を 得， 神の 人で ある 指 
導 者が 神の み 手に よ り 正しく 任命 さ 
れ， 霊感 を 受けて いると いう 確信 を 
得て はじめて， 真実の 意味での 改宗 
を する ので ある。 

私 は 先程 お 話 し た 出来事 を 通 じ て 
知った 通りに， 主が 選ばれた 人々 は 
そのと きに 主が 必要と して おられる 
人々 である こと を， 心の底から 知つ 
ている と 証す る。 私 は 十二使徒 であ 

つた オルソン •  F  • ホイット 二 一長 
老が この 説教 壇から 話 をす るの を 聞 
いた ことがある。 彼 はこ う 語った。 


大 管長 会の 兄弟た ち は 必ず しも 教会 
で 一番 優れた 人々 ではない。 彼らと 
同じように， あるいは 彼ら 以上に 義 
しい 生活 をして いる 人 はたく さんい 
る だろ う と 思う 力;， ただ ひとつ 確か 
な こと は， 空席が できて 主が それ を 
埋める 人 を 必要と する 時， 主 は 周り 
を 見て， その 時に その 地位 を 満たす 
に 最も ふさわしい 人 を 見つけ 出され 
ると いう ことで ある， と。 

私 は 教会 幹部と して 31 年の 長き に 
わたって 働いて いる 力；， そこで 得た 
経験から， この ことが 真実で あると 
知っている。 主 はこの 教会 を 導いて 
おられる。 私たち はこ の 教会の 評議 
員 会に 神の 導 きがある こと を， 絶え 
ず 感じて いる。 この 心からの 証 を， 
主 イエス • キリスト のみ 名に よって 

申 し 上げる。 アーメン。 
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なぜ 清く あるべき か 


十二使徒 評議員 会 会員 

ボ イド •  K  •  ノでッ 力一 


けさの こ の 大会に 力強い みた ま が 
共に ある こ と を どなた も 感じて おら 
れる ことと 思う。 ここに こ の 微妙で 
むずかしい 問題 を 語る とき， これ ま 
でに な く みたまの 力に よ る 助けが あ 
るよう， 切に 求めたい と 思う。 

きょう， この 会場に は 若人が た く 
さん 見えて おられる。 私 は 皆さんに， 
しかも 特に 十代の 皆さんに 話したい。 
なぜ 清 く あるべき か —— この テーマ 
は あなたがたが 大きな 関心 を 寄せて 
いる 事柄で あろ う と 思う。 

禾丄 はこの こと を， 深い 敬虔の 思い 
を もって 話したい と 思う。 それに 驚 
く 人が あるか もしれ ない。 なぜなら， 
この 問題 はと り わけよ く 話の種に な 
り， 歌に 歌われ， 冗談の 種に さえな 
つてい るからで ある。 ほとんどの 場 
合， それ は 慎みな く 語られて いる。 

あえて この 最も むずかしい 問題に 
ついて 語る とき， 人に 不快 感を 与え 
ないよう， 慎み を 保ちたい と 思う。 

若人の 皆さん， 私の 話 は あなたが 
たにと つて 非常に 重要な ものである。 
皆さんの 将来の 幸福に かかわる 話 だ 
からで ある。 聖典 を 読んだ こ とのな 
い 人に とって， 耳新しい 事柄が 幾つ 
か あるか も しれない。 

はじめに， この 世に 誕生す る 以前， 
皆さん は 天父と 共に 住んで いた。 天 


父 は 実在の 御 方で ある。 実際に 生き 
て おられる。 この 地上に 生きて 天父 
の 存在 を 証す る 人々 がいる。 私たち 
はこの 大会で 天父の しもべた ちの そ 
の 証 を 聞いた。 天父 は 生きて おられ 
る。 私 は それ を 証す る。 

天父 は そこで， 皆さん を 知って お 
られ た。 皆さん を 愛して おられた の 
で， 主 は 幸福と 永遠の 進歩と を 願わ 
れた。 神 は 皆さんが 自由に 選び， 正 
しい 選択の 力に よって 成長し， 御自 
身と 同じよう になる こと を 望まれた 
そのよう になる ために， 私たち は 神 
のみ 前 を 去らなくて はならなかった 
ので ある。 それ は 学校に 行く ために 
家 を 離れる のと 似て いる。 ひとつの 
計画が 示され， 各々 が 天父の み 前 を 
離れて この 世の 生活 を 経験す る こ と 
に 賛成した。 

私たら が この 世に 来る に 際して， 
ふたつの 大切な ことが 用意され てい 
た。 ひとつ は， 私たち は 神の かたち 
にかた どって 造られた 肉体 を 受ける 
という ことで ある。 肉体 を 通じ， そ 
れを 正しく コン トロール する ことに 
よって， 私たち は 永遠の 生命と 永遠 
の 幸福 を 得る。 ふたつに は， 私たち 
が 力 を 増し， 霊的に 強くなる ように 
試みられる という ことで ある。 

さて， 最初の 目的 は 非常に 重要で 


ある。 なぜなら， 私たちに 与えられ 
たこの 肉体 は， 将来 復活して， 永遠 
に 私た ちに 仕える ものと なる からで 
ある。 

神の 計画の もとに， アダムと ィ ブ 
が 私たちの 最初の 両親と して 地上に 
送られた。 彼ら は， この 地上に やつ 
てく る 最初の 霊た ちに 肉体 を 用意す 
る こ とがで きた。 

私たちの 肉体に は， 神聖な 創造の 
力が 備えられた。 さながら 火に， 他 
の 物に 火 をつ ける 力が あるのと 同じ 
よ う に。 この 賜 はた だ 神聖な 結婚の 
胖の 中での み 用いられるべき もので 
あった。 この 力 を 行使す る ことによ 
り， 肉体が 創造され， 霊が そこに 宿 
り， 新たに 人間が この 世に 生まれる。 

この 力 は 善き ものである。 それに 
よって 家庭が 作られ， 維持され るの 
であり， 幸福の 土台 は 家族 生活の 中 
に 見い出され るので ある。 この 力 は， 
この 世に 生まれて く るすべ ての 人に 
授けられる。 それ は 神聖で 重要な 力 
である。 私 は 友で ある 若人に 繰り返 
して 言う。 この 力 は 善き ものである 

と C 

十代の 皆さん も， アダムと ィ ブの 
あらゆる 息子， 娘と 同様， この 力 を 
内に 持って いる。 

創造の 力， いう なれば 生殖の 力 は， 
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単 に 神の 計画に 付随す る 事柄 で は な 
く， その 計画の 基礎 をな す もので あ 
る。 この 力なし に， 計画 は 実施で き 
なかった。 この 力 を 誤って 用いる こ 
と は， 計画 を 崩壊させる ことになる 

皆さんが この 世の 生涯で 得る こ と 
のでき る 幸福の 多く は， 神聖な 創造 
の 力 を どのよ う に 使う かに かかって 
いる。 若い 男性 は 父親になる ことが 
でき， 若い 女性 は 母親になる ことが 
できる という 事実 は， 皆さんに とつ 
て 最も 大切な ことで ある。 

この 力 は 皆さんの 中で 成長し， 自 
分の 伴侶 を 求めさせ， その 人 を 愛し， 
自分 だけの ものにし たいと 思う 力 を 
与えて く れる。 

繰り返し 言う が， 生命の 創造に お 
いて 働く この 力 は 神聖な ものである。 
皆さん はいつ の 日 力、 自分の 家族 を 
持つ ことができる であろう。 そして， 
この 力 を 行使して， 子供 を 自分の 所 
へ 招く こと がで き る 。 幼子が 皆 さ ん 
の 子供と なる ので ある。 自分自身の 
形に 似せて 創造 された 幼子が …… 。 
あなた は 力と 影響と 機会 を 支配して 
ひ と つの 家族 を 築 くこと がで きる。 
しかし， それに は 大きな 責任が 伴う 
ので ある。 

この 創造の 力に は， 強い 欲求と 衝 
動が つきもの である。 皆さん は， 自 
分の 関心 や 態度の 変化の 中に， それ 
らを すでに 感じられ たこ とであろう。 

十代に 人る と， 急に 少年 も 少女 も 
興味深い 新しい 変化 を 見る。 皆さん 
は 自分 や 他人の 体の 姿， 形の 変化に 
気付く ことで あろ う 。 また， 肉体の 
欲求の ささやき を も 経験す るで あろ 

ラ 0 

この 創造の 力 は， 少なく とも 二 面 
を 持たなければ ならなかった。 すな 
わち， 第一に それ は 強くなければ な 
らず， 第二に それ は ある 程度 継続す 
る もので なければ ならなかった。 

この 力 は 強くなければ ならない。 
そのため， ほとんどの 男性 は 生来， 


未知の もの を 追い求め るので ある。 
心の 内に そのよ う な 力が 存在し なか 
つたならば， 男性 は 家庭 や 家族 を 支 
える 責任 を いやがつ たこ とであろう。 
また この 力 は 継続す る もので なけれ 
ばなら ない。 なぜなら， それ は 家族 
生活 を 結ぶ ものと なる からで ある。 

皆さん はま わりにい る 動物の 世界 
を 見 わたして 理解で きる 年令に 達し 
ている と 思う。 この 創造の 力が 束の 
間で， ある 季節に だけ 力が 現われる 
ものの 中に， 家族 生活 は 存在し ない。 

生命が 続く の はこの 力に よる。 試 
練 や 恐れ や 失望に 満ちた 世界 は， 希 
望と 喜びと 幸福の 国に 変化で きる。 
子供が 生まれる たびに， 世界 は 幾ら 
か 白紙の 状態 を 取 り 戻す ので ある 。 

若人の 皆さんに も う 一度 言いたい 
と 思う。 皆さんの 内に ある この 力 は 
善い ものである。 それ は 父なる 神 か 
らの 賜で ある。 他の 何物で もない こ 
の 力 を 正しく 行使す る ことによって， 
私たち は 神に 近い 者と なれる ので あ 
る。 

私たち は， ささやか では あるが， 
天父が 子供で ある 私たち を 治める と 

きに 持って おられる と 同様の もの を 
数多く 持つ ことができる。 これより 

も 偉大な 試験の 場 や 学校 を 想像 はで 

きないであろう。 

そうで あると すれば， 教会に おけ 
る 結婚が 非常に 神聖で 重要な こと に 
何の 不思議が あろう 力、。 これらの 創 
造の 力 を 行使す る 結婚が， 注意 深く 
計画 されて 人生の 最も 厳粛な 一段 階 
となるべき ことの 理由 を， あなた は 
理解で きる だろう 力'。 主が 結婚式 を 
執行す る 目的で 神殿 を 建てよ と 言わ 
れ たこと を， 何 か 変わ つたこと のよ 
う に 思うべき だろう 力、 

ここで， 私 は 別の こと を 皆さんへ 
の 警告と して 話したい と 思う。 はじ 
めに 私たちの 間に 天父の 計画に 反対 
した 者が ひと り いた。 彼 は その 計画 
を 崩壊させる と 誓った。 


彼 は 肉体 を 得る こ と を 許されず 投 
げ 落と されて 自分の 王国 を 築く にし 
て も 永遠に 限界 を 置かれる こ と にな 
つた。 そして 悪意と ねたみ を 持った。 
彼 は 創造の 力が 神の 計画に とって 鍵 
と も 言うべき 重要な 位置 を 占めて い 
るの を 知っている。 

彼 は， あ な た が 未熟 なう ちゃ 若 過 
ぎる ときに この 力 を 使ったり， 間違 
つ た 方法で 使うよ う に 誘惑 すれば， 
あ な た が 永遠 進歩の 機会 を 失 つてし 
まう こと を 知っている。 

彼 は 目に 見えない 世界に 実在して 
強大な 力 を 持って いる。 彼 は 神聖な 
創造の 力 を 守る ことができ るよ うに 
与えられた 律法 を 破れと， その 力 を 
用いて あなたに 勧める であろ う 。 

これまで は， 彼 は 公然と 人 を不道 
徳へ 誘う ような こ と はしなかった。 
ひっそりと 隠れて， 若者 や 大人が 神 
聖な 創造の 力 を いい加減に 考える よ 
うに 導く ので ある。 神聖で 美しい も 
の を， 普通の 水準に， あるいは 俗悪 
な 水準に 落と させようと して。 

しかし， 現在， 彼の 策略 は 変わつ 
た。 彼 はこの 力 を， ただ 満足させる 
べき 欲望で あると 説いて いる。 この 
力 を 使う に は 何も 責任が いらない と 
教え， 快楽 だけが 唯一の 目的 だと 言 

うこと であろう。 

彼の 悪らつな 誘惑 は 町の 看板に 見 
られ る。 冗談に 語られ， 歌われ， テ 
レビ や 劇場に 現われる。 ほとんどの 
雑誌に， 皆さん は 驚きの 目 を 見 はる 
であろう。 言葉 は 御存じと 思う が， 
ポルノ を 扱った 雑誌が ある。 この 神 
聖なカ を 誤用し， 汚させようと， 公 
然 と 邪悪 な 誘惑 の 手 力;' 伸びて いる。 

皆さん は， 神聖な この 力 を 誤らせ 
よ う とする 誘惑が 絶えず 目の前に あ 
る 社会の 中で， 成長して いる。 

私 は 皆さんに 忠告したい。 次の 言 
葉 を 忘、 れな いよ う に。 

他の だれに も， 皆さんの 体に 少し 
なりと も 触れさせて はならない。 た 
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とえ どのような 人で あっても z そ 
のように 言う 人 は， 自分の 罪 を 皆 さ 
ん にも 負わせる 人で ある。 私 は 皆 さ 
んに， 清 さ を 保ちな さいと 教える。 
命 を 生み出す この 力 を 体験せ よ と 
勧める 者に は， 背 を 向ける ことで あ 
る。 

そのよ うな こと は 現在の 社会で 皆 
が やって いると いうの は， 理由に な 
ら ない。 

ふたりが 合意の 上 だからと いうの 
も 理由に ならない。 

愛情の 当然の 表現 だと 考える の も， 
正しい こと ではない。 

私たち は， 結婚の 誓約に よらな け 
れば この 神聖な 力 を 正しく 行使で き 
ない ので ある。 

これらの 神聖な 力 を， 決して 誤つ 
て 行使して はならない。 

さて， 友で ある 皆さんに， 真剣に 
厳粛に 話さなければ ならない ことが 
ある。 神 ははつ き り した 言葉で， 純 
潔 の 律法 を 犯す ときに は 悲惨 と 苦悩 
を 味わう と言われた。 「罪悪 は 決して 
幸福 を 生じた こと はない。」 （アルマ 

41 ： 10) 

この 賜の 行使に ついて， 神 は 子供 
たち 全員 を 導く 律法 を 定められた。 

神が 意地悪で， 復謦 する ために， 
道徳律 を 破った 者に 罪 を 与える とい 
うので はない。 律法 は それ 自体 確立 
されて いるので ある。 

皆 さんが 気高い 人生 を 送るな ら ば， 
栄光に 輝く 王冠が 待って いる。 その 
冠 を 失う だけで も 充分な 罰 であろう。 
しかし まれに， 私たち は 与えられる 
罰と 同時に 罰 そのものから も 罰せら 
れる こと が ある。 

私の 声 を 聞いて いる 人の 中には， 
すでに 罪に 落ちた 若者が ひと りなら 
ずい るに 違いない。 若人の 皆さんの 
幾人 か は， 悪気な しに 誘惑に のり， 
この 力 を 間違って 使った ことがある 
であろう。 

若い 友人た ちょ， この こと を 知つ 


て 欲しい。 大 いなる 清めの 力が ある。 
あなた はも う 一度 清 くなる ことが で 
きる。 

もし 教会員でないなら ば， バプテ 
ス マの 誓約 自体が と り わけ 洗い清め 
を 象徴して いる。 

教会員で ある 人に とって は， 苦痛 
は 避けられない にしても， 確かに 可 
能な ひとつの 方法が ある。 神の み 前 
に 汚れな く 清く 立つ ことができ るの 
である。 罪 は 消え去り， 平安が 得ら 
れる。 監督のと ころへ 行きなさい。 
彼が その 清めの 力の 鍵 を 持って いる。 

そうすれば， いっか あなた はこれ 
らの 力の 完全な 正しい 表現 を 知り， 
正しい 家族 生活の 中で， それに 伴う 
幸福と 喜びと を 知る こ と がで きる で 
あろう。 ふさわしい ときに 結婚 誓約 
の 群の 中で， それ 自体の 結実と して 
子孫 を 得る， 愛の 神聖な 表現に 身 を 
ゆだねる ことができ るので ある。 

いつの 日 力'， 皆さん は 幼子 を 腕に 
抱き， 夫婦が 天父と 協力して 生命の 
創造に 携わった こと を 知る であろう。 
子供 は あなたの ものである そのこ と 
から あなた は， 自分自身よりも 他の 
人 を もつ と 愛する よ う になる であろ 
ラ <= 

私の 知る 限りに おいて， この 経験 
は 自分の 子供 を 持つ か， 他人の 子 を 
養子に して 自分の 家族 同様 その 誓約 
の 中で 育てる 以外に， 知る ことので 
きない ものである。 

皆さんの 中には 結婚の 祝福 を 受け 
ていない 人 もい るであろう。 しかし 
たとえそう であっても， 創造の 神聖 
な 力 は 守り抜きなさい。 偉大な 償い 
の 力が あなたに 及ぼされ るからで あ 
る。 

自分自身 を 愛する よ り もさら に 深 
く 愛する ことので きる その 幼子に よ 
つて， 皆さん はまことの クリス チヤ 
ン となる。 人が まれに しか 知り 得な 
い， 聖典に 言われて いる 「父」 とい 
う 言葉の 意味 を 知る の は そのと きな 


ので ある。 あなた は 愛の 何で あるか 
を 感じ， 神が 私たちに 対して 抱いて 
おられる 関心 を 悟る であろ う 。 

至高なる 神に 与えられる 崇敬と 誉 
れ と 讃美の 全 称号 を 意味す る 呼び名 

として， 簡単な 「父」 という W 葉が 
選ばれた ことに は， 大きな 意味が あ 
る はずで ある。 

皆さんの 持つ 賜 を 大切に 守って 欲 
しい。 幸福が そこに かかって いる。 
今 は た だ 期待 し， 夢見る だ けの 永遠 
の 家族 生活 も， 天父が 創造の 力と い 
う あらゆる 賜 中 最大の 賜 を 授けて 下 
さって いるので， やがて 現実と なる 
からで ある。 それ は 幸福の 鍵で ある。 
この 賜 を 神聖に， 清く 保ちなさい。 
主の 命じられる 通りに 行使しなさい。 

若い 友人た ちょ， この 人生に は大 
きな 幸福と 喜びが ある。 私 は そのこ 
と を 証で きる。 

私 は， 皆さんが 愛し 愛される 伴侶 
を 得る 姿 を 目に 浮かべて いる。 皆 さ 
んが 結婚の 聖壇の 前で 神聖な 誓約 を 
交わす 姿 を 心に 描いて いる。 愛が 成 
就され て， 自分の 家庭 を 持つ ありさ 
ま を 想像して いる。 また， 皆さんが 
子供 を 得， 皆さんの 愛が 子供と 共に 
成長して ゆく 様子 を 胸に 描いて いる。 

私 は 心に 描く その 姿に， わく を設 
ける ことができない。 たとえで きて 
も， わく を はめようと はしない であ 
ろう。 なぜなら， その 姿に は 限界が 
ないから である。 主の 律法に 従うな 
らば， その 幸福に は 限りがない であ 
ろう。 

神の 恵みが 若人の 皆 さ んの 上に あ 
るよう にと 祈る。 天父が 皆さん を 見 
守り， 支え， この 神聖な 賜の 表現に 
おいて 皆さんが 天父に 近く いられる 
よ う に。 天父 は 生きて おられる。 神 
は 私たら の 父で あられる。 これらの 
証 を， イエス' キリスト のみ 名に よ 
つて 申し上げる。 ァーメ ン。 
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真の 教会 


十二使徒 評議員 会 会員 


リグ ラン ド • リ チヤ一 ズ 


兄弟 姉妹， 霊感 豊かな 今 大会の 最 
後の 部に， 少しの 時間 をいた だけた 
こと は 身に 余る 光栄で ある。 今 大会 
を 通じて 兄弟た ちの 説教 を 聞きな が 
ら， 主が 回復され た 教会に 大会の 開 
催 を 定められた ことに 対して 深い 感 
謝 を 感じずに いられなかった の は， 
皆さん も 同様で あろ う と 思う。 

この 場で 聞いた 霊感 あふれる 勧告 
や 助言 を 今一度 考えて， 私たち 自身 
の 生活 や 家族 や 若者た ちの 生活 を 整 
える のに 役立てて いただきたい。 私 
たち は 隣人 や 友人と どのよ う に 交際 
する かにつ いて 教えられ， きょうこ 
こで 話された 中から， 地域で 政治 活 
動に 参加す る 際の 自分た ちの 責任 を 
も 学んだ。 

ついい ま しがた は 聖歌隊の 美しい 
歌声で 「うるわしき 朝よ」 を 聞いた。 
考えて みていた だきたい。 これ こそ 
現代の 世界に 伝えるべき 最も 重要な 
メッセ 一 ジ である。 ス ミ ス大 管長 は 
開会 説教の 中で， 「主の み 業 は 勝利 を 
得る であろう。 地上の いかなる 力 を 
もってしても， 真理が 広まり， あら 
ゆる 国に 福音が 伝えられ るの を 妨げ 
る こ と はでき ない」 と言われた。 

また 昨晩の WIS 会で， 「福音 は 進み 
行き， やがて 全地 を 覆う であろう」 
と言われた。 福音が 進み 行き， 全地 


を 覆う とすれば， 全地に 進み 行 く そ 
の 業 を 助ける にあたって， 家族 共々 
私たち 末日 聖徒に 課せられた 責任 は 
なんと 大きい ことであろう 力 >。 今日 
の 世界に あって， まだ この 教会の 会 
員で はない 隣人 や 友人に， 聖歌隊が 
いま しがた 歌った 通りの 福音の 回復 
を 証す る こ とほ ど， 価値の ある メ ッ 
セージ はない。 

古代の 使徒 ぺテ 0 の 言葉 を 考えて 
みたい。 彼 は 当時の 聖徒た ちに 向か 
つて こ う 語って いる。 

「 •••••• あなたが たは， 選ばれた 種族， 

王国の 神権 者， 聖 なる 国民， 神に つ 
ける 民で ある。 （それ は なぜか） それ 
によって， 暗やみから 驚くべき 栄光 
に 招き 入れて 下さつ たかた のみ わざ 
を， あなたがたが 語り伝える ためで 

ある。」 （欽定 訳 I ぺ テロ  2  ：  9  ) 

私たち は 今 大会で， ィヱス が 言わ 
れ たよ う に 光 を 人々 の 前に 輝かし， 
人々 が 私たちの よい 行ない を 見て， 
天に います 私た ちの 御 父 を あがめる 
よ う にしなさい という 勧告 を 受けた。 
(マ タイ 5  ： 16 参照） 
パゥ D によれば， 「 …… 信仰 は 聞く 
ことによ るので あり， 聞く こと はキ 
リ ス ト の 言葉から 来る ので ある。」 
(口 一 マ 10  ： 17) 

「しか し "-… 宣べ伝 え る 者が いな く 


て は， どうして 聞く ことがあろう 力 >。 
つかわされなくて は， どうして 宣べ 
伝える ことがあろう 力、。」 （ローマ 10 
： 14—15) 

そのため， 教会員に は， この 神権 
時代に 地上に 真理 を 回復す るに あた 
つて 主が なされた み 業 を 全世界に 向 
かって 証す る 大きな 責任が 課せられ 
ている ので ある。 

イエス 力；， 弟子た ちから 再降臨の 
しるしに ついて 尋ねられた とき， 戦 
争と 戦争のう わさが あり， 疫病が あ 
り ， 地震が あ り， ききんが あり， そ 
して 国が 国に 敵対して 立ち上が るで 
あろうと 教えられ たこと を， あなた 
がた は 覚えて いるであろう。 そのと 
き， さらに ィ エス は 言われた。 

「そして この 御 国の 福音 は， すべて 
の 民に 対して あかし をす るた めに， 
全世界に 宣べ 伝えられる であろ う 。 
そ して それから 最後が 来る ので あ 
る。」 （マ タイ 24  ： 14) 

ィ ヱスの 言われた み 国の 福音 を 見 
いだす に は， 人 は どこに 目 を 向けれ 
ばよ いのであろう 力、。 聖句 に対する 
人の 解釈に ではなく， イエスが 次の 
よ う に 言って 十二使徒に 授けられた 
よ う な 神の 力の 存在す る ところに で 
ある。 

「あなたがたが わたし を 選んだ ので 
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はない。 わたしが あなたがた を 選ん 
で聖 任した ので ある。」 （欽定 訳ョハ 

ネ 15  ： 16) 

「 そして， あなたが 地上で つな 
ぐ こと は， 天で もつな がれ "…- 」 （マ 
タイ 16  ： 19) 

だれで も 聖 句の ある 箇所 を 抜き出 
して それ を 基に 教会 を 組織す る こ と 
はでき る 力;'， 枯れ木から 生きた 枝 を 
どのよう にして 取ろうと いうの か。 
主の み 名に よって 事 を 行なう 権威， 
権能 を， どのようして そこに 注入し 
よ う というの だろう 力 >。 

それ は， 正式に 任命され なければ 
市長 や 知事 や 大統領の 職務 を 代行で 
きないのと 同じ こ とで ある。 天父の 
王国に おいても， それ を 与える 権利 
を 持った 人に よって 神からの 権能が 
与えられる のでなければ， どんな 仕 
事 もな し 得ない。 

そのため， 私たち は 福音の 回復の 
証し 人と して ここに 立ち， キリスト 
が 生きて おられ'， 天父が 生きて おら 
れ， 御 二方が 地上 を 訪れられ たこと 
を 知っている， と 全世界の 人々 に 向 
かって 証 を 述べる ので ある。 予言者 
ジ ヨセフの こと を 歌った 歌に あるよ 
うに， 彼 は 数 ある 教会のう ちの どこ 
に 加入すべき かと 尋ねた その 答えと 
して， どの 教会に も 加入して はなら 
ない， 彼ら は 人の 戒め を 教えと して 
教えて いるから であると 言われた と， 
宣言した。 

人が 少 し 心 を 開 き さ え すれば， ど 
こで 真理 を 見つけられ るか を， さし 
て 困難な く 知る ことができる と 私 は 
思う。 もちろん， 私たち は 真理 を 探 
求す る 際に， 聖書 を その ガイ ド とし 
て 使う。 私の 印象に 鮮やかに 残って 
いるの は， オルソン •  F  • ホイ ッ 卜 
ニー 長老の 経験で ある。 彼 は 十二 使 
徒で あつたが， ある 大会の 席上， こ 
のよう な 経験 を 述べた。 その 言葉 を 
読んで みたい と 思う。 

「しばら く 前の こと， ローマ カトリ 


ック 教徒の 学者が ユタ 州に 来て， ソ 
ルト レーク. タパ ナク ルで 演説した 

ことがあった。 私 は 彼と かなり 親し 
くな り， 自由 率直に 意見 を 交わした。 
彼 は 恐ら く 12 力 国語 は 話せる であろ 
うと 思われる ほどの 学者で， 神学， 
法律， 文学， 科学， 哲学な どに も 通 
じていた。 ある 日， 彼 は 私に 次の よ 
うに 言った。 『あなたがた モル モン は 
何も 御存じない。 あなたがたの 占め 
ている 立場の 重大 さ も わかって おい 
でで ない。 道理に かなう 教会 は， 全 
キ リ ス ト 教会の 中で あなたがたの 教 
会の ほかに はたった ひとつ， カトリ 
ッ ク 教会です。 問題 は 力 トリックと 
モル モンの 間の ことです。 私たちが 
正しければ あ な たがた が 間違 つてい 
ますし， あなたがたが 正しければ 私 
た ち が 間違 つてい ます。 問題 はた だ 
それだけです。 プロテスタント は存 
在す る 理由が ありません。 なぜなら， 
もし 私たちが 間違って いれば， 彼ら 
は 私たちから 分かれて 行った のです 
から 私たちと 同じよ う に 間違って い 
ますし， またもし 私たちが 正し けれ 
ば， 彼ら はずつ と 以前に 私たちから 
離れ 去って 背教した のです から 真の 
教会と は 言えません。 私たちが 主張 
する ように， もし 使徒べ テロから 神 
の 力が 継承され ているなら， ジョセ 
フ • スミ スゃ モル モン 教徒の 必要性 
は あ り ません。 でも も し 私たちが そ 
のよう な 力 を 持たなければ， ジョセ 
フ-ス ミスの よう な 人が' 必要で， モ 
ルモ ン 教徒が ただ ひとつ 道理に 合つ 
ている 教会になります。 要は 福音が 
古代から 続いて いるか， のちの 時代 
に 回復され たかの どちら かです。 j」 
( リ ゲ ランド' リ チヤ ーズ 「奇 しき 
み わざ」 pp.  2  ，   J  ) 

しばし 考えてみれば， イエス 力；， 
再降臨の 前にす ベての 民に 証 をす る 
ために 全世界に 宣べ 伝えられる であ 
ろうと 言われた， その 永遠の 福音 を 
見いだ そうとする 者 は 皆， この 話が 


当 を 得て 正しい と 結論せ ざ る を 得な 
いと 思う。 

だれでも 聖典 を 研究 すれば， 予言 
者た ち が 初期の 教会 か ら の 背教 を告 
げ ている こと を 知る であろう。 黙示 
者 ヨハネ 力； パ トモ ス 島に 追放され た 

とき， 主の 天使が 現われて 彼に こう 
告げた。 「ここに 上って きなさい。 そ 
うしたら， これから 後に 起るべき こ 
と を， 見せて あげよ う 。」 （黙示 4  ： 
1 ) 

天使 は それから， 天上の 戦いから 
最後の 場面に 至る までの あらゆる こ 
と を ヨハネに 示し， サタンに 力が 与 
えられて 聖徒 （聖徒と は キリストの 
教会で キ リストに つき 従う 人々 であ 
つた） に 戦い をい どむ こと を 見せ， 
すべての 部族， 民族， 国民 を 支配す 
る 力が サタンに 与えられ たと 告げた。 
(黙示 13  ：  7 参照） 
も し 福音が 聖ぺテ a の 時代から 現 
代まで ずっと 続いて いると したら， 
なぜ 聖書に このよ う な 言葉が あるの 
だろ う か。 

パゥロ は 当時の 人々 に， イエスの 
再降臨が ある 前にまず 背教が 起こり， 
不法の 者が 現われる と 絶えず 警告し 
ていた。 （11 テサ D  ニケ 2  ： 1—4 参 
照） また， ほかの 予言者た ち も 同様 
に， 国に ききんが 起こる 時代の こと 
を 証した。 予言者 ァ モス はこ う 告げ 
ている。 

「主なる 神 は 言われる， 『見よ， わ 
た しがき きん を この 国に 送る 日が 来 
る。 それ は パンの ききんで はない， 
水に かわく ので もない， 主の 言葉 を 
聞く ことのき きんで ある。 彼ら は 海 
から 海へ さまよい 歩き， 主の 言葉 を 
求めて， こなた かなたへ はせ まわる， 
しかし これ を 得ないで あろう。」 （ァ 
モス 8  ： 11  —  12) 

それ は なぜか。 地上に は 見つから 
ないから である。 

も し 福音が 地上に ずつ と 続いて あ 
つたと したなら， 主の 天使が ヨハネ 
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の 前に 現われて， サタンが 聖徒た ち 
に 戦い をい どんです ベての 部族， 民 
族， 国民に 打ち勝つ こと を 示した と 

きに， 「ただし， 永遠の feT さ を 保ち 続 
ける 者 もいた」 と 例外 を 付け加えな 
ければ ならなかった であろう。 これ 
こそ， 当時， 真理が 地上に なかった 
こ との 証拠に ほかなら ない。 

聖典に は， 末日に 福音の 回復され 
る 約束が 数々 載って いる。 私が 好き 
なの は， ペンテ コステ （五旬節） の 
日の 後に， ぺ テロが キリス 卜 を 死に 
追い やった 者た ちに 向かって 語った 
言葉で ある。 

「だから， 自分の 罪 をぬ ぐい 去って 
いただく ために， 悔い改めて 本心に 
立ち かえりなさい。 それ は， 主の み 
前から 慰めの 時が きて， あなたがた 
のために あらかじめ 定めて あった キ 
リストなる イエス を， 神が つかわ し 
て 下さる ためで ある。 この イエス は， 
神が 聖な る 預言者た ちの 口 をと おし 
て， 昔から 預言して おられた 万物 更 
新の 時まで， 天に とどめて おかれね 

ばなら なかった。」 （使徒 3  ： 19-21) 
ぺ テロ が 神の 予言者で あると する 
な ら ば， 私たち も 世の 人々 も ， 更新 
(改革で はない） の 伴わない キリス 
卜の 再降臨 は 期待 できない わけで あ 
る。 家の 改造と 新築と では 大きな 違 
いが ある。 私が 携わった 伝道 活動 か 
ら 知る 限りで は， 世の はじめからす 
ベての 聖 なる 予言者た ちの 口 を 通し 
て 告げられ ていた あの 万物 更新 を 主 
張して いる 教会 は， この 教会 以外に 
ない。 

聖歌隊に よって 歌われた この 天父 
と 御子の 訪れに 引き続いて， モ ロナ 
ィ の 訪れが あった。 彼はキ リスト 力、 
ら 400 年後の 時代の 予言者で， モル モ 
ン 経の 原版 を 携えて きた。 

また， イエス を 証した ために 首 を 
打 たれた パプ テス マの ョ'、 ネが 復活 
した 体で 現われ， ジ ヨセフ • ス ミス 
と ォ リ バー '力 ウド リ に， 罪 を赦す 


ために 水に 沈める バプ テス マの 権能 
を 授けた。 そして ヨハネ は， やがて 
メ ルケ ゼデ ク 神権 も 回復され る， そ 
れは 手を按 いて 聖霊の 賜 を 授ける 権 
能で ある， と 告げた。 

そして， 主 イエス' キリストの 使 
徒で， 変貌の 山へ 主と 共に 登った ぺ 
テロ， ヤコ ブ， ヨハネが 現われ, メ 
ルケ ゼデク 神権 を 回復した。 たとえ 
巨万の 富 を 積んだ としても， 天父の 
子供た ちに とって これらの 出来事 ほ 
どに 意義 ある もの を 買う ことができ 
る だろ う 力'。 私たち 一人一人に， 私 
たちの 家族に， 友に， 愛する 人々 に， 
こ う した 聖 なる 天使た ちの 訪れの よ 
う な ことが 起こる だろ う か。 

しかも， これ だけで はない。 その 
後， マラキの 予言した 予言者 ェ ライ 
ジャの 訪れが あった。 主の 大 いなる 
恐るべき 日が 来る 前に 彼の 訪れが な 
ければ， 主の 降臨のと きに 全地が 荒 
地と 化すで あろうと 予言した， あの 
予言者で ある。 マラキの 言葉 を 読 も 

ラ 0 

「彼 は 父の 心 を その子 供た ちに 向け 
させ， 子供た ちの 心 を その 父に 向け 
させる。 これ はわた しが 来て， のろ 

い を も つて この 国 を 撃つ こ とのない 

ようにす るた めで ある。 （マラキ 4  ： 
6  ) 

主が 自分に み 旨の 奥義 を 示された 
と 使徒 パゥ 口が 言った ときの， 彼の 
次の 言葉 を 理解す る 手がかりが そこ 
にある。 

「それ は， 時の 満ちる に 及んで 実現 
される ご 計画に ほかなら ない。 それ 
によって， 神 は 天に ある もの 地に あ 
る もの を， ことごとく， キリストに 
あって 一^ ？ に 帰せし めよ う と された 
ので ある。」 （エペ ソ 1 ： 10) 

私 た ち は時満 ちた る 神権 時代 に 生 
きて おり， エラ イジ ャの 来訪に よつ 
て 彼の 使命 を 託する 鍵が 与えられた。 
私たちが 聖 なる 神殿 を 建てる 理由 は 
ここに ある。 そのために， 私たちに 


はこの 遠大な 規模の 系図 プロ グラム 
が あり， これと同じ ような 事業 は 世 
界の どこ を 捜しても みあたらない。 
予言者た ち は， これらの 聖 なる 予言 
者た ちの 来訪 を 予見して いた。 

ョ '、ネ はパ ト モス 島に いる 間に， 
サタンが 聖徒た ちに 闘い をい どんで 
彼ら を 支配す る その 強大な 力 を 見た 
ばか りで なく，  「もう ひとり の 御 使が 
中空 を 飛ぶ の を 見た。 彼 は 地に 住む 
者， すなわち， あらゆる 国民， 部族， 
国語， 民族に 宣べ 伝える ために， 永 
遠の 福音 を」 たずさえて きたので あ 
る。 （黙示 14  ：  6  ) 

も し 福音が 絶 える ことなく 存在し 
ていたと すれば， この 出来事 は 必要 
なかった はずで ある。 さらに ョ'、 ネ 
は 言った。 

「神 をお それ， 神に 栄光 を 帰せよ。 
神の さ ばき の 時が きたからで ある… 
■•'」 （黙示 14  ：  7  ) 

ジ ヨセフ' スミ スが 驚くべき 示現 
を 受けた 時代に は， 天と地と 海と 水 
の 源と を 造り， まだ 御自身の かたち 
にかた どって 人 を 造られた 神 を 礼拝 
する 教会 は， 地上に 存在し なかった。 
人々 は どこに でも 存在す る 「霊的 実 
在」 を 拝んで いたので ある。 人々 の 
描く 神 は， 体な く， 手足な く  ， 感情 
もな く， 至高の 王座に 座 するとい う 
神で あり， それ はまる で 人に 描き 得 
る 「無」 という ものの 最上の 説明で 
ある。 体がない と したら， どうして 
話す のか。 どうして 聞く のか。 どう 
して 理解し， どう して 話す のか。 

モー セはィ ス ラエルの 民 を 約束の 
地へ 導いて いたと きに， この ことに 
ついて 語った。 彼 は 民が そこに 長く 
とどまる こと はなく， 国々 の 間に 散 
ら される であろうと 言い， 続けて 語 
つた。 「その 所で あなたが たは 人が 手 
で 作った， 見る こと も， 聞く こと も， 
食べる こと も， かぐ こと もない 木 や 
石の 神々 に 仕える であろう。」 （申 命 
4  ：  28) 
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これ こそ， ジ ヨセフ' ス ミスが 驚 

くべき 示^ を 受けた 当時， 世の 人々 
力； 礼拝 していた 神な ので ある。 

モー セ はさ らに ほかの こ と も 見た。 
彼 は， 末の 日 （私たちの 時代が その 
末の 日で ある） に 主の 民が 主 を 求め 
るなら ば， 確かに 主 を 見いだ すと い 
うこと を 知ってい たので ある。 （申 命 

4  ：  29 参照） ジ ヨセフ • ス ミス はャ 
コブの 「あなたが たのうち， 知恵に 
不足して いる 者が あれば， その 人 は， 
とがめ もせずに 惜しみな く すべての 
人に 与える 神に， 願い求める がよ い。 
そうすれば， 与えられる であろ 
う。」 （ヤコ ブ 1 ： 5) という 訓戒に 
答えて， モー セが 語った 通りに， 行 
つて 主 を 求め， ついに 真実の 生ける 
神 を 見いだ した。 私たち はこの 出来 


事に ついて， 世界の あらゆる 民に 伝 
える 証 を 持って いる。 

使徒 パゥ 口が， イエスと イエスの 
十字架に かけられ たこと 以外 は 知る 
まいと 言った と きの 彼の 言葉が 思い 
出される。 （I コ リント 2:  2 参照） 
それ は， パゥ a が 古代の 予言者た ち 
を 知らず， 予言者た ち を 軽んじた と 
いう 意味で はなく， 新しい 時代が 到 
来した という ことで ある。 

予言者た ちが 告げて いた 神の 御子 
はすで に， 地上に 来て おられた。 パ 
ゥロ はさら にこう 言って いる。 「 
わたし は， そうせずに はおれな いか 
ら である。 もし 福音 を宣べ 伝えない 
なら， わたし は わざわいで ある。」 

( I コ リント 9  ： 16) 

これと同じ 意味で， 私たち は 人の 


子 御自身に よっても たらされた 福音 
の 回復 以外の こと は 知るまい。 この 
神権 時代の 予言者た ちから 離れない 
よ うに。 私たちが この 驚くべき 真理 
を 世の 民に 分かたないならば， 私た 
ち は わざわい である。 

兄弟 姉妹た ち， 私 はこれ が 永遠の 
父なる 神の み 業で ある こ と を 知って 
いる。 これ こそ， 現代 世界最大の 事 
業で ある。 世の 正 iK な 男女が， 主 を 
心から 愛しながら， 時間 を 取って こ 
の 教会の 姿 を 学び， たがう ことなく 
導きた も う 永遠の 父なる 神に 願い 求 
めるならば， この 教会に 加入しょう 
としない 者 はない。 これ こそ， あな 
たがた に 述べる 私の 証で ある。 この 
証 を， イエス' キリスト のみ 名に よ 
つて 申し上げる。 ァーメ ン。 
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最後の晩餐が 開かれた ヱルサ レム 
の あの 二階の 部屋で， イエス は 弟子 
た ち に 重要な 教 え を 数多く 授けられ 
た。 その 中で， イエス はこの ように 
言われた。 「わたし は 平安 を あなたが 
たに 残して 行く。 わたしの 平安 を あ 
なた がた に 与える。 わたしが 与える 
の は， 世が 与える ような ものと は異 
なる。 あなたが たは 心 を 騒がせるな， 

また おじけるな。」 （ヨハネ 14  ：  27) 
イエス はまた， このよう にも 言わ 
れた。 「C れら のこと を あなたがたに 
話した の は， わたしに あって 平安 を 
得る ためで ある。 あなたが たは， こ 
の 世で はなやみ が ある。 しかし， 勇 
気 を 出しなさい。 わたし はすで に 世 
に 勝って いる。」 （ヨハネ 16  ：  33) 

平和と いうの は， 今日よ く 使われ 
る 言葉で ある。 私たち はこの 言葉 を 
新聞， 雑誌 を はじめ あらゆる 方面に 
おいて 見聞きし ている。 人々 は 確か 
に 平和 を 探し 求めて 世界中 を あちら 
こちらと 走り回つ ている。 私たち は 
こ の 言葉 を 当世風の 挨接 と 考えて い 
るが， しかし 人類 始まって 以来の 占 
い 言葉で ある。 

聖書の 国々 の 民 は 「平和が あなた 
にある ように」 と 力、 「共に 平和が あ 
るよう に」 と 言って， 互いに 挨拶 を 
交わして いる。 し 力） し， 地上の この 


狭い 地域の 住人 は， 支配者の 交替と 
ともに， 戦争， 捕囚， 隸属の 境遇と 
常に 辛酸 を 味わわされ てきた。 キリ 
ストの 時代に は， 民 は ローマ帝国の 
支配 下にあった。 

従って 自然に， ユダヤ人 は 「贖い 
主」， 「救い主」 を 期待し， 自分た ち 
を 束縛から 解放して くれる と 考えた 
ので ある。 ィザャ は 次のように 記し 
ている。 

「ひとり のみ ど り ごがわれ われの た 
めに 生れた， ひとりの 男の子が われ 
われのに 与えられた。 まつりごと は 

その 肩に あり， その 名 は， m 妙なる 
議士， 大 能の 神， とこしえの 父， 平 
和の 君』 ととな えられる。」 （ィ ザャ 

9  ：  6  ) 

聖地と 呼ばれる この 地に， 平和 は 
来なかった。 現在で さえ， 古い 戦車 
や 武器の 残骸が 道の 両脇に さびつい 
たま ま 放置され， 常駐の 兵士た ちが 
国境線 を 警備して いる。 世界の どこ 
にも 平和 はやって きていない。 とこ 
ろが， 山上の垂訓の 中で， キリスト 
は 平和に ついて こう 教えられた。 「平 
和 を 作り出す 人た ち は， さいわいで 
ある， 彼ら は 神の 子と 呼ばれる であ 

ろう。」 （マ タイ 5  ：  9) 

ィ エス は 弟子た ちに 向って 次の よ 
うに 言われた。 「わたし は 平安 を あな 


たがた に 残して 行く。 わたしの 平安 
を あなたがたに 与える。 わたしが 与 
える の は， 世が 与える ような ものと 
は 異なる。 あなたが たは 心 を 騒がせ 
るな， また おじけるな。」 （ヨハネ 14 
： 27) 

キ リ ス 卜が 言われた 平和と は どの 
ような ものであろう 力、。 キリスト 御 
自身の 行ないが， それ を 示して いる 

と ffi、 ラ C 

最後の晩餐の のち， キリストが 弟 
子た ちに 教え を 説き 終えられてから 
のこと を， ヨハネ はこう 記録して い 
る。 

「イエス は これらの こと を 語り 終え 
て， 弟子た ちと 一緒に ケデ ロンの 谷 
の 向こうへ 行かれた。 そこに は 園が 
あって， イエス は 弟子た ちと 一緒に 
その 中には いられた。 イエス を 裏切 
つた ュダ は， その 所 をよ く 知ってい 
た。 イエスと 弟子た ちとが たびたび 
そこで 集まった ことがあ るからで あ 
る。 さて ュダは 一隊の 兵卒と 祭司 長 
や パリ サイ 人た ちの 送った 下役 ども 
を 引き連れ， たいまつ や あかり ゃ武 
器 を 持って， そこへ やって きた。 し 
かし イエス は， 自分の 身に 起ろうと 
する こと を こと ごと く 承知して おら 
れ， 進み出て 彼らに 言われた， 『だれ 
を 捜して いるの カリ。 彼ら は 『ナザレ 
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の イエス を』 と 答えた。 イエス は 彼 
らに 言われた， 『わたしが， それで あ 
る』。 イエス を 裏切った ュダ も， 彼ら 
と 一緒に 立って いた。 イエスが 彼ら 
に 『わたしが， それで ある』 と 言わ 
れた とき， 彼ら はう しろに 引き さが 
つて 地に 倒れた。 そこで また 彼らに， 
『だれ を 捜して いるの か J と， ぉ尋 
ねになる と， 彼ら は 『ナザレの イエ 
スを J と 言った。 イエス は 答えられ 
た， 『わたしが それで あると， 言った 
ではない か。 わたし を 捜して いるの 
なら， この 人た ち を 去らせて もらい 

たい。』」 （ョノ 、ネ 18  ： 1 — 8  ) 

この 平静 さは， 私たちに まねが で 
きる だろう 力、。 この 平安な 態度 を。 
殺そうと して 捕らえに 来た 人た ちに， 

「わたし はこ こにいる。 私 を 連れて 
行きなさい。 だが 私の 友 だち は 去ら 
せて 欲しい。」 と われた ので ある。 

その後， イエスが ピラトの 前で 厳 
しい 尋問 を 受けられた 時に も， ビラ 
トは イエス を 怒らせる ことができな 
かった。 イエス はまった くの 平安の 
中で 尋問に 答えられ たので ある。 ピ 
ラト は， イエスに f 可の 過ち も 見つけ 
られ なかった。 

ィ エスが 十字架に つけられて のち 
に 復活して から， 弟子た ちに 語られ 
た 最初の 言葉 は， 「安 かれ」 （ヨハネ 
20  ：  21) であった。 

私た ち が どの 時代に も 平安の 秘訣 
を 探し 求めながら， それ を 見つけら 
れ ないで いるの はどうい う ことで あ 
ろうか。 あえて 申し上げたい。 それ 
は， だれかが 自分の ために 平和 を 作 

り 出して く れ るの を 期待して いるか 

ら である。 エドナ 'セント' ビン セ 
ント 'ミ レー は 次の よ う に 言った。 

「神と 共に ある 人の 心の 平安 以外に， 
今， 地上に 平安 はない。 自分 
に 平安の ない 人 は， 隣人と 平和に や 
つてい く こと がで き ない。」 {Conver- 
sations at  Midnight  「真夜中の 会話」 

ミ レー 選集よ り） 


皆さん は， 隣人の 芝生の 手入れ を 
手伝って 心に 平安 を 覚えた という 経 
験がない だろ う か。 果実 も ぎ や 作物 
の 収穫 を 手伝って 心に 安らぎ を 感じ 
たこと はないだろう 力、 隣家の 道路 
の 雪 かき をして， 自分の 心に 平安 を 
覚えた ことはないだろう 力、 また， 
問題の 解決に 力 を 貸し， 人生に 新し 
い 未来 を 開く 手伝い をして あげて， 
自分の 心に 平安 を 見いだ した こと は 
ないだろう 力'。 皆さん は 「悲しむ 人 
を 慰め， 人 を 喜ばせ」 ている だろう 
力、。 

また 皆さん は 罪の 意識 を 覚えた こ 
とが あるだろう 力 >。 皆さん は， 罪の 
意識に よつ て 心に 不安 と 動揺 が 生 じ 
る こと を 御 む: じだろう 力 >。 そ れ は 心 
や 体の 病気 を 引き起こす こ とさえ あ 
る。 しかし， このような 感情が 起き 
たと きそれ を 鎮める ことができ るよ 
うに， 慰めの 祝福が ある こと は御存 
じだろ う 力 >。 不親切な 言葉 や 思い や 
りの ない 行動 やそれ よ り もつ と 深刻 
な こ とがき つかけ かも しれない が， 
何 はと も あれ 罪の 意識 をぬ ぐい 去る 
まで は， 心の 平安 を 望む こと はでき 
ない。 

今， 皆さん は 友人， 隣人， あるい 
は 神の 子供の だれかに 対して， 不親 
切な 気持 や 愛に も と る 感情が あ り は 
しないだ ろうか。 そのような 人に 対 
して， 何 か 良い こと をす るよう にし 
なさい。 そして 心に 苦い 思いが なく 
なる まで， それ を 続けなさい。 

皆さん は 日曜 学校で 教えて いて 自 
分が 教えた 福音の 原則が 生徒に 役立 
ち， 生徒に 人生の 希望 を 与えた と感 
じた ことはないだろう 力 >。 そのと き 
の 安らかな 気持と 喜び を 思い出して 
いただきたい。 だれかに 福音 を 教え 
て， その 人が 教え を 受け入れて くれ 
たと きに 喜び を 感じた 経験 はないだ 
ろう 力、 伝道の 仕事 は 実に 感動 的で 
ある。 

皆さん は， 福音 を 知って 受け入れ, 


イエス. キリスト の li 音の 教 え に 一 
致して 生活す る ことから 得られる 心 
の 平安 や 喜び を 感じた ことがある だ 
ろう 力、。 神殿で 死者の ための 身代 わ 
りの 儀式 を 受けて， 心に 安らぎ を感 
じた ことがあ るた' ろうか。 

平安の 秘訣 は 奉仕で ある。 キリス 
ト はこの よう に 言われた。 「そこで， 
あなたがたの う ちで いちばん 偉い 者 
は， 仕える 人で なけれ ば な ら な 
い。」 （マ タイ 23  ： 11) 

神権の 行使 はすべ て 他人に 対する 
奉仕で ある こと を御存 じだろ う 力、。 
皆さん は 神権に つける 義務 を 果たす 
ときに， いつも 平安な 気持 を 感じて 
はいない だろ う か。 

平安 は 奉仕 か らもたら される もの 
である。 

主 は 言われた。 「見よ， これ わ 力; 業 
にして わが 栄光， すなわち 人に 不死 
不滅と 永遠の 生命と を もたらすな 
り o」 （モー セ 1 ： 39) 

これが 奉仕の 最終目的 である。 神 
のよ う になる に は， 敵意 をな く し， 
貪欲 さ を 捨て， 全力 を 挙げて 人に 奉 
仕し なければ ならない。 主 はこう 言 
われた。 「 正しき 業 を 行なう 者 
はよ き 報い を 得， すなわち この 世に 
在りて は 平和 を 得， 次の 世に 在りて 
は 永遠の 生命 を 得ん。」 （教義と 聖約 
59  ：  23) 

ジ ヨセフ. ス ミス は 苦難の さ 中に 
無上の 平安 を 保った 模範で ある。 彼 
は 37 回 も 逮捕されて は 放免され てき 
たが， 今度 は 戻れない こと を 悟って 
いた。 ノーブーから カー セージに 行 
く 途中， ジ ヨセフ' ス ミス はこう 語 
つた。 

「私 は ほう り 場へ 引かる る 子羊の 如 
く 行く。 され ど， わが 心 は 夏の 朝の 
如く 穩 やかな り。 わが 良心 は 神に 対 
して またす ベての 人に 対しい さ さか 
の 咎め もな し。 われ は 罪な く して 死 
なん。 而 して， 世の 人々 は 彼 は 残忍 
なる 者の 手に 殺された り と 言わ 
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ん。」 「教会 歴史 記録」 第 6 巻， P. 
605) 

その あと カー セージで， ジ ヨセフ 
は 妻の ヱ マに こう 書き送った。 「私 は 
自分に 罪な く， なし 得る 最善 を 尽く 
した こと を 知ってい るが， 自分の 身 
の 将来 は 成り行きに 任せて いる。 子 
供た ち と 私の 安否 を尋 ねる 人 
たちに よろしく。 神が すべての 人 を 
祝福して 下さる ように。」 （「教会 歴史 
記録」 第 6 巻， P.  605) 

ィザャ はこう 言って いる。 「正義 は 
平和 を 生じ， 正義の 結ぶ 実はと こし 
えの 平安と 信頼で ある。」 （ィ ザャ 32 
： 17) それ は 自分が 神の みこ ころと 
一致して 生活して いる ことの 確信で 
ある。 

最近， 私が 聖地 を 旅行した ときに 
案内して くれた ガイド は， ヨルダン 
の アラブ 人で サリ 'ラバ デ という 名 
のギ リ シ ャ 正教の 信者 だつ た。 彼 は， 
「私たち は あなたに 平和 を 差し上げ 


ます」 という 意味の 「ハ バノ  • シ * 
一口. マリケン」 という アラビアの 
短い 歌 を 教えて くれた。 

サリ ， 私たち も あなたと そして 世 
界 中の 人々 に， 「私たち は あなたに 平 
和 を 差し上げます」 と言う。 私たち 
は あなたに， キリストが 「 わ 
た しの 平安 を あなたがたに 与える。 
わたしが 与える の は， 世が 与える よ 
う な ものと は 異なる」 （ヨハネ 14  ： 
27) と言われた， あの 平安， 福音に 
よ る 平安 を も たらす ので ある。 

ひとり ひと りが 心に 平安 を 持つな 
らば， 家庭に 平和が あるであろう。 
それぞれの 家庭に 平和が あれば， 国 
に 平和が ある。 国に 平和が あれば， 
世界に 平和が ある。 

「地に 平和 を。 私から 平和が 広がる 
よ うに」 と 歌う だけでなく， その 通 
りに 実行しょう ではない 力 S それ を 
自 分の 目的に しょ う ではない か。 

救い主が 再び 来られる とき， 地上 


に 来られる そのと きに， 救い主 は 私 
た ち が 主の 教 えに 従って 人々 に 奉仕 
し， 敵意と 不義 を 捨てて いるならば， 
平安 を もたら して 下さる。 

「中空 を 飛び，  地に 住む 者に 

宣べ 伝える ために， 永遠の 福音 をた 
ず さえた」 （黙示 14  ：  6) ヨハネの 見 
た 天使 はすで に 来て いる。 イエス' 
キ リ ス 卜の 福音 は 地上に 確立され て， 
も は や 再 び 地上 か ら 取り去られる こ 
と はない。 

主の 王国 はすで に 地上に あ り 主の 
再降臨に 備 えて 急速 に 発展 している。 
確かに 主 は 来て， 地上に 平和 を もた 
らして 下さる であろう。 しかし それ 
は 私たちが 主の 教えに 従ってい る こ 
とが 前提と なる。 これ は 主の み 業で 
あり， 主の 王国で ある。 世に 平和と 
永遠の 生命 を も たらす 唯一の 道で あ 
る。 これらの こと を， イエス. キリ 
ストの み 名に より 証す る。 アーメン。 
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參 


予言者の 祝福 


大 管長 


ジ ヨセフ • フィ 一ルディ ング. ス ミス 


愛する 兄弟 姉妹， 私 はこの 大会 を 
通じて 主が 私たちと 共に おられ， 私 
たちが 命の パンに よって 養われた こ 
と， また 主の 望まれる ような 民に な 
る 用意が よ く できた と 感じて いる。 

みたまの 力に 導かれて 賢明な 勧告 
と 教え を 話された すべての 兄弟た ち 
に 感謝して いる。 

私た ち は 感謝と 祝福と 証の 心で 大 
会 を 終えたい と 思う。 

私と 家族と， 教会と， また 全世界 
に 及んで いる 限 り ない 主の 永遠の 祝 
福に 対して， 私の この, ひ の あふれる 
ばか り の 感謝の念 は 言葉で は 到底 言 
い 尽くせない。 

私 は 神の 御子の 贖いの 犠牲 を 感謝 
している。 御子の 受難と 死によ つて 
全人 類が 不死 不滅の 体に よみがえり， 


御子の 律法 を 信じて 従う 人々 に は 主 
の 王国で 永遠の 生命が 恵まれる ので 
ある。 

私 はこの 最後の 神権 時代に 永遠の 
真理が 回復され たこと を 感謝して い 
る 。 予言者 ジ ヨセフ' ス ミス や 私の 
袓父 である 大 祝福 師 ハイ ラム' スミ 
スの 使命と 働き を 感謝して いる。 神 
の 王国の 鍵が 再び 地上の 人間に 託さ 
れ たこと を 感謝して いる。 

教会の 成長， 発展 は 私の 喜びで あ 
り， 拡大す る 伝道 事業 や 多くの 神殿 
や， 主に 仕えようと 努めてい る 人々， 
すべての 生活が 私の 喜びで ある。 

主が すべての 教会員 を 祝福 されん 
こと を。 私 は 自分の 持つ 鍵と 力と に 
よって， 聖徒た ち を 祝福す る。 信仰 
ある 家族， 主 を 愛し， 主 を 求める 人 


人 を。 

永遠の 福音の 救いの 真理 を 持って 
いる こと， 「全地の 面に 於け る 唯一の 
真にして 生命 ある」 （教義と 聖約 1 ： 

30) 教会の 一員で ある こと， 天父の 
王国の 永遠の 生命に 至る 道 を 歩む こ 
と は， 何とい う 名誉であろう 力'。 

おお， 天父に して 永遠なる 御 父よ， 
愛と 慈悲 を もって この 汝の 教会と 汝 
と 戒め を 守る 教会員 をみ そなわした 
まえ。 汝 のみた ま を 私たちの 胸に と 
こしえ に 住まわせ， この 世の 試練と 
苦悩が 終わる ときには， 私たちが 愛 
する 人々 と共に 汝 のみ 前に 帰り， 汝 
の 宮居に と こしえ に 住まわん こと を， 
へりくだって， イエス' キリストの 
み 名に よ り 祈り 奉る。 アーメン。 
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「神の 王国 を 
出で 行かせた まえ」 


大 管長 

ハロルド • B  • リー 


今日， 生涯で 最も 厳粛な この 日， 
私 は 心の奥 深 く 貫く 大き な 感動 を と 
て も 言葉で 表現す る こと はでき ない。 
したがって， 私 は 主の みたまに 促さ 
れて 話す のでなければ， いと 高き 神 
の 聖徒で ある 愛する 皆様に， この 大 
切な 歴史的な 瞬間 に 私の 心中 にある 
思い を 感じて いただく こ と はでき な 
いで あろ う 。 

皆様と 共に この 感動 的な 「聖 会」 

に 参加して， 私の 心 は 1835 年に 主が 
この 教会に 与えられた 大 いなる 啓示 
の 重み を これまで にも 増して， 力強 
く 感じて いる。 主 はこの 啓示の 中で， 
神の 王国すな わち 教会 を 統治す る 神 
権の 秩序に ついて 具体的 な 指示 を 与 
えられた。 

この 啓示の 中で 主 は， 大 管長 会す 
なわち 主の 呼び 方に よれば メ ルケ ゼ 
デク 神権， または 教会の 大 神権の 大 
管長 会 （教義と 聖約 107  ：  22) を 定め 
る 4 つの 条件 を 指定され た。 

まず， 3 人の 管理 大祭司が いなけ 
れ ばなら ない。 

第 2 に， この 3 人 は ひとつの 団体 
(これ は 十二使徒 定員 会で あると 考 
えられて いる） によって 選ばれる。 

第 3 に， この 3 人 は 今 申し上げた 
団体すな わち 十二使徒 定員 会に よつ 
て 指名され， 聖 任されなければ なら 


ない。 

第 4 に， 彼ら は 教会員の 信任と 信 
仰と 祈りに よって 支持され な ければ 
ならない。 

大 管長 会の 定員 会が 組織 されて 教 
会 を 管理す るた めに は， 以上の こと 
がすべ て 秩序 正しく 行なわれ なけれ 
ばなら ない。 

最初の 3 つの 段階 は， 1972 年 7 月 
2 日に 神殿で 開かれた 神聖な 集会で， 
十二使徒 によ つて 正しく ふみ 行なわ 
れ， 大 管長 会 を 構成す る 人々 が 指名 
された。 

そして 今日， 私 はこれ までに も 増 

して， 最後の 条件の 重要性 を 感じて 
いる。 すなわち この 大 管長 会 は， 主 
の 言葉に よれば， 教会員の 信任と 信 
仰と 祈り によって 支持され なければ 
ならない。 もちろん ここで 言う 教会 
員と は， すべての 教会員 を 指して い 

る 0 

しばらく 前， 私たち は 愛と 友情が 
豊かに あふれる 光景 を 目に した。 そ 
れは， この 8 月， 中央 ァメ リ 力 諸国 
や メキシ コ から 素晴 しい レーマン 人 
の 聖徒た ちが メキシコ 'シティ 一 集 
まって， 大きな 地区 大会が 開催され 
たと きのこと である。 1 万 6 千人以 
上 も の 聖徒が 広い 会場に 一堂に 会し， 
教会 幹部 を 支持す る 挙手 をして 下さ 


つた。 

再び この 「聖 会」 の 場で 力強く 手 
が 挙げられ るの を 見て， 私 は 兄弟た 
ちの 真実の 愛と $ 半 を 感じて， 口で は 
言い表わす ことので きない 感動 を覚 
えてい る。 この 会場に は 霊の 賜が あ 
ふれん ばか り にみ な ぎって いて， 
疑い もな く 私たちの 前に は， 目に 見 
える 見えない を 問わず， 共に 集って 
いる 人々 が 大勢い る。 このような 機 
会に は 私たちの 主 も そばに おられる 
に違いない。 そうでな いとだれ が 言 
えよう 力'。 私たち も 全世界の 人々 も 
この 教会が 主の 教会で ある こ と を 決 
して 忘れて はならない。 また 私たち 
は 全能者の 指示に 従って 仕えな けれ 
ばなら ない ので ある。 ニューヨーク 
州フ ヱイ ャッ 卜で 開かれて いた 同様 
の 大会で 主が 聖徒た ち に 宣言 された 
こと を 思い起こ していた だきたい。 
今日の 状態が まさに それで ある。 主 
は S われた。 「され ど 見よ， 誠に まこ 
とに われ 汝ら に告 ぐ， わが 眼 は汝ら 
の 上に あり。 われ は 汝らの 真中に あ 
れど， 汝ら われ を 見る こと を 得 
す。」 （教義と 聖約 38  ：  7) 

3 力 月 前， 私が 現在 引き受け なけ 
れ ばなら ない この 圧倒され るよ うな 
責任の 重さ を 感じ 始めた 頃， 私は聖 
なる 神殿に 赴いた。 そこで 私 は 祈り 
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と 瞬 想に 時 を 過ごし， 神の 人々 の 肖 
像 画 を 見上げて いた。 うそ 偽りの な 
い 清 いん々， 気高い 神の 人々 であつ 
て， 同じ 召し を 受けた 私の 先達で あ 
つた。 

数日 前の 早朝， 私 は 自宅の 書斎で 
ただ ひとり 思索に ふけっていた。 そ 
して 歴代 大 管長に 寄せられた， 最も 
近い 人々 からの 賛辞 を 読んだ。 

ジ ヨセフ' ス ミス は 少年 時代に 主 
から 召され， 神の 権能 を 与えられた 
予言者であった。 そして ジ ヨセフ • 
ス ミ スは 神権 を 受け， 末日に 神の 王 
国の 基 を 置く ために 必要な 事柄 を教 
えられた ので ある。 

ブ リ ガム . ャ ン グ大 管長 も， この 
世が 造られる 前から 予 任されて いた 
方であった。 ヤング 大 管長 は， 初期 
の 集合 地で あつ た ミ ズー リ 州ゃィ リ 
ノ ィ 州の 聖徒た ち を 激しい 迫害の 炎 
から 導き出し， この 人里離れた 壮大 
な 山脈の 頂に 聖徒の ための 社会 を 築 
いて， 神の 目的 を 達成す るよう， 神 
聖な 召し を 受けて いたので ある。 

ジョン • ティ ラ 一大 管長の 容貌 を 

見て いる と ， かって ジ ヨセフ •  F  • 

ス ミ ス大 管長が 彼に ついて 言った よ 
うに， 「これまでに 知った 人の 中で 一 
番 清い 人」 が ここにい る， と 感じる。 

いかにも 聖徒ら しい 顔つきの ウイ 
ル フォード 'ウッド ラフ 大 管長 を 眺 
める と， 私 は， 昔の ナタナ エルの よ 
う な 人が こ こ にいる と 確信で き る 。 
ナタナ エル は 悪意が なく， 主の みた 

まの 働き を 鋭敏に 捕 ら える 人物で あ 
つた。 また， いつも 「みたま」 の 光 
に 導かれて 「何 をせ ねばなら ぬの 力 N 
前以て それ を 知らずに ただ ひとすじ 
に」 歩む 人物であった。 

口 レンゾ . スノー 大 管長 は， 在任 
期間 こそ 短かった が， 犠牲の 律法 を 
断固たる 決意 を もって 実施す る こ と 
により， 聖徒た ちの 物質的な 基盤 を 
確立 するとい う 特別な 使命 を 担って 
いた。 また， 知らず知らず のうちに 


, お 、び 込んで いた 過ちの ために 教会に 
ふ り かかって いた 莫大な 負債 を 除く 
使命 も 担って いた。 

教義 を 明確に したいと き， 私 はい 
つも ジ ヨセフ 'F' スミ ス大 管長の 
著書と 説教に 頼って きた。 彼の 高貴 
な 肖像 を 見て いて， 未亡人と なった 
母 を 助けて 大 平原 を 横切る 9 歳の 男 
の 子の 姿が 浮かんで きた。 また， マ 
ウイ 島の ハレ ァ 力の 坂で 示現のう ち 
に 叔父の ジ ヨセフ • ス ミス の 訪れ を 
受けて， カづ けられた 15 歳の 宣教師 
のこと が 思い出された。 敵が ぃ心旺 
盛な 報道機関が 教会 を 中傷した 激動 
の 時代に 管理した のが ス ミ ス大 管長 
であった。 しかし 主から 任命され た 
彼 は， 確固と した 歩みで 教会 を 堂々 
と 守り抜い たので ある。 

ヒーバー. J  . ゲラ ン ト大 管長が 

私の 肩に 手 をお いて， 私の 心の奥底 
を 貫く ほどの 深い 感動 を もって 私 を 
主 ィヱス • キリスト の 使徒と して 発 

表した とき ほど， 神聖な 召しの 意味 
を 深く 感じた ことはなかった。 私 を 
見下ろ している ゲラン ト大 管長の 顔 
を 見て いると， 神殿の 中で， 彼の 手 
によって 聖 任された とき， 霊感され 
た 祝福の 中に 予言 的な 言葉が あった 
の を， ありあり と 思い出す ことが で 
きる。 

ジ ョージ • アル バー ト • ス ミ ス大 
管長 は， 友情と 愛に 満ちた 使徒で あ 
つた。 スミ ス大 管長 は 実にす ベての 
人の 友であった。 彼の 肖像画 を 眺め 
ている と， あらゆる 人 を 友と した， 
あの ほとばし るよ うな 暖かさ を 感じ 
る ことができる。 

背が 高く， 強い 印象 を 与える 大管 
長 は， デ ビッド •  0  'マッケイ 大管 
長で ある。 貫く ような 視線が 今 も 私 
を 見つめて いるが， その 目 はいつ も 
私の 心 を 見抜いて いるよ うに 感じら 
れ たもので ある。 彼 と共にい る こと 
は， 本当に 大きな 特権であった。 度 
々感じた ことで ある 力；， マッケイ 大 


管長の 前にい ると どんなに 短時間で 
あっても， 共に 過ごした ことによ つ 
て 自 分が 向上 したと 感じた もので あ 
る。 

この 世の 栄誉 は 一切 求めず， 霊の 
ことに 喜び を 感じた 人。 ジ ヨセフ' 
フ ィ ールデ イング 'スミ ス大 管長 は 
そ う いう 方であった。 ス ミ ス大 管長 
は 笑顔 を 絶やさ ぬ 愛す る 予言者で あ 
り， 私の 指導者であった。 彼 は 真理 
について は 決して 妥協す る ことが な 
かった。 正に， 「神の 指が 彼に 触れ， 
彼 は 眠りに ついた。」 そのわず かの 間 
に， ス ミ ス大 管長 は 義の笏 を 私に 渡 
して， 「あなた も 行って 同じよう にし 
なさい」 と言われ たように 思われる。 

そこで 私 は ひと り 立って 思索の 一 
時 を 持った。 そのと き 私の 心に ある 
思いが 浮かんだ。 それ は， 私が 新し 
い 召しに あって 果たす こと を 記す 唯 
一の 真実の 記録と なる もの は， 私が 
教会の 内外で， 仕え 働いた 人々 の 心 
と 生活に 記録 される はず だとい うこ 
とで ある。 

愛する スミ ス大 管長の 死去 数日後 
この 任命 を 受けた 力;， その 翌日， 私 
は 1853 年に， 当時 十二使徒の オル ソ 
ン • ハイ ド 長老が 総 大会で 話した 説 
教の 一節に 注目した。 この 一節 を 読 
み， 私 も 深く 考える 機会 を 持った。 

ハイ ド 長老の 説教の 題 は， 「神の 民 
を 導く 人」 であった。 彼の 説教から 
一部 弓 I 用しょう。 「 どんな 場合で も 必 
ずこうで ある。 人が 民 を 導いて いく 
よ う に 指名され 聖 任される と き， そ 
の 人 はすで に 様々 の 艱難と 試練 を 乗 
り 越え， 神と その 民の 前に， その 職 
に 就く に ふさわし いこと を 証明して 
いるので ある。 まだ 試し を 受け 
ず， 神と 民の 前に， また 至高 者の 評 
議会の 前に 自分が ふさわし いこと を 
証明で きなければ， 出て 行って 教会 
と 神の 民 を 導くべき ではない。 この 
ような 例 はこれ までになかった。 時 
の はじめから， 教会 を 導いて いく 人 
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は， みたまと 全能者の 勧め を 理解し， 
教会員 を 知っていて， 教会員から も 

知られて いる 人であった。」 {Journal 
of  Discourses  「|a 教 ^ 第 1 巻, p. 
123) 

私の 前に 大 管長の 任に 就いた 人々 
の 生涯 を 振り返って みて， 私 は どの 
大 管長 も それぞれの 時代に 特別な 使 
命 を 帯びて いた こと を 知った。 

そして 静かに 自分の こと を 省みた。 
また オルソン • '、ィ ド の 評価 法に 照 
らして， 私の 経験 を 考えて みた。 続 
いて 予言者 ジ ョ セ つ が 彼の 性格 形成 
について 語った 言葉 を 思い出した。 
そ の a 葉 は 幾分 私に も 当てはま るよ 
うに 思われる。 予言者 は 次のように 
語って いる。 

「私 は 高い 山から 耘 がり 落ちる， ご 
つ ごつ し た大 き な 岩の ような もので 
ある。 私が 丸み を 帯びて いく とすれ 
ば， 何 かほ かの ものと 接触して， 角 
を とっていく しかない。 それ は， 例 
えば 宗教 上の 偏見， 聖職者の 策略， 
弁護士 や 学者の 術策， 虚偽 を 流す 編 
集 者， 買収され た 判事 や 陪審員， そ 
れに 暴徒 や 神 を冒瀆 する 者 や 不品行 
な ffl 落した 男女に 後押し されて 偽証 
する 行政官に 出会う と きな どで ある。 
± 也獄が 束に な つて そこ かしこの 角 を 
打ちた たく。 このよう にして 私 は 全 
能 者と いう 矢筒の 中で 磨かれ， 角が 
とれた， 矢と なる ので ある。」 
、 i，eachings  oj  the  Prophet  Joseph 
Smith  「予言者 ジ ヨセフ. ス ミス の教 
え」 P.  301) 

心中 をよ ぎる こ う した 教え を 考え 
ている と， これまで なかなか 理解で 
き なかった 様々 な 経験 や 身に ふ り か 
かった 出来事の 意味が はろ きりと わ 
かるよう になって きた。 私 も 高い 山 
から 転がり 落ちる ごつごつした 岩の 


ような ところが 多く， 諸々 の 経験に 
もまれ， 磨かれ， 問題 を 克服して 全 
能 者の 矢筒に 入る 洗練され た' 人と な 
るべ く 備えられ たよう に 思われ る 。 

私 も 苦しい に 遭遇して， 従順 
を 学ぶ 必要が あつたに 違いない。 そ 
れは 私の ためになる 経験で あり， 現 
世の 様々 の 試練 を 克服で きる かど う 
か 試す ものであった。 

N  • エルドン' タナー 副 管長と マ 
リオン • G • ロムニー 副 管長と いう 
立派な お ふた り を 私の 顧問と して 選 
んで， 私 はこの ふたり も 豊かに 予言 
の 賜 を 授かって おり， 私が 決して ひ 
とりで はない こと を 知っている。 こ 
の ふたり も 試されて よしと された， 
主の 前に 欠ける ところの ない 人々 で 
ある。 私は大 管長 会の 高潔な 人々 に, 
ま た 立派な 十二使徒 や 他の 教会 幹部 
の 方々 に 本当 に 感謝 している。 

私が 召された 日の 翌朝， 愛する 伴 
侶と ひざまずいて 祈って いる と き， 
私の 心 は 天の 窓が 開かれる がごと く  ， 
特別の 親しみと 愛と を こめて すべて 
の 教会員に 届 く よ う に 思われた。 そ 
して 全世界の 300 万 以上 も の 会員の ひ 
とりで ある こと をし ばし 感じる こと 
がで きた。 

別の 機会に すでに 話した ことで あ 
る 力;'， 私 はすべ ての 忠実な 聖徒から 
信任と 信仰と 祈りに よって 支持され 
る こと を， 衷心から 祈り 求めて いる。 
私 は 皆様の 祈りに 答え， 主が 私 を 通 
し て 皆様の 祈 りに 答えられる ような 
大 管長と なるべく， 真心から 努める 
こ と を 約束す る。 

この 数 力 月の 間に， 新しい 霊的な 
理解の 泉 も 湧いて きたよう に 思われ 
る。 私 は 英国へ 向かう 初期の 宣教師 
に 予言者が 言った 次の 言葉が 真実で 
あると はっきり 知っている。 


「人が 主に 近づけば それだけ， 敵の 
力 も 主の み 業の 達成 を 妨げよ うとし 
て 大きくな つてく る。」 (Orson  F. 
Whitney,  Lije  of  Heber し. Kimball, 
オルソン •  F  • ホイットニー  「ヒー 
'、'一 •  C  • キン ボール' の 生涯」 P. 
131) 

この ことが 当時 だけで な く 今日 も 
変らぬ 事実で ある こ と に 一点の 疑い 
も 持って いない。 しかし 同時に 主が 

a われた ように， 「汝ら に 刃 向う 刃 は 
栄 ゆる ことな からん。 もし 何人に て 
も 声 を 挙げて 汝らに 逆ら う 者 あらば， 
わが 時節 至りて 言い破られん。」 （教 

義と聖 約 71 ： 9-10) 

私 は 皆様の 忠誠 と 支持の 挙手に 心 
から 感謝して いる。 私 は 救い主が 確 
かに 神聖な 使命 を 帯びて お られ たこ 
と を， また これまでの すべての 神権 
時代と 同様， 今日 も 主の 教会に かか 
わる 事柄の 上に， 主の 導きの 手が あ 
る こと を 厳粛に 証す る。 

目で 実際に 見る 以上に 確固と した 
露 正 を もって， 私 は 次の こと を 承知し 
ている。 主が 言われた ように， 「神の 
王国の 鍵 は こ の 世の 人の 手に 委任 さ 
れ （予言者 ジ ヨセフ • スミ ス から 後 
継 者 を 通して 今日に 至る）， 福音 はこ 
こよ り 転じ 行きて 世の 果 にまで も 達 
せん。 あたかも 人手に よらず 山より 
切り出され たる 石の 転がり 出で て， 
ついに 全世界に 充ち満 つるが 如し。 

これ を 以て， 願わくは 天の 王国の 
来らん ため， まず 神の 王国 を 出で 行 

かせた まえ。」 （教義と 聖約 65  ：  2,  6) 
私 は 全身全霊に 満ち あふれる 確信 
を もって 以上の 証 を 述べ， 教会の 全 
会員と あまねく 心の 清い 人々 に 祝福 
が あるよ うに， 主 イエス • キリスト 
のみ 名に よ り 祈る。 アーメン。 
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この 由 諸 ある タパ ナクルに 集う 大 
聴衆に 向かい， また 放送に 耳 を 傾け 
ている 人々 に 向 力、 い， お 話す る こと 
は 本当に 特権で は ある 力；， 同時に 重 
い 責任で も ある。 私 は， この美し い 
安息日の 朝， 主の みたまと 祝福が 私 
たちの 上に とどまる よう， 心からへ 
り く だって 祈る ものである。 

今日， 世 を 取り巻く 情勢 を 見て， 
私 は 最近 読んだ ある 論説 を 深く 考え 
てみ た。 それ はこうい う 論説で ある。 

「 ドィ ッの ある 天文学者 によれば， 
地球の 未熟な 文明 は， 今， 新しく 発 
見した 自己 破壊 能力の ため， 最初の 
大きな 危機に 直面し よ う と している。 
人類が その 破滅 を 防ぐ 一筋の 望みが 
あると すれば， それ は 宇宙の かなた 
から 電波で 送られて 来る 勧告に 必死 
に 耳 を 傾ける ことで あると 言う。 

こ の 科学者の 信ず ると ころに よれ 
ば どこか 宇宙の かなたに， ある 高度 
に 発達した 文明が あり， その 文明 は 
これまで たび 重なる 危機 を 乗り切つ 
てきた ので， ま だ 未熟 な 地球 が 若気 
の 至りで 過ち を 犯さない よ う 警告し 
ようとし ている という ことで ある。 

何と 鋭い 観察であろう 力、。 だが， 
偉大なる 創造主 は， これまで 何千 年 
にも わたって， 地上に 住む 御 自分の 
民力;， 勧告と 知恵に 一心に 耳 を 傾け 


る こと を 望んで 働き かけて こられた 
ので ある。 ただ 民 は 耳 を 傾ける こと 
もな く， 目 も 耳 も 鈍かった ので ある。 
他の 世界から 送られて 来る おとずれ 

も， 数多くあった。」 {Church  Infor- 
mation Service  「教会 情報 捉供 誌」 
1970 年 9 月） 

時の 初め 以来， 神 御 自らの 現われ 
によ る 力、 天使に よる 力、 あるいは 
直接の 啓示に よる 力、 示現に よる 力 N 
夢に よる 力つ また 霊感に よる か を 問 
わず， 私たちに は 神が 人類に おとず 
れを 伝えられ たこと を 示す 記録が あ 
る。 その 最初の 例 は， 主なる 神が ェ 
デンの 園で， アダムと イブに 現われ 
られ たと きの ものである。 ふたり は 
園 を 追放され た あと， 主の み 名 を 呼 
び 求めた。 このと き， ふたり はみ 姿 
は 見なかった が， み 声 は 聞いた。 主 
はふたり に 戒め を 与えて， 主なる 神 
を 礼拝し， 供え物 を ささげよ と M わ 
れた。 

「 アダム は 主の 誡命 によ く 従い 

ぬ 0 

多くの 日 を 経て， 主の 天使 一人 ァ 
ダムに 現われて 言いけ る は， 汝 何故 
に 主に 犠牲 を捧 ぐる やと。 アダム 彼 
に 言いけ る は， われ その 故 を 知らず， 
ただ 主の 誡 命に 従う のみ。 

ここに 天使 語りて 言いけ る は， こ 


の 犠牲 を捧 ぐる こと は， 御 父の 生み 
たもう 恩恵 と 真理に 満 てるた だ 独 り 
の 御子が 犠牲 となりた もうことの ひ 
ながた な り 。 

この 故に， 汝の 為す すべて を 御子 
の 御名に よりて 為せ。 また 汝 悔い 改 
めて 今よ り いつまでも 御子の 御名に 
よ りて 神 を 呼ぶべし。 

その 日， 父と 御子の 証 を 為した も 
う 聖霊 アダムに 下りて 宣 いける は， 
われ は 太初よ り ， また 今よ りと こし 
えに， 父の 生みた まえる 独 子な り。 
汝 堕ちし が 故に 贖わる る こ と を 得ん。 
噴 われん と 欲する あり と あらゆるす 
ベての 人類 もまた 然 りと。」 （モー セ 
5  ：  5  —  9) 

従って， アダム は 明らかに， キ リ 
ス 卜が 人類の 罪 を 贖い， 苦しみ を 味 
わう こと と 復活の ある こ と を 啓示に 
よって 知っていた。 これ は， ァ モス 
の 予言の 言葉 を 裏付ける ものである。 
ァ モス は 「まことに 主なる 神 は， そ 
の しもべで ある 預言者に その 隠れた 
事 を 示さない では， 何事 を もな され 
ない」 （ァ モス 3  ：  7) と 言って いる。 

理解し 難い こと は， 多くの 人々 力;'， 
歴史家に よって 記録され た 俗世の 事 
実は 喜んで 受け入れ るのに， 人格に 
非の 打 ち 所の な い 人た ち が 聖典に 記 
録 した 宗教 上の 歴史 を 受け入れる こ 
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と を 拒んで いる ことで ある。 それ ど 
ころ か， 主から 出た 予 S が 一旦 成就 

し， 俗世の 歴史で も 立証され ている 
のに それ を 信じよ うと も しないで い 
る 。 特に 人々 は 何 世紀に も わたって 
自分の 時代の 予言者 を 受け入れる こ 
と を 拒んで きた。 そのため 予言者の 
多く は， 迫害され， 嘲笑され， そし 
て 殺害され てきた ので ある。 

予言者が 悔い改め を 叫んで， 人々 
の 悪に 目 を 向けさせよう としても， 
大多数の 人々 は 予言者 を 受け入れよ 
う と はしなかった。 聖典 は それ を 嘆 
く 声で 満ちて いる。 救い主が 律法 学 
者と バリ サイ 人 を 叱責され た 後， 群 
衆に 向かって 言われた 言葉 を 覚えて 
おられる ことと 思う。 

「ああ， エルサレム， エルサレム, 

預言者た ち を 殺し， おまえに つかわ 
された 人た ち を 石で 打ち殺す 者よ。 
ちょうど， めんどりが 翼の 下に その 
ひな を 集める ように， わたし はお ま 
えの 子ら を， 幾た び 集めよう とした 
ことであろう。 それ だのに， おまえ 
たち は 応じよ う と はしなかった。 

見よ。 おまえ たらの 家 は 見捨てら 
れて しまう。 

わたし は S つてお く， 『主の御名に 
よってき たる 者に， 祝福 あれ』 とお 
まえた ちが 言う 時まで は， 今度 ふた 
たび， わたしに 会う こと はないで あ 

ろう。」 （マ タイ 23  ：  37—39) 

主に 喜ばれる 者に な り たいと 願う 
なら， 私たち は 予言者に 耳 を 傾け， 
支持し なければ ならない。 新 大陸の 
初期の 予 a 者 ニーフ アイ は， その 民 
を 嘆いて 言った。 

「私の 兄弟た ちょ。 神 は 紅海の 水 を 
打って これ を 右と 左へ 分ける カをモ 
ーセ と言う 一人の 人に 与えた も う た。 
それで， 私たちの 5fe 袓で ある イスラ 
ヱ ル人は 乾いて いる 陸 を 歩いて 海 を 
通り過ぎ たが， その あとから 海の 水 
はもとの と ころへ かえ り， エジプト 
人の 軍隊 を 呑み こんで こと ごとく こ 


れを 凝らせて しまった こと は， あな 
たたち が 読んだ ではない か。 

ごらん， もし 神が 本当に このよう 
な大 き な 力 を モー セに 与えた もうた 
ならば， あなたた ち は なぜ 互いに 争 
つて， 悔い改め を しないと あなたた 
ちに 下る はすの 裁き を 知る 力 を 神 力； 
自分に 与えた こ と はない と H つてい 
るの 力 1。 

あなたた ち は 私の 言葉 を 否定す る 
ばかりでなく， また 私たちの 先祖が 
宣 ベた すべての 言葉 と ， 前に 言 つ た 
よ うな 大きな 力 を 与えられた モー セ 
の 言葉， すなわち モー セがメ シャの 
降臨に ついて 告げた 言葉 も 否定す る 
ので ある。 

このよ う な 証拠 を 立てた の は ひと 
り モー セだ けではなくて， その 時 か 
ら さかのぼって アブラハムの 時代に 
至る 聖ぃ 予言者た ち もまた 皆 これ を 
証した。 

私 は アブラハム の 時代の 後に も ， 
これらの こと を 証した 予言者が 多 か 
つたこと を あなたた ちに 知らせたい 
と 思う。 予言者 ゼ ノス は 勇敢に 証拠 
立てた が， これが ために 殺されて し 
まった。 

 エルサレム 力； エレ ミ ャの吕 つ 

た 通 り に 亡ぼされ たこ と は 私たち 力； 
知っている。 それで あるから， エレ 
ミ ャが 予言した 通りに 神の 御子が ど 
う して 降臨した まわない ことがある 
だろ う か。 

今 あなたた ち は， エルサレムが 破 
壊された 事実 を 否定しょう とする 
か。 

私たら の 先祖の リ 一 ハイ も 前に 言 
つたこ と を 証した ために エルサレム 
から 追われた。 …… 

今 あなたた ち はすで に 以上の こ と 
を 知ってい るから， 自分 を 偽らな け 
れば これ をる 定 する こ と はでき ない。 
それで あるから， あなたた ち は 自分 
の 知っている 証拠が これほど 多い に 
も かかわらず， なお 以上の こと をみ 


な §定 している から， この 点に 於て 
罪 を 犯して いる。 …… 

しかし， あなたた ち はすで に 真理 
を 否定し， あなたた ちの 聖ぃ 神に 背 
いた。 そして 今に 至っても 銷び 腐る 
ものな く， 汚れた ものの 人って こな 
い 天に 自分の 宝 を 貯えよ う とせず， 
かえって 裁判の 日に 受けな く て はな 
らぬ責 苦 を 積み重ね ている。 

あ な た たち は 今に 至っても な お 人 
殺し， みだらな 行い， 悪事 を 重ねて 
永遠の 亡びに おちいる 用意 を してい 
る。 も し 悔い改めな いと， このよ う 
な 亡び はすぐ あなたた ちに やってく 
る。」 （ヒ ラマン 8  ： 11—13, 16, 19 
—22,  24—26) 

今日， 私たち は 喜んで 悔い改め， 

神の み S 葉 を 受け入れよ う と してい 
るだろう か。 それとも， 今 読んだ 古 
代の 人々 のように， いたずらに 神の 
怒り を 招いて， 裁きの 日に 永遠の 滅 
びの 定め を 受けよ う と している の だ 
ろう 力、。 こうした おとずれ は， あら 
ゆる 時代に 霊の 父で ある 愛する 天父 
の もとから， 全地の 民に 送られて い 
る。 そのお とずれ は， 私たちに 幸福 
と 祝福 を も たらす ために 与えられた 
ので ある。 天父 は 私たちに 関心 を 持 
つて おられ， 私たちが この 世に おい 
て も 成功 を 収めて， 幸福に なること 
を 望んで おられる。 天父 は 世界 を 創 
造され， 私たち を この 地上に 送られ 
た。 従って， 何が 私たちに とって 一 
番 良い のか を 知って おられる。 そし 
て， 予言者と 御子 イエス 'キリスト 
を 通して， 私たち を 救いと 昇 栄に導 
く  「生命の 計画」 を 与えられた。 神 
が 子供た ち を 愛して おられ， また 導 

きたいと 望んで おられる こと は， あ 
ら ゆる 点から 考えて 明ら かで あ る 。 
エジプトに 売られた ヨセフ の 経験 
を 考えて みょう。 自分の 見た 夢に 悩 
まされた パロ は， ヨセフなら その 夢 
を 解き明かす ことができる かも しれ 
ない と 知って， ヨセフ を 呼びに やる 
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ので ある。 「聞く ところに よると， お 
まえ は 夢 を 聞いて， 解き 明し がで き 
るそう だが 」 

ヨセフ は， 「いいえ， わたしで は あ 
りません。 神が パロに 平安 をお 告げ 
にな りましょう」 と 答えた。 

そこで パロ は ヨセフに， 7 頭の 太 
つた 牛と 7 頭の やせた 牛， そして 太 
つた 德と， やせた 德の 出て くる 夢の 
話 をした。 すると ヨセフ は 「神 はこ 
れ から しょうと される こ と を， すな 
わ ち ， 最初の 7 年間 大 豊作が あ り ， 
その後 7 年間き きんの 来る こ とをバ 
口に 警告され たのです」 と きった。 

パロが この 解き明かし を 受け入れ， 
ヨセフ をつ かさに 任命し， 7 年間の 
き きんに 備えて 余分の 食糧 を ヨセフ 
に 貯えさせ たこ と は 衆知の 通りで あ 
る。 ヨセフ は 信仰が 篤く， 霊感と 啓 

示に 忠実であった ため， のちに 父ャ 
コブ が， ヨセフ を エジプト に 売 つ た 

兄た ち を 彼の も とに 送って 穀物 を 買 
い 求めさせた とき， 家族 を 救いうる 
地位に いる こ とがで きたので ある。 

ヨセフ は， 後に 証して a つた。 「神 
は， あなたがたの すえ を 地に 残す た 
め また 大 いなる 救い を もって あなた 
がた の 命 を 助ける ために， わたし を， 
あなたがたよ り もさ きに つかわされ 
たのです。」 （創世 41， 45 参照） 

私たちに は 近代の 啓示 も あるが， 
同様に 古代の 予言者が 受けた 数多く 
の 啓示 を 記した 記録 も ある。 イエス， 
キ リ ス 卜の 誕生， 伝道， 十字架 上の 
死， そして 復活に 関する 予言 は， 聖 
書に も モ ル モン 経に も 多く 予言者に 
よって 幾度 も 予言され ており， その 
中には ィ エス 誕生の 数百 年 前の もの 
も ある。 

私たちに は， ィ ザャ， エレ ミヤ， 
エゼキエル， リー ハイ， アルマ を は 
じめ， この 偉大な 出来事 を 予言して 
いる 多く の 予言者の 言葉が ある。 

ニーフ アイ は， まの 天使に よ つ て 
この 出来事 を 示現で 示され， 比較的 


詳しく    録 している。 ニーフ アイ は， 
ィ エスの 母 マ リ ャ がその 腕に 幼な 子， 
すなわち 神の 子羊に して 世の 喷ぃ主 
となる 幼な 子 を 抱いて いるの を 見た。 
また ィ エスに バプ テス を 施す 予言者 
を 見， 聖霊が イエスの 上に 下る の を 
見， また イエスが 十二使徒 と共に 働 
き， 病人 をい やし， 悪霊 や 汚れた 霊 
を 追い出す の を 見て いる。 

ニーフ アイ はまた， 救い主の 生涯 
における 最後の 出来事 を このよ う に 
予言して' いる。 

「しかし ごらん， かれらの 中には 戦 
が 起り また 戦の 噂が 行われる。 そし 
て 天地の 父の 生みた も う 独 子が 肉体 
で かれらに 現われた もう 日が くると， 
かれら は 自分た ちの 悪事と かた く な 
な 心と 強情な ために， その 独 子を受 
け 入れる こと を 拒み， とうとう この 
独 子 を 十字架に かける。 し 力 、し， 独 
子 は 三日の 間 墓に 横 わ りたもう て か 
ら， 自身に ある 癒しの 能力 を もって 
死者の 中から よみがえ りたもう。 そ 
れ であるから， およそ その 御名 を 信 
ずる 者 は 皆 神の 王国に 救われる ので 
ある。 従って， 私の 心 はこの 独 子に 
ついて 予 g をす る こと を 楽しく 思、 う。 
それ は， 私が， この 独 子の時 代 を 先 
見した ことがあって， 心の中に その 
聖ぃ 御名 を あがめる からで ある。」 
(11  ニーフ アイ 25  ： 12, 13) 

ニーフ アイ が この 予言 をした の は， 
救い主の 誕生の ほぼ 600 年 前の ことで 
ある。 しかし この 予言に 示された 出 
来 事 は， 後に 一字一句 も 違わず 成就 
している。 新約聖書の 筆記者た ち は， 
これら の 予言 を 確認して 論争の 余地 
のない 証 を 立てて いる。 新約聖書 は 
また， 今 述べた 旧約聖書 や モル モン 
経の 他の 予言が 正しい こ と も 立証し 
ている。 

ルカの 語る 記録に よれば， 「天父の 
御 使いが 天空 を 横切って 現われ 言つ 
た。 『きょう ダビデの 町に， あなたが 
たのた め に 救い主が お生れに な つ た 。 


このかた こそ 主なる キ リ ス 卜で あ 
る。』 （ルカ 2  ： 11) する と 突如と し 
て 外界の 宇宙の ただ 中から ""おびた 
だしい 天の 軍勢が 現れ …… 神 をさん 
びして £i' つた。 「いと 高き ところでは， 
神に 栄光が あるよう に， 地の 上で は， 
み 心に かなう 人々 に 平和が あるよ う 
に」』 （ルカ 2  ： 13， 14)」  （C/mrcA 
Informatiom  ^>ervice  '教会 情報 供 
誌」 論説 1970 年 9 月） 

神が 地上に 予言者 を 召される 目的 
はいかなる 宇宙通信の 方法で あれ， 
神の 選ばれた 方法に よって， 全人 類 
の 幸福と 祝?^ のために 御自身の み 言 
葉 を 伝える ことに ある。 神 は その 深 
い 知恵に よって， 人が 不死 不滅と 永 
遠の 生命 を 得る ための 方法 を 備えら 
れた。 これが イエスの 言われた， 神 
の 業に して 神の 栄光な ので ある。 キ 
リ ス 卜が 私たちの ために 偉大な 犠牲 
を 払われる 以前 も 以後 も， このお と 
ずれ， すなわち 福音の 律法と 原則に 
従順に 従わなければ ならず， また 悔 
い 改める ことによって， 昇栄を 得る 
ことが 出来る という 知らせ 力;， 予言 
者 を 通じて 啓示され ている。 

予言者の 声に 耳 を 傾ける こと は， 
何と 大切な ことであろう 力'。 聖典に 
は， この 末日に 私たちに 襲い かかろ 
う と している 災いに ついて 警告して 
いる 箇所が 数え切れない ほど 多く あ 
る。 その 中にはす でに 起こって いる 
もの も あるし また 今 まさに 起ころう 
として いるもの も ある。 この 破滅 を 
免れる に は， 悔い改めて， 神が 御子 
イエス • キリスト と 予言者 を 通して 

啓示され た 福、 さ: の 教え を 受け入れ， 
それに 従って 生活す るし か 道 はない。 
「外界から 送られて く るお とずれ は， 
あらゆる 時代に 数 限 りなく あった。 
そして エレ ミヤ， エゼキエル， ダニ 
エル， ニーフ アイ， モロ ナイ， べテ 
口， バウ 口によ つて， また 近代で は 
ジ ヨセフ' ス ミスな ど 何人 もの 人に 
より， 忠実に 解き明かされた。 ラジ 
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ォゃ テレビ 通信 以上の 方法で， 宇 'お 
船ゃ航 や: 機 や ロケ ッ 卜 を 使う こと も 
なく， 個人に 対する おとずれが もた 
ら された ので ある。 人類が 人の 住む 
他の 惑星に 到着す るに は， まだまだ 
長い 道のりが ある。 しかしながら， 
宇宙通信 に 相当す る もの は ある。 人 
類 は 神に 語り かけ， 神から 答え を受 
けて きた。 そう したおと ずれが， こ 

こ 6 千年間， この 地に 住む 人々 の 幸 
福と 祝福の ために 送られて きたので 
ある。」 （同上） 

今日， 地上に は 予言者が おり， 主 
はこの 予言者 を 通して みこ ころ を 表 
わされる。 私たち は 教会員と して， 
「すべて 神の これまでに 啓示 した ま 
いしこと， すべて 今 啓示した もうこ 
と を 信じ， なお 今より 後， 神の 王国 
にっきて 多くの 偉大に して 重要なる 
こ と を 啓示 したもう こと」 （信仰箇条 
第 9 条） を 信じて いる。 

かって 人類に もたらされ たも ので， 
最も 祝福 に満 ちた 出来事と 言え ば ， 
ィ ヱス. キリスト の 噴い の 犠牲で あ 
り， また イエスが 与えられた 「生命 
と 救いの 計画」 である。 人類に とつ 
て 次に 重要な こと は， 予言者 ジョセ 
フ • スミ スを 通して 福音が 回復され 
たこと である。 神はジ ヨセフに 語り 
かけられ， ジ ヨセフ は それ を 聞いた。 
そして 啓示に よって ジ ヨセフ は 完全 
な 福音が 書かれた 神聖な 記録 を 世に 
現わした。 その 記録 は， 聖書 や 近代 
の 記録と 共に， イエスが 地上に おら 
れた とき に 与 えられた ものと 同じ 
「生命と 救いの 計画」 を 世の 人々 に 
提供して いる。 

当時 14 才 であった ジ ヨセフ は， そ 
の 地方の 様々 な 教派が 行なって いた 
改宗 活動の? (^に 巻き込まれ てひどく 
心 を 乱され， どの 教派に 加入すべき 
か 知りたい と 思った。 あるとき 聖書 
を 読んで いた ジ ヨセフ は， ヤコ ブ書 
に 書かれて いる 言葉に 目が と まった。 

「あなたが たのうち， 知恵に 不足し 


ている 者が あれば， その 人 は， と 力： 
め もせずに 惜しみな く すべての 人に 
与える 神に， 願い求め るが よい。 そ 
うすれば， 与えられる であろう。 

ただ， 疑わないで， 信仰 を もって 
願い求めなさい。 疑う 人 は， 風の 吹 
く ままに 揺れ動く 海の 波 に似てい 
る。」 （ヤコ ブ 1 ： 5  ，   6  ) 

ジ ヨセフ は， もし だれか 知恵 を 必 
要と している 人が いると するなら， 
それ はま さに 自分で あると 感じて， 
人里離れた 森に 行き， ひざまずいて 
祈った。 

ジ ヨセフ は そのと きのこと をこう 
記録して いる。 「 …… 私 は 自分の 真上 
に 太陽に も 増して 輝く 一つの 光の 柱 
を 見た。 そして その 光の 柱 は 次第に 
下りて きて， 光 はついに 私の 上に ふ 
り 注いだ。 

…… そ して その 光が 私の 上に 留っ 
た 時， 私 は 筆紙に 尽し 難い 輝きと 栄 
光と を 有ち たもう 二人の 御 方が 私の 
真上の 空中に 立ちた もうの を 見た。 
その 中のお 一人 は， 『（ジ ヨセフよ） 
こ はわが 愛子な り， 彼に 聞け』 と 仰 
せられた。」 （ジ ヨセフ' ス ミス 2  ： 
16, 17) 

ジ ヨセフ はこの 示現に より， 自分 
が 生きて いるの が 確かな ように， 父 
なる 神と 御子 イエス 'キリスト が 別 
個の 生ける 御 方で ある こ と を 知った。 
このと き 御 二方 はジ ョ セフの 名前 を 
知って おられ， 祈り を 聞いて 答えて 
下さり， また 彼に 指示 を 下された。 
だが ジ ョ セフが 自分の 経験 を 友人 や 
牧師と 話す と， 彼らの 間に 大きな 反 
感 がわき 起こり， ジ ヨセフ は 迫害 さ 
れ， 馬鹿にされる ことと なった。 ジ 
ヨセフ はこの 当時の こと を 次の よ う 
に 書いて いる。 

「 …… 私 は 自分の 胸の 中で 語る よ う 
になった 『何故 真実の こと を 話す か 
ら私を 迫害す るの か。 私 は 本当に 示 
現 を 受けた の だ， 私が どうして 神に 
抗ら えよ う 力、。 何故 世の中の 人 は， 


私が 本当に 見た もの を 見ない と 言わ 
せよ う と 思う のか。 私 は 示現 を 受け 
たので あるから それが 真実で あるの 
を 身 を 以て 知っている。 私 は 神が そ 
れを 知りた も う こと を 知っている。 
私 は それ を 打ち消す こと はでき なか 
つた。 また 敢て 打ち消 そうとし なか 
つた。 私 は少く と も ， 本当にあった 
こ と を 打ち消すならば 神の 怒り を受 
けて 罪の 宣告 を 受ける こと を 知って 
いる』 と。」 （ジ ヨセフ' ス ミス 2  ： 
25) 

ジ ヨセフ が 神に さ ら に 指示 を 求め 
たと き， 天使 モ 口 ナイ が 現われ， ジ 
ヨセフに 金 版に ついて 教え， ポ 現で 
金 版の 在り か を 示した。 4 年の 後， 
ジ ヨセフ は その 金 版 を 受け取つ たが， 
その 金 版に は， 神が ァメ リ 力 大陸の 
占 代 民族と 交わられた 記録が 書かれ 
ており， 完全な 福音が 載って いた。 
ジ ヨセフ は 神の 賜と 力に より， また 
啓示に よって， 金 版 上に 刻まれた 文 
字 を 翻訳した。 その 記録の 目的 は， 
ユダヤ人と 異邦人と に イエスが 永遠 
の 神なる キリストに ましまして， 万 
国の 民に 現われた もうた こと を 確信 
させる こと にある。 

モル モン 経に ついて， モロ ナイ は 
次の よ う に 約束して いる。 

「また この 記録 を 受ける 時， それが 
真実な もの かどう かをキ リストの 御 
名に よって 永遠の 父なる 神に 問え。 
も し 誠心誠意で その上 キ リ ス ト を 信 
じながら 問うならば， 神 は 聖霊の 力 
によ つて この 記録が 確かな もので あ 
る こと を あなたた ちに 示した もうに 
ちがいない。 

そ して 聖霊の 力に よ つ て 一切の 事 
の 真実 であるか どうかが あな た た ち 
に 解る。」 （モロ ナイ 10:  4  —  5) 

以上の ことの 真実で ある ことが 私 
に 示された ことと， この 末日に， 予 
言者ジ ヨセフ • ス ミス を 通して 福音 
が 回復され， 父なる 神と 御子が ジョ 
セフの 前にみ 姿 を あらわされた こ と 
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を 心からへ り く だって 証す る。 神 は 
生きて おられる。 イエス は キリスト 
であって， 私たちに ィ、 -死 不滅と 永遠 
の 生命と を 享受 させよう として， 万 
人の ために 生命 を さ さげられ たこ と 
を 証す る。 

私た ちと 主 との 間の 系 路は今 も 開 
かれて いる。 従って， 私たち は ひそ 
かに 祈 ると きも， 家族と 共に 祈る と 
き も， 公の 集会で 祈る と きも， 神が 
いつも 共に おられ， 私たちの 愛する 
父で ある こ と を 感じながら 語り かけ 
る ことができる。 また， 個人的な こ 
とで あろうと， 私たちの 持つ 召し や 
職に 関する ことで あろうと， 私たち 
の 方で その 気持ち さえ あれば， 主 は 
すぐに も 祈りに 答え， 私たち を 導 こ 
う と 待って いて 下さ るので ある。 


私 はまた， 現在の 指導者 ハ a ルド. 

B  • リ 一が 神に よ り 備えられ， 選ば 

れた， 神の 予 a 者で あり， また， 権 
威 ある 者の 手に よって 按手 聖 任され 
たこと を 証す る。 リ 一大 管長 こそ， 
教会の ために， また 人類の ために 神 
から 導き を 受ける 資格の ある 人で あ 
り ， 現に 今， その 導き を 受けて いる 
人で ある。 

主 は 予言者に 関し， 教会員に こう 
仰せに なった。 

「 …… 汝ら 教会員 は， 彼が 上よ り受 
く る ままに 汝らに 与える 誡 命と 彼の 
言と を 皆 心に とめて よく 聞き， わが 
前に 全く 聖き道 を 履むべきな り 。 

そ は 彼の 言 は， 汝ら 全き 忍耐と 信 
仰と を以 つて， あたかも わが 口より 
聞く が 如く にこれ を 受け 入るべきな 


れ ばな り 。 

これらの こと を 為さば， 地獄の 門 
も 汝らに 打 勝たざる べし。 而 して， 
誠に 主なる 神 は 汝らの 前よ り 暗闇の 
力 を 追い払い …… 

主なる 神 かくの 如く 言う。 われ は 
彼に 霊感 を 与えて， 善 を 為す ために 
大 いなる 力 を 以て シ オンの 大事 を 推 
し 進めし む。 われ 彼の 勤勉なる を 知 
り， また 彼の 祈り を 聞け り。」 （教義 

と聖約 21 ： 4-7) 

願わく ば， 私たちが 予言者の 言葉 
を 心に とめ， そして 予言者に 従う こ 
とがで きる よう， イエス' キリスト 
のみ 名に よ りへ りく だって 祈る もの 
である。 アーメン。 
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どこの 会場 か を 問わず あらゆる 場 
所で 耳 を 傾けて いる 兄弟， 姉妹， そ 
れに 友人の 皆様， 

発表され た 通り， この 集会 は 末日 

聖徒 イエス • キリス ト 教会 第 142 回 半 
期 総 大会の 一部 をな す ものである。 

教会が 組織され たと きも， また 今 
日で も， いわゆる キリスト 教会が 数 
多く あるた めに， 「なぜ また 別の 教会 
が 必要な のか」 という 質問が しばし 
ば 発せられる。 

まず 第一に， 質問 そのものから 明 
ら かなこと は， かよ う に 数多くの 教 
会が 存在す る ことが， ひどく 人々 の 
心 を 惑わした という ことで ある。 心 
の 正 I おな 人々 は， 数 ある 教会の 中で， 
もしあるなら， どの 教会が 真の キリ 
スト 教会な のかと 考え， 心 を 乱し 悩 
んだ。 

そのような 人々 の 中に， 14 歳の 少 
年ジ ヨセフ' ス ミス （二 代 目） がい 
た。 1820 年の 春， 当時 ニューヨーク 
州 パル マイ ラに 住んで いた 彼 は 付近 
の 信仰 復興 運動に 心 を 乱され， また 
教会 間の 骨肉 相 はむ 争いに 惑わされ， 
やがて ヤコ ブの 「あなたがた のうち， 
知恵に 不足して いる 者が あれば， そ 

の 人 は，  神に 願い求め るが よい。 

そうすれば 与えられる であろう」 （ャ 
コブ 1 ： 5  ) という 訓戒と 勧告に 心 


を 動かされる ことにな つた。 そこで 
ジ ヨセフ は， 幼子の よう に 無垢な 信 
仰 を もって， 「何れに 加入すべき か 知 
る ためにす ベての 教派の 中で 何れ が 
正しい か」 を 主に 尋ねた ので ある。 

「（ジ ヨセフ は 言う。） 私 は •••••• ひざ 

まずいて 自分の 心の 願い を 神に 祈り 
始めた が， 私が 祈り 始める や 否や， 
直ちに 私 は 何と も 知れぬ 力に よって 
捉えられ •• …- 

しかし， 私 は …… 全力 を 振り しぼ 
つて 神 を 呼び 求めた 力;'， 私が 今にも 
絶望に 打ち沈んで わが 身 を 破滅に 任 
せようと した その 瞬間 …… 私 は 自分 
の 真上に 太陽に も 増して 輝く  一^^ 3 の 
光の 柱 を 見た。 そして その 光の 柱 は 
次第に 下 りてき て 光 はついに 私の 上 
に ふり 注いだ。 

その 光の 柱が 現われる や S や， 私 
はわが 身 を 縛った 敵から 救い出され 
た 事に 気がついた。 そして その 光が 
私の 上に 留 つた 時， 私 は 筆紙に 尽し 
難い 輝きと 栄光と を 有ち たも う 二人 
の 御 方が 私の 真上の 空中に 立ちた も 
うの を 見た。 そして その 中のお 一人 
が 私に 言葉 を かけて 私の 名 を 呼びた 
まい， 他のお 一人 を 指して 『こ はわ 
が 愛子な り， 彼に 聞け』 と 仰せられ 
す こ。 J  (ジ ヨセフ' ス ミス 2  ： 15—18) 

この 示現 は， 荘厳な ドラマの 幕 開 


けで あり， やがて lO'rr: 後の 教会の 設 
立 を もって この ドラマ は 最高潮に 達 
する ので ある。 

この 天界 からの 示現の 折， み 言葉 
を かけられた 御子 はジ ヨセフに， 当 
時 存在 したい かなる 教会に も 加入し 
て はならない， なぜなら 「彼ら こと 
ごとく 誤れる を 以てな り」 （-ジ ョ セ 
フ' ス ミス 2  ： 19) と 仰せられた。 
当時の 教会 は ィヱス • キリストの 教 
会 を 構成す る 上で 不可欠な 要素 を ふ 
たつ 欠いて いた。 すなわち， イエス. 
キ リ ス 卜の 福音と そのみ 名で ある。 

諸 教会に 欠けて いた， 福 昔に 絶対 
必要な 要素と は， 

1 ， 神の 属性に 関する 真理と， 人間 

と 神の 関係に ついての 真理 
2， 救いの 原則と 儀式に 関する 知識 
3  ， 神権 

4 , 絶えざる 啓示で ある。 

まず 第一の 要素で ある， 父なる 神 
と その 御子 ィ ヱス. キリスト の 属性 
について であるが， ジ ヨセフ は 前述 
の 示現のと きに 真理 を 知った。 のち 
にジ ヨセフ は 御 二方に ついて 「御 父 
は， 人間の 有する 肉体と 同じく 触 知 
し 得る 骨肉の 体 を 有した も う。 御子 
もまた 然り」 （教義と 聖約 130  ：  22) 
と 1$ 明して いる。 

神と 人との 関係に ついて， ジョセ 
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フは， その後 与えられた 啓示に よつ 
て， 「諸々 の 世界」 の 住民 （この 地球 
上の 私たち も 含めて） は， 「皆 神より 
生れた る 息子と 娘なる こと」 （教義と 

聖約 76  ：  24) を 知った。 

神と 人と に関する こういった 根本 
的な 真理 は， ジ ヨセフ' ス ミス 当時 
の 教会で は 教えられて いなかった。 
明らかに， 当時の 教会 は そのような 
真理 を 知らなかった し， また 信じて 
もい なかった からで ある。 しかしな 
がら， イエスと 使徒の 時代の キリス 
ト 教会の 会員た ち は， 確かに これら 
の 真理 を 知り， 信じ， 教えて いたの 
である。 しかし この 知識 は 1830 年に 
至る ずつ と 以前に 失われて いたの だ 
つた。 数多くの 教会が できた の は， 
神と 人に 関する 真の 知識に 欠けて い 
たためで ある。 

1820 年代に 入って， 根本的な 福音 
の 原則と 儀式に 関する 知識が， 新た 
に 天から 少年 予言者 ジ ヨセフ • スミ 
スに 啓示され た。 ジ ヨセフ は これら 
の 原則と 儀式の 多く を モル モン 経 か 
ら 学んで いた。 この モル モン 経 は， 
次の よ うにして ジ ヨセフ' ス ミスの 
手に 渡った ものである。 

1827 年 9 月， 古代 ァメ リ 力の 歴史 
家で あり 予言者であった モ 口 ナイが 
復活して 現われ， ジ ヨセフに 薄い 金 
版に 書かれた 記録 を 手渡した。 ジョ 
セフ はこの 記録 を， 神の 賜と 力と に 
よって 翻訳した。 この 記録に は， ィ 
エス. キリスト の 福音の 原則 と 儀式 
に関する 説明が 古代 ァメ リ 力の 住民 
に 教えられ， そこで 行なわれた まま 
に 記されて いた。 

1829 年， ジ ヨセフ はこの 書物に 
「モル モン 経」 という 表題 をつ けて 
出版した。 この 本に は， 復活した ィ 
エス 'キリス 卜が エルサレムの 地で 
導き を 与えられた iS 後， アメリカの 
住民の 間で 自ら 導き を 与えられ たも 
うたこと が 記録され ている。 この 庄 
民に も， イエス は パレスチナで 教え 


られた 通りに 教えられた。 また 御自 
分の 教会 を 組織し， その 指導者た ち 
に聖 なる 神権 を 授けられた。 イエス 
は 指導者た ちに， 「福き の 救いの 儀 
式」 の 執行 法 を 教え， 示された ので 
ある。 

ジ ヨセフ は モル モン 経 を 出版す る 
までに， 福音の 必要 不可欠な 要素 を 
手に していた。 すなわち， それ は聖 
なる 神権で あり， その 権能に よって， 
ジ ヨセフ は 神に 代わ り ， 神の み 名 に 
よって 行なう ことができ たので ある。 

1829 年 5 月， ジ ヨセフ はァ ロン 神 
権 を 受けた。 モル モン 経の 中に 記録 
されて いる バブ テス マに 関する 救い 
主の 教え を 翻訳して いたと き， ジョ 
セ フ と 筆記者 ォ リバ 一' カウ ド リ は， 
その 主題に 関して さ らに大 いなる 光 
を 求めて 主に 祈った。 ふたりが ひざ 
まずいて 祈る と， 天の み使いの 訪れ 
を 受けた。 そのみ 使い は 「新約聖書 
に 見 ゆる かの バプ テス マの ヨハネ と 
同一人」 の ョ'、 ネ である と言うと， 
ふたり の 頭の 上に 手を按 いて， 

「汝 ら， われと 同じ 業に 働く 僕らよ 
救世主の 御名に よりて， われ 汝らに 
ァ ロンの 神権 を授 く。 こ は 天使の 導 
きと 恵み， 悔 改めの 福音， 罪 を赦す 
た め に 水に 沈む る バ プテ .ス マ な どの 

鍵 を 握る 神権に して …… 」 と宣 a し 
た。 （教義と 聖約 13 章） 

数 週間の 後， ぺ テロ， ヤコ ブ， ョ 
'、ネ が， ジ ヨセフと オリバ' 一に メル 

ケ ゼデク 神権 を 与えた。 ① OCU 霞- 

tary  history  of  tne し hurch  ■  ^^uS 
史」 第 1 巻， P.  40) 

福音の 第 4 の 必要 不可欠な 要素で 
ある， 「絶えざる 啓示」 は， 擁の回 
復 と共に もたらされた。 ジ ヨセフ- 
ス  ミスが，  神に 関する 知識と 「福|^ 
の 原則と 儀式」 に関する 知識 を 受け 
たこと から， ジ ヨセフ 自身， 天から 
直接 啓示 を 受けて いた こと は 明白で 
ある。 だが， これで 必要な もの 全部 
が 揃った わけで はない。 


時の 絶頂に おける キリ ス ト 教会の 
会員 は 皆， 聖' 去: の 賜 を 受けた。 聖霊 
と は 啓ポを 与えた も う 御 方で あ り ， 
聖霊 を 受ける こと は， '1^' 的に 生まれ 
変わる ことで ある。 イエスが ニコデ 

モに a われた E さ '葉 を 思い出して みよ 
う。 「だれでも， 水と 霊と から 生まれ 
なければ， 神の 国に はいる こと はで 

き ない。」 （ヨハネ 3  ：  5  ) 

聖霊の 賜 を 受ける こ と は， 「 みた 
ま」 により 生まれる ことで ある。 主 
は， 末日 聖徒 イエス • キリスト 教会 
の 胃 役員た ちに， 「パプ テス マを受 
けて 教会に 入りた る 者に， 聖典の 示 
すと ころ に 則 り， 火と 聖霊との パプ 
テス マを受 くる 按手 を 施して， 教会 
員た る こと を 確認」 （教義と 聖約 20: 
41) する よ う 指示され た。 

神権と 聖霊の 力 は， 教会と その 会 
員に 生命 を 与える もので あり， 

「 …… 聖霊の 特別な 職務 は 人の 心 を 
照らして 高貴なら しめ， 身 も 霊 も 清 
めて 神聖に し， 善行 を はげまし， 神 
の 事 を 啓示す るに ある。」 （ジ ユー ム 
ズ ' . E  • タルメ-ジ 「信仰箇条の 研 
究」 P.  225) 

この 賜がなかったなら， 教会 は電 
気のない 発電所 同様， 全く 無力な も 
のと 化して しまう であろう。 

このよう にして， 福 g- の 新しい 神 
権 時代 を 受けた ジ ヨセフ • ス ミス は， 
主によ つて 導かれる ままに， 地上に 
キ リ ス 卜の 教会 を 再建す る 資格 を 得 
た。 その 指示 は， 種々 の 啓示に よつ 
て 与えられ たが， その 中に 組織の 方 
法と 日付けと を 詳細に 記した 啓示が 
あつ,—。 

この 命令に 従い， ジ ヨセフ • スミ 
ス （二 代 目） は， 1830 年 4 月 6 日 ， 
神の 戒めと 国の 法律に 準じて， ニュ 
一 ヨーク 州 セ ネカ郡 フェイ ャッ 卜で， 
イエス • キリス ト 教会 を 実際に 組織 
したので ある。 

これにより， 「なぜ， すでに 数多く 
の 教会が 存在す るのに， 当 教会が 組 
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織され たの 力つ という 質問の 答え は 
明白で ある。 主 イエス • キリス 卜 御 
自身が ジ ヨセフ • ス ミスに 教会 を 組 
織す るよう 命じられ たからで ある。 

また 主はジ ヨセフに 教会 を 組織す 
るよ う 命じられた ばかりでなく  ， そ 
の 教会の 名前 を も 告げられた。 

ひとつの 事実 を 指摘して おこ う 。 
当時 キ リ ス ト を 代表して いると 主張 
していた あらゆる 教会の 中で， キリ 
ス ト のみ 名 をつ けて いた 教会 は ひと 
つもなかった ので ある。 ジ ヨセフ は， 
ニーフ アイ 人に 対する ィ エスの 教え 
から， キリスト のみ 名 をつ けて いな 
ければ， 決して キリスト 教会と は 言 
えない という こと を 知った。 ニーフ 
ァ ィ の 民の 間で， キリスト の 教会に， 
どういう 名 をつ けたら よい か 論争が 
あつたと き 民の 間で 教え 導いて おら 

れた イエス はこう 言われた。 

「わが 名 をつ けざる もの はいかで わ 
が 教会な らん や。 教会に もしも モー 
セの名 をつ けたら ば， そ は モー セの 
教会な り。 あるいは また ある 人の 名 
をつ けたら ば そ は ある 人の 教会な り 。 
もし わが 名 をつ けて， わが 福音 を 基 
とな さば そ はわが 教会な り。」 （III 二 

ーフ アイ 27  ：  8  ) 

この 宣言から， 私たち は 二重の 試 
験 法が ある ことが わかる。 つまり， 
キ リ ス ト 教会 は， （ 1 ) キリスト のみ 
名 を 冠し （ 2  ) キリスト の 福音の 上 
に 建てられて いなければ ならない と 
いう ことで ある。 

この 最後の 神権 時代に あって， 教 
会の 名に ついて 不確実な こ とのない 
よ う 主はジ ヨセフ' ス ミス に 言われ 
た。 

「わが 教会 は， 末の世に 於て 須 らく 
末日 聖徒 イエス 'キリス ト 教会と 称 
えらるべし。」 （教義と 聖約 115  ：  4) 

モル モン 教会と いう 言い方 は， 通 
称で ある。 

このように， 回復され た 教会 は 救 
I  、主の 二重の 試験 を 通過 している。 


つまり， 教会 名に そのみ 名 を 冠し， 
キ リ ス 卜の fe^ff の 上に 建てられ てい 
るので ある。 これに ついては， 疑い 

の 余地がない。 その 名 も 福！？ も， 主 
イエス . キリス ト 御自身に よって ジ 
ヨセフ. ス ミス に 啓示 された ので あ 
る。 

話 を 終える にあたって， 私 は 回復 
さ れ た 福音 と イエス' キリスト の教 
会に ついて， もう 少し 述べ， 証 をし 
たいと 思う。 

時の 絶頂に おける ィ エスの 伝道 以 
来 今 私が 述べて きた ことほ ど， 万人 
にと つて 重要な 出来事 はない。 あの 
出来事 は， ジ ヨセフ • スミ ス やその 
同僚 たちのた め だけでなく 全世界の 
た めの も の だつ たので ある。 

主 は 予言者に 啓示 を 与 える にあた 
つて， 次の よ う に 言われた。 

「 -…' 汝ら 民よ， 遙 かなる 所よ り 耳 
を 傾けよ。 海の 島々 にある 者よ。 共 
に 聴け。 

誠に 主の 声 はすべ ての 人々 に 及ぶ 
もの なれば， 一人 ものが るる 者な し。 
目と して 見ざる はなく， 耳と して 聞 
かざる はなし， 心と して 刺し貫かれ 
ざる はなし。 

また われ 誠に 汝ら に告 ぐ， 世に 住 
める 人々 よ。 主なる われ は， これら 
の 事 を 進んで すべての 人に 知らせん 
と 思うな り 。 

そ は， われ は 人々 を 偏り見る 者に 
あら ざれば， すべての 人々 をして そ 
の 日の 速に 来る を 知らし めんと 思え 
ばな り。 而 して 地よ り 平和の 取り去 
られ， 悪魔 自らの 領土 を 支配す る 時 
はなおい まだし といえ ども 今や 近き 

にあ り 。 〔1831 年に おいて〕 

され ど 主 もまた その 聖徒ら を 支配 
しその 真中に あ りて これ を 統治 せん。 
而 して …… この 世に 下る 審判の ため 
に 天より 降り 来らん。」 （教義と 聖約 
1 ： 1  一 2  ,  34—36) 

上記の 言葉が 語 り かけられてから 
140 年 以上 たった今 日， 地より 平和 は 


取り去られ， 悪魔 は 自分の 領土 を 支 
配し， 主 もまた その 聖徒ら を 支配し 
て おられる。 主が 「この 世に 下る 審 
判の ために 大 より 降り 来て」， その 民 
の 真中に あ りて これ を 統治す る 日が 
近付いて いる。 

しかし， 今後， その 時が 来る まで， 
人 も 国家 も， 現在の 歩み を 続けるな 
らば， 大きな 惨禍 を 被らなければ な 
ら ないで あろ う： さらに 多くの 「戦 
にっきて 聞かん， また 戦のう わさに 
つきて 聞かん …-" また 地； g' も 至る所 
に &り， （さらに） 多くの 荒廃 は 来ら 
ん。 …… 全世界 は 揺れ動き …… 」 （教 
義と聖 約 45:  26，  33) と言われ てい 
る。 これ は 主 御自身の 言葉で ある。 

主 はこの 災難の 到来 を 予言し， 警 
告を 与えられた。 主 は その 災難から 
逃れる 手段 を 与えるべく， 福音 を 回 
復し， 教会 を 再建され たので ある。 

教会の 組織から およそ 1 年 半 後， 
主 は 現在の 苦難の 原因 を 次の よ う に 
説明され た。 

「 …… 彼ら （地に 住む 人々） わが 儀 
式よ り 離れ 去 り ， わが 永遠の 誓 糸' ひ を 
破 り たれば な り 。 

彼ら は 主の 義を 打ち 建てん ために 
主 を 求めず して， あらゆる 者お のが 
心の ま ま に 振舞いお のれ ら の 神の 姿 
を 求 むれ ども， その 姿 は 人の 世の 像 
にして その 本質 は 一個の 偶像な り 。 
そ は 古びて ついに バビロン にて， す 
なわち ついに 亡ぶべき' 大バビ 口 ンに 
て 朽ちん。 

されば， 主なる われ， この 世に 住 
める 人々 に 襲い 来るべき 禍を 知れば， 
わが 僕ジ ヨセフ • ス ミス （2 代 目） 
を 呼び 天よ り 語りて 彼に 誡命を 下せ 

また 他の 者 ど もに も これ を 世の 人 
々に 宣る様 誡命を 与えたり」。 （教義 
と聖約 1 ： 15 — 18) 

世の 人々 に宣 ベる よ う 与えられた 
戒めと は， イエス' キリストの 福音 
の 原則 と 儀式の ことで ある。 福音 を 
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回復し 地上に 教会 を冉 建す る ことに 
より， 主 は 私たちの ために， 肉体的 
にも 霊的に も 救い を 得る 手 だて を講 
じられ たので ある。 

回復 は， ダニエルの 言った， 国々 
の 分裂す る 日に 「天の 神 は 一つの 国 
を 立てられます。 これ は いつまでも 
滅びる ことがない …… 」 （ダニエル 

2:44) という 予言の 成就で ある。 

また ミカの 言った， 「末日に なって， 
主の 家の 山 は もろもろの 山の かしら 
として 堅く 立てられ， もろもろの 峰 
よ り も 高く あげられ， もろもろの 民 
はこれ に 流れく る」 （ミカ 4  ： 1 ) と 


いう 予 H の 成就で も ある。 

また 「御 使が 中空 を 飛ぶ の を 見た。 
彼 は 地に 住む 者， すなわち， あら ゆ 
る 国民， 部族， 国語， 民族に 宣べ伝 
える ために， 永遠の 福音 をたず さえ 
てきて， 大声で 言った， 『神 をお それ， 
神に 栄光 を 帰せよ。 神の さばきの 時 
がきた からで ある …… 』」 （黙示録 14 
： 6  ，  7 ) という ョ ハネの 見た 示現 
の 成就と なって いる。 

まことに， この 回復と は， 主の 再 
降臨に 備えて 到来 するとべ テロが 予 
言した， 「万物 更新」 なので ある。 
(使徒 3  ：  21 参照） 


そ して， 私 は， イエス • キリスト 
の 特別な 証し 人と して， これらの こ 
とが 皆 真実で あると 証す る。 そして 
さ ら に 私の 言葉 を 聞 き ， 読む すべて 
の 人々 に 証し 申し上げたい。 もし， 
あなた 方が 歴史上の 事実と， 回復に 
あたって 啓示され た 真理と を 調べ， 
へりく だって 誠心誠意， イエス- キ 
リ ス ト のみ 名に よって 御 父 を 呼び 求 
めるなら， 御 父 は 聖霊の 力に よって 
同様の 確信 を 与えて 下さる に 違いな 
いと 証す る。 私たちの 主ィ エス. キ 
リスト のみ 名に よ り， アーメン。 
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感謝 を 神に さ さ げん 
予言者の 導き 

十二使徒 評議員 会 会長 代理 

ス ペン サ一 • W • キン ボール 


愛する 兄弟 姉妹， ならびに 友人の 
皆様， この 聖会 のこと は 長らく 私た 
ちの 記憶に 残る ことだろう。 また， 
支持の 挙手の 後， リ 一大 管長 は 私た 
ちに 感銘 深く 話 をして 下さった が， 
これ も 長らく 記憶に 残る ことだろう。 
石の ような 心の 持ち主 も， 様々 なグ 
ループの 人々 がー 致して 教会の 指導 
者 を 支持し 挙手 をす る 今朝の この 光 
景を 目に したならば， その 心 を 和ら 
げた こ と だろ うと 思う。 私に とって， 
本当に 感銘 深い 光景であった。 

いかなる 舞台と いえ ども， この 末 
日に 教会が 繰り広げた 数々 の 歴史的 
な 場面に 匹敵す る ほ ど大 きな 注目 を 
浴び， かつ 重要な 場面 を 上演した も 
の はないで あろ う 。 舞台 は 二 ユー ョ 
一 ク に 始ま り， オハイオ， ミズーリ， 
イリノイ， そして ユタへ と 移って 来 
た。 舞台装置 や 背景 も 変わり， それ 
を 演ずる 人々 もまた 変わって きた。 
きょう， また ひと りの 偉大な 指導者 
が 支持され た。 この 場に いて， その 
よ う な 重大な 出来事の 舞台に 上って 
いる 私たち は， なんという 大きな 特 
権に あずかつ ている ことであろう 力、。 
この 教会の 指導者の 交替に あたって， 
重要な こと は， 神権 定員 会お よび 聖 
徒の 会衆が， 感謝の念 を 表わし， 支 
持と 信頼 を 誓い， 誓約 を 再び 新たに 


する 機会 を 持つ という ことで ある。 

ノ、  口 ルド . B  • リ 一大 管長の fe! し 

は 百 数十 年来 行なわれて き た 他の 大 
管長の 召しの 場合と 全く 同じ 様式に 
則って 行なわれた。 リ 一大 管長 は， 
過去の 大 管長が 持って いたす ベての 
鍵 を 持ち， 同じ 権能 を 持ち， 同じ 教 
会 を 代表して いる。 ただ ひとつの 違 
いは， 教会が 比較に ならない く らい 
大き く なって いると いう こと だけで 
ある。 

1830 年に 教会が 設立され た 当時， 
教会に は， ほんの 一握りの 人々 しか 
いなかった。 それゆえ， 予言者 ジョ 
セフ. スミ スは 最初， 非常に 小さな 
ゲ ループ を 曾理 すれ ばよ かった ので 
ある 力;'， 殉教した ときには 数千 人に 
ふ く れ 上がって いた。 

ブ リ ガム. ヤン グが大 管長に なつ 
たと き は 約 4 万人の 会員が いた。 
1877 年 新 し !■ 、大 管長 ジョン. テ イラ 
一は 約 14 万 5 千 人 を 管 通した。 1889 
年， ウィルフォード 'ウッドラフの 
管理の 下に は 約 19 万 2 千 人の 会員が 
いた。 1898 年， 口 レンゾ' スノーが 
大 管長に な つたと き は 約 25 万 3 千 人 
の 会員が お り， ジ ヨセフ •  F  • スミ 
ス のと きに は 28 万人 近く になって い 
た。 ヒーバー •  J  'グ ラン 卜大 管長 
のとき は 50 万人 近 く， ジョージ • ァ 


ルバ 一 ト • ス ミスのと き は 100 万人の 
会員が いた。 そして 1951 年， デビ ッ 
ド •  0  'マッケイ が大 管長に な つ た 
とき， 110 万人 以上の 会員が いた。 

ジ ヨセフ' フィールディング • ス 
\ スが大 管長に なった と き は 280 万の 
会員が お り ， そ して， ハロル ド •  B 
• リーが 大 管長に なった 今， その 数 
は 約 320 万人で ある。 し 力、 もな お 急 ii 
に 増加し 続けて いる。 

リ 一大 管長 力;， 争い や 批判で 紛糾 
した 諸 委員会 や 総会 を 通じて 選ばれ 
たので もなければ， 人々 の 投票に よ 
つて 選ばれた ので もな く， 神より 召 
され， さらに 人々 から 支持され たと 
いう こと を 知る の は， まことに 心強 
い 限りで ある。 

ここ 3 年の 間に 3 人の 大 管長が 教 
会 を 管理す る ことにな つた。 「デ ゼレ 
ト 'ニューズ」 の 論説に， 次の よ う 
に 書かれて いる。 

「一般の la^ では， このよう なま gjS 

層に おける 度重なる 交替 は， 指揮 機 
能に 混乱 をき たし， 人々 の 間にた め 
らいと 不安が 見 ら れ るの が 普通で あ 

る 0 

だが， これと 対照的に， この 歴史 
的な 時期に 教会 内に 見られた 感情 は， 
安定と 明確な 目的に 裏付けられ たも 
ので あり， 変遷の ただ 中に あっても， 
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確固たる 一致が 貫かれて いた。」 

(1972 年 7 月 8 日 Deseret  News  「デ 
ゼ レト. ニュー ズ」） 

神から 与えられた 様式に は， いか 
なる 誤り も， 争い も， 野心 も， 利己 
的な 動機 も 入る 余地 はない。 主 は， 
御 自ら 主の 教会 を 管理す る 指導者た 
ち を 召して こられた。 この こと は 非 
常に 興味深い ことで あるし， 重要な 
ことで も ある。 

ハロルド. B  . リ 一大 管長 は， 
1972 年 7 月 7 日 に大 管長に なった 力 《， 
1941 年 4 月 10 日 に 使徒に 按手 聖任 さ 
れ ている。 そして， 疑い もな く  ， 彼 
の 前任者 同様， 遠い 遠い 過去に おい 
て これらの 責任に 予 任されて いたの 
である。 予言者 ジ ヨセフ' ス ミス は 
1 世紀 以上 も 前に， 次のように 言明 
している。 

「世の 人々 を 教え 導く 職に 召されて 
いる 人 はすべ て， 前世の 天上の 大会 
議 において， まさしく そのために 聖 
任されて いたので ある。」 （ジ ヨセフ • 
フィールデイング • ス ミス 編 Teach- 
ings of  the  Prophet  Joseph  omith 
「予言者 ジ ヨセフ' スミ スの 教え」 
p.  365) 

初期の 使徒の ひとり は， ジ ヨセフ- 
ス  i ス について 次の よ う に 語って い 
る。 

「その 権能 は， 彼が 初めて 天使に ま 
みえ， 賜の 幾つか を 授かった 時に 彼 
の 頭上に 固められた のではなかった。 
…… それ は， だれか 聖 なる 神権の 権 
能 を 持つ 人から 按手 を 受ける 必要が 
あった。」 

程なくして， ジ ヨセフ は， この 地 
上で 最後に 鍵 を 保持して いた 人々 の 
按手に より， その 権能 を 受けた。 そ 
の 使徒の 話 はさ らに 次の よ う に 続い 
ている。 

「ィ エス は …… 3 人の 弟子た ち を 山 
に 連れて行かれた とき， 3 人の 前で 
変貌され た。 そのと き， モー セとェ 
リャが 彼ら 3 人に 恵み を 施した。 ま 


た， そのと きべ テロ は， その 神権 時代 
の 鍵 を 保持す るよう 按手 聖 任された。 
ぺ テロ は 同僚で ある ヤコ ブ， ヨハネ 
と共に その 鍵 を 保持した。 

彼ら は 近代に 現われ， ジ ヨセフ- 
ス  ミスと  オリバー  'カウ  ド リ の 頭に 
手を按 いて， ふたり を 彼ら 自身の 持 
つ 権能， すなわち 使徒 職に 聖 任し 
た。」 （ジョージ •  Q  • キャノン 
Gospel  Truth  「福音の 真理」 第 1 巻， 
pp.  253—54) 

私たちに とって 意義深い こと は， 
142 年 前の 1830 年 4 月 6 日から 今日に 
至る まで， 1 分 1 秒たり といえ ども， 
教会が 神よ り 導き を 受けずに 存在し 
てきた こ と はない という 事実で ある。 

ジ ヨセフ • フィールデイング • ス 
ミ ス大 管長の 体から 霊が 去った 瞬間， 
ジ ヨセフ. スミ スの 言葉に あるよ う 
に， 予 任されて いた ハ ロノ レド' B  • 
リ 一大 管長 は， 十二使徒 評議員 会の 
会長と して， 正当に 神の 命 を 受け， 
真実の 承認され た 指導者 となった の 
である。 

ジョージ •  Q  • キ ヤノ ン副 管長 は， 

予任 について 次の よ うに 言って いる。 

「ジ ヨセフ' スミ ス 力;， 聖 任される 
以前に， すでに 様々 の 賜 を 持って い 
たという こと は 驚くべき 事実で ある。 
彼は聖 見者であった。 それ は， 聖任 
される 前に 翻訳に 従事した からで あ 
る。 彼 はまた 予言者で もあった。 そ 
れは， 聖任を 受ける 前に 多くの 偉大 
な 出来事 を 予言した からで ある。 … 
…また 啓示 を 受ける 者で もあった。 
教会が 組織され る 以前に， 神が ジョ 
セフに 様々 の 啓示 を 与えて いたから 
である。 それゆえ， ジ ヨセフ は， こ 
の 地上で 聖任を 受ける 以前から 予言 
者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者で あつ 
た。」 （福音の 真理」 P.  253) 

1972 年 7 月 7 日， 十二使徒 評議員 
会 は， これらす ベての 賜 を 保有して 
いた。 そして 1941 年 4 月 10 日 以来， 
これらす ベての 賜と 鍵と 完全な 神権 


を 保持して いた ハロル ド •  B  • リー 

大 管長 は 7 月 7 日， 十二使徒 定員 会 
により， これらの 諸 権利 を 保有して 
いる 旨 再 確認され た。 

私たちの 主 は， 貴 任の 交替に 備え 
て 常に 完壁な 準備 をして おられる。 
今日で は， 12 人の 使徒と ふたりの 副 
管長， 合わせて 14 人の 使徒 職 を 持つ 
人々 がいて， 状況が 変われば いつで 
も その 権能 を 行使で きる 状態に ある。 
この 人々 は 皆， 聖任 順位が 進んで 自 
分に 順番が 回 つ て く れ ばいつ で も 指 
導 者の 地位に 就 くこと がで きる よう， 
聖 任されて いるので ある。 

ジ ヨセフ. スミ スの 時代から 今日 
まで， およそ 80 人の 人々 が 使徒 職の 
権能 を 与えられた。 だが， その 中で 
大 管長の 地位に 就いた 人 は 11 人し か 
いない。 他界した 人々 がいる からで 
ある。 主の しもべた ちの 死 は， 主の 
力と 統治 力と 支配の S ぶ 範囲 内に あ 
り ， 主 は， その 指導の 職に 就く よ う 
予 任されて いる 人々 にの み， 教会の 
筆頭 職に つく こと をお 許しになる の 
である。 生 も 死 も 主の 支配の 要因と 
なる。 主によ り 新しい 使徒が 順次 選 
ばれ， そのと きの 生ける 予言者に 啓 
示され， その 予言者が 新しい 使徒 を 
聖 任す るので ある。 

教会の 最高 定員 会で は， 聖任 順位 
が 大きな 意味 を 持つ。 使徒た ち は 皆， 
これ を 完全に 理解して おり， 教会の 
事柄に 精通して いる 会員 も 皆， この 
完全 な 継承 方法 に 熟知 している。 

ジ ヨセフ' ス ミス は， 主から 受け 
ていたす ベての 鍵と 権威と 権能 を 十 
二 使徒た ちに 授けた。 ジ ヨセフ は， 
彼らに すべての ェンダ ウメ ント， そ 
れに聖 なる 洗いと 灌 油の 儀式 を 施し， 
ま た 結び 固 めの 儀式 を 施 し た 。 

きょう 私たち は， イスラエルの 子 
ら がした よ う に, 誓約 を 新たに し， 新 
しい 予言者 を 支持す る 機会に あずか 
つてい る。 かって 主が ヨシ ユアに 言 
われた こ と 力;'， きょう， リ 一大 管長に 
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も あてはまる。 「あなたが 生きながら 
える 曰の 間， あなたの 前に 立つ こと 
のでき る 者 は， ひとり もないで あろ 
う。 わたし は， モー セ と共にい たよ 
うに， あなた と共にお るであろう。 
わたし は あなた を 見放す こと も， 見 
捨てる こと もしない。」 （欽定 訳 ヨシ 

ユア 1 ： 5  ) 

「民 は  言った， 『 …… われわれ 

は 主に 仕えます』。 

『われわれの 神， 主に， われわれ は 
仕え， その 声に 聞きした がいます』。 

こうして ヨシ ユア は， その 日， 民 
と 契約 をむ すび …"- 。」 （ヨシ ユア 24 
： 21， 24,  25) 

きょう， 私たち も， これと同じ 契 
約 を 新たに しょ う ではない か。 

初期の ある 指導者 は 次の よ うに 言 
つた。 「私 は大 管長に 注目して いる。 
—— 私 は， 船旅で 氷山に 閉じ込めら 
れ たり， 大嵐に 遭遇した と き， きま 
つて， 非常に 関心 を もって， 船長に 
注目した ものである。 …… 私 は 船長 
の 目 を 見， その 振る舞い を 見た。 … 
…船長 を 見れば， 自分た ちが どれ ほ 
ど 危険な 状態に いるの かよ く 判断で 
き る …… と 考えた からで ある。 私 は， 
甲板に 出て いる 人が 長老た ち を 除い 
て 皆， 船室へ 降 りて 行きた くなる よ 
うな 嵐の 中に 生活 を 続けて いる。 … 
…」 (Gospel  Truth  「福音の 真 Sj  p. 
271) 

それゆえ， リ 一大 管長 を 支持す る 
こと は， 私たちの 特権な ので ある。 

恐らく， あなた 方 も 知っている こ 
とと 思う が， ひとつの 大切な 規則が, 
予言者 ジ ヨセフ • ス ミスに よ つて 私 
たちに 与えられた。 「王国の 奥義の 鍵 
を ひとつあなた 方に あたえよう。 そ 
れ は 永遠の 原則 であり， 神と 共に 永 
遠 に 存在 してき た 原則 である。 もし 
だれか 立ち上がって 他人 を 攻撃し， 
教会の 欠点 を 捜 そ う と した り また 自 
分は義 しいが 他の 人々 は 道から はず 
れ ている と 言った りする 人が いるな 


ら， その 人 は， 背教に 通じる 道 を か 
なり 進んで いると 判断すべき である。 
そして， そのような 人 は， もし 悔い 
改めないなら， 神が 生きて まします 
ように 確かに， 背教に 陥る であろ 
う 。」 （「予言者 ジ ヨセフ • ス ミスの 教 
え」 P. 156,  157) 

キ ヤノ ン副 管長 は， 再び 警告して 
いる。 「も しあな たがた の屮 で， 不平 
不満 を 言った り あら 捜し をしたい な 
どと 思う 人が いたり， また 福音の 精 
神に 合致 しないよ う な 間違った 思い 
を 抱いたり 言葉 を 口にした りする 人 
がいたなら …… その 人 は， 誠心誠意 
悔い改め， へりくだって 主に その 罪 
の 赦しを 請うべき である。 これ は， 
非常に 由々 しい 罪 だからで ある。 

神権 を 持つ 人々 は， ただの 人間に 
しかす ぎない。 彼らと て 過ち を 犯す 
人間で ある。 …… （この こと は 神権 
者 自身が 一番 良く 知っている。） かつ 
てこの 地上に おり 立った 人で， 全く 
罪 を 犯さなかった 人 は， 御子 をお い 
て ほかに は ひと り もい ない。  」 

私 は， この ことが 教会 幹部の 兄弟 
たちの 場合に も 完全に あてはまる も 
のと 確信して いる。 

「にもかかわらず， 神 は これらの 人 
々を 選び出された。 …… 神が 選び出 
され， 神が 彼らに 聖 なる 神権の 権能 
を 授けられ たので ある。 こうして， 
これらの 人々 は 地上に おける 神の 代 
表 者と なった ので ある。 神 は これら 
の 人々 をキ リ ス 卜に 従う 群れの 羊 飼 
いとし， また シ オンの 城壁の 番人と 
された。 そして， 神が これらの 人々 
に 与えられた 権能に 関して は， 神が 
すべての 責任 を 負って おられる。 主 
イエスの 日に， これらの 人々 は 主の 
御前に 立って， この 権能 を どのよう 
に 行使した かによ つて 裁かれる であ 
ろう。 も し 彼らが， この 権能 を 誤つ 
て 行使したり， 主の み 業 や 主の 民の 
救いに 災いする 方向 で 行使 したなら 
ば， 主 イエスの 日に 災いが 彼らに 下 


るであろう …… 。」 （「福音の 真 Sj  p. 
276) 

この 使徒 はまた， 主 は 裁いたり 叱 
貴したり する 権能 を， 正規に 組織 さ 
れた 教会の 評議会に のみ 与えて おら 
れ るので あって， 一般の 人々 に は 与 
えて おられない， と 説明して いる。 
「そして 聖 なる 神権の 権能に 対し… 
…反抗の 声 を あげる 者 は …… 悔い 改 
めない 限り， 地獄へ 落ちる であろ 
う。」 （同上） 

ウィルフォード' ゥッ ドラフ 大管 
長 は， 晚 年に， 次のように 述べて い 
る。 「私 は 天父に， この 高齢に あって 
も， 私に 残された 生涯 を， 神の 霊感 
によって 導かれるべく， そのし もべ 
たる 私に みたま をお 注ぎ 下さる よ う 
請い 願って いる。 イスラエルの 人々 
に 申し上げる。 主 は 私で あれ， だれ 
であれ， この 教会の 大 管長の 職に あ 
る 人が， あなたがた を 誤った 方向に 
導く の を 決してお 許しに なること は 
ない。 そのような こと は， 主の 御 計 
画に もなければ， 主の みこ ころで も 
ない。 もし 私が そのような こと をし 
ようと すれば， 主 は 私から その 地位 
を 取り去られる であろう。 これ はま 
た， だれで あれ， 人の子ら を 神の み 
言葉 やその 義務から 誤った 方向に 導 
こ う とする 者に ついても 言える こ と 

である  。」 い he  Discourses  oj 

Wilford  Woodruff  「ウィル' フォー 
ド • ゥ ッ ド ラ フ 説教 集」 PP.  212  — 
213) 

この 言葉 は 私たちに 深い 確信 を 与 
えて く れる に違いない。 

また， ある 指導者 は 次の よ う に 書 
いている。 「この 教会で は， 人が 地位 
を 求めた からといって， それが 得ら 
れる もので はない。 もし 教会で ある 
人が 特定の 地位に 就 こ う とする 野心 
を 持って いる ことが わかつ た 場合， 
その 野望 は 主に 認められる もので は 
ないた め， そうした 事実 そのもの 力;， 
その 人 を 挫折へ と 導く であろう。 こ 


361 


れは， この 教会の すべての 役員に つ 
いて 言える ことで ある。 すべて 
の 役員 は 神の 管理の 下に ある。 神が 
これらの 役員 を 選び， 指名され るの 
である。 そして， 彼らが 間違った こ 
と をした 場合， それ を 正 すの は 神の 

される ことで ある。」 （ジョージ •  Q' 
キャノン Deseret  W eekly  「テ セレ 
ト. ウィークリー」 1898 年 5 月 21 号 
P.  708) 

願わく は 主が 私たちの 新しい 大管 


長と 副 管長た ち を 祝福し， 完全に 支 
持して 下さる ように。 また， 私たち 
民が 一致して'、 ロル ド. B  • リ 一大 
管長 を 支持す るよう に 祈って いる。 
私 は リ 一大 管長が この 地上に おける 
主の 予言者で ある こと を 知っている。 
私 は， ヨルダン 川で， ニーフ アイの 
民の 間で， そして ニュー ョ一 クの森 
で 聞こえた 言葉が 神の み 声で あ り ， 
この 神 は 私たちの 天父で あられる こ 
と を 証す る。 また， 神が 「これ はわ 


たしの 愛する 子， わたしの 心に かな 
う 者で ある」 と r きわれ た 方が， この 
教会の 頭た る 御 方， すなわち 私たち 
の 救い主 ィ エス' キリスト である こ 
と を 証す る。 私 は， リ 一大 管長が 神 
の 予言者で ある こと を 証す る。 もし 
私たちが リ 一大 管長に 従 うなら ば， 
王国 は 偉大な 発展 を 遂げる ことで あ 
ろ う 。 私 はこの 証 を 全身全霊 を も つ 
て， イエス. キリスト のみ 名に より 
証 申し上げる。 アーメン。 
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1 9  7  2 年度 統計 記録 


教会 ュニッ ト 

ステ— キ 部数  592 

ヮ ― ド 部数  4,  365 

ステーキ 部内， 独立 支部 数 1,029 
ヮ— ド部， 独立 支部 合計 5,394 

伝道 部数 101 
伝道 部内 支部 数 1,891 

教会員 数 

ステーキ 部  2,716,769 

伝 道 部  511,021 

合  計  3,227,790 

神  権 

ァ n ン 神権 者 

執  事  139,194 

教 師  101,042 

祭  司  160,993 

合 計  401,229 

メ ルケ ゼデク 神権 者 

長  老  264,465 

七 十 人  24,229 

大 祭 司  93,344 

合  計  382,037 

ァ ロン 神権 者， メル ケゼ デク 神権 者 総計 …… 783,266 
(年度 内 増加 数 30,  216 名） 

会員 数の 増加 度 

'ステーキ 部， 伝道 部内 幼児 祝福 数 69,  695 


ステーキ 部， 伝道 部内 子供の パプ テス マ 数… 58，  343 
ステーキ 部， 伝道 部内 求道者の パプ テス マ 数 

 91, 237 


補助 組織 登録 会員 数 

扶助 協 会  715,071 

日曜 学 校  2,442,033 

ァ ロン 神権 YMMIA  164,925 

ァ ロン 神権 YWMIA  186,393 

初等 協 会  478,769 

一 (bi 統" 十 

出生率 （1,000 人 当り）  26.43 

結婚 率 （1,000 人 当り）  15.39 

死亡率 （1,000 人 当り）  4.74 

福  祉 

被 援助 者 数 102,961 

雇用者 数  14,502 

労働 奉仕 日数 累計 *   187,800 

福祉 操業 日数 累計 ** 7，U0 

系図 協会 

身代りの 神殿 儀式 （ヱン ダウ メン ト） 

のために 手続きの とられた 名前の 数 …… 2， 181, 918 


年度 内に 20 力 国に おいて マイ クロフ ィ ルムに 収録 
された 系図 記録 は， 23,  046,000m の 長さと なり， 
これ は 300 ページの 本で 3,  607,  002 冊に 相当す る。 


神殿の 儀式 

15 の 神殿で 執行され た 儀式 数 

生         者  68,  376 

死         者  9,046,194 

儀式 総 数 9, 114,  570 

教会の 学校 （1971  — 72 年度） 

在籍 者 数 （インス ティ テ ユート， セミナ 

リ 一 を 含む） 257,388 
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「主 は 生けり と 知る」 


十二使徒 評議員 会 会員 


フ ルース • R • マツ コンキ 


主が 私と 家族に， そして 全世界の 
忠実な 聖徒た ちに 注いで 下さる かく 
も 豊かな 祝福に 対して， いかなる 表 
現 を もってしても， またい かなる 言 
葉 を もってしても 表わしえない 程感 
謝して いる。 私 は 今 聖霊の 力に 導か 
れて， 私たちす ベての 者が 携わって 
いる この 栄え あるみ 業が 真実な もの 
であり， 神聖な ものである こと を 証 
できる よう に 切に 求めて いる。 私 は 
また， 今朝から この 場に 臨んで いる 
光明 と 真理と 啓発の みたまが 引き続 
き この 場に 集う 人々 の 心に 宿って， 
あなたがたが 啓発され， 私の 証が 真 
実で ある こ と を 悟れる よ う に 祈って 
いる。 

教会員と して， また この 地上に お 
ける 神の 王国の 民と して， 私たち は， 
みたまの 賜 を 享受して いる。 恵みと 
慈悲に 満 ち た 神が 常に 忠実な 聖徒 た 
ちに 与えられる 驚異と 栄光と 奇跡の 
賜で ある。 みたまの 賜に 関する 現代 
の 啓示の 中で 第一に あげられ ている 
賜 は， 証の 賜， 啓示の 賜， 神の み 業 
の 真実 ざと 神聖 さ を 知る 賜で ある。 
この 賜 は 他の 箇所で はィ エスの 証と， 
また 予言の みたまと 表現され ている。 
これ こそ 私に 与えられ ている 賜で あ 
る。 私 はこの み 業が 真実で ある こと 
を 知っている。 


私 は， イエス' キリス トカ; 生ける 
神の 御子で あり， 世の 罪の ために 十 
字 架に かかられ たという こと を 完全 
に 知っている。 私 は， ジ ヨセフ *ス 
ミスが 神の 予言者で あり， 彼 を 通し 
て 今日 再び 完全なる 永遠の 福音が 回 
復 された こと を 知っている。 また 私 
は， この 末日 聖徒 ィ エス 'キリスト 
教会が， 地上に おける 神の 王国で あ 
つて， 神の 承認の もとに， 今， 支持 

を 受けた'、 o ルド •  B  • リ 一大 管長 

を 頭と して， 今な お引き続き その 務 
め を 果たして おり， 「人の子」 の 再臨 
のために 備え を させて いる こと を 知 
つてい る。 

また さらに 私 は， 主が 今日， 主 を 
信じる 人々 に， 古代の 聖徒た ちが 享 
受 したと 同 じ 栄光 と 驚異に 満 ち た 賜 
を 授けて おられる こと を 知っている。 
主 は， 予言と 啓示の みたま を， 昔の 
聖徒た ちに 与えられ たが， 現在の 私 
たちに も 同様に 授けて 下さって いる。 
永遠の 福音の 栄光と 素 晴ら しさ を 
「汝に 告げん とす」 と 主 は 言われる。 
「われ 今 汝に来 り て汝の 心の中に 留 
るべき 聖霊に よ りて 汝の智 と 情に 告 
げんと す。 そもそも， 見よ， これ は 
啓示の 『みたま』 なり。」 （教義と 聖 
約 8  ：  2  ，   3  ) 

私自身 啓示 を 受けて きたので， こ 


の 教会 内に 啓示が ある こ と を 知って 
いる。 私 は， 神の み 名 を 証す る 者と 
して 働き， 神が 啓示され た 救いの 真 
理を 教え， また 教会の 教えが 真実で 
ある こと を 証す る 特権と 機会が ある 
の を 喜んでい る。 

この 正しい 教義 を 教え， 真理に つ 
いて 証す る こと は， 主が 定められた 
方法で ある。 宗教 は 神から 来る もの 
であって， 神 以外に その 源 はない。 
それが 真理で あれ， また 現世に あつ 
て 人の 心に 喜びと 平安 を もたらし， 
来世に あって 永遠の 栄光の ために 備 
え をさせる もので あれ， すべて は 主 
に 源 を 発して いる。 人 は 自分 を 復活 
させる こと もで きないが， 同様に， 
救いの 宗教 を 創り 出す こと もで きな 
いので ある。 

神 は， 過去の 各 神権 時代の 人々 に 
啓示され たと 同じ 基盤に 立って， 今 
日， 救いの 真理 を 私たちに お与え 下 
さって いる。 そして 昔から 変わる こ 
となく， 神 は 使徒 や 予言者 や 義人に 
救いの 教義と 真理 を 啓示して おられ 
る。 また 世の 人々 に 向かって その 真 
理を 教え， 真理に ついて 証す るよう 
それらの 人々 に 命じて おられる。 使 
徒 や 予言者の 職務 は， そうした 教え 
が 主から 出た ものである こ と を 証す 
る ことで ある。 主の 代理人 やし もべ 
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たち は， 常に 真理に ついて 証す る 者 
である。 今日 私 は， 真理の 証し 人と 
して ここに 立つ 特権に 浴して いる こ 
と を 喜んでい る。 

主の みたまが この 大会 衆の 上に 注 
がれて いる 今日， 私 は 自分の 手 を 直 
角に あげ， 自分の 心と 霊の 中で 誓約 
する 特権に 患 まれた こと を 感謝して 
いる。 また， 神の 王国 を 管理す るよ 
う 神に よ り 召された 偉大な 大 管長 会 
の 方々 を 支持し， その 勧告に 従える 

こと を 感謝して いる。 '、口 ル ド •  B' 

リ 一大 管長 は聖 見者で あ り ， 啓示と 
知恵の みたまで 満たされた 人で あり， 
主と 親しい 交わり を 持って いる 人で 
ある。 N  • エルドン' タナー 副 管長 
は 高潔 さと キ リスト 教徒と しての 諸 
徳を 身に つけた 人で あり 主 を 愛し， 
主の 戒め を 守る 人で ある。 マリオン' 
G  .  ロムニー 副 管長 は 霊の 巨人で あ 
り， 義の 説教 者で ある。 また， 主 を 
知り 主の 教え を 説く 人で ある。 ロム 
ニー  副 管長と 私 は 同じ 家系で ある。 

私が この 召しの 話 を 聞いた あと， 口 
ムニ 一 副 管長 は 私に 向かって こ う 言 
われた 。 「祖父の レッド （レミ ユエ 
ル. ハーディ ソン. レ ッ ド） は 喜ん 

で 私たち を 迎えて くれる こと だろ 
う。」 それに 答えて 私 は 言つ. た。 「袓 
父が いる 所へ 行ける よ う な 生活 をす 
るつ もり です。」 すると ロムニー 副 管 


長 は 「私 も そのつ もり だ」 とさわれ 
た。 

この 時代に 神の 王国の 鍵 を 握る こ 
れら 3 人の 兄弟た ちに ついて， 主 は 
その 民に 次の よ うに 言って おられる。 

「彼ら はわが 教会の 大 管長 会と して 
召した る 者な り。 彼らに 従え。」 また 

「 …… 彼らの 上に …… すべての 支部 
教会の 重荷 を 負わ しめたる 故な り… 
…われ を 受け 入る る 者 は， わが 遣わ 
したる 者すな わち …… 大 管長 会 を受 
け 入る るな り。」 （教義と 聖約 112: 18 
一 20) 

私 は 全身全霊 を もって 教会の 大管 
長 会 を 支持し， 彼らの 口から 告げら 
れる 啓示と 真理の 光に そって 歩みた 
いと 願って いる。 彼ら は 主の 民に 向 
力' い， また この 地上の あらゆる 国々 
に 住む 正直な 真理の 探求者た ち に 向 
力 > い， 主の みこ ころと その 思い を 伝 
えてい るからで ある。 私 はみ 業が 真 
実で ある こ と を 知っている。 

私 は 皆様 方 一人一人に 代わ つて * 
し 上げたい と 思う。 これ は 私自身の 
気持ちで も あり， 私の 家族の 気持ち 
でも ある。 この 聖会 にあって 教会 幹 
部 を 支持し， リ 一大 管長が みたまの 
力で 語られる の を 聞いて いる 間， 主 
のみた ま は 豊かに 注 かれて いた。 そ 
れ ゆえ 私 は， ここにい るすべ ての 人 
人が， 貞理と 正義の 原則に そって 自 


分 自身の 生活 を 棒げ よ うと 改めて 決 

心した ので はない かと iiLi う。 この/ i 
理と 正義の) お 則の ために， 気高い 指 
導 者た ち， すなわち リー 人 管長が ひ 
と りず つ 名前 を あげられた 歴代 大管 
長た ち は 生き， 働き， そして 天に 召 
されて いったの である。 
過去 はどうで あれ， 私たち は 次の 
こ と を 誓約し よ う ではない か。 罪な 
き 主の あらゆる 儀式に そって 歩む こ 
と， また 神の 成め をで： り， この 栄え 
ある 業が 神の まことの み 業で ある こ 

と を 証す る 生ける 証し 人と なるこ と 
を。 この 業 は， 洪水の ように 地に 広 
ま り ， 水が 海 を 覆 うよう に 全地 を 覆 
う に違いない。 

おお 神よ。 願わく ば， 私と 家族， 
また ィ ス ラエルの 家の すべての 忠実 
な もの をして， 貞理と 光のう ちに 歩 
ましめ たまえ。 また， 教会 外に あつ 
て は， 地上の いずこ にても 昆ぃ 出し 
得ざる 交わり と 親しみと を 享受した 
今, 永遠の 世に おいて， また やがて 
来るべき 王国と 住まいに おいて 同じ 
精神， 同じ 親しみ を 享受せ しめた ま 
え。 

以上す ベての こと を， 証と 感謝の 
気持ち を もって， へり くだり また 喜 
びつつ 主ィ エス' キリス 卜 の聖な る 
み 名に よって 申し上げる。 アーメン。 
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友と は 

十二使徒 評議員 会 会員 
マ一 ビン • 」• ァシュ トン 


きょう 私 は， あらゆる 地に 住む 皆 
さん を 友と して 歓迎したい。 

「友と は， あるがままの 私 を 受け 人 
れて くれる 人で ある」 という 言葉が 
ある。 これ を 友の 定義と して 踏まえ， 
さらに， 人 を 見いだ した 時の まま 放 
置して おくので は 真の友と は 言えな 
いという こと を 添えて お く  。 

ある 人々 は 友達になる という こ と 
を 誤解して いるよ うで ある。 友の 行 
為 は 自己 改善， 正しい 態度， 自立， 
慰め， 自己 信頼， 福利な ど を 生み出 
す もので なければ ならない。 もし， 
非行 ゃ悲 しみ を もたら す 事柄 に 関与 
している 人に 友と いう 語 を 用いる と 
すれば， それ は 間違いで ある。 人 は 
自分が ほかの 人から 期待され ている 
と 感じるならば， その 姿勢 は 全く 変 
わる はずで ある。 行動 や 姿勢が 改善 
や 独立に つながる 時に そこに 友情 を 
認める ことができる。 

真の友に な る に は 勇気が 要求 さ れ 
る。 ある 人々 は， いかなる 状況に あ 
つても 裏表の ない 人間で あろ うとす 
る 姿勢 を 示さない ために， 友情 を危 
機に さらして いる。 恐れ は 友情と 共 
存 しない。 真の友と は， いかなる 場 
にあっても 私たち と共にと どまり 分 
かち 合う 勇気 を 持つ 人で ある。 ウイ 
ンス トン' チヤ 一 チル卿 は 国家 存亡 


の 機に 大英 帝国 最大の 友 となった。 
和平 降服 を 提唱して いても 容易に 友 
となる ことができた にもかかわらず， 
彼 は 国民に 「血と 苦しみと 涙と 汗」 
を 求める 勇気 を 持って いたから であ 
る。 

アブラハム' リンカーン 大統領 は， 
敵に 対する 姿勢に 関して 非難 を 受け 
た ことがある。 ひとりの 同僚が こう 
尋ねた。 「大統領 は なぜ 彼らと 友達に 
なろ う とする のです。 断固， 倒す ベ 
き です。」 すると リンカーン は 穏やか 
にこう 答えた。 「敵 を 滅ぼそう と して 
いるので はない。 彼ら は 私の 友人な 
の だから。」 

末日 聖徒 ィヱス 'キリス ト 教会の 
会員で ある 私たち は， 予言者， 聖見 
者， 啓示 を 受ける 者で ある'、 口 ルド' 

B  ♦ リ 一大 管長 を 親しい 友の ひと り 
と 考えて よいので はないだ ろ う 力'。 
大 管長 は 私たちの 必要に 応 じて 私た 
ち を 叱責し， 愛し， 励ま し， 導いて 
くれる からで ある。 リ 一大 管長 は 私 
たちの 友で ある。 私 は， この 言葉の 
持つ 最も 高貴な 意味 あいに おいて リ 
一大 管長が 私たちの 友で ある こ と， 
リ 一大 管長が 霊感と 勇気 あふれる 態 
度で 私たち を 導いて いる こ と を 証す 
る。 

私 は 皆 さんが 大 管長の 友人に な る 


ようお 勧めしたい。 今朝， 私 は 手 を 
挙げ， 私の 友リ 一大 管長 を 支持した 
が， 私に とって これ は 大きな 喜びで 
ある。 リ 一大 管長と 私との 友情 は， 
過去の 年月の 裏付けが ある。 常に あ 
るが ままの 私 を 受け入れ， 進歩の 機 
会 を 与えて くれた。 大 管長 を はじめ 
教会 幹部の 皆さん と共にい る こと は 
私に とって 大きな 喜びで ある。 さら 
に， 地上に おける 天父の 王国 建設に 
携わる 皆さん も 同様の 喜び を 感じて 
おられる と 思う。 

私 は タ ナー副 管長 と ロムニー 副 管 
長 を 愛して いる。 二人と も 私の 友 だ 
からで ある。 私 は ブルース •  R  • マ 
ッ コン キー 長老と 共に 座 を 占める こ 
とに 幸せ を 感じて いる。 彼 も 私の 友 
だからで ある。 友情の 重要性 を 理解 
しょうと 努めれば 努める ほど， 次の 
聖 句に 見られる 真理への 認識が 深 ま 
ると IS う。 

「父なる 神の みまえに 清く 汚れの な 
い 信心と は， 困って いる 孤児 や， や 
もめ を 見舞い， 自ら は 世の 汚れに 染 
まずに， 身 を 清く 保つ ことに ほかな 
ら ない。」 （ヤコ ブ 1 ： 27) 

私たち は 世の 罪に 染まらず， 今日 
よりも， 明日 はより よい 人間に なろ 
うとす る 時に， 自分自身 を 友と する 
ことができる。 日々， 自分自身 を 真 
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の 友と する 目標 を 立てるならば， そ 
れは 立派な 目標で ある。 未亡人 や 孤 
児に 対する 私たちの 責任 は， 彼ら を 
あ りの ままの 姿で 受け入れる ことで 
ある。 た' が， 必ず 彼らに 進歩 改善す 
る 機会 を 与えなければ ならない。 悲 
しみ を 和らげ， 励ましの 言葉 を かけ， 
日 々 の 必要 を満 た す 援助 をす る こと 
こそ， 私たちの 責任で ある。 

ィ ヱス. キリス 卜の 福音 を 持って 
いながら， それ を 説服と 模範と によ 
つて 家族， 隣人， 見知らぬ 人々 と 分 
かち 合わない としたら， 友と して は 
不十分ではないだろう 力'。 イエス- キ 
リ ス 卜の 福音に 対して 証 を 持ちな が 
ら， それ を 分かち合わない としたら， 
友と 言える だろ う か。 

友 は 私たちが 獲得す る もので あつ 
て， 贈り物と して 与えられる もので 
はない。 「あなたがたに わたしが 命じ 
る こと を 行うならば， あなたが たは 

わたしの 友で ある。」 （ヨハネ 15: 14) 
主に 仕え， 主の 戒め を 守る 者 は 主の 
しもべで ある。 そして 試し を 受けて， 
あらゆる こ とに ついて 忠実で ある と 
認められた 時， 彼ら はも はやし もべ 
ではな く， 友と なる。 主の 友 は， 主 
と共に 王国に 入り， 永遠の 受け継ぎ 

を 得る 者た ちで ある。 （教義と 聖約 93 
： 45 — 4(5 参照） 

救い主が 「友」 に関して 語られた 
箇所 を 教義と 聖 約の 中から 幾つか あ 
げて みよ う 。 

「また われ 誠に 汝ら に告 ぐ。 わが 友 
よ。 - 

すなわち われに fi づけ， さらば わ 
れ汝ら に 近づかん。 熱心に われ を 求 
めよ。 さらば， 汝ら われ を 見出さん。 
求めよ， さ らば 与えられ， 叩け よ， 
さらば 開かる る こと を 得ん。 

何に て も わが 名に よ り て 御 父に 願 
うと ころ 汝ら のた め (£i 、要な る こと は 
汝 ちに 与えら るべ し。」 （教義と 聖約 
88  ：  62—64) 

「…わが 友シ ドニ 一と ジ ヨセフよ。 


—」 （教義と 聖約 100  ： 1 ) 

「わが 友よ。 われ 誠に 汝ら に告 ぐ， 
…われ 汝らに 一^ ^の 啓示なる 誡命を 
与う。」 （教義と 聖約 103  ： 1 ) 

「…わが 友よ， 怖る るな かれ。 ••-」 
(教義と 聖約 98  ： 1 ) 

「…われ 汝らを 友と 呼ばん。 汝らは 
わが 友に して， われと 共に ゆずり を 
受く ベければ なり。」 （教義と 聖約 93 
： 45) 

この 最後に あげた 親しみの こ も つ 
た 言葉 は， 家族の 行動に 関して ジョ 
セフ 'スミ スが 叱責 を 受けた 時に 与 
えられた ものである こ と を 付け加え 
てお きたい。 

「而 して， われ わが 使徒た ちに 語り 
し 如く 汝ら に告 ぐ， そ は汝ら はわが 
使徒に してすな わち 神の 大祭司た ち 
なり。 また 汝ら はわが 父の われに 与 
えたまい し 者な り。 汝らは 誠に わが 
友な り。」 （教義と 聖約 84  ：  63) 

救い主 ィ エス. キリスト は 私たち 

の 友で ある こ と を 証す る。 愛の こ も 
つた 命令， 叱責， 挨拶の 言葉， 啓示， 
励まし， 忍耐の 中で 主 は 毎日 この こ 
と を 証明して おられる。 確かに 主 は 
あるがまま の 私た ち を 受け入れて 下 
さるが， 主の み 言葉と 道に 従って 進 
歩す るよ う にも 望んで おられる。 

友情の 真の 意味 を 求めて， 私は簡 
単 だが 力 ある 話し合い を 持った 時の 
経験 をお 話したい。 18 歳の 女性に こ 
う 尋ねた。 「一番の 友達 はだれ です 
か。」 「母です」 と 彼女 は 答えた。 「な 
ぜで すか。」 「私の こと をい つも 考え 
て く れ るからで す。」 

祭司の 年齢の 男性に も 同 じ 質問 を 
した。 「監督です。」 「なぜです か。」 
「ぼくたちの 話 をよ く 聞いて くれる 
からです。」 

19 歳の 女性との やり とり。 「ゲ リー 
ナ 一の クラスの 先生です。」 「なぜで 
すか。」 「レッスン じ やない ときに も 
相談に 乗って く れ るからで す。」 

13 歳の 少年。 「ス カウ 卜の 隊長で 


す。」 「なぜです か。」 「私たちと 何で 
も 一緒に やってくれ るからで す。」 

受刑者。 「教戒 師 です。」 「なぜです 
か。」 「彼 はいつ も 私 を 信じて くれ ま 
す。 信じられな いよ うな こと も 信じ 
て くれる こ とが あり ま したから。」 

夫。 「妻です。」 「なぜです か。」 「妻 
は 私の 一部です し， 一番 大切な もの 
だからです。」 

以上の 対話から， 友情と は 作り出 
す ものと 結論で きないだろう 力、。 

「友達 を 作る 唯一の 方法 は， 自分 か 
ら 友達になる ことで ある」 と エマ 一 
ソン は 述べて いる。 相手 を 知らな け 
れば 友達に なること はでき ない。 相 
手 を 知る ための 時間 だけでなく， 共 
に 過ごす 時間 をと る 人 こそ 本当の 友 
である。 人に 与える ことので きる 最 
大の 贈り物 は， 最良の 自己で ある。 

ジ ヨセフ. ス ミス が 友の 価値 を ど 
のように 考えて いたか を， 次の 言葉 
からう かがい 知る ことができる。 「も 
し 私の 生命が 友に とって 価値の ない 
もので あれば， 私に とっても 価値が 
ない。」 

救い主 は 言われた。 「人が その 友の 
ために 自分の 命 を 捨てる こと， これ 
よりも 大きな 愛 はない。」 （ヨハネ 15 
： 13) 

ロノ ぺ' ート • ルイス • ステ イーブン 
ソン は その 輝け る 人生の 秘訣 を 尋ね 
られた 時， 簡潔に こう 語った。 「私に 
は 友が いた。」 

出 エジプト 記 33 章 1 1 節に は 次の よ 
うに 記されて いる。 「人が その 友と 語' 
るよう に， 主 は モー セと 顔を合わせ 
て 語られた。」 

受け身で ただうな ず く だけの 人 は 
真の友と は 言えない。 友と は 関心 を 
寄せる 人 を 言う。 

最近 南ァメ リ 力 を 訪問した 時の 経 
験 をお 話したい と 思う。 伝道 部長と 
共に 各地 を邁 り， 伝道 本部から 320 キ 
口 程 隔てた 地に 着いた 時の こ とで あ 
る。 ある 長老が 腹膜炎 を 起こした と 
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の 連絡が 入った。 医者の 診断 を 受け 

る の が 6，  7 時間 遅れた た め ， 状態 は 極 
めて 悪い。 道 部長 はすぐ さます ぐ 
れ た 外科 ぉを搜 すよう 電話で 指示 し ， 
ゾーン 大会に 集まって いた 60 名の 宣 
教師と 共に 祈り を 捧げた。 そして 翌 
朝， 彼 は 夫人と 共に 病院に 駆け付け 
た。 祈りが さらに 続けられた。 医師 
も あらゆる 手段 を 尽く している。 長 
老の 同僚た ち も 交替で 昼夜 を 問わず 
付き添いに あたって いる。 アイダホ 
州に 住む 両親に も 急が 告げ られ た。 
「息子さんに は 最善の 処置が と られ 
ています。 多分 大丈夫 だと 思います。 
ど う か 家族の 皆 さん も 一緒 にお 祈 り 
して 下さい。」 

真の友 情， 真の友の 姿が ここに あ 
つた。 この 伝道 部長 はま さしく 99 匹 
の 羊 を 残して， すぐに 助けが 必要な 
一匹の 羊に 全力 を 尽くす 模範で あつ 

た。 

私たち は 奉仕す る 時の 報いと して， 
「友達に なって く れて ありがとう」 
という 心からの 言葉 を 受ける ほど 大 
きな 報い はない。 助けの 必要な 人が 
私たち を 通じて， また 私たちと 共に 
改善の 道 を 歩める こ とがわかった と 
きこ そ， 真の友 情 を 発揮 するとき で 
ある。 私たち を 通して 弱い 人が 強く 
なり， 強い 人が よ り 強く なる 時， そ 
の 友情 は 本物で ある。 もし 人 を その 
友達から 判断で きる とすれば， 友達 


が どの 程度の 人間 かで その 人の 行く 
末 も 判断す る ことができる。 

では， どのよう にして 友 を 助ける 
こ と がで き る だろ う 力、。 ァラ ビアの 
ことわざに その 答え を 見る ことが で 
きる。 「友と は， 人が 心の すべて を 打 
ち 明け， 公平に 取り ふり 分ける 親切 
な 手 を 信頼して， もみが らも 種 もす 
ベて を 差し出し， 価値 ある もの を 保 
存し， 残り は 愛の 息で 吹き散らして 
もらう ことので きる 人 を 言 う 。」 

その 通 り， 友と は， あるがままの 
私 を 受け入れる 力：， よりよ い 人間に 
なる 機会 を 与えて くれる 人 を 言う の 
である。 

ぺ テロと ョ '、ネ が 美しの 門に 近づ 
いた 時に 経験した こと は 私たちす ベ 
てに とって 意味が ある。 そこに 生ま 
れ ながら 足の きかない 男が いた。 施 
し を 受けて 日々 を 過ごして いる 男 だ 
つた。 二人が この 男に 近づいて 行く 
と， 男 は 何 か 施し を 受けよ うとして 
手 を 差し出した。 すると， 皆さん も 
御存じの ように， ぺ テロ はこう 言つ 
た。 

「『金銀 はわた しに は 無い。 しかし， 
わたしに ある もの を あげよう。 ナザ 
レ人 イエス' キリスト の 名に よ つ て 

歩きなさい。』 

こう 言って 彼の 右手 を 取って 起し 
て やる と…。」 （使徒 3  ：  6-7) 

ぺ テロ は 友であった。 「立って 歩き 


なさい。 私が 助けて あげよう」 と a 
つたから である。 私たち も， 友達が 
自力で 道 を 歩める ことが わかる まで， 
手 を 取って あげなければ ならない。 
ぺ テロ は 乞食 を あるがままの 姿で 受 
け 入れ， 進歩 改善す る 道 を 示した と 
理解して よいと 思う。 救い主 は 私た 

ち が 主 と 隣人の 友 となる 方法 を,!^ し 
て おられる。 

「あなたが たは， わたしが 空腹のと 
きに 食べさせ， かわいて いたと きに 
飲ませ， 旅人であった ときに 宿 を 貸 
し， … 

あなたがたに よくき-つて おく。 わ 
た しの 兄弟で ある これらの 最も 小さ 
い 者の ひとりに したの は， すなわち， 
わたしに したので ある。」 （マ タイ 25 
： 35,  40) 

私 は， 私たちが 互いに 友と なるこ 
とがで きる よ う 祈って いる。 私たち 
は 神の 友になる 必要が ある。 神 は 私 
たちのた めに 弁護して 下さる。 神 は 
生きて おられ， 私たちの 近くに いて 
助けて 下さる。 私 は， イエス' キリ 
ス 卜が 私たちの 贖い 主， 救い主で あ 
る こと， この 教会 は 主の 教会で ある 
こと， また 主 も 私たちの 友で ある こ 
と を， へりくだり， イエス' キリス 
卜の み 名に より 証 申し上げる。 ァー 

メ ン 0 
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私 は 今朝， '、 0 ルド •  B  . リ 一 兄 
弟 を 末日 聖徒 ィ エス. キリスト 教会 
の大 管長と して 支持し， さらにす ベ 
ての 教会 幹部 を 支持す る 特権に あず 
かり 喜んでい る。 

私 は， 私に 対して 支持の 挙手 をし 
て 下さった こと を 感謝す ると 同時に, 
ここで， すべての 指導者 を 心から 支 
持す る こと を 誓いたい と 思う。 地上 
に 主の 王国 を 築 く 上で 私に 求め ら れ 
るすべ ての こと を 心から 果たす 所存 
である。 

さて， 「末日 聖徒 は なぜ 神殿 を 建て 
るの だろう か。」 これ は 多くの 人から 
尋ねられ， また 私たちと 信仰 を 同じ 
く しない 多くの 人々 が 心に 抱く 疑問 
である。 

信仰箇条 第 3 条は 次の よ う に 宣言 
している。 「われら は， キ リ ス 卜の 噴 
罪に より， すべての 人類 は， 福音の 
おきてと 儀式と を 守る ことによ りて 
救われ 得る と 信ず。」 

続いて 第 4 条は， 

「われら は， 福音の 第一 原則と 儀式 
と は 

第 1 , 主 イエス. キリス 卜 を 信ず 
る 信仰 
第 2  , 悔 改め 

第 3  ， 罪の 赦し を受く るた めに 水 
に 沈め ら るる パフ テス マ 


第 4， 聖霊の 賜 を 授かる ための 按 
手 礼 

なること を 信ず。」 

私たち は， 神の すべての 律法と 儀 
式 を 守り， 従わなくて はならない。 
キリスト は ニコ デモに 対して 言われ 
た。 「『よくよく あなたに 言って おく。 
だれでも， 水と 霊と から 生れな けれ 
ば， 神の 国 を 見る こと はでき な 

ニコ デモ は 言った， 『人 は 年 をと つ 
てから 生れる ことが， どうして でき 
ます か。 もう 一度， 母の 胎に はいつ 
て 生れる ことができ ましよ う カリ。 

ィ エス は 答えられた， 『よくよく あ 
なた に 言って おく。 だれでも， 水と 
霊と から 生れなければ， 神の 国に は 

いる こと はでき ない。』」 （ヨハネ 3  ： 
3-  5  ) 

この 時す でに， キリスト は 自ら 従 
う こ とに よって この 律法 を 完全 かつ 
正確に 示して おられた。 その 模様が 
マ タイ 伝に 言 されて いる。 「そのと 
き イエス は， 力" リラ ャを 出て ョルダ 
ン 川に 現れ， ョ'、 ネの ところに きて， 
パプ テス マ を 受けよ う と された。 

ところが ヨハネ は， それ を 思いと 
どまら せようと して a つた， 『わたし 
こそ あなたから パプ テス マ を 受ける 
はずです のに， あなたが わたしのと 


ろに おいでになる のす 力 \1。 

しかし， イエス は 答' えて 言われた， 
『今 は 受けさせても らいたい。 この 
ように， すべての 正しい こと を 成就 
する の は， われわれに ふさわし いこ 
とで ある』。 そこで ヨハネ は イエスの 
言われ ると おりに した。」 （マ タイ 3 
： 13 — 15) 

従って， パプ テス マ は 全人 類の た 
めの ものである。 罪のない 完全な 御 
方であった 神の 御子 キ リスト とても 
例外ではなかった。 とすれば， 私た 
ち 全人 類に とって は， なおさら 必要 
だとい うこと になる。 

さて， 全人 類に 求められて いると 
すれば， 公平な 神 は， この 律法に 従 
うこと がで きない 時代 や， 地方に 生 
まれた 人々 を， と こしえ に 罪 あ り と 
される だろ う 力 >。 

神が， 私たちが 知っている 通りの 
公-、 f ひよ 御 方で あると すれば， 神 は 全 
人類が 儀式 を 受ける 方法 を 用意され 
る はずで ある。 そして 人類 は 神に 受 
け 入れられる 者と なる ために は， ど 
う しても 儀式 を 執行しても らう こと 
が 必要で ある。 

ベ テロ は その 第一の 手紙の 中で， 
キ リ ス トは 十字架に かけられて， 復 
活す るまでの 間， 世 を 去った 人々 の 
霊に 宣べ 伝えられ たと 語って いる。 
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「こうして， 彼 は獄に 捕われて いる 
霊 どものと ころ に 下って 行 き ， 宣べ 

える こと をされ た。 

これらの 霊と いうの は， むかし ノ 
ァの 箱舟が 造られて いた 間， 神が 寛 
容を もって 待って おられた のに 従わ 
なかった 者 どもの ことで ある。 その 
箱舟に 乗り込み， 水 を 経て 救われた 
の は， わずかに 八 名 だけで あつ 

た。」 （ I ぺ テロ  3  ： 19—20) 

こうして， この 世で 福音 を 受け 入 
れる 機会の なかつ たす ベての 人々 に， 
死後 福音 を 受け入れる 道が 開かれた。 
しかしながら， 神の 王国に 人る ため 
に 是非 と も 必要 な パプ テス マ の 儀式 
が これによ つて 免除され る わけで は 
ない。 

コ リ ン ト 人に 福音 を宣べ 伝えて い 
た バウ 口 は， 復活が 実際に 起こる こ 
と を 彼らに 確信 させよう として， 次 
のよう な 質問 を 投げ かけて いる。 「そ 
うでない とすれば， 死者の ために バ 
プ テス マ を 受ける 人々 は， なぜ それ 
をす るの だろう 力、 もし 死者が 全く 
よみがえらない とすれば， なぜ 人々 
が 死者の ために バプ テス マ を 受ける 
のか。」 （ I コ リント 15  ：  29) 

この 質問から， 当時の 人々 は 亡く 
なった 先袓 のために 身代 わ りの パプ 
テス マ を 行なって いた こ とが 明らか 
である。 

キリスト は 私たちの ために 代わつ 
て 苦しみ を 受けられた。 そして 現在， 
私たちに， 隣人の ために 身代わりの 
業 を 行なう 機会 を 与えて 下さって い 
る。 

しかしながら， 私たちに 求められ 
ている の はこれ だけで はない。 死者 
の 名前が 分からなければ， どうして 
身代 わ り の 儀式が で き る だろ う か。 

死者 一人一人 にこの 業 を 行なうた 
めに は， 記録 をつ け， 探究' 1^， 入手 
する こと が 当然 必要に な つてく る。 

1836 年 4 月， ォ ハイ ォ州 カー ト ラ 
ン ドの 神殿が 完成した 折， 幾人 かの 


天使が ジ ヨセフ' ス ミスと オリバー' 
カウ ドリ に 現われた。 ジ ヨセフ • ス 
ミス だけではなくて， ジ ヨセフと ォ 

リ バーに 現われた ことに 注 y してい 

ただきたい。 二人で この 訪れ を 目撃 
したので ある。 その 天使の 中に， 死 
を 味わう こ となく 天に のぼった 予言 
者ェ ライ ジャ がいた。 

ジ ヨセフ • ス ミス は 13 年 前に 天使 
モロ ナイから， エラ イジ ャが ジョセ 
フのも とに 遣わされる という 約束 を 
受けて いた， 予言者 ジ ヨセフ. スミ 
スはェ ライ ジ ャ から 授かった 鍵に つ 
いて 次の よ う に 説明 を 加えて いる。 

「エラ イジ ャ のみた ま， 力， 召しと 

は， すなわち， 啓示， 諸 儀式， 神の 
みこ ころ， 権能， メル ケゼ デク 神権 
およ び 地上に おける 神の 王国の 完き 
ヱン ダウ メント の 鍵 を 持つ 権能 を 付 
与する ことで ある。 神の 王国に つけ 
るすべ ての 儀式 を 賜わり， 執行す る 
権能と， 父の 心に 子ら を 思わせ， 子 
らの 心に 天に いる 父袓を 思わせる 権 
能 を 授ける ことで ある。」 {Docu- 
mentary History  of  the し hurch  「教 
会 歴史 記録」 第 6 巻， P.  251) 

この 機会に あずかる ことので きな 
かった 私たちの 先袓 は， この 日の 到 
来 を 約束され ていたの である。 （教義 
と聖約 121 ： 26— 27 参照） 

カー 卜 ラン ド 神殿に おいて 予言者 
エラ イジ ャがジ ヨセフ *ス ミスと ォ 
リバ 一. カウ ド リ に 現われて 以来， 

この 死者の 名前 を 収集す る 作業 は あ 
ら ゆる 国の あらゆる 人々 の 間で 盛ん 
に 行なわれる ようになった。 これ は 
実に 驚くべき ことで ある。 この 大事 
業 を 促進し， 可能に する ため， 種々 
の 機器が 発明され たが， この 発明に 
あたつ て 主が 現代の 科学者た ちの 知 
恵に 霊感 を 与えられ たこと を 考えて 
みていた だきたい。 

エラ イジ ャ の 訪れが あってから 5 
年後の 1841 年， 主 は 予言者 ジョセ 
フ. スミ スに 啓示 を 与え， 民に 対し 


て 次のように 命じられた。 「 •••••• わが 

名に より， 最と 高き 者の 住むべき 一 
つの 宮居 を 建てよ と。 

そ は 彼 来りた も うて， 汝ら のす で 
に 失いた る もの， すなわち 彼の 取り 
去りた まいし もの， すなわち 完全な 
る 神権 を 再び 回復した も う 土地 はこ 
の ほか 世に 一"" つ も あら ざれば な り 。 

そ は 彼ら， すなわち わが 聖徒ら が 
死者に 代りて バブ テス マ を 受ける た 
めの 浸礼 盤 世に なければ な り 。 

すなわち この 儀式 はわが 宮居に 属 
すれば， 汝ら 貧しく して わが 宮居 を 
建つ る 能わざる 時代 を 除き われに 受 
け 入れら るる こと 能わず。」 （教義と 
聖約 124  ：  27—30) 

次いで 主 は 主の 家すな わち 神殿で 
執行され るべき 他の 聖 なる 儀式に つ 
いて 語って おられる。 

このように， 世 を 去った 私たちの 
先祖の ために， バプ テス マ を はじめ 
とする 神聖な 儀式 を 身代 わ りに よつ 
て 執行す るた めに， 神殿すな わち 聖 
なる 建物で ある 主の 宮居 を 建てる 必 
要が ある。 

エラ イジ ャ は 神の 王国に つける す 
ベての 聖 なる 儀式 を 執行す るた めの 
鍵 を もたら した。 来世に おいて 人が 
昇栄を 受ける ため， すなわち 永遠の 
生命 を 得る ため に 必要な これら 最も 
神聖な 儀式 は， 神の 宮居で 執行され 
てはじめて 神に 受け入れられ るので 
ある。 

ィ ス ラエルの 子ら が 持ち運びので 
きる 「契約の 箱」 を 造った の はこの 
理由つ ま り 神の 王国に つける 祝福に 
あずかる ためであった。 

昇栄 すなわち 永遠の 生命と いう 完 
き 祝福 を 受ける ために は， 人 は 神の 
王国の すべての 律法と 儀式 を 受けな 
ければ ならない。 

もう ひとつ， すべての 律法 を 成就 
する ために 必要な ものに， 人が ある < 
私たち 教会員 は， 主の 宮居に 入る に 
ふさわしい 生活 を 営み， まず 第一に 
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自分自身 のために， 次いで 亡くなつ 
た 先祖の ために， これらの 神聖な 儀 
式 を 受けなければ ならない。 
生きて いる 者が 最初で ある。 私た 
ち 自身が まず これらの 儀式 を 受ける 
ことが 必要で ある。 そうして はじめ 
て， 私たち は 先祖の ために この 業 を 
行なう 特権に 浴す る ことができる。 


私たちの 先祖に は， 時 満ちた る 神権 
時代に 私たちが 地上に 来て， 彼らの 
ために この 業 を 行な う という 約束が 
与えられ たので ある。 
世界中の 多 く の 国々 に 神殿が 建て 
られる 日 は 必ず 来る。 人の 救いと 昇 
栄 と 永遠の 生命 にどう しても 必要な 
こと だからで ある。 従って 私たち は 


熱心に 家族の 記録 を 集め， この 業の 
一端 を 担う に ふさわしく 生活し な け 
れ ばなら ない。 

私 は 主の 祝 があって， 私たちが 
この 業 を 果たす こ とがで きる よう， 
イエス. キリスト のみ 名に よ り 祈る。 

アーメン 0 


瘺 
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予言者よ りみ 言葉 聞け 

十二使徒 評議員 会 会員 
エズラ • タフ 卜' ベンソン 


けさ 私たち は， ハロル ド •  B  • リ 

一大 管長 を この 地上に おける ィ エス' 
キ リ ス 卜の 教会の 大 管長と して 全会 
一致で 支持した。 これ は， この 世に 
おける 最高の 職で はない かと 思う。 
私 はこの 偉大な 人物 を， 教会 幹部の 
中で も 一番 長く 知っている と 思う。 
私たちが お 互いに まだ 子供の 頃から 
50 年 以上の 長き にわた つて， 私 は 彼 
を 尊敬し， 称賛して きた。 私 は 彼 を 
神の 予言者， 霊感され た 指導者と し 
て 心から 愛し， 支持して いる。 リ 一 
大 管長 は， この 混乱の 時代に あって, 
キ リ ス 卜の 教会 を 導く に ふさわしい 
理想的な 人で ある。 願わく は，' 私た 
ち 教会員の 上に 神の 導 きがあって， 
この 高潔な 指導者に 従う 知恵 を 賜る 
ように 祈って いる。 

私 はこれ から 特に， まだ 教会員と 
なられて いない 方々 に 述べた いと 思 
う 力;'， 皆さんの 信仰と 祈りに よって 
その メ ッ セージが 彼らの 身と 霊に 力 
を 与え， 確信 を 与える よう 願って い 

る C 

サゥロ がダ マスコへ 向かう 途中， 
天から 示現 を 受け， 主 イエス • キリ 
ストの み 声に 立ち止まった。 そのと 
き サゥロ はこう 尋ねた。 「主よ， わた 
し は 何 をしたら よいで しょ う 力'。」 
(欽定 訳 使徒 9  ：  6) 主 はこれ に 答 


えて， サゥ 口に ひとりの 主から 遣わ 
された しもべの ところに 行き， 指示 
と 祝福 を 受ける よ う に 告げられた。 

「主よ， わたし は 何 をしたら よいで 
しょう 力、。」 世の中で これほど 大切な 
問い かけが ほかに あるだろう 力 >。 人 
が この 問いに 答える 道 を 探し 求め， 
その 道 を 歩む と き ほど 偉大な 行動が 
ある だろ う 力 >。 一体， 主 イエス' キ 
リ ス 卜 は 私たちに 何 をす るよ う 望ん 
で おられる の だろ う か。 主 はこう 答 
えて おられる。 「それ だから， あなた 
がた の 天の 父が 完全で あられる よ う 
に， あなたが たも 完全な 者と なりな 
さい。」 （マ タイ 5  ：  48) さらに， 「汝 
ら はいかなる 人物に て あるべき 力、。 
まことに 汝ら はわれと 同じ 人物なら 
ざるべからず。」 （m ニーフ アイ 27  ： 
27) 

こうして キリスト は， 私たちが ど 
ういう 人間に なるべき 力、 また 何 を 
なすべき かの 模範 を 示された。 この 
世に立 派な 特質 を もつ 者 は 多し とい 
えど も， 罪 を 犯す ことなく 生涯 を 過 
ごされ た 御 方 はた だ ひと りで ある。 
父なる 神 を 肉体の 父に 持ち， 御 自分 
の 体 を よみがえらせる 権能 を も つた 
御 方で ある。 この イエス こそ， 私た 
ちの 模範で あり， 私たちが その 足跡 
に 従うよ うにと 命じられた 御 方な の 


である。 

父なる 神 はすべ ての も のの 上に， 
イエス. キリス 卜の 名 を 置かれた。 
そのため， 最終的に はすべ ての ひざ 
がかが み， すべての 口が， イエスが 
キリスト である と 告白す るので ある。 
キリスト は 道で あ り ， 真 連で あ り ， 
光で ある。 キリス 卜 によ ら なければ， 
いかなる 人 も 天父の み 前に 帰る こ と 
はで きないの である。 キリスト は 神 
の 御子で あり， すべての 徳を 完全に 
具えて おられる。 従って， 真の 偉大 
さ を 計る 唯一の 尺度 は， その 人が ど 
れ ほど キ リ ス ト に 近い 人物で あるか 
である。 キリストに 最も 近い 人が 最 
も 偉大な 人で あり， キリスト を 最も 
愛する 人が キ リ ス ト に 最も 近い 人と 
なる ので ある。 

それで は， いかにして 人 は 命じら 
れ たよ う に， 神に 倣い， その 足跡に 従 
つて 進む ことができる だろ う か。 私 
たち はまず， キリストの 生涯に つい 
て 学び， 戒め を 知り， 守らなければ 
ならない。 この 道に 従う 者に は， 豊 
かな 生命， 完全な 喜びと 平安が 与え 
られ， 重荷 を 負って いる 者に は 休息 
が 与えられ ると 神 は 約束され た。 キ 
リスト について 知る ために は， 聖典 
を 学び， キリスト を 知っている 人の 
証 を 研究し なければ ならない。 私た 
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ち は， 神が 戒め を 守る 者に 約束され 
た 啓示と 霊感， 祈り を 通して キリス 

卜 を 知る こ とがで き るので ある。 
では， 戒め を 学ぶ ために は どのよ 

うにしたら よいの だろう 力、。 皆さん 
は 聖典に ある 主の み 言葉 や 正当な し 

もべ を 通して 与えられる 啓示に よ つ 
て， 主の 戒め を 知る。 あるいは キリ 
ストの 光， つまりす ベての 人に 与え 

られる 良心の ような もの， さらに は 
個人の 啓示に よ つて 戒めに ついて 知 

る ことができる。 

バウ ロカ;， 「主よ， わたし は 何 をし 

たらよ いでしょう 力'」 と 尋ねた とき， 
キリスト は バウ 口 を 主の 正当な しも 
ベの ひと りのと ころに 行かせた が， 
これ は 非常に 大切な ことで ある。 同 
じく コル ネリ ォ もまた， 祈り の 後， 
人々 を 遣わして ヘテロのと ころに 行 

くよう 命じて いる。 （使徒 10 参照） こ 

うして これまで ずっと， 神が この 地 
上に 予言者 を 置かれた と きはいつ で 
も， 人々 は 予言者の もとへ 行って， 
キリストと キリス 卜 の 戒めに ついて 
教え を 受けた。 

こ う した 予言者た ちの 霊感され た 
言葉が 記録され， 聖典と なった。 そ 
して 神が 代表者 を 地上に 置かれた と 
きはいつ でも， 新しい 啓示 や 聖典が 
加えられた。 ただ 人々 が 堕落 腐敗し， 
予言者 か 人々 の 間から 取り あげられ 
たと き だけ， 聖典 も 途絶えた。 神 は 
こう 述べて おられる。 正当な 神の 代 
表 者 を 通しての み， 人 は 救いに 欠く 
ことので きない 儀式と 神の 子ら を完 
き 者と する ため に 必要な 戒め を 受け 
る ことができる， と。 

予言者に ついて， 主 はこう 語って 
おられる。 「あなたがた を 受け いれる 
者 は， わたし を 受け いれる ので ある。 

…… 」 （マ タイ 10  ：  40) かく して 生け 
る 予言者の 声 は， 当時の 人々 に 対す 
る 神の メ ッ セージで あつ た ために， 
常に 時代 を 先駆ける ものと なった。 
ノアの 時代に， 古代の 聖典 は 受け 入 


れ たが， ノアが 受けた 啓示に 従わず， 
箱舟に 乗らなかった 人々 は 皆， お ぼ 
れて しまった。 生ける 予言者の 言葉 
は， 常に 人々 に対する 最も 重大な 勧 
告 である。 もし キリスト を 知り， 戒 
め を 学び， 従いたい と 思うなら は， 
主の 正当な 代表者 を 捜し求め なけれ 
ばなら ない。 

幾 世紀 もの 間， 人々 が 邪悪で あつ 
たがために， 地上から 神の 予言者 は 
いなくな り， 聖典 は 新約聖書の 最後 
の H 葉 を もって 終わり， いわゆる キ 
リ ス 卜教 世界に は， 混乱と 論争が は 
びこつて いた。 彼らの 手元に あるの 
はお 代の 聖典 だけで， 人々 に 釈き明 
かし， 新たな 啓示 や 聖典 を 加え， 教 

え 導く 業 を 指揮す る 正当な 神の 予 a 
者が いなかつ たからで ある。 

だが， 1820 年， キ リ ス 卜の 復活 以 
来 最大の 出来事が 起こった。 父なる 
神と 御子 イエス' キリストが 自ら ジ 
ヨセフ' ス ミスと いう ひとり の 少年 
に 現われた。 そのと き， ジ ヨセフ. 
ス ミ スは どの 教会に 入るべき か を 主 
に 尋ね 求めて いた。 父なる 神 はこの 

少年に 告げて a われた。 「こ はわが 愛 
子な り ， 彼に 聞け。」 （ジ ヨセフ • ス 

ミス 2  ： 17) 御子なる 神 は ジョセ 

フ 'スミ ス にどの 教会に も 加わって 
はならない と 告げた。 そのと きジョ 
セフ は， この 地上に 主の まことの 教 
会 はなく， 教会の 土台と なる 生ける 
予言者 もずつ と 昔に この 地上から 取 
り 去られて いた こと を 知った。 しか 
も その 予言者た ちの 死によ つて， 教 
会 を 建てるべき 啓示の 岩 も なくなり， 
新しく 加えられる 聖典 も なくなった 
ので ある。 
そ してつい に， イエス' キリスト 

の 教会 を 導いて いた 最後の 正当な し 

もべ， ベ テロ， ヤコ ブ， ヨハネが ジョ 
セフ 'ス ミスに 現われた。 この 栄光 
を 受けた み使いた ち は 彼らが イエス 
から 受けた と 同一の 権能 をジ ヨセフ. 
ス ミ スに 授けた。 こ う して 再び， こ 


の 地上に， 「かくの 如く 主汝ら わが 僕 
らに a う」 と 語る ことので きる 神の 
予言者が 置かれた ので ある。 ジョセ 
フ • スミ スは 自分が 受けた 権能 を 人 
々に 与え， かくして この 末日に イエ 
ス • キリス 卜の 教会 一 末日 聖徒 ィ 
エス 'キリス ト 教会， 通称 モル モン 

教会が 回復され たので ある。 

また 時 至って， 別の 天使が ジョセ 
フ 'スミ スに 現われ， 神 はこの 地上 
に 初期の ァメ リ 力 先住民の 記録 を 与 
えようと して おられる と 告げた。 し 
かも それ は 旧世界の 記録で ある 聖書 
と 対比され る ものであった。 この ァ 
メ リ 力の 聖典 は， 天からの' i?: 感を受 
けた ジ ヨセフ' スミ スが 翻訳し， モ 
ル モン 経と 呼ばれる。 モル モン 経に 
は， キリストが エルサレムで 復活 さ 
れた 後， ァ メリ 力 大陸に 住む 神の 子 
らに 実際に 現われ， 彼らに 教え を 施 
された ことな ど 多くの 糊が 記され 
ている。 モル モン 経の 使命 は， S 書 
と 並んで ィ エスが キリスト である こ 
と を 証す る 第二の 証人 となる ことで 
ある。 また 神が あらゆる 国々 の 人々 
を 愛して おられる こと を 示し， キリ 
ス ト 教徒の 間に 混乱 を 招いて いる 様 
様な 教義 を 明確に する ことで ある。 
ジ ヨセフ 'ス ミス は イエス' キリ 
ス 卜から 多くの 啓示 を 受けた。 彼の 
後 を 受け継いた 代々 の 予言者た ち も 
また 啓示 を 受けた。 つまり 新しい 聖 
典が 与えられて きたので ある。 現在 
この 地上に おける 主の 代弁者， 予言 

者はハ a ル ド •  B  • リ 一大 管長で あ 

る。 リ 一大 管長の もっている 権能 は 
代々 の 予言者 を 通じて， ジ ヨセフ. 
ス ミスまで さかのぼる こ とがで きろ。 
ジ ヨセフ • ス ミス はぺ テロ， ヤコ ブ， 
ョ'、 ネ から 聖 任され， この 3 人はキ 
リ ス 卜から 接聖 任されて いる。 キ 
リスト は 昔 も 今 も この 教会の 頭で あ 
り， この 地球の 創造主で ある。 また 
すべての 人々 が 報告 をす る ためにみ 
前に 立たなければ ならない 神で ある。 
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今日 神が 予言者に 語り かけ， しか 
も 再 び 神の 教会 を 設立 された という 
驚くべき メッセージ は 全世界の 人々 
のた めの ものである。 イエス を 見た 
と言う ビリ ポにナ タナ エルが 尋ねた 
とき， ピリ ボ はこう 答えた。 「きて 見 

なさい。」 （ヨハネ 1 ： 46) 

私たち も 同じように 言いたい。 「き 
て 見なさい」 と。 人 は あなた 方 を 欺 
く 力 S 神は决 して 欺かない。 もし こ 
の メッセージ が 真実 か ど う か 心 か ら 
知りたい ならば， 熱心に 祈り， それ 
をよ く 研究し， 試して みる ことで あ 
る。 神 は 必ず それ を 教えて 下さる で 
あろつ。 

皆さん は， ジ ヨセフ' ス ミスが 神 

の 予言者で あり， モル モン 経が 神 か 
ら 与えられ た 聖典で あるか どうか を 
知りたい ならば， 試して みると よい。 
モル モン 経 を 読んで いただきたい。 
この モル モン 経の 終わり 近くに， こ 
れを 読む すべての 人々 に 与えられた 
ひとつの 約束が ある。 「それが 真実な 
もの かどう かをキ リ ス 卜の 御名に よ 
つて 永遠の 父なる 神に 問え。 もし 誠 
心 誠意で その上 キ リ スト を 信じな 力； 
ら 問うならば， 神 は 聖霊の 力に よつ 
てこの 記録が 確な ものである こと を 
あなたた ちに 示した も う にち がいな 
い。」 （モロ ナイ 10  ：  4  ) 

これ 力；， その チャレンジと テスト 
である。 私 は 皆さんに 証したい。 私 
も モル モン 経 を 読み， 試して みた。 
その 結果， 神 は 私に この 聖典が 真実 
である こと を 明ら' かにして 下さった。 
また ジ ヨセフ • ス ミス が 神の 予言者 
であ り， 今日 ハロルド •  B  • リー も 
神の 予言者， 代表者で あり， この 末 
日 聖徒 ィヱス . キリス ト 教会の 大管 
長と して 神が お立てに なった こと も 
示して 下さった。 かっての 使徒 ぺテ 
口と 同様， 神の 王国の 鍵 を 有する 人 
はこの 地上に リ 一大 管長 をお いて ほ 
かに いないの である。 

では， 今日 この 地上に は， 主の 真 


の 予言者が 必要 だろ う 力、 ノアの 時 
代の 人々 は 物心 両面 にわた つて 人々 
に 警告 を 与える 予言者 を 必要 とした 
だろう か。 ノアに 従わなかった 人 は 
洪水から 救われた だろう か。 私たち 
が 住んで いる この 末日に， 人々 は， 
神 が 洪水 によって 地球 を 清められた 
あの ノ ァの 時代に 匹敵す る 邪悪 を 行 
なうよう になる と 聖書に 記されて い 
る。 皆さん は 今日， 私たちに 警告し, 
神が 予言され たこの 清め， 今度 は 火 
によ る 清めに 対して 私たちに 警告し， 
備えさせる 予言 者が 必要 で はない だ 
ろ う か。 

人間の 心 は 霊的な 事柄 について だ 
けで なく この 世に つける 事柄に つい 
て も むしばまれ ている。 皆さんの 祝 
福と なること を 神が どれほど 啓示し 
て おられる か 知 りたく はないだ ろ う 
か。 神 は 近代の 予言者に 健康の 律法 
を 与えられ， 人が もし それ を 守るな 
らば， 走れ ども 疲れず， 歩け ども 気 
を 失う ことな からん と 約束され た。 

現在， 人生に 絶望した 人， あるい 
は 自殺 を 企てる 人の 数が 激増して い 
る。 しかしながら， もし 彼らが 末日 
に 与えられ た 啓示 を 知っていたら， 
果たしてそう したであろう 力 >。 彼ら 
の 前世の 状態， どこから 来て， 何の 
ために この 地上に おり， どこへ 行く 
が， そして 前途に 待ち受け ている 大 
いなる 祝福が 知ら されて いるので あ 
る。 

サタン は 今， 家族の を 寸断し， 
家庭に 分裂と 争い を 起こそう と して 
いる。 そうした 中に あって， 近代の 
主の 予言者 は 50 年 以上 も 前から， 家 
庭の 夕べと 呼ばれる プロ グラム を 実 
施して いる。 この プログラム では， 
毎週 1 回 家族 全員が 集って， 霊性 や 
人格形成 について 教え を 受け， 実 族 
の 目標 や 計画に ついて 話し合い， タ 
レン トを 発表し， ゲーム. をし， リ つ 
レッシュ メント を 食べ るので ある。 
素晴らしい プロ グラムで はないだ ろ 


うか。 

教会 は， 会員たら に 1 年分の 家庭 
の タべプ D グラムの 捉案を 盛り込ん 
だ テキスト を 配布して いる。 この 家 
庭の 夕べ を 忠実に 開いて いる 人々 に 
は， 神の 予 S 者が 祝福 を 約束して い 
る。 その 祝福の 言葉 を 読んで みょう。 

「^ に 愛と 両親に 従 う 気持が 高ま 
り， イスラエルの 若人の 心に は 信仰 
が 育まれて ゆく。 力べ して 若人 は， 
彼ら を 取り巻く 悪魔の 力と 誘惑に 抗 
する 力 を 得る ので ある。」 （「^ の 夕 
ベ」 1965 年， P.  V) 

皆さん は 自分の 家庭に こ う した 祝 
福 を 受けたい と 思わない だろ う 力'。 

次に， 結婚に ついては どうだろう 
か。 主 は 末日の 啓示 を 通して， 結婚 
は 神の 定めた も う た 儀式で あ り ， 権 
威 ある 者に よって 神殿で 結婚した 夫 
婦は， 天に おいても 結ばれる と 言わ 
れた。 つまり 死 を もってしても 二人 
を 引き離す こと はでき ず， この 世と 
永遠に わたって 結ばれる ので ある。 
この こと を 聞いて， どう 思われる だ 
ろう 力、 も し 夫婦 や 子供た ちが 忠実 
であるならば， 来世で も ひとつの 家 
族と して 共に 住む ことができる とい 
う 保証 を 得たい と は 思 わないだろう 
か。 

皆さん は， この 祝福され たァメ リ 
力， あるいは 自由 世界の 国々 に 滅亡 
の 危機が 訪れつつ ある 事態 を 憂慮 し 
ておいで だろう か。 巨大な 陰謀の も 
とに 広がる 邪悪に ついて 考えた こと 
はないだろう 力'。 モル モン 経 はこの 
内部からの 陰謀に よ り 崩壊した ふた 
つの 偉大な 古代 ァメ リ 力 文明の 記録 
であると 申し上げたら， 驚かれる だ 
ろう カヽ しかも その 中には， もし 私 
たちが こ う した 恐るべき 状態 を 目に 
したら， すぐ 目を覚ませ という 主の 
命令 も 記されて いる。 私たちが こ う 
した 自由の 敵に 与えて いる 援助 や 取 
り 引き は 増加の 一途 をた どって いる。 
モル モン 経が こ う した 陰謀 を 企てる 
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国々 はどうな ると 述べて いるか 知り 
たくはないだろう 力、。 私たちが 身 も 
霊 も 滅ぼす 社会主義の 道に 向かいつ 
つ ある ことに 対して 予言者 は ど う い 
う 警告 を 与え， 私たちに どうす るよ 
う に 教えて いるか 知 りたく はないだ 
ろ う か。 

イエス は 世界 を 襲う 災害に ついて 
よく 知って おられる。 そのために， 
ジ ヨセフ • ス ミス を 初め， 他の 予言 
者に 啓示 を 与えられ たので ある。 私 
たち はまた 長年の 間， 最低 一年 分の 
食糧 や 衣服 を 蓄え， できれば 燃料 を 
も 蓄える ように 指導され， 借金 をな 
く すよ う にと 言われて きた。 皆さん 
は， 神が 教会 を 導き， 自立 させよ う 
として おられる こと を 知っている だ 
ろ う か。 

これら はほんの 一部で ある。 もつ 
と も つと 多くの 祝福 を 内包した 啓示 
と， 人々 を 明日の ため， 永遠の 行く 
末の ために 備える プログラムが この 
末日 聖徒 イエス 'キリス 卜 教会 を 通 
して 手に する ことができ るので ある。 

私 た ち は 一体 ， どのよう な 人 に な 
れは よいの だろ う 力 >。 まさに， イエ 
ス 'キリスト のよう な 人間に な ら な 


ければ ならない。 そのよう になる た 
めに， 私たち は イエスの 生涯に つい 
て 学び， 主の 戒め を 学び， 行なう の 
である。 これが 喜びと 豊かな 生活と 
永遠の 生命への 道で ある。 
その イエス をよ く 知ってい るの は I 

神の 予言者た ちで ある。 神の 予言者 
はこれ まで イエスに ついて 語り， ィ 
エスの 戒めに ついて 私たちに 教えて 
きた。 彼ら は 神から 遣わされた 人々 
であり， 啓示 を 通して， 私たちの 進 
むべき 道 を 示して いる。 パゥロ はこ 
う 言った。 「主よ， 私 は 何 をしたら よ 
いでしょう 力、。」 人間に とって， これ 

ほど 重大な 問い かけが あるだろう か C 

その 答え は， 指示 を 与える よう 主 か 
ら 召された 人の も と にある。 
「来たれ 予言者より みことば 聞け 
喜びて うたえ 真理の 道 
昔の 予言者の 道 を 知りて 
今， 他の 予言者 を また 送ら 
る。」 

(讃美歌 83 番） 
ど う か 皆さんが 末日 聖徒 ィ ヱス • 
キ リ ス ト 教会に ついて もっとよ く 調 
ベ， モル モン 経 を 読んで いたた' きた 
い。 恐らく  ， 皆さんの 近くに も 教会 


か ある はずで ある。 どうぞ 気軽に 教 
会 を 訪れて いただきたい。 彼ら は 喜 
んで 教会に ついて お 話す る はずで あ 
る。 教会の 集会に も 出席して いたた 

きたい。 もし 教会に [5y する パンフ レ 
ッ 卜が 御 希望で あれば， あるいは 御 
質問が あれば， ソルト レーク' シテ 
ィ 一の 私たちの 本部まで お便り を 寄 
せて いただきたい。 

最後に， 私の 』1£ を 述べたい と 思う。 
私 は 神が 生きて おられる こと を 知つ 
ている。 神 は 実際に 生きて いて， そ 
の 子ら を 愛して おられる ので ある。 
私たち は 皆， 兄弟 姉妹で あり， 同じ 
霊の 父 を もつ 神の 子供た ちで ある。 
神 は 私たら を 祝福し， 一層の 祝福 を 
与えたい と 願って おられる ため， 教 

会 を 建て， 予 63' 者 を 送られた ので あ 

る。 今日， その 教会と は 末日 聖徒 ィ 
エス' キリスト 教会で あり， その 予 

言 者， 代弁者 は'、 D ル ド •   B   • リー 

大 管長で ある。 私 はこの こと を， 今 
自分が 生きて いるの を 知ってい るの 
と同じように はっきり 知っている。 
これらの 証 を主ィ エス • キリストの 
み 名に より， へりく だり， 感謝 を こ 
めて 申し上げる。 ァーメ ン。 


375 


全世界の 聖徒に 送る 警告の 声 
愛する 兄弟 姉妹の 皆様， そして ラ 

ジ才， テレビ を 通じて この 説教に 耳 

を 傾けて いる 友人の 皆様， 
私 は， しばらくの 間， この 偉大な 

大会に 霊感が と どまる よう 祈って い 

る。 

教会が 組織され た 曰， そして その 
後 間もなく， 主の み W 葉が この 神権 
時代の 予言者に 臨んだ。 主 は， この 
末の 日 にキ リ ス ト の 教会が 設立 さ れ 
たこと を 宣言した あと， 大 管長に 戒 
め を 与え， さらに， 「天よ り 能力 を 彼 
に 与え」 られ た。 これ は， まず 第一 
に 「堕落した る 或る 民の 記録と …… 
イエス • キリス 卜の 完全なる 福音」 

(教義と 聖約 20  ：  8-  9) と を 世に 
出 だすた めで あり， 第二に， 世の 光 
となし， 教会員と， この 光 を 求める 
非 教会員と のために ひとつの 旗と な 
すため であり （教義と ffi 約 45:9)， 
第三に， 教会の 民に 主の 降臨の 備え 
をさせる ためで あり， 第 四に， あら 
ゆる 国々 に 力強 く 完全なる 福音 を教 
える ためであった。 、 Documentary 
History  of  the  Church  「教会 歴史 |l1 
録」 第 4 巻， p.  537) 

今日， 国家 や 世界の 将来に， 重大 
問題が 山積され ている ため， 世界中 
の 人々 は 人類 を ます 病弊の 治療 薬 


救いの 福音 を 
教えなさい 


大 管長 


ハロル ド • B  • リ一 


を 捜し求め， また 未解決の ままに な 
つてい る 世界の 諸問題 を 解く 鍵 を 捜 
し 求めて いる。 

古代の 予言者た ち は， 極度の 挫折 
感に 陥る 今日の 時代 を 先見して いた 
ように 思われる。 現代 はま さに， 誤 
つた 所に 解答 を 求め， 誤った 方法で 
問題の 解決策 を 求めて いる 時代 な の 
である。 予言者た ち は， 次の ような 
時代が 来る こと を 先見して いた。 「わ 
たしが き きん を この 国に 送る 日が 来 
る。 それ は バンの ききんで はない， 
水に かわく ので もない。 主の 言葉 を 
聞く ことのき きんで ある。」 さらに 予 
言 者 は 言った。 「 …… 主の 言葉 を 求め 
て， こなた かなたへ はせ まわる， し 
かしこれ を 得ないで あろう。」 （ァモ 

ス 8  ： 11  —  12) 

心の 満たされな いこの 時代に， 私 
たち は， あらゆる 方面から 様々 な 質 
問が 寄せられて いるよ う に 思われる。 
例 え ば 次の ような 質問で ある。 

教会 はべ ト ナム 戦争に ついて どう 
考えて いるの 力 >。 

教会 は 人口 過剰 と 産児制限の 問題 
について， どのような 立場 をと つて 
いるか。 

堕胎に 対する 教会の 見解 は ど う か。 
世界中に はびこ りつつ ある 共産 主 
義の 脅威に， どう 対抗す るの か。 


犯罪の 増加， 特に 少年犯罪の 増加 
について， 教会 は どのような 見解 を 
とってい るの 力 >。 

家族の 齡' を 強め， 不道徳の 波 を 押 
し 止め， 自立と 責任と 道徳的， 肉体 
的 訓練の 必要性 を 教える ために， 一 
体 何が できる の 力、。 

こ う いった 問題に 対する 解決策 は 
ない の だろ う 力 >。 

私の 話 を 進める にあたって， 10 年 
程 前， 故 デビ ッ ド •  0  • マッケイ 大 
管長が この 説教 壇から 語られた， 極 
めて 重要な 説教の 一部 を ここで 繰り 
返して 述べて みたい と 思う。 

「この 定まらな! • 、不穩 な 時代に あつ 
て， 自由 を 愛する 人々 の 最大の 責任 
であり， また 最高の 義務と もい える 
もの は， 個人の 自由の 確保に 努め， 
人と 神との 関係 を 宣言し， ィヱス • 
キ リ ス 卜の 福音の 原則に 従順で なけ 
れ ばなら ない こ と を 声高ら かに 宣べ 
伝える ことに ある。 そうする ことに 
よって はじめて， 人類 は 平和と 幸福 
と を 見出す ので ある。」 (Improve- 
ment Era  「ィ ン ブルー ブメン ト . 
ェ ラ」 1962'4-:12 月， P.  203) 

こう 言う と 必ず 質問が 出る。 この 
要 l」s: に どう 答えたら よいの かとい う 
問い かけで ある。 

使徒 パゥ 口 は ローマで 捕らわれの 
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身に なって いたと き， テモテ に 次の 
ような 手紙 を 書き送った。 

「御言 を宣べ 伝えなさい。 時が 良く 
て も 悪くても， それ を 励み， あく ま 
でも' 盘容な 心で よく 教えて， 責め， 
戒め， 勧めなさい。 

人々 が 健全な 教に 耐えられ なく な 
り， 耳 ざ わりの よい 話 をしても らお 
うとして， 自分勝手な 好みに まかせ 
て 教師た ち を 寄せ集め， 

そして， 真理から は 耳 を そむけて. 
作り話の 方に それて いく 時が 来る で 

あろう。」 （11 テモテ 4  ：  2  —  4) 
再び マ ッ ケィ大 管長の 言葉 を 引用 

してみ よ う 。 
「バウ □ が テモテ に 送った 最後の 書 

簡に は， 今日で も 同じように 重要な 
内容が 含まれて いる。 すなわち •• -… 

世界中の 教会員 は 『御 a' を宣べ 伝え 
なさい。 時が 良くて も 悪くても， そ 
れを 励み （熱心で， まじめで いなさ 
い， という 意味)』 なさい という こ と 
である。 

今日， 混乱した 世界の ただ 中に あ 
つて， 真の 末日 聖徒の 心の中に は， 
何 を宣べ 伝える のかと いう 疑問 はな 
いはず である。 その 答え は， 青天 白 
曰の ごと く 明らかで ある。 …… 

つまり， 簡潔に 言えば， 私たちが 
宣べ 伝える べきみ 言葉と は， 福音の 
救いの 計画の こ とで ある。 

この 偉大な ァメ リ 力の 建国 者た ち 

は， 神 を 信ずる 信仰 を 持って いたが 
ゆえに， この 国の 経済的 かつ 政治的 
な 繁栄 を 固く 信じて いた。 だが， 今 
曰， 人に 関する ことにお いても 神の 

導きが 必要で あると は a いながら， 
人に おもねて 妥協 的 態度 を 取る 人が 
いるが， これ は 別に 珍しい ことで は 
ない。 …-" 

しかし， 私 は あなた 方に 申し上げ 
る 。 時が 良 くても 悪くても， 永遠の 
父なる 神に 対する 信仰と， 御子 イエ 
ス 'キリスト に対する 信仰と， 聖霊 
に対する 信仰 を 宣べ伝 えなさい。 


福音の 計画の 根本が， 個人の 尊厳 
にあり， 神の 業と 栄光が 「人に 不死 
不滅と 永遠の 生命と を もたらす」 （モ 

ーセ 1 ： 39) ことに ある こと を宣べ 
伝えなさい。 

神が 生きて まします こと， 神の愛 
する 御子が 人類の 噴い 主で あり， 救 
い 主で ある こと， 救い主 は， そのみ 
名 をいた だ く 教会の 頭に 立 つて おら 
れる こと， そして， この 地上で 主 を 
代表す るよ う 権能 を 与えられた 人々 
に， 主が 導きと 霊感と を 与えて おら 
れる こと を宣べ 伝えなさい。 …… 

この 生命の 計画 を， この 生き方 を， 
そ して この 救いの 計画 を宣べ 伝える 
責任 は， 全 教会員に あると 教えな さ 
い。 だが， と り わけ， 神権の 職に 聖 
任され， 民の 指導者と して， またし 
もべ として 召されて いる 人々 にある 
と教ん なさい。」 (Jmprovsmsnt  Era 
「ィ ン プル ーブメ ント • エラ」 1966 
年 12 月， P. 1093) 

これらの 永遠の 真理 は， 1972 年の 
今日に おいても， イエスが はじめて 
説かれた 時と 同様に 生きて いる。 ま 
た， この 真理 は， 人類が 存続す る 限 
り， 人類の 進歩と 幸福の ための 基盤 
と して， また 必要 欠くべからざる も 
のと して 残る ことであろう。 

次に， 著名な 教育者の 言葉から 引 
用して みよ う 。 

「わが国で， また 世界の 国々 で， 社 
会 的 かつ 政治的な 刷新 を 行なう とす 
るなら ば， まず， 道徳の 理想 を 刷新 
する ことから 始めなければ ならな 
い。」 （ミ ズー リ 大学， J  . ウイ リア 
ム • '、 ドソ ン 博士） 

こう 言う と， 即座に， しかも 判で 
押した ように， そのような 説 は あま 
りに も 無邪気で， 現実の 時の 流れに 
ついてい けない 人間から 出た もので 
ある， と 嘲笑す る 人々 がいる。 事実， 
昨今の 社会科学 を 研究す る 人々 の 中 
で， そう 唱道す る 者 もい る。 だが， 
そのような 人々 は， 自分た ちの 知識 


が 本当に 微々 たる もので しかない と 
いう こ と を まだ 認識して いないので 
ある。 しかし 彼らが それに 気付くな 
らば， 微々 たる 学問で あっても 危険 
な ものと はな ら ない はずで ある 。 

時間が あまりな いため， 私たちの 
世代 を 脅かす 驚くべき 問題 を 二， 三 
取り上げて， 若 千の 意見 を 述べる に 
と どめよ う 。 

こ の 教会の 初期の 迫害の さ 中に あ 
つて， 聖徒た ち は， 敵の 脅威に いか 
に 対処すべき か， その 方法 を 求めて， 
熱心に 主に 祈った。 

それに 対し， 主 は 次のように 答え 
られ た。 「この 故に 汝ら戦 を棄て 平和 
を宣 gj' し， 子ら の 心に その 先祖 を 思 
わせ， 先祖の 心に 子ら を 思わせん こ 
と を 熱心に 求むべし。」 （教義と 聖約 
98  ： 16) 

そして， 次の ような 重要な 約束が 
与えられた。 

「また， われ 汝ら に告 ぐ， もし 汝ら 
何事に まれ わが 命ずる ところ を 守り 
て 為さば， 主なる われ， すべて 怒り 
と 憤り と を 汝らょ り 去り， 力' くて 地 
獄の門 は 汝らに 打 勝つ ことな かるべ 
し。」 （教義と 聖約 98  ：  22) 

教会の 歴史の 初期に おいて， 次の 
ような， 啓発 的な 主の み 言葉が 与え 
られ た。 

「何人 も その 国の 律法 を 破る こ と な 
かれ。 そ は 神の 律法 を 守る 者 は その 
国の 律法 を 破る 要なければ な り 。 

この 故に 今 ある 権力に 服従し， 統 
治すべき 権能 を 持ちて すべての 敵 を 
脚下に 踏みつ く る 者の 統治す る 時の 
至る を 待つべし。」 （教義と 聖約 58: 
21—22) 

霊感 を 受けた この 神権 時代の 予言 
者 は， 現在 私たちが 「信仰箇条」 と 
呼んで いるものの 中で， この 教会員 
の 信条 を 宣言した。 

「われら は， 王， 大統領， 統治者， 
長官に 従うべき を 信じ， また 法律 を 
守り， 敬い， 支うべき を 信ず。」 （信 
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仰 筒条第 12 条） 私たち は， この 宣言 
に 従い， 国家の 危急存亡の時 といえ 
ども， 国の 権威に 服す るので ある。 

簡単に言えば， この 時 聖徒た ちが 
g- われた の は， 敵との 戦い を 避ける 
ために は， 戦い を 捨てて 平和 を 宣言 
しなければ ならず， また そのために 
は， まず 家庭で 親子が 平安に 過ごす 
ことから 始めなければ ならない， と 
いう ことであった。 

主 はさら に 約束 を 与えて， も し聖 
徒た ちの 間にある 怒り と 憤り とが 克 
服され るなら， サタン は 悪の 力 を 振 
るっても 決して 勝利 を 得る こと はな 
いであろう と言われた。 

教会に おいても， 社会に おいても， 
この 悪に 対する 備え を どこから 始め， 
ま た 初期の 段階で 阻止で き ない 場合， 
悪に 対す る 戦い を どこ で 武装 闘争に 
切り換えたら よいの 力、 という こと 
について は， 主 は 疑問の 余地がない 
ほど はつ き り と 説明され た。 

主 は， 親た ちに 戒め を 与えて， 子 
供た ちが 主の 前に 正しく 歩む よ ぅ教 
えるべし と言われた あと， 私たちの 
中に 主の 眼から 見て 喜ばしくない 者 
がいる こと を 指摘され た。 主の み 言 
葉に よれば， 「怠る 者 その 中に あり， 
彼らの 子ら もまた 今や 次第に 悪事に 
増長し， 永遠の 富 を 熱心に 求めず し 
て その 眼 は 貪欲 を 以て 充 さるれば な 
り。」 （教義と 聖約 68  ：  31) 

この 言葉 を はつ き り 連 解す るなら 
ば， 私たち は， 諸悪の 根源が どこに 
存在す るの か を， ずっと 教えられて 
きた ことが わかる。 私たちの 干 供た 
ち は， これまで 家庭で 両親から 正し 
く 教えられて いなかつ たので ある。 
私た ちの 地域社会が これまで とって 
きた 政策と 言えば， 必要な 物質 を 買 
う ために 働きたい と 思う 人が いても， 
勤労 を 促す のでな く， 怠惰 を 助長す 
るよう な 政策であって， 怠惰 や 失業 
を 最少 限に 抑える 手 だて は， なんら 

つてい なかった ので ある。 


教会の 歴史 を 見る と， 開拓者た ち 
の 指揮者 プリ ガム • ヤン ゲ大 管長 は, 
開拓 時代の 政治家と して， 勤労の 大 

yj さに ついて， 次のように 語って い 
る。 

「私 は 経験 を 通じて 学び， 信念と な 
つた ことがある。 それ は， もし 人が 
充分 健康で， f 可 かする 仕事が あり， 
必要な も の を 働いて 稼 ぎ 出せ るの な 
ら， 彼らに， 金銭， 食糧， 衣服な ど 
を ことごと く 与える こと は， 決して 
益に ならない， という ことで ある。 
こ れ が 私の 信念 であり， 私 はこの 信 
念に 従って 行動す る。 これと 反対の 
やり方 を 説けば 世の中の いかなる 社 
会 も 破滅して しまう であろうし， H: 
会 全体 も 怠け者の 集団 となって しま 

つ ことで めろう。」 に DiscouTsss  of 
Brignam  Young  「フ リカ" ム • ヤン ク' 
説教 集」 P.  274) 

ここでし ばら く 本題から 離れて， 
以前の こ の 朝の 大会で 話 された 言葉 
を 引用して みたい と 思う。 （可 年 か 前， 
福祉 計画が 始 めら れ たころ の， 指導 
者た ちの 言葉で ある。 

「 こ こ で 教会 福祉 計画の 本質 を 説明 
しょう。 それ は， ただ 単に 人に 食糧 
と 衣服 を 与える ことで はない。 無論 
それ も 重要な こと は 知っている。 だ 
が， それ 以上に， 永遠の 存在で ある 
人々 に それぞれ 独力で， 創造的な 活 
動に よ り， 誉れ 高い 労働に よ り， そ 
して 奉仕に より， 己 を 築き上げさせ 
るので ある。 怠惰な 風潮に 浸って 育 
て 上げられた 世代 は， 高潔 さ を 維持 
していく こと はでき ない。」 (Richard 
し Evans,  Improvemeht じ ra リ チヤ 
ード. L  • エバンズ 「ィ ンフ： ループ 
バント. ヱラ」 1936 年， P.  768) 

「当初から， 福 祉 計画の 最終的な 目 
的 は， 与える 者， 受ける 者 を 問わず， 
教会員 ひと り びと りの 人格 を 築き h 
げる ことにあった。 このよう にして， 
人の 心の奥 深く 存在す る， 貴い もの 
を ことごとく 維持し， 霊 を あふれん 


ばかりに 豊かに し， 実 を 結ばせる の 
である。 そして， 結局， ここに， こ 
の 教会の 存在して いる 使命と 目的と 
理由と が ある。」 (Albert  E.  Bowen , 
Church  Welfare ァ ノレ ノ< 一  卜 ♦  E  • 
ボウ ェン 「教会^ 祉」 P.  44) 

教会員で ある あなた 方 は， これら 
天からの 霊感に よって 与えられた 諸 
訓戒 を 霊感 あふれる 指導者た ちの H 
葉 通りに 実践す るに あたって， 全教 
会員 を 対象に， 家族の 指導と 参加 を 
目的と する 家庭の 夕べと いう 活動が 
与えられ ている こと を 認識し なけれ 
ばなら ない。 これと 関連して， 主 は, 
教会の? g 祉 計画 を 通して， 現世に お 
ける 救いの 計画 をボ して 下さって い 
る。 この 計画で は， だれでも， 自分 
の 能力の 範囲で， 労働と 金銭に よつ 
て 与える 者の 側に 立ち， また 奉仕 を 
する こどが できる。 また， それら 奉 
仕の 実の いく ばくか を 受ける こ と も 
できる。 それ は， その 困窮者 自身 も 
かって は その実 を 生産した からで あ 
り ， 何ら 当惑す る こ と も 遠慮す る こ 
ともなく， 必要に I おじて， 物資 を受 
け 取る こ と がで きる ので ある。 

さらに， 主 は 子供と 青年の ための 
活動 を 設け， また 教会の 補助 組織と 
神権 定員 会の 組織で 母親 や 父親に 教 
え を 与える よう 指示され た。 こ うして 
すべての 人に 与える ための あらゆる 
手段が 講じられ たので ある。 この 教 
会の 青少年の ための 活動 を 評して， 
ある 外部の 人 は， 注意深い 観察の 後， 
次のように 言った。 「これほど 数多く 
の 素 晴ら しい 活動に 参加す る 機会が 
与えられれば， 悪い 活動に 心 を 向け 
る 時間 はまず ないで しょ う。」 

だれでも， 少し 考えた だけで， こ 
うした 健全な 社会 一般の 原則 を， 罪 
悪 や 失業 や 少年犯罪に 悩む すべての 
地域社会が 取り入れなければ， 不穩 
な 空気と 困苦の 種が， まさに 主の 警 
告の 通り， その 实を 結び， はびこつ 
てし まう ことが わかる であろう。 こ 
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れら， 止しい 生き方の 原則と 主の 救 
いの 教え を 応用す る ことに 注意 を 向 
けなければ， 私たち は， 悪の 力が そ 
の 手 を 伸 はして， 家庭に， 国家に， 
そして 世界に 挑戦して く る こと を覚 
お； しなければ な ら ないだ ろ う 。 

そうな つたと き， 主 御自身の 予 a 
にある ように， 平和で はなく， つる 
ぎが 投げ込まれ るので ある。 これ は， 
息子 を 「その 父と， 娘 を その 母と， 
嫁 を そのし ゆ うとめと 仲た がいさせ 
るた めで ある。 そして 家の 者が， そ 
の 人の 敵と なる であろう。」 （マ タイ 

10  ：  35—36) 

あなた 方 は， これが 現実に 世界中 
の 数多くの 家庭に 起きて いる ことに， 
気付いて いるだろう 力、 人類と 世界 
を 救う 主の 計画に 私たちの 生活 を完 
壁に 適合させる ために， さらに 言葉 
を 加える 必要が あるだろう 力 >。 もし 
私た ち 教会員が 指導者の 勧告に 耳 を 
傾けるなら， 主の 言われた， 次の よ 
う な 約束が 与えられる こ とになる。 

「 …… 地獄の 門 も 汝らに 打 勝たざる 
べし。 而 して， 誠に 主なる 神 は汝ら 
の 前より 暗闇の 力 を 追い払い， 汝ら 
の 為と 神の 御名の 栄光の ために も ろ 
もろの 天 を も 震い 動かし めん。」 （教 
義と聖 約 21 ： 6  ) 

私たち は， 大胆に， 世界の あら ゆ 
る 所に 住む 高貴な 人々 も 皆， 全人 類 
を 祝福に 導く 同じ 道 を 歩む よう， 勧 
める つも りで ある。 

だが， 現在， 全世界の 教会員 は， 
義の 力と 悪の 力との 間で 行なわれて 
いる， 果てしない 戦いの ために， 全 

力 を g く さなければ ならない。 予 3 
者ジ ヨセフ • ス ミス は， 彼 自身の 経 
験から， 十二使徒 たちに 次のように 
話して いる。 その 時から 今日に 至る 
まで， 私たち はこの 言葉が 真理で あ 
ると 証す る こと がで きる。 ジ ヨセフ 

は， こう a つた。 

「あなた 方 は， あらゆる 種類の 試 
練 を 経験す る ことであろう。 あなた 


方が 試練 を 受ける こと は， ァ ブラ/、 
ムゃ 他の 神の 人 同様， 全く 必要な こ 
となので ある。 そして …… 神 は あな 
た 方 を 捜し求め， 捕らえ， あなた 方 
の 心の奥底 を 揺さぶる ことであろう。 
だ 力；， もし この 試練に frj える ことが 
できないなら， あなた 方 は， 神の 曰 
の栄の 王国に おいて 受け継 き を 得る 
に ふさわしい 者と はなれない であろ 
つ o」 (John  lavlar,  in  Journal  oj 
Discourses ジョン • ティラー 「|$5^ 
集」 第 24 巻， P. 197) 

再度 申し上げる。 たとえ， ある 人 
口 過密 国家に おいて 非常な 貧 凼がぁ 
つたと しても， 神が 時の 初めに 与え 
られ た， 「ふえよ， 地に 満ちよ」 と 
いう 神聖な 戒めに 従わず， 人口 制限 
をす るよ うな 方策 をと る こと は， 由 
由し い 罪で あると。 まことに， その 
ような 方策 を 取り入れて， 生命の 誕 
生 を 妨害 し ， ま た 誕生 前 や 誕生 後の 
生命 を 断って しまうよ うな 人々 は， 
神の 罰と いう 大きな 報い を 受ける で 
あろう。 神 は 侮られる ような 御 方で 
はない からで ある。 

現在， 是非と も 必要な こと は， あ 
ら ゆる 可能な 手 だて を 講じて， こう 
した 不幸な 人々 の 間に 見られる 無知 

を 克服す るた め， 世界的な 運動 を& 
こす ことで ある。 このような 地域で 
こそ， 主の 救いの 計画に 範を とった， 
正 し !■ 、生活 と 自制 を 教える 根本的 な 
原則 ， 及 び 健全な 経済 原則 と を 取り 
人れ なければ ならない ので ある。 

この 教会 は， その 方法 を 示す 上で 
先頭に 立たなければ ならない。 私た 
ちがそう して 始めて， 古代の 予言が 
成就し 始める ので ある。 予言者 は 次 
のように 言った。 「主の 家の 山 は， も 
ろ もろの 山の かしらと して 堅く 立ち， 

 すべて 国 はこれ に 流れて き， 多 

くの 民 は 来て 言う， 『さあ， われわれ 
は 主の 山に 登り， …… 彼 は その 道 を わ 
れ われに 教え， われわれ は その 道に 
歩もう』 と。 律法 はシ オンから 出， 


主の a 葉 は エルサレムから 出る から 

である。」 （ィ ザャ 2  ：  2  —  3  , ミカ 
4:1  —  2 参照） 

世界の 国々 に Id こって いる 政治. ヒ 
の 混乱に 関して， 私たちが 切に 祈る 
こと は， この アメリカ 合 衆 W と 他の 
諸国と が， 人民の 自由と 政治 上の 自 
由が 保障され るよう な 政治 体制 を 取 
り 人れ て 繁栄 を 続け， 予言者 ィザャ 
や ミ 力 に 与えられた 古代の 予言が 成 
就す るの を 心から 待ち望みたい， と 
いう ことで ある。 その 予言 は， すで 
に 引用した 「律法 はシ オンから 出， 
主の 言葉 は エルサレムから 出る」 と 
いう 予言で ある。 その 日が 来れば， 
自由 諸国の 祝福と 自由が 実現す るで 
あろう。 

最後に， 自由の 敵に よって 広く 流 
布され ている 教えのう ち， 大きな 危 
険を はらんで いるもの を ひとつと り 
あげてお 話しよう。 それ は， 本質的 
に は， 私たちの 愛する 予言者で あり， 
政治家で もあった J  'ルーベン' ク 
ラー ク • ジュニ ァ副 管長が， 「聖典に 
記されて いる 協同 制度 という 主の 計 
画を模 做した サタンの 愚かな 試み」 
と 表現した ものである。 私たちの 教 
会の 現在の lii 祉 計画 は， 教会員が こ 
の 協同 制度 という 計画に 従 つ て 生活 
する のに どの 程度 準備が できて いる 
か を 知る ための， いわば 「予備 訓 
練」 とで も （rf うべき ものである。 こ 
の 原則 を 踏み 行な つた ひと つの 実例 
として， 「モル モン 経」 と 呼ぶ 古代の 
聖典の 中には， この アメリカ 大陸で 
これ を 喜んで 実現した 民の 記録が 書 
かれて いる。 この 民 は， 皆， 改宗し 
て 主 を 信じた ため， 「富んで いる 者と 
貧しい 者との 区別 もな く， 自由な 者 
と 奴隸と の 区別 もなくて， 誰も かれ 
も …… 天の 賜 を 授けられた。」 全地で 
「まこと に -…" この 民 ほど 幸福な 民 
が ある はずがなかった。」 （IV ニーフ 

アイ 3  ， 16) 犠牲と 奉献の 律法に 完 
全に 従って 生活した ためで ある。 
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教会 内の 善良な 人々 の 中には ィ ェ 
ス • キリス 卜 と 神の 王国の 福音の 偉 
犬な 原則 を， いわゆる 「宗教 熱」 と 
言われる よ うな ものに 置き換えて， 
これまで 責任 を 果してき たよ うな 人 
もい る。 だが その 結果 は， 動機が い 
かに 誠心誠意な もので あろうと， こ 
れらの 危難に 対処す るた めに 神の 定 
めら れた 神権 組織 以外の 団体 を 使つ 
たために， 混乱 を 引き起こ してきた 
だけで ある。 そのような こと をした 
ために， これまで 教会の 兄弟 同志で 
敵対す るよう な ことがあり， そして， 
主が 悪に 対抗す るた めに， 教会と 神 
の 王国の 神権 組織 を 通して もたらす 
最大の 武器で ある 一致 を 弱める こ と 
もあった ので ある。 そのような 団体 
が 幾つか 形成され， 似て 非なる 方策 
と 処置 をと つたた め， 教会から 離れ， 
背教し， ついに は 教会から 破門され 
て き たので ある。 

私た ち が 神権 者の 指導に 従 うなら， 
たとえ サタンが 領土 を 支配す る こ と 
があって も， 主 は 啓示の 書の はしが 
きに 記された 約束 を 成就して 下さる 
であろ う 。 主 は 次の よ う に 約束して 
下さって いる。 「 主 もまた その 聖 
徒ら を 支配し， その 真中に ありて こ 
れを 統治 せん。 而 して …… この 世に 
下 る 審判の ために 天より 降り 来ら 

ん」 （教義と 聖約 1 ： 36) 


私 はすべ ての 教会員が 主の 真実の 
旗印の も とに 結束し， イエス • キリ 
ストの 福音 を， 雄々 しく 教える よう 
心から 勧めたい。 また， それによ つ 
て， 真に 改宗した 人々 が 主の 救いの 
計画に 反して， 論争に 終始す るよう 
な 意見 や 方針 と 結託す るよう な こと 
が 決して 起らない よう， 切に 願って 
いる。 

主 は 確かに 神権 を 通じて 聖徒た ち 
のた だ 中で 統治して おられる。 主 は, 
人の 手に 成る 組織 を 通して ではな く  ， 
私が これ ま で 述べて きたよう な 組織 
を 通して 権能 を 委任して おられる の 
である。 

話の 結びに あたり， 私 は 教会と 国 
家と 世界の ために 謙遜に 祈 り を ささ 
げたいと 思う。 もっと 言うべき こと 
が ある こと は 重々 知ってい るが， こ 
の 祈り を 通し， しばらく の 間， あなた 
方 と 信仰 を ひとつに したいと 心 か ら 
願って いる。 

天に まします， われらの 永遠なる 
父よ。 今 ここに 集いた る われらの 祈 
り を 聞きた まえ。 激流の ごと く 世 を 
覆いつつ ある 悪の 力 を 退ける ため わ 
れら のために， 教会と 世界の 義 しき 
男女が なしつつ あるす ベての こと を 
清めた まえ。 あらゆる 国民， 部族， 
国語の 民， 民族に 汝の 偉大な 噴い の 
計画 を もたら さんとの 熱意 を， われ 


らの 内に 燃えた たせた まえ。 かく し 
て汝の 予言が 成就し， 水が 大 いなる 
淵 を 覆う がごと く 貞理が 全地 を 覆う, 
その 栄光の 日 を 仰ぎ見ん。 

われ ら と汝の 業が 汝の 目的に 一致 
する そのと きまで， 汝の 全能の 力 を 
もて われら を 護り たもうよう， 願い 
奉る。 われら， 汝の 守りの 眼の もと 
に 自ら を 置き， 汝が 決して われら を 
見捨てた まわず， 汝の 目的の 成就に 
必要なる 指導 を 続けた もうよう 祈り 

4^ る。 

私 は， この 心から 祈りに 加えて, 
教会員と 世の 人々 に 向けて 証 を 述べ 
たい。 それ は， 主 イエス' キリスト 
の 噴い を 通じ， 「すべての 人類が， 福 
音のお きて と 儀式と を 守る ことによ 
りて 救わる る」 （信仰箇条 第 3 条） と 
いう ことで ある。 

私たちが 携わって いる この 業 は， 
本当に 主の み 業で ある。 主 は 生きて 
おられ， 私たちが 主に 近づく に ふさ 
わしくな るよう 備えさえ すれば， 主 
はいつ でも 喜んで 私たちに 近づ こ う 
と して おられる ので ある。 

私自身の 個人的な 経験から， 今 ま 
で 厳粛に 申 し 上げた ことが 真実で あ 
る こと を 知っている。 主 イエス 'キ 
リ ス 卜 のみ 名に よ り。 アーメン。 
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霊の ききん 


i 


十二使徒 評議員 会 会員 


ハヮ一 ド • W  • ハンター 


旧約聖書で 最も 印象に 残る 予 と 

言えば それ はも ち ろん 現代に 関する 
予言で あるが， その ひとつに ァ モス 
の 語った ものが ある。 「見よ， わた 
しがき きん を この 国に 送る 日が 来る。 
それ はバ' ンの ききんで はない， 水に 
かわく ので もない， 主の 言葉 を 聞く 
ことのき きんで ある。 

彼ら は 海から 海へ さまよい 歩き， 
主の 言葉 を 求めて， こなた かなたへ 
はせ まわる， しかし これ を 得ないで 

あろ う。」 （ァ モス 8  ： 11  —  12) 

ききん は 旧約 時代に よ く 人々 の 上 
に 襲った 災いで ある。 人々 は 収穫の 
失敗と 人々 の 飢えが どれほどの 苦し 
み を も たらす か をよ く 理解して いた。 
ァ モス は 人々 がよ く 理解して いる こ 
の 点に 焦点 を 当てて， 霊の ききん を 
予言した ので ある。 「 •••••• それ は バン 

のき きんで はない， 水に かわく ので 
もない， 主の 言葉 を 聞く ことのき き 
ん である。」 と 語って いる。 

これより 先に， モー セは このよう 
に 記して いる。 「 …… 人 は ハン だけで 
は 生きず， 人 は 主の 口から 出る すべ 
てこの こ とばに よ つて 生き る …… 」 
(申 命 8  ：  3) 

宗教 上の 疑問 や 衝突の 解決に 努め 
る 個人 や 宗教団体の 間に 見られる K 
a や 挫折 を 目に する につけ， ァ モス 


の 言葉が 思い出される。 
「彼ら は …… 主の 言葉 を 求めて， こ 
なた かなたへ はせ まわる， しかし こ 
れを 得ないで あろ う 。」 

彼ら は 啓示の 岩の 上に 建てずに 解 
決 策 を 求めよ う と している。 主 は 地 
獄の 門に 滅ぼされな いよ う にす るに 
は， この 岩の 上に 建てなければ なら 
ない と 言って おられる の だが。 （マタ 
ィ 16  ： 17 — 18 参照） この 問題 は時満 
ら たる 神権 時代に ィ ヱス. キリスト 
の 福音が 回復され る 以前 も そ して 回 
復 された 後， 今日に 至る まで も， 善 
良な 人々， 誠実な 人々 の 関心の 的と 
なって いる。 

今から 134 年 前になる 1838 年， 教会 
が 組織され てわず か 8 年後の こと だ 
が， ラルフ • ワルド' エマーソン は 
ケ ン ブ リ ッ ジ 大学の 神学校で 最上級 
生 を 前に 講演 を 行なって いる。 その 
中で エマーソン は， 次のように 質問 
した。 これ は， 当時 だれも 答える こ 
とので きなかった 質問で あり， 今日 
でも 多くの 人々 にと つ て 未解決の 疑 
問で ある。 

「私 は 私に 課せられた 義務と して 皆 
さんに 申し上げたい。 新しい 啓示が 
今 ほど 必要と されて いる と き はない。 
…… 人 は 無限の 存在で ある こ と を， 
どれほど 多くの 教会が， どれほど 多 


くの 予言者が 語って いるた' ろう 力.。 
…… かってで はなく， 現在 神が おら 
れる こと， 神が 語 られる こと を 示す 
の は， 真の 教師の 務めで ある。 …… 
人々 は 今や， 啓示が 遠い昔に 与えら 
れ 行 なわれ た ものと して 語って いる, 
ま る で 神が 亡 く なられた かの よ う 
に。」 (2  ne  Complete  Writings  of 
Ralph  Waldo  Emerson , 『ラノ レフ • 
ワルド' エマ ーソ ン 全集」 pp.  37—45 
参照） 

これ は 約 150 年 前の 言葉で ある。 実 
に 興味深い。 今な おこの g 葉 は 語り 
継がれて いるので ある。 

それから 100 年 以上 を 経て， 教育家 
の ロバート • ゴードン' ス ブロー  ル 

博士 は 現代の キ リ ス ト 教会の 状態に 
ついて 次の よ う に 述べて いる。 「今や 
国家 は 特異な 状況 を呈 している。 キ 
リ ス ト教を 信じて いないに も かかわ 
らず， キリス ト教に 則った 儀式 典礼 
を 一部 実施して いるので ある。 私た 
ち は 心 を 啓発す るた めに 教会に 目 を 
向ける ようにと 勧められ ている。 だ 
がそう しても， 教会で 語られて いる 
事柄 に 何ら 霊感 を 見いだ す こ と がで 
きない。 今日の 教会の 声 は 私たち 自 
身の/^— でしかない。 

この 解決策 は 声に ある。 しかしな 
がら それ は 私たちの 声で はない。 … 
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…聖職者た ち は その 声 を 聞く 義務が 
ある。 そして 私たちに その 声 を 聞か 
せ， 意味 を 伝える 義務が ある。 私た 
ち は 現在の 社会 を 作る こと はでき た。 
だが この 声がない と， 世 を 救う こと 
はで きないので ある。」 

UPI 通信の 首席 編集 員で ある ルイ 

ス . 力 ッ セル ズは， 一般大衆の 宗教 
への 関心が 薄れて いる と 語って いる。 
それ は 人々 が 「信じられない 事柄 を 
聞く のに 疲れて しまったから である。 
彼ら は， もし あると すれば， 何 を 信 
じたら よいの か を 知りたい と 考えて 
いる。」 「多くの 教会 はこの 問題に 対 
して 解答 を 与えて いない。」 彼 は 以下 
の 警告 を もって 筆 を 置いて いる。 「人 
々が パン を 求めて いるのに， 石 を 与 
えていたら， パン屋に 来る 人 はいな 

くな つてし まう だろ う 。 (Christianity 
「キリス ト教」 1970 年 10 月 23 日） 

1967 年初 頭に 公表され た ギヤ 口 ッ 
プ 調査に よると， アメリカ人の 過半 
数すな わち 57% が， 生活に 宗教の 影 
響 を 受けて いないと いう ことで ある。 
その 10 年 前で は 14 パーセント， つま 
り 四 分の 一に 過ぎなかった。 「これ ま 
でァ メリ 力 社会の 調査 を 行なって き 
たが， これ は 最大の 変革の ひとつに 
加えられる。」 と ジョージ 'ギャロ ッ 
プ氏は 述べて いる。 調査が 行なわれ 
て 5 年 を 経た 現在 は， さらに 落ち込 
んで いるに 違いない。 

ラルフ • ヮル ド • エマーソンが ケ 
ンブリ ッジ 神学校で， 「新しい 啓示が 
今 ほど 必要と されて いる と き はな 
い」 と 語った が， それよ り 10 数年 前 
に， 予言者 ジ ヨセフ' スミ スは 自宅 
近くの 森に 入り， どの 教会に 入る ベ 
きか を 神に 尋ねて いる。 今日の 無数 
の 人々 と 同様， 彼 も 心の中に 混乱 を 
覚えて いた。 しかし 主 は それに 答え， 
不安 を 一掃され たので ある。 主 は 言 
われた。 「彼らの 信条 はこと ごとく わ 
が 目よ り 見て 悪むべき ものな り。 … 
…また 彼ら は 唇 もて われに 近づけ ど， 


その 心 はわれに 遠ざかれり。 彼ら は 
人の 誠 命 を 教えと して 教え 神 を 敬う 
様 を すれ ども 神の 力 を 否む。」 （ジョ 
セフ • ス ミス 2  ： 19) 

一般的に つて， 世の中 はこの 状 
態から 何の 進展 も みせて いない。 

キリスト が この 世に おられた 時に 
建てられた 真の 教会からの 長い 背教 
時代が 終り， 神の 王国の 確かな 基が 
すえられた。 それ はこの 神権 時代に 
神の 啓示の 原則に よ り 神権と 福音が 
回復され たこと によるの である。 神 
のみ 名に おいて 行動す る 権能で ある 
神権 は， パプ テス マの ヨハネと， 救 
い 主が 地上に おられた 時に 鍵 を 持つ 
ていたべ テロ， ヤコ ブ， ヨハネの 来 
訪を 通じ 回復され た。 ほ 力 "こも， ェ 
ライ ヤス， エラ イジ ャ， モー セを含 

む 力 ある 予言者， 指導者が 訪れて， 
王国に 不可欠な 鍵 を 回復した。 また， 
イエス • キリス 卜の 新しい 証し 人で 
ある モル モン 経が 天使 モ 口 ナイ を 通 
じて 回復され た。 

啓示が 次々 に 下され， それらが 教 
義と聖 約に 記されて いる。 神の 王国 
を 治める 組織の 基礎が このよ うにし 
て 確立され た。 神の 王国 はやが て 全 
世界に 広がって ゆく ので ある。 

140'4'： 余 り を 経た 現在， 自 によ つ 
て 回復され た 福音が 伝えられ， 奇跡 
が 現実の ものと なって いる。 この 大 
陸 を はじめ 世界の 各地に 神殿が 建て 
られ， 礼拝の 家に いたって は 世界の 
ここ かしこ に 建て られ ている。 砂漠 
はさ ふら んの 化が 咲 く 所と なった。 
1 万 6 千 人の 宣教師が 多くの 国々 で 
福音 を宣べ 伝えて いる。 世界 各地に 
ある 小学校， 高等学校， セミナ リー, 
インス ティ テ ユート， 大学で は 25 万 
人 以上の 学生が， 世の 学問 だけで な 
く， 福音の 永遠の 真理 を も 学んで い 
る。 

最も 大切な こと は， 歴史 を 通じて 
現在に 至る まで 教会に 予言者， 聖見 
者， 啓示 を 受ける 者が 存在して いる 


という 事実で ある。 教会の 頭と して 
立つ イエス. キリストが， 現在の 予 
言者ハ 口 ルド. B  • リ 一に 指示 を 与 
えて おられる。 さらに 副 管長， 十二 
使徒 評議員 会 会員， 大 祝福 師も 予言 
者， 聖 見者， 啓示 を 受ける 者で ある。 
300 万 を 越える 教会員 は 不確かな ラ つ 
パの 音に 耳 を 傾ける 必要 はない。 私 
たち は 指導者が 主に 導かれて いる こ 
と を はっきりと 知って， 彼らの 声 を 
信じる こ とがで き るので ある。 

イエス • キリス 卜の 教会で は， 教 
会員に 対して 最大限の 力 を 発揮 さ せ 
る 機会が 用意され ている。 資格と 意 
志 を 具えた あら ゆ る 老若男女が 有意 
義で 報いの ある 活動に 参加し， 責任 
を 果た している。 イエス' キリスト 
の 福音が すべての 人の 生活に もたら 
す 心 か ら の 満足と 精神の 健康 と が こ 
う して 助長され ている ので ある。 

年少の 子供た ち は 幼 t  、頃から 訓練 
を 受け， 初等 協会 や 日曜 学校で 責任 
を 果たす。 ふさわしい 少年 は 12 歳に 
なると ァ a ン 神権 を 受ける。 つまり， 
人生 を 通じて 与えられる 数々 の 責任 
に 備える 訓練 を 始める ので ある。 

家庭 において 愛と 忍耐 と 献身 を は 
ぐく むと いう 生活の 原則 ほ ど ， 永遠 
の 結婚に 大 き な 影響を及ぼす もの は 
ない。 大人に なって からの 適応 力と 
実行力 を 養う の は 主と して 家庭生活 
である。 幸せで 社会に 順応す る 子供 
を 育てる 家庭 を 築く にあたって， 永 
遠の 結婚の 原則 ほど 力 を 発揮す る も 
の はない。 教会 は 親密で 一致した 家 
庭 を 築く こと に 最大の 力 を 注いで い 
る。 

神 は 死んだ。 信じられる もの はな 
い。 未来に 望み はない。 と 説く 宗教 
指導者， 教育者， 論説 員と 比較す る 
と， これ は 何と 大きな 対照 をな して- 
いる  こ と だろ う 力、。 世の 人々 が 味わ 
つてい る 混乱 や 挫折感 は， 忠実な 教 
会員と は 無縁で ある。 1 世紀 半 近く 
の 間 教会員が 示した 忠誠と 献身が そ 
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の 証明と なって いる。 

こ の 忠誠 と 献身 は 減少す る どころ 
か 増大して いる。 毎日 何百 人 もの 人 
が 不信心の 暗闇から， 信仰 を 持ち， 
悔い改めの 律法に 従い， パプ テス マ 
を 受ける ことによって， 福音に 基づ 
く 永遠の 生活へ と 抜け出し ている。 
彼らの 生活 は 聖霊の 賜に よって 輝き 
を 得， 彼らの 霊 は 神と 人への 奉仕に 
よ つ て 高められて いる。 

望み は 確かに ある。 神 は 生きて お 


られ る。 信仰 を 持つ 者， 信じようと 
する 者に とって は 信頼で きる 声が あ 
る。 私たち はま さしく， ァ モス が 語 
つた 「彼ら は …… 主の 言葉 を 求めて， 
こなた かなたへ はせ まわる， しかし 

これ を 得ないで あろう」 （ァ モス 8  ： 
12) というき きんの 時代に 生きて い 
る。 しかしな 力； ら， 霊の ききんの 中 
にありながら も， 霊の 豊かな 実り を 
見いだ した 人々 も 数多くい るので あ 
る C 


私 は 神が 生きて おられる こと， ィ 
エスが キ リ ス 卜 であり 世の 救い主で 
ある こと を 証す る。 これまでの 話 は， 
私の 証で ある。 すなわち， この 末日 
に 完全な 福音が 回復され たこと， 耳 
を 傾け， 従う 信仰 を 持つ 者の ために 
主の 思いと みこ ころ を 語る 予言者が 
今日 この 地上に いる こ と を 証す る。 
そ して 私たら がその よ う な 者になる 
ことができ るよう， イエス' キリス 
ト のみ 名に よ り 祈る。 アーメン。 
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神の もとに 子ら は 安し 


や， 


ホーム' ティーチ ンゲほ ど 大切な 
教会 活動 はない。 

昨日の 朝と 今朝の 二度に わた り ， 
私たち 教会 幹部 はリ 一大 管長と 共に 
会合 を 持った。 皆さん は， 私たちが 
大 管長と 共に 神殿に 人って 会合 を 開 
くこと 力;， どんなに 素晴らしい 経験 
であるか を 想像す る ことができる と 

思う 0 

きょう の 話の 主題 を 決めた の は， 
少し 前の その 会合に おいてで ある。 
私たち は 開会の 讃美歌と して 「いと 
もやさし」 を 歌った。 そして リ 一大 
管長 は 祈りの 中で この 讃美歌の 1 節 

「神の もとに 子ら は 安 し」 （讃美歌 97 
番） という 言葉 を 使われた。 続いて 
聖徒の 安全 を はかり， 保護して 下' さ 
つてい る 全能の 神に， 厳康に 感謝 を 

げ， また 引き続き 聖徒た ち を 守護 
したもう よ う 祈られた ので ある。 

私 は 暴力と 不安に 彩られて いる 世 
界の 中に， 互いに 関心 を 払い 合う 民 
がいる という 恵みに， 深い 感謝の念 
で 一杯に なった。 

パゥ 口 は エペ ソの 聖徒に こ う 言つ 
ている。 「そこで あなたが たは， も は 
や 異国 人で も 宿り 人で もな く， 聖徒 
たちと 同じ 国籍の 者で あり， 神の 家 
族な ので ある。」 （エペ ソ 2  ： 19) 

聖徒た ちと 同じ 国籍の 者で あると 


十二使徒 評議員 会 会員 

ボイ ド •  K  •  ノ、" ッカ一 


いう ことに は 大きな 意味が ある。 だ 
れ でも 悔い改めて 備え をし， バプテ 
ス マの 儀式 を 受けさえ すれば， この 
国籍 を 得る ことができる。 パプ テス 
マ を 受ければ 末日 聖徒 イエス • キ リ 
スト 教会の 会員で あり， 決して ひと 
り ぼつ ちで はない ので ある。 

人 は 神の 息子 また 娘で ある。 家族 
はお 互いに 助け合う よ う に 教えられ 
ている。 これ を 実行して いる 家族の 
中で は 「子ら は 安し」 というき '葉が 
あてはまる。 それに 家族の 構成 は 驚 
く ほど 教会 組織の 形態に 似通って い 
る。 

例えば， 若い 男女が 親の もとから 
離れて 住んで いても， ひとりぼっち 
で 放置され ている わけで はない。 彼 
ら はいつ も 見守られて いるから であ 
る。 子供た ちが 結婚す ると， 再び 同 
じ 循環が 始まる。 

結婚し ないで いる 人 もい る 力；， そ 
れ でも 決して ひとり ぼつ ちの ままお 
かれる こ と はない。 

子供た ちが 家庭 を 離れて 自分の 家 
庭 を 作り 始める と， おじい ちゃん， 
おば あ ちゃんと 呼ばれる 立場に なつ 
た 両親 は， 新婚の 時の ように また ふ 
た り で 新ら しい 生活 を 始める ことに 
なる。 これが 自然で， 予期され る 姿 
であり， 望ましい 形で ある。 主の 履 


みた も う 道 はと こ しえ に 変わる こ と 
がない からで ある。 会員 は 決して ひ 
と り で 放っておかれる こ と はない。 

子供た ち は 両親 を 敬うよ う に 教え 
られる 力;， 時に 遠く離れて 住む こと 
が ある。 しかし この場合 も 教会 は 守 
護の 手 を 差し伸べ ている。 

また 連れ合いに 先立 たれた 老未亡 
人と いえ ども， ひと り ぼつ ちで はな 
い。 この 時 も 必要で あれば， 教会の 
組織が， 未亡人の 必要と する こと を 
物心 両面に わたって 世話し， 安心し 
て 生活で きる よ うにす るからで ある。 

その 方法 は 簡単で ある。 2 名の 神 
権 者が 定員 会 会長から 召され， 定期 
的に ホーム 'ティーチ ヤーと して 各 
会員の 家 を 訪れる よ う に 監督から 割 
り 合 てられる ので ある。 ホーム • テ 
ィー チヤ 一 は 個人お よ び 家庭 を'、;]: 護 
する ので ある。 

私 は 話の 題材と して， ホーム' 

ティーチ ンゲを 選んだ 力；， 教会に は 
も つ と 心 を 躍らせる 面白い 活動が あ 
る こと をよ く 知っている。 それ どこ 
ろか 恐らく ほとんどの 活動が， もつ 
と 興味 を 引く ことで あろ う 。 

先日， 私 は 聖餐 会が 終わって から 
ある 家 を 訪ねた。 母親が 十代の 男の 
子に 今日は どうだった， と 聞いて い 
た。 その 若者 はいかに も 若者ら しく， 
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大 に 物お じする ことなく 答えた。 
「よかった よ。 聖 会 だけ は， 別た' 
けどね。」 

聖餐 会 はどうだった の， と 母親が 
尋ねる と， その子 は 言った。 「うん， 
高等 評議員が ホ ーム 'ティーチ ンゲ 
や 福祉に ついて 話さない でく れた ら 
よかつたん だけどね。」 

この 母親 は 顔から 火の 出る 思いで 
言った。 「デビ ッド， ここに いらつ し 
やる パッ カー 長老 は その プロ ゲラ ム 
の 全 教会の 責任者な のよ。」 

「知ってい るよ。 でも ペッカ 一 長老 
はなせ '何とか しないんだろう。」 男の 
子 はこ う 言った。 

一本取られた 感じで ある。 実は 私 
はちょう ど 今， その プログラム を ど 

う 運営したら よい 力 N 知恵 をし ぼつ 
て 働いて いるので ある。 説明 させて 
いただ こ う。 皆さん はきつ とこの 密 

接に 関連し 合って いる ふたつの プロ 
グラムが 非常に 興味 ある ものである 

こと を 知る であろう。 たとえ 今 それ 
に 気づいて いないと しても， この ふ 
たつ は 皆さんが 安らかに 生活す るた 
めに， 必要 欠くべからざる ものな の 
である。 

あの 少年に かかって は， 私 も 基本 
的な 神権 プロ グラムに ついて 話した 
高等 評議員と 同様に 言われる ことで 
あろう。 訓練 や 練習 を やかましく 言 
う コーチ や， ほんの 数 分の 発表の た 
めに 何時間 もの 練習 を 要求す る 音楽 
の 教師 も 同列に 置かれる ことになる 
であろう。 また 両親 も 同様で ある。 
人生の 基本的な 事柄に 注意 を 払 う よ 
う， また 働く よう 求める からで ある。 

繰り返そう。 ホーム' ティー チン 
グ 以上に 人々 を 引きつけ る 活動が あ 
るか もしれ ない が， これ 以上に 重要 
な もの はない。 

面白い ことに， 余りに 基本的な 事 
柄 は， 往々 にして 当り前の ように 考 
えられる こ とで ある。 例えば 私たち 
の 体内に 血液が 循環して いて， 体 を 


支える ために 栄養 を 補給し， 不要な 
物質 を 運び出し ている。 また 病気 や 
病気の 感染から 体 を 保護して いる。 
この 血液循環 作用 は 心臟が 間断な く 
確実 に 収縮 運動 を 繰り返す ことによ 
り， 円滑に 行なわれ ている。 生命の 
必須の 運動で ある。 

ところが 普通， 指の 切り傷の 方が 
注意 を 引く。 心臓の 方 は， 鼓動が 途 
切れが ちに なったり， 止まる まで 誰 
も 注意 を 払わない。 そんな 事態に な 
つて はじめて 注意 を 払って いるので 
ある。 

不思議な ことに， ホーム' ティー 
チン グ はいかに も 空気の よ う に 当 り 
前の ものと 思われて いて， 大部分の 
会員が あまり 注意 を 払って いない。 
型に はまった 訪問 をし， 時には 面倒 
な ものと 考えて いる 始末で ある。 そ 
れ でも 教会員が よそで は 得られない 
保護と 世話 を 受けられ るの は， この 
ホーム' ティー チン ゲの おかげな の 

である。 

十代の 若い 同僚に 一晩 5,  6 軒の 
家 を 訪問し よ う と 誘って いる 人 を 思 
い 浮かべて いただきたい。 ふたり は 
家族 を 励ます ために 訪問し， 彼らが 
霊的に 何 を 求めて いるか を 知り， 彼 
らの 福祉に 関心 を 払う。 こうして す 
ベての 人が 緊急の 時に 助け を 求める 
ことので きる 人が いる こと を 知って 
安心す るので ある。 

病気 で 倒 れて もす ぐ 助 けの 手が 差 
し 伸べ られ る。 子供の 世話 はして く 
れ るし， 訪問が 手配され る。 このよ 
うな 場合， 神権 ホーム • ティー チヤ 
一 と 扶助 協会の 訪問 教師が 共に 働く。 
問題 は 病気 だけと は 限らない。 悩み 
を もつ 十代の 子供 や， しっけの むず 
かしい 幼児の 場合 も ある。 

こ の 神権 ホーム' ティーチ ンゲと 
いう 系路を 通じて， 地.. h の 教会に あ 
る 限り の 手段 をつ かつ て 援助す る こ 
とがで きる。 それだけ ではない。 天 
よ り 可能な 限 り の 的な 救いの 力 を 


注ぐ こと もで き るので ある。 
ホーム. ティ 一 チン ゲを 通して 数 

数の 悲劇が 避けられ， 意気消沈した 
心が 活気 づけら れ， 物質的 必要が 満 
たされて きた。 ； a-; しむ 人 は 慰められ 
虚弱な 人 は 祝? § を 受けて いやされて 
いる。 この 仕事 は 大げさに 宣 お され 
る わけで はない。 しかし， 全能の 神 
の 霊感に よって 始められた 制度で あ 
つて， この 民の S 的 成長に 欠く こと 
のでき ない ものである。 

教会の 指導者 は 神権 ホーム . テ ィ 
一 チン グを 成功させる ため， 多大の 
努力 を 払って いる。 ホーム. ティー 
チン ゲ はたと え 脚光 を 浴びな く と も 
現在 絶えず 行なわれ ており， これ か 
らもず つと 行われ るであろう。 社会 
が 変転し， 教会の プコゲ ラムに 様々 
な 追加 は あつ て も， ホーム • ティー 
チ ン ゲの 原則に 変更が あ つたこと は 
一度 もなかった。 この 制度が なけれ 
ば 教会 はたち まち 教会で はなく なつ 
てし まう。 も う 一度 言おう。 もっと 
面白い 活動 は あるか も しれない が， 
こ れ 以上に 大切な もの はない ので あ 
る。 

私 はいろ いろな 活動の プ a グラム 
が 用意され ている こ と を 感謝して い 
る。 これらの フロゲ ラム は， いわば 
香料， ，1 味 料， デザートの 役目 を果 
たし， 人生 を 楽しい ものにして くれ 
ている。 特に 若い 人々 に はそう であ 
る。 私 は これらの 活動に 大いに 好感 
を 覚え こそ すれ 決してな いがし ろに 
される の を 喜ぶ もので はない し， ま 
してや 私から 取り上げよ うとしても 

できない 相談で あろ う 。 

ホーム' ティー チン ゲ しか 行なわ 

ない 教会 は， 若い 人々 にと つて 調味 
料 も デザー ト も ない 食事の よ う に 全 
く 面白くない かもしれ ない。 しかし 
私 は 各地の 指導者が 活動の プ a ゲラ 

ム だけに 指導 を 集中して， ホーム' 
テ ィ 一 チン ゲを 無視す る 傾向に あ り 
はしまい かと 懸念して いる。 
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監督の 皆 さ ん に 申 し 上げ る 。 活動 
プロ グラム だけで 青少年 を 育成し よ 
うとす るの は， チョコレート ゃソ一 
ダ 水で 運動選手 を 養成し よ うとす る 
よ う な ものである。 若い 人 は それに 
引かれる かも 知れない が， それだけ 
では あまり 栄養に ならない。 青少年 
を 救 う 上で， ホーム' ティーチ ンゲ 
に 時間 を 費や し 注意 を 払 う 以上に 効 
果の 大きい もの はない。 というの も， 
ホーム. ティ 一 チン グの 目的 は 家庭 
を 強化す る こ と にある のであって， 
十代の 人が よく  口にし， また 承知し 
ている ように， 「それでこそ 本来の 姿 
である」 からで ある。 この 家庭 を 結 
ぶ 生命線が つながつ ていれば 家庭 を 
強化で きる ばかりでなく， 活動 もも 
つと 味わい 深い ものと なること がわ 
かるであろう。 

若い 人々 を 元気 づける 方法 は 数多 
く ある。 私たちが いろいろ 考えれば， 
興味 を 引きそう な 方法 を 一杯 案出で 
きそうで ある。 しかし 結局 は 主の 方 
法に 落ち着い ていく であろ う 。 

毛皮と りの 銷師の 話が ある。 彼 は 
もっぱら 狐の 毛皮で ちょっとした 財 
産 を 築き上げた 人物で ある。 ある 時， 
彼 は 冬の 間 南方へ 出かけ， その 間 わ 
な はよ く 訓練した 若手の 助手に 任せ 
る ことにした。 それで わなの しかけ 
方と えさ を 置く 場所 を 教えた。 

ところ が 春 にな つ て 帰 つてみ ると， 
わずかの 狐し か 捕まって いなかった 
ので 落胆し， 「教えた とおりに したの 
カリ と 聞いた。 

「いいえ， もっとい い 方法 を 発見し 
たんです」 と 助手 は 答えた。 

監督 と 定員 会の 指導者の 皆 さ ん ， 
ホーム. ティー チン ゲに 十分 配慮す 
るよう 勧告 したい 。ホーム' ティー 
チヤ 一が なすべき こ と を ほかの 方法 
でしようと して 彼らの 責任 を 解いて 
はならない。 青少年 を 強める ための 
数多くの 方法 を 編み出す こと もで き 
るか もしれ ない。 しかし 間もなく 主 


の 方法に 戻 ら な く て はな ら な く な る 
ので ある。 

聖典に 次の よ う に 書いて ある こ と 
が 思い出される。 「主 は 言う， われ 約 
束して これ を果さ ざり しこと あらん 
や。 

われ 命 を 下す に 人 これに 従わず ば， 
われ 我 約束 を 取消し 祝福 を 与えず。 

その 時， 人々 心の中に 言わん。 こ 
は 主の 御 業に あらず， 主の 約束 果さ 
れ ざれば なりと。 され どかく の 如き 
人は禍 なる かな。 その 報い は 地の 下 
に 潜み， 天よりの 報い あら ざれば な 

り。」 （教義と 聖約 58  ：  31-33) 

ホーム' ティー チヤ 一の 皆さん， 
皆さん は， 機械的な 訪問 をし， 時に 
は 骨の 折れる 仕事 だと 感じる こ と も 
あろうが， 決して この 責任 を 軽視し 
た り ， 訪問 し さ え すれば よい 責任 だ 
などと 考えて はならない。 皆さんが 
ホーム. ティー チン グに 使った 時間， 

歩いた 距離， ドア を ノックし たこと， 
すべての 挨俊， 励ましの 言葉 は 2 倍 
になって 帰って く るで あろ う 。 
ホーム. ティーチ ヤー が 家庭 を訪 

問して いて 教えられる ことが よ く あ 
るの は， 興味深い ことで ある。 ホー 
ム • ティ 一 チヤ 一が 犧牲を 払い， 奉 
仕して いるの は 事実で ある 力；， そん 
な 状況の 中で も， 恵み を 多く 受けて 
いるの がー 体 訪問され ている 家族な 
の 力'， ホーム • ティーチ ヤーな の 力 >， 
わからな いこ とがよ く ある。 

私 も 非常に 貴重な 教訓 を 得た 経験 
が ある。 やはり ホーム • ティー チヤ 
一 と して 働いて いる ときの ことで あ 
る。 

結婚す る 少し 前， 私 は 年上の 同僚 
と 2 人で， /J  、柄な ひと り 住まいの 老 
婦人の ホーム' ティーチ ヤー に 召 さ 
れた。 この 婦人 は 病身で， ドア をノ 
ック しても 動け ない ので， 人って き 
て 下さいと 返事す る ことが よくあつ 
た。 べッ ド から 出られな いため， ベ 
ッ ド の そばで メ ッセー ジ を f ム える こ 


とが しばしばであった。 

私たち は 何 かの 拍子に， この 人が 
レモン アイスクリーム が大好 き なの 
を 知った。 それでよ く 訪問す る 前に 
アイス クリ ームの 店に 立ち寄った。 
彼女の 好み を 知ってい たので， 私た 
ち は 二重の 理由 で 歓迎 された ので あ 
つた。 

先輩 同僚が 何 かの 理由で 行けない 
時が あった。 私 は 一人で いつものよ 
うに 訪問 前に レモン アイ ス クリーム 
を 買って 行った。 

彼女 はべ ッ ドの 中に いた。 そして 
翌日 孫が とても 難しい 手術 を 受ける 
ので 心配で しかたが ありません。 ベ 
ッ ドの そばで ひざまずいて， 孫の た 
めに 祈って 下さいと 私に 頼んだ。 

祈り 終わる と， 彼女 は 私が 間 もな 
く 結婚す る こ と を 思って であろ う ， 
こう 言った。 「今晩は 私が レッスンし 
ましょう。 あなたに お話して 聞かせ 
たいこと があります。 この 話 は 決し 
て 忘れないで 下さい。」 そして 私が 今 
も つ て 忘れ る ことので きない レツ ス 
ンが 始まった ので ある。 彼女 自身の 
生涯の 話であった。 

立派な 青年と 神殿で 結婚して から 
の 数年間， ふたり は， 毎日の 生活と 
子供た ち を 養う の に 一生懸命 であつ 
た。 そんな ある 日 私書箱 B から 手紙 
が 舞い込ん できた。 （その 当時， ソル 
ト レークの 「私書箱 B」 からの 手紙 
といえば， 必ず 伝道の 召しであった。 

驚いた ことに， ふたり は 家族で 遠 
い 国へ 出かけて 行って， そこで 伝道 
活動 を 開始す る 召し を 受けた ので-あ 
つた。 ふたり は 召し を 忠実に， また 
立派に 果たし， 何年 かたって 帰国し， 
また 家族 を 育てて いく 責任 を 果たし 
始めた。 

そこで この 小柄な 婦人 は， 話 を あ 
る 月曜日の 朝の 出来事に 移した。 山 
のよう な 洗濯物 を 抱えて， いらいら 
していた のだろう 力、， ちょっとした 
いざこざ があって， 意見が 分かれ， 
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続いて 夫婦の 間に 非難の 言葉が 飛び 
交った。 どういう わけ か老 fe} 人 は そ 
れか何 を きっかけに 始まり， 何 をめ 
ぐって 起こつ たの か 覚えて いなかつ 
た。 「とにかく， 私 は 門の 所まで 行つ 
て， 夫が 仕事に 向かう の を 見送りな 
がら， 夫に 向かって， ひどく 意地悪 

な と げ とげし! • 、言葉 を 投げ かけ た の 
です。」 

それから 涙 を 浮かべて， その 日 事 
故が あって 夫が 二度と 帰らぬ 身に な 
つてし まった こと を 話して くれたの 
である。 

「 それから 50 年と いう もの， 私 は 地 
獄に 住んで いるよ うな 思いで 生活し 
てきました。 私が 夫に 最後に 投げ か 
けた 言葉が 意地悪な， とげとげしい 
ものであった こ と を 忘れられ なかつ 
たからです。」 

これが， 若い ホーム • ティ 一 チヤ 
一 に 話して くれた メ ッ セージで ある。 
彼女 はこの 話 を 決して 忘れて はいけ 
ません と 強く 念 を 押した。 私 は それ 
以来 この 話から 豊かに 恵み を 受けて 
きた。 その 時から 夫婦と いう もの は 
一言 も 食い違う 言葉 を 口にしな く と 


もやって いける もの だとい うこと を 
知った ので ある。 

私 は 時々 あの 家に 訪問した こと や， 
費やした 時間， アイスクリームに 使 
つたわず かなお 金の こ と を 考える。 
あの 小柄な 姉妹が 幕の かなたに 召さ 
れ てからす でに 久しい。 私の 先輩 同 
僚 もす でに この 世の 人で はない。 し 
かし， ホーム' ティ一 チヤ 一が 教え 
られた あの 大き な 経験 を 私 は 今で も 
忘れて いない。 以来， 私 は， 機会 あ 
る ごとに， 結婚の 聖壇の 前に 立つ 若 
い 男女に， そして 世界 各国の 人々 に， 
彼女の 教 え を 幾度 となく 説いて きた。 

ホーム. ティー チン ゲには 霊的に 
優れた 要素が ある。 ホーム • ティー 
チン ゲの 割り当て を 受けて 出かける 
神権 者 は， 皆 測り 知れない 恵み を受 
けて 帰って く るので ある。 

教会 で ど ん な 責任 を 受け ている か 
と 聞かれて， 「ただの ホーム 'ティー 
チヤ 一です」 と 答える 人 を 見かけた 
ことがある。 

た だの ホーム' ティーチ ヤー。 言 
いかえれば， 群れ を 見守る 守護 者に 
しか 過ぎない と 言って いるに 等しい。 


しかし これ は， 神に 仕える 最も 大切 
な 責任で あり， 主の しもべの 責任な 
ので ある。 

冒頭に 引用した 讃美歌の 歌詞 「神 
の もとに 子ら は 安し， 世の 造り 主導 

きたもう」 が 真実な の は， あなた 方 
ホーム. ティ 一 チヤ 一のお かげな の 

である。 

イエス は キリスト である こと を 証 
する。 この 教会 はキ リ ス 卜の 教会で 
ありまた 王国で ある。 私たち は キリ 
ス 卜から 神権と 権能 を 与えられ てい 
る。 私たち は 予言者 を 頭に いただい 
ている が， 予言者 は 生身の 人で あり， 
地上の 果てまで 出かけて 行って， す 
ベての 支部， 伝道 部， ステーキ 部， 
ヮー ド 部に 恵み を 及ぼす こ と はでき 
ない が， 与えられた 権能と 鍵 を 使う 
ことによって， ステーキ 部， ワード 
部， 支部 はも とよ り 各 家庭， 個人に 
至る まで， 祝福し あるいは 支え， 安 
ら かに 住め るよう にす る こと がで き 
るので ある。 イエス • キリス 卜の み 
名に よ り， アーメン。 
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人生の スィ ツチ 

十二使徒 評議員 会 会員 

ゴ一 ドン • B • ヒンクレー 


ウィルフォード 'ウッド ラ フの記 

録 によると， 1833 年に 教会の 全 神権 
者が 4  メ 一  トル 四方の 部屋に 集まり， 
予言者 ジ ヨセフ と共に 会合 を もった 
という。 

今宵， 彼らと 同じ 神権 を 持つ 18 万 
以上の 人々 が この 会場 を はじめと す 
る 750 の 会場に 集って いる。 この 中で， 
青少年 は 2 万 5 千から 3 万人に のぼ 
ると 思う。 私 はみ たまに 導かれるな 
らば， 青少年に 対して 話したい と 思 

ラ 0 

最初に， 私 は 現代の 青少年 ほど， 
献身的で 能力 を 具えた 青少年 は 教会 
の 歴史 を 通じて 他に 類 を 見ない と 確 
信して いる こ と をお 伝えして おきた 
い。 年長の 兄弟た ちの 中には 異論 を 
唱える 方が あるか もしれ ない。 この 
ことにつ いて 一^" 3 の 話 を 思い出した。 
ある 朝， 一人の 息子が 朝食のと きに 
このよ うな こと を 言った。 

「お父さん， きのうお 父さんの 夢 を 
見た よ。」 

「私の？ どんな 夢 だい。」 

「天国まで かけられ ている はしご を 
昇 るんだ。 そして， はしごの 一段 一 
段に チ ョ ークで ぼくが 犯した 罪 を 書 
いて 行かな き やなら ない 夢 だつ た 
の。」 

「それで， お父さん は どこで 登場す 


るんだ い。」 

「ぼく 力; はしご を 昇って 行く と， お 
父さん はたく さんの チョーク を 抱え 
て はしご を 降り て 来た つてい う 
わけ。」 

主 はこれ まで 度々 少年 を 選んで， 
主の 偉大な 目 的 を 成就す るた め の訓 
練 を 施された。 サム エル， ダビデ， 
エジプトに 売られた ヨセフ， ニーフ 
アイ, モル モン， ジ ヨセフ *ス ミス 
がその 例で ある。 

神 は 皆さん 一人一人 をも大 いなる 
計画の 中で， 何 か 大切な こと を させ 
るた めに 選 ばれた と 私 は 信じて いる。 
それ は 今 あげた 人々 の 召しと は 異質 
の もの かも 知れない。 しかし， 神 は 
皆さん を 愛して おられ， 一人一人に 
なすべき こ と を 用意して おられる。 

皆さんに 主の みたまが 宿り， 聖霊 
が 皆さん を 通して 語りた も うように 
生活す る 責任が 課せられて いるので 
ある。 

私 はみ たまの 賜に よって， 力強く 
語り， 皆さんが 心 を 動かされて 神と 
人に 愛される よ うな 生活 をし よ う と 
決意す る こ と を 願って いる。 

これ は 決して 不可能な ことで はな 
い。 悲壮な 決意 を もって 人生の 進路 
を 決める 必要 はない ので ある。 日常 
のさ さいな 事柄に ついての 選択が 進 


むべき 道 を 決める からで ある。 

かなり 昔の ことになる 力;， 私 は 鉄 
道 会社の 本社に 勤務して いた ことが 
ある。 ある 日， ニュージャージー 州 
二 ユー アークの 支社から 電話が かか 
つてき た。 旅客列車が 到着 したの だ 
が， 乗客の 荷物が なく， 乗客が 怒つ 
ている という こ とであった。 

調査して みる と， 客車 は 力 リ つ ォ 
ルニァ 州 オーク ラ ン ドで 連結され， 

セン トル スス まで 運行され ていた。 
そ して 東海岸の 終着駅に 向かう こ と 
になって いた。 しかし， セント ルイ 
ス 駅の 操作 場で， 操作 士が 不注意に 
わず 力、 10 センチ メ 一  ト ル ほど レバー 
を 動かして しまったの である。 

その レバーが ボイ ン 卜の スィ ッ チ 
であった ため， ニュージャージー 州 
ニューアーク へ 行 く はずの 列車が 
2,  000 キ 口  メートル も 離れた ルイ ジァ 
ナ州 ニュー オーリン ズへ 行って し ま 
つ たので ある。 

私たちの 人生 も これと同じ ことが 
言える。 一本の タバコ， パーティー 
の 席での 一杯の ビール， 好奇心から 
の 幻覚剤， こられが 少年の 人生の 方 
向 を 転換 させ， 予 任された 偉大な 召 
しから 遠く 離れる 道へ と 彼ら を 運ん 
でし まう ので ある。 ニーフ アイ は 次 
のよ う に 述べて いる。 「 …… このよ う 
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に 悪魔 はこの 人々 を だまし， 心 を 配 

つて 地獄へ つれて 行く ので ある。」 

(II  ニーフ アイ 28  ：  21) 
私 は 今， 手の 中に スイスで 買い 求 
めた 小さな 箱 を 持って いる。 映画 

「サウンド • ォブ' ミュー ジ ッ ク」 
の 最後 を 飾った 美しい 歌， 「ヱ 一 デル 
ワイス」 を 覚えて おいでだろう か。 
アルプスの 花 を， 「白く 小さい， 清く 

輝け る 故国に 恵み あれ」 と 歌う。 

この 箱に は エー デル ヮ ィ スの 種子 
が 人って いる。 コ ショウ 粒 ほどの 小 
さな 種子で ある。 けれども 箱に は， 
どんな 花が 咲く 力' が 描かれて いる。 
スィ ス • オース 卜 リ ァ アルプスの 高 
原で 吹きす さぶ 嵐に 耐え， 雪の ド で 
花 を 咲かせ， アルプス 高原に 美 を 添 
える あの 花で ある。 この 小さな 種子 
の 中には， 活気に 満ちた 美しい 生活 
の 可能性 が 秘められ ている。 頃 健な 
民， 「白く 小さい， 清く 輝け る」 偉大 

な a の 祝福の 象徴 となって いるので 
ある。 

少年た ち も これと同じ である。 皆 
さ ん は 善 を 行な う 可能性 を 測 り 知れ 
ない ほど 秘めて いる。 日常の ささい 
な 事柄の 判断が 人生 を 決める ので あ 

る 0 

従って， 常に 知恵 を W いて 欲しい。 
皆さんが 考えて いる 以上の 能力 を 主 
は 祝福して 下さって いる。 あなたの 
知能指数 は 世界 最高で はない かも 知 
れ ない。 そんな こと はかまわないで 
はない か。 刑務所 を 埋め 尽く してい 
るの は 頭の 良い 人た ちば かりで ある。 
私 は， 世の 数々 の 業 は 知的 天才で は 
なく， 並の 能力で も それ を 特異な 方 
法で 使う 人々 によって 成し遂げられ 
ると 考えて いる。 皆さん は 教会員と 
して 学問 を 追求し， 技術 を 改善す る 

務かぁ る 。 

どんな 職業 を 選ぼう とそれ は 問題 
ではない。 商人， 教師， 大工， 配管 
ェ， 技師， 医者， その他 誉れ ある 仕 
事で あれば 何で もよ い。 大切な こと 


は 社会に あって 有用な 人物に なるこ 
とで ある。 目的 もな く 中途半端な 生 
活を する こ と はたやす いが 悲劇 を 生 
む。 これに 対して 建設的な 生き方 は 
困難 を 伴う 力;' 満足 を 与える。 自分 自 
身と あなたが 仕える 人々 にも 恵み を 
もたらす だけでなく， 末日 聖徒 イエ 
ス 'キリス ト 教会に 対しても 誉れ を 
もたらす ので ある。 あなたが モル モ 
ン である こと を 人々 が 認め， 仕える 
人々 の 口 を 通して 教会の ィ メージ も 
高められる であろう。 神権 を 持つ あ 
な た は 安 つぼい 働きな ど 許 されない 
ので ある。 
清く ありなさい。 「汝 ら， 主の 器 を 
もてる もの は 潔く あれ。」 （教義と 聖 

約 38  ：  42) 汝ら， 主の晩餐の 聖餐 を 
扱い， 執行す る もの は 潔く あれ。 

先日， 私たち は') 一大 管長と 共に， 
エルサレムの ゲッセ マ ネの園 を 訪れ 
た。 主が 苦しみながら， やがて 身に 
受ける 恐るべき 苦悩， 神の 御子と い 
え ど も あらゆる 毛孔よ り 血 を 湧かせ 
る 苦しみ を 予見して おられた 地で あ 
る。 主 はこ こで あざけられ， 裏切ら 
れ， 悪人の 手に 渡された。 

若い 友人の 皆さん， 私たち は 主の 
犠牲の 象徴 を 執行す る 時に， もし 清 
く ない 手と 心で 聖餐 台の 前に 立つな 
ら， 主 を あざけつ ている ことになる 
ので はないだ ろ う 力 >。 

皆さん は 執事， 教師， 祭司と して， 
卑しい 話に 興じた り， 笑ったり， ポ 
ル ノ 小説 を 読ん だ り ， ポル ノ 映画 を 
見たり， 自分 を 性的に 汚したり， あ 
ら ゆる 不道徳な こと をした り して は 
ならない。 

心の 平安 を 維持す るた めに 清く あ 
りなさい。 先日， 伝道 を 志して いる 
青年と 会う 機会が あった。 彼 は 数 力 
月 間 不道徳 な 行動 をと つていた。 交 
際して いた 女性と 共に， 二人 は 上手 
に 立ち回って いると 考えて いた。 し 
かし， 彼 は 取り返しの つかない 大切 
な もの を 女性から 奪った こと， 彼自 


身 も 償う ことので きない もの を 失つ 
たこと に 気付いた。 彼 は 涙で 頰を濡 
らしながら， 自らで： り 得なかった 行 
動の 基準 を 教える ために 世に出て 行 

く こ と はで きないと 自ら 判断した。 
平安 も 喜び も 彼に は 残らなかった の 
である。 

あ な たの子 孫の た め に 清 く ありな 
さい。 いつの 日 力'， 皆さん 一人一人 
が 理想の 女性に 出会う。 その 女性 を 
本当に 愛して いるならば， あなた は 
彼女 を 傷つけ るよ り も 自分の 右手 を 
切り落とした 方が よい。 あなた を 通 
じて 先祖の 特質 を 後代に 引き継 ぐ こ 
とになる 事実から 目 を そらして はな 
ら ない。 立ち止まって よく 考えて い 
た だ きたい。 あなたの 行動 次第 で そ 
れらの 特質が 弱められ も 高められ も 
する ので ある。 清く ありなさい。 そ 
うすれば あなたの 力 は 十倍 にも 強め 
られ る。 それ は 心が 清い からで ある。 

愛する 友人の 皆さん， 従順で あり 
なさい。 神権の 召しに 従順で ありな 
さい。 私たち は 最近， イギリスと ョ 
一口 ッ パ 各地で 1, 000 人 以上の 宣教師 
に 会った。 私に とって 彼ら は 奇跡で 
ある。 それ も 途絶える ことのない 奇 
跡で ある。 驚異的な 能力， 障害に 立 
ち 向かう 勇気， 素晴らしい 説得力， 
すべて 感動に 値する。 どのよう にし 
て 身に つけたの かと 尋ねた 人が いた。 
こ の 能力 は 教会の 召 し に 従順で あ る 
ことによって， 次第 次第に 身に つけ 
た も ので ある。 

神の 王国に は， 小さな 務め や 大切 
でない 務めと いう もの はない。 ひと 
つ ひとつの 責任 を 果たす ことによ つ 
て， 新しい 事枘， 多く を 要求され る 
事柄 を 成し遂げる 力が 身に ついて く 
るので ある。 今宵 タパ ナクルで 壇上 
に 座って いる 方々， 世界中の 神権 指 
導 者 は， 頼まれた こと を 熱心に 果た 
そう と 努めた 少年 時代 を 経験して い 
る。 

「義務が 静かに， 『あなた はしな け 
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れ ばなら ない J と 告げ， 若者が 『で 
きます』 と 答える 時， 人 は 神に， 神 
は 人に 近づく。 そして 栄光が 目前に 
迫って くる。」 （ラルフ 'ワルド' ェ 
マー ソン） 

常に 祈りの 気持 を 持ちなさい。 主 
は 次のように 約束して おられる。 「汝 
須 らく 謙 通 なれ， さらば 主なる 汝の 
神 は 手 を 取 り て汝を 導き 汝の祈 り に 

応えん。」 （教義と 聖約 112  ： 10) 

ウィルフォード. ウッドラフ 大管 
長 はこの ように 言明して いる。 「自ら 
の 召し を 全力 を 尽く して 遂行す るの 
であれば， 祭司で あるか 使徒で ある 
か は 問題で はない。 祭司 は 天使の 導 
きと 恵み を 施す 鍵 を 有して いる。 私 
は 使徒， 七十 人， 長老 を 経験して い 
る 力;'， これまでの 半生で， 祭司の 職 
にあった 時に 受けた 主の み 守 り に 勝 
る もの を 受けた ことがない。」 皆さん 
が 受けて いる ァ a ン 神権に は， 天使 

の 導きと 恵み を 施す 権利が 伴な う。 
この こと を 深く 考えて みると， いか 
に 驚嘆すべき 祝福に あずかつ ている 
力》 力 （わ 力  >  る と, © う。 

皆さんの お許し をいた だいて， 先 
日 スイスの ローザンヌで 聞いた 話 を 
もう 一度 紹介したい。 それ は 神聖な 
出来事であった。 私 はそう 考える。 

60 年 以上 も 昔の ことで あるが， ァ 
ィ ダホ 州の 農場に (主む 一人の 少年が 
父親に ついて 農場へ 行った。 父親が 


一日中 忙しく 立ち働い ている 間， 少 
年 は あちこちで 遊んで いた。 柵の 向 
こうに， 壊れた 古い 納屋が あった。 
想像力の 旺盛な 彼 は， 家畜 を その 納 
屋に 入れたら どうかと 考えた。 中 を 
調べて みよ う と 柵 を 乗り越え， 納屋 
に 近付いた。 その 時， 「ハロルド， そ 
つちへ 行って はいけ ない」 と言う 声 
がした。 彼 は 振り返って 父親 を 捜し 
たが， 父親の 姿はなかった。 しかし 
少年 は その 警告に 従い， きびす を 返 
して 走り出した。 彼 は どのよ う な危 
険が 潜んで いるか を 知らなかった。 
また， 潜んで いるか どうか を 疑い も 
しなかった。 耳 を 傾け， 従った ので 
ある。 

この 少年 こそ， 現在 末日 聖徒 ィヱ 
ス • キリス ト 教会 を 管理して いる そ 
の 人で ある。 長年に わたり， 彼 は 耳 
を 傾け， 主は聖 きみた まの ささやき 
によって 彼 を 強め， 守り， 導いて こ 
られ た。 

先月， 3 週間に わたり 私 は 主の み 
業に おける 彼の 後輩 同僚と して 行動 
を 共に した。 私 はみ たまが この 現代 
の 予言者の 中に 働いて いる こ と を 証 
する。 少年 時代よ り 養い育て， 耳 を 
傾けて きたみ たまで ある。 

友人の 皆さん， 祈り を 捧げ， そし 
て 耳 を 傾けなさい。 声 を 聞く こと は 
ないか も 知れない。 恐ら く ない と 思 
う。 しかし， 言い表わす ことので き 


ない 方法で， あなた は 励ましと 祝? i 
を 受ける。 主が 次の よ う に 約束して 
おられる からで ある。 「われ， 汝に来 
…… るべき 聖霊に よ り て汝の  ft 

に告 けんとす。」 （教義と 聖約 8  ：  2) 
常に 祈りの 気持 を 持ちなさい。 そ 
うすれば 神が 聞いて 答えて 下さる こ 
と を 知る であろう。 神に 答えて いた 
だきたい と 望む 時に 必ず 受ける わけ 
ではない が， 時の 経過と 共に， 太陽 
が 昇る ように 確かに， 神 は 聞いて 答 
えて 下さった と 知る 時が 来る であろ 

ラ 0 

従って， 人生の スィ ツチすな わち 
日常の ささいな 事柄の 決断に 注意し 
なさい。 知恵 を 使いなさい。 清く， 
従順で ありなさい。 また 常に 祈りの 
気持 を 持ちなさい。 そうする ために 
はかな りの 自 己 修養が 要求 される。 
しかしながら これ は， 前途に 待ち 受 
けて いる 神の 王国の 建設と， 世に あ 
つて 有用な 働き をな すと いう 大 いな 
る 務め を 果たす ための 強さと 能力 を 
培う ものである。 満たされた 人生と 
永遠の 喜び を 得る ことであろう。 私 
は 主の しもべと して そのよ う に 約束 
し， 主からの み もたらされる 安らぎ 
が 皆さんの 上に あるよう 願い， これ 
らを イエス • キリス ト のみ 名に よ り 
申 し 上げる。 アーメン。 
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愛する 神権 者の 皆さん。 私たち は 
神権 者と して 周囲の 「貧しき 人々， 
乏しき 人々」 を 心に かける 義務 を 負 
つてい るが， 私 は 今宵， この 点 を 中 
心に 話 を 進めて ゆきたい と 思う。 以 
前 はそう いう ことがなかった が， 現 
在 私たち は 福音の この 点に ついて あ 
ま り 関心 を 払って いないよ う である。 

しかしながら， イエス は 教えの 中 
で これ を最 重要視し てお られ たと 思 

われる。 マ タイ 伝 25 章に 記されて い 
る 主の 言葉 を 思 い 返して いただきた 
い。 すなわち， 主 は 栄光のう ちに 降 
臨され る 時， 「羊 飼が 羊と やぎと を 分 
ける ように」 （32 節） 主の 民 をより 分 
け， 羊 を 右に， やぎ を 左に おかれる 
ので ある。 

主 は 右に いる 人々 に は 「わたしの 
父に 祝福され た 人た ちょ， さあ， 世 
の 初めから あなたがた のために 用意 
されて いる 御 国 を 受けつ ぎなさい」 
と， 左に いる 人々 に は 「のろわれた 
者 どもよ， わたし を 離れて， 悪魔と 
その 使た ちとの ために 用意され てい 
る 永遠の 火に はいって しまえ」 と 言 
われる。 （マ タイ 25  ：  34，  41) 

同じ 箇所で 主 は， その 大 いなる 日 
により 分ける 基準と なる の 力;， 貧し 
い 人々 や 乏しい 人々 を 心に カバナた 力 > 
どうかと いう 点で ある と 述べて おら 


れる。 

また， た く さんの 資産 を 持って い 
た 青年と 語った と きに も， 主 はこの こ 
と を 強く 言って おられる。 「 …… 帰つ 
て あなたの 持ち物 を 売り払い， 貧し 
い 人々 に 施しなさい。 そうすれば， 
天に 宝 を 持つ よ う になろ う。 そして 
わたしに 従ってき なさい。」 （マ タイ 
19  ：  21) 

よき サマリ ャ 人の たと え 話の 中で 
も この こ とが 強調 さ, れ ている。 

貧しい 人々 を 心 かける 義務に つい 
て は， 聖書と 同様 モル モン 経で も 強 
く 教えられ ている。 

ベン ジャ ミ ン王 は， 罪の 赦し を受 
ける ために 悔い改め を 行なう 上で， 
貧しい 人々 に 心 を 配る こ とが 不可欠 
である と 教えて いる。 

「 …… 日々 自分の 罪の 赦しを 保ち， 

 こ と がで きる ように， お前た ち 

が 一人一人 みな その 財産の 多い 少ぃ 
に応じて それ を 貧しい 人々 に 分け 与 
える こと を 望む。 それ はたと えば， 
腹の すいている 者に 食物 を 与え， は 
だかで いる 者に 着物 を 着せ， 病んで 
いる 者 を 見舞い， 各々 の 必要に 従つ 
て 肉体に ついても 霊に ついても 救助 
を 施す ことで ある。」 （モー サャ 4  ： 
26) 

アミ ユレ クは， 祈りが 聞きと どけ 


られ るに は 貧しい 者に 施す こ とが 必 
要で あると 説明して いる。 キリスト 
の嘖 罪に より， 「悔 改め を 生ずる よう 
な 信仰」 を 持つ すべての 人に 対して， 
憐れみが 正義の 要求 を 満たす こと を 
説明した 後， ァ ミ ュ レクは 次の よ う 
に 力強く 勧告して いる。 

「それで あるから 私の 兄弟ら よ， ね 
がわく は あなたた ちが 悔 改め を 生ず 
る 信仰 を 起し， 神が 自分た ち を 隣み 
たもうよう， 神の 御名に よって 祈 り 
始める こと を 神が 許した まわん こと 
を。 

神 は 人 を 救う 大能を 具えた もうか 
ら， 神に 憐みを 求めよ。 

牧場に 居る 時 は， あなたた ちの 家 
畜の 群に ついて 神に 祈れ。 

家に 居る 時 は あなたた ちの 家族 全 
体に ついて 朝 も 昼 も晚も 神に 祈れ。 

一切の 義 しい ことに 敵対す る 悪魔 
を 防ぐ ことができ るよ う に 神に 祈れ。 

こればかり ではない， あなたた ち 
がー 人で 部屋に 居る とき も， 秘密の 
所に 居る とき も， また 野に 居る と き 
も 心に ある こ と をう ち 明けて 祈れ。 

声 を あ げて 主に 祈 ら な 、時で も ， 
自分の 為 を 思って たえ ず 心の中 で 主 
に 祈れ。」 （アルマ 34  ： 17 — 18，  20 — 
21， 23，  26—27) 

以上 を 実行す るなら ば， 素晴らし 
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い 人になる と 皆さん は 思わない だろ 
う か。 しかし， アミ ユレ ク はこれ で 
十分 だと は "つてい ない。 

「私の 愛する 同胞よ。 これで 満足た 
と 思って はいけ ない。 たとえ これら 
のこと をみ な 行っても， もしも 貧し 
い 者 や 着る 物の ない 者の 願い を こと 
わり， 病んで いる 者， あるいは 悩ん 
でい る 者 を 見舞わず， 持物が ありな 
がら その 幾分 を 貧しい 者に 施さない 
ならば， あなたた ちの 祈り は 空しく 
なって その 効果 はなく， また あなた 
たち は 神の 言葉 を 否定す る 偽善者の 

ようになる であろう。」 （アルマ 34: 
28) 

これら 古代の 聖句は 確かに 感動 的 
であり， 私たちの 精神 を 高めて くれ 
る。 だが， 私たちが 拘束 を 受け， 裁 
きの 基準と して 取り上げられ るの は 
近代の 聖典で ある。 従って， 近代の 
聖典が どのよ う に 教えて いるか を是 
非と も 知って おかなければ ならない。 

教会が 組織され て 1 年に も 満たな 
い 頃， すなわち 1831 年の 1 月に， 主 
はこの 問題に 触れて 次の よ う に 言わ 
れた。 

「こと ごと く の 者， 兄弟 を 己が 身の 
如くに 思い， わが 前に 徳と聖 きを 履 
み 行 うべ し。 

われ 重ねて 汝 らに告 ぐ， 汝ら皆 d 
が 身の 如く に 兄弟 を 思うべし。 

汝らの 中 誰か 十二 人の 息子 を 有つ 
に， その 一人に のみ 偏よ る こと をせ 
ざれば その子た ちょく 父に 仕う。 然 
るに， すなわち 一人に 向いて 汝 礼服 
を 着けて 此 所に 座せ よと 言い， また 
他に 向いて 汝 ぼろ を 着て 彼 所に 居れ 
と 言い， しかも 息子た ちに 向いて， 
見よ， われ 公平な りと 言う こと を 得 
んゃ。 

見よ， こ は 一つの 比喻を 以て 汝ら 
に 語る ところ なれ ど， 正に われ 在る 
が 如く 真な り。 われ 汝らに 向いて 言 
わん， 汝ら ひとつと なれ。 もし ひと 
つと ならず ば， 汝ら はわが ものに あ 


ら ず。」 （教義と 聖約 38  ：  24-27) 

この 点 を さ らに 明確に する ため， 
主 は 同じ 啓示の 中で， この 世に つけ 
る 物に ついて 述べて おられる。 

「さて， また われ この 地方の 教会員 
に 一つの 誡命を 下さん。 すなわち こ 
の 教会員の 中， ある 人々 は 任命 を受 
く …… べきな り。 

任命され たる 人々 は 貧しき 人々 乏 
しき 人々 に 心 を 留めて， その 苦しま 
ざるよう 救助 を 施すべし。 …… 」 （教 
義と聖 約 38  ：  34-35) 

それから 数 週間 後， 主 は， 教義と 
聖約 42 章に 記録され， 教会の 律法と 
して 下された 偉大な 啓示の 中で， 次 
のよ う に 言われた。 

「汝 らも しわれ を 愛すれば， …… 

汝ら 貧しき 者の こと を 思い起し， 
彼らに 与えざる ベから ざる 扶助の た 
めに， …… 己が 財物 を 神に ィ^献 せよ。 

ま た汝 ら の 財物 を 貧 し き 者に 分 ち 
与うれば 汝ら これ を われに 為すな り。 
…… 」 （教義と 聖約 42  ：  29-31) 

貧しい 人々 や 乏しい 人々 を 心に か 
ける ことの 大切 さに ついては， 1831 
年 6 月 7 日 カートランド で 与 えられ 
た 啓示に 述べられ ている。 主 は 兄弟 
た ち を 二人 一組に して ミ ズー リ へ 遣 
わされた。 指名 を 受けた 兄弟た ち は 
ほ とん ど 衣食に も 事欠 く 状態で あつ 
た 力;'， 四 州に またがる 旅に 出かけた。 
予言者 自身 も セン トル イスから イン 
デぺ ンデ ンスま での 全 行程 約 300 マ ィ 
ル （480 キロメートル） を 徒歩で 向か 
つた。 こうした 苦難の 中に あつたに 
も かかわらず， 主 は 最後に 次の よう 
な 指示 を 下された ので ある。 

「また 汝ら 貧しき 者， 乏しき 者お よ 
び 病める 者， 悩める 者た ち を 万事に 
憶えて 憐れむべし。 これらの 事 を 為 
さざる 者 はわが 弟子に あら ざれ ば な 
り。」 （教義と 聖約 52  ：  40) 

こ う した 苦難の 只 中に あった 兄弟 
たちで さえ， 「貧しき 者， 乏しき 者お 
よび 病める 者， 悩める 者た ち」 を 心 


にかけ なければ 主の 弟子た る 資格 を 
失った ので ある。 さて， 兄弟の 皆 さ 
ん， 豊かに Mi まれて いる 私たちが， 
もし 彼らの こと を 心に かけない と し 
たら， どんな こと にな る だろ う 力'。 

現代 社会 は 主の 計画 を 覆えそう と 
する たくらみが 横溢して いる。 こう 
した 社会に ある 私たち は， 惑わされ 
て， 貧しい 人々 や 乏しい 人々 に 対す 
る 責任 を 政府 その他 公的 機関 に 嫁 
して その 義務から 免れ 得る といった 
間違いに 陥って はならない。 私たち 
は自 ら 進んで あふれる 愛 を 隣人に 示 
さなくて は， モル モンが 語った 愛す 
なわち 「キリストの 絶 粋な 愛」 （モロ 
ナイ 7  ：  47) を はぐくんで ゆく こと 
がで きないの である。 そして この 

「キ リ ス 卜の 純粋な 愛」 は， 私たち 
が 永遠の 生命 を 得る ために 是非と も 
身に つけなければ な らな いも ので あ 
る a 

貧しい 人々 や 乏しい 人々 に 心 を 配 
るよう 指示され た 主 は， あらゆる 神 
権 時代の 人々 に それ を 実行す る 具体 
的な 方法 を 明らかにして おられる。 
古代 ィ ス ラエルの 民に 与えられた 方 
法 は 実に 簡潔な ものである。 

「あなたがたの 地の 実の り を 刈り 人 
れる とき は， 畑の すみずみまで 刈り 
つくして はならない。 また あなたの 
刈 り 入れの 落ち穂 を 拾って はなら な 

い 0 

あなたの ぶ どう 畑の 実 を 取 りつく 
して はならない。 また あなたの ぶ ど 
う 畑に 落ちた 実 を 拾って はならない。 
貧しい 者と 寄留者と のために， これ 
を 残して おかなければ ならない。 … 

…」 （レ ビ 19  ：  9  —10) 

実に 簡単 明瞭で は あるが， これ は 
すべての 福祉 計画で 実施 されて いる 
二つの 基本 原則の 上に 成 り 立って い 
る。 すなわち， （ 1 ) 持って いる 者 は 
与え， （2) 受けた 者 は 働く， ことで 
ある。 

ル ッ は こ の 福祉 計画に 従 つて ボア 
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ズの畑 で 落ち穂 を 拾った ので ある。 
もちろん， ボア ズが ルツに 対して 好 
感を 持って いたた め， ルツが 多少 恵 
まれて いた こと は 事実で あるが， 当 

時 この ブ a グラム は 実施 されて いた 
ので ある。 

主の 計画の 中で， 貧しい 人々 を 助 
ける 義務と 同様に 偉大な ことがある。 
それ は 援助 を 受けた 人 は， 自分と 家 
族の ために， 能力の 限り 働く という 
ことで ある。 主 は アダム を エデンの 
園から 放逐す るに あたって， 次の よ 
う に 言 われた。 「あなた は 顔 に 汗して 
パン を 食べ， ついに 土に 帰る。」 （創 
世 3  ： 19) 

この 神の 命令 は 今な お 効力 を 有し 
ている。 現在の 神権 時代に 「教会の 
律法」 として 与えられた 啓示の 中で， 
主 は 次の よ う に 言われた。 「汝 怠惰な 
る ことな かれ。 およそ 怠惰なる 者 は 
働く 者の バン を 食す る こ ともなく， 
また その 衣服 も 着る ベから ざれば な 
り。」 （教義と 聖約 42  ：  42) 後に 主 は 
次のように 付け加えて おられる。 厂… 
…怠惰なる 者 は 悔い改めて 行い を改 
むる にあら ざれば， 教会の 中に て 地 
位 を 与えら るる ことなし。」 （教義と 
聖約 75  ：  29) 

怠惰 を 戒める この 命令と 同様の 厳 
しさ を もって 命じられ ている ことが 
ある。 援助 を 受けた 者が この 戒めに 
従わない から といって， 教会員 は 
「わが 福音の 律法に 従いて これ を 貧 
しき 者 乏しき 者に」 財物 を 分かち合 
わないで よいと いう こと はない ので 
ある。 （教義と 聖約 104  ： 18) 

この 点に ついて ベン ジャ ミ ン王は 
次の よ う に 語って いる。 

「おそらく お前た ち は 『この 者は自 
分 自身で この みじめな 有様 を 招いた 
ので あるから， 私 はかれ を 助ける の 
を 止め， その 苦しみ を 救うた めに 私 
の 食物 を 与えず， また 私の 持物 も 分 
けて やらない。 その 苦しみ は 当然の 
罰で あるから である』 と S うで あろ 


うが， 

私 はお 前た ちに 告げる。 このよう 
な こと をす る 者 は 誰でも 大いに 悔い 

改める 必要が ある。 もしも その a い 
を 悔い改めないならば， お前た ち は 
と こ しえ に 亡びて 神の 王国の 民と な 
る こと はでき ない。」 （モー サャ 4  ： 

17—18) 

エノ クの 時代に は これら 二つの 原 
則， すなわち 与える 者の 慈善と 受け 
る 者の 勤勉が 完全に 実施され ていた。 
このため， 「主， その 民をシ オンと 呼 
びた まえり。 彼ら 心 を 一にし， 精神 
を 一にし， 義に 住み たれば なり。 さ 
れば 彼らの 中に 貧しき 者 一人 もなか 
りき。」 （モー セ 7  ： 18) この 最後の 
神権 時代に おける 福音の 回復の 一環 
として， 主 は エノ クの 民が 守って い 
た 協同 制度 をお 与えに なった。 しか 
しながら， 教会員 はこの 律法に 従う 
ベく 自ら を 治める こ とがで きな かつ 
たため， 代わりに 什 分の 一の 律法が 
与えられた。 教会 は 什 分の 一， 断食 
献金， 扶助 協会 献金， そして 一時期 
移民 基金 献金に よ り， 100 年の 間， 貧 
しい 人々 や 乏しい 人々 を 助けた ので 
ある。 

1930 年代 半ばに なって， 現代 特有 
の 要求に 応えるべく， 主 は 教会の 指 
導 者 を 通じて， 現行の 教会 福祉 プ a 
グラム を 啓示され た。 

この プログラム によって， 什 分の 
一と 断食 献金 基金に 加えて， 様々 な 
種類の 食料， 衣料， 燃料， その他 生 
活 必需品 を 貧 しい 人々 乏しい 人々 に 
供給す る ことができ るよ うにな つた。 
さらに， 働く 能力と 意志の あるす ベ 
ての 人々 に その 機会 を 与えて いる。 

こ う して 主 は， 現代の 貧しい 人 や 
乏しい 人に 対して 私たち は どのよ う 
に 心 を 配らなければ ならない か を 具 
体 的に 示された ので ある。 これ を 怠 
る 者に 下される 恐ろ しい 報い も はつ 
き り と 示されて いる。 主の 啓示 を 読 
ん でみたい。 


「主なる われ は 諸々 の 天 を 拡げ， わ 
が手づ から 創れ る もの， すなわち こ 
の 地 を 築きたり。 されば， その 中に 
ある よろずの もの はわが t のな り 。 

あらゆる もの はわが もの なれば， 
わが 聖徒 ら を 扶養す る はわが 目的な 

され ど その 事た る や， 必ず わが 道 
に 適いて 行われざる ベから ず。 見よ， 
この 道 は 主なる われ， わが 聖徒ら を 
扶養す るた め 命 を 下した ると ころに 
して， 貧しき 者 は 高く せられ， それ 
にて 富める 者 は 低く せられん こと ， 
これな り 。 

地 は 物に 満ち足りて 余り あり。 然 
り， われ よろずの 物 を 備えて 人の子 
ら にこれ を 与え， 人 各々 を 自由意志 
によりて 動く 者と なす。」 （教義と 聖 

約 104  ： 14—17) 

ま さ に 私たちの 上に 責任が 置かれ 
ている ことが， この 聖 句から 明らか 
である。 私たら が 持つ すべての 物 は 
主から 与えられた ものである。 主 は， 
主の 民 を 助け るた め に 私 た ち は どの 
ように 貢献し たらよ いか を 教え， そ 
の 上で 私た ち の 自由意志 を 認めて お 
られ る。 私たち は 自分の 思う ままに 
これ を 選ぶ ことができる。 し 力  >  し， 
次の よう な 主の 警告が ある。 

「この 故に， もし 何人たり とも わが 
造りし 多くの 物の 中より 取り， わが 
福音の 律法に 従いて これ を 貧 しき 者 
乏しき 者に 自己の 取 前 を わかつ こと 
'をせ ざる 時 は， 悪人と 共に 地獄に 落 
ちて 苦悩 を 受け 目 を 挙げて 望み 視 
ん。」 （教義と 聖約 104  ： 18) 

私の 理解 はこうで ある。 私たち は 
「福音の 律 に 従って， 「貧しき 者 
乏しき 者」 に 分け与える もの を， 私 
たちの 「多くの 物」 から 取り出す わ 
けで あるが， それ はまず 第一に， 什 
分の， を 正直に 納める ことで あ り ， 
第二に， 断食 献金 を 惜しみな く 納め 
る ことで あ り ， 第三に， 労働と 金銭 
で 福祉 プログラム に 貢献す る ことで 
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ある。 

私自身， この 律法 を a 解し， この 
律法に 従いたい と 心から 望んで いる。 
私 は 「悪人と 共に 地獄に 落ちて 苦悩 
を 受け 目 を 挙げて 望み 視」 るの は 願 


い 下げに したいから である。 

兄弟の 皆さん， 私 は これら 聖典の 
教え をよ く 考えて みると， 私たち は 
律法が 与えられ ている ことに 感謝し, 
律法 を 忠実 に 守 ら なけれ ばな ら ない 


と 感じる。 願わくは， 神の 助けが あ 
つて 私たちが そのよ うにで きる よう， 
へりくだり イエス' キリスト のみ 名 
によ り 祈る。 ァーメ ン。 
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今， タパ ナクル 聖歌隊が 男声合唱 
で 歌って 下さった 『正し かれ』 とい 
う 曲 を 聞く たびに， 私 はいつ も 感動 
を 覚える。 特に 私 は， 「天使 は われ 
らの 行ない 書きて います 義 をな 

せ」 （讃美歌 55 番） という 歌詞に， 特 
別の 意味 を 感ずる ので ある。 

神権 者の 前に 立って 話 をす る こ と 
は， いつも 特権で あると 同時に 祝福 
であると 感じて いる。 神権と は， 私 
たちの 持つ 職に おいて 神の み 名に よ 
つて 行動す るた め， 私たちに 付与 さ 
れた 神の 権能で ある。 神が この 神権 
を 私たちに 与えられる とき， 私たち 
は 神と 誓約し， 神 もまた 私たちと 聖 
約 を 結ばれる が， 私 は 今宵， その 聖 
約 を 読んで みたい と 思う 。 

「およ そ 忠実に して …… 二つの? 
を 得 （これ は， 例えば 執事なら 執事 
で， 彼が この ふたつの 神権 を 持つ こ 
とがで きる よう， 与えられた 責任 を 
果たす ことから 始めなければ ならな 
いという ことで ある） 而 して その 天 
よ りの 召 を 全力 を尽 して 遂行す る 者 
たち は 『みたま』 により 聖 めら れて 
その 肉体 再 新 さる。 

こ れ らの 者はモ 一 セ の 息子た ち と 
なり， ァ ブラ'、 ムの 子孫と なり， ま 
た 教会員に して 王国の 民と なり 神の 
選民と なる。 


主 は 言う， またす ベて この 神権 を 
受け 入る る 者 は， われ を受 くるな り。 

そ は， わが 僕ら を 受け 入る る 者 は 
われ を受 くれば な り 。 

また， われ を 受け 入る る 者 はわが 
父 を受く るな り。 

而 して， わが 父 を 受け 入る る 者 は 
わが 父の 王国 を受 くるな り。 この 故 
にわが 父の もてる すべて は 彼に 与え 
らる べし。 

而し てこ は 神権 に属 け る 誓詞と 誓 
約に よ りて 然るな り。 

この 故に この 神権 を受く る 者 は， 
すべて わが 父の この 誓詞と 誓約 を受 
け， 而し てこれ を わが 父 は 破る こと 
も 変える こと も 為した もう はずな し。 

さ れ ど 何人に ま れ 一度 この 誓約 を 
受けて 後 これ を 破り， また ことごと 
く これに 違背す る 者 は …… 罪の 赦し 
を受 くる ことな かるべし。」 （教義と 
聖約 84  ：  33-41) 

こ の 誓約が 果た される かどう か は, 
私たちに かかって いる。 私たち も そ 
の 誓約 を 結ぶ ので あるが， 主が この 
誓約 を 破られる こと はあり 得ない。 
この 誓約 を 守る 責任 は 私たちの 方に 
あるので ある。 

今宵， 私 は 神権の 秩序， すなわち， 
神権の 指示の 下に ある 事枘の 中から 
少しお 話したい と 思う。 この 問題が， 


ァ ロン 神権 者の 人々 にも， その他の 
人々 にも， 同様に 意味が あると 考え 
たからで ある。 まず 第一に， 大 管長 
の 死後， いかにして 後任の 大 管長が 
選ばれ， 聖 任される のか， またい か 
にして 大 管長 会が 再組織 される のか 
の 問題に ついて 説明した いと 思う。 
この 大 管長 会の 再組織に 引き続いて 
昨日 行なわれ たように， 大 管長 会の 
会員 は， 聖 会で 神権 定員 会の 支持の 
挙手 を 受け， 一般 大会で， 出席した 
教会員の 支持の 挙手 を 受け， さらに， 
各 ステー キ部 大会で 全 教会員の 支持 
の 挙手 を 受ける ので ある。 また， 私 
は， 大 管長の 権能， 義務， 責任に つ 
いて も 幾つかお 話したい と 思う。 

周知の 通り， 3 力 月 前， 愛する ジ 
ヨセフ' フィ ールテ "イング' ス ミス 
大 管長 は， 大 いなる 報い を 受ける た 
め， そして 新たな 責任 を 受ける ため， 
幕の かなたへ 召された。 ス ミス 大管 
長 は， まさしく， 主の 真の しもべで 
あり， 神の 予言者であった。 幼い 時 
から 全力 を 尽く して 福音の 教えに 従 
つて 生活し， また 聖 約に 違背す る こ 
とがなかった ので ある。 誠実 その も 
のの ス ミ ス大 管長が 亡くなる 様 は， 
ま る で 死 を 経ず に 身が 変 えられる よ 
うであった。 

亡くなる 前の 木曜日， ス ミ ス大管 
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きたい。 大 管長 は メル ケゼ デク 神権 

の 81! を 持ち 教会の 中には 大肯 長が 果 
たす ことので きな (<  、仕事 や 職 という 
もの はない。 事実， 教会の あらゆる 
職 は， 大 管長に 属して いるので ある。 

主 は 予言 者ジ ヨセフ' スミ スに向 
かって 次のように 語られた。 「また， 
大 神権の 職 を 管理す る 長た る 者の 義 
務は全 教会 を 統轄すべき ものにして， 
モー セの 如く あるべし。 

すなわち， 見よ， この 教会の 頭 首 
に 神の 与えた も う あらゆる 賜 を 有し 
誠に 彼は聖 見者たり， 啓示 を受 くる 
者たり， 翻訳者たり， また 予言者た 
り， ここに 智恵 現わる。」 （教義と 聖 
約 107  ：  91， 92) 

私たちが 教会員と して， 無条件で， 
リ 一大 管長 を 神の 予言者と し， また 
私たちの 指導者と して 受け入れる こ 
と は ， 非常に 大切な ことで ある。 私 
は 心の奥底から， 万感の 思い を 込め 
てそう 言う ことができ るの を， この 
上ない 喜びと 感じて いる。 予言者の 
声に 耳 を 傾け 予言者に 従って 行 こ う 
ではない か。 しかも 盲目的に ではな 
く， 信仰に よって 従って 行こう では 
ないか。 そうすれば 決して 道に 迷う 
こと はない。 神権 者で ある 限り， だ 
れも この 問題 を 軽々 しく 扱う こと は 
できない。 すべての 会員が その 神権 
の 召し を 全力 を 尽くして 遂行し， ま 
た 神権 を 持つ ことが 偉大な 特権で あ 
り， 祝福で あると 認識す るよう にな 
る こと は， 大切な ことで ある。 

私たち は， 信仰に 忠実で なければ 
ならない し， あらゆる 点で 信頼に 足 
る 者と ならなければ ならない。 世に 
対する 模範と もなら なければ ならな 
い。 青年 諸君に 申し上げたい。 あな 

た 方が 今 持って いる 神権 は， 自分の 
職に おいて 神の み 名に よ り 行動す る 
た め 私たち に 付与 された 神 の 権能で 
あると いう こと を 忘れないで いただ 
きたい。 主 は， 私たち 一人一人が， 
この 神権 を 行使す るに ふさわしく 生 


活し， 世の 模範と なる よう 望んで お 
られ る。 この 大会で もしば しば 言及 
された が， リ 一大 管長が 大管 長に 指 
名され た 直後に 行なわれた 記者会見 
で 語った ように， 世に 対する 大 管長 
の メッセージ は， 「戒め を 守りな さ 
い」 という ことで ある。 また これ は 
と り もな おさず 私たち 一人一人に 対 
する メッセージ でも ある。 私たちが 
戒め を 守れば， 必ず 祝福 を 受ける。 

私たち は， 主が 私たちの ために 一 
体 ど ん な 職 や 祝福 を 用意して 下さつ 
ている のか， 全く 知らない。 し 力 > し， 
どんな 召 しが 来よ うと も， それに 応 
ずる ことができ るよ う 準備す る こ と 
は， 私たちの 責任で ある。 エジプト 
に 売られた ヨセフ は 自分が 民 を 救 う 
ために 選 ばれ た 人間で あるな どと は 
全く 考えても みなかった。 彼 は， そ 
の 忠誠と， 誘惑に 打ち勝つ ことによ 
り， 主から 祝福 を 受け， 強められ や 
がて その 忠誠の 故によ し と された の 
である。 

モー セ もまた 青年時代に は， 自分 
がィ ス ラエルの 民 を ェジプ 卜 力 'ら導 

き 出す ことにな つてい るな どと は， 
つゆ 知らなかった。 モル モン も， 初 
めのうち は， 自分と 息子 モロ ナイ 力； 
イエス' キリス 卜の 福音に 関する 神 
聖な 記録 を 作 り ， 保存す るよう な 偉 
大で 重要な 業に 携わる ことにな ろ う 
と は 夢にも 思って いなかつ たので あ 
る。 

いずれの 場合で も， 彼らが 子供の 
と きから その 忠誠 を 身 を も つて 示し， 
ま た どんな 地位に 召 されよう とも， 
自分が ふさわしい 者で ある こ と を 立 
証して 主に 受け入れられた 結果な の 
である。 

今日の 午後， 「シ オンの 若者 真理 を 
守り」 と 歌われる の を 聞いて， 私 は 
胸に 迫る ものが あった。 今宵， 私の 
声 を 聞いて いるすべ ての 青年に は， 
次の こと を 主の 前に 立証す るよう， 
切に 勧めたい と 思う。 それ は， シォ 


ンの 若者 は 決して ひるんだ こと はな 
いし， 今から 後 も ひるむ こと はなく， 
むしろ 世に 対する 模範と なり， 人々 
を義に 向かわせる 影響力 を 発揮す る 
であろう， という ことで ある。 そし 
て， 立派な 人間に なりたい と 思うな 
ら， 立派な 子供で あり， 青年で なけ 
れ ばなら ない， という こと を 忘れな 
いでいた だきたい。 私たちの 大 管長 
が 青年時代に したよう に， あなた 方 
も 自ら 備え をな しなさい。 

ジ ヨセフ' スミ スは 14 歳のと き， 
自分が 大 管長に なり， 神の 予言者に 
な るな どと は 毛頭 思 つてい なかった。 
彼が 望んで いた こと は， ただ どの 教 
会が 真実 か 知りたい という ことで あ 
つた。 私たち は 皆， ある 目的の ため 
に予 任されて いる 力；， ジ ヨセフ も予 
任されて いた。 そして， 忠実に 生活 
し， ふさわし いこと を 証明した ため 
に， この 高い 地位に 召された ので あ 
る。 私たち も予 任された 召しに ふさ 
わしく， また その 職務 を 果たす こと 
が 出来る よ う 生活し よ うで はない 力〜 

リ 一大 管長 は 青年のと き， よも や 
自分が 大 管長に なろ う と は 夢にも 思 
わなかった。 だが， 彼の 召された あ 
ら ゆる 職で 忠実に 働き， 自分が ふさ 
わしい 者で ある こ と を 立証した ので 
ある。 もし 主の み 手に 使われる 器に 
なりたい と 望むなら， 執事 定員 会 会 
長 や 教師 定員 会 会長 は， 長老 定員 会， 
七十 人 定員 会， 大祭司 定員 会の 会長 
と 同様， その 義務 を 遂行し， 主の み 
前に 義 しく 歩む ことが 大切で ある こ 
と を 知らなければ ならない。 主 はす 
ベての 人が その 義務 を 果たし， 自分 
の 結んだ 誓約に 忠実で あるよ う に 望 
んで おられる。 教義と 聖 約に は， 主 

のみ .pi '葉が 次の よ う に 記録され てい 

る。 「この 故に， 今や 者 皆 各々 そ 
の 義務 を 覚れ。 また 己が 任命せられ 
たる 務め を 全く 勤勉に 勤むべし。 

およそ， 怠惰なる 者 は その 地位に 
居る に 値せず， また その 義務 を覚ら 
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ず 信任 さるる に 足る 行ない を 示さ ざ 
る 者 は， その 地位に ある 値な き 者な 
り。 誠に 然り， アーメン。」 （教義と 

聖約 107  ：  99, 100) 

誠に， 「戦い をい とうなら， 報い は 
なし」 と 歌う 通りで ある。 大切な こ 
と は， 神権 者が 老い も 若き も ， 自己 
を锻 え， 悪に 打ち勝ち， 自ら を 道徳 
的に 清く 保ち， 知恵の 言葉 を 守り， 
安息日 を聖く し， 正直に 行動し， 他 
人の 信頼 を 裏切る ことなく， あら ゆ 
る 友人， 知人から 愛され， 尊敬され， 
そして 人々 がその よい 行ない を 見て， 
天に います 私たちの 父 を あがめる よ 
う に 生活す る こ とで ある。 

私たち は， 主の み 業が 進展して い 
る こと を 認識し， 主の 王国で ある 教 
会が この 地上で 成長し， 全地に 満ち 
るまで 援助 を 続けなければ ならない。 
これ こそ， 神権 者と しての 私たちの 


責任で ある。 

人類が 現世に 在る の は 幸福 を 得る 
ためで ある。 楽しい 時間 を 過ごしな 
さい。 正しい こと を 行なって 人生 を 
楽しみなさい。 罪悪に は， 何ら 喜び 
も 満足 もない。 だが 忠実な 者に は 偉 
大な 祝福が 約束され ている。 私の 説 
教に耳 を 傾けて いる 青年で， 自分が 
何の 職に 予 任されて いるの か， 自分 
のために 何が 備えて あるの か 知って 
いる 人 はいない。 だが 主 は 次の よう 
に 約束して おられる。 「およそ これら 
の 言葉 を 憶えて 守り 且つ 行い， この 
誡 命に 従って 歩む すべての 聖徒ら は 
(主 はこ こで 知恵の 言葉 だけで はな 
く， すべての 戒めに 従って 歩む こと 
を 言って おられた ので ある）， そのへ 
そに 健康 を 受け その 骨に 髄を 受けん。 
■ また 智 恵と 知識の 大 いなる 宝 まこ 
とに 秘れ たる 宝 を 見出さん。 


而 して 走れ ども 疲れず， 歩け ども 
気 を 失う ことな からん。 

主な る われ 彼 ら に 一^^ 3 の 約束 を 与 
う 。 すなわち， さつりく の 天使 はィ 
ス ラエルの 小児た ちが 如く， 彼ら を 

過ぎ 越して 屠る こ とな かるべし。」 
(教義と 聖約 89  ： 18-21) 
願わくは， 私たちが 皆， 主の 教会 
の 会員で あり 神権 者で あると いう 特 
権 を 朝な 夕な 主に 感謝す る ことが で 
きる ように。 また 勇気と 強さ を 求め 
て 祈り， 私たちの 履み 行なうべき 道 
に 従って 生活し， それによ つて 永遠 
の 生命に 向かつ て 私た ち 自身が 準備 
し， また 他人が 準備す るの を 助ける 
ことができる ように。 イエス' キリ 
ストの み 名に より， へりくだって 祈 
る ものである。 アーメン。 
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神権 者に 与える 勧告 

大 管長 

ハロル ド • B • リー 


今宵， ここでお 話しす るよう， み 
たまに 促された ことがある。 従って， 
主が 望まれる ならしば しの 間， この 
偉大な 総 大会で， それにつ いてお 話 
したいと 思う。 

何年 か 前， 私 は 神権の 偉大 さに つ 
いて， ひとつの 教訓 を 学んだ。 それ 

は， 忘れ もしない 1935 年 4 月 20 日， 
大 管長 会の 呼び出し を 受けて， 大管 
長 会の 事務所 を 訪れた 日の ことで あ 
つた。 私 は， そのと き， ソルト レー 
ク. シティ 一理 事で あ り， また ステ 
ーキ 部長で もあった。 

当時， 教会 は 福祉の 問題と 取り組 
ん でいた。 政府の 雇用 事業に は 見る 
べき もの もな く， 教会の 財政 も 窮迫 
していた。 教会の 財政 は 手の 施しよ 
うがない と ころまで きている， と さ 
え 言われて いた。 私の ステーキ 部 だ 
けで も， 部分的に せよ， 他人に 頼つ 
て 生活して いる 人々 は， 7,  300 人のう 
ち 4,800 人に も 及んで いた。 もはや， 
なすべき こ と は ひとつし か 残されて 
いなかった。 それ は 啓示に 示された 
主の 御 計画 を 実施す る ことであった。 

大 管長 会が 私たちの さ さ やかな 経 
験 を 知り， ある 朝 電話 を かけて， 私 
に大 管長 会の 事務所に 来て 欲しい と 
言って きたの は， 私たちの 小さな 努 
力の 結果であった。 土曜の 朝と いう 


こと も あり， 事務所の 予定表に は， 
訪問者の 予定はなかった。 その 朝， 
私たち は 何時間に も わたって 話し合 
つた。 大 管長 会の 方々 は， 私に 市理 
事 を 辞職す るよう 要請した。 また， 
私 を ステーキ 部長の 職から 解任し， 
政府から 直接 救済 を 受けよ う とする 
風潮 を 変 える た め 福祉 活動 を 指揮 し ， 
教会が 自ら その 貧困 者の 面倒 をみ る 
ことができる ように， 私の 助け を 借 
り たいと 願い出た。 

その 朝の 話合いの 後， 私 は 自動車 
に 揺られて （ちょう どス プリ ンゲが 
こ われて いた）， シティ 一' ク リー 
ク. キヤ 二 オンの 頂の， 当時 ロータ 
リ 一 . パー ク と 呼ばれて いた 所に 登 
つた。 そして， そこで 私 は， たった 
ひとり になって 私の 生涯で 最も 謙遜 
な 祈りの ひとつと も 言える 祈り を捧 
げた。 

このと き 私 は， 30 代 半ば， 言わば 
弱輩の 身であった。 それまでの 経験 
も 豊富と は 言えなかった。 アイダホ 
の 小さな 田舎 町で 生まれた 私 は， ュ 
夕と アイ ダホの 州境 を 越えて 出た こ 
とも， ほとんどなかった。 それな の 
に， このと き 私の 双肩に かけられた 
責任 は， 世界中の すべての 教会員に 
ま で&ぶ もので あり， 想像す る だけ 
で も 二の足を踏みた くなる よう な 思 


いであった。 私の 限られた 知識で 一 
体 どう すれば よいの だろう 力、 

私 は ひざまずいて， 熱心に 祈った。 
「大 管長 会 か ら 与えられ た 責任 を果 
たす ために， どのよ う な 種類の 組織 
を 作ったら よいでしょう カヽ」 そして， 
私 はこの 美しい 朝， 神権の 権能の 重 
大さを 認識す る 機会 を 得た ので ある。 
何 か 次の よ う な 言葉が 私の 耳 もとで 
ささやかれ たように 感じた。 「教会員 
の 必要 を 満たす ために， 何ら 新しい 
胃 を 作る 必要 はない。 ただ 神権の 
権能 を 完全に 働かせる だけで よい。 
これ 以外に 何も 必要ない。」 

これ を 充分に 認識し， ただ 神権の 
権能 を 活用す る だけで， 以来， 福祉 
計画 は 急速な 勢いで 大きな 発展 を遂 
げ， 一見 不可能と 思える 障害 を も 乗 
り 越え， 今や 神権の 権能の 記念碑と 
して 雄々 しく そびえ 立って いる。 あ 
の 頃， 私 は 今日の 隆盛の 一端 を かい 
間 見た だけだった ので ある。 

では， こうした 神権の 権能 を 充分 
理解した 上で， 今宵， 私 は 思いつく 
ままに， 2，   3 の 事柄 を 述べたい と 
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あなた 方に 考えて いた だ きたい 聖 
句が ふたつ ある。 時の 絶頂に おける 
救い主の 降臨の あとの 時代 同様， こ 
の ふたつの 聖句 は， 使徒 時代 以降の 
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今日に おいても 充分 あてはまる もの 
である。 使徒行伝の 中で， 使徒 バウ 
口 は， イスラエルの 長 g- たちに 次の 
ように 注意 を 与えて いる。 パゥロ は 
こ ち 語った。 

「どうか， あなたがた 自身に 気 をつ 
け， また， すべての 群れに 気 をく ば 
つていた だきたい。 聖霊 は， …… 神 
の 教会 を牧 させる ために， あなたが 
た を その 群れの 監督者に お立てに な 
つたので ある。 

わたしが 去った 後， 狂暴な おおか 
みが， あなたがたの 中にはい り 込ん 
できて， 容赦な く 群れ を 荒らす よう 
になる こと を， わたし は 知っている。 

また， あなたがた 自身の 中から も， 
いろいろ 曲った こと を 言って， 弟子 
たち を 自分の 方に， ひつば り 込もう 
とする 者ら が 起る であろう。」 （使徒 

20  ：  28—30) 

そして， 使徒 バウ 口 はガラ テャ人 
にも 次の よ う に 書き送った。 

「あなたがたが こんなに も 早く， あ 
たたが たをキ リ ス 卜の 恵みの 内へ お 
招きに なった かたから 離れて， 違つ 
た 福音に 落ちて いくこと 力;， わたし 
に は不, S 議 でな ら ない。 

それ は 福音と いうべき もので はな 
く， ただ， ある 種の 人々 が あなたが 
た を かき 乱し， キリストの 福音 を 曲 
げょ う と している だけの ことで ある。 

しかし， たとい わたしたち であろ 
う と， 天からの 御 使いであろう と， 
わたしたちが 宣べ 伝えた 福音に 反す 
る こ と を あなたがたに 宣べ 伝えるな 
ら， その 人 は のろわるべき である。 

わたしたちが 前に 言って おいた よ 
うに， 今 わたし は 重ねて 言う。 もし 
ある 人が， あなたがたの 受け入れた 
福音に 反する こ と を宣べ 伝えて いる 
なら， その 人 は のろわるべき である。 

…… 兄弟た ちょ。 あなたがたに， 
はっきり 言って おく。 わたしが 宣べ 
伝えた 福音 は 人間に よ る もので はな 
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わたし は， それ を 人間から 受けた 
ので も 教えられ たので もな く， ただ 
イエス' キリスト の 啓示に よ つ たの 
である。」 （ガ ラテャ 1 ： 6—12) 

この 警告 は， 警告が 与えられた 当 
時と 同様， 今日で も 正確に 的 を 射て 
いる。 

私たちの 中に も， おおかみ のよう 
な 者が いる。 つまり， 当 教会の 会員 
であると 言って おきながら， 群れ を 
荒らして いる 者が いる， という こと 
である。 また 会員の 中に 様々 な 曲が 
つたこと を 言って いる 者 もい る。 こ 
こで 言う 「曲がった こ と」 と は， 教 
会の まだ 信仰の 浅い 会員 を， 自分の 
方に 引っ張り 込む ために， 故意に 正 
しい 原則から 目 を そらし， 悪に 固執 
する ことで ある。 

ま た 使徒 パ ゥ 口 が 言 つたよう に， 
当時と 同様， 今日の 私たちに とって 
も 不思議で ならない ことがある。 そ 
れは 会員の 中に， 非常に 早く， 福音 
を 教えて くれた 人々 から 離れ， また， 
キ リ ス 卜の 福音の 真実の 教えから 離 
れて 堕落し， 悪意 悪計に 満ちた 慣習 
と 儀式 を 行な うよう な 背教の 道 を 歩 
み 出す 人々 がいる という ことで ある。 

こ う した 背教者 グループの 中には 
考え も しなかった 出来事 を その 身に 
招いて いるもの も あるが， 彼ら は予 
言 者の 警告 通り， のろい を 受けて い 
るので ある。 こうした 人々 は， 明ら 
かに， 時の はじめ 以来 サタンの 弄す 
る あらゆる 詭弁 を 駆使して 弱い 人々 
を 陥れよ う とする あの 悪魔の 一味な 
ので ある。 

ここで， 今 述べた よ う な 種類の 問 
題に ついて 一言 申 し 上げたい と 思う。 
第一 は， 前に も 述べた ことで あるが， 
陰口 やう わさ を 広める ことにつ いて 
である。 陰口 やう わさと いう もの は， 
一度 話の種に なると， 加速度が つい 
て 話の たびに 面白お かしく 脚色され， 
ついに は， 人騒がせ 好きな 人々 が 出 
所 を 確かめよ う と もせず， 何の 考え 


もな くフ アイ ャ* サイ ドゃ 日曜 学校 
の クラス や 扶助 協会 や 神権 定員 会の 
クラスで 繰り返し 話して しまう ので 
ある。 賢明に 使われれば， 有益で， 
人々 の 精神 を 啓発す る はずの 会合 を， 
このよう にして ただただ 無為に 用い， 
憶測と 空論の 場と してし まう ので あ 
る。 

ひとつの 例 を 示そう。 あなた 方の 
うち， どれほどの 人が この 話 を 聞い 
ている か は 知らないが， 私が 救い主 
の 降臨と ィ ス ラエルの 十 支族に 関す 
る 祝福 師の 祝福 を 受けて いる ら しい 
という 話が 広く 流布され ている とい 
うこと を 聞いて いる。 

まず 第一に， 祝福 師の 祝福と いう 
もの は， 祝福 を 受けた 人， 個人に 与 
えられる 神聖な 文書であって， 決し 
て 公表す るた めの もので はない。 そ 
して， すべての 祝福 師の 祝福 同様， 
祝福 を 受けた 人 個人のう ちに と どめ 
おかれるべき ものな ので ある。 

次に， 私が 前述の よ う な 祝福 を受 
けて いるら しいと いう ことにつ いて 
である 力;'， そのような 話 は 間違いで 
- あり， 事実無根 であると だけ 言って 
おけば 充分で あろ う 。 

ひとつ 驚いた ことがある。 それ は， 
たまたま ある 機会に， 前述の ような 
うわさ は 根 も 葉 もない ことで あると 
言う と， すでにう わさ を 耳に してい 
る 人々 の 中に， がっかり する 人が い 
ると いう ことで ある。 そのような 人 
人 は， 根 も 葉 もない うわさ を 信じて 
楽しんで いたよ う に 思える。 私 は， 
そのような 愚かな うわさ を， その 真 
実 性 を 確かめ もせずに， 広く まき 散 
らす などと いう こと を 決してし ない 
よう， 強く 申し上げ たいと 思う。 

1913 年 8 月， 大 管長 会 は 教会員に 
警告の 書簡 を 出した が， 今日な お 再 
読に 耐える 内容で ある。 その 中から 
2  ，   3 読んで みたい と 思う。 

「末日 聖徒 ィ エス' キリス ト 教会の 
役員， 会員 各位 
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ハイラム. ページの とき （教義と 

聖約 28 章） 以来， 折々， 教会員に 対 
する 偽り の' S の 現われが 起きて いる。 
時に こ う した 現われ は， 罪 を 犯した 
ために 大 いなる 偽り者の えじきと な 
つた 男女に 起きて いる。 また ある 場 
合に は， 教会の 規則 や 儀式 や 様式 を 
厳守して いる こ と を 心から 誇りに し 
ている 人々 が 悪霊に よって 背教に 導 
かれて いる。 悪霊た ち は， 余りに も 
神からで たものと 酷似した 影響力 を 
行使す るた めに， 自分 を 『選民』 と 
考えて いる このよう な 人々 でさえ， 
その 本質的な 違い を 識別す るのに 困 
難 を 感じて いるので ある。 サタン 自 
身が その 身 を 変えて， 『光明の 天使』 
を 装う ので ある。 

示現， 霊夢， 異 言の 力， 予言， 内 
なる 声 あるいは 非凡な 賜， 霊感な ど 
が, これまで 受け入れられ ている 教 
会の 啓示と 調和し ない ものであった 
り， 正統な 権威者の 決定に 反する よ 
うな ものであるなら， それが， どん 
なにもつ ともらし く 見えよ うと も， 
末日 聖徒た る 者 は， それが 神から 出 
たもので はない と 判断し なければ な 
ら ない。 また， 教会 を 導く ための 決 
定は 教会の 頭 を 通して， 啓示に よつ 
て 与えられる という こと も 理解し な 
ければ ならない。 教会の 忠実な 会員 
は 皆， 自分自身 のために， 自分の 家 
族の ために， そして 自分が 指名され， 
聖 任された 管理の 職の ために， 聖霊 
のさ さやき を 受ける 資格が ある。 だ 
が， 教会の 長た る 者 を 通して 神から 
与えられ たものと 一致し ない もの は 
すべて， 権威 ある， 信頼すべき もの 
と して 受け入れられるべき ではない。 
霊的な 事柄 も この 世の 事柄 も ， 聖徒 
たち は 自分自身の ことに 関する 導き 
と 啓示 を 受ける ことができる。 だ 力;， 
これ は 決して， 他人に 指図す る 権威 
を 持つ というの ではなく， またそう 
した 導きが, 教会の 誓約 や 教義 ゃ規 
律， 証明ず みの 事実 や 真理， また 良 


識に 反する 場合に は 受け 人れ ない こ 
とが 必要で ある。 どんな 人で も， い 
かに ももつ ともら しい 啓示 や 示現 や 
靈夢を 神から 受けた と 主張して， 兄 

jJfjW 妹た る 教会員 を 説いて， 投機 や 
株の 売買に 身を投じさせる 権利 はな 
い。 特に それが， 局地的な もので あ 
れ， 全 教会 的な もので あれ， 承認ず 
みの 権威に 反する ものである 場合， 
なおのこと である。 主の 教会 は， 『秩 
序の 家』 である。 主の 教会 は， 個人 
に 与えられる 賜 や 現われに よって 統 
治される ので はなく， 指定され た大 
会で 教会員の 挙手に より 支持され た 
聖 なる 神権の 秩序と 権能に よって 統 
治されて いるので ある。 

教会の 歴史に は 霊の 現われ を 信じ 
て みせかけの 啓示 を 受けた と 主張し， 
それ を 受け入れる 人々 を 導 こ う と 虎 
視眈々 とねら つてい る 詐欺師 や 熱狂 
者の 例が 数多く 記録され ている。 そ 
して その 結果 生ずる もの は， いつの 
場合で も， 失望， 悲嘆， そして 不幸 
である。 さらに 財政 的 損失， 時には 
完全に 破産して しまう こと も あ 
る。」 

この 警告 は， 時に 触れ， 折に 触れ 
て 再三再四 発せられ てきた もので あ 
る。 神権 者で ある あなた 方に 申し 上 
げたい。 「不思議な」 種類の 霊の 現わ 
れを 受けた と 主張す る 人々 が， ここ 
かしこで 立ち上がり， いまだ かって 
教会の 指導者が 指示した ことのない 
方向へ 教会員 を 導 こ う と している。 
このよ う に 人々 の 心に 忍び入ろ う と 
している ものに 対し， 雄々 しく 立ち 
上がり， 排斥す る 努力 を 始めて いた 
だきたい。 

たびたび 言う が， 教会員の 中に， 
いと も 簡単に 欺され る 人々 がいる と 
いう ことに， 私 は 驚き を 禁じえない。 
このような 人々 は， 人騒がせな 話 や 
夢 や 示現のう わさ を まき 散らし， 恐 
ら く 個人的な 日記から 取って きたの 
だろう が， これまでの 教会の 指導者 


に 与えられ たと 称する 話 を， 適当な 

教会の 権威筋に 確かめ る こと もせず 
に， 広めて いるので ある。 

も し 私たち 教会員が， 策略と 偽り 
のう わさに 満ちた こ の 喧噪 うずまく 
時代に あって 安全に 導かれた いと 願 
うのなら， 術策に たけた 者 たちのえ 
じきにな るの を 防ぐ ために， 指導者 
に 従い 主の みたまの 導き を 求めな け 
れ ばなら ない。. そのよ う な 者た ち は， 
巧妙な 詭弁 を 弄して 注目 を 集めよ う 
と 画策し， 己の 意見 や， 時には 悪意 
を 含んだ も く ろみに 追従す る 人々 を 
味方に 引き入れよ う と している ので 
ある。 

主 は， ある 種の 神権の 権能 を 受け 
ている と ひそかに 言い張る 人が いる 
場合 だれでも その 真偽の ほど を 確か 
める ことができ るよう， 非常に 明確 
な ひとつの 方法 を 設けられた。 次の 

聖句は 教義と 聖約 42 章 11 節に ある 主 
のみ 言葉で ある。 

「 ま た われ 汝 ら に告 ぐお よ そ 誰 力 4i 
威 ある 者よ り 聖職に 按手 任命され， 
また その 者の 権威 を 有 てるこ と と， 
教会の 長た る 者た ちょ り 正式の 按手 
聖任を 受けた る こ ととが 教会員の 知 
る 所に あら ざれば， 何人と いえ ども 
わが 福音 を宣 べんた めに 出て 行く こ 
と， または 教会 を 創立す る こと を 許 
されざる べし。」 

それゆえ， だれ 力、 権威 を 持って い 
ると 主張す る 人が 来たら， 「その 権威 
を だれから 受けました 力、。 だれか 権 
威 ある 人から 聖職に 聖 任された ので 
すか。 あなたが 権威 を 持ち， 教会の 
長で ある 人々 から 正式に 聖 任された 
という こと を， 教会員 は 知っている 
のです か」 と 尋ねて みると よい。 も 
し 「いいえ」 という 答え だったら， 
その 人が 詐欺師で ある こ とがわ かる。 
教会員た ち は， だれか 教会員 を 背教 
に 導こう とする 詐欺師が 来たと きに 
は， いつでも この 方法 を 応用すべき 
である。 
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次に， 私たちに 襲い かかろう とし 
ている も う ひとつの 危険が ある。 私 
たちの 中に， 群れの 中のお おかみの 
よ う に 教会員の 中で もま だ 信仰の 弱 
い 人々 を 背教に 導 こ うとして いる 者 
がいる らしい という ことで ある。 私 
たちの 手 も とに 届いた 報告に よれば， 
合法的な 政府との 間に 若干の 政策 的 
な 不一致が あるとの 理由で， 法律 を 
自分勝手に 解釈して， 所得税 を 納め 

ない 人々 がいる とのこと である。 

また， 警察権 もない のに 一般 市民 
を 扇動して， 危険と あらば いつでも 
戦える よ うに 武装して いる 人々 もい 
るとの ことで ある。 こういう 人々 は， 
そのよ うな こと を して 政府 当局に 反 
抗 する ことにより， 自分自身が 逮捕 
されたり， 投獄され たりす る 羽目に 
なる の だとい うこと を， 露 ほど も 知 
つて はいない ので ある。 

また 教会員の 中に， 劇場で ポルノ 
映画が 上映され るのに 反対して， 劇 
場に 爆弾 を 仕掛けた ために， 法律に 
よって 罰せられ， その後 懲戒の ため 
に 教会の 法廷に 立た される 人々 もい 
ると いう こと さえ， 耳に している。 

いわゆる ポルノの た ぐいの みだら 
で 挑発的な もの を 締め出そう と して 
いる 人々 を 私たち は 強く 支援し なけ 
れ ばなら ない が， ただ， 前述の よう 
な 過激な 手段 をと る 人々 に は， 次の 
ような 方法 を 知っていた だきたい。 
それ は 主の み 言葉で ある。 

「何人 も 自ら を 支配者な りと 思う ベ 
からず。 され ど 神 をして 審く人 を そ 
の 聖旨の ままに 支配せ しめよ。 すな 
わち 議 する 者 また は 審判の 席 に 座す 
る 人 を 聖旨の ままに 支配せ しめよ。 

何人 も その 国の 律法 を 破る ことな 
かれ。 …… 統治すべき 権能 を 持ちて 
すべての 敵 を 脚下に 踏みつ く る 者の 
統治す る 時の 至る を 待つべし。」 （教 

義と聖 約 58  ：  20，  22) 

私 は， この 偉大な 神権 者の 群れが， 
ソ ドムと ゴ モラの あの 大 いなる 罪に 


対抗す るよう， 強く 警告した いと 思 
う。 その 罪 は， 殺人の 罪に 次いで 第 
二に 重大な 罪と 呼ばれて いる もので 
ある。 御存じの ように， 私 は， 主が 
姦淫と 呼んだ 罪に ついて 言って いる 
ので ある。 主 は そのと き， 非合法 的 
な 性 関係の 罪 も 姦淫と 同列に 扱 つ て 
おられた。 また， 同じような 重大な 
罪に 同性愛が ある。 この 罪 も， バビ 
ロンの ような 世の中に あって， 加速 
度 的な 速さで 社会的に 受け入れられ 
つつ あるよう に 思える。 だ 力:， 教会 
員た る 者 は， 決して このような 傾向 
に 追従して はならない。 

世に あっても， 世の ものと なって 
はならない ので ある。 学校 や 歓楽の 
場で も， 人々 を 刺激して 実際の 行動 
に 向かわせようと， これ 見よ がしに 
種々， 性的に 倒錯した 試みが 行なわ 
れ ている が， この 教会の 神権 者た ち 
は， このような 攻撃に 対し， 可能な 
限りの 合法的な 手段 を 用いて， 雄々 
しく 確固たると りで を 築き上げ なけ 
れ ばなら ない。 

イスラエルの 判士で ある 監督， ス 
テ ーキ 部長た ちが その 管理 区域で 懲 
戒の 処置 をと る 際の 指示 は， 誤解の 
しょ うがない ほど 明確で 簡潔な もの 
である。 主の 律法と その 手続き を は 
つきり と 踏まえて， 決して その 適用 
を ためらったり， 避け. たりす るよ う 
な こ とがあって はならない。 悔い 改 
め をせ ず， 罪深い 行為から 真実 悔い 
改めた 人に だけ 約束され ている 正義 
の 原則 を 踏み にじるよ うな 罪人に は， 
いかなる 慈悲 も 施して はならない。 

も う ひとつの こ とに ついて 話そう。 
私たちの 間に， 今 襲来しつつ ある 災 
害に 関して 不正確な 情報が 流れて い 
ると いう こ とで ある。 そう した 情報 
の 中には， まさに 襲来しつつ ある 恐 
怖から 世の 人々 の 目を覚まさせる こ 
と が 必要で ある とで も 言うよう に， 
既に 印刷 出版に 付され ている もの も 
ある。 だ 力；， このう ちの 多く は， そ 


の 出 所が 定かで なく， 信頼で きない 
ものである。 

あなた 方 神権 者 は， もし 私たちが 
これ ま で 聖典 に 明確 に 記 されて いる 
ことに 精通して いさえ すれば， こう 
した 類の 出版物 は 必要ない という こ 
とに 気付いて いるだろう 力'。 

非常に 政治的な 含みの ある こ う し 
た 奇妙な 情報よ り も， もつ と 信頼に 
足る 導き を 受ける ことので きる 確実 
な 予言の 言葉 を 教えたい と 思う。 

マ タイ 伝の 24 章 を 読んで いただき 
たい。 ここで は 主が， 人で はなく 主 
力；， 時の しるしに ついて 種々 予言し 
て おられる。 さらに， 教義と 聖 約の 
101 章と 133 章に 目 を 向け， 救い主の 
再降臨に 至る までの 出来事が 刻々 と 
記されて いる 箇所 を 読んで いただき 
たい。 

最後に， 教義と 聖約 38 章に あるよ 
うに， 邪悪な 人々 の 上に 審判が 下る 
とき， 戒め を 守った 人々 に 与えられ 
る 数々 の 主の 約束に 視線 を 投じて い 
ただきたい。 

兄弟た ちょ， これらの 聖句 こそ， 
あなた 方が 関心 を 持たなければ なら 
ない 聖句 なのであって， 不確かな 情 
報 を 集めて 書いた もので もなければ, 
その 目的に 疑義が 向けられ るよ うな 
筋合いの もので もない。 さらに 付け 
加えるならば， そのような もの を 書 
く 人の 多くが， 自分の 出版物に どん 
な 不確実な 情報 を 載せた としても， 
何も 自分の 立場が 不利に なること は 
ない， という こと を 申し添える。 

主 は， 初めから， 次の よ う に 神権 
者 を 戒めて おられる ので ある。 

「この 故に 汝ら腰 を ひきから げて備 
え を 為せ。 見よ， 王国 は 汝らの もの 
にして， 敵す る 者 汝らに 打 勝つ こと 
能 わざらん。 

誠に われ 汝ら に告 ぐ， 汝らは 潔け 
れ ども， いまだ ことごと くの 者 は 潔 
からず， わが 悦ぶ ところの # の ほか 
に 一人 も ある ことなし。 
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すべての 人 はわが 前に 腐 りたり。 
而 して， 暗黒の 力 は 人の子ら の 中に 
あ り てす ベての 天 群の 前に 於て 世 を 
支配せ り 。 

この 故に 世 は 静まり返り， すべて 
の 永遠なる もの は 苦しみ …… 」 （教義 

と聖約 38  ：  9—12) 

兄弟た ちょ， 私 はこの 神権 会で 一 
つ 一つ を 明確に 述べて きたつ も りで 
ある。 今宵， また この 大会で これ ま 
です ベての 教会 幹部の 兄弟 たちに よ 
つて 言われて きた こと を， 一言一句 
も ら さずに 4：、 にと どめて いただきた 
い。 幹部の 勧告 を， 初期の 啓示に あ 
るよう に， 主の 出された 指示と 同様 
に 受け入れて いただきたい。 既に タ 
ナー副 管長が この 啓示 を 引用して お 
話して 下さって いる。 「そ は 彼の 言 は， 
汝ら 全き 忍耐と 信仰と を 以て， あた 
かも わが 口よ り 聞く が 如く にこれ を 
受け 入るべき なれば なり。」 （教義と 
聖約 21 ： 5  ) 

そうする ことによって のみ， つま 
'り 今日 私た ちをひと つと する ために 
主が 召された 人々 の 指導に 従う こ と 
によ り 私たち は 神権 者の 群れと して， 
真実の 意味で ひとつに なるこ とがで 
きる ので ある。 そして， 教義と 聖約 
の 中に あるよう に， 主 は， 私たちが 
ひとつと ならなかったら， 主の もの 
と はなれな いと 警告して おられる。 

私自身と 私の 現在の 責任に ついて， 
2,   3 話したい ことがある。 私 は 力 > 
つて， 自分が 大 管長になる 日が 来よ 
うと は 夢にも 思って いなかった。 田 
舎の 子供であった 私 は， 兄弟た ちが, 

よく 教会の 「柱」 について 話 をす る 
の を 聞いた 覚えが ある。 一体 それが 
どんな 意味な のか， いぶかしく 思つ 
てはいた が， 教会の 柱と なること は， 
何 か 偉大な ことに 違いない と は 感じ 
ていた。 だが， 大 管長と なった 今， 
私 は， それが どんな 意味 を 持って い 
るの かとい う こ と を 理解しつつ ある 
ように 思って いる。 ただ， 私 は 次の 


こと だけ は 知っている。 それ は， だ 
れが 次の 大 管長に な るの かな どと 前 
もって 推測し よ う とする 人々 は， 競 
馬と 同じよ う なかけ 事に 興じて いる 
のた'， という ことで ある。 主の みが 
その 時刻表 を 持って おられる からで 
ある。 

私 は あるとき， 十二使徒 評議員 会 
の 会合の 席上で チ ヤール ズ •  A  • 力 
リ ス 長老 * が 言った 言葉 をよ く 覚えて 
いる。 幾つかの 問題に ついて， 非常 
に 霊的な 討議が 交わされ ていたと き 
のこと である。 幹部の ひと りが 次の 
よ う に 言つ た。 「十二使徒 会 会長の ジ 
ョージ 'アル バート. スミ ス 兄弟の 

言葉に 耳 を 傾けた 方が いいです よ。 
彼が 次の 大管 長になる かも しれ ませ 
ん からね。」 

カリス 兄弟 は， ほほ 笑みながら 次 
のように 言った。 「それ はわから ない 
でしよう。 私 はこれ まで， 3 人 も 次 
の大 管長になる 人 を 選んで きま した。 
でも， 3 人が 3 人と も， 管理の 職に 
就く 前に 亡くな. られ ましたよ。」 主の 
みが 知って おられる ので あり， 私た 
ち が 推測 したり， 想像 したりす る こ 
と は， 主の 目から 見て， 好ましい こ 
とで はない ので ある。 

お話した いこと がもう ひとつ ある。 
ブ リ ガム. ヤン グ (ま， 予言者 ジ ョ セ 
フ. スミ スの 偉大な 擁護 者であった。 
その 当時 も， 救い主の 時代と 同様， 
また 今日と 同様， 教会員で ありな が 
ら人々 を つまずかせ， その 信頼 を 裏 
切る という ュダ のよ うな 人物が 役員 
の 中に いた。 こういった 話の 出 所 を 
調べる とき， 私たち は 本当に 驚か ざ 
る を 得ない。 

あるとき プリ ガム • ャ ン グは， 予 
言者ジ ヨセフ を大 管長の 地位から 退 
けようと もく ろむ 人々 の 集会に 招か 
れた。 だが ブ リガ ム • ヤン グ 十二 使 
徒 定員 会 会長 を 自分た ちの 仲間に 引 
き 入れよ う と したの が 失敗だった。 
ブ リカ' ム • ヤン グ は 彼ら の 計画 を 一 


通り 聞く と， 次の よう な 趣旨の こ と 

を 言った。 「君た ちに 一 an いたい こ 
とが ある。 君た ち は 神の 予言者 を そ 
の 地位から 失脚させる こと はでき な 
いの だ。 だが， 君たら は， 自分と 予 
言 者と をつな いでいる 糸 を 断ら 切る 
こと はでき るの だよ。 そうすれば 地 
獄へ 落ちる ことに もな るの だが… 

'••。」 

話 を 続ける が， そこに はジ ヱイ コ 
ブ • バンプと いう 名前の プロボ ク サ 
一が いた。 この 男 は， こぶし を 固く 
握りし める と， ヤング 会長に 向かつ 
てな ぐ り かかろ うとした。 ヤング は 
この 脅しに 答えて， 次のように 言つ 
た。 「予言者 ジ ヨセフ' ス ミス を 守る 
ために， 君の ような 男に は， 頭の 上 
に 手を按 いて 悪霊 を 叱責 してやりた 
いもの だよ。」 

兄弟た ちょ， これ を 忘れない でい 
ただきたい。 神の 予言者 を その 地位 
から 失脚させる こと はで きないので 
ある。 主が この 教会 を 管理す る こと 
はで きないの である。 主が この 教会 
を 管理す る こ と を 望まれる 人物 は， 
主 御自身が 知って おられる。 だが， 
時には そのために， 数多くの 訓練と 
指導と 試練 を 必要と する こ と も ある。 
そして その後で， 私たちの うちだれ 
が 現在の 責任 を 受ける 準備が で き て 
いるの か を 主が 識別され るので ある。 

また 私 は， ある 大 管長 を 他の 大管 
長と 比較 するとい うこと は， 極めて 
愚かな ことで あると 考えて いる。 あ 
る大 管長が， 他の 大 管長の 仕事 を 代 
わって 行なう という こと はない。 そ 
れぞ れの大 管長に それぞれの 仕事が 
あるので ある。 私 は 数年 前， ひとつ 
の 教訓 を 得た。 それ は 教会 幹部の ひ 
とりの 兄弟と 共に， ェン サイン ステ 
ーキ 部の ステーキ 部長 会 を 再組織し 
たと きのこと である。 私たち は 既に， 
ある ヮー ド 部の 監督 を ステーキ 部長 
に 指名して いた。 だが 年末 だ つ た た 
めに， その 監督 は， 年末の 書類の 決 
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済が 終わる まで 監督になる はずの 第 
一 副 監督と 仕事 を 続けたい と 申し出 

そして， 支持 を 受けた 6 週間 後に 
その ステーキ 部長が 突然 亡 くな つた。 

すると， 私 あてに 次々 と 数多くの 
手紙が 届き 始めた。 ただの 6 週間で， 
主が， 死ぬ こと をよ しとされ るよう 
な 人 を 召す なんて， 一体全体 どんな 
霊感 を 受けた のか， というの である。 
また 彼の 葬儀で 話 をす るよう にも 促 
していた。 ある 人々 の 手紙 は， ただ 
の 6 週間で 主が 御 自分の も とに 引き 
上げられ るよう な 人 を なぜ 私が 指名 
したの 力、， 説明して くれる よう 望ん 
でい る 書きぶ りであった。 

ジ ヨセフ' フィールディング' ス 
ミ ス大 管長 は， 壇上の 席で， 私が こ 
の 人々 に 満足して もらえる ような 話 
をして あげたい と 努めてい るの を 聞 
く と ， 私に 次の よ う に 言った。 「その 
問題で あまり 悩まないで 下さい。 あ 
る 人 を この 教会の ある 職に 召して， 
翌日 その 人が 亡くなつ たと して も ， 
その 職 は， その 人が この 世 を 去って， 
来世で 召 さ れる 職に 何 ら かの 関係が 
あるので すよ。」 

私 はこの こと を 信じて いる。 私 は， 
この 教会の 大 管長， 使徒， 監督， ス 
テーキ 部長な どの 管理の 地位に ある 
人々 の 職 は 皆， この 世 を 去って， 来 
世で 召 される 職に 何ら かの 関係が あ 
る と 信じて いる。 

それゆえ， ある 大 管長 は， 前の 大 
管長の 仕事 を 引き継ぐ ものと 考えて 
いる 人が いるか も 知れない が， そう 
ではない ので ある。 その 大 管長に は 
自分 だけ に 課せ られた 仕事が ある の 
である。 だから 私たち は， この 人 は 
あの人よ り 偉大 だと か 立派 だな どと 
いう 比較 を して はならない ので ある。 
主の 目から 見れば， 人 は 皆 主の 時に 
かなって， ある 特別の 時の ために 主 
が 最も 必要と される 人な ので ある。 
あなた 方 はこれ を 確信して いる こ と 


と 思う。 

最後に も う ひとつお 話しよ う 。 あ 
る 日， 私が 自分の ワード 部の 日曜 学 
校の ク ラスに 出席して いたと きのこ 
とで ある。 その クラスの 教師 は 祝福 
師 の 息子 であった。 彼 は， 以前 自 分 
の 父親の 祝福の 種 を あかして やろ う 
とした ことがある， と 言った。 その 
と き 彼 は， 父が いわゆる 「あや ふ 
や」 な 祝福 を 与えて いるのに 気付い 
たので ある。 父親 は 祝福 を 与える 力;， 
それ は 皆， 「これこれ をし ないなら」 
と 力、 「これこれ を せずにいたら」 な 
どと いう 条件 付 き で 述べ られ ていた 
ので ある。 そして， その 教師 は 次の 
よ うに 結んだ。 「私 は 父が 『あや ふ 
や』 な 祝福 を 与えた 人々 の 多くが， 
祝福 師 である 私の 父が 与えた 警告に 
注意 を 払って いない ことに 気付き ま 
した。 その 人々 は， 警告に 従わな か 
つたが ゆえに， 決して その 祝福 を受 
ける こと はな かつ たのです。」 

この 言葉 を 聞いて， 私が 思案 を始 
めた こ と はお わかりいた だける と 思 
う。 私 は， 教義と 聖約を 聞き， 教会 
の 様々 な 兄弟た ちに 与えられた 「あ 
や ふや」 な 啓示 を 読み 始めた。 もし， 
何 か 慄然 とする ような 経験 をしたい 
と JS 、うなら， 予言者 ジ ヨセフ • ス ミ 
スを 通して, トーマス 'B* マーシ 
ュ， マー テン • ハ リス, ホイット マ 
一家の 幾人 かの 兄弟， ウィリアム' 
E  . ムレり ンに 与えられた 警告 を 読 
んで みると よいだろう。 この 人々 力；， 
この 警告 に 注意 を 払 つていたなら， 
そのうちの 何人 か は， わき 道に それ 
ないで すんだ であろう。 だが 警告に 
注意 を 払わず， その 生活 を 意義 ある 
ものと しなかった ために， わき 道に 
それて しまったの である。 さらに， 
教会の 会員の 資格 を も 失った 者 さえ 
いたので ある。 

私たちが 皆， 心に 留めて おくべき 
ことがある。 神殿の 中で， 宣教師の 
グルー 7 と 集会 を 持って いたと きの 


ことで ある。 ひとりの 妹 宣教師が 
知恵の 言葉に ついて 質問した。 もし 
人が 知恵の 言葉 を 守れば， 走っても 
疲れず， 歩いても 気 を 失う こと もな 
いという 約束に ついての 質問で あつ 
た。 その 姉妹 宣教師 は 次のように 言 
つた。 「足の 悪い 人 は， この 約束 を ど 
う 受け取ったら よいので す 力'。 もし 
足が 悪かったら， 走っても 疲れず， 
歩いても 気 を 失う ことがない という 
祝福 は どのよ う に 成就す るので す 
か。」 

私 は 答えた。 「あなた はこれ まで 主 
を 疑った ことがあります か。 主が そ 
う 言われた のです よ 。」 

今日， 私たち を 取り巻く 数々 の 問 
題 は， 私たちの 多くが， 主の み 言葉 
の 後に 終止符で はなく 疑問符 を 打つ 
ている ことに g 因して いる。 この こ 
と を 深く 考えて いただき たいと 思う。 
私たち は なぜ 主が そのよ うな 啓示 を 
与えられた のかと 力つ それが 本当に 
成就す るの かと 力、， などと いう こと 
に 関心 を 払う 必要 はない。 ただ， 主 
を 信頼しなさい。 私たち は， 解答 や 
説明 を 見つけ 出そう と は 思わない。 
私たち は， 主が 説明 を 加える の をよ 
し と されな かつ たこと を 説明す るの 
に， 時間 を 費やすべき ではない。 時 
間 を 浪費す る だけ だか ら である。 

も し 教会員に， 主の み 言葉の 後に， 
疑問符 で は な く 終止符 を 打つ こと を 
教えるなら， 教会員 は 常に 次の よう 
に 言う であろう。 「その 言葉が 主の み 
言葉で あると いう こと を 知れば， そ 
れで 充分です。」 

ゴードン. B  . ヒンク レ 一 長老が 
ベトナム 訪問から 帰って， 私に ひと 
つの 話 をして 下さった が， その 話 は 
私に と つ て 偉大な 教訓 となった。 私 
が 覚えて いる 範囲で お 話す る 力；， ベ 
ト ナ ム で 軍務 に 服 している 間に 教会 
に 加入した ひとりの 青年が いた。 そ 
の 青年 は， 服務 期間が 終わって， 東 
南アジア にある 本国へ 帰 ると ころで 
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あった o 

ヒンク レー 兄弟 は その 青年に 言つ 
た。 「君 はこ こで 教会に 加入した わけ 
だが 家へ 帰 ると どういう ことになる 
のかね。」 

青年 は 答えた。 「追い出される こと 
になる でしよう。 家族 は 私 を 勘当す 
るでしょう から， 学校へ は 行けな く 
なります。 もう 軍の 仕事 も ありませ 
ん し。」 

ヒンク レー 長老 は 尋ねて みた。 「そ 
れは， 教会に 加入した 代償と して は, 
ちょつ と 大き 過ぎ はしません か。」 

すると， この 青年 は ヒンクレー 長 
老を じっと見つ めながら 言った。 「で 
も， 福音 は 真実です から。 そうでし 

よう。」 

これ は， ヒンクレー 兄弟の 身 も 心 
も 揺さぶる ような 言葉であった。 ヒ 


ン クレー 兄弟 は 答えた。 「その 通り。 
間違いな いよ。 真実 だと も 。」 

これ を 聞いて， 青年 は 言った。 「じ 
や， ほかに 何も 心配す る ことなん か 
あ り ません。」 

神権 を 持つ 兄弟た ちょ。 ィヱス • 
キ リ ス 卜の 福音が 真実なら 一 それ 
は 確かに 真実で ある が —— ほかに 何 
を 心配す る 必要が あるだろう 力、。 も 
し 私たちが， いつも 自分に， 「私 は 福 
音が 真実で ある こ と を 知ってい るの 
だから， ほかに 何も 心配す る こと は 
ない」 と 言い聞かせて いるなら， こ 
の 危険 極ま り ない 世の中に あって， 
主が 確かに 私たち を 導いて 下さる と 
いう 根本の 証が 得られ， 祝福 力； 得ら 
れ るので ある。 

これが 真実で ある こと を， また 主 
が 天に おられる こと を， そして あな 


た 方が 思って いるよ り もずつ と 近く 
に おられる こと を， 謹んで 証す る。 

主が この 教会に 最後の 啓示 を 与えら 
れ たの はいつ かと 尋ねる 人が いる。 
主 は 日に日に 啓示 を 与え 続けて おら 
れる。 そして， あなた 方が 将来， こ 
の 時代 を 振り返って 見る とき， 主が 
この 時代に 幾つかの 力強い 啓示 を 与 
えて 下さった という こと を はつ き り 
と 認識す るであろう。 私 はこれ を 証 
する。 今宵， あなた 方の 心に 私の 証 
を 残す ベ く， 主 イエス' キリス 卜の 
み 名に よって 祈る。 アーメン。 


※チャールズ •  A  • カリス （1865 — 
1947) アイ ル ラン ドに 生まれる。 
1933 年 10 月 12 日 使徒に 聖 任される。 


406 


キリス ト教界 に 広まる 
奇妙な 信条 


1 


十二使徒 評議員 会 会員 


リ グ ラン ド • リ チヤ一 ズ 


兄弟 « 妹の 皆 さん， 再 び素晴 ら し 
い 大会に 出席で きた こと を 喜んでい 
る。 只今の タナー 副 管長の 美しい 証 
に 皆さん は 心 を 打 たれた こと と 思う。 

現在 世界中に 300 万の 末日 聖徒が い 
る。 彼ら は 一様に， 予言者 ジ ヨセフ- 
ス  ミ スが 語った 御 父と 御子の j 力れ， 
さ らに 天使の 訪れが まこ とで ある こ 
との 証 を 心の中に 燃やして いる。 だ 
が このほか にも， 私の 両親の ように 
休息 に 入った 何十 万と いう 人々 力; い 
る。 私の 袓父は 結婚 生活の 14 年間の 
う ち 10 年間 を この 地と ョ  一口 ツバで 
この 大 いなる メ ッ セージ を 証す る こ 
とに 費した。 

今日， 世界に 約 1 万 7 千 人の 専任 
宣教師が いるが， 彼ら は 自費 も しく 
は 家族の 助けに よって， この 話 を 全 
世界に 伝えて いる。 私 は 証 申し上げ 
る。 主 を 心から 愛し， 主の 望まれる 
よ う に 主に 仕えたい と 思って いる 心 
の 正 ll'l: な 男女 は， 必ず この 教会に 加 
入す る。 彼ら はた だ， 今の 時代に 地 
上に み 業 を 回復す るに あたって 主が 
行なわれた 奇 しき #M に 目 を 向けさ 
え すれば よいので ある。 

数年 前の ことで あるが， ラジオ 解 
説で 全国的に 名 を 知られて いる 人が 
次の ような 質問 を 受けた。 「世の 人々 
におえるべき 一番 大切な メッセージ 


が あると すれば， それ は 何でしょう 
か。」 これに 対して 解説者 はしば らく 
考えた 後に， こう 答えた。 「この 地球 
にかって 住んで いた 人が， 神から メ 
ッ セージ を 受けて 戻って 来たと した 
ら， それが 一番 大切な メッセージに 
なる と 思います。」 

それが 正しい とすれば， 末日 聖徒 
は， モロ ナイ ゃバプ テス マの ヨハネ， 
さ ら に はべ テロ  ， ャ コ ブ， ョ ハネ が 
地上 を 訪れた だけでなく，  5tg タナ 
一 副 管長が 証した ように 父なる 神と 
御子 ィ エス • キ リスト が 地上 を 訪れ 
たもうた という， この 上な く 大切な 
メッセージ を 持って いる。 もし 世の 
人々 が この こと を 理解したら， どれ 
ほど 素晴らしい ことだろう 力 >。 

宇宙飛行士 が 月 面 着陸に 成功 し た 
時， 世界中の 新聞が そのこと を 第一 
[i] に 報じた。 だが この 快挙と て， 天 
地の 創造主が この 地球 を 訪れた も う 
たこと に比べれば， かすんで しまう 
に違いない。 私たち は， 天地と これ 
につける あらゆる 物はィ エスが 創造 
された と 教えられて いるから である。 

皆さん もす でに 御 承知の 通り， 救 
い 主はジ ヨセフの 質問に 答えて， 既 
存の 教会 は 人の 戒め を 教えと して 教 
えてい るた め， いずれの 教会に も 加 
わって はならない と言われた。 そし 


て 救い主 はこう 言って おられる。 「彼 
らの 信条 はこと ごと く わが 目よ り 見 
て 悪むべき ものな り。」 （ジ ヨセフ- 
ス  ミス  2  ： 19) 

私たち はこの 宣言 を もって， 教会 
員で ない 人々 を 攻撃す るつ も り はな 
い。 私たちが 知っている ように， も 
し ィヱス が 予言者 ジ ヨセフ • ス ミス 
を 訪れた もうた とすれば， 彼の 宣言 
は 世の 何人の 宣言よ り も 権威が ある 
はずで ある。 ジ ヨセフの 後に も， 他 
の 教会の 指導者が 似た よ う な 証を宣 
ベて いる。 

例と して， ハリー' エマーソン • 
フォス ディ ッ クの 言葉 を あげてみ よ 
う。 「もし ィ エスが 今， 地上に 戻って 
こられて， イエスに まつわる 神話 を 
聞き， 'あ' 魂 創造説 や 宗派 主義， 礼典 
重視 主義に 主の み 名 を 用いて いるの 
を 御覧 になったら， 間違 いなく イエ 
スは 『もし これが キリス ト教 だとす 
れば， 私はキ リ ス ト 教徒で はない J 

と a われる だろ う 。」 

73 名の 著名 な 神学者と 聖書 研究家 
が 執筆した 「聖書 辞典」 、Sm は h's 
Bible  Dictionary) に は 次の よ う に 記 
されて いる。 「今日 地上に 聖典に 基づ 
いた 福音が あ るな どと 思つ て はな ら 
ない。 キリスト の 教えの あ ら ゆる 点 
を 完全に 備えた 宗教， それば かり か 


407 


教えの 一点に ついても 完全な 宗教 を 
見いだ す こ と はでき ない。」 
ァメ リ 力 最古の バプ テス ト 教会の 

牧師で あつ た n ジャー' ウィリアム 
ズは 次の よ うな 言葉 を 残して 辞任し 
ている。 「地上に は 正規の ffii^ を 持つ 
キリストの 教会 は 存在し ない。 いか 
なる 儀式で あっても それ を 執行す る 
資格 を 具えた 人 もい ない。 そして， 
この 状態 は 教会の 大 いなる 頭から 新 
し !■ 、使徒が 遣わさ れて くるまで 続く 
だろ う 。 私 は その 来訪 を 待 ち こ がれ 
C いる oJ  \ Picturesque  America, 
「ァメ リ 力の 個性」， P.  502) 

さて， 全世界に 向かって 私たちの 
メ ッ セージ を 述べたい。 の 使徒た 
ちがす でに 遣わされ ている。 私たち 
は こ の 大会に お !• 、て 約 30 名 の 偉大 な 
人々， 宗教 を 抜きに しても 個人と し 
て 偉大な 人々 から 説教 を 聞いて きた。 
彼ら は， 御 父 と 御子が こ の 地上 を 訪 
れ たという 証 を 胸に 燃や している。 

私 は 今朝 ， 「彼 ら の 信条 は ことごと 
く わが 目よ り 見て 悪む ベ きものな 
り」 と 語られた 救い主の 言葉に つい 
て 考察 を 加えたい と 思う。 サタンが 
天から 投げ落とされた とき， 次の よ 
うな 叫び声が あがった。 「 •••••• 地よ， 

…… おまえた ち は わざわい である。 
悪魔が， 自分の 時が 短い の を 知り， 
激しい 怒り を もって， おまえた ちの 
と ころに 下って きたからで ある。」 
(黙示 12  ： 12)  「かくの 如く  ，サタン 
はこの 世 を かなた こ な たに さまよい 
歩きて 人々 の 身 も 霊 も 亡ぼさん と 
す。」 （教義と 聖約 10  ：  27) サタン は 
どのよ うにして 人々 を 滅ぼそう と し 
ている だろう か。 多くの 誤りに わず 
かの 真理 を 混ぜて， 人々 を 欺いて い 
るので ある。 

ィ ザャが 語った の はま さ しく この 
ことであった。 「明けの明星よ， あな 
たは 天から 落ちて しまつ た。 …… あ 
なた はさきに ,C、 のうちに 言った， 『わ 
たし は …… わ た しの 王座 を 高 く 神の 


星の 上に おき， …… いと 高き 者の よ 
うにな ろう。」 （ィ ザャ 14  ： 12._14) 
サタン は 地 を Si' わせ， 国々 を 動かし 
て， 人々 を 欺いた。 （ィ ザャ 14: 16 参 
照） ィヱス 力； 「彼ら の 信条 は こ と ご 
と く わが 目よ り 見て 悪むべき ものな 
り」 と言われ たの は， サタンが 人々 
を 欺いて いるから である。 

ここでし ばし の 間， サタンの 欺き 
の 例 を あげてみ たいと 思う。 ただ 主 
イエス. キリスト を 信じさ え すれば， 

私たち は 救われる， という 声 を 絶え 
ず 耳に する。 この 教え を 説く 人々 は， 
十字架 上で イエスが 罪人の 一人に 言 
われた 「あなた はきょう， わたしと 
一緒に パラ ダイ ス にいる であろ う」 

(ルカ 23:  43) という 言葉 を 根拠に 
している。 （予言者 ジ ヨセフ • ス ミス 
は， 聖書の バラ ダイスと いう 語 は， 

「霊界」 と 翻訳され るべき だ つ た 語 
であると 指摘して いる。） 彼ら は イエ 
スを キリストと 認めれ は， それだけ 
で 救われる と 考えて いる。 彼ら は聖 
典 を 理解して いるの だろう 力、。 

バウ 口 は 第三の 天まで 引 き 上げら 
れ （もし 第一， 第二の 天がなければ 
第三の 天が ある はずがない）， パ ラダ 
イスに 引き上げられ， 「口に 言い表わ 
せない， 人間が 語って はならない 言 
葉 を」 聞いた。 （11 コ リ ン ト 12  ：  2- 
4 参照） 

ィ エスが 罪人に 言われた 言葉 を こ 
こで 考えて みよ う。 「あなた はき よう， 
わたしと 一緒に パラ ダイ ス にいる で 
あろう。」 （すなわち 霊界） パゥロ は 
霊界の 上に 三つの 天が ある と 言って 
いる。 そして イエス はこの よう に 言 
われた。 「わたしの 父の 家に は， すま 
いがたく さん ある。 もしなかった な 
らば， わたし はそう 言って おいた で 
あろう。 あなたがた のために， 場所 
を 用意し に 行く の だから。 '…- わた 
しのお る 所に あなたがた も おらせる 
ためで ある。」 （ョ' 、ネ 14  ：  2  —  3) 

モル モ ン 経の 予言者 アルマ は 死 と 


復活' の 間の 人の 状態に ついて 述べて 
いる。 「 これが すなわち 悪人の！;: の 有 
様で， かれら は 暗やみの 中で 人-そう 
恐れ おののきながら 自 分た ちに 下る 
火の よう な 神の 怒 り を 待って いる。 
かれ ら は 復活の 時 まで このような 境 
涯に 止まらなくて はならない。 しか 
しこれと 同 時に 義人 は パラ ダイ スに 
在る。」 （アルマ 40  ： 14) 

世の 人々 は， 聖典に 頼り さえ すれ 
ば 理解で きる この こと を， 理解して 
いない。 ィヱス は 罪人に 「天国」 へ 
連れて行 くと は 言われなかった。 ィ 
エス は 罪人 を 霊界へ 連れて行かれた 
ので ある。 そして 聖典に よると， そ 
の 上に 三つの 天が ある。 主 はな ぜパ 
ラダ イス （霊界） へ 罪人 を 連れて行 
かれた のだろう 力、。 それ は 罪人が 十 
字 架上で 言 つ た 言葉 に 対す る 大きな 
賜で あり 報いだ つたので ある。 

使徒べ テロ は， はりつけ になった 
その 日に 主が どこへ 行かれ たかを 記 
している。 「 …… 彼 は獄に 捕われて い 
る 霊 どものと ころに 下って 行き， 宣 
ベ 伝える こと をされ た。 これらの 霊 
というの は， むかし ノアの 箱舟が 造 
られ ていた 間， …… 従わなかった 者 
どもの ことで ある。 "-… 水 を 経て 救 
われた の は， わずかに 八 名 だけで あ 
つた。」 （ I ぺ テロ  3  ： 19—20) 

従って， この 罪人 は， ノ ァの 時代 
の 邪悪 な 人々 のよう に 何年 も 待つ こ 
となく， その 日のう ちに 救い主に よ 
り ， 福音 を 聞く ことができる ところ 
へ 連れて行かれ たので ある。 ヘテロ 
はこう 述べて いる。 「死人に さえ 福ぎ や 
が宣べ 伝えられ たの は， 彼ら は 肉に 
おいて は 人間と して さばき を 受ける 
が， 霊に おいて は 神に 従って 生きる 
ようになる ためで ある。」 （I ぺ テロ 
4  ：  6) その 日 罪人 は 救い主と 共に 
ここへ 行った ので ある。 その上に 三 
つの 天が あつたが， イエス は 罪人 を 
そこへ は 連れて行かれ なかつ た。 

皆さん も 覚えて おいでの こと と 思 
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う 力；， 女た ちが 墓へ 行って イエスの 
体を搜 していた 時， 二人の 天使が 墓 

の 両側に いて， こう 3 つた。 「あなた 
がた は， なぜ 生きた 方 を 死人の 中に 
たずねて いるの か。 その かたは， こ 
こに はおられない。 よみがえられた 

の だ。」 （ルカ 24  ：  5  —  6  ) 

マ リ ャは 救い主から £3' 葉 を かけら 
れた 時， '「『ラボ 二』 と a つた。 それ 
は， 先生と いう 意味で ある。」 （ョ'、 
ネ 20  ： 16) する と 主 は 言われた。 「わ 
たしに さわって はいけ ない。 わたし 
は， まだ 父の みもとに 上って いない 
の だから。 ただ， わたしの 兄弟た ち 
の 所に 行って， 『わたし は， わたしの 
父 また あなたがたの 父であって， わ 
た しの 神 また あ な た がた の 神で あ ら 
れ るかた のみ も とへ 上って 行く と， 
彼らに 伝えなさい。」 （ヨハネ 20: 17) 

聖典 を 正しく 読めば， 容易に 理解 
できる ので ある。 救い主が サ ド カイ 
人に 対して， 「あなたが たは 聖書 も… 
…知らないから， 思い違いをし てい 
る」 と言われ たの も 当然の ことで あ 
る （マ タイ 22:29)。 従って， その 日 
罪人 は イエスと 共に， 福音 を 聞く こ 
とがで きる ところへ 行った が， イエ 
ス 御自身 はま だ 天父の み も とに 上つ 
て おられな かつ た。 

現在， イエスが キリスト であると 
告白し さえ すれば よいと 全世界に 説 
いている 人々 がいる 力；， イエス は そ 
うは 言われなかった。 イエス は 次の 
ように 言われた ので ある。 「わたしに 
むかって 『主よ， 主よ』 と言う 者 力；, 
みな 天国に はいるの ではなく， ただ, 
天に います わが 父の 御 旨 を 行う 者 だ 
けが， はいるの である。 

その 日 （すなわち 主の 再降臨の 
日） に は， 多くの 者が， わたしに む 
かって 『主よ， 主よ， わたしたち は 

あなたの 名に よって 預 a したで は あ 
りません 力'。 また， あなたの 名に よ 
つて 悪霊 を 追い出し， あなたの 名に 
よって 多くの 力 ある わざ を a つたで 


はありません 力'』 と a うであろう。 
そのと き， わたし は 彼らに はつ き 
り， こう おう， 『あなたがた を 全く 
知らない。 不法 を 働く 者 どもよ， 行 

つてし まえ』。」 （マ タイ 7  ：  21  —  23) 
バウ 口 はこの よう に 述べて いる。 
「彼 は 御子で あられた にも かかわら 
ず， さまざまの 苦しみに よって 従順 
を 学び， そして 全き 者と された ので， 
彼に 従顺 であるす ベての 人に 対して， 
永遠の 救の 源 となり，」 （へ ブル 5  ： 
8  —  9) 

ヨハネ は 「死んで いた 者が， 大ぃ 
なる 者 も 小さき 者 も 共に， 御座の 前 
に 立って いるの が 見えた。 かずかず 
の 書物が 開かれた が， …… 死人 は そ 
のし わざに 応じ， この 書物に 書かれ 
ている ことにしたがって， さばかれ 
た。」 そして 次のように 記して いる。 

「この 第一の 復活に あずかる 者 は， 
さいわいな 者で あり， また 聖 なる 者 
である。 この 人た ちに 対して は， 第 
二の 死 はなん の 力 もない。 彼ら は 神 
と キリスト との 祭司と な り， キリス 

卜 と共に …… 支配す る。」 （黙示 20  ： 
12,6) 

イエス • キリス 卜 を 信じて いると 
告白す る だけで このよ う な 祝福に あ 
ず かる ことな どで きる はずがない。 
行ないに 応じて 裁き を 受ける ので あ 
る。 私たち はタ ラ ン 卜の たとえ 話 を 
読んで， 5 タラン 卜と 2 タラン 卜 を 
受けた ものが それぞれ 5 タラン 卜と ■ 
2 タラント をもう けて， どのような 
賞賛 を 受け たかを 理解して おく 必要 
が ある。 「良い 忠実な僕よ， よくやつ 
た。 あなた はわず かなものに 忠実で 
あつたから， 多くの もの を 管理 させ 
よう。 主人と 一緒に 喜んでくれ。」 

1 タラント を 渡された 者 も 進み出 
て 言った。 「ご主人 様， わたし は あな 
た 力;， まかない 所から 刈り， 散らさ 
ない 所から 集める 酷な 人で ある こ と 
を 承知して いました。 そこで 恐ろし 
さの あまり， つて， あなたの タラ 


ン ト を 地の 中に 隠して おきました。 
ごらんく た' さい。 ここに あなたのお 
金が ございます。」 

主人 は これに 対して どう パ つたで 
あろう 力 、「さあ， その タラント を こ 
の 者から 取り上げて， 十 タラン 卜 を 
持って いる 者に やりなさい。 おおよ 
そ， 持って いる 人 は 与えられて， … 
…持って いない 人 は， 持って いる も 
のまで も 取り上げられる であろう。 
この 役に立たない 僕 を 外の 暗い 所に 
追い出す がよ い。 彼 は， そこで 泣き 
叫んだり， 歯が み をしたり する であ 
ろう。」 （マ タイ 25  :  21, 24—25，  28 
—30) 

このた とえ 話から 察する と， 私た 
ち は 天父の み も とへ 行きたい と 思う 
なら， 告白す る ほかに 何 か をし なけ 
れ ばなら ないよう である。 手 短 かに 
申し上げた 力つ この 点に ついて 知つ 
ていなければ ならない 事柄 はたく さ 
ん ある。 

も う ひとつ， 「神の 目よ り 見て 悪む 
べき」 信条 を 簡単に 取り上げて みた 
い。 ジ ヨセフ • ス ミスが 驚くべき 示 
現 を 受け， 栄光に 包まれた キ リ ス ト 
を 見た 時， イエス は 墓から 出て 来ら 
れ たと M じ イエスであった。 使徒た 
ちに 現われ， 手と 脇の 傷に 触れさせ， 
500 人の 兄弟た ちの 目の前で 天に 上つ 
て 行かれた あの イエスであった。 キ 
リ ス ト 教会が こ と ごとく， 実体の な 
いもの を 拝んで いる 時に， この 同じ 
イエス が予— g 者 ジ ヨセフ • ス ミスに 
現われた も う たので ある。 

詳細 にわた つて 検討す る 時間 の 余 
裕 はない が， 彼らの 教義に よると， 
彼らの 神に は 「体が なく， 器官が な 
く  ， 感情がない。」 つまり， 神に は 目 
がない ので 見る こ とがで きない。 耳 
がない ので， 祈り を 聞く ことができ 
ない。 声がない ので， 予言者に 語る 
ことができない。 さらに ある 人々 は， 
「神 は， 頂の ない 御座の 頂に 座して 
おられる」 と言う。 なんと 不合理な 
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ことだろう か。 彼らが 信じて いる 神 

の 説 I！ リは， 無 を 最もよ く 説明した も 
のの よ う に 思える。 

モー セ はこ の 状態が 世に 蔓延す る 
こと を 知っていた。 モ一セ は イスラ 
エルの 子ら を 約束の 地へ 導いて むく 
時， 彼ら は その 地に 長く とどまらず 

々に 散らされ， 「その 所で あなたが 
たは 人が 手で 作った， おる こと も， 
聞く こと も， 食べる こと も， かぐ こ 
と もない 木 や 石の 神々 に 仕える であ 

ろ う」 と 述べて いる。 （f お 命 4  ：  28) 
ジ ヨセフ' スミ スが 生ける 真の 神 
を 明らかにする 輝かしい ポ現を 受け 
たと き， 全キ リ ス ト教界 はま さ し く 
この種の 神 を 礼拝して いたので ある 
し 力' し， モー セの 言葉 はこ こで 終わ 
つてい るので はない。 末日に なって, 
もし 彼らが 神 を 求めるならば， 必ず 
神を兒 いだす と 述べて いる。 （申 命 4 
： 29 参照） 

この 大会に おいて， すべての 幹部 
の 兄弟た ちが， 予言者 ジ ヨセフ は 神 
を 求め， 見いだ した こと を 証して い 
る。 私 は 主の 代表者の 一人と して， 
主 イエス. キリス 卜の 使徒と して， 
主が 地上 を 訪れた もうた こと， 私た 
ちに は 主よ り 啓示され た 真理が ある 
こと を 知ってい ると 証したい。 ぺテ 
口 は ペンテ コステ の 翌日に， 「神が 聖 

なる 預言者た ちの 口 をと おして， 昔 
から 預言して おられ た 万物 更新の 時 
まで」， キリストが 天に とどめお かれ 


なければ ならない と 語った が （使徒 
3  ：  21), 私たち は それ を 受けて いる。 
私たち は， その 万物 史新を 主張す る 
世界で ただ ひとつの 教会で ある。 万 
物 9i 新 と 改革 に は大 きな 違いが ある。 
私たち は 力 ト リ ック でも プロ テスタ 
ン 卜で もない。 私たち は， 神の 永遠 
の 真理が 再び 地上に もたらされ たこ 
と を 信じて いる。 

最後に も う 一^^ 5 のこ と について 述 
ベたい。 先日， 私 は テレビで ある 宗 
派の 伝導 集会の 模様 を 見た。 集会の 
主催者に よると， その 集会 を 開催す 
るた めに 125 万 ドル を 要した という。 
私 は その 時， 彼ら は 人々 を 手玉にと 
つて 利 を むさぼる という 聖典の 言葉 
を 思い出した。 （II ぺ テロ  2  ：  3 参 
照） 集会が 終わる と， その 主催者 は， 
人々 に 壇上に 来て， イエス を 告白す 
るよう 促した。 

それ を 見て 私 は， ペンテ コステ の 
曰の こと を 思い出した。 その 曰べ テ 
口 は 集った すべての 人に 教え を 説い 
た。 彼ら は それぞれ 自国語で 教え を 
聞き， 強く 心 を 刺されて 叫んだ。 「兄 
弟た ちょ， わたしたち は， ど うした 
ら よいので しょ う 力'。」 （使徒 2  ：  37) 
ぺ テロ は 壇上に 来て 告白 しなさい と 
は 言わなかった。 彼 はこう 言った。 

「悔い改めなさい。  パプ テス マ 

を 受けなさい。 そうすれ は， あなた 
がた は 聖霊の 賜物 を 受ける であろ う 。 
この 約束 は， われらの 主なる 神の？ ■{ 


しに あずかる すべての 者， すなわち 
あなたがたと， あなたが たの子ら と 
遠くの 者 一同と に， ^^ぇられてぃる 
ものである。」 （使徒 2  ：  38—39) 

天よ り 認められて 権能 を 受けた 者 
がいなければ， 人 はバプ テス マを受 
ける ことができない。 イエスが 卜 二 
使徒に 言われた 通りで ある。 「あなた 
がた がわた し を 選んだ ので はない。 
わた しが あなたがた を 選んで 聖 任し 
たので ある。 …… 」 （欽定 訳 ヨハネ 15 
： 16)  「 …… あなたが 地上で つなぐ こ 
と は， 天で もつな がれ， あなたが 地 
上で 解く こと は 天で も 解かれる であ 
ろう。」 （マ タイ 16  ： 19) 

大会の 模様 に 耳 を 傾けて おられる 
兄弟 « 妹 およ び 友人の 皆 さ ん ， 私た 
ち は これらの 素 晴ら しい 真理 を 皆 さ 
んと 分かち合う ために， 知る 限りの 
手段 を尽 く している。 

末日 聖徒 はすべ て 宣教師 となる よ 
う 求められ てお り ， 主 は 「 …… その 
警め を 受けし こと あるす ベての 人 は 
その 隣り 人を警 むる 責任 あり」 （教義 
と聖約 88:  81) と 言って おられる。 
このため， 皆さん も 機会が あれば い 
つで も 証 を 述べる 必要が ある。 これ 
は 今日 この 世で 最も 大切な メ ッセー 
ジ である。 私 は そのこと を 主 イエス- 
キリスト のみ 名に よって 証す る。  ァ 

ーメン 0 


410 


今， 他の 予言者 を 
また 送らる 

十二使徒 評議員 会 会員 

マーク • E • ピ一タ 一セン 


キ リ ス ト教 世界 全体にと つて 極め 
て 重大な 出来事が， 末日 聖徒 イエス • 

キ リ ス ト 教会の この 大会の 席上で a 
こ つ た。 

神の 新しい 予言者が 今日と いう 日 
のために また 召された ので ある。 

彼 は 今の 世に 導き を 施し， 耳 を 傾 
ける すべての 老若男女に 天からの 新 
しい 啓示 を もたらす ために 神よ り 召 
された， 霊感 豊かな 人々 の 中に その 
名 を 連ねる 人物で ある。 

この 新しい 予言者が 任命され たこ 
と は， 神 を 信じる すべての 人， 特に 
主 イエス. キリスト を 信じる すべて 

の 人に とって， 重大な 意味 を 持つ。 
私たち は 謙虚に， しかしながら 絶対 
の 確信 を もって， 世の 人々 に 向かい 
厳かに これ を 宣言す る ものである。 
この 地上に 主の みこ ころに かな う 
民が いる 時， 主 は 常に 生ける 予言者 
に 天から 導き を 与えて 民 を 導いて 来 
られ た。 

民が 忠実で ある 限り， 全能者 は予 
言 者 を 次々 に 立てられた。 こうして， 
大勢の 神の 人が 旧新約聖書に 登場 し 
たので ある。 

現在， 同様に， 霊感 を 受けた 人々 
の 系譜が 確立され ている。 末日の 聖 
見者 ジ ヨセフ' ス ミスに より 主 イエ 
ス • キリス 卜 の 福音が 回復 された 結 


果， 実現した ので ある。 

予言者 ァモ ス は 主 は 予言者 を 通 し 
ての み 主の 民 を 導かれる という 重要 

な a 葉 を 述べて いる。 「まことに 主な 
る 神 は その しもべで ある 予言者に そ 
の 隠れた 事 を 示さない では， 何事 を 

もな されない。」 （ァ モス 3  ：  7) 

この 言葉 は 神と 人との 間に 度々 交 
流が ある こと を 示唆して いて， 特に 
興味深い。 

一般に 信じられ ている ところと 反 
して， 主 はみ こころ を あらわされる 
神， 啓示の 神で ある。 光明と 英知の 
神， 知識と おとずれの 神で ある。 主 
は 闇の 中で 物事 をな される こと も， 
人 を 無知の ままに 救われる こ ともな 

い。 救いの 全 計画 は， 知識 を 与えら 
れた 民との 交流 を 基盤に 築かれる の 
である。 

無知の ままで， だれが 理性で 納得 
した 礼拝が できる だろう 力 >。 

神 を 知らないで， だれが 意味の あ 
る 信仰 を 持てる だろう か。 

また， も し 神 御自身からで なけれ 
ば， その 知識 は どこから 来る という 
の だろ う か。 

知識が 神から 来る 時， 神と 人との 
間に 道が 開かれ 啓示が 下される。 

主 は 交流の 神で あるが， 人に 知識 
を 送る 時に 特別な 方法 を 用いられる。 


その 過程 は 今 も 昔 も 変わる ことが な 
い。 すなわち 主 は， 常に 生ける 予言 
者 を 通して 民に 語られる ので ある。 

聖典に は， 主が 何 世紀に も わたつ 
てみ こころの ままに， 人類に 導き を 
与えて おられた ことが 記されて いる。 
しかし， そのような 啓示が やんだ 時 
代が あった。 それ は 聖書の 時代に も 
あり， ィザャ は その 理由 を 次の よう 
に 説明して いる。 

「見よ， 主の 手が 短 かくて， 救い 得 
ない ので はない。 その 耳が 鈍くて 聞 
き 得ない ので もない。 ただ， あなた 
がた の 不義が あなたがたと， あなた 
がた の 神との 間 を 隔てた の だ。 また 
あなたがたの 罪が 主の 顔 をお おつ た 
ために， お聞きに ならない の だ。」 
( ィ ザャ 59  ： 1, 2) 

人間 は 主の 道 を 悟る に 遅い。 そし 
て 特に， 主 は 人と 交流しょう として 
おられ， それ を 予言者と して 指名 さ 
れた 霊感 あふれる 人々 を 通じて 行な 
われる という 事実 を， 容易に 受け 入 
れ ようと はしない。 

しかし， 神 はこの 方法 を とられる。 
それが 神の 方法で あり， 神 は それ を 
変えられ たこと はない。 神 はきのう 
もき よう もと こしえ に 変わる ことが 
なく， 神の 方法 もまた 変わる ことが 
ない。 
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人間同士の 意志の疎通 がな く なる 
と， 多くの 苦悩が 4 まれる。 しかし 
神と 人との 交流が 断え ると， さらに 
深刻な 事態が 起きる。 

昔， 主 は， アダムの 時代から パプ 
テス マの ョ'、 ネ の 時代に 至 るまで， 
代弁者と して 仕える 霊感 豊かな 人々 
を 次々 に 召されて， 民に 話しかける 
意志の ある こと を 示された。 考える 
まで もな くィ ザャ， エゼキエル， モ 
ーセ， ザ カリヤと いった 名前が すぐ 
に 浮かんで く る。 彼らの 書いた 物が， 
現在， 旧約聖書 となって いる。 これ 
は， 人類 最高の 文学と 啓示の 集大成 

の ひとつで ある。 

では 新約聖書の 時代に ついては ど 
うであろう 力、。 このと きも 神 は 同じ 
方法 を とられた であろう か。 キリス 
ト 教会に 予言者 を 置いて， 旧約聖書 
に 示された 昔ながら の 方法 をと られ 
たのであろう 力'。 

確かに その 通りで ある。 

パゥロ は エペ ソ 人に， イエス 'キ 

リ ス 卜の 教会 は 使徒と 予言者と いう 
土台の 上に 建てられ， 救い主 御自身 
が 隅の かしら 石で あると 言って いる。 

(エペ ソ 2  ：  20 参照） 

その 時代の 予言者と はだれ のこと 
だった の だろ う か。 

当然 十二使徒が 含まれる。 しかし 
そのほかに 予言者が いただろ う か。 

新約聖書に は， その他の 予言者た 
ちがいた と 書かれて いる。 シ ラスと 
バルナ バ がそう であり， ふたりとも 
当時の 偉大な 宣教師であった。 ほか 
にシメ オンと ルキォ がお り， イス 力 
リ ォテ ではない ュダ という 名前の 人 
物 もいた。 マナ ニンと パゥ 口の 捕縛 
を 予言した ァ ガボ も 同様 に 予言者 と 
言われて いる。 （使徒 11， 13，  21 の 各 章 
参照） 

エペ ソ 人への 書簡の 中で， キリス 
ト 教の 予言者が なぜ 存在 した かとい 
う 理由に ついて， 彼ら は 「聖徒た ち 
を ととのえて 奉仕の わざ を させ， キ 


リストの からだ を 建てさせ」 （エペ ソ 
4  ： 12) るた めに 主の 教会に 置かれ 
たと 説明され ている。 

救い主 は その 民に， 天父が 完全で 
あるよう に 完全な 者と なりな さいと 
戒められ たが （マ タイ 5  ： 18 参照）， 
それ を 実現す る 手段と して 主の 教会 
を 建てられ たので ある。 そして 教会 
に は 使徒 や 予言者 を 置かれた。 

それらの 霊感に 満ちた 人々 は， 聖 
徒た ちの 一致の ために， また 「も は 
や …… 様々 な教の 風に 吹 きま わされ 
たり， もて あそばれた りする こと」 

(エペ ソ 4  ： 14) がない よ う ， 群れ 
の 分裂 を 鎮める ために 教会に 置かれ 
たので ある。 

このように， 主 は 旧約 時代に 一貫 
してと つて 来られた と 同じ 方法 を， 
新約 時代の 主の 民との 交流に も 用い 
られ たので ある。 

では 私たちの 時代 はどうで あろ う 
か。 

神と 人との 交流 は 初期の キ リ ス ト 
教会に 欠くべからざる ものであった 
が， 現代の キ リ ス ト 教会の 状態 は ど 
う であろ う 力 >。 現在の キ リ ス ト教の 
予言者た ち は どこに いるの だろう 力'。 

悲しい ことに， 予言者 は 幾 世紀に 
も わたって いなかった。 一般に， 黙 
示 者 ヨハネ が 最後の 消息 を 絶った と 
信じられ ている 紀元 110 年 以後 は， キ 
リ ス ト教の 予言者が 存在した という 
記録 は 皆無で ある。 

それで は それからの 歳月， キリス 
ト教は 天との 交流 を 持つ ことなく， 
さ迷って きたの だろう 力 >。 

ある 宗派で は 予言者 はいない と 言 
い， もはや 予言者 も 啓示 も 必要ない 
と 教えて いる。 さ らに また， 彼ら は， 
はるか 昔に 書かれた 聖書に， 必要な 
こ と はすべ て 記されて いる と言う。 

それ は， いにしえからの 主の 方法, 
すなわち 生ける 予言者 を 通じて 主の 
民 を 導く という 方法と あまりに も か 
け 離れて はいないだろう 力、。 


ィザャ の 時代に， 神に 背いた の は, 
民の 方であった。 主が その 民から 顔 
を そむけられた のではなかった。 

救い主の 時代 も 同じであった。 主 
が 御 自分に ついて 次の よ う に 言われ 
たの を 思い出して いただきたい。 厂… 
…ちょうど， めんどりが 翼の 下に そ 
の ひな を 集める ように， わたし はお 
まえの 子ら を 幾た び 集めよ う と した 
ことであろう。 それ だのに， おまえ 
たち は 応じようと しなかった。」 （マ 
タイ 23  ：  37) 

神 は 御 自分の 民 をお 見捨てに はな 
ら ない。 神 を 捨てる の は 民の 方で あ 
る。 

「主 われに たよ る も のの 霊 

敵の 手に は 渡し 得ず 

地獄 かれに 迫る と も 

われ その 霊 を 見捨て はせ ず 

必ず われ は 見捨てず」 

(讃美歌 96 番） 

私たちの 愛唱す る 讃美歌に こう 歌 
われて いる。 

聖典に は， 末日の 救い主の 再降臨 
の 直前に， 時の しるしが 与えられる 
と 書かれて いる。 

その 中には 海が 己の 力 を 超えて 猛 
り， 地震 や 疫病， そしてお 'びた だし 
い 死傷者 を 伴う 戦争が 起きる といつ 
た 荒れす さ ん だ 状態 t 記されて いる。 

し 力 1 し， 時の しるしの うちで も最 
も 重要な 出来事 は， 「神の さばきの 
時」 に 行なわれる はずの， 福音と ィ 
エス 'キリス ト 教会の 回復であった。 
(黙示 14  ：  6,7) 

この 回復 は 非常に 大規模に 及ぶ も 
ので あるた め， 聖典で は 「神が 聖な 
る 予言者た ちの 口 をと おして， 昔 か 
ら 預言して おられた 万物 更新」 （使徒 
3  ：  21) と言われ ている。 

それで は， この 中には 予言と 啓示 
の 回復 も 含まれる のだろう か。 

騒然と した この 時代に， 民 を 導く 
予言者の 新 し L  、系譜が 興 される の だ 
ろうか。 
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聖典に は 末日に 新しい 啓示が 与え 
られ ると 書かれて おり， また 神 は 常 
に しもべで ある 予言者 を 通して 啓示 
を 与えられる。 ところが 幾 世紀に も 
わたって 予 a 者 はいなかった。 これ 
ら のこと を 考え あわせて みると， 私 
たちの 時代の ために 啓示 を 伝える 新 
しい 予言者が 起こされなければ なら 
ない。 

では， その 出来事の 次第 を 次に 述 
ベよ う 。 

ジ ヨセフ. スミ スが 系譜 を 興す 者 
となった。 主 は 彼 を 通じて 純粋な ま 

まの 福音 を 回復され， 1830 年に 至つ 
て， 教会が 地上に 再び 建てられた。 

以来 その 業 を 進めるべく， 近代の 
予言者た ちが 続いた。 それ は 主 イエ 
ス • キリスト の 再降臨まで 続 く  。 

ジ 3 セフ ♦ ス ミスの あと はブ リガ 
ム 'ヤン ゲが 召され， 次に ジ ョ ン • 
ティラー， ウィルフォード • ウッド 
ラフ， 口 レンゾ， スノー， ジ ヨセフ' 
F  'ス ミス， ヒ 一 バー •  J  • ゲラン 
ト， ジョージ • アル バート • ス ミス， 
デ ビッド •  0  'マッケイ， ジ ヨセフ • 
フィールデイング' ス ミスと 続き， 
現在 は'、 ロル ド •  B  • リ 一大 管長で 
ある。 彼ら は 皆 その 時代の 神の 予言 
者で あり， 聖 見者に して 啓示 を 受け 
る 者であった。 

私たち はこの 大会で， 心と 手と を 
もって リ 一大 管長 を 現代の 霊感 を受 
ける 指導者と して 正式に 支持した。 

予言者の 衣が 今や 彼の 肩に かけ ら 
れた。 彼 は 歴代の 予言者た ちに 授け 
られ ていた 聖 なる 神権の 権能 を 持つ 
ている。 

天使に よつ て 予言者 ジ ヨセフ' ス 
I スに 与えられた 鍵と 力の すべてが 
リ 一大 管長に 授けられた。 彼 こそが， 
今 神よ り 選ばれ， 権能 を 受けた 予言 
者であって， 予言者の 長い 系譜 を 継 
ぐ 者で ある。 

この 業 は 進展して おり， 福 千年に 
まで 至る はずで ある。 信じる 民 は 救 


い 主 を 受け入れる 準備 を 整えて いる。 
キリスト は 必ず 再臨され る。 降臨に 
備えて キ リ ス 卜の 教会が すでに 回復 
された ので ある。 

モー セ， ィ ザャ， ぺ テロ， ヤコ ブ， 
ヨハネ， サゥ 口， バルナ バ， バウ 口 
のよう な 予言者 を， 私たち は 再び 地 
上に いただいて いるので ある。 

再び 真の 救いが 全人 類に 示された。 

近代の し もべ を 通して 主 は 再び 語 
つて おられる。 

「すべて 重荷 を 負うて 苦労して いる 
者 は， わたしの もとにき なさい。 あ 
なた がた を 休ませて あげよう。 わた 
し は 柔和で 心のへ り く だった 者で あ 
るから， わたしの くびき を 負うて， 
わたしに 学びなさい。 そうすれば， 
あなたがたの 魂に 休みが 与えられる 
であろう。 わたしの くびき は 負い や 
すく， わたしの 荷 は 軽い からで あ 
る。」 （マ タイ 11  ：  28—30) 

私たち を 導く この 新たな 予言者の 
系譜に よって， 全人 類に 再び 救いが 
もたらされる。 神 はこの 末の 日に 本 
当に 語り かけられ， 私たち は 神の し 
もべ である こ と を 証す る。 

いにしえの 聖典 は 語る。 「ああ， 麗 
しいかな， 良き おとずれ を 告げる 者 
の 足 は」 （口 一 マ 10  ： 15) 

あ な た は考 えた こと がな いだろ う 
か。 この 良き おとずれ を 告げる 者と 
いうの はだれ のこと で， 山の 上で 麗 
しいの は， だれの 足の ことなの だろ 
う かと。 

モル モン 経で はァ ビ ナダイ がそれ 
について 説明して いる。 

この 良き おとずれ を 告げる 者と は 
神の 予言者の ことで ある。 平和の 君 
である 主 イエス 'キリスト の 福音 を 
説く 者た ちの ことで ある。 

ァ ビ ナダイ は 次の よ う に 言って い 
る。 「 …… 世界が 始まって 以来 起った 
聖ぃ 予言者 …… かれ ら は 平和 を 布 き 
善の 良い 音 ずれ を もたらし， 救い を 
宣べ ひろめ， シ オンに 汝の神 は 治め 


たもう と 告げた 者た ちで ある。 
それで あるから， その 足 は 山の 上 

にあって いかにも 美しいで はない か。 
今 現に 平和 を 布 く 者た ちの 足 も 山 

の 上に あって いかにも 美しいで はな 

いか。 

また 今から 後と こしえ に 平和 を 布 
く 者た ちの 足 も 山の 上に あってい か 
にも 美しいで あろ う 。 

ごらん， こればかり ではない。 良 
い 音 ずれ を もたら して 平和 を 起し， 
その 民 を 贖い その 民 を 救いた もうた 
主の 御 足 は 山の 上に あってい かに も 
美しいで はない か。」 （モー サャ 15: 
13—18) 

これが ァ ビ ナダイ の 言葉で ある。 

予言者た ちはィ エス 'キリストの 
しもべで あり， 時の 初めから この 地 
上に 存在して いた。 彼ら は キリス 卜 
の しもべであって 平和の 福音 を 説く 
が ゆえに， 見よ， 山の 上に あって 彼 
らの足 はいかに 美しい こ と 力、。 

私たち は 予言者 を 誇りに 思う。 そ 
して 予言者に 従う。 そうして こそ， 
こ の 地上で 主の 道に かな つ た 方法で, 
自分の 救いに 向かって 前進す る こ と 
がで きる ので ある。 

私たち は 歌う。 

「来たれ 予言者より みことば 聞け 
喜びて うたえ 真理の 道 
昔の 予言者の 道 を 知りて 
今， 他の 予言者 を また 送らる 
大地 をと ざせ る 暗き やみ は 
払われて 神の み顏 は出づ 
世の まよい ゆき しあ やまち 去り 
聖徒ら はついに 道 見出だす」 

(讃美歌 83 番） 
この 時代に， 天と地の 交流が 再び 
確立され たこと を， 私たち は 厳かに 
証す る。 私たち は， 神が 世の 人々 か 
ら 決して 遠く離れて おられな いと 宣 
言す る。 

神 は 死んだ ので はない。 生きて お 
られ る。 

神 は 目が 見えない ので はない。 見 
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て おられる。 

神 は 耳が 聞こえな いので はない。 
聞いて おられる。 

神 は 口が きけ ない ので はない。 語 


つて おられる。 生ける 予言者に， ま 
た 彼ら を 通じて 世の 人々 に 語 り かけ 
て おられる ので ある。 
神 はこの ように， 今， あなた 方に 


話しかけて おられる。 神の み 言葉に 
耳 を 傾け， 神に 感謝しなさい。 神に 
祈り， 神に 従いなさい。 主 イエス . 
キリスト のみ 名に より， アーメン。 
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愛と 力の 手 

十二使徒 評議員 会 会員 
トーマス 's* モンソン 


ナザレの ィ エス は 人々 の 間で 教え 
と 導き を 施して いると き， 当時の 律 
法学者の よ う な 言葉で はな く  ， 万人 
にわかる 言葉で 語られた。 イエス は 
たとえ 話 を 使って 教え， 人々 は その 
教えに 心 を 動かされ， 新しい 生活へ 
の 意欲 を かきたてられた。 高原の 羊 
飼い， 畑の 種 まき， 網 を もった 漁師 
など を 話の 題材と して 主 は 永遠の 真 
理を 教えられた。 

主 は 盲目で はなく， 実際に 見える 
眼， 耳し いで はなく， 実際に 聴く こ 
とので きる 耳， また かたくな ではな 
く ， 実際に 知り， 感じる ことので き 
る 心に ついて 語られた。 そのと き 人 
人 は， まことに 驚くべき 力と 不可解 
な 器官よ り 成る， 神が 造りた も うた 
この 肉体に ついて 新たな 知識 を 得た 
のだった。 しばしば， 教えの 中で， 
足， 鼻， 顔， 脇， 背中な ど を 引き合 
いに 出して おられる。 中で も 特に 大 
切なの が， 人間の 手に ついて 語られ 
たと きで ある。 美術家が 絵 を 描いた 
り， 彫刻家が 粘土で 像 を 造る と き， 
人間の 体のう ちで 最も 難 かしい 部分 
だと 言われる この 手 を じっと見 ると， 
まさに 驚嘆すべき ことが わかる。 た 
とえ， 色， 大きさ， 形， 年令が 違つ 
て も， これが 創造の 奇跡で ある こと 
に 変わ り はない。 


まず 第 1 に， 子供の 手に ついて 考 
えてみ よ う 。 幼子 を その 腕に 抱き あ 
げる とき， 神の 力の 偉大 さに 驚嘆し, 
神に 感謝し ない 人が いる だろ う 力 >。 
弱々 しく， 小さな 手， それでいて 全 
く 汚れ を 知らない 手 を 見て いると， 
話題に 尽 きる こと がない。 だれ も ， 
ぐっと 握りし め た 幼子の 小 さな 手 を 
開く こと はでき ない。 口に は 笑いが 
ひろがり， 眼に は 輝きが 増し 加えら 
れ， 人 はやさし い 愛に 触れ， 感謝す 
るので ある。 詩人 は そのと き の 気持 
をこう 描いて いる。 「真新しく， 美し 
い 人間の 花が， まさに 神の 家から 舞 
い 降りて きた。 この 地上に 花 を 咲か 
せる ために。」 （ジ エラ ルド' マッセ 
ィ ） 

幼子 は 成長す ると， じっと 握りし 
めて いた 手 を 開いて， 全幅の 信頼 
を 示す よ う になる。 「お母さん， 手 を 
つないで。 そうしたら こわく ないか 
ら。」 子供の 歌に， 忍耐 を 求め， 教え 
を 願い， 奉仕の 機会 を 促して いる 歌 
が ある。 

「私 はふた つの 手が ある 

それ は 小さ くて 弱い けど 
日が 暮れる まで 一日中 
いろいろ のこ といたし ます 

神様 この 手 を 感謝し ます 
そ して この 手が ま もる こと 


おぼえたら いつも 楽しく 
いられる よう に 願います」 

「子供の 歌」 B  —  74) 
こ う した 愛 や 信仰の 高ま り は 親の 
誠実 さ， つまり 正しい こと を 行なお 
う とする 決意から 生まれて く る もの 
である。 

この ことに 関して 新約聖書から 引 
用して みたい。 そのと き， 弟子た ち 
は イエスの ところに 来て， こう 尋ね 
た。 『いったい， 天国で はだれ がいち 
ばん 偉い のです か。』 

すると， イエス は 幼な 子 を 呼び 寄 
せ， 彼らの まん 中に 立た せて 言われ 
た， 『よく 聞きなさい。 心 を いれかえ 
て 幼な 子の ようにならなければ， 天 
国に はいる こと はでき ないで あろう。 

また， だれでも， このような ひと 
りの 幼な 子 を， わたしの 名の ゆえに 
受け いれる 者 は， わたし を 受け いれ 
るので ある。 しかし， わたし を 信ず 
る これらの 小さい 者の ひと り をつ ま 
ず かせる 者 は， 大きな ひきうす を 首 
にか けられて 海の 深みに 沈められる 
方が， その 人の 益になる。」 （マ タイ 
18  ： 1 —3,  5—  6  ) 大切な の は 幼な 子 
の 手で ある。 

第 2 に， 青少年の 手に ついて 考え 
てみ よう。 これ は 一種の 訓練 期間で 
あり， その 手 は 働く ために 学んだり， 
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学ぶ ために 働き， せわしく 活動して 
いる。 正 tfi: に 努力す る こと， 愛 ある 
奉仕な ど は 豊かな 生活への 旗 じる し 
である。 少女た ち は それぞれ 活動の 
夕べで 教え をう け， クッキー を 焼き， 
近 く の 養老院に 住む 老人の ところに 
もって 行く。 老人 は 青少年た ちが 示 
して く れた愛 を その 手に 受けと める。 
言葉な ど 必要な い。 心と 心の 対話で 
ある。 クッキー を 焼いた その 手で 涙 
をぬ ぐう。 まさに 清い 手で あり， 清 
い 心で ある。 

やがて 少' l|;， 少女が 互いに 手 を 取 

り 合う 頃に なり， 両親 は 突如 子供た 
ちが 成長した こと を 知る。 少女の 指 
に は 神聖な 誓い を 示す 指輪が 輝いて 
いる。 少女の 手が このと き ほど 美し 
く 感じられる と き はない。 軽やかな 
足取り， 陽気な 笑顔， 世の中の すべ 
てが バラ 色に 見える。 そして， 婚約， 
結婚へ と 進む。 再び ふたりの 手が 合 
わせられる。 今度 は聖 なる 神殿の 中 
で。 しばし の 間， 世の 煩い を 忘れ， 
永遠の 価値に 思い を はせ る。 しっか 
り と 握られた ふたつの 手 は 心の中の 
約束 を 語って いる。 まさに ふたり は 
天国に いる。 

時が 過ぎ， 花嫁の 手 は 母親の 手と 
なる。 大切な 子供 を 育てる その 手 は 
前に もまして やさしくなる。 風呂に 
人れ， 服 を 着せ， 食物 を 与え， そし 
て 子供 を あやす。 母の 手 ほど やさ し 
い 手が あるだろう か。 その 愛 は 決し 
てなくなる ことがない。 私 は 今でも， 
あるひと りの 宣教師の 母の 手 を 忘れ 
る ことができない。 数年 前， 伝道 部 
長セ ミ ナ 一が 開かれ， 世界 各地から 
伝道 部長が 集まって きた。 そのと き 
宣教師た ちの 両親が そ こに 招待され， 
わずかな 時間 だが 伝道 部長た ちと 話 
し を 交わす ことができた。 挨拶 をし， 
握手 をした 人の 名前 を 皆 憶えて はい 
ない が， ワイオミング 州の スター ノ く' 
レーから 来た ある 母親の 手 を 握った 
とき， 心の中に 湧き あがって きた 気 


持ち を， 私 は 決して 忘れる ことが で 
きない。 「手が 荒れて いて どう もす み 
ません。 主人が 病気に なつてから， 
農場の 仕事 は 私が すべて 面倒 をみ て 
いるもの ですから。 息子が 宣教師と 
して， 主の 業に 仕えて いる 間 は 頑張 
り ます。」 

私たち は 涙 を 抑える ことができな 
かった。 いや 抑える 必要 もなかった 
のか もしれ ない。 こうした 涙 は 身 も 
霊 も 洗い清めて くれる からで ある。 
母親の 働きに よって， 息子の 伝道の 
業が 清らかな ものと なって いる。 ま 
さに 母の 手 は 愛な りで ある。 

しかしながら， 父親の 手 も 決して 
忘れて はならない。 優れた 外科医で 
あれ， 職人， 教師で あれ， 家族 を 支え 
ている の は 父親の 手で ある。 その 正 
|自: な 働きと 疲れ を 知らない 努力に， 
私たち は 最大の 尊敬 を 払わなければ 
ならない。 

ちょう ど あの 大 恐慌が 起 こったと 
き， 私 はま だ 少年 だ つた。 仕事 は ほ 
とん どなく， 長時間 働いても， 賃金 
は 安い。 それでも 仕事が ある 人 は 恵 
まれて いた。 私たちが 住んで いた 通 
りに ひとりの 父親が いて， 女性ば か 
りの 大家族 を 養って いた。 この 父親 
の 会社 はスプ リンゲ' キヤ 二 オン 炭 
鉱 会社と いい， 会社に ある ものと 言 
えば， 古い トラックが 1 台， 石炭 1 
山， シャベル 1 本， 男性が 1 人， そ 
れに 彼の 両手 だけで ある。 朝 は 早く 
から 晩の 遅くなる まで， 彼は縣 命に 
働いた。 生きる ためで ある。 それで 
も， 毎月 1 回の 断食 証 会に は 家族 や 
仕事， さらに は 自分の 福音に 対する 
証 を 主に 感謝して いた。 私が 座って 
いる 長椅子の 背に 伸びた その 手 は 荒 
れて， あかぎれ になって いた。 父親 
のそう した 手 を 見る度に， 私 は 揺る 

ぎ な !• 、信仰 と は 何 力、， 自 分が 決心 し 
たこと に 忠実で ある こと， あるいは 
真理に 対する 証と は 何 か を 思い起こ 
す。 尊敬 を 受けるべき は， このよ う 


な 父親の 手で ある。 

金曜日の 朝， この 歴史的な タバナ 
クルの 中で， あるいは それぞれの 家 
庭で テ レ ビゃラ ジォを 通して この 大 
会の 放送 を 聞きながら， 私たら は 右 
手 を 挙げて， 予言者， 聖 見者， 啓示 
を 受ける 者， つまり この 末日 聖徒 ィ 
エス' キリス 卜 教会の 大 管長 を 支持 
した。 私たちが 挙げた 手 は， 私たち 
の 心のう ち を 語って いる。 右手 を举 
げる と き， 私たち は 心の中で 誓約 を 
している ので ある。 その 予言者， 私 
たちの ハ 口 ルド •  B  • リ 一大 管長の 
手に ついて しばら く 述べて みたい。 
もちろん， この こと はリ 一大 管長の 
お許しの もとに， 心から へりくだつ 
て 申 し 上げたい。 

数年 前， リ 一大 管長 は 霊感と 啓示 
を 受けて， ディウ イット •  J  • ポー 
ルを， 東部の ある ステーキ 部の 祝福 
師に 召された。 ポール 兄弟 姉妹 は そ 
の 召し を 聞いて 非常に 謙虚に なった。 
彼ら は 驚いた。 心配 もした。 そして 
天からの 確かな 答え を 得る ために 祈 
つた。 だ 力;， すぐに は 得られな かつ 
た。 

教会員の 支持 と 承認が あ つ て聖任 
のとき になった。 大会が 開かれた ホ 
ールの 2 階下の 地下に ひとつの 部屋 
があった。 ディウ イット ， ボール は 
その 部屋の 椅子に 座って 聖 任のと き 
を 待って いた。 高ぶる 気持 を 抑えよ 
う と ， 心の中で 祈った。 ハ 口 ル ド • 
B  • リ 一大 管長 は， 新しく 召された 
この 祝福 師の 頭に 両手 を按 いて， 祝 
福の 言葉 を 告げ 始めた。 すると 今 ま 
であつ た 心の 動揺 や 疑惑 はな くな り， 
ただ 平安と 信仰が 広がって きた。 そ 
の 隣り に は ボール 姉妹が 座って いた。 
ポ 一 ル 姉妹 は 夫 を 永遠 の 友と して 全 
幅の 信頼 を 寄せて いた。 祝福が 告げ 
られ， 聖 任が 行なわれ ている とき， 
ポール 姉妹 は 眼 を 開けて みた。 ポー 
ル 兄弟の 頭に 両手 を按 いている リ 一 
大 管長の 上に 一条の 光が 射して L  、 る 
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のが 見えた からで ある。 祝福が 終わ 
る と ， ボ 一 ル W 妹 は リ 一 大 管長の と 
ころに 行って， この^^しが確かでぁ 
る こと を 告げた。 一条の 光が 輝いて， 
リ 一大 管長の 両手 を 照ら している の 
を 見た こと を 説明した。 そのと き， 
リ 一大 管長 はこう 答えた。 「確かに， 
それ はこれ が 神よ りの 召しで ある こ 
との しるしです。 この 地下室 を 見回 
して ごらんなさい。 太陽の 光が 射し 
てく るよ うな 窓 は どこに も ありませ 
ん よ。」 まさに， 予言者の 手 ほど 貴い 
もの はない。 

最後に， まだ 述べて いない も う ひ 
とつの 手に ついて 語って みたい。 そ 
れは， 主の み 手で ある。 モー セを導 
き， ヨシ ユア を 励まし， ヤコ ブに約 
束した の も この 主の み 手であった。 
その 時， 主 はこう 告げて おられる。 

「恐れて はならない， わたし は あな 
た と共にい る。 驚いて はならない， 

わたし は あなたの 神で ある。  わ 

が 勝利の 右の 手 を もって， あなた を 

ささえる。」 （ィ ザャ 41 ： 10) 

両替人 を 神殿から 追い出した とき 
の 厳しい 手， あるいは 幼な 子 を 祝福 
するとき の 慈愛に あふれた 手， それ 
も 主の み 手で ある。 また 耳し いの 耳 
をい やし， 目し い をい やした 強い 手 
でも ある。 さらに このみ 手に よって， 
らい 病人 は 清められ， 足な え はい や 


された。 一度 は 死ん だ ラザロ が 生 き 
返った の も このみ 手に よってで あつ 
た。 また その 指に よって， 砂の 上に 
み 言葉が 記された。 そのみ W 葉 は 風 
が 吹けば， 消えて しまう 力;， 正 1!'!： な 
人の 心から は 消え去る ことがない も 
のであった。 あるとき は 大工の 手， 
教師の 手で あ り ， ある 時はキ リ ス ト 
のみ 手であった。 また ボン テオ • ピ 

ラトが その 手 を 洗った とき， その 人 
は ユダヤ人の 王と 呼ばれて いた。 な 

んと 愚かで， いく じの ない ビラ トだ 
ろう 力'。 あなた は 水が その 罪 を 本当 
に 洗い流して く れる と 思つ たの だろ 
う か。 

「つき 刺されし 主の 手 を 思い 
その 愛と 恵み 忘れ 得ず 
みく らの 前に ひざまずいて 

主の み 恵み を たたえ まつらん」 
(讃美歌 76 番） 
哀れむべき は 罪 を 犯した 手で あ り 
憎むべき は 偽り を 働く 手で ある。 敬 
うべき はもの を 造り 出す 手で あ り ， 
感謝すべき は 助けの 手で ある。 尊敬 
すべき は 奉仕の 手で あり， 拝すべき 
は 救いの 手， すなわち 神の 御子， 全 
人類の 噴い 主ィ ヱス. キリ ス のみ 手 
である。 キリス トは そのみ 手で 私た 
ちの 理解の 戸 を 叩いて おられる。 

「見よ， わたし は 戸の 外に 立って， 
たたいて いる。 だれでも わたしの 声 


を 聞いて 戸 を あけるなら， わたし は 
その 中にはい つて」 来る であろう。 
(黙示 3  ：  20) 

私たち は 主の み 声に 耳 を 傾けて い 
るであろう 力、。 私たちの 生活の 戸 を 
開けて， いと 高き 御 方の み 前に 帰ろ 
う と している 力、。 私たち 一人一人が 
尋ねて みるべき 問いで ある。 

この 世の 旅で は， 私たちが 進む か 
なた に， 暗雲が 待ち受け ている かも 
しれない。 一寸先 も 確かな もの はな 
い。 そうした 絶望の 溯で， 私たち は 
こ う 叫ぶ かも しれない。 

「私 は， 歳月の 門口に 立つ 男に こう 
e つた。 

光 を 下さい。 末 知の 旅 を 安全に 進 
める ように。 

男 は 答えた。 
暗闇の 中 を 歩み， あなたの 手 を 神の 
み 手に 置きなさい。 

その 方が どれほど 光よ り もす ぐれ， 
どれほど 安全な ことか。」 

これらが 誠に 真実で ある こ と を， 
私 は 証す る。 私たちの 主， 救い主 は 
生きて おられ， 現在で も その 万能の 
み 手で この 教会 を 導いて おられる こ 
と を 宣言し， これら を イエス' キリ 
ストの み 名に よって 申し上げる。 ァ 

ーメン 0 
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聖徒た ちに 与える 祝福 

大 管長 

ノ、 ロル ド •  B  • リ一 


この 素晴らしい 新しい 幹部の 方々 
の 熱意 を感 じ 取って いただき たいと 
思う。 この 方々 は， 主が そのみ 業の 
ために， 予言の 賜に よって 召された 
ので ある。 私 は それ を 謹んで 証 申し 
上げる。 幹部の 兄弟た ち は， この こ 
と をよ く 理解して いる ことと 思う し， 
また 彼ら はこの 新しい 役員が どのよ 
う にして 召された カヽ よ く 知ってい 

る 0 

私たち は 今， 極めて 重要な 大会の 
幕 を 閉じようと している。 この 大会 
は 歴史的な 大会で あり， また 私たち 
の 置かれて いる 時代の 情勢から して 
も 多 く の 点で 意義の ある 大会で あつ 
た。 恐らく 教会の 歴史上， この 大会 
ほど 大きな チャレンジ， 大き な 問題， 
そ して 琿 かしい 未来への 約束で 歴史 
の 1 ページ を 記す こ とので きた 大会 
はな かつ たであろう 。 

私 は 幹部の 兄弟た ちの 証 を 聞 き ， 
非常に 満ち足りた 気持で いる。 あな 
た 方 は 教会の 大 管長 会が 立派な タナ 
一 副 管長 と ロム ニー  副 管長 と を 得て， 

完全に 一致して いる と 感じた ことで 
あろう。 また 十二使徒 やその 他の 教 
会 幹部た ちが 述べた ように， 皆 ひと 
つと なって いると 感じた ことで あろ 
う。 これらの 役職に 召されて いる 人 
人 は， 血縁の f 半よ り も はるかに 強い 


胖で 固く 結ばれて いる。 それ は 深く， 
素晴らしく， 力強い 糸 半で あり， この 
粋' なく して 私たち は， 今日 求められ 
ている 道 を 歩む こと は 決してで きな 
いので ある。 

予言者 ジ ッセフ 'ス ミス も 同じよ 
うな 状況の も とに 置かれた こ とが あ 
つた。 + 当時 彼はリ パテ ィ 一の 牢獄の 
中に いて， 聖徒た ち を 力 づけ， 励ま 
すため に， 何 か 良い 方法 はない かと 
考えて いた。 ジ ヨセフ' ス ミス はこ 
う 記して いる。 

「この 故に われ ら はわれ われの 知れ 
る 暗黒に 隠れた るすべ ての 事 を 明る 
みに 出す こ と に 身命 を尽 して 働か ざ 
るべ からず。 また これらの こと は， 
誠に 天よ り顕 さるる ものな り。 

さらば， 大 いなる 熱誠 を 以て これ 
に 勤めざる ベから ず。 …… 

兄弟よ， 汝ら この 事 を 知る。 それ 
いと 大 いなる 船 も， 暴風雨の 時には 
いと 小さ きか じに よ り ， 風と 波と を 
しのぎて 進路 を 保つ によ りて 大いに 
助けら るるに あらず や。 

されば わが 愛する 兄弟ら よ， いざ 
力の 能う 限り， あらゆる 事 を 元気に 
為さむ。 然り而 うして， 確固不動の 
信仰 を もて 耐え忍び， 神の 救い を 見， 
また 神の 御 腕の 現わる る を 望まん こ 

と を。」 （教義と 聖約 123  ： 13 — 14, 16 


-17) 

数年 前， 私 は ユタ 州の マン タイ を 
訪れた ことがあった。 土曜日の 晚， 
指導者 会 を 終えて 外に 出る とひ どい 
吹雪だった。 ステーキ 部長 は 私 を 乗 
せて 家に 着く と， 車 を 止めて 神殿が 
立って いる 丘の 方 を 振り返った。 そ 
こ に は 照明 0 に 照 らし 出された 神殿 
が 堂々 と 立って いた。 私たち はしば 
しその 場に 腰をおろし， その 神秘的 
な 美し さに 感動 を 覚えて いた。 その 
時， ステーキ 部長 は 私に こうさ さや 
いた。 「リ 一 兄弟， 何と 言っても， 神 
殿 は 深い霧に 包まれて いると き と 力つ 
ひどい 嵐に 打 たれて いると きと かが 
一番 美しく 感じられます ね。」 

これと 同様に， イエス' キリスト 
の 福音 も それが 最も 必要と されて い 
る 時と 力つ 心の 嵐に 悩まされ ている 
時， あるいは 混乱と 騒ぎの 中に いる 
時 ほど， 素晴らしく 感じられる こと 
はない ので ある。 

今 この 大会 を 終わる にあたり， 私 
は 自分自身 を 振り返って みた。 私に 
もどう して だか わからな いが， この 
大会の 中で 私の 名前が 呼ばれる たび 
に， それが 私自身で はなく， だれか 
ほかの 人の よ う な 気がして ならな か 
つた。 私 は それが 当然 だ と 思う。 だ 
れ もこの 3 日 間で 私が 得た よ う な 経 
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験 をして， 変わらない 人 はいない と 
思う。 もはや 金曜日の 朝 以前の 私で 
はない ので ある。 

主の 民で ある 皆様 方が 示して 下さ 
つた 信頼， 愛と 信仰の ゆえに， 以前 
の 私に 戻る ことな ど 到底 許 されない 
ので ある。 これまで 皆さんが 語った 
の は 私自身の ことで はなく， 私に そ 
うなっても らいたい と 願う 姿 だと 思 
つてい る。 願わく ば， 神の 助けが あ 
つて 皆さんの 御 期待に 添える 者と な 
れ るよう 祈って やまない。 

私た ち はこれ まで こ の 大会の 模様 
が 全世界に 伝 えられて いる こと を 繰 
り 返し 述べて きた。 何百 万と いう 人 
人が この 大会に 耳 を 傾けて おられる。 
私たち はこの タパ' ナクルから 送り出 
すメ ッ セージに よって 裁かれて いる 
ので ある。 先日， 私 は ある 新しく 召 
された 宣教師た ちの 集会に 出席して， 
興味 ある こと を 耳に したので， 少々 
無分別と 思われる かも 知れない が， 
きょう は そこで 気付いた ことにつ い 
て 触れて みたい。 主 は 偉大な 啓示の 
中で 次のように 述べて おられる。 「こ 
の 故に 汝ら すべて 軽々 しき こと を 言 
う を 止め， またす ベての 高 笑す ベて 
の 卑しき 欲望， すべての 倣慢と 軽薄 
な る 心お よび 汝ら のす る 一切の 悪 し 

き 行為 を 止めよ。」 （教義と 聖約 88: 
121) 

私た ち はこ の 重大な 影響を及ぼす 
建物の 中で 語る 言葉が テ レ ビ ゃラジ 
ォを 通じて 外部の 人々 に 伝えられて 
いる こと を， 時として 忘れる こと は 
ないだろう 力、。 だからと言って， む 
ず かしい 顔 をし， 喜び を 顔に 表わす 
べきで はない と 言って いるので はな 
い。 外部の 人の 誤解 を 招く よ うなお 
お げ さ な 表現で 喜 び を 表わす べきで 
ない と 言って いるので ある。 これ は 
至高の 神に 対する 私たちの 責任から 
見て， 忘れて はならない こと だと 思 
う 。 私たちが 主の み 業に 仕える とき， 
主が この 啓示 を 通して 勧告され たこ 


と の 模範 とならな けれ ばな ら ない。 

この 二， 三日間， 私 は 非常に 大き 
な 祝福 を この 身に 感じて いる。 自分 
の 家族が これほど 緊密に なった こと 
は 今までに なかった。 何物に も 代え 
る ことので きない 私の 宝で ある 子供 
や 孫た ち， そして 愛する 妻 を 本当に 
身近に 感じる ことができた。 確かに 
私の 肉眼で は 見る ことので きない 人 
人 も 皆， 私たちの 周りに いるので あ 
る。 全員が 一致して この 召し を 盛り 
立てて くれてい る。 私 は 家族に 言つ 
た。 「私が いく ら よい 説教 をした とし 
て も， 家族の 生活の 模範に はかな わ 
いだろう。」 そして， これから も 人々 
の 前で よ き 模範 を 示す よ うにと 勧め 
ておいた。 

今 この 大会 を 閉じる にあたり， 私 
は 教会の 族長と して， 皆さんの 上に 
祝福 を 捧げたい と 思う。 私が 関心 を 
もっている こと は， 皆さんが ここで 
語られた 言葉 を どれく らい 覚えて い 
るかで はなく， 皆さんが それ を 聞い 
て どう 感じた かで ある。 この 会 を 後 
に するとき， 何 を 持って 帰る 力'。 自 
分の 家族に どのよ うなみ やげ を 持つ 
て 帰る のか。 ワード 部， ステーキ 部, 
伝道 部の 会員た ちに 何 を 与える かと 
いう ことで ある。 

皆さんが この 大会 を 通じて， みた 
ま と 貴い 一致の 精神 を 感じたならば, 
どうか 彼らに 私の 愛と 祝福と を 持ち 
帰って いただきたい。 教会の 大 管長 
会 を はじめと する 教会 幹部の 面々 は 
力 や 教育の 有無 を 問わず， 全世界の 
教会員 を 心から 愛して いる こと を 伝 
えていた だきたい。 そして 私たちが 
彼らの 福利に 大きな 関心 を 抱いて い 
る こと も 加えて いただきたい。 

この 数日の 間に， 私の 信仰 は 一層 
強くな り， 確固たる ものに なって き 
たようで ある。 この 大会 を 終わる 前 
に， 是非 皆さんに 申し あげてお きた 
い ことがある。 この 大会 は 主が 不在 
のま ま 行なわれて き たので はない と 


いう ことで ある。 これ は 主の 教会で 
ある。 主 は 教会の 中心で ある ここ 以 
外の どこへ 行かれる だろう 力'。 主 は 
人 を なおざり にされ るよう な 御 方で 
はない。 いつも 私たちに 関心 を 寄せ 
て おられる。 そして 私たちが 主の 導 
きに 従うよ う 望んで おられる。 主 は 
実在の 御 方で ある。 天父 もまた しか 
りで ある。 私 は そのこ と を はっきり 
と 知っている。 私が ひと えに 願う こ 
と は， 主が 召され， 皆さんが 支持し 
て 下 さった こ の 貴 !■ 、地位に ふ さわし 
い 者と なること である。 

私 は これ ま で 語 られ てきた こと 力； 
真実で ある こと を 心から 証す る。 私 
たちが 今 携わって いる この 業 はま さ 
し く 主の み 業で ある こ と を 一点の 疑 
いもな く 確信して いる。 人類が 救わ 
れる道 は 天が下に このみ 名 をお いて 
ほかにな いので ある。 

家族 や 友人， たとえ 罪のう ちに あ 
る 人で あろ うと も， 私の 声に 耳 を 傾 
けて おられる すべての 人々 に 私の 愛 
が 届 くように， 私たち はそう した 罪 
人， 教会に 不活発な 人々 にも 援助の 
手 を 差し伸べ， 手遅れになる 前に 彼 
ら を この 群れの 中に 連れ戻し たいと 
願って いる。 

神の 祝福が 皆さんの 上に あるよ う 
に。 恐らく， 主が ニーフ ァ ィ の 民に 
別れ を 告げた と き も このよ う な 気持 
ではなかった かと 思う。 主 は 人々 の 
信仰が まだ 堅固で ない こと を 御存じ 
であった。 しかしこう 言われた。 も 
し 人々 が 家に 戻り， 主が 告げられた 
こと を 深く 考え， 行なおう とするな 
らば， 主 は 再び 現われて， 彼らに 新 
たな 教え を 施す であろ うと。 同じよ 
う に， 皆さん も 耳に した こと， ある 
いは 私たちが 語った こ とのす ベて を 
十分に は 理解で きない かも しれない。 
しかし 皆さんが これから 家に 帰り， 
こ こで 語られた こ と をよ く'！:、 にと め， 
その 精神 を 捕らえるならば， 皆さん 
が 再び ここに 集われた ときに， ある 
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いは 私たちが 皆さんの もとに 出かけ れる ものと 思う。 一 

て 行った ときに， 皆さんが 抱えて い      これらの 証と 祝福 をす ベて イエス. 

る 問 穎の 解決に 一 雇の 助けが 与えら キ リ ス 卜の み 名に よって 申し上げる。 
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